


巻　頭　言

　大学院医歯学総合研究科年報（2017年版）をここにお届けいたします。本研究科での１年間の研究成果を

総括する資料として,ご活用いただけると幸いです。

  さて、本学では国立大学で唯一の医療系総合大学としての特長を活かし、独創的な研究や革新的な医療技

術を社会に還元するための取り組みが推進されており、さまざまな戦略のもとで機構改革が進行しています。

「医学・歯学・工学の有機的な連携」による全学レベルでの研究力強化の取り組みが、世界に冠たる医療系総

合大学としての本学の地位向上に大きく貢献することが期待されます。

　この方面の本年度の話題として、統合先制医歯保健学を推進するための大学院医歯学総合研究科の改組を

挙げることができます。すなわち、IoT、AI、ロボティクスなどについて統合的に取り扱う人材の育成、あ

るいはこれらの方面の研究の推進を意図した新たな医歯学総合研究科が2018年４月に設置され、先制医歯理

工学コース（博士３年または４年）の新設、生体検査科学専攻の保健衛生学研究科からの移行、医歯理工保

健学専攻（修士２年）の設置などの組織改変が行われています。また、昨年度には各部局で行われている研

究活動を戦略的に統括・推進するための全学的組織として統合研究機構が設立され、リサーチコアセンター

の設置（2017年５月）、あるいは同機構に属する最重点研究領域の第一弾として「創生医学コンソーシアム」

の設置（2017年９月）が実現していますが、今年度はバイオバンクやビッグデータを活用したゲノム医療・

AIシステム等の開発や社会実装を目指す「未来医療開発コンソーシアム」が、第二弾のコンソーシアムとし

て設置されるに至っています（2018年12月）。さらに、いわば組織対組織での産学連携の支援を意図したオー

プン・イノベーション機構が設立されたことも、本年度の大きな話題であります。

　本年報にこれらの戦略の成果が明確に反映されるまでは、相応の時間が必要と思われますが、その一方で、

ここに掲げられた実績は、シーズの宝庫といっても決して過言ではありません。これらが研究者一人ひとり

のさらなる意欲向上や新たなコラボレーション開拓に役立つのみならず、人々の幸福に貢献できる成果の輩

出へと大きく発展していくことを期待しております。

　　2019 年 3 月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  東京医科歯科大学大学院
医歯学総合研究科長　興　地　隆　史
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口腔病理学
Oral Pathology

教授 　　
池田　通
講師 　　
坂本　啓
助教
栢森　高
臨床検査技師
濱垣　美和子
大学院生
Sawangarun Wanlada(　～ 9月）
大畑　八重
和田　あかね
石田　尚子
土谷　麻衣子
TEERAWONG CHANYANUCH（10月～　）

( 1 ) 分野概要

　口腔病理学は歯学部組織においては基礎分野に所属しているが、教育職スタッフは学部 · 大学院教育の他、日本
病理学会が認定する口腔病理専門医の資格のもと、病院内で口腔領域疾患の病理組織診断という臨床業務も行っ
ている。年間約 3,000の診断件数があり、口腔病理診断件数では日本最多となっている。
一方、基礎分野として研究にも力を入れており、教室の開祖である宮崎吉夫教授に始まり、石川梧朗教授、山本　
肇教授、高木　實教授、山口　朗教授に至る 80年余りの期間に数々の業績を挙げてきた。
　平成 29年より池田　通教授が着任し、教室の伝統を受け継いで、坂本　啓講師、栢森　高助教とともに先端的
な細胞生物学研究から臨床病理学研究まで包括する幅広い研究活動を行っている。このような環境の中で、将来
日本の口腔病理学分野を担うべく、若い人材が大学院生として東京医科歯科大学のみならず全国から集っている。
これら大学院生は、医学部病理学分野との垣根がない環境でトレーニングを受けながら口腔病理専門医の取得を
目指すとともに、博士（歯学）の学位取得のために口腔疾患の先端的病理学研究に従事している。

( 2 ) 研究活動

· 硬組織関連疾患に関わる病因 · 病態に関する研究
· 口腔疾患（特に口腔癌及び歯原性腫瘍）の病因 · 病態に関する研究
· 悪性腫瘍の浸潤 · 転移に関わるがん微小環境に関する研究
· 口腔病理診断を基礎とした臨床病理学研究

( 3 ) 教育活動

学部教育では病理学総論及び口腔病理学のユニットを担当する。病理学総論では全身疾患の理解に不可欠な病理
学の基本を、口腔病理学では、病理学総論で学んだ知識を基礎に、各論として口腔領域の疾患に関する病理学を
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歯学部 3年生に教えている。

大学院教育では博士の学位論文研究の指導を行うとともに、口腔病理専門医の資格取得に必要な全身の病理解剖
及び病理組織診断の指導を、医学系大学院生と同じ環境で行っている。

( 4 ) 研究業績

[原著]

1. Oikawa Y，Morita K，Kayamori K，Tanimoto K，Sakamoto K，Katoh H，Ishikawa S，Inazawa J，Harada
H. Receptor tyrosine kinase amplification is predictive of distant metastasis in patients with oral squamous
cell carcinoma Cancer Science. 2017.02; 108(2); 256-266

2. Nguyen CT，Okamura T，Morita K，Yamaguchi S，Harada H，Miki Y，Izumo T，Kayamori K，Yamaguchi
A，Sakamoto K. LAMC2 is a predictive marker for the malignant progression of leukoplakia Journal of
Oral Pathology and Medicine. 2017.03; 46(3); 223-231

3. Fujita, S., Ikeda, T.. The CCL2-CCR2 axis in lymph node metastasis from oral squamous cell carcinoma:
an immunohistochemical study 2017.04; 75; 742-749

4. Naruse, T., Yamashita, K., Yanamoto, S., Rokutanda, S., Matsushita, Y., Sakamoto, Y., Sakamoto,
H., Ikeda, H., Ikeda, T., Asahina, I., Umeda, M.. Histopathological and immunohistochemical study in
keratocystic odontogenic tumors: predictive factors of recurrence Oncology Letters. 2017.05; 13; 3487-
3493

5. Sakamoto, Y, Fujita, S., Adachi, M., Sakamoto, H., Naruse, T., Yanamoto, S., Ikeda, T., Umeda, M..
Carcinoma ex pleomorphic adenoma of the tongue: Difficulty in diagnosis between metastasis of breast
cancer and salivary tumor Journal of Craniofacial Surgery. 2017.05; 28; e182-e185

6. Akane Yukimori, Yu Oikawa, Kei-Ichi Morita, Chi Thi Kim Nguyen, Hiroyuki Harada, Satoshi Yam-
aguchi, Kou Kayamori, Akira Yamaguchi, Tohru Ikeda, Kei Sakamoto. Genetic basis of calcifying cystic
odontogenic tumors. PLoS ONE. 2017.06; 12(6); e0180224

7. Yukimori, A., Oikawa, Y., Morita, K., Nguyen, C. T. K., Harada, H., Yamaguchi, S., Kayamori, K.,
Yamaguchi, A., Ikeda, T., Sakamoto, K.. Genetic basis of calcifying cystic odontogenic tumors Plos One.
2017.06; 12; e0180224

8. Wanlada, S., Masita, M., Ikeda, T., Sakamoto, K.. Downregulation of Notch 1 expression in 4-nitroquinoline-
1-oxide-induced precancers of mouse tongue The Journal of the Stomatological Society, Japan. 2017.07;
84; 84-92

9. Shohei Tomii, Takumi Akashi, Noboru Ando, Tomoki Tamura, Akira Sakurai, Asami Terada, Asuka
Furukawa, Yoshimi Suzuki, Kou Kayamori, Kei Sakamoto, Hironori Ishibashi, Yoshinobu Eishi. Cortical
Actin Alteration at the Matrix-Side Cytoplasm in Lung Adenocarcinoma Cells and Its Significance in
Invasion. Pathobiology. 2017.07; 84(4); 171-183

10. Nakao, Y., Yamada, S., Yanamoto, S., Tomioka, T., Naruse, T., Ikeda, T., Kurita, H., Umeda, M..
Natriuretic peptide receptor A is related to the expression of vascular endothelial growth factors A and
C, and is associated with the invasion potential of tongue squamous cell carcinoma International Journal
of Oral and Maxillofacial Surgery. 2017.08; 46; 1237-1242

11. Ikeda, T., Seki, S., Fujiwara, M, Matsuura, M., Ozaki, Y., Fujita, S., Ikeda, H., Umeda, M., Asahina, I..
Low-risk population among patients with TNM stages III and IV oral squamous cell carcinoma Oncology
Letters. 2017.09; 14; 3711-3716

12. Yamagata Y, Tomioka H, Sakamoto K, Sato K, Harada H, Ikeda T, Kayamori K. CD163-Positive Macrophages
Within the Tumor Stroma Are Associated With Lymphangiogenesis and Lymph Node Metastasis in Oral
Squamous Cell Carcinoma J Oral Maxillofac Surg. 2017.10; 75(10); 2144-2153

13. Ohata Y, Tatsuzawa A, Ohyama Y, Ichikawa A, Mochizuki Y, Ishibashi S, Itakura Y, Sakamoto K, Ikeda
T, Kitagawa M, Yamamoto K. A distinctive subgroup of oral EBV+ B-cell neoplasm with polymorphous
features is potentially identical to EBV+ mucocutaneous ulcer Human Pathology. 2017.11; 69; 129-139
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14. Ozaki-Honda, Y., Seki, S., Fujiwara, M., Matsuura, M., Fujita, S., Ikeda, H., Umeda, M., Ayuse, T., Ikeda,
T.. Prognostic prediction of oral squamous cell carcinoma by E-cadherin and N-cadherin expression in
overall cells in tumor nests or tumor cells at the invasive front Cancer Microenvironment. 2017.12; 14;
87-94

15. Rokutanda, S., Yamada, S., Kawasaki, G., Kawano, T., Yanamoto, S., Fujita, S., Ikeda, T., Umeda, M..
Solitary neurofibroma of the maxillary sinus: Report of a case Journal of Oral and Maxillofacial Surgery,
Medicine, and Pathology. 24(201200); 237-240

[講演 · 口頭発表等]

1. 大山巌雄、道泰之、鵜澤成一、名生邦彦、炭野淳、三浦千佳、水谷美保、栢森高、山城正司、山口聰. 当科で
経験した上顎歯肉扁平上皮癌 91症例の臨床病理学的検討. 第 35回日本口腔腫瘍学会 2017.01.26 福岡

2. 及川 悠, 森田 圭一, 栢森 高, 坂本 啓, 谷本 幸介, 加藤 洋人, 石川 俊平, 稲澤 譲治, 原田 浩之. 口腔扁平上皮
癌における遠隔転移予測因子としてのチロシンキナーゼ受容体. 第 35回日本口腔腫瘍学会総会 · 学術大会
2017年 1月 26-27日 2017.01.26 福岡市

3. 中村洋一、石田尚子、新宅洋、内原俊記、融衆太、芦刈伊世子、佐藤志津子、山根道雄、北川昌伸、廣川勝
昱、入江徹也. 11年の経過後 94歳で在宅死から剖検した ALS-FTLDの終末病理像. 第 58回　日本神経病
理学会総会学術研究会 2017.06.03 東京

4. 栗林亜実、坂本潤一郎、森田圭一、栢森高、鈴木紀子、倉林亨. 頬部に発生した乳腺相似分泌癌の１例. 日
本歯科放射線学会第 58回学術大会 2017.06.03 鹿児島市

5. Uo M, Wada T, Komiya R, Harada H, Sakamoto K, Ikeda T, Yamaguchi A. Trace metallic element accu-
mulation in the sequestrum of medication-related osteonecrosis of the jaw (MRONJ). 14th International
Symposium on Applied Bioinorganic hemistry – ISABC14 June 7-10th 2017 2017.06.07 Toulouse, France

6. 森田圭一、栢森高、名生邦彦、道泰之、山口聰、佐藤由紀子、竹内賢吾. 耳下腺導管部に発生した乳腺相似
分泌癌の一例. 第 41回日本頭頸部癌学会 2017.06.08 京都

7. 鈴木美麗、桑原小の実、福田将義、和田祥城、岡田英理子、松岡克善、山内　慎一、安野正道、和田あかね、
倉田盛人、仁部洋一、北畑富貴子、根本泰宏、藤井俊光、大島　茂、中川美奈、永石宇司、柿沼　晴、岡本
隆一、大塚和朗、渡辺　守. 直腸絨毛腫瘍により電解質異常を認めた一例. 第 104回 日本消化器内視鏡学会
関東支部例会 2017.06.11 シェーンバッハ · サボー（東京都千代田区）

8. 和田　あかね、栢森　高、佐藤　百合子、坂本　啓、池田　通. 歯肉頬移行部の非乾酪壊死性の類上皮細胞肉
芽腫を契機に診断されたサルコイドーシスの 1例. 第 28回日本臨床口腔病理学会総会 · 学術大会 2017.08.23

9. 土谷　麻衣子、遠山　怜、坂本　啓、鵜澤　一成、池田　通. 一部にエナメル上皮癌に類似する歯原性嚢胞
由来の原発性骨内癌、NOSの一例. 第 28回日本臨床口腔病理学会総会 · 学術大会 2017.08.23

10. 大畑八重、栢森高、平井秀明、土谷麻衣子、山口聡、原田浩之、坂本啓、池田通. 口腔扁平上皮癌における
癌関連線維芽細胞の生物学的重要性. 第 28回日本臨床口腔病理学会総会 · 学術大会 2017.08.24 川越

11. 石田　尚子，坂本　啓，本多　奈津子，道　泰之. 診断に苦慮した sclerosing odontogenic carcinomaの一
例 A case of sclerosing odontogenic carcinoma with diagnostic difficulty . 第 28回日本臨床口腔病理学会
総会 2017.08.25 川越

12. 本田　由、藤田　修一、池田　通. 腫瘍胞巣全体もしくは浸潤先端における E-cadherinおよび N-cadherin
の発現程度を用いた口腔扁平上皮癌患者の予後予測. 第 59回歯科基礎医学会学術大会 2017.09.16

13. 立澤 杏奈、山本 浩平、大畑八重、大山 厳雄、望月 裕美、小松博義、北川 昌伸. Clinicopathological and
gene mutation analyses of oral diffuse large B-cell lymphoma. 第 76回日本癌学会学術総会 2017.09.29

14. 大熊英之、橋本貢士、関隆実、土谷麻衣子、坊内良太郎、冨井翔平、有泉陽介、南勲、泉山肇、朝蔭孝宏、吉
本貴宣. 経過中に慢性甲状腺炎の発症を認めたMEN2Aの 1例. 第 60回日本甲状腺学会学術集会 2017.10.06
別府国際コンベンションセンター

15. Ohata Y, Tsuchiya M, Hirai H, Yamaguchi S, Akashi T, Sakamoto K, Yamaguchi A, Ikeda T, Kayamori
K. Leukemia inhibitory factor produced by fibroblasts within tumor stroma participates in invasion of oral
squamous cell carcinoma. Research and Clinical Excellence Day, University of California San Francisco
2017.10.12 California San Francisco
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16. T. Uchihara Correspondence information about the author T. Uchihara , M. Sango, H. Takubo, T. Komori,
N. Yoshimura, C. Nohara, T. Homma, A. Wada, M. Kodama, S. Orimo, E. Isozaki, M. Kitagawa, K.
Hirokawa, S. Toru. Reduced MIBG uptake under relative preservation of cardiac sympathetic nerve in
four autopsy patients of CBD-tau without lewy pathology. XXIII World Congress of Neurology 2017.10.15
KYOTO

17. 丸岩真由子，森田圭一，栢森　高，田中香衣，名生邦彦，道　泰之，山口　聡，池田　通，原田浩之. 腺房細
胞癌および乳腺相似分泌癌の臨床病理学的検討. 第 62回日本口腔外科学会学術集会 2017年 10月 20-22日
2017.10.20 京都

18. 小宮瑠里，宇尾基弘，津島文彦，坂本　啓，池田　通，山口　朗，原田浩之. MRONJの腐骨中に蓄積した
微量金属元素の定量および分布分析. 第 62回日本口腔外科学会学術集会 2017年 10月 20-22日 2017.10.20
京都

19. 大畑八重、山本 浩平、立澤 杏奈、大山 厳雄、市川 理子、望月 裕美、石橋 佐知子、坂本 啓、池田 通、北川
昌伸. Clinicopathological and gene mutation analyses of EBV+ oral diffuse large B-cell lymphoma. 第 63
回日本病理学会秋期特別総会 2017.11.02 東京

20. 鈴木紀子、栗林亜実、坂本潤一郎、坂本　啓、渡邊　裕、倉林　亨. 口腔悪性腫瘍の下顎骨浸潤における
3D-VIBEと CTとの比較. 日本歯科放射線学会　第 22回臨床画像大会 2017.11.11 盛岡市

21. 森田 圭一, 横川 美咲, 及川 悠, 栢森 高, 坂本 啓, 池田 通, 原田 浩之. 口腔扁平上皮癌患者における遠隔転移
予測因子の検討. 日本人類遺伝学会第 62回大会 2017年 11月 16-18日 2017.11.16

22. 山崎 友裕，松川 直樹，岡田 理沙，小橋健一郎 今城 眞臣，鎌田 和明，矢内 常人、和田あかね，明石 巧. 急
速に増大した早期食道癌の転移性リンパ節腫瘍の一例. 日本消化器病学会 関東支部第 347回例会 2017.12.02
東京都千代田区

23. 木脇祐子、石田尚子、小林大輔、菅原江美子、桐村進、冨井翔平、今田安津子、明石巧、矢内真人、慶徳大
誠、北川昌伸、江石義信. 悪性リンパ腫化学療法後に劇症肝炎を発症して死亡した 80 歳代男性の１剖検例.
第 77回 日本病理学会 関東支部 学術集会 2017.12.09
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細菌感染制御学
Bacterial Pathogenesis

教　授　　鈴木　敏彦
准教授　　芦田　浩
助　教　　鈴木　志穂
大学院生　岡野　徳壽
大学院生　山村　清展
大学院生　 LEEWANANTHAWET Anongwee（歯周病学分野）
大学院生　 ABASS Adiza（ウイルス制御学分野）

( 1 ) 分野概要

　細菌感染制御学分野では、病原体の感染の分子メカニズムとこれらの感染に対する宿主の応答機構を明らかに
し、感染や発症の制御に必要な技術的基盤を構築するための新しい知見を取得することを目指しています。多く
の人間が罹患するいわゆる「伝染病」から、免疫が落ちている方が発症する日和見感染、さらにヒトと共生する口
腔内、腸内細菌までそれぞれがホットな学問領域になっています。
　本分野の研究テーマとしては、まず、自然炎症機構のひとつインフラマゾームの活性化のメカニズムの解明と、
各種疾患への関与について研究を行っております。また、細菌性下痢症を起こす細菌と腸管常在細菌叢との相互
作用の解明、歯周炎関連細菌の感染と宿主応答についても研究を行っています。さらに、琉球大学と共同で病原
性レプトスピラの感染機構の研究を引き続き行っています。また、AMED 感染症研究国際展開戦略プログラム
（J-GRID）で本学の拠点がおかれているガーナ大学野口記念医学研究所との共同研究にも参画しています。

　現在の細菌学領域の研究は、いわゆる感染症を起こす病原細菌のみならず、生体の正常な免疫維持や慢性疾患
にも関わる広がりをみせています。本分野では、熱意のある大学院生を募集しています。

( 2 ) 研究活動

主な研究テーマ
1) 細菌の宿主認識、定着、増殖等の感染メカニズムの解明
2) インフラマゾームをはじめとする宿主自然免疫機構の活性化と制御機構の解明
3) 比較ゲノム · 遺伝子発現解析による病原性遺伝子の解析
4) 細菌の定着が与える慢性疾患への影響に関する解析

( 3 ) 教育活動

学部教育：
歯学部歯学科の第３学年（D3）感染と生体防御モジュール、講義および実習　ユニット１：感染と生体防御概論、
ユニット 3：病原性細菌と感染症、ユニット 4：病原性ウイルスと感染症。病態科学演習モジュール：感染症担当
D4研究実習分野配属
歯学部口腔保健学科 · 口腔保健衛生学専攻の第２学年「病原微生物と生体防御」
歯学部口腔保健学科 · 口腔保健工学専攻の第２学年「感染予防」
医学部医学科第２学年「感染 · 基礎」
琉球大学医学科第３学年（M3）医科学研究
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大学院教育：
大学院医歯学総合研究科 · 博士課程、大学院医歯学総合研究科 · 修士課程での研究指導

( 4 ) 教育方針

学部教育：
　感染症の現状を理解する：感染症はあらゆる疾患グループのうちで最大の罹患頻度と死亡率を示している。現
在、医療現場は新興 · 再興感染症、院内感染症、耐性菌の増加、日和見感染症などの問題を抱えている。また、抗
生物質は感染症に対して万能ではないことを理解する。感染症に対処できる能力を獲得する：医歯学における感
染症学の核心は感染と病原性の機序の理解である。医療従事者にとって必要な細菌学 · ウイルス学 · 真菌学の知識
および技術を習得し、臨床を学ぶための基盤を確立する。

大学院教育：
　病原体の感染メカニズムおよび宿主の応答を分子から個体レベルで理解し、感染症およびそれに関連する疾患
の治療へつながる基礎研究を展開する。自ら研究課題を設定し、研究を遂行できる能力を身につける。

( 5 ) 研究業績

[原著]

1. Noboru Nakasone, Yasunori Ogura, Naomi Higa, Claudia Toma, Yukiko Koizumi, Toshihiko Suzuki, Tetsu
Yamashiro. Hot-PBS extract of Vibrio vulnificus induces NF-kB activation Electronic J. Biol.. 2017;

2. Yohei Yamaguchi, Tomoko Kurita-Ochiai, Ryoki Kobayashi, Toshihiko Suzuki, Tomohiro Ando. Regula-
tion of the NLRP3 inflammasome in Porphyromonas gingivalis-accelerated periodontal disease. Inflamm.
Res.. 2017.01; 66(1); 59-65

3. Ayumi Saeki, Toshihiko Suzuki, Akira Hasebe, Ryousuke Kamezaki, Mari Fujita, Futoshi Nakazawa, Ken-
Ichiro Shibata. Activation of nucleotide-binding domain-like receptor containing protein 3 inflammasome
in dendritic cells and macrophages by Streptococcus sanguinis. Cell. Microbiol.. 2017.03; 19(3);

4. Noboru Nakasone, Naomi Higa, Claudia Toma, Yasunori Ogura, Toshihiko Suzuki, Tetsu Yamashiro.
Epigallocatechin gallate inhibits the type III secretion system of Gram-negative enteropathogenic bacteria
under model conditions. FEMS Microbiol. Lett.. 2017.07; 364(13);

[書籍等出版物]

1. 芦田浩, 鈴木敏彦, 笹川千尋. 化学療法の領域. 医薬ジャーナル社, 2017.01

2. 芦田浩, 鈴木志穂, 鈴木敏彦. 細胞. ニューサイエンス社, 2017.12

[総説]

1. Hiroshi Ashida, Chihiro Sasakawa. Bacterial E3 ligase effectors exploit host ubiquitin systems. Curr.
Opin. Microbiol.. 2017.02; 35; 16-22

[講演 · 口頭発表等]

1. Shiho Suzuki, Toshihiko Suzuki. Characterization of macrophages cell death caused by Shigella infection.
The 90th Annual Meeting of Japanese Society for Bacteriology 2017.03.20 Sendai

2. Claudia Toma, Takayoshi Yamaguchi, Naomi Higa, Arina Matsumoto, Nobuhiko Okura, Noboru Naka-
sone, Toshihiko Suzuki, Tetsu Yamashiro. Interaction of virulent Leptospira interrogans with renal ep-
ithelial cells. The 90th Annual Meeting of Japanese Society for Bacteriology 2017.03.20 Sendai

3. Ayumi Saeki, Akira Hasebe, Toshihiko Suzuki, Ken-ichiro Shibata. One of mycoplasmal active entities
that induce IL-1beta production by macrophages is lipopeptide/lipoprotein. The 90th Annual Meeting of
Japanese Society for Bacteriology 2017.03.20 Sendai
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4. 佐伯歩, 長谷部晃, 鈴木敏彦, 柴田健一郎. マイコプラズマ由来リポタンパク質によるマウスマクロファージ
に対する IL-1β産生誘導活性. 第 84回日本細菌学会北海道支部学術集会 2017.08.26 札幌

5. 岡野徳壽, 鈴木敏彦. Porphyromonas gingivalisによる低酸素条件でのインフラマソーム活性化. 第 59回歯
科基礎医学会学術大会 2017.09.17 松本

6. 佐伯歩, 長谷部晃, 鈴木敏彦, 柴田健一郎. インフラマソーム活性化物質としてのマイコプラズマ由来リポタ
ンパク質. 第 59回歯科基礎医学会学術大会 2017.09.17 松本

7. 芦田浩, 鈴木敏彦, 笹川千尋. ワクチンおよび抗生物質代替創薬開発の基盤となる腸管病原細菌感染マウスモ
デルの構築とその機能解析. 2017年度生命科学系学会合同年次大会 2017.12.06 神戸

8. Shiho Suzuki, Toshihiko Suzuki. The microbial-host interaction that drive the activation of the Nlrc4
inflammasome in Shigella-infected macrophages. The 46th Annual Meeting of The Japanese Society for
Immunology 2017.12.12 Sendai

9. Toshihiko Suzuki. Pathogen infection and host responses. The 46th Annual Meeting of The Japanese
Society for Immunology 2017.12.12 Sendai

[受賞]

1. 日本細菌学会関東支部 · 支部総会長賞—若手奨励賞—（岡野徳壽）, 第１００回日本細菌学会関東支部総会,
2017年 09月
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分子免疫学
Molecular Immunology

教授　　　東　みゆき
准教授　　永井　重徳
助教　　　大野　建州
非常勤講師
　　　　　清野　宏
　　　　　東　剛司
大学院生（博士)　　　　
　　　　　 Hirunwidchayarat Worawalun(～ 9月)
　　　　　 Nadya Niken Adiba(～ 9月)
　　　　　西井　直人 (顎口腔外科学分野)
　　　　　 Xia Yulong
　　　　　古澤　慧美 (小児歯科学分野)
　　　　　加藤　寛史 (顎顔面外科学分野)
　　　　　 Yang Yue
　　　　　加島　義久 (顎口腔外科学分野)(4月～)
　　　　　 Ao Xiang(歯髄生物学分野)(4月～)
　　　　　Wongtim Keeratika(10月～)
特別研究生（博士）
　　　　　立浪秀剛 (富山大学)　　　　
大学院研究生
　　　　　 Jin Xin(～ 9月)

( 1 ) 分野概要

分子免疫学分野は，大学院重点化に伴い新たに設置された専攻分野の一つとして 2000年４月に設立されました。
基礎および臨床歯学研究における免疫学の理解の必要性の増大に伴い、日本の歯学部では、口腔細菌 · 微生物学教
室とは別に設置された初めての免疫学研究室でもあります。免疫システムは、生体防御の基本であり、生命現象
を考える医歯学研究にますます不可欠なものとなりつつあります。口腔の免疫応答は、口腔由来の抗原に対する
全身免疫と腸管を主体とする粘膜免疫の２つの融合免疫システムにより担われています。歯や歯槽骨などの硬組
織と歯肉 · 口腔粘膜などの軟組織が混在し、日々の生活の中で多くの病原性および共生細菌や食餌性抗原に曝され
ている口腔は、他の臓器と比べてユニークな環境におかれています。免疫学はこの 30年間に大きな進歩を遂げて
きましたが、生体のしくみには、まだまだ解明されていない“不思議”がたくさんあります。当分野では、口腔と
全身のネットワークを追求しながら、医歯学 · 生物学の幅広い観点から免疫システムの“不思議”の解明に取り組
み、病態解明と治療法開発を目指しています。

( 2 ) 研究活動

研究目標：
生体防御において重要な役割を果たしている免疫システムは、リンパ球上の膜分子と可溶性分子の相互反応によ
り巧みに制御され維持されています。なかでも、抗原特異的な適応免疫を担う T細胞と B細胞は、抗原受容体を
介した刺激のみならず、共刺激分子 (Co-signal molecules)と呼ばれる細胞表面機能分子の働きにより免疫応答の
質と量が決定されています。先天免疫と適応免疫システムは、別々に働いているわけではなく、お互いに強くリ
ンクしています。T細胞および B細胞、マクロファージ、樹状細胞などの抗原提示細胞を含む免疫担当細胞はも
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ちろんのこと、各種臓器における組織細胞上の多種多様な補助シグナル分子の発現制御や機能的役割を明らかに
し、これらの分子を標的とした、骨髄移植 · 臓器移植 · 自己免疫疾患 · 癌 · 炎症 (歯髄炎，歯周炎を含む)およびア
レルギー性疾患における免疫治療法を開発することを目的としています。
　口腔粘膜や歯における口腔免疫応答は、全身性免疫と共通な部分と口腔独自のユニークな部分から成り立って
います。全身性免疫および腸管粘膜免疫と口腔独自のユニークな点を分子レベルで明らかにしていくことで、全
身性疾患と口腔疾患の関連が明らかになり、これらの研究成果を基盤に、口腔疾患の治療法および口腔から全身
疾患の治療法開発へ繋げます。

研究テーマ
1.　新規免疫チェックポイント分子 VISTA (PD-1H)の機能解析
2.　舌下粘膜療法の効果発現に関わる舌下粘膜樹状細胞の動態と機能修飾
3.　アレルギー性疾患における免疫チェックポイント分子 (CTLA-4, PD-1,VISTA)の関与
4.　口腔粘膜上皮細胞における抑制性共刺激分子 CD274 (B7-H1)の発現と機能制御
5.　口腔粘膜経由の抗原に対する 2次リンパ組織と口腔粘膜における免疫応答の解析
6.　マウス扁平上皮癌モデルにおける種々の免疫チェックポイント分子阻害効果
7.　がん治療における免疫チェックポイント阻害剤との効果的な併用療法の開発
8.　 IL-33のがん免疫応答への関与
9.　 IL-10産生制御性 T細胞 (Tr1)分化における PI3K 経路の役割
10.　免疫麻痺における免疫チェックポイント分子および制御性細胞の役割
11.　 B7-H1発現誘導に関わるシグナル経路の解明
12.　樹状細胞を標的とした siRNA核酸医薬のアレルギー性皮膚 · 粘膜炎への応用開発

( 3 ) 教育活動

学部教育：
歯学部歯学科　第３学年；感染と生体防御モジュール · モジュール責任者、講義および実習　ユニット１：感染と
生体防御概論、ユニット４：バイオインフォーマティクス、ユニット５：生体免疫応答、 病態科学演習モジュー
ル　口腔粘膜疾患担当、第４学年　研究実習分野配属、
歯学部口腔保健学科 · 口腔保健衛生学専攻　第２学年「病原微生物と生体防御」
歯学部口腔保健学科 · 口腔保健工学専攻　第２学年「感染予防」
医学部医学科　第２学年「免疫学 I:共受容体による免疫調節」

大学院教育：
博士課程（医歯学総合研究科）分子免疫学特論 · 演習 · 実験
大学院特別講義（医歯学 · 生命理工学先端研究特論）「宿主-腸内細菌相互作用」大野博司、「死細胞貪食と免疫制
御」田中正人
博士課程（医歯学総合研究科）　医歯学総合研究科コース特論（Basic-clinical borderless education）口腔化学 ·
機能コース · コースリーダー
修士課程（医歯理工学専攻）「免疫学 T細胞の活性化と免疫応答」講義

( 4 ) 教育方針

学部教育：生体防御機構において免疫システムがどのようにかかわっているかを理解させる。また、免疫システ
ムが関与する全身性および臓器特異的疾患の発症メカニズムを理解させる。
大学院教育：免疫応答を細胞 · 分子 · 遺伝子レベルで理解し、免疫関連疾患の病態および免疫制御による疾患治療
の可能性を考えられる能力を身につける。
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( 5 ) 研究業績

[原著]

1. Kang S, Zhang C, Ohno T, Azuma M. Unique B7-H1 expression on masticatory mucosae in the oral cavity
and trans-coinhibition by B7-H1-expressing keratinocytes regulating CD4+ T-cell-mediated mucosal tissue
inflammation. Mucosal Immunol. 2017.05; 10(3); 650-660

2. Ohno T, Kondo Y, Zhang C, Kang S, Azuma M. Immune checkpoint molecule, VISTA regulates T cell-
mediated skin inflammatory responses. J Invest Dermatol . 2017.06; 137(6); 1384-1386

3. Wallberg M, Recino A, Phillips J, Howie D, Vienne M, Paluch C, Azuma M, Wong FS, Waldmann
H, Cooke A. Anti-CD3 treatment up-regulates programmed cell death protein-1 expression on activated
effector T cells and severely impairs their inflammatory capacity. Immunology. 2017.06; 151(2); 248-260

4. De Riva A, Wallberg M, Ronchi F, Coulson R, Sage A, Thorne L, Goodfellow L, McCoy K, Azuma M,
Cooke A, Busch R. Regulation of type 1 diabetes development and B-cell activation in nonobese diabetic
mice by early life exposure to a diabetogenic environment. Plos One. 2017.08; 12(8); e0181964

5. Hirunwidchayarat W, Furusawa E, Kang S, Ohno T, Takeuchi S, Rungsiyanont S, Azuma M. Site-specific
regulation of oral mucosa-recruiting CD8＋ T cells in a mouse contact allergy model. Biochem Biophys
Res Commun. 2017.09; 490(4); 1294-1300

6. Nadya NA, Tezuka H, Ohteki T, Matsuda S, Azuma M, Nagai S. PI3K-Akt pathway enhances the differ-
entiation of interleukin-27-induced type 1 regulatory T cells. Immunology. 2017.11; 152(3); 507-516

7. Sugita J, Asada Y, Ishida W, Iwamoto S, Sudo K, Suto H, Matsunaga T, Fukuda K, Fukushima A, Yokoi
N, Ohno T, Azuma M, Ebihara N, Saito H, Kubo M, Nakae S, Matsuda A. Contributions of interleukin-
33 and TSLP in a papain-soaked contact lens-induced mouse conjunctival inflammation model. Immun
Inflamm Dis. 2017.12; 5(4); 515-525

8. Swangphon P, Pientong C, Sunthamala N, Bumrungthai S, Azuma M, Kleebkaow P, Tangsiriwatthana
T, Sangkomkamhang U, Kongyingyoes B, Ekalaksananan T. Correlation of circulating CD64+/CD63+

monocyte ratio and stroma/peri-tumoral CD163+ monocyte density with human papillomavirus infected
cervical lesion severity. Cancer Microenvironment. 2017.12; 10(1-3); 77-85

[総説]

1. 東　みゆき. 免疫チェックポイント阻害薬　基礎から臨床まで ファルマシア. 2017.01; 53(1); 25-29

2. 古澤　慧美、 Hirunwidchayarat W、康　思ウェン、東　みゆき. 口腔粘膜における特有の免疫制御機構 臨
床免疫 · アレルギー科. 2017.11; 68(6); 656-661

[講演 · 口頭発表等]

1. 東　みゆき. 扁平上皮癌に対するがん免疫応答と免疫療法. お茶の水 SC クラブ第５回学術集会 2017.03.03
東京

2. 西井　直人、立浪　秀剛、近藤　雄太、冨原　圭、野口　誠、原田　浩之、東　みゆき. 制御性 T細胞集積
が顕著な扁平上皮癌モデルでの低濃度 TLRアゴニスト投与による癌縮小とチェックポイント阻害との併用
効果. 第 71回日本口腔科学会 2017.04.26 松山

3. 東　みゆき. 口腔免疫と皮膚免疫システムの異同. 新潟大学皮膚科セミナー 2017.06.14 新潟

4. 東　みゆき. 免疫チェックポイントの基礎. 第７回千駄木リウマチ膠原病セミナー　特別講演 II 2017.06.23
東京
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5. 西井　直人、立浪　秀剛、近藤　雄太、原田　浩之、東　みゆき. PD-L1阻害 療法抵抗性の癌モデルにおけ
る低濃度 TLR7アゴニスト投与効果の検討. 第 21 回日本がん免疫学会 2017.06.28 千葉

6. 東　みゆき. 今話題の免疫チェックポイントって何？ . 第 34回アルペン口腔科学フォーラム 2017.07.02
富山

7. Hirunwidchayarat W, Ohno T, Tomura M, Azuma M. Site-specific regulation of CD8+ T cell activation
in the oral mucosa. ICMI2017 2017.07.19 Washington DC, USA

8. Azuma M, Kang S, Hirunwidchayarat W, Ohno T. Unique PD-L1 expression in oral mucosae and trans-
coinhibition by PD-L1-expressing keratinocytes in CD4+ T cell-mediated tissue inflammation. ICMI2017
2017.07.19 Washington DC, USA

9. 上野 太郎、木造 理萌子、山田 清貴、永井 重徳、相澤 守. イノシトールリン酸を表面修飾した水酸アパタ
イトセラミックスの免疫細胞応答性. 第 26回無機リン化学討論会 2017.08.24 津田沼

10. Kagami S, Kizukuri R, Nagai S, Aizawa M. Preparation of hydroxyapatite ceramics loaded with various
immunostimulators and their responses to immune cells. The 15th international conference on advanced
materials 2017.08.27 Kyoto, Japan

11. Nadya Niken Adiba、東　みゆき、永井　重徳. PI3K-Akt経路は IL-27誘導 Tr1細胞 分化を増強する. 第
59回歯科基礎医学会 2017.09.16 塩尻

12. 金　キン、永井　重徳、東　みゆき. 上皮系細胞における B7-H1発現に関わるシ グナル探索. 第 59回歯科
基礎医学会 2017.09.16 塩尻

13. Hirunwidcyayarat Worawalun、古澤　慧美、Kang Siwen、大野　建州、永井　重徳、東　みゆき. 口腔接
触アレルギーにおける粘膜局所での CD8+T細胞の不活化. 第 59回歯科基礎医学会 2017.09.16 塩尻

14. 西井　直人、立浪　秀剛、近藤　雄太、原田　浩之、東　みゆき. TLR7アゴニストは扁平上皮癌における
制御性 T細胞の集積を抑制し抗腫瘍効果を発揮する. 第 62回日本口腔外科学会 2017.10.20 京都

15. Kizukuri R, Yamada K, Honda M, Nagai S, Aizawa M. Development of immunoceramics in the CaO-P2O5-
SiO2-B2O3 system and their cellular responses. 29th Symposium and Annual Meeting of the International
Society for Ceramics in Medicine 2017.10.25 Toulouse, France

16. Nagai S, Nadya NA, Tezuka H, Ohteki T, Matsuda S, Azuma M. PI3K-Akt pathway enhances Tr1 differ-
entoation induced by IL-27. ICIS 2017 2017.10.29 Kanazawa,Japan

17. Ueno T, Kizukuri R, Yamada K, Nagai S, Aizawa M. Effect of surface roughness on immune cells of
hydroxyapatite ceramics modified with inositol phosphate. 17th Asian BioCeramics Symposium 2017.11.30
Okayama, Japan

18. Nagai S, Nadya N A, Tezuka H, Ohteki T, Matsuda S, Azuma M. PI3K-Akt pathway enhances type 1
regulatory T cell differentiation induced by IL-27. 第 46回日本免疫学会 2017.12.12 仙台

19. Nishii N, Tachinami H, Kashima Y, Kondo Y, Harada H, Azuma M. Systemic administration of low dose
TLR7 agonist augments antitumor responses in the PD-1 checkpoint blockade-resistant and regulatory T
cell-dominant murine tumor models. 第 46回日本免疫学会 2017.12.12 仙台

20. Furusawa E, Ohno T, Miyashin M, Azuma M. Silencing of B7-DC/PD-L2 in the cutaneous dendritic cells
using siRNA inhibits contact allergy. 第 46回日本免疫学会 2017.12.12 仙台

21. Hirunwidchayarat W, Furusawa E, Ohno T, Nagai S, Azuma M. Site-specific regulation of oral mucosa-
recruiting CD8+T cells -Comparison of contact allergy between skin and oral mucosa-. 第 46回日本免疫
学会 2017.12.12 仙台
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先端材料評価学
Advanced Biomaterials

教授　宇尾 基弘
准教授　本郷 敏雄
助教　中村 英雄
助教　和田 敬広
大学院生　 Chaiamornsup Patcharanun

( 1 ) 分野概要

歯科材料には安全性 · 機能性 · 審美性を兼ね備えることが求められている。当分野ではガラス · セラミックス，ポ
リマーおよびそれらの複合材料による新たな歯科材料の開発を行う他、微量分析技術を診断や歯科 · 生体材料の安
全性評価に応用している。

( 2 ) 研究活動

審美性と安全性に優れた歯科修復用材料の開発を目的として、ガラス · セラミックス，ポリマーおよびそれらの複
合材料による新たな歯科材料の開発を行っている。加えて生体組織に含まれる微量元素の分布や化学状態を放射
光を用いた蛍光 X線分析や XAFSにより調査し、診断や歯科 · 生体材料の安全性評価に応用している。
1) 放射光を用いた生体中微量元素の検出と診断 · 医療用材料評価への応用
2) X線吸収微細構造解析 (XAFS)の歯科材料の特性評価への応用
3) ガラス · セラミックスを中心とした、新たな機能を持つ歯科材料の開発
4) エンジニアリングプラスチックを用いたメタルフリー歯科矯正材料の開発
5) コンポジットレジン用の機能性ガラス · セラミックスフィラーの開発

( 3 ) 教育活動

様々な材料や器械 · 器具を用いて治療を行う歯科医学にとって、それらの原理を理解する歯科理工学は重要な項目
の一つである。当分野は歯学科の歯科理工学（モジュール名「生体材料」）の講義 · 実習を担当するほか、関連の
臨床医学とも連携した講義、大学院講義を行っている。

( 4 ) 研究業績

[原著]

1. Hua Huang, Takahiro Wada, Hiroko Ariga, Satoru Takakusagi, Kiyotaka Asakura, Yasuhiro Iwasawa.
Controlling the Inhomogeneity of Solid Catalysts at the Mesoscopic Scale Chemical Physics Letters.
2017.01; 683; 18-21

2. 村田尚義, 和田敬広, 鈴木卓弥, 向井慎吾, 上原広充, 仁谷浩明, 丹羽尉博, 朝倉清高. In-situ蛍光 XAFSを可
能にする高温セルとガスセンサに用いる Pt-SnO2 薄膜触媒のその場観察 放射光. 2017.01; 30(1); 21-26

3. Motohiro Uo, Takahiro Wada, Kiyotaka Asakura. Structural analysis of strontium in human teeth treated
with surface pre-reacted glass-ionomer filler eluate by using extended X-ray absorption fine structure
analysis Dental Materials Journal. 2017.03; 36(2); 214-221
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4. 姜 東勲, 和田 敬広, 宇尾 基弘, 興地 隆史. 粘土添加ケイ酸カルシウムセメントの水練和物及び硬化体の物性
評価 特定非営利活動法人日本歯科保存学会学術大会プログラムおよび講演抄録集. 2017.05; 146回; 142

5. Qiuyi Yuan, Satoru Takakusagi, Yuki Wakisaka, Yohei Uemura, Takahiro Wada, Hiroko Ariga, Kiyotaka
Asakura. Polarization-dependent Total Reflection Fluorescence X-ray Absorption Fine Structure (PTRF-
XAFS) Studies on the Structure of a Pt Monolayer on Au(111) Prepared by the Surface-limited Redox
Replacement Reaction Chemistry Letters. 2017.06;

6. Shirako T, Churei H, Wada T, Uo M, Ueno T. Establishment of experimental models to evaluate the
effectiveness of dental trauma splints Dent Mater J. 2017.06; Online published

7. Tanimoto H., Akiba N., Nakamura T., Zhao H., Suzuki H., Uno A., Uo M., Minakuchi S.. An objective
estimation of the removability of three home reliners Dental Materials Journal. 2017.06; 36(3); 309-318

8. Hiraishi Noriko, Wada Takahiro, Kimijima Ken’ichi, Masao Kimura, Uo Motohiro, Tagami Junji. Analysis
of silver compounds in reaction products of silver diamine fluoride, an anticaries agent, with bovine tooth
Photon Factory Activity Report 2016. 2017.07; 34;

9. 脇坂祐輝, 岩崎裕也, 上原広充, 向井慎吾, 城戸大貴, 高草木達, 上村洋平, 和田敬広, Qiuyi Yuan, 関澤央輝,
宇留賀朋哉, 岩澤康裕, 朝倉清高. ラウエ型湾曲結晶分光器による高感度 XAFS 表面科学. 2017.08; 38(8);
378-383

10. 和田敬広. 研究情報 DB説明会 2017.11;

11. 医科　太郎，歯科　医科子. ダミー業績（共同業績検索用） 2017.12;

[総説]

1. 宇尾 基弘. 歯科材料としてのガラス Journal of the Society of Inorganic Materials, Japan. 2017.11; 24;
410-414

[講演 · 口頭発表等]

1. Inokoshi M, Shimizu H, Nozaki K, Takagaki T, Zhang, F, Vleugels J, Van Meerbeek B, Uo M, Minakuchi S.
Crystallographic analysis of alumina sandblasted highly translucent dental zirconia. 95th General Session
and Exhibition of the IADR 2017.03 San Francisco

2. Sai Khan Lyann, Tomohiro Takagaki, Toru Nikaido, Takahiro Wada, Motohiro Uo, Masaomi Ikeda, Junji
Tagami. Adsorption behavior of phosphoric functional monomers to 3Y-TZP surface. IADR/AADR/CADR
GENERAL SESSION & EXHIBITION 2017.03.02 San Francisco, California, USA

3. 脇坂祐輝, 上原広充, 城戸大貴, 大場惟史, Qiuyi Yuan, 向井慎吾, 岩崎裕也, 高草木達, 上村洋平, 横山利彦,
和田敬広, 宇尾基弘, 関澤央輝, 宇留賀朋哉, 岩澤康裕, 朝倉 清高. . BCLAを用いた背面入射蛍光法による
希薄試料 XAFS測定. 2016年度量子ビームサイエンスフェスタ（第 8回MLFシンポジウム／第 34回 PF
シンポジウム） 2017.03.14 つくば国際会議場（エポカルつくば）（茨城県つくば市）

4. A. Takahashi, T. Takagaki, T. Nikaido, M. Ikeda, T. Wada, M. Uo, J. Tagami. Effect of phosphoric
acid cleaning for saliva contaminated zirconia ceramics. IADR/AADR/CADR GENERAL SESSION &
EXHIBITION 2017.03.22 San Francisco, California, USA

5. 宇尾基弘, 和田敬広. 放射光 XRFによる生体内での歯科用合金の溶出評価. 「学際 · 国際的高度人材育成ラ
イフイノベーションマテリアル創製共同研究プロジェクト」（6大学連携プロジェクト）第 1回公開討論会
2017.03.30 名古屋大学 ES館 ホール · 会議室 （愛知県名古屋市）

6. 田邊元，中禮宏，吉田結梨子，白子高大，和田敬弘，上野俊明. 成形温度の違いによるマウスガードシート
材積層接着力の比較. 第 69回日本歯科理工学会 2017.04.16 東京都

7. Yuki Wakisaka, Hiromitsu Uehara, Daiki Kido, Tadashi Ohba, Qiuyi Yuan, Shingo Mukai, Yuya Iwasaki,
Satoru Takakusagi, Yohei Uemura, Toshihiko Yokoyama, Takahiro Wada, Motohiro Uo, Oki Sekizawa,
Tomoya Uruga, Yasuhiro Iwasawa, Kiyotaka Asakura. In-situ XAFS measurement of low concentration
Pt/HOPG by means of bent crystal Laue analyzer. 2017 International Workshop on Electrified Interfaces
for Energy Conversions (EIC2017) 2017.05.19 Kanagawa, Japan
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8. Yuan Qiuyi, Takakusagi Satoru, Wakisaka Yuki, Uemura Yohei, Wada Takahiro, Ariga Hiroko, Asakura
Kiyotaka. Structure of the Initial Stage of Pt Monolayer on Au(111) Prepared by Surface-Limited Redox
Replacement Reaction. 2017 International Workshop on Electrified Interfaces for Energy Conversions
(EIC2017) 2017.05.19 Kanagawa, Japan

9. Motohiro Uo, Takahiro Wada, Ruri Komiya, Hiroyuki Harada, Kei Sakamoto, Tohru Ikeda, Akira Yam-
aguchi. Trace metallic element accumulation in the sequestrum of medication-related osteonecrosis of the
jaw (MRONJ). 14th International Symposium on Applied Bioinorganic hemistry – ISABC14 2017.06.07
Toulouse, France

10. 姜東勲, 和田敬広, 宇尾基弘, 興地隆史. 粘土添加ケイ酸カルシウムセメントの水練和物および硬化体の物性
評価. 日本歯科保存学会 2017年度春季学術大会（第 146会） 2017.06.08 リンクステーションホール青森

11. 和田敬広, 中禮宏, 上野俊明, 宇尾基弘. 炭素繊維強化熱可塑性樹脂を使用したフェイスガードの衝撃分散能.
第 28回日本スポーツ歯科医学会　総会 · 学術大会 2017.06.18

12. 吉田結梨子，中禮宏，竹内康雄，和田敬弘，宇尾基弘，上野俊明. 銀ナノ粒子含有 EVAマスターバッチを応
用した新規マウスガード材料の抗菌性能評価. 第 28回日本スポーツ歯科医学会 2017.06.18 札幌市，北海道

13. 田邊元，中禮宏，和田敬広，平田憲雄，佐々木成高，林万紀子，林良宣，宇尾基弘，高橋英和，上野俊明. マ
ウスガード材積層成形時の最適温度に関する実験的検討. 第 28回日本スポーツ歯科医学会 2017.06.18 札幌
市，北海道

14. 中禮宏，和田敬弘，深沢慎太郎，白子高大，安部圭祐，藤野祥子，竹内研二，矢野顕，宇尾基弘，高橋英和，
上野俊明. マウスガードの高機能化に向けたガラス繊維強化材料の応用と緩衝空間の設定効果. 第 28回日本
スポーツ歯科医学会 2017.06.18 札幌市，北海道

15. 本村一朗, 中村英雄, 田中繁一. セメント厚さを制御した接着装置によるジルコニアとコア用レジンのせん断
接着強さ評価. 2017.07.01 横浜

16. 脇坂祐輝, 上原広充, 城戸大貴, 大場惟史, Yuan Qiuyi, 向井慎吾, 岩崎裕也, 高草木達, 上村洋平, 横山利彦,
和田敬広, 宇尾基弘, 関澤央輝, 宇留賀朋哉, 岩澤康裕, 朝倉清高. BCLAを用いた高感度 in-situ XAFSへの
取り組み. 第 57回オーロラセミナー 2017.07.23 森のゆ　ホテル花神楽（北海道上川郡）

17. 脇坂祐輝, 上原広充, Yuan Qiuyi, 和田敬広, 上村洋平, 城戸大貴, 亀井優太朗, 黒田清一, 大平昭博, 高草
木達, 朝倉 清高. 電気化学条件下 Pt多結晶薄膜表面の偏光依存全反射蛍光 XAFS. 第 20回 XAFS討論会
2017.08.04 じばさんびる（姫路 · 西はりま地場産業センター）（兵庫県姫路市）

18. 脇坂祐輝, 城戸大貴, 上原広充, 高草木達, 和田敬広, Yuan Qiuyi, 朝倉 清高. Pt多結晶薄膜表面の偏光依存
全反射蛍光 in-situ XAFS. 2017年真空 · 表面科学合同講演会　第 37回表面科学学術講演会 2017.08.17 横浜
市立大学金沢八景キャンパス（神奈川県横浜市）

19. Yoshida Y, Churei H, Wada T, Takeuchi H, Uo M, Ueno T. Antibacterial performance of mouthguard
material incorporated with silver-nanoparticles-embedded EVA masterbatch. 105th FDI Annual World
Dental Congress 2017.08.29 Madrid, Spain

20. 宇尾 基弘. X線を用いた微量元素分析技術の生体材料評価と生物組織分析 · 診断への応用. 第 59回日本歯
科基礎医学会学術大会 2017.09.18 松本歯科大学（塩尻市）

21. Wada Takahiro, Churei Hiroshi, Yokose Mako, Takayanagi Haruka, Iwasaki Naohiko, Ueno Toshiaki,
Takahashi Hidekazu, Uo Motohiro. Evaluation of the Mechanical Properties of a Faceguard Made of Fiber-
Reinforced Thermoplastics. International Conference on Materials and Systems for Sustainability 2017 (
ICMaSS2017), 2nd International Symposium on Creation of Life Innovation Materials for Interdisciplinary
and International Researcher Development (iLIM-2) 2017.09.30 Nagoya, Japan

22. Tanabe G, Hata T, Tun PS, Churei H, Wada T, Uo M, Takahashi H, Ueno T. Effect of Molding Tem-
perature on Peeling Energy of Laminated Mouthguards.. The 2017 ADM Annual Meeting 2017.10.07
Nuremberg

23. 宇尾基弘, 和田敬広, 秋葉陽介. 放射光蛍光 X線分析による口腔扁平苔癬組織中の歯科用合金由来成分の検
出. 平成 29年度秋期第 70回日本歯科理工学会学術講演会 2017.10.14 朱鷺 (とき)メッセ（新潟県新潟市）

24. 田邊元, 中禮宏, 吉田結梨子, 和田敬広, 宇尾基弘, 上野俊明. マウスガードシート用表面処理剤の積層接着力
への効果. 平成 29年度秋期第 70回日本歯科理工学会学術講演会 2017.10.14 朱鷺 (とき)メッセ（新潟県新
潟市）



— 18 —

口腔機能再構築学講座

25. 山本宥佑，岩崎直彦，チャイアモンサプパチャラナン，鈴木哲也，高橋英和. CAD/CAM 用レジンブロッ
クの被削性に及ぼす荷重の影響. 日本歯科理工学会　平成 29年度秋期第 70回学術講演会 2017.10.14 朱鷺
メッセ，新潟市

26. 中禮　宏，吉田結梨子，田邊　元，和田敬広，深沢慎太郎，白子高大，宇尾基弘，高橋英和，上野俊明. マ
ウスガードの高機能化におけるガラス繊維強化法と緩衝空間の効果. 日本歯科理工学会　平成 29年度秋期
第 70回学術講演会 2017.10.14 朱鷺メッセ，新潟市

27. 清水畑誠, 猪越正直, 和田敬広, 高橋礼奈, 宇尾基弘, 水口俊介. イオン徐放性 S-PRGフィラー含有根面う蝕
修復用セメントの機械的強度と微細構造解析. 第 70回日本歯科理工学会学術講演会 2017.10.15 新潟

28. Yuan Qiuyi, Takakusagi Satoru, Wakisaka Yuki, Uemura Yohei, Wada Takahiro, Ariga Hiroko, Kiyotaka
Asakura. An Investigation into the Stoichiometry of Galvanic Displacement Reaction Using XAFS. The
8th International Symposium on Surface Science (ISSS-8) 2017.10.22 Tsukuba, Ibaraki, Japan

29. 宇尾基弘, 和田敬広. 放射光蛍光 X 線分析による口腔関連組織中の微量金属. 第 53 回 X 線分析討論会
2017.10.26 徳島大学 · 常三島キャンパス（徳島県徳島市）

30.

31. 宇尾 基弘. 放射光を用いた口腔組織およびバイオマテリアル分析. 第 39回日本バイオマテリアル学会大会
2017.11.20 タワーホール船堀（江戸川区）

32. 清水春紀, 猪越正直, 高垣智博, 宇尾基弘, 水口俊介. 高透光型ジルコニアに対する 4META/MMA-TBBレ
ジンの接着効果. 第 36回日本接着歯学会学術大会 2017.11.26 東京

[特許]

1. 歯科用複合硬化性組成物, 特許番号：特開 2010-202560

2. 歯科用蛍光体ガラスフィラー、歯科材料、及び歯科情報の記録読取方法, 特許番号：特開 2005-041825

3. 微生物の固定化方法及び固定化物, 特許番号：特開平 5-76363

4. 微量水銀の連続測定方法, 特許番号：特開平 5-23198

[その他業績]

1. X線ナノビームを用いたマイクロガスセンサーの高空間分解 XAFS分析, 2017年 04月
北海道大学触媒化学研究センター共同利用 · 共同研究（課題提案型）
研究代表者：和田　敬広
期間：2017年度

2. 繊維強化熱可塑性樹脂および衝撃吸収構造を用いた軽量 · 薄型フェイスガードの開発, 2017年 04月
科学研究費助成事業（若手研究（B））
研究課題/領域番号：17K17154
研究代表者：和田　敬広
期間：2017年度 ∼2018年度（予定）
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口腔病態診断科学
Diagnostic Oral Pathology

分野長/准教授 出雲 俊之
非常勤講師　　柳下 寿郎, 森　泰昌
医　員　　　　遠山　怜
臨床検査技師　山田 祐一，南雲 清子，難波 可奈, 浅野 朋子,
　　　　　　　南 麻由子, 黒木 佑紀子, 柳井　香, 高橋 祐太

( 1 ) 分野概要

　本分野は大学院医歯学総合研究科口腔機能再建学講座に所属し、歯学部附属病院では臨床検査および病理診断
の診療業務を担当しているが、2012年 4月から内容を一新した。口腔病理学分野が基礎医学に立脚した研究 · 教
育を本務とするのに対し、口腔病態診断科学分野はより臨床的な人体病理学を目指し、臨床医学としての病理診
断科学の実践とその発展を図るものである。本学における病理関連部門（口腔病理学分野、診断病理学分野、人
体病理学分野、包括病理学分野、神経病理学分野、分子病態検査学分野）との連携の基に、全身の一般病理診断を
基盤とした真の口腔病理医育成の場として国内に広く門戸を開くと共に、口腔疾患の病態理解を通じて、研究遂
行能力を有する優れた臨床歯科医師育成の役割を果たしている。

( 2 ) 研究活動

　本分野は以下のテーマを主要研究課題としている。
１．口腔癌の外科病理学的研究
　口腔癌を扱ういろいろな立場の人が、共通の認識を持って診断 · 治療 · 研究を進めるためには、基本的な考え方
や具体的な取扱いの標準化が必要である。個々の症例から臨床医学に有用な外科病理学的情報を集積し、診断 · 治
療 · 研究の共通の基盤となる口腔癌の病態検索を行う。
２．新たな分子病理学的診断法の検討
　伝統的な病理組織学的診断の基準や質の継続性を維持しつつ、遺伝子診断等に基づくこれからの個別化医療に
も対応できる病理診断システムを、他の臨床各科や基礎分野の協力も得て検討していく。
３．口腔疾患の診断科学
　本学の豊富で貴重な症例をもとに口腔病理診断学の体系を再構築すると同時に、院内感染症、免疫不全症に続
発する感染症、多剤耐性菌感染症など様々な病態を示す感染症の臨床細菌学的研究や、病態生化学的検査を基に
した疾患の鑑別、診断などについて臨床病理学的研究を進める。

( 3 ) 教育活動

　教育に関しては、歯学科学生に対する病理学、口腔病理学の講義 · 実習、口腔保健学科学生に対する臨床検査学
の講義 · 実習を担当し、臨床医学、口腔科学に必要な病理学あるいは臨床病理学的知識の理解、習得を図っている。
また、大学院生およびポスドクの病理専門医研修医に対しては、外科病理学の講義、病理診断や口腔疾患病態の
研究指導を通して、優れた口腔病理医の育成を期するものである。これからの口腔病理を担う若手育成のために
は、既知の部分から未知の領域へと小さな歩みを積み重ねていく、普遍的な人体病理の基本を教育する。
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( 4 ) 臨床活動および学外活動

　歯学部附属病院検査部として病理診断業務および臨床検査業務を担っている。病理診断は、生検、手術検体、迅
速診、細胞診等の検体からなるが、外部診療施設からの病理診断依頼検体も受け付けている。2015年から医病歯
病連携の一貫として、医病病理部において共同で病理診断業務を行っている。顎口腔領域に発生する腫瘍性病変
は歯原性腫瘍をはじめ、他の臓器に発生する腫瘍とは異なるものも多いが、本院におけるこれらの病変の症例数
は本邦歯大、歯学部中で最多である。臨床検査は、血液検査部門、細菌検査部門、生化学検査部門、生理（心電
図、呼吸機能）部門、病理検査部門からなり、中央施設として採血業務、輸血検査 · 自己血貯血業務も担っている。
2015年 1月から 12月末までの各部門検査件数を以下に示す。
　　血液検査部門　　　　　　　　　　　 13,819 (項目数)
　　細菌検査部門　　　　　　　　　　　 7,020 (項目数)
　　生化学検査部門　　　　　　　　　 187,360 (項目数)
　　生理（心電図, 呼吸機能）部門　 　　 2,602 (患者数)
　　採血 · 輸血部門
　　　採血　　　　　　　　　　　　　　　 5,044 (患者数)
　　　輸血前検査　　　　　　　　　　　　 3,015 (項目数)
　　　自己血貯血　　　　　　　　　　　　　 91 (患者数)
　　　交差適合試験　　　　　　　　　　　　 98 (患者数)
　　病理検査部門（生検、手術例）　　　　 3,158 (検体数)
　　外部診療施設からの病理診断依頼　　　　 208 (件)
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口腔放射線腫瘍学
Oral Radiation Oncology

教　　授　　　　　　三浦　雅彦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
助　　教　　　　　　戒田　篤志
医　　員　　　　　　後藤　達明（～3月）
　　　　　　　　　　清水　翔太（4月～）
大学院生（博士課程）小野里祐佑 (顎口腔外科)（～3月）
　　　　　　　　　　 Nisha GOWRI MANILA
　　　　　　　　　　 Sirimanas JIARANUCHART(顎口腔外科)
　　　　　　　　　　本間　久雄
　　　　　　　　　　野島　瞳 (顎口腔外科)（4月～）
非常勤講師　　　　　後藤　達明（4月～）

( 1 ) 分野概要

口腔領域がんにおける放射線治療の臨床と放射線や抗癌剤による腫瘍細胞のDNA損傷修復機構、増殖制御機構の
解析を中心に、放射線感受性の増感につながりうるトランスレ－ショナル研究ならびに教育を行う。

( 2 ) 研究活動

がんの放射線治療に関連した研究を中心に、シグナル伝達機構、アポトーシス制御機構、ゲノム修復機構、血管新
生阻害機構等の観点から、分子生物学的、細胞生物学的なアプローチを行う。
(1) 分子イメージングによる腫瘍の放射線反応性の可視化に関する研究　
(2) DNA損傷応答機構に関する研究
(3) 放射線抵抗性シグナル伝達機構に関する研究
(4) 口腔領域がんの放射線治療に関する臨床研究

( 3 ) 教育活動

卒前教育では、「放射線の人体に対する影響」を担当し、分子レベルから細胞、組織、個体レベルにおいて放射線
が生体に与える影響について、放射線腫瘍学、放射線管理学を含めた放射線の生物影響について講義を行う。大
学院教育では、口腔領域がんの放射線療法について、最先端の治療法を交えて解説する。また、放射線治療効果
の予測、放射線増感のための方法論について、細胞内シグナル伝達機構、アポトーシス制御機構、ゲノム修復機
構、血管新生機構等を概説するとともに放射線治療の個別化に向けた展開について論じる。さらに、基礎研究か
ら臨床応用に向けた探索的臨床研究 (Translational research)の基本概念に重点をおいて解説する。

( 4 ) 教育方針

自分で問題点を抽出し、それを解決するための発想、方法論を導きだせる研究者としての資質を涵養する。
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( 5 ) 臨床活動および学外活動

医学部放射線科外来 · 病棟において、医学部放射線科治療部門のスタッフとともに、口腔領域がんの放射線治療の
診療にあたっている。具体的には、小線源治療による根治的放射線療法、術前 · 術後照射等の診療を行い、治療後
の組織欠損や機能障害がほとんどないQOLの高いがん治療を実施している。さらに、歯科の専門外来（歯科放射
線科外来、口腔外科外来 · 顎顔面外科外来、顎義歯外来）と連携をとりながら、患者個人の病態ならびに要望に最
も適した診療となるよう取組んでいる。

( 6 ) 臨床上の特色

切らずに治す唯一の方法である口腔癌の小線源治療を、日本の拠点として実施している。オンリーワンとしての
実績を有している。

( 7 ) 研究業績

[原著]

1. Ozaki Y, Watanabe H, Kaida A, Miura M, Nakagawa K, Toda K, Yoshimura R, Sumi Y, Kurabayashi
T. Estimation of whole-body radiation exposure from brachytherapy for oral cancer using Monte Carlo
simulation. Journal of Radiation Research. 2017.02; 58(4); 523-528

2. Yusuke Onozato, Atsushi Kaida, Hiroyuki Harada, Masahiko Miura. Radiosensitivity of quiescent and
proliferating cells grown as multicellular tumor spheroids. Cancer Sci. 2017.04; 108(4); 704-712

3. Oba A, Shimada S, Akiyama Y, Nishikawaji T, Mogushi K, Ito H, Matsumura S, Aihara A, Mitsunori
Y, Ban D, Ochiai T, Kudo A, Asahara H, Kaida A, Miura M, Tanabe M, Tanaka S . ARID2 modulates
DNA damage response in human hepatocellular carcinoma cells Journal of Hepatology. 2017.05; 66(5);
942-951

4. Sato M, Saitoh Y, Takayama T, Omata T, Watanabe H, Yoshimura R, Miura M.. Remote radioactive
seed-loading device for permanent brachytherapy of oral cancer with Au-198 grains. Robomech Journal.
2017.09; 4; 23

5. Atsushi Kaida, Hiroshi Watanabe, Kazuma Toda, Keiko Yuasa-Nakagawa, Ryoichi Yoshimura, Masahiko
Miura. Effects of dose rate on early and late complications in low dose rate brachytherapy for mobile
tongue carcinoma using Ir-192 sources. Oral Radiol. 2017.09; 33(3); 187-192

[書籍等出版物]

1. 三浦雅彦　他. がん · 放射線治療 2017改訂第 7版. 学研メディカル秀潤社, 2017.06

2. 三浦雅彦　他. 最新口腔外科学第 5版 Oral and Maxillofacial Surgery. 医歯薬出版, 2017.08

[総説]

1. 三浦雅彦　他. 特集 腫瘍に対する放射線治療ー高度化 · 個別化治療へー 放射線の腫瘍細胞に対する作用機
序 日本臨床. 2017.08; 75(8); 1156-1159

[講演 · 口頭発表等]

1. 三浦雅彦. 放射線療法「口腔癌取扱い規約」改訂についてのコンセンサスミーティング. 第 35回日本口腔腫
瘍学会総会 · 学術大会 2017.01.27 福岡市

2. 小野里祐佑, 戒田篤志, 原田浩之, 三浦雅彦. 舌癌細胞の腫瘍微小環境下における放射線感受性. 第 35回日本
口腔腫瘍学会学術大会 2017.01.27 福岡市

3. 本間久雄, 戒田篤志, 三浦雅彦. 舌癌細胞株 SAS細胞に認められる Chk1阻害剤超感受性の解析. 第 19回癌
治療増感研究シンポジウム, 2017.02.04 奈良市

4. 後藤達明, 戒田篤志, 三浦雅彦. 再酸素化後に生じる DSB修復動態とWee1阻害剤の影響. 第 19回癌治療増
感研究シンポジウム, 2017.02.04 奈良市
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5. 三浦雅彦, 戒田篤志, 小野里祐祐. Fucciによる腫瘍微小環境下での静止期、増殖期細胞の可視化、分離とそ
の放射線感受性. 第 19回癌治療増感研究シンポジウム, 2017.02.04 奈良市

6. 戒田篤志. Effects of tumor microenvironments on cell cycle kinetics following X-irradiation. 東京医科歯
科大学最先端口腔科学研究推進プロジェクト難病ユニットによる若手研究者海外研修セミナー（蘇州大学）
2017.02.22 蘇州（中国）

7. Masahiko Miura. Oral Cancer and brachytherapy. The 39th Annual Scientific Conference on Dental
Research 2017.04.04 Ho Chi Minh City, Vietnam

8. 坂本潤一郎，チャン · チ · スアン · ラン，富里　博，羽田紘人，戒田篤志，倉林　亨. 4D dynamic contrast-
enhanced MRIの鄂顔面領域への適応：TWISTシーケンス撮像パラメータの画質への影響. 日本歯科放射
線学会　第 58回学術大会 · 第 14回定例総会 2017.06.03 鹿児島市

9. 戒田篤志. 術後放射線治療における IMRTの有用性と今後の展望. 日本歯科放射線学会第 58回学術大会
2017.06.03 鹿児島市

10. 戒田篤志, 小野里祐佑, 三浦雅彦. 舌扁平上皮癌における腫瘍内微小環境に応じた放射線照射後の細胞動態と
放射線感受性. 日本放射線腫瘍学会第 55回生物部会学術大会 2017.06.16 名古屋市

11. 本間久雄, 戒田篤志, 三浦雅彦. Chk1阻害剤に超感受性を呈する舌癌細胞株 SAS細胞における基礎的検討.
日本放射線腫瘍学会第 55回生物部会学術大会 2017.06.16 名古屋市

12. Katarzyna A. Inoue, Kazuki Takahashi, Takumi Matsuda, Yasuhiro Yoshimatsu, Atsushi Kaida, Masahiko
Miura, Tetsuro Watabe. Cell cycle arrest in oral squamous carcinoma cells undergoing TGF-β-induced
epithelial to mesenchymal transition. FASEB Conference 2017.07.09 Lisbon, Portugal

13. 三浦雅彦. 硫酸糖脂質 SQAG/SQAPの放射線増感効果. 第 23回国際癌治療増感研究会 2017.07.15 軽井沢

14. 三浦雅彦. 細胞周期の可視化によって"4つの R"はどこまでみえるか？ . 第 26回名古屋放射線夏季セミナー
2017.07.22 名古屋市

15. 戒田篤志, 三浦雅彦. 放射線誘導性G2アレスト動態を指標とした機能既知化合物ライブラリーのスクリーニ
ング. 若手放射線生物学研究会 平成 29年度専門研究会 2017.09.02 東京

16. 戒田篤志. 放射線感受性を修飾する因子. 日本放射線影響学会第 60回大会サテライト企画放射線教育プログ
ラム 2017.10.24 千葉市

17. Masahiko Miura. Redistribution revisited by visualizing cell cycle. 1st International Symposium on
Radiation Therapeutics and Biology 2017.11.01 Shenzhen, China

18. Nisha Gowri Manila, Atsushi Kaida, Masahiko Miura. Insulin-like growth factor I receptor (IGF-IR)
regulates radiation-induced G2/M checkpoint by controlling Chk1 localization in HeLa cells. TMDU
Intractable Disease(Cancer) Unit Workshops for Young Researchers 2017.11.06 Tokyo

19. 吉村亮一, 戸田一馬, 中川恵子, 小島未央, 戒田篤志, 渡邊裕, 三浦雅彦. 厚みのある口腔癌に対する導入化学療
法併用小線源治療の安全性に関する前方視的研究. 日本放射線腫瘍学会第 30回学術大会 2017.11.18 大阪市

20. Atsushi Kaida, Yusuke Onozato, Masahiko Miura. Determining radiosensitivity of quiescent and prolifer-
ating tumor cells irradiated under different tumor microenvironments. 33th International Symposium of
Radiation Biology Center, Kyoto University 2017.12.05 Kyoto

[特許]

1. 装填器, 特許番号：6085800

[受賞]

1. 優秀若手研究奨励賞（戒田篤志）, 東京医科歯科大学 免疫学 · 病態生化学領域合同シンポジウム, 2017年
03月
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[社会貢献活動]

1. 重粒子線がん治療装置共同利用研究に関する課題採択 · 評価, 放射線医学総合研究所, 2017年 01月 01日 -
2017年 12月 31日

2. 「最新の放射線治療」平成 28年度診療放射線技師等研修会（講演）, 東京都がん治療連携協議会研修部会,
がん研究会有明病院（東京）, 2017年 03月 04日

3. 「放射線治療学」（講義）, 鶴見大学歯学部, 横浜市, 2017年 06月 28日

4. 「放射線生物学」2017医学物理士ミニマム講習会（資格認定講習） , 日本医学物理学会 · 日本医学物理士会,
首都大学東京荒川キャンパス（東京）, 2017年 07月 16日
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顎口腔外科学
Oral and Maxillofacial Surgery

教　授　原田浩之
准教授　丸川恵理子
講　師　津島文彦
助　教　島本裕彰，富岡寛文，平井秀明，田中香衣，黒嶋雄志
大学院生　西井直人，シィリマナス · ジランウンチャート，福田修平，
　　　　　小宮瑠里，加島義久，野島　瞳，横川美咲，木下直哉，
　　　　　板井俊介，髙川祐希，金子　葵，石田優馬，榊谷振太郎，
　　　　　佐藤丈允，田中美佐子，下野宏晃，高田嘉宝，柳澤昇平，
　　　　　込山拓也，チャン · ミン · クン

( 1 ) 分野概要

教育
　学部教育では、3年次の医歯学融合教育「頭頸部臨床ブロック」および 5年次の「顎口腔医療」を担当している。
頭頸部臨床ブロックでは眼科 · 耳鼻咽喉科 · 頭頸部外科 · 形成外科 · 口腔外科の総論 · 各論から構成され、患者参
加型講義も行っている。5年次顎口腔医療では、顔面、顎、口腔ならびにその隣接の領域の構造と機能を理解せし
めたうえで、この領域に現れる先天性および後天性の外科的ならびに内科的疾患について、その病因、症候、病
態、診断、治療ならびに予後、予防法を理解せしめるとともに、その基本的な技能を修得させるべく教育を行って
いる。
　大学院教育としては、初期臨床研修の場として、口腔外科全般にわたる基本的な診断法、治療法ならびに周術
期における患者管理等を中心として、口腔外科学に関する幅広い知識を修得すべく指導を行っている。また口腔
外科学に関する専門的教育を通じて、将来、広範な口腔外科の中から専門分野を選択できるような教育システム
を推進している。

研究
　口腔外科で扱う疾患は多岐にわたるため、研究も多方面にわたっている。現在、当分野では主に以下の研究が
行われている。
1.口腔がんに関する研究
　口腔を中心に、中咽頭、唾液腺、頸部など口腔の隣接領域に発生した悪性腫瘍の診断と治療に関する臨床的な
らびに臨床応用のための基礎的な研究を行っている。
　臨床的研究としては、口腔がんの治療成績の向上と機能温存を目標として、術前化学放射線同時併用療法、リ
ンパ節転移進展例に対する術後の補助療法などの至適複合療法の開発とともに、機能温存や機能再建のための手
術術式の開発に取り組んでいる。また口腔がんにおけるリンパ節転移予測因子の検証を行っている。
　基礎的研究では、口腔がんの化学放射線療法感受性に関する分子生物学的解析などを行っている。
2.顎変形症の治療成績に関する研究
　現在当科では外科的矯正治療を施行した患者に対し術後 2年まで定期的に経過観察 · 予後調査を行っており、術
前 · 術後の骨格性の変化や後戻りの様相、軟組織の変化、通気度などを顎変形の種類 · 程度 · 術式の違いによって
系統的に分析している。また同時に咬合感圧シートを用いた咬合力 · 咬合接触面積の測定による咬合機能の変化と
外科的矯正手術との関連、ならびに、近年問題となっている顎関節の進行性骨吸収を予防するための研究、手術
シミュレーションに用いる実体モデルの改良に関する研究を行っている。
3．顎関節疾患に関する研究
　臨床的研究として、不明な点が多い顎関節症の病因について、日常生活障害度、疼痛状態、抑鬱程度、性格傾
向、生活上の寄与因子などを含めた顎関節症患者の多次元評価に関する研究を行っている。また、現在のところ
有効な治療法が確立されていない間歇ロックについて、その診断と治療法に関する研究を行っている。
4．骨組織再生に関する研究
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　骨組織再生としておもに行われている自家骨移植では、採取量が限られている上に二次的な侵襲があり代用骨
移植材料の開発が望まれているため、当分野においても様々な骨移植材料に関する研究を実践しており、組織工
学的手法を用いて生物学的組織を作り出す方法としてβ-TCPや多血小板血漿を応用した骨組織再生についても検
討している。
5．口腔粘膜疾患に関する研究
　口腔白板症、扁平苔癬等の過角化性病変や再発性アフタ、天疱瘡 · 類天疱瘡、ウイルス性口内炎などのアフタ、
水疱性病変そして舌炎、色素沈着症など多岐にわたる口腔粘膜疾患を対象とし、口腔乾燥症、シェーグレン症候
群を含め、粘膜疾患の専門外来を通じて診療にあたっている。臨床研究としては、難治性粘膜疾患における扁平
苔癬様変化の関与や口腔白板症の癌化について病理所見との関連を解析している。

臨床
　口腔、顎、顔面領域に発生するさまざまな疾患を有する患者が年間約 6,200人初診している。その多くは歯科お
よび医科からの紹介患者であり、口腔外科的歯性疾患、嚢胞、口腔粘膜疾患、外傷、顎変形症、口唇口蓋裂、顎関
節疾患、良性腫瘍ならびに悪性腫瘍が中心となっている。悪性腫瘍、顎関節疾患、口唇口蓋裂、顎変形症、口腔粘
膜疾患などの高い専門性と長期の経過観察が要求される疾患に関しては、専門外来を設置して口腔外科専門医が
中心となって診療に当たっている。また、これらの患者に対する入院治療に関しても、その専門性を重視してグ
ループ制をとり、高度で先進的な治療を実践している。
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病患者の外科処置に関する臨床的検討. 第 26回日本有病者歯科医療学会総会 · 学術大会 2017.03.04 金沢市

13. 武元 徹, 樺沢勇司, 樋口佑輔, 田畑泰彦, 田村幸彦, 青木和広, 原田浩之. ラット頭蓋骨欠損部に局所適用した
RANKL結合ペプチドW9と bFGFによる骨形成促進作用の評価. 第 16回日本再生医療学会総会 2017年 3
月 7-9日 2017.03.07 仙台市

14. Miyazaki H，Wada Y，Tanaka K，Harada H，Asamura S. Treatment strategies for oral vascular anomalies:
Approaches to massive lesions using intralesional laser photocoagulation. European Congress of Laser
Dentistry, March 30-April 1 2017. 2017.03.30 Plovdiv

15. 木村友美，島田泰如，高鍋雄亮，近藤順子，安田早芳，黒川　仁，岡本竜哉，丸岡　豊. 当院に ICUにお
ける人工呼吸器関連肺炎発症の臨床的検討. 第 14回日本口腔ケア学会総会学術集会　 2017年 4月 22-23日
2017.04.22 宜野湾市

16. 安田早芳，黒川　仁，木村友美，近藤順子，島田泰如，丸岡　豊. DPCデータから推計した当院における
入院後の診療科別肺炎発症に関する検討. 第 14回日本口腔ケア学会総会学術集会　 2017年 4月 22-23日
2017.04.22 宜野湾市
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17. 近藤順子，栂野富輝，黒川　仁，木村友美，田山道太，青木孝弘，丸岡　豊. 急性リンパ球性白血病を発症
し同種移植を施行した HIV患者に対し口腔ケアの介入を行った 1例. 第 14回日本口腔ケア学会総会学術集
会　 2017年 4月 22-23日 2017.04.22 宜野湾市

18. 倉沢泰浩，道脇幸博，田代真由美，根岸明秀，丸岡　豊，関谷秀樹，向山　仁，大橋　勝，唐木田一成，石
井良昌. 医科入院患者 43万人の解析　第３報：開胸手術患者の分析. 第 14回日本口腔ケア学会総会学術集
会　 2017年 4月 22-23日 2017.04.22 宜野湾市

19. 倉沢泰浩，道脇幸博，田代真由美，根岸明秀，丸岡　豊，関谷秀樹，向山　仁，重松司朗，杉崎順平，村上
正泰. 医科入院患者 43万人の解析　第１報：研究の全体像と結果の概要. 第 14回日本口腔ケア学会総会学
術集会　 2017年 4月 22-23日 2017.04.22 宜野湾市

20. 倉沢泰浩，道脇幸博，田代真由美，根岸明秀，丸岡　豊，関谷秀樹，向山　仁，重松司朗，杉崎順平，村上
正泰. 医科入院患者 43万人の解析　第２報：脳卒中患者の分析. 第 14回日本口腔ケア学会総会学術集会　
2017年 4月 22-23日 2017.04.22 宜野湾市

21. 佐藤　昌. 当院における周術期口腔機能管理における実態調査. 第 14回日本口腔ケア学会総会学術大会　
2017年 4月 22-23日 2017.04.22 宜野湾市

22. 西井　直人、立浪　秀剛、近藤　雄太、冨原　圭、野口　誠、原田　浩之、東　みゆき. 制御性 T細胞集積
が顕著な扁平上皮癌モデルでの低濃度 TLRアゴニスト投与による癌縮小とチェックポイント阻害との併用
効果. 第 71回日本口腔科学会 2017.04.26 松山

23. 野島瞳, 富岡寛文, 大迫利光, 平井秀明, 望月裕美, 田中香衣, 島本裕彰, 原田浩之. 病理組織標本制作過程に
おける組織の収縮率に関する検討. 第 71回日本口腔科学会学術集会 2017年 4月 27日 2017.04.27 松山市

24. 横川美咲, 平井秀明, 富岡寛文, 島本裕彰, 原田浩之. 下顎骨への転移が疑われた上顎歯肉腺様嚢胞癌の１例.
第 71回日本口腔科学会学術集会 2017年 4月 27日 2017.04.27 松山市

25. 加島義久, 富岡寛文, 大迫利光, 平井秀明, 望月裕美, 田中香衣, 島本裕彰, 原田浩之. 口唇への転移が疑われ
た下顎歯肉扁平上皮癌の１例. 第 71回日本口腔科学会学術集会 2017年 4月 27日 2017.04.27 松山市

26. 上杉篤史，津島文彦，及川　悠，望月裕美，原田浩之. 難治性口腔粘膜潰瘍を契機に腸管ベーチェット病が
疑われた１例. 第 42回日本口腔外科学会中部支部学術集会　 2017年 5月 13日 2017.05.13 静岡市

27. 尾田誠一郎，森　正次，松下善彦，松川　祥，原田浩之. 頬粘膜に生じた黄色肉芽腫の 1例. 第 42回日本口
腔外科学会中部支部学術大会　 2017年 5月 13日 2017.05.13 静岡市

28. 大迫利光，平井秀明，望月裕美，田中香衣，富岡寛文，島本裕彰，原田浩之. 口腔癌患者において PET-CT
検査を契機に発見された他臓器重複癌の臨床的検討. 第 42回日本口腔外科学会中部支部学術大会　 2017年
5月 13日 2017.05.13 静岡市

29. 小枝聡子，日原大貴，菅野彰剛，川島隆太，中里信和. 大口蓋神経および舌神経電気刺激における大脳皮質
反応の初期成分. Biomagnetic Sendai 2017　 2017年 5月 23-24日 2017.05.23 仙台市

30. 福田修平，富岡寛文，原田浩之. 長期経過を辿って潜在性リンパ節転移が顕在化した舌扁平上皮癌の 2例. 第
203回日本口腔外科学会関東支部学術集会　 2017年 5月 27日 2017.05.27 東京

31. 浅井桜子, 中村伸, 坂本潤一郎, 栗林亜実, 鳥井原彰, 原田浩之, 倉林亨. 全身的に多発したMTX関連リンパ
増殖性疾患の１例. 日本歯科放射線学会第 58回学術大会 2017.06.03 鹿児島市

32. Uo M, Wada T, Komiya R, Harada H, Sakamoto K, Ikeda T, Yamaguchi A. Trace metallic element accu-
mulation in the sequestrum of medication-related osteonecrosis of the jaw (MRONJ). 14th International
Symposium on Applied Bioinorganic hemistry – ISABC14 June 7-10th 2017 2017.06.07 Toulouse, France

33. 原田浩之，島本裕彰，富岡寛文，平井秀明. 口腔癌治療における手術療法の最適化. 第 41回日本頭頸部癌学
会　 2017年 6月 8日 2017.06.08 京都

34. 望月裕美，島本裕彰，富岡寛文，平井秀明，大迫利光，及川悠，小野里祐佑，原田浩之. 口腔癌切除創への
ポリグリコール酸 [ PGA] シート被覆と分層植皮の比較検討. 第 41回日本頭頸部癌学会　 2017年 6月 8日
2017.06.08 京都

35. 丸岡　豊，大坪邦彦，宮崎芳和，大塚　亮，北原　裕，今井裕三，濱田　俊，佐藤俊仁，尾崎周作，黒川　
仁，茂木和久，岩本昇士. 三次元曲面形状計測装置を用いた下顎骨移動前後の下唇の形態に関する検討. 第
27回日本顎変形症学会総会学術大会 2017年 6月 15-16日 2017.06.15 東京
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36. 高原楠旻，樺沢勇司，木村 敦，上條真吾，土田優美，鈴木哲也，原田浩之. 顎変形症患者での光学印象の経験
—印象精度と今後の課題—. 第 27回日本顎変形症学会総会学術大会 2017年 6月 15-16日 2017.06.15 東京

37. 西井　直人、立浪　秀剛、近藤　雄太、原田　浩之、東　みゆき. PD-L1阻害 療法抵抗性の癌モデルにおけ
る低濃度 TLR7アゴニスト投与効果の検討. 第 21 回日本がん免疫学会 2017.06.28 千葉

38. 河崎陸，佐々木善浩，西村智貴，関根由莉奈，森田圭一，丸川恵理子，澤田晋一，向井貞篤，秋吉一成. 磁
性ナノゲルシャペロンによるタンパク質デリバリー. 第 33回日本 DDS学会学術集会　 2017年 7月 6-7日
2017.07.06 京都

39. 佐藤　昌. 帯状疱疹ウイルス脳炎に続発した歯槽骨壊死 · 歯の喪失した 1例. 第 44回関東農村医学会学術総
会 2017年 7月 8日 2017.07.08 つくば市

40. 中川　聡. 急性非復位性関節円板前方転位に対する関節円板復位療法の適応に関する臨床的検討. 第 30回日
本顎関節学会総会 2017年 7月 29-30日 2017.07.29 横浜市

41. 高原楠旻，中川　聡，角倉可奈子，坂本一郎，原田浩之. 顎関節痛とMRI所見の関連について. 第 30回日
本顎関節学会総会 2017年 7月 29-30日 2017.07.29 横浜市

42. 丸川恵理子. PRPを用いた骨再生療法の歯科領域における現状. 第７回細胞再生医療研究会 2017年 8月 19
日 2017.08.19 神戸市

43. 島田泰如，丸岡　豊. 悪性血液疾患患者に認めた初回化学療法導入後の口腔内有害事象とリスク因子に関す
る後方視的観察研究. 第 27回日本口腔内科学会第 30回日本口腔診断学会合同学術大会　 2017年 9月 8-9日
2017.09.08 札幌市

44. 上杉篤史，津島文彦，櫻井仁亨，松本佳奈子，佐藤　潔，安川知里，原田浩之. 舌アミロイドーシスより判
明した多発性骨髄腫の 1例. 第 27回日本口腔内科学会第 30回日本口腔診断学会合同学術大会　 2017年 9
月 8-9日 2017.09.08 札幌市

45. 津島文彦，桜井仁亨，安川知里，佐藤　潔，松本佳奈子，上杉篤史，原田浩之. 経過観察中に抗デスモグレ
イン抗体が陽性となり診断し得た尋常性天疱瘡の 2例. 第 27回日本口腔内科学会第 30回日本口腔診断学会
合同学術大会　 2017年 9月 8-9日 2017.09.08 札幌市

46. 小澤通子，髙橋悦子，安川知里，草間幹夫. 嚢胞内に動脈の流入を認め止血に難渋した上顎含歯性嚢胞の 1例.
第 27回日本口腔内科学会第 30回日本口腔診断学会合同学術大会　 2017年 9月 8-9日 2017.09.08 札幌市

47. 安川知里，津島文彦，佐藤　潔，松本佳奈子，上杉篤史，櫻井仁亨，原田浩之. 歯肉および舌に多数の小腫瘤
を認めた Cowden症候群の 1例. 第 27回日本口腔内科学会第 30回日本口腔診断学会合同学術大会　 2017
年 9月 8-9日 2017.09.08 札幌市

48. 尾田誠一郎，森　正次，原田浩之. 小児の下顎骨に生じた歯原性粘液線維腫の 1例. 第 27回日本口腔内科学
会第 30回日本口腔診断学会合同学術大会　 2017年 9月 8-9日 2017.09.08 札幌市

49. 佐藤　潔，津島文彦，安川知里，原田浩之. 頬粘膜に発生した類皮嚢胞の 1例. 第 27回日本口腔内科学会第
30回日本口腔診断学会合同学術大会　 2017年 9月 8-9日 2017.09.08 札幌市

50. 板井俊介，山田慎二，金子美華，張　耀文，国田朱子，深山正久，原田浩之，加藤幸成. PcMab-47: a novel
anti-human podocalyxin monoclonal antibody for immunohistochemistry against oral cancers. 第 76回日
本癌学会学術総会 2017年 9月 28-30日 2017.09.28 横浜市

51. 佐藤　昌. 当院における食道癌周術期における口腔ケアの検討 (第 2報). 第 66回日本農村医学会　 2017年
10月 5-6日 2017.10.05 那覇市

52. 丸川恵理子. 骨造成法の選択と骨補填材の使い分け　～使用上の注意と術後合併症に対する対策～. Oral
Reconstruction Symposium JAPAN 2017年 10月 8-9日 2017.10.08 東京

53. Shimada Y, Kawasaki Y, Ide K, Sato I, Hagiwara S, Yamada H, Maruoka Y. Differential diagnosis of fever
in patients with hematologic malignancy receiving chemotherapy: A retrospective cohort study in Japan.
99th the American Association of Oral and Maxillofacial Surgeons(AAOMS) Annual Meeting Oct 9-14th
2017 2017.10.09 San Francisco

54. 押部成美，丸川恵理子，板井俊介，安川知里，原田浩之. 顎骨病変における開窓療法についての臨床的 · X
線学的検討 . 第 62回日本口腔外科学会学術集会 2017年 10月 20-22日 2017.10.20 京都
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55. 黒川　仁，安田早芳，丸岡　豊. DPCデータから推計した当院における周術期口腔機能管理に関する検討.
第 62回日本口腔外科学会学術集会 2017年 10月 20-22日 2017.10.20 京都

56. 墓田真弥，島田泰如，黒川　仁，丸岡　豊. 母斑基底細胞癌症候群患者に認めた良性間葉性歯原性腫瘍の 2
例. 第 62回日本口腔外科学会学術集会 2017年 10月 20-22日 2017.10.20 京都

57. 丸岡　豊，高鍋雄亮，島田泰如，田山道太，黒川　仁. 三次元曲面形状計測装置を用いた顎骨移動術前後の
口唇の表面積に関する検討. 第 62回日本口腔外科学会学術集会 2017年 10月 20-22日 2017.10.20 京都

58. 丸岩真由子，森田圭一，栢森　高，田中香衣，名生邦彦，道　泰之，山口　聡，池田　通，原田浩之. 腺房細
胞癌および乳腺相似分泌癌の臨床病理学的検討. 第 62回日本口腔外科学会学術集会 2017年 10月 20-22日
2017.10.20 京都

59. 小枝聡子，原田浩之，中村　篤. 舌電気刺激による体性感覚誘発磁界一次成分の検討. 第 62回日本口腔外科
学会学術集会 2017年 10月 20-22日 2017.10.20 京都

60. 小宮瑠里，宇尾基弘，津島文彦，坂本　啓，池田　通，山口　朗，原田浩之. MRONJの腐骨中に蓄積した
微量金属元素の定量および分布分析. 第 62回日本口腔外科学会学術集会 2017年 10月 20-22日 2017.10.20
京都

61. 尾田誠一郎，佐藤　昌，原田浩之. 当科で経験した口腔領域の転移性腫瘍 4例. 第 62回日本口腔外科学会学
術集会 2017年 10月 20-22日 2017.10.20 京都

62. 高橋幸伸，田中香衣，平井秀明，丸川恵理子，島本裕彰，原田浩之. 歯原性粘液腫に関する臨床的検討. 第
62回日本口腔外科学会学術集会 2017年 10月 20-22日 2017.10.20 京都

63. 樋口佑輔，角倉可奈子，大迫利光，津島文彦，原田浩之. 口腔限局性粘液症の 3例. 第 62回日本口腔外科学
会学術集会 2017年 10月 20-22日 2017.10.20 京都

64. 田中香衣，大迫利光，望月裕美，平井秀明，富岡寛文，島本裕彰，原田浩之. 当科における口底扁平上皮癌
76例の臨床的検討. 第 62回日本口腔外科学会学術集会 2017年 10月 20-22日 2017.10.20 京都

65. 平井秀明，安川知里，大迫利光，望月裕美，田中香衣，富岡寛文，島本裕彰，原田浩之. 口腔に生じたＭＴＸ
関連リンパ節増殖性疾患の 5例. 第 62回日本口腔外科学会学術集会 2017年 10月 20-22日 2017.10.20 京都

66. 島本裕彰，大迫利光，望月裕美，平井秀明，富岡寛文，原田浩之. 遊離組織皮弁移植術後の血管再吻合症例
の検討. 第 62回日本口腔外科学会学術集会 2017年 10月 20-22日 2017.10.20 京都

67. 西井　直人、立浪　秀剛、近藤　雄太、原田　浩之、東　みゆき. TLR7アゴニストは扁平上皮癌における
制御性 T細胞の集積を抑制し抗腫瘍効果を発揮する. 第 62回日本口腔外科学会 2017.10.20 京都

68. 丸岡　豊，田山道太，黒川　仁，島田泰如，近藤順子，安田早芳，吉江祐介，墓田真弥，宮澤貴裕，高鍋雄
亮，宮崎英隆. Nd:YAGレーザー組織内照射法を用いた顎顔面血管腫に対する減量術. 第 71回国立病院総
合医学会　 2017年 11月 11日 2017.11.11 高松市

69. 近藤順子，華房里衣，溝部潤子，宮浦朗子，藤倉弓子，中川裕美子，丸岡　豊，宇佐美雄司. 国立病院機構
等のエイズ診療拠点病院における歯科衛生士の勤務実態調査　第 1報：勤務状態について. 第 71回国立病
院総合医学会　 2017年 11月 11日 2017.11.11 高松市

70. 樺沢勇司、品田佳世子、古屋純一、塩山秀裕、近藤圭子、安田昌代、柿野聡子、和田奏絵、大石敦之、上原
智己、関矢多希、猪原千佳、茂木瑞穂、木村文香、難波佳子、大沼由季、足達淑子、宮新美智世、荒川真一.
歯科衛生士による口腔ケアおよび小児歯科外来における周術期口腔機能管理症例の検討. 第８２回口腔病学
会学術大会 2017.11.19

71. 押部成美，丸川恵理子，原田浩之. 生体分解性WE43マグネシウム合金の in vivoにおける長期検討. 第 39
回日本バイオマテリアル学会大会 2017年 11月 21-22日 2017.11.21 東京

72. 宇佐美雄司，萩野浩子，丸岡　豊，横幕能行. 歯科大学 · 歯学部病院における HIV感染者の受入れ状況に関
する全国調査. 第 31回日本エイズ学会学術集会総会　 2017年 11月 26日 2017.11.26 東京

73. 泉福英信，有家　巧，丸岡　豊，富永　燦，宇佐美雄司，吉村和久. HIV感染者における唾液M-CSFと口
腔微生物量の意義. 第 31回日本エイズ学会学術集会総会　 2017年 11月 26日 2017.11.26 東京

74. 高橋幸伸，丸川恵理子，原田浩之. 上顎洞底挙上術における多孔質ハイドロキシアパタイト · コラーゲン複合
体の使用経験. 第 21回日本顎顔面インプラント学会総会 · 学術大会 2017年 12月 9-10日 2017.12.09 富山市
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75. Nishii N, Tachinami H, Kashima Y, Kondo Y, Harada H, Azuma M. Systemic administration of low dose
TLR7 agonist augments antitumor responses in the PD-1 checkpoint blockade-resistant and regulatory T
cell-dominant murine tumor models. 第 46回日本免疫学会 2017.12.12 仙台市

76. 上杉篤史，原田浩之，今井英樹. 頬骨弓に生じた ossifying fibromaの１例. 第 204回日本口腔外科学会関東
支部学術集会　 2017年 12月 16日 2017.12.16 東京

[受賞]

1. 優秀ポスター発表賞（高原楠旻）, 日本顎関節学会, 2017年 07月

2. 優秀口演賞（丸岡　豊）, 国立病院総合医学会, 2017年 11月

[その他業績]

1. 株式会社岡部共同研究費, 2017年 04月
高結晶分散ハイドロキシアパタイト ·ナノ粒子（SHAp）を用いた歯科医療機応用研究 (丸川恵理子 2017-2019
年度）

2. HOYA Technosurgical株式会社共同研究費, 2017年 04月
アパタイト／コラーゲン人工骨の歯科口腔外科分野における有効性評価 (丸川恵理子 2017-2019年度）

3. 科学研究費補助金　若手研究（B) , 2017年 04月
舌癌術後症例の嚥下機能に対する咽頭後壁の代償性変化の研究（平井秀明 2015-2017年度）

4. 科学研究費補助金　基盤研究 (C) , 2017年 04月
自己由来フィブリンによる成長因子制御と幹細胞を用いた骨 · 粘膜再生テクノロジー（丸川恵理子 2015-2017
年度）

5. 国際医療研究開発費（疾病開発分野）, 2017年 04月
ベトナムチョウライ病院ＩＣＵ看護師の口腔ケア教育に関する介入研究（木村友美 2017-2018年度）

6. 国際医療研究開発費（疾病開発分野）, 2017年 04月
エアータービンハンドピース内部の汚染状態の評価と院内感染対策の検討に関する研究（近藤順子 2016-2018
年度）

7. 国際医療研究開発費（疾病開発分野）, 2017年 04月
悪性血液疾患に対して化学療法を施行した患者の口腔内有害事象に関する研究（島田泰如 2016-2017年度）

8. 国際医療研究開発費（疾病開発分野）, 2017年 04月
マイクロニードルパッチを用いた口腔粘膜炎の新しい治療法に関する研究（丸岡　豊 2016-2018年度）

9. 東京大学生産技術研究所展開研究費, 2017年 04月
生体溶解性マイクロニードル式パッチの医療 · 医薬品への展開のための製造 · 評価基盤構築（丸岡　豊 2017
年度）

10. 科学研究費補助金　若手研究（B) , 2017年 04月
Sam68を標的とした口腔がんの新たな診断 · 治療方法開発に向けた基礎的研究（黒嶋雄志 2016-2018年度）

11. 科学研究費補助金　若手研究（B)
ゼラチンハイドロゲルと脂肪幹細胞 自己血漿を用いた 3次元的顎骨延長法による骨再生（樋口祐輔）

12. 科学研究費補助金　若手研究（B)
難治性口腔粘膜疾患の病態解明と新規制御法を目指した基礎的研究（津島文彦）

13. 科学研究費補助金　基盤研究（C)
舌再建により大脳機能局在は変化するか（小枝聡子）
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[社会貢献活動]

1. 当科を受診した症例について　 2017年 2月 15日, 焼津市歯科医師会（尾田誠一郎）, 焼津市, 2017年 02月
15日

2. 骨補填材の適材適所を学ぶ, 京セラセミナー　 The Meeting for Bone Substitutes 東京 (丸川恵理子）, 2017
年 02月 19日

3. 骨補填材の適材適所を学ぶ, 京セラセミナー　 The Meeting for Bone Substitutes 札幌 (丸川恵理子）, 2017
年 04月 02日

4. 骨補填材の適材適所を学ぶ, 京セラセミナー　 The Meeting for Bone Substitutes 大阪 (丸川恵理子）, 2017
年 04月 09日

5. スムーズな小手術ー TMDU口腔外科のスタンダードを学ぶー　 2017年 5月 21日, 東京医科歯科大学歯科
同窓会 C.D.Eコース　, 東京医科歯科大学, 2017年 05月 21日

6. 親知らずの対処, 朝日新聞（原田浩之）, 2017年 06月 17日

7. 全身疾患に伴う口腔粘膜病変，抜歯部位におけるインプラント治療の診断基準と治療アプローチ 2017年 6
月 18日, 第 13回口腔外科セミナー（津島文彦，依田　泰）, 東京医科歯科大学, 2017年 06月 18日

8. 最新口腔外科事情—TMDU原田教室のスタンダードを学ぶ— 2017年 7月 2日, 東京医科歯科大学歯科同窓
会 C.D.Eコース　, 東京医科歯科大学, 2017年 07月 02日

9. 国民の QOL維持 · 向上 に歯科はいかなる貢献ができるか — HIV感染者の歯科治療を通して— 2017年 7
月 23日, 東北大学歯学部同窓会第 32回卒後研修会（丸岡　豊）, 仙台市, 2017年 07月 23日

10. 最近の感染症事情　—HIV感染者の歯科診療について— 2017年 8月 20日, 第 20回感染症予防歯科衛生士
講習会（丸岡　豊）, さいたま市, 2017年 08月 20日

11. スムーズな小手術ー TMDU口腔外科のスタンダードを学ぶー　 2017年 10月 29日, 東京医科歯科大学歯科
同窓会 C.D.Eコース　, 東京医科歯科大学, 2017年 10月 29日

12. コラーゲン使用人工骨リフィットの臨床応用, ～ダイジェストで学ぶ～技術向上のための　インプラント ·
アドバンスセミナー（丸川恵理子）, 2017年 11月 11日 - 2017年 11月 12日

13. 口内炎の基礎知識, 日経メディカル開発（原田浩之）, 2017年 12月 06日
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口腔放射線医学
Oral and Maxillofacial Radiology

教授　　　倉林　亨
准教授　　渡邊　裕
講師　　　大林尚人, 吉野教夫
助教　　　鉄村明美, 中村　伸, 栗林亜実, 坂本潤一郎
医員　　　能村嘉一,藤倉満美子
大学院生　小滝真也 (～3月), ガンソム · スパック (～9月),
　　　　　石井浩子, ディーポー · ジュタマス,鈴木紀子,
　　　　　チャン · チ · スアン · ラン, 浅井桜子,
　　　　　ワーマシン · ピーラポン

( 1 ) 研究活動

　当分野で行なっている主な研究テーマは、断面画像による顎口腔領域病変の鑑別診断、拡散強調MRIやDynamic
MRI, MR sialography等を用いた唾液腺疾患の診断、神経血管系疾患や顎関節疾患等を対象とした新しいMRI診
断法の開発、口腔領域悪性腫瘍患者の予後予測に関する CT画像診断の役割に関する研究、腫瘍の放射線抵抗性
の機構と予測に関する研究等である。

( 2 ) 教育方針

　歯科放射線学は、口腔 · 顎 · 顔面領域の疾患を主な対象とする放射線の医学的利用について体系づけた臨床歯科
医学の専門分野である。学部学生に対しては、疾患の診断と治療に関係する理論と知識及び基本的技術を身につ
けることを目標として、講義と実習を行う。最近の放射線医学の進歩は著しく、現在の医療技術も将来の科学や
技術的進歩に応じて変化することから、自己の生涯学習の基盤となる様な教育に配慮する事を重視している。一
方、大学院における教育では、最新の画像診断技術の歯科領域への応用や生物学的基礎に基づく口腔癌の放射線
治療法に関する専門的教育を中心として教育を行う。

( 3 ) 臨床活動および学外活動

　当分野の臨床部門として、画像診断および放射線治療が挙げられる。
1. 画像診断
　　 64列マルチスライス CTスキャナおよび 3テスラMRI撮像装置を用いた顎顔面領域の診断は、当分野にお
ける画像診断業務の中核をなしている。前者では通常の断面画像に加えて、顎顔面骨や歯列の三次元画像表示、顎
骨の多断面画像表示等の画像処理を行なっており、後者では特に三叉神経痛や唾液腺疾患、顎関節疾患に対して
新しい撮像法を開発しこれを臨床症例に適用している。また本学 PET核医学センターには当分野から 1名の教員
を派遣しており、主に口腔悪性腫瘍の PET-CT診断に携わっている。
2. 放射線治療
　　歯科放射線外来には放射線治療の設備は設置されていないが、当分野では本学医学部附属病院放射線科に 1名
の教員を派遣し、同科の治療担当医らと共に、口腔領域悪性腫瘍の放射線治療に携わっている。治療方針の決定
等については、顎口腔外科および顎顔面外科外来の担当医と密接に連携し、またスペーサー、モールド等の放射
線治療補助装置の製作については、顎義歯外来の協力を得て治療にあたっている。



— 36 —

口腔機能再構築学講座

( 4 ) 研究業績

[原著]

1. Takahara N，Kabasawa Y，Sato M，Tetsumura A，Kurabayashi T，Omura K. MRI Changes of　 temporo-
mandibular joint following mandibular setback using sagittal split ramus osteotomy with rigid fixation
The Journal of Craniomandibular & Sleep Practice. 2017.01; 35(11); 38-45

2. Ozaki Y, Watanabe H, Kaida A, Miura M, Nakagawa K, Toda K, Yoshimura R, Sumi Y, Kurabayashi
T. Estimation of whole-body radiation exposure from brachytherapy for oral cancer using Monte Carlo
simulation. Journal of Radiation Research. 2017.02; 58(4); 523-528

3. Watanabe H, Kuribayashi A, Sumi Y, Kurabayashi T. Resolution characteristics of optical coherence
tomography for dental use. Dentomaxillofacial Radiology. 2017.03; 46(3); 20160358

4. Deepho C, Watanabe H, Kotaki S, Sakamoto J, Sumi Y, Kurabayashi T. Utility of fusion volumetric
images from computed tomography and magnetic resonance imaging for localizing the mandibular canal.
Dentomaxillofacial Radiology. 2017.03; 46(3); 20160383

5. Lam PD, Kuribayashi A, Sakamoto J, Nakamura S, Harada H, Kurabayashi T. Imaging findings of child-
hood B-cell lymphoblastic lymphoma in the mental region: a case report. Dentomaxillofacial Radiology.
2017.03; 46(3); 20160313

6. Chie Watanabe, Junichiro Wada, Koji Mizutani, Hiroshi Watanabe, Noriyuki Wakabayashi. Chronological
grey scale changes in supporting alveolar bone by removable partial denture placement on patients with
periodontal disease: A 6-month follow-up study using digital subtraction analysis. J Dent. 2017.05; 63;
8-13

7. Toriihara A, Nakadate M, Nakamura S, Kubota K, Tateishi U. Seventy FDG-PET/CT cases in which
nuclear medicine physicians suspected lymphoma: how reliable are we? Asia Ocean Journal Nuclear
Medicine Biology. 2017.05; 5(2); 95-103

8. Ngamsom S, Nakamura S, Sakamoto J, Kotaki S, Tetsumura A, Kurabayshi T. The intravoxel incoherent
motion MRI of lateral pterygoid muscle: a quantitative analysis in patients with temporomandibular joint
disorders Dentomaxillofacial Radiology. 2017.07; 46(5); 20160424

9. Nguyen Ho Quynh Anh, Yamazaki Yoko,Yoshino Norio, Taira Masato, Kurabayashi Tohru, Shimada
Masahiko. Altered Grey Matter Volume in Trigeminal Neuralgia The Journal of the Stomatological
Society . 2017.07; 84(2); 73-83

10. Sato M, Saitoh Y, Takayama T, Omata T, Watanabe H, Yoshimura R, Miura M.. Remote radioactive
seed-loading device for permanent brachytherapy of oral cancer with Au-198 grains. Robomech Journal.
2017.09; 4; 23

11. Atsushi Kaida, Hiroshi Watanabe, Kazuma Toda, Keiko Yuasa-Nakagawa, Ryoichi Yoshimura, Masahiko
Miura. Effects of dose rate on early and late complications in low dose rate brachytherapy for mobile
tongue carcinoma using Ir-192 sources. Oral Radiol. 2017.09; 33(3); 187-192

12. 坂本潤一郎，小滝真也，中村 伸，角倉可奈子，原田浩之，倉林 亨. 上顎に生じた歯原性幻影細胞癌の 1 例
歯科放射線. 2017.10; 57(1); 57-59

13. 小滝真也，坂本潤一郎，浅井桜子，栗林 亜実，鵜澤 成一，倉 林 亨. MRI が診断に有用であった歯原性粘
液腫の 1 例 歯科放射線. 2017.10; 57(1); 54-56

[書籍等出版物]

1. 倉林　亨, 中村　伸 (分担). Case Based Review：顎口腔領域の疾患. 永末書店, 2017.04

2. 倉林　亨 (編集). 特集：歯 · 顎 · 口腔の画像診断. 画像診断 2017年 6月号. 秀潤社, 2017.06

3. 倉林　亨 (分担). 最新口腔外科学第５版. 医歯薬出版, 2017.09
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[総説]

1. 坂本　潤一郎，Ngamsom Supak，栗林　亜実，倉林　亨 . 特集　歯 · 顎 · 口腔の画像診断,　顎関節の疾患
画像診断. 2017.06; 37(7); 671-683

2. 中村　伸,倉林　亨. 歯科放射線科医に必要な PET/CTの知識 歯科放射線. 2017.09; 57; 15-23

[講演 · 口頭発表等]

1. 鉄村明美, 中村伸, 樺沢勇司, 高原楠旻, 角倉可奈子, 吉野教夫, 坂本潤一郎, 藤倉満美子, 倉林亨. 3T MRI装
置を用いた 3Dとリアルタイムシネ画像による顎関節の評価. NPO法人 日本歯科放射線学会 第 224回関東
地方会 2017.01.21 横須賀市

2. 森田康彦, 倉林　亨, 河野文昭, 原田雅史. ハーフスキャン歯科用 CBCTにおける投影変換と Pakers荷重の
影響. 日本歯科放射線学会第 224回関東地方会 2017.01.21 横須賀市

3. Ngamsom S, Nakamura S, Sakamoto J, Kotaki S, Kurabayashi T. The Intravoxel Incoherent Motion
MRI of Lateral Pterygoid Muscle: A Quantitative Analysisin Patients with Temporomandibular Joint
Disorders. European Congress of Radiology 2017 2017.03 Vienna, Austria

4. Quynh Anh Nguyen Ho, Y. Yamazaki, H. Imura, N. Yoshino,M. Taira, T. Kurabayashi, M. Shimada.
Trigeminal Neuropathy and Brain Plasticity. IADR/AADR/CADR General Session & Exhibition 2017.03.22
USA,San Francisco

5. Watanabe H, Kuribayashi A, Sumi Y, Kurabayashi T. Developing a chart device for measuring spatial
resolution of optical coherence tomography for dental use. The 21th International Congress of Dent-
Maxillofacial Radiology 2017.04.27 Kaohsiung, Taiwan

6. 中村伸. 顎顔面領域の PET/CT. 第 71回日本口腔科学会学術集会 2017.04.27 松山

7. 大林尚人,浅井桜子,境野利江,原田康雄,井澤真希,奥村泰彦,倉林　亨. 東京医科歯科大学歯科放射線外来お
よび学生撮影室における歯科用Ⅹ線装置のQAの結果と日本歯科放射線学会の診断参考レベル（DRL）との
比較. NPO法人日本歯科放射線学会　第５８回学術大会 · 第１４回定例総会 2017.06.02 鹿児島市

8. 渡邊　裕, 栗林亜実, 角　保徳, 倉林　亨. 歯科用Optical coherence tomographyの空間分解能測定用テスト
チャートの開発. NPO法人日本歯科放射線学会第 58回学術大会 · 第 14回定例総会 2017.06.03 鹿児島市

9. 栗林亜実、坂本潤一郎、森田圭一、栢森高、鈴木紀子、倉林亨. 頬部に発生した乳腺相似分泌癌の１例. 日
本歯科放射線学会第 58回学術大会 2017.06.03 鹿児島市

10. 坂本潤一郎，チャン · チ · スアン · ラン，富里　博，羽田紘人，戒田篤志，倉林　亨. 4D dynamic contrast-
enhanced MRIの鄂顔面領域への適応：TWISTシーケンス撮像パラメータの画質への影響. 日本歯科放射
線学会　第 58回学術大会 · 第 14回定例総会 2017.06.03 鹿児島市

11. 浅井桜子, 中村伸, 坂本潤一郎, 栗林亜実, 鳥井原彰, 原田浩之, 倉林亨. 全身的に多発したMTX関連リンパ
増殖性疾患の１例. 日本歯科放射線学会第 58回学術大会 2017.06.03 鹿児島市

12. 石井浩子, 鉄村明美, 能村嘉一, 中村伸, 倉林亨. 小照射野歯科用コーンビーム CTによる下顎管壁描出能の
評価. NPO法人 日本歯科放射線学会 第 58回学術大会 2017.06.04 鹿児島市

13. 渡邉知恵，和田淳一郎，水谷幸嗣，渡邊　裕，勝木　梓，若林則幸. 部分床義歯の支台歯周囲骨への経時的
影響　デジタルサブトラクション法による評価. 日本補綴歯科学会第 126回学術大会 2017.07.01 横浜市

14. 吉野教夫, 大林尚人, 栗林亜実, 戒田　篤, 浅井桜子, 倉林　亨. 動脈瘤様骨嚢胞（脈瘤性骨嚢胞）を併発した
線維骨性病変の 1例. 日本歯科放射線学会　第 225回関東地方会 · 第 37回北日本地方会 · 第 25回合同地方
会 2017.07.01 新潟市

15. 寺本アイリ, 鈴木聖一, 大林尚人, 倉林　亨, 森山啓司. シリコン印象法による舌体積、口腔内容積の計測. 第
76回東京矯正歯科学会学術大会 2017.07.13 東京

16. 小澤英里佳, 小澤常徳, 大森浩子, 島崎一夫, 倉林亨, 小野卓史. 磁気共鳴脳血管画像診断における矯正歯科装
置の影響. 第 76回日本矯正歯科学会大会 2017.10.18 札幌

17. 星礼子, 鉄村明美、山口聰. 下顎囊胞における画像とオトガイ神経支配領域知覚鈍麻の関係に関する検討 .
第 62回（公社）日本口腔外科学会学術総会 · 学術大会 2017.10.20 京都
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18. 坂本潤一郎，ガンソムスパック，栗林亜実，鉄村明美，吉野教夫，中村　伸，倉林　亨. 唾液腺腫瘍にお
ける IVIMとダイナミック MRI：パラメータの相関について. 日本歯科放射線学会第 22回臨床画像大会
2017.11.11 盛岡市

19. 倉林　亨. 歯原性腫瘍 · 嚢胞の画像診断. 第 56回 Radiology Update学術講演会 2017.11.11 東京

20. 鈴木紀子、栗林亜実、坂本潤一郎、坂本　啓、渡邊　裕、倉林　亨. 口腔悪性腫瘍の下顎骨浸潤における
3D-VIBEと CTとの比較. 日本歯科放射線学会　第 22回臨床画像大会 2017.11.11 盛岡市

21. 能村嘉一,渡邊　裕,神山洋介,倉林　亨. 歯科用コーンビーム CTにおけるリングアーチファクトに対する
新たな定量的評価. 第 82回口腔病学会学術大会 2017.11.20 東京

22. Deepho C, Watanabe H, Sakamoto J, Kurabayashi T. Utility of fusion volumetric images from computed
tomography and magnetic resonance imaging for localizing the mandibular canal. 第 82回口腔病学会学
術大会 2017.11.20 東京

23. Kurabayashi T. Special lecture: Imaging of odontogenic tumors and cysts. The 1st Japan-Korea Interna-
tional Conference of Oral and Maxillofacial Radiology 2017.11.25 Naha

24. Yamada I, Yoshino N, Hikishima K, Sakamoto J, Oikawa Y, Harada H, Kurabayashi T, Saida Y, Tateishi
U, Izumo T, Asahina S. Oral Carcinoma: Clinical evaluation using diffusion kurtosis imaging and its
correlation with histopathologic findings. The 103rd Scientific Assembly and Annual Meeting of the
Radiological Society of North America 2017.11.26 Chicago

[特許]

1. 装填器, 特許番号：6085800

[受賞]

1. 平成 28年度歯学研究奨励賞　 (渡邊　裕), 東京医科歯科大学歯学部, 2017年 02月

2. 第 82回口腔病学術大会最優秀演題賞 (Deepho Chutamas), 口腔病学会, 2017年 11月
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麻酔 · 生体管理学
Anesthesiology and Clinical Physiology

教　授　　　　　　深山治久
准教授　　　　　　脇田亮
講　師　　　　　　阿部佳子（～ 9月）、松村朋香（2月～）
非常勤講師　　　　神野成治、小長谷光、瀬畑宏、奥村ひさ、鈴木あつ子、
　　　　　　　　　三浦雅明、飯島毅彦、中村全宏、元橋功典、木下樹、
　　　　　　　　　牧野兼三、大野由夏、石川博之、安藤　寧、
　　　　　　　　　塚脇香苗、神谷清（４月～）
助　教　　　　　　宮本智行、松村朋香（～ 1月）、馬場有希子（4月～）
大学院生　　　　　鈴木千裕、荒木香映子、伊藤孝哉、佐藤裕、
　　　　　　　　　阿部桂子（４月～）
医　員　　　　　　内沼琴美（４月～）、村田英崇（４月～）、阿保綱孝、井上卓俊（４月～）、
　　　　　　　　　小澤昴一郎（４月～）、浅野早哉香（４月～）
大学院研究生　　　新美敬太（４月～）、豊巻萌黄（４月～）
大学院非常勤講師　加藤誠一、外園智唯
研修登録医　　　　池田代子、泉川仁美、高橋奈々恵、河合紫織、
　　　　　　　　　吉野綾、宮本文子、船山拓也、池田七菜子、堂下幹司
（４月～）、大嶋瑛（４月～）
臨床修練外国医師　 Feng Yu Pin（～６月）
研究補助　　　　　佐藤　夏

( 1 ) 分野概要

歯科領域における安全で確実な施術を行うための，教育，研究ならびに臨床業務を行う．教育では歯科患者を安全
かつ快適に管理するように，局所麻酔，全身麻酔，鎮静法，モニタリング（monitored anesthesia care）の原理な
らびに応用について実習を含めて行う．また，上記の目的を達成するための基礎ならびに臨床の発展を図るために
研究を行う．臨床業務では，国際的に比較しても多くの臨床症例が訪れる歯学部附属病院での鎮静法，全身麻酔，
モニタリングを担当するのはもちろん，院内の緊急事態に医学部附属病院と緊密な連携を取りながら安全を確保
する．また，一般社会で行われている歯科医療の安全を確保し，さらに安全性を高めるために，積極的に地区の
歯科医師会を初めとする団体とは連携を図り，広く社会全般に安全かつ快適な歯科診療を提供することを目指す．

( 2 ) 研究活動

１）非侵襲ドラッグデリバリーシステムの開発
２）新しい歯科局所麻酔法の開発
３）顎顔面領域でのニューロパシックペインの病因の解明とその治療法の解明
４）広範囲抑制性鎮痛機構の解明
５）精神鎮静法と歯科治療における全身管理の臨床的研究

( 3 ) 教育活動

教育目的は学部学生に日常歯科診療で必要な麻酔（全身麻酔、局所麻酔を含む）、合併症を有する患者の全身管理,
顎顔面痛治療についての知識と技術を与えることにある。年度計画では、講義は麻酔（全身麻酔、局所麻酔）、精
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神鎮静法、心肺蘇生法の３つの教育要素からなっている。全身麻酔の項では学生は呼吸、循環の生理、吸入麻酔
薬、静脈麻酔薬、筋弛緩薬の薬理作用とメカニズムを学ぶ。精神鎮静法は歯科治療恐怖症や、全身疾患を有する患
者にしばしば用いられるので、理論的、技術的な講義を行う。局所麻酔は歯科臨床ではもっとも繁用される。学
生は局所麻酔薬の薬理学、実施法、副作用について学ぶ。心肺蘇生法の講義では心肺蘇生の原理、最新の心肺蘇
生法ガイドラインについて理論的に講述する。実習では浸潤麻酔法、伝達麻酔法、笑気吸入鎮静法、心肺蘇生法
を行っている。救急実習では心肺蘇生訓練システムを用いて実施している。

( 4 ) 教育方針

教育目的は学部学生に日常歯科診療で必要な麻酔（全身麻酔、局所麻酔を含む）、合併症を有する患者の全身管理,
顎顔面痛治療についての知識と技術を与えることにある。年度計画では、講義は麻酔（全身麻酔、局所麻酔）、精
神鎮静法、心肺蘇生法の３つの教育要素からなっている。全身麻酔の項では学生は呼吸、循環の生理、吸入麻酔
薬、静脈麻酔薬、筋弛緩薬の薬理作用とメカニズムを学ぶ。精神鎮静法は歯科治療恐怖症や、全身疾患を有する患
者にしばしば用いられるので、理論的、技術的な講義を行う。局所麻酔は歯科臨床ではもっとも繁用される。学
生は局所麻酔薬の薬理学、実施法、副作用について学ぶ。心肺蘇生法の講義では心肺蘇生の原理、最新の心肺蘇
生法ガイドラインについて理論的に講述する。実習では浸潤麻酔法、伝達麻酔法、笑気吸入鎮静法、心肺蘇生法
を行っている。救急実習では心肺蘇生訓練システムを用いて実施している。

( 5 ) 臨床活動および学外活動

年間 2,000例を超える歯科麻酔外来での全身管理症例，年間 750例の中央手術室での全身麻酔症例の周術期管理を
安全に行い，円滑な歯科治療に貢献している．また，月平均数例発生する本院の緊急事態に速やかに対応し，必
要に応じて，医学部附属病院の ERとの連携を図っている．
我が国の 29歯科大学の中でも最も症例数が豊富で専門分野としての設立も最も古いので，臨床の know howが多
く蓄積されている．そのため，難症例が紹介されることも稀ではない．
歯科医師会を初めとする地域からは，安全な歯科診療のための講習会や講演会に招かれることが多く，歯科診療
レベルの向上のために積極的に対応している．また，静脈内鎮静法を自院で行いたいとの希望についても派遣す
るように心がけている．

( 6 ) 臨床上の特色

安全で快適な歯科診療が提供できるように，すべての診療科の要望に対応している．特に全身管理を必要する場
合の多い口腔外科ならびにインプラント手術の場合には，全身麻酔と鎮静法を適用して患者への負担を最小限に
している．
一般開業医から紹介される通常では診療が困難な患者には，鎮静法や時には全身麻酔を行って歯科診療を援助し
ている．

( 7 ) 研究業績

[原著]

1. 深山治久，福田原，脇田亮，阿部佳子. 静脈内鎮静法を知る 歯界展望. 2017.02; 129(2); 233-269

2. Ikeda Y, Funayama T, Fukayama H, Okubo Y, Suzuki H. Modafinil enhances altering-related brain activity
in attention networks Psychopharmacology. 2017.04; 234; 2077-2089

3. 阿保綱孝、宮本智行、井上卓俊、久保田一政、阿部桂子、堂下幹司、深山治久. ヒト免疫不全ウイルス感染
症患者の両側下顎矢状分割術における全身麻酔管理. 日本歯科麻酔学会雑誌. 2017.04; 45(2); 214-216

4. 太田琴美、宮本智行、久保田一政、深山治久. 血小板無力症に対する抜歯の全身管理経験. 日本歯科麻酔学
会雑誌. 2017.04; 45(2); 178-180

5. 松村朋香、榎本雅宏、 小城 哲治, 宮本 智行, 深山 治久, 鈴木 聡行. アルツハイマー型認知症患者の歯科初
診時に完全房室ブロックが発見された 1症例 障害者歯科雑誌. 2017.06; 38; 175-178

6. 池田七菜子、松村　朋香、脇田亮、深山治久. 院内救急対応後に判明した重度の再生不良性貧血 老年歯科医
学. 2017.06; 32; 3-7
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7. 池田 七菜子, 松村 朋香, 脇田 亮, 深山 治久. 院内救急対応後に判明した重度の再生不良性貧血 老年歯科医
学. 2017.06; 32(1); 3-7

8. 大渡凡人，高橋一輝，京坂侑加，猪越正直，井上　実，水口俊介，深山治久，下山和弘. 全身疾患をもつ高
齢歯科患者の薬剤情報に関する統計学的検討 老年歯科医学. 2017.09; 32(2); 257-258

9. Kubota K, Miyamoto T, Ota K, Fukayama H, Minakuchi S. Anesthetic management of a patient with
benign tracheal tumor identified at induction of general anesthesia Journal of Clinical Anesthesia. 2017.12;
43; 66-67

10. 深山治久. ペースメーカー使用患者への歯科治療時の注意点 デンタルダイアモンド. 40(9); 130-131

[書籍等出版物]

1. 古森孝英編著. 歯科衛生士講座 口腔外科学. 永末書店, 2017.01

2. 海野信也，深山治久. 新看護学 14　母子看護. 医学書院, 2017.02

3. 深山 治久. 新看護学 12　成人看護（4）. 医学書院, 2017.02

4. 全国歯科衛生士教育協議会監修. 歯科衛生士教本 歯科機器. 2017.03

5. 全国歯科衛生士教育協議会監修. 歯科衛生士教本 歯科診療補助論第 2版. 医歯薬出版, 2017.03

6. 小谷順一郎編集，今村佳樹，深山治久ら著. スタンダード全身管理 · 歯科麻酔学第 4版. 学研書院, 2017.03

7. 大谷一紀編，深山治久. 日常臨床における難症例集 求められる診断と適切な対応. デンタルダイヤモンド,
2017.04

8. 嶋田昌彦，椙山加綱，深山治久，丹羽均編. 歯科麻酔実践ガイド. 医歯薬出版, 2017.05

9. 下山和弘，羽村章編. 疾患を有する高齢者の口腔健康管理. 口腔保健協会, 2017.07

10. 榎本昭二，道健一，天笠光雄，小村健監修. 最新口腔外科学第 5版. 2017.09

11. 深山治久. 2013年版准看護師試験問題集. 医学書院,

12. 歯科医学教育白書. 歯科医学教育白書.

13. 深山治久ら. 2016年版准看護師試験問題集.

[総説]

1. 鳥谷部真一，本間覚，深山治久，安田あゆ子，藤原卓. 国立大学における卒前医療安全教育の現状 医療の質
· 安全学会誌. 2017.01; 12(1); 5-13

2. 深山 治久. 認定医審査委員会報告ー第 41回認定医試験を終えて 日本歯科麻酔学会雑誌. 2017.01; 45(1);
136-127

3. 深山 治久. 局所麻酔薬 · 局所麻酔法の再検討 2局所麻酔法の再検討 日本顎咬合学会誌. 2017.05; 37(1-2);
85-89

4. 佐治加奈子，阿部佳子，深山治久. 糖尿病性腎症血液透析患者の長時間口腔外科全身麻酔における輸液の工
夫 日本歯科麻酔学会雑誌. 2017.07; 45(3); 340-342

[講演 · 口頭発表等]

1. Haruhisa Fukayama. Tips for local anesthesia in dentistry. 36tn Myanmar Dental Conference & 167th
FDI-MDA joint Educational Meeting 2017.01.20 Yangon,Myanmar

2. 深山 治久. 訪問診療のリスクマネジメント · クライシスマネジメント. 日本訪問歯科協会特別セミナー
2017.01.29 東京

3. 大渡凡人，高橋一輝，京坂侑加，田山秀策，深山治久，,西原達次. 循環器疾患をもつ高齢歯科患者における
血管収縮薬による血圧 · 心拍数への影響に関する多変量解析. 第 27回九州歯科麻酔シンポジウム 2017.02.11
福岡
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4. 阿部佳子、脇田亮、楠本康香、篠塚修、深山治久. 拡張型心筋症患者の歯科治療にクリアサイトシステム®と
経胸壁エコーを併用して全身管理を行った症例. 第 26回日本有病者歯科医療学会総会 · 学術大会 2017.03.03
金沢

5. 深山 治久. 歯科医療安全と医科医療安全の連携の現状と未来. 第 3回日本医療安全学会学術総会 2017.03.18
東京

6. 深山 治久. 在宅医療におけるデンタルエマージェンシー. 鳥取県中部歯科医師会平成 28年度地域歯科医療
連携室講演会 2017.03.26 鳥取

7. 間宮 秀樹, 堀本 進, 秋池 由比, 片山 正昭, 宮本 智行, 脇田 亮, 松村 朋香, 阿部 佳子, 三浦 雅明, 深山 治久,
小野 洋一, 和田 光利, 菊池 幸信, 平野 昌保, 鈴木 聡行. 地域歯科医師会 2次診療所における要介護高齢者診
療時の血圧上昇例の検討. 日本老年歯科医学会総会 · 学術大会 2017.06.15 名古屋

8. 深山 治久. 学会発表，論文投稿に使うべき歯科医学用語（学術用語委員会シンポジウム「口腔ケア」って何
ですか？） . 老年歯科医学会第 28回学術大会 2017.06.15 名古屋

9. 深山 治久. 高齢者の診療に必要な全身状態評価とその対応. 老年歯科医学会第 28回学術大会 2017.06.15 名
古屋

10. 久保田一政, 水口俊介, 深山治久. 慢性腎不全患者に対するプレート除去 · 遊離肩甲骨皮弁移植の全身麻酔管
理経験. 日本老年歯科医学会第２８回学術大会 2017.06.15 名古屋

11. 大渡凡人，高橋一輝，京坂侑加，猪越正直，井上実，水口俊介，深山治久，下山和弘. 全身疾患をもつ高齢
歯科患者の薬剤情報に関する統計学的検討. 日本老年歯科医学会第 28回学術大会 2017.06.16 名古屋

12. 馬場有希子、奥村ひさ、小林淳子、深山治久. 挿管直後に気管支痙攣が原因と考えられる換気不全に陥った
一症例. 第 34回関東臨床歯科麻酔懇話会 2017.06.24 埼玉

13. 宮本 智行. 歯科診療所における医療安全管理体制について. 第 19回感染症予防歯科衛生士講習会 2017.07.17
神戸

14. Ryo Wakita. The effect on cardiac function of adrenaline in local anesthesia. 8th Mandaley Dental
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17. 萩原大子，木下樹，大島瑛，深山治久. 両大血管右室起始症（DORV）手術後の小児患者に対する全身麻酔
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麻酔学会 2017.10.15 松本

26. 石塚あかね、三浦雅明、加藤誠一、佐々木陽子、深山治久、山地知子、水田朋子、高橋絢子、荒川真一、近藤
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27. 稲田穣，原田達也，関戸達哉，菊田高行，内田博之，白井弘三，戸坂清二，丸山清孝，新井曄子，鈴木朋，
阿部佳子，脇田亮，篠塚修，小長谷光，深山治久. 当歯科医師会障害者診療所における静脈内鎮静法下歯科
治療の実態調査. 第 34回日本障害者歯科学会総会および学術大会 2017.10.28 福岡
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科学会 2017.10.28 福岡

30. 楠本 康香, 星合 泰治, 野末 杏奈, 山脇 弘稔, 濱 文奈, 有福 愛美, 渡邊 麻里子, 鈴木 朋, 林 直毅, 木下 陽介,
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会 2017.10.28 福岡

31. 稲田 穣, 原田 達也, 関戸 達哉, 菊田 高行, 内田 博之, 白井 弘三, 戸坂 清二, 丸山 清孝, 新井 曄子, 鈴木 朋,
阿部 佳子, 脇田 亮, 篠塚 修, 小長谷 光, 深山 治久. 当歯科医師会障害者診療所における静脈内鎮静法下歯科
治療の実態調査. 障害者歯科学会 2017.10.28 福岡

32. 中島淳，木下樹，大嶋瑛，外園智唯，深山治久. 血友病を有する自閉症患者の歯科治療に対する全身麻酔管
理. 第 34回日本障害者歯科学会学術大会 2017.10.28 福岡

33. 橋本 法子, 渡邊 竜登美, 鈴木 哲也, 高橋 英和, 池田 正臣, 松原 恒, 深山 治久. 気管挿管および内視鏡検査に
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口腔顔面痛制御学分野
Orofacial Pain Management

教　　　授　　　嶋田昌彦
講　　　師　　　西山　暁
助　　　教　　　山﨑陽子
医　　　員　　　木村浩子、来栖諒子、戸辺昌子、坂元麻弥、石山裕之、井村紘子（～ 9月）、
　　　　　　　　来栖諒子（10月～）　
非常勤講師　　　宮脇卓也、木野孔司、室賀一宏、川島正人、羽毛田　匡、真秀重成、
　　　　　　　　前田　亮、 新美知子、渋谷寿久、神山美穂、塚越　香
　　　　　　　　高岡美智子、太田武信
大学院生　　　　細田明利、Nguyen Ho Quynh Anh（～９月）、中山玲奈、
　　　　　　　　梁　珊珊、Ngan Nguyen、KAY THWE YE MIN SOE（１０月～）
研修登録医　　　篠原康彰（～ 3月）　

( 1 ) 分野概要

　口腔顔面痛制御学分野は平成 12年 4月に疼痛制御学分野として発足し，口腔 · 顎 · 顔面領域における痛みの発
症機序、制御法、伝達機構，認知機構ならびに制御機構の解明を研究の目的としている．また，東洋医学的療法の
痛みに対する適切なる臨床応用について研究を発展させていく．平成 27年 12月に顎関節口腔機能学分野と統合
して口腔顔面痛制御学分野として新しく発足した。研究内容としては、これまでの疼痛制御学分野の研究分野に
顎関節口腔機能学の研究分野を取り入れ、下記の通りとした。
口腔顔面領域における痛みや異常感覚、機能障害（顎関節症など）および口腔顔面領域に関連した異常機能（ブラ
キシズム、ジストニア、ジスキネジア）にかかわる以下の研究
1. 原因とそれに関連する背景要因の解明
2. 症状に伴う“生活の質”の障害
3. 患者教育、認知行動療法、薬物療法、理学療法などを組み合わせた効果的な治療プログラムの確立に関する研究.

( 2 ) 研究活動

　口腔顔面領域における痛みや異常感覚、機能障害（顎関節症など）および口腔顔面領域に関連した異常機能（ブ
ラキシズム、ジストニア、ジスキネジア）にかかわる以下の研究を研究活動として行っている。
1. 原因とそれに関連する背景要因の解明
2. 症状に伴う“生活の質”の障害
3. 患者教育、認知行動療法、薬物療法、理学療法などを組み合わせた効果的な治療プログラムの確立に関する研究.
　特に末梢神経障害性疼痛や舌痛症、非定型顔面痛、味覚異常、顎関節症などの発現のメカニズムや治療法の開
発、さらに、不安や抑うつ状態など心理社会的因子との関係、生活習慣との関係など多元的な評価による検討を
研究活動として行っている。

( 3 ) 教育活動

　歯学部２年生にはペインクリニック入門として講義を行っている。３年生には早期見学実習としてペインクリ
ニックや顎関節治療部の外来にて実習を行っている。４年生には、病態科学演習として「顎口腔顔面痛」、「顎関節
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症」の講義と演習を行っている。５年生には，口腔顔面領域の痛みや神経麻痺、顎関節疾患などの講義を行って
いる．６年生にはペインクリニックや顎関節治療部で実習を行っている．口腔 · 顎 · 顔面領域の痛み，異常感覚，
知覚麻痺，異常運動および運動麻痺、顎関節疾患に関する診断および治療をテーマとしている．
　大学院修士課程では，感覚受容器と求心性情報処理に関する講義を行っている．博士課程では，痛みを伴う疾
患に対する診断，治療の基本について基礎ならびに臨床面から講義を行い，痛覚伝達のメカニズム鎮痛抑制系，
ニューロパシックペイン，神経麻痺などについて解説している．そのほか，鍼，灸，漢方に代表される東洋医学的
療法を臨床応用するにあたっての診断法ならびに治療法に関する講義を行っている．さらに顎関節症患者の病因 ·
病態の多元的評価を，多変量解析を用いて検討する方法を習得できるよう講義を行っている。

( 4 ) 教育方針

(1)大学院教育
· 教育目的
　国際的水準を超える独創的研究成果を挙げ、次世代を担って国際的に活躍できる歯学の指導者、研究者、並び
に歯科医療における高度の専門的職業人を養成することを目的とする。
· 教育目標
　歯学はもとより、医学、生命科学の幅広い基礎知識を理解させるとともに、自ら将来の課題を探求し、問題を発
見し、解決する能力の育成を目標とする。また、研究成果をまとめて公表することにより学会に貢献して、社会
に還元できる研究発表能力の育成を目標とする。

(2)学部教育
· 教育目的
　口腔 · 顎 · 顔面領域の健康管理を通じ、個人および公衆の全身的健康の向上を使命とする専門職で、歯学におけ
る教育、研究、歯科医療および保健の分野で指導的役割を遂行し、自ら進んで研究や社会活動に参画し、国際的視
野に立った歯科医学水準の向上に貢献しうる人材の育成を目的とする。
· 教育目標
　幅広い教養を身につけ、歯科医師としての豊かな人間性と倫理観を培う。口腔、頭蓋、顎、顔面領域の疾患の予
防、診断、治療に関する知識および基本的技術を修得する。さらに、基礎医学の臨床応用の理解と科学的探究心
を培い、関連医学領域の重要性を理解する。また、学術論文を評価する基礎的能力を養うことを目標とする。

(3)その他（専攻生、附属学校等）
· 教育目的
　口腔 · 顎 · 顔面領域の疼痛管理を通じ、個人および公衆の全身的健康レベルの向上を使命とする専門職として、
歯科医学、歯科医療の向上に貢献できる人材の育成を目的とする。
· 教育目標
　口腔 · 顎 · 顔面領域における疼痛の発症機序、伝達機構、認知機構および制御機構を理解し、歯科領域だけでな
く、医科領域の疾患の存在も視野に入れた総合的な診断や治療を行うことができる能力を養うことを目標とする。

( 5 ) 臨床活動および学外活動

歯学部附属病院ペインクリニックや顎関節治療ににおいて治療を行っている．
１． 痛み
　　歯科治療に関連した難治性の痛み，三叉神経痛，舌痛症，悪性腫瘍に伴う痛み，外　　傷に伴う痛み，ならび
にその他の痛みを主訴とするすべての疾患
２． 異常感覚
　　口腔粘膜，歯，顎，顔面などのさまざまな不快な感覚，味覚異常，口腔乾燥など
３． 知覚麻痺
　　歯科口腔外科に関連した知覚麻痺，中枢性の知覚麻痺
４． 異常運動
　　オーラルジスキネジア，舌の異常運動，痙攣など
５． 運動麻痺
　　顔面神経麻痺
６.　顎関節症、はぎしり，咬み合わせ異常感など
上記の疾患 · 症状に対し，西洋医学的療法だけではなく東洋医学的療法をも取り入れた全人的医療を行っている．



— 47 —

口腔機能再構築学講座

( 6 ) 臨床上の特色

　西洋医学的療法だけではなく漢方や鍼治療を含めた東洋医学的療法および心身医学療法も取り入れた全人的医
療を行っている．さらに、侵襲的な治療法ではなく、イオントフォレーシスや光線療法などの非侵襲的な治療法
を主体として診療を行っている。顎口腔顔面領域のあらゆる疼痛、異常感覚、神経麻痺等に対して、上記の診療
を行っているところに臨床上の特色がある。また、顎関節症患者については、多因子性を考慮し，寄与因子とな
る異常習癖，心理的因子，社会的因子等について，詳細に抽出，評価し病因の診断を行っている．これら病態，病
因診断に基づき治療計画を立案し，個々の寄与因子に重み付けを行った患者指導，病態に応じた薬物療法，運動
療法，咬合治療，外科療法を適宜選択し，患者個人に適した，オーダーメイド治療を推進している．また最近で
は，歯ぎしり，咬み合わせ異常感などの患者が増加傾向にあり，心理的因子も含めた多元的評価を行い，精神医学
領域との連携も含めた治療を行っている．

( 7 ) 研究業績

[原著]

1. 山﨑陽子、井村紘子、細田明利、新美知子、川島正人、嶋田昌彦. 歯科治療後の継続する歯痛にトリガーポ
イント注射を使用した一症例 日本口腔顔面痛学会雑誌. 2017.01; 9(1); 87-92

2. 井村紘子、山﨑陽子、新美知子、冨澤大佑、嶋田昌彦. 持続性特発性歯痛に対して漢方薬が奏効した１症例
痛みと漢方. 2017.05; 27(1); 65-68

3. Yoko Yamazaki, Maya Sakamoto, Hiroko Imura, Masahiko Shimada. Pre-Trigeminal Neuralgia Similar to
Atypical Odontalgia: A Case Report Journal of Pain & Relief. 2017.05; 63(3); 291

4. Hiroyuki Ishiyama, Shusuke Inukai, Akira Nishiyama, Masayuki Hideshima, Shuhei Nakamura, Meiyo
Tamaoka, Yasunari Miyazaki, Kenji Fueki, Noriyuki Wakabayashi. Effect of jaw-opening exercise on
prevention of temporomandibular disorders pain associated with oral appliance therapy in obstructive
sleep apnea patients: A randomized, double-blind, placebo-controlled trial J Prosthodont Res.. 2017.07;
61(3); 259-267

5. Nguyen Ho Quynh Anh, Yamazaki Yoko,Yoshino Norio, Taira Masato, Kurabayashi Tohru, Shimada
Masahiko. Altered Grey Matter Volume in Trigeminal Neuralgia The Journal of the Stomatological
Society . 2017.07; 84(2); 73-83

6. Rena Nakayama, Akira Nishiyama and Masahiko Shimada. Creating a Quality of Life Index for Patients
with Temporomandibular Disorders Int J Dent Oral Health . 2017.09; 3(5);

7. Tsukagoshi K., Nishiyama A., Shimada M.. Association between Symptoms of Temporomandibular Dis-
orders and Duration of Computer Use in a Working Population in Japan Int J Dent Oral Health. 2017.10;
3(5); open access

8. Suzuki K, Kokai S, Uesugi S, Nishiyama A, Ono T. Evaluation of the laterality of the tissue oxygen
saturation of masticatory muscles in subjects with facial asymmetry Orthodontic Waves. 2017.12; 76(4);
232-237

9. Nakayama R., Nishiyama A., Matsuda C., Nakayama Y., Hakuta C., Shimada M.. Oral health status
of hospitalized amyotrophic lateral sclerosis patients Acta Odontologica Scandinavica. 2017.12; 76; open
access

[書籍等出版物]

1. 嶋田昌彦、古森孝英　他. 歯科衛生士講座、口腔外科学　第２版. 永末書店, 2017.01 (ISBN : 978-4-8160-
1318-8)

2. 嶋田昌彦, 杉山芳樹　他. 最新口腔外科学　第５版. 医歯薬出版, 2017.09 (ISBN : 978-4-263-45806-8)

[総説]

1. 西山暁、嶋田昌彦. 覚醒時ブラキシズムの考え方 口腔病学会雑誌. 2017.07; 84(2); 22
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[講演 · 口頭発表等]

1. 嶋田昌彦. 顎顔面口腔領域のペインクリニックにおける漢方療法. 岡山大学歯学部特別講義 2017.01.13 岡山

2. 戸邉昌子、川島正人、木村浩子、嶋田昌彦. 顎関節症の痛みが義歯に起因すると思い込んでいる患者への対
応. 第 46回日本慢性疼痛学会 2017.02.17

3. 冨澤大佑、山﨑陽子、嶋田昌彦、肥田道彦、舘野周、大久保善朗. 痛みの声を聴いたときの脳活動. 第 46回
日本慢性疼痛学会 2017.02.17 京都

4. 嶋田昌彦. 歯学教育モデル ·コア ·カリキュラム平成２８年度改訂の概要. 長崎大学歯学部教員FD 2017.03.09

5. Quynh Anh Nguyen Ho, Y. Yamazaki, H. Imura, N. Yoshino,M. Taira, T. Kurabayashi, M. Shimada.
Trigeminal Neuropathy and Brain Plasticity. IADR/AADR/CADR General Session & Exhibition 2017.03.22
USA,San Francisco

6. 嶋田昌彦. 薬物療法のための基礎知識. 口腔顔面痛キャンプ in 京都 2017.04.29 京都

7. 西山　暁，塚越　香. 企業就労者における顎関節症リスクとパーソナルコンピューター使用時間との関係.
2017.05.12

8. １． 中山玲奈、西山暁、白田千代子. 筋萎縮性側索硬化症患者の口腔内状況. 日本口腔衛生学会 2017.05.12

9. Suzuki K, Kokai S, Uesugi S, Nishiyama A, Ono T. Evaluation of the laterality of the tissue oxygen
saturation of masticatory muscles in subjects with facial asymmetry. The 93rd congress of the European
Orthodontic Society 2017.06.05 Montreux, Switzerland

10. 藤本 茜, 大場 俊彦, 大場 英俊, 住谷 瑞穂, 高木 敏男, 石山 裕之, 松井 庄平, 神崎 晶, 市川 阿加音, 柴田 由香
里. 口臭といびき · 無呼吸の関連についてー口臭を主訴に受診した患者が重症無呼吸症を併発していた一症
例ー. 日本口臭学会第 8回学術大会 2017.06.10 岡山

11. Masahiko Shimada. Orofacial Pain Management in Japan. The 1st China-Japan Friendship Oral Medicine
Symposium 2017.06.10 Beijing

12. 坂元麻弥 山﨑陽子 井村紘子 嶋田昌彦. 持続性顔面痛を伴う典型的三叉神経痛症例. 第 34回日本歯科麻酔学
会地方会（関東歯科麻酔懇話会） 2017.06.24 埼玉

13. 新美知子、山﨑陽子、川島正人、井村紘子、細田明利、嶋田昌彦. 持続性特発性顔面痛および口腔内灼熱症
候群を有する患者に漢方薬が有効であった 1症例. 第 30回日本疼痛漢方研究会学術集会 2017.07.01 東京

14. 三浦　佳子,月川　和香奈,小西　富代,佐藤　裕介,原田　安子,深山　智子,本山　靖治,俣木　志朗,嶋田
　昌彦. 東京医科歯科大学歯学部附属病院における 5S活動の 6年間の取り組みについて. 第 58回日本歯科
医療管理学会総会 · 学術大会 2017.07.16 北九州市

15. 嶋田昌彦. 歯学教育モデル · コア · カリキュラムと歯科医師国家試験出題基準について. 平成２９年度 医学
· 歯学教育指導者のためのワークショップ 2017.07.26 東京

16. 石山裕之、西山　暁，中山　玲奈，嶋田　昌彦. 顎関節症スクリーニング質問票の感度. 第 30回日本顎関節
学会総会 · 学術大会 2017.07.29 横浜

17. 井村紘子、山﨑陽子、坂元麻弥、嶋田昌彦. 単純ヘルペスの不顕性感染による右オトガイ部神経障害性疼痛
の一例. 第 22回日本口腔顔面痛学会 2017.07.29

18. 中山玲奈、西山暁、嶋田昌彦. 顎関節症患者を対象とした QOL質問項目の検討. 第 30回日本顎関節学会総
会 · 学術大会 2017.07.29

19. 西山　暁，戸辺昌子，塚越　香，中山玲奈，嶋田昌彦. 企業就労者におけるＰＣ使用時間と顎関節症との関
係. 第 30回日本顎関節学会総会 · 学術大会 2017.07.30 横浜

20. 阿部佳子、山﨑陽子、嶋田昌彦、深山治久. 経胸壁心エコー図法による歯科用局所麻酔薬使用時の心機能変
化の計測. 第 45回日本歯科麻酔学会 2017.10.14 松本

21. 山﨑陽子、坂元麻弥、井村紘子、細田明利、来栖諒子、川島正人、嶋田昌彦. 歯科治療後に発生した神経障
害性疼痛にイミプラミンおよび加工ブシを併用した一症例. 第 45回日本歯科麻酔学会 2017.10.15 松本

22. 嶋田昌彦. 痛みと鎮痛のしくみ. 放送大学 2017.10.28 東京
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23. 鈴木 達, 松原 恒, 秀島雅之, 中村周平, 飯田知里, 三間裕子, 石山裕之, 林 奨太, 玉岡明洋, 宮崎泰成. 義歯制作
用レジン注入装置を用いたソフトタイプ OA制作法の検討. 第 16回日本睡眠歯科学会学術大会 2017.11.04
岩国

24. 中山玲奈、西山暁、白田千代子、嶋田昌彦. 入院下における筋萎縮性側索硬化症患者 50名の口腔内に関する
調査. 第 82回口腔病学会学術大会 2017.11.19 東京

25. 細田明利、山﨑陽子、井村紘子、嶋田昌彦. 舌痛症の病態解明　―心理検査による検討―. 第 82回口腔病学
会学術大会 2017.11.19 東京

[受賞]

1. 口演発表優秀賞（理事長賞）, 第 30回日本顎関節学会総会 · 学術大会, 2017年 07月

[その他業績]

1. 嶋田昌彦　歯学教育モデル · コア · カリキュラム平成 28年度改訂版, 2017年 03月
嶋田昌彦を歯学教育モデル · コア · カリキュラム改訂等に関する「調査研究チーム」のチームリーダーとし
て改訂作業をまとめ、また、専門研究委員会委員として参画し、平成 28年度改訂版を作成した。改訂の概
要は、モデル · コア · カリキュラムと歯科医師国家試験出題基準、臨床研修の到達の整合性を図り、医学と
歯学の両方のモデル · コア · カリキュラムを一部共有化させた。さらに、歯科医師として求められる基本的
な資質 · 能力の実質化、診療参加型臨床実習の充実、超高齢社会への対応、臨床実習開始までの基礎模型実
習を含めた技能教育に関する学習目標の新設、教養教育と準備教育の融合、目標の整理、※印の廃止、総量
のスリム化、歯学用語の表記の整理、世界への発信を改訂の中心として作業をまとめた。

2. 第 30回日本疼痛漢方研究会学術集会大会長, 2017年 07月
嶋田昌彦を大会長として第 30回日本疼痛漢方研究会学術集会を平成２９年７月１日東京コンファレンスセ
ンター品川で開催した。筋や関節の痛みの中には慢性痛が多く様々な治療法に対して抵抗性を示す症例も多
いため、テーマは「筋および関節の痛みに対する漢方治療」とテーマとした。参加者は 495名でペインクリ
ニックだけでなく、内科、整形外科、歯科口腔外科、脳神経外科など広い範囲で多くの診療科の医師、歯科
医師が参加した。内容は特別講演、教育講演、シンポジウムおよび一般口演であった。

[社会貢献活動]

1. CDE　実習コース　快眠歯科外来へようこそ―睡眠時無呼吸症候群へのスプリント療法　補綴学からのア
プローチ―, 東京医科歯科大学　歯科同窓会学術部, 2014年 02月 23日 - 現在

2. 嶋田昌彦　歯学教育モデル · コア · カリキュラム平成２８年度改訂の概要, 長崎大学歯学部, 長崎大学歯学部
教員 FD, 長崎大学歯学部, 2017年 03月 09日

3. 嶋田昌彦　平成２９年度 医学 · 歯学教育指導者のためのワークショップ, 文部科学省, 平成２９年度 医学
· 歯学教育指導者のためのワークショップ　新モデル · コア · カリキュラムについて, 東京慈恵会医科大学,
2017年 07月 26日

4. 嶋田昌彦　放送大学　授業　「痛みと鎮痛のしくみ」, 放送大学, 東京多摩学習センター, 2017年 10月 28日
- 2017年 10月 29日
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小児歯科学
Pediatric Dentistry

准教授　　　　宮新美智世
助教　　　　　橋本吉明、茂木瑞穂、柿野聡子、上原智己
臨床教授　　　武井啓一
非常勤講師　　井上美津子、下川仁弥太、小野雅代、長井博昭、
　　　　　　　五十川伸崇、アスリジャヤワルディナ、
　　　　　　　高真紀子、上原奈緒子、土橋なつみ
医員　　　　　和田奏絵、大石敦之、関矢多希、
　　　　　　　中村州臣（４月～）、三浦謙一（４月～）
大学院生　　　中村州臣（～３月）、ガンボルドホンゴルズル（～９月）、
　　　　　　　窪田えりか、イジバラM.A.マンハル、
　　　　　　　ズムラッティショッラティ、ウィイーウィン、古澤慧美、
　　　　　　　長弘茂樹、児玉りか（４月～）、竹之下茉奈美（４月～）
　　　　　　　アムリタ　ウィデャガリニ　スバギョ（１０月～）
大学院研究生　猪原千佳、井上綾乃（４月～）、
　　　　　　　関裕子（４月～）、関戸唯（４月～）
　　　　　　　三浦謙一（～３月）
特別研究員　　ガンボルドホンゴルズル（１０月～）
研修登録医　　関戸唯（～３月）、片岡茉耶（～３月）

( 1 ) 分野概要

　小児歯科学分野は 1955年に、我が国初の小児歯科学教室として開設された。小児歯科学は、小児期における健
全な口腔機能の育成と、これを障害する異常や疾患の診断および予防、治療に関する教育 · 研究を行う臨床歯学で
ある。

( 2 ) 研究活動

研究テーマ
（１） 小児の顎 · 口腔機能に関する生理学的、生物学的研究
Physiological and biological studies on the stomatognathic function of children
　新生児期から小児期にかけて獲得される吸綴や嚥下、咀嚼、発音、言語などの高次の口腔機能について、それら
に関連する口腔諸器官の機能とともに、発達の過程を生理学的および生物学的に検討し、各々の特徴と意義につ
いて解析する。
（２） 歯の形成および異常に関する研究
Studies on the development and developmental disturbances of the teeth
　小児の各種口腔機能の発達と維持に基本的な関わりを持っている乳歯および永久歯について、それぞれの形成
の過程を形態学的、分子生物学的に解析するとともに、形成異常の病因と病態、治療法について研究する。
（３） 小児の歯列、顎、顔面頭蓋の成長発育について
Studies on the growth and development of the maxillofacial cranium and the dentition
　小児の口腔機能の発達と維持に基本的な関わりを持っている歯列 · 顎 · 顔面頭蓋の成長発育とその異常につい
て、主に形態学的に解析する。特に成長の予測という観点で利用できる情報の発見と利用法の開発を目指す。
（４） 乳歯および幼若永久歯の歯内療法学と外傷学を開発する研究
Development of new endodontics and traumatology for deciduous and immature permanent teeth
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　乳歯および幼若永久歯の歯内療法と外傷学は、歯根吸収や歯根形成など成長発育への影響を考慮した体系が求
められる。このような観点で、乳歯および幼若永久歯に望ましい歯内療法を研究する。
（５）小児歯科診療に関する基礎的研究
Basic research on clinical pediatric dentistry
　小児の歯科疾患に関して、広義の予防概念に基づいた研究と開発を目指す。

( 3 ) 教育活動

担当科目；
小児歯科学、口腔小児医学

担当学科；
大学院医歯学総合研究科
歯学部歯学科 · 口腔保健学科
医学部医学科
筑波大学附属聴覚特別支援学校歯科技工科
東京都歯科医師会附属歯科衛生士専門学校

( 4 ) 教育方針

　教育方針は、乳児期から成人にいたるまでの口腔領域の健康の維持 · 増進に必要な継続的な健康管理方法につい
て、その理論と方法を修得させることである。先ず小児の顎口腔機能の育成法、これらに関連する疾患や異常に
対する診断法や予防法、治療法などについて、その理論と方法を習得させる。
　口腔小児医学は成長発育過程にある小児の口腔領域の健康の維持 · 増進とそれを障害する異常や疾患の病因およ
び病態、予防、治療に関する教育 · 研究を行う臨床歯学である。そこで、教育方針としては、先ず小児は成人と異
なる精神的、肉体的、生理的特徴を持つ生体であることを理解させたうえで、小児特有の口腔疾患の病因と病態
および、診断法や予防法、治療法を修得させる。また、小児患者の behavioral managementについては診療上の
意義と重要性を理解させ、その方法を精神発達との関連において教育するとともに、保護者の理解と協力の必要
性、重要性を認識させる。

( 5 ) 臨床活動および学外活動

　歯学部附属病院小児歯科外来では、成長発育期にある小児を対象とする包括的歯科診療を行っている。

( 6 ) 臨床上の特色

　 1956年 5月に国内で初めての小児歯科学講座が本学歯学部に開設され、今年 60周年を迎える。小児歯科外来
の診療内容は、成長発育期にある小児を対象とした包括的歯科診療である。対象疾患は小児の口腔疾患と異常の
すべてですが、”健全な口腔の機能 · 形態の育成”をゴールとして、他の診療科と連携しながら診療の流れをコー
ディネートし、一人ひとりに適したヘルスプロモーションを提案できるよう活動してきた。2005年から始まった
歯病 · 医病医療連携により、医学部附属病院周産 · 女性診療科でのマタニティクラスへの講演活動により、妊娠期
からのう蝕予防活動を行っている。また、重度の心疾患児などに対する歯科治療体制も確立された。さらに歯科
衛生保健部の協力のもと、小児科病棟入院患者の口腔ケアや周術期の口腔管理も充実させ、外来診療 · 往診から全
身麻酔下治療に至るまで、個々の患者様にとって最も適した治療体制をとることができている。
　高齢化社会においては、次世代の健康づくりが最優先課題である。小児期に健全な口腔を保ちおいしく楽しく
食べることは、健康の基本を支えるものである。そのために、むし歯（う蝕）にならないための予防システムとし
て”う蝕関連菌検査”を取り入れたう蝕のリスク判定を実施し、エビデンスのある予防的診療を作っている。さ
らに治療においても安全性と高い質をめざして、痛みをすみやかにとり（歯内療法）、金属を用いない美しい天然
歯色の材料で歯を修復している。
　一方、歯の救急ともいえる”歯の外傷”は小児に頻度が高いため、小児歯科では 30年以上にわたり臨床研究と
病理学的研究を継続し、あらゆる難症例に対応してきた。近年は、医療 (気管内挿管やチューブ挿入）に伴う歯や
口の損傷を防ぐためのマウスピースや、放射線障害による歯の形成異常を阻止する装置も研究開発し、広い年齢
層の小児が利用可能なマウスピースや、タムメイドの装置も作製している。　さらに、クリティカルパスシステ
ムをいち早く取り入れて、歯科衛生士とのチーム診療を行っており、全国からの問い合わせが絶えない。
　そのほか、舌小帯短縮症の治療などをテーマに、公益社団法人日本小児保健協会とのコラボレーションで毎年
講演会を開催し、多くの専門職が意見交換する機会を作っている。このような小児の健康に関する情報発信の中
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心的拠点を築くことを目標にした活動を展開し続ける予定である。

( 7 ) 研究業績

[原著]

1. Kazuhiro Kohata, Soichiro Itoh, Naohiro Horiuchi, Taro Yoshioka, Kimihiro Yamashita. Influences of
osteoarthritis and osteoporosis on the electrical properties of human bones as in vivo electrets produced
due to Wolff’s law Bio-Medical Materials and Engineering. 2017.01; 28(1); 65-74

2. Wada K, Kanazawa H, Kudo M, Kindaichi J, Miyashin M . Management of developmental enamel defects
in the primary dentition. Journal of Oral Science. 2017.01; 59(3); 457-460

3. Oishi A. Intentional replantation with retrograde root canal filling for transverse root fracture accompanied
by periodontal-endodontic disease in an immature incisor: a case report and 4 years of follow-up. Journal
of Clinical Pediatric Dentistry. 2017.05; 41(3); 187-192

4. Nakamura K, Oishi A, Uehara T, Wada K, Miyashin M. Healing after experimental luxation and in-
traalveolar root fracture in immature rat teeth. Pediatric Dental Journal. 2017.09; 27(3); 128-136

5. Hirunwidchayarat W, Furusawa E, Kang S, Ohno T, Takeuchi S, Rungsiyanont S, Azuma M. Site-specific
regulation of oral mucosa-recruiting CD8＋ T cells in a mouse contact allergy model. Biochem Biophys
Res Commun. 2017.09; 490(4); 1294-1300

6. Ganbold K, Kakino S, Ikeda H, Miyashin M. Human pulpal blood flow in different root formation stages
measured with Transmitted-light plethysmography. Archives of Oral Biology. 2017.11; 83; 327-333

7. Yuji Sugawara, Kohsuke Imai, Ayako Kashimada, Kengo Moriyama, Shimpei Baba, Ryuta Nishikomori,
Mizuho Motegi, Yasuo Takeuchi, Tomohiro Morio. Autoinflammatory phenotypes in Aicardi-Goutières
syndrome with interferon upregulation and serological autoimmune features J. Allergy Clin. Immunol.
2017.11;

[書籍等出版物]

1. 宮新　美智世. 系統看護学講座専門分野Ⅱ、歯 · 口腔　成人看護学⑮. 医学書院, 2017.01

2. 大谷一紀ら、宮新美智世. 日常臨床における難症例集. デンタルダイヤモンド社, 2017.04 (ISBN : 978-4-
88510-370-4 C3047)

3. 北本勝ひこら編集 茂木瑞穂. 食と微生物の事典　担当範囲「子どもの口腔微生物」. 朝倉書店, 2017.07

4. 宮新美智世. 子どもの歯と口のケガ. 言叢社, 2017.12 (ISBN : 978-4-86209-066-9 C2047)

5. 白川哲夫ら、宮新美智世. 小児歯科学　第 5版. 医歯薬出版, 2017.12 (ISBN : 978-4263-45807-5 C3047)

[総説]

1. 関矢多希. 小児への対応法―歯科治療中の小児の感情を知る― 小児歯科臨床. 2017.02; 22(2); 20-24

2. 古澤　慧美、 Hirunwidchayarat W、康　思ウェン、東　みゆき. 口腔粘膜における特有の免疫制御機構 臨
床免疫 · アレルギー科. 2017.11; 68(6); 656-661

[講演 · 口頭発表等]

1. 小山　卓耶, 柿野　聡子, 松浦　祐司. 光音響法による不顕性う蝕イメージングの試み. レーザー学会学術講
演会第 37回年次大会 2017.01 徳島

2. 小山　卓耶, 柿野　聡子, 松浦　祐司. 不顕性う蝕診断のための光音響イメージング. 第 587回東北大学伝送
工学研究会 2017.01 仙台

3. ズムラチィ　ショッラティ、宮新　美智世. 露髄に伴い変化する電気的根管長測定機器指示値の比較. 第 7
回日本外傷歯学会東日本地方会総会 · 学術大会 2017.04.16 郡山
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4. Koyama T, Kakino S, Matsuura Y. Photoacoustic Imaging of Hidden Dental Caries by Using a Fiber-Based
Probing System. Biomedical Imaging and Optical Sensing Conference (BISC) 2017.04.19 Yokohama

5. 和田奏絵. 小児歯科における周術期口腔機能管理－地域連携－. 静岡小児歯科研究会 2017.04.23 静岡

6. 宮新美智世, 上原智己, 和田奏絵, 柿野聡子. 電気的根管長測定器を用いた露髄診に関する研究. 第 55回日本
小児歯科学会大会 2017.05.25 北九州

7. 上原智己，長弘茂樹，上原美希，窪田えりか，古澤慧美，宮新美智世. 乳歯歯髄切断法の臨床報告に関する
文献研究. 第 55回日本小児歯科学会大会 2017.05.25 北九州

8. 猪原千佳,大石敦之,橋本吉明,宮新美智世. 歯学部附属病院における小児歯科外来受診患者の近年の変化. 第
55回日本小児歯科学会大会 2017.05.25 北九州

9. 渥美信子、馬場篤子、下村―黒木淳子、茂木瑞穂ほか. 日本小児歯科学会大会における託児利用状況（第１
報）. 第 55回日本小児歯科学会大会 2017.05.25 北九州

10. 鈴木智子、岩下智、一瀬佳世子、秋山賢一、関矢多希、宮新美智世、武井啓一. 山梨県における保育園児の食
べ方に関する調査―第 3報アンケート結果の因子分析ー. 第 55回日本小児歯科学会大会 2017.05.25 北九州

11. 宮新美智世,和田奏絵,上原智己,柿野聡子. 乳歯自家移植による歯槽保存の 1例. 第 17回日本外傷歯学会総
会 · 学術大会 2017.07.08 名古屋

12. 田村 幸彦,上原 智己,宮新 美智世,新井 祐貴,若林 則幸,青木 和広. 歯髄内に誘導されたメタロチオネイン
について. 第 44回日本毒性学会学術年会 2017.07.10 横浜

13. Hirunwidcyayarat Worawalun、古澤　慧美、Kang Siwen、大野　建州、永井　重徳、東　みゆき. 口腔接
触アレルギーにおける粘膜局所での CD8+T細胞の不活化. 第 59回歯科基礎医学会 2017.09.16 塩尻

14. 小山卓耶、柿野聡子、松浦祐司. 光音響法による不顕性う蝕の ex-vivoイメージング. バイオメディカル ·
フォトニクス先端技術協同研究会 2017.09.25 東京

15. 茂木瑞穂,橋本吉明,柿野聡子,上原智己,和田奏絵,大石敦之,関矢多希,宮新美智世. 新分野員への教育-特に
小児への対応について-. 日本小児歯科学会関東地方会第 32回大会 · 総会 2017.10.01 松戸

16. 和田奏絵, Manhal Ijbara,上原智己,宮新美智世. 光学印象と 3Dプリンターを用いた外傷歯固定用レジンス
プリント作成への応用. 日本小児歯科学会関東地方会第 32回大会 · 総会 2017.10.01 松戸

17. 岩下智、鈴木智子、一瀬佳世子、秋山賢一、関矢多希、宮新美智世、武井啓一. 山梨県における保育園児の食
べ方に関する調査―第４報　 SCATを用いた質的研究ー. 第 32回日本小児歯科学会関東地方会 2017.10.01
松戸

18. 和田奏絵,後藤早智,橋本吉明. 多数エナメル質形成不全歯より副甲状腺機能低下症と判明した 1症例. 第 34
回日本障害者歯科学会 2017.10.28 福岡

19. 岸裕子,元橋功典,藏本裕介,神野成治,菊池栄子,奥山順子,瀧島かおり,吉田隆義,小野芳明,橋本吉明,塚脇
香苗,工藤綾子,深山治久. 歯科治療に伴うストレスで発熱を来した知的能力障害患者. 第 34回日本障害者歯
科学会 2017.10.28 福岡

20. Kakino S, Ganbold K, Uehara T, Inoue A, Ikeda H, Jayawardena A, Miyashin M. Pulpal circulation mea-
surement of the luxated young permanent teeth with abnormal root formation using TLP. 8th Conference
of Asian International Association of Dental Traumatology 2017.11.17 Bangkok, Thailand

21. Miyashin M. Intentional tooth replantation for traumatized teeth in children. The 8Th Conference of
Asian International Association of Dental Traumatology 2017.11.18 Bangkok,Tailand

22. 樺沢勇司, 品田佳世子, 古屋純一, 塩山秀裕, 近藤圭子, 安田昌代, 柿野聡子, 和田奏絵, 大石敦之, 上原智己,
関矢多希, 猪原千佳, 茂木瑞穂, 木村文香, 難波圭子, 足立淑子, 宮新美智世, 荒川真一. 歯科衛生士による
口腔ケアおよび小児歯科外来における周術期口腔機能管理症例の臨床的検討. 第 82回口腔病学会学術大会
2017.11.19 東京

23. Ijbara M, Wada K, Miyashin M. Enamel Microcracks Induced by Simulated Occlusal Wear in Mature,
Immature and Deciduous Teeth. the 65th Annual Meeting of JADR 2017.11.19 Tokyo
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24. 岩下智,鈴木智子,一瀬佳世子,一瀬千冬, 関矢多希,宮新美智世,武井啓一他. 山梨県における保育園児の食べ
方に関する調査 ～第２報　 SCATを用いた質的研究～　. 第 35回山梨県小児保健協会学術集会 2017.11.25
中央

25. 小山卓耶, 柿野聡子, 松浦祐司. 不顕性う蝕の光音響イメージング―周波数 特性の解析. 第 3回光超音波画
像研究会 2017.12.02 仙台

26. Furusawa E, Ohno T, Miyashin M, Azuma M. Silencing of B7-DC/PD-L2 in the cutaneous dendritic cells
using siRNA inhibits contact allergy. 第 46回日本免疫学会 2017.12.12 仙台

27. Hirunwidchayarat W, Furusawa E, Ohno T, Nagai S, Azuma M. Site-specific regulation of oral mucosa-
recruiting CD8+T cells -Comparison of contact allergy between skin and oral mucosa-. 第 46回日本免疫
学会 2017.12.12 仙台

[Works]

1. 発表者：宮新美智世　小児天然歯根管模型, 教材, 日本小児歯科学会, 2013年 04月 - 現在

2. 発表者：宮新美智世　歯守くんⅡ　小児用, その他, 日本小児歯科学会, 2015年 07月 - 現在

[受賞]

1. 受賞者：関矢多希　小児歯科学雑誌優秀論文賞「小児歯科におけるリアルタイムストレスモニタリング法の
開発 —自律神経活動および脳活動からの評価— 」, 公益社団法人日本小児歯科学会, 2017年 05月

2. 受賞者：宮新美智世　日本外傷歯学会優秀発表賞「乳歯自家移植による歯槽保存の１例」, 日本外傷歯学会,
2017年 07月

[その他業績]

1. 文部科学省科学研究費助成金　若手研究（C）代表, 2017年 01月
「歯髄光電脈波と抹消血管運動の周期性解析による新たな歯髄診断法に関する研究」H28-H31 研究代表者：
柿野聡子

2. 文部科学省科学研究費助成金　若手研究（B）代表, 2017年 01月
「多波長 LEDを利用した歯髄血液酸素飽和測定による非侵襲的定量的歯髄診断法の開発」H26-H29 研究代
表者：柿野聡子

3. 文部科学省科学研究費助成金　若手研究（B）代表, 2017年 01月
「小児歯科におけるリアルタイムストレスモニタリング法の開発」H29-H31 研究代表者：関矢多希

4. 文部科学省科学研究費助成金　若手研究（B）代表, 2017年 01月
「自律神経活動による歯科治療中の小児のストレス評価」H26-H29 研究代表者：上原奈緒子　

5. 文部科学省科学研究費助成金　基盤研究 (C)分担, 2017年 01月
「唾液を用いた胃 · 腸管感染症リスク診断応用への可能性の探索」H27-H29 分担研究者：茂木瑞穂

6. 文部科学省科学研究費助成金　基盤研究 (C)代表, 2017年 01月
「う蝕病原性細菌のバイオフィルム形成と母子伝播 · 定着に関する研究」H27-H31 研究代表者：茂木瑞穂

7. 文部科学省科学研究費助成金　若手研究 (B)　代表 , 2017年 04月
「RANKL結合ペプチドによる骨造成法の口蓋裂治療応用における基礎的研究基盤の構築」H29-H31 研究代
表者：上原智己

8. 発表者：宮新美智世　正しい姿勢ときちんと食事がベストパフォーマンスを呼ぶ, 2017年 04月
http://www.sakaiku.jp/column/health/2017/012964.html

9. NHK　 Eテレ　すくすく子育て, 2017年 11月
「子どもの歯のケア」茂木瑞穂出演

[社会貢献活動]

1. 子どもの歯のケア, NHK, すくすく子育て　出演者：茂木瑞穂, 2017年 10月 10日

2. 和田奏絵：国立成育医療研究センター小児がん緩和ケア、こどもサポートチームメンバー
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咬合機能矯正学
Orthodontic Science

教　　授　小野卓史
准 教 授　
講　　師　松本芳郎、簡野瑞誠、細道純
助　　教　島﨑一夫、渡一平、小海暁（～ 3月）、米満郁男、石田宝義、臼見莉沙（12月～）
特任助教　臼見莉沙（9月～ 11月）
統合国際機構 事務部 国際交流課グローバル企画 · 推進部門　特任助教　石田雄之（～ 3月）
医　　員　石田雄之（4月～）、渋谷直樹（～ 3月）、清水康広（～ 3月）、臼見莉沙（～ 8月）、加藤千帆
　　　　　沖原秀政、池田侑平、上杉俊輔（4月～）
大学院生　阿部泰典（～ 3月）、福島由香乃（～ 3月）、笠原由紀（～ 3月）、安珍圭（韓国、私費留学生）
　　　　　 Uchima Koecklin Karin Harumi（～ 3月、ペルー、JICA留学生）、小川卓也、柴田育
　　　　　 Kanaguchi Akemi（～ 9月、メキシコ、JICA留学生）
　　　　　 Pavethy Nath Velusamy（～ 9月、インド、国費留学生）、齋藤絵里
　　　　　木村佳世、中井雄太、渡壁賢三、任尓舒、Tang Huan（中国、国費留学生）
　　　　　 Beauboeuf Roody（ハイチ、国費留学生）、Cho Edward（カナダ、私費留学生）
　　　　　井上維、小沢英里佳、佐藤萌、畑野香澄、吹野恵子、楊新晟（台湾、私費留学生）
　　　　　趙陸（中国、国費留学生）、Dong Thi kim Uyen（ベトナム、国費留学生）
　　　　　 Keo Preksa（カンボジア、国費留学生）、郭煕苑（中国、私費留学生）
　　　　　 Yang Wu（中国、国費留学生）、青柳美咲、内川雄太、小山晃裕
　　　　　 Kim Sun-min （韓国、私費留学生）、Phyo Thura Aung（ミャンマー、国費留学生）
　　　　　木村綾（4月～）、Shahriar Mohd Shams（4月～、バングラデシュ、国費留学生）
　　　　　洪海シン（4月～、中国、私費留学生）
　　　　　 Lekvijittada Kochakorn（6月～、タイ、ジョイント · ディグリープログラム）
　　　　　 Anindya K Gunarso (10月～、インドネシア、国費留学生)
大学院研究生　大森浩子、今村俊博、宮坂南（～ 3月）、宮﨑睦（～ 3月）、沖藤明日香（～ 3月）
　　　　　　　桐井絢子（～ 3月）、上杉俊輔（～ 3月）、大石修史、喜田壮馬、隈陽一郎　
　　　　　　　坂口智美、山口博之、牧口実央、鈴木淳平、松村智成、山田恭平、頼威任
　　　　　　　阿部泰典（4月～）、福島由香乃（4月～）、笠原由紀（4月～）
　　　　　　　纐纈美沙子、島峯隆浩、鈴木克彦、萩原三玲、佐戸川千帆、間邊安寿雅、奥沢槙子
　　　　　　　澤崎俊太郎、川田雅子、田中崇嗣、堀内俊弥
　　　　　　　 Shahriar Mohd Shams（～ 3月、バングラデシュ、国費留学生）
　　　　　　　洪海シン（～ 3月、中国、私費留学生）、新井修子（4月～）、李カイ（10月～）
外国人研究者　 Pavethy Nath Velusamy（10月～、インド）

( 1 ) 分野概要

咬合機能矯正学は、歯科矯正学はもとより、関連臨床分野との連携に基づき、顎顔面頭蓋と全身の諸構造とが均
衡のとれた状態で咬合機能を発育させ、また病態もしくはそれに移行する咬合状態を矯正し、さらに増齢に伴う
最適な機能を獲得維持させるような制御の機構の解明と医療技術の開発を追求する臨床歯学の一分野である。

( 2 ) 研究活動

本分野では、主に以下のテーマを研究対象としている。

1) 咬合機能に関する生力学的研究
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　不正咬合の客観的評価方法の確立や正常咬合の生物学的意義とその科学的根拠の解明を目的として、主に計算
力学的手法を適用した生力学的検討を推し進めている。その結果、咬合することによりかかるエネルギーを指標
とした咬合状態の定量的評価法、および流体力学的手法により咀嚼時の食塊の流れからみた咀嚼機能評価法を確
立した。また、咀嚼時における下顎第一大臼歯の変位の食塊破壊に対する意義を検討した。さらに、実際に摂取
される食品の物理的性状を測定し、これに併せて不正咬合患者に対して食品摂取アンケートを実施することによ
り、咀嚼機能を客観的および主観的の両面から評価している。くわえて、下顎側方偏位症例の顎関節症状につい
て臨床的調査を行い、その発症メカニズムについて、上下顎骨 · 歯列 · 顎関節構造からなる稠密なシミュレーショ
ンモデルを構築することにより、生力学的に検証している。

2) 矯正力 · 咬合力に対する生物学的反応と機能的適応に関する研究
　矯正力 · 咬合力に対する生物学的反応ならびに機能的適応を明らかにすることを目的として、形態学的、酵素 ·
免疫組織化学的、分子生物学的ならびに電気生理学的解析を進めている。その結果、咬合機能低下による歯根膜に
おける機械受容器、血管、細胞外マトリックス、一酸化窒素、神経ペプチドの変化や歯槽骨の変化を明らかにした。
さらに、機能回復による影響も明らかにした。歯の移動に関して、矯正力の大きさ、作用様式 · 時間の違いや咬合
力の影響、さらにオステオポンチン、Cbfa1、レプチン、PTH、インスリンの関与を解明した。また、機械的刺激
の大きさや時間の違いによる歯根膜細胞および骨系細胞の反応や各種遺伝子発現に及ぼす影響を明らかにした。

3) 歯の自家移植の術式の開発と矯正臨床への応用
　成功率の高い根完成歯の自家移植の術式の開発を目的として、組織化学的、分子生物学的手法を用い、移植歯
歯根膜の治癒のメカニズムについて検討してきた。その結果、適切な時期に与えられる咬合刺激が歯根膜細胞の
増殖活性を高め、さらには、一酸化窒素や神経ペプチドを介しての移植歯の歯根吸収や骨性癒着が抑制されるこ
とを明らかにした。また、移植前における移植歯への矯正力の負荷と移植後の歯根膜治癒との関連性についても
明らかにした。

4) 不正咬合と顎関節に関する研究
　不正咬合と顎関節との関連を解明することを目的として、酵素 · 免疫組織化学的、生力学的、電気生理学的解析
を進めている。下顎骨偏位や咬筋切除による咬合力低下が、顎関節の形態ならびに機能変化を引き起こすことを
明らかにした。また、それらの咬合状態の変化に対する顎関節受容器や咀嚼筋筋紡錘の適応についても見出して
きた。さらに、歯根膜機械受容器から咀嚼筋、頚部筋群への反射機構について明らかにした。
　くわえて、多因子性疾患である顎関節症発症のメカニズムを解明することを目的として、分子生物学的手法を
用い、エストロゲンやその他の因子と滑膜炎症との関連性について明らかにした。

5) 咬合の変化および増齢に伴う歯 · 頭蓋顎顔面の形態と機能の変化に関する研究
　成長発育を含めた歯 · 頭蓋顎顔面の形態と機能の増齢変化を解明することを目的として、免疫組織化学的、分子
生物学的手法、電気生理学的手法を用い、歯根膜機械受容器の応答性や歯肉血管網の増齢変化を解明してきた。一
方、生理学的手法を用いて、非作業側の側頭筋活動に対する作業側臼歯部歯根膜機械受容器の役割、小臼歯部の
咬合状態と咬合力との関連を明らかにしてきた。また、開咬症例における歯の動揺度や咀嚼筋筋活動の変化を検
討している。動物においては、咬合高径を変化させたときの閉口筋筋紡錘応答特性の変化や、下顎を側方偏位さ
せたときの、左右顎関節機械受容器の応答特性の変化を検討している。さらに、機械受容器の成長発育について
の検討も行っている。

6) 頭蓋顎顔面と全身との関連に関する研究
　頭蓋顎顔面の形態ならびに機能の形成 · 維持と全身の形態ならびに機能との関連性を解明することを目的とし
て、下顎骨偏位患者や外科的矯正治療患者における治療前後の体重心動揺様相の変化、咬みしめ時の胸鎖乳突筋
にみられる筋疲労、咀嚼時の下顎運動に伴う頭頚部の能動的運動の存在、歯根膜機械受容器および顎関節機械受
容器の入力による頚部モーターユニットの活動を明らかにしてきた。また、咀嚼時の下顎運動に伴う頭部運動と
食品性状との関連の解析、下顎運動時における頭頚部有限要素モデルの作製とその動解析も行っている。

7) 歯科材料学の矯正臨床への応用
　より安全で効率のよい矯正歯科治療の術式を開発することを目的として、超弾性型チタンニッケル合金ワイヤー
の改良およびその臨床応用、それらの生物学的、生力学的背景について検討してきた。また、コイルスプリング
の改良、チタンニッケル合金と異種合金との接合法開発および臨床応用、中空型の超弾性型チタンニッケル合金
ワイヤーの開発および臨床応用を行ってきた。さらに、チタンニッケル合金角型ワイヤーの振動減衰能に着目し
た材料力学的、生物学的ならびに生力学的検討、矯正用接着材および前処理方法の改良も進めている。

8) 睡眠呼吸障害の病態生理学的研究
　睡眠呼吸障害と頭蓋顎顔面の形態ならびに機能との関連を解明することを目的として、睡眠時無呼吸症候群を
はじめとする睡眠呼吸障害を呈する小児および成人矯正治療患者における矯正治療前後における睡眠状態と睡眠



— 59 —

口腔機能再構築学講座

中の呼吸機能ならびに身体機能の変化について明らかにしてきた。また、成長期の睡眠呼吸障害における慢性的
間欠的低酸素血症と頭蓋顎顔面の成長遅延および生理機能の障害との関連について解明することを目的に、睡眠
呼吸障害の病態モデル動物をもとに、骨形態計測学的、組織学的および分子生物学的手法を用い、疾患の分子病
態の解析を進めている。

9)呼吸機能の頭蓋顎顔面および全身との関連に関する研究
　頭蓋顎顔面さらには全身の形態ならび機能の形成 · 維持と呼吸機能との関連性を解明することを目的として、成
長期不正咬合患者や外科的矯正治療患者における治療前後の顎顔面形態と呼吸機能、身体機能の変化について、生
理学的に明らかにしてきた。また、成長発育を含めた頭蓋顎顔面の増齢変化への呼吸機能の関与を生物学的観点
から解明することを目的に、病態モデル動物をもとに、免疫組織化学的、分子生物学的手法、電気生理学的手法を
用い、解析を進めている。

( 3 ) 教育活動

担当科目：
咬合機能矯正学、不正咬合病態学、機能適応生物学

( 4 ) 教育方針

顎顔面頭蓋と全身の諸構造とが均衡のとれた状態で咬合機能を発育させ、また病態もしくはそれに移行する咬合
状態を矯正し、さらに増齢に伴う最適な機能を獲得維持させるような制御の機構と方法を下記の項目に分けて教
授する。

咬合機能矯正学
1) 不正に陥っている咬合系の生理学的機構を病態学的に解説し、矯正歯科治療に関する科学的根拠の理解を深め
る。
2) 咬合力や矯正力等の外力に対する咬合系の反応性と適応性について、また、増齢に伴うそれらの変化について
も解説し、生物現象への関心を高める。
3) 矯正歯科治療を主とする咬合系の形態や機能を制御する術式について、生力学的ならびに材料学的に解説し、
術式開発への意識向上を図る。
4) 矯正歯科治療に対する歯科医師が考える必要度と、一般人が考える要求度について解説し、社会歯科学の認識
を高める。

不正咬合病態学
　咬合に関与する機能と形態の変異を増齢に伴って把握し、不正咬合の位置づけとその病態としての客観的な認
識について、生理学、生力学、生物学および社会学の見地から教育を行う。

機能適応生物学
　咬合を中心とした環境的な制御を目的として、矯正刺激を付与した際に惹起される、増齢要素を含めた生物学
的な応答過程を、一次的な反応性と二次的な適応性とから、その機構について教育を行う。

( 5 ) 臨床活動および学外活動

臨床活動
　本分野では、材料および治療技術を開発することにより、常に世界に先駆けて矯正歯科治療技術の二大転換期
をリードしてきた。すなわち、矯正用ブラケットを歯に直接つける接着方法を開発することによる、古くから用
いられてきた矯正用バンドを用いない治療システムを展開してきた。またステンレススチールなどの剛性の高い
ワイヤーを用いる治療から、超弾性型のチタンニッケル合金ワイヤー、さらには近年開発した改良超弾性型チタ
ンニッケル合金角型ワイヤーを用いることにより、弱い持続的な矯正力で効率よく安全に行う画期的な治療技術
を発展させてきた。その結果、矯正歯科治療単独では限界と考えられていた数多くの難症例に対しても良好な臨
床成績を収めている。一方、不正咬合の病態生理を解明することにより、矯正歯科治療の必要性を裏付ける科学
的根拠を明らかにし、さらには研究結果をいち早く臨床にフィードバックさせることにより、新たな術式開発を
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目指している。
　大学院生には、基礎研究の他に卒後臨床教育カリキュラムに則って、歯科矯正学の高度な専門知識と診療態度
および技能を習得させ、論理的思考力を研鑽していくことにより、臨床研究者となる次世代のリーダーを育成し
ている。大学院卒業後もグループ診療体制により、多角的な視点から診療を行っている。
　

( 6 ) 臨床上の特色

本分野の臨床活動は、主に以下の臨床上の特色をもつ。

1) 改良超弾性型チタンニッケル合金ワイヤーを用いた矯正歯科治療
　本分野で自主開発した、衝撃吸収能、振動減衰特性、耐摩耗性の特性を持つ改良超弾性型チタンニッケル合金
ワイヤーを用いて、弱い持続的な矯正力で効率よく安全に行う画期的な矯正歯科治療を提供する。

2) 関連分野との連携による包括的歯科診療
　唇顎口蓋裂やその他の先天性疾患、顎変形症、顎機能異常、歯周疾患等を有する症例や、埋伏歯、欠損歯を伴う
症例に対する歯の移植、さらには矯正治療用のインプラント固定源等において、関連分野との連携により包括的
歯科治療を提供する。

( 7 ) 研究業績
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( 1 ) 分野概要

1928年の本学創立時、当分野は檜垣麟三教授が主宰する保存療法学として発足、1960年には総山孝雄教授、1982
年からは細田裕康教授が教室を主宰した。当分野では一貫してう蝕学、保存修復学についての研究、教育を推進
し、今日の保存修復治療、接着歯科治療の確立に中心的な役割を果たし、う蝕 治療の世界的潮流の形成に貢献し
てきた。
今日では当分野は、活動の基本は臨床であり、臨床に関連した研究テーマを優先し、教育においても理想論ではな
く、臨床現場の 感覚を重視している。伝統的に「材料学と生物学との両面からのアプローチ」により、接着歯学と
う蝕学を基盤に歯質保存的なう蝕治療法を世界に先駆けて確立、高度化した。現在では、「Minimal Intervention」
という概念に基づく低侵襲の接着性審美修復治療開発講座として世界でも認知されている。

2003年からは、COEプロプログラム「歯と骨の分子破壊と再構築」、そして 2008年からグローバ ル COEプロ
グラム「歯と骨の分子疾患科学の国際教育拠点 —デントメドミクスのインテリジェンスハブ—」の推進に基幹講
座の一つとして貢献した。従来の保存修復学にとらわれない、歯の硬組織の破壊予防と再 構築に関する広範な内
容に取り組み、最新のテクノロジーの応用も積極的に図っている。これらの活動により歯科医学研究、歯科医療
において世界をリードす る創造的な人材育成を目指している。

( 2 ) 研究活動

1) ボンディングシステムの歯質接着性の評価
接着性修復材料の歯質（エナメル質、象牙質、セメント質）への接着性について、各種接着試験法（当分野で開発
した微小引張り接着試験や微小せん断接着試験など）を用いて検討し、歯種や部位の違い、う蝕や歯牙フッ素症、
各種切削法、治療用放射線の照射、根管治療歯などの影響について評価する。さらに各種接着システムの接着耐
久性について検討する。
2) Super Toothに関する研究
生体材料を歯質に応用することによって、健全歯質よりも物理的、化学的、生物学的に強固な歯質（Super Tooth）
を形成することをめざし、歯の強化、長寿化に貢献する。Super Toothの形成機序の解析や各種接着性モノマー、
フッ化物含有リン酸カルシウムを添加した材料による歯の石灰化誘導についても検討する。
3) 歯科用 OCTの開発と臨床導入
光干渉断層画像計（OCT）は、生体組織の断層構造を、電離放射線による被曝を伴わずに光学組織切片に近い精
度で画像化することができる。う蝕や歯の亀裂などの歯科疾患を高い精度で診断できる歯科用OCTの開発と臨床
導入をめざし、研究を行う。
4) 接着性修復の非破壊適合性試験
口腔内の接着修復物のギャップや二次う蝕を非破壊で検出する方法を確立するため、光干渉断層計（OCT）を用
いて検討する。
5) コンポジットレジンの重合挙動特性評価
コンポジットレジンの重合収縮応力緩和効果を有する臨床技法の確立のため、接着材、コンポジットレジンの組
成、照射光の種類、光照射法および窩洞形態（C-factor）がレジンの重合収縮応力に与える影響を、歯質に対する
窩壁適合性や接着強さ、Micro X線 CT画像と 3D visualization法によるレジンの重合挙動解析により評価する。
6) レジンコーティングによる接着性間接修復物の適合性、接着強さの向上
窩洞面へのレジンコーティング処理後のレジンセメントの接着性や修復物の適合性、術式の検討などを行う。さ
らに、レジンコーティング法の間接法支台築造への応用についても検討する。
7) 歯の光学的特性の測定
エナメル質や象牙質など、光の屈折率と減衰係数の計測を行い、脱灰と再石灰化による変化を検討する。
8) レジンコアによる無髄歯支台築造
無髄歯に対するレジンコアによる支台築造の際の、コア用レジンの根管象牙質への接着性能、ファイバーポスト
の応用などについて評価 · 検討する。
9) 咬 · 摩耗症の検討
Tooth wearを引き起こす要因となる、酸性の薬や飲料、食品などによるエナメル質酸蝕を調べるため、エナメル
質ブロックを、pH値の異なる各種溶液に浸漬し、全焦点３Ｄ表面形状測定装置を使用して浸漬後の表面性状変化
や表層 pH値について検討する。
10) カリエスリスクの判定
被検者から採取した唾液サンプルについて pH値を測定し、カリエスリスクの簡易で客観的な診断法の確率をめざ
す。さらにう蝕原因菌と pH値との関係について明らかにする。
11) う蝕原性細菌の歯質への初期付着能の評価
バイオフィルム形成の初期過程である S.mutansなどの齲蝕原性細菌の歯質への初期付着能とその遺伝的因子につ
いてモデル実験により検討する。
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12) 接着性修復材料の生態適合性の評価
各種接着性材料および修復法の歯髄に対する影響について免疫組織学的な検討を行い、評価する。
13) フッ素徐放性修復材料、CPP-ACPと二次う蝕抑制効果
フッ素徐放性修復材料や CPP-ACP ペーストの塗布によるエナメル質、象牙質の脱灰抑制効果について、非破壊
的にマイクロ CTにより観察し、二次う蝕との関連性について評価する。
14) う蝕除去法の評価
う蝕歯質領域を同定し、従来の回転切削の他、器械‐化学的なう蝕除去、レーザー、エアーアブレイシブなどの新
しいう蝕除去法について、う蝕象牙質の除去効果やその後の修復への影響について評価を行う。
15) 審美歯科材料の開発、評価
コンポジットレジンの色調と光特性に関する評価研究を行う。また、審美歯科、歯のホワイトニングに関連する
材料について臨床応用に関する研究を行う。
16) 臨床評価
本学歯学部附属病院むし歯外来に来院した患者に施行した修復処置の術後の経過についてプロトコールを作成し、
材料や術式についての短期的および長期的評価を行う。

( 3 ) 教育活動

1) 第 3学年では、保存修復治療に必要な歯の形態と機能の回復について理解を深めるため、歯型彫刻実習を行う。
また、臨床での基礎理論を理解するため、臨床イントロダクションの講義と実習を行う。さらに臨床現場はどの
ようなものか身をもって感じさせるために、むし歯外来にて病院体験実習を行う。
2) 第４学年では、保存修復学の講義および基礎模型実習を行う。講義では、う蝕および歯牙硬組織疾患の病態の
把握とその診断法ならびに予防法、切削器具の種類とその使用法、修復材料の種類、窩洞形成法と修復処置法に
ついての最新の知識 · 術式を教授する。また、基礎模型実習では講義と有機的に関連させながら、抜去歯および人
工歯を組み合わせて各種修復法について、特に必要最小限の歯質削除と接着を応用した歯質保存的な修復方法を
習得させる。
3) 第５学年では、基礎選択実習で当分野を選択した学生に対し、接着修復についての知識をより深めるため、基
礎的もしくは臨床的な実験を計画し、研究指導を行う。また、臨床予備実習では臨床総合実習への導入として、附
属病院むし歯外来において診断および保存修復の相互実習を行う。
4) 第６学年では、臨床総合実習を通じて、う蝕をはじめとする歯牙硬組織疾患に対する保存修復に関する幅広い
学問的知識とそれに裏付けられた技術を体得し、近年要望が高まってきている審美歯科修復処置についても指導
し、口腔の健康保持 · 増進のため、患者の立場に立って医療を行える、また、社会的要求にあった歯科医師の育成
を計る。
5) 研修医および専攻生の卒後教育のためには、臨床現場において保存修復治療が適切に行えるよう最新の知識 ·
技術の習得を目指し、指導を行い、良質な歯科医師の育成を計る。
6) 大学院生に対しては、先端的、国際的な研究を目指し、世界をリードする基礎研究者となりえるような教育を
行うと同時に、臨床研究者および歯科医学教育者としての育成を計る。

( 4 ) 教育方針

う蝕や咬耗 · 磨耗、歯牙破折、酸蝕症、変色歯など、歯の硬組織疾患に対する診査 · 診断、治療を行うにあたり、
必要となる保存修復学の原理と技能について、理解 · 習得させることを目標とする。現在の保存修復治療は、歯質
接着性材料を用いることなしに行うことはできない。したがって、歯質接着のメカニズムおよび歯質接着性材料
に関する深い知識とその修復術式について習得する必要がある。これらのことを考慮し、教育 · 実習を行う。

( 5 ) 臨床活動および学外活動

本学歯学部附属病院において、う蝕制御学分野は歯髄生物学分野とともに、「むし歯外来」を担当している。
「むし歯外来」においては患者に対する人権を最大限に配慮しながら、卒前 · 卒後の学生、研修医の臨床教育を行
い、さらに新規器材 · 器具などの臨床治験も実施している。専門性の高い診療としては、う蝕の診断およびリスク
診断、各種切削器具によるう蝕の除去、接着性材料を応用した歯冠色修復法、歯牙漂白などの処置が挙げられる。
一方で、診療内容が専門性の高い治療に偏ることなく、患者のニーズに合わせた一口腔単位の包括的な診療を心
がけている。診療は、基本的には、担当医制であるが、必要に応じて症例検討を行い、他の専門外来とも連携して
治療を行っている。また、新患については患者の希望に応じて、地域の歯科医師への紹介も行っている。
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( 6 ) 臨床上の特色

う蝕制御学分野では、前身の歯科保存学第一講座から、う蝕治療の研究を行っており、う蝕に対して最小限の歯質
の削除と、接着性材料を用いたコンポジットレジン修復技術を確立し、最小限の侵襲（minimal intervention）に
よるう蝕治療を実践している。また、患者の審美的な要求の高まりとともに歯冠色材料を応用した審美的歯冠修
復法や変色歯に対する処置についても対応している。

( 7 ) 研究業績

[原著]

1. Wataru Komada, Tasuku Inagaki, Yoji Ueda, Satoshi Omori, Keiichi Hosaka, Junji Tagami, Hiroyuki
Miura. Influence of water immersion on the mechanical properties of fiber posts. J Prosthodont Res.
2017.01; 61(1); 73-80

2. Ayaka Chiba, Takashi Hatayama, Kimisuke Kainose, Masatoshi Nakajima, David H Pashley, Noriyuki
Wakabayashi, Junji Tagami. The influence of elastic moduli of core materials on shear stress distributions
at the adhesive interface in resin built-up teeth. Dent Mater J. 2017.01; 36(1); 95-102

3. Atsuko Tagami, Rena Takahashi, Toru Nikaido, Junji Tagami. The effect of curing conditions on the
dentin bond strength of two dual-cure resin cements. J Prosthodont Res. 2017.01;

4. Masami Arai, Tomohiro Takagaki, Akifumi Takahashi, Junji Tagami. The role of functional phosphoric
acid ester monomers in the surface treatment of yttria-stabilized tetragonal zirconia polycrystals. Dent
Mater J. 2017.01;

5. Noriko Hiraishi, Takahiro Maruno, Naoya Tochio, Ryohei Sono, Masayuki Otsuki, Tsutomu Takatsuka,
Junji Tagami, Yuji Kobayashi. Hesperidin interaction to collagen detected by physico-chemical techniques.
Dent Mater. 2017.01; 33(1); 33-42

6. Zhengdi He, Lingling Chen, Yasushi Shimada, Junji Tagami, Shuangchen Ruan. Evaluation of sub-surface
penetration and bonding durability of self-etching primer systems to Er:YAG laser treated cervical dentin.
Dent Mater J. 2017.01;

7. Yuan Zhou, Khairul Matin, Yasushi Shimada, Yasunori Sumi, Junji Tagami. Evaluation of resin infiltra-
tion on demineralized root surface: An in vitro study. Dent Mater J. 2017.01;

8. Wa Than Lin, Yuichi Kitasako, Syozi Nakashima, Junji Tagami. A comparative study of the susceptibility
of cut and uncut enamel to erosive demineralization. Dent Mater J. 2017.01; 36(1); 48-53

9. Yuichi Kitasako, Y Sasaki, T Takagaki, A Sadr, J Tagami. Multifactorial logistic regression analysis of
factors associated with the incidence of erosive tooth wear among adults at different ages in Tokyo. Clin
Oral Investig. 2017.02;

10. Kento Sato, Keiichi Hosaka, Masahiro Takahashi, Masaomi Ikeda, Fucong Tian, Wataru Komada, Masatoshi
Nakajima, Richard Foxton, Yoshihiro Nishitani, David H Pashley, Junji Tagami. Dentin Bonding Dura-
bility of Two-step Self-etch Adhesives with Improved of Degree of Conversion of Adhesive Resins. J Adhes
Dent. 2017.02; 19(1); 31-37

11. Taweesak Prasansuttiporn, Ornnicha Thanatvarakorn, Junji Tagami, Richard M Foxton, Masatoshi Naka-
jima. Bonding Durability of a Self-etch Adhesive to Normal Versus Smear-layer Deproteinized Dentin:
Effect of a Reducing Agent and Plant-extract Antioxidant. J Adhes Dent. 2017.03; 19(3); 253-258

12. M S Segarra, Y Shimada, A Sadr, Y Sumi, J Tagami. Three-Dimensional Analysis of Enamel Crack
Behavior Using Optical Coherence Tomography. J. Dent. Res.. 2017.03; 96(3); 308-314

13. Keiki Nakamura, Hidenori Hamba, Syozi Nakashima, Alireza Sadr, Toru Nikaido, Masakazu Oikawa,
Motohiro Uo, Junji Tagami. Effects of experimental pastes containing surface pre-reacted glass ionomer
fillers on inhibition of enamel demineralization. Dent Mater J. 2017.03;

14. 半場秀典、中村圭喜、二階堂徹、村松敬、古澤成博、田上順次. ヒト小臼歯における脱灰とマイクロクラッ
クの進行の検討、マイクロ CTを用いたアブフラクションモデルによる解析 日歯保存誌. 2017.04; 60(２);
89-95
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15. Ritsuko Mashiko, Go Inoue, Toru Nikaido, Junji Tagami. Morphological evaluation of artificial caries-
affected dentin after applying FCP-COMPLEX. J Oral Sci. 2017.05;

16. Nigel B Pitts, Domenick T Zero, Phil D Marsh, Kim Ekstrand, Jane A Weintraub, Francisco Ramos-
Gomez, Junji Tagami, Svante Twetman, Georgios Tsakos, Amid Ismail. Dental caries. Nat Rev Dis
Primers. 2017.05; 3; 17030

17. Zhengdi He, Lingling Chen, Xuejuan Hu, Yasushi Shimada, Masayuki Otsuki, Junji Tagami, Shuangchen
Ruan. Mechanical properties and molecular structure analysis of subsurface dentin after Er:YAG laser
irradiation. J Mech Behav Biomed Mater. 2017.06; 74; 274-282

18. Tomoko Tabata, Yasushi Shimada, Alireza Sadr, Junji Tagami, Yasunori Sumi. Assessment of enamel
cracks at adhesive cavosurface margin using three-dimensional swept-source optical coherence tomography.
J Dent. 2017.06; 61; 28-32

19. Yuichi Kitasako, Yoshiyuk Sasaki, Tomohiro Takagaki, Alireza Sadr, Junji Tagami. Erosive Tooth Wear
Among Different Tooth Types and Surfaces in Japanese Adults 15 to 89 Years Old. Oral Health and
Preventive Dentistry. 2017.07; 15(4); 357-364

20. Yukari Noda, Masatoshi Nakajima, Masahiro Takahashi, Teerapong Mamanee, Keiichi Hosaka, Tomohiro
Takagaki, Masaomi Ikeda, Richard M Foxton, Junji Tagami. The effect of five kinds of surface treatment
agents on the bond strength to various ceramics with thermocycle aging. Dent Mater J. 2017.07;

21. Renata Bacelar-Sá, Salvatore Sauro, Gabriel Abuna, Rafael Vitti, Toru Nikaido, Junji Tagami, Glaucia
Maria Bovi Ambrosano, Marcelo Giannini. Adhesion Evaluation of Dentin Sealing, Micropermeability,
and Bond Strength of Current HEMA-free Adhesives to Dentin. J Adhes Dent. 2017.08; 1-8

22. Mashiko R, Inoue G, Nikaido T, Tagami J. Morphological evaluation of artificial caries-affected dentin
after applying FCP-COMPLEX Journal of Oral Science. 2017.09; 59(3); 343-350

23. Araoka D, Hosaka K, Nakajima M, Foxton R, Thanatvarakorn O, Prasansuttiporn T, Yoshimine A, Sato
K, Takahashi M, Otsuki M, Tagami J.. The strategies used for curing universal adhesives affect the micro-
bond strength of resin cement used to lute indirect resin composites to human dentin Dental Materials
Journal. 2017.09;

24. Rena Takahashi, Erika Ota, Keika Hoshi, Toru Naito, Yoshihiro Toyoshima, Hidemichi Yuasa, Rintaro
Mori, Eishu Nango . Fluoride supplementation (with tablets, drops, lozenges or chewing gum) in pregnant
women for preventing dental caries in the primary teeth of their children Cochrane Database of Systematic
Reviews. 2017.10;

25. Saad A, Inoue G, Nikaido T, Ikeda M, MF Burrow, Tagami J. Microtensile Bond Strength of Resin-
Modified Glass Ionomer Cement to Sound and Artificial Caries–Affected Root Dentin With Different
Conditioning Operative Dentistry. 2017.11; 42(6); 626-635

26. Ornnicha Thanatvarakorn, Taweesak Prasansuttiporn, Suppason Thittaweerat, Richard M Foxton, Shizuko
Ichinose, Junji Tagami, Keiichi Hosaka, Masatoshi Nakajima. Smear layer-deproteinizing improves bond-
ing of one-step self-etch adhesives to dentin. Dent Mater. 2017.12;

[書籍等出版物]

1. 宮崎真至編著、高垣智博、二階堂徹　他. 落ちない接着、その理論と臨床的ストラテジー. 永末書店, 2017.03
(ISBN : 978-4-8160-1317-1)

2. 田上順次, 奈良陽一郎, 山本一世, 齋藤隆史. 第５版　保存修復学 21. 2017.03 (ISBN : 978-4-8160-1321-8)

3. Junji Tagami. TMDUReserch Activities. TOKYO MEDICAL AND DENTAL UNIVERSITY, 2017.03

4. 草間幸夫他編　高垣智博. これからのチェアサイド CAD/CAM診療ガイド. 2017.07 (ISBN : 978-4-88510-
378-0)

5. 池田英治. 象牙質知覚過敏症　第 3版　目からウロコのパーフェクト治療ガイド. 医歯薬出版, 2017.10 (ISBN
: 978-4-263-44511-2)
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[総説]

1. 高垣智博. もう迷わない！ 修復物，補綴装置の「装着」徹底解説 ザ · クインテッセンス. 2017.02; 36(2);
50-73

2. 二階堂徹. 教えて！ 歯医者さん nico. 2017.07; (127); 52-53

3. Junji Tagami. Editorial: The dawn of adhesive dentistry. J Adhes Dent. 2017.08; 19(2); 91

4. 保坂啓一. ダイレクトボンディングに１ステップ接着システムをどう活用す るか？ ～クリアフィル®ユニ
バーサルボンド Quick（UBQ) の臨床～ デンタルマガジン. 2017.09; (162); 20-23

5. 保坂啓一他. ユニバーサルボンド Quick活用症例ガイド 01 モリタクリニカルケース. 2017.11;

6. 二階堂徹、菅谷勉. 歯根破折の行方―破折歯の抜歯基準 the Quintessence. 2017.12; 36(12); 55-61

7. 保坂啓一. 2 級ダイレクトボンディングが上手くなりたい～マトリックスシス テムの応用～ デンタルマガ
ジン. 2017.12; (163); 14-17

[講演 · 口頭発表等]

1. 田上　順次. 東南アジア医療 · 歯科治療ネットワークの構築を目指した大学間交流プログラム. 大学の世界
展開力強化事業（ASEAN対象プログラム）平成 28年度採択大学連絡会 2017.01.24 京都大学百周年時計台
記念会館国際交流ホールⅠ · Ⅱ

2. 保坂啓一. MiCDコンセプトが拡げるコンポジットレジン修復治療のさらなる可能性～From Fillings toward
Restorations～. MiCD Symposium　日々の診療に役立つ９つのお話～予防や審美の観点から～ 2017.02.12
大阪府立国際会議場

3. 田上　順次　他. これからの歯科医療機器開発、実用化における法規制への対応について. 第 13回　歯科器
材 · 薬品開発センター　シンポジウム 2017.02.23 東京医科歯科大学　歯学部附属病院 4階　特別講堂

4. Inokoshi M, Shimizu H, Nozaki K, Takagaki T, Zhang, F, Vleugels J, Van Meerbeek B, Uo M, Minakuchi S.
Crystallographic analysis of alumina sandblasted highly translucent dental zirconia. 95th General Session
and Exhibition of the IADR 2017.03 San Francisco

5. 田上　順次. 身体の健康は口元から. 例会卓話 2017.03.06 帝国ホテル　 3階舞の間

6. Noda S, Kawashima N, Hashimoto K, Aramaki O, Yamamoto M, Okiji T. Dense culture conditions induced
human dental pulp stem cell differentiation. 95th Generel Session & Exhibition of the IADR 2017.03.22
San Francisco, CA

7. John Sorensen, Juri Hayashi, Carlota Suarez, Alireza Sadr. 3D Crack Detection and Quantification in
Ceramic Restorations by OCT. 95th General Session & Exhibition of the IADR 2017.03.22

8. Alireza Sadr, Juri Hayashi, Yasushi Shimada, Junji Tagami. Effects of Fiber Reinforcement on Composite
Adaptation in Deep Cavities. 95th General Session & Exhibition of the IADR 2017.03.22

9. Juri Hayashi, Alireza Sadr, Tomohiro Takagaki, Tomoko Numata, Yasushi Shimada, Junji Tagami, Ya-
sunori Sumi. 3D assessment of Bulk-fill Composites Gap Formation and Polymerization Shrinkage. 95th
General Session & Exhibition of the IADR 2017.03.22

10. Amr SAAD, Go Inoue, Junji Atomura, Toru Nikaido, Junji Tagami. µ TBS of RM-GIC on demineralized
root dentin with several conditioners. 95th General session & exhibition of the IADR 2017.03.22

11. Nao Takahashi, Yasushi Shimada, Minh Nguyet Luong Dao, Yasunori Sumi, Junji Tagami. Fractographic
analysis of dentin-composite interface after micro-tensile bond test. 2017 IADR general session and exhi-
bition 2017.03.24 San Francisco

12. Noriko Hiraishi, Fumiaki Hayashi, Tomohiro Takagaki, Masayuki Otsuki,Junji Tagami. Solid-state NMR
Investigation on the Mineral Structure in De/re-mineralized Dentin. 95th IADR General Session 2017
2017.03.25

13. T. Yoshikawa, A. Sadr. J. Tagami. . Dye Penetration Test and Micro-CT Observation of Composite/Cavity-
Wall Adaptation.. 95th, IADR 2017.03.25 San Francisco
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14. Ali Alghamdi, Tomohiro TAKAGAKI, Yuki NARUSE, Toru Nikaido, Masaomi Ikeda, Junji Tagami.
Influence of Time Elapsed After Alumina-Blasting on a CAD/CAM Resin-Block. 95th IADR General
Session 2017 2017.03.25

15. Akifumi Takahashi, Tomohiro Takagaki, Toru Nikaido, Masaomi Ikeda, Takahiro WADA, Motohiro Uo,
Junji Tagami. Effect of Phosphoric Acid Cleaning for Saliva Contaminated Zirconia Ceramics. 95th IADR
General Session 2017 2017.03.25

16. Tomohiro Takagaki, Fumiaki Hayashi, Rui Guan, Noriko Hiraishi, Toru Nikaido, Junji Tagami. Adsorp-
tion Behavior of Phosphoric Functional Monomers to Y-TZP Surface. 95th IADR General Session 2017
2017.03.25

17. Sai Lyann, Tomohiro Takagaki, Toru Nikaido, Takahiro Wada, Motohiro Uo, Masaomi Ikeda, Junji
Tagami.. Efficacy of Various Surface Treatments on Saliva Contaminated Lithium-disilicate Ceramics.
95th IADR General Session 2017 2017.03.25

18. Minh Nguyet Luong Dao, Alireza Sadr, Yasunori Sumi, Junji Tagami. Effects of Aging on Crack Formation
Through Dentin and Composite. 95th General Session IADR 2017.03.25 San Francisco

19. Muana Hosea Lal Rin, Hiraishi Noriko, Nakajima Masatoshi, Tagami Junji. Influence of phytic acid and
EDTA as dentin chelating agents on bond strength and hardness of self-adhesive cements . 第 69 回日本
歯科理工学会学術講演会 2017.04.25 東京

20. 平石典子，田村幸彦，堤 祐介，塙 隆夫，田上順次 . MTAセメントのヒ素含有量、ラット歯髄細胞への毒
性、及び、グルタチオンによる解毒作用について. 第 69 回日本歯科理工学会学術講演会 2017.04.25 東京

21. Noriko Hiraishi, Fumiaki Hayashi, Tomohiro Takagaki, Masayuki Otsuki, and Junji Tagami. Solid-state
NMR Investigation on the Mineral Structure in De/re-mineralized Dentin. 2017 IADR/AADR/CADR
General Session 2017.05.22 San Francisco, USA

22. Khin Kyaw , Noriko Hiraishi, Masayuki Otsuki, and Junji Tagami. Effect of Calcium-phosphate Tooth-
paste on Staining Susceptibility of Acid-eroded Enamel. 2017 IADR/AADR/CADR General Session
2017.05.22 San Francisco, USA

23. 林明賢、高垣智博、池田正臣、中嶋省志、二階堂徹、久保至誠、田上順次. Non-carious cervical lesionsの経年
変化に関する共焦点レーザー顕微鏡観察. 日本歯科保存学会 平成 29年度秋季大会（第 146回）　 2017.06.07
青森

24. 松永悟美、高垣智博、松井七生子、有坂慶紀、田村篤志、池田正臣、二階堂徹、由井伸彦、田上順次. 光分
解性 PRXを用いた新規可逆接着性レジンセメントの開発. 日本歯科保存学会 平成 29年度秋季大会（第 146
回）　 2017.06.07 青森

25. 畑山貴志、千葉彩香、貝ノ瀬公典、中島正俊、保坂啓一、若林則幸、田上順次. ポスト先端部と歯槽骨（皮
質骨 · 海綿骨）の位置関係と荷重方向の違いがレジンコア築造歯の応力分布に与える影響. 第 146回日本歯
科保存学会学術大会 2017.06.08

26. 野田園子，川島伸之，橋本健太郎，山本弥生子，荒牧音，田上順次，興地隆史. 培養密度が歯髄幹細胞の幹
細胞特性に与える影響. 日本歯科保存学会 2017年春季学術大会（第 146回） 2017.06.08 青森

27. 高垣智博. ユニバーサル接着システムアップデート　何がどこまでユニバーサルなのか. 日本歯科保存学会
平成 29年度秋季大会（第 146回）　 2017.06.08

28. Junji Tagami. Keys for the Best Bonding Performance in Various Clinical Situations. IAAD 2017 Meeting,
International Academy for Adhesive Dentistry 2017.06.16 The University of Pennsylvania School of Dental
Medicine

29. 田上　順次. コンポジットレジン修復について. 2017.06.21 昭和大学

30. Tomohiro Takagaki. Predictable use of resin cement in all-ceramic cementation; science for durable
bonding and esthetic result.. Hokkaido Summer Institute 2017.07.26

31. 關奈央子, 金澤 学, 駒ヶ嶺友梨子, ジャネルモロス, 水谷幸嗣, 保坂啓一, 駒田 亘, 須永昌代, 川口陽子, 森尾
郁子, 木下淳博. 東京医科歯科大学大学院における国際歯科臨床教育コースの導入と取り組み―第１報―. 第
36回日本歯科医学教育学会総会 · 学術大会 2017.07.28 長野
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32. Nguyen TTT, Seki N, Moross J, Hosaka K, Sunaga M, Morio I, Kinoshita A. The effectiveness of newly
developed computer-assisted simulation materials on overseas learners. The 28th SEAADE (South East
Asia Association for Dental Education) Annual Scientific Meeting 2017.08.11 Taipei, Taiwan

33. 田上順次. Tooth Wearの病態と治療指針. 平成２９年度生涯研修セミナー 2017.08.20

34. Junji Tagami. Direct bonding strategies in various clinical situations. IFEMA, Feria de Madrid、FDI
Annual World Dental Congress 2017.08.30

35. Keiichi Hosaka. Current update in adhesive systems. Thai Prosthodontic Association 2017.08.31 Bangkok

36. Meet-the-Expert(Dental materials):Dental materials. IFEMA, Feria de Madrid, FDI Annual World Dental
Congress 2017.08.31

37. Junji Tagami. Is bulkfill composite reliable?. IFEMA, Feria de Madrid, FDI Annual World Dental
Congress 2017.08.31

38. Ghuassan Rummani, Kurumi Ide, Masatoshi Nakajima, Junji Tagami. . The effect of cavity depth on the
ultimate tensile strength of bulkfill resin coposite after long-term water immersion. . 10th World Congress
of International Federation of Esthetic Dentistry 2017.09.14

39. Dhaifallah Alqarni, Keiichi Hosaka, Teerapong Mamanee, Masatoshi Nakajima, Masaomi Ikeda, Junji
Tagami. Effect of different surface treatments on repair uTBS of composite bonded to resin matrix after
water exposure. The 10th World Congress of International Federation of Esthetic Dentistry 2017.09.14
Toyama

40. Kyaw KY, Niraishi N, Otsuki M, Tagami J . Effect of application of desensitizers before bleaching on
change of tooth sgade. 10th World Congress of International Federation of Esthetic Dentistry 2017.09.14
Toyama, Japan

41. Tomohiro Takagaki. Predictable use of resin cement in all-ceramic cementation; science for durable
bonding and esthetic result.. The 10th World Congress of International Federation of Esthetic Dentistry
2017.09.16 Toyama

42. Keiichi Hosaka. Bioactive technology meets MI esthetic direct composite restorations. - The present and
future -. The 10th World Congress of International Federation of Esthetic Dentistry 2017.09.16 Toyama

43. 大槻昌幸. 歯のホワイトニング治療の潮流. 日本歯科審美学会第 28回学術大会 2017.09.17 富山市

44. Luong MND, Otsuki M, Shimada Y, Sumi Y, Tagami J. Bleaching effect of light sources with various
wavelength. 10th World Congress of International Federation of Esthetic Dentistry 2017.09.17 Toyama,
Japan

45. Lasindra WC, Otsuki M, Tagami J. Effect of pH on tooth bleacing action in vitro. 10th World Congress
of International Federation of Esthetic Dentistry 2017.09.17 Toyama, Japan

46. Inokoshi M, Nozaki K, Takagaki T, Van Meerbeek B, Minakuchi S. Initial curing characteristics of compos-
ite cements under ceramic restorations. CED-IADR/NOF Oral Health Research Congress 2017 2017.09.22
Vienna

47. Kazuo Hirota, Rena Takahashi, Go Inoue, Junji Tagami. No Marginal Gap Around Composite Resin
Restoration with Pre-Polimerized HEMA Filler. CED-IADR/NOF Oral Health Research Congress 2017.09.23
Vienna, Austria

48. 中根晶，大槻昌幸，田上順次. Er:YAGレーザーの低出力照射による歯根象牙質の変化. 第 29回日本レー
ザー歯学会学術大会 2017.09.24 新潟市

49. 有坂慶紀，田村篤志，高垣智博，田上順次，由井伸彦. スマート歯科材料を指向した超分子型光分解性架橋
剤の合成. 第 70 回日本歯科理工学会学術講演会 2017.10.14 新潟

50. 清水畑誠, 猪越正直, 和田敬広, 高橋礼奈, 宇尾基弘, 水口俊介. イオン徐放性 S-PRGフィラー含有根面う蝕
修復用セメントの機械的強度と微細構造解析. 第 70回日本歯科理工学会学術講演会 2017.10.15 新潟

51. スウィ ジン アウン、高垣智博、池田正臣、野崎浩佑、二階堂徹、田上順次. 光照射器の違いがフロアブルレ
ジンの重合性に及ぼす影響. 日本歯科保存学会 平成 29年度秋季大会（第 147回） 2017.10.26 盛岡
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52. サンサン メイ ピョー アウン、高垣 智博, サイカムレオン、池田 正臣、二階堂 徹、田上 順次. 高透光ジル
コニアセラミックスの接着前処理におけるサンドブラストの影響. 日本歯科保存学会 平成 29年度秋季大会
（第 147回） 2017.10.26

53. Qutaiba AlSendi, 池田 正臣, 二階堂 徹, 土田 優美, 鈴木 哲也, 田上 順次. 歯科用 3Dプリンタへの応用可能
な新規エラストマーの物性評価. 日本歯科保存学会 2017.10.26

54. 盧山 晨, 高橋 礼奈, 二階堂 徹, 田上 順次. レジンコーティング法が CAD/CAMインレーに対する象牙質接
着強さと窩壁適合性に及ぼす影響について. 日本歯科保存学会 2017年度秋季学術大会 (第 147回) 2017.10.27
岩手県盛岡市

55. 吉川孝子、SADR Alireza. 光重合型レジン修復物の窩壁適合性とµ CTによる重合挙動解析. 第 147回　日
本歯科保存学会秋季学術大会 2017.10.27

56. アルカタニ アリ,井上剛,二階堂徹,田上順次. フッ化カリウム及びフッ化ナトリウムの濃度が微小剪断接着
強さ及び脱灰抑制効果に及ぼす影響. 第 147回日本歯科保存学会秋季学術大会 2017.10.27 盛岡

57. マハムド サイド,松井七生子,平石典子,井上剛,二階堂徹,田上順次. フッ化ジアミン銀による脱灰象牙質の
変色の評価. 第 147回日本歯科保存学会秋季学術大会 2017.10.27 盛岡

58. Rena Takahashi, Atsuko Tagami, Toru Nikaido, Junji Tagami. The dentin bond strength of dual-cure
resin cements. Brazil-Japan Joint Research Workshop on Adhesive Dentistry 2017.11.01 Campinas, Brazil

59. Toru Nikaido. Assessment of adhesive materials for direct composite restorations.. Brazil-Japan Joint
Research Workshop on Adhesive Dentistry 2017.11.01 UNICAMP, Sao Paulo, Brazil

60. Takaaki Sato, Tomohiro Takagaki, Rui Guan, Nikaido Toru, Junji Tagami. Evaluation of the enamel/bond
interfaces of Multimode One-bottle Self-etching Adhesives. Brazil-Japan Joint Research Workshop on
ADHESIVE DENTISTRY 2017.11.01 Brazil, Piracicaba

61. 熊谷 薬師神 ローゼ，高垣 智博，佐藤 隆明，二階堂 徹，Rodrigues JA，Reis AF，田上 順次. 接着性レジ
ンセメント—エナメル質界面における Acid-Base Resistant Zoneの観察. 第 36回　日本接着歯学会学術大
会 2017.11.25 船堀

62. 清水春紀, 猪越正直, 高垣智博, 宇尾基弘, 水口俊介. 高透光型ジルコニアに対する 4META/MMA-TBB レ
ジンの接着効果. 第 36回日本接着歯学会学術大会 2017.11.26 東京

63. Keiichi Hosaka. Direct Composite Restorations Based on Adhesive Technology. Invited Lecture 2017.12.08
Masaryk University, Brno, Czech republic

64. 津田優香. メルボルン大学に留学して. 日本歯科用レーザー · ライト学会　総会 · 学術大会 2017.12.09 日本
歯科医師会館

65. 高垣智博. プライマー？ セルフ？ ユニバーサル？ セメンテーション再考. 顎咬合学会 2017.12.10 東京

[受賞]

1. Wilmer Souder Award（田上順次）, The International Assosiation for Dental Research(IADR), 2017年
03月

2. 日本歯科理工学会　学術賞（吉川孝子）, 日本歯科理工学会, 2017年 04月

3. 日本歯科審美学会功労賞（田上順次）, 日本歯科審美学会, 2017年 09月

4. 平成 29年度日本接着歯学会論文賞（高垣智博、松井七生子、佐藤隆明、二階堂徹、田上順次）, 日本接着歯
学会, 2017年 11月

5. YOUNG RESEARCHER AWARD, The Brazil-Japan Joint Rsearch Workshop on Adhesive Dentistry in
Piracicaba, Brazil, 2017年 11月
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[その他業績]

1. 科学研究費補助金、若手研究Ｂ, 2017年 04月
研究題目: 光干渉断層画像診断法を用いた初期う蝕に対する再石灰化誘導とその臨床技法の確立
研究代表者：高橋礼奈
期間：平成 29年-平成 31年

2. 科学研究費補助金、基盤研究 C, 2017年 04月
研究題目：　接着修復はいつ破壊するのか—破壊メカニズムの波動解析と予測診断技術への展開—
研究代表者：　保坂啓一
期間：　平成 26年度‐平成 29年度

3. 科学研究費補助金、基盤研究Ｃ, 2017年 04月
研究課題名：レジンとエナメル質との接着界面に生成した ABRZの構造解析
研究代表者：二階堂徹
期間：平成 27年度～ 29年度
総額 4,680,000（直接経費：3,600,000円、間接経費：1,080,000円）

4. 科学研究費補助金、基盤研究 C, 2017年 04月
研究題目：時間 · 空間制御による接着歯学の超高速ダイナミクスの解明 研究分担者：保坂啓一
期間：平成 27年‐平成 29年

5. 科学研究費補助金、基盤研究 C, 2017年 04月
研究題名：Micro X線 CT画像を用いた光重合型レジンの重合収縮挙動解析とその臨床対策
研究代表者：吉川孝子、研究費総額：364万円、期間:平成 28-平成 30年年度

6. 科学研究費補助金、特別研究員奨励費, 2017年 04月
研究題目：天然フラボノイドの歯科修復学への応用：う蝕予防と革新的歯質接着材開発を目指して
代表：　平石 典子
期間：　平成 28年-平成 29年
研究費総額：110万円

7. 科学研究費補助金、基盤研究 C, 2017年 04月
研究題目：　還元型グルタチオンの歯髄保護効果：歯科保存修復への応用
代表：　平石 典子
期間：　平成 28年-平成 30年
研究費総額：468万円

8. 科学研究費補助金、若手研究Ｂ, 2017年 04月
研究題目:自己修復性能を有する接着システムの開発～修復物の長期耐久性向上への新しい展開～
研究代表者：佐藤健人
期間：平成 29 年-平成 31 年

9. 科学研究費補助金、若手研究Ｂ, 2017年 04月
研究題目: ユニバーサル接着システムにおけるリン酸処理に代わる新規歯質処理材の開発
研究代表者:佐藤隆明
期間：平成 29 年-平成 31 年

10. 科学研究費補助金、基盤研究Ｃ, 2017年 04月
研究題名：光分解型ポリロタキサン架橋剤を用いた着脱可能な新規レジンセメントの開発
研究代表者：高垣智博、研究費総額：468万円、期間：平成 29-31年度

11. 科学研究費補助金、基盤研究Ｂ, 2017年 04月
研究題目:高濃度フッ化物と金属イオンによる根面う蝕抑制と過石灰化の評価
研究代表者：田上順次
期間：平成 28 年-平成 30 年
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12. Special Lecture on Adhesive Dentistry, 2017年 07月
Dr.Oswaldo Scopin de Andradeによる「My experience with adhesion in dentistry for more than 20 years」
Dr.Sidney Kina　による「Clinical and laboratory considerations for optimizing the dental preparation in
Adhesive Dentistry」
の主催（田上順次）

13. Special Lecture on Adhesive Dentistry, 2017年 07月
Dr.Sema Belli(Professor at Selcuk University)による「Fiber reinforced direct composite restorations:Do’s
and Don’ts.」の主催（田上順次）

14. 平成 29年度日歯生涯研修セミナー（東海信越地区 · 長野県歯科医師会）, 2017年 08月
開催日時：平成 29年 8月 20日 (日)
開催場所：松本歯科大学
講演「Tooth Wearの病態と治療方針」田上順次

15. 2017年 08月
DMTT Meeting,FDI Dental Material Task Team Meeting(アマルガム代替材料に関する委員会) に出席
した。

16. 平成 29年度生涯研修セミナー（日本歯科医師会）, 2017年 09月
開催日時：平成 29年 9月 10日 (日)
開催場所：徳島県歯科医師会館
「Tooth Wearの病態と治療方針」田上順次

17. 平成 29年度　生涯研修セミナー（日本歯科医師会）, 2017年 10月
開催日時：平成 29年 10月 8日 (日)
開催場所：大阪府歯科医師会館
講演「Tooth Wearの病態と治療方針」田上順次

18. JSPS若手研究者ワークショップ（ブラジル）「接着歯学に関する日伯合同ワークショップ」, 2017年 10月
JSPS若手研究者ワークショップ（ブラジル）「接着歯学に関する日伯合同ワークショップ」で、講演「Current
status and future of adhesive dentistry」を行った。（10月 31日カンピナス大学歯学部ピラシカバ校講堂）

19. 東京医科歯科大学歯科埼玉同窓会総会学術講演, 2017年 10月
開催日時：平成 29年 10月 22日 (日)
開催場所：浦和ロイヤルパインズホテル
コンポジットレジン修復領域の近年の技術革新

20. OCT国際シンポジウム岡山, 2017年 11月
岡山大学 Jホール、OCT国際シンポジウム岡山

Special Lecture「Application of SS-OCT to the research and clinic in cariology and operative dentistry」
を行った（11月 30日）

21. 第 39回日本バイオマテリアル学会大会, 2017年 11月
開催場所：タワーホール船堀
特別講演「生体の機能を超える歯科材料による新しい歯科治療」
田上順次

22. 平成 29年度　生涯研修セミナー（日本歯科医師会）, 2017年 11月
開催日時：平成 29年 11月 12日 (日)
開催場所：ユニコムプラザさがみはら
講演「Tooth Wearの病態と治療方針」田上順次

23. 平成 29年度　生涯研修セミナー（日本歯科医師会）, 2017年 12月
開催日時：平成 29年 12月 3日 (日)
開催場所：福岡県歯科医師会館
講演「Tooth Wearの病態と治療方針」田上順次

24. The News Letter 2017 winter vol.36, 2017年 12月
一般社団法人　日本歯科審美学会　

学会功労賞受賞者のご紹介
「学会功労賞を受賞して」
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[社会貢献活動]

1. 東京医科歯科大学歯科同窓会生涯研修実習コースインストラクター, 東京医科歯科大学歯科同窓会, 臼歯 CR
のアート＆イマジネーション―必ずうまくなるコンポジットレジン修復―, 東京医科歯科大学, 2017年 01月
22日

2. 東京医科歯科大学群馬県歯科同窓会主催講演会, 東京医科歯科大学群馬県歯科同窓会, 講演会, 2017年 01月
28日

3. 座談会　う蝕治療のニーズ多様化時代に求められる接着修復治療へのアプローチ, クインテッセンス出版, 新
聞 QUINT, New Frontierー歯科臨床が変わる · 動く · 広がるー, 2017年 02月

4. ベトナム歯科医師向け講演会, 2017年 04月 05日

5. ベトナム市民講座, Kim Hospital, ベトナム Kim Hospital, 2017年 04月 06日

6. 東京医科歯科大学歯科同窓会生涯研修実習コース講師, 東京医科歯科大学歯科同窓会, エステティックレスト
レーション—保険適用外 CR修復—, 東京医科歯科大学, 2017年 04月 16日
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摂食機能保存学
Fixed Prosthodontics

教　授　　三浦　宏之
准教授　　吉田　惠一
講　師　　岡田　大蔵
　　　　　駒田　亘
助　教　　進　　千春
　　　　　大竹　志保
　　　　　大森　哲
　　　　　根本　怜奈
医局員　　佐藤　美穂
　　　　　牧山　田津子
　　　　　石川　陽子
　　　　　岩田　夏子
　　　　　久保　茉莉子
　　　　　藤田　和久
　　　　　松井　秀人
　　　　　山田　理沙
　　　　　南淵　眞愛
　　　　　浦羽　亜矢奈
　　　　　 Bakhit Mohammed Yassin M
　　　　　 Paisankobrit Vibul
　　　　　浅野　良奈
　　　　　白崎　彩佳
　　　　　瀧田　美奈
　　　　　力德　史朗
　　　　　柴口　塊
　　　　　菅野　桐子
　　　　　林　健一郎
　　　　　松村　茉由子
　　　　　粠田　恵梨華
　　　　　野田　倫子
　　　　　水澤　邦彦

( 1 ) 分野概要

冠橋義歯補綴学は，上下顎すべての歯の欠損の修復を目的とする全部床義歯補綴学および部分的な歯の欠損の修復
を目的とする部分床義歯補綴学とともに歯科補綴学を構成する一分野であり，人工歯冠による歯冠修復を取り扱う
歯冠補綴学と，冠補綴物を応用して欠損歯列を回復することを目的とする橋義歯補綴学とをその内容としている．

( 2 ) 研究活動

本分野では以下のようなテーマを対象として研究している．

1.咬合，咀嚼に関する研究（下顎位，下顎運動，咬合器，咀嚼効率など）
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顎口腔系の機能評価に関して、下顎位，下顎運動，咀嚼効率などの観点からさまざまな解析評価を行なっている。
また、口腔機能と調和したクラウン、ブリッジなどの補綴装置を作製するために、咬合器の調節機構についても
研究を行っている。

2.咬合接触によって生じるメカニカルストレスが歯周組織をはじめとする顎口腔系に及ぼす影響に関する研究（歯
の変位，歯槽骨の歪み，咬合接触，コンタクトなど）
補綴学の目標には機能の回復と回復した機能の維持とがあるが，従来は機能の回復という面にのみ重点をおいて
きた．当教室では，機能の維持という面に力点をおき，クラウン、ブリッジなどの補綴装置の咬合面形態によっ
て生じるメカニカルストレスに関する種々の研究を行い，補綴装置にどの様な咬合面形態、咬合接触を与えれば
良いかについて研究を行っている．

3.主機能部位に関する研究
食片圧入や歯牙破折などと関係の深い主機能部位と咬合接触との関係に関する研究を行っている.

4.支台築造に関する研究
支台築造法、補綴装置の形状、種類が歯根象牙質、周囲歯槽骨に及ぼす応力解析を行なうとともに、セメント材料
が及ぼす影響についても検討を行っている.

5.CAD/CAM、ジルコニア、光学印象などの最新技術の臨床応用、新素材の開発
CAD/CAM,デジタルインプレッションなどの最新技術を応用した補綴装置作製ならびに、補綴装置用新素材の臨
床応用に関する研究を行っている．

6.インプラントの咬合接触が天然歯の歯周組織に及ぼす影響に関する研究
インプラントは，歯根膜が無いために機能時に天然と異なる変位を示し，わずかな咬合干渉が顎骨あるいは対合
歯の歯周組織に影響を与える危険性が高い．そこで，インプラント補綴装置の咬合接触、隣接面接触が周囲の顎
口腔組織にどのような影響を与えるかについて，解析を行っている．

7.レーザーの冠橋義歯補綴分野への応用に関する研究
口腔内で応用可能なレーザーによるブリッジの溶接に関する研究を行っている．

8.歯科材料が歯周組織，生体へ及ぼす影響に関する研究
口腔内の金属補綴修復物から溶出したとみられる金属元素によると思われる金属アレルギー等の障害が報告され
るようになってきており，従来生体にとってほぼ無為害性とされてきた合金についても使用時には注意を払う必
要がでてきている．歯科アレルギー外来において原因除去療法を行うとともに，歯科材料が歯周組織，生体へ及
ぼす影響に関する研究を行っている．

9.顎機能異常の機能分析
歯牙要素の傾斜角を変化させた場合に顎口腔系に及ぼす影響, 特に顆路および咀嚼筋活動に及ぼす影響について研
究している．6自由度顎運動測定装置を用いて下顎頭も含む下顎全体の運動をとらえ，顎顔面形態の変化が顎口腔
機能に如何なる影響を及ぼすかを咀嚼運動路および側方限界運動路について解析している．

( 3 ) 教育方針

講義，示説，模型実習および臨床実習を通じて，歯質，歯の欠損にともなって生じた口腔，顎ならびに隣接する諸
組織の形態，機能および外観上の障害を冠橋義歯によって回復するに必要な学理と実際を習得させる．人工材料
による歯冠形態の回復および冠橋義歯による咬合の回復を目的とする冠橋義歯補綴学が立脚する三本の柱は，形
態学（口腔解剖学とくに歯牙解剖学），機能学（口腔生理学）および材料学（歯科理工学）であるので，冠橋義歯
補綴学の教育においては，これらの知識を総合して，いかにして生物学的に適正な修復を行なうか，という冠橋
義歯補綴学の内容を理解させる．そのほか歯髄の病理，処置に関連して歯内治療学，修復物の歯周刺激，歯周組
織への負担過重およびプラークコントロールに関連して歯周治療学，歯質削除に関連して保存修復学などの臨床
学科目との関連を学ばせる．

( 4 ) 臨床活動および学外活動

外来は，主に補綴治療を行う一般の義歯外来と，歯科材料に対するアレルギーを取り扱う専門外来，歯科アレル
ギー外来がある．義歯外来では，４～８人からなる診療グループを形成し，各グループのグループ長との連携に
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より診断，治療計画の立案，また急患などの対応などを行い，一歯牙の歯冠修復から全部床義歯にいたるまで，最
先端の治療が実践できるよう体制が整えられている．また，歯科アレルギー外来では，口腔内の金属修復物及び
治療用歯科材料が原因と考えられるアレルギー患者に対して，アレルギー関連の諸検査を行い，口腔内の金属修
復物中の原因物質の存在を非撤去成分分析を行うことにより明らかにし，原因除去療法を行っている．

( 5 ) 研究業績

[原著]

1. Wataru Komada, Tasuku Inagaki, Yoji Ueda, Satoshi Omori, Keiichi Hosaka, Junji Tagami, Hiroyuki
Miura. Influence of water immersion on the mechanical properties of fiber posts. J Prosthodont Res.
2017.01; 61(1); 73-80

2. Kyoshi Matsukawa, Reina Nemoto, Kosuke Nozaki, Mariko Kubo, Tasuku Inagaki, Keiichi Yoshida, Hi-
royuki Miura. The influence of the framework thickness on surface strain of the 3-unit Zirconia resin-
bonded fixed dental prostheses under the functional loading. Asian Pacific Journal of Dentistry. 2017.01;
17(1); 1-7

3. Siyang LUO, Daizo OKADA, Mohammed BAKHIT, Chiharu SHIN, Reiko OGURA, Hiroyuki MIURA.
Stress Distribution in Cements with Different Post and Core Systems. Asian Pacific Journal of Dentistry.
2017.01; 17; 15-22

4. Kento Sato, Keiichi Hosaka, Masahiro Takahashi, Masaomi Ikeda, Fucong Tian, Wataru Komada, Masatoshi
Nakajima, Richard Foxton, Yoshihiro Nishitani, David H Pashley, Junji Tagami. Dentin Bonding Dura-
bility of Two-step Self-etch Adhesives with Improved of Degree of Conversion of Adhesive Resins. J Adhes
Dent. 2017.02; 19(1); 31-37

5. Risa Yamada, Kosuke Nozaki, Naohiro Horiuchi, Kimihiro Yamashita, Reina Nemoto, Hiroyuki Miura,
Akiko Nagai. Ag nanoparticle-coated zirconia for antibacterial prosthesis. Mater Sci Eng C Mater Biol
Appl. 2017.09; 78; 1054-1060

6. Natsuko Iwata, Kosuke Nozaki, Naohiro Horiuchi, Kimihiro Yamashita, Yusuke Tsutsumi, Hiroyuki Miura,
Akiko Nagai. Effects of controlled micro-/nanosurfaces on osteoblast proliferation. J Biomed Mater Res
A. 2017.09; 105(9); 2589-2596

7. Yoko Ishikawa, Wataru Komada, Tasuku Inagaki, Reina Nemoto, Satoshi Omori, Hiroyuki Miura. The
effects of post and core material combination on the surface strain of the 4-unit zirconia fixed partial
denture margins. Dent Mater J. 2017.11; 36(6); 798-808

8. Ayana Uraba, Reina Nemoto, Kosuke Nozaki, Tasuku Inagaki, Satoshi Omori, Hiroyuki Miura. Biome-
chanical behavior of adhesive cement layer and periodontal tissues on the restored teeth with zirconia
RBFDPs using three-kinds of framework design: 3D FEA study. J Prosthodont Res. 2017.11;

9. Vibul Paisankobrit, Satoshi Omori, Rie Fujita, Yoji Ueda, Reina Nemoto, Hiroyuki Miura. Effect of
thickness of zirconia framework on fracture strength and fracture mode of ceria-stabilized tetragonal
zirconia polycrystals/alumina ceramic restoration on resin tooth abutment. Asian Pacific Journal of
Dentistry. 2017.12; 17(2); 31-40

10. Michika Minamifuchi, Reina Nemoto, Ayana Uraba, Satoshi Omori, Kosuke Nozaki, Hiroyuki Miura.
Evaluating the optimal design of zirconia based resin-bonded fixed dental prostheses using finite element
analysis. The Journal of the Japan Academy of Digital Dentistry. 2017.12; 7(2); 169-174

11. Mohammed Bakhit, Daizo Okada, Siyang Luo, Chiharu Shin, Reiko Ogura, Wataru Komada, Hiroyuki
Miura. The stress distribution within dentin upon the use of different restoration materials Asian Pacific
Journal of Dentistry. 2017.12; 17(2); 41-47

[講演 · 口頭発表等]

1. K.Hayashi, S.Otake, S.Omori, R.Nemoto, R.Asano, S.Rikitoku, H.Miura. Bond strengths of cements to a
new Pressable ceramics. IADR 2017.03.24 San Francisco,the USA

2. M.Matsumura, W.Komada, K.Sugano, K.Hayashi, C.Shin, S.Otake, H.Miura. Flexural strength of new
pressable Lithium Disillicate Glass Ceramics. IADR 2017.03.24 San Francisco, the USA
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3. K.Sugano, M.Matsumura, K.Hayashi, C.Shin, W.Komada, T.Inagaki, Y.Ueda, R.Fujita, H.Miura. The
fitness of crowns fabricated by new dental press ceramics. IADR 2017.03.24 San Francisco, the USA

4. 野崎 浩佑，藤田和久，山下 仁大，三浦 宏之，永井 亜希子. III型コラーゲンコートアパタイトによる歯根
膜の石灰化制御. 第 69回日本歯科理工学会学術講演会 2017.04.15 日本歯科大学，東京

5. 南淵眞愛，根本怜奈，稲垣祐久，大森哲，三浦宏之. ジルコニア接着ブリッジフレームデザインの違いによ
る内部応力分布の解析. 一般社団法人日本デジタル歯科学会第 8回学術大会 2017.04.22 神奈川県鶴見

6. 松井秀人, 有坂慶紀, 田村篤志, 松村光明, 三浦宏之, 由井伸彦. 短鎖脂肪酸導入ポリロタキサンの設計と分子
可動性を利用した抗炎症作用. 第 66回高分子学会年次大会 2017.05.29 幕張メッセ, 千葉市

7. 藤田和久，野崎浩佑，三浦宏之，永井亜希子. III型コラーゲンコートハイドロキシアパタイトによる歯根膜
幹細胞挙動の制御. 日本補綴歯科学会第 126回学術大会 2017.07.01 パシフィコ横浜，横浜市

8. 野崎浩佑，藤田和久，三浦宏之，永井亜希子. 埋入部位が吸収性骨補填材の骨形成および吸収性に及ぼす影
響. 日本補綴歯科学会第 126回学術大会 2017.07.01 パシフィコ横浜，横浜市

9. 浅野良奈,大竹志保,稲垣祐久,藤田理雅,大森哲,三浦宏之. サンドブラスト処理後の経過時間がCAD/CAM
用レジンブロックの接着強さに及ぼす影響について. 日本補綴歯科学会第 126回学術大会 2017.07.01 パシ
フィコ横浜, 横浜市

10. 菅野桐子, 松村茉由子, 林建一郎, 進千春, 駒田亘, 稲垣祐久, 植田洋二, 藤田理雅, 岡田大蔵, 三浦宏之. 新規
加圧成形用二ケイ酸リチウムガラスセラミックスを用いて製作したクラウンの適合度. 日本補綴歯科学会第
126回学術大会 2017.07.01 パシフィコ横浜, 横浜市

11. 松村茉由子, 駒田亘, 菅野桐子, 林建一郎, 進千春, 大竹志保, 三浦宏之. 二ケイ酸リチウムガラスセラミック
スの機械的性質について. 日本補綴歯科学会第 126回学術大会 2017.07.01 パシフィコ横浜, 横浜市

12. 進　千春，岡田大蔵，浅野良奈，力德史朗，白﨑彩佳，瀧田美奈，柴口　塊，吉田惠一，三浦宏之. 東京医
科歯科大学歯学部附属病院における各種補綴装置の製作状況に関する統計的調査. 日本補綴歯科学会第１２
６回学術大会 2017.07.01 パシフィコ横浜, 横浜市

13. 松井秀人, 柴口塊, 田村篤志, 松村光明, 三浦宏之, 由井伸彦. 超分子ポリロタキサンを用いた短鎖脂肪酸の
多点提示による慢性炎症治療薬の開発. 日本補綴歯科学会第 126回学術大会 2017.07.01 パシフィコ横浜, 横
浜市

14. 岡田大蔵, 進千春, 駒田亘, 小椋麗子, 三浦宏之. 機能時におけるブリッジ支台歯の応力分布に関する研究. 日
本補綴歯科学会第 126回学術大会 2017.07.02 パシフィコ横浜, 横浜市

15. 力德史朗, 大竹志保, 吉田惠一, 三浦宏之. 新規 PEEK材に対するレジンセメントの引張接着強さ. 日本補綴
歯科学会第 126回学術大会 2017.07.02 パシフィコ横浜, 横浜市

16. 關奈央子, 金澤 学, 駒ヶ嶺友梨子, ジャネルモロス, 水谷幸嗣, 保坂啓一, 駒田 亘, 須永昌代, 川口陽子, 森尾
郁子, 木下淳博. 東京医科歯科大学大学院における国際歯科臨床教育コースの導入と取り組み―第１報―. 第
36回日本歯科医学教育学会総会 · 学術大会 2017.07.28 長野

17. K. Nozaki, K. Fujita, N. Horiuchi, K. Yamashita, H. Miura, A. Nagai, K. Itaka. Regulation of peri-
odontal ligament-derived cell morphology by type III collagen-coated hydroxyapatite. 2nd International
Symposium on Creation of Life Innovation Materials 2017.09.30

18. 加藤 均，佐藤美穂，岡田大蔵，三浦宏之，長谷川成男. 中期更新世ホモ属上顎化石「HRD1」の主機能部位.
第 59回日本顎口腔機能学会 2017.11.25 長崎大学，長崎
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歯髄生物学
Pulp Biology and Endodontics

教　　　授　　興地隆史
准　教　授　　砂川光宏 (クリーンルーム歯科外来兼任)
講　　　師　　池田英治, 川島伸之 (9月～)
助　　　教　　海老原新, 川島伸之 (～ 8月), 松本宏之 (クリーンルーム歯科外来兼任), 金子友厚, 渡辺聡, 河村隼
医　　　員　　小松恵, 山本弥生子 (～ 3月), 飯野由子, 浦羽真太郎 (～ 3月), 田澤建人 (4月～ 11月),
時田大輔 (4月～ 5月, 12月), 八尾香奈子 (4月～), 草野雅彦 (6月～), 長谷川玉絵 (10月～ 11月)
大学院生　　 古畑和人, Sailiman Aierken (～ 3月), 田澤建人 (～ 3月), 時田大輔 (～ 3月), 八尾香奈子 (～ 3月)
Alamuddin Bakhit, 西条美紀, 橋本健太郎, 姜東勲, 奈良圭介, 野田園子
本郷智之, 藤井真由子, Bayan Rashed, 福森洋平, 笠原由伎, 木村俊介
倉本将司, 顧彬, 高野晃, 星原康宏, 牧圭一郎, 山内慎也, Thaw Dar Oo
Phyo Pyai Sone, Su Yee Myo Zaw, Pyae Hein Htun, 中務太郎 (4月～), 村野浩気 (4月～)
Yadanar Su Phyo(4月～), Ao Xu(4月～), Aung Nyein Pyae Sone (10月～), Htoo Shwe Sin Thein(10月～)
Saleh Sherif Adel Abdelfattah(10月～), Zar Chi Thein Zaw(10月～)
大学院研究生 草野雅彦 (4月～ 5月), 佐羽夏美 (～ 3月), Yadanar Su Phyo(～ 3月), Ao Xu(～ 3月)
長谷川玉絵 (4月～ 9月)

( 1 ) 分野概要

　歯髄生物学分野は，歯髄および根尖歯周組織の疾患の予防，診断ならびに治療を考究する歯内療法学を専攻す
る分野である．歯髄は周囲を硬組織に囲まれた特殊な環境下に置かれている．歯を保存し，口腔内で十分に機能
させるためには，歯髄の構造的 · 機能的特徴をよく理解し，歯髄の保護に努める必要がある．他方，歯髄疾患を放
置すれば，やがて歯髄死を招き根尖歯周組織疾患を生ずるに至るが、その治療に際しては，複雑な根管系におけ
る細菌感染の入念な排除が必要となる。歯内療法学は，歯髄疾患や根尖性歯周疾患の予防や治療により，歯を保
存し永くその機能を営ませることを目的としている．

( 2 ) 研究活動

1. 象牙芽細胞 · 歯髄細胞 · 歯髄幹細胞のバイオロジー
1-1. 間葉系幹細胞を用いたラット歯髄組織の再生
　間葉系幹細胞とスキャホールドを，冠部歯髄を除去したラット上顎臼歯に移植すると，歯髄様組織の再生が生
じることがわかった．冠部歯髄を除去したラット臼歯に間葉系幹細胞および血管内皮細胞を混合移植すると，血
管新生能が亢進し組織の再生が促進され，デンティンブリッジ様硬組織形成を伴う歯髄組織の再生が起こること
がわかった．上記の実験系において，さらに mineral trioxide aggregate (MTA)を封鎖材として用いると，さら
に組織の再生が促進されることがわかった．
1-2. ラット歯髄組織における幹細胞様細胞の分布
　ラット冠部歯髄において MAP1B および CD146 を発現する幹細胞様細胞が多数分布することを同定した．
Lipopolysaccharide（LPS）により歯髄炎を誘発したラット切歯歯髄組織を検索対象として，MAP1B（あるいは
STRO-1）および CD146を発現する幹細胞様細胞の変化を経時的に解析したところ，幹細胞遊走 · 増殖関連因子
の発現上昇とともにMAP1B/CD146および STRO-1/CD146二重陽性幹細胞様細胞の増加が生じることがわかっ
た．
1-3. 歯髄未分化間葉細胞の特性に対する培養条件の影響
　未分化間葉系幹細胞である歯髄幹細胞を再生医療に使用する場合，歯髄組織より採取できる歯髄幹細胞数には
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限界があり，in vitroで培養し細胞数を必要量まで増やす必要があるが，培養の過程で幹細胞特性が失われてしま
う可能性が危惧される．実際，ヒト歯髄幹細胞を密な状況で培養すると，CD73陽性細胞と CD105陽性細胞の比
率が低下し，細胞増殖活性が低下することが明らかになった．さらに，神経，脂肪への分化誘導には影響を認め
なかったが，骨への分化傾向は亢進した．骨への分化傾向の亢進は，インテグリンシグナルすなわち FAKおよび
PI3K/AKTカスケードが活性化された結果と推察された．以上の結果より，幹細胞特性を維持するためには，細
胞接触が起きないよう，疎な状況で培養することが重要であることが明らかになった．
1-4. Osr2 (odd-skipped related 2)の歯髄細胞における機能
　Osr遺伝子はジンクフィンガー型転写調節因子であり，胎児発生および骨形成に関わっている．C57BL/6マウ
スより，切歯歯髄および歯肉組織を摘出し，Osr2発現を検討したところ，歯髄組織においては比較的高いOsr2発
現を認めた．歯髄細胞としての特性を示すMDPs細胞に Osr2発現ベクターをトランスフェクションし安定発現
株を作製したところ，Osr2発現の増加に伴い骨 · 象牙芽細胞関連遺伝子の発現および石灰化結節形成が亢進した．
以上の結果より，Osr2は歯髄細胞の骨 · 象牙芽細胞分化を正の方向に制御している可能性が示唆された．
1-5. 象牙芽細胞の感覚受容に関する電気生理学的研究
1-5-1. 象牙芽細胞冷刺激検知イオンチャンネルの発見
　ヒト新鮮単離象牙芽細胞膜に，非侵害性冷刺激で作動するイオンチャンネルが存在することをホールセルパッ
チクランプ法で証明，解析した．併せて，非侵害性冷刺激感受性イオンチャンネルタンパク質である TRPM8の
存在を，分子生物学的，免疫組織学的に証明した．以上より，ヒト新鮮単離象牙芽細胞が歯髄の非侵害性冷刺激
に対するエネルギー変換に寄与する可能性を示唆された．
1-5-2. 象牙芽細胞間の電気カップリング
　象牙芽細胞間のイオンおよび低分子の移動には gap-junction を介した情報伝達系が関与しており，その電気
conductanceを dual patch clamp法を用いて明らかにし，その加齢，細胞外温度，細胞外 pHの影響を観察した．
細胞間ネットワークは象牙芽細胞およびその下層の細胞を含めて，大きなネットワークを形成しており，細胞間
レジスタンスはあるものの，横断面で考えるとほぼ歯髄の反対側まで繋がっていることが明らかになった．
1-5-3. 象牙芽細胞膜のカルシウム伝播系
　象牙芽細胞膜対する機械的歪み刺激が細胞膜カルシウムチャネルを介したカルシウムイオンの流入とそのギャッ
プジャンクションを介した伝播を引き起こすことがわかった．この流入 · 伝播には IP3（イノシトール３リン酸）
を引き金としたカルシウムストアからイオン流出が関与することが確認された．

2. 歯髄炎の発症および進展に関与する因子とその制御
2-1. 歯髄炎におけるmicroRNAの役割と炎症制御
　歯髄炎の進行は抜髄処置を必要とし，歯髄の喪失はさらには歯の喪失につながりうる．近年，様々な生体反応
において重要な役割を担っていると報告されているmicroRNAも，歯髄炎の発症過程に関与している可能性が高
い．microRNAの一つであるmiR-21は，歯髄炎進行過程において発現が誘導されるが，miR-21の過剰発現により
NFkBシグナルが抑制され，その結果炎症性メディエーター発現が低下することを明らかにした．さらに，NFkB
シグナルの抑制は，その上流の TRAF6，PDCD4発現をmiR-21がサイレンシングしていることが明らかになっ
た．
2-2. 歯髄細胞における HIF1αによる炎症性サイトカイン発現制御
周囲を硬組織で囲まれている歯髄は，炎症の進展により内圧が亢進し，容易に低酸素状態に陥る．低酸素状態の
細胞において発現が誘導される HIF1αは，歯髄炎の病態を深く修飾している可能性が推察されるが，その詳細は
明らかではない．ヒト歯髄細胞を低酸素状態で培養し，LPSで刺激すると HIF1α発現が亢進した．また，HIF1
αの強制発現は LPS/TLR4シグナル下流の転写調節因子 NFκ Bのリン酸化を亢進し，炎症性サイトカインであ
る IL1β，TNFα発現を促進したが，IL6発現は抑制された．歯髄炎の進行により低酸素状態に陥った歯髄組織
において，HIF1αは病態を複雑に制御している可能性が推察された．

3. 感染排除と歯髄再生を見据えた根管洗浄法
3-1. 次亜塩素酸ナトリウム溶液により変性した象牙質表面の EDTA処理による賦活化
　 Revascularizationを含む歯髄組織再生を行う上で，根管象牙質の表面性状は大変重要である．根管洗浄剤とし
て広く使用されている次亜塩素酸ナトリウム溶液は強力かつ非特異的な殺菌作用を有するが，象牙質表面の変性
を引き起こす．1.5%次亜塩素酸ナトリウム溶液でウシ象牙質ディスクを処理した場合，歯髄細胞としての特性を
有するMDP細胞の象牙質ディスクへの接着は阻害されるが，次亜塩素酸ナトリウム溶液処理後に EDTAにて処
理することにより象牙質ディスクへの細胞接着は回復し，象牙質ディスクに接着したMDP細胞における骨芽 · 象
牙芽細胞マーカー発現の亢進が認められた．走査および透過型電子顕微鏡を用いての観察により，MDP細胞は象
牙質のコラーゲン様構造物に接着している可能性が高いことが明らかになった．なお，6%次亜塩素酸ナトリウム
溶液で処理した場合には，EDTA処理による賦活化は観察されなかった．歯髄再生を行う上で，根管洗浄液とし
ての次亜塩素酸ナトリウム溶液の濃度は 1.5%に抑える必要があるとともに，EDTA処理が必須であることが明ら
かになった．
3-2. 歯科用レーザーを用いた LAIの安全性および清掃性に関する検討
　歯内療法における新たな根管洗浄法として，歯科用レーザー照射装置を用いた LAI (Laser-Activated Irrigation)
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が考案され，高い洗浄能力を示しており，その臨床応用が期待されている．しかしながら，LAIでのキャビテー
ション効果の発生分布や，生じる高速水流の流量分布，根尖孔外への溢出リスクや，側枝などの複雑な根管形態
への洗浄効果を測定した報告，各種レーザー装置間での洗浄効果の差に関する報告はほとんどみられない．現在
のところ，Er:YAGレーザー，半導体レーザーを用いた LAIにおいて，レーザーチップ先端に加工を施すことで，
通法の洗浄よりもキャビテーションバブルが有意に多く生じることが示唆された．
コンピューター制御でチップ先端処理を行い同部への熱エネルギー集中を可能とした半導体レーザーが開発され
た．熱エネルギーが集中することでキャビテーションの発生とともに洗浄液の温度の上昇を認めた．LAIにおい
て高い軟組織除去率を示したがこれは NaClO溶液の LAI撹拌と加温が生じ，軟組織溶解作用が向上した可能性
が推察される．
3-3. 新規超音波装置を用いた根管洗浄の清掃評価
　近年コードレスタイプの新規超音波装置 EndoUltra（VISTA/モリムラ）が開発された．EndoUltraの清掃効果
を従来の超音波洗浄，音波洗浄法等と比較した清掃効果を評価した．その結果，EndoUltraは，音波洗浄や従来
のシリンジ洗浄よりも良好な清掃効果を示すとともに，超音波振動に伴う不要な歯質削除のリスクが少ないこと
が示唆された．

4. 直接覆髄材 · 根管充填用シーラーの新たな展開
4-1. Mineral trioxide aggregate (MTA)による炎症制御の可能性
　直接覆髄において使用されるMTAは，ポルトランドセメント由来のケイ酸三カルシウム，ケイ酸二カルシウム
を主成分とし，硬組織誘導能が高いことで広く臨床において使用されている．しかし，MTAの炎症に対する作用
については十分に解析されてはいない．我々は，炎症歯髄のMTAに対する反応性について検討し，MTA抽出液
で処理することで，LPS刺激された歯髄細胞あるいはマクロファージからの炎症性メディエーター産生が抑制さ
れることを明らかにした．この作用は，カルシウム感受性受容体を一部介することも明らかになった．
4-2. S-PRGシーラーおよびMTAシーラーの細胞毒性および硬組織形成細胞への影響
　 surface reaction type pre-reacted glassionomer (S-PRG) フィラーは，フッ素イオン（F−），ホウ酸イオン
（BO3

3−），ストロンチウムイオン（Sr2+），ケイ酸イオン（SiO3
2−）などのイオン放出能を示す．S-PRGフィラー

が添加された試作根管充填用シーラーは，未硬化の状態では，株化骨芽細胞に軽度の細胞毒性を示した．また，株
化骨芽細胞の分化および石灰化結節形成を促進および誘導した．一方，種々のMTAシーラーにおける細胞毒性を
検討したところ，一部のMTAシーラーは軽度の細胞毒性を示した．
4-3. 新規合成ケイ酸カルシウム製材の開発
　合成ケイ酸カルシウム製材が次世代MTAとして注目されているが，練和や移送等，臨床応用に難点がある．本
研究では，その改善策として，減水剤等を応用し，それによるケイ酸カルシウム練和物及び硬化体への影響を調
べている．

5. ニッケルチタン（NiTi）ロータリーファイルを用いた安全で効率的な根管形成と NiTiロータリーファイルの
金属工学的解析
5-1.　新機構エンジンによる形成能：グライドパス形成用エンジンの根管形成能と回転疲労抵抗性の評価
　切削回転と非切削回転の往復回転運動を繰り返すグライドパス形成 (OGP)機構を備えた新型自動根管形成用エ
ンジンが開発された. その有用性を評価するため根管形成能および回転疲労試験にて連続回転と比較検討した結
果, OGPを用いてNiTiロータリーファイルでグライドパス形成を行った場合，連続回転と比較して，根尖部にお
ける外湾側への変位量は同等で作業時間は延長するが, 回転疲労による破断時間は延長した．
　トルク依存型往復回転 (OTR機構: 設定トルク値に達すると 90度非切削回転, 180度切削回転; 300 rpm, 0.4
Ncm) , 時間依存型往復回転 (180度切削回転, 90度非切削回転; 300 rpm) , および連続回転 (300 rpm) で根管形
成を行った. 垂直方向応力 (apical force) と回転方向応力 (トルク) をエンジンが臨床的上下動させるように作成
した自作根管形成時応力解析装置で計測した. トルク依存型往復回転運動では切削回転方向のトルクが大きかっ
た. また”Screw-in-effect”が生じた. 時間依存型往復回転運動では, “Screw-in-effect”が小さい反面, 非切削回
転方向のトルクが大きかった. 連続回転運動では“Screw-in-effect”が生じた.
5-2. 臨床使用後の NiTiロータリーファイルの機械的特性
　臨床において NiTiロータリーファイルの破折を防ぐ対策の 1つとして使用回数の制限が設ける手法があるが，
なおファイルの予期せぬ破折が起きる場合がある．そこで臨床使用後の NiTiロータリーファイルに回転疲労試験
および片持ち梁式抗曲試験を行い，応力の蓄積を把握することが可能か検討した. その結果, 回転疲労試験におい
て使用後の NiTiロータリーファイルは未使用のものと比較して有意に破折までの時間が短かったが, 片持ち梁式
抗曲試験では使用後と未使用の両群について有意な差は認めなかった.
5-3. テーパーの異なる NiTiロータリーファイルにおける機械的特性
　各種の NiTiロータリーファイルの機械的特性を比較検討した報告は多いが, 同じ号数でテーパーの異なるファ
イルを比較検討した報告は少ない. そこで 0.04テーパーと 0.06テーパーの EndoWaveの先端径 0.3 mmを使用
し, 両者の機械的特性を比較した. 機械的特性の評価項目として回転疲労試験と曲げ疲労試験をおこなった. 回転
疲労試験では 0.04テーパーのほうが破折までの回転数が多かった. また曲げ疲労試験では 0.04テーパーのほうが
弾性領域, 超弾性領域とも曲げ負荷の値が低かった. 本実験条件下では 0.06テーパーに比べ 0.04テーパーのファ
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イルのほうが回転疲労抵抗性, 曲げ疲労抵抗性とも高くなり, ファイル破折の危険性が少ないことが示唆された.
5-4. 異種ファイルシステムを用いた根管形成時に生じる応力の特徴
　 TF Adaptive systemおよび EndoWaveを用いた根管形成時に生じる応力の特徴を，自作根管形成時応力解析
装置を用いて評価した．TF Adaptive systemは EndoWaveと比較して Screw-in-effectを生じるが, 低トルク値で
根管形成が可能である.
5-5. 新型 NiTiロータリーファイルの金属学的特性の評価
　 ProTaper Gold (PTG) を ProTaper Universal (PTU) および ProTaper NEXT (PTN) とともに評価した.回
転疲労試験および曲げ試験，また自作した自動根管形成装置を用いた根管形成実験を行なった．PTGおよび PTN
は, PTUと比較して回転疲労抵抗性および曲げ特性が優れており, 安全な根管形成が可能であることが示唆された.

6. 歯科用コーンビーム CT（CBCT）· OCTによる精度の高い診査 · 診断
6-1. CBCTを用いた根尖部骨欠損の評価と歯根破折診断に関する研究
　歯内治療における患歯の状態評価には，口内法 X線撮影を用いた画像評価が不可欠である．しかし，病変の大
きさや周囲の解剖学的形態により，口内法 X線撮影では根尖部病変の検出精度に限界があり，実際には存在する
病変を見落としてしまう可能性がある．近年，CBCT撮影により，三次元画像を用いることでより正確な根尖部
病変の検出が可能になりつつあるが，放射線被曝量の高さからスクリーニングを目的とした使用には制限がある
のが現状である．CBCT撮影で得られた画像データを口内法 X線撮影画像と比較し解析を行うことで，口内法 X
線撮影では検出できない根尖病変の存在頻度の検討を行っている．
　垂直性歯根破折は歯の喪失の主な原因の一つであるが，その診断は困難である．我々の最近の研究では，垂直
性歯根破折の症例および垂直性歯根破折でなかった症例（根尖周囲外科手術時に確認）において，術前の CBCT
画像の近遠心 · 頬舌 · 水平断面画像の 3方向で病変を描出し，そこから三次元解析ソフトにて病変の三次元構築モ
デルを作成して，その体積を比較 · 検討することで，垂直性歯根破折が高率に診断可能となることを報告している
（三次元的骨欠損形態評価システム）．現在，報告した方法を用いた前向き研究を行い，改善点について検討する
とともに，新規形態評価指標を用いた新しい評価システムの構築も模索しており，今後，CBCTによる垂直性歯
根破折の診断精度の更なる向上をはかる予定である．
6-2. CBCTを用いた根管形態の評価
　日本人の根管形態についての CBCTを用いた大規模調査の報告はほとんどない．東京医科歯科大学歯学部附属
病院で CBCT（Fine Cube®, ヨシダ）にて撮影された画像を用いて，上顎第一大臼歯 1068歯，上顎第二大臼歯
1036歯，下顎第一大臼歯 858歯，下顎第二大臼歯 820歯，計 3794歯を対象に，歯根および根管の数をそれぞれ観
察，記録した．今後，年齢による石灰化傾向，根管充填材の有無や撮影条件による検知能力の差異，MB2の 3次
元的位置評価，病変の有無などについて検討する．
6-3. 光干渉断層画像診断法（OCT）の歯内治療領域への応用に関する研究
　OCTは，近赤外光と光学干渉計を用いた非侵襲的に組織の精密断層像を得ることが可能な医療撮像用の新技術
である．OCTの特徴は，非侵襲的に空間分解能約 10μm という極めて高い解像度を具備しているため，解像度
が高い鮮明な画像が得られることにある．現在までに抜去歯を用いた歯根破折線の検出や象牙質内部の歯髄腔や
根管の探索に有用である可能性が示されている．また，歯根端切除を想定した根尖切除面断端内部の破折線やイ
スムス，側枝の観察にも有用である可能性が示唆されている．今後，より臨床的に歯根破折線の検出能力や根管
探索の精度などを肉眼 · 歯科用実体顕微鏡 · CBCTと比較検討を行っていく予定である．

( 3 ) 教育活動

　当分野では，歯内療法領域をリードする研究者、臨床医の育成を教育目標としている。近年における歯髄生物
学や歯内療法学の進展は目覚ましいことから，その最先端の内容を教授するのみならず，神経生理学，分子生物
学，免疫学，生体材料学，画像診断学などの関連領域の知識，さらには最新の治療技法の修得に関する教育も行っ
ている。独自の研究に基づき歯内療法領域における新知見を得ることが大学院の修了要件となる。

( 4 ) 臨床活動および学外活動

　歯髄生物学分野は，本学歯学部附属病院においてう蝕制御学分野と共にむし歯外来を担当しており，グローバ
ルスタンダードな歯内療法を提供することを目的として診療にあたっている。以下にその代表的な処置内容を挙
げる。
· 生活歯髄の処置（覆髄法，象牙質知覚過敏症処置）
· 非外科的歯内療法
· 再根管治療
· マイクロサージェリー
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· 無髄歯の漂白
· 歯内療法後の歯の修復

( 5 ) 臨床上の特色

　歯内療法は近年大きく変化しており，Ni-Tiロータリーファイルによる根管形成，歯科用コーンビーム CTによ
る診断，手術用実体顕微鏡下の非外科的 · 外科的歯内療法（microendodontics)などの導入が図られている．特に
microendodonticsは，明るい拡大視野下で確実な診断や精密な施術を行うことを可能とするため，今までの「手
探りで行ってきた」歯内療法をより確実な歯内療法へと劇的に変化させている．また，本分野における基礎的実
験や臨床的研究に基づき，科学的根拠に立脚した歯内療法の提供に努めている。
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12. Ito T, Kaneko T, Sueyama Y, Kaneko R, Okiji T. Dental pulp tissue engineering of pulpotomized rat
molars with bone marrow mesenchymal stem cells. Odontology. 2017.10; 105(4); 392-397

13. Yao K, Satake K, Watanabe S, Ebihara A, Kobayashi C, Okiji T. Effect of laser energy and tip insertion
depth on the pressure generated outside the apical foramen during Er:YAG laser-activated root canal
irrigation. Photomedicine and Laser Surgery. 2017.12; 35(12); 682-687
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14. Hinata G, Yoshiba K, Han L, Edanami N, Yoshiba N, Okiji T. Bioactivity and biomineralization ability of
calcium silicate-based pulp-capping materials after subcutaneous implantation. International Endodontic
Journal. 2017.12; 50(Suppl 2); e40-e51

15. Yamamoto S, Han L, Noiri Y, Okiji T. Evaluation of the Ca ion release, pH and surface apatite formation of
a prototype tricalcium silicate cement. International Endodontic Journal. 2017.12; 50(Suppl 2); e73-e82

16. 渡辺聡，高野晃，本郷智之，佐竹和久，井手彩集，八尾香奈子，興地隆史. Er:YAGレーザーを用いた 根管
洗浄時に生じる根尖孔外への洗浄液の溢出量 ―チップ挿入位置の影響― 日本レーザー歯学会誌. 2017.12;
28(2,3); 31-35

[書籍等出版物]

1. 海老原新, 興地隆史. YEARBOOK 2017 最新エンドのグローバルスタンダード　基礎 · 解剖から外科的歯
内療法まで　（別冊 ザ · クインテッセンス）. クインテッセンス出版, 2017.01

2. 興地隆史 (著, 編集), 金子友厚 (著), 他. YEARBOOK 2017 最新エンドのグローバルスタンダード (別冊ザ
· クインテッセンス) . クインテッセンス出版, 2017.01 (ISBN : 4781205364)

3. 渡辺聡. 大臼歯根管の解剖学的特徴 YEARBOOK2017最新エンドのグローバルスタンダード. 2017.01

4. 田上順次, 奈良陽一郎, 山本一世, 齋藤隆史. 第５版　保存修復学 21. 2017.03 (ISBN : 978-4-8160-1321-8)

5. 興地隆史（分担執筆），日本歯科保存学会. 保存修復学専門用語集　第 2版. 医歯薬出版, 2017.04 (ISBN :
978-4-263-45803-7)

6. 興地隆史 他. 歯科医療技術革新推進協議会編．平成 29年版 新歯科医療機器 · 歯科医療技術産業ビジョン.
日本歯科医師会 · 日本歯科医学会 · 日本歯科商工協会, 2017.06

7. 池田英治. 象牙質知覚過敏症　第 3版　目からウロコのパーフェクト治療ガイド. 医歯薬出版, 2017.10 (ISBN
: 978-4-263-44511-2)

8. 宮川義隆, 天野景裕, 松本宏之, 他. 血友病の診療マニュアル. 株式会社医薬ジャーナル社, 2017.10 (ISBN :
987-4-7532-2854-6)

9. 韓臨麟，興地隆史. 象牙質知覚過敏　第 3版　目からウロコのパーフェクト治療ガイド. 医歯薬出版, 2017.10

10. 興地隆史. 歯内療法のレベルアップ &ヒント. デンタルダイヤモンド社, 2017.10 (ISBN : 978-4-88510-388-9)

11. 牧圭一郎，渡辺聡，興地隆史. イスムスが大臼歯の外科的歯内療法の成功率に与える影響についての研究. ザ
· クインテッセンス, 2017.11

[総説]

1. 興地隆史. 日本歯科保存学会が歯科理工学に期待すること 日本歯科理工学雑誌. 2017.01; 36(1); 3-4

2. 本郷智之，渡辺聡，興地隆史. 非外科的根管治療の治療成績や治癒期間に影響を与える、術前 · 術中因子に
関する後ろ向き研究 ザ · クインテッセンス. 2017.01; 36(1); 177-179

3. 本郷智之，渡辺聡，興地隆史. 非外科的根管治療の治療成績や治癒期間に影響を与える、術前 · 術中因子に
関する後ろ向き研究 ザクインテッセンス. 2017.01; 36(1); 177-179

4. 金子友厚. 根管側枝を原因とする根尖病変を有する歯の再根管治療 日本歯科評論. 2017.02; 177(2); 14-17

5. 興地隆史. マイクロエンドドンティクスの現状（オーバービュー） 歯科医療. 2017.04; 31(2); 4-11

6. 渡辺聡. マイクロスコープを用いた形態異常歯への対応． 歯科医療. 2017.04; 31(2); 21-28

7. 興地隆史. 変わりゆく歯内療法ー超高齢社会への対応ー 歯界展望. 2017.05; (2017特別号); 41-43

8. 渡辺聡, 興地隆史. 歯科用実体顕微鏡を用いた意図的再植術の口腔外操作に　サーレムクルム． ザクイン
テッセンス. 2017.06; 36(6); 146

9. 佐羽夏美, 渡辺聡, 興地隆史. 意図的再植術後の歯の生存と治癒に関する研究．ザクインテッセンス. 2017.07;
36(7); 200-202
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10. 金子友厚, 末山有希子, 伊藤崇史, 興地隆史. TOPIC ～さらなる歯髄再生療法の発展へ～組織再生動物実験
モデルの確立 歯界展望. 2017.08; 130(2); 205-208

11. 渡辺聡. 金属鋳造体が溢出した根管側壁の穿孔を伴う上顎中切歯の感染根管治療 日本歯科評論. 2017.08;
77(8); 14-17

12. 渡辺聡，興地隆史. 歯内療法後の修復処置 30 Evidence Quick Update Innovative Zahnmedizin. 2017.10; 3;
20-39

13. 興地隆史. 歯髄保存療法の新たな可能性 Innovative Zahnmedizin. 2017.10; 3(1); 10-19

14. 興地隆史. 疑問に答えて　著者から読者へ 日本歯科理工学会雑誌. 2017.11; 36(6); 451-452

15. 牧圭一郎，渡辺聡，興地隆史. イスムスが大臼歯の外科的歯内療法の成功率に与える影響についての研究 ザ
· クインテッセンス. 2017.11; 36(11); 176-177

[講演 · 口頭発表等]

1. 興地隆史. 歯内療法のプロブレムソルビング：治療戦略の選択を考える. 東京都西多摩歯科医師会　平成 28
年度第 2回学術講演会 2017.01.21 東京

2. 興地隆史. 歯内療法の潮流を俯瞰する. インターフェイス口腔健康科学 第 101回学術フォーラム 2017.01.27
仙台

3. 興地隆史，渡辺聡，砂川光宏，池田英治，海老原新，川島伸之，和達礼子，金子友厚，河村隼，小松恵.「TMDU
歯髄生物学分野」興地教室のフィロソフィー—変わらないものと変えていくもの—. 平成 28年度東京医科
歯科大学同窓会 C.D.E. 2017.02.05 東京

4. Kawashima N, Noda S, Hashimoto K, Saito M, Okiji T. Meis2 induces odonto-/osteoblastic differentiation
and mineralization. 95th General Session & Exhibition of the IADR 2017.03.22 San Francisco, CA

5. Noda S, Kawashima N, Hashimoto K, Aramaki O, Yamamoto M, Okiji T. Dense culture conditions induced
human dental pulp stem cell differentiation. 95th Generel Session & Exhibition of the IADR 2017.03.22
San Francisco, CA

6. 小松恵，興地隆史. 多数歯の不完全脱臼に対する歯内療法学的対応：受傷後 2年半にわたり経過観察を行っ
た一症例. 第 7回日本外傷歯学会東日本地方会 2017.04.16 郡山

7. 興地隆史. マイクロエンドドンティクス：天然歯保存への貢献. 日本顕微鏡歯科学会第 14回学術大会 2017.04.16
東京

8. 興地隆史. 明日からの臨床に役立つ歯内療法ーシンプルかつ安全な NiTiロータリーファイルの臨床応用. エ
ンドセミナー in Tokyo 2017.05.01 東京

9. Okiji T. Vital pulp therapy: biological basis & current concepts. 首都医科大学特別講演 2017.05.26 Beijing

10. 興地隆史. 歯内療法のプロブレムソルビング：効率化と難症例対策を考える. 三鷹市歯科医師会学術講演会
2017.05.30 東京

11. Sueyama Y, Kaneko T, Okiji T. Double Immunoperoxidase Labeling Analysis of Stem Cells in Lipopolysaccharide-
Stimulated Rat Dental Pulp. 第 73回日本顕微鏡学会学術講演会 2017.05.30 札幌

12. 顧彬, 金子友厚, 末山有希子, Phyo Pyai Sone, Su Yee Myo Zaw, 興地隆史. ラット歯髄再生過程における
M1マクロファージの動態について. 第 73回日本顕微鏡学会学術講演会 2017.05.31 札幌

13. 金子友厚, 末山有希子, 顧彬, 興地隆史. ラット歯冠歯髄腔に移植した幹細胞の分化について. 第 73回日本顕
微鏡学会学術講演会 2017.05.31 札幌

14. 姜東勲，和田敬広，宇尾基弘，興地隆史. 粘土添加ケイ酸カルシウムセメントの水練和物および硬化体の物
性評価. 日本歯科保存学会 2017年度春季学術大会（第 146回） 2017.06.08 青森

15. 顧彬, 金子友厚, 末山有希子, Phyo Pyai Sone, Su Yee Myo Zaw, 興地隆史. ラット歯髄再生過程における
M2マクロファージの動態について. 日本歯科保存学会 2017年度春季学術大会 (第 146回) 2017.06.08 青森
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16. 倉本将司，川島伸之，野崎浩佑，Bakhit AY，奈良圭介，藤井真由子，橋本健太郎，野田園子，興地隆史.
Mineral trioxide aggregateは LPS刺激マクロファージの機能を calcium-sensing receptor を介して調節す
る. 日本歯科保存学会 2017年春季学術大会（第 146回） 2017.06.08 青森

17. 野田園子，川島伸之，橋本健太郎，山本弥生子，荒牧音，田上順次，興地隆史. 培養密度が歯髄幹細胞の幹
細胞特性に与える影響. 日本歯科保存学会 2017年春季学術大会（第 146回） 2017.06.08 青森

18. 山内慎也，星原康宏，本郷智之，八尾香奈子，渡辺聡，興地隆史. Er:YAGレーザーを用いた根管内MTA充
填材の除去可能性の検討. 日本歯科保存学会春季大会 2017年度 (第 146回) 2017.06.08 青森

19. 高野晃，本郷智之，八尾香奈子，佐竹和久，渡辺聡，興地隆史. Er:YAGレーザーを用いた根管洗浄時に生じ
る根尖孔外の圧力および蒸気泡の挙動 -パルス数およびチップ形態による影響-. 日本歯科保存学会 2017年
度春季学術大会（第 146回） 2017.06.08 青森

20. 木村俊介, 時田大輔, 牧圭一郎, 西条美紀, 宮良香菜, 海老原新, 興地隆史. ニッケルチタンロータリーファイ
ル HyFlex EDMの理工学的特性. 日本歯科保存学会 2017年度春季学術大会（第 146回） 2017.06.08 青森

21. 牧圭一郎，時田大輔，木村俊介，西条美紀，宮良香菜，海老原新，興地隆史. ニッケルチタンロータリーファイ
ルの上下動速度が根管形態に与える影響. 日本歯科保存学会 2017年度春季学術大会（第 146回） 2017.06.09
青森

22. 福森洋平，西条美紀，時田大輔，宮良香菜，海老原新，興地隆史. テーパーの異なるニッケルチタンファイ
ルにおける機械的特性―根管のトランスポーテーションと根管形成時に生じる応力の解析―. 日本歯科保存
学会 2017年度春季学術大会（第 146回） 2017.06.09 青森

23. Nara K, Kawashima N, Noda S, Hashimoto K, Okiji T. microRNA-21 down-regulates the expression of
inflammatory mediators in LPS-stimulated human dental pulp cells via NF-κ B dependent mechanism.
第 43回内藤コンファレンス 2017.06.27 札幌

24. 渡辺聡. 歯科領域におけるエビデンス. 第 29回日本レーザー治療学会 2017.06.29 東京

25. 興地隆史. 日常臨床に活かす　歯内療法のコンセプトとテクニック. 東京歯科保険医協会 2017年度第 2回学
術研究会 2017.07.05 東京

26. 小松恵，海老原新，興地隆史. 根尖周囲外科手術で保存を試みた垂直性歯根破折の 3症例. 第 17回日本外傷
歯学会総会学術大会 2017.07.08 名古屋

27. 興地隆史. 平成 29年版 新歯科医療機器歯科医療技術産業ビジョン概要説明. 日本歯科医学会 平成 29年版
新歯科医療機器歯科医療技術産業ビジョンおよび歯科診療行為のタイムスタディー調査 2016年度版発行記
念会 2017.07.10 東京

28. Su Yee Myo Zaw，金子友厚，顧彬，末山有希子，Phyo Pyai Sone，興地隆史. ラット再生歯髄における LacZ
発現幹細胞の局在. 第 38回日本歯内療法学会学術大会 2017.07.22 東京

29. 牧圭一郎，時田大輔，木村俊介，西条美紀，宮良香菜，海老原新，興地隆史. 各種根管形成法における根管
形成能の比較：学生による形成に対する評価. 第 38回日本歯内療法学会学術大会 2017.07.22 東京

30. 高野晃, 渡辺聡, 本郷智之, 八尾香奈子, 佐竹和久, 興地隆史. Er:YAGレーザーを用いた根管洗浄時に生じる
蒸気泡の挙動-チップ形態による影響-. 第 38回日本歯内療法学会 2017.07.22 東京

31. 高野晃，渡辺聡，本郷智之，八尾香奈子，佐竹和久，興地隆史. Er:YAGレーザーを用いた根管洗浄時に生
じる蒸気泡の挙動 -チップ形態による影響-. 第 38回日本歯内療法学会学術大会 2017.07.22 東京

32. 西条美紀，時田大輔，牧圭一郎，木村俊介，宮良香菜，海老原新，興地隆史. 3種のグライドパス形成用NiTi
ロータリーファイルにおける screw-in forceの評価. 第 38回日本歯内療法学会学術大会 2017.07.22 東京

33. 笠原由伎，小松恵，飯野由子，浦羽真太郎，海老原新，興地隆史. 口内法撮影と歯科用 CBCTを用いた根尖
性骨欠損の評価. 第 38回日本歯内療法学会学術大会 2017.07.22 東京

34. 末山有希子，金子友厚，顧彬，Su Yee Myo Zaw，Pho Pyai Sone，興地隆史. ラット歯髄組織の再生に用い
るハイドロゲルの検討：アポトーシス抑制効果の解析. 第 38回日本歯内療法学会学術大会 2017.07.22 東京

35. Su Yee Myo Zaw，金子友厚，顧彬，末山有希子，Phyo Pyai Son，興地隆史. ラット再生歯髄における LacZ
発現幹細胞の局在. 第 38回日本歯内療法学会学術大会 2017.07.22 東京
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36. 濵洋平，水口俊介，佐々木啓一，前田健康，羽村章，一戸達也，興地隆史. 健康長寿を育む歯学教育コンソー
シアム-第 3報- 3年次を終えての課題. 第 36回日本歯科医学教育学会学術大会 2017.07.28 松本

37. 海老原新，河村隼，鶴田潤，木下淳博，興地隆史. 歯内治療学模型実習の反転授業での予習について. 第 36
回日本歯科医学教育学会学術大会 2017.07.29 松本

38. 河村隼, 時田大輔, 海老原新, 興地隆史. e-learning を活用した基礎実習教育の試み　ニッケルチタンロータ
リーファイルによる根管形成実習. 第 36回日本歯科医学教育学会学術大会 2017.07.29 松本

39. Su Yee Myo Zaw, Kaneko T, Sueyama Y, Gu B, Phyo Pyai Sone, Okiji T. The fate of stem cells implanted
in rat dental pulp. FDI World Dental Congress 2017.08.29 Madlid, Spain

40. 海老原新. 垂直性歯根破折を考える. 姫路市歯科医師会平成 29年度第 2回学術講演会 2017.09.02 姫路

41. 藤井真由子, 川島伸之, 興地隆史. ヒト歯髄細胞における炎症性メディエーター産生制御における HIF1aの
役割. 第 59回歯科基礎医学会学術大会 2017.09.16 塩尻

42. 中村奈都美，小原由紀，近藤圭子，安田昌代，大塚紘未，木下淳博，品田佳世子，鈴木哲也，荒川真一，興
地隆史. 歯科衛生教育におけるチーム医療実践プログラムに対する学生の評価. 日本歯科衛生学会第 12回学
術大会 2017.09.17 東京

43. Okiji T. 顕微根管治療. 大連医科大学特別講演 2017.09.29 大連，中国

44. 姜東勲，和田敬広，宇尾基弘，興地隆史. 合成ケイ酸カルシウムセメントの圧縮強度と操作性向上に関する
研究. 平成 29年度秋季第 70回日本歯科理工学会学術講演会 2017.10.15 新潟

45. 星原康宏，渡辺聡，高野晃，本郷智之，八尾香奈子，井手彩集，佐竹和久，興地隆史. Er:YAGレーザーを利
用した根管洗浄：離れた位置における清掃効果. 日本歯科保存学会 2017年度秋季大会第 147回 2017.10.26
盛岡

46. Phyo Pyai Sone，金子友厚，Su Yee Myo Zaw，末山有希子，顧彬，村野浩気，興地隆史. ラット歯髄再生過
程における神経線維の再生について. 日本歯科保存学会 2017年度秋季学術大会 (第 147回) 2017.10.26 盛岡

47. Su Yee Myo Zaw，金子友厚，末山有希子，顧彬，興地隆史. 幹細胞と血管内皮細胞の共培養モデルにおけ
る VEGF 発現について. 日本歯科保存学会平成 29年度秋季学術大会 (第 147回) 2017.10.26 盛岡

48. 木村俊介，時田大輔，牧圭一郎，西条美紀，宮良香菜，海老原新，興地隆史. トルク依存型往復回転を用い
た根管形成時に生じた応力の解析：シングルレングス法とクラウンダウン法の比較. 日本歯科保存学会 2017
年度秋季学術大会（第 147回） 2017.10.26 盛岡

49. Bakhit AY, 川島伸之，橋本健太郎，野田園子，奈良圭介，興地隆史. ラネル酸ストロンチウムによるマウ
ス歯乳頭細胞の増殖および石灰化はカルシウム感知受容体を介して誘導される. 日本歯科保存学会 2017年
度秋季学術大会（第 147回） 2017.10.27 盛岡

50. 山本信一，韓臨麟，野杁由一郎，興地隆史. In vitroにおける試作ケイ酸カルシウム系セメントの生体機能
性評価. 平成 29年度新潟歯学会第 2回例会 2017.11.11 新潟

51. 海老原新. 「臨床における CBCTの応用」「歯内療法の立場から」. 日本歯科放射線学会第 22回臨床画像大
会 2017.11.12 盛岡

52. Ikeda H. Are odontoblasts pain receptor cells?. Pulp biology symposium on sensory transduction in the
dental pulp 2017.11.17 Bangkok, Thailand

53. Kakino S, Ganbold K, Uehara T, Inoue A, Jayawardena A, Ikeda H, Miyashin M. Pulpal circulation
measurement of the luxated young permanent teeth with abnormal root formation using TLP. The 8th
conference of Asian International Association of Dental Traumatology 2017.11.18 Bangkok, Thailand

54. Gu B, Kaneko T, Sueyama Y, Su Yee Myo Zaw, Phyo Pyai Sone, Murano H, Okiji T. M1/M2 macrophage
recruitment during coronal tissue-engineering in rat molars. 第 65回 JADR総会 · 学術大会 2017.11.18
東京

55. Phyo Pyai Sone, Kaneko T, Su Yee Myo Zaw, Sueyama Y, Gu B, Murano H, Okiji T. Nerve Fibers in
Regenerative Process of Coronal Pulp Tissue Engineering. 第 65回 JADR総会学術大会 2017.11.18 東京

56. 海老原新. 歯根破折について知っておいてほしいこと. H29年度さつき会公開講座 2017.11.19 東京
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57. 西条美紀，海老原新，時田大輔，土居壽，塙隆夫．. NiTi形状記憶合金製グライドパス形成用ロータリー
ファイルにおける機械的性質. 第 82回口腔病学会学術大会 2017.11.19 東京

58. 興地隆史. MTAセメントの臨床展開. 第 39回日本バイオマテリアル学会大会 2017.11.20 東京

59. 橋本健太郎，川島伸之，市野瀬志津子，奈良圭介，野田園子，興地隆史. NaOCl処理象牙質に対するEDTA
処理はマウス歯乳頭由来細胞の接着を回復し細胞の分化を誘導する. 第 82回口腔病学会学術大会 2017.11.20
東京

60. 小林美生, 松本宏之, 他. 患者の心理的要望を受けてラッピングに よるバリアーを解除した経緯. 日本エイ
ズ学会学術集会総会（第 31回） 2017.11.24 東京

61. 小原由紀，中村奈都美，遠藤圭子，安田昌代，近藤圭子，大塚紘未，品田佳世子，荒川真一，興地隆史. 口
腔ケア合同実習に対する医学科 · 歯学科学生の学び―テキストマイニングによる自由記述の分析―. 第 8回
日本歯科衛生教育学会学術大会 2017.11.25 大阪

62. 砂川光宏. 歯科医療で注意すべき感染症と感染予防対策の理論と実際. 日本歯内療法学会平成 29年度臨床研
修会 2017.12.10 大阪

63. Kawashima N, Noda S, Yamamoto M, Okiji T. Hard-tissue forming properties of dental pulp derived-
mesenchymal stem cells. 2017 Faculty Annual Scientific Meeting of Hong Kong University 2017.12.14
Prince Philip Dental Hospital, Hong Kong University, Hong Kong

[受賞]

1. 金子友厚, 伊藤崇史, 末山有希子, 顧彬, 興地隆史. 日本歯科保存学会ジーシー優秀ポスター賞, 日本歯科保存
学会, 2017年 06月

2. 砂川光宏，厚生労働大臣表彰, 厚生労働省, 2017年 10月

3. Outstanding Reviewer Status for Archives of Oral Biology in the past two years, 2017年 11月

[その他業績]

1. 2017 Marquis Who’s Who Lifetime Award Winner, 2017年 06月
We are pleased to announce that Marquis Who’s Who has selected you for our official 2017 Albert Nelson
Marquis Lifetime Achievement Award. You have been selected to receive this prestigious award as a result
of your hard work and dedication to your profession.

2. マヒドン大学生化学 · 生理学分野とのヒト歯髄感覚に関する共同研究, 2017年 11月
ヒト歯髄感覚の共同研究

[社会貢献活動]

1. 砂川光宏．日本大学歯内療法学特別講義「歯の痛みの基礎と臨床」．日本大学歯学部４年生対象, 日本大学歯
学部, 2011年 04月 01日 - 現在

2. 砂川光宏　平成 29年度　日本大学歯学部歯内療法学特別講義「歯の痛みの基礎と臨床』　, 日本大学歯学部,
2017年 04月 17日

3. 砂川光宏　国公私立大学附属病院医療安全 · 感染対策に関する祖語チェックワーキンググループ座長, 国立
大学歯学部長 · 附属病院長会議, 2017年 07月 01日 - 2018年 03月 31日

4. 特別講演会『The インパクトファクター』, クインテッセンス出版, 東京, 2017年 09月 03日

5. 荒木孝二，砂川光宏，松本宏之　平成 29年度第 1回エイズ歯科診療従事者臨床研修, 東京, 2017年 10月 11
日 - 2017年 10月 12日

6. 日中笹川医学協力プロジェクト 　口腔実用技術研修, 日中笹川医学協会, 日中笹川医学協力プロジェクト 　
口腔実用技術研修, 中国四川省成都四川大学華西口腔医学院，中国, 2017年 10月 31日 - 2017年 11月 02日

7. 松本宏之. HIV陽性者を巡る歯科医療, 毎日新聞社, 毎日新聞, 2017年 11月 10日

8. 荒木孝二，砂川光宏，松本宏之　平成 29年度第 2回エイズ歯科診療従事者臨床研修, 東京, 2017年 12月 06
日 - 2017年 12月 07日
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9. 砂川光宏ら　平成 29年度国公私立大学歯学部附属病院医療安全 · 感染対策相互チェック, 大阪, 2017年 12
月 18日

10. 砂川光宏ら　平成 29年度国公私立大学歯学部附属病院医療安全 · 感染対策相互チェック, 鹿児島, 2017年 12
月 26日
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部分床義歯補綴学
Removable Partial Prosthodontics

教　授：若林則幸

准教授：笛木賢治

講　師：上野剛史

助　教：
南　一郎，和達重郎，河野英子，和田淳一郎，村上奈津子，高市敦士

医員：　　　
鈴木奈月，新井祐貴，野川秦葉，大坪岳史，稲川英明，稲用友佳，
高草木謙介，中島康雄，松野瞳，渡辺知恵

大学院生：　
磯島慧悟，内倉慶一朗，内田博文，Wang Zuo，大河原久実，
Kittikundecha Nuttaphon，K Zin Myint Oo，斎藤光，佐戸川佑弥，七里侑香，鈴木静，
関絵里奈，譚天博，中村一寿，長山冨治，鍋島玄，林葉子，
葉山博工，平澤正洋，山崎俊輝

( 1 ) 分野概要

　部分床義歯補綴学（ぶぶんしょうぎしほてつがく）は，歯科補綴学第一講座，摂食機能構築学分野から引き継が
れました．
　一歯の欠損から一歯が残存した状態まで，幅広い歯の欠損症例に対して実施する義歯に関わる技術と学問を推
進しています．従来ある学術基盤に加え，現代と未来の社会に適応する新しい補綴学の推進に取り組んでいます．

( 2 ) 研究活動

１．部分床義歯装着患者の口腔機能と生理学　　
２．応力解析に基づく部分床義歯の設計学
３．義歯用材料の開発と臨床応用
４．義歯装着者の口腔組織に関する生物学
５．部分床義歯の疫学と教育学

( 3 ) 教育活動

歯学科
１年
早期臨床体験実習（モジュール：歯学入門）
３年
歯型彫刻（ユニット：人体の構造と機能）
臨床歯学イントロダクション（モジュール：臨床歯学イントロダクション）
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各診療科における診療の補助Ⅰ，Ⅱ（モジュール：臨床予備実習）
咬合回復基礎（モジュール：咬合回復）
選択コース 1-C：研究論文作成 · 特許取得（モジュール：学年混合選択セミナー）
４年
研究実習
部分床義歯補綴（モジュール：咬合回復）
咬合回復統合（モジュール：咬合回復Ⅱ）
臨床体験実習
５年
ケーススタディ（モジュール：発展歯科臨床）
包括臨床実習 Phase I（モジュール：包括臨床実習）
包括臨床実習 Phase II(A)（モジュール：包括臨床実習）
６年
包括臨床実習 Phase II(B)（モジュール：包括臨床実習）
包括臨床実習 Phase III（モジュール：包括臨床実習）

口腔保健学科口腔保健衛生学専攻
２年　臨床歯科医学（ユニット：歯科補綴学）
３年 · ４年　歯科衛生臨床実習（ユニット：歯科衛生臨床実習）

口腔保健学科口腔保健工学専攻
２年　有床義歯工学（ユニット：部分床義歯工学）

( 4 ) 教育方針

　部分床義歯補綴学分野は，主に歯学部の学生を対象として，歯を失った患者の治療に関する臨床教育を行いま
す．教育は講義，テュートリアル，個別指導，シミュレーション，臨床実習を通して行います．

　歯の欠損を有する患者の医療面接，口腔内検査，診断，治療方針の立案，印象採得，咬合採得，義歯の設計と製
作，装着，さらにメインテナンスに至る，すべての診療行為を実施する能力が歯科診療には不可欠です．
　学習の目的は，最新の有床義歯を学習，実践し，将来，臨床医，口腔保健の専門的職業人として向上 · 発展する
のに必要な基盤的な知識と技術を身に付けることです．

( 5 ) 臨床活動および学外活動

　すべての教員と医員が診療に従事し，義歯外来で専門性の高い補綴治療を行っています．我が国において歯の
喪失は減少している一方で，部分床義歯の適応となる患者は増加しています．医局員は他の外来や学外から依頼
された困難な症例を中心に，難易度の高い症例を多く診療しています．また，その専門性に基づく新しい材料の
開発と臨床応用，治験の実施，治療方法の普及への活動も重要な使命です．

( 6 ) 臨床上の特色

　部分床義歯を用いた治療を専門とします．顎口腔の形態回復，咬合，咀嚼，嚥下，発語の生理的機能の向上，口
腔内感覚の保全，および審美性の回復を目的として行っています．
　部分床義歯の治療方法，材料，設計は個々の患者の病歴と訴えに基づいて決定し，最終的には患者の日常生活
に質的な向上がもたらされることが目標です．

( 7 ) 研究業績

[原著]

1. Akihito Uezato, Mitsuhiro Enomoto, Meiyo Tamaoka, Mizue Hobo, Shusuke Inukai, Masayuki Hideshima,
Yasunari Miyazaki, Toru Nishikawa and Kazuyoshi Yagishit. Shorter sleep onset latency in patients
undergoing hyperbaric oxygen treatment Psychiatry and Clinical Neurosciences. 2017.01; 71(1); 73-74
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2. Yoshizo Matsuka, Yoshiyuki Hagiwara, Katsushi Tamaki, Hisahiro Takeuchi, Masanori Fujisawa, Takahiro
Ono, Yoshihiro Tsukiyama, Kan Nagao, Kazuhiro Tsuga, Hideki Aita, Hisatomo Kondo, Kenji Fueki,
Hiroaki Tsukasaki, Keisuke Nishigawa, Shogo Ozawa, Rika Kuwatsuru, Hajime Minakuchi, Toshimitsu
Iinuma, Takashi Matsuura, Kanji Ishibashi, Shigehisa Fujii, Toshihiro Hirai, Keiichi Sasaki, Hirofumi
Yatani, Yoshimasa Igarashi, Yuji Sato, Tetsuo Ichikawa, Tetsuo Yamamori, Takuo Kuboki, Kazuyoshi
Baba, Kiyoshi Koyano, Hironobu Sato, Hideo Matsumura. Reliability and validity of the patient disability-
oriented diagnostic nomenclature system for prosthetic dentistry. J Prosthodont Res. 2017.01; 61(1);
20-33

3. Ayaka Chiba, Takashi Hatayama, Kimisuke Kainose, Masatoshi Nakajima, David H Pashley, Noriyuki
Wakabayashi, Junji Tagami. The influence of elastic moduli of core materials on shear stress distributions
at the adhesive interface in resin built-up teeth. Dent Mater J. 2017.01; 36(1); 95-102

4. Sasipin Lauvahutanon, Maho Shiozawa, Hidekazu Takahashi, Naohiko Iwasaki, Meiko Oki, Werner J.
Finger, Mansuang Arksornnukit. Discoloration of various CAD/CAM blocks after immersion in coffee
Restorative Dentistry and Endodontics. 2017.01; 42(1); 9-18

5. Magdalini Thymi, Corine Visscher, Eiko Yoshida-Kohno, Wim Crielaard, Daniel Wismeijer, and Frank
Lobbezoo.. Associations between sleep-bruxism and (peri-) implant complications: a prospective cohort
study. BDJ Open. 2017.03; 3(17003);

6. K Fueki, E Yoshida-Kohno, N Wakabayashi. Oral health-related quality of life in patients with non-metal
clasp dentures: a randomised cross-over trial. J Oral Rehabil. 2017.05; 44(5); 405-413

7. Chie Watanabe, Junichiro Wada, Koji Mizutani, Hiroshi Watanabe, Noriyuki Wakabayashi. Chronological
grey scale changes in supporting alveolar bone by removable partial denture placement on patients with
periodontal disease: A 6-month follow-up study using digital subtraction analysis. J Dent. 2017.05; 63;
8-13

8. Hiroyuki Ishiyama, Shusuke Inukai, Akira Nishiyama, Masayuki Hideshima, Shuhei Nakamura, Meiyo
Tamaoka, Yasunari Miyazaki, Kenji Fueki, Noriyuki Wakabayashi. Effect of jaw-opening exercise on
prevention of temporomandibular disorders pain associated with oral appliance therapy in obstructive
sleep apnea patients: A randomized, double-blind, placebo-controlled trial J Prosthodont Res.. 2017.07;
61(3); 259-267

9. Chie Yoshihara, Takeshi Ueno, Peng Chen, Yusuke Tsutsumi, Takao Hanawa, Noriyuki Wakabayashi.
Inverse response of osteoblasts and fibroblasts to growth on carbon-deposited titanium surfaces. J. Biomed.
Mater. Res. Part B Appl. Biomater.. 2017.09;

10. Y Inamochi, K Fueki, N Usui, M Taira, N Wakabayashi. Adaptive change in chewing-related brain activity
while wearing a palatal plate: an functional magnetic resonance imaging study. J Oral Rehabil. 2017.10;
44(10); 770-778

11. Yuka Kajima, Atsushi Takaichi, Takayuki Nakamoto, Takahiro Kimura, Nuttaphon Kittikundecha, Yusuke
Tsutsumi, Naoyuki Nomura, Akira Kawasaki, Hidekazu Takahashi, Takao Hanawa, Noriyuki Wakabayashi.
Effect of adding support structures for overhanging part on fatigue strength in selective laser melting.
Journal of the Mechanical Behavior of Biomedical Materials. 2017.11; 78; 1-9

12. Yuya Satokawa, Ichiro Minami, Noriyuki Wakabayashi. Short-term changes in chewing efficiency and
subjective evaluation in normal dentate subjects after insertion of oral appliances with an occlusal flat
table. J Oral Rehabil. 2017.11; 45(2); 116-125

13. Kazuyuki Handa, Natsuko Murakami, Toshiki Yamazaki, Hidekazu Takahashi, Noriyuki Wakabayashi.
The ball-on-disk cyclic wear of CAD/CAM machinable dental composite and ceramic materials Journal
of Oral Science. 2017.12; 59(4); 589-596

14. Masahiro Hirasawa, Chiaki Tsutsumi-Arai, Kensuke Takakusaki, Toyohisa Oya, Kenji Fueki, Noriyuki
Wakabayashi. Superhydrophilic co-polymer coatings on denture surfaces reduce Candida albicans adhesion-
An in vitro study. Arch. Oral Biol.. 2017.12; 87; 143-150
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[書籍等出版物]

1. 全国歯科技工士教育協議会編　. 最新歯科技工士教本 有床義歯技工学（共著）. 2017.02 (ISBN : 978-4-263-
43165-8)

2. 山下秀一郎、佐々木啓一、鱒見進一、谷田部優、馬場一美、服部佳功. パーシャルデンチャー治療　失敗回
避のためのポイント４７. 2017.11 (ISBN : 978-4-7812-0585-4)

[総説]

1. 新井祐貴，風間龍之輔，若林則幸，福島正義. フルジルコニアによるクラウン · ブリッジの即日補綴 歯界展
望. 2017.02; 129(2); 342-352

2. K Fueki, K Baba. Shortened dental arch and prosthetic effect on oral health-related quality of life: a
systematic review and meta-analysis. J Oral Rehabil. 2017.07; 44(7); 563-572

3. 若林則幸, 上野剛史, 笛木賢治. 大連結子と小連結子の設計に連結効果以上の機能を期待する 日補綴会誌.
2017.07; 9(3); 205-210

4. 笛木賢治，稲用友佳. ノンメタルクラスプデンチャーの臨床エビデンスに関するシステマチックレビュー 日
補綴会誌. 2017.10; 9(4); 297-302

[講演 · 口頭発表等]

1. 平澤正洋,堤千明,高草木謙介,高橋英和,笛木賢治,若林則幸. 親水性メタクリルアミドポリマーをコーティン
グした義歯床用PMMAのC.albicans付着抑制効果. 平成 28年度日本補綴歯科学会東関東支部会 2017.02.05
千葉

2. 谷田部 優. わかる、できるノンメタルクラスプデンチャー臨床～適応症、設計、製作、メインテナンス～.
学際企画講演会 2017.03.13 福岡

3. 谷田部 優. わかる、できるノンメタルクラスプデンチャー臨床～適応症、設計、製作、メインテナンス～.
学際企画講演会 2017.03.26 大阪

4. 谷田部 優. パーシャルデンチャーの設計の考え方と臨床—ノンメタルクラスプデンチャーを含む設計の要件
と臨床の勘所—. 和田精密歯研講演会 2017.04.09 福岡

5. 谷田部 優. わかる、できるノンメタルクラスプデンチャー臨床～適応症、設計、製作、メインテナンス～.
学際企画講演会 2017.04.16 東京

6. 谷田部 優. ノンメタルクラスプデンチャー実習コース. 東京医科歯科大学歯科同窓会 CDE 2017.04.23 東京

7. 谷田部 優. パーシャルデンチャーの設計の考え方と臨床—ノンメタルクラスプデンチャーを含む設計の要件
と臨床の勘所—. 和田精密歯研講演会 2017.05.21 南大阪

8. 谷田部 優. パーシャルデンチャーの設計の考え方と臨床—ノンメタルクラスプデンチャーを含む設計の要件
と臨床の勘所—. 和田精密歯研講演会 2017.05.28 三重

9. 谷田部 優. 患者が満足するパーシャルデンチャーの臨床ー欠損の読み方からメインテナンスまでー. 香川県
保険医協会講演会 2017.06.09 香川

10. 谷田部 優. パーシャルデンチャーの設計の考え方と臨床—ノンメタルクラスプデンチャーを含む設計の要件
と臨床の勘所—. 和田精密歯研講演会 2017.06.18 新潟

11. 渡邉知恵，和田淳一郎，水谷幸嗣，渡邊　裕，勝木　梓，若林則幸. 部分床義歯の支台歯周囲骨への経時的
影響　デジタルサブトラクション法による評価. 日本補綴歯科学会第 126回学術大会 2017.07.01 横浜市

12. 稲用友佳，笛木賢治，臼井信男，若林則幸. 口蓋床装着による口腔内環境の変化が健常者の口腔機能と咀嚼
時の脳活動に及ぼす影響. 日本補綴歯科学会　第 126回学術大会 2017.07.01 横浜

13. 葉山博工，笛木賢治，和達重郎，若林則幸.. 口腔内スキャナを用いた下顎部分歯列欠損模型における光学印
象の繰り返し精度比較. 日本補綴歯科学会 第 126回学術大会 2017.07.01 横浜

14. 加嶋祐佳，高市敦士，高橋英和，若林則幸. 積層造形体の疲労強度に与えるサポート構造の影響. 日本補綴
歯科学会　第１２６回学術大会 2017.07.02 横浜
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15. 和田淳一郎，青藍一郎，奈良日出男，若林則幸. 前後すれ違い咬合から短期間で下顎オーバーデンチャーに
移行した症例. 日本補綴歯科学会第 126回学術大会 2017.07.02 横浜

16. 谷田部 優. パーシャルデンチャーの設計の考え方と臨床—ノンメタルクラスプデンチャーを含む設計の要件
と臨床の勘所—. 和田精密歯研講演会 2017.07.30 東京

17. 谷田部 優. パーシャルデンチャーの設計の考え方と臨床—ノンメタルクラスプデンチャーを含む設計の要件
と臨床の勘所—. 和田精密歯研講演会 2017.08.20 奈良

18. 谷田部 優. パーシャルデンチャーの設計の考え方と臨床—ノンメタルクラスプデンチャーを含む設計の要件
と臨床の勘所—. 和田精密歯研講演会 2017.09.03 岐阜

19. 平澤正洋, 堤千明, 高草木謙介, 里村一人, 笛木賢治, 若林則幸. 超親水性ポリマーをコーティングした義歯床
用レジンの C.albicans付着抑制効果．. 第 100回日本細菌学会関東支部総会 2017.09.28 東京

20. Naohiko Iwasaki, Maho Shiozawa, Yusuke Yamamoto, Tetsuya Suzuki and Hidekazu Takahashi. Rela-
tionship among Marginal Reproducibility, Machinability and Mechanical Property of Zirconia Blank for
CAD/CAM System. International Conference on Materials and Systems for Sustainability 2017 ( IC-
MaSS2017), 2nd International Symposium on Creation of Life Innovation Materials for Interdisciplinary
and International Researcher Development (iLIM-2) 2017.09.30 Nagoya University, Nagoya

21. 高市敦士，加嶋祐佳，中本貴之，堤祐介，野村直之，高橋英和，塙隆夫，若林則幸. レーザー積層造形法に
おいてオーバーハング部へのサポート構造の付与が疲労強度に与える影響. 第 70回日本歯科理工学会学術
講演会 2017.10.14 新潟

22. 加嶋祐佳，高市敦士，中本貴之，ナタポン　キットクンダシャー ，野村直之，高橋英和，塙隆夫，若林則幸，
川崎亮. レーザー積層造形法で製作したコバルトクロム合金の異方性制御に有効な熱処理条件の検討. 第 70
回日本歯科理工学会学術講演会 2017.10.14 新潟

23. 加嶋祐佳，高市敦士，中本貴之，ナタポン　キットクンダシャー，野村直之，高橋英和，塙　隆夫，若林則
幸，川崎　亮. レーザー積層造形法で製作したコバルトクロム合金の異方性制御に有効な熱処理条件の検討.
日本歯科理工学会　平成 29年度秋期第 70回学術講演会 2017.10.14 朱鷺メッセ，新潟市

24. 岩崎直彦，安江　透，塩沢真穂，山本宥佑，田中慎二，鈴木哲也，高橋英和. 新しい CAD/CAM用コンポ
ジットレジンの機械的性質. 日本歯科理工学会　平成 29年度秋期第 70回学術講演会 2017.10.14 朱鷺メッ
セ，新潟市

25. 高市敦士，加嶋祐佳，中本貴之，堤　祐介，野村直之，高橋英和，塙　隆夫，若林則幸. レーザー積層造形
法においてオーバーハング部へのサポート構造の付与が疲労強度に与える影響. 日本歯科理工学会　平成 29
年度秋期第 70回学術講演会 2017.10.15 朱鷺メッセ，新潟市

26. 谷田部優. パーシャルデンチャーの設計の考え方と臨床—ノンメタルクラスプデンチャーを含む設計の要件
と臨床の勘所—. 和田精密歯研講演会 2017.10.22 富山

27. 林奨太，秀島雅之，石原直樹，倉島智洋，犬飼周佑，三間裕子，中村周平，藤江俊秀，宮崎泰成，玉岡明洋.
東京医科歯科大学医学部附属病院 · 歯学部附属病院における OSA 患者の CPAP 治療から OA 治療への移
行例の検討. 第 16 回日本睡眠歯科学会総会 · 学術集会 2017.11.04 山口

28. 谷田部優. ノンメタルクラスプデンチャー実習コース. 東京医科歯科大学歯科同窓会 CDE 2017.11.19 東京

29. 鍋島玄. 補綴治療と共に行う栄養指導が部分歯列欠損患者の食事摂取に与える影響. 口腔病学会 2017.11.20
東京医科歯科大学

30. 中村一寿，南　一郎，井川泰葉，和田淳一郎，若林則幸. 頭位の変化が咬合力の方向に及ぼす影響. 第 82回
　口腔病学会学術大会 2017.11.20 東京

31. 谷田部優. ノンメタルクラスプデンチャーの臨床—適応の選択からメインテナンスまでー. 印旛郡市歯科医
師会講演会 2017.11.26 千葉

32. 谷田部優. ノンメタルクラスプデンチャーの臨床—適応の選択からメインテナンスまでー. 八南医師会講演
会 2017.11.26 東京

33. 谷田部優. ノンメタルクラスプデンチャーの臨床—適応の選択からメインテナンスまでー. 印旛郡市歯科医
師会講演会 2017.11.26 千葉
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34. 村上　奈津子. 負担能力の低下した支台歯を残根上とした部分床義歯で過大な咬合力に対応した症例. 平成
29年度公益社団法人日本補綴歯科学会東京支部総会 · 第 21回学術大会 2017.12.02 東京歯科大学水道橋校舎

35. 谷田部優. 欠損を読む目、見る目. 唐津東松浦歯科医師会講演会 2017.12.03 唐津

36. 葉山博工，笛木賢治，和達重郎，若林則幸. 口腔内スキャナを用いた下顎部分歯列欠損模型における光学印
象の真度. 日本補綴歯科学会　東京支部第 21回学術大会 2017.12.03 東京

37. 佐戸川佑弥，南一郎，若林則幸. オクルーザルスプリント装着による短期的変化-健常歯列者の咀嚼効率およ
び主観的評価-. 平成 29年度公益社団法人日本補綴歯科学会　東京支部総会 · 第 21回学術大会 2017.12.03
東京歯科大学

38. Isoshima Keigo, Ueno Takeshi, Hiroki Saito, Tsutsumi Yusuke, Peng Chen, Hisashi Doi, Hanawa Takao,
Wakabayashi Noriyuki. Increased cellular attachment on electropositive titanium surfaces. . The 7th
international conference on mechanics of biomaterials and tissues (MOBT) 2017.12.11 Waikoloa, Hawaii

39. Takeshi Ueno, Noriyuki Wakabayashi, Takahiro Ogawa.. UV pretreatment of titanium decreases intra-
cellular ROS production in osteoblasts. . The 7th international conference on mechanics of biomaterials
and tissues (MOBT) 2017.12.13 Waikoloa, Hawaii

[受賞]

1. デンツプライシロナ賞, 日本補綴歯科学会第 126回学術大会, 2017年 07月

2. デンツプライシロナ賞, 日本補綴歯科学会, 2017年 07月

[社会貢献活動]

1. 大学間国際交流
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インプラント · 口腔再生医学
Oral Implantology and Regenerative Dental Medicine

教授　　　　　　　春日井昇平
准教授　　　　　　塩田真
講師（歯病）　　　立川敬子
講師　　　　　　　黒田真司
助教（歯病）　　　中田秀美

医員　　　　　　　今一裕、藤井政樹、宮原宇将、秋野徳雄、下岸将博
　　　　　　　　　石渡正浩、今北千春、山本麻衣子

大学院生　　　　　濱田泰治、柴崎真樹、井汲玲雄、中村慎太郎、
　　　　　　　　　米田憲哉、MULATI Aierken、MYOE Kyaw Thet
　　　　　　　　　張鵬、THIKE Aung Bobo、WULANSARI Lia Kartika
　　　　　　　
　　　　　　　　　川上紗和子、桑原裕樹、上妻渉、鈴木章弘、田暁慧、
　　　　　　　　　三浦基、Yu Mon Myint、SUN Quan
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　横田香織、三木裕仁、Wai Myo Maung、SUN Xiaolong
　　　　　　　　　 SABBAGH Afnan Ahmed、武市完平、WU Bixi
　　　　　　　　　WANG Fangshou、YEE Mon Shwe、THIHA Tin Kyaw
　　　　　　　　　 XU Jiayun

　　　　　　　　　谷ノ口洋実、飯島甫、佐々木貴浩、山本大輔
　　　　　　　　　 ABDULRAZZAQ Ben Eessn

大学院研究生　　　小山修一、吉田忠正、重松敏充、森川俊彦、
　　　　　　　　　井上一彦、渡邊武、岩田有弘、大原誠司、浜口潤也、
　　　　　　　　　田子内道徹、田辺功貴、宮坂宗充、高橋明寛、
　　　　　　　　　平健人、金柔炅、佐藤瑞希、大庭容子、田村夏帆、
　　　　　　　　　吉村清子、WANG Tianyue、AILI Reziwanguli

研修登録医　　　　小島利文、福富健介、渋谷麗奈、作山葵、鶴見和久、
中村貴弘、中野宗一、赤塚麻帆、佐藤成実

臨床教授　（歯学）勝山英明
臨床准教授（歯学）萩野幸治
臨床准教授（歯学）岡田常司
非常勤講師（歯学）今真帆、伊達佑生、古市祥子、小林裕史、佐藤大輔、
　　　　　　　　　高尚、横山紗和子、小林愛
非常勤講師（診療）近藤尚知、金井亨
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( 1 ) 分野概要

歯が欠損した場合の治療法として、歯科インプラントを用いた補綴治療（インプラント治療）は極めて有効であ
り、現在広くおこなわれている。しかし、解決されなくてはならない問題も多い。当分野の構成員は、歯学部附
属病院のインプラント外来においてインプラント治療をおこなっている。インプラント外来は、日本口腔インプ
ラント学会と日本顎顔面インプラント学会の研修施設として認定されている。インプラント治療が広くおこなわ
れることによって、インプラント治療後に問題を抱えた患者さんも増加している。当外来にはそのような患者さ
んの来院が多い。また、他医院においてインプラント治療をおこなうことが難しいと言われた患者さんが来院す
ることも多い。このような状況において、当分野は、インプラント治療に関連する材料と手法、インプラント治
療に関連する骨と軟組織の再生法に関する研究をおこなっている。
臨床においても研究においても、常に世界のトップランナーを目指している。

( 2 ) 研究活動

現在インプラント治療は確実で効果的な治療法となっているが、解決されなくてはならない問題点が多く存在す
る。前年に引き続き、以下の研究をおこなった。
(1) インプラントとインプラント支持組織の関係
(2) インプラント上部構造の適正化
(3) インプラント周囲組織の検査方法
(4) インプラント周囲炎の予防と治療
(5) 生体親和性の高いインプラントの開発
(6) 骨および軟組織再生法の開発
(7) 脂肪組織由来幹細胞の分化誘導
研究結果を、関連学会の学術大会で発表し、学術雑誌に論文として発表した。

( 3 ) 教育活動

歯学部歯学科 4年生：インプラント治療に関する講義と実習
歯学部歯学科 6年生：インプラント治療に関する外来実習
歯学部口腔保健学科 3年生：インプラント治療に対する講義
医歯学総合研究科大学院博士課程学生：インプラント治療と歯科における再生医療に関する講義と実習
分野所属の博士課程大学院生 35名：研究指導
分野所属の大学院研究生 22名：臨床と研究指導
外来所属の研修登録医 7名；臨床指導

( 4 ) 教育方針

研究は常に急速に進んでいます。 したがって、今日の常識は将来的には非常識になる可能性が高い。 教科書の内
容が必ずしも正しいとは限りません。 常に柔軟に考えることが重要です。

( 5 ) 臨床活動および学外活動

歯科インプラントクリニックにおいて、部分的または完全無歯顎の多くの患者さんに対してインプラント治療を
おこないました。 軟部組織のマネージメントあるいはまた骨造成が必要な場合、これらの手術をおこないました。
歯科インプラントクリニックの患者数は毎年増加しており、1日当たり約 100人の患者が来院しており、これは当
外来の能力をはるかに超えています。 2017年に約 1,700本のインプラントを埋入しました。他の診療所で治療を
受けて臨床的な問題を抱えている患者さんが増えており、これは大きな懸念事項です。 そのような患者が来院し、
そのほとんどの問題を解決しました。

( 6 ) 臨床上の特色

長期良好な予後が期待でき、機能的かつ審美的に高いレベルの治療を提供している。インプラントと再生医療に
関する先端的な臨床研究をおこなっている。



— 101 —

口腔機能再構築学講座

( 7 ) 研究業績

[原著]

1. Kazuhiro Kon, Makoto Shiota, Aoi Sakuyama, Maho Ozeki, Wataru Kozuma, Sawako Kawakami, Shohei
Kasugai. Evaluation of the Alteration of Occlusal Distribution in Unilateral Free-End and Intermediate
Missing Cases. J Oral Implantol. 2017.02; 43(1); 3-7

2. Fuchigami K, Munakata M, Kitazume T, Tachikawa N, Kasugai S, Kuroda S.. A diversity of peri-implant
mucosal thickness by site. Clinical Oral Implants Research. 2017.02; 28(2); 171-176

3. Ono M, Oshima M, Ogawa M, Sonoyama W, Hara ES, Oida Y, Shinkawa S, Nakajima R, Mine A, Hayano
S, Fukumoto S, Kasugai S, Yamaguchi A, Tsuji T, Kuboki T.. Practical whole-tooth restoration utilizing
autologous bioengineered tooth germ transplantation in a postnatal canine model. Scientific Report.
2017.03; 7; 445222

4. Maeda H, Kobayashi H, Miyahara T, Hashimoto Y, Akiyoshi K, Kasugai S. Effects of a polysaccharide
nanogel-crosslinked membrane on wound healing. Journal of Biomedical Material Research B: Applied
Biomaterilas . 2017.04; 105(3); 544-550

5. Nakata H, Yamamoto M, Okada E, Nagayama T, Miyasaka M, Kasugai S, Kuroda S.. Osteogenic Potential
of Adipose-Derived Macrospheroids Cocultured with CD11b+ Monocytes. International Journal of Oral
Maxillofacial Implant. 2017.07; 26(2); 275-283

6. Yajima N, Munakata M, Fuchigami K, Sanda M, Kasugai S.. Influence of bisphosphonates on implant
failure rates and characteristics of postmenopausal woman mandibular jawbone. Journal of Oral Implan-
tology. 2017.09;

7. Boosana KABOOSAYA, Lia Kartika WULANSARI, Trang Nguyen V.N., Kazuhiro AOKI, Shohei KA-
SUGAI. Ligation Period Required to Induce Periodontitis in Mice: Analysis with Micro-computed To-
mography Journal of Oral Tissue Engineering. 2017.10; 15(1); 25-34

8. 川上紗和子，塩田真，今北千春，藤森達也，春日井昇平. 光干渉断層画像診断法によるリアルタイムでの解
剖学的形態把握への試み 2017.11;

9. Lin DING, Peng ZHANG, Xin WANG, Jia HAO, Kazuhiro AOKI, Shinji KURODA, Shohei KASUGAI.
Effect of doxycycline-treated hydroxyapatite surface on bone apposition: A histomophometric study in
murine maxillae Dental Materials Journal. 2017.11;

10. 春日井昇平. 炎症と骨再生 バイオインテグレーション学会誌. 2017.12; 7(1); 1-6

11. Aierken MULATI, Songtao WU, Kazuhiro AOKI, Shohei KASUGAI. Effects of Osteotomy with Drilling
on Osteocytes Journal of Oral Tissue Engineering. 2017.12; 15(2); 95-101

12. Kazuhiro Kon, Makoto Shiota, Maho Ozeki, Shohei Kasugai. The effect of graft bone particle size on
bone augmentation in a rabbit cranial vertical augmentation model: a microcomputed tomography study.
Int J Oral Maxillofac Implants. 29(2); 402-406

[書籍等出版物]

1. 赤川安正　塩田　真　他. よくわかる口腔インプラント学. 医歯薬出版株式会社, 2017.02 (ISBN : 978-4-263-
45800-6)

2. 末瀬一彦　塩田　真　他. インプラントにおける歯科技工. 医歯薬出版株式会社, 2017.04 (ISBN : 978-4-263-
43171-9)

3. 塩田　真　他. 口腔インプラント治療とリスクマネジメント 2015. 医歯薬出版,

[総説]

1. Ding L, Zhang P, Kasugai S. Effect of doxycycline other than an anitibiotic: Stimulating bone regeneration
Journal of Bio-integration. 2017.12; 7(1); 105-108
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[講演 · 口頭発表等]

1. KM. Thu, D. Sato, M. Kanazawa, M. Tanoue, K. Oda, Y. Kadiliya, A. Miyayasu, M. Asami, VL. Thuy,
S. Minakuchi. Single Implant Retained Mandibular Overdenture [ 1-IOD] in Edentulous Patient with
Massive Osteotomy; A Case Report. 37th Myanmar Dental Conference 2017.01.19 Yangon, Myanmar

2. 大原誠司、宗像源博、渕上慧、鈴木章弘、柴崎真樹、立川敬子、塩田　真、春日井昇平. インプラント破折
に関する臨床学的検討. 第 36回日本口腔インプラント学会関東 · 甲信越支部学術大会 2017.02.11 東京

3. 長谷川勇一、立川敬子、塩田　真、春日井昇平. インターナルコネクションの複数歯セメント固定式インプ
ラント上部構造をスクリュー固定式に設計変更する方法. 第 36回日本口腔インプラント学会関東 · 甲信越支
部学術大会 2017.02.11 東京

4. 髙橋明寛、塩田　真、今一裕、秋野徳雄、今北千春、田子内道徹、川上紗和子、春日井昇平. インプラント上部
構造が対合歯に及ぼす影響の検討. 第 36回日本口腔インプラント学会関東 · 甲信越支部学術大会 2017.02.11
東京

5. 塩田　真. 未来と繋がるインプラントの世界. 第 2回WDAI例会 2017.02.12 東京

6. Shinji Kuroda. Anatomy and Imaging, Diagnosis and Treatment Planning . Myanmar Dental Association
Basic Dental Implant Training 2017.02.18 Myanmar

7. 岡田恵美、中田秀美、山本麻衣子、春日井昇平、黒田真司. ビスフォスフォネートの短期作用による骨芽細
胞分化の可能性. 第 16回日本再生医療学会総会 2017.03.07 仙台

8. 川上紗和子，塩田真，今北千春，藤森達也，春日井昇平. 光干渉断層画像診断法によるリアルタイムでの解
剖学的形態把握への試み. バイオインテグレーション学会 2017.03.12 仙台

9. 川上紗和子，塩田真，今北千春，藤森達也，春日井昇平. 光干渉断層画像診断法によるリアルタイムでの解
剖学的形態把握への試み. 2017.03.12

10. 川上紗和子、塩田　真、今北千春、藤森達也、春日井昇平. 光干渉断層画像診断法によるリアルタイムでの
解剖学的形態把握の試み. バイオインテグレーション学会第７回学術大会 2017.03.12 仙台

11. H. Nakata, S. Kuroda, M. Yamamoto, E. Okada, S. Kasugai. Clinical Approach to Peri-implantitis –
A Combination Therapy with Microbial Analysis and Bone Regeneration: A Case Series. The Annual
Meeting of the Academy of Osseointegration 2017.03.15 Orlando, FL, USA

12. S. Kuroda, H. Nakata, S. Kasugai. Functional and Aesthetic Recovery with Implant-Supported Removable
Overdentures and Difficulty of Implant-Supported Fixed Bridges to Multi-Tooth Defects of The Jaws. The
Annual Meeting of the Academy of Osseointegration 2017.03.15 Orlando, FL, USA

13. Kasugai S. Four keys in your daily dental practice and life. Continual Educational Course by Myanmar
Dental Association 2017.03.25 Summit Parkview, Yangon, Myanmar

14. 塩田　真. インプラントガイドライン. 日本歯科先端技術研究所セミナー 2017.04.08 東京

15. 塩田　真. On line Academy教材によるインプラントトピックスの紹介. ITI SC東京 3講演会 2017.04.20
東京

16. 塩田　真. インプラント審美症例を考える. 再建歯学研究会セミナー 2017.05.14 東京

17. Kasugai S. History of dental implant treatmen. Implant design and surface modification.. FINSIA.
Kyocera Exclusive Implant Seminar 2017.05.17

18. 春日井昇平. 歯科インプラント治療と再生医療：再生医療の新しい方向性. 日本先端歯科研究所講演会
2017.06.11 日本先端歯科研究所、東京

19. 春日井昇平. 歯科インプラント治療と再生医療：再生医療の新しい方向性. 日本先端歯科研究所講演会
2017.06.11 東京

20. 岩城麻衣子，金澤　学，宮安杏奈，佐藤大輔，春日井昇平，水口俊介. 即時荷重 2インプラントオーバーデ
ンチャーの前向き臨床研究：5年経過報告. 日本補綴歯科学会第 126回学術大会 2017.06.30 横浜

21. 川上紗和子，塩田真，今一裕，中村慎太郎，藤森達也. 微細軟組織の骨再生に対する効果の予備的検討. 日
本補綴歯科学会 2017.07.01 横浜
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22. 川上紗和子，塩田真，今一裕，中村慎太郎，藤森達也. 微細軟組織の骨再生に対する効果の予備的検討.
2017.07.01

23. 川上紗和子，塩田 真，今 一裕，中村慎太郎，藤森達也 . 微細軟組織の骨再生に対する効果の予備的研究. 第
126回日本補綴歯科学会学術大会 2017.07.01 横浜

24. 塩田　真. インプラント臨床の基礎と実践. 日本インプラント臨床研究会セミナー 2017.07.08 東京

25. 塩田　真. エステティックゾーンのインプラント治療. 総合インプラント研究センターセミナー 2017.07.16
東京

26. Yuriko Komagamine, Manabu Kanazawa, Anna Miyayasu, Vo Lam. Thuy, Yuri Omura, Daisuke Sato,
Shohei Kasugai, Shunsuke Minakuchi. Masticatory Performance with Magnet Retained Mandibular
Two Implant Overdentures. 31st ISDR-SEA 2017.08.12 Taipei International Convention Center, Chinese
Taipei

27. 鈴木章弘、乙丸貴史、中田秀美、今一裕、春日井昇平、黒田真司. 上顎無歯顎に装着された２種の異なる形態
の固定性インプラント支持補綴装置のモード解析. 第 47回日本口腔インプラント学会学術大会 2017.09.02
仙台国際センター

28. Y. Komagamine, M. Kanazawa, D. Sato, A. Miyayasu, M. Asami, R Shimada, KM Thu, VL Thuy, S.
Kasugai, S. Minakuchi. Comparison of patient-reported outcomes between immediately and convention-
ally loaded mandibular two-implant overdentures: A preliminary study. 17th biennial meeting of the
International College of Prosthodontists 2017.09.08 Santiago, Chile

29. M. Kanazawa, M. Iwaki, D. Sato, A. Miyayasu, M. Asami, R Shimada, KM Thu, VL Thuy, S. Kasugai, S.
Minakuchi. Immediate Loading of two-implant mandibular overdentures: 5-year prospective study. 17th
biennial meeting of the International College of Prosthodontists 2017.09.08 Santiago, Chile

30. 春日井昇平. 骨造成に使用する材料：自家骨から骨補填材. 第 47 回日本口腔インプラント学会学術大会
2017.09.17 仙台国際センター、仙台

31. 田子内道徹、今北千春、塩田真、渡邉武、中田秀美、黒田真司、立川敬子、春日井昇平. インプラント外来へ
の新来患者における過去 20年間の臨床統計的調査. 第 47回日本口腔インプラント学会学術大会 2017.09.22
仙台国際センター

32. 田辺功貴、塩田真、今一裕、上妻渉、中田秀美、黒田真司、立川敬子、春日井昇平. インプラント長期症例
における残存天然歯の生存に関連するリスクファクターの検討. 第 47回日本口腔インプラント学会学術大
会 2017.09.22 仙台国際センター

33. 高橋明寛, 塩田真、今一裕、秋野徳雄、今北千春、田子内道徹、川上紗和子、春日井昇平. 長期症例における
インプラント上部構造の対合歯の安定性. 第 47回日本口腔インプラント学会学術大会 2017.09.22 仙台国際
センター、仙台

34. 中村慎太郎、川上紗和子、三田稔、今一裕、塩田真、春日井昇平. ラット口蓋粘膜のmicro-graft suspensionを
利用した骨増生の有効性の検討. 第 47回日本口腔インプラント学会学術大会 2017.09.22 仙台国際センター

35. 中田秀美、黒田真司、山本麻衣子、小林愛、小林裕史、大原誠司、藤井政樹、春日井昇平. インプラント周囲炎
に骨移植と細菌検査による評価をおこなった 3症例. 第 47回日本口腔インプラント学会学術大会 2017.09.22
仙台国際センター、仙台

36. 宮原宇将、大月基弘、中居伸行、和田誠大、秋野徳雄、藤井政樹、鈴木章弘、今一裕、春日井昇平. インプラ
ント周囲炎の治療法に関するディシジョンツリー. 第 47回日本口腔インプラント学会学術大会 2017.09.22

37. 鈴木章弘、乙丸貴史、中田秀美、今一裕、春日井昇平、黒田真司. 上顎無歯顎に装着された 2種の異なる形態の
固定性インプラント支持補綴装置のモード解析. 日本口腔インプラント学会第 47回年次学術大会 2017.09.22
仙台

38. 田子内道徹、今北千春、塩田真、渡邉武、中田秀美、黒田真司、立川敬子、春日井昇平. インプラント外
来への新来患者における過去 20年間の臨床統計的調整. 日本口腔インプラント学会第 47回年次学術大会
2017.09.22

39. 田辺功貴、塩田真、今一裕、上妻渉、中田秀美、黒田真司、立川敬子、春日井昇平. インプラント長期症例
における残存天然歯の生存に関連するリスクファクターの検討. 日本口腔インプラント学会第 47回年次学
術大会 2017.09.22 仙台
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40. 佐藤大輔，金澤　学，岩城麻衣子，金　柔炅，水口俊介，春日井昇平，尾関雅彦. CAD/CAMサージカルテ
ンプレートを用いた即時荷重 2インプラントオーバーデンチャー：5年経過報告. 第 47会日本口腔インプラ
ント学会学術大会 2017.09.22 仙台

41. Emi Okada, Hidemi Nakata, Maiko Yamamoto, Shohei Kasugai, Shinji Kuroda. Feasibility of indirect
osteoblast differentiation by liposomal clodronate. ICMaSS 2017.09.30 名古屋大学

42. 春日井昇平. 組織の治癒能力を活用した骨再生. 第 15回日本再生歯科医学会学術大会 2017.10.21 大阪歯科
大学

43. 春日井昇平. インプラント臨床に必要な４つの鍵. バイオインテグレーション学会法人化記念祝賀会 2017.10.28

44. 關奈央子，金澤学，駒ヶ嶺友梨子，ジャネルモロス，水谷幸嗣，保坂啓一，駒田亘，黒田真司，須永昌代，
川口陽子，森尾郁子，木下淳博. 本学大学院医歯学総合研究科における国際歯科臨床教育コースに対する評
価. 第 82回 口腔病学会学術大会 2017.11.19 東京

45. Kasugai S. Six keys for long term good prognosis in dental implant treatments. Bangkok Implant Sym-
posium 2017 (BIS2017) 2017.12.07 Royal Paragon Hall, Bangkok, Thailand

46. 春日井昇平. 歯科臨床における骨吸収. Dentistry, Quo Vadis? 2017.12.09 星稜会館、東京

47. 川上紗和子，塩田真，今一裕，今北千春，高橋明寛，春日井昇平. 微細軟組織溶液の骨再生促進効果に関す
る予備的検討. 顎顔面インプラント学会 2017.12.09 富山

48. 春日井昇平. インプラント治療で長期良好な予後を得るための 6つの鍵. Biointegration学会研修会 2017.12.16
箱根湯本富士屋ホテル　箱根

[社会貢献活動]

1. 企業との連携活動, 2005年 04月 01日 - 現在

2. 生涯研修指導, 東京医科歯科大学歯学部付属病院, 2005年 04月 01日 - 現在

3. 公開講座, 2005年 04月 01日 - 現在

4. ITI Study Club取りまとめ, 2007年 04月 01日 - 現在

5. 脱タバコ社会に向けた社会活動の支援, 2014年 04月 01日 - 現在

6. インプラント関連一般向けホームページの作成, 2014年 04月 01日 - 現在

7. マスコミへの対応, 2016年 04月 01日 - 現在

8. インドネシア · ジャカルタ日本人学校に於ける健康セミナー · 相談会（黒田）
9. インプラント治療の安全確保と管理

10. 東京都歯科医師会　インプラント治療の現状

11. 本学　生涯研修指導（黒田）
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形成 · 再建外科学
Plastic and Reconstructive Surgery

教授　岡崎　睦 (9月まで）
講師　森　弘樹
助教（医学部附属病院）植村法子
特任助教（医学部附属病院）田中顕太郎
大学院生　高田亜希、東野琢也、本間　勉、宇佐美聡、
浜永真由子、末貞伸子

( 1 ) 研究活動

　形成外科的手技に則した臨床研究を行っており、今後、創傷治癒、組織移植時の免疫、組織工学などの実験研究
を行っていく予定である。
臨床研究
1. 乳房再建における、知覚回復と形態予測に関する研究
2. 頭蓋底再建における、各種再建材料の安定性の評価と、頭蓋底欠損のタイプによる再建法のアルゴリズムの開発
3. 機能温存を重視した、口腔 · 咽頭癌切除後再建法の開発
4. 顔面神経麻痺の症状の分類と、静的及び動的再建術を組み合わせた形成術
5. 眼瞼下垂の分類と形成法のアルゴリズムの開発
6. 虚血肢に対する客観的評価と創傷治癒の機序を生かした治療法
7. 乳頭乳輪再建における医療用刺青の色再現性と経時的変化に関する前向き研究
など
基礎研究
1. 炎症性色素沈着の、機序と予防法に関する研究
2. 低瘢痕創傷治癒の可能性に関する研究
3. インドシアニングリーンを用いた皮弁の血行と血流支配領域に関する研究
4. 各種皮弁 · 全層皮膚のドナー特異性に関する研究
5. 皮膚構成細胞の細胞運命解析による皮膚の老化 · 再生機序の解明
6. 脱神経皮弁における神経再生の機序の解明 皮膚からのシグナルに着目して
7. 神経電気刺激法の応用による末梢神経分枝の特異的再生法～過誤支配のない神経再生
8. ヒト爪細胞におけるWnt活性の重要性の検討
9. 移植神経軸索再生と移植床および移植組織の血流量との関連についての定量的解析

( 2 ) 教育活動

形成外科は、診療科としては、主として体表の形態 · 機能の再建を担当し、その領域には全身が含まれる。診断学
より治療学（そのほとんどが手術）の比重が高く、顔面 · 頸部、手足など人目につく部位を扱うことが多いため、
外見にも配慮した治療結果が求められるのが特徴である。医学生にとって、形成外科は外科系診療科の最も基本
となる診療科であり、将来進む専門分野が何であるかにかかわらず、創傷治癒の機序、組織の愛護的な扱い方を
学ぶことや、外傷や熱傷に対するプライマリーケアを習得することは、医者として必須事項であると考えている。
また、病院内における形成外科の位置づけと、各科との連携によるチーム医療の重要性を理解してもらいたい。ま
ずは、学生が形成外科に興味を持ち、講義や実習が感動の場となるような、教育を目指している。
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( 3 ) 教育方針

［学習目標］
1：形成外科の意味あいを知り、外科学における位置づけを理解する。特に他の外科系各科との関連性、競合性、
合同性について認識する。
2：形成外科の歴史的背景を知り、社会的必要性を理解する。
3：形成外科的基本手技（皮切縫合，植皮，皮弁，その他の組織移植）における器械、手技を理解し、その結果、
どこまで機能的、整容的に修復できるかを知る。
4：形成外科的疾患（皮膚の形成外科，頭部頭蓋の形成外科，顔面，躯幹，四肢の形成外科，整容外科）を認識し
理解する。
5：将来的に可能な形成外科的な臓器移植、ならびに組織移植について理解する。
6：生体組織に代用できる人工物質について認識し、将来における代用組織開発への洞察力を養う。
［修得すべき知識 · 技術に関する目標］
1：形成外科とは何であるか、どうして必要であるかを説明できる。
2：どんな疾患が形成外科に含まれるかを患者または各科の医師に助言でき、適切な対応ができる。
3：それぞれの患者についてどの様な治療方法がとられるべきかの判断ができる。
4：形成外科的基本手技に用いられる器具の取り扱い、縫合糸の選択ができ、どの様な手技が用いられるべきか科
学的に論述できる。
卒後教育では、初期臨床研修後の４年間の形成外科研修後、日本形成外科学会認定医の資格が取得できるよう研
修プログラムを組み、更に一定の臨床経験を積んだ後に以下に述べるような研究活動に取り組み、形成外科学の
最前線を開拓する臨床医であると同時に、研究者としても研鑽を積むことを目標としている。

( 4 ) 臨床上の特色

　形成外科は外表に表われるすべての醜形を取り扱うため、疾患は多岐にわたり、その対象は全年代に及ぶ。ま
た形成外科医療は全人的なものであり、形成外科医個人によって成り立つものではなく、関連各科との密接な連
携が必要である。具体的には小児先天異常は小児科と、また腫瘍切除後の再建では、耳鼻科、頭頸部外科、口腔外
科、婦人科、整形外科、一般外科などと関連が深い。特に本学においては今後、歯学部各科と連携することによ
り、唇、顎、口蓋裂などの先天異常の治療ならびに腫瘍切除後組織欠損の再建についてより総合的に検討してい
く予定である。

( 5 ) 研究業績

[原著]

1. Yoko Maruyama, Keita Inoue, Keita Mori, Katsuya Gorai, Ryo Shimamoto, Tetsuro Onitsuka, Hiroyoshi
Iguchi, Mutsumi Okazaki, Masahiro Nakagawa. Neutrophil-lymphocyte ratio and platelet-lymphocyte
ratio as predictors of wound healing failure in head and neck reconstruction. Acta Otolaryngol.. 2017.01;
137(1); 106-110

2. 大久保 ありさ, 美原 留奈, 清水 寛章, 田邉 裕美. まれな部位に生じた microcystic adnexal carcinomaの 2
例 日本形成外科学会会誌. 2017.02; 37(2); 71-78

3. Runa Mihara, Hiroki Mori, Mutsumi Okazaki. Nipple Reconstruction with Dorsal Skin Provides Better
Projection than Reconstruction with Abdominal or Breast Skin with Cartilage Grafting. Aesthetic Plast
Surg. 2017.02; 41(1); 31-35

4. Satoshi Usami, Mutsumi Okazaki. Fingertip reconstruction with a posterior interosseous artery perforator
flap: A minimally invasive procedure for donor and recipient sites. J Plast Reconstr Aesthet Surg. 2017.02;
70(2); 166-172

5. 萩原 理生, 森 弘樹, 植村 法子, 安永 能周, 岡崎 睦. 移植した筋体温存型広背筋皮弁上に帯状疱疹を発症した
1例 日本形成外科学会会誌. 2017.04; 37(4);

6. Satoshi Usami, Mutsumi Okazaki, Tomohisa Nitta, Noriko Uemura, Tsutomu Homma, Keiichi Akita.
Histological investigation of common insensate flaps obtained from the hand and forearm regions for use
in fingertip reconstruction. J Plast Surg Hand Surg. 2017.06; 51(3); 182-186
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7. Tsutomu Homma, Mutsumi Okazaki, Kentaro Tanaka, Noriko Uemura. Simultaneous Surgical Treatment
for Smile Dysfunction and Lagophthalmos Involving a Dual Latissimus Dorsi Flap. Plast Reconstr Surg
Glob Open. 2017.07; 5(7); e1370

8. Kohei Nojima, Takeshi Namiki, Takaaki Hanafusa, Masahiro Yamamoto, Keiko Miura, Kentaro Tanaka,
Masaru Tanaka, Hiroo Yokozeki. A case of mucoepidermoid carcinoma presenting as a subcutaneous
tumour of the cheek. Eur J Dermatol. 2017.08; 27(4); 403-405

9. Takeshi Namiki, Kohei Nojima, Takaaki Hanafusa, Hiroki Mori, Mutsumi Okazaki, Keiko Miura, Masaru
Tanaka, Hiroo Yokozeki. A case of basal cell carcinoma with a neighbouring melanocytic nevus: dermo-
scopic features. Eur J Dermatol. 2017.08; 27(4); 441-442

10. Kentaro Tanaka, Kimihiro Igari, Mitsuhiro Kishino, Satoshi Usami, Tsutomu Homma, Takahiro Toyofuku,
Yoshinori Inoue, Mutsumi Okazaki. The possibility of free tissue transfer as a nutrient flap for critical
ischemic foot: A case report. Microsurgery. 2017.09; 37(6); 694-698

11. 植村 法子, 岡崎 睦, 森 弘樹. 患者が選択する女性化乳房手術のアプローチ　乳輪縁切開とランダム切開 日
本形成外科学会会誌. 2017.09; 37(9); 497-502

12. 浜永真由子,森　弘樹, 植村法子, 岡崎　睦. 乳房インプラントの回転　エキスパンダー · インプラントの選
択との関連性について Oncoplastic Breast Surgery. 2017.09; 2; 78-83

13. 森　弘樹,美原留奈, 岡崎　睦. 背部皮膚で再建した乳頭は腹部皮膚と軟骨移植もしくは胸部皮膚と軟骨移植
で再建した乳頭よりも突出を維持できる 形成外科. 2017.09; 60(9); 1054-1055

14. 田中顕太郎,岡崎　睦. 形成外科　珠玉のオペ [ 1] 基本編ー次世代に継承したい秘伝のテクニック 形成外科.
2017.11; 60; 207-212

15. 宇佐美 聡, 河原 三四郎, 鈴木 英嗣, 稲見 浩平. 母指 CM関節症に対する耳介軟骨移植による resurfacing
arthroplasty 日本手外科学会雑誌. 2017.11; 34(2); 38-42

16. 岡崎　睦. 遊離皮弁移植術（マイクロ手術） 2017.11; 10; 155-166

[書籍等出版物]

1. 宇佐美聡. 指尖、局所皮弁 第 2巻　上肢 · 手指. 克誠堂, 2017.04

2. 岡崎　睦. 胸背動脈穿通枝皮弁　形成外科治療手技全書　Ⅱ　形成外科の基本手技 2　. 克誠堂, 2017.04

3. 岡崎　睦. 広背筋皮弁　形成外科治療手技全書　Ⅱ　形成外科の基本手技 2　　. 克誠堂, 2017.04

4. 岡崎　睦. 創傷治療の原理　外科系医師が知っておくべき創傷治療のすべて. 南江堂, 2017.04

5. 田中顕太郎,岡崎　睦. 10.上顎癌における上顎全摘術 · 拡大上顎全摘術 4)facial dismasking法の適応とコツ
イラスト手術手技のコツ　耳鼻咽喉科 · 頭頚部外科. 2017.11

6. 田中顕太郎,岡崎　睦. 2.遊離皮弁による再建外科の基本 4)腓骨皮弁③皮弁採取と骨の成形 イラスト手術手
技のコツ　耳鼻咽喉科 · 頭頚部外科. 東京医学社, 2017.11

7. 田中顕太郎,岡崎　睦. 2.遊離皮弁による再建外科の基本 4)腓骨皮弁②用途に応じたデザイニング イラスト
手術手技のコツ　耳鼻咽喉科 · 頭頚部外科. 東京医学社, 2017.11

8. 田中顕太郎,岡崎　睦. 2.遊離皮弁による再建外科の基本　 4)腓骨皮弁①採取のための臨床解剖　イラスト
手術手技のコツ　耳鼻咽喉科 · 頭頚部外科. 2017.11

9. 岡崎　睦. 腓腹神経　採取のための臨床解剖、採取のコツと採取部への対応　イラスト手術手技のコツ　耳
鼻咽喉科 · 頭頚部外科. 東京医学社, 2017.11
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[講演 · 口頭発表等]

1. 石井義剛, 岡崎　睦, 田村まり子. BCG接種後に皮下膿瘍を形成した一例. 第 26回東京医科歯科大学形成外
科集談会 2017.01.28 文京区

2. 今井和也, 森　弘樹, 田中顕太郎, 岡崎　睦. 植込み型心臓電子機器（ICEDs）の露出 · 感染-レーザーによ
る経静脈的デバイス全抜去法導入後の傾向と対策. 第 26回東京医科歯科大学形成外科集談会 2017.01.28 文
京区

3. 宇佐美聡, 河原三四郎, 稲見浩平. Hemi-Hamate移植により再建した PIP関節脱臼骨折後変形の 1例. 第 26
回東京医科歯科大学形成外科集談会 2017.01.28 文京区

4. 宇佐美聡, 河原三四郎, 鈴木英嗣, 稲見浩平. 術前MRIで屈筋腱内に腫瘍様病変を確認した慢性増殖性腱鞘
炎の 1例. 第 31回東日本手外科研究会 2017.02.11 札幌市

5. 植村法子, 岡崎　睦, 今井和也, 森　弘樹. 眉毛下アプローチによる余剰皮膚切除と前頭筋吊り上げの同時手
術. 第 22回日本形成外科手術手技学会 2017.02.18 大田区

6. 田中顕太郎, . 関節突起も含めた下顎切除症例での顎関節再建. 医病歯病合同症例検討会 2017.03.17 文京区

7. 田中顕太郎, 森　弘樹, 末貞伸子, 植村法子, 岡崎　睦. 腹部正中の腹壁瘢痕ヘルニア修復術後の長期成績. 第
60回日本形成外科学会総会学術集会 2017.04.13 大阪市

8. 森　弘樹, 植村法子, 田中顕太郎, 末貞伸子, 岡崎　睦. 挿入乳房インプラントと再建乳房の幅と突出の比較
研究. 第 60回日本形成外科学会総会学術集会 2017.04.13 大阪市

9. 森　弘樹, 植村法子, 西村祐紀, 田中顕太郎, 末貞伸子, 岡崎　睦. 患者報告アウトカムから考える「上から目
線の乳房写真評価」-よりよい自家組織再建を目指して-. 第 60回日本形成外科学会総会学術集会 2017.04.14
大阪市

10. 宇佐美聡, 岡崎　睦, 新田智久, 植村法子. 指尖部再建のための組織解剖学的検討～指尖組織と類似した非知
覚皮弁はどこか～. 第 60回日本手外科学会学術集会 2017.04.28 名古屋市

11. 宇佐美聡, 河原三四郎, 鈴木英嗣, 稲見浩平. EatonⅢ　母指 CM関節症に対する耳介軟骨移植術. 第 60回
日本手外科学会学術集会 2017.04.28 名古屋市

12. 今井和也, 岡崎　睦, 田中顕太郎, 植村法子, 本間　勉. ハイスピードカメラを用いた陳旧性顔面神経麻痺患
者における瞬目解析 (第 1報). 第 40回日本顔面神経学会 2017.05.30 さいたま市

13. 岡崎　睦. 頭蓋顔面領域における機能と整容の改善を目的とした二次再建―顔面神経麻痺の再建を中心に―.
第 40回日本顔面神経学会 2017.05.31 さいたま市

14. 植村法子, 岡崎　睦, 本間　勉, 今井和也, 田中顕太郎. 顔面神経麻痺後遺症患者の瞼裂高と瞼裂幅の変化. 第
40回日本顔面神経学会 2017.06.01 さいたま市

15. 本間　勉, 植村法子, 岡崎　睦. 積分筋電図を用いた顔面神経麻痺に対するボツリヌストキシン治療の効果判
定. 第 40回日本顔面神経学会 2017.06.01 さいたま市

16. 田中顕太郎, 末貞伸子, 本間　勉, 坪井憲司, 西村祐紀, 今井和也, 寺邑千尋, 野村文敬, 菅原貴志, 朝蔭孝宏,
岡崎　睦. 局所皮弁と遊離組織移植を組み合わせた頭蓋底再建～marginal determinationという考え方. 第
41回日本頭頸部癌学会 2017.06.08 京都市

17. 末貞伸子, 田中顕太郎, 岡崎　睦. 上顎軟部再建術後の変形の検討. 第 41回日本頭頸部癌学会 2017.06.08 京
都市

18. Usami S, Inami K. Fingertip reconstruction using posterior interosseous artery perforator flap. 9th
Congress of World Society for Reconstructive Microsurgery-WSRM2017 2017.06.14 Seoul Korea

19. Tanaka Ken, Okazaki M. The Role of Microsurgery in the face of Peripheral Vascular Disease in the
Diabetic Foot. 9th Congress of World Society for Reconstructive Microsurgery 2017.06.15 Seoul Korea

20. 田中顕太郎, 末貞伸子, 岡崎　睦. 中頭蓋窩欠損に対する再建手術適応のストラテジー　 Treatment strategy
of reconstructive surgery indication for middle skull base defect. 第 29回日本頭蓋底外学会 2017.06.16 松
本市
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21. 田中顕太郎, 本間　勉, 清水寛章, 寺邑千尋, 岡崎　睦. CLIにおける下肢血管と移植組織血管のネットワー
ク形成および相互作用. 第 9回日本創傷外科学会 2017.07.06 岐阜市

22. 森　弘樹, 植村法子, 本間　勉, 今井和也, 岡崎　睦. 遊離皮弁による乳房再建術後 10日目に吻合部破綻をき
たした 1例. 第 9回日本創傷外科学会 2017.07.06 岐阜市

23. 植村法子, 岡崎　睦, 本間　勉. 顔面神経麻痺後遺症に対するボトックス治療. 第 27回東京医科歯科大学形
成外科集談会 2017.07.08 文京区

24. 石井義剛. フェノール法施行後にケロイド形成を来した 1 例. 第 27 回東京医科歯科大学形成外科集談会
2017.07.08 文京区

25. 今井和也, 岡崎　睦, 田中顕太郎, 植村法子, 本間　勉. 陳旧性顔面神経麻痺患者におけるハイスピードカメ
ラを用いた自発性瞬目の解析. 第 27回東京医科歯科大学形成外科集談会 2017.07.08

26. 浜永真由子, 寺邑千尋, 梅田　整. 先天性正中鼻瘻孔の一例. 第 27 回東京医科歯科大学形成外科集談会
2017.07.08 文京区

27. 宇佐美聡, 鈴木英嗣, 岩本卓司, 稲見浩平. 血管柄付き大腿骨内顆移植により治療した上肢骨幹部偽関節の２
例. 第 27回東京医科歯科大学形成外科集談会 2017.07.08 文京区

28. 森　弘樹, 中川剛士, 小田剛史. 患者報告アウトカムから考える上から目線の乳房写真評価. 第 25回日本乳
癌学会 2017.07.13 福岡市

29. 岡崎　睦. 形成外科における Think　 different. 平成 29年度京都大学形成外科集談会 2017.08.15 京都市

30. 宇佐美聡, 河原三四郎, 深井敦大, 稲見浩平. Mini TightRopeによる suspension plastyと耳介軟骨移植による
resurfacing arthroplastyを併用した母指 CM関節症の治療. 第 10回手関節外科ワークショップ 2017.09.02
文京区

31. 植村法子, 渡辺　修, 長谷川圭, 高松友里, 末貞伸子, 森　弘樹, 中川剛士, 岡崎　睦. 非常勤形成外科医によ
る地域密着型乳がん診療重点病院における乳房再建. 第 5回日本乳房オンコプラスティックサージャリー学
会 2017.09.22 墨田区

32. 森　弘樹, 植村法子, 岡崎　睦. 改良した埋没引き込み縫合法による乳房下溝線形成. 第 5回日本乳房オンコ
プラスティックサージャリー学会 2017.09.22 墨田区

33. 森　弘樹, 庄司未樹, 館　正弘, 柏木圭介, 橋本一郎. 乳房再建術後の局所再発の診断方法. 第 5回日本乳房オ
ンコプラスティックサージャリー学会 2017.09.22 墨田区

34. 本間　勉, 植村法子, 岡崎　睦, 森　弘樹. 顔面神経麻痺に対するボツリヌストキシン治療の複数回施行によ
る治療効果の検討. 第 26回日本形成外科学会基礎学術集会 2017.10.19 大阪市

35. 森　弘樹, 植村法子, 浜永真由子, 末貞信子, 本間　勉, 岡崎　睦. 接触型と非接触型の角化細胞 · 後根神経節
細胞共培養での神経栄養因子の発見. 第 26回日本形成外科学会基礎学術集会 2017.10.20 大阪市

36. 岡崎　睦. 赴任先に応じて形成外科医を自然体で楽しむ. 第 39回茨城医学会形成外科分科会 2017.11.11 水
戸市

37. 本間　勉, 岡崎　睦, 植村法子, 森　弘樹. 深在性エリテマトーデスに伴う頬部陥凹に対する胸背動脈穿通枝
脂肪弁再建～再燃 · 軽快を繰り返した長期経過. 第 35回日本頭蓋顎顔面外科学会学術集会 2017.11.16 福岡市

38. 東野琢也, 岡崎　睦, 森　弘樹. 感覚神経の走行形態を考慮した上眼瞼の局所麻酔に関する考察. 第 35回日
本頭蓋顎顔面外科学会総会学術集会 2017.11.17 福岡市

39. 森　弘樹, 植村法子, 田中顕太郎, 末貞伸子, 本間　勉, 岡崎　睦. 眼瞼痙攣手術における眉毛上アプローチの
役割. 第 35回日本頭蓋顎顔面外科学会 2017.11.17 福岡市

40. 田中顕太郎, 岡崎　睦, 末貞伸子. 頭頸部再建手術における（外頸）動脈端側吻会の有用性. 第 44回日本マ
イクロサージャリー学会学術集会 2017.12.07 宮崎市

41. 宇佐美聡, 稲見浩平, 平瀬雄一. Free-style pedicled perforator flapによる指背再建. 第 44回日本マイクロ
サージャリー学会 2017.12.07 宮崎市

42. 宇佐美聡, 稲見浩平, 平瀬雄一. Free flapによる指尖部再建は局所皮弁より優れているのか？ . 第 44回日本
マイクロサージャリー学会 2017.12.08 宮崎市

43. 森　弘樹, 田中顕太郎, 末貞伸子, 本間　勉, 岡崎　睦. 赤外観察カメラシステムは腹部皮弁での乳房再建の
成績を向上させるか？ . 第 44回日本マイクロサージャリー学会 2017.12.08
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[受賞]

1. 平成 28年度学術奨励賞, 2017年 04月
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頭頸部外科学
Head and Neck Surgery

教　　授：　朝蔭孝宏
講　　師：　有泉陽介
助　　教：　清川佑介、野村文敬（3月まで）
医　　員：　田崎彰久、岡田隆平（2月まで）、河邉浩明（3月から）
大学院生：　福島啓文、得丸貴夫、岸川正大

( 1 ) 分野概要

頭頸部外科の対象は，頭蓋顔面および頸部のうち頭蓋内，眼窩内および頸椎を除いた全ての領域の疾患である．
主に頭頸部領域の腫瘍の診断と治療に関しての研究 · 臨床 · 教育を行っている。

( 2 ) 研究活動

大きなテーマは機能と形態を考慮した頭頸部 (悪性)腫瘍の治療である．具体的には以下の研究があげられる．
· 顔面深部 · 頭蓋底手術における新しいアプローチ法の開発
· 頭蓋底外科のための臨床解剖
· 頭頸部癌の頸部リンパ節転移に対する標準的治療法の確立
· 小児頭頸部腫瘍に対する外科的治療
· 頭頸部癌に対する化学放射線療法
· 頭蓋底手術に対するナビゲーション手術と 3D実態モデルの臨床応用
· 頭頸部表在癌の診断と治療
· 新しい頭頸部用デジタル内視鏡の開発
· 頭頸部癌におけるヒトパピローマウィルスの研究
· 飲酒関連遺伝子多型と頭頸部癌の研究

( 3 ) 教育活動

医学部 · 歯学部学生の卒前教育として、医歯学融合教育の頭頸部ブロックを担当している。また、医学部学生の臨
床実習を耳鼻咽喉科と共同で病棟，外来，手術室で実際の診療を指導している。
卒後教育として、頭頸部外科学を初期研修医および後期研修医 · レジデントを対象に臨床教育を中心として行い、
さらに学会発表や論文作成の指導を行っている。

( 4 ) 教育方針

卒前教育は，系統講義では主として頭頸部腫瘍の診断と治療について，本教室のスタッフのみならず，学内他科
あるいは学外の臨床病院の第一線で頭頸部腫瘍の治療に携わる医師を講師として招き，その概念から最新の知見
に至るまで横断的に学ぶ．
臨床実習では耳鼻咽喉科とともに病棟，外来，手術室で実際の診療を体験する．
卒後教育は耳鼻咽喉科頭頸部外科全般について研修することから始まる．学内および関連病院における実地医療
を通して外来診療から手術に至るまでを学ぶ．さらに一年目から積極的に研究，学会発表を行い，論文作成をす
るよう指導している
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( 5 ) 臨床活動および学外活動

医学部附属病院頭頸部外科において、頭頸部癌を中心とした疾患の診断と治療を行っている。
対象は、上咽頭、中咽頭、下咽頭、喉頭、唾液腺、口腔、鼻副鼻腔、甲状腺、聴器、副咽頭間隙、頸部、頭蓋底の
腫瘍全般である。

( 6 ) 臨床上の特色

頭頸部領域は生命維持に最低限必要な呼吸と嚥下機能，あるいは社会生活に欠かすことのできない重要なコミュ
ニケーション手段である発声構音，聴覚といった機能を受け持つ．
また，顔面 · 頸部は審美的にも重要である．
頭頸部領域の疾患の治療に際しては，単に根治性を目指すだけでなくこれらの機能と形態の保持，回復をはかる
べく各疾患，各症例ごとにきめの細かな対応が要求される．
特に，最近では小児の頭頸部腫瘍の症例が多く紹介されるようになり，より形態や機能の温存を目指した手術が
要求されるようになってきている．
当科では、関連各科と協力して頭頸部頭蓋底腫瘍センターを担当し、幅の広い診療体制を構築している。

( 7 ) 研究業績

[原著]

1. Kenro Kawada, Tatsuyuki Kawano, Taro Sugimoto, Kazuya Yamaguchi, Yuudai Kawamura, Toshihiro
Matsui, Masafumi Okuda, Taichi Ogo, Yuuichiro Kume, Yutaka Nakajima, Andres Mora, Takuya Okada,
Akihiro Hoshino, Yutaka Tokairin, Yasuaki Nakajima, Ryuhei Okada, Yusuke Kiyokawa, Fuminori No-
mura, Takahiro Asakage, Ryo Shimoda, Takashi Ito. Case of Superficial Cancer Located at the Pharyn-
goesophageal Junction Which Was Dissected by Endoscopic Laryngopharyngeal Surgery Combined with
Endoscopic Submucosal Dissection. Case Rep Otolaryngol. 2017.01; 2017; 1341059

2. 岡村武志、別府武、他. 科学歯肉原発の稀な粘表皮癌の１例 埼玉県医学会雑誌. 2017.01; ５２ (１); ３３３-
３３７

3. 八木原一博、石井純一,別府武、他. 骨吸収抑制薬関連顎骨壊死 (ARONJ)が疑われた下顎骨中心性癌の 1例
埼玉県医学会雑誌. 2017.01; ５２ (１); ３２７-３３２

4. Hamahata A, Beppu T, Tokumaru ,et al. A Comparison of Large Soft Palate Defect Reconstruction Using
the New "Tunnel Structure" and Traditional "Port Structure" Methods. J Reconstr Microsurg. 2017.01;
33(1); 70-76

5. Shinozaki T, Ebihara ,Beppu T,et al. Quality of life and functional status of terminally ill head and neck
cancer patients: a nation-wide, prospective observational study at tertiary cancer centers in Japan. Jpn
J Clin Oncol. . 2017.01; 47(1); 47-53

6. kawada k, Kawano T, Sugimoto T，Yamaguchi K,Kawamura Y，Matsui　 T，Okuda M，Ogo T,Kume
　 Y，Nakajima　 Y，Andres Mora, Okada T,Hoshino A, Tokairin Y,Nakajima Y,Okada R,Kiyokawa
Y,Nomura F,Asakage T,Shimoda R,Ito T. Case of Superficial Cancer Located at the Pharyngoesophageal
Junction Which Was Dissected by Endoscopic Laryngopharyngeal Surgery Combined with Endoscopic
Submucosal Dissection. Case Rep Otolaryngol. 2017.01;

7. 有泉 陽介, 朝蔭 孝宏. 【こどもの上手な診かた】　主要症候 · 疾患の診かた 頭頸部腫瘍 耳鼻咽喉科 · 頭頸
部外科. 2017.02; 89(2); 140-144

8. Watanabe Tatsuo, Kurata Takashi, Sano Kenji, Suzuki Shigeru, Kaneko Tomoki, Motobayashi Mitsuo,
Shigemura Tomonari, Sumi Takuro, Koike Kenichi, Nakazawa Yozo. Dramatic Reduction in Tumor Size
During 5 Months of Pazopanib Therapy in Combination With Ifosfamide, Carboplatin, and Etoposide in
an Early Infant With Progressive Soft Tissue Sarcoma. J Pediatr Hematol Oncol. 2017.03; 39(2); 154-156

9. 別府武. 特集　どこが変わった頭頸部がん TNM分類　―原発不明がん 耳鼻咽喉 · 頭頸部外科. 2017.03; ８
９ (１３); １１０５-１１０８
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10. 野村 文敬, 杉本 太郎, 川田 研郎, 角 卓郎, 有泉 陽介, 清川 佑介, 田崎 彰久, 岡田 隆平, 服部 夏子, 河野 辰
幸, 岸本 誠司, 朝蔭 孝宏. セツキシマブ併用放射線療法を施行した下咽頭癌症例に対する経口的救済手術の
検討 頭頸部癌. 2017.04; 43(1); 28-32

11. 野村 文敬, 杉本 太郎, 川田 研郎, 角 卓郎, 有泉 陽介, 清川 佑介, 田崎 彰久, 岡田 隆平, 服部 夏子, 河野 辰
幸, 岸本 誠司, 朝蔭 孝宏. セツキシマブ併用放射線療法を施行した下咽頭癌症例に対する経口的救済手術の
検討 頭頸部癌. 2017.04; 43(1); 28-32

12. 野村 文敬, 杉本 太郎, 川田 研郎, 角 卓郎, 有泉 陽介, 清川 佑介, 田崎 彰久, 岡田 隆平, 服部 夏子, 河野 辰
幸, 岸本 誠司, 朝蔭 孝宏. セツキシマブ併用放射線療法を施行した下咽頭癌症例に対する経口的救済手術の
検討 頭頸部癌. 2017.04; 43(1); 28-32

13. 千田邦明、別府　武. 診断に苦慮した耳鼻咽喉科疾患―私が経験した症例を中心に―　上咽頭癌 MB ENT .
2017.04; 205; 139-144

14. 野村文敬、立石優美子、角卓郎、清川佑介、朝蔭孝宏、他. 縦隔膿瘍との鑑別を要した食道粘膜下腫瘍の 1
例. 日本気管食道科学会会報. 2017.05; ６８; ３１４-３１９

15. Yu Ohkubo, Yoshihiro Saito,Takeshi Beppu,et al. The Treatment results of definitive radiotherapy for
cervical esophageal cancer: a single-institution experience Esophagus . 2017.05; 14; 254-261

16. Okada R, Muro S, Eguchi K, Yagi K, Nasu H, Yamaguchi K, Miwa K, Akita K . The extended bundle of
the tensor veli palatini: Anatomic consideration of the dilating mechanism of the Eustachian tube. Auris
Nasus Larynx. 2017.06;

17. 清川 佑介,野村 文敬, 杉本 太郎, 朝蔭 孝宏. ELPSが有用であった舌根部神経鞘腫の 1例 口腔 · 咽頭科.
2017.06; 30(2); 227-232

18. 高橋 亮介, 有泉 陽介, 岸根 有美, 冨田 誠, 小田 智三. 東京都西多摩地域における扁桃周囲膿瘍症例の検討
日本耳鼻咽喉科学会会報. 2017.06; 120(6); 817-824

19. 朝蔭孝宏. 　上顎洞癌　 今日の治療指針　私はこう治療している. 2017.06;

20. 野村 文敬, 立石 優美子, 角 卓郎, 清川 佑介, 川田 研郎, 東海林 裕, 宮脇 豊, 中島 康晃, 河野 辰幸, 朝蔭 孝
宏. 縦隔膿瘍との鑑別を要した食道粘膜下膿瘍の 1例 日本気管食道学会学会誌. 2017.08; 68(4); 314-319

21. Kawada K, Kawano T, Okada T, Yamaguchi K,Kawamura Y, Matsui T,Okuda M,Ogo T,Kume Y,Nakajima
Y,Anderes Mora,Hoshino A, Tokairin Y, Nakajima Y,Okada R,Kiyokawa Y,Nomura F,Ariizumi Y,Sugimoto
T,Asakage T,Ito T. The usefullness of intra-oropharyngeal U-turm method using trans-nasal endoscopy for
detecting superficial squamous cell carcinoma of the base of the tongue J Otolaryngol ENT Res. 2017.08;
8; 240

22. 岸川 正大, 大野 十央, 末松 由愛, 岡田 隆平, 朝蔭 孝宏. 耳下腺に発生したオンコサイトーマの 2例 頭頸部
外科. 2017.10; 27(2); 247-252

23. 清川 佑介, 有泉 陽介, 野村 文敬, 田崎 彰久, 岡田 隆平, 角田 篤信, 岸本 誠司, 朝蔭 孝宏. 側頭部の線維性骨
異形成症から生じた骨肉腫例 耳鼻咽喉科臨床. 2017.11; 10(11); 765-771

24. 清川 佑介, 有泉 陽介, 野村 文敬, 田崎 彰久, 岡田 隆平, 角田 篤信, 岸本 誠司, 朝蔭 孝宏. 側頭部の線維性骨
異形成症から生じた骨肉腫例 日本耳鼻咽喉科臨床学会. 2017.11; 110(11); 765-771

25. 清川 佑介, 有泉 陽介, 野村 文敬, 田崎 彰久, 岡田 隆平, 角田 篤信, 岸本 誠司, 朝蔭 孝宏. 側頭部の線維性骨
異形成症から生じた骨肉腫例 耳鼻咽喉科臨床. 2017.11; 110(11);

26. 岸川正大，大野十央，末松由愛，岡田隆平，朝蔭孝宏. 耳下腺に発生したオンコサイトーマの 2例． 頭頸部
外科. 2017.11; 27(2); 247-252

27. 清川 佑介, 有泉 陽介, 野村 文敬, 田崎 彰久, 岡田 隆平, 角田 篤信, 岸本 誠司, 朝蔭 孝宏. 側頭部の線維性骨
異形成症から生じた骨肉腫例 耳鼻咽喉科臨床. 2017.11; 110(11); 765-771

28. 川田 研郎, 岡田 卓也, 中島 康晃, 山口 和哉, 川村 雄大, 奥田 将史, 久米 雄一郎, 了徳寺 大郎, 星野 明弘, 東
海林 裕, 岡田 隆平, 清川 佑介, 有泉 陽介, 朝蔭 孝宏, 伊藤 崇, 河野 辰幸. 【咽頭 · 頸部食道癌の診断と治療】
咽頭癌の内視鏡診断　経鼻内視鏡 胃と腸. 2017.12; 52(13); 1665-1673
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29. Yuki Nakajima,Takeshi Beppu,et al. Surgical Treatment for Pulmonary Metastasis of Head and Neck
Cancer: Study of 58 Cases Ana Thorac Cardiovasc Surg. 2017.12;

30. Masahiro Kishikawa, Atsunobu Tsunoda, Yoji Tanaka, Seiji Kishimoto. Large nasopharyngeal inverted
papilloma presenting with rustling tinnitus. Am J Otolaryngol. 35(3); 402-404

[書籍等出版物]

1. 別府武. 耳下腺全摘出術　イラスト手術手技のコツ　耳鼻咽喉科 · 頭頸部外科　咽喉頭頸部編. 東京医学社,
2017.04

2. 角卓郎、岸本誠司. 上咽頭手術　上咽頭線維腫の手術　 5) Maxillary swing法 (アプローチ). イラスト手術
手技のコツ. 東京医学社, 2017.05

3. 角卓郎、野村文敬、朝蔭孝宏. 甲状腺 · 副甲状腺手術　 14 副甲状腺過形成 · 腺腫に対する手術—メチレンブ
ルーによる副甲状腺の同定.. 東京医学社, 2017.06

4. 田崎彰久、朝蔭孝宏. 頭頸部悪性腫瘍術後の経過観察について教えてください. 東京医学社, 2017.09 (ISBN
: 978-4-88563-399-7)

[総説]

1. 朝蔭孝宏. 早期舌癌に対する頸部の取り扱い 耳鼻咽喉科展望. 2017.04; ６０ (５); ８-１５

2. 別府武. 耳下腺癌手術での顔面神経の取り扱い. 頭頸部癌学―診断と治療の再診研究動向―　VIII 頭頸部癌
の治療. 2017.04; ７５ (２); ４０３-４０６

3. 朝蔭孝宏. ここが変わった頭頸部がん TNM分類　口腔がん 耳鼻咽喉科 · 頭頸部外科　. 2017.05; ８９ (１
３); １０６２-１０６７

4. 別府武. 原発不明頸部転移癌に対して原発検索はどのような検査をどこまで行うのでしょうか？ JOHNS.
2017.09; ３３ (９); １１５９-１１６１

[講演 · 口頭発表等]

1. 田崎彰久. TPF療法における FN管理. 御茶ノ水耳鼻 · 頭頸部疾患研究会 2017.01

2. 田崎彰久. 当科におけるレンバチニブの使用経験. Thyroid Cancer Conference in 御茶ノ水 2017.01

3. 朝蔭孝宏. 鼻副鼻腔悪性腫瘍に対する内視鏡下頭蓋底手術の標準化を目指した多施設共同研究　. 日本医療
研究開発機構　Medical Artsの創成に関する研究　公開シンポジウム　 2017.01.15 東京

4. 田崎彰久、清川佑介、野村文敬、岡田隆平、有泉陽介、朝蔭孝宏. 下咽頭に発生した神経鞘腫の一例. 日本
頭頸部外科学会 2017.02

5. 角卓郎. 外科的気道確保—目の前で窒息—どうする？ . 足立区耳鼻咽喉科医会学術講演会 2017.02.01 足立区

6. 田崎彰久、清川佑介、野村文敬、岡田隆平、有泉陽介、朝蔭孝宏. 下咽頭に発生した神経鞘腫の一例. 2017.02.02

7. 山田雅人, 別府　武, 得丸貴夫, . 喉頭全摘出後の咽頭瘻孔についての検討. . 第 27回日本頭頸部外科学会総
会 · 学術講演会　 2017.02.02 東京

8. 河邊浩明、得丸貴夫、千田邦明，別府武. 当科における口腔癌の臨床的検討. 第 27回頭頸部外科学会 2017.02.02
東京

9. 千田邦明、別府　武、得丸貴夫、他. 下咽頭癌における重複癌症例の検討. 第 27回頭頸部外科学会 2017.02.02
東京

10. 岸川正大，大野十央，末松由愛，岡田隆平. 耳下腺に発生した oncocytomaの 2例. 第 27回日本頭頸部外科
学会総会 · 学術講演会 2017.02.03 東京

11. 朝蔭孝宏. 頸部郭清術　手術手技セミナー４. 第 27回日本頭頸部外科学会 2017.02.03 東京

12. 杉山智宣、別府　武、得丸貴夫，他. 喉頭癌 · 下咽頭癌 T３症例における喉頭温存可能症例の特徴. . 第２
７回日本頭頸部外科学会学術講演会 2017.02.03 東京
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13. 別府武. 第 56群　唾液腺悪性２　座長. 第 27日本頭頸部外科学会総会 2017.02.03 東京

14. 朝蔭孝宏. 特別講演　頭蓋底悪性腫瘍に対する治療経験　. 三浦連合耳鼻咽喉科医会学術講演会 2017.02.17
横須賀

15. 朝蔭孝宏. 特別講演　頭蓋底悪性腫瘍に対する包括的治療. 第 31回千葉頭頸部腫瘍研究会 2017.02.18 千葉

16. 別府武. 特別講演：埼玉県立がんセンターにおける頭頸部癌の治療. 上尾市医師会 2017.03.01 上尾市

17. 朝蔭孝宏. 座長　第 10群　悪性腫瘍３. 第 29回日本喉頭科学会総会ならびに学術講演会 2017.04.06 盛岡

18. 朝蔭孝宏. 座長　学術セミナー３　頭蓋底外科の現状. 第 118回日本耳鼻咽喉科学会総会ならびに学術集会
2017.05.17 広島

19. 岡田 隆平, 三輪 好, 朝蔭 孝宏, 秋田 恵一. 口蓋帆張筋と頬筋の解剖学的関係について. 日本耳鼻咽喉科学会
総会 2017.05.18

20. 堤　剛、岡田隆平、清川佑介、野村文敬、有泉陽介、川島慶之、朝蔭孝宏. 外耳道癌手術における外側側頭
骨切除の適応限界について. 第 118回日本耳鼻咽喉科学会総会 · 学術講演会 2017.05.18

21. 野村文敬. 頭蓋底手術について. 第 8回 Tokyo　 H&N　 Seminar 2017.05.26 東京

22. 有泉 陽介, 中川 恵子, 清川 佑介, 立石 優美子, 野村 文敬, 岡田 隆平, 田崎 彰久, 吉村 亮一, 朝蔭 孝宏. 早期
下咽頭癌に対する放射線療法治療成績の後方視的検討. 2017.06.01

23. 別府武. Nivolumab　座長. 頭頸部癌適応承認記念講演会 2017.06.01 川越

24. 朝蔭孝宏. 座長　シンポジウム６　鼻副鼻腔悪性腫瘍に対する外科治療の最適化. 第 41回日本頭頸部癌学会
2017.06.08 京都

25. 河邊浩明、別府　武、得丸貴夫,他. 舌癌の新しいＴＮＭ分類での臨床的検討. 第４１回日本頭頸部癌学会学
術集会 2017.06.08 京大

26. 江口紘太郎、高橋直人、得丸貴夫、別府　武. 蝶形骨洞内再発上咽頭癌に対して内視鏡下に救済手術を行っ
た一例. 第 41回日本頭頸部癌学会　 2017.06.08 京都

27. 河邊浩明、得丸貴夫、千田邦明，別府武. 当科における口腔癌の臨床的検討. 第４１回日本頭頸部癌学会学
術集会　 2017.06.08 京都

28. 小出暢章，別府　武，得丸貴夫，他. 化学療法併用放射線治療後の頭頸部癌再建手術における術後合併症の
検討．. 第 41回日本頭頸部癌学会　 2017.06.08 京都

29. 杉山智宣、別府　武、得丸貴夫、山田雅人、他. 下咽頭梨状陥凹癌における予防的リンパ節郭清の必要性. .
第４１回日本頭頸部癌学会学術集会　 2017.06.08

30. 千田邦明、別府　武、得丸貴夫、他. 下咽頭癌における重複癌症例の検討. 第 41回日本頭頸部癌学会 2017.06.08

31. 得丸貴夫、別府　武、千田邦明、山田雅人、他. 下咽頭扁平上皮癌の新しい分類方法の提案と当科における
臨床成績. 第 27回頭頸部外科学会総会 2017.06.08 東京

32. 得丸貴夫、別府　武、千田邦明、他. 下咽頭扁平上皮癌頸部転移進行症例の臨床検討～ＡＢＣＤ分類におけ
るＣ群 · Ｄ群の検討. 第 41回日本頭頸部癌学会　 2017.06.08 京都

33. 濱畑淳盛、別府　武、得丸貴夫. 当院における甲状腺分化癌気管浸潤例に対する気管再建の検討. 第 41回日
本頭頸部癌学会 2017.06.08 京都

34. 別府武. 第 26群　下咽頭２　座長. 第 41回日本頭頸部癌学会 2017.06.08 京都

35. 川田研郎、河野辰幸、杉本太郎、岡田隆平、野村文敬、清川佑介、有泉陽介、朝蔭孝宏. 舌根表在癌拾い上げ
に置ける上部消化管経鼻内視鏡による中咽頭反転法の有用性. 第４１回日本頭頸部癌学会 2017.06.08 京都

36. 朝守 智明, 野村 文敬, 有泉 陽介, 清川 佑介, 田崎 彰久, 岡田 隆平, 朝蔭 孝宏. 治療強度が減弱されたにもか
かわらず良好な経過をたどった HPV陽性中咽頭癌の一例. 2017.06.09

37. 浜島 智秀，野村 文敬, 有泉 陽介, 清川 佑介, 田崎 彰久, 岡田 隆平, 菅原 貴志, 田中 顕太郎, 朝蔭 孝宏. 顎
関節に発生した色素性絨毛結節性滑膜炎 (Pigmented villonodular synovitis PVNS)の 2例. 第 41回頭頸部
癌学会 2017.06.09 京都
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38. 朝蔭孝宏. 特別企画　ディベート. 第 29回日本頭蓋底外科学会 2017.06.15 東京

39. 別府武. 特別講演　座長. 第 126回埼玉県地方部会学術講演会 2017.06.15 埼玉

40. 朝蔭孝宏. がん免疫療法　適正使用のためのキーポイント. OPDIVO頭頸部癌承認記念講演会 2017.06.17
東京

41. 田崎彰久、有泉陽介、清川佑介、野村文敬、岡田隆平、立石優美子、川田研郎、岡田卓也、朝蔭孝宏. 頭頸
部表在癌の無治療経過観察に関する検討. 2017.07.01 東京

42. 川田研郎、中島康晃、東海林裕、星野明弘、岡田卓也、了徳寺大郎、奥田将史、久米雄一郎、Andres Mora、
川村雄大、山口和哉、岡田隆平、野村文敬、清川佑介、有泉陽介、朝蔭孝宏、伊藤崇、河野辰幸. ELPS+ESD
を行った下咽頭～食道を往来する下咽頭癌の１例. 第１８回頭頸部表在癌研究会 2017.07.01 東京

43. 近藤 景介, 清川 佑介, 大野 慶子, 朝蔭 孝宏. 異時性に大腸癌の甲状腺両葉転移を認めた 1例. 第 79回耳鼻
咽喉科臨床学会総会 · 学術講演会 2017.07.06 下関

44. 朝蔭孝宏. 座長　 P14群副甲状腺. 第 79回耳鼻咽喉科臨床学会 2017.07.06 下関

45. 山田雅人, 別府　武, 得丸貴夫，他. 当院での上顎洞癌に対する RADPLATの治療成績.. 第 79回耳鼻咽喉
科臨床学会 · 学術講演会 2017.07.06 山口

46. 河邊浩明、別府　武、得丸貴夫，他. 当院でレンバチニブを投与した症例の検討. 第 32回　御茶ノ水耳鼻咽
喉科 · 頭頸部外科研究会　 2017.07.08 東京

47. 邊浩明、別府　武、得丸貴夫，他. 舌がんの深さ/最大径の検討. 第 32回　御茶ノ水耳鼻咽喉科 · 頭頸部外
科研究会 2017.07.08 東京

48. 小出暢章、得丸貴夫、山田雅人，別府武. 化学放射線治療後の頭頸部癌再建手術における術後合併症の検討.
第 32回　御茶ノ水耳鼻咽喉科 · 頭頸部外科研究会 2017.07.08 東京

49. 得丸貴夫、別府　武、山田雅人、他. 下咽頭扁平上皮癌の新しい分類方法の提案と当科における臨床検討. 第
32回　御茶ノ水耳鼻咽喉科 · 頭頸部外科研究会 2017.07.08 東京

50. 金子昌行、別府　武、得丸貴夫. 当科における感染対策 現状とその工夫. Sonic Symposium in Omiya
2017.07.10 大宮

51. 朝蔭孝宏. 特別講演　 TNM分類の改訂とこれからの頭頸部癌治療. 山形頭頸部癌治療セミナー 2017.07.15
山形

52. 野村 文敬, 清川 佑介, 朝蔭 孝宏. 血液疾患に合併した上顎骨壊死 2症例の検討. 第 30回日本口腔咽頭科学
会 2017.08.07 金沢

53. Ichikura K, Yamashita A, Matsuoka S, Nakayama N, Ariizumi Y, Sumi . Stress coping skill training for
patients with head and neck cancer: Interim report of a randomized controlled trial. 19th World Congress
of Psycho-Oncology and Psychosocial Academy 2017.08.11 Berlin

54. Ichikura Kanako, Yamashita Aya, Matsuoka Shiho, Nakayama Nao, Ariizumi Yousuke, Sumi Takuro,
Sugimoto Taro, Asakage Takahiro, Matsushima Eisuke. Stress coping skill training for patients with head
and neck cancer: Interim report of a randomized controlled trial. 19th World Congress of Psycho-Oncology
and Psychosocial Academy 2017.08.18 Berlin, Germany

55. 清川 佑介, 野村 文敬, 朝蔭 孝宏. 翼口蓋窩に進展した角化嚢胞性歯原性腫瘍の一例. 第 30回日本口腔 · 咽
頭科学会総会ならびに学術講演会 2017.09.07

56. 朝蔭孝宏. 座長　第 13群口腔腫瘍 · 悪性２. 第 30回日本口腔 · 喉頭科学会 2017.09.07 金沢

57. 藤本保志、丸尾貴志、鬼塚哲郎、別府　武、. 進行中咽頭側壁癌治療における口内法切除の役割　シンポジ
ウム４　中 · 下咽頭癌に対する経口的切除の適応と限界. 第 30回日本口腔咽頭科学会 2017.09.07 金沢

58. 別府武. 招待講演　座長. 第 3回埼玉県頭頸部がん治療セミナー 2017.09.10 埼玉

59. 朝蔭孝宏. 座長　特別講演　頭頸部癌の免疫療法. がん免疫療法セミナー 2017.09.22 東京

60. 大熊英之、橋本貢士、関隆実、土谷麻衣子、坊内良太郎、冨井翔平、有泉陽介、南勲、泉山肇、朝蔭孝宏、吉
本貴宣. 経過中に慢性甲状腺炎の発症を認めたMEN2Aの 1例. 第 60回日本甲状腺学会学術集会 2017.10.06
別府国際コンベンションセンター
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61. 市倉加奈子 · 中山菜央 · 副島沙彩 · 竹下若那 · 本松裕子 · 三宅智 · 松島英介. 終末期がん患者および家族に
おける療養先の意思不一致がQOLに及ぼす影響：一時解析に関する結果報告. 第 30回日本サイコオンコロ
ジー学会総会 2017.10.14

62. 市倉加奈子 · 山下礼 · 松岡志帆 · 中山菜央 · 角卓郎 · 有泉陽介 · 杉本太郎 · 朝蔭孝宏 · 松島英介. 頭頸部がん
患者に対するストレスマネジメントプログラムのうつ症状低減効果：ランダム化比較試験中間報告. 第 30回
日本サイコオンコロジー学会総会 2017.10.14

63. 金子昌行、別府　武、得丸貴夫，他. 当科における皮弁再建の検討．. 2017.10.14 埼玉

64. 市倉加奈子 · 山下礼 · 松岡志帆 · 中山菜央 · 角卓郎,他. 頭頸部がん患者に対するストレスマネジメントプ
ログラムのうつ症状低減効果：ランダム化比較試験中間報告. . 第 30回日本サイコオンコロジー学会総会
2017.10.14

65. 朝蔭孝宏. 教育講演　教育セッション９「頭頸部がん」. 第 55回日本癌治療学会 2017.10.20 横浜

66. 杉山智宣、別府　武、得丸貴夫、他. 術前検査にて原発巣を甲状腺内に同定できない症例への対応. 第５０
回日本甲状腺外科学会 2017.10.26 福島

67. Asakage T. Chairman Oral Presentation 16.Central Neck Dissection 1. 2nd Asia-Pacific Society of Thyroid
Surgery Okinawa 2017.11.01 沖縄

68. Ryuhei Okada, Masaru Yokomura, Keiji Oi, Yosuke Ariizumi, Yusuke Kiyokawa, Fuminori Nomura, Ak-
ihisa Tasaki, Yumiko Tateishi, Susumu Kirimura, Takahiro Asakage. Medullary thyroid carcinoma de-
tected based on elevated serum procalcitonin levels: A case report. 2nd Congress of Asia-Pacific Society
of Thyroid Surgery 2017.11.02

69. 別府武. 総合司会. Thyroid cancer conference in Saitama 2017.11.05 大宮

70. 野村文敬. セツキシマブとパクリタキセルにより長期生存がえられた症例検討. Tokyo HN Experts Meeting
2017.11.08 東京

71. 朝蔭孝宏. 座長　第 19群　甲状腺. 第 69回日本気管食道学会 2017.11.08 大阪

72. 朝蔭孝宏. 座長　特別講演　 Immuno-H&N Expert SEminar. 頭頸部癌におけるがん免疫療法の役割
2017.11.17 東京

73. 田崎彰久、大岡知樹、竹田貴策、稲葉雄一郎、清川佑介、鈴木康弘、平井千晶、堤剛. 造影剤通常用量での
MRIによる内リンパ水腫可視化. 2017.11.30 長野

74. 別府武. 当院における頭頸部外科チーム活動―他職種との連携―. 第 117回がん診療連携拠点病院研修会
2017.12.10 金沢

75. 朝蔭孝宏. 座長　特別講演　 Immuno-Oncology　WEBライブセミナー. WEBセミナー 2017.12.18 東京

[その他業績]

1. マイナビ DOCTOR, 2017年 05月
http://doctor.mynavi.jp/doctor/16/

2. 頭頸部癌治療の進歩　, 2017年 09月
ラジオ NIKKEI

[社会貢献活動]

1. 頭頸部外科の現状と未来, 総合メディカル株式会社, DtoD, 2017年 11月 24日
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腫瘍放射線治療学
Radiation Therapeutics and Oncology

教授　 吉村亮一
講師　 戸田一真
助教　 中川惠子,小島未央
医員　 長野拓也（～４月）,鈴木涼子（１１月～）

( 1 ) 分野概要

　腫瘍放射線治療学分野では放射線という手段を用いて横断的ながん治療に関わり、診療および研究、教育を行っ
ている。

( 2 ) 研究活動

　放射線治療に関わる臨床研究を主体に行っている。

( 3 ) 教育活動

　医学部生、大学院生に対する講義、およびクリニカルクラークシップを通しての実習を行う。入局後、専門医
認定試験合格までは画像診断 · 核医学分野と共同で臨床研修を行う。また順天堂大学、昭和大学とともに各大学の
学生および研修医を対象とした腫瘍セミナーを定期的に開催している。

( 4 ) 教育方針

　学生および研修医に放射線治療医としてのがん診療の考え方を感じてもらう。
　教室員の放射線治療医は全員、放射線治療専門医を取得することを必須とし、また学位取得を目指す。

( 5 ) 臨床活動および学外活動

　教室員全員が医学部附属病院放射線治療科にて放射線治療に従事し、強度変調放射線治療（IMRT）や定位照射
（SRT）を含めた外部照射、および低線量率 · 高線量率小線源治療を施行している。
　 2015年の外部照射の実患者数は 710名で頭頸部癌 132名、泌尿器科癌 126名、乳癌 90名、肺癌 64名、食道癌
53名等となっている。このほか子宮頸癌を中心とした高線量率小線源治療を 51名に施行。低線量率小線源治療は
口腔癌に 58例、前立腺癌に 19例施行した。

( 6 ) 臨床上の特色

　頭頚部領域の放射線治療患者数が多いのが特徴で、特に口腔癌の小線源治療は歯学部附属病院とも連携して行っ
ており、現在国内では最も多くの症例経験を有する。
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( 7 ) 研究業績

[原著]

1. Ozaki Y, Watanabe H, Kaida A, Miura M, Nakagawa K, Toda K, Yoshimura R, Sumi Y, Kurabayashi
T. Estimation of whole-body radiation exposure from brachytherapy for oral cancer using Monte Carlo
simulation. Journal of Radiation Research. 2017.02; 58(4); 523-528

2. Sato M, Saitoh Y, Takayama T, Omata T, Watanabe H, Yoshimura R, Miura M.. Remote radioactive
seed-loading device for permanent brachytherapy of oral cancer with Au-198 grains. Robomech Journal.
2017.09; 4; 23

3. Atsushi Kaida, Hiroshi Watanabe, Kazuma Toda, Keiko Yuasa-Nakagawa, Ryoichi Yoshimura, Masahiko
Miura. Effects of dose rate on early and late complications in low dose rate brachytherapy for mobile
tongue carcinoma using Ir-192 sources. Oral Radiol. 2017.09; 33(3); 187-192

[書籍等出版物]

1. 戸田　一真. 月刊ナーシング　 Vol.37 No.2 　 2017 年 2 月号. 学研メディカル秀潤社, 2017.01 (ISBN :
036810217)

2. 吉村　亮一. がん · 放射線療法 2017. メディカル秀潤社, 2017.07

3. 吉村　亮一. 腸疾患診療の現在. 中山書店, 2017.08

[講演 · 口頭発表等]

1. 吉村　亮一. 原発部位の違いや所属リンパ節転移の有無に応じた喉頭癌、中下咽頭癌の照射野設定. 第 30回
JCRミッドウィンタ-セミナー 2017.01.28

2. 戸田　一真、長野　拓也、小島　未央、中川　惠子、吉村亮一. 頭蓋内病変に対する定位放射線治療用固定具の
作成後時間経過と固定精度に関する検討. 日本放射線腫瘍学会第 30回高精度放射線外部照射部会 2017.03.18
仙台

3. 吉村　亮一. 腫瘍核医学診断の有用性と放射線治療への応用. 第 76回日本医学放射線学会総会 2017.04.15

4. 吉村　亮一. 口腔癌治療における小線源治療の立ち位置. 第 41回日本頭頸部癌学会 2017.06.08 京都

5. 福田未緒、小田剛史、中川剛士、戸田一真、吉村亮一、久保田一徳、植竹宏之．. SAVIを用いた術後 APBI
を施行した症例の検討. 第 39回日本癌局所療法研究会 2017.06.23 京都

6. 吉村　亮一. 頭頸部領域の解剖とコンツーリング（IMRTを中心に）. 2017年度医学物理士セミナー 2017.07.01
東京

7. Kazuma Toda, Akira Toriihara, Keiko Nakagawa, Mio Kojima, Takuya Nagano, Ukihide Tateishi, Ryo-
ichi Yoshimura. Time Dependency of Volume-Based Metabolic Parameters Obtained by Dual-Time-Point
TOF-PET/CT for Head and Neck Squamous Cell Cancer. ASTRO 59th annual meeting 2017.09.26 San
Diego

8. 吉村　亮一. 腫瘍核医学診断の有用性と放射線治療への応用～放射線治療、なら、PET. 奈良県核医学研究
会 2017.10.27 奈良市

9. 戸田一真,吉村亮一,小島未央,中川惠子,鈴木涼子. 頭頸部癌の PET/CTにおけるVolume-Based Metabolic
Parametersの経時的変化. 日本放射線腫瘍学会　第 30回学術大会 2017.11.18

10. 戸田一真,吉村亮一. SAVIを用いた APBIの実際. マイクロセレクトロン HDR研究会 2017.12.02

[その他業績]

1. 戸田一真　第 30回 · 第 31回医学生 · 研修医のための放射線治療セミナー, 2017年 07月
学会主催のセミナー (計 2回)における治療計画実習に公募チューターとして参加した。
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顎顔面解剖学
Maxillofacial Anatomy

教　授　　柴田俊一
助　教　　鹿野俊一
大学院生　髙橋将人
大学院生　長谷川万起
大学医生　日下翔太　
非常勤講師　佐藤　麗
学術振興会研究員　渡辺千穂

( 1 ) 分野概要

顎顔面解剖医学分野は学部教育においては主に肉眼解剖学、歯の解剖学関連の講義実習を担当している。また大
学院では歯、骨等の硬組織の形態学的研究に取り組んでいる。

( 2 ) 研究活動

顎顔面口腔領域を構成している組織（歯、歯周組織、顎骨、口腔粘膜等）の構造と機能について肉眼ならびに微細
構造学的に検討を行うとともに、歯ならびに顎骨の発生と再生に関し、比較解剖学的見地から研究している。ま
た、近年歯科臨床分野において多用されている人工材料の顎骨や歯牙への適応性に関する研究も行っている。

主な研究テーマは以下のようである。
1. 下顎頭軟骨の構造上の特徴に関する研究
2. 歯肉接合上皮の接着機構の解明
3. 歯ならびに歯周組織の発生と再生に関する比較解剖学的研究
4. 口腔粘膜の基本構造に関する観察
5. 国際解剖学名 (ラテン語名の分析と分類、および対応する日本語名との比較)
6. 歯胚のヒアルロン酸合成に関する研究
7. 顎骨の再生に関する研究
8. 歯髄の構造と細胞外基質成分に関する研究

( 3 ) 教育活動

学部学生に対しては D2対象の人体の構造 1,2の講義、歯の解剖学の講義、人体解剖実習、医学部との合同解剖実
習、中枢神経学の講義、実習さらに D5学生を対象とした頭頸部解剖学実習を担当している。
大学院学生に対しては、口腔組織•発生学関連の講義、セミナーを行っている

( 4 ) 教育方針

人体を構成する組織、器官の構造を肉眼解剖学的見地から理解させる。この場合、骨学、筋学、神経学、脈管学、
内臓学という系統解剖学の講義と頭頸部を中心とした局所解剖学の両面から講義を行っている。講義で習得した
解剖学的知識を実際のご遺体に触れ、身体の内部構造を剖出する作業を通して、人体の正常な構造を三次元的に
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理解するために人体解剖学実習を行っている。人体解剖学実習では生命の尊厳に触れ、将来の歯科医師を目指す
歯学生としての自覚を促し、倫理観の養成に努める事も目的としている。
大学院においては臨床ならびに基礎的研究の場において遭遇する種々の生体の反応現象を形態学的に評価する能
力を習得するために、顎顔面領域に存在する口腔諸器官の相互位置関係と機能について形態学的見地から解説し
ている。また、それらの構造物の組織学的特徴を検索する手法について、光学ならびに電子顕微鏡、あるいは器
官、組織培養、分子生物学的見地から説明している。

( 5 ) 研究業績

[原著]

1. Kim JH, Jin ZW, Shibata S, Murakami G, Rodriguez-Vazquez JF, Cho BH. Fetal development of human
oral epithelial pearls with special reference to their stage-dependent changes in distribution Cleft Palate
and Craniofacial Journal. 2017.05; 54(3); 295-303

2. Shibata S, Jin ZW, Jin Y, Zhao P, Murakami G. Immunohistochemistry for matrix proteins in newly
formed mandibular condylar cartilage in a human fetus Anatomy & Physiology. 2017.07; 7(3); 262

3. Obara N, Suzuki Y, Irie K, Shibata S. Expression of planar cell polarity genes during mouse tooth devel-
opment Archives of rap Biology. 2017.11; 83; 85-91

[書籍等出版物]

1. 歯界展望 特別号 2017 歯科医療 未来と夢 第 23回日本歯科医学会総会. 医歯薬出版株式会社, 2017.05

[総説]

1. 柴田　俊一. 歯•顎骨および口腔の解剖学 画像診断. 2017.07; 37(7); 626-639

[講演 · 口頭発表等]

1. Shibata S. Structural features of tooth germ after accelerate mineralization in organ culture system . 2017
International Frontier meeting of Craniofacial and Oral Science 2017.02.11 Japan Women’s University,
Tokyo Japan

2. 柴田　俊一. 東京医歯大における医歯融合教育初年度対象学生の卒業時の評価について. 北海道医療大学歯
学会第 35回学術大会, 2017.03.04 アスティ札幌　札幌

3. 門田千穂. 骨量制御メカニズムにおけるmRNA分解促進因子 Cnot3の機能解析.. 第二回口腔医科学フロン
ティア研究会 2017.03.05 山形

4. High-Frequency Pulsed Low-Level Diode Laser Therapy Accelerates Wound Healing of Tooth Extraction
Socket. High-Frequency Pulsed Low-Level Diode Laser Therapy Accelerates Wound Healing of Tooth
Extraction Socket. The 95th General Session & Exhibition of the IADR 2017.03.25 SAN FRANCISCO,
CALIF, USA

5. 藤川　芳織, 髙橋　将人, 柴田　俊一　. マウス下顎頭軟骨および下顎骨発生過程における Syndecan family
の遺伝子発現に関する研究. 藤川芳織、髙橋将人、柴田俊一　 2017.03.29 長崎大学　長崎

6. 鹿野俊一、阿部達彦. 頸神経叢、腕神経叢、腰神経叢および仙骨神経叢の枝の名称を正確に記憶させるため
の試み. 第 122回日本解剖学会全国学術集会 2017.03.29 長崎市

7. 高橋由記. 骨格性上顎前突症患者におけるモーションキャプチャーを用いた発音時口唇動態解析の試み. 第
27回日本顎変形症学会総会 · 学術大会 2017.06.16 東京都江東区

8. 寺本アイリ、秋山咲子、高橋由記、門田千穂、伊藤洋介、東堀紀尚、鈴木聖一、大林尚人、倉林亨、森山啓司.
シリコン印象材を用いた舌体積、口腔容積計測の試み. 第 76回東京矯正歯科学会学術大会 2017.07.13 東京
都千代田区

9. 柴田　俊一. 二次軟骨の構造上の特徴について. 日本解剖学会第 27回関東地区懇話会「顎•口腔•顔面から
の発信」 2017.07.15 昭和大学　東京



— 125 —

顎顔面頸部機能再建学講座

10. 柴田俊一. 下顎頭軟骨の構造上の特徴と組織発生. 第 59回歯科基礎医学会学術集会 2017.09.16 松本歯科大
学　塩尻市

11. 髙橋将人、日下翔太、柴田俊一. マウス下顎頭軟骨発生過程におけるMMPsおよび TIMPsの遺伝子発現に
関する研究. 第 59回歯科基礎医学会学術集会 2017.09.17 松本歯科大学　塩尻市

12. 柴田俊一、髙橋将人、日下翔太、藤川芳織. 生後マウスMeckel軟骨後方部位と genial bone との位置関係に
ついて. 第 59回歯科基礎医学会学術集会 2017.09.17 松本歯科大学　塩尻市

13. 寺本アイリ、秋山咲子、高橋由記、門田千穂、伊藤洋介、東堀紀尚、鈴木聖一、大林尚人、倉林亨、森山啓
司. シリコン印象法を用いた舌と口腔形態との相関関係に関する研究. 第 76回日本矯正歯科学会学術大会
2017.10.18 北海道札幌市

14. 東堀紀尚、疋田理奈、門田千穂、秋山咲子、高橋由記、伊藤洋介、森山啓司. 骨格性下顎前突患者に対する
外科的矯正治療による呼吸機能動態変化-主観的評価と客観的評価の比較-. 第 76回日本矯正歯科学会学術大
会 2017.10.18 北海道札幌市

15. 高橋由記、東堀紀尚、舩橋健太、松村健二郎、伊藤洋介、上園将慶、門田千穂、秋山咲子、疋田理奈、鈴木
聖一、森山啓司. 骨格性Ⅱ級不正咬合患者の発音時における口腔周囲軟組織動態の解析. 第 76回日本矯正歯
科学会学術大会 2017.10.18 北海道札幌市

16. 髙橋将人、日下翔太、柴田俊一. マウス下顎頭軟骨および下顎骨発生過程におけるMMPsおよび TIMPsの
遺伝子発現に関する研究. 第 105回日本解剖学会関東支部学術大会 2017.11.18 日本大学　東京

17. Shibata S, Takahashi M, Fujikawa K. Gonial bone development with reference to reduction of Meckel’s
cartilage. 第 65回国際歯科研究学会日本部会総会•学術大会 2017.11.19 昭和大学　東京

18. Fujikawa K, Nakamura M, Shibata S. Expression patterns of Syndecan family in the developing fetal
mouse mandibular condylar cartilage. 第 65回国際歯科研究学会日本部会総会•学術大会 2017.11.19 昭和
大学　東京

19. Wu Y Y, Kadota-Watanabe C, Ogawa T, Moriyama K. Establishment of a Novel Murine Model of Tem-
poromandibular Joint Osteoarthritis. The 30th Taiwan Association of Orthodontists Annual Meeting
2017.12.09 Kaohsiung, Taiwan

[受賞]

1. 第 76回日本矯正歯科学会学術大会　優秀発表賞（東堀紀尚、疋田理奈、門田千穂、秋山咲子、高橋由記、伊
藤洋介、森山啓司）, 日本矯正歯科学会, 2017年 10月
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認知神経生物学
Cognitive Neurobiology

教　　授　　　　泰羅　雅登
助　　教　　　　勝山　成美
助　　教　　　　臼井　信男
事務補佐員　　　岸田　孝子
学振特別研究員　渡邊　塁
大学院生　　　　菊池（舘）枝里子
　　　　　　　　今井　祐子
　　　　　　　　河野　葉子
　　　　　　　　渡邊　一也
　　　　　　　　岡田　真希
　　　　　　　　田中　宏明
　　　　　　　　谷　　拓朗
特別研究学生　　金　　侑璃
研究生　　　　　南條　均
非常勤講師　　　小島　久幸
　　　　　　　　山下　晶子
　　　　　　　　水谷　真之

( 1 ) 分野概要

当分野は脳の高次機能をヒト、霊長類、齧歯類を用いて調べている。その手技は機能的MRI、心理実験、電気生
理学的細胞記録法などを用い、局所的な細胞反応がどのようにして知覚現象と関連するか、また広範な脳領域が
どのように連携しあって判断、意思決定、言葉を含む音情報の認知等の高次機能を担っているかを解明しようと
している。

( 2 ) 研究活動

1. 運動、行動制御に関わる脳機能の解明
運動、行動の発現とその調節にかかわる脳内メカニズムについて、動物とヒトを対象として研究する。

2．知覚、認知に関わる脳機能の解明
視覚と触覚による対象の知覚と認知にかかわる脳内メカニズムについて、動物とヒトを対象として研究する。

3．大脳皮質聴覚野における自然音の処理機構
様々な自然音弁別に際し一次聴覚野と聴覚連合野がどのように情報処理に関わっているのかを、動物を用いて研
究する。

( 3 ) 教育活動

1.「神経系の機能 I（神経生理学総論、運動機能）」ユニットの講義
感覚、知覚、運動にかかわる末梢、中枢神経系の機能についての講義を行う。活動電位の発生 · 伝導の機序、シナ
プスの伝達機序、骨格筋収縮メカニズム、筋伸展受容器および脊髄 · 脳幹 · 小脳 · 大脳基底核 · 皮質運動野の機能
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について学習する。

2.「神経系の機能 II（知覚、情動、本能、睡眠、高次機能）」ユニットの講義
感覚、知覚、運動にかかわる末梢、中枢神経系の機能についての講義を行う。感覚系の機能、情動 · 本能 · 睡眠の
神経機構、高次脳機能について学習する。

3.「生命維持のための生体機能」ユニットの講義
人体生命維持システムの機能を習得する。自律神経の構造と機能、循環、呼吸、消化 · 吸収、体液 · 体温調節 · 代
謝、排泄 · 体液調節、内分泌と生殖の機能について学習する。

4.「口腔生理」ユニットの講義
人体における末梢神経系と感覚器の構成と役割についての講義を行う。口腔領域の体性感覚機能、正常な咀嚼と
嚥下の神経制御機構、唾液の分泌機構、口腔領域の痛みについて学習する。

5.「生理学実習」ユニット
人体が正常に機能する「しくみ」について実験を通して実体験し、得られたデータを正確な解釈のもとに組み立
てて現象を論理的に考察する。

( 4 ) 教育方針

脳は機能的にまた形態学的に著しく複雑な器官である。よって教科書的な知識の習得から始め、最新の研究知見
を論文で読み、理解し、それを実際の研究にどのように応用するかをまず学んでいく。そのために医学的な知識
のみならず数理的な素養や心理的な観点の習得も同時に行なっていく。
　また実験に直接参加し、どのようにデータを獲得、整理、解析して科学的な知見を抽出していくかを担当教員と
ともに学ぶ。そのようなものを習得後各人が研究テーマを選定し、興味のあるテーマに挑んでいくことができる。

( 5 ) 研究業績

[原著]

1. 鎌田晶子, 臼井信男, 吉野大輔. 商品写真に対する印象評価と選択行動 (2) : 単純接触効果の検討 人間科学
研究. 2017.03; (38); 121-127

2. M Kubota, S Sugimoto, Y Hosokawa, H Ojima, J Horikawa. Auditory-visual integration in fields of the
auditory cortex. Hear. Res.. 2017.03; 346; 25-33

3. Yamamoto K, Tabei K, Katsuyama N, Taira M, Kitamura K. Brain activity in patients with unilateral
sensorineural hearing loss during auditory perception in noisy environments. Journal of Medical and
Dental Sciences. 2017.03; 64(1); 19-26

4. J Horikawa, H Ojima. Cortical Activation Patterns Evoked by Temporally Asymmetric Sounds and Their
Modulation by Learning. eNeuro. 2017.05; 4(2);

5. Michiue T, Yamamoto T, Yasuoka Y, Goto T, Ikeda T, Nagura K, Nakayama T, Taira M, Kinoshita
T. High variability of expression profiles of homeologous genes for Wnt, Hh, Notch, and Hippo signaling
pathways in Xenopus laevis. Dev Biol.. 2017.06; 426(2); 270-290

6. Nguyen Ho Quynh Anh, Yamazaki Yoko,Yoshino Norio, Taira Masato, Kurabayashi Tohru, Shimada
Masahiko. Altered Grey Matter Volume in Trigeminal Neuralgia The Journal of the Stomatological
Society . 2017.07; 84(2); 73-83

7. Y Inamochi, K Fueki, N Usui, M Taira, N Wakabayashi. Adaptive change in chewing-related brain activity
while wearing a palatal plate: an functional magnetic resonance imaging study. J Oral Rehabil. 2017.10;
44(10); 770-778

8. Rui Watanabe, Takahiro Higuchi, Yoshiaki Kikuchi, Masato Taira. Visuomotor effects of body part
movements presented in the first-person perspective on imitative behavior. Hum Brain Mapp. 2017.12;
38(12); 6218-6229
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[総説]

1. 泰羅雅登. 脳と外界のインタラクション. BRAIN and NERVE. 2017.04; 69(４); 339-345

[講演 · 口頭発表等]

1. 稲用友佳，笛木賢治，臼井信男，若林則幸. 口蓋床装着による口腔内環境の変化が健常者の口腔機能と咀嚼
時の脳活動に及ぼす影響. 日本補綴歯科学会　第 126回学術大会 2017.07.01 横浜

2. 勝山成美. 視能障害学―高次脳機能障害の基礎とその評価―. 日本視能訓練士協会生涯教育制度基礎教育プ
ログラム II 2017.07.15 東京都千代田区

3. 藤原寿理, 筒井健一郎, 泰羅雅登, 宇川義一, 永福智志. 社会行動における自己一貫性の神経基盤. 第 40回日
本神経科学大会 2017.07.20 千葉県千葉市

4. 鎌田晶子, 臼井信男, 吉野大輔. Go/No-go課題による単純接触効果の消失に関する検討. 日本心理学会第 81
回大会 2017.09.22 福岡県久留米市

5. 金 侑璃, 臼井信男, 宮崎 淳, 土師知己, 松元健二, 中村克樹, 泰羅雅登, 勝山成美. 視覚情報の影響による主観
的な硬さ知覚に関与する脳部位の研究. 視覚科学フォーラム 2017 豊橋 第 21回研究会 2017.09.28 愛知県豊
橋市

6. 池田安紀津, 宮本順, 臼井信男, 泰羅雅登, 森山啓司. 咀嚼が食欲制御機構に与える影響―食物関連視覚刺激
を用いた認知心理学的研究―. 第 76回日本矯正歯科学会学術大会 2017.10.18 北海道札幌市

7. Juri Fujiwara, Philippe N. Tobler, Ken-Ichiro Tsutsui, Masato Taira, Yoshikazu Ugawa, Satoshi Eifuku.
Neural mechanisms underlying self-consistency in social behavior. Society for Neuroscience 2017 Annual
Meeting 2017.11.12 Washington, DC, USA
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分子発生学
Molecular Craniofacial Embryology

教授 　　　 井関 祥子
准教授 　池田 正明
講師 　　　 武智 正樹
非常勤講師 　 二宮洋一郎　山田 俊平、奥原 滋
共同研究員 　古寺 敏子
大学院生（博士）　 CHAROENLARP Ponkawee
　　　　　　　　　MYA Nandar
　　　　　　　　　横山 紀典
　　　　　　　　　 RAJENDRAN Arun kumar
　　　　　　　　　 VU HOANG Tri
　　　　　　　　　 NAMANGKALAKUL Worachat（10月～）

派遣大学院生　　　山田 隆彦（顎顔面外科学）
　　　　              窪田 えりか（小児歯科学）
　　　　　　　　　田 暁（インプラント · 口腔再生医学分野）
　　　　　　　　　竹之下 茉奈美（小児歯科学）
　　　　　　　　　竹内 理華（慈恵会医科大学）

( 1 ) 分野概要

　本分野は、口腔顎顔面の細胞増殖 · 分化、形態形成等の発生機構の解明と、これら研究成果の再生医療への展開
を研究領域とする。この領域内で大学院生は自らの研究テーマを、指導教官の助言のもとに可能な限り独力で見
つけ出し、問題を設定する。さらに、この問題を解決するために分子生物学および分子発生学の知識と手法、な
らびに細胞 · 組織 · 器官培養法、全胚培養法等を含む哺乳類胚操作技術を必要に応じて修得するとともに、感性を
磨き、論理構築力を養い、英語で論文を書きあげる力を育成する。

( 2 ) 研究活動

　本分野では以下のようなテーマを対象として研究している。
1. 哺乳類口腔顎顔面発生の分子機構の解明　
　哺乳類の口腔顎顔面は脊椎動物の中でも複雑に構成されている。この領域の
原基から器官形成の分子的機構について記述し、他の脊椎動物と比較する。
2.　硬組織再生への発生メカニズムの応用
顔面口腔領域の再生の中心は硬組織再生である。上記研究によって得られた歯牙や骨の発生メカニズムとナノテ
クノロジーを組み合わせ、硬組織再生医療への応用の可能性について検討する。
3.口腔領域の組織幹細胞の同定および組織幹細胞維持に関わる分子機構の解析
　口腔領域の組織は比較的修復能が高く、細胞の代謝回転も盛んであることが知られているが，それに関わる組織
幹細胞の局在領域や維持機構、さらに組織幹細胞からの細胞の分化機構などについての情報は非常に少ない。本
研究では、味蕾や歯集組織を材料として組織幹細胞の維持に関わる候補遺伝子を探索し，その遺伝子破壊マウス
を解析することにより組織幹細胞の局在や維持機構を明らかにし、さらにこれを基盤にした cell-based therapyへ
の展開を目標としている。
4．軟骨内骨化の過程を再現させる骨再生療法の開発
　最近、軟骨内骨化の過程を再現させる骨移植再生療法が注目されている。この骨再生療法を実現させるための
鍵は、軟骨内骨化を引き起こす肥大軟骨の分化誘導法の開発である。そこで本研究は、成人間葉系幹細胞を細胞
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の供給源とし、生体材料と組み合わせることによって、生体内で軟骨内骨化を誘導する方法を開発することを目
標としている。

( 3 ) 教育活動

学部教育
歯学部 2年生を対象に「人体の発生と基本要素」ユニットにおいて「人体の発生」の講義を担当している。
歯学部 4年生を対象に

大学院教育
本分野は哺乳類口腔顎顔面などの細胞増殖 · 分化 · 形態形成の分子機構の解明ならびに、これら研究成果の再生医
療への展開を研究領域とする。この領域内で大学院生は自らの研究テーマを、指導教官の助言のもとに見出し、問
題を設定する。さらにこの問題を解決するために必要な知識と手法を習得するとともに、論理構成力を養い、学
位論文を書き上げる力を育成する。

( 4 ) 研究業績

[原著]

1. Amin M.B., Miura M. Uddin M.K., Islam M.J., Yoshida N., Iseki S., Kume T. Trainor P.A., Saitsu H.
Kazushi Aoto.. Foxc2CreERT2 knock-in mice mark stage-specific Foxc2-expressing cells during mouse
organogenesis. Congenital Anomalies. 2017.01; 57(1); 24-31

2. Kriangkrai R., Chareonvit S., Iseki S., Limwonge V.. Pretreatment Effect of Folic Acid on 13-Cis-RA-
Induced Cellular Damage of Developing Midfacial Processes in Cultured Rat Embryos. The Open Den-
tistry Journal . 2017.03; 11; 200-221

3. Nobuo Tsuchida, Masa-Aki Ikeda, Υ oshizumu Ι shino, Michele Grieco, Giancarlo Vecchio. FUCA1 is
induced by wild-type p53 and expressed at different levels in thyroid cancers depending on p53 status.
Int. J. Oncol.. 2017.06; 50(6); 2043-2048

4. Furutera, T., Takechi, M. (Co-first, Corresponding author), Kitazawa, T., Takei, J., Yamada, T., Vu
Hoang, T., Rijli, F. M., Kurihara, H., Kuratani, S., Iseki, S.. Differing contributions of the first and second
pharyngeal arches to tympanic membrane formation in the mouse and chick. Development. 2017.09;
144(18); 3315-3324

5. Sivashanmugam A, Charoenlarp P, Deepthi S, Rajendran A, Nair SV, Iseki S, Jayakumar R.. Injectable
Shear-Thinning CaSO4/FGF-18-Incorporated Chitin-PLGA Hydrogel Enhances Bone Regeneration in
Mice Cranial Bone Defect Model. ACS Appl Mater Interfaces. ACS Applied Materials & Interfaces.
2017.12; 9(49); 42639-42652

[総説]

1. Charoenlarp P., Arun Kumar R., Iseki S.. Role of Fibroblast Growth Factors in bone regeneration.
Inflammation and Regeneration. 2017.08; 37; 10

[講演 · 口頭発表等]

1. 武智正樹. 哺乳類中耳の形態進化における分子発生学的背景について. 第 122回日本解剖学会総会 · 全国学
術集会（招待講演） 2017.03.30

2. Rajendran AK, Arisaka Y, Yui N, Iseki S.. Regulation of Osteogenic Differentiation by Utilizing Supramolec-
ular Mobility of Polyrotaxanes for the Treatment of Craniosynostosis.. 第 13回 Craniosynostosis研究会
2017.07.08

3. Charoenlarp P, Fujihara R, Rajendran AK, Nakahama K, Sasaki Y, Akiyoshi K, Iseki S. The effects of
RGD modification of porous NanoClik hybrid gel carrier for growth factors on healing of calvarial bone
defect.. 第 38回日本炎症 · 再生医学会 2017.07.18
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4. Mya N, Takechi M, Okuhara S, Furutera T, Kume T, Iseki S. Understanding the role of Foxc1 transcription
factor in the development of cranial base.. 第 57回日本先天異常学会学術集会 2017.08.26 早稲田大学西早
稲田キャンパス

5. ZHAO L, KEO P, MATSUMOTO Y, ISEKI S, ONO T. Effects of orthodontic force on root development
in rats. 第 76回日本矯正歯科学会学術大会 2017.10.18

6. 横山紀典, 武智正樹, 井関祥子. マウス胚とニワトリ胚の骨芽細胞におけるX型コラーゲンの発現解析. 2017
年度生命科学系学会合同年次大会（ConBio2017） 2017.12.06 神戸国際展示場

[その他業績]

1. 「鼓膜の発生過程が従来の理解と異なることを発見」― マウスとニワトリの鼓膜形成メカニズムを比較 ―,
2017年 09月
Development

[社会貢献活動]

1. 高大連携プログラム 都立西高等学校受け入れ, 2017年 08月 21日
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分子細胞機能学
Cellular Physiological Chemistry

准教授　　中濵　健一
助教　　　吉松　康裕
非常勤講師
　　　　　藤田　浩 (都立墨東病院)，石崎　泰樹 (群馬大学)，
　　　　　齋藤　正夫（山梨大学）

大学院生
　　　　　劉　　鴻鼎
派遣大学院生
　　　　　西原　駿　（顎顔面外科）
　　　　　桑原　裕樹（インプラント）
　　　　　福田　修平（顎口腔外科学）
　　　　　三木　裕仁（インプラント）

　　　　　

( 1 ) 分野概要

分子細胞機能学分野では骨代謝、がん、血管石灰化における細胞間コミュニケーションの役割を解明すべく分子
細胞学的手法から遺伝子改変マウスを用いた個体による解析まで様々な手法を用いてその生理的役割と病態にお
ける機序について研究を行っている。

( 2 ) 研究活動

本分野では三大老年病（動脈硬化、ガン、骨粗鬆症）の成因解明のための基礎的研究を行っている。主としてノッ
クアウトマウスの解析および各種細胞培養系を用いて、
１、細胞間コミュニケーションと細胞機能について
２、細胞間コミュニケーションを介した骨形成、骨吸収機構の解明
３、がん細胞における細胞間コミュニケーションの役割解明
４、動脈硬化における石灰化メカニズムの解明
を行っている。

( 3 ) 教育活動

学部学生については歯学科２年生を対象に生命の分子的基盤（生化学）の講義を行っている。大学院生の教育に
ついては、当研究室の研究プロジェクトの一つに参加させ、研究を遂行するために必要な手法や技術を習得させ
ると同時に、研究に対する真摯な態度を身につけさせる。週一回の教室全体セミナーや、週２～３回行われる各
個プロジェクトセミナーへの参加を義務づけている。
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( 4 ) 教育方針

学部学生、大学院生の教育に関しては、自ら考え答えを導き出せるよう指導するとともに当該領域における世界
の最先端の研究レベルについて認識させる。

( 5 ) 研究業績

[原著]

1. Yuichi Akatsu, Yasuhiro Yoshimatsu, Taishi Tomizawa, Kazuki Takahashi, Akihiro Katsura, Kohei Miya-
zono, Tetsuro Watabe. Dual targeting of vascular endothelial growth factor and bone morphogenetic
protein-9/10 impairs tumor growth through inhibition of angiogenesis. Cancer Sci.. 2017.01; 108(1);
151-155

2. Rie Norita, Yasuhiro Suzuki, Yutaka Furutani, Kazuki Takahashi, Yasuhiro Yoshimatsu, Katarzyna A
Podyma-Inoue, Tetsuro Watabe, Yasufumi Sato. Vasohibin-2 is required for epithelial-mesenchymal tran-
sition of ovarian cancer cells by modulating transforming growth factor-β signaling. Cancer Sci.. 2017.03;
108(3); 419-426

3. Kosei Shinohara, Takeshi Yoshida, Hongding Liu, Shizuko Ichinose, Tomoka Ishida, Ken-Ichi Nakahama,
Natsuko Nagaoka, Muka Moriyama, Ikuo Morita, Kyoko Ohno-Matsui. Establishment of novel therapy
to reduce progression of myopia in rats with experimental myopia by fibroblast transplantation on sclera.
J Tissue Eng Regen Med. 2017.04;

4. Tsuyoshi Matsuura, Shizuko Ichinose, Masako Akiyama, Yuki Kasahara, Noriko Tachikawa, Ken-Ichi
Nakahama. Involvement of CX3CL1 in the Migration of Osteoclast Precursors Across Osteoblast Layer
Stimulated by Interleukin-1ß. J. Cell. Physiol.. 2017.07; 232(7); 1739-1745

5. Ishida T, Yoshida T, Shinohara K1, Cao K, Nakahama K, Morita I, Ohno-Matsui K. Potential role of
sirtuin 1 in Müller glial cells in mice choroidal neovascularization PLoS One. 2017.09; 12(9);

6. Takahiro Sato, Masako Akiyama, Ken-Ichi Nakahama, Shujiro Seo, Masamichi Watanabe, Jin Tatsuzaki,
Ikuo Morita. A novel mode of stimulating platelet formation activity in megakaryocytes with peanut skin
extract. J Nat Med. 2017.10;

7. Syun Nishihara, Mami Ikeda, Hitoshi Ozawa, Masako Akiyama, Satoshi Yamaguchi, Ken-Ichi Nakahama.
Role of cAMP in phenotypic changes of osteoblasts. Biochem. Biophys. Res. Commun.. 2017.11;

[総説]

1. 吉松康裕. リンパ管とリンパ節の形成と維持を司る分子機構 実験医学. 2017.01; 387-396

[講演 · 口頭発表等]

1. 吉松康裕. リンパ管形成を制御する転写因子 ·シグナル. 北海道大学遺伝子病制御研究所セミナー 2017.02.16
札幌

2. 井上 カタジナ アンナ、高橋 和樹 1、松田 匠源、高尾 千紘、吉松 康裕、渡部 徹郎. 口腔がんの悪性化におけ
るTGF-βシグナルの役割. 東京医科歯科大学 免疫学 · 病態生化学領域合同シンポジウム 2017.03.08 東京都

3. 吉松康裕. 内皮細胞の性質維持におけるシグナル · 転写因子ネットワークの役割. 東京医科歯科大学 免疫学
· 病態生化学領域合同シンポジウム 2017.03.08 東京都文京区

4. 吉松康裕. リンパ管形成における血小板由来増殖因子シグナルの役割とその分子メカニズム. 第 41回日本リ
ンパ学会総会 2017.06.02 鹿児島市、鹿児島

5. Yasuhiro Yoshimatsu. ELK3 is a functional regulator of Prox1 in lymphatic endothelial cells. Lymphatic
Forum 2017 2017.06.08 The Thorne Auditorium, Northwestern University, Chicago

6. Katarzyna A. Inoue, Kazuki Takahashi, Takumi Matsuda, Yasuhiro Yoshimatsu, Atsushi Kaida, Masahiko
Miura and Tetsuro Watabe. Cell cycle arrest in oral squamous carcinoma cells undergoing TGF-β-induced
epithelial to mesenchymal transition. FASEB Conference "TGF-B Superfamily: Signaling in Development
and Disease" 2017.07.10
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7. 吉松康裕. 内皮細胞の恒常性維持におけるシグナル · 転写ネットワークの役割. 第５回リンパ学に関する松
本カンファレンス 2017.08.19 公立学校共済組合 浅間温泉保養所 みやま荘, 松本市, 長野県

8. Katarzyna A. Inoue, Kazuki Takahashi, Takumi Matsuda, Yasuhiro Yoshimatsu, Miki Yokoyama and Tet-
suro Watabe. Exosomes secreted by oral squamous carcinoma cells undergoing TGF-β-induced epithelial
to mesenchymal transition. ConBio2017 2017.12.06 神戸市

9. 西原駿、池田麻美、小澤仁、穐山雅子、山口聡、中浜健一. 骨芽細胞の石灰化と破骨細胞支持能に対する
cAMPの影響. 2017年度生命科学系学会合同年次大会 2017.12.06 神戸ポートアイランド

10. 沖藤　明日香、穐山　雅子、細道　純、小野　卓史、中浜　健一. 骨芽細胞におけるオステオポンチンの転
写制御機構. 2017年度　生命科学系学会合同年次大会 2017.12.07 神戸ポートアイランド

[その他業績]

1. 第 3回血管生物若手研究会, 2017年 03月
昨年の第２回に引き続き、第３回血管生物若手研究会を淡路島夢舞台国際会議場にて開催した。クローズド
で行い未発表データの発表が多く行われ、活発な議論を行うことができた。
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バイオデザイン
Biodesign

教授　　 高久田 和夫
助教　　 土居 壽，湯浅 磨里
技術職員 岡野 秀鑑，増野 弘幸，中石 典子
大学院生（博士）池田 弘樹，草場 宏之，野亦 久彌，丸川 映子

( 1 ) 分野概要

　当分野は歯科材料研究所の設置とともに，それを構成する５つの研究部の一つである機械部として発足し，生体
材料工学研究所に至るまでの改組とともに精密機械部門，機械分野，バイオデザイン分野と名称を変更してきて
いる．当初は主に歯科用切削機器の開発に注力していたが，医療機器開発の多様なニーズに対応するために，現
在では生体組織や生体材料の力学特性，生体と人工材料の力学的適合性，機械的機能を担う人工臓器の耐久性な
どについて研究を展開している．

( 2 ) 研究活動

　主に次の３つの領域について研究を行っている．
1. 生体組織と生体材料に関する生体力学など，生体機械工学分野での基礎的研究
2. 医学と歯学の領域への機械工学技術の応用として，医科および歯科領域で用いられる力学的機能を担う人工臓
器の研究開発
3. 理学療法など，医科および歯科で使われる治療機器の開発研究

( 3 ) 教育活動

　医歯学総合研究科博士課程医歯学系専攻における特論，演習，研究実習としては，生体材料力学特別講義，生
体材料力学演習，生体力学実験を実施している．さらにボーダレス教育の一環として医歯学総合研究科コース特
論の中の組織材料工学コースを分担するとともに，生命理工学系専攻においては生体機能材料学特論を分担して
いる．　　　

( 4 ) 教育方針

1. 医歯学系の出身者については，材料の力学的特性についての用語および基礎方程式に関する基本的な知識を身
につけ，生体組織の力学的リモデリングや人工材料との力学的適合性の問題点を理解した臨床医，医歯学研究者
の育成を目指す．
2. 理工系の出身者については，生体組織の力学特性と機械的機能を有する医療機器についての基本的知識を体得
し，安全性と有効性を保証する設計の基本的な技法を理解した医療機器などの開発研究従事者の育成を目指す．

( 5 ) 臨床活動および学外活動

　学外活動として，学内 · 学外で開発された物質，材料，デバイスについて，臨床応用を目指しての実用化研究支
援や非臨床試験支援を行っている．特に安全性の評価に重要を置き，ベンチテストによる医療機器の耐久性など
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に関わる機械的安全性試験を実施している．また新規品目で評価方法の定まっていない医療機器などについて第
三者的な立場からの試験方法の提案，あるいはガイドラインなどに規程されている規格に準じた試験などの実施
を行って，承認申請に至るまでの総合的なサポートを目指している．

( 6 ) 研究業績

[特許]

1. HAp/Col複合体によって被膜された生体材料, 特許番号：特願 2012-096056

2. 神経再生チューブ及び神経再生チューブの製造方法, 特許番号：特願 2010-075955

3. 「管状組織吻合器具」（Ｃ字タイプ）, 特許番号：特願 2009-270154

4. 「管状組織吻合器具」（輪っかタイプ）, 特許番号：特願 2009-270150

5. 組織吻合用医療器具, 特許番号：特願 2007–293907

6. 軟組織再生のための吸収性多孔質材料, 特許番号：特願 2006–276391

7. 神経再生チューブ, 特許番号：特開 2006-326088 （P2006-326088A）

8. 膜固定システム, 特許番号：特開 2006-51150 （P2006-51150A）

9. 医療用材料, 特許番号：特願 2005–143295

10. 骨セメント組成物, 特許番号：特開 2004–236729

11. 人工硬膜, 特許番号：特開 2003-199817 （P2003-199817A）

12. 骨増生剤および骨粗鬆症治療薬, 特許番号：特開 2003-335686 （P2003-335686A）
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顎顔面外科学
Maxillofacial Surgery

講　　師　　山口 聰
助　　教　　儀武 啓幸、道 泰之、中久木 康一、森田 圭一
医　　員　　名生 邦彦、友松 伸允、佐久間 朋美、長岡 亮介、炭野　淳、三浦 千佳、小杉真智子、
　　　　　　 (4月 ∼)金丸 智紀、柴田 真理、杉山 健太郎、本多 奈津子、丸岩 真由子、高木 万菜
大学院　　　星 礼子、西原 駿、外内えり奈、稲田 大佳輔、ドゥルグーン バットボールド（モンゴル　留学生）、
　　　　　　曽根 絵梨、押部 成美、中里 佳一郎、加藤 寛史、山田 隆彦、金 裕純、兵頭 克弥、山本 大介、
　　　　　　 (4月 ∼)柴田　恵里
大学院研究生　小室　千鶴子、菊地　孝弘、高坂　晋哉、六島　聡一、(4月 ∼)生野　誠、和智　宏太郎
名誉教授　　天笠 光雄
臨床教授　　山城 正司
非常勤講師　藤井 英治、長谷川 和樹、山崎　安晴、石井 純一、和気 裕之、山城 正司、山田 隆文、佐藤　仁、
　　　　　　宮地 秀雄、小林 明子、佐藤 文明、新中 康史、鈴木 鉄夫、山根 正之、渡部　隆夫、佐藤　豊、
　　　　　　三島木 節、黒原　一人、愛甲　勝哉、大山　厳雄、阿部 成宏、水谷 美保、倉沢 泰浩、道川 千絵子

( 1 ) 研究活動

当分野では多岐にわたる顎顔面口腔領域の疾患に対し、以下のテーマを中心に研究を行っている。
1)顎変形症：術後の安定性と手術術式の改良を目的とした研究を行っている。特に、口内法における術式の改良、
術後の下顎頭の安定性、後戻り、下顎運動、皮膚感覚、安全な上顎骨後方挙上等について検討している。三次元超
音波振動切削機（ピエゾサージェリーⓇ、ソノペットⓇ）を導入し、神経血管 · 骨膜損傷を抑える骨切り等を行っ
ている。また骨接合の際に用いる吸収性プレートの力学的強度の研究を企業との産学連携研究として行っている。
口唇口蓋裂患者の重度の上顎発育不全に対して創内延長装置である Zurich maxillary distractorや RED system
を用いた上顎全体の骨延長の適応や術後の安定性に関して検討している。自己血貯血の実態調査、外科手術前後
の栄養調査、意識調査 · 口腔衛生に対する評価を行い、実際の臨床に反映させている。下顎枝矢状分割術における
下顎頭位置決め方法についても改良を進めている。
また、クリニカルパスを導入して安全、確実な入院加療、術後入院期間の短縮を実現して患者に優しい医療を目
指している。
2)口腔悪性腫瘍：超音波、CT、MRI、PET等の画像を用いた診断や腫瘍進展範囲の検索の精度を向上させるため
の研究を引き続き行っている。超音波診断においては、カラードプラ超音波診断器を導入し、病変の血流の有無、
方向、流速、性状など、腫瘍の質的診断の研究を行っている。口腔癌の組織型、発生部位別の治療成績の検討か
ら、予後不良因子を抽出し、常に治癒率の向上を目指している。また、重複癌に関する臨床的研究、若年者 · 高齢
者における口腔癌患者の動向に関する臨床的研究、遠隔転移様相に関する臨床的研究、口腔癌切除後の創被覆法、
切除法の工夫に関する研究を行っている。さらに、術後治療の標準化、新規抗がん剤治療による治療成績につい
ての研究を行い、治療成績の向上に寄与する研究を行っている。口腔再建手術後の咀嚼、嚥下、構音などの口腔
機能の評価法に関する研究も進めており、術後QOLを向上させる再建法について検討を行っている。術後の摂食
· 嚥下障害が予想される患者に対しては、摂食リハビリ外来や病棟スタッフとの連携のもとで、術前より摂食 · 嚥
下機能評価を行っている。特に腫瘍切除後に組織移植により再建術を行う患者に対しては、クリニカルパスを作
成し、早期のリハビリ開始や、術後入院期間の縮小がはかられている。また、言語機能評価は言語治療外来にて
行っているが、切除範囲や術式ごとの検討を行うことにより、機能温存を重視した術式の開発に取り組んでいる。
3)口唇口蓋裂：口唇口蓋裂患者の初回手術前より口蓋床を用い、術前顎発育誘導による歯列弓形態の経時的な変
化について解析を行っている。口唇形成や口唇修正においては、積極的に人中形成を含めた自然な三次元的形態回
復を行っている。顔面の形態評価については２次元解析を行っている。口蓋形成では、言語機能や顎発育の両面
を考慮したよりよい術式を選択し、成長期における咬合状態と言語機能について評価を行い，咬合や言語に与え
る因子の解析を行っている。顎裂部への二次的骨移植については、単純 X線写真や CTを用い骨形態や歯列弓形
態についての評価を行っている。また、鼻咽腔閉鎖機能不全に対してまずは発音補助装置を用い改善を図り、必
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要に応じて咽頭弁移植術を行い、鼻咽腔閉鎖機能の獲得を行っている。重度の上顎劣成長に対しては、骨延長を
適応し咬合改善を行い、術後の後もどりや長期術後安定性について検討を行っている。治療終了期の患者の総合
評価を行い、治療プロトコールの問題点や改善点について検討している。研究面では、研究書承諾書を頂いた患
者さんから手術中に生じた患者さんの血液、組織を用いて口唇 · 口蓋裂の発生に関わる遺伝子解析を本学分子発生
学分野と共同研究を行っている。
4)顎関節疾患：口腔疾患と心因的な関連について、顎関節症患者を含む当科外来患者を対象として必要に応じて
心理要因の調査を実施し、疼痛と不安 · 抑うつとの関連性を解析し、治療法を検討している。また顎関節に発生す
る腫瘍性病変についての外科治療を行うとともに発症原因や病態解明についての検索を行っている。従来からあ
る開口訓練器の改良を行うと共に新しい型式の開口訓練器と開口度測定器の新規開発、それらの実用化と臨床応
用に向けての研究開発を進めている。
5)口腔再建：舌、口底、頬粘膜などの軟組織再建は、主に、前腕皮弁や腹直筋皮弁などの遊離皮弁移植を用いて
行っている。顎骨などの硬組織再建は、遊離肩甲骨複合皮弁などの血管柄付き骨移植、骨髄海綿骨細片 (PCBM)
などによる再建を行っている。顎義歯、インプラント義歯など用いた咬合再建を最終目標とする取り組みと、咀嚼
機能、QOL評価を通じて、より安全で機能的な口腔再建法の確立と機能評価 · 術式の標準化へ向けた研究を行っ
ている。
6)口腔粘膜疾患：白板症、扁平苔癬などの口腔粘膜疾患に対する治療のために専門外来を設置している。また粘
膜疾患の病態に対する原因の調査を、全身疾患、局所、心因性のものにわたって行い、治療には一部東洋医学も導
入している。
7)歯および骨の再生に関する研究：歯髄細胞を細胞供給元とした再生医療の研究を進めている。これまでにヒト
歯髄細胞は無血清培地にて培養した場合には象牙質を形成することが見いだされた。歯の再生には上皮系細胞と
間葉系細胞が必要と思われる。上皮系細胞としてヒト口腔粘膜上皮細胞、間葉系細胞としてヒト歯髄細胞に着目
し歯の再生研究を行っている。最近になり手術時に生じる余剰骨組織よりヒト骨髄間葉系幹細胞の培養にも成功
しており、再生医療への応用研究を展開していきたいと考えている。
8)口腔癌に対する基礎的研究：口腔癌検体より、レーザーマイクロダイセクションを用いて、それぞれの検体から
正常部、上皮性異形成部、癌部を採取し、マイクロアレイ解析を行うことにより口腔癌の発癌過程におけるmRNA
レベルの発現の変化をデータベース化した。そのデータベースより、正常から上皮性異形成、上皮性異形成から
浸潤癌への変化に伴い有意に発現が変化する遺伝子を同定した。

( 2 ) 教育方針

口腔外科学においては口腔、顎、顔面領域に現れる先天性および後天性疾患について、その病因、病理、症状、診
断、処置ならびに予後を理解させ、かつ、各種疾患の予防および治療に応用させるように教育する。口腔外科学
で取り扱う範囲は非常に広く歯科と医科との重なり合った領域を扱うため、内科学、外科学ならびに隣接臨床医
学とは密接な関係を有している。口腔外科学は一般に、歯およびその周囲組織を中心とした疾患を対象とする歯
科口腔外科学と、顎口腔顔面領域にわたる疾患を対象とする顎口腔外科学に区分することができ、顎顔面外科学
分野は顎口腔外科学分野と分担して教育する。

1-1　第 5学年前期において，次の内容について講義を行う。
顎口腔医療（内容については顎口腔外科学分野と分担して行う）
1) 顎口腔顔面領域の奇形，特に唇顎口蓋裂
2) 顎口腔顔面領域の変形症
3) 顎口腔顔面領域の損傷
4) 顎口腔顔面領域の炎症 · 感染症
5) 顎口腔顔面領域の嚢胞
6) 口腔粘膜疾患
7) 顎口腔顔面領域の良性，悪性腫瘍
8) 顎関節疾患
9) 唾液腺疾患
10) 系統的骨疾患
11) その他
以上の疾患の成因、症状、診断、処置および予後について講義を行う。
1-2　第 5学年前期に次の内容について実習を行う。
1) 臨床検査とその評価
(1)一般簡易検査（血液型、赤血球数、白血球数、血色素量、血球容積、血球沈降速度、血液像、尿検査）
(2)血液検査手技（静脈採血、動脈採血）
(3)血清生化学検査、尿生化学検査（付、薬剤アレルギー検査、皮内反応）
(4)頸部の診察
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2) 滅菌および消毒法
手指の消毒，手術野の消毒，器械 · 器具の消毒など
3) 抜歯の基本手技
抜歯鉗子 · 挺子の使い方
4) 顎間固定法
連続歯牙結紮など
1-3　第 6学年臨床実習
外来実習では抜歯およびその他外来小手術の基本手技、投薬など、病棟実習では入院患者に対する手術を理解し、
術前 · 術後管理の基本などを修得する。
1-4　歯学部第 6学年の特別講義を行っている。
1-5　医学部医学科第３学年および歯学部歯学科第３学年の頭頸部臨床ブロックの講義を担当している。
1-6　医学部医学科第４学年、口腔外科の講義、医学部医学科第５学年、口腔外科実習を担当している。
1-7　医学部保健衛生看護学科の講義を担当している。
1-8 医歯学総合研究科医歯科学専攻修士課程の講義を担当している。

( 3 ) 臨床上の特色

臨床上の特色:近年の口腔外科疾患に対する治療法の進歩により最新かつ専門化した集学的治療体系が必要とされ
てきている。これに対応して当科では顎変形症、口腔悪性腫瘍、唇顎口蓋裂、顎関節、口腔粘膜疾患に対して専
門外来を設け個々の患者へのきめ細かい対応ができる態勢を整えている。同時に集学的治療の実践のため、顎変
形症や唇顎口蓋裂では症例検討会を矯正歯科外来と合同で行っており、口腔外科医と矯正歯科医が十分な検討を
行った上で治療計画を立てている。また、悪性腫瘍に限らず病態が複雑な疾患や稀少な疾患を対象に口腔病理科、
歯科放射線科と合同で臨床病理カンファレンス（CPC）を行い、症例について総合的に検討することにより、診
断、治療に関わる知識を深め臨床に役立てている。

( 4 ) 研究業績
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16. 三浦千佳、道泰之、大山巌雄、鵜澤成一、名生邦彦、山口聰. 当科における腫瘍死症例の検討. 第 71回日本
口腔科学会学術集会 2017.04.27

17. 柴田真里、大山厳雄、野里女明代、橋田之彦、三浦千佳、炭野淳、名生邦彦、山城正司、道泰之、鵜澤成、
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患者の矯正歯科治療に関する実態調査. 第 41回日本口蓋裂学会総会 · 学術集会 2017.05.18 東京都港区
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microRNA library screening identified a novel tumor suppressive miRNA regulating BRD4, a BET family
gene. 第 76回日本癌学会学術総会 2017.09.29 日本　横浜

54. 災害が起きても地域を守るために知っておくべきこと. 平成 29年度 中国 · 四国地区歯科医学大会「改めて
災害時行動を考える」∼避難所対応について ∼ 2017.10.01

55. 災害時歯科保健医療における口腔アセスメント. 全国 7地区日本歯科医師会平成 29年度災害コーディネー
ター研修会 2017.10.08 福島

56. 高橋由記、東堀紀尚、舩橋健太、松村健二郎、伊藤洋介、上園将慶、門田千穂、秋山咲子、疋田理奈、鈴木
聖一、森山啓司. 骨格性Ⅱ級不正咬合患者の発音時における口腔周囲軟組織動態の解析. 第 76回日本矯正歯
科学会学術大会 2017.10.18 北海道札幌市

57. 門脇佳緒里、打越哲郎、上園将慶、菊池正紀、森山啓司. 歯科矯正用アンカレッジデバイスへの応用を目指
した新規 HAp/Colコーティング法の開発. 第 76回日本矯正歯科学会学術大会 2017.10.18 北海道札幌市

58. 平塚泰三、高久田和夫、菊池正紀、上園将慶、鈴木聖一、森山啓司. HAp/Colによる急速な骨膜下骨誘導は
母骨の吸収機転を伴う. 第 76回日本矯正歯科学会学術大会 2017.10.18 北海道札幌市

59. 注意を要する口腔粘膜疾患. 東京都国民健康保険団体連合会 歯科部会研修会 2017.10.18

60. 丸岩 真由子, 森田 圭一, 栢森 高 (, 田中 香衣, 名生 邦彦, 道 泰之, 山口 聰, 池田 通, 原田 浩之. 腺房細胞癌
および乳腺相似分泌癌の臨床病理学的検討. 第 62回日本口腔外科学会総会 · 学術大会 2017年 10月 20-22日
2017.10.20 京都市

61. 中久木 康一, 友松 伸允, 黒原 一人, 小杉 真智子、佐久間 朋美、儀武 啓幸、山口 聰. スーパーフィクソーブ
MX○ R ステッププレートの有用性の検討. 第 62回 日本口腔外科学会総会 2017.10.20

62. スーパーフィクソーブMX (R)ステッププレートの有用性の検討. 第 62回公益社団法人日本口腔外科学会
総会 · 学術大会 2017.10.20

63. 下顎頭の前方滑走運動を誘導する新型開口訓練器の使用経験. 第 62 回日本口腔外科学会総会 · 学術大会
2017.10.20 京都

64. 友松 伸允, 黒原 一人, 中久木 康一, 儀武 啓幸, 山口 聰. MOJシステム使用による LeFortⅠ型骨切り術の上
顎骨の術後安定性に対する検討．. 第 62回 日本口腔外科学会総会 2017.10.21

65. 丸岩真由子、森田圭一、柏森高、田中香衣、道泰之、山口聰、池田通、原田浩之. 腺房細胞癌および乳腺相
似分泌癌の臨床病理学的検討. 第 62回日本口腔外科学会総会 · 学術大会 2017.10.21 京都
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66. 押部 成美,丸川 恵理子,板井 俊介,安川 知里,原田 浩之. 顎骨病変における開窓療法についての臨床的 · X
線学的検討. 第 62回日本口腔外科学会総会 · 学術大会 2017.10.22 京都

67. 大規模災害時における歯科救護医療について∼災害歯科コーディネーターの必要性∼. 千葉県歯科医師会　
災害対策 · 救急医療講習会（郡市災害対策 · 救急医療担当者会議内） 2017.10.26 千葉

68. 熊本地震における知的 · 発達障害児者における歯科的問題と歯科保健活動. 第 34回日本障害者歯科学会総会
· 学術大会 2017.10.28

69. 災害時歯科保健医療における口腔アセスメント. 全国 7地区日本歯科医師会平成 29年度災害コーディネー
ター研修会（東京ブロック） 2017.10.28 東京

70. 災害時の歯科口腔保健アセスメントと歯科診療記録の標準化　 ∼熊本地震の対応より ∼. 第 76回日本公衆
衛生学会総会 2017.10.31

71. 大規模災害時の歯科保健医療支援における多職種連携. 平成２９年度 第６回 鹿児島大学歯学部 FD講演会
2017.11.01 鹿児島

72. 災害時の口腔ケア　 ∼災害関連疾病を起こさせないために ∼. OKKAさんの栄養勉強会 ∼大津 · 菊池 · 菊
陽 · 阿蘇地区栄養勉強会 ∼ 2017.11.02 大津

73. 歯科医師の立場から　∼災害時の「食べる」を支える歯科支援∼. ，「災害時の障がい者の摂食を考えよう」，
第 3回大阪 JRAT研修会　兼第 4回大阪府大規模災害時　要援護者支援活動リーダー養成研修会 2017.11.03
大阪

74. 災害時歯科保健医療における口腔アセスメント. 全国 7地区日本歯科医師会平成 29年度災害コーディネー
ター研修会（近畿北陸ブロック） 2017.11.05

75. 大規模災害時の口腔ケア. 高津地区防災訓練，高津地区自主防災組織連絡協議会 2017.11.11 神奈川

76. 森田 圭一, 横川 美咲, 及川 悠, 栢森 高, 坂本 啓, 池田 通, 原田 浩之. 口腔扁平上皮癌患者における遠隔転移
予測因子の検討. 日本人類遺伝学会第 62回大会 2017年 11月 16-18日 2017.11.16

77. Erina Tonouchi, Tomoki Muramatsu, Yasuyuki Gen, Hidekazu Hiramoto, Johji Inazawa. Function-based
microRNA library screening identified a novel tumor suppressive miRNA regulating BRD4, a BET family
gene. 日本人類遺伝学会第 62回大会 2017.11.18 日本　神戸

78. これからの社会に果たす歯科の役割—口腔外科の話、災害歯科の話—. 東京医科歯科大学歯科同窓会学術部
同窓生講演会 2017.11.18 東京

79. 災害時歯科保健医療における口腔アセスメント. 全国 7地区日本歯科医師会平成 29年度災害コーディネー
ター研修会（中国四国ブロック） 2017.11.19

80. 兵頭克弥,有坂慶紀,山口聰,由井伸彦. 血管内皮細胞を活性化するための硫酸化ポリロタキサン表面の設計..
第 39回日本バイオマテリアル学会大会 2017.11.20

81. 押部 成美,丸川 恵理子,原田 浩之. 生体分解性WE43マグネシウム合金の in vivoにおける長期検討. 第 39
回日本バイオマテリアル学会大会 2017.11.21 東京

82. 災害時の歯科支援の変遷と役割. 災害口腔医学研修会（鹿児島），平成 29年九地連研究事業　災害歯科医療
支援チームリーダーの養成と支援ネットワークの構築 2017.11.23 鳥取

83. 災害時保健医療支援の目的と位置づけ. 災害口腔医学研修会 2017.11.23 鹿児島

84. 災害時保健医療体制と歯科における体制づくり. 災害口腔医学研修会 2017.11.23 鹿児島

85. 災害時に歯科医師ができる地域貢献. Continuing Education　特別講演，EPIC(Evidence based Periodon-
tology & Implantology Course） 2017.12.03

86. 西原　駿. Role of cAMP in phenotypic changes of osteoblasts. 2017.12.06

87. 災害時の歯科保健支援. 平成２９年度災害支援歯科衛生士フォーラム 2017.12.10 東京

88. 災害時の歯科保健対策 ∼準備 · 対応 · 復興 ∼. 平成 29年度愛媛県歯科保健担当者研修会 2017.12.11 愛媛

89. 災害時における行政の歯科保健担当者の役割について. 平成 29年度市町村等歯科保健担当者研修会（千葉
県） 2017.12.25



— 150 —

顎顔面頸部機能再建学講座

[特許]

1. 開口訓練器, 特許番号：第 6080532号

[受賞]

1. 優秀発表賞「歯科矯正用アンカレッジデバイスへの応用を目指した新規 HAp/Colコーティング法の開発」
（門脇佳緒里、打越哲郎、上園将慶、菊池正紀、森山啓司）, 第 76回日本矯正歯科学会大会, 2017年 10月

2. 優秀発表賞「HAp/Colによる急速な骨膜下骨誘導は母骨の吸収機転を伴う」（平塚泰三、高久田和夫、菊池
正紀、上園将慶、鈴木聖一、森山啓司）, 第 76回日本矯正歯科学会大会, 2017年 10月

[その他業績]

1. 文部科学省科学研究費補助金　特別研究員奨励費 , 2017年
「迅速に骨接合する歯科矯正用骨膜下アンカレッジデバイスの開発」研究代表者　上園将慶

2. 2017年 01月
歯科衛生士が考える被災地域での歯科保健活動，日本歯科新聞，第 1958号

3. 2017年 01月
熊本地震　歯科医師会はどう動いたか，日本歯科医師会雑誌

4. 2017年 01月
歯科医師会の熊本支援

5. 2017年 03月
人々の健康を口から守る ∼災害時の誤嚥性肺炎予防の事例から ∼, Mouth&BodyTopics.Vol.3，

6. 2017年 04月
特別鼎談　災害時の「食べる」支援を考える，新聞 QUINT

7. IBS茨城放送　 JAさわやかモーニング　やさしい医療「親知らずについて」 佐藤豊
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顎顔面矯正学
Maxillofacial Orthognathics

教　授　　　　森山啓司
准教授　　　　鈴木聖一
講　師　　　　小川卓也
助　教　　　　辻美千子，東堀紀尚，宮本順，小林起穂，伊藤洋介
医　員　　　　疋田理奈，保田裕子，小倉健司，高橋由記，幸田直己，八尋浩平
日本学術振興会特別研究員　門田千穂，上園将慶
大学院生　　　池田安紀津，平塚泰三，荒木美祐，小笠原毅，紙本裕幸，
　　　　　　　平林恭子，舩橋健太，吉澤英之，Aung Bhone Myat，
　　　　　　　Wu Yu Yun，門脇佳緒里，姜順花，齋藤小百合，松本英和，
　　　　　　　宮崎貴行，Teramoto Iida Airy，Nay Myo Min Swe，
　　　　　　　 Phyo Thiha，五十嵐七瀬，稲垣有美，井上雅葵，会坂善也，
　　　　　　　仁木佑紀，Thili HLA Myint，Pooktuantong Ornnicha，
　　　　　　　 Teekavanich Chutimont，Badrakhkhuu Nomin Dulguun
大学院研究生　山本直，秋山咲子，浅見拓也，庄司あゆみ，林婉婷，木下理恵，
　　　　　　　中村留理子，秋山秀平，有村恵，田村明日香，馬場優里， 　
　　　　　　　 Cheng Shih-Wei Eric，松村健次郎，木下由紀子，富永千慧，
　　　　　　　早川大地，Lin Tun Oo，中澤佑紀，松野さほり，伴田みさと
外国人研究者　 Lisa R.Amir
非常勤講師　　川元龍夫，須田直人，須佐美隆史，寺島多実子，加藤嘉之，
　　　　　　　石渡靖夫，馬場祥行，天願俊泉，横関雅彦，檜山成寿，高橋滋樹，
　　　　　　　福岡裕樹，高田潤一，丸岡亮

( 1 ) 分野概要

　顎顔面矯正学は、成長発育異常や各種先天異常に起因した歯、咬合、顎骨および顔面の不調和に対して歯科矯正
学はもとより、他の関連臨床分野とともに総合的な治療計画に基づいて形態的、機能的な口腔環境の不調和を除去
し、限りなく健常な状態に近付けるための臨床歯学の一分野である。顎顔面矯正学における研究は、これらの不調
和が生じる原因の解明と予防法の確立、患者の診断や治療法の改良、開発を目的としている。近年の顎骨手術や
骨延長治療などを併用した顎顔面矯正治療の進歩により、従来は矯正治療の対象となり得なかった上下顎の不調
和や各種先天異常に伴う重篤な不正咬合に対して、咬み合せの改善や咬合の再建を図ることが可能となってきた。
しかしながら未だ病態が不明で治療法が確立できない疾患も数多く存在し、先天異常や成長発育異常の原因や予
防についてはようやく研究の端緒についたばかりである。顎顔面矯正学は、これらの異常を改善し、調和のとれ
た顎口腔機能を営しめるとともに、顔貌の改善を図り、心理 · 社会的に個人の福祉に寄与することを目的とする。

( 2 ) 研究活動

　顎顔面矯正学分野では、種々の先天的あるいは後天的原因によって引き起こされる不正咬合に対し、多角的な
観点から研究が行われている。各疾患の病態成立機構の解明、診断法の改良 · 開発、新規治療法の確立等を目的と
して構成された各研究グループによって研究活動が行われている。その内容は基礎的研究から臨床的研究まで多
岐にわたり、基礎的研究成果を効果的な治療 · 診断 · 予防法へと還元することを目的としている。
　当分野における主な研究課題を以下に示す。
１）顎顔面の成長発育疾患および先天性疾患の発症機構ならびに診断 · 治療法開発に関する研究
２）新規歯科矯正用装置の開発に向けた生体材料工学的研究
３）顎口腔成長ならびに不正咬合発症に関する疫学的研究
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４）メカニカルストレスと骨代謝に関する研究
５）顎口腔機能と中枢神経系に関する研究

( 3 ) 教育活動

　顎顔面頭蓋の成長発育構造とその異常、正常咬合の成立に必要な要件と不正咬合の原因および矯正力や顎整形
力に対する歯 · 骨 · 軟組織の生体応答性など、矯正治療のメカニズムを習得する上で必要な生体の構造と機能につ
いて理解を深めることを目的とした教育活動を行っている。つまり、歯、歯周組織、顎顔面頭蓋およびこれに付
随する筋軟組織系の正常な成長発育とその機能について教授し、併せて、これら諸構造の不正により生じた咬合
異常、形態異常等の改善ならびに、それらの発生の予防を教育する。
　兼務となる歯学部専門課程教育として、5年次を対象として、講義ならびに模型実習、5年次、6年次には、臨
床実習による教育が行われている。また、講義ならびに実習における学生の理解を深めるよう、チュートリアル
形式の実習を取り入れるなど、講義で学んだ内容を実習に応用出来るよう工夫している。
　大学院医歯学総合研究科としての講義内容は、口腔顎顔面頭蓋における骨格系、筋軟組織系の先天異常、成長
発育異常のメカニズムを分子遺伝学的、細胞工学的、生体計測学的手法を用いて解明し、疾病の予防法、外科手術
ならびに補綴治療などと連携した包括治療法に関する教育研究を行う。

( 4 ) 教育方針

　基本的教育方針は、顎口腔系の正常な形態と機能に対する理解を深め、咬合異常、顎顔面形態異常の病態の正
しい把握とその治療の実践に資する知識を、講義、実習を通して教授することにある。
　顎顔面頭蓋の形態的、機能的異常を発現する先天異常、成長発育異常症例の病態、これらの症例に見られる不正
咬合の特徴について理解させるとともに、それら症例の矯正学的分析、診断および治療法について教授する。さ
らに包括治療における顎顔面矯正治療の重要性について併せて教授する。

( 5 ) 臨床活動および学外活動

　成長発育異常や各種先天異常に起因した歯、咬合、顎骨および顔面の不調和に対し、矯正歯科学、口腔外科学、
形成外科学ならびに補綴学等の総合的な治療計画のもとに形態的、機能的な口腔環境の改善をはかり、不調和な
状態を限りなく健常な状態に改善することを目的とした臨床活動を行っている。また、学外活動として、各種先
天異常を有する患者の会に出席し、患者だけでなくその家族に対しても、専門的な立場から疾患に対する情報を
提供し心理的な支援も行っている。

( 6 ) 臨床上の特色

　当分野では、それぞれ 6～ 7名からなる臨床グループによる診療体制をとっており、各グループにおいて週一
回の症例検討会や症例発表を行うことにより顎顔面矯正臨床の研鑽に励んでいる。特に顎変形症、ならびに口唇
裂 · 口蓋裂をはじめとする種々の先天異常に関しては、専門グループによる診断前、手術前の事前検討会に加え、
口腔外科、補綴科等との合同カンファレンスを行い、チームアプローチによる綿密な連携ならびに協力体制を確
立している。さらに、先天異常症例においては、治療開始前に母親、患者に対してカウンセリングを行っている。

( 7 ) 研究業績

[原著]

1. Yahiro K, Higashihori N, Moriyama K. Histone methyltransferase Setdb1 is indispensabel for Meckel’s
cartilage development. Biochemical and Biophysical Research Communications. 2017.01; 482(4); 883-888

2. Koda N, Sato T, Shinohara M, Ichinose S, Ito Y, Nakamichi R, Kayama T, Suzuki H, Moriyama K,
Asahara H . The transcription factor mohawk homeobox regulates homeostasis of the periodontal ligament.
Development. 2017.01; 144(2); 313-320

3. Ikeda M, Miyamoto JJ, Takada JI, Moriyama K. Association between 3-dimensional mandibular morphol-
ogy and condylar movement in subjects with mandibular asymmetry. American Journal of Orthodontics
and Dentofacial Orthopedics. 2017.02; 151(2); 324-334
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4. Sawada H, Ogawa T, Kataoka K, Baba Y, Moriyama K. Measurement of Distraction Force in Cleft Lip
and Palate Patients During Le Fort I Maxillary Advancement With Rigid External Distraction. Journal
of Craniofacial Surgery. 2017.03; 28(2); 406-412

5. Shiga M, Ogawa T, Ekprachayakoon I, Moriyama K. Orthodontic Treatment and Long-Term Management
of a Patient With Marfan Syndrome. The Cleft Palate-Craniofacial Journal. 2017.05; 54(3); 358-367

6. Inagaki Y, Abe M, Inaki R, Zong L, Suenaga H, Abe T, Hoshi K. A Case of Systemic Infection Caused
by Streptococcus pyogenes Oral Infection in an Edentulous Patient Diseases. 2017.08; 5(3); 17

7. Araki M, Yasuda Y, Ogawa T, Tumurkhuu T, Ganburged G, Bazar A, Fujiwara T, Moriyama K. As-
sociations between Malocclusion and Oral Health-Related Quality of Life among Mongolian Adolescents.
International Journal of Environmental Research and Public Health. 2017.08; 14(8); pii: E902

8. Shoji-Matsunaga A, Ono T, Hayashi M, Takayanagi H, Moriyama K, Nakashima T. Osteocyte regulation
of orthodontic force-mediated tooth movement via RANKL expression. Scientific Reports. 2017.08; 7(1);
8753

9. Higashihori N, Lehnertz B, Sampaio A, Underhill T M, Rossi F, Richman J M . Methyltransferase G9A
Regulates Osteogenesis via Twist Gene Repression. Journal of Dental Research. 2017.09; 96(10); 1136-
1144

10. Aida J, Matsuyama Y, Tabuchi T, Komazaki Y, Tsuboya T, Kato T, Osaka K, Fujiwara T. Trajectory
of social inequalities in the treatment of dental caries among preschool children in Japan. Community
Dentistry and Oral Epidemiology. 2017.10; 45(5); 407-412

11. Ogasawara T, Uezono M, Takakuda K, Kikuchi M, Suzuki S, Moriyama K. Shape Optimization of Bone-
Bonding Subperiosteal Devices with Finite Element Analysis BioMed Research International. 2017.11;
2017; 3609062

12. Veistinen LK, Mustonen T, Hasan MR, Takatalo M, Kobayashi Y, Kesper DA, Vortkamp A, Rice DP. Reg-
ulation of Calvarial Osteogenesis by Concomitant De-repression of GLI3 and Activation of IHH Targets.
Frontiers in Physiology. 2017.12; 8; 1036

[書籍等出版物]

1. 渋谷絹子,天笠光雄,塩沢育己,倉林亨,森山啓司,髙木裕三,田上順次,青木春恵,紺野肖子,月川和香奈,味田
徳子. 系統看護学講座　専門分野 2　歯 · 口腔　成人看護学 15（第 13版）. 医学書院, 2017.02 (ISBN :
978-4-260-02761-8)

2. Kobayashi Y, Duarte C, Moriyama K. Biomarkers in Bone Disease. Part of the series Biomarkers in
Disease: Methods, Discoveries and Applications. Springer, 2017.07 (ISBN : 978-94-007-7692-0)

3. 後藤滋巳,清水典佳,槇宏太郎,森山啓司,石川博之. 矯正歯科治療この症例にこの装置　第２版. 医歯薬出版
株式会社, 2017.11 (ISBN : 978-4-263-44514-3)

4. 森山啓司　他. 別冊 the Quintessence 臨床家のための矯正 YEAR BOOK　 2017. クインテッセンス出版,
2017.11 (ISBN : 978-4-7812-0583-0)

[総説]

1. 宮本順. 東京医科歯科大学歯科講演会『顎顔面矯正学の現在と未来-顎顔面矯正学分野のめざすもの』-6：矯
正治療に関わる新しい機能評価法. 矯正臨床ジャーナル. 2017.02; 33(2); 51-58

2. 辻美千子. 東京医科歯科大学歯科講演会『顎顔面矯正学の現在と未来-顎顔面矯正学分野のめざすもの』-7：
先天異常疾患に対する顎顔面矯正学的な対応. 矯正臨床ジャーナル. 2017.03; 33(3); 51-59

3. 小川卓也. 東京医科歯科大学歯科講演会『顎顔面矯正学の現在と未来-顎顔面矯正学分野のめざすもの』-8：
口唇裂 · 口蓋裂患者への骨延長法の適応. 矯正臨床ジャーナル. 2017.04; 33(4); 51-56

4. 森山啓司. 世界の歯科矯正の新基軸：エビデンスに基づく矯正歯科治療について考える. 歯界展望特別号「歯
科医療　未来と夢」第 23回日本歯科医学会総会 . 2017.05; 122
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5. 小林起穂. 東京医科歯科大学歯科講演会『顎顔面矯正学の現在と未来-顎顔面矯正学分野のめざすもの』-9：顎
顔面縫合部でのリモデリングをナノテクノロジーでコントロールする. 矯正臨床ジャーナル. 2017.06; 33(6);
35-40

6. 鈴木聖一. 顎変形症の外科的矯正治療. Clinical Calcium. 2017.10; 27(10); 93-101

[講演 · 口頭発表等]

1. 駒崎裕子、藤原武男、小川卓也、荒木美祐、佐藤美理、山縣然太朗、森山啓司. 日本の中学生における不正
咬合と顎関節症との関連性について～甲州市母子保健縦断調査～ . 第 27回日本疫学会学術総会 2017.01.27
山梨県甲府市

2. 荒木美祐、駒崎裕子、小川卓也、トムルホーツァサン、ガンブルゲドガンジャルガル、バザルアマルサイハ
ン、川口陽子、藤原武男、森山啓司. モンゴル国の思春期児童における不正咬合と口腔関連 QoLと の関連
について . 第 27回日本疫学会学術総会 2017.01.27 山梨県甲府市

3. Komazaki Y, Ogawa T, Kataoka K, Baba Y, Moriyama K. Postoperative changes of the maxilla after
distraction osteogenesis in cleft palate patients - Comparison between internal device and external device.
13th International Cleft Congress 2017.02.08 Chennai,India

4. Ogawa T. Maxillary distraction osteogenesis in CLP patients with severe maxillary deficiency: Method-
ology, timing and long term follow up. 13th International Cleft Congress 2017.02.08 Chennai,India

5. 門田千穂. 骨量制御メカニズムにおけるmRNA分解促進因子 Cnot3の機能解析.. 第二回口腔医科学フロン
ティア研究会 2017.03.05 山形

6. 宮本順、田村明日香、小倉健司、小川卓也、森田圭一、森山啓司. 思春期性成長後期に上顎骨延長法を適応
した片側性口唇口蓋裂の一例. 第 41回日本口蓋裂学会総会 · 学術集会 2017.05.18 東京都港区

7. 上園将慶、小川卓也、山口聡、森山啓司. 舌縮小術を施行し矯正歯科治療単独で咬合の改善を図ったBeckwith-
Wiedemann症候群の 1例. 第 41回日本口蓋裂学会総会 · 学術集会 2017.05.18 東京都港区

8. 小川卓也、伴田みさと、上園将慶、駒崎裕子、辻美千子、森山啓司. 口唇裂 · 口蓋裂を伴う希少遺伝性疾患
患者の矯正歯科治療に関する実態調査. 第 41回日本口蓋裂学会総会 · 学術集会 2017.05.18 東京都港区

9. 森田圭一、壬生美智子、乙丸貴史、島崎一夫、小川卓也、立川敬子、宮新美智世、小野卓史、森山啓司、谷
口尚、原田浩之.. 東京医科歯科大学歯学部附属病院顎口腔変形疾患外来の取り組み. 第 41回日本口蓋裂学
会総会 · 学術大会 2017.05.18 東京都港区

10. Kikuchi M, Sato T, Shirosaki Y, Aizawa M, Kadowaki K, Uezono M, Moriyama K, Takakuda K. Hydorxya-
patite/collagen bone-like nanocomposite for medical applications (Invited) . 12th Pacific Rim Conference
on Ceramic and Glass Technology 2017.05.21 Hawaii, USA

11. 疋田理奈. 舌と顎骨の相対的位置関係が呼吸機能に与える影響―顎矯正手術の術式の違いによる検討― . 第
27回特定非営利活動法人日本顎変形症学会総会 · 学術大会 2017.06.16 東京都江東区

12. 高橋由記. 骨格性上顎前突症患者におけるモーションキャプチャーを用いた発音時口唇動態解析の試み. 第
27回日本顎変形症学会総会 · 学術大会 2017.06.16 東京都江東区

13. 上園将慶、高久田和夫、菊池正紀、鈴木聖一、森山啓司.. ハイドロキシアパタイト／コラーゲンナノ複合体
コーティングの新生骨誘導能に関する基礎的検討. 9th Worlf Implant Orthodontic Conference 2017.07.03
兵庫県神戸市

14. 森山啓司. 矯正歯科治療の進展等について. 平成 29年度東地区基金医療顧問等会議（歯科） 2017.07.06 東
京都

15. 森山啓司. 矯正歯科治療の進展等について. 平成 29年度西地区基金医療顧問等会議（歯科） 2017.07.10 大
阪府

16. 寺本アイリ、秋山咲子、高橋由記、門田千穂、伊藤洋介、東堀紀尚、鈴木聖一、大林尚人、倉林亨、森山啓司.
シリコン印象材を用いた舌体積、口腔容積計測の試み. 第 76回東京矯正歯科学会学術大会 2017.07.13 東京
都千代田区

17. 森山啓司. 顎顔面先天異常患者に対する歯科矯正学的なアプローチ. 第 60 回中 · 四国矯正歯科学会大会
2017.07.17 徳島県徳島市
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18. Moriyama K. Orthodontic Treatment in a Super-aging Society in Japan. The 15th National Scientific
Conference of the Dental Faculty Consortium of Thailand 2017.07.19 Phitsanulok, Thailand

19. 濵洋平、水口俊介、佐々木啓一、前田健康、羽村章、一戸達也、森山啓司、興地隆史 . 健康長寿を育む歯学
教育コンソーシアム-第 3報- 3年次を終えての課題. 第 36回日本歯科医学教育学会学術大会 2017.07.31 長
野県松本市

20. 小倉健司、小林起穂、疋田理奈、辻美千子、森山啓司.. 矯正歯科治療により咬合改善を行ったアペール症候
群 2症例におけるビザンチン口蓋の長期的形態変化. 第 57回日本先天異常学会学術集会 2017.08.26 東京都
新宿区

21. 舩橋健太、渡辺孝康、芝多佳彦、村本慶子、小川卓也、中川一路、竹内康雄、和泉雄一、森山啓司. 口唇口
蓋裂患者におけるデンタルプラーク細菌叢のメタトランスクリプトーム解析.. 第 59回歯科基礎医学会学術
大会 2017.09.16 長野県塩尻市

22. 森山啓司. Apert型変異を伴う可溶性 FGFR2を応用した頭蓋縫合早期癒合症に対する新規治療法開発の取
り組み. 第 59回歯科基礎医学会学術大会 2017.09.16 長野県松本市

23. Moriyama K. Soft Tissue Consideration in Treatment of Dentoskeletal Discrepancy Cases. 2017　 Inter-
national Orthodontic Conference and the 16th Annual Session of Chinese Orthodontic Society 2017.09.17
Shanghai,China

24. 高橋由記、東堀紀尚、舩橋健太、松村健二郎、伊藤洋介、上園将慶、門田千穂、秋山咲子、疋田理奈、鈴木
聖一、森山啓司. 骨格性Ⅱ級不正咬合患者の発音時における口腔周囲軟組織動態の解析. 第 76回日本矯正歯
科学会学術大会 2017.10.18 北海道札幌市

25. 小倉健司、小林起穂、疋田理奈、庄司あゆみ、辻美千子、森山啓司. 頭蓋縫合早期癒合症患者の口蓋形態の三
次元的解析-アペール症候群とクルーゾン症候群の比較-. 第 76回日本矯正歯科学会学術大会 2017.10.18 北
海道札幌市

26. 八尋浩平、東堀紀尚、森山啓司. メッケル軟骨の発生過程に及ぼすヒストンメチル化酵素 Setdb1の影響と
BMPシグナルの関与. 第 76回日本矯正歯科学会学術大会 2017.10.18 北海道札幌市

27. 寺本アイリ、秋山咲子、高橋由記、門田千穂、伊藤洋介、東堀紀尚、鈴木聖一、大林尚人、倉林亨、森山啓
司. シリコン印象法を用いた舌と口腔形態との相関関係に関する研究. 第 76回日本矯正歯科学会学術大会
2017.10.18 北海道札幌市

28. 池田安紀津、宮本順、臼井信男、泰羅雅登、森山啓司. 咀嚼が食欲制御機構に与える影響-食物関連視覚刺激
を用いた認知心理学的研究-. 第 76回日本矯正歯科学会学術大会 2017.10.18 北海道札幌市

29. 東堀紀尚. 外科的矯正治療による顎顔面形態と機能の調和. 第 76回日本矯正歯科学会学術大会 2017.10.18
北海道札幌市

30. 東堀紀尚、疋田理奈、門田千穂、秋山咲子、高橋由記、伊藤洋介、森山啓司. 骨格性下顎前突患者に対する
外科的矯正治療による呼吸機能動態変化-主観的評価と客観的評価の比較-. 第 76回日本矯正歯科学会学術大
会 2017.10.18 北海道札幌市

31. 早川大地、幸田直己、高橋由記、姜順花、松本英和、ネイミョミンスイ、辻美千子、小林起穂、森山啓司.
Stickler症候群とRobin sequence患者の臨床症状の比較-頭蓋顎顔面形態と全身症状に着目して-. 第 76回日
本矯正歯科学会学術大会 2017.10.18 北海道札幌市

32. 木下由紀子、高橋由記、幸田直己、斎藤小百合、宮崎貴行、ピョティハ、辻美千子、小林起穂、森山啓司.
Stickler症候群患者の口腔内の特徴に関する検討. 第 76回日本矯正歯科学会学術大会 2017.10.18 北海道札
幌市

33. 平塚泰三、高久田和夫、菊池正紀、上園将慶、鈴木聖一、森山啓司. HAp/Colによる急速な骨膜下骨誘導は
母骨の吸収機転を伴う. 第 76回日本矯正歯科学会学術大会 2017.10.18 北海道札幌市

34. 門脇佳緒里、打越哲郎、上園将慶、菊池正紀、森山啓司. 歯科矯正用アンカレッジデバイスへの応用を目指
した新規 HAp/Colコーティング法の開発. 第 76回日本矯正歯科学会学術大会 2017.10.18 北海道札幌市

35. 小川卓也、山口聡、森山啓司. 片側性歯槽骨延長により前歯部被蓋改善を図った上顎後退症の 1例. 第 76回
日本矯正歯科学会学術大会 2017.10.18 北海道札幌市
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36. 伊藤洋介、東堀紀尚、金澤学、樺沢勇司、森山啓司. 下顎枝矢状分割術による外科的矯正治療を行った大臼
歯部の咬合支持喪失を伴う骨格性Ⅲ級不正咬合の一症例. 第 76回日本矯正歯科学会学術大会 2017.10.18 北
海道札幌市

37. 富永千慧、幸田直己、高橋由記、門脇佳緒里、小倉健司、辻美千子、小林起穂、森山啓司. 成長終了後に下
顎頭肥大を呈した Stickler症候群の 1症例. 第 76回日本矯正歯科学会学術大会 2017.10.18 北海道札幌市

38. 庄司あゆみ、東堀紀尚、林婉婷、辻美千子、森山啓司. 上顎埋伏犬歯の診断 · 治療に関する歯科矯正学的検
討. 第 76回日本矯正歯科学会学術大会 2017.10.18 北海道札幌市

39. 林婉婷、辻美千子、庄司あゆみ、東堀紀尚、森山啓司. 過去 10年間に当分野を受診した埋伏歯を有する患者
の臨床統計学的検討. 第 76回日本矯正歯科学会学術大会 2017.10.18 北海道札幌市

40. Miyamoto J. New evaluation of oral function via blood flow measurement -in patients with lip incompetence-
. XXV International Congress of the Academia Mexicana de Ortodoncia 2017.11.16 Mexico City, Mexico

41. Miyamoto J. Human brain activity related to oral function. XXV International Congress of the Academia
Mexicana de Ortodoncia 2017.11.16 Mexico City, Mexico

42. Moriyama K. Orthodontic Treatment for Adolescent Patients with Mandibular Prognathism. XXV Inter-
national Congress of the Academia Mexicana de Ortodoncia 2017.11.16 Mexico City, Mexico

43. Moriyama K. An orthodontic perspective of long-term care for cleft lip and palate and its related congenital
anomalies patients. XXV International Congress of the Academia Mexicana de Ortodoncia 2017.11.16
Mexico City, Mexico

44. Moriyama K. Some Considerations in Orthodontic Treatment for Class III Patients. XXV International
Congress of the Academia Mexicana de Ortodoncia 2017.11.16 Mexico City, Mexico

45. Moriyama K. Non-surgical and Surgical Orthodontic Treatment for Adult Patients with Mandibular Prog-
nathism.. XXV International Congress of the Academia Mexicana de Ortodoncia 2017.11.16 Mexico City,
Mexico

46. Araki M, Yasuda Y, Ogawa T, Tumurkhuu T, Ganburged G, Bazar A, Fujiwara T, Moriyama K. Asso-
ciation of malocclusion on oral health-related quality of life in Mongolian adolescents. The 65th Annual
Meeting of Japanese Association for Dental Research. 2017.11.18 Tokyo

47. 幸田直己、佐藤天平、宮崎貴行、篠原正浩、伊藤義晃、市野瀬志津子、浅原弘嗣、森山啓司. 転写因子Mohawk
homeobox (Mkx) の役割 – 歯根膜の脈管 · 神経系の遺伝子発現様相の観点から -. 第 40回日本分子生物学
会年会 2017.12.06 兵庫県神戸市

48. Wu Y Y, Kadota-Watanabe C, Ogawa T, Moriyama K. Establishment of a Novel Murine Model of Tem-
poromandibular Joint Osteoarthritis. The 30th Taiwan Association of Orthodontists Annual Meeting
2017.12.09 Kaohsiung, Taiwan

[受賞]

1. 優秀発表賞「頭蓋縫合早期癒合症患者の口蓋形態の三次元的解析-アペール症候群とクルーゾン症候群の比
較-」（小倉健司、小林起穂、疋田理奈、庄司あゆみ、辻美千子、森山啓司）, 第 76回日本矯正歯科学会大会,
2017年 10月

2. 優秀発表賞「メッケル軟骨の発生過程に及ぼすヒストンメチル化酵素 Setdb1の影響と BMPシグナルの関
与」（八尋浩平、東堀紀尚、森山啓司）, 第 76回日本矯正歯科学会大会, 2017年 10月

3. 優秀発表賞「HAp/Colによる急速な骨膜下骨誘導は母骨の吸収機転を伴う」（平塚泰三、高久田和夫、菊池
正紀、上園将慶、鈴木聖一、森山啓司）, 第 76回日本矯正歯科学会大会, 2017年 10月

4. 優秀発表賞「歯科矯正用アンカレッジデバイスへの応用を目指した新規 HAp/Colコーティング法の開発」
（門脇佳緒里、打越哲郎、上園将慶、菊池正紀、森山啓司）, 第 76回日本矯正歯科学会大会, 2017年 10月

5. 優秀発表賞「骨格性下顎前突患者に対する外科的矯正治療による呼吸機能動態変化-主観的評価と客観的評価
の比較-」（東堀紀尚、疋田理奈、門田千穂、秋山咲子、高橋由記、伊藤洋介、森山啓司）, 第 76回日本矯正
歯科学会大会, 2017年 10月

6. 優秀発表賞「咀嚼が食欲制御機構に与える影響-食物関連視覚刺激を用いた認知心理学的研究-」（池田安紀
津、宮本順、臼井信男、泰羅雅登、森山啓司）, 第 76回日本矯正歯科学会大会, 2017年 10月
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[その他業績]

1. 文部科学省科学研究費補助金　若手研究 B, 2017年
「口唇口蓋裂患者モデルにおける視聴覚音声統合処理プロセスの脳科学的解明」研究代表者　疋田理奈

2. 文部科学省科学研究費補助金　若手研究 B, 2017年
「歯根膜恒常性維持における転写因子Mkxの機能解明」研究代表者　幸田直己

3. 文部科学省科学研究費補助金　若手研究 B, 2017年
「歯科矯正学的歯の移動における骨細胞の機能の解明と新たな固定源としての開発応用」研究代表者　小倉
健司

4. 文部科学省科学研究費補助金　若手研究 A , 2017年
「咀嚼運動が脳機能と全身身体機能に与える影響の解明：非侵襲的脳機能測定法を用いて」研究代表者　宮
本順

5. 文部科学省科学研究費補助金　若手研究 B, 2017年
「新たな成長期における顎矯正治療法の開発」研究代表者　伊藤洋介

6. 文部科学省科学研究費補助金　基盤研究 C , 2017年
「頭蓋骨縫合部早期癒合症に対する新規miroRNA治療開発にむけた基礎的研究」研究代表者　小林起穂

7. 文部科学省科学研究費補助金　基盤研究 C, 2017年
「エピジェネティック機構の破綻が顎顔面発生過程に与える影響」研究代表者　東堀紀尚

8. 文部科学省科学研究費補助金　基盤研究 C, 2017年
「先天異常疾患の遺伝子型/表現型関連解明のための特異的顔貌の定量的評価法の確立」研究代表者　辻美
千子

9. 文部科学省科学研究費補助金　挑戦的萌芽研究, 2017年
「個別化医療を目指した歯根形態異常予防因子の解明」研究代表者　小川卓也

10. 文部科学省科学研究費補助金　特別研究員奨励費 , 2017年
「迅速に骨接合する歯科矯正用骨膜下アンカレッジデバイスの開発」研究代表者　上園将慶

11. 文部科学省科学研究費補助金　若手研究 B, 2017年 04月
「思春期の顎顔面形態に関する出生コホート研究」研究代表者　保田裕子

12. 公益財団法人ロッテ財団　 2017年度奨励研究助成, 2017年 04月
「咀嚼が摂食中枢に与える影響—糖代謝及びホルモン動態の変化と中枢神経機構の関連性—」研究代表者　
宮本順

13. 文部科学省科学研究費補助金　基盤研究 A , 2017年 04月
「顎成長の調和の破綻を来すバイオメカニズムのゲノム · フェノム統合解析」研究代表者　森山啓司

14. 文部科学省科学研究費補助金　基盤研究 C , 2017年 04月
「有限要素法による矯正用 HAp/Col コーティングオンプラントの最適形状の検討」研究代表者　鈴木聖一

15. 日本医療研究開発機構　難治性疾患実用化研究事業, 2017年 04月
「成人における未診断疾患に対する診断プログラムの開発に関する研究」研究分担者　森山啓司

16. 厚生労働科学研究費補助金　難治性疾患等政策研究事業 (難治性疾患政策研究事業) , 2017年 04月
「先天異常症候群領域の指定難病等の QOLの向上を目指す包括的研究」研究分担者　森山啓司

17. 文部科学省科学研究費補助金　基盤研究 B（海外学術調査） , 2017年 04月
「モンゴロイドにおける顎顔面形態の国際比較研究」研究代表者　森山啓司

18. 文部科学省科学研究費補助金　基盤研究 C, 2017年 04月
「Characteristics of Oral Tissue-Derived MSCs from CLP Patients」研究代表者　 Lisa R.Amir
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[社会貢献活動]

1. 講義「先天異常に対する矯正歯科からのアプローチ」, 九州歯科大学歯学部, 2017年 01月 06日

2. プレスリリース「転写因子 Mkx の歯根膜における機能解明」-歯根膜恒常性維持の新たなメカニズム- ,
Development, 2017年 01月 30日

3. 報道「歯根膜恒常性維持における転写因子Mkxの機能を解明—東医歯大」, 株式会社 Qlife, QLifePro 医療
ニュース, QLifePro 医療ニュース, 2017年 02月 01日

4. 報道「歯根膜維持する遺伝子　東京医科歯科大学治療法開発に道」, 日経産業新聞, 日本経済新聞社, 2017年
02月 02日

5. 講義「混合歯列期の反対咬合の診かた 治しかた ー被蓋改善から前歯部配列までー」, 東京医科歯科大学歯
科同窓会 第 54期 Part1 No.18 実習コース, 2017年 02月 05日

6. 講義「先天異常に対する矯正歯科からのアプローチ」, 岡山大学歯学部, 2017年 04月 12日

7. 歯科検診「東京都立松原高等学校定期健康診断」, 東京都立松原高等学校, 2017年 04月 19日

8. 歯科検診「お茶の水女子大学附属四校園健康診断」, お茶の水女子大学附属四校園（高校、中学校、小学校、
幼稚園）, 2017年 04月 26日 - 2017年 05月 08日

9. 調査「甲州プロジェクト思春期調査 · 歯科調査」, 甲州市立中学校（塩山中学校、塩山北中学校、松里中学
校、勝沼中学校、大和中学校）, 2017年 04月 27日 - 2017年 06月 13日

10. 講義「Non surgical and surgical orthodontic treatment for the patients with mandibular prognathism.
Part 1」 , The University of Western Australia, 2017年 07月 31日

11. 講義「Non surgical and surgical orthodontic treatment for the patients with mandibular prognathism.
Part 2」 , The University of Western Australia, 2017年 08月 01日

12. 講義「Orthodontic perspectives on long-term care for cleft patients.」, The University of Western Australia,
2017年 08月 02日

13. 講義「Clinical and biological understanding of craniofacial anomalies.」 , The University of Western
Australia, 2017年 08月 03日

14. 講義「“Give Thy Thoughts with Tongue” -The Tongue is An Eloquent Organ in Orthodontics.」 , The
University of Western Australia, 2017年 08月 04日

15. プレスリリース「矯正歯科治療において歯の移動の新たな鍵となる細胞を同定」―矯正歯科治療の標的細胞
が明らかに― , Scientfic Reports, 2017年 08月 28日

16. 講義「臨床歯科医学 · 口腔外科」, 多摩リハビリテーション学院, 2017年 09月 01日 - 2017年 12月 31日

17. 講義「歯科矯正学」, 東京歯科衛生専門学校, 2017年 09月 01日 - 2017年 12月 31日

18. 講義「女性と身体ー歯の健康（１）」, 日本女子大学, 2017年 10月 27日

19. 講義「女性と身体ー歯の健康（２）」, 日本女子大学, 2017年 11月 03日

20. 講義「先天異常に対する矯正歯科からのアプローチ」, 九州歯科大学歯学部, 2017年 12月 15日

21. 講義「先天異常に対する矯正歯科からのアプローチ」, 九州大学歯学部, 2017年 12月 22日
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顎顔面補綴学
Maxillofacial Prosthetics

2017年 1月～12月

教授
　谷口　尚
講師
　隅田 由香
大学院生
　金崎彩子（～ 3月），柳　綾香，LI Na，ASWEHLEE Amel Mohamed，SAID Mohamed Moustafa，上柳安友子，
KELIMU Shajidan，YEERKEN Yesiboli，AWUTI Shater，藤田　遥（4月～）,
ZHANG Manjing（10月～），LIU Rongguang（10月～）
大学院研究生
　 KAMARUDIN Kamarul Hisham （～ 3月）
　 ZHANG Manjin（～ 9月）
　 LIU Rongguang（～ 9月）
登録研修医
　渡邉真央
歯学部非常勤講師
　佐藤　巌，野村晃路，ELBASHTI Mahmoud Ellarousi，波田野典子（10月～），吉　志元（11月～）
大学院非常勤講師
　尾澤昌悟，門田千晶，猪原　健，小坂　萌

歯学部附属病院，（専）顎義歯外来
部長（併）教授
　谷口　尚
副部長（併）講師
　隅田由香
助教
　服部麻里子，乙丸貴史
特任助教
　波田野典子（～ 9月）
医員
　村瀬　舞，原口美穂子，吉　志元（～ 3月），金崎彩子（4月～）

歯学部附属病院，言語治療外来
部長（併）教授
　谷口　尚
言語聴覚士（技官）
　壬生美智子

( 1 ) 分野概要

担当領域は顎顔面補綴学および言語治療分野であり，種々の先天的あるいは後天的な障害を有する患者に対して，
顎口腔領域に後遺した機能的 · 形態的障害の再建 · 回復ならびに長期にわたる保存を図ることを目的とする．
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( 2 ) 研究活動

口腔顔面領域における解剖学的形態学的欠損が咀嚼 · 嚥下 · 発音機能並びに審美性 · 心理 · 感情に及ぼす影響を生
体計測学的手法，心理学的手法を用いて解明し，補綴的形態再建法，機能回復法の教育研究を行う．
本分野の臨床研究テーマには，以下のものがあげられる．
①　顎顔面欠損患者の機能障害に関する診断
②　顎顔面欠損患者の機能回復のための治療法の検討
③　顎顔面欠損患者の咀嚼機能評価について
④　顎顔面欠損患者の発話機能評価について
⑤　顔面補綴に用いる材料の開発

( 3 ) 教育活動

（講義学内）
隅田由香：咬合回復統合「特殊な義歯」．歯学部歯学科 4年生，2017年 1月 30日．
乙丸貴史：歯科と色「色の基本」．歯学部歯学科 4年生　課題総合セミナー，2017年 4月 6日．
乙丸貴史：臨床イントロダクション「顎補綴」．歯学部歯学科 3年生，2017年 4月 7日．
壬生美智子：機能性構音障害，舌小帯短縮症に伴う構音障害. 歯学部歯学科 4年生　課題総合セミナー，2017年 5
月 1日．
谷口　尚，隅田由香，乙丸貴史，波田野典子：ことばの世界．歯学部歯学科 4年生　課題総合セミナー，2017年
5月 1，9，18日．
壬生美智子：口蓋裂の言語治療．歯学部歯学科 5年生　課題総合セミナー，2017年 6月 7日．
隅田由香：口蓋裂患者の補綴治療．歯学部歯学科 5年生　課題総合セミナー，2017年 6月 14日．
隅田由香：オクルージョン．歯学部歯学科 5年生　課題総合セミナー，2017年 6月 29日．
壬生美智子：構音の発達．口腔保健学科 3年，2017年 12月 4日.
壬生美智子：構音障害とその訓練．口腔保健学科 3年，2017年 12月 11日.
谷口　尚：顎顔面補綴学．歯学部歯学科 1年，2017年 12月 5日．

（実習学内）
波田野典子：研修医基礎研修（歯型彫刻）．臨床研修医，2017年 4月 12日．
隅田由香：歯学概説．歯学部歯学科 1年，2017年 4月 11日．
隅田由香：病院実習．医歯学総合研究科医歯理工学専攻修士課程，2017年 7月 3日．
服部麻里子：早期臨床体験実習．歯学部歯学科 1年生 2名，2017年 10月-11月．
谷口　尚，隅田由香，服部麻里子，乙丸貴史，波田野典子：臨床見学実習．歯学部口腔保健工学専攻 3年生 14名，
2017年 11月 20日-12月 1日．
谷口　尚，隅田由香，服部麻里子，乙丸貴史，波田野典子：包括的臨床実習 phase II．歯学部歯学科 5-6年生．
谷口　尚，隅田由香，服部麻里子，乙丸貴史，波田野典子：臨床体験実習．歯学部歯学科 3年生，2017年 4月-6
月，9月-12月．
谷口　尚，隅田由香，服部麻里子，乙丸貴史，波田野典子，壬生美智子：臨地 · 臨床実習．歯学部口腔保健衛生学
専攻 4年生，2017年 4月-8月，10月-12月．
谷口　尚，隅田由香，服部麻里子，乙丸貴史：研修医選択実習.
谷口　尚，隅田由香，服部麻里子，乙丸貴史：研修医プログラム３ローテーション．研修医 1名，

（講義学外）
隅田由香：「総合基礎歯学」咬合と TMJ．日本歯科大学生命歯学科 3年生講義，2017年 6月 7日．
隅田由香：「総合基礎歯学」口腔と咬合．日本歯科大学生命歯学科 4年生講義，2017年 7月 7日．
隅田由香：「口腔外科学」．聖禮クリストファー大学リハビリテーション学部言語聴覚学科 2年生講義，2017年 11
月 2,30日．
谷口　尚：顎顔面補綴学．東京大学医学部学生講義，2017年 10月 3日．
隅田由香，服部麻里子：Outcome evaluation in prosthodontic treatment．フライブルグ大学補綴科（講義），2017
年 2月 27日．　
隅田由香，服部麻里子：Taking impression of maxillectomy patient（ハンズオンコース）．フライブルグ大学補綴
科，2017年 3月 31日．　
隅田由香，服部麻里子：Prosthetic rehabilitation on maxillectomy patients using surgical obturator（講義）．フ
ライブルグ大学補綴科，2017年 7月 21日．
隅田由香，服部麻里子：Fabrication and adjustment of immediate surgical obturator（ハンズオンコース）．フラ
イブルグ大学補綴科，2017年 7月 21日．
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（大学院特別講義）
伊福部達：「福祉工学への招待」．2017年 10月 4日．
荒井隆行：「見て 触って 聴いて 分かる、音声科学」．2017年 11月 8日．
鵜澤　忍：これは困った。インプラント症例～インプラント上部構造の技工操作について　 The problems in
implant cases: implant superstructure with Branemark Concept．2017年 11月 29日．

（大学院講義）
尾澤昌悟：Clinical Practice Guideline of Implant Assisted Prostheses for Maxillofacial Patients．2017年 8月 25
日．
小坂　萌：歯科による身元確認の実際～デンタルチャートを記入する機会は突然訪れる～．2017年 9月 27日．
門田千晶：顎顔面補綴医 IN総合病院．2017年 11月 15日．
猪原　健：「開業歯科医が行う摂食嚥下リハビリテーションと、医療的ケア児への支援」．2017年 11月 22日．

（難病（がん）ユニット）
Aswehlee A: Geometrical evaluation of the effect of prosthodontic rehablitation on the facial appearance in
maxillofacial defect patients. 2017年 11月 6日．
Said M, Association between masticatory function and health-related quality of life in partial maxillectomy
patient.2017年 11月 6日．

( 4 ) 教育方針

学生教育については，内容的には卒前教育というよりも，卒後教育的な色彩が強いため，顎顔面補綴学について
の概要を理解させ，将来予想される歯科医療状況に対応できるような教育内容が組み込まれている．

( 5 ) 臨床活動および学外活動

（座長）
隅田由香：一般演題口演 (1)「研究 (1)」．一般社団法人日本顎顔面補綴学会第 34回総会 · 学術大会，2017年 6月
2日，東京．
隅田由香：国際シンポジウム「補綴治療のトレンドを知る．—ヨーロッパそしてインドネシアからの報告—」．公
益社団法人日本補綴歯科学会第 126回学術大会，2017年 7月 1日，神奈川．

（海外派遣）
服部麻里子：フライブルク大学補綴科　客員教授　ドイツ，-2017年 9月 30日.
隅田由香：フライブルグ大学補綴科　難病ユニット海外派遣　ドイツ，2017年 2月 25日-3月 2日．

（他施設からの受け入れ）
高雄大学，見学，2017年 7月 7日．
ソウル大学，5名見学，2017年 9月 12日．
大学の世界展開力強化事業（タイ，インドネシア，ベトナム）

（その他）
隅田由香：大学院オリエンテーション．2017年 6月 6日．
隅田由香：平成 29年度高大連携プログラム．豊島岡女子高等学校学生 2名受け入れ　 2017年 8月 15日．
乙丸貴史：歯学部歯学科 5年生教員合宿研修会．2017年 9月 7，8日．

( 6 ) 臨床上の特色

顎義歯外来と言語治療外来を担当し，種々の先天的あるいは後天的な障害を有する患者に対し，顎口腔領域に後
遺した機能的 · 形態的障害の再建 · 回復ならびに長期にわたる保存を図っている．具体的には口唇裂口蓋裂患者の
言語治療ならびに補綴的再建，上顎，下顎，顔面欠損に対する補綴治療, 放射線治療補助装置およびそれらの患者
の歯科的問題に対する治療を行っている．
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( 7 ) 研究業績

[原著]

1. Yeerken Y, Otomaru T, Kamarudin KH, Sumita YI, Said M, Munakata M, Kasugai S, Taniguchi H.
Prosthodontic rehabilitation of a mandibulectomy patient with an implant-retained overdenture: A clinical
report. Open Journal of Clinical and Medical Case Reports. 2017.02; 1218

2. Chikai M, Kamiyanagi A, Kimura K, Seki Y, Endo H, Sumita YI, Taniguchi H, Ino S. Pilot study on an
acoustic measurements system of the swallowing function using an acoustic-emissions microphone. Journal
of Advanced Computational Intelligence and Intelligent Informatics. 2017.03; 21(2); 293-300

3. Elbashti ME, Hattori M, Patzelt SBM, Schulze D, Sumita YI, Taniguchi H. Feasibility and accuracy of
digitizing edentulous maxillectomy defects: A comparative study. International Journal of Prosthodontics
. 2017.04; 30(2); 147-149

4. 隅田由香，原口美穂子，服部麻里子，乙丸貴史，村瀬　舞，吉　志元，山口　聡，原田浩之，谷口　尚. イミ
ディエイトサージカルオブチュレータ（ISO）製作のコンセプトについて． 頭頸部癌. 2017.04; 43(1); 95-99

5. Yeerken Y, Otomaru T, Said M, Li N, Taniguchi H. Applicability of the CIELAB and CIEDE2000 formulae
for detection of colour changes in colour-changeable chewing gum for evaluating masticatory function.
Journal of Clinical and Diagnostic Research. 2017.04; 11(4); 119-123

6. Sumita YI, Hattori M, Elbashti ME, Taniguchi H. Orientation of handle for successful prosthetic treatment
in patients with an anatomic compromise after a maxillectomy. Journal of Prosthodontic Dentistry.
2017.05; 117(5); 694-696

7. Said M, Otomaru T, Sumita YI, Leung KCM, Khan Z, Taniguchi T. Systematic review of literature:
functional outcomes of implant-prosthetic treatment in patients with surgical resection for oral cavity
tumors. Journal of Investigative and Clinical Dentistry. 2017.05; 8(2); e12207

8. Kamiyanagi A, Sumita YI, Chikai M, Kimura K, Seki Y, Ino S, Taniguchi H. Evaluation of swallowing
sound using a throat microphone with an AE sensor in patients wearing palatal augmentation prosthesis.
Journal of Advanced Computational Intelligence and Intelligent Informatics. 2017.05; 21(3); 573-580

9. Yanagi A, Murase M, Sumita YI, Taniguchi H. Investigation of nutritional status using the Mini Nutritional
Assessment-Short Form and analysis of the relevant factors in patients with head and neck tumour.
Gerodontology. 2017.06; 34(2); 227-231

10. 隅田由香，服部麻里子，大木明子，吉　志元，高橋秀和，岩崎直彦，谷口　尚. 試作エピテーゼ用シリコーン
材料の粘弾性特性の検討—第 2報：垂れ止め剤と重合条件の影響について—． 顎顔面補綴. 2017.06; 40(1);
1-6

11. Said M, Otomaru T, Yeerken Y, Taniguchi H. Masticatory function and oral health-related quality of life
in patients after partial maxillectomies with closed or open defects. J Prosthet Dent. 2017.07; 118(1);
108-112

12. 隅田由香. 軟組織チェックで上げる，歯科健診． 日本補綴歯科学会誌. 2017.07; 9; 169-174

13. Aswehlee AM, Elbashti ME, Hattori M, Sumita YI, Taniguchi H. Geometric evaluation of the effect of
prosthetic rehabilitation on the facial appearance of mandibulectomy patients: a preliminary study. Int J
Prosthodont. 2017.08; 30(5); 455-457

14. Elbashti ME. Welcome to IJMP, a new journal with new value. Int J Maxillofac Prosthetics. 2017.08;
1(1); 1

15. Elbashti ME, Ashwehlee AM, Zaggut A, Hattori M, Sumita YI, Taniguchi H. The role of digital technology
in overseas maxillofacial prosthetic collaboration; a model of future collaboration. Libyan Dent J. 2017.08;
7(1); 1-7

16. 隅田由香. 顎顔面補綴治療の成功のポイント． 日補綴会誌. 2017.10; 9(4); 339-344

17. 鈴木章弘，乙丸貴史，谷口　尚，星合泰治，中田秀美，大木明子，篠塚　修，春日井昇平，黒田真司. 上顎
無歯顎に装着された 6本支台の固定性インプラント支持補綴装置のモード解析 日本顎顔面インプラント学
会誌. 2017.12; 16(4); 275-283
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18. Aswehlle A, Elbashti ME, Hattori M, Sumita YI, Taniguchi H. Geometrical evaluation of the effect of
prosthetic rehabilitation on the facial appearance of mandibulectomy patients: A preliminary study In-
ternational Journal of Prosthodontics. 2017.12; accepted;

19. Elbashti ME, Aswehlee A, Sumita YI, Hattori M, Taniguchi H. The role of portable documentation
format in three-dimensional interactive visualization in maxillofacial prosthetics International Journal of
Prosthodontics. 2017.12; accepted;

20. Li N, Otomaru T, Taniguchi H. Sleep quality in long-term survivors of head and neck cancer: preliminary
findings. Supportive Care in Cancer. 2017.12; 25(12); 3741-3748

21. Aswehlle A, Hattori M, Elbashti ME, Sumita YI, Taniguchi H. Geometric evaluation of the effect of
prosthetic rehabilitation on facial asymmetry in patients with unilateral maxillectomy. International
Journal of Prosthodontics. 2017.12; accepted;

22. Li N, Otomaru T, Said M, Kanazaki A, Yeerken Y, Taniguchi H. Factors associated with sleep quality in
maxillectomy patients. International Journal of Prosthodontics. 2017.12; accepted;

23. Elbashti ME, Sumita YI, Hattori M, Aswehlee AM, Taniguchi H. Digitized speech characteristics in
patients with maxillectomy defects. J Prosthodont. 2017.12; accepted;

24. Kamarudin KH, Hattori M, Sumita YI, Taniguchi H. A chairside technique to add customized anterior
acrylic resin teeth to a surgical obturator. J Prosthet Dent. 2017.12; accepted;

[講演 · 口頭発表等]

1. 原口美穂子，立川敬子，隅田由香，谷口　尚. 両側性唇顎口蓋裂患者に対して行った補綴治療 3例. 第 41回
日本口蓋裂学会総会 · 学術集会 2017.05.19 ホテルオークラ東京（東京 · 港区）

2. 乙丸貴史，隅田由香，波田野典子，原口美穂子，村瀬　舞，金崎彩子，谷口　尚. 残遺孔を伴う左側唇顎口
蓋裂患者に対し可撤性顎義歯を装着し口腔機能回復を図った 1例. 第 41回日本口蓋裂学会総会 · 学術集会
2017.05.19 ホテルオークラ東京（東京 · 港区）

3. 森田圭一，壬生美智子，乙丸貴史，島﨑一夫，小川卓也，立川敬子，宮新美智世，小野卓史，森山啓司，谷口
　尚，原田浩之. 東京医科歯科大学歯学部附属病院顎口腔変形疾患外来の取り組み. 2017.05.19 ホテルオー
クラ東京（東京 · 港区）

4. Elbashti ME, Aswehlee A, Hattori M, Sumita YI, Taniguchi H. Effect of prosthetic rehabilitation on
geometrical face asymmetry in mandibulectomy patients. 6th Triennial Congress of Advancing Digital
Technology in Head and Neck Reconstruction 2017.05.31 Amiens (France)

5. Elbashti ME, Aswehlee A, Sumita YI, Hattori M, Taniguchi H. The role of portable documentation
format in three-dimensional interactive visualization in maxillofacial prosthetics. 6th Triennial Congress
of Advancing Digital Technology in Head and Neck Reconstruction 2017.05.31 Amiens (France)

6. Aswehlee A, Hattori M, Elbashti M, Sumita YI, Taniguchi H. Geometrical evaluation of prosthetic re-
habilitation effect on facial asymmetry of unilateral maxillectomy patients. The 34th annual meeting of
Japanese Academy of Maxillofacial Prosthetics 2017.06.02 Tokyo (Japan)

7. 村瀬　舞，隅田由香，谷口　尚. 舌喉頭全摘術後の重複障害者へ下顎顎義歯により機能回復を図った一例. 日
本顎顔面補綴学会第 34回総会 · 学術大会 2017.06.02 全電通労働会館全電通ホール（東京 · 千代田区）

8. 隅田由香. 第一回若手研究者短期海外研修のコーディネートを行って. 日本顎顔面補綴学会第 34回総会 · 学
術大会 2017.06.03 全電通労働会館全電通ホール（東京 · 千代田区）

9. 渡邉真央，乙丸貴史，リ　ナ，秀島雅之，谷口　尚. 睡眠時無呼吸症を伴う上顎欠損患者にオーラルアプラ
イアンスを適用し経過観察した一症例. 日本顎顔面補綴学会第 34回総会 · 学術大会 2017.06.03 全電通労働
会館全電通ホール（東京 · 千代田区）

10. 原口美穂子，立川敬子，道　泰之，原田浩之，隅田由香，谷口　尚. 肩甲骨皮弁による下顎骨再建後にイン
プラント治療を行い異なる経過となった 3例. 第 41回日本頭頸部癌学会 2017.06.08 ウェスティン都ホテル
京都（京都 · 京都市）
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11. 星合泰治, 乙丸貴史, 大木明子, 篠塚　修, 谷口　尚. 金属床上顎顎義歯を装着した上顎欠損患者の上顎歯列
のモード解析—支台歯を含めた残存歯列保護に有効な支台装置の設計について—. 日本補綴歯科学会第 126
回学術大会 2017.07.01 パシフィコ横浜（神奈川 · 横浜市）

12. 上柳安友子，隅田由香，谷口　尚. 上顎欠損患者におけるスクリーニングのための嚥下音を用いた嚥下機能
評価. 日本補綴歯科学会第 126回学術大会 2017.07.01 パシフィコ横浜（神奈川 · 横浜市）

13. 鈴木章弘，乙丸貴史，中田秀美，今　一裕，春日井昇平，黒田真司. 上顎無歯顎に装着された 2種の異なる
形態の固定性インプラント支持補綴装置のモード解析. 第 47回公益社団法人日本口腔インプラント学会学
術大会 2017.09.23 仙台国際センター（宮城 · 仙台市）

14. Zhang M, Sumita YI, Liu R, Li N, Hattori M, Taniguchi H. Mandibulectomy and recurrent carcinoma of
the left mandible case. 4th Joint Meeting of the International Society for Maxillofacial Rehabilitation and
the American Academy of Maxillofacial Prosthetics 2017.10.28 San Francisco(USA)

15. Sumita YI, Namba T, Kamarul HK, Kamiyanagi A, Hattori M, Ino S, Taniguchi H. Obturators to facilitate
speech and swallowing in a maxillectomy patient with dementia and cerebral infarction. 4th Joint Meeting
of the International Society for Maxillofacial Rehabilitation and the American Academy of Maxillofacial
Prosthetics 2017.10.28 San Francisco(USA)

16. Liu R, Sumita YI, Zhang M, Hattori M, Taniguchi H. The long-term follow up maxillectomy patients
with o-ring attachment: case report. 4th Joint Meeting of the International Society for Maxillofacial
Rehabilitation and the American Academy of Maxillofacial Prosthetics 2017.10.28 San Francisco(USA)

17. Awuti S, Kelimu S, Yoshi S, Hattori M, Sumita YI, Taniguchi H. Position of the artificial tooth on the mor-
phology of denture space in glossectomy. 4th Joint Meeting of the International Society for Maxillofacial
Rehabilitation and the American Academy of Maxillofacial Prosthetics 2017.10.28 San Francisco(USA)

18. Hattori M, Patzelt SBM, Kohal RJ, Vach K, Elbashti ME, Sumita YI, Taniguchi H. Use of an intraoral
scanner for digitizing an ear model. 4th Joint Meeting of the International Society for Maxillofacial
Rehabilitation and the American Academy of Maxillofacial Prosthetics 2017.10.28 San Francisco(USA)

19. Hatano N, Sumita YI, Otomaru T, Yamakoshi N, Taniguchi H. An application of maxillofacial prosthesis
in a maxillectomy patient with anterior alveolar bone fracture. 4th Joint Meeting of the International
Society for Maxillofacial Rehabilitation and the American Academy of Maxillofacial Prosthetics 2017.10.28
San Francisco(USA)

20. Kelimu S, Hattori M, Awuti S, Elbashti ME, Sumita YI, Taniguchi H. Evaluation of color changes on sand-
blasted acrylic surfaces for palatogram. 4th Joint Meeting of the International Society for Maxillofacial
Rehabilitation and the American Academy of Maxillofacial Prosthetics 2017.10.28 San Francisco(USA)

21. Haraguchi M, Shibata M, Ohyama Y, Norime A, Michi Y, Harada H, Tachikawa N, Sumita YI, Taniguchi
H. The prospective study of masticatory function and QOL in segmental mandibulectomy patients. 4th
Joint Meeting of the International Society for Maxillofacial Rehabilitation and the American Academy of
Maxillofacial Prosthetics 2017.10.28 San Francisco(USA)

22. Fujita H, Sumita YI, Namba T, Yanagi A, Ino S, Taniguchi H. Current status of dementia and wear-
ability of maxillofacial prostheses among patients at maxillofacial prosthetics clinic. 4th Joint Meeting
of the International Society for Maxillofacial Rehabilitation and the American Academy of Maxillofacial
Prosthetics 2017.10.28 San Francisco(USA)

23. Hattori M, Patzelt S, Kohal R, Elbashti ME, Sumita YI, Taniguchi H. Performing digital impressions for
simulated trismus condition on maxillectomy model. The 65th Annual Meeting of Japanese Association
for Dental Research 2017.11.18 Tokyo (Japan)

24. Kelimu S, Hattori M, Elbashti ME, Awuti S, Sumita YI, Taniguchi H. Alternative powder-free method
for palatography using sandpaper. The 65th Annual Meeting of Japanese Association for Dental Research
2017.11.18 Tokyo (Japan)

25. Sumita YI, Hattori M, Awuti S, Ino S, Kamiyanagi A, Taniguchi H. Maxillofacial prosthetic treatment
for a maxillectomy patient with Parkinson’s disease. The 65th Annual Meeting of Japanese Association
for Dental Research 2017.11.18 Tokyo (Japan)
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26. 谷口　尚. 顎顔面補綴—38年余りの診療経験から見えてきたもの—. 第 82会口腔病学会学術大会 2017.11.20
東京医科歯科大学（東京 · 文京区）

27. Otomaru T. Introduction: Maxillofacial Prosthetics. The Joint Egyptian-Japanese Scientific Cooperation
Seminar 2017.11.27 Cairo (Egypt)

28. Otomaru T. Prosthetic Treatment in Head & Neck Cancer Patients. The Joint Egyptian-Japanese Scien-
tific Cooperation Seminar 2017.11.27 Cairo (Egypt)

29. Kamiyanagi A. Evaluation of Swallowing Ability Using Swallowing Sounds in Maxillectomy Patients. The
Joint Egyptian-Japanese Scientific Cooperation Seminar 2017.11.27 Cairo (Egypt)

30. Said M. Masticatory Function and OH related-QoL in Partial Maxillectomy Patients. The Joint Egyptian-
Japanese Scientific Cooperation Seminar 2017.11.27 Cairo (Egypt)

31. Fujita H. Changes of Patient Number in 35 yrs and Maxillofacial Defect Patients with Dementia. The
Joint Egyptian-Japanese Scientific Cooperation Seminar 2017.11.27 Cairo (Egypt)

32. Yeerken Y. Masticatory Function Evaluation Methods. The Joint Egyptian-Japanese Scientific Coopera-
tion Seminar 2017.11.27 Cairo (Egypt)
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細胞生物学
Cell Biology

教授　　　中田隆夫
講師　　　石井智浩
助教　　　浅野豪文
助教　　　稲葉弘哲
技術職員　中村里子

( 1 ) 分野概要

　 2009年 4月に研究室をスタートした。これまでの研究から内容を一新し、細胞、個体レベルで、時間空間的に
異なるシグナルの活性化が、どのような細胞の応答の違いを引き起こすかについて研究している。その手段とし
て、光によって制御できるシグナル分子を開発している。

( 2 ) 研究活動

　光遺伝学を用いて、細胞個体等様々なレベルでのシグナルの活性化がどのような応答を起こすかについて研究し
ている。我々はこの方法によって細胞や個体における新しい法則の発見を目指している。そのために新しいシグ
ナル分子の開発も行っている。しかしその目標はあくまで生物の機能を分子レベルで解明することである。我々
が発表した BACCS（Nat Commun. 2015; 6; 8021）は、光によって細胞のある部分にのみカルシウムシグナルを
誘導することができる画期的な分子である。

1)オプトケモメカニカル変換機能をもつ生命機械融合ウェットロボティクスの創製」2014.4～ 2017.3
　　日本学術振興会　科学研究費補助金　基盤研究 A　研究分担者：浅野豪文　
2)「細胞内イオン動態の光操作による細胞応答機構の理解」2014.4～2017.3
　　日本学術振興会 科学研究費補助金　若手研究 B　研究代表者：浅野豪文
3)「マウスにおける機能的嗅覚神経ネットワークの同定」2015.4～2018.3
　　日本学術振興会　科学研究費補助金　基盤研究 C　研究代表者：石井智浩　研究分担者：中田隆夫
4)「細胞内イオン環境の時空間変動による細胞可塑性の光制御」2016.4～ 2019.3
　　日本学術振興会　科学研究費補助金　基盤研究 C　研究代表者：浅野豪文　
5)「新規合成タンパク質を用いた神経細胞局所シグナルの時空間的解析」2013.10～
　　公益財団法人武田科学振興財団　 2013年度医学系研究奨励（精神 · 神経 · 脳領域）研究代表者：石井智浩
6)「細胞内オプトジェネティクスによる分化可塑性の制御」2015.10～
　　公益財団法人武田科学振興財団　 2015年度医学系研究奨励（基礎）研究代表者：浅野豪文
7)「カルシウムチャネルの光操作による機能解析」2016.6～ 2017.5
　　公益財団法人ブレインサイエンス振興財団　第 30回研究助成 研究代表者：石井智浩
8)「光遺伝学を用いた上皮細胞の集団遊走機構の解析」2017.8～
　　公益財団法人武田科学振興財団　 2017年度医学系研究奨励（基礎）研究代表者：稲葉弘哲

( 3 ) 教育活動

本分野は医学部講義の細胞生物学 · 組織学 · 組織学実習を担当し、研究実践プログラム、プロジェクトセメスター、
他大学からの研究実習など医学部学生の研究指導を多数行うほか、研究生や歯学分野からの大学院生も受け入れ、
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教育を行っている。

（細胞生物学）
　細胞生物学はM2の春から夏にかけて講義が行われる。前半で細胞生物学の歴史及び基本事項について教育し、
後半ではやや進んだ内容として本学教員あるいは学外非常勤講師にお話しいただいている。細胞生物学の基礎に
ついては教養でも習っているので、それと重複することがあまりないように配慮している。前半はメンブレント
ラフィック、細胞周期、細胞死など基本的トピックをカバーし、後半の講義では、ゼブラフィッシュによる研究、
オートファジーについて、あるいは数理モデルの立て方など学生が興味を持ちやすいような内容にしている。本
講義では新しい事項を暗記することが目的ではなく、それぞれの分野での考え方の違いあるいは研究者一人一人
によるスタンスの違いのようなものを感じてもらうことを目標としている。

（組織学 · 組織学実習）
　組織学総論と各論を一体として講義し、さらに組織学実習をペアとして行うことにより、講義中に実習上の問
題も理解できるようにしている。この組織学では、臨床に進んでから各科の病気についての講義あるいは病理で
の講義を理解できるようになるための、基本的な細胞や構造を理解することを目標としている。総論では、臨床
でもよく使うHE染色切片の作成から上皮、筋、神経、結合組織の 4つの体の細胞を分類し、その特徴について学
ぶ。後半はさらに細かく頭の毛から歯や骨について続けて学ぶことにより、それぞれの組織の違いや共通点を理
解することが目標である。
　実習は昔ながらの顕微鏡観察とそのスケッチを行っている。これは標本の中でよい部分を探し、その中のどの
ような構造を抽出しスケッチしているかを示すもので、それぞれの学生の力をもっともよく反映する実習である
と考えている。これらの評価としてペーパーテストおよびスケッチの提出を行っている。さらに学生全員を実習
室に集め、分野職員も全員参加し顕微鏡標本を実際に観察する実習試験を行っている。

（2017年学生受け入れ実績）
研究実践プログラム：3名
自主研究（群馬大学医学部より受け入れ）：1名
研究生：1名
博士課程大学院生（咬合機能矯正学分野より受け入れ）：1名

( 4 ) 臨床活動および学外活動

中田隆夫　
順天堂大学「基礎研究医養成プログラム」外部評価委員
東京大学医学教育国際協力研究センター　客員研究員

( 5 ) 研究業績

[原著]

1. Toshifumi Asano, Toru Ishizuka, Hiromu Yawo. Myogenic Maturation by Optical-Training in Cultured
Skeletal Muscle Cells Methods in Molecular Biology. 2017.08; 1668; 135-145

2. Hironori Inaba, Koji Yoda, Hiroyuki Adachi. The F-actin-binding RapGEF GflB is required for efficient
macropinocytosis in Dictyostelium. J. Cell. Sci.. 2017.09; 130(18); 3158-3172

[総説]

1. Hidemasa Goto, Hironori Inaba, Masaki Inagaki. Mechanisms of ciliogenesis suppression in dividing cells.
Cell. Mol. Life Sci.. 2017.03; 74(5); 881-890

[講演 · 口頭発表等]

1. 石井智浩. 光で細胞内カルシウムシグナルを自在に操る技術の開発. 平成 28年度　医学部医学科及び大学院
医歯学総合研究科合同研修会 2017.01.07 東京医科歯科大学

2. 浅野豪文, 中田隆夫. 細胞活動の動的光制御による筋分化調節. 第 16回日本再生医療学会総会 2017.03.07 仙
台国際センター
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3. 中田隆夫. 光遺伝学ツールを使ってできること　 CDC42と RAC1の機能の違いについて. 第 122回日本解
剖学会総会 · 全国学術集会 2017.03.28 長崎大学　坂本キャンパス

4. Takao Nakata. Optogenetics of cell signaling-Ca2+, cAMP, RhoGTPases, PI3K, what we can say with
these tools?. 8th Asia and Oceania Conference of Photobiology (AOCP 2017) 2017.11.15 Seoul, Korea

5. 浅野豪文,　中田隆夫. 筋細胞分化の活動依存的な調節機構. 2017年度生命科学系学会合同年次大会（Con-
Bio2017） 2017.12.06 神戸ポートアイランド

[受賞]

1. 平成 28年度東京医科歯科大学医学研究奨励賞（石井智浩）, 東京医科歯科大学, 2017年 01月

2. 第 9回 CBIR+ONSA共催若手インスパイアシンポジウム優秀賞（稲葉弘哲）, 東京医科歯科大学脳統合機
能研究センター, 2017年 02月

3. 平成 29年度学長裁量優秀若手研究者奨励賞（稲葉弘哲）, 2017年 08月

[社会貢献活動]

1. 第 41回日本神経科学大会 プログラム委員（中田隆夫）, 2017年 02月 28日 - 2018年 07月 29日
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病態代謝解析学
Medical Biochemistry

教授　畑　裕

助教　岩佐　宏晃

助教　松崎ー有本　京子

助教　丸山　順一

技術専門員

技術補佐員

( 1 ) 研究活動

(1) 細胞死 · 増殖 · 分化を制御するヒッポ · パスウエイの解析
ヒッポ · パスウエイは蛋白リン酸化酵素を中核とするシグナル伝達系で、転写共役因子YAP1と TAZの活性を負
に制御して、過剰な細胞増殖を抑制し、DNA損傷時には細胞周期を止めて DNA修復を促進しゲノム安定性に寄
与する。すなわち、ヒッポ · パスウエイは腫瘍抑制シグナルとして働く。ヒトがんでは、ヒッポ · パスウエイがし
ばしば機能不全に陥り、YAP1、TAZが暴走する結果、がんが悪性化し予後不良の原因になる。そのため、ヒッ
ポ · パスウエイが機能不全に陥っているヒトがんでは、YAP1、TAZ阻害剤が新しいがん治療薬として効果を発揮
すると期待されている。一方で、YAP1、TAZは組織幹細胞の機能調節に重要な役割を果たすので、成体の組織
恒常性維持、組織損傷時の修復にはYAP1、TAZの活性が求められる。したがって再生医療の観点からはYAP1、
TAZ活性化剤が注目される。私たちは、YAP1、TAZを阻害あるいは活性化する低分子化合物を探索し、その標
的分子の解析を通じて、YAP1、TAZの新しい制御機構を解明しようとしている。また、獲得された化合物を研
究試薬として使用することにより、生理的な条件下で YAP1、TAZが果たす役割を明らかにしようとしている。

(2) 腫瘍抑制分子 RASSF蛋白が果たす細胞生理的、病態生理的機能の解析
Ras結合領域をもち RASSFと総称される遺伝子がヒトには 10個ある。そのうち RASSF1から RASSF6の 6個
は、ヒッポ · パスウエイと関連が深く、ヒッポ · パスウエイを介して、あるいは、ヒッポ · パスウエイと協働して、
腫瘍抑制的な働きを示す。RASSFも、ヒッポ · パスウエイと同じく、ヒトがんでしばしば発現が抑制されて、そ
の機能低下はがんの悪性化と相関するので、臨床的にも重要である。私たちは RASSFが腫瘍を抑制する仕組みを
解明し、RASSFが正常に機能しないがんで RASSFの機能を補完する方法を開発したいと考えている。

(3) 慢性炎症が発がんを起こす分子機構の解析
慢性炎症が発がんの母地になることはよく知られている。私たちは、慢性炎症時に発現が高まる遺伝子の中から
DNA損傷修復を阻害しゲノム不安定性を引き起こす分子を選び出して解析を行っている。慢性炎症を背景とする
がんの対策の第一は、慢性炎症を予防することだが、慢性炎症時にゲノム不安定性が起こる分子機構を明らかに
できれば、一度、慢性炎症が起こってしまった後にも、発がんを防ぐ方法が開発できると考えている。

(4) 筋萎縮治療薬の開発
加齢による筋萎縮は高齢者の活動性を奪い、転倒骨折の原因になり、高齢者が自立歩行できない状態を作りだす。
加えて、骨格筋は人体最大の代謝臓器であるため、糖代謝や脂質代謝に大きな影響を与え、様々な病態に関わる。
筋萎縮による活動制限は、認知機能を低下させ、抑うつ状態を招き、骨そしょう症も助長する。このような理由
から、加齢性筋萎縮は、高齢者が要介護の状態に陥る原因の多くの部分を占めている。急速な少子高齢化が進行
している日本では、加齢性筋萎縮を防ぎ。高齢者の活動性を維持することが重要な課題になっている。対策の第
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一選択は、適切な栄養摂取と運動による予防にあるが、筋量と筋力を増加させる薬剤の開発も待たれている。成
体の骨格筋はサテライト細胞と呼ばれる組織幹細胞によって維持される。ヒッポ · パスウエイによって制御される
転写共役因子TAZは骨格筋形成を制御する転写因子MyoDと共役して骨格筋形成を増強する。この事実に着目し
て、私たちは、上述のヒッポ · パスウエイ研究から獲得された TAZ活性化剤を出発点として筋萎縮治療薬の開発
に取り組んでいる。

(5) 老化促進モデル動物の作製
老化は生理的現象であるが、著しい個人差がある。早くに老化する人もいれば、90歳を超えても元気に活動する
人もいる。老化をいかに遅らせるかは、21世紀の医学研究の大きな課題である。私たちは、新しく開発した筋萎
縮治療薬が加齢性筋萎縮の治療に有効であるかを検証するため、老化マウスを使う必要に迫られている。通常の
マウスでは老化に 2年以上を要し、加齢が促進される SAMマウスでもある程度の時間が必要とされる。そこで、
ヒト早老症をモデルとして老化促進マウスの作製を試みている。期待通りにマウスが獲得されたならば、筋萎縮
治療薬の評価に使用するのみならず、環境要因がいかに老化の加速、遅延を左右するかを明らかにする目的でも
使用したいと考えている。

(6) 線虫による健康寿命の研究
線虫は遺伝子操作が容易で、しかも寿命が短いため、生命寿命の長短を決定する遺伝子の解析に使われてきた。そ
の成果は哺乳動物の生命寿命の理解に役立つ知見をもたらしている。しかるに線虫もヒトと同様に加齢に伴い筋
運動の低下や食事摂取の減少が認められる。すなわち、線虫においても健康寿命を評価することができる。私た
ちは、線虫を使って健康寿命に影響する遺伝子、環境要因を解析する試みに着手している

( 2 ) 教育活動

１：学部教育　
生化学系統講義 · 実習を担当した。
２：大学院教育　
修士課程「生化学」の科目責任を担当した。
３：その他
次世代がん治療専門推進家養成コースで、癌細胞に特徴的な代謝変化について講義を行った。
東京外国語大学で講義「ヒトはなぜ生きられるのか」を行った。

( 3 ) 教育方針

１）医学科学生
生化学の講義を通じて、ヒトの体を構成する成分の代謝とエネルギーバランスの維持と破綻についての全盤的な
知識を与え、ヒト疾病の病態と、それに対する治療法の合理性を理解できるようにする。
２）修士課程学生
研究活動に参加させることを通じて、生命科学研究への志向性を涵養すると同時に、研究職のキャリアにつかな
い場合でも有用となる思考能力、コミュニケーションスキル、社会性を育成する。
３）博士課程学生
自立した研究者としてのスタートラインに立つに十分な資質を育成すると同時に、博士号取得後、然るべきキャ
リアを辿るに足る十分な実績を積ませる。

( 4 ) 研究業績

[原著]

1. Sarkar A, Iwasa H, Hossain S, Xu X, Sawada T, Shimizu T, Maruyama J, Arimoto-Matsuzaki K, Hata
Y.. Domain analysis of Ras-association domain family member 6 upon interaction with MDM2. FEBS
Letters. 2017.01; 591(2); 260-272

2. Shintaro Mandai, Susumu Furukawa, Manami Kodaka, Yutaka Hata, Takayasu Mori, Naohiro Nomura,
Fumiaki Ando, Yutaro Mori, Daiei Takahashi, Yuki Yoshizaki, Yuri Kasagi, Yohei Arai, Emi Sasaki,
Sayaka Yoshida, Yasuro Furuichi, Nobuharu L Fujii, Eisei Sohara, Tatemitsu Rai, Shinichi Uchida.
Loop diuretics affect skeletal myoblast differentiation and exercise-induced muscle hypertrophy. Sci Rep.
2017.04; 7; 46369
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3. Manami Kodaka, Xiaoyin Xu, Zeyu Yang, Junichi Maruyama, Yutaka Hata. Application of Split-GFP
Reassembly Assay to Study Myogenesis and Myofusion In Vitro. Methods in Molecular Biology. 2017.04;
1668; 127-134

4. Xiaoyin Xu, Hiroaki Iwasa, Shakhawoat Hossain, Aradhan Sarkar, Junichi Maruyama, Kyoko Arimoto-
Matsuzaki, Yutaka Hata. BCL-XL binds and antagonizes RASSF6 tumor suppressor to suppress p53
expression. Genes Cells. 2017.12; 22(12); 993-1003

[書籍等出版物]

1. Kodaka M, Xu X, Yang X,Maruyama J, Hata Y. SPringer Protocol Appication of split-GFP reassembly
assay to the study of the in vitro myogenesis and myofusion.. Springer,

2. Xu X, Kodaka M, Iwasa H, Hata Y. Encyclopedia of Signaling Molecules MAGI2/S-SCAM. SPringer,

3. Iwasa H, Shimizu T, Hata Y.. Encyclopedia of Signaling Molecules RASSF6. Springer, (ISBN : 978-1-
4419-0460-7)

[総説]

1. 畑　裕、澤田　健至. Hippoシグナル がん分子標的治療. 14(4); 10-16

[受賞]

1. 平成２８年度（第２９回）中冨健康科学振興財団「研究助成金」, 公益財団法人 中冨健康科学振興財団, 2017
年 01月
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運動器外科学
Joint Surgery and Sports Medicine

准教授　古賀英之
助教　堀江雅史、宮武和正

関節機能再建学講座
Department of Joint Reconstruction
准教授 渡邊敏文

軟骨再生学講座
Department of Cartilage Regeneration
准教授 辻 邦和
助教　片桐洋樹

大学院生　
魚水麻里、金民大、松村惠津子
猪野又慶、植木博子、片倉麻衣、近藤崇史、萩尾慎二、星野傑
雨宮正樹、新谷尚子、小沼博明
安宰成、川田和正

技術補佐員 尾島美代子、カハルアブラ
事務補佐員 多田リサ、黒田春乃、大村有希

( 1 ) 分野概要

運動器外科学は、整形外科学を母体にした大学院の教室で、2000年の本学大学院化への移行に伴って設立されま
した。整形外科教室の専門班である「膝スポーツ班」を中心に構成されており、関節症の保存加療、人工関節のみ
ならず、「前十字靱帯損傷」等スポーツ傷害に起因する運動器疾患を対象としています。教室内に２つの寄付講座
（軟骨再生学、関節機能再建学）を持ち共同で臨床 · 研究を実践 (下記項目)することにより、運動器疾患の克服を
目指しています。

1. 下肢の疾患について小児から高齢者まで広い範囲の患者を扱い、それぞれのニーズに合わせた治療法の推進
2. 人工股関節 · 人工膝関節置換術の早期社会復帰をめざしたプログラムの実践
3. よりよい膝関節 · 股関節術式の開発
4. 患者の自己評価を重視した合理的治療体系をめざした関節外科治療
5. 専門部位別の高度な治療システムの実践
6. スポーツの現場に対応できる実践的な治療法の開発と教育
7. 軟骨を代表とする関節組織に対する再生医療
8．原因が十分に解明されていない関節痛のメカニズムの研究と新しい関節疼痛改善法の開発

整形外科は外科のため、どうしても外科手術で治療することに目的が偏りがちです。運動器の痛みについて近年
ようやく注目度が高まってきました。消炎鎮痛剤一辺倒の保存治療から、痛みのメカニズムを考慮した薬物療法、
運動療法の重要性が認識されつつあります。関節痛の研究はまだ始まったばかりです。運動器外科学がこの領域
のパイオニア的な活動ができることを期待しています。
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( 2 ) 研究活動

基礎的研究
1. 間葉系組織由来幹細胞の分離 · 増殖方法の確立
2. 間葉系組織由来幹細胞の生物学的特性の解明
3. 間葉系幹細胞による関節軟骨損傷治療法の開発と改良
4. 間葉系幹細胞による関節組織の治癒促進法の実践
5. 軟骨 · 骨の人工材料の開発
6. 骨 · 軟骨代謝改善を目的とした新規治療薬の開発
7. 骨 · 軟骨代謝因子の遺伝子的アプローチ
8. 外傷 · 手術後関節炎のメカニズムの解明とコントロール
9. 関節痛のメカニズムと治療法
10. 二次性股関節症の遺伝子解明
11. 腱板損傷の新しい治療方法の開発

臨床的研究
1.膝関節構成体の新しい機能的再建法の開発
2. 日本人により適合する人工膝 · 股関節の開発
3. 解剖学的前十字靱帯再建術の成績向上のための工夫
4. 外傷 · 手術後の疼痛に対する新しいアプローチ
5. 膝関節 · 股関節術、術前術後の動作解析
6. 下肢関節手術におけるナビゲーションシステムの開発
7. 臼蓋の解剖学的解析
8. 変形性関節症マーカー
9．関節痛に対する新しい保存治療の開発と臨床的な効果の検証　

( 3 ) 教育活動

診療科としては、医学部整形外科として大学院整形外科学と共同して活動を行っています。
　幅広い整形外科臨床的知識と技能を持った整形外科専門医の育成
　特に運動器外科学（膝スポーツ班）として、関節系整形外科の専門的研修（スポーツ外傷の治療、関節鏡手術、
変形性関節症に対する治療、人工関節置換術など）

大学院運動器外科学として
　上記基礎研究、臨床研究における大学院生の研究指導
　世界に通用する整形外科系基礎研究者の育成

( 4 ) 教育方針

　診療科としては、「医学部整形外科」として大学院整形外科学と共同して活動を行っています。臨床教育制度の
発足により、2年間の初期研修で基本的な医師としての知識と技量を身に付けたのちに大学を中心とした整形外科
研修プログラムにそって整形外科研修を開始します。医学部整形外科関連施設で整形外科、外傷学の基本的教育
をうけ、その間に幅広い整形外科臨床的知識と技能を獲得し、整形外科医師としての基本的な態度や技量を磨き
ます。さらに最低 2年間、専門班病院にて関節系と神経系整形外科の専門的研修を受けます。6年間の基礎研修期
間を終えた時点で、日本整形外科学会認定専門医を取得することを義務づけています。大学院への入学について
は、教育期間の 4年を終えた時点で、個人の希望と実績の評価、また人数的なバランスに応じて受験を許可して
います。
また学外からの応募、留学生の受け入れ、大学院研究に興味のある医師、獣医師、理学療法士などの受け入れも実
施しています。

( 5 ) 臨床活動および学外活動

スポーツ外傷の治療
　スポーツ外傷に対する予防、保存的治療、リハビリテーション
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　膝前十字靱帯損傷に対する解剖学的２重束再建術
　膝複合靱帯損傷に対する手術的治療
　半月板損傷に対する機能温存を目的とした手術的治療
　治癒困難な半月板損傷や軟骨損傷に対する再生医療

変形性関節症に対する治療
　初期の関節炎、変形性関節症に対する保存的アプローチ
　中等度の関節症に対する骨切り術などの関節温存手術
　重度の関節症に対する人工関節置換術

上記に対する臨床研究、臨床成績を国内外の学会で発表、また論文で報告しています。

( 6 ) 臨床上の特色

スポーツ外傷
膝前十字靱帯再建術は世界に先駆けて 1994年より 2重束再建術を施行しており、膝安定性、スポーツ復帰率、患
者満足度ともに良好な成績を収めています。半月板手術は可能な限り縫合し、半月板機能の温存を試みます。ま
た半月板切除後や円板状半月板手術後に生じる半月板機能不全に対し、半月板の機能を修復する新たな術式を開
発し行っています。
前十字靱帯損傷に対する予防 · メカニズムの解明をノルウェーの Oslo Sports Trauma Research Centerとの共同
研究で行い、世界で初めて前十字靱帯損傷の詳細なメカニズムを明らかにしました。これに基づきその予防、ま
た手術後の患者さんに対するリハビリ、再受傷の予防に対する様々なアプローチを行っています。

人工膝関節置換術
独自に日本人向け人工膝関節Actiyasを開発し用いている。開発に当たっては日本人の骨形態を分析してインプラ
ントデザインにも工夫を凝らし、より機能的で Activeな動きに対応でき、また痛みなく患者さんが癒される膝を
目指しています。大腿骨側にはセラミックを用い、より摩耗の少なく長期の安定した成績が期待できます。両膝
の悪い患者さんに対しては両側同時の手術を行っており、これによって入院やリハビリが一度で済むために患者
さんの早期社会復帰に役立っています。

滑膜細胞を用いた軟骨 · 半月板の再生医療
我々の研究室で行った多くの基礎研究の成果をもとに、膝関節の軟骨欠損に対して、外来手術で滑膜を採取し、本
学細胞治療センターで幹細胞を培養、関節鏡視下で幹細胞を移植する再生医療を平成 20年 4月より開始し、安全
性と有効性を確認しています。本学再生医療センターと共同で平成 26年 8月からは縫合の困難な半月板損傷に対
する滑膜細胞移植の臨床治験を開始しました。
AMEDの支援を得て膝痛に対する新しい保存的治療法の検証を目的とした前向き研究を開始し、これを全国レベ
ルに拡大し他施設前向き研究を進めている。

( 7 ) 研究業績

[原著]

1. Ryusuke Saito, Takeshi Muneta, Nobutake Ozeki, Yusuke Nakagawa, Mio Udo, Katsuaki Yanagisawa,
Kunikazu Tsuji, Makoto Tomita, Hideyuki Koga, Ichiro Sekiya. Strenuous running exacerbates knee
cartilage erosion induced by low amount of mono-iodoacetate in rats. BMC Musculoskelet Disord. 2017.01;
18(1); 36

2. Etsuko Matsumura, Kunikazu Tsuji, Keiichiro Komori, Hideyuki Koga, Ichiro Sekiya, Takeshi Muneta.
Pretreatment with IL-1β enhances proliferation and chondrogenic potential of synovium-derived mes-
enchymal stem cells. Cytotherapy. 2017.02; 19(2); 181-193

3. 宮武 和正、 神野 哲也. 病態 · 経過でみる変形性関節症— どこで手術に踏み切るか ー Monthly Book
Orthopaedics. 2017.02; 30(2); 35-42

4. Wei Ji, J Bolander, YC Chai, H Katagiri, M Marechal, F Luyten. Toward Advanced Therapy Medicinal
Products (ATMPs) Combining Bone Morphogenetic Proteins (BMP) and Cells for Bone Regeneration
Bone Morphogenetic Proteins: Systems Biology Regulators. 2017.03; 127-169



— 180 —

生体支持組織学講座

5. Arata Yuuki, Takeshi Muneta, Toshiyuki Ohara, Ichiro Sekiya, Hideyuki Koga. Associated lateral/medial
knee instability and its relevant factors in anterior cruciate ligament-injured knees. J Orthop Sci. 2017.03;
22(2); 300-305

6. 猪野又 慶、古賀 英之、中川 裕介、日山 鐘浩、片倉 麻衣、荻内 隆司、吉村 英哉、林 将也、星野 傑、
関矢 一郎、 宗田 大. 1重束前十字靱帯再建術における半月板損傷の有無 · 処置法の違いが術後 1年成績に
与える影響　 TMDU MAKS study JOSKAS. 2017.03; 42(1); 120-121

7. 星野 傑、古賀 英之、中川 裕介、大原 敏之、日山 鐘浩、片桐 健太、片倉 麻衣、猪野又 慶、植木 博子、
宗田 大. 2重束前十字靱帯再建術における半月板損傷の有無 · 処置法の違いが術後 1年の自覚的 · 他覚的
評価に与える影響　東京医科歯科大学多施設研究 (TMDU MAKS study)における検討 JOSKAS. 2017.03;
42(1); 124-125

8. 新谷 尚子、 吉村 英哉、 初鹿 大祐、 林 将也、 荻内 隆司. スポーツ選手の肩関節前方不安定症に対する鏡
視下烏口突起移行術の成績 JOSKAS. 2017.03; 42(1); 40-41

9. 新谷 尚子、 吉村 英哉. 上腕骨小頭離断性骨軟骨炎に対する骨軟骨柱移植術の術後成績 JOSKAS. 2017.03;
42(1); 4-5

10. 片倉 麻衣、 古賀 英之、 中村 智祐、 渡邊 敏文、 堀江 雅史、 小田邉 浩二、 中川 裕介、 関矢 一郎、 宗
田 大. 2重束 ACL再建術における術後内反動揺性残存の危険因子と術後成績への影響 JOSKAS. 2017.03;
42(1); 130-131

11. Jae-Sung An, Takeshi Muneta, Ichiro Sekiya, Toshifumi Watanabe, Tomoyuki Mochizuki, Masafumi Horie,
Tomomasa Nakamura, Koji Otabe, Hideyuki Koga. Osteochondral lesion of lateral tibial plateau with
extrusion of lateral meniscus treated with retrograde osteochondral autograft transplantation and arthro-
scopic centralisation. AP-SMART. 2017.04; 8; 18-23

12. Mai Katakura, Hideyuki Koga, Kaori Nakamura, Ichiro Sekiya, Takeshi Muneta. Effects of different
femoral tunnel positions on tension changes in anterolateral ligament reconstruction. Knee Surg Sports
Traumatol Arthrosc. 2017.04; 25(4); 1272-1278

13. 植木 博子、立石 智彦、荻内 隆司、長瀬 寅、初鹿 大祐、中川 照彦、土屋 正光. 大学サッカー部員に施
行した Jones骨折検診の有用性 JOSKAS. 2017.04; 42(2); 416-417

14. 雨宮 正樹、 白澤 進一. 高度内反変形の変形性足関節症に対してハイブリッド脛骨遠位骨切り術に鏡視下関
節固定を併用した 1例 JOSKAS. 2017.04; 42(3); 402-403

15. Katagiri Kenta, Yu Matsukura, Takeshi Muneta, Nobutake Ozeki, Mitsuru Mizuno, Hisako Katano, Ichiro
Sekiya.. Fibrous synovium releases higher numbers of mesenchymal stem cells than adipose synovium in
a suspended synovium culture model. Arthroscopy. 2017.04; 33(4); 800-810

16. H Katagiri, L F Mendes, F P Luyten. Definition of a Critical Size Osteochondral Knee Defect and its
Negative Effect on the Surrounding Articular Cartilage in the Rat. Osteoarthr. Cartil.. 2017.05;

17. Mikio Shioda, Takeshi Muneta, Kunikazu Tsuji, Mitsuru Mizuno, Keiichiro Komori, Hideyuki Koga, Ichiro
Sekiya. TNFα promotes proliferation of human synovial MSCs while maintaining chondrogenic potential.
PLoS ONE. 2017.05; 12(5); e0177771

18. Takao Minami, Takeshi Muneta, Ichiro Sekiya, Toshifumi Watanabe, Tomoyuki Mochizuki, Masafumi
Horie, Hiroki Katagiri, Koji Otabe, Toshiyuki Ohara, Mai Katakura, Hideyuki Koga. Lateral meniscus
posterior root tear contributes to anterolateral rotational instability and meniscus extrusion in anterior
cruciate ligament-injured patients. Knee Surg Sports Traumatol Arthrosc. 2017.05;

19. Nobutake Ozeki, Takeshi Muneta, Kenichi Kawabata, Hideyuki Koga, Yusuke Nakagawa, Ryusuke Saito,
Mio Udo, Katsuaki Yanagisawa, Toshiyuki Ohara, Tomoyuki Mochizuki, Kunikazu Tsuji, Tomoyuki Saito,
Ichiro Sekiya. Centralization of extruded medial meniscus delays cartilage degeneration in rats. J Orthop
Sci. 2017.05; 22(3); 542-548

20. Yuji Kohno, Mitsuru Mizuno, Nobutake Ozeki, Hisako Katano, Keiichiro Komori, Shizuka Fujii, Koji
Otabe, Masafumi Horie, Hideyuki Koga, Kunikazu Tsuji, Mikio Matsumoto, Haruka Kaneko, Yuji Takazawa,
Takeshi Muneta, Ichiro Sekiya. Yields and chondrogenic potential of primary synovial mesenchymal
stem cells are comparable between rheumatoid arthritis and osteoarthritis patients. Stem Cell Res Ther.
2017.05; 8(1); 115
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21. R Takada, T Jinno, D Koga, K Miyatake, T Muneta, A Okawa. Comparison of wear rate and osteolysis
between second-generation annealed and first-generation remelted highly cross-linked polyethylene in total
hip arthroplasty. A case control study at a minimum of five years. Orthop Traumatol Surg Res. 2017.06;
103(4); 537-541

22. Kunikazu Tsuji, Miyoko Ojima, Koji Otabe, Masafumi Horie, Hideyuki Koga, Ichiro Sekiya, Takeshi
Muneta. Effects of Different Cell-Detaching Methods on the Viability and Cell Surface Antigen Expression
of Synovial Mesenchymal Stem Cells. Cell Transplant. 2017.06; 26(6); 1089-1102

23. Shimpei Kondo, Takeshi Muneta, Yusuke Nakagawa, Hideyuki Koga, Toshifumi Watanabe, Kunikazu
Tsuji, Shinichi Sotome, Atsushi Okawa, Shinji Kiuchi, Hideo Ono, Mitsuru Mizuno, Ichiro Sekiya. Trans-
plantation of autologous synovial mesenchymal stem cells promotes meniscus regeneration in aged pri-
mates. J. Orthop. Res.. 2017.06; 35(6); 1274-1282

24. Mitsuru Mizuno, Hisako Katano, Koji Otabe, Keiichiro Komori, Yuji Kohno, Shizuka Fujii, Nobutake
Ozeki, Masafumi Horie, Kunikazu Tsuji, Hideyuki Koga, Takeshi Muneta, Ichiro Sekiya. Complete human
serum maintains viability and chondrogenic potential of human synovial stem cells: suitable conditions
for transplantation. Stem Cell Res Ther. 2017.06; 8(1); 144

25. Eriko Grace Suto, Yo Mabuchi, Nobuharu Suzuki, Koji Suzuki, Yusuke Ogata, Miyu Taguchi, Takeshi
Muneta, Ichiro Sekiya, Chihiro Akazawa. Prospectively isolated mesenchymal stem/stromal cells are
enriched in the CD73(+) population and exhibit efficacy after transplantation. Sci Rep. 2017.07; 7(1);
4838

26. Kei Inomata, Ichiro Sekiya, Koji Otabe, Tomomasa Nakamura, Masafumi Horie, Hideyuki Koga, Toshifumi
Watanabe, Takeshi Muneta. Acute arterial occlusion after total knee arthroplasty: a case report. Clin
Case Rep. 2017.08; 5(8); 1376-1380

27. Hideyuki Koga, Toshifumi Watanabe, Masafumi Horie, Hiroki Katagiri, Koji Otabe, Toshiyuki Ohara,
Mai Katakura, Ichiro Sekiya, Takeshi Muneta. Augmentation of the pullout repair of a medialmeniscus
posterior root tear by arthroscopic centralization 2017.08; 6(4); 1335-1339

28. Yusuke Nakagawa, Takeshi Muneta, Toshifumi Watanabe, Masafumi Horie, Tomomasa Nakamura, Koji
Otabe, Mai Katakura, Yusuke Sumi, Ichiro Sekiya, Hideyuki Koga. Arthroscopic centralization achieved
good clinical improvements and radiographic outcomes in a rugby player with osteoarthritis after subtotal
lateral meniscectomy: A case report. J Orthop Sci. 2017.09;

29. Hideyuki Koga, Atsuo Nakamae, Yosuke Shima, Roald Bahr, Tron Krosshaug. Hip and Ankle Kinematics
in Noncontact Anterior Cruciate Ligament Injury Situations: Video Analysis Using Model-Based Image
Matching. Am J Sports Med. 2017.10; 363546517732750

30. 宮武 和正、谷口 直史、小川 貴久、高田 亮平、平尾 昌之、神野 哲也. 高齢者における変形性股関節症の
治療—合併症予防と早期退院をめざして 別冊整形外科 No.72 高齢者（75歳以上）の運動器変性疾患に対す
る治療. 2017.10; 72; 35-38

31. Hideyuki Koga, Takeshi Muneta, Roald Bahr, Roald Bahr, Tron Krosshaug . ACL injury mechanisms:
Lessons learned from video analysis Rotatory Knee Instability. 2017.11; 27-36

32. Toshifumi Watanabe, Hideyuki Koga, Masafumi Horie, Hiroki Katagiri, Ichiro Sekiya, Takeshi Muneta.
Post-Cam Design and Contact Stress on Tibial Posts in Posterior-Stabilized Total Knee Prostheses: Com-
parison Between a Rounded and a Squared Design. J Arthroplasty. 2017.12; 32(12); 3757-3762

33. Hiroki Katagiri, Hideyuki Koga, Takeshi Muneta. Review of Shino et al (1984) on anterior cruciate
ligament reconstruction using allograft in the dog Journal of ISAKOS. 2017.12; 2(6);

34. 松村 惠津子、渡邊 敏文、小田邉浩二、宮武 和正、片桐 洋樹、堀江 雅史、古賀 英之、関矢 一郎、宗
田 大. ジルコニアセラミック大腿骨コンポーネントを用いた日本人向け後方安定型人工膝関節の 2年成績：
他種との比較 日本関節病学会誌. 2017.12; 36(4);

35. 渡邊敏文. 後方安定型人工膝関節全置換術の術中関節ギャップは術後可動域に影響する臨床雑誌　整形外科.

36. Koga H, Muneta T, Yagishita K, Watanabe T, Mochizuki T, Horie M, Nakamura T, Sekiya I.. Effect of
Notchplasty in Anatomic Double-bundle Anterior Cruciate Ligament Reconstruction
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37. Koga H, Muneta T, Yagishita K, Watanabe T, Mochizuki T, Horie M, Nakamura T, Okawa A, Sekiya I..
Effect of posterolateral bundle graft fixation angles on graft tension curves and load sharing in double-
bundle anterior cruciate ligament reconstruction using a transtibial drilling technique.

38. Toshifumi Watanabe. In vivo kinematics of a robot-assisted uni- and multi-compartmental knee arthro-
plasty

39. Toshifumi Watanabe. Intraoperative Joint Gaps Affect Postoperative Range of Motion in TKAs With
Posterior-stabilized Prostheses

40. Toshifumi Watanabe. Knee Kinematics in Anterior Cruciate Ligament-Substituting Arthroplasty With
or Without the Posterior Cruciate Ligament

[書籍等出版物]

1. 渡邊 敏文. 雑誌「NHKガッテン!　健康プレミアム 12月増刊号」 Vol.13. 主婦と生活社, 2017.12

2. 渡邊 敏文. 雑誌「NHKガッテン！ 　 9周年記念号」 Vol.37　. 主婦と生活社, 2017.12

[総説]

1. 渡邊 敏文、 古賀 英之. 運動器疾患の画像診断　変形性膝関節症 理学療法. 2017.01; 34(1); 69-76

2. Hideyuki Koga, Lars Engebretsen, Freddie H Fu, Muneta Takeshi. Revision anterior cruciate ligament
surgery: state of the art. J ISAKOS. 2017.02; 2(1); 36-46

3. 堀江 雅史、 古賀 英之. 運動器疾患の画像診断　足関節 · 後足部疾患 理学療法. 2017.03; 34(3); 259-269

4. 関矢 一郎、 宗田 大. ヒト幹指針開始前 · 後から再生医療新法に至る整形外科領域の再生医療　その進捗と
今後の展望 滑膜幹細胞による軟骨 · 半月板を対象とした再生医療 日本整形外科学会雑誌. 2017.04; 91(4);
223-227

5. 渡邊 敏文、 宗田 大. 手術基本手技：進入法 基本から理解する人工膝関節置換術. 2017.05; 130-140

6. 古賀 英之. IOC World Conference on Prevention of Injury & Illness in Sport報告記 臨床スポーツ医学.
2017.08; 34(8); 852-854

7. 古賀 英之、 宗田 大. 回旋制動性を得る至適条件に基づいた遺残組織温存 2重束再建術—東京医科歯科大
学— MB Orthopaedics. 2017.09; 30(9); 15-27

8. 大関 信武, 宗田 大, 齋藤 知行, 関矢 一郎. 滑膜間葉系幹細胞の定期的関節内投与は変形性膝関節症の進行を
抑制する 再生医療. 2017.09; 16(3); 241-248

[講演 · 口頭発表等]

1. 片倉 麻衣、 荻内 隆司、 仲津留 恵日、 山本 晴康. 外反母趾装具を用いた保存治療が有効 であった母趾基
節骨疲労骨折の 1例. 2017.01.21

2. 堀江 雅史、 古賀 英之、 大原 敏之、 片倉 麻衣、 小田邉 浩二、 片桐 洋樹、 渡邊 敏文、 関矢 一郎、 宗
田 大. 内側半月板逸脱を伴う OAに対する高位脛骨骨切り術と内側半月板 Centralization併用術の短期成
績. 関東 Knee Osteotomy研究会 2017.01.28

3. 渡邊 敏文、 宗田 大、 古賀 英之、 堀江 雅史、 小田邉 浩二、 大原 敏之、 片倉 麻衣、 関矢 一郎. 可動域
良好な人工関節全置換術膝の関節弛緩性. 第 47回日本人工関節学会 2017.02.24

4. 安 宰成、 星野 明穂、 吉村 英哉、 林 将也、 高橋 徹、 近藤 伸平、 柳澤 克昭、 新谷 尚子、 荻内 隆司 .
リウマチ膝に対する人工関節置換術後の合併症～術後 5年以上経過した症例での検討～. 第 47回日本人工
関節学会 2017.02.24

5. 神野 哲也、 宮武 和正、 高田 亮平、 平尾 昌之、 酒井 朋子、 星野 ちさと、 宗田 大、 大川 淳. 各種進入
法における人工股関節全置換術の術中関節安定性評価. 第 47回日本人工関節学会 2017.02.24

6. 宮武 和正、 神野哲也、 高田 亮平、 平尾 昌之、 瀬川 裕子、 大川 淳、 宗田 大. 発育性股関節形成不全
（DDH）による二次性変形性股関節症患者における各種疼痛誘発テストの陽性率の検討. 第 47回日本人工関
節学会 2017.02.24
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7. 平尾 昌之、神野 哲也、宮武 和正、高田 亮平、宗田 大、大川 淳. セメントレス人工股関節全置換術にお
ける応力遮蔽と大腿骨脆弱性骨折の関連性の検討. 第 47回日本人工関節学会 2017.02.24

8. 高田 亮平、平尾 昌之、神野 哲也、宮武 和正、宗田 大、大川 淳. 人工股関節全置換術における第一世代
と第二世代高度架橋ポリエチレンライナーの比較検討. 第 47回日本人工関節学会 2017.02.24

9. 魚水 麻里、宗田 大、尾島 美代子、宮澤 真毅、関矢 一郎、辻 邦和. PI3K阻害剤は、血小板由来増殖因
子 (PDGF)により活性化される滑膜間葉系幹細胞の増殖と分化の両方を抑制する . 第 30回日本軟骨代謝学
会 2017.03.04

10. 日山 鐘浩、 辻 邦和、 大川 淳、 関矢 一郎、 宗田 大. 炎症反応はマウス半月板再生過程において必要なプ
ロセスである. 第 30回日本軟骨代謝学会 2017.03.04

11. 古賀 英之. 膝前十字靱帯損傷の受傷メカニズムとそれに基づいた予防対策. TMDU Sports Medicine sym-
posium 2017.03.11

12. Hiroko Ueki, Takeshi Tateishi, Hideyuki Koga, Daisuke Hatsushika, Takashi Ogiuchi. Proximal Fifth
Metatarsal Stress Fractures;Screening and Treatment for Incomplete Fractures. 5th IOC World Conference
on Prevention of Injury & Illness in Sport 2017.03.16

13. Hideyuki Koga. ACL injury mechanisms and its prevention in basketball and handball. 5th IOC World
Conference on Prevention of Injury & Illness in Sport 2017.03.16

14. 長谷川 翔一、堀江 雅史、渡邊 敏文、古賀 英之、小田邉 浩二、大原 敏之、片倉 麻衣、関矢 一郎、宗
田 大. 膝蓋骨脱臼に合併した内外側半月板低形成の一例. 第 57回関東整形災害外科学会 2017.03.17

15. 本橋 正隆、神野 哲也、宮武 和正、高田 亮平、平尾 昌之、宗田 大、大川 淳. 人工股関節全置換術術後
疼痛管理における大腿神経ブロックの有効性の検討. 第 57回関東整形災害外科学会月例会　整形外科集談
会東京地方会 2017.03.17

16. 平尾 昌之、神野 哲也、宮武 和正、高田 亮平、宗田 大、大川 淳. 長さの異なる wedge taper型ステムを
用いた人工股関節全置換術の比較検討. 第 57回関東整形災害外科学会 2017.03.17

17. Toshifumi Watanabe, Takeshi Muneta, Hideyuki Koga, Masafumi Horie, Koji Otabe, Toshiyuki Ohara,
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腿動脈急性閉塞症の 1例. 第 47回関東股関節懇話会 2017.10.01

74. 新谷 尚子、吉村 英哉. リバース型人工肩関節術後に非外傷性に発生した肩甲骨骨折の一例. 第 44回日本肩
関節学会 2017.10.06

75. Mai Katakura, Kenji Hirohata, Kazuyoshi Yagishita, Hideyuki Koga. Discoid lateral meniscus tear in
dancers: report of two cases. 27th IADMS (Annual Conference for International Association for Dance
Medicine and Science) 2017.10.12 Houston, Texas, USA

76. 宮武 和正、神野 哲也、高田 亮平、平尾 昌之、古賀 英之、大川 淳. 自覚的脚長差における脊椎アライメ
ントを考慮した THA術前計画. 第 44回日本股関節学会 2017.10.20

77. 瀬川 裕子、神野 哲也、松原 正明、宮武 和正、高田 亮平、平尾 昌之、大川 淳. 寛骨臼回転骨切り術施
行症例における小児期予防的手術への意識調査. 第 44回日本股関節学会 2017.10.20
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78. 高橋 晃、 神野 哲也、 宮武 和正、 高田 亮平、 平尾 昌之、 星野 ちさと、 瀬川 裕子、 大川 淳. 前方進入
法を用いた人工股関節全置換術における術中大腿筋膜張筋損傷評価と術後早期における筋断面積の変化との
関連性の検討. 第 44回日本股関節学会 2017.10.20

79. 平尾 昌之、神野 哲也、宮武 和正、高田 亮平、瀬川 裕子、大川 淳. 人工股関節全置換術術後鎮痛におけ
る大腿神経ブロック（自己調節持続皮下注射との比較検討）. 第 44回日本股関節学会 2017.10.20

80. 高田 亮平、神野 哲也、宮武 和正、平尾 昌之、瀬川 裕子、柳下 和慶、大川 淳. 両側一期的人工股関節
全置換術における前方進入法と前側方進入法の術後成績に関する検討: ランダム化比較試験. 第 44回日本股
関節学会 2017.10.20

81. 片桐 洋樹、 中村 香織、 辻 邦和、 関矢 一郎、 古賀 英之、 宮武 和正、 大川 淳、 宗田 大. 膝前十字靭帯
再建術後の顆粒球の関節液浸潤と鎮痛作用. 第 32回日本整形外科基礎学会学術集会 2017.10.26

82. 小沼 博明、 辻 邦和、 古賀 英之、 片桐 洋樹、 ,宮武 和正、 松村 惠津子、 星野 傑、 植木 博子、 猪野又
慶、 雨宮 正樹、 大川 淳、 関矢 一郎、 宗田 大. MIAで誘導された膝蓋下脂肪体の線維化と血管新生は、
膝関節周囲痛の慢性化と共に有意に増加する. 第 32回日本整形外科基礎学会学術集会 2017.10.26

83. 植木 博子、 辻 邦和、 片桐 洋樹、 宮武 和正、 宇土 美於、 星野 傑、 大川 淳、 関矢 一郎、 古賀 英之、
宗田 大. ラット前十字靭帯損傷モデルを用いた滑膜間葉系幹細胞の関節内投与治療：細胞数の違いによる軟
骨損傷予防と下肢疼痛改善の検討. 第 32回日本整形外科基礎学会学術集会 2017.10.26

84. 宇土 美於、辻 邦和、古賀 英之、大関 信武、星野 傑、山崎 勇大、関矢 一郎、大川 淳、宗田 大. ラッ
ト関節炎モデルにおいて炎症期の滑膜幹細胞投与の軟骨変性および疼痛を抑制する. 第 32回日本整形外科
基礎学会学術集会 2017.10.26

85. 魚水 麻里、 望月 智之、 辻 邦和、 古賀 英之、 大関 信武、 大原 敏之、 松田 純平、 後藤 昌史、 関矢 一
郎、 宗田 大. 滑膜由来間葉系幹細胞はラットの肩腱板修復を促進する. 第 32回日本整形外科基礎学会学術
集会 2017.10.26

86. 松村 恵津子、辻 邦和、塩田 幹夫、大川 淳、古賀 英之、関矢 一郎、宗田 大. IL-1bは、IL1b受容体を
介さずに滑膜幹細胞の増殖を亢進する. 第 32回日本整形外科基礎学会学術集会 2017.10.26

87. 星野 傑、辻 邦和、小沼 博明、片桐 洋樹、宮武 和正、宇土 美於、魚水 麻里、植木 博子、猪野又 慶、大
川 淳、関矢 一郎、古賀 英之、宗田 大. ラット膝関節炎疼痛モデルにおける免疫組織学的検討および行動
評価：低用量および高用量モノヨード酢酸による比較. 第 32回日本整形外科基礎学会学術集会 2017.10.26

88. 雨宮正樹、辻邦和、松村恵津子、塩田幹夫、尾島美代子、大川淳、古賀英之、関矢一郎、宗田大. 関
節液由来間葉系幹細胞を用いた関節軟骨修復能の評価. 第 32回日本整形外科基礎学会学術集会 2017.10.26

89. 猪野又 慶、 辻 邦和、 宇土 美於、 星野 傑、 小沼 博昭、 関矢 一郎、 宗田 大、 古賀 英之. モノヨード酢
酸誘導ラット急性膝関節炎モデルを用いた滑膜 · 膝蓋下脂肪体における炎症性細胞の動態と疼痛の関連の評
価. 第 32回日本整形外科基礎学会学術集会 2017.10.26

90. 尾島 美代子、 辻 邦和、 宮武 和正、 片桐 洋樹、 堀江 雅史、 古賀 英之、 大川 淳、 関矢 一郎、 宗田 大.
関節液中に存在しヒト間葉系幹細胞の増殖を促進する生理活性物質 (Factor A)の同定と生理機能解析. 第
32回日本整形外科基礎学会学術集会 2017.10.26

91. 片倉 麻衣、 古賀 英之、 中村 智祐、 荒木 大輔、 長井 寛斗、 西田 京平、 黒田 良祐、 大川 淳、 宗田 大
　. 異なる大腿骨側骨孔位置を用いた膝前外側構成体補強術の膝制動性の検討　—三次元電磁気センサーに
よる定量評価. 第 32回日本整形外科基礎学会学術集会 2017.10.26

92. 古賀 英之. スポーツ選手における膝関節外傷の治療. 第 68回横浜スポーツ医会研修講演会 2017.10.28

93. 小川 貴久、神野 哲也、高田 亮平、宮武 和正、星野 ちさと、酒井 朋子、大川 淳、小川 英臣、新堀 璃
奈、 加地 啓介、 岡安 健. 人工股関節全置換術における手術曜日の影響 - 術後 ADLの回復、入院期間に注
目して -. 第 1回日本リハビリテーション医学会　秋季学術集会 2017.10.28

94. 新堀 璃奈、 小川 英臣、 小川 貴久、 高田 亮平、 平尾 昌之、 宮武 和正、 山本 尚輝、 加地 啓介、 岡安
健、酒井 朋子、星野 ちさと、大川 淳、神野 哲也 . Minimum Core Setと JOAスコアの関係. 第 1回日
本リハビリテーション医学会　秋季学術集会 2017.10.28

95. 小川 英臣、 新堀 璃奈、 小川 貴久、 高田 亮平、 平尾 昌之、 宮武 和正、 山本 尚輝、 加地 啓介、 岡安
健、酒井 朋子、星野 ちさと、大川 淳、神野 哲也. Minimum Core Setと在院日数の関連性. 第 1回日本
リハビリテーション医学会　秋季学術集会 2017.10.28
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96. 山本 尚輝、神野 哲也、酒井 朋子、宮武 和正、星野 ちさと、高田 亮平、大川 淳. リハビリテーション
開始日の違いが人工膝関節全置換術後の早期術後成績に及ぼす影響について. 第 1回日本リハビリテーショ
ン医学会　秋季学術集会 2017.10.28

97. 片倉 麻衣、 重城 保之、 高尾 昌人. 骨端線損傷後踵骨変形に対し鏡視下踵骨形成術を施行した 1例. 第 42
回日本足の外科学会学術集会 2017.11.09

98. 片倉 麻衣、荻内 隆司、仲津留 恵日、山本 晴康. 外反母趾装具を用いた保存加療が有効であった母趾基節
骨疲労骨折の 1例. 第 42回日本足の外科学会学術集会 2017.11.09

99. 古賀 英之. ACL再建術　—多施設共同研究 TMDU MAKS Studyからの再考—. 第 28回日本臨床スポーツ
医学会学術集会 2017.11.18

100. 星野 傑、 辻 邦和、 小沼 博明、 片桐 洋樹、 ,宮武 和正、 宗田 大、 古賀 英之. 膝 OAモデルにおける疼
痛と IFP及び軟骨変性の関連性の検討. 第 10回日本運動器疼痛学会 2017.11.18

101. 小沼 博明、辻 邦和、星野 傑、片桐 洋樹、宮武 和正、関矢 一郎、大川 淳、宗田 大、古賀 英之. MIA
のラット膝蓋下脂肪体内注射により誘発された脂肪体の血管新生と線維化は有意に増加し膝疼痛と相関する.
第 10回日本運動器疼痛学会 2017.11.18

102. 渡邊 敏文、 青木 章乃、 星 賢治、 蒲田 和芳、 宗田 大、 堀江 雅史、 片桐 洋樹、 小田邉 浩二、 大原 敏
之、 片桐 健太、 関矢 一郎、 古賀 英之. 後方安定型人工膝関節の階段昇り動作におけるポスト前方インピ
ンジメントの検討. 第 44回日本臨床バイオメカニクス学会 2017.11.24

103. 古賀 英之. 前十字靱帯の解剖とバイオメカニクス—回旋制動性を得るための至適条件に基づいた解剖学的遺
残組織温存 2重束再建術—. 第 44回日本臨床バイオメカニクス学会 2017.11.24

104. 片倉 麻衣、中村 香織、関矢 一郎、渡邊 敏文、堀江 雅史、片桐 洋樹、小田邉 浩二、大原 敏之、片桐
健太、宗田 大、古賀 英之. 前十字靭帯再建術における動的回旋不安定性残存の危険因子の検討—3軸加速
度計を用いた pivot shift現象の定量評価を用いて　. 第 44回日本臨床バイオメカニクス学会 2017.11.24

105. 片倉 麻衣、古賀 英之、関矢 一郎、渡邊 敏文、堀江 雅史、片桐 洋樹、小田邉 浩二、大原 敏之、中村
香織、 宗田 大. ACL損傷膝において ACL再建/半月板縫合が回旋不安定性に与える影響—3軸加速度計を
用いた pivot shift現象の定量評価. 第 44回日本臨床バイオメカニクス学会 2017.11.24

106. 宮武 和正、 神野 哲也、 高田 亮平、 平尾 昌之、 瀬川 裕子、 王 耀東、 大川 淳、 古賀 英之. 大腿骨減捻
骨切り術を併用したキアリ骨盤骨切り術の短期成績と応力変化の検討. 第 44回日本臨床バイオメカニクス
学会 2017.11.24

107. 古賀 英之. 逸脱半月板の病態と治療. 第 34回膝関節フォーラム 2017.12.02

108. 古賀英之. 逸脱半月板に対する機能温存を目指した鏡視下手術. 第 30回日本内視鏡外科学学会総会 2017.12.07

109. 松村 惠津子、 中島 幸則、 早瀨 久美、 平田 昂大、 石渡 あゆ未、 中村 香織、 立石 智彦. 第 23回夏季デ
フリンピック大会サムスン 2017　メディカル帯同報告. 第１回障がい者スポーツ関係学会合同コングレス
2017.12.16

110. 古賀 英之. 半月板の機能再建と骨切り術への適応. 第 18回 Osteotomy Journal Club 2017.12.16

111. Yusuke Kusunoki, Masafumi Horie, Toshifumi Watanabe, Hiroki Katagiri, Koji Otabe Toshiyuki Ohara,
Kenta Katagiri, Hayato Aoki, Ichiro Sekiya, Hideyuki Koga. A case of saphenous neuralgia following
arthroscopic removal of loose bodies through posteromedial portal. 第 99回東京医科歯科大学整形外科集
談会 2017.12.23

[受賞]

1. 科学研究費若手B「関節軟骨での IL1bによる FGFシグナルの細胞死誘導へのスイッチング機構の解明」（片
桐洋樹）, 2017年 04月

2. 科学研究費若手B「自己多血小板血漿の関節内注射による膝疼痛軽減効果の解析」（宮武和正）, 2017年 04月

3. 平成 29年度学長裁量優秀若手研究者奨励賞（片桐洋樹）, 東京医科歯科大学, 2017年 08月
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[その他業績]

1. NHK総合　ガッテン, 2017年 07月
「ひざ痛がついに解消！ 関節を滑らかにする３分ワザ」（渡邊敏文）

2. ＮＨＫ総合 ガッテン, 2017年 07月
「ひざ痛がついに解消！ 関節を滑らかにする３分ワザ」（渡邊敏文）
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硬組織構造生物学
Biostructural Science

准　教　授　　　田畑　　純
技術職員　　　　杉浦　真琴
事務補佐員　　　山本　智子
大学院生　　　　中野　崇文
　　　　　　　　牛村　英里（4月～）
　　　　　　　　坂口もも子（4月～）

( 1 ) 分野概要

硬組織構造生物学分野は、前身が歯学部口腔解剖学第２講座である。このため、組織学、細胞生物学、分子生物
学などの手法を用いて歯の発生、歯を構成する細胞の分化、歯の進化などのメカニズム研究を行っている。また、
教育では、主として歯学部２年生の組織学関連の科目を担当しているほか、解剖体業務にも関わっている。

( 2 ) 研究活動

歯の発生の分子的なメカニズムを解明することが第 1の目標である．また，骨やウロコなどの硬組織を用いて，歯
や硬組織の細胞分化や進化の仕組みを解明することが第 2の目標である．大きく 4つのテーマに取り組んでいる．

１）歯胚発生の研究
Research of Tooth Germ Development
マウスの臼歯は、ヒトの歯とよく似た形態であり、器官培養が可能です。そこで、培養歯胚を用いて、歯胚の発生
に関与している 因子の機能や相互作用を研究しています。上皮間葉相互作用に関わる因子の解明と歯冠の凹凸形
成のメカニズムを知ることが、最終目標です。

２）エナメル芽細胞の研究
Research of Ameloblast Differentiation & Function
ラットの切歯は常に伸び続ける歯（＝常生歯）であるため、その唇側面ではエナメル質形成が常に起こっていま
す。そこで、この上皮部分から細胞を調整し、無血清培地を用いた初代培養を行って、エナメル芽細胞の研究を
行っています。

３）魚類のウロコや歯の研究　　
Research of Fish Scales & Teeth
魚類のウロコは、歯と起源を同じくする器官で、その組織や発生様式、発生段階の発現遺伝子などに共通性があ
ります。そこで、 歯の起源や進化を探る目的で、キンギョ、メダカ、ガーパイク、ポリプテルス、サメ、シーラ
カンスなどのウロコや歯を用いて、研究をしています。

４）魚類を使った宇宙実験　　
Space Experiments using Fish
2010年にキンギョを用いた宇宙実験 Fish Scales が実施されました (田畑)。また、2012年にはメダカを用いた宇
宙実験 Medaka Osteoclastが実施されました（高野）。どちらも国際宇宙ステーション（ISS)で行われた微少重力
下での骨代謝実験です。
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５）歯の比較形態学　　
Comparative Morphology of the Tooth
本学歯学部が持つさまざまな動物の骨標本と組織標本を使って、記載研究を行っています。比較解剖学、比較組
織学、進化などの研究を展開しようと考えています。

( 3 ) 教育活動

歯学部 1年：基礎情報医歯学（講義と演習、3時間）
歯学部 2年：組織学総論（講義と実習、3時間 x9）
歯学部 2年：組織学各論（講義と実習、3時間 x18）
歯学部 2年：口腔組織 · 発生学（講義と実習、3時間 x8）
歯学部 2年 · 医学部 2年：融合カリキュラム · 頭頸部基礎（講義と実習、3時間 x3）
歯学部 6年：臨床セミナー（講義、1時間）

大学院修士：歯と口腔の組織学（2時間 x2）
大学院博士：歯の発生と進化（2時間 x5）

( 4 ) 教育方針

本分野は口腔解剖学第 2講座を前身としており，組織学を担当している．歯学部における組織学は，総論，各論，
口腔組織 · 発生の３つに大別でき，講義 · 実習はこの順に行われる．

そもそも，解剖学と組織学は「からだ」の構造 · 名称 · 機能を学ぶ学問であり，不可分である．また，生理学，病
理学，発生学とも関連しており，医歯学系専門科目の基盤となり，臨床科目の理解の前提ともなっている．従っ
て，組織学の講義 · 実習においても，こうした関連科目との連携を常に意識するようにしている．

なお，歯学部 2年生の授業では，組織切片を顕微鏡で観察し，スケッチ提出をする組織実習が 18回含まれる．ご遺
体を使った解剖実習と同様，実際の組織の多様性や精緻さを知る機会であり，組織学の理解を深める機会である．

( 5 ) 臨床活動および学外活動

＜解剖体関係行事＞

１月　ご遺骨返還式　於：東京医科歯科大学
３月　納骨堂 · 春季法要　於：総寧寺（市川市）
５月　献体の会総会　於：東京医科歯科大学
10月　解剖体追悼式　於：築地本願寺

＜学会＞

３月　解剖学会
９月　歯科基礎医学会
11月　エナメル質比較発生懇話会（隔年）

( 6 ) 研究業績

[総説]

1. 田畑　純、杉浦真琴、牛村英里. 顎の進化を考える　—ヒトとサメの比較から— 赤ちゃん歯科ネットワー
ク. 2017.01; 3(1); 55-67

2. 田畑　純. 新十二歯考：十二支でめぐる歯のかたちづくり．第 1回　子：木の実を囓る 歯界展望. 2017.10;
130(4); 773-779
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3. 田畑　純. 新十二歯考：十二支でめぐる歯のかたちづくり．第 2回　丑：草を喰む歯界展望. 2017.11; 130(5);
1005-1009

4. 田畑　純. 新十二歯考：十二支でめぐる歯のかたちづくり．第 3回　寅：肉を食らう 歯界展望. 2017.12;
130(6); 1213-1218

[講演 · 口頭発表等]

1. 田畑　純. 歯からウロコへ、そして宇宙へ. 赤ちゃん歯科ネットワーク · 第 20回例会講演 2017.04.20 浅草

2. 田畑　純,杉浦真琴,山本智子. 歯の多様性を考える　～標本整理報告と「新十二歯考」の予告をかねて. 日
本解剖学会 · 第 27回関東支部懇話会 2017.07.15 昭和大学

3. 田畑　純. 重力のありがたさ～キンギョのウロコの宇宙実験による骨代謝の解析研究～. 橿の木会 · さわや
か歯科セミナー 2017.08.24 橿原市

4. 田畑　純. 宇宙ではどうして骨がもろくなるのだろう？ 　～目からウロコの僕らの宇宙実験～. 橿の木会 ·
さわやか歯科セミナー · こども向け講演 2017.08.24 橿原市

5. 中野崇文,杉浦真琴,坂口もも子,神部芳則,森良之,高野吉郎,田畑純. ラット切歯上皮シートを用いた初代細
胞培養：構成細胞の再集合と細胞マーカーによる識別. 第 59回歯科基礎医学会 2017.09.17 松本市

6. 田畑純,杉浦真琴,山本智子. 動物の歯の多様性：食性による歯のちがい. 第 15回エナメル質比較発生学懇話
会 2017.11.11 東京医科歯科大学

7. 牛村英里,杉浦真琴,田畑純. イタチザメ歯胚の鋸状縁形成とエナメロイド芽細胞. 第 15回エナメル質比較発
生学懇話会 2017.11.11 東京医科歯科大学

8. 坂口もも子,杉浦真琴,田畑純. ハコフグ鱗の組織解析. 第 15回エナメル質比較発生学懇話会 2017.11.11 東
京医科歯科大学

9. 福場駿介,秋月達也,星嵩,松浦孝典,シュジャ ·アディーン ·アマール,岡田宗大,田畑泰彦,田畑純,杉浦－仲里
真琴,和泉雄一. 等電点の異なるβ-TCP含有ゼラチンスポンジと組換え型ヒト線維芽細胞増殖因子 (rhFGF-2)
を併用した顎堤増大術における効果の比較検討. 日本歯周病学会６０周年記念京都大会 2017.12.15 京都国際
会館　京都

10. 田畑純. 歯からウロコへ、そして宇宙へ. 大学院セミナー 2017.12.20 九州歯科大

11. 田畑純. 中枢神経の組織学～中枢機能を司る細胞たち～. 最新生命科学 2017.12.20 九州歯科大

[Works]

1. 歯科基礎医学会ホームページの学会発表抄録の電子登録システム（田畑純）, Webサービス, 歯科基礎医学
会 · 総会および学術大会ホームページの学会発表登録システム, 2000年 04月 - 現在

2. 休八のOSCEタイマー Dolphin（田畑純）, コンピュータソフト, Vector　ソフトウェアライブラリー, 2005
年 10月 - 現在

3. 休八の学会タイマー ver 3（田畑純）, コンピュータソフト, Vector　ソフトウェアライブラリー, 2007年 05
月 - 現在

4. 休八の文献管理ソフト Dove（田畑純）, コンピュータソフト, Vector　ソフトウェアライブラリー, 2014年
08月 - 現在

5. SeaMonkey 教室, Webサービス, 2016年 02月 - 現在
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硬組織薬理学
Pharmacology

2017年 (1月～ 12月）

准教授　　 青木　和広（～ 1月）
助　教 　　田村　幸彦
技術職員　 髙橋　真理子

博士研究員
友松　伸允（顎顔面外科学）
清水　康広（咬合機能矯正学）
上原　智己（小児歯科学 )
新井　祐貴（部分床義歯補綴学 )

大学院生
Md.Zahirul Haque Bhuyan(～ 9月）
武元　徹 (顎口腔外科学　～ 3月）
米田　憲哉 (インプラント · 口腔再生医学）
曽根　絵梨 (顎顔面外科学)
大河原　久実 (部分床義歯補綴学)
小澤　通子
長弘　茂樹 (小児歯科学）

非常勤講師
歯学部
高橋　悦子
二藤　彰
長谷川　望
村瀨　英一
脇　能広
瀬戸　浩行
佐藤　俊三
加藤　玄樹
大学院
三瀬　節子
野中　希一
KHAN Md Abudulla Al Masud（4月～）

( 1 ) 分野概要

　岡田正弘先生 (第二代学長)が主宰された医学部薬理学教室をルーツとして 1950年に三村二 (たすく)先生が歯
学部歯科薬物学講座を開設し、1963年に歯科薬理学講座として名称変更された。その後、1969年に小椋秀亮先生
に引き継がれ、2000年の大学院重点化により現在の分野名になった。講座発足当初より「硬組織の生理 · 薬理」を
主体とする研究テーマに取り組んでおり、1959年にその業績は高く評価され岡田先生は学士院賞を受賞した。そ
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の後も本テーマをさらに発展 · 深化すべく研究を進めている。
　研究の特色は鉛線による硬組織内時刻描記法を代表とする形態学的解析手法を基盤としており、それをさらに
発展させ分子生物学的手法や細胞生物学的解析を加えることにより、硬組織形態計測のみならず細胞機能解析を
加味した研究方法の開発に取り組んでいる。特に、近年発展した硬組織蛍光色素ラベリングによる細胞動態の機
能解析、X線による非破壊的硬組織形態計測法は本分野の欠かせない研究手段となっている。
　古くは様々な薬物を用いた硬組織形成障害現象を実験薬理学的に解析することに始まり、今日では炎症性骨吸収
阻害薬開発あるいは骨形成促進薬開発の薬理学的基盤を構築することを目標として研究を進めている。特に TNF
を中心とした炎症 · 免疫系機能の異常と骨疾患病態に注目し、薬物治療に結び付く創薬標的の同定を課題としてい
る。

( 2 ) 研究活動

主要な研究テーマ
本教室では硬組織の生理および薬理を主テーマとして研究を行っているが、特に下記に記す項目について重点的
に検索を進めている。
1．歯、骨の形成 · 吸収機構の薬理学的解析
2．硬組織疾患治療薬の新規創薬標的の同定
3．硬組織再生療法のトランスレーショナルリサーチ
4．ペプチド薬の臨床応用に向けた担体研究
5．口腔組織に発現する薬物副作用の解析

( 3 ) 教育活動

歯学科
　 6年次モジュール：包括臨床実習　フェイズⅡ（薬理総合講義）
　 4年次モジュール：研究実習
ユニット：研究実習
　 3年次モジュール：生体と薬物
　 ユニット：薬理概説 (薬理Ⅰ), 神経系と薬物/麻酔薬/組織の損傷 · 炎症 · 治癒過程と薬物 (薬理Ⅱ), 感染の予防
および治療薬/内科的疾患とその治療薬 (薬理Ⅲ), 薬物と生体反応の実際 (薬理Ⅳ)
　 3年次モジュール：病態科学演習
　 ユニット：病態科学演習
　 1年次モジュール：歯学入門
　 ユニット：基礎情報医歯学
口腔保健学科
　 3年次　歯科薬理 · 薬剤学
　 2年次　薬理学（薬理学実習も含む）
大学院医歯学総合研究科
　博士 硬組織の実験薬理学　：田村幸彦、三瀬節子、野中希一、KHAN Md Abudulla Al Masud
　修士 薬理学　　　　　　　：青木和広

( 4 ) 教育方針

教育方針または主要な教育テーマ
　薬理学は薬と病気のかかわりに科学的な方法で接近し、薬物の作用の内面を知ろうとする学問である。薬理学は
基礎学科目であるが、薬物療法の基盤となる知識を得るという観点から、臨床科目とも密接な関連を有している。
　薬理学の教育目標は、基本的、代表的な薬物の薬理作用、作用機序、代謝、副作用、臨床応用などについて系統
的な知識を修得させることにある。その結果、臨床の現場において多数の薬物に遭遇しても薬理学知識を応用で
きるような基盤を習得することになる。また歯科臨床において専用的に使用される薬物についてその特殊性を勘
案して解説し理解させることも目的である。さらに薬理実習を通じて薬物作用の解析と生物学的検定法の実際を
経験させ、実験科学としての薬理学の研究手法に関して学ぶことも重要である。
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( 5 ) 研究業績

[原著]

1. Md Zahirul Haque Bhuyan, Yukihiko Tamura, Eri Sone, Yuki Yoshinari, Chizuko Maeda, Mariko Taka-
hashi, Yasuhiko Tabata, Ramachandran Murali, Yoshihiro Waki, Kazuhiro Aoki. The intra-articular
injection of RANKL-binding peptides inhibits cartilage degeneration in a murine model of osteoarthritis.
J. Pharmacol. Sci.. 2017.06; 134(2); 124-130

2. Lin DING, Peng ZHANG, Xin WANG, Jia HAO, Kazuhiro AOKI, Shinji KURODA, Shohei KASUGAI.
Effect of doxycycline-treated hydroxyapatite surface on bone apposition: A histomophometric study in
murine maxillae Dental Materials Journal. 2017.11;

3. Mikami R, Mizutani K, Aoki A, Tamura Y, Aoki K, Izumi Y. Low-level ultrahigh-frequency and ultrashort-
pulse blue laser irradiation enhances osteoblast extracellular calcification by upregulating proliferation and
differentiation via transient receptor potential vanilloid 1. Lasers Surg Med. 2017.12; epub;

4. Toru Takemoto, Yuji Kabasawa, Yusuke Higuchi, Yasuhiko Tabata, Kazuhiro Aoki, Yukihiko Tamura,
Hiroyuki Harada. Combination of the RANKL-binding peptide W9 and bFGF induces bone regeneration
in the rat calvarial defect model. Dent Oral Craniofac Res. 2017.12; 4(3); 1-7

[書籍等出版物]

1. 青木和広. 「ラットにおける複数の生殖サイクルに反応して順応する母体皮質骨および海綿骨の微細構造お
よび荷重分布」. JBMR日本語版 vol 4 No.3, 2017.12

2. 青木和広. 「骨芽細胞において骨吸収は概日時計により調整される」. JBMR日本語版 vol4 No.3, 2017.12

[講演 · 口頭発表等]

1. 武元徹、樺沢勇司、樋口佑輔、田畑泰彦、青木和広、田村幸彦、原田浩之. ラット頭蓋骨欠損部に局所適
用した RANKL結合ペプチドW9と bFGFによる骨形成促進作用の評価. 第 16回日本再生医療学会総会
2017.03.07 仙台国際センター（仙台）

2. 平石典子、田村幸彦、堤祐介、青木和広、塙隆夫、田上順次. MTAセメントのヒ素含有量、ラット歯髄細胞
への毒性、及び、グルタチオンによる解毒作用について. 平成 29年度春期第 69回日本歯科理工学会学術講
演会 2017.04.15 日本歯科大学生命歯学部富士見ホール（東京）

3. 田村幸彦、カーン　マスード、青木和広. 歯髄細胞様細胞における炎症性サイトカインによるメタロチオネ
インの誘導. 第 37回日本歯科薬物療法学会学術大会 2017.06.17 愛知学院大学楠元キャンパス（名古屋）

4. 武元徹、樺沢勇司、樋口佑輔、田畑泰彦、青木和広、田村幸彦、原田浩之. ラット頭蓋骨欠損部に局所適用
した RANKL結合ペプチドW9と bFGFによる骨形成促進作用の評価. 第 33回日本 DDS学会学術集会
2017.07.06 京都勧業会館 みやこめっせ (京都)

5. 田村 幸彦、上原 智己、宮新 美智世、新井 祐貴、若林 則幸、青木 和広. 歯髄内に誘導されたメタロチオネ
インについて. 第 44回日本毒性学会学術年会 2017.07.10 パシフィコ横浜　会議センター（横浜）

6. Kazuhiro AOKI. Roland gave me a seed of my research. The 59th Annual Meeting of Japanese Association
for Oral Biology 2017.09.16 Matsumoto Dental University

7. 本間雅、池淵祐樹、林円香、青木和広、刈谷嘉顕、鈴木洋史. カップリング機構における RANKLの役割.
歯科基礎医学会 2017.09.18

8. 三上理沙子, 青木章, 水谷幸嗣, 田村幸彦, 和泉雄一. 超高繰り返し超短パルス青色レーザーを用いた低出力
照射は TRPV1を介して骨芽細胞の増殖 · 分化を促進し、細胞外基質の石灰化を亢進させる. 第 29回日本
レーザー歯学会総会 · 学術大会 2017.09.23 日本歯科大学新潟生命歯学部　講堂 · アイヴイホール

[受賞]

1. 第 33回日本 DDS学会学術集会優秀発表賞 (武元徹）, 第 33回日本 DDS学会学術集会, 2017年 07月
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[その他業績]

1. 大学院特別講義（岩手医科大学生化学講座細胞情報科学分野　教授　石崎明）, 2017年 08月
「間葉系幹細胞の機能を制御する細胞内シグナル伝達機構の解明～間葉系幹細胞を用いた効率の良い再生医
療の実現を目指して～」　

2. 大学院特別講義 (Harvard School of Dental Medicine, Dept. of Oral Medicine, Infection and Immunity,
Baron Lab Postdoctoral Research Fellow 永野健一), 2017年 11月
“The Wnt agonist R-spondin 3: an unexpected negative regulator of bone formation.”
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結合組織再生学
Connective Tissue Regeneration

准教授 篠村多摩之

( 1 ) 分野概要

当分野では、結合組織の修復 · 再生に向けた研究を行っている。一般に結合組織は、豊富な細胞外基質（マトリッ
クス）の存在によって特徴づけられている。従って結合組織の性質は、細胞外マトリックスの性質によって決まっ
ていると言っても過言ではない。そこで結合組織のマトリックスについて、その形成と維持に関わる分子機構に
ついて解析を進めている。

( 2 ) 研究活動

本分野では、主に以下のテーマについて研究を進めている。
1.　軟骨基質の主成分である II 型コラーゲン およびアグリカンの発現制御機構の解析
2.　軟骨細胞の形質維持に必要な転写因子群に関する研究
3.　結合組織における細胞外基質の動態に関する研究

( 3 ) 教育活動

歯学部 2年生を対象に、分子生物学全般について講義と実習を行っている。また大学院の修士課程および博士課
程の学生に対しては、主に軟骨組織を中心に細胞外マトリックスの合成と構築に関する講義を行っている。

( 4 ) 教育方針

生命現象を理解する為には、様々な知識を統合的かつ有機的に繋げていくことが重要であるとの信念の下に教育
を行っている。

( 5 ) 研究業績

[原著]

1. Miyazaki Yumiko, Horie Akihito, Sato Yukiyasu, Tani Hirohiko, Ueda Masashi, Okunomiya Asuka, Mat-
sumura Noriomi, Shinomura Tamayuki. in vitro着床モデルにおけるヒト胚着床におよぼすバーシカン V1
の効果 (Effects of versican V1 on human embryo attachment in an in vitro implantation model) 日本産科
婦人科学会雑誌. 2017.02; 69(2); 633

2. Nakayama Y, Kobayashi R, Matsui S, Matsumura H, Iwai Y, Noda K, Yamazaki M, Kurita-Ochiai T,
Yoshimura A, Shinomura T, Ganss B, Ogata Y.. Localization and expression pattern of amelotin, odonto-
genic ameloblast-associated protein and follicular dendritic cell-secreted protein in the junctional epithe-
lium of inflamed gingiva Odontology. 2017.07; 105(3); 329-337

3. 小池 宏, 西田 佳弘, 生田 国大, 濱田 俊介, 大田 剛広, 酒井 智久, 篠村 多摩之, 石黒 直樹. ヒアルロン酸リッ
チな軟骨肉腫細胞における新規ヒアルロニダーゼ KIAA1199強制発現の効果に関する研究 日本整形外科学
会雑誌. 2017.08; 91(8); S1825
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4. Miyazaki Yumiko, Horie Akihito, Sato Yukiyasu, Tani Hirohiko, Ueda Masashi, Okunomiya Asuka, Mat-
sumura Noriomi, Shinomura Tamayuki. Versican V1が in vitro着床モデルにおけるヒト胚着床へ及ぼす影
響 (Effects of versican V1 on human embryo attachment in an in vitro implantation model) The Journal
of Obstetrics and Gynaecology Research. 2017.12; 43(12); 2016

[講演 · 口頭発表等]

1. ニャン ジャン, 篠村多摩之. II型コラーゲンとアグリカンの遺伝子発現は異なった制御下にある. 第 30回　
日本軟骨代謝学会 2017.03.03 京都府京都市　京都市勧業館みやこめっせ

2. Tamayuki Shinomura. Col2a1 and Agc1 gene expressions regulated by different growth factors are me-
diated via different enhancer elements. Gordon Research Conference on Cartilage Biology & Pathology
2017.04.02 Renaissance Tuscany II Ciocco, Lucca, Italy



— 201 —

生体支持組織学講座

硬組織病態生化学
Biochemistry

教授　　　　渡部　徹郎
准教授　　　横山　三紀
講師　　　　粂井　康宏
助教　　　　井上　 Katarzyna Anna
技術補佐員　内藤　恵、寺澤　和恵
非常勤講師 　 Zeredo, Jorge Luis Lopes, 浅利　晃
大学院生 　　高橋　和樹、稲川　諒彦、松田　匠源

( 1 ) 分野概要

がんは依然として日本における死因のトップであり、有効な治療法の開発は急務であるす。近年では腫瘍ががん細
胞を中心として血管や間質などの多種類の細胞から微小環境を形成していることが明らかになり、治療の標的も
多岐にわたりつつある。我々はがん細胞が悪性化して遠隔臓器へと転移する機構を明らかにすることにより、新
規分子標的治療法の開発を目指している。さらに、がん微小環境におけるがん細胞以外の腫瘍血管 ·リンパ管やが
ん間質の形成の機構を解明することによって、がんの複合的な新規治療法の開発を試みている。

( 2 ) 研究活動

(1) 内皮間葉移行 (EndMT) によるがん間質の形成機構の解明
　腫瘍組織における「がん間質」に存在する「がん関連線維芽細胞 (CAF)」にはがん細胞の増殖と悪性化を誘導
することが明らかとなっているため、その生成機構の解明は重要な意義を持つ。近年 CAF の約 3 割が血管内皮
細胞から内皮間葉移行 (endothelial-to-mesenchymal transition: EndMT) という過程を経て生成することが報告
されたことから、がんの悪性化における EndMT の重要性に注目が集まっている。私たちはさまざまな種類の血
管内皮細胞が腫瘍微小環境において豊富に存在する transforming growth factor (TGF)-βにより間葉系細胞へと
分化することを見出してきた（第 75回日本癌学会にて発表）。本分野においては、TGF-βによる EndMT の誘導
を調節する新たな因子の同定を試みるとともに、EndMT により生成した間葉系細胞において発現するマーカーの
系統的探索を行う。EndMT はがん以外でも心疾患や糖尿病など患者数が多い疾患の悪性化因子であることが明
らかとなっているので、得られた知見はこうした疾患の治療法の開発に役立つことが期待される。

(2) 腫瘍血管 · リンパ管を標的としたがんの進展と転移の抑制への試み
　血管は全身に分布し、末梢組織へ酸素と栄養分を供給したり、組織の老廃物の廃棄などという重要な役割を果
たしている。この血管系とは別に組織液の排水路を形成するものがリンパ管であり、末梢組織において毛細リン
パ管は血管から漏出した間質液などを吸収し，血管へと戻すことにより体液の恒常性の維持を行っている。一方、
がん細胞が増殖する際に必要な酸素や栄養分を供給するために、腫瘍血管の新生は必須である。また、がん細胞が
肺や肝臓などの遠隔臓器へ転移する際に血管とリンパ管は主要な経路となる。以上の理由から血管 · リンパ管は
がん治療の重要な標的となっており、すでに血管内皮増殖因子 (VEGF) に対する抗体などは臨床応用されている。
しかし、腫瘍によっては VEGF シグナルの阻害が腫瘍血管抑制に有効でない場合もあり、血管 · リンパ管形成を
調節するシグナルの解明は重要な意義を持っている。我々は TGF-βや骨形成因子 (bone morphogenetic protein:
BMP) が血管 · リンパ管の形成を調節することを報告してきた。本分野では BMP シグナルを抑制するツールの
開発などを通じて、これまでの基礎研究の成果を応用に活かしていくことを試みている。

(3) がん細胞の悪性化機構の解明
　がん微小環境において豊富に存在するTGF-βは、がん細胞の上皮間葉移行 (Epithelial-Mesenchymal Transition:
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EMT)を引き起こすことにより、がんの悪性化、特にがん細胞の浸潤 · 転移を促進することが明らかとなってい
る。口腔がんにおいても、遠隔臓器への転移が予後不良因子であるが、その悪性化機構には未解明な部分が多く残
されている。我々は、様々な培養細胞そして個体レベルの解析を通じて、口腔がんの悪性化機構を明らかにしてき
た。現在、TGF-βシグナルにより発現が変動する遺伝子の解析を通じて、新たな治療標的の同定を試みている。

(4) 細胞内分解反応を司るリソソームにおける LAMP-1/2タンパク質の役割の解明
　リソソームはさまざまな加水分解酵素を含み、エネルギーや必須栄養素の獲得、生体防御、不要物の処理などの
細胞の恒常性維持に必須な細胞内小器官である。近年ではリソソームが細胞のエネルギー獲得状態を感知し、細
胞が増殖するか栄養獲得に向かうかを決定することも明らかになっている。リソソームの機能不全は、臨床的に
進行性の重篤な影響をもたらし、特に神経系、骨、結合組織において顕著である。
　 Lysosome-associated membrane protein-1/2 (LAMP-1/2)はリソソーム膜に豊富に存在する１回膜貫通型の糖
タンパク質である。LAMP-1と LAMP-2のタンパク質の大部分はリソソームの内腔側に存在し、どちらも相同な
二つのドメインから構成されている。しかし LAMP-2欠損マウスは LAMP-1欠損マウスよりも重篤な表現型を
示し、LAMP-2の異常によりヒトではダノン病を発症する。ダノン病では筋細胞に特殊なオートファゴソーム様
小胞の蓄積がみられ、LAMP-2がオートファジーと関連することが示唆されている。LAMP-1と LAMP-2はよく
似たタンパク質と考えられるのに、機能的には異なる理由は不明だったが、私達は LAMP-1と LAMP-2では多量
体化の様式が異なることを初めて見出した。私達は LAMP-1, LAMP-2のドメインの結晶構造解析を報告してお
り、その知見にもとづき非天然型アミノ酸導入を利用した部位特異的架橋反応により多量体化の様式を原子レベ
ルで解析し、多量体化に変異をもつ LAMP-1/2の作成をおこなっている。LAMP変異体をもちいて、「リソソー
ムはどのようにしてオートファゴソームと融合するか」「リソソームの identityとは何か（オートファゴソームと
リソソームが融合したオートリソソームからリソソームが再形成されるしくみは何か）」という問いに答えたいと
考えている。

(5) ヘパラン硫酸プロテオグライカンを介したロジスティックス
　増殖因子、サイトカイン、リポタンパク質、核酸、エクソソーム、病原体などは HSPGs依存的にエンドサイ
トーシスされる。さらに、HSPG依存的なエンドサイトーシスは、腫瘍の進行にも関与しているとされている。
HSPGsによる輸送の意義を理解するためには、HSPGsによる細胞内への輸送にも着目する必要がある。HSPGs
の小胞形成、小胞輸送への関与の分子基盤を明らかにすることは、細胞外マトリックス研究の新たな展開をもた
らす。我々は、ラット C6神経膠腫細胞株モデルを用いた研究を行い、HSPGの存在下で形成された輸送小胞の特
徴を調べた。HSPGが形成する輸送小胞を単離し、プロテオーム解析を行い、小胞輸送に関連する 80以上のタン
パク質を同定した。

(6) 汎低重力環境における小型霊長類コモンマーモセットの行動観察
　将来の火星居住プロジェクトなどの深宇宙開発計画では、宇宙空間の無重力だけでなく、1Gと 0Gの間の広範
囲な低重力 Partial Gravity環境の中で３年以上にわたる長期間の地球外生活を余儀なくされ、生体適応性や社会
行動性が重要な課題となる。人類が地球を離れて他の惑星で本格的に活動する前には、まずモデル動物を使った
実験を行い、長期間惑星フライト条件が生体に及ぼす影響を網羅的に調べ、安全性を確かめておかなければなら
ない。従来の宇宙実験ではラット · マウスがもっとも多く使用されているが、彼らの寿命はせいぜい３年しかない
ので、惑星フライトのような超長期の宇宙飛行には適さない。我々は、ヒトと同じ真猿類に属し、平均寿命 15年
のコモンマーモセットの雌雄８頭を用いた初めての Partial Gravity実験を JAXA宇宙環境利用専門委員会に提案
し、採択され実施された。航空機放物線飛行によって火星表面重力（0.38G）、月面重力（0.16G）、無重力（0G）
をシミュレートする Partial Gravity 条件が創製され、各低重力条件に対するコモンマーモセットの姿勢 · 行動、
「宇宙酔い」space motion sickness (SMS)などの個体応答性や、鳴き交わしなどの社会行動性が調べられた。コモ
ンマーモセットは重力の低下に伴い、四足歩行時（臥位）で肩関節屈曲や股関節外転の拡大による安定な姿勢を
維持し、特に 0～0.16Gのような一段と低い重力環境では、身体を低くして腹這い状態（creep）で、姿勢を維持
しようとする応答が観察された。ラットやマウスの低重力曝露時に観察された屈曲／伸展の典型的な姿勢行動パ
ターンが、コモンマーモセットでは明確に認められず、代わりに四足／二足の多様な低重力応答性の姿勢行動が
観察された。特に繰り返し低重力曝露によって、四足から二足歩行へ移行して、立位で姿勢を保持しようとする
傾向が特徴的に観察された。また、4回目の低重力曝露では、肩関節や股関節の屈曲の大きさは 1回目の低重力曝
露時に比して半分以下に減少しており、低重力に対する「慣れ」効果が認められた。雄のコモンマーモセットで
は、低重力曝露の直前あるいは直後に SMSが惹起されることが多く、低重力曝露中はむしろ、SMS発症が減少
した。これに対して雌のコモンマーモセットでは、低重力を曝露された以降に、SMSを発症する傾向にあること
が示された。また、コモンマーモセットでは、雌雄を問わず、ラットやマウスの 10倍以上で、ヒトとほぼ同程度
の SMS発症頻度を示したことから、ヒトの SMS研究モデルとしての有用性が示唆された。
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( 3 ) 教育活動

学部教育では、歯学部歯学科の第２学年のモジュール「生命の分子的基盤」のユニットの中で、「細胞機能の分子
的基盤」および「生命の分子的基盤実習」を担当した。「細胞機能の分子的基盤」では生体膜の構造と機能および
膜輸送、細胞内物質輸送、細胞外マトリックス、細胞骨格に関わる分子の構造 · 機能および制御についての講義を
おこなった。また「生命の分子的基盤実習」を指導した。ボーダレス講義「がん制御の基礎からのアプローチ」を
おこなった。口腔保健衛生専攻の 1年生「栄養と代謝」の講義（生体の構成要素、糖質と脂質の代謝、生体におけ
る恒常性の維持）を担当した。
大学院教育では博士課程講義として研究の進め方について、さまざまな実例を示すことを目的とし、細胞外マト
リックスに関連した講義をおこなった。

( 4 ) 教育方針

学部教育では学生が生体高分子の構造と機能に基づいて細胞機能を理解できるよう、生化学の基礎知識を習得さ
せる。大学院教育においては、細胞機能を分子レベルで理解するために必要な実験手法と能力をもつ人材を育成
する。

( 5 ) 研究業績

[原著]

1. Takashi Ode, Katarzyna A Podyma-Inoue, Kazue Terasawa, Jin-Ichi Inokuchi, Toshihide Kobayashi,
Tetsuro Watabe, Yuichi Izumi, Miki Hara-Yokoyama. PDMP, a ceramide analogue, acts as an inhibitor of
mTORC1 by inducing its translocation from lysosome to endoplasmic reticulum. Exp. Cell Res.. 2017.01;
350(1); 103-114

2. Yuichi Akatsu, Yasuhiro Yoshimatsu, Taishi Tomizawa, Kazuki Takahashi, Akihiro Katsura, Kohei Miya-
zono, Tetsuro Watabe. Dual targeting of vascular endothelial growth factor and bone morphogenetic
protein-9/10 impairs tumor growth through inhibition of angiogenesis. Cancer Sci.. 2017.01; 108(1);
151-155

3. Rie Norita, Yasuhiro Suzuki, Yutaka Furutani, Kazuki Takahashi, Yasuhiro Yoshimatsu, Katarzyna A
Podyma-Inoue, Tetsuro Watabe, Yasufumi Sato. Vasohibin-2 is required for epithelial-mesenchymal tran-
sition of ovarian cancer cells by modulating transforming growth factor-β signaling. Cancer Sci.. 2017.03;
108(3); 419-426

4. Doino M, Yokoyama M, Sasaki Y, Kondo K, Yasuda Y, and Arakawa S.. Evaluation of the relationship
between salivary concentration of anti–heat shock protein immunoglobulin and clinical manifestations of
Behçet’s disease Scandinavian Journal of Rheumatology. 2017.09; 46(5); 381-387

5. Takeshi Fukuhara, Jia Kim, Shintaro Hokaiwado, Makiko Nawa, Hayato Okamoto, Tomohiko Kogiso,
Tetsuro Watabe, Nobutaka Hattori. A novel immunotoxin reveals a new role for CD321 in endothelial
cells. PLoS ONE. 2017.09; 12(10); e0181502

6. Y Kumei, R Shimokawa, M Kimoto, Y Kawauchi, H Shimokawa, K Makita, K Ohya, K Toda. Gravity
stress elevates the nociceptive threshold level with immunohistochemical changes in the rat brain. Acta
Astronaut. 49(3-10); 381-390

[講演 · 口頭発表等]

1. Y.Kumei, J.L.Zeredo, R.Watahiki, K.Kagiyama, H.Hibino, M.Hattori, K.Fukasawa, O.Baba, K.Natsume,
S.Aou, H.Hashimoto, N.Ishioka, Y.Inatomi. Common marmoset response and adaptation to partial-
gravity conditions.. Space Utilization Research Symposium 2017.01.16 宇宙科学研究所

2. 渡部　徹郎. がん微小環境ネットワークを制御する TGF-βファミリーシグナルを標的とした治療戦略. お
茶の水ＳＣクラブ　第 5回学術集会 2017.03.03 東京都　お茶の水医学会館

3. 井上 カタジナ アンナ、高橋 和樹 1、松田 匠源、高尾 千紘、吉松 康裕、渡部 徹郎. 口腔がんの悪性化におけ
るTGF-βシグナルの役割. 東京医科歯科大学 免疫学 · 病態生化学領域合同シンポジウム 2017.03.08 東京都
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4. Ren E, Watari I, Hsu J, Mizumachi-Kubono M, Inoue K, Watabe T, Ono T. Unilateral nasal obstruction
effects gustatory function in rats. The 39 th Annual Scientific Conference on Dental Research 2017.03.31
Ho Chi Minh city, Vietnam

5. P.S.De Campos, Y.Kumei, K.Hasegawa, L.R.De SouzaMendes Kawamura, J.L.Lopes Zeredo. Evaluation
of respiratory movements in a murine model mimicking different stages of Parkinson’s disease.. Am
Thoracic Soc 2017 Intl Conference 2017.05.17 Washington DC

6. P.S.De Campos, L.R.De SouzaMendes Kawamura, K.Hasegawa, Y.Kumei, J.L.Lopes Zeredo. Cineradio-
graphic analysis of respiratory movements in a murine model for late Parkinson’s disease submitted to
stress.. Am Thoracic Soc 2017 Intl Conference 2017.05.21 Washington DC

7. Teturo Watabe. Roles of signaling and transcriptional networks in the formation and maintenance of
lymphatic vessels. Kitasato Research Forum 2017 on Vascular Biology 2017.05.31 Kitasato University
School of Medicine

8. 横山 三紀、大出貴資、寺澤 和恵、井上 カタジナ アンナ、井ノ口 仁一、渡部 徹郎. セラミドアナログPDMP
はmTORC1の細胞内局在をリソソームから小胞体に変化させることによりｍ TORC1を阻害する. 第 59回
　日本脂質生化学会 2017.06.16 京都

9. Tetsuro Watabe. Targeting signaling networks in tumor microenvironment. 第 1回国際がんプレシジョン
医療カンファレンス 2017.06.29 東京

10. Katarzyna A. Inoue, Kazuki Takahashi, Takumi Matsuda, Yasuhiro Yoshimatsu, Atsushi Kaida, Masahiko
Miura and Tetsuro Watabe. Cell cycle arrest in oral squamous carcinoma cells undergoing TGF-β-induced
epithelial to mesenchymal transition. FASEB Conference "TGF-B Superfamily: Signaling in Development
and Disease" 2017.07.10

11. 横山 三紀、大出貴資、寺澤 和恵、井上 カタジナ アンナ、井ノ口 仁一、渡部 徹郎. セラミドアナログPDMP
はmTORC1の細胞内局在をリソソームから小胞体に変化させることによりｍ TORC1を阻害する. 第 12回
スフィンゴテラピィ研究会 2017.07.16

12. Campos PS, Kawamura LRSM, Hasegawa K, Kumei Y, Zeredo JLL. . Analysis of respiratory movements
in a murine model for late Parkinson’s disease submitted to stress. . 40th Annual Meeting of the Japanese
Neuroscience Society 2017.07.18 Makuhari, Japan

13. 渡部　徹郎. リンパ管の形成と維持におけるシグナル · 転写ネットワークの役割. 第 38回日本炎症 · 再生医
学会 2017.07.18 大阪

14. Tetsuro Watabe. Roles of TGF-β family signals during endothelial-to- mesenchymal transition. the
TGFbeta meeting in Uppsala 2017 2017.09.02 Sweden

15. 高橋和樹、井上カタジナアンナ、吉松康裕、戒田篤志、三浦雅彦、渡部徹郎. 口腔がん細胞の TGF-βによ
る上皮間葉移行に伴う細胞周期制御の検討. 先端モデル動物支援プラットフォーム「平成 29年度若手支援
技術講習会」 2017.09.08 蓼科

16. 渡部　徹郎. がんの浸潤 · 転移研究の新機軸. 第 76回日本癌学会学術総会 2017.09.28 横浜

17. H. Morisaki, I. Yamanaka, T. Ohata, T. Kosho, K. Wakui, Y. Fukushima, M. Masuno, K. Takahashi, T.
Watabe, T. Morisaki. TMEPAI mutation causes MFS/LDS-like phenotypes in 2 Japanese families.. The
American Society of Human Genetics 2017 2017.10.17 Orlando

18. 若杉絵美奈, 渡一平, 井上カタジアンナ, 窪野真理子, 小野卓史. 次世代シークエンサーを用いたマウス前骨
芽細胞MC3T3-E1における GLP-1関与遺伝子の解析. 第 76回日本矯正歯科学会大会 2017.10.18 札幌

19. 任尓舒, 渡一平, 許瑞瑾, 井上カタジアンナ, 窪野真理子, 渡部徹郎, 小野卓史. 鼻呼吸障害が味覚に与える影
響について. 第 76回日本矯正歯科学会大会 2017.10.18 札幌

20. 高橋 和樹. 口腔がん細胞の TGF-βによる上皮間葉移行に伴う細胞周期制御の検討. 平成 29年度難病ユニッ
ト若手研究者ワークショップ 2017.11.06 東京

21. Tetsuro Watabe, Kazuki Takahashi, Takumi Matsuda, Yasuhiro Yoshimatsu, Atsushi Kaida, Masahiko
Miura and Katarzyna A. Inoue. Relationship between cell cycle arrest and epithelial to mesenchymal tran-
sition (EMT) induced by TGF-β in oral squamous carcinoma cell. ERATO/AMED-CREST/PRESTO
Joint International Symposium 2017.12.04 京都
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22. 高橋 和樹, 井上 カタジナアンナ, 吉松 康裕, 戒田 篤志, 三浦 雅彦, 渡部 徹郎. 口腔がん細胞の TGF-βによ
る上皮間葉移行に伴う細胞周期制御の検討. ConBio 2017 2017.12.06 神戸市

23. Katarzyna A. Inoue, Kazuki Takahashi, Takumi Matsuda, Yasuhiro Yoshimatsu, Miki Yokoyama and Tet-
suro Watabe. Exosomes secreted by oral squamous carcinoma cells undergoing TGF-β-induced epithelial
to mesenchymal transition. ConBio2017 2017.12.06 Kobe

24. Tetsuro Watabe. Roles of signaling networks during tumor angiogenesis. 心血管代謝週間 2017.12.08 大阪
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分子情報伝達学
Cell Signaling

教授（分野長）中島友紀
助教　林幹人
プロジェクト助教　小野岳人

( 1 ) 研究活動

骨代謝は、内分泌系だけでなく、免疫系のような他の生体制御系とも深く関連しながら制御されている。本分野
では、骨構成細胞による骨リモデリング制御の解明、骨と多臓器の連環システムの解明を目指した研究を推進し
ている。特にゲノムワイドなスクリーニング法や遺伝子改変マウスを用いた解析を展開し、分子生物学的な基礎
研究から臨床応用研究まで幅広いテーマで研究を行っている。

1.骨リモデリングの制御機構の解明
骨は、破壊と形成の動的な恒常性により、常に新しく作り替えている。この再構築は骨リモデリングと呼ばれ、強
靭な骨組織の維持のみならず、生命維持に必須なミネラルの代謝器官である骨を巧妙に制御している。骨を構成す
る細胞、破骨細胞、骨芽細胞、骨細胞は、細胞間コミュニケーションによって骨リモデリングを制御しており、こ
の制御機構の解明が様々な骨疾患を理解する上で重要な鍵となる。我々はトランスクリプトームやプロテオーム解
析を展開し網羅的な遺伝子 · タンパク発現を明らかにし、骨構成細胞の分化、機能発現の解明に取り組んでいる。

2.骨が産生するオステオカインの同定とその機能解析
これまで、骨は、主として単純に生体を支え、運動を可能にする硬い組織という認識であった。しかし、近年の研
究によって、骨は能動的に全身の機能を制御している事が示唆されるようになってきた。我々は、骨産生分子が、
全身性の生体システムに連関することを実証し、責任分子 (ホルモンやサイトカイン等)の同定とその機能解析を
行っている。これらの解析によって、骨が多臓器を制御するネットワーク「オステオネットワーク」の全貌解明
を目指している。

3.メカニカルストレス感受 · 応答分子の同定と骨制御機構の解明
「骨は力学的環境に適した形状と量に調節される」（Wolffの法則）と提唱されているが、外界からのメカニカルス
トレスを感受し骨形態と骨量を決定する分子機構は、殆ど解明されていない。また、骨構成細胞の１つである骨細
胞は、その形態学的な特徴から、骨代謝を制御する指令細胞としての可能性が示唆されているが、その機能は不
明である。我々は骨細胞の機能の解明、さらに骨細胞のメカニカルストレス感受 · 応答機構の解明を行っている。

4.病態モデルを用いた治療応用の検討
細胞内シグナル伝達経路の研究の重要性は単に科学的な意義だけではない。この中から、新たな治療標的分子を
見つけ、分子標的治療のモデル実験を行うことで、創薬への手がかりがつかめる。関節リウマチや骨粗鬆症のモ
デルマウスに対して、siRNAやウイルスベクターを用いた治療実験を行うことで、基礎研究にとどまらず臨床応
用を視野にいれた研究を推進している。

( 2 ) 教育活動

分子細胞生物学を基盤として、生体高次機能や組織形成を司る細胞内および細胞相互のシグナル伝達機構につい
て講義する。特に、硬組織を担う骨構成細胞（破骨細胞、骨芽細胞、骨細胞）の分化機構や細胞間クロストークの
制御、骨と多臓器の連環システムに焦点をあてる。また、臨床的な視点も重視し、歯周病や関節リウマチなどの
炎症性骨破壊疾患や骨粗鬆症への治療応用を視野に入れたシグナル伝達についての教育を行う。
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( 3 ) 研究業績

[原著]

1. Sasaki F, Koga T, Saeki K, Okuno T, Kazuno S, Fujimura T, Ohkawa Y, Yokomizo T. Biochemical and
immunological characterization of a novel monoclonal antibody against mouse leukotriene B4 receptor 1.
PloS one. 2017; 12(9); e0185133

2. 庄司 あゆみ, 小野 岳人, 中島 友紀, 森山 啓司. 骨細胞の発現する RANKLは歯の矯正学的移動における歯
槽骨リモデリングに重要である 口腔病学会雑誌. 2017.03; 84(1); 50-51

3. 小野 岳人. 骨折治癒における免疫細胞とサイトカインの役割 感染 · 炎症 · 免疫. 2017.04; 47(1); 61-64

4. Ikeda K, Koga T, Sasaki F, Ueno A, Saeki K, Okuno T, Yokomizo T. Generation and characterization of a
human-mouse chimeric high-affinity antibody that detects the DYKDDDDK FLAG peptide. Biochemical
and biophysical research communications. 2017.05; 486(4); 1077-1082

5. Kazuki Nagashima, Shinichiro Sawa, Takeshi Nitta, Masanori Tsutsumi, Tadashi Okamura, Josef M Pen-
ninger, Tomoki Nakashima, Hiroshi Takayanagi. Identification of subepithelial mesenchymal cells that
induce IgA and diversify gut microbiota. Nat. Immunol.. 2017.06; 18(6); 675-682

6. 尹 文強, 岡本 一男, 寺島 明日香, 小野 岳人, 高柳 広. 損傷による異所性骨化の新規マウスモデルの確立 日
本骨代謝学会学術集会プログラム抄録集. 2017.07; 35回; 178

7. Y Fukushima-Nakayama, Takehito Ono, M Hayashi, M Inoue, H Wake, Takashi Ono, T Nakashima.
Reduced Mastication Impairs Memory Function. J. Dent. Res.. 2017.08; 96(9); 1058-1066

8. Ayumi Shoji-Matsunaga, Takehito Ono, Mikihito Hayashi, Hiroshi Takayanagi, Keiji Moriyama, Tomoki
Nakashima. Osteocyte regulation of orthodontic force-mediated tooth movement via RANKL expression.
Sci Rep. 2017.08; 7(1); 8753

9. Kazuki Nagashima, Shinichiro Sawa, Takeshi Nitta, Alejandro Prados, Vasiliki Koliaraki, George Kollias,
Tomoki Nakashima, Hiroshi Takayanagi. Targeted deletion of RANKL in M cell inducer cells by the
Col6a1-Cre driver. Biochem. Biophys. Res. Commun.. 2017.09;

10. 小野 岳人, 中島 友紀. 【運動器-エネルギー代謝連関】 運動と脳機能 Clinical Calcium. 2017.12; 28(1);
57-64

11. 古賀 友紹, 佐々木 文之, 佐伯 和子, 奥野 利明, 中尾 光善, 横溝 岳彦. ロイコトリエン B4第一受容体 BLT1
による免疫活性化機構の解析 生命科学系学会合同年次大会. 2017.12; 2017年度; [ 1LBA-029]

[総説]

1. 中島友紀. Myostatinによる破骨細胞分化と関節炎症への関与 リウマチ科. 2017.02; 57(2); 195-198

2. 小野 岳人. 骨折治癒における免疫細胞とサイトカインの役割 感染 · 炎症 · 免疫. 2017.04; 47(1); 61-64

3. 中島友紀. RANKL Biology-骨研究を越えて！ 腎と骨代謝. 2017.07; 30(3); 165-166

4. Takehito Ono, Hiroshi Takayanagi. Osteoimmunology in Bone Fracture Healing. Current Osteoporosis
Reports. 2017.08; 15(4); 367-375

5. 中島友紀. 骨恒常性とメカノバイオロジー VIVA ORTHO. 2017.08; 90; 8

6. Kazuo Okamoto, Tomoki Nakashima, Masahiro Shinohara, Takako Negishi-Koga, Noriko Komatsu, Asuka
Terashima, Shinichiro Sawa, Takeshi Nitta, Hiroshi Takayanagi. Osteoimmunology: The Conceptual
Framework Unifying the Immune and Skeletal Systems. Physiol. Rev.. 2017.10; 97(4); 1295-1349

7. 権藤理夢、中島友紀. 骨細胞：骨代謝の司令塔 分子リウマチ治療. 2017.11; 11(1); 29-32



— 209 —

生体支持組織学講座

[講演 · 口頭発表等]

1. 中島友紀. 骨代謝を制御する骨リモデリングの制御機構. 第 16 回 Niigata Bone Research Conference
2017.02.17 新潟

2. 中島友紀. 骨リモデリングの制御機構の解明. 第 6回徳島骨カルシウム懇話会 2017.02.23 徳島

3. 中島友紀. RANKL Biology. 第 3回 病因研究会別府シンポジウム 2017.03.05 大分

4. 小野 岳人, 岡本 一男, 中島 友紀, 新田 剛, 高柳 広. 免疫系による骨折治癒制御. 免疫学 · 病態生化学領域合
同シンポジウム 2017.03.08

5. Tomoki Nakashima. Bone homeostasis and mechano-biology. 第 94回 日本生理学会 2017.03.28 浜松

6. 中島友紀. 骨恒常性とメカノバイオロジー. 第 56回 日本生体医工学会 2017.05.04 仙台

7. 中島友紀. RANKL Biology -骨研究を越えて-. Rheumatology Bone Seminar in Okayama 2017.06.01 岡山

8. 塚崎雅之、小松紀子、中島友紀、高柳広. 歯周病における Foxp3陽性 T細胞の分化可塑性の役割. 第 3回日
本骨免疫学会 2017.06.27 沖縄

9. 岡本一男、井上真似亜、中島友紀、高柳広. EF-handタンパク質 Efpによる赤血球分化制御. 第 3回日本骨
免疫学会 2017.06.28 沖縄

10. 永島一樹、澤新一郎、新田剛、中島友紀、高柳広. IgA産生と腸管細菌叢の多様性を制御する新規間葉系細
胞の同定. 第 3回日本骨免疫学会 2017.06.29 沖縄

11. 林幹人、中島友紀、高柳広. 骨細胞での Sema3a-Nrp1による自己調節を介した骨代謝制御. 第 3回日本骨免
疫学会 2017.06.29 沖縄

12. 林幹人、中島友紀、高柳広. 骨細胞での Estrogen-miRNA-Sema3A軸による自己調節を介した骨代謝制御.
第 3回日本骨免疫学会 2017.06.29

13. 中島友紀. マウスジェネティクスを基盤とした骨疾患解析. New Insights of Molecular Genetics on Growth
Disorders 2017.07.01 東京

14. 中井雄太, 岡本一男, 寺島明日香, 小野卓史, 高柳広. 悪性黒色腫の骨転移が与える骨髄造血環境への影響. 第
38回日本炎症 · 再生医学会 2017.07.18 大阪

15. 小野 岳人, 岡本 一男, 中島 友紀. 新田 剛, 高柳 広. 骨折治癒と免疫 · 炎症. 第 37回 日本炎症 · 再生医学会
2017.07.19

16. 尹 文強, 岡本 一男, 寺島 明日香, 小野 岳人, 高柳 広. 損傷による異所性骨化の新規モデルマウスの確立. 第
35回 日本骨代謝学会 2017.07.27

17. 林幹人、中島友紀、高柳広. 骨細胞由来 Sema3A による骨代謝制御. 第 34 回日本骨代謝学会学術集会
2017.07.27

18. 中島友紀. 骨恒常性のバイオロジー. 第 3回日本筋学会 2017.09.05 東京

19. Mikihito Hayashi, Tomoki Nakashima, Hiroshi Takayanagi. Autoregulation of osteocyte through estrogen-
miRNA-Sema3A-Nrp1 axis. ASBMR 2017 Annual Meeting 2017.09.08

20. 中島友紀. 骨細胞による骨リモデリングの制御機構. 第 59 回歯科基礎医学会アップデートシンポジウム
2017.09.16 松本

21. Ayumi Shoji-Matsunaga, Takehito Ono, Keiji Moriyama, Tomoki Nakashima. Osteocyte-derived RANKL
is a key regulator of orthodontic tooth movement. Japanese Association for Dental Research 2017.11.18

22. Takehito Ono, Kazuo Okamoto, Tomoki Nakashima, Takeshi NItta, Hiroshi Takayanagi. The role of T
cells in the process of bone fracture healing. Japanese Association for Dental Research 2017.11.19

23. 中島友紀. RANKL Biology骨研究を越えて. 第 24回徳島骨代謝研究会 2017.11.30 徳島
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[受賞]

1. 第 3回日本骨免疫学会 YIA賞, 2017年 06月

2. 日本骨代謝学会　尾形学術振興賞, 日本骨代謝学会, 2017年 07月

[その他業績]

1. かまないと学習能力低下？（読売新聞）, 2017年 06月
マウスモデルで咀嚼刺激の低下が記憶 · 学習機能を障害するメカニズムを解明

2. マウスモデルで咀嚼刺激の低下が記憶 · 学習機能を障害するメカニズムを解明（AMED共同プレス）, 2017
年 06月
よく噛むことが成長期の高次脳機能の発達に重要である可能性

3. マウスモデルで咀嚼刺激の低下が記憶 · 学習機能を障害するメカニズムを解明（JST共同プレス）, 2017年
06月
よく噛むことが成長期の高次脳機能の発達に重要である可能性

4. 医科歯科大ら、咀嚼刺激の低下が記憶 · 学習機能を障害するメカニズム解明（Livedoor NEWS）, 2017年 06
月
よく噛むことが成長期の高次脳機能の発達に重要である可能性

5. 成長期の咀嚼刺激低下、記憶 · 学習機能障害を引き起こす東京医科歯科大（医療 NEWS QLifePro）, 2017
年 06月
よく噛むことが成長期の高次脳機能の発達に重要である可能性

6. 東京医科歯科大学　成長期よくかむと脳機能の発達を促す（日本経済新聞 web刊）, 2017年 06月
よく噛むことが成長期の高次脳機能の発達に重要である可能性

7. Science＆ Tech フラッシュ：成長期よくかむと脳機能の発達を促す（日本経済新聞）, 2017年 06月
よく噛むことが成長期の高次脳機能の発達に重要である可能性

8. マウスモデルで咀嚼刺激の低下が記憶 · 学習機能を障害するメカニズムを解明―よく噛むことが成長期の高
次脳機能の発達に重要である可能性―, 2017年 06月
Journal of Dental Research

9. Reduced mastication results in the impairment of memory and learning function, 2017年 06月
AAAS EurekAlert! The Global Souce for Science News

10. 2017年 07月
Journal of Dental Research

11. 「　矯正歯科治療において歯の移動の新たな鍵となる細胞を同定　」―　矯正歯科治療の標的細胞が明らか
に　―, 2017年 08月
Scientific Reports

12. 「　矯正歯科治療において歯の移動の新たな鍵となる細胞を同定　」　矯正歯科治療の標的細胞が明らかに
　―, 2017年 08月
Scientific Reports

13. RANKL expressed by osteocytes has an important role in orthodontic tooth movement, 2017年 10月
AAAS EurekAlert! The Global Souce for Science News
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歯周病学
Periodontology

2017年 4月より
【教授】 和泉 雄一
【准教授】 青木 章
【講師】 竹内 康雄, 秋月 達也
【助教】 水谷 幸嗣, 片桐 さやか, 池田 裕一 (5月～)
【特任研究員】　池田 裕一 (4月)
【医員】 妻沼 有香, 松浦 孝典, 井川 貴博, 芝 多佳彦, 前川 祥吾,
佐藤 博紀, 永田 瑞 (～ 9月), 野田 昌宏 (10月～)
【大学院生】
　伊藤 康夫, 大津 杏理, 高木 徹, Ammar Shujaa Addin,
　池田 恵莉, 宇田川 小百合, 柿﨑 翔, 城戸 大輔,
　駒崎 利奈, 谷本 理沙子, Sophannary Kong,
　 Pawaputanon Na Mahasarakham Chantida,
　鈴木 伸太, Nay Aung, Khemwong Thatawee,
　大杉 勇人, 佐々木 直樹, 武田 浩平, 土谷 洋輔, 福場 駿介,
　 Anongwee Leewananthawe, Prima Buranasin
　岡田 宗大, 加納 千博, 加藤 佑治, 川村 梨恵, 呉 圭哲,
　北中 祐太郎, 野原 康平, 渡辺 数基
【社会人大学院生】高橋 (藤原) 香, 坪川 正樹, 鈴木 苗穂, 小林 朋子, 小川 実穂
【外国人特別研究員】林 泰誠
【大学院研究生】
　高松 秀行, 楠 侑香子, 野田 昌宏, 竹内 祥吾, 須藤 毅顕 (～ 9月), 矢野 孝星,
　片山 沙織 (～ 6月),中里 昭仁, 古市 隆, 三瀬 太記,
　下田 貴恵, 平井 亮,向山 雄人, 吉田 直晃,
　岩渕 義之, 鈴木 彩, 駒津 匡二, 森 祥太郎
【臨床教授】 小林 宏明 (7月～)
【非常勤講師】 27名
【研修登録医】 40名
【事務補佐員】 穴井 智美

( 1 ) 分野概要

歯周病学とは歯周病の研究、予防及び治療を取り扱う歯科学の一部門である。歯周疾患または歯周病とは、歯の
支持組織である歯肉、歯根膜、セメント質及び歯槽骨よりなる歯周組織に発症する全ての病気の総括的疾患名で
あるが、現在では主として慢性及び急性の炎症性疾患を指している。歯周病に関する原因論、生体応答、口腔細
菌、全身との関係および組織再生等についてより深く教育する。また、歯周組織の破壊過程に関する研究成果を
通じて、新しい治療法の開発を行う。

( 2 ) 研究活動

「歯周炎における免疫炎症にかかわる研究」
　歯周疾患は、個体によりその罹患進行度は異なるがその理由はいまだよく分かっていない。歯周病原細菌の感染
から発症までのメカニズム、そして、その過程にある PAMPs、DAMPsに対する免疫応答と炎症反応は複雑であ
り、不明な点が多い。歯周炎において、反応の個体差を論じる上で大きなものは遺伝的な要因であるため、当分
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野では歯周炎患者における遺伝子研究を進めている。また唾液や血液などを用いて歯周炎をモニタリングし。唾
液中の歯周病原細菌量の定量と血液中の血漿抗体価測定により、歯周炎患者のメインテナンスの状況の把握を試
みている。また、唾液のみで歯周炎患者のスクリーニングが出来ないかという発想のもと歯周病の進行度を測定
できるロジックを開発した。さらに、歯周炎の発症進行に係わる因子や抗体による交差反応について研究を進め、
バージャー病との関連、早期低体重児との関連などを明らかにしている。

「歯周病 · インプラント周囲疾患における細菌の関与」
　 Red Complex（P. gingivalis、T. forsythia、T. denticola）など数種の特定細菌種が歯周病の発症や進行に強く
関わる因子として注目されてきた。しかし近年では、細菌叢内の共生バランスの乱れや細菌間の相互作用により
その発症や進行が規定されるとの考え方（Polymicrobial synergy and dysbiosis）が提唱されはじめた。
· 歯周病における Red complexの関わり
　わが国において歯周病原細菌の保菌率に関し大規模な疫学的研究データはこれまでなかったが、大規模な患者
群に対し qPCR法を用いて Red Complex細菌の検索を行い、Red complexと歯周組織破壊を示す臨床パラメー
タと関連が高いことが明らかとなった。また Red complex 3菌種のもつ病原遺伝子機能は宿主に抵抗する協力関
係にあること、さらに代謝経路物産生系の遺伝子を 3 菌種で補完するという協力関係が、歯周病態の増悪に関わ
る酪酸合成経路を含め、多数の代謝経路で認められることを明らかにしている。
· 歯周病 · インプラント周囲疾患関連細菌叢の網羅的解析
　シークエンス技術を用いて歯周炎やインプラント周囲炎における細菌 DNA塩基配列を網羅的に解析したとこ
ろ、両疾患で細菌叢組成に多くの共通点が認められた一方で、コアとなる細菌種の一部に相違が認められた。さ
らに、よりリアルタイムに炎症を反映する細菌種を捕らえるため細菌 RNAを用いて同様の解析を行ったところ、
両疾患で関連する細菌種に相違があることが明らかとなった。
· 機能水を用いた細菌制御
　細菌バイオフィルムの破壊をより効果的に行う目的で、オゾンナノバブル水（NBW）の歯周治療への応用を試
みている。

「歯周病と循環器疾患の関わり 」
歯周病と循環器疾患の関連が指摘されて久しい。しかしながら、両疾患の因果関係は証明されておらず歯周病と循
環器疾患の間に介在する病理学的な機序の解析は、現代医学の課題である。様々な動物実験モデルを行い、腹部大
動脈瘤病変に多種の歯周病原細菌がすること存在を認め、無兆候性に進行する大動脈瘤について P. gingivalis感染
がToll様受容体を介して悪化させること、心筋梗塞マウスモデルでは、P. gingivalisやA. actinomycetemcomitans
により壊死範囲の拡大や心破裂につながることを示した。た。さらに、バージャー病の病変に歯周病原細菌が存
在することを突き止め、P. gingivalis菌による血小板凝集を介した血管疾患悪化を明らかにしていった。さらに臨
床研究では、脳梗塞と腎不全の患者では A. actinomycetemcomitans感染が多いこと、腹部大動脈瘤患者では歯周
病の有病率が高いこと、マルファン症候群で特徴的に見られる歯周病菌感染、末梢動脈疾患を有する患者では歯
の喪失が多いこと、コントロール不良の糖尿病患者での高い P. gingivalis感染率などが明らかになった。

「歯周病と糖尿病、早産 · 低体重出産との関わり 」
糖尿病は慢性代謝性疾患であり、歯周病との発症メカニズムは異なるが、相互に影響すると考えられている。し
かしながら、詳細なメカニズムに関しては不明の部分が多い。また近年、妊産婦の切迫早産、早産、低体重児出産
と歯周病との関わりについても注目を浴びている 。
＜糖尿病＞
歯周炎を有する 2型糖尿病患者に対して、歯周治療を行うとHbA1cが有意に低下したことを報告し、適切な歯周
治療が血糖コントロールに有効であることを報告した。また、2型糖尿病患者において内科的な治療によりHbA1c
が低下すると、歯周治療を行っていなくても BOPが減少することも示した。動物実験においてはインスリン欠乏
性糖尿病マウスでは歯周炎の進行が早期に発生し、A. actinomycetemcomitance感染マウスでは、腸内細菌叢が変
化し、耐糖能異常およびインスリン抵抗性が引き起こされ、非アルコール性脂肪性肝疾患の悪化にもつながるこ
と、高血糖状態は歯肉の創傷治癒遅延を引き起こすことを報告している。
＜早産 · 低体重出産＞
切迫早産妊婦では口腔内から P. gingivalisが高い頻度で検出されている。また P. gingivalisを静脈内注射し菌血
症を模した妊娠マウスでは、胎盤の形成異常を伴う低体重出産となることを報告している。

「再生治療」
歯周組織の再生は歯周治療の究極のゴールとされているが、現状の歯周組織再生治療では適応が限られており、す
べての症例で理想的な再生が得られるわけではない。本学歯周病学分野では、組織工学的手法を用いて歯周組織
の再生、インプラント周囲の顎骨の形成、再生を行うことを目的として基礎研究、トランスレーショナルリサー
チ、臨床研究を行っている。
· 新規骨補填材を用いた歯周組織再生 · 顎堤増大
　欠損の大きい歯周組織欠損の歯周組織の再生には、骨補填材の使用が有効であるが、理想的な人工骨補填材の開発
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がいまだ求められている。小さなトンネル状のβ-TCPをランダムに組み合わせてブロック状にした「RT-B-TCP」
や PET製のケースにβ‐ TCP、HA、細粒化自家骨を転入する技術を発表している。
· 成長因子を用いた歯周組織再生 · 顎堤増大
　成長因子としては、トランスレーショナルリサーチとして rhFGF-2を用いた顎堤増大、根面被覆への応用につ
いて研究を行っている。β-TCP含有スポンジと rhFGF-2の併用で歯周組織再生が得られたことを報告しており、
rhFGF-2製剤の適応拡大の可能性を示唆されている。
· 細胞シートを用いた歯周組織再生
　温度応答性培養皿を用いた歯根膜細胞シートに関する研究、羊膜細胞シートなどを行っている。歯根膜シート
についてはイヌを用いた自家移植、再生の報告から始まり、臨床応用に向けた歯根膜細胞、細胞シートの評価法
に関する研究を発表、そのご女子医科大学において臨床試験を行っている。羊膜を用いた細胞シートは、ラット
を用いた骨形成について発表している。その後、ラットを用いて歯根膜由来細胞上清を用いることで歯周組織の
再生が促進されることを報告し、より簡便な自己由来因子による再生の可能性を示唆した。

「光によるレーザー治療の現在」
　歯周治療において、もっとも標準的な治療は機械的手段であるが、器具のアクセスなどの治療の限界があり、光
を用いた治療法が注目を集めている。当分野で最も長く研究が行なわれ、実用性が最も高いものがエルビウム · ヤ
グ（Er:YAG）レーザーである。レーザーを低出力照射（Low Level Laser Irradiation：LLLI）することで生体刺
激効果があることは知られていたものの、その詳細やメカニズムは不明なことが多い。その他のレーザーの応用
として、光断層診断（Optical Coherence Tomography: OCT）の開発と改良が進み、また、光を色素と反応させ
て殺菌を行う抗菌光線力学療法も今後の歯周炎治療、インプラント周囲炎治療に有効と考えられ、その研究がな
されている。
· Er:YAGレーザーの歯周治療、インプラント周囲炎治療への応用
　 Er:YAGレーザーは照射根面に熱傷害はほとんどなく、特徴的な微細構造が細胞付着性に優れており、さらに
根面への照射が除菌にも有効であるため、治癒に有利である。また軟組織に対しての処置も電気メスに比べて良
好な治癒を示し、骨の蒸散も安全にできることを長期経過により確認している。このような背景から、新規の包
括的歯周ポケット治療法として Er:YAG Laser-assisted Comprehensive Periodontal Pocket Therapy: Er-LCPT
を開発 · 提案した。またエムドゲインと自家骨移植の併用療法において、Er:YAGレーザーを併用して血餅保持効
果を高める新規の術式を考案した。インプラント周囲炎治療においても、Er:YAGレーザーは適正な照射条件でイ
ンプラント体のデブライドメントに応用でき、さらにインプラント体の歯石を効果的に除去でき、臨床応用での
有効性が今後期待されている。
· 低出力照射 (LLLI) による生体刺激効果
低出力照射 (LLLI)により骨芽細胞や歯肉線維芽細胞の増殖と分化を促進することを示した。高パルス半導体レー
ザーの LLLIは in vivoにおいて抜歯窩の治癒を促すことを報告している。
· 光線力学療法（antimicrobial photodynamic therapy：aPDT）
レーザーの殺菌効果を高める方法として、photodynamic therapyの応用がある。青色 LEDは歯周病原細菌の増
殖を抑制し、青色 LEDとローズベンガルによる aPDTが殺菌に有効であることを明らかにし、さらに短時間で
殺菌効果を示す。また赤色 LEDとトルイジンブルーによる aPDTは臨床的にプラーク形成を抑制することを報
告している。
· 光断層診断（optical coherence tomography：OCT）
非侵襲的な検査方法として眼科をはじめ様々な医療分野でOCTが応用されており、歯周治療にもおいても歯石の
検出が可能であることや 、また硬組織と軟組織、さらに付着の状態も識別できることから生物学的幅径の計測も
可能であることを明らかにしている

( 3 ) 教育活動

1. 教育
　
　歯周病の代表的なものは歯周炎で、口腔内の不潔によるプラーク中の細菌の蓄積、歯石の沈着、その他の多く
の原因により歯肉炎として発病し、歯周病原細菌と呼ばれるポケット内のグラム陰性嫌気性細菌の増殖により歯
周組織の炎症性病変が起こる。この際、歯を支える歯根膜や歯槽骨の喪失が起こり、歯の支持組織を破壊しなが
ら進行し、最終的には歯は支えを失い脱落する。歯周炎は現在、慢性歯周炎、侵襲性歯周炎と全身疾患に伴う歯
周炎に分類され、その中で侵襲性歯周炎の原因としての生体因子についての研究も進んできている。
歯周病はいくつかの全身疾患（心臓血管系疾患、糖尿病、呼吸器系疾患、早産 · 低体重出産、骨粗鬆症など）との
関連性が示唆されており、歯周治療を行うことは全身の健康に寄与し得ることについても学習する。
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( 4 ) 教育方針

教育方針
　教育の基本方針として、『歯周組織の構造、機能、病理さらに正常な口腔状態を維持するための生理的な因子を
まず理解させて、歯周組織に起こる病変の検査、診断力を養う。次に歯周病の病因について理解させ、歯周病の
原因がプラーク中の細菌によるものであるとの認識を深めさせ、歯周治療の基本がプラークコントロールである
ことを徹底させる。また、単に知識や技術の修得だけでなく、患者自身にその大切さを認識させる動機付けや信
頼関係の確立という心理的および倫理的な点も学ばせる。』ということを掲げている。
　歯学部学生に対する講義と実習は、第 4学年後期に行われ、講義時間は 37時間、チュートリアル 15時間、実習
は 38時間が割り当てられている。基礎実習としては、相互実習による口腔内の観察と検査法および口腔清掃法の
実習、人工歯模型とマネキンを用いたスケーリング · ルートプレーニングの方法と暫間固定法の実習、豚の下顎を
用いた歯周外科手術の実習、咬合器と石膏模型を用いた咬合調整法とナイトガード作製の実習を行っている。第５
学年前期終了時、コアーカリキュラムに基づき共用試験のOSCEと CBTを受験させ、合格者のみ第５学年後期～
第６学年の包括臨床実習に進む。およそ 1年間で、実際の歯周病患者の治療法を修得できるように指導している。
　歯周治療は、患者の口腔内での歯周病の進行状態を十分に把握した上で診断し、治療方針をたてて予後を予測
しながら治療を進めていかなければならない。１年間で治療を終了させメインテナンスまで到達させることは難
しい症例もあるが、その場合は次年度の学生に治療を引継ぎ、終了させるように指導を行っている。歯周治療を
行う場合には、初診時の検査、診断終了後、再評価後、治療終了時に教員が指導し、また、歯周外科処置は教員の
指導の下で行っている。
　以上、学部学生に対する卒前教育の他に、主に専攻生、歯科研修医を対象にして卒後教育を行っている。卒直
後の研修は極めて大切であり、歯周治療の基本を身につける好機でもあるので、臨床経験を深められるように配
慮している。

( 5 ) 臨床上の特色

　歯周病により失われた歯周組織を再生することは歯周治療の最終目標である。自己歯根膜細胞シートを応用し
た歯周組織再生療法等を中心に臨床に直結した基礎研究を展開中である。また、レーザーを歯周治療に応用する
ためのプロジェクトも推進中で、フラップ手術のデブライドメントにレーザーを応用することが保険に認められ
た。また、歯周再生療法の一つであるエムドゲインⓇ応用によるバイオ · リジェネレーション法や、日本発の再
生材料であるリグロスを用いた再生療法を行っている。PCR法を利用した細菌検索、血清抗体価やフローサイト
メーターを利用した免疫学的診断、歯周病感受性検査のための遺伝子診断等なども行っている。

( 6 ) 研究業績
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27. 芝 多佳彦. 重度歯周炎患者の補綴処置 ～コーヌステレスコープ義歯を用いた症例～. 第 35回　日本臨床歯
周病学会年次大会 2017.06.24 大阪
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31. 則武加奈子, 鶴田潤, 水谷幸嗣, 近藤圭子, 關奈央子, 小原由紀, 安田昌代, 大塚紘未, 荒川真一, 荒木孝二. 歯
科学生と歯科衛生学生が診療参加型臨床実習で協働する新しい多職種連携実習の開発と教育効果. 第 36回
日本歯科医学教育学会 2017.07.28 松本

32. 關奈央子, 金澤 学, 駒ヶ嶺友梨子, ジャネルモロス, 水谷幸嗣, 保坂啓一, 駒田 亘, 須永昌代, 川口陽子, 森尾
郁子, 木下淳博. 東京医科歯科大学大学院における国際歯科臨床教育コースの導入と取り組み―第１報―. 第
36回日本歯科医学教育学会総会 · 学術大会 2017.07.28 長野

33. Yoshida Y, Churei H, Wada T, Takeuchi Y, Uo M, Ueno T. Antibacterial performance of mouthguard
material incorporated with silver-nanoparticles-embedded EVA masterbatch.. FDI World Dental Congress
2017 2017.08.29 Madrid, Spain

34. Matsuura T, Akizuki T, Hoshi S, Shujaa addin A, Fukuba S, Okada M, Izumi Y.. The efficacy of moldable,
in situ hardening β-TCP bone graft to 1-wall intrabony defect in dogs.. the 103rd Annual Meeting of
American Academy of Periodontology 2017.09.10 Boston, USA
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35. Katagiri S, Komazaki R, Takahashi H, Maekawa S, Shiba T, Takeuchi Y, Kitajima Y, Ohtsu A, Udagawa S,
Sasaki N, Watanabe K, Sato N, Miyasaka N, Eguchi Y, Anzai K, Izumi Y. Aggregatibacter actinomycetem-
comitans affect non-alcoholic fatty liver disease by altering gut microbiota and glucose metabolis.. The
103rd Annual Meeting of American Academy of Periodontology 2017.09.10 Boston, USA

36. Takagi T, Aoki A, Izumi Y et.al.. Removal of calcified deposits on microstructure titanium fixture sur-
faces of dental implants with erbium lasers. The 103rd Annual Meeting of the American Academy of
Periodontology 2017.09.10 Boston, USA

37. Kong S, Aoki A, Iwasaki K, Mizutani K, Suda T, Katagiri S, Ogita M, Pavlic V, Izumi Y. Biological
Effects of Er:YAG Laser Irradiation on Primary Human Gingival Fibroblasts. The 103rd Annual Meeting
of the American Academy of Periodontology 2017.09.10 BOSTON, MA, USA

38. Maekawa S, Onizuka S, Katagiri S, Komazaki R, Ogura K, Takeuchi Y, Akiyama TM, Nitta H, Iwata
T, Izumi Y.. Differential gene expression analysis by RNA-seq: Inflamed periodontal tissue of ligature-
induced periodontitis in mice.. The 103rd Annual Meeting of American Academy of Periodontology
2017.09.10 Boston, USA

39. Maekawa S, Onizuka S, Katagiri S, Ogura K, Ohtsu A, Komazaki R, Udagawa S, Sasaki N, Watanabe K,
Takeuchi Y, Miyoshi-Akiyama T, Nitta H, Iwata T, Izumi Y. Differentially expressed genes analysis by
RNA-seq : Inflamed periodontal tissue of ligature-induced periodontitis in mice. 103rd Annual meeting
American Academy of Periodontology 2017.09.12 Boston, USA

40. 舩橋健太，渡辺孝康，芝 多佳彦，村本慶子，小川卓也，竹内康雄，和泉雄一，森山啓司. 口唇口蓋裂におけ
るデンタルプラーク細菌叢のメタトランスクリプトーム解析. 第 59回歯科基礎医学会学術大会 2017.09.17
松本

41. 小林朋子，松井美紀子，鈴木樹理，筒井健夫. 自発性に不死化したアカゲザル由来乳歯歯髄細胞の細胞特性
解析. 第 59回歯科基礎医学会学術大会 2017.09.18 松本

42. 三上理沙子, 青木章, 水谷幸嗣, 田村幸彦, 和泉雄一. 超高繰り返し超短パルス青色レーザーを用いた低出力
照射は TRPV1を介して骨芽細胞の増殖 · 分化を促進し、細胞外基質の石灰化を亢進させる. 第 29回日本
レーザー歯学会総会 · 学術大会 2017.09.23 日本歯科大学新潟生命歯学部講堂 · アイヴイホール, 新潟

43. 鈴木苗穂, 小林宏明, 加納千博, 和泉雄一. 歯肉線維芽細胞に対するラクトフェリンの作用について. 第 147
回日本歯科保存学会 2017年度秋季学術大会 2017.10.27 マリオス（盛岡地域交流センター）, 岩手

44. 渡辺直樹,山田浩之,片桐さやか,棟方隆一,陳基明,泉裕之,中舘尚也. 10 歳を越えて遷延する自己免疫性好
中球減少症児の歯槽骨変化の検討 先天性重症好中球減 少児との比較. 第 59回日本小児血液 · がん学会学術
集会 2017.11.09 愛媛

45. 池田裕一,和泉雄一. Development of New Functionalized GTR Membrane Using Enamel Protein, Amelotin
- In vitro study - . 第 82回 口腔病学会学術大会 2017.11.20 東京医科歯科大学, 東京

46. 青木 章. 歯周ポケット治療における Er:YAGレーザーの応用の進展. Er:YAGレーザー 20周年記念フォー
ラム 2017.11.26 お茶の水ソラシティカンファレンスセンター，東京

47. 青木　章. Periodontal Er：YAG Laser Operation. 東京医科歯科大学歯科同窓会CDE実習コース 2017.12.03
東京医科歯科大学，東京

48. 小林朋子, 松井美紀子, 鈴木樹理, 筒井健夫. アカゲザル乳歯歯髄由来の自発性不死化細胞における分化能解
析. 日本歯科大学歯学会第 4回ウインターミーティング 2017.12.09 東京

49. 福場駿介 ,秋月達也, 星 嵩, 松浦孝典, シュジャ · アディーン · アマール, 岡田宗大, 田畑泰彦, 田畑 純, 杉
浦－仲里真琴, 和泉雄一. 等電点の異なるβ-TCP含有ゼラチンスポンジと組換え型ヒト線維芽細胞増殖因子
(rhFGF-2)を併用した顎堤増大術における効果の比較検討. 日本歯周病学会６０周年記念京都大会 2017.12.15
京都国際会館　京都

50. 須藤毅顕, 岡田随象, 尾崎浩一, 浦山ケビン, 金井仁弘, 小林宏明, 御給美沙, 田中敏博, 和泉雄一. 侵襲性歯周
炎の責任遺伝子 NOD2の同定. 日本歯周病学会 60周年記念京都大会 2017.12.16 京都

51. 呉 圭哲、佐藤博紀、青山典生、鈴木淳一、和泉雄一. 絹糸結紮マウス歯周病モデルにおける IKK阻害剤の
効果. 日本歯周病学会 60周年記念京都大会 2017.12.16 京都国際会館, 京都
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52. 片桐　さやか. 早産 · 低体重児出産と歯周病との関わり 母子の健康を願って . 日本歯周病学会　 60周年記
念京都大会 2017.12.16 京都

53. 駒崎利奈. Aggregatibactor actinomycetemcomitansは腸内細菌叢 · 糖代謝を変化させ, NAFLDに影響を及
ぼす. 日本歯周病学会　 60周年記念京都大会 2017.12.16 京都

54. 大津杏理, 竹内康雄, 片桐さやか, 前川祥吾, 駒崎利奈, 宇田川小百合, 佐々木直樹, 和泉雄一. Porphyromonas
gingivalisの感染がストレプトゾトシン誘導糖尿病モデルマウスの腸内細菌叢へ及ぼす影響 . 日本歯周病学
会 60周年記念京都大会 2017.12.16 国立京都国際会館, 京都

55. 鈴木伸太, 青木 章, 片桐さやか, 前川祥吾, 江尻健一郎, Sophannary Kong, 永田瑞, 山口洋子, 大島光宏, 和
泉雄一. 洗口吐出液中の肝細胞増殖因子 (HGF)の検出による歯周病診断の可能性. 日本歯周病学会 60周年
記念大会 2017.12.16 京都国際会館，京都

56. 池田恵莉. 歯周炎モデルマウスを用いた抗酸化物質レスベラトロールの歯周組織に与える影響. 日本歯周病
学会６０周年記念京都大会 2017.12.16 京都

57. Nay Aung，青木　章，竹内康雄，平塚浩一，Sophannary Kong，Ammar Addin Shujaa，和泉雄一. 歯周
病菌に対する紫外線 LEDの効果. 日本歯周病学会 60周年記念京都大会 2017.12.16 京都

58. 青木 章. レーザーと歯周組織再生. 日本歯周病学会 60周年記念大会 2017.12.16 京都国際会館，京都

[受賞]

1. MING CHEN KAO AWARD (上窪彩乃), 2017年 03月

2. Student Scholarship Second Prize (坪川正樹), Academy of Laser Dentistry, 2017年 04月

3. 日本歯周病学会奨励賞（2016年度）（芝 多佳彦）, 日本歯周病学会, 2017年 05月

4. Excellent Poster Award　 (井川 貴博), National symposium Osteology Japan, 2017年 06月

5. Young Investigator Travel Award (池田裕一), Twelfth International Conference on the Chemistry and
Biology of Mineralized Tissues, 2017年 06月

6. Clinical Research部門最優秀賞（前川祥吾）, National Symposium OSTEOLOGY JAPAN, 2017年 06月

7. 第 16回日本歯科医学教育学会教育システム開発賞 (水谷 幸嗣), 日本歯科医学教育学会, 2017年 07月

8. 学長裁量優秀若手研究者奨励賞（池田裕一）, 東京医科歯科大学, 2017年 08月

9. デンツプライシロナ賞 (髙木 徹), 日本口腔インプラント学会, 2017年 09月

10. 最優秀演題賞-基礎部門- (池田裕一), 口腔病学会, 2017年 11月

[その他業績]

1. 「侵襲性歯周炎患者における「NOD2」遺伝子変異の同定」-侵襲性歯周炎の病因 · 病態解明への可能性—,
2017年 07月
Journal of Dental Research

[社会貢献活動]

1. （竹内康雄）明快！ まとめるパネル成人 8割“歯周病” 予防法と最新治療, テレビ朝日, グッド！ モーニ
ング, 2017年 02月 14日

2. （和泉雄一）健康寿命ＵＰ術, 産経新聞社, 夕刊フジ, 2017年 12月 25日
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国際健康推進医学
Global Health Promotion

教　授　　　　　 　藤原 武男（4月 ∼）
准教授　　　　　 　中村 桂子（∼3月）
講　師　　　　　 　木津喜 雅
　　　　　　　　 　清野 薫子（∼3月）
助　教　　　　　 　森田 彩子
学振特別研究員　 　谷 友香子
　　　　　　　　 　土井 理美（4月 ∼9月）
プロジェクト研究員　伊角彩
　　　　　　　　　　土井理美（10月 ∼）

( 1 ) 分野概要

人々が病気にならないようにするにはどうすればいいのか、という疑問を実証データにより解決できるようになる
ことを目的とする。そのために、疾患罹患のリスクについて正しく理解することができることを目標とする。具
体的には、疾患になるリスクを高める個体としての要因（遺伝子等）と環境要因、特に社会的環境要因は何か、そ
の交互作用とは何か、胎児期や幼少期の長期的影響といったライフコースの視点も用いて因果推論を行うことが
できるようにする。また、疫学調査にまつわる様々なバイアスを補正するために、高度な統計解析手法を身につ
ける。さらに、得られたデータを論文化し、国際学術誌に発表することでエビデンスを蓄積し、世界に貢献する
姿勢を身につける。最終的には、本授業を通じて、具体的な政策やプログラムを立案し、実際にフィールドで展
開することで疾病予防のエビデンスを構築できるようになることを目標とする。

( 2 ) 研究活動

当分野の主な研究テーマは以下の通り。
１．社会疫学 (社会格差、ソーシャルキャピタル、社会的ネットワーク、社会的サポートの健康影響）
２．ライフコース疫学（子ども期の貧困および逆境体験の健康影響）と国際比較研究
３．子ども虐待の予防
４．災害と子どもおよび家族のメンタルヘルス
５．妊婦および幼児の食事と健康

( 3 ) 教育活動

医学部医学科 3年生の公衆衛生学、社会医学、4年生の公衆衛生学実習、その他大学院講義を担当しています。

( 4 ) 教育方針

人々が病気にならないようにするにはどうすればいいのか、という疑問を実証データにより解決できるようになる
ことを目的とする。そのために、疾患罹患のリスクについて正しく理解することができることを目標とする。具
体的には、疾患になるリスクを高める個体としての要因（遺伝子等）と環境要因、特に社会的環境要因は何か、そ
の交互作用とは何か、胎児期や幼少期の長期的影響といったライフコースの視点も用いて因果推論を行うことが
できるようにする。また、疫学調査にまつわる様々なバイアスを補正するために、高度な統計解析手法を身につ
ける。さらに、得られたデータを論文化し、国際学術誌に発表することでエビデンスを蓄積し、世界に貢献する
姿勢を身につける。最終的には、本授業を通じて、具体的な政策やプログラムを立案し、実際にフィールドで展
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開することで疾病予防のエビデンスを構築できるようになることを目標とする。
授業の到達目標：
（１）疾病罹患のリスクについて正しく説明できる
（２）自らのリサーチクエスチョンを言語化し、疾病リスクに関する仮説を立てることができる
（３）リサーチクエスチョンを解決するために、フィールドを開拓することができる、または既存のデータにアク
セスすることができる
（４）疫学研究のデザインについて説明できる
（５）必要なサンプルサイズを計算できる
（６）一般的な統計解析（多変量解析、ロジスティック解析等）や高度な統計解析（マルチレベル解析、傾向スコ
ア法、多重補完法等）を行うことができる
（７）論理的にリサーチクエスチョンを正当化することができ、英語で論文を執筆することができる
（８）介入政策、プログラムを立案し、その効果を検証する研究計画を立案することができる

( 5 ) 研究業績

[原著]

1. Rarau P, Vengiau G, Gouda H, Phuanukoonon S, Kevau IH, Bullen C, Scragg R, Riley I, Marks G,
Umezaki M, Morita A, Oldenburg B, McPake B, Pulford J. Prevalence of non-communicable disease risk
factors in three sites across Papua New Guinea: a cross-sectional study. BMJ global health. 2017; 2(2);
e000221

2. Minatsu Kobayashi, Seung Chik Jwa, Kohei Ogawa, Naho Morisaki, Takeo Fujiwara. Validity of a food
frequency questionnaire to estimate long-chain polyunsaturated fatty acid intake among Japanese women
in early and late pregnancy. Journal of Epidemiology. 2017.01; 27(1); 30-35

3. Kenichi Yokobayashi, Ichiro Kawachi, Katsunori Kondo, Naoki Kondo, Yuiko Nagamine, Yukako Tani,
Kokoro Shirai, Susumu Tazuma, . Association between Social Relationship and Glycemic Control among
Older Japanese: JAGES Cross-Sectional Study. PLoS ONE. 2017.01; 12(1); e0169904

4. Yukako Tani, Naoki Kondo, Hisashi Noma, Yasuhiro Miyaguni, Masashige Saito, Katsunori Kondo. Eating
Alone Yet Living With Others Is Associated With Mortality in Older Men: The JAGES Cohort Survey.
J Gerontol B Psychol Sci Soc Sci. 2017.01;

5. Rakprasit Jutarat, Nakamura Keiko, Seino Kaoruko, Morita Ayako. タイの労働者と移民労働者の伝染病に
対するヘルスケアの利用 (Healthcare use for communicable diseases among migrant workers in comparison
with Thai workers) Industrial Health. 2017.01; 55(1); 67-75

6. Kinomoto-Kondo S, Umehara N, Sato S, Ogawa K, Fujiwara T, Arata N, Sago H. The effects of gestational
transient thyrotoxicosis on the perinatal outcomes: a case-control study. Archives of gynecology and
obstetrics. 2017.01; 295(1); 87-93

7. Tabuchi T, Fujiwara T, Shinozaki T. Tobacco price increase and smoking behaviour changes in various
subgroups: a nationwide longitudinal 7-year follow-up study among a middle-aged Japanese population.
Tobacco control. 2017.01; 26(1); 69-77

8. Jutarat Rakprasit, Keiko Nakamura, Kaoruko Seino, Ayako Morita. Healthcare use for communicable
diseases among migrant workers in comparison with Thai workers. Ind Health. 2017.02; 55(1); 67-75

9. Nawa N, Kogaki S, Ozono K. Listening to public concerns on vaccinations in order to provide information
in a timely manner. Vaccine. 2017.03; 35(10); 1369

10. Tsuji T, Sasaki Y, Matsuyama Y, Sato Y, Aida J, Kondo K, Kawachi I. Reducing depressive symptoms
after the Great East Japan Earthquake in older survivors through group exercise participation and regular
walking: a prospective observational study. BMJ open. 2017.03; 7(3); e013706

11. 土井　理美, 坂野　朝子, 武藤　崇, 坂野　雄二. 日本語版 Valuing Questionnaire（VQ）の信頼性と妥当性
の検証 行動療法研究. 2017.04; 43(1); 83-94

12. Ayano Miura, Takeo Fujiwara. Intimate Partner Violence during Pregnancy and Postpartum Depression
in Japan: A Cross-sectional Study. Frontiers in Public Health. 2017.04; 5; 81
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13. Naho Morisaki, Ichiro Kawachi, Emily Oken, Takeo Fujiwara. Social and anthropometric factors ex-
plaining racial/ethnical differences in birth weight in the United States. Scientific Reports. 2017.04; 7;
46657

14. Fujiwara Takeo, Yagi Junko, Homma Hiroaki, Mashiko Hirofumi, Nagao Keizo, Okuyama Makiko. Symp-
toms of Post-Traumatic Stress Disorder Among Young Children 2 Years After the Great East Japan
Earthquake Disaster Medicine and Public Health Preparedness. 2017.04; 11(2); 207-215

15. Omori S, Tanabe H, Banno K, Tsuji A, Nawa N, Hirata K, Kawatani K, Kokubu C, Takeda J, Taniguchi
H, Arahori H, Wada K, Kitabatake Y, Ozono K. A Pair of Maternal Chromosomes Derived from Meiotic
Nondisjunction in Trisomy 21 Affects Nuclear Architecture and Transcriptional Regulation. Scientific
reports. 2017.04; 7(1); 764

16. Naho Morisaki, Chie Nagata, Seung Chik Jwa, Haruhiko Sago, Shigeru Saito, Emily Oken, Takeo Fujiwara.
Pre-pregnancy BMI-specific optimal gestational weight gain for women in Japan. Journal of Epidemiology.
2017.05; 27(9-10); 492-498

17. Kohei Ogawa, Naho Morisaki, Shigeru Saito, Shoji Sato, Takeo Fujiwara, Haruhiko Sago. Association of
Shorter Height with Increased Risk of Ischaemic Placental Disease. Paediatric and Perinatal Epidemiology.
2017.05; 31(3); 198-205

18. Kohei Ogawa, Seung-Chik Jwa, Minatsu Kobayashi, Naho Morisaki, Haruhiko Sago, Takeo Fujiwara.
Validation of a food frequency questionnaire for Japanese pregnant women with and without nausea and
vomiting in early pregnancy. Journal of Epidemiology. 2017.05; 27(5); 201-208

19. Tatsuo Yamamoto, Jun Aida, Katsunori Kondo, Shinya Fuchida, Yukako Tani, Masashige Saito, Yuri
Sasaki. Oral Health and Incident Depressive Symptoms: JAGES Project Longitudinal Study in Older
Japanese. J Am Geriatr Soc. 2017.05; 65(5); 1079-1084

20. Kato T, Fujiwara T, Kawachi I. Associations between mothers’ active engagement with infants at 6months
and children’s adjustment to school life at ages 5.5 and 11years CHILD CARE HEALTH AND DEVEL-
OPMENT. 2017.05; 43(3); 406-414

21. Inoue Y, Stickley A, Yazawa A, Aida J, Kawachi I, Kondo K, Fujiwara T. Adverse childhood experiences,
exposure to a natural disaster, and posttraumatic stress disorder among survivors of the 2011 Great East
Japan earthquake and tsunami AMERICAN JOURNAL OF HUMAN BIOLOGY. 2017.05;

22. Takeo Fujiwara, Iseki Takamoto, Airi Amemiya, Masamichi Hanazato, Norimichi Suzuki, Yuiko Nagamine,
Yuri Sasaki, Yukako Tani, Aki Yazawa, Yosuke Inoue, Kokoro Shirai, Yugo Shobugawa, Naoki Kondo,
Katsunori Kondo. Is a hilly neighborhood environment associated with diabetes mellitus among older
people? Results from the JAGES 2010 study. Soc Sci Med. 2017.06; 182; 45-51
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31. Isumi A, Fujiwara T. Synergistic Effects of Unintended Pregnancy and Young Motherhood on Shaking
and Smothering of Infants among Caregivers in Nagoya City, Japan. Frontiers in public health. 2017.09;
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Tomitsuka E, Igai K, Larkins JA, Siba PM, Pomat W, McBryde ES, Umezaki M, Greenhill AR. A High
Burden of Asymptomatic Gastrointestinal Infections in Traditional Communities in Papua New Guinea.
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2. 編者：リサ · F· バークマン,　イチロー · カワチ,　M· マリア · グリモール,　監訳：高尾　総司,　藤原　
武男,　近藤　尚己. 社会疫学＜上＞. 株式会社大修館書店, 2017.09 (ISBN : 978-4-469-26829-4)

3. 編者：リサ · F· バークマン,　イチロー · カワチ,　M· マリア · グリモール,　監訳：高尾　総司,　藤原　
武男,　近藤　尚己. 社会疫学＜下＞. 株式会社大修館書店, 2017.09 (ISBN : 978-4-469-26830-0)

4. 藤原　武男. 子どもの貧困対策と教育支援. 株式会明石書店, 2017.10 (ISBN : 9784750345703)

5. 舟越　優，藤原武男. レジデントノート 11. 株式会社羊土社, 2017.10

6. 舟越　優，藤原武男. レジデントノート 1. 株式会社羊土社, 2017.12
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2. 藤原 武男. 【健康格差対策】 マイノリティ　子どもの貧困と健康 治療. 2017.01; 99(1); 62-66
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こと 口腔衛生学会雑誌. 2017.04; 67(増刊); 86

4. 藤原 武男. 【環境とライフコース:精神はどのように発達していくのか、精神疾患はどのような経過をたど
るのか】 ライフコースとエピジェネティクスからみたメンタルヘルス 日本社会精神医学会雑誌. 2017.05;
26(2); 110-116

5. 三木 崇弘, 立花 良之, 藤原 武男. 【環境による健康リスク】環境汚染に伴う健康リスク 大規模災害に伴う
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蝕有病割合の茨城県内格差の推移　地域相関研究 (2005-2013年). 口腔衛生学会雑誌 2017.04.01
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[受賞]

1. Keystone Symposia Scholarship, 2017年 05月

2. 日本小児循環器学会 YIA (Young Investigator Award), 2017年 07月

3. 日本医師会医学研究奨励賞, 公益社団法人日本医師会, 2017年 11月

[社会貢献活動]

1. 乳児揺さぶられ症候群について, TOKYO　MX, TOKYO　MX　 NEWS, 2017年 08月 23日
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国際環境寄生虫病学
Environmental Parasitology

教授：岩永 史朗
学内講師：熊谷 貴
助教：新澤直明、日野 明紀菜
特任准教授：大橋 光子（AMED/J-GRID ガーナ拠点担当)
大学院生（博士課程）：Emmanuel BLAY（D4)、
Kofi KWOFIE（D3)、
Michael Amoa-Bosompem（D2)、
有本翔（D2)　　　　　　
大学院生（修士）：日吉郁弥 (M2)、
関根崇 (M1)、
西翔 (M1)、
平山泰士 (M1)

( 1 ) 分野概要

マラリアおよび顧みられない熱帯病を含む寄生虫疾患は今なお世界各地で猛威を振るい、その対策は世界保健に
おける喫緊の課題である。科学研究は単に寄生虫の生物学的な理解を深めることに貢献するだけでなく、新規な
ワクチンや薬剤の開発にも繋がると期待される。
本研究分野ではメインテーマとして寄生虫疾患の中でも多数の患者 · 死者を出すマラリアと住血吸虫症について分
子生物学的研究を行っている。マラリアについては熱帯熱マラリア原虫及びネズミマラリア原虫を使い、遺伝子発
現における転写因子の役割とエピジェネティックな制御機構に焦点を絞り、研究を進めている（岩永）。これに加
え、独自に開発したマラリア原虫人工染色体技術による薬剤耐性遺伝子迅速同定法を用いて実際の患者より分離
した耐性原虫から耐性遺伝子を同定し、耐性の分子機構解明を行っている（岩永）。一方、住血吸虫症では small
RNAを内包する細胞外小胞による寄生虫間情報伝達機構について研究を進めている（熊谷）。また、流行地にお
けるフィールド研究も実施しており、住血吸虫症および肝吸虫症の新規診断ツール開発も進めている。更に 2008
年からはガーナ · 野口記念医学研究所と共同研究を展開し、現地産薬用植物由来化合物を使ったアフリカトリパノ
ソーマ症およびその他の寄生虫疾患の治療薬開発を進めている（大橋）。

( 2 ) 研究活動

(1)マラリア原虫転写制御機構の解明：マラリア原虫はヒト―感染媒介蚊間で多数の生育ステージからなる複雑な
生活環を成立させている。この過程では宿主細胞への侵入 · 寄生、細胞内増殖、蚊体内での受精、減数分裂など
様々な生物学的イベントが起きる。原虫は各生育ステージにおいて特定的な遺伝子発現を行い、生活環を成立させ
るが、ゲノム解析終了後において転写活性化因子が全く発見されず、転写制御機構は不明であった。一方、我々は
遺伝子操作技術を駆使して、世界に先駆けマラリア原虫の転写因子（AP2転写因子）を同定し、更に少数のマス
ター転写因子が数百の遺伝子の発現を直接制御することにより、生活環を成立させることを解明した 。現在はヒ
ストン修飾 · クロマチン修飾因子の転写に与える影響について検討し、これらと AP２転写因子との関係性につい
て研究を進めている。これらの成果を基にマラリア原虫の生活環を成立させる分子基盤の全貌解明を試みている。
(2)薬剤耐性マラリアに関する研究：現在までにヒトに最も深刻な被害を及ぼす熱帯熱マラリア原虫（P. falciparum）
においてマラリア原虫人工染色体（Plasmodium artificial chromosome: PAC）と直接遺伝子導入法を独自に開発
し、Functional Screeningに基づく薬剤耐性遺伝子迅速同定法の確立に成功している。具体的には薬剤耐性原虫株
由来の巨大 DNA断片を PACに組み込み、これを野生型原虫（薬剤感受性）内に直接、導入して遺伝子ライブラ
リーを構築する。次にライブラリーを薬剤スクリーニングし、新たに耐性を獲得した原虫を選択する。選択された



— 234 —

環境社会医歯学講座

原虫には薬剤耐性遺伝子をコードする巨大 DNA断片が組み込まれた PACが導入されており、これらを回収 · 配
列解析を行い、耐性遺伝子を同定する。本手法の長所は１）患者由来の一株の原虫から耐性遺伝子を同定できる
こと、２）同定までの期間は 2～ 3か月であること、３）Functional screening（組み込まれた耐性遺伝子の機能
発現）により耐性遺伝子を同定するため、確実性が高い（偽陽性の確立が低い）。これまでに東南アジアのフィー
ルド活動により採取した患者由来メフロキン耐性原虫に対し上記手法を適用し、新規ABCトランスポーターをメ
フロキン耐性遺伝子として同定することに成功した。現在、本手法をガーナ · マラリア患者由来薬剤耐性原虫へと
応用し、アフリカでの薬剤耐性マラリアに貢献することを目指している。
(3)細胞外小胞における住血吸虫雌雄コミュニケーションの解明
住血吸虫は雌雄異体の扁形動物であり、神経系、排泄系、生殖系について非常に初期の機能を兼ね備えた生物であ
る。しかし、その複雑な生活史から遺伝子ノックアウト生物の作成が困難であった。近年、RNAiの手技が非常に
効果的であることがわかり、遺伝子の機能解析に大幅に貢献してきた。実際に、住血吸虫では miRNAの発現も
見られており、遺伝子発現調節に強く関与していることが知られている。また、近年注目されている細胞や組織
から分泌される細胞外小胞 (EVs)を住血吸虫が分泌することが確認されており、その内部には特殊な miRNAが
多量に含まれている。我々の研究において、これらの EVsは住血吸虫が雌雄ペアになることで、大量に分泌され、
また、産卵に必要な赤血球の貪食によっても分泌されることがわかってきた。現在、この EVsが雌雄の生殖系の
成熟に関与することを調べるために、EVs中のmiRNAをノックダウンする系を開発している。
(4) 蠕虫感染宿主の免疫応答
蠕虫感染宿主の免疫応答は好酸球増多や IgE高値など、いわゆる Th2型応答が特徴である。しかし、これがなぜ
誘導されるのか、また Th2型応答が宿主適応のために重要であるのかを標的とした研究を行なってきた。現在は、
住血吸虫感染が宿主 Th2応答を誘導する際のイニシエーターは何か？ Th2応答が住血吸虫症の病理に如何に関
与するのか？ 他の蠕虫、例えば旋毛虫の防御免疫における Th2応答イニシエーターは何か？ などを当面の検討
対象としている。
(5)LAMP法による住血吸虫感染リスクマップ作成
アジアにおいて、中国 · フィリピン · インドネシアには日本住血吸虫症が、ラオス · カンボジアにはメコン住血吸
虫が流行している。流行地では、年一回のプラジカンテルのmass drug administration (MDA)を行なっているも
のの、住血吸虫症の感染率は一定数を保ったまま制圧されずに持続的に流行がみられる。この疾患の制圧のために
は、薬剤だけではなく、感染源のコントロールも必要であると考えられている。特に感染源となるのは、中間宿主
である巻貝で生育した感染幼虫であり、これが水中で経皮的に感染する事で人体に侵入する。我々はすでに中国に
おいて、感染貝のスクリーニングを住血吸虫 DNAの検出によって行なってきた。特に、PCR法に代わる現場応
用可能な LAMP法を開発し、高感度な方法から、大量の貝の同時スクリーニングによって、簡便にスポットごと
の感染率を推定する方法を開発した。現在、国立国際医療研究センターとの共同プロジェクトにより、LAMP法
により、ラオスでのメコン住血吸虫感染のリスクマップ作成を行なっている。このプロジェクトにおいて、LAMP
法が従来の糞便検査法よりも高感度に感染を検出でき、貝の感染も同様に検出することができる事を証明してき
た。この情報を基に大規模な感染貝の分布と地図情報を合わせたリスクマップ作成を行なっている。これは、流
行地での危険地域の情報共有と未来の感染予測を可能にするベースとなっていくと考えている。
(6) ガーナでは古くより薬用植物を使った治療が行われてきた。これらの植物は安全性の高い薬剤開発の重要なリ
ソースとなると期待される。我々はこの点に着目し、ガーナ · 野口記念医学研究所と共同で薬用植物抽出物より
寄生虫疾患に治療効果を示す化合物の探索を行っている。現在、アフリカトリパノソーマ症、リーシュマニア症、
マラリアに対し抗原虫活性を示す物質の同定に成功しており、現在これを用いた治療薬開発を試みている。

( 3 ) 教育活動

　日本の医療現場における原虫 · 蠕虫などによる寄生虫感染症への対応は減少傾向を示しているが、近年の社会
環境の変化、ペットブームなどに伴って発生動向や疾病構造など、寄生虫病の質的変化が著しい。それに加えて、
わが国の物流および人間の出入国の増加に伴い、寄生虫症が流行する熱帯地域の発展途上国からの輸入症例増加
がわが国の安全 · 安心に重大な影響を及ぼすようになった。1970年以降に世界各地で報告が相次いだ新興 · 再興
感染症の中に寄生虫感染症も含まれている事実は、わが国の保健医療分野の指導者が熱帯寄生虫感染症に十分な
理解を持つことの必要性を示している。さらに 21世紀になってクローズアップされてきた「顧みられない熱帯感
染症；Neglected Tropical Diseases, NTD」の大半が寄生虫病である事実は、寄生虫病が国際的に未だ解決されて
いないことを意味している。本分野ではこれからの保健医療分野で指導的立場につく学生諸君が世界の様々な地
域における健康と福祉を理解し、論ずることが出来る人材育成を進めるために、以下の事項を中心に教育してい
る。医学部医学科の医動物学、社会医学、感染症学の他に、保健学科、看護学科においても講義を兼担している。
また、従前から医学科のプロジェクトセメスターにおいてはガーナ派遣学生の指導を担当している。

1.日本国内における寄生虫病の実態と診断 · 治療などの医療対応について
2.世界の寄生虫感染症流行の実態と予防対策
3.病態発現に関連した宿主—寄生体相互作用の生物学的プロフィール
4.熱帯感染症の基礎知識と国際保健のあり方



— 235 —

環境社会医歯学講座

5. 大学院でのパブリック医学概論講義を担当

( 4 ) 教育方針

寄生虫および寄生虫感染症の知識を教授し、平行して寄生虫疾患を体験することにより、そこに存在する課題を自
ら拾いだして問題解決にあたる能力を涵養することを目指している。そのために、座学だけにとどまらず、実習や
実地の野外調査になるべく多く参加させて、リアリティをもった課題設定とその解決能力の涵養を心がけている。

( 5 ) 臨床活動および学外活動

　本分野は臨床部門ではないが、寄生虫感染症を対象とした診断法、治療薬研究、発症モデル実験などを行って
いる。また、国際研究として、流行地の調査研究を積極的に行い、疾病コントロールを通じて調査地域に裨益す
る研究を目指している。学内外の医療機関との連携を持って寄生虫症診断のアドバイスを通じた臨床寄生虫学の
学習も可能である。

( 6 ) 研究業績

[原著]

1. Masafumi Yamabe, Takashi Kumagai, Rieko Shimogawara, Emmanuel Awusah Blay, Akina Hino, Koichiro
Ichimura, Akira Sato, Hye-Sook Kim, Nobuo Ohta. Novel synthetic compounds with endoperoxide struc-
ture damage juvenile stage of Schistosoma mansoni by targeting lysosome-like organelles. Parasitol. Int..
2017.02; 66(1); 917-924

2. Daisuke Kobayashi, Mitsuko Ohashi, Joseph H N Osei, Esinam Agbosu, Millicent Opoku, Alfred Ag-
bekudzi, Joannitta Joannides, Ryosuke Fujita, Toshinori Sasaki, J H Kofi Bonney, Samuel Dadzie, Haruhiko
Isawa, Kyoko Sawabe, Nobuo Ohta. Detection of a novel putative phlebovirus and first isolation of Dugbe
virus from ticks in Accra, Ghana. Ticks Tick Borne Dis. 2017.06; 8(4); 640-645

3. Eiji Nagayasu, Myo Pa Pa Thet Hnin Htwe Aung, Thanaporn Hortiwakul, Akina Hino, Teruhisa Tanaka,
Miwa Higashiarakawa, Alex Olia, Tomoyo Taniguchi, Soe Moe Thu Win, Isao Ohashi, Emmanuel Igwaro
Odongo-Aginya, Khin Myo Aye, Mon Mon, Kyu Kyu Win, Kei Ota, Yukari Torisu, Siripen Panthuwong,
Eisaku Kimura, Nirianne M Q Palacpac, Taisei Kikuchi, Tetsuo Hirata, Shidow Torisu, Hajime Hisaeda,
Toshihiro Horii, Jiro Fujita, Wah Win Htike, Haruhiko Maruyama. A possible origin population of
pathogenic intestinal nematodes, Strongyloides stercoralis, unveiled by molecular phylogeny. Sci Rep.
2017.07; 7(1); 4844

4. Koichiro Suzuki, Naoaki Shinzawa, Keisuke Ishigaki, Keiji Nakamura, Hiroyuki Abe, Aya Fukui-Miyazaki,
Kazuyoshi Ikuta, Yasuhiko Horiguchi. Protective effects of in vivo-expressed autotransporters against
Bordetella pertussis infection. Microbiol. Immunol.. 2017.09; 61(9); 371-379

5. Itaru Nakamura, Kenji Yagi, Takashi Kumagai, Nobuo Ohta. Positive fecal occult blood test as a diag-
nostic cue for Schistosoma mansoni infection in a developed country. IDCases. 2017.10; 10; 108-109

6. Daisuke Kobayashi, Haruhiko Isawa, Ryosuke Fujita, Katsunori Murota, Kentaro Itokawa, Yukiko Higa,
Yukie Katayama, Toshinori Sasaki, Tetsuya Mizutani, Shiroh Iwanaga, Nobuo Ohta, Arlene Garcia-
Bertuso, Kyoko Sawabe. Isolation and characterization of a new iflavirus from Armigeres spp. mosquitoes
in the Philippines. J. Gen. Virol.. 2017.11; 98(11); 2876-2881

7. Fumiji Saito, Kouyuki Hirayasu, Takeshi Satoh, Christian W Wang, John Lusingu, Takao Arimori, Kyoko
Shida, Nirianne Marie Q Palacpac, Sawako Itagaki, Shiroh Iwanaga, Eizo Takashima, Takafumi Tsuboi,
Masako Kohyama, Tadahiro Suenaga, Marco Colonna, Junichi Takagi, Thomas Lavstsen, Toshihiro Horii,
Hisashi Arase. Immune evasion of Plasmodium falciparum by RIFIN via inhibitory receptors. Nature.
2017.12; 552(7683); 101-105

8. Takayuki Shiratsuchi, Urvashi Rai, Izumi Kaneko, Min Zhang, Shiroh Iwanaga, Masao Yuda, Moriya
Tsuji. A potent malaria vaccine based on adenovirus with dual modifications at Hexon and pVII. Vaccine.
2017.12; 35(50); 6990-7000
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[総説]

1. 赤尾信明. 日常検査で役立つ　寄生虫 · 原虫検出法　総論　わが国を取り巻く寄生虫 (蠕虫)· 原虫の情勢
Medical Technology . 2017.01; 45(1); 52-59

2. Xiangming Li, Jing Huang, Izumi Kaneko, Min Zhang, Shiroh Iwanaga, Masao Yuda, Moriya Tsuji. A
potent adjuvant effect of a CD1d-binding NKT cell ligand in human immune system mice. Expert Rev
Vaccines. 2017.01; 16(1); 73-80

[講演 · 口頭発表等]

1. 熊谷貴、他. 中間宿主貝と住民の糞便を使用したメコン住血吸虫感染リスクマップ作成に向けた LAMP法
の適用. 第 86回日本寄生虫学会大会 2017.05.28 札幌

2. 日野明紀菜, 鴻巣明日香, 菊地泰生, 太田伸生. 単為生殖を行う線虫におけるMajor Sperm Protein (MSP)
の解析. 第 86回　日本寄生虫学会大会 2017.05.29 北海道大学

3. Takashi Kumagai, et al. The evaluations of the LAMP method and Kato-Katz method for risk mapping
of Schistosoma mekongi infections in Champasak province. The 17th Annual Workshop of the Regional
Network for Asian Schistosomiasis and Other Helminthic Zoonoses (RNAS+) 2017.10.25 Vientiane, Lao
PDR

4. Shiroh Iwanaga. Novel method for identification of drug resistance genes from P. falciparum using the
artificial chromosome technology.. SYMPOSIUM TO COMMEMORATE THE 90TH ANNIVERSARY
OF DR. HIDEYO NOGUCHI’S ARRIVAL IN GHANA 2017.11.16 Ghana, Accura

[特許]

1. 特許発明等「新規抗住血吸虫剤」, 特許番号：特願 2008-172663

[社会貢献活動]

1. NPO法人 宮入慶之助記念館, 宮入慶之助記念館, 長野市, 2013年 07月 01日 - 現在
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法医学
Forensic Medicine

教授　　　上村 公一
准教授　　秋 利彦
講師　　　鵜沼 香奈
助教　　　船越 丈司
特任助教　則竹 香菜子

大学院生 平山 菜穂
　　　　　渡邊 嶺
永井 みどり
　　　　　加世田 莉奈
　　　　　佐野 智美
　　　　　高橋 蓮穂
　　　　　古川 真子

( 1 ) 研究活動

研究

当教室では、研究は法医学的な応用を視野に入れながら、科学の発展に寄与できるように取り組んで行きたいと
考えている。
1．中毒学
中毒は法医学領域において、重要な死因であり、その薬毒物の作用機序を解明し、中毒の治療 · 予防に寄与するこ
とをめざす。薬毒物によりその作用機序はことなり、死につながる病態も様々である。現在、細胞死の機序を生化
学 · 分子生物学的手法を用いて研究している。心臓または神経由来の培養細胞に、薬毒物（一酸化炭素、シアン、
ヒ素）を作用させ、細胞死に関与する細胞内情報伝達系について研究している。特にミトコンドリアの機能、細
胞保護的なオートファジーの関与を中心に研究している。適宜、動物モデルを用いる。
2．アルコール医学
アルコールは急性中毒のみならず、アルコール依存症が関与した事故、犯罪、家庭崩壊、労働能力低下など社会
的、経済的に重要な薬物である。法医学領域においては、酩酊度の評価が重要である。アルコールによる細胞毒
性機序について研究している。
３．法医病理
　法医診断の精度向上のため、免疫組織化学、動物モデルを作成して、研究している。

( 2 ) 教育活動

教育

法医学とは医学的解明助言を必要とする法律上の案件，事項について，科学的で公正な医学的判断を下すことに
よって，個人の基本的人権の擁護，社会の安全，福祉の維持に寄与することを目的とする医学である。

法律上問題となる医学的事項は多岐で、司法分野に限らず、行政、立法の分野にも及ぶが、司法的分野の問題が最
も多い。従って、法医学は法治国家には不可欠な学問であり、制定法の整った民主主義国家においては臨床医学
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のあらゆる領域に跨って法医学的な問題が存在する。例えば死亡診断書の作成、医事紛争防止などは法医学専門
家よりはむしろ臨床医に身近な問題であるが、これらの問題の解決には法医学的な基本知識が必要である。特に
医学を倫理、法律、行政、社会、訴訟などと関連づけて見る目を養う必要がある。臨床医に必要な法医学的常識と
心構えを医師になるまでに身に付けさせることを目標として、講義と実習を行っている。
系統的講義としては、主として死体に関するものである。死体現象、損傷の見方 · 所見の取り方、窒息、中毒、内
因性急死につき、死体検案に必要な知識を中心に講義を行う。応用的講義は、生体に関する法医学的事項も交え
て、主として実務問題の解決に必要な知識を中心に講義する。法医学を専門としない医師にとっても、診断書作
成、医事紛争の防止、死体検案などは必ず遭遇する身近な法医学的事項である。
実習では、法医学特有の事項を体験することを主な目標として、血液型検査、アルコール検査、法医解剖の見学な
どがある。

当分野では法医学者および法医学検査実務専門家の養成を目指している。

( 3 ) 臨床活動および学外活動

実務

法医学は社会医学系講座なので種々の鑑定業務を担当し、これが応用医学の臨床に相当する。裁判により、加害
者ないしは被告側には相応の責任が科せられるので、鑑定者の責任は重い。従って、法医学ではこれらの鑑定業
務を遺漏なく円滑に行うための研究に力が注がれている。
1. 死体に関する鑑定
　犯罪の被害者と思われる死体について、刑事訴訟法に基づき、検察または司法警察員の嘱託により、裁判所の
許可を得て解剖検査するもので、一般に司法解剖と呼ばれている。司法解剖では、「鑑定書」として嘱託者に回答
する。鑑定書は刑事裁判での証拠となり、場合により、鑑定者は裁判所で証人として死因等について証言するこ
ともある。これらは、裁判の有罪 · 無罪の判断にもつながり、公正な裁判制度の維持に貢献し、社会的にきわめて
重要であり、責任の重い業務である。最近は医療関連死の解剖も多くなり、最新の臨床知識も必要である。また、
平成 21年 5月から裁判員制度も開始され、わかりやすい鑑定書の作成も求められている。平成 25年 4月から「警
察等が取り扱う死体の死因又は身元の調査等に関する法律（死因 · 身元調査法）」に基づく解剖が開始された。こ
れは事件性の有無が不明であり、主に死因究明および個人識別のために行われる解剖である。当分野は、東京 23
区および茨城県の日曜日 · 火曜日 · 月曜日の解剖を担当している。
2. 生体に関する鑑定
検察または司法警察員の嘱託により、生体の損傷の程度や成傷時期についての鑑定を行っている。

2017年
法医解剖　 165件　
（司法解剖 101件、死因 · 身元調査法に基づく解剖 64件）

( 4 ) 研究業績

[原著]

1. Kana Unuma, Toshihiko Aki, Kanako Noritake, Takeshi Funakoshi, Koichi Uemura. A CO-releasing
molecule prevents annexin A2 down-regulation and associated disorders in LPS-administered rat lung.
Biochem. Biophys. Res. Commun.. 2017.06; 487(3); 748-754

2. Ryo Watanabe, Kana Unuma, Kanako Noritake, Takeshi Funakoshi, Toshihiko Aki, Koichi Uemura..
Ataxia telangiectasia and rad3 related (ATR)-promyelocytic leukemia protein (PML) pathway of the DNA
damage response in the brain of rats administered arsenic trioxide. J. Toxicologic Pathology. 2017.07; 30;
333-337

3. Kanako Noritake, Toshihiko Aki, Moe Kimura, Takeshi Funakoshi, Kana Unuma, Koichi Uemura. Restora-
tion of YAP activation rescues HL-1 cardiomyocytes from apoptotic death by ethanol. J Toxicol Sci.
2017.10; 42(5); 545-551

[総説]

1. 鵜沼　香奈. 法医解剖死亡児から見る児童虐待 日本医事新報. 2017.05; (4856); 55
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2. 鵜沼　香奈. 危険ドラッグの現状 日本医事新報. 2017.07; (4864); 54

3. Toshihiko Aki, Kana Unuma, and Koichi Uemura. Emerging roles of mitochondria and autophagy in liver
injury during sepsis. Cell Stress. 2017.11; 1(2); 79-89

4. Toshihiko Aki, Kanako Noritake, Takeshi Funakoshi, Koichi Uemura.. Modes of Chemically Induced Cell
Death. Comprehensive Toxicology 3rd ed Volume 1 (General subjects). 2017.12;

[講演 · 口頭発表等]

1. 平山菜穂, 鵜沼香奈, 渡邊　嶺, 上村公一. 転倒による頭部打撲 14時間後に急変した遅発性外傷性脳内出血
の 1剖検例. 第 58回日本神経病理学会総会学術研究会 2017.06.02 東京

2. 平山菜穂,鵜沼香奈,槇野陽介,渡邊嶺,小松亜由美,加世田莉奈,佐野智美,上村公一. 遊具の打撲に起因する
延髄周囲の硬膜下血腫が見逃された例. 第 101次日本法医学会全国集会 2017.06.08 岐阜

3. 大谷進,井口蘭,猩々英紀,安達登,峰岸沙希,櫻田宏一,則竹香菜子,船越丈司,上村公一. 硬組織における D-
アスパラギン酸の比較. 第 101次日本法医学会全国集会 2017.06.08

4. 船越丈司,秋利彦,鵜沼香奈,則竹香菜子,上村公一. 覚せい剤原料ノルエフェドリン曝露による神経細胞内コ
レステロール異常蓄積とネクロトーシス誘導の解析. 第 101次日本法医学会全国集会 2017.06.08 岐阜

5. 鵜沼香奈,則竹香菜子,船越丈司,坂幹樹,木村遥,藤井祐介,上村公一. 乳幼児における薬物分析検査の重要
性ー思いがけず薬物の寄与が明らかになった 2剖検例ー. 第 101次日本法医学会全国集会 2017.06.09 岐阜

6. 峰岸沙希,石井名実子,宇都野創,則竹香菜子,船越丈司,上村公一,咲間彩香,斉藤久子,大谷進,櫻田宏一. 歯
を用いたアミノ酸ラセミ化による年齢推定法のための標準試料作成に関する基礎的研究. 第 101次日本法医
学会全国集会 2017.06.09 岐阜

7. 則竹香菜子, 秋　利彦, 上村公一. エタノールによる心筋細胞死は YAP 活性化により抑制される. 第 52回
日本アルコール · アディクション医学会学術総会 2017.09.09 横浜

8. 平山菜穂、秋利彦、上村公一. 神経細胞 SH-SY5Yにおけるパラコート曝露による細胞死とそのメカニズム
の検討. 第 86回日本法医学会学術関東地方集会 2017.10.28 東京都

9. 渡邊嶺、鵜沼香奈、小松亜由美、加世田莉奈、永井みどり、高橋蓮穂、古川真子、上村公一. 交通事故後に
見過ごされていた頭蓋外椎骨動脈の仮性動脈瘤破裂により死亡した一剖検例. 第 86回日本法医学会学術関
東地方集会 2017.10.28 東京都

10. 佐野智美、船越丈司、則竹香菜子、上村公一. メタボローム解析を用いた薬物毒性評価法の構築. 第 86回日
本法医学会学術関東地方集会 2017.10.28 東京都

11. 平山菜穂,秋利彦,上村公一. パラコート曝露による神経細胞 SH-SY5Yの細胞死とそのメカニズム. Con-
Bio2017 2017.12.06 神戸

12. 加世田莉奈, 秋利彦, 上村公一. メタンフェタミン曝露における神経芽細胞 SH-SY5Y の細胞死について.
ConBio2017 2017.12.06 神戸

13. 船越丈司,秋利彦,鵜沼香奈,則竹香菜子,上村公一. ノルエフェドリンによる神経細胞内コレステロール蓄積
とネクロトーシス誘導の解析. ConBio2017 2017.12.06 神戸

[受賞]

1. 第 52回アルコール · アディクション医学会学術総会 優秀演題賞, 2017年 09月

[その他業績]

1. 2017年 01月
東京都非常勤監察医（平成 20年 4月～）（鵜沼香奈）

2. 2017年 01月
大阪府非常勤監察医（平成 23年 7月～）（鵜沼香奈）

3. 東京都非常勤監察医（平成 20年 7月～）(上村公一）

4. 大阪府非常勤監察医（平成 11年 7月～）(上村公一）
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[社会貢献活動]

1. 基調講演　「社会のための法医学」, 河合塾　麹町校, 医学部進学特別講座　医師になるということ, 河合塾
　麹町校, 2017年 06月 25日

2. 法医学監修, TBS, アンナチュラル, 2017年 09月 22日

3. 法医学監修, TBS, アンナチュラル, 2017年 09月 22日
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政策科学
Health Care Management and Planning

教　　授　　　　河原　和夫
特任助教　　　　菅河　真紀子
大学院生　　　　陳　健
　　　　　　　　玄　運官
　　　　　　　　菊池　雅和
　　　　　　　　小村　陽子
　　　　　　　　熊澤　大輔
　　　　　　　　村田　正夫
　　　　　　　　表　久志
　　　　　　　　矢野　雅隆
　　　　　　　　高山　隼人
　　　　　　　　根岸　律葵
　　　　　　　　大山　功倫　

( 1 ) 分野概要

《活動内容》

教育
現実の日本の健康政策と社会 · 制度に着目して、その構造的な特色及び問題点を明らかにして、その解決のために
保健医療福祉分野ならびに周辺分野の研究成果の応用形態を考え、関係者と協同しながら政策形成能力の向上も
視野に入れた教育を行う。

( 2 ) 研究活動

研究
本分野では以下のようなテーマを対象として研究を行っている。

１．医療計画の今日的意義、課題及び医療システムに及ぼす影響について
　医療計画制度の政策上の問題点、推進方策に関する研究を実施している。また、救急施設搬送等に関わる時間
的 · 距離的公平性確保についての研究を行っている。

２．わが国の血液事業の構造分析と政策選択について
　わが国では過去に薬害 HIV事件を起こしたが、その背景にはさまざまな要因がある。献血、検査から製品化さ
らに医療現場での血液製剤の動態を分析することにより、安全性 · 安定供給要因等が最適な血液事業政策に関する
研究を行っている。また、採血基準の見直しのための疫学研究を実施している。

３．医療事故防止に関する政府の役割についての研究
　医療事故は衆目の集まるものであるが、輸血による経済損失や防止のための対策を始めとして、広く医療全般
において事故防止について関係者が果たすべき役割に関する研究を行っている。
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４．地域保健システムに関する研究
　疾病予防及び健康増進活動について保健所等の活動分析を行うことにより、効率的な地域保健システムのあり
方に関する研究を行っている。

５．保健医療分野における公共政策の体系化及び評価に関する研究
　公共政策の形成過程、作成システム、政党 · 圧力団体等の利害関係者及びその政策評価に関する研究を行ってい
る。

( 3 ) 研究業績

[原著]

1. Takamichi Kogure, Masahiko Sumitani, Hiroaki Abe, Jun Hozumi, Reo Inoue, Kazuhito Mietani, Kazuo
Kawahara, and Yoshitsugu Yamada. . Ischemic Ulcer Pain Is Both Nociceptive and Neuropathic Pain
Based on a Discriminant Function Analysis Using the McGill Pain Questionnaire Journal of Pain& Pal-
liative Care Pharmacotherapy. 2017.04; 0(0); 1-7

[書籍等出版物]

1. Candida glabrataによる腎盂腎炎にアムホテリシン Bリボゾーム製剤が奏効した一例. 医療薬学, 2017.08

[総説]

1. Kazuo Kawahara,Makiko Sugawa. 医療政策の変革と血液事業 Hematology Frontier. 2017.04;

[講演 · 口頭発表等]

1. 矢野　雅隆. 前立腺 adenosquamous carcinomaの 1例. 第 137回多摩泌尿器科医会 2017.03.10

2. 矢野　雅隆. 経尿道的ホルミウムレーザー前立腺核出術後の QOL：尿失禁の影響. 第 105回日本泌尿器科学
会総会 2017.04.23

3. 菅河真紀子. 現在の医療とその周辺について. 医療ガス保安管理技術者講習会 2017.05.24

4. 矢野　雅隆. 当院の尿培養で同定された大腸菌のレボフロキサシン耐性率：2012年と 2016年の市中発生お
よび膀胱カテーテル留置例での検討. 第 82回日本泌尿器科学会東部総会 2017.09.16

5. 小村　陽子. 大規模レセプトデータから見たアトピー性皮膚炎治療における薬剤処方状況と経済的評価の検
討. 第 55回日本医療病院管理学会 2017.09.17

6. 村田　正夫. 医療費に対する処方の薬剤種類数の影響と後発医薬品種類数の抑制効果（3傷病を中心に）. 第
55回日本医療病院管理学会 2017.09.17

7. 菅河真紀子. 医療機関の社会的役割. 医療機器ガス保安管理技術者講習会 2017.10.18

8. 菅河真紀子. 我が国の近年の献血状況の分析. 第 41回日本血液事業学会総会 2017.10.31

9. 菅河真紀子. 採血基準における ALTの cut off値に関する分析. 第 76回日本公衆衛生学会総会 2017.11.01

10. 河原　和夫. 我が国の献血状況の変化について. 第 41回日本血液事業学会総会 2017.11.01

11. 根岸　律葵. 在宅医療の今後を見据えた感染性廃棄物の再定義に関する一考察. 第 75回日本公衆衛生学会
2017.11.01

12. 熊澤　大輔. 首都圏の献血者の移動動向について. 第 75回日本公衆衛生学会 2017.11.01

13. 菅河真紀子. 我が国の近年の献血状況とその分析. 第 41回日本血液事業学会総会 2017.11.02

14. 河原　和夫. アジア諸国の血漿分画製剤の将来予測と我が国の協力の在り方に関する研究. 第 75回日本公衆
衛生学会 2017.11.02

15. 矢野　雅隆. 単一術者による HoLEPの enbloc核出法と 2葉核出法の比較. 第 31回日本泌尿器科内視鏡学
会総会 2017.11.18



— 243 —

環境社会医歯学講座

[Works]

1. 第 6次医療計画についての都道府県内評価と今後の医療計画の方向性に関する研究, 2016年 04月 - 2017年
03月

2. 中国、韓国および世界の血漿分画製剤製造事業, 2016年 04月 - 2017年 03月

3. 海外における献血推進の実状と効果的な施策のあり方に関する研究（ドイツ連邦共和国）, 2016年 04月 -
2017年 03月

4. ドイツの採血基準と血液事業, 2016年 04月 - 2017年 03月

5. ドイツの血液事業, 2016年 04月 - 2017年 03月
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分子疫学
Molecular Epidemiology

教授　　 村松正明　
准教授　 佐藤憲子　
助教　　 今井千裕　

非常勤講師 須藤カツ子、田口淳一

大学院生（博士） カウン · シー · トゥ、
キン · テテ · ゾー、前田裕子、藤谷啓雄、
テイ · ザ · チョウ、勝田江朗、佐竹紀彦、
シルパパベッティーナット、 メディナアブドサタル、エイココミン、縦媛
大学院生（修士） 鈴木健司、坂本大和、坪田惟里
大学院研究生　トウ · ダイケ

( 1 ) 分野概要

本分野では、難治性病態に繋がる日常的慢性疾患（Common Chronic Diseases）の発症•進展と遺伝子および環境
因子の関連を明らかにする目的で、ゲノム情報を駆使し、疫学的手法を用いて解析をする。基本的には疫学フィー
ルドや臨床サンプルを持つ研究グループとの共同研究のもとで、疾患の発症に及ぼす遺伝子および環境因子およ
びそれらの交互作用の発見と検証、疾患の易罹患性や薬剤反応性に関与する遺伝子多型の解析を行う。対象疾患
はメタボリック症候群（糖尿病、高血圧、高脂血症、肥満）、動脈硬化、慢性閉塞性肺疾患（COPD）などである。
これらの日常的疾患は多因子疾患であり、遺伝子-環境因子、遺伝子-遺伝子の交互作用の影響を包括的に捉えるた
めバイオインフォマティックス研究も進めている。また日常的慢性疾患の素因の一部は胎児期に形成されるとい
う Developmental Origins of Health and Disease（DOHaD）仮説を検証すべく、子宮内環境により胎児期のエピ
ゲノム状態が変化して疾患の易罹患生に影響を及ぼすかどうかの検討を行っている。
　これらの取り組みによりゲノムと環境による疾患に対する相加的、相乗的なリスクを知ることで、先制医療や
新しい予防医学に有意義な指針を提唱することを目指している。またパーソナルゲノム時代の到来に備えて、ゲ
ノム解析結果を個人に返却した場合の心理的影響や行動変容に関する社会医学的な取り組みも開始する。大学院
生および大学院研究生には、ゲノム医学、遺伝統計学、疫学、そして分子生物学などの知識や実験手技を教育し、
学際的に広がりを持つ分野を理解してパーソナルゲノム時代に適応した研究を推進できる人材の育成を行う。

( 2 ) 研究活動

疫学フィールドを持つ研究グループとの共同研究のもとで、疾患の発症に及ぼす遺伝子および環境因子およびそ
れらの交互作用の発見と検証を行っている。また疾患の易罹患性や薬剤反応性に関与する遺伝子とその多型を臨
床グループとの共同研究で解析し、さらには得られた遺伝子の機能解析を進めるべく研究を行っている。対照疾
患は、生活習慣病の要である、高血圧、糖尿病、肥満、メタボリックシンドローム、動脈硬化、慢性閉塞性肺疾
患、癌などである。多くの疾患は多因子疾患であり、遺伝子間の相互作用の影響が大きいので、これを包括的に
解析するための手法の開発をバイオインフォマティックスの観点からも進めている。遺伝子多型及び環境因子の
疾患に対する相加的、相乗的なリスクを測ることで、将来的にはオーダーメイド医療時代の新しい診断• 治療指
針の提唱を目指している。さらに、遺伝子多型とエピゲノムとの関係や、遺伝子多型では説明できない個体差と
エピジェノタイプとの関連についての研究も開始している。特に、生活習慣病は、その一部の素因が胎児期に形
成されるという考え方が広く受け入れられるようになってきた。発生発達期の環境変化が疾患感受性や形質多様

環境社会医歯学講座
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性に及ぼす影響を解析することにより、将来の先制的な疾患予防に役立てようと考えている。またパーソナルゲ
ノム情報から、先制• 予防医療に重要な情報を抽出する方法を開発するプロジェクトを立ち上げた。

( 3 ) 教育活動

村松正明：博士課程　疾患予防科学概論
村松正明：修士課程　環境社会医歯学
村松正明：修士課程　英語交渉•ディベート特論
佐藤憲子、村松正明：博士課程　生命科学特論
佐藤憲子：修士課程　生化学
佐藤憲子：修士課程　遺伝医学

( 4 ) 教育方針

本分野では、難治性病態に繋がる生活習慣病の発症に関わる遺伝子、環境因子およびその相互の関連を理解する
ための疫学手法、ゲノム解析手法、エピゲノム解析手法、遺伝統計学的手法、分子生物学的手法を大学院生および
研究生に教育している。これによって学際的に広がりを持つ分子疫学分野を理解し、研究を遂行できる人材の育
成を行っている

( 5 ) 研究業績

[原著]

1. Sariya Dechamethakun, Noriko Sato, Shinobu Ikeda, Motoji Sawabe, Seijiro Mori, Yoshiji Yamada,
Masashi Tanaka Masaaki Muramatsu and Tomio Arai. Association of Macrophage Capping Protein
(CAPG) Arg335His Polymorphism and Cancer Susceptibility in the Elderly Japanese Journal of Geron-
tology and Geriatric Research. 2017.04; 6(2); 417

2. Noriko Sato, Katsuko Sudo, Masayo Mori, Chihiro Imai, Masaaki Muramatsu, Masahiro Sugimoto. Early
gestational maternal low-protein diet diminishes hepatic response to fasting in young adult male mice. Sci
Rep. 2017.08; 7(1); 9812

3. Kumpei Tanisawa, Nobuyoshi Hirose, Yasumichi Arai, Hiroshi Shimokata, Yoshiji Yamada, Hisashi Kawai,
Motonaga Kojima, Shuichi Obuchi, Hirohiko Hirano, Hiroyuki Suzuki, Yoshinori Fujiwara, Yu Taniguchi,
Shoji Shinkai, Kazushige Ihara, Maki Sugaya, Mitsuru Higuchi, Tomio Arai, Seijiro Mori, Motoji Sawabe,
Noriko Sato, Masaaki Muramatsu, Masashi Tanaka. Inverse association between height-increasing alleles
and extreme longevity in Japanese women. J. Gerontol. A Biol. Sci. Med. Sci.. 2017.08;

4. Khin Thet Thet Zaw , Sato Noriko, Ikeda Shinobu, Kaung Si Thu , Naka Mieno Makiko, Arai Tomio, Mori
Seijiro, Furukawa Tetsushi, Sasano Tetsuo, Sawabe Motoji, Tanaka Masashi, Muramatsu Masaaki. Asso-
ciation of ZFHX3 gene variation with atrial fibrillation, cerebral infarction, and lung thromboembolism:
An autopsy study Journal of Cardiology. 2017.08; 70(1-2); 180-184

5. 佐藤 憲子. 【将来に備えて胎児環境を整える-DOHaDを学ぼう-】 DOHaDの基礎　 DOHaDの分子機構
産婦人科の実際. 2017.08; 66(8); 959-966

6. Rina Komazaki, Sayaka Katagiri, Hirokazu Takahashi, Shogo Maekawa, Takahiko Shiba, Yasuo Takeuchi,
Yoichiro Kitajima, Anri Ohtsu, Sayuri Udagawa, Naoki Sasaki, Kazuki Watanabe, Noriko Sato, Naoyuki
Miyasaka, Yuichiro Eguchi, Keizo Anzai, Yuichi Izumi. Periodontal pathogenic bacteria, Aggregatibacter
actinomycetemcomitans affect non-alcoholic fatty liver disease by altering gut microbiota and glucose
metabolism. Sci Rep. 2017.10; 7(1); 13950

7. 佐藤 憲子. 疾患発症前段階の肝臓トランスクリプトーム · メタボローム解析　妊娠前期低タンパク質飼料給
餌 DOHaD動物実験 Medical Science Digest. 2017.12; 43(12); 637-638

環境社会医歯学講座
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[総説]

1. Sariya Dechamethakun, Masaaki Muramatsu. Long noncoding RNA variations in cardiometabolic dis-
eases. J. Hum. Genet.. 2017.01; 62(1); 97-104

2. Kazuki Mochizuki*, Chihiro Imai, Noriko Sato, Takeo Kubota. The roles of epigenetics in developmental
programming/Developmental Origins of Health and Disease theory journal OBM Genetics. 2017.09;

3. Kazuki Mochizuki, Chihiro Imai, Noriko Sato, Takeo Kubota. The roles of epigenetics in developmental
programming/Developmental Origins of Health and Disease theory. OBM Genetics. 2017.10; 1(4);

[講演 · 口頭発表等]

1. Takimoto H, Okamitsu M, Sato N, Kyaw TZ, Htun NC, Imai C, Tsubota Y, Tajirika-Shirai R, Yago S,
Aoyama T, Miyasaka N. Dietary intakes and depressive symptoms among pregnant participants in the
Birth Cohort- Gene and ENvironment Interaction Study of TMDU (BC-GENIST). 第２７回日本疫学会
学術総会 2017.01.27 山梨

2. •Takimoto H, Okamitsu M, Sato N, Kyaw TZ, Htun NC, Imai C, Tsubota Y, Tajirika-Shirai R, Yago
S, Aoyama T, Miyasaka N. Dietary intakes and depressive symptoms among pregnant participants in the
Birth Cohort- Gene and ENvironment Interaction Study of TMDU (BC-GENIST).. 第２７回日本疫学会
学術総会 2017.01.27 山梨

3. 佐藤　憲子. DOHaDとエピジェネティクス. ゲノム創薬 · 医療フォーラム第 7回談話会 2017.05.17 東京

4. Hidemi Takimoto , Motoko Okamitsu , Noriko Sato , Tay Zar Kyaw , Nay Chi Htun , Chihiro Imai ,
Yuiri Tsubota , Reiko Tajirika-Shirai , Satoshi Yago , Tomoko Aoyama , Naoyuki Miyasaka. Dietary
intakes from 3-day weighed dietary records among pregnant participants in the Birth Cohort - Gene and
ENvironment Interaction Study of TMDU (BC-GENIST). The 21st World Congress of Epidemiology
(WCE2017) 2017.08.21

5. Noriko Sato, Hidemi Takimoto, Motoko Okamitsu, Tay Zar Kyaw, Chihiro Imai, Nay Chi Htun, Satoshi
Yago, Tomoko Aoyama, Seiji Yamaguchi and Naoyuki Miyasaka. Study design: the evaluation of in-
terindividual differences in neonatal epigenome - the BC-GENIST project. the 21st World Congress of
Epidemiology, International Epidemiological Association 2017.08.21 Saitama, Japan

6. Hidemi Takimoto, Motoko Okamitsu, Noriko Sato, Tay Zar Kyaw, Nay Chi Htun, Chihiro Imai, Yuiri
Tsubota, Reiko Tajirika-Shirai, Satoshi Yago, Tomoko Aoyama, Naoyuki Miyasaka. Dietary intakes from
3-day weighed dietary records among pregnant participants in the Birth Cohort - Gene and ENvironment
Interaction Study of TMDU (BC-GENIST). the 21st World Congress of Epidemiology, International
Epidemiological Association 2017.08.21 Saitama, Japan

7. 今井 千裕他. 妊娠中の環境要因が影響するエピゲノム変化と母児の健康指標との関連‐ BC-GENIST‐. 第
6回 日本 DOHaD学会学術集会 2017.08.26 早稲田大学

8. 今井 千裕, Shilpa Pavethynath, 瀧本 秀美, 岡光 基子, Tay Zar Kyaw, Nay Chi Thun, 五十嵐 麻子, 青山 友
子, 矢郷 哲志, 不殿 絢子, 宮坂 尚幸, 佐藤 憲子. 妊娠中の環境要因が影響するエピゲノム変化と母児の健康
指標との関連‐ BC-GENIST‐. 第 6回日本 DOHaD学会学術集会 2017.08.27

9. 佐藤憲子. 出生前栄養環境がエピゲノムと健康に及ぼす影響. 日本食品免疫学会第 13回学術大会シンポジウ
ム 2017.11.10 東京

10. 佐藤憲子. 環境がライフコースエピゲノムに及ぼす影響について. 日本人類遺伝学会第 62回大会 2017.11.18
神戸

11. 佐藤憲子. 母児エピゲノムに影響する環境要因の探索ー出生前コホート研究 BC-GENIST. 第 40回日本分子
生物学会年会　 ConBio2017 2017.12.08 神戸

[その他業績]

1. 「 胎生期栄養環境が肝臓の絶食応答に影響を及ぼすことを発見 」生活習慣病発症予防法の開発につながる
可能性 ―, 2017年 08月
Scientific Reports
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研究開発学
Research Development

教員
教授
高瀬浩造

大学院生
博士課程
平林 明美
伊豆上 智子
三浦 明
大城 康全
照屋 秀樹
原茂 順一
島袋　林秀
遠藤　一茂

修士課程（ＭＭＡ）
今雪　宏崇
植松　美知男
門田　美和子
長澤　瑞枝
早尾　弘子
古田　淳一
若林　健吾

( 1 ) 分野概要

大学院医歯学総合研究科環境社会医歯学講座研究開発学分野は、2000年に新設された大学院講座で、教授には当
時医学部附属病院医療情報部教授であった高瀬浩造が就任した。2010年までは、高瀬が医療情報部長を併任して
いたため病院との関係が深かったが、現在は統合情報機構副機構長および CISOを兼務しているため、大学の情報
戦略との関係が深い。また、高瀬が最高裁判所の司法修習委員、東京地方裁判所の裁判所委員を務めており、法
曹界との接点も多い。構成員は、教授の高瀬一人であるが、他大学を含めた連携研究などにより、情報領域 · 医療
訴訟 · 機器開発 · 医療管理を中心に包括的に研究 · 教育を行っている。
修士課程医歯理工学専攻医療管理政策学（ＭＭＡ）の医療管理学コースを担当しており、修士課程学生はこのコー
スに属している。また、博士課程学生の大半は、このコース出身者で占められている。

( 2 ) 研究活動

クリニカルパスの導入
医療訴訟と専門情報
医療事故と医療訴訟
病院経営組織論
医療政策
診療情報の管理と個人情報保護
医療におけるホスピタリティー
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ガイドラインと医療の質
診療科におけるレジデントスキル教育プログラム
患者満足度と患者経験
医療工学的機器開発支援

( 3 ) 教育活動

病院情報管理学
医療における TQM
生物学的バイアスとデータマネジメント
医療政策統計学
Medical Informatics
医療と法律、医療倫理
判事補 · 検事への医療 · 医学研修
一橋大学複合領域コース 健康増進政策論、医学総論、医療危機管理論

( 4 ) 教育方針

医療制度、医療管理、医療周辺技術支援にかかわる研究開発の手法を修得することを目的とし、その過程での問
題解決の手段あるいは研究開発の実践を学習する。

特論では、医学 · 歯学における研究開発プロジェクト策定の手法、臨床応用における問題点の解決、プロジェクト
実行 · 進捗管理の方法について概説する。特に、基礎研究成果を臨床応用する際の、倫理的 · 哲学的問題点、社会
学的問題点、および法的規制との関連に重点を置き、研究への先行投資がいかに実社会に貢献できる可能性があ
るのかについてシミュレーションを行う。

( 5 ) 臨床活動および学外活動

高瀬浩造：最高裁判所司法修習委員
高瀬浩造：東京地方裁判所裁判所委員
高瀬浩造：日本クリニカルパス学会評議員 · 編集委員長

( 6 ) 研究業績

[原著]

1. Rinshu Shimabukuro, Kozo Takase, Sachiko Ohde, Isao Kusakawa. Handheld fetal Doppler device for
assessing heart rate in neonatal resuscitation Pediatrics International. 2017.10; 59; 1069-1073

[社会貢献活動]

1. 司法修習委員会, 最高裁判所, 司法研修所　司法修習委員会, 最高裁判所, 2005年 06月 01日 - 現在

2. 日本クリニカルパス学会誌, 日本クリニカルパス学会, 日本クリニカルパス学会誌, 2013年 11月 01日 - 現在

3. 厚生連 IRB委員長, 日本文化厚生連, 新宿農協会館, 2016年 06月 01日 - 現在

4. 医療の法的責任と院内事故調査, 中野総合病院, 医療安全講習, 中野生協会館, 2017年 01月 16日

5. 新たな時代を迎えたがん免疫療法, 東京医科歯科大学 · ソニー株式会社, 2016年度　クリニカルサミット　
第 2回研究会, 東京医科歯科大学　MDタワー　共用講義室２, 2017年 02月 02日

6. 医療の考え方, 司法研修所, 判事補研究会　医療訴訟, 司法研修所別館, 2017年 02月 21日

7. 裁判官研修, 最高裁判所司法研修所, 2017年 02月 22日 - 2017年 02月 23日



— 251 —

環境社会医歯学講座

8. 診療情報共有改善検討委員会, 京慈恵会医科大学病院, 2017年 03月 23日 - 2017年 06月 05日

9. 医療界と法曹界の相互理解のためのシンポジウム PT, 東京地方裁判所, 医療界と法曹界の相互理解のための
シンポジウム, 東京地方裁判所, 2017年 04月 04日 - 2017年 10月 16日

10. 検察官研修, 法務省, 2017年 05月 22日 - 2017年 05月 26日

11. 医療安全対策における最近の動向, 労働者健康安全機構, 医療安全対策研修, 関東労災病院, 2017年 06月 02日

12. 医療安全と医療訴訟, 愛知医科大学整形外科教室同門会, 医療安全講習会, ＴＫＰガーデンシティー名古屋,
2017年 06月 10日

13. 安全管理委員会外部委員, 中野総合病院, 2017年 10月 10日 - 現在

14. 第 10回東京地裁シンポジウム　医療界と法曹界の相互理解のため, 東京地方裁判所　東京３弁護士会, 2017
年 10月 16日

15. 医療における自己決定支援と医療安全, 全国自治体病院協議会, 平成２９年度　看護管理研修会, 2017年 11
月 30日
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医療政策情報学
Health Policy and Informatics

　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　　授：伏見清秀
　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院生：塚崎朝子、篠田京子、松尾亜矢子、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　對間 (佐野)元子、玉木敏裕、水野裕也、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　大沼哲、本間明、上地英司、佐方信夫、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　市川智光、小段真理子、井上紀彦、平野京子、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　太田美穂子、川﨑健、金沢奈津子、枝窪俊輔、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　矢野好輝、糠谷洋子、渡邊千里、鈴木里彩、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇田晃仁、佐藤友香
　　　　　　　　　　　　　　　　　　研 究 生：井上雅博

( 1 ) 分野概要

○当研究室での研究テーマ
· 情報技術の活用による医療実態の実証的分析から，医療の向上のための政策提言を行うことが研究目的の一つで
す．
· また，どのような情報技術を医療の向上のため活用するべきか，その社会的，技術的要因を，医療経済学，医療
管理学等の広範な視点から調査，研究することも当教室の研究テーマです．
· 研究の対象は，医療提供体制，医療保険等の社会医療システムから，クリニカルパス，病院経営分析，危機管理
等の病院管理，医療管理分野までを含む医療全般です．
具体的には：
１．診断群分類（DPC)と包括評価に関する制度設計、医療評価、医療経済分析
２．厚生医療統計分析による医療機関の機能分化等の我が国の医療のあり方に関する研究
３．医療の標準化と医療情報共有のための情報技術に関する研究
などのテーマで研究を進めています．

○当教室の特徴
· 情報技術を用いて今の医療システムに関する疑問点を分析し，解決策を見いだすことに主眼をおいています．実
施臨床あるいは医療関連の職業に従事して，問題意識を持った方の研究の場を提供したいと考えています．もち
ろん，医歯学部卒直後の人でも，医療全般に問題意識を持ち，情報技術にその解決策を期待している人は歓迎い
たします．情報工学の研究室ではありません．
· 学内各教室および厚生労働省，国立病院機構、他研究施設等との共同研究を実施していきます．

( 2 ) 研究活動

本分野では以下のようなテーマを対象として研究を進めている．
１．医療機関の機能分化と分担連携のあり方について
２．本邦の医療提供体制に即した診断群分類の開発
３．医療の標準化と医療情報共有のための情報技術について
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( 3 ) 教育活動

医療政策情報学特論、医療政策情報学演習、医療政策情報学実験、診療情報管理学を担当、医療において必要な情
報分析基礎能力と情報技術を応用した医療各分野での研究遂行能力の会得を目標とする。

( 4 ) 教育方針

○大学院教育の目標
· 豊富な最新データを用いた実証的な研究を進めながら、医療データ分析、医療評価、政策評価などの方法論を体
得し、原著論文を完成すること

○社会人大学院の研究プログラムの例
· 実地臨床の経験を積みながら，臨床に密接に関連したテーマについて情報技術を用いて医療システムの実証的分
析を行う．
· 行政 · 医療機関管理者等の立場から，統計資料，経営分析データを活用して医療システムの分析を行う．

○必要とされる知識 · 技術 · 条件等
基本的なデータ分析技術（エクセル等の表解析程度ができれば充分）
医療に関する興味と一般的な常識
年間 300～ 500時間程度の研究時間

○教育カリキュラム
セミナー、演習等随時
国内研究会等（年数回）、海外学会等（年１回以上）

( 5 ) 研究業績

[原著]

1. Toshiaki Isogai, Hideo Yasunaga, Hiroki Matsui, Hiroyuki Tanaka, Motoyuki Hisagi, Kiyohide Fushimi.
Factors affecting in-hospital mortality and likelihood of undergoing surgical resection in patients with
primary cardiac tumors. J Cardiol. 2017.01; 69(1); 287-292

2. Takahiro Inoue, Hiroyo Kuwabara, Kiyohide Fushimi. Regional Variation in the Use of Percutaneous
Coronary Intervention in Japan. Circ. J.. 2017.01; 81(2); 195-198

3. Yukiyo Sakamoto, Yasuhiro Yamauchi, Hideo Yasunaga, Hideyuki Takeshima, Wakae Hasegawa, Taisuke
Jo, Hiroki Matsui, Kiyohide Fushimi, Takahide Nagase. Guidelines-concordant empiric antimicrobial
therapy and mortality in patients with severe community-acquired pneumonia requiring mechanical ven-
tilation. Respir Investig. 2017.01; 55(1); 39-44

4. Miho Ishimaru, Sachiko Ono, Sayaka Suzuki, Hiroki Matsui, Kiyohide Fushimi, Hideo Yasunaga. Artificial
nutrition dependence after cetuximab versus cisplatin combined with radiotherapy for advanced head and
neck cancer: A propensity score-matched analysis. Head Neck. 2017.02; 39(2); 320-325

5. Takashi Tagami, Hiroki Matsui, Yuuta Moroe, Reo Fukuda, Ami Shibata, Chie Tanaka, Kyoko Unemoto,
Kiyohide Fushimi, Hideo Yasunaga. Antithrombin use and 28-day in-hospital mortality among severe-burn
patients: an observational nationwide study. Ann Intensive Care. 2017.02; 7(1); 18

6. Yosuke Ono, Sachiko Ono, Hideo Yasunaga, Hiroki Matsui, Kiyohide Fushimi, Yuji Tanaka. Clinical
features and practice patterns of treatment for adrenal crisis: a nationwide cross-sectional study in Japan.
Eur. J. Endocrinol.. 2017.03; 176(3); 329-337

7. Yosuke Ono, Sachiko Ono, Hideo Yasunaga, Hiroki Matsui, Kiyohide Fushimi, Yuji Tanaka. Clinical
characteristics and outcomes of myxedema coma: Analysis of a national inpatient database in Japan. J
Epidemiol. 2017.03; 27(3); 117-122
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8. Yusuke Sasabuchi, Hiroki Matsui, Hideo Yasunaga, Kiyohide Fushimi. Increase in avoidable hospital
admissions after the Great East Japan Earthquake. J Epidemiol Community Health. 2017.03; 71(3);
248-252

9. Maiko Yagi, Hideo Yasunaga, Hiroki Matsui, Kojiro Morita, Kiyohide Fushimi, Masashi Fujimoto, Teruyuki
Koyama, Junko Fujitani. Impact of Rehabilitation on Outcomes in Patients With Ischemic Stroke: A Na-
tionwide Retrospective Cohort Study in Japan. Stroke. 2017.03; 48(3); 740-746

10. Masaya Sato, Ryosuke Tateishi, Hideo Yasunaga, Hiromasa Horiguchi, Hiroki Matsui, Haruhiko Yoshida,
Kiyohide Fushimi, Kazuhiko Koike. The ADOPT-LC score: a novel predictive index of in-hospital mortal-
ity of cirrhotic patients following surgical procedures, based on a national survey. Hepatol. Res.. 2017.03;
47(3); E35-E43

11. Hiroyuki Odagiri, Hideo Yasunaga, Hiroki Matsui, Shigeru Matsui, Kiyohide Fushimi, Mitsuru Kaise.
Hospital volume and adverse events following esophageal endoscopic submucosal dissection in Japan.
Endoscopy. 2017.04; 49(4); 321-326

12. Hiroki Matsui, Taisuke Jo, Kiyohide Fushimi, Hideo Yasunaga. Outcomes after early and delayed reha-
bilitation for exacerbation of chronic obstructive pulmonary disease: a nationwide retrospective cohort
study in Japan. Respir. Res.. 2017.04; 18(1); 68

13. Takeshi Oichi, Hirotaka Chikuda, Junichi Ohya, Ryo Ohtomo, Kojiro Morita, Hiroki Matsui, Kiyohide
Fushimi, Sakae Tanaka, Hideo Yasunaga. Mortality and morbidity after spinal surgery in patients with
Parkinson’s disease: a retrospective matched-pair cohort study. Spine J. 2017.04; 17(4); 531-537

14. Masato Takeuchi, Hideo Yasunaga, Hiroki Matsui, Kiyohide Fushimi. Pediatric urolithiasis associated
with acute gastroenteritis: an inpatient database study in Japan. Eur. J. Pediatr.. 2017.04; 176(4);
501-507

15. Yoshifumi Mizobuchi, Keiji Muramatsu, Makoto Ohtani, Junichiro Satomi, Kiyohide Fushimi, Shinya
Matsuda, Shinji Nagahiro. The Current Status of Microvascular Decompression for the Treatment of
Hemifacial Spasm in Japan: An Analysis of 2907 Patients Using the Japanese Diagnosis Procedure Com-
bination Database. Neurol. Med. Chir. (Tokyo). 2017.04; 57(4); 184-190

16. Shotaro Aso, Hiroki Matsui, Kiyohide Fushimi, Hideo Yasunaga. Resuscitative endovascular balloon occlu-
sion of the aorta or resuscitative thoracotomy with aortic clamping for noncompressible torso hemorrhage:
A retrospective nationwide study. J Trauma Acute Care Surg. 2017.05; 82(5); 910-914

17. Toshiaki Isogai, Hiroki Matsui, Hiroyuki Tanaka, Naoto Yokogawa, Kiyohide Fushimi, Hideo Yasunaga.
Treatments and in-hospital mortality in acute myocardial infarction patients with rheumatoid arthritis: a
nationwide retrospective cohort study in Japan. Clin. Rheumatol.. 2017.05; 36(5); 995-1004

18. Yukiyo Sakamoto, Yasuhiro Yamauchi, Hideo Yasunaga, Hideyuki Takeshima, Wakae Hasegawa, Taisuke
Jo, Yusuke Sasabuchi, Hiroki Matsui, Kiyohide Fushimi, Takahide Nagase. Development of a nomogram
for predicting in-hospital mortality of patients with exacerbation of chronic obstructive pulmonary disease.
Int J Chron Obstruct Pulmon Dis. 2017.05; 12; 1605-1611

19. Kojiro Morita, Hiroki Matsui, Kiyohide Fushimi, Hideo Yasunaga. Association between Nurse Staffing and
In-Hospital Bone Fractures: A Retrospective Cohort Study. Health Serv Res. 2017.06; 52(3); 1005-1023

20. Akahito Sako, Hideo Yasunaga, Hiroki Matsui, Kiyohide Fushimi, Hidetaka Hamasaki, Hisayuki Kat-
suyama, Tetsuro Tsujimoto, Atsushi Goto, Hidekatsu Yanai. Hospitalization with hypoglycemia in pa-
tients without diabetes mellitus: A retrospective study using a national inpatient database in Japan,
2008-2012. Medicine (Baltimore). 2017.06; 96(25); e7271

21. Hironori Uematsu, Kazuto Yamashita, Susumu Kunisawa, Kiyohide Fushimi, Yuichi Imanaka. Estimating
the disease burden of methicillin-resistant Staphylococcus aureus in Japan: Retrospective database study
of Japanese hospitals. PLoS ONE. 2017.06; 12(6); e0179767

22. Y Sasabuchi, H Yasunaga, H Matsui, A K Lefor, K Fushimi, M Sanui. Epidural analgesia is infrequently
used in patients with acute pancreatitis : a retrospective cohort study. Acta Gastroenterol. Belg.. 2017.06;
80(3); 381-384
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23. Shinichiro Kobori, Tatsuhiko Kubo, Makoto Otani, Keiji Muramatsu, Yoshihisa Fujino, Hiroaki Adachi,
Hiromasa Horiguchi, Kiyohide Fushimi, Shinya Matsuda. Coexisting infectious diseases on admission as
a risk factor for mechanical ventilation in patients with Guillain-Barré syndrome. J Epidemiol. 2017.07;
27(7); 311-316

24. Tomoki Wada, Hideo Yasunaga, Kent Doi, Hiroki Matsui, Kiyohide Fushimi, Yoichi Kitsuta, Susumu
Nakajima. Relationship between hospital volume and outcomes in patients with traumatic brain injury:
A retrospective observational study using a national inpatient database in Japan. Injury. 2017.07; 48(7);
1423-1431

25. Toru Sugihara, Hideo Yasunaga, Hiroki Matsui, Go Nagao, Akira Ishikawa, Tetsuya Fujimura, Hiroshi
Fukuhara, Kiyohide Fushimi, Makoto Ohori, Yukio Homma. Accessibility to surgical robot technology
and prostate-cancer patient behavior for prostatectomy. Jpn. J. Clin. Oncol.. 2017.07; 47(7); 647-651

26. Tomoki Wada, Hideo Yasunaga, Hayato Yamana, Hiroki Matsui, Takehiro Matsubara, Kiyohide Fushimi,
Susumu Nakajima. Development and validation of a new ICD-10-based trauma mortality prediction
scoring system using a Japanese national inpatient database. Inj. Prev.. 2017.08; 23(4); 263-267

27. Toshiaki Isogai, Hiroki Matsui, Hiroyuki Tanaka, Kiyohide Fushimi, Hideo Yasunaga. In-hospital man-
agement and outcomes in patients with peripartum cardiomyopathy: a descriptive study using a national
inpatient database in Japan. Heart Vessels. 2017.08; 32(8); 944-951

28. Motoko Sano, Kiyohide Fushimi. Association of Palliative Care Consultation With Reducing Inpatient
Chemotherapy Use in Elderly Patients With Cancer in Japan: Analysis Using a Nationwide Administrative
Database. Am J Hosp Palliat Care. 2017.08; 34(7); 685-691

29. Masao Iwagami, Hideo Yasunaga, Hiroki Matsui, Hiromasa Horiguchi, Kiyohide Fushimi, Eisei Noiri,
Masaomi Nangaku, Kent Doi. Impact of end-stage renal disease on hospital outcomes among patients
admitted to intensive care units: A retrospective matched-pair cohort study. Nephrology (Carlton).
2017.08; 22(8); 617-623

30. Wakae Hasegawa, Yasuhiro Yamauchi, Hideo Yasunaga, Hideyuki Takeshima, Yukiyo Sakamoto, Taisuke
Jo, Yusuke Sasabuchi, Hiroki Matsui, Kiyohide Fushimi, Takahide Nagase. Prognostic nomogram for
inpatients with asthma exacerbation. BMC Pulm Med. 2017.08; 17(1); 108

31. Daisuke Shinjo, Hisateru Tachimori, Keiko Sakurai, Tetsu Ohnuma, Kenji Fujimori, Kiyohide Fushimi.
Factors affecting prolonged length of stay in psychiatric patients in Japan: A retrospective observational
study. Psychiatry Clin. Neurosci.. 2017.08; 71(8); 542-553

32. Hirokazu Urushiyama, Taisuke Jo, Hideo Yasunaga, Yasuhiro Yamauchi, Hiroki Matsui, Wakae Hasegawa,
Hideyuki Takeshima, Yoshihisa Hiraishi, Akihisa Mitani, Kiyohide Fushimi, Takahide Nagase. Adjuvant
chemotherapy versus chemoradiotherapy for small cell lung cancer with lymph node metastasis: a ret-
rospective observational study with use of a national database in Japan. BMC Cancer. 2017.09; 17(1);
613

33. Hayato Yamana, Mutsuko Moriwaki, Hiromasa Horiguchi, Mariko Kodan, Kiyohide Fushimi, Hideo Ya-
sunaga. Validity of diagnoses, procedures, and laboratory data in Japanese administrative data. J Epi-
demiol. 2017.10; 27(10); 476-482

34. Manabu Kawata, Yusuke Sasabuchi, Hiroshi Inui, Shuji Taketomi, Hiroki Matsui, Kiyohide Fushimi, Hiro-
taka Chikuda, Hideo Yasunaga, Sakae Tanaka. Annual trends in knee arthroplasty and tibial osteotomy:
Analysis of a national database in Japan. Knee. 2017.10; 24(5); 1198-1205

35. Daisuke Shinjo, Kiyohide Fushimi. The degree of severity and trends in hospital standardized mortality
ratios in Japan between 2008 and 2012: a retrospective observational study. Int J Qual Health Care.
2017.10; 29(5); 705-712

36. Kojiro Morita, Hiroki Matsui, Hayato Yamana, Kiyohide Fushimi, Tomoaki Imamura, Hideo Yasunaga.
Association between advanced practice nursing and 30-day mortality in mechanically ventilated critically
ill patients: A retrospective cohort study. J Crit Care. 2017.10; 41; 209-215

37. Taisuke Jo, Hideo Yasunaga, Yusuke Sasabuchi, Nobuaki Michihata, Kojiro Morita, Yasuhiro Yamauchi,
Wakae Hasegawa, Hideyuki Takeshima, Yukiyo Sakamoto, Hiroki Matsui, Kiyohide Fushimi, Takahide
Nagase. Association between dementia and discharge status in patients hospitalized with pneumonia.
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38. Toshiaki Isogai, Hiroki Matsui, Hiroyuki Tanaka, Kiyohide Fushimi, Hideo Yasunaga. Seasonal variation
in patient characteristics and in-hospital outcomes of Takotsubo syndrome: a nationwide retrospective
cohort study in Japan. Heart Vessels. 2017.10; 32(10); 1271-1276

39. Sandeep Shakya, Hiroki Matsui, Kiyohide Fushimi, Hideo Yasunaga. In-hospital complications after
implantation of cardiac implantable electronic devices: Analysis of a national inpatient database in Japan.
J Cardiol. 2017.11; 70(5); 405-410

40. Masaya Sato, Ryosuke Tateishi, Hideo Yasunaga, Hiroki Matsui, Hiromasa Horiguchi, Kiyohide Fushimi,
Kazuhiko Koike. Mortality and hemorrhagic complications associated with radiofrequency ablation for
treatment of hepatocellular carcinoma in patients on hemodialysis for end-stage renal disease: A nation-
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[総説]

1. 伏見清秀. DPCを用いた医療評価 病院. 2017.02; 76(2); 105-108

2. 伏見清秀. 平成 28年度 DPC改定を検証する 病院経営MASTER. 2017.02; 5(5);

3. 伏見清秀. DPC 制度と地域医療構想から見るこれからの日本の医療のあり方 共済医報. 2017.05; 66(2);
107-113

4. 伏見清秀. DPCと脳卒中医療 日本医師会雑誌. 2017.06; 146(1); S329-S330

[講演 · 口頭発表等]

1. 森脇睦子，伏見清秀，長谷川友紀，後信，小松康宏，尾林聡，鳥羽三佳代，堀口裕正，安樂真樹. DPCデー
タによる医療安全指標の検討と我が国の実態. 第 19回医療マネジメント学会学術集会 2017.07.07 宮城

2. 鳥羽三佳代, 森脇睦子, 尾林聡, 伏見清秀. 術後感染予防抗菌薬適正使用化 PDCA活動-DPCデータを用いた
可視化とアウトカム評価-. 第 19回医療マネジメント学会学術集会 2017.07.07 宮城

3. 鳥羽三佳代, 森脇睦子, 大島乃里子, 若菜公雄, 宮坂尚幸, 伏見清秀. DPCデータを用いた子宮摘出術の入院
死亡と術後合併症のリスク因子の検討. 第 29回婦人科腫瘍学会 2017.07.27 熊本

4. 森脇睦子，梯正之，伏見清秀. 病院機能と地域医療提供体制が及ぼす大病院外来の軽症患者受診減少に関す
る検討. 第 55回日本医療 · 病院管理学会学術総会 2017.09.17 東京

5. 鳥羽三佳代, 森脇睦子, 尾林聡, 伏見清秀. 一般病棟における転倒転落事例発生と重症度、医療 · 看護必要度
との関連についての検討. 第 55回日本医療 · 病院管理学会学術総会 2017.09.17 東京

6. 森脇睦子, 山名隼人, 今井志乃ぶ, 堀口裕正, 梯正之, 伏見清秀. 大病院を時間外受診する軽症患者の識別と推
計. 日本臨床疫学会第 1回年次学術大会 2017.09.30 東京

7. Shinjo, D., Sato, D., Wada, H., Ishikawa, K.B., Fushimi, K.. Prediction model of 30-day unplanned
readmission in patients with acute myocardial infarction in Japan. 33rd PCSI (Patient Classification
Systems International) Conference 2017.10.09 Sydney, Australia

8. 森脇睦子, 山名隼人, 今井志乃ぶ, 堀口裕正,梯正之, 伏見清秀. 大病院を時間外受診する軽症患者の識別と推
計. 第 76回日本公衆衛生学会総会 2017.10.31 鹿児島

9. 森脇睦子，鳥羽三佳代，尾林聡，伏見清秀. 75歳以上退院患者の 入院中の予期せぬ骨折発症率に関するリ
スク分析. 第 12回医療の質 · 安全学会学術集会 2017.11.25 千葉

10. 鳥羽三佳代，森脇睦子，増田孝広，森下幸治，田中よし子，小野和代，田中直文，尾林聡，伏見清秀. 一般
病棟における「重症度、医療、看護必要度』と転倒転落の関連についての検討. 第 12回医療の質 · 安全学会
学術集会 2017.11.25 千葉
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先進倫理医科学
Life Sciences and Bioethics

吉田　雅幸
江花　有亮
甲畑　宏子
大坂　瑞子
神田英一郎

( 1 ) 分野概要

研究倫理に関する教育を展開する支援体制作りを通して医学研究の進展に貢献するべく欧米などとの比較検討を
行い、同時に国内の倫理審査委員会のサポートを行っている。研究の科学性と倫理性を担保するため、全学の医
療者、研究者を対象とした研究倫理講習会の実施や学内における研究倫理における啓蒙活動を続けている。さら
に臨床機能としての遺伝子診療科における遺伝子検査技術の進展や検査受診前後の十分なカウンセリングの提供
体制を確立している。遺伝子診療科では臨床遺伝専門医研修施設として新たな遺伝専門医の育成と認定遺伝カウ
ンセラーなどの医療職の研修を行っている。

( 2 ) 研究活動

遺伝子診療科の臨床業務に関連して、種々の遺伝性疾患の原因遺伝子解明に関する検査手法の開発、遺伝疾患の
個別性と共通性に注目し、職種 · 領域を超えたチーム医療を実践するためのツール開発としての種々の研究を展開
している。
また、実践的研究領域として生活習慣病とくに動脈硬化症や脂質異常症、遺伝性不整脈の病因解明 · 治療法の開発
に関わる基礎 · 臨床研究も行っている。

( 3 ) 教育活動

遺伝カウンセリングにおいては、実践を通して医療における倫理的側面を考察することで、医療者に関する教育
を展開することに意義がある。従って学部においては、実際の最先端医療における倫理的課題について、遺伝子
診療科における遺伝カウンセリング症例などを元に講義を担当している。
研究倫理に関しては、昨今の社会状況も鑑み、基礎教育の段階から研究倫理に関する教育を展開する必要性を重
視し、学部教育では卒業研究 · 論文などにおける研究倫理を、大学院教育では、研究者としての第一歩を踏み出す
大学院生を対象に、研究倫理について講義を行っている。

( 4 ) 臨床活動および学外活動

遺伝子診療科として、様々な遺伝性疾患の原因検索や疾患の診断 · 治療についての患者 · クライアントからの相
談に対応している。当科は臨床遺伝専門医の研修施設に指定され、現在も 10名の医師 · 歯科医師が研修を行って
いる。
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( 5 ) 研究業績

[原著]

1. Nakazawa Harumasa, Chang Kyungho, Shinozaki Shohei, Yasukawa Takashi, Ishimaru Kazuhiro, Ya-
suhara Shingo, Yu Yong-Ming, Martyn J A Jeevendra, Tompkins Ronald G, Shimokado Kentaro, Kaneki
Masao. iNOS as a Driver of Inflammation and Apoptosis in Mouse Skeletal Muscle after Burn Injury:
Possible Involvement of Sirt1 S-Nitrosylation-Mediated Acetylation of p65 NF-kappaB and p53. PLoS
One. 2017; 12(1); e0170391

2. Islam Md Monirul, Sato Shinobu, Shinozaki Shingo, Takenaka Shigeori. Cyclic ferrocenylnaphthalene
diimide derivative as a new class of G-quadruplex DNA binding ligand. Bioorg Med Chem Lett. 2017.01;
27(2); 329-335

3. 江花 有亮. 心房細動における上大静脈の不整脈原性に臨床的および遺伝的因子が及ぼす影響 (Impact of
Clinical and Genetic Factors on Superior Vena Cava Arrhythmogenicity in Atrial Fibrillation) 日本循環
器学会学術集会抄録集. 2017.03; 81回; OJ-114

4. 古川 哲史, Liu Lian, Ebana Yusuke, Nitta Jun-ichi, Takahashi Yoshihida, Miyazaki Shinsuke, Komura
Masatoshi, Tanaka Toshihiro, Isobe Mitsuaki. 心房細動の遺伝的背景 (Genetic Background of Atrial Fib-
rillation) 日本循環器学会学術集会抄録集. 2017.03; 81回; TP2-1

5. Ebana Yusuke. 遺伝的情報に基づく精密医療 関連経路および共通ゲノム構造を検出するためのGWASと配
列データの複合解析 (Precision Medicine Based on Genetic Information Combined Analysis Using GWAS
and Array Data Detecting Associated Pathway and Shared Genomic Structure) 日本循環器学会学術集会
抄録集. 2017.03; 81回; SY14-3

6. Shintaro Akiyama, Toshimitsu Fujii, Katsuyoshi Matsuoka, Ebana Yusuke, Mariko Negi, Kento Take-
naka, Masakazu Nagahori, Kazuo Ohtsuka, Mitsuaki Isobe, Mamoru Watanabe. Endoscopic features and
genetic background of inflammatory bowel disease complicated with Takayasu arteritis. J. Gastroenterol.
Hepatol.. 2017.05; 32(5); 1011-1017

7. Miyachi Y, Tsuchiya K, Komiya C, Shiba K, Shimazu N, Yamaguchi S, Deushi M, Osaka M, Inoue K,
Sato Y, Matsumoto S, Kikuta J, Wake K, Yoshida M, Ishii M, Ogawa Y.. Roles for Cell-Cell Adhesion and
Contact in Obesity-Induced Hepatic Myeloid Cell Accumulation and Glucose Intolerance. Cell Reports.
2017.05; 18(11); 2766-2779

8. 甲畑 宏子, 由良 敬, 吉田 雅幸. 日本人大学生の遺伝性乳がんに関する意識調査　中間報告 日本遺伝カウン
セリング学会誌. 2017.05; 38(2); 72

9. Siew-Kee Low, Atsushi Takahashi, Yusuke Ebana, Kouichi Ozaki, Ingrid E Christophersen, Patrick T
Ellinor, , Soichi Ogishima, Masayuki Yamamoto, Mamoru Satoh, Makoto Sasaki, Taiki Yamaji, Mo-
toki Iwasaki, Shoichiro Tsugane, Keitaro Tanaka, Mariko Naito, Kenji Wakai, Hideo Tanaka, Tetsushi
Furukawa, Michiaki Kubo, Kaoru Ito, Yoichiro Kamatani, Toshihiro Tanaka. Identification of six new
genetic loci associated with atrial fibrillation in the Japanese population. Nat. Genet.. 2017.06; 49(6);
953-958

10. Ohigashi Hirokazu, Tamura Natsuko, Ebana Yusuke, Harigai Masayoshi, Maejima Yasuhiro, Ashikaga
Takashi, Isobe Mitsuaki. グルココルチコイド不応性の難治性高安動脈炎患者に対する免疫抑制剤および
生物学的製剤の効果 (Effects of immunosuppressive and biological agents on refractory Takayasu arteritis
patients unresponsive to glucocorticoid treatment) Journal of Cardiology. 2017.06; 69(5-6); 774-778

11. Hiroko Terui-Kohbata, Masayuki Yoshida. Current condition of genetic medicine for hereditary breast
cancer. Molecular and Clinical Oncology. 2017.07; 7(1); 98-102

12. 藤井 俊光, 秋山 慎太郎, 松岡 克善, 江花 有亮, 根木 真理子, 竹中 健人, 齊藤 詠子, 長堀 正和, 大塚 和朗, 磯
部 光章, 渡辺 守. 高安動脈炎に合併した炎症性腸疾患の遺伝的背景と腸炎の表現形 日本臨床免疫学会会誌.
2017.08; 40(4); 320

13. 甲畑 宏子 [ 照井 ] , 四元 淳子, 青木 美保, 大石 陽子, 内田 信之, 赤木 究, 吉田 雅幸. 遺伝性乳がん · 卵巣が
ん症候群における遺伝カウンセリング受診の障壁に関する多施設調査 医療と社会. 2017.09; 27(2); 261-275
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14. Yusuke Ebana, Kouichi Ozaki, Lian Liu, Hitoshi Hachiya, Kenzo Hirao, Mitsuaki Isobe, Michiaki Kubo,
Toshihiro Tanaka, Tetsushi Furukawa. Clinical utility and functional analysis of variants in atrial fibrillation-
associated locus 4q25. J Cardiol. 2017.10; 70(4); 366-373

15. Shinsuke Miyazaki, Yusuke Ebana, Lian Liu, Hiroaki Nakamura, Hitoshi Hachiya, Hiroshi Taniguchi,
Takamitsu Takagi, Takatsugu Kajiyama, Tomonori Watanabe, Miyako Igarashi, Shigeki Kusa, Takashi Ni-
ida, Yoshito Iesaka, Tetsushi Furukawa. Chromosome 4q25 variants and recurrence after second-generation
cryoballoon ablation in patients with paroxysmal atrial fibrillation. Int. J. Cardiol.. 2017.10; 244; 151-157

16. Ebana Yusuke, Ozaki Kouichi, Liu Lian, Hachiya Hitoshi, Hirao Kenzo, Isobe Mitsuaki, Kubo Michiaki,
Tanaka Toshihiro, Furukawa Tetsushi. 心房細動関連遺伝子座 4q25におけるバリアントの臨床的有用性と
機能解析 (Clinical utility and functional analysis of variants in atrial fibrillation-associated locus 4q25)
Journal of Cardiology. 2017.10; 70(3-4); 366-373

17. 甲畑 宏子 [ 照井 ] , 高橋 沙矢子, 吉田 雅幸. 遺伝カウンセリング記録の研究利用に関する実態調査 日本遺
伝カウンセリング学会誌. 2017.10; 38(3); 69-75

18. Yusuke Ebana, Junichi Nitta, Yoshihide Takahashi, Shinsuke Miyazaki, Masahito Suzuki, Lian Liu, Kenzo
Hirao, Eiichiro Kanda, Mitsuaki Isobe, Tetsushi Furukawa. Association of the Clinical and Genetic Factors
With Superior Vena Cava Arrhythmogenicity in Atrial Fibrillation. Circ. J.. 2017.12; 82(1); 71-77

19. Takahashi Sayako, Terui-Kohbata Hiroko, Ebana Yusuke, Yoshida Masayuki. Analysis of the Present
Recognition Toward a Central IRB (cIRB) System in Japanese Medical Schools JOURNAL OF EMPIR-
ICAL RESEARCH ON HUMAN RESEARCH ETHICS. 2017.12; 12(5); 394-395

20. Ebana Yusuke, Nitta Junichi, Takahashi Yoshihide, Miyazaki Shinsuke, Suzuki Masahito, Liu Lian, Hirao
Kenzo, Kanda Eiichiro, Isobe Mitsuaki, Furukawa Tetsushi. 心房細動における上大静脈催不整脈性と臨
床的 · 遺伝的因子との関連 (Association of the Clinical and Genetic Factors With Superior Vena Cava
Arrhythmogenicity in Atrial Fibrillation) Circulation Journal. 2017.12; 82(1); 71-77

21. 高橋沙綾子, 甲畑宏子, 江花有亮, 小笹由香, 高木正稔, 工藤篤, 吉田雅幸. Von Hippel-Lindau病家系の遺伝
カウンセリングを通して明らかになった診療科連携の重要性 第 23回日本遺伝子診療学会プログラム抄録集.
89

[総説]

1. 江花有亮. 臨床研究に求められる倫理 —公正な研究に向けてー 内分泌 · 糖尿病 · 代謝内科. 2017.08; 45(2);
86-90

2. 谷　真理子. 脂質の過剰摂取が血管炎症に及ぼす影響 日本未病システム学会誌. 2017.08; 23(2); 86-90

[講演 · 口頭発表等]

1. Yusuke Ebana. Combined Analysis Using GWAS and Array Data Detecting Associated Pathway and
Shared Genomic Structure. 第 81回日本循環器学会学術集会 2017.03.17

2. Mizuko Osaka, Masayuki Yoshida.. Neutrophil-depletion prevents development of atherosclerosis in LDLR
null mice. 第 81回日本循環器学会学術集会 2017.03.17 金沢

3. 谷　真理子、大坂　瑞子、靏　裕美、鎌田　悠子、出牛　三千代、吉田　雅幸. 7-ketocholesterolは p38MAPK
経路を介して白血球の血管内皮への接着を亢進する. 第 40回日本バイオレオロジー学会年会 2017.05.27

4. 大坂　瑞子、出牛　三千代、鶴　裕美、吉田　雅幸. 動脈硬化巣形成における好中球の重要性. 第 3回 J-ISCP
学術集会 2017.06.17 東京

5. 谷 真理子、大坂 瑞子、神田 英一郎、才田 恵美、樅山 幸彦、吉田 雅幸. 高齢冠動脈疾患患者における血中
C5a濃度測定の有用性. 第 3回 J-ISCP学術集会 2017.06.17

6. 甲畑（照井）宏子, 由良敬, 吉田雅幸. 日本人大学生の遺伝性乳がんに関する意識調査―中間報告—. 第 41回
日本遺伝カウンセリング学会学術集会 2017.06.23

7. 大坂　瑞子、出牛　三千代、鶴　裕美、吉田　雅幸. アテローム性動脈硬化症の進展における好中球の重要
性. 第４９回日本動脈硬化学会総会 · 学術集会 2017.07.06 広島
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8. 谷 真理子、大坂 瑞子、神田 英一郎、才田 恵美、樅山 幸彦、吉田 雅幸. 高齢の冠動脈疾患例における血中
C5a濃度測定の有用性. 第 49回日本動脈硬化学会総会 · 学術集会 2017.07.06

9. 大坂　瑞子、出牛　三千代、吉田　雅幸. 高脂肪食誘発性の動脈硬化巣形成には好中球細胞外トラップ形成
が関与する. 第 25回日本血管生物医学会学術集会（心血管代謝週間 2017） 2017.12.08 大阪

[Works]

1. CoDP, データベース, 2013年 04月 - 現在

[受賞]

1. 第 8回ロート女性健康科学研究賞, ロート製薬株式会社, 2017年 05月

[その他業績]

1. 心房細動に関わる新しい遺伝子マーカ―を同定—心房細動の遺伝的人種差と発症メカニズムの解明に貢献—,
2017年 04月
Nature Genetics

2. AMED研究公正高度化モデル開発支援事業キックオフ · シンポジウム「臨床研究の質の担保に必要な倫理
教育ー臨床研究法案成立ー」, 2017年 06月
成立した臨床研究法案を踏まえ、臨床研究の質の担保に必要な倫理教育というテーマで開催。倫理審査委員
会をサポートするプロフェッショナルの育成について、米国の取り組みなどを紹介。

3. 第 3回 J-ISCP学術集会, 2017年 07月
第三回 J-ISCP学術集会の学会事務局運営を行った。具体的にはプログラム作成、招待講演者の決定、その
ほかの事前準備全般と、当日運営の指揮を行った。

4. 「日本人に多い上大静脈起源の心房細動の遺伝的リスク因子を世界で初めて同定」, 2017年 08月
Circulation Journal

5. 文部科学省科学研究費補助金、若手研究（Ｂ）
新たなタンパク質修復機構 S-ニトロソ化による糖脂質代謝異常 · 慢性炎症連関の解明（平成 28年 ∼平成
29年）

6. 武田科学振興財団、医学系研究奨励継続助成
メタボリックシンドローム病態形成と慢性炎症を結ぶミッシングリンクの解明（平成 28年 ∼平成 30年）

7. 文部科学省科学研究費補助金、挑戦的萌芽研究
新たな細胞保護機構脱ニトロソ化に基づく敗血症心筋障害制御機構の解明と治療薬の探索
分担研究者（代表：谷岡利裕 [ 昭和大学薬学部 ] ）（平成 28年 ∼平成 29年）

[社会貢献活動]

1. がんレクチャー『がんと遺伝』, 臨床腫瘍センター, 東京医科歯科大学医学部附属病院, 2017年 01月 10日
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法歯学
Forensic Dentistry

教　　授　櫻田　宏一
特任助教　宇都野　創
特任助教　石井　名実子
大学院生　峰岸　沙希

( 1 ) 分野概要

　法歯学（歯科法医学）は、犯罪に関連するご遺体や生体試料からの個人識別はもとより、近年多発する大事故や
大災害での歯科所見による身元確認という、社会的に重要な任務を担っている。特に、平成 24年 6月に死因究明
二法といわれる法律が成立して以降、個人識別に関する研究、鑑定および教育の推進がさらに求められるように
なった。当教室では、最新の分子生物学的手法や画像解析技術を用いた、歯や骨などの硬組織、軟組織や体液、あ
るいは顔画像からの個人識別を主な業務としている。

( 2 ) 研究活動

1. 個人識別に関する研究
●　歯科所見を用いた身元確認に関する研究
●　歯 · 骨等の硬組織、軟組織および体液等を用いた研究
●　復顔 · 顔画像解析に関する研究
2. 虐待とネグレクト
3. 歯科医療事故と医療訴訟
4. 歯科医療制度問題
5. 法中毒

( 3 ) 教育活動

　学部学生に対しては、死因究明制度と歯科医師との関連を理解させ、その上で、歯科所見を用いた身元確認が
歯科医師として社会から求められている大きな役割の一つであることを理解させる。また、学生の多くは、やが
て地域で警察行政に携わる機会を持つことが想定され、死者の人権、そして公衆衛生の向上に寄与するためにも、
その基礎となる死体現象や死因の特定など、法医学を理解させる。大学院生に対しては、歯科法医学の研究領域
を理解させ、自ら研究課題を立案し、研究を進められる能力を養う。また法医解剖を通した実践的な個人識別法
を学び、その重要性を理解させる。

( 4 ) 教育方針

実務と研究の両輪を実践できる環境の中でこそ、学生にとってより効果的な教育が達成できるものと考えている。

( 5 ) 臨床活動および学外活動

法医解剖における身元不明死体の個人識別や関連する鑑定実務。事故や災害時での身元確認作業。各種自治体等
が行う防災訓練や身元確認研修への参加。
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( 6 ) 研究業績

[原著]

1. Tomoko Akutsu, Hisako Saito, Hirotaro Iwase, Ken Watanabe, Ayari Takamura, Koichi Sakurada, Sachio
Miyasaka. The applicability of ELISA detection of gastric mucosa-expressing proteins for the identification
of vomit. Int. J. Legal Med.. 2017.03; 131(2); 359-364

2. Suguru Torimitsu, Yohsuke Makino, Hisako Saitoh, Ayaka Sakuma, Namiko Ishii, Daisuke Yajima, Go
Inokuchi, Ayumi Motomura, Fumiko Chiba, Rutsuko Yamaguchi, Mari Hashimoto, Yumi Hoshioka, Hiro-
taro Iwase. Stature estimation in a contemporary Japanese population based on clavicular measurements
using multidetector computed tomography. Forensic Sci. Int.. 2017.06; 275; 316.e1-316.e6

3. Ken Watanabe, Tomoko Akutsu, Ayari Takamura, Koichi Sakurada. Practical evaluation of an RNA-based
saliva identification method. Sci. Justice. 2017.11; 57(6); 404-408

[書籍等出版物]

1. 櫻田　宏一. 歯は雄弁に語る ～歯と骨からの年齢推定～. デンタルダイヤモンド社, 2017.01

2. 櫻田　宏一. 歯は雄弁に語る ～ラセミ化と放射性同位体を用いた年齢推定～. デンタルダイヤモンド社,
2017.02

3. 櫻田　宏一. 歯は雄弁に語る ～歯と骨からの性別推定～. デンタルダイヤモンド社, 2017.03

4. 櫻田　宏一. 歯は雄弁に語る ～歯痕と虐待～. デンタルダイヤモンド社, 2017.04

5. 櫻田　宏一. 歯は雄弁に語る ～歯からの血液型と DNA型～. デンタルダイヤモンド社, 2017.05

6. 櫻田　宏一. サリン中毒に効果的な解毒剤の候補化合物を合成. 化学, 2017.06

7. 櫻田　宏一. 歯は雄弁に語る ～ 1本の歯が持つ力と法歯学の未来～. デンタルダイヤモンド社, 2017.06

8. 高橋　雅典、都築　民幸、山田　良広、櫻田　宏一、他. 法歯科医学. 2017.11 (ISBN : 978-4-8160-1333-1)

[総説]

1. 櫻田　宏一. 唾液からの個人識別 東京都歯科医師会雑誌. 2017.07; 65(7); 3-10

2. 櫻田　宏一. 生体試料に関わる物体検査の現在 ～唾液証明を中心に～ 犯罪学雑誌. 2017.12; 83(6); 150-157

[講演 · 口頭発表等]

1. 櫻田　宏一. 法医歯学領域の使命とは～個人識別～. 平成 28年度第 6回記者懇談会 2017.02.16 東京医科歯
科大学

2. 櫻田　宏一. 法歯学の使命とは. 第 2回京都法歯学セミナー 2017.03.04 京都府立医科大学

3. 大谷　進，井口　蘭，猩々　英紀，安達　登，峰岸　沙希，櫻田　宏一，則竹　香菜子，船越　丈司，上村
　公一．. 硬組織における D-アスパラギン酸の比較. 第 101次日本法医学会学術全国集会 2017.06.08 岐阜
市　長良川国際会議場

4. 宇都野　創，石井　名実子，峰岸　沙希，櫻田　宏一．. 日本人男性頭蓋骨からの鼻下点推定に関する研究.
第 101次日本法医学会学術全国集会 2017.06.08 岐阜市　長良川国際会議場

5. 峰岸　沙希，石井　名実子，宇都野　創，則竹　香菜子，船越　丈司，上村　公一，咲間　彩香，斉藤　久
子，大谷　進，櫻田　宏一．. 歯を用いたアミノ酸ラセミ化による年齢推定法のための標準試料作製に関す
る基礎的研究. 第 101次日本法医学会学術全国集会 2017.06.09 岐阜市　長良川国際会議場

6. Hajime Utsuo, Toru Kageyama, Keiichi Uchida, Kazuhiko Kibayashi, Koichi Sakurada . Establishment of
prediction Method for Mid-Facial Region of Unknown Human Mongoloid Skeletal Remains . 17th Meeting
of the International Association for Craniofacial Identification 2017.07.17 Australia

7. 櫻田　宏一. 犯罪捜査～身元を明らかにすることの意義～. 東京医科歯科大学オープンキャンパス 2017.07.28
東京医科歯科大学
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8. 斉藤　久子，咲間　彩香，石井　名実子，宇都野　創，峰岸　沙希，矢島　大介，猪口　剛，本村　あゆみ，
槇野　陽介，千葉　文子，鳥光　優，櫻田　宏一，岩瀬　博太郎. 死後 CT再構成画像が口腔内所見採取に
おいて有用であった 3例. 第 86回日本法医学会学術関東地方集会 2017.10.28 杏林大学

9. 阿久津　智子，渡邊　賢，髙村　彩里，櫻田　宏一. リアルタイム RT-PCR法による法科学的試料の汗垢証
明mRNAマーカーの評価. 第 86回日本法医学会学術関東地方集会 2017.10.28 杏林大学

10. 斉藤　久子，咲間　彩香，石井　名実子，宇都野　創，峰岸　沙希，矢島　大介，猪口　剛，本村　あゆみ，
井之上弘幸，永澤　明佳，槇野　陽介，千葉　文子，櫻田　宏一，岩瀬　博太郎．. 歯科所見採取における
CT再構成画像の有用性．. 日本法歯科医学会第 11回学術大会 2017.11.18 明海大学

11. 石井　名実子，斉藤　久子，宇都野　創，峰岸　沙希，櫻田　宏一．. 象牙質のアスパラギン酸におけるラ
セミ化反応を用いた年齢推定法の改良～アミノ酸の抽出法の検討～．. 日本法歯科医学会第 11回学術大会
2017.11.18 明海大学

12. 市岡　宏顕，櫻田　宏一，斉藤　久子，大谷　真紀，熊谷　渉，池谷　博．. 歯科臨床医を対象としたデン
タルチャート作成実習の教育効果. 日本法歯科医学会第 11回学術大会 2017.11.18 明海大学

13. 鳥光優，槇野陽介，斉藤久子，咲間彩香，石井名実子，矢島大介，猪口剛，本村あゆみ，千葉文子，山口る
つ子，星岡佑美，岩瀬博太郎. 3DCT画像上の骨盤の計測値を用いた性別判定. 日本法歯科医学会第 11回学
術大会 2017.11.18 千葉県浦安市明海１丁目　明海大学浦安キャンパス

14. 櫻田　宏一. 最先端口腔科学研究推進プロジェクト　シンポジウム　「社会 · 教育」. 第 82回口腔病学会学
術大会 2017.11.19 東京医科歯科大学

[社会貢献活動]

1. 歯科所見による身元確認検査等（分野 79件), 2017, 東京医科歯科大学，東京大学，千葉大学, 2017年 01月
01日 - 2017年 12月 31日

2. 平成 28年度身元確認に関する歯科医師研修会（第 2回、東京都）（櫻田宏一）, 東京都歯科医師会, 東京都歯
科医師会, 2017年 02月 09日

3. 八南歯科医師会講演会（櫻田宏一）, 八南歯科医師会, 八王子市　八南歯科医師会, 2017年 11月 13日

4. 第 2回千葉県検案 · 身元確認訓練（石井名実子、宇都野創、櫻田宏一）, 千葉大学法医学教育センター，千
葉県歯科医師会, 千葉大学医学部ゐのはな同窓会館, 2017年 11月 26日

5. 平成 29年度身元確認に関する歯科医師研修会（第 1回，東京都）（櫻田宏一）, 東京都歯科医師会, 日本歯科
医師会館, 2017年 11月 28日





— 267 —

環境社会医歯学講座

医療経済学
Health Care Economics

川渕　孝一
五十嵐　公

( 1 ) 分野概要

医療の役割は苦痛の除去のみならず、豊かな食生活、良好な人間関係といった生活の質に深く及んでいる。文字
通り「生活を支える医療」のあり方について改めて考えるとき、これまでの議論があまりにも政治力学や医療関
係者の利害といった動機から出たものが多すぎた。その結果として、肝心の国民の実態、医療が社会に還元した
医学の成果という最も基本的な視点が確立されていない。
　特に歯科分野では人間らしい生活を営むうえで、歯科医療が非常に重要な役割を果たしているが、それを裏付
ける確かなデータはまだ提示されていない。
　そこで本分野では、歯学に医学、看護、介護、薬学などを加えて医療経済学の視点から忘れがちだった医療の成
果を学際的に再確認しながら、わが国の医療制度のあるべき姿を、国民の視点から探る。

( 2 ) 研究活動

医療界で起こっている現象をマクロ · ミクロ経済の視点から分析する。
より具体的には、次の 3点を研究目標とする。
①医学、歯学、看護、介護、薬学などを経済的視点から横断的に研究
②効率的な医療 · 介護 · 福祉のあり方についての政策提言
③歯科、医科、経済、経営、会計など各種の専門性の融合と相互発展

( 3 ) 教育活動

　医療界で起こっている現象を経済学の視点から研究する方法を理解する。特に本分野は社会人大学院生や留学
生が多いことから、経済学を中心とする社会科学研究（特に実証研究）の考え方、進め方、論文の書き方を中心に
学習する。
　より具体的には、週に 1回の大学院講義（18∼20時）および年に 1回の修士課程の講義で医療経済学について
概説。新たな取り組みとしては、大学院教育を活性化すべく、一方向の座学的な授業を改め、本分野の非常勤講
師の協力を得て、双方向の問題解決型授業を試みている。特に力を入れているのは医療界で起こっている現象や
出来事を経済学の視点から、いかに定量分析するか、理論的アプローチと実証的アプローチについて学習するこ
とである。
　他方、学部教育では、歯科分野における医療経済の枠組みを一定の講義を通じて概説する。具体的には、①歯
科保健医療の経済分析、②歯科医療費、③診療報酬、④歯科医療の質と評価について学習する。

( 4 ) 教育方針

　近年、医療 · 介護を取り巻く外部環境の変化を受けて、わが国の医療の第一線を担う地域の中核病院や医療 · 介
護 · 福祉施設は、一定の科学的なマネジメントに精通した人材を求めている。一方、医療行政やシンクタンクにお
いても、内外問わず、定量的分析に長けた人材の輩出を希求する声が強い。
　そこで本分野では、即、医療 · 介護 · 福祉界で役に立つ人材の養成、さらには政策提言能力を有する「アカデ
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ミック · ドクター」の輩出を目指す。

( 5 ) 臨床活動および学外活動

　本分野は基礎系分野に所属しているが、多忙を極める歯科総合診療外来の依頼を受けて、週 3日五十嵐助教が
診療に従事している。
　また、本研究活動で得た知見は一定の学術論文や報告書にまとめる他、医師 · 歯科医師会等主催の講演やシンポ
ジウム、さらには市民公開講座等で広く紹介している。実際、医療制度改革に関するコメントは、NHK· 民放テ
レビ · ラジオや新聞等の複数のメディアにも放映、掲載されている。

( 6 ) 研究業績

[書籍等出版物]

1. 多田宏，青木正人，川渕孝一. 介護経営白書「新しい介護文化とイノベーション」. 日本医療企画, 2017.07

2. 川渕孝一, 梶谷恵子. フォーミュラリ―∼エビデンスと経済性に基づいた薬剤選択. 薬事日報社, 2017.09

[総説]

1. 川渕　孝一. かぜの医療経済 JOHNS. 2017.01; 25-27

2. 川渕　孝一, 梶谷恵子. スイッチ OTC化の薬剤経済学 Pharm Stage. 2017.06; 17(3); 39-43

3. Koichi kawabuchi. Impact of fiscal Year 2016 Medical Fee Revision on Medical Institution Management
Japan Hospitals. 2017.07; (36); 29-37

[講演 · 口頭発表等]

1. 川渕孝一. 『医療行政の“風”を読む』. 薬剤師スキルアップセミナー 2017.01.18

2. 川渕　孝一. 千葉県における地域医療構想と地域包括ケアについて ∼自治体病院はどう生き残るか. 全国自
治体病院協議会千葉県支部総会 2017.02.02

3. 川渕孝一. 『保険診療と薬剤費』 ∼医薬分業、ジェネリック、超高額医薬品を中心に∼. 保険診療と審査を
考える香川フォーラム 2017.02.11

4. 川渕孝一. 医療経済学から見た地域包括ケアシステム. 多摩ブロック会長 · 副会長連絡協議会 2017.02.17

5. 川渕孝一. 地域医療構想を踏まえた今後の急性期病床の方向性. 国立病院機構近畿 ·事務部長協議会 2017.06.02

6. 川渕孝一. 超高齢社会を向かえたわが国における 医療経済の動向. 厚木市医師会講演会 2017.06.03

7. 川渕孝一. 厚生行政の“風”を読む ∼地域包括ケアの成功の鍵を考える. 加古川中央市民病院地域連携会議
学術講演会 2017.06.08

8. 川渕孝一. 徒労の 34 年 ∼ 果たして医療経営は進化したのか. （公）医療 · 病院管理研究協会特別講演
2017.06.09

9. 川渕孝一. 診療 · 介護報酬同時改定が医療経営に与える影響. 医療経営実践協会北海道支部 2周年記念フォー
ラム 2017.06.10

10. 川渕孝一. 惑星直列!? ∼診療 · 介護報酬同時改定に病院はどう対応するか. 日本看護職副院長連絡協議会
2017.06.23

11. 川渕孝一. 医療経済学から見た 循環器領域. 日本循環器学会北陸地方会教育講演 2017.06.25

12. 川渕孝一. 大学病院の現状と課題. 全国重粒子線治療施設協議会設立記念シンポジウム 2017.07.06

13. 川渕孝一. CKD論文の読み方 ∼何故、多変量解析か. 第 5回透析導入期研究会 2017.07.27

14. 川渕孝一. 医療福祉と経済論. （独）地域医療機構推進機構認定看護管理教育課程サードレベル 2017.08.23
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15. G.M. Rabiul Islam, Koichi Kawabuchi. The economic and sociodemographic factors associated with infant
and young child feeding practices in Bangladesh. 医療経済学会第 12回研究大会 2017.09.02

16. 川渕　孝一. 精神科医療の“これから”を考える. 日本精神科医学会学術教育研修会 2017.09.14

17. 川渕孝一. 医療福祉と経済論. 一般社団法人上尾中央医科グループ協議会 2017.09.16

18. 川渕　孝一. 働き方改革の未来 ∼医療についてはどのようか. 第 55回日本医療 · 病院管理学会学術総会
2017.09.18

19. 川渕孝一. 医療経済学. 京都私立病院協会 2017.09.30

20. 川渕孝一. 医療分野の経済学的 · 経営学的研究. 国公立大学病院診療放射線技術者研修 2017.10.06

21. 川渕孝一. 大丈夫か!?高岡の少子 · 高齢化 医療経済学の考えるイノベーション. たかしん講演会 2017.10.11

22. 川渕孝一. 平成３０年度同時改定後病院経営 ∼増益モデル. 全日病 ·日本医療法人協会香川県支部 2017.10.14

23. 川渕孝一.「21世紀の医療」∼医療 · 介護事業の組織改革と人材育成. 東海青年医会第 27回ＰＤ 2017.10.28

24. 川渕　孝一. 厚生行政の“風”を読む ∼中小民間病院の延命等を考える. 第 35回大分県病院学会 2017.11.19

25. 川渕孝一. 精神科医療の“これから”を考える. 熊本県精神科協会事務長会 2017.11.24

26. 川渕孝一. 平成３０年度同時改訂後の病院経営 ∼「増益モデル」を目指して∼. 平成 29年（一）兵庫県民間
病院協会年末特別講演会 2017.12.07

[その他業績]

1. 妥協の産物!?オバマケア, 2017年 01月
月刊歯科医療経済,P4-5,2017年 1月号

2. 川渕孝一：生産性の向上をもたらす「真」の医療技術, 2017年 01月
新医療,2017.44(1),24-27

3. 川渕孝一：今、何故。創造的破壊か？ , 2017年 01月
週刊日本医事新報,2017年 1月

4. 川渕孝一：医療 · 社会保障を射る“三本の矢”, 2017年 01月
月刊保険診療,Vol.72 No.1,6-19

5. オバマケアは撤廃？ , 2017年 02月
週刊社会保障,Vol.71 No.2913,P.32-33

6. 廃止されるか!?オバマケア, 2017年 02月
月刊歯科医療経済,P4-5,2017年 2月号

7. 川渕孝一：元気の時間, 2017年 02月
TBSテレビ,2017年 2月 26日

8. オバマケアは歯科に貢献したのか？ , 2017年 03月
月刊歯科医療経済,P4-5,2017年 3月号

9. 川渕孝一：少子高齢化社会の医療のあり方, 2017年 03月
公研,2017年 3月,38-53

10. 川渕孝一：人工知能と医療改革, 2017年 03月
メディカル · フロンティア,2017年 3月,22-38

11. 川渕孝一：医療提携と目指すべき地域医療を考える, 2017年 03月
Towa Communication,2017年 3月,1-7

12. 川渕孝一：そこまで言って委員会, 2017年 03月
読売テレビ,2017年.3月 26日

13. 歯科衛生士と歯科医師は対等!?, 2017年 04月
月刊歯科医療経済,P4-5,2017年 4月号
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14. 撤廃されるかオバマケア, 2017年 04月
mfm,45,P.6-9

15. 川渕孝一：経済から見た医療 · 介護の未来予想, 2017年 04月
日本慢性期医療協会誌,2017年 4月,40-47

16. 玉石混淆 ∼何が本当か？ , 2017年 05月
月刊歯科医療経済,P4-5,2017年 5月号

17. “お互い様”のサウジと日本, 2017年 05月
週刊社会保障,Vol.71 No.2923,P.28-29

18. 求められる「統計のプロ」, 2017年 06月
月刊歯科医療経済,P4-5,2017年 6月号

19. 川渕孝一：日本の救急医療の現状と課題, 2017年 06月
メディカル · フロンティア,2017年 6月,24-40

20. グローバルヘルス ∼求められる“人財育成”, 2017年 07月
mfm,46,P.6-11

21. 獣医は足りないのか？ , 2017年 07月
週刊社会保障,Vol.71 No.2933,P.28-29

22. 歯科同窓会の出番か!?, 2017年 07月
月刊歯科医療経済,P4-5,2017年 7月号

23. 川渕孝一：成長戦略における医療分野の規制改革, 2017年 08月
メディカル · フロンティア,2017年 8月,26-44

24. 川渕孝一：獣医も余っている!?, 2017年 08月
月刊歯科医療経済,P4-5,2017年 8月号

25. 川渕孝一：タンザニアの歯科医は今いずこに？ , 2017年 09月
月刊歯科医療経済,P4-5,2017年 9月号

26. 川渕孝一：中日友好病院は SARSをこう乗り切った!?, 2017年 09月
mfm,47,P.7-10

27. 川渕孝一：存続するか「かかりつけ歯科医」, 2017年 10月
月刊歯科医療経済,P4-5,2017年 10月号

28. 川渕孝一：もう一つの移転問題, 2017年 10月
週刊社会保障,Vol.71 No.2944,P.28-29

29. 川渕孝一：摘要欄が選択制に!?, 2017年 11月
月刊歯科医療経済,P4-5,2017年 11月号

30. 川渕孝一：適正化されるのか「歯科疾患管理料」, 2017年 12月
月刊歯科医療経済,P4-5,2017年 12月号

31. 川渕孝一：中日友好病院は SARSをこう乗り切った!?∼その 2, 2017年 12月
mfm,48,P.6-9

32. 川渕孝一：塀の中の医療費適正化, 2017年 12月
週刊社会保障,Vol.71 No.2954,P.30-31

33. 川渕孝一：新専門員制度成功のポイント, 2017年 12月
メディカル · フロンティア,2017年 12月,222-38
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[社会貢献活動]

1. 日本クリニカルパス学会理事, 2016年 01月 01日 - 2017年 03月 31日

2. 日本クリニカルパス学会財務委員会, 2016年 01月 01日 - 2017年 03月 31日

3. 口腔病学会理事 · 評議員, 2016年 01月 01日 - 2017年 03月 31日

4. 内閣府経済社会総合研究所客員研究員, 2016年 01月 01日 - 2017年 12月 31日

5. 一般社団法人日本介護福祉経営人材教育協会理事, 2016年 01月 01日 - 2017年 12月 31日

6. 特定非営利活動法人医療施設近代化センター理事, 2016年 01月 01日 - 2017年 12月 31日

7. 一般社団法人日本医療 · 病院管理学会理事 · 評議員, 2016年 01月 01日 - 2017年 12月 31日

8. 一般社団法人日本医療 · 病院管理学会編集委員会, 2016年 01月 01日 - 2017年 12月 31日

9. 日本クリニカルパス学会評議員, 2016年 01月 01日 - 2017年 12月 31日

10. 財団法人日本医療機能評価機構評価調査者, 2016年 01月 01日 - 2017年 12月 31日

11. 社会法人全国訪問看護事業協会理事, 2016年 01月 01日 - 2017年 12月 31日

12. 社会法人全国訪問看護事業協会研究委員会委員, 2016年 01月 01日 - 2017年 12月 31日

13. 愛知県立病院経営改善委員会委員, 2016年 01月 01日 - 2017年 12月 31日

14. 大和市総合計画審議会委員, 2016年 01月 01日 - 2017年 12月 31日

15. 大和市立病院運営審議会委員会委員, 2016年 01月 01日 - 2017年 12月 31日

16. 高岡市民病院経営懇話会委員 · 委員長, 2016年 01月 01日 - 2017年 12月 31日

17. かみいち総合病院病院改革プラン検討委員会委員, 2016年 01月 01日 - 2017年 12月 31日

18. 全日本病院協会参与, 2016年 01月 01日 - 2017年 12月 31日

19. 神戸大学大学院医学研究科客員教授, 2016年 01月 01日 - 2017年 12月 31日

20. 順天堂大学大学院研究科医学部客員教授, 2016年 01月 01日 - 2017年 12月 31日

21. 東京医科大学看護学科学務課招聘教授, 2016年 01月 01日 - 2017年 12月 31日

22. 東京経済大学大学院非常勤講師, 2016年 01月 01日 - 2017年 12月 31日

23. 大阪市立大学大学院経営学研究科非常勤講師, 2016年 01月 01日 - 2017年 12月 31日

24. 瀋陽医学院名誉教授, 2016年 01月 01日 - 2017年 12月 31日

25. 日中友好病院客員教授, 2016年 01月 01日 - 2017年 12月 31日

26. 国診協老人保健福祉調査研究会委員, 2016年 01月 01日 - 2017年 12月 31日

27. 内閣府規制改革推進会議医療 · 介護ワーキング · グループ専門委員, 2017年 01月 01日 - 2017年 12月 31日

28. 検体測定室連携協議会委員, 2017年 01月 01日 - 2018年 03月 31日

29. リプレット基金事業財団理事長, 贈呈式等, 2017年 01月 01日 - 2018年 03月 31日
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歯学教育開発学
Dental Education Development

教　　授 森尾郁子
助　　教 關奈央子
大学院生 松川千夏
大学院生 滝永哲
大学院生 NGUYEN THI THANH TAM
大学院生 内藤美生
大学院生 大里愛

( 1 ) 研究活動

１．医療専門職業人教育のためのカリキュラム研究
２．歯科医学教育の国際比較
３．医療専門職業人教育における教育手法の研究 · 開発
４．医療専門職業人教育における英語教育に関する研究 · 開発

( 2 ) 教育活動

【学部教育】
〔モジュールコーディネーターとして関わっている授業〕
学年混合選択セミナー（D3～ D5）
医歯学融合教育「グローバル · コミュニケーション」
〔その他、担当している授業〕
· 学年混合選択セミナー（D3～D5）：「英語で日本を紹介する (1) (2)」、「診療室 · 国際学会の英語（初級）（中級）」、
「Making a presentation in English(1) (2)」
·海外留学派遣前教育 (海外派遣英語準備コース) BRIDgE (Be Ready for International Dental Externships) course
· 「科学英語Ⅰ」（口腔保健学科口腔保健衛生学専攻２年生）
· 「科学英語Ⅰ」（口腔保健学科口腔保健衛生学専攻３年時編入生）
· HsLP（ファシリテーター）

【博士課程】
· 2016年度歯学教育開発学特論 · 演習（2017年 1-2月）

( 3 ) 臨床活動および学外活動

[ その他 ]
【国際セミナー · 学内セミナー · 学会等開催 · 補助】
【セミナー開催】
1. Essential Expertise for Clinical Dentistry 2 (東南アジアにおける歯学教育研究拠点世界展開事業）運営（東京
医科歯科大学）1月 19日, 2月 9日, 3月 7日, 3月 27日.
2. Essential Expertise for Clinical Dentistry 3 (東南アジアにおける歯学教育研究拠点世界展開事業）運営（東京
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医科歯科大学）8月 22-25, 29, 30日.
3. International Faculty Development Course 2017（国際 FDコース）Essential Expertise for Clinical Dentistry
for Dental Professionals (東南アジアにおける歯学教育研究拠点世界展開事業）運営（東京医科歯科大学）11月
14-17日．

【国際交流：海外からの研究者／歯科学生の短期研修／見学受入れ 補助】
International Dental Program 2017(交流組織：チュラロンコーン大学, シーナカリンウィロット大学, インドネシ
ア大学, ホーチミン医科薬科大学) 11月 13-20日.

( 4 ) 研究業績

[原著]

1. Kano Y, Nakajima M, Aida A, Seki N, Foxton RM, Tagami J. Influence of enamel prism orientations on
color shifting at the border of resin composite restorations. Dent Mater J. 2017.12; doi: 10.4012/dmj.2017-
094.

[総説]

1. Moross J, Seki N, Morio I. English education for healthcare professionals in Japan. Japanese Dental
Science Review. 2017.03; 53(4); 111-116

[講演 · 口頭発表等]

1. 内藤美生，品田佳世子，国柄后子，大西友子，山本良子，關奈央子，森尾郁子，谷山佳津子. 新聞印刷工場
における口腔保健介入調査. 第 90回日本産業衛生学会 2017.05.13 東京

2. 水谷幸嗣，則武加奈子，鶴田潤，關奈央子，近藤圭子，片桐さやか，竹内康雄，秋月達也，塩山秀裕，荒川
真一，荒木孝二，和泉雄一. 多職種が連携する診療参加型臨床実習の新規導入による臨床的効果および教育
的効果. 第 60回春季日本歯周病学会学術大会 2017.05.13 福岡

3. 則武加奈子, 鶴田潤, 水谷幸嗣, 近藤圭子, 關奈央子, 小原由紀, 安田昌代, 大塚紘未, 荒川真一, 荒木孝二. 歯
科学生と歯科衛生学生が診療参加型臨床実習で協働する新しい多職種連携実習の開発と教育効果. 第 36回
日本歯科医学教育学会 2017.07.28 松本

4. 關奈央子, 金澤 学, 駒ヶ嶺友梨子, ジャネルモロス, 水谷幸嗣, 保坂啓一, 駒田 亘, 須永昌代, 川口陽子, 森尾
郁子, 木下淳博. 東京医科歯科大学大学院における国際歯科臨床教育コースの導入と取り組み―第１報―. 第
36回日本歯科医学教育学会総会 · 学術大会 2017.07.28 長野

5. Nguyen Thi Thanh Tam, 關奈央子, 森尾郁子. 日本とベトナムの歯学科 1年生におけるストレスと生活習
慣の関係. 第 36回日本歯科医学教育学会総会 · 学術大会 2017.07.28 長野

6. 川口陽子、竹原祥子、關奈央子、森尾郁子、田上順次. 東京医科歯科大学歯学部における国際短期研修プロ
グラム １．日本人学生の海外派遣プログラム. 第 36回日本歯科医学教育学会総会 · 学術大会 2017.07.28 松
本市

7. 竹原祥子、川口陽子、森尾郁子、關奈央子、田上順次. 東京医科歯科大学歯学部における国際短期研修プログ
ラム ３．国際短期研修プログラムの効果. 第 36回日本歯科医学教育学会総会 · 学術大会 2017.07.28 松本市

8. 森尾郁子、關奈央子、川口陽子、竹原祥子、田上順次. 東京医科歯科大学歯学部における国際短期研修プロ
グラム ２．外国人学生の受入プログラム. 第 36回日本歯科医学教育学会総会 · 学術大会 2017.07.28 松本市

9. Nguyen TTT, Seki N, Moross J, Hosaka K, Sunaga M, Morio I, Kinoshita A. The effectiveness of newly
developed computer-assisted simulation materials on overseas learners. The 28th SEAADE (South East
Asia Association for Dental Education) Annual Scientific Meeting 2017.08.11 Taipei, Taiwan

10. 安田昌代，近藤圭子，小原由紀，大塚紘未，則武加奈子，水谷幸嗣，關奈央子，鶴田潤，荒川真一，荒木孝
二. 口腔保健学科学生と歯学科学生が協働する診療参加型臨床実習の学生評価. 第 12回 日本歯科衛生学会
学術大会 2017.09.17 東京
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[受賞]

1. 優秀ポスター賞, 日本産業衛生学会, 2017年 05月

2. 第 16回日本歯科医学教育学会教育システム開発賞 (則武加奈子), 日本歯科医学教育学会, 2017年 07月
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健康推進歯学
Oral Health Promotion

教授　　　　　川口陽子
准教授　　　　植野正之
助教　　　　　財津崇
特任助教　　　大城暁子（9月から）
事務補佐員　　兼冨京子（4月から）
研修登録医　　西山裕美
大学院生　　　グェン ティ ホァン イェン（9月まで）
　　　　　　　静間夕香
　　　　　　　カウン ミャット トゥイン
　　　　　　　金澤利哉
　　　　　　　種村崇
　　　　　　　青木仁
　　　　　　　上澤美津枝（3月まで）
　　　　　　　ザーチー　キャウ　ミント
　　　　　　　グェン　チィ　ニャット　ヴィ（10月から）
大学院研究生　斉藤智也（4月から）
　　　　　　

( 1 ) 研究活動

本分野では以下のようなテーマで研究を行っている
1．歯科疾患の疫学 · 予防に関する研究
2．歯科保健医療システムに関する研究
3．口腔と全身の健康の関連についての研究
4．オーラルヘルスプロモーションに関する研究
5．口臭症の診断と治療システム構築に関する研究
6．国際歯科保健に関する研究

( 2 ) 教育活動

1)大学院教育
　　博士課程　健康推進歯学　　特論（１年次）、演習（１—２年次）、研究実習（２—３年次）
　　　　　　　医歯学総合研究科コース特論　健康科学コース　
　　
　　修士課程　環境社会医歯学

2)学部教育

歯学科 1年生対象
モジュール 01「歯学入門」：ユニット 03「最新の歯学」、ユニット 04「早期臨床体験実習」

歯学科 2年生対象
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モジュール 04「社会と環境」：ユニット 02「ライフスタイルと健康」

歯学科 3年生対象
モジュール 10「予防と健康管理」：ユニット 01「口腔疾患の予防（講義 · 演習）」、ユニット 02「口腔疾患の予防
（実習）」

歯学科 4年生対象
モジュール 19「研究体験実習」

歯学科 5、6年生対象
モジュール 29「包括臨床実習」　

口腔保健学科 4年生対象　
「臨床実習」

( 3 ) 教育方針

1)大学院教育
歯科保健問題を生活環境、生活習慣、保健政策などの社会的状況との関連性からとらえ、健康の維持増進を目的と
した歯科保健の推進に関する研究を行い、同時に地域社会に貢献できる国際歯科医療人の育成を目的としている。
2)学部教育
公衆衛生、予防歯科関連の講義 · 実習を担当し、学生が健康と社会制度、環境、生活習慣、栄養との関連を理解し、
また、口腔疾患の予防と健康管理を行うために必要な基本的知識、技術、態度を身につけることを目的としている。

( 4 ) 臨床活動および学外活動

東京医科歯科大学歯学部附属病院の「息さわやか外来」において、口臭に関する診断、治療、予防を行う専門外来
を担当している。当外来を受診する口臭症患者は、歯学部附属病院内の他の診療科や外部の歯科診療所等からの
紹介患者が約半数を占め、インターネットや新聞 · テレビなどのマスメディアにより当外来の存在を知り、来院す
る者も多い。
当外来では、ガスクロマトグラフィーおよびガスセンサー口臭測定器による揮発性硫化物 (VSC)濃度の測定と官
能試験により、口臭の検査を行っている。正確な口臭の検査および口腔内診査に基づき診断を行い、患者の心理
面も配慮し、口臭症の治療を行っている。また、口臭の治療には継続した歯周疾患の管理や口腔ケアが必要であ
り、当病院の口腔ケア外来やかかりつけ歯科医との連携を図っている。

( 5 ) 研究業績

[原著]

1. Yuka Shizuma, Takashi Zaitsu, Masayuki Ueno, Mari Ohnuki, Yoko Kawaguchi. Relationship between
self-assessment and clinical evaluation of dental plaque and gingival condition in Japanese adolescents.
International Journal of Dental Hygiene. 2017.04; 16(1); 144-150

2. Anastasiya Blizniuk, Masayuki Ueno, Takashi Zaitsu, Yoko Kawaguchi. Association between self-reported
and clinical oral health status in Belarusian adults. Journal of Investigative and Clinical Dentistry .
2017.05; 1-6

3. Takashi Zaitsu, Toshiya Kanazawa, Yuka Shizuma, Akiko Oshiro, Sachiko Takehara, Masayuki Ueno,
Yoko Kawaguchi. Relationships between occupational and behavioral parameters and oral health status.
Industrial Health. 2017.05; 55; 1-10

4. Ei Ei Aung, Masayuki Ueno, Takashi Zaitsu, Sayaka Furukawa, Yoko Kawaguchi. Effects of tooth brush-
ing, mouth washing and tongue cleaning on three volatile sulfur compounds - A randomized clinical trial
- International Journal of Oral Health. 2017.07; 13; 25-31
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5. Yen Hoang Thi Nguyen, Masayuki Ueno, Takashi Zaitsu, Toai Nguyen, Yoko Kawaguchi. Caries arest-
ing effect of silver diamine fluoride in Vietnamese preschool children International Journal of Clinical
Preventive Dentistry. 2017.10; 13(3); 147-154

6. Kaung Myat Thwin, Takashi Zaitsu, Masayuki Ueno, Yoko Kawaguchi. Effectiveness of silver damine
fluoride in arresting early childhood caries in Myanmar preschool children Global Journal of Oral Science.
2017.11; 3; 18-26

[書籍等出版物]

1. 安井利一, 宮崎秀夫, 鶴本明久, 川口陽子, 山下喜久, 廣瀬公治　編集. 口腔保健 · 予防歯科学. 医歯薬出版株
式会社, 2017.02 (ISBN : 978-4-263-45802-0)

2. 三林浩二, 奥村直也,下内章人, 近藤孝晴, 財津崇, 川口陽子 他. 生体ガス計測と高感度ガスセンシング. シー
エムシー出版, 2017.08 (ISBN : 978-4-7813-1250-7)

[総説]

1. Takashi Zaitsu, Yoko Kawaguchi. Perspectives for Tele-dental system in Space and Antarctic Environ-
ments. The International Journal of Oral Health. 2017.06; 13; 13-16

2. 植野正之，竹原祥子，財津崇，大城暁子，川口陽子. 海外諸国における歯科医師免許更新制度と生涯教育制
度 日本歯科医療管理学会雑誌. 2017.11; 52(3); 147-153

[講演 · 口頭発表等]

1. 荒木美祐，駒崎裕子，小川卓也，トムルホー　ツァサン，ガンブルゲド　ガンジャルガル，バザル　アマル
サイハン，川口陽子，藤原武男，森山啓司. モンゴル国の思春期児童における不正咬合と口腔関連 QoLとの
関連について. 第 27回日本疫学会学術総会 2017.01.25

2. 財津崇. 職域における歯科口腔保健に関する 実証研究の成果. シンポジウム 「職域における歯科口腔保健
の課題と今後の展望」 2017.02.04 東京医科歯科大学

3. 山田毅，財津崇，川口陽子, 海老沢政人，塚嵜哲史，佐藤道哉. 南極観測隊員に対する海上自衛隊歯科支援の
現状と今後の方向性. 第 62回中央防衛衛生学会 2017.02.10 陸上自衛隊三宿駐屯地

4. 種村 崇, 白木 理恵子, 室 円, 財津 崇, 植野 正之, 川口 陽子. 陸上自衛官の口腔保健状況および口腔保健行動
の特徴. 第 62回中央防衛衛生学会 2017.02.10 陸上自衛隊三宿駐屯地

5. Takashi Zaitsu, Yen Nguyen, Yoko Kawaguchi. The Relationship of Dental Diseases with Life style Related
Diseases of Workers. The 95th General Session & Exhibition of the IADR 2017.03.22 the Moscone West,
San Francisco, Calif., USA

6. Yen Nguyen, Masayuki Ueno, Takashi Zaitsu, Toai Nguyen, and Yoko Kawaguchi. Effectiveness of Silver
Diamine Fluoride on Arresting Dental Caries. The 95th General Session & Exhibition of the IADR
2017.03.22 the Moscone West, San Francisco, Calif., USA

7. 財津 崇, 川口陽子. 労働者口腔保健状態と産業職業分類,事業所規模,勤務形態,保健行動との関連について.
第 90回日本産業衛生学会総会 2017.05.11

8. 大城 暁子, 金澤 利哉, 財津 崇, 植野 正之, 川口 陽子. 口臭症の患者における口臭有無と舌苔中の細菌数の関
連について. 第 66回日本口腔衛生学会 · 総会 2017.05.31

9. 金澤 利哉, 財津 崇, 植野 正之, 川口 陽子. 球形樹脂微粒子含有人工ガムによる咀嚼効率と健康状態に関する
自己評価との関連. 第 66回日本口腔衛生学会 · 総会 2017.05.31

10. 財津 崇, 金澤 利哉, 静間 夕香, 大城 暁子, 竹原 祥子, 植野 正之, 川口 陽子. 労働者の健康診断結果と口腔保
健状況との関連について. 第 66回日本口腔衛生学会 · 総会 2017.05.31

11. 静間 夕香, 財津 崇, 植野 正之, 川口 陽子. 高校生の歯肉の健康状態に関するセルフチェック能力. 第 66回
日本口腔衛生学会 · 総会 2017.05.31

12. Anastasiya Blizniuk, 財津 崇, 植野 正之, 川口 陽子. 日本の保健医療に対する外国人患者の満足度. 第 66回
日本口腔衛生学会 · 総会 2017.05.31
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13. 植野正之，川口陽子. 身長と現在歯数との関連について. 第 65回日本口腔衛生学会 · 総会 2017.05.31

14. Yen Hoang Thi Nguyen, Masayuki Ueno, Takashi Zaitsu, Yoko Kawaguchi. Effect of silver diamine fluoride
on primary dentition. 第 66回日本口腔衛生学会 · 総会 2017.05.31

15. 竹原祥子，川口陽子. 海外研修参加による英語力の変化. 2017.05.31

16. Kaung Myat Thwin, Takashi Zaitsu, Masayuki Ueno, Yoko Kawaguchi. Relationship between dental caries
and oral health behaviors in Myanmar children. 2017.05.31

17. 川口陽子. タバコ対策からコモン · リスクファクター対策へ. 第 66回日本口腔衛生学会 · 総会 2017.05.31

18. 川口陽子. 学校歯科保健の新しい取り組みについて　～食育を絡めて～. 2017.07.08船橋市勤労市民センター

19. 川口陽子. 横浜市講演会. 2017.07.20

20. 植野正之. 味覚について学びましょう. 平成 28年度食育セミナー 2017.07.22 調布市保健センター

21. 竹原祥子，川口陽子，森尾郁子，關奈央子，田上順次. 東京医科歯科大学歯学部における国際短期研修プロ
グラム　 3．国際短期研修プログラムの効果. 第 36回日本歯科医学教育学会総会 · 学術大会 2017.07.28

22. 森尾郁子，關奈央子，川口陽子，竹原祥子，田上順次. 東京医科歯科大学歯学部における国際短期研修プロ
グラム　 2．外国人学生の受入プログラム. 第 36回日本歯科医学教育学会総会 · 学術大会 2017.07.28

23. 關奈央子, 金澤 学, 駒ヶ嶺友梨子, ジャネルモロス, 水谷幸嗣, 保坂啓一, 駒田 亘, 須永昌代, 川口陽子, 森尾
郁子, 木下淳博. 東京医科歯科大学大学院における国際歯科臨床教育コースの導入と取り組み―第１報―. 第
36回日本歯科医学教育学会総会 · 学術大会 2017.07.28 長野

24. 川口陽子，竹原祥子，關奈央子，森尾郁子，田上順次. 東京医科歯科大学大学院における国際短期研修プロ
グラム　日本人学生の海外派遣プログラム. 第 36回日本歯科医学教育学会総会 · 学術大会 2017.07.29

25. Ei Ei Aung、Masayuki Ueno、Takashi Zaitsu, Sayaka Furukawa, Yoko Kawaguchi. Effects of Tooth
Brushing, Mouth Washing and Tongue Cleaning on Three Volatile Sulfur Compounds - A Randomized
Clinical Trail -. The 12th JUNTHai Conference 2017.09.04

26. 植野正之. ～健口のために～　予防歯科の基本の「き」. 平成２９年度乳幼児歯科保健従事者研修会 2017.09.15
調布市保健センター

27. Kaung Myat Thwin, Takashi Zaitsu, Masayuki Ueno, Yoko Kawaguchi. Effectiveness of silver diamine
fluoride in arresting early childhood caries among Myanmar preschool children. The 9th Asian Conference
of Oral Health Promotion for School Children 2017.09.22

28. 川口陽子. 江東区学校保健会歯科保健講演会. 2017.09.28

29. 川口陽子. 「アジア障害者歯科学会キックオフシンポジウム」関連歯科学会の取り組み. 日本障害者歯科学
会総会 · 学術大会 2017.10.27

30. 財津崇. Functional Tooth Units 指標による成人の咬合状況実態調査. 第 76 回日本公衆衛生学会総会
2017.11.01 鹿児島県かごしま県民交流センター

31. Yoko Kawaguchi. Better oral health for older persons. 2017.11.03 Sydney, Australia

32. Takashi Zaitsu. Space Dentistry -Oral Health Promotion in Space and Antarctic Environments-. the 65th
Annual Meeting of the Japanese Association for Dental Research 2017.11.19 Showa University, Tokyo,
Japan

33. 關奈央子，金澤学，駒ヶ嶺友梨子，ジャネルモロス，水谷幸嗣，保坂啓一，駒田亘，黒田真司,　須永昌代，
川口陽子，森尾郁子，木下淳博. 本学大学院医歯学総合研究科における国際歯科臨床教育コースに対する評
価. 第 82回口腔病学会学術大会 2017.11.19

[受賞]

1. 第 76回日本公衆衛生学会総会ポスター賞, 日本公衆衛生学会, 2017年 11月
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[その他業績]

1. あなたの味覚は大丈夫？ , 2017年 01月
調布市食育ガイド、5-6ページ

2. 全身に悪影響を及ぼす!?本当は恐ろしい歯周病, 2017年 05月
いきいきライフさん

3. 口臭, 2017年 06月
文芸春秋７月号　健康力　 vol.32

4. Q&A　口臭に悩んでいます。治療法はありますか, 2017年 06月
Health & Life

5. 口のニオイ, 2017年 07月
HERS 8月号

6. 食による健康長寿を支援する高齢者の口腔ケア, 2017年 07月
東京都歯科医師会主催卒後研修

7. 身長が低い男性ほど歯の本数が少ない！？ , 2017年 09月
Dentalism AUTUMN 2017 No.28、Medical Tribune誌、21ページ

8. 気になる口臭とめましょう！ , 2017年 09月
クインテッセンス出版株式会社、10-23ページ

9. 息さわやかに健康生活, 2017年 10月
東京医科歯科大学学園祭　公開模擬授業

10. 口臭の原因と対処法について, 2017年 11月
読売家庭版、読売新聞社

[社会貢献活動]

1. 南極越冬医師歯科研修, 2015年 04月 01日 - 現在

2. 南極遠隔歯科医療会議, 2016年 04月 01日 - 現在

3. 東京都立野津田高等学校歯科健康教育, 2017年 03月 10日

4. 東京都立足立東高等学校歯科健康教育, 2017年 03月 18日

5. 東京都世田谷区立桜丘小学校歯科健康教育, 2017年 06月 21日

6. 東京都歯科医師会卒後研修, 2017年 07月 20日

7. 東京都立足立東高等学校歯科健康教育, 2017年 12月 15日





— 283 —

環境社会医歯学講座

スポーツ医歯学
Sports Medicine and Dentistry

【准教授】上野俊明
【助教】中禮宏
【医員】林海里
【大学院生】吉田結梨子，塩田菜々，田邊元，柴田千帆，Phyu Sin Tun，金城里於，伊藤七海，Thet Khaing Aung
【大学院研究生】金崎亜紀，高橋優実
【非常勤講師】近藤剛史，佐々木幸生，佐藤亮，山中拓人，藤野祥子
【研修登録医】安部圭祐，武内研二，福田隆慧，白子高大，三浦弘美，栗原嘉代子，市原千恵

( 1 ) 分野概要

医歯薬系国公立大学法人で唯一のスポーツ歯学専門研究室である。本分野では運動 · スポーツが人体に与える影
響を歯学の専門的立場から教育ならびに研究し，エビデンスに基づく臨床活動と医歯科学サポートを通じて，ス
ポーツマンならびに愛好家の歯科的健康管理，スポーツ歯科外傷 · 障害の診断 · 治療および予防，また競技力の維
持向上に貢献する。

( 2 ) 研究活動

競技者やスポーツ愛好家の健康管理ならびに外傷 · 障害の安全対策に寄与貢献することを目的として，本分野では
スポーツや運動が人体に与える様々な影響を考究している。
１）スポーツ選手の口腔健康維持増進
（１）スポーツ選手の口腔保健行動に関する実態調査
（２）スポーツ · 運動に伴う口腔内環境の変化
（３）スポーツドリンクおよびサプリメントの口腔に対する影響
２）スポーツ歯科傷害の安全対策
（１）スポーツ歯科外傷 · 障害発生の実態調査
（２）マウスガード＆フェイスガード材料の改良 · 開発
（３）マウスガード＆フェイスガードの外傷予防効果の検証と快適性の向上
（４）競技種目 · 特性によるマウスガード＆フェイスガード外形の基準化
（５）スキューバダイビング用マウスピースの改良 · 開発
３）咬合と骨格筋制御機能の相関
（１）バイオメカニクスによる骨格筋出力および力発揮特性の解析
（２）神経生理学的手法によるバックグラウンドメカニズムの検索
４）咬合と身体平衡機能の相関
（１）静的バランスへの効果
（２）動的バランスに及ぼす影響
５）咀嚼 · 咬合と脳機能の関連性
６）スポーツに関連する歯科疾患 · 傷害に対する HBOの応用

( 3 ) 教育活動

担当講義および実習は以下の通りである。
１）歯学部歯学科 D1「歯学概説／病院見学実習」
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２）歯学部歯学科 D3「総合課題演習」
３）歯学部歯学科 D3「臨床体験実習」
４）歯学部歯学科 D4「研究体験実習」
５）歯学部歯学科 D5「発展歯科臨床／スポーツ歯科」
６）歯学部歯学科 D5-D6「包括臨床実習 Phase I & II」
７）歯学部口腔保健学科口腔保健衛生学専攻 OH2「基礎科学実習」
８）歯学部口腔保健学科口腔保健衛生学専攻 OH3「成人口腔保健衛生学」
９）歯学部口腔保健学科口腔保健衛生学専攻 OH3-OH4「口腔保健衛生臨床実習」
１０）歯学部口腔保健学科口腔保健工学専攻 OE4「スポーツ歯科工学」
１１）大学院医歯学総合研究科修士課程「環境社会医歯学（スポーツ医歯学）」
１２）大学院医歯学総合研究科博士課程「スポーツ医歯学特論 · 演習 · 研究実習」
１３）歯科医師臨床研修選択研修プログラム「スポーツ歯科」

( 4 ) 教育方針

本分野ではスポーツ選手の健康管理，スポーツ外傷の安全対策，競技力向上の 3側面に関する有効かつ効率的な
医 · 歯 · 科学的サポートの在り方を追及し，そのために必要な学識的知識の整理，技能の習得，態度の研鑚を目指
した教育を行っている。

( 5 ) 臨床活動および学外活動

スポーツ歯科外来（歯病）では，プロ，アマを問わず，ハイレベルのスポーツ選手から愛好家レベルまで幅広い年
齢層をターゲットに，歯および口腔の健康管理，競技活動の妨げとなる歯科疾患や外傷 · 障害の対応，また競技力
の維持向上を総合的にサポートすることを目的に，各種の診療サービスを提供している。
１）メディカルチェック＆コンディショニング · アドバイス
２）歯科疾患全般，顎機能異常や不正咬合の相談治療
３）スポーツ外傷 · 障害の治療と予防，安全対策
４）マウスガードのカスタム調製
５）フェイスガードのカスタム調製

本学スポーツサイエンス機構傘下のスポーツ医歯学診療センター歯科部門として位置づけられており，スポーツ
医学診療センター（医病）およびスポーツサイエンスセンター（トレーニング科学）とともに，医学と歯学と科学
の緊密連携を図りながら，スポーツに関連する外傷 · 障害や疾病の診断治療から復帰までのトータルケアシステム
とトレーニングメニュー開発に取り組んでいる。

また我が国のトップアスリートの国内強化拠点である国立スポーツ科学センター／ナショナルトレーニングセン
ターとも相互協力関係を構築し，開設当初より本教室所属医師が非常勤医師として委嘱され，同メディカルセン
タースポーツクリニック（歯科部門）に出向勤務している。

その他，スポーツ歯科の専門知識と経験を生かして，競技団体や各種協会における医事運営や講演活動，スポー
ツ競技大会の医療支援活動も請け負っている。

( 6 ) 臨床上の特色

【認定医 · 専門医等】
スポーツ医歯学分野：日本スポーツ歯科医学会（認定MG研修施設）
上野俊明：日本体育協会（公認スポーツデンティスト），日本スポーツ歯科医学会（認定医／認定MGテクニカル
インストラクター），日本顎顔面補綴学会（認定医），日本歯科理工学会（デンタルマテリアルシニアアドバイザー）
中禮宏：日本体育協会（公認スポーツデンティスト），日本スポーツ歯科医学会（認定医／認定MGテクニカルイ
ンストラクター）
林海里：日本スポーツ歯科医学会（認定医／認定MGテクニカルインストラクター）
藤野祥子：日本体育協会（公認スポーツデンティスト），日本スポーツ歯科医学会（認定医／認定MGテクニカル
インストラクター）
吉田結梨子：日本スポーツ歯科医学会（認定MGテクニカルインストラクター）
金崎亜紀：日本スポーツ歯科医学会（認定スポーツデンタルハイジニスト）



— 285 —

環境社会医歯学講座

( 7 ) 研究業績

[原著]

1. 山中拓人，安部圭祐，高橋敏幸，近藤剛史，上野俊明. 審美障害を伴うアンキローシスを生じた歯に対する
治療症例 スポーツ歯学. 2017.02; 20(2); 43-47

2. Mitsuyama A, Takahashi T, Ueno T. Effects of teeth clenching on soleus H reflex during lower limb muscle
fatigue J Prosthodontic Res. 2017.04; 61(2); 202-209

3. Nakamura T, Yoshida Y, Churei H, Aizawa J, Hirohata K, Ohmi T, Ohji S, Takahashi T, Enomoto M,
Ueno T, Yagishita K. The effect of teeth clenching on dynamic balance at jump-landing: a pilot study J
Appl Biomech. 2017.06; 33(3); 211-215

4. Shirako T, Churei H, Iwasaki N, Takahashi H, Ueno T. Evaluation of the flexural properties of a new
temporary splint material for use in dental trauma splints J Dent Sci. 2017.09; 12(3); 308-311

5. Shirako T, Churei H, Wada T, Uo M, Ueno T. Establishment of experimental models to evaluate the
effectiveness of dental trauma splints Dent Mater J. 2017.11; 36(6); 731-739

6. Lloyd JD, Nakamura WS, Maeda Y, Takeda T, Leesungbok R, Lazarchik D, Dorney B, Gonda T, Nakajima
K, Yasui T, Iwata Y, Suzuki H, Tsukimura N, Churei H, Kwon KR, Choy MMH, Rock JB. Mouthguards
and their use in sports: Report of the 1st International Sports Dentistry Workshop, 2016 Dent Traumatol.
2017.12; 33(6); 421-426

[書籍等出版物]

1. 中禮宏. 調べよう！ 知ろう！ 体とスポーツ②歯. ベースボール · マガジン社, 2017.02

2. 中禮宏，吉田結梨子. スポーツ医学検定公式テキスト. 東洋館出版社, 2017.04

[総説]

1. 中禮宏，深沢慎太郎，上野俊明. マウスガード調整のための付加型シリコーン系義歯床用裏装材の応用 口病
誌. 2017.03; 84(1); 45

2. 塩田菜々. スポーツを支える歯科医療 ROAD TO 2020　⑤女性歯科医師から見たスポーツ歯科 DENTAL
DIAMOND. 2017.05; 42(7); 138-139

3. Yasui T, Gonda T, Maeda Y, Ishigami K, Ueno T, Matsumoto M, Takamata T, Koide K, Kawara M. Do
mouthguards prevent or reduce dental injuries and concussions during sports events? A literature review
Int J Sports Dent. 2017.10; 10(1); 7-11

4. 上野俊明. スポーツを支える歯科医療 ROAD TO 2020　⑨東京オリンピック · パラリンピックに向けて
DENTAL DIAMOND. 2017.10; 42(13); 152-153

5. 野見山和貴，矢野顕，近藤剛史，上野俊明. 再製を防ぐためのラボコミュニケーション—チェアーサイドと
の連携のコツ／スポーツマウスガード 歯科技工別冊. 2017.12; 101-107

[講演 · 口頭発表等]

1. 近藤剛史，野見山和貴，矢野美鈴，白石典史，中禮宏，上野俊明. 「大分パラ陸上 2016」初となる歯科サポー
ト介入について. 第 26回障害者スポーツ学会 2017.01.22 別府市，大分県

2. 上野俊明. スポーツ活動中の歯 · 口の外傷事故―事例分析と予防 10か条―. 日本スポーツ振興センター · ス
ポーツ事故防止対策協議会／スポーツ事故防止セミナー 2016 2017.01.23 神戸市，兵庫県

3. 上野俊明. スポーツと歯科. 平成 28年度日体協公認スポーツドクター養成講習会 2017.02.11 東京都

4. 上野俊明. 学校におけるスポーツ事故を防ぐ―歯科外傷の事例分析と予防 10か条―. 葛飾区歯科医師会／学
校歯科講演会 2017.02.22 葛飾区，東京都
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5. 中禮宏. マウスガードとフェイスガードの高機能化に向けた取り組み. TMDUスポーツメディスンシンポジ
ウム 2017.03.11 東京

6. 上野俊明. 知っておきたいスポーツ歯科の知識—歯の健康管理，外傷の応急処置とマウスガード，噛み合わ
せと運動能力—. 高知県歯科医師会／スポーツ歯科講演会 2017.03.11 高知市，高知県

7. 田邊元，中禮宏，吉田結梨子，白子高大，和田敬弘，上野俊明. 成形温度の違いによるマウスガードシート
材積層接着力の比較. 第 69回日本歯科理工学会 2017.04.16 東京都

8. 上野俊明，中禮宏，吉田結梨子，塩田菜々，田邊元. マウスガード講習（マウスガード製作デモ／実習）. 石
川県歯科医師会／マウスガード講習会 2017.04.23 金沢市，石川県

9. 上野俊明. マウスガードの最新知識と学会推奨デザイン，調製のポイント. 石川県歯科医師会／スポーツ歯
科講演会 2017.04.23 金沢市，石川県

10. 上野俊明，中禮宏，吉田結梨子，塩田菜々，田邊元. マルチレイヤーマウスガード製作法. 石川県歯科医師
会／マウスガード製作講習会 2017.04.23 金沢市、石川県

11. 上野俊明. マウスガードの最新知識と学会推奨デザイン，調製のポイント. 石川県歯科医師会／スポーツ歯
科講演会 2017.04.23 金沢市、石川県

12. 上野俊明. スポーツに関連する歯科的問題と競技会サポート. 埼玉県歯科医師会／スポーツ歯科講演会
2017.04.27 さいたま市，埼玉県

13. 上野俊明. スポーツに関連する歯科的問題と競技会サポート. 埼玉県歯科医師会／スポーツ歯科講演会
2017.04.27 さいたま市，埼玉県

14. 中禮宏. 咬合と全身の関係　顎顔面防具フェイスガードについて. 埼玉県歯科医師会／スポーツ歯科講演会
2017.04.27 さいたま市，埼玉県

15. 中禮宏. 咬合と全身および顎顔面防具フェイスガードについて. 埼玉県歯科医師会／スポーツ歯科講演会
2017.04.27 さいたま市，埼玉県

16. 中禮宏. 審判員とスポーツ医学の関わり. 平成 29年度　関東レフェリーアカデミー　講習会 2017.05.13 文
京区、東京

17. 中禮宏. 審判員とスポーツ医学の関わり. 関東レフェリーアカデミー／サッカー審判講習会 2017.05.13 東京

18. 上野俊明. スポーツ歯科研究の動向と今後の展開. 九州スポーツ医歯学研究所／一般社団法人設立記念講演
会 2017.05.20 大分市，大分県

19. 中禮宏. 選手に喜ばれるマウスガードと TMDUスポーツ歯科外来』—アスリートをサポートするために覚
えておきたいこと—. 第 31回 TMDU白熱教室 2017.05.20 文京区，東京都

20. 中禮宏. 選手に喜ばれるマウスガードと TMDUスポーツ歯科外来—アスリートをサポートするために覚え
ておきたいこと—. TMDU白熱教室 2017.05.20

21. 上野俊明. スポーツ歯科研究の動向と今後の展開. 一般社団法人九州スポーツ医歯学研究所設立記念講演会
2017.05.20

22. Siota N, Sunaga M, Tanabe G, Churei H, Takahashi T, Kinoshita A, Ueno T. Development and effective-
ness of an interactive computer-assisted learning (CAL) material in undergraduate dental traumatology.
39th Asia Pacific Dental Congress 2017.05.22 Macau, China

23. 中禮宏. 歯科救急. 湘央生命科学技術専門学校 2017.06.08 綾瀬市，神奈川県

24. 立石智彦，柳下和慶，中禮宏，上野俊明. コンタクトスポーツにおける歯科とのかかわりの現状～現場から
～. 第 24回 JASD認定研修会 2017.06.17 札幌市，北海道

25. 淵上雅登，近藤剛史，野見山和貴，矢野美鈴，白石典史，吉田正義，中原浩介，緒方香代，中禮宏，上野俊明.
大会初となる「大分パラ陸上 2016」歯科サポートについて. 第 28回日本スポーツ歯科医学会 2017.06.18 札
幌市，北海道

26. 野見山和貴，近藤剛史，矢野美鈴，松成康男，淵上雅登，中原浩介，白子高大，吉田結梨子，塩田菜々，田
邊元，柴田千帆，中禮宏，上野俊明. 高校硬式野球部員の口腔保健と歯科外傷経験の調査およびマウスガー
ド普及サポート. 第 28回日本スポーツ歯科医学会 2017.06.18 札幌市，北海道
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27. 中禮宏，和田敬弘，深沢慎太郎，白子高大，安部圭祐，藤野祥子，竹内研二，矢野顕，宇尾基弘，高橋英和，
上野俊明. マウスガードの高機能化に向けたガラス繊維強化材料の応用と緩衝空間の設定効果. 第 28回日本
スポーツ歯科医学会 2017.06.18 札幌市，北海道

28. 豊島由佳子，田中沙織，藤野祥子，山中拓人，上野俊明. トップレベルアスリートの酸蝕症に関する予備的
調査. 第 28回日本スポーツ歯科医学会 2017.06.18 札幌市，北海道

29. 田邊元，中禮宏，和田敬広，平田憲雄，佐々木成高，林万紀子，林良宣，宇尾基弘，高橋英和，上野俊明. マ
ウスガード材積層成形時の最適温度に関する実験的検討. 第 28回日本スポーツ歯科医学会 2017.06.18 札幌
市，北海道

30. 池川麻衣，高橋敏幸，三ツ山晃弘，林海里，榎本光裕，柳下和慶，上野俊明. 高気圧酸素治療が唾液性状お
よび口腔内細菌叢に及ぼす影響. 第 28回日本スポーツ歯科医学会 2017.06.18 札幌市，北海道

31. 金崎亜紀，中禮宏，吉田結梨子，竹内康雄，新家義章，當真淳，上野俊明. 新しいマウスガード用除菌 · 洗
浄剤の開発とその性能評価. 第 28回日本スポーツ歯科医学会 2017.06.18 札幌市，北海道

32. 柴田千帆，中禮宏，林海里，白子高大，相澤純也，柳下和慶，上野俊明. 背部への衝突外乱から生じる頭部
回転角加速度に対する咬合の介入研究. 第 28回日本スポーツ歯科医学会 2017.06.18 札幌市，北海道

33. 塩田菜々，中禮宏，高橋敏幸，黒川勝英，福田隆慧，佐々木幸生，平岡道郎，根来武史，齋藤整，磯山永次
郎，上野俊明. プロ自転車競技者の口腔外傷経験と安全対策の知識に関するアンケート調査. 第 28回日本ス
ポーツ歯科医学会 2017.06.18 札幌市，北海道

34. 吉田結梨子，中禮宏，竹内康雄，和田敬弘，宇尾基弘，上野俊明. 銀ナノ粒子含有 EVAマスターバッチを応
用した新規マウスガード材料の抗菌性能評価. 第 28回日本スポーツ歯科医学会 2017.06.18 札幌市，北海道

35. 上野俊明. 運動 · スポーツ実施に伴う口内環境の変化について—より良いスポーツ歯科保健指導と予防処置
を実践するために―. 第 28回日本スポーツ歯科医学会／第 5回 SDHセミナー 2017.06.18 札幌市，北海道

36. 林海里. サッカー選手に対する歯科外傷治療症例. 第 28回日本スポーツ歯科医学会 2017.06.18 北海道

37. 山中拓人. 繰り返し外傷後に歯根破折を生じた歯へのインプラント治療症例. 第 28回日本スポーツ歯科医学
会 2017.06.18 北海道

38. 安井利一，松本勝，宮澤慶，北邦宏，上野俊明，中禮宏，林海里，田邊元. マウスガード講習（講義＆マウ
スガード製作／デモ見学実習）. 埼玉県歯科医師会／第 2回スポーツ歯科講習会 2017.06.25 坂戸市，埼玉県

39. 上野俊明. 唾液検査の実際. H29日体協公認スポーツデンティスト講習会 2017.07.15 千代田区，東京都

40. 上野俊明. 競技者によく見られる歯科疾患②. H29日体協公認スポーツデンティスト講習会 2017.07.15 千代
田区，東京都

41. 上野俊明. 競技者によく見られる歯科疾患①. H29日体協公認スポーツデンティスト講習会 2017.07.15 千代
田区，東京都

42. 林海里，上野俊明. 高気圧酸素治療の膜性骨治癒促進効果の検討. KLSDサマーセミナー 2017 2017.08.27 大
分市，大分県

43. Yoshida Y, Churei H, Wada T, Takeuchi H, Uo M, Ueno T. Antibacterial performance of mouthguard
material incorporated with silver-nanoparticles-embedded EVA masterbatch. 105th FDI Annual World
Dental Congress 2017.08.29 Madrid, Spain

44. 上野俊明. Up-to-dateスポーツ歯科医学 2017. 北海道大学歯学部／D5臨床講義 2017.09.01 札幌市，北海道

45. 上野俊明. 知っておきたいスポーツ歯科の知識—競技者の健康管理，治療とドーピング—. 日本小児歯科学
会／認定医専門医合同セミナー 2017.09.17 大阪

46. 上野俊明. 知っておきたいスポーツ歯科の知識—競技者の健康管理，治療とドーピング—. 日本小児歯科学
会／認定医専門医合同セミナー 2017.09.23 神奈川

47. Tanabe G, Hata T, Tun PS, Churei H, Wada T, Uo M, Takahashi H, Ueno T. Effect of Molding Tem-
perature on Peeling Energy of Laminated Mouthguards.. The 2017 ADM Annual Meeting 2017.10.07
Nuremberg
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48. 田邊元，中禮宏，和田敬弘，宇尾基弘，高橋英和，上野俊明. マウスガードシート用表面処理剤の積層接着
力への効果. 第 70回日本歯科理工学会 2017.10.14 新潟

49. 中禮　宏，吉田結梨子，田邊　元，和田敬広，深沢慎太郎，白子高大，宇尾基弘，高橋英和，上野俊明. マ
ウスガードの高機能化におけるガラス繊維強化法と緩衝空間の効果. 日本歯科理工学会　平成 29年度秋期
第 70回学術講演会 2017.10.14 朱鷺メッセ，新潟市

50. 上野俊明. スポーツマンの歯科的健康管理と外傷予防に向けた取り組み. 東京都社会保険診療報酬請求書審
査会歯科講演会 2017.10.26 東京

51. 上野俊明. スポーツ · 運動中の歯 · 口の外傷事故―事例分析と予防 10か条―. 日本スポーツ振興センター ·
スポーツ事故防止対策協議会／スポーツ事故防止セミナー 2017 2017.10.30 神戸市，兵庫県

52. 田邊元，中禮宏，上野俊明. 上顎歯肉癌を有するアイスホッケー愛好家への治療と競技復帰サポート. 第 28
回日本臨床スポーツ医学会 2017.11.18 東京

53. 豊島由佳子，田中沙織，上野俊明，近藤尚知，宇津宮幸正，松本勝，奥脇透. 我が国のトップアスリートの
口腔保健状況の変化. 第 28回日本臨床スポーツ医学会 2017.11.18 東京

54. 上野俊明. スポーツマウスガードの効果 · 効能を探る／マウスガードとパフォーマンスの考え方. 第 28回日
本臨床スポーツ医学会 2017.11.18 東京

55. 金城里於，中禮宏，田邊元，高橋優実，Tun PS，伊藤七海，佐保泰明， 穴井さやか，立石智彦，上野俊明.
大学生柔道選手の口腔外傷とマウスガード使用に関する調査. 第 5回柔道医科学研究会 2017.12.01 東京

56. 上野俊明，中禮　宏，林海里，藤野祥子，他. スポーツ歯科NOW—JASD公認マウスガードを学ぶ—. C.D.E.
（Continuing Dental Education）ポストグラジュエートコース 2017.12.03 東京

57. 上野俊明. 小児歯科の臨床現場で役立つスポーツ歯科のエッセンス. 静小研例会 2017.12.10 静岡市、静岡県

[受賞]

1. 2016JASD学会賞／日本メディカルテクノロジー賞（上野俊明）, 日本スポーツ歯科医学会, 2017年 06月

2. 2016JASD研究奨励賞／大榮歯科産業賞（黒川勝英）, 日本スポーツ歯科医学会, 2017年 06月

3. 2016JASD論文奨励賞／リンカイ賞（石上貴之）, 日本スポーツ歯科医学会, 2017年 06月

4. 2016JASD学術論文賞／ジーシー賞（Abhishekhi Shrestha）, 日本スポーツ歯科医学会, 2017年 06月

[その他業績]

1. スポーツ医学コラム……26 「スポーツ医学検定」スタートします, 2017年 01月
東京都サッカー審判協会雑誌 PlayOn　 39号
p.8

2. 第 17回日本スポーツ · 健康づくり歯学協議会（福井）／来賓挨拶, 2017年 05月
上野俊明（日本スポーツ歯科医学会理事長代理）

3. スポーツ医学コラム……27　「頭部への衝突が発生したら」, 2017年 07月
東京都サッカー審判協会雑誌 PlayOn
40号
p.8

4. 第 28回日本臨床スポーツ医学会／座長（一般講演：ポスター発表の部）, 2017年 11月
上野俊明

[社会貢献活動]

1. 歯の健康とけがの予防について（情報パネル掲示 · サンプル展示 · ブラッシング指導ほか）, 市川市／市川
市ラグビー協会, 第 10回市川市ラグビーフェスティバル withクボタスピアーズ&NTTコミュニケーション
ズ, 市川市スポーツセンター, 2017年 03月 26日

2. スポーツ競技大会後方支援（歯科医療）, U-12ジュニアサッカーワールドチャレンジ 2017実行委員会／東京
都サッカー協会, U-12ジュニアサッカーワールドチャレンジ 2017, 2017年 08月 24日 - 2017年 08月 27日
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歯学教育システム評価学
Educational System in Dentistry

教　　　授　　　荒木孝二
准　教　授　　　鶴田潤
非常勤講師　　　飯田浩司　片岡博樹
大学院生　　　　加藤森之　高橋一輝　服部旭威　戸田花奈子
大学院研究生　　小澤俊介 (（～ 3月）
秘　　　書　　　伊藤里美

( 1 ) 分野概要

大学院教育では歯学教育システムの変革期にあたり、教育システム評価の方法論の構築と実践を主として、自学
自習、問題発見 · 解決型思考能力の啓発に役立つ教育を行っている。特に卒前および卒直後における国際的な教
育水準を達成するための教育システムの構築とその評価方法の開発、教育カリキュラム評価方法、教育システム
評価の検証法、および国際的な教育水準評価システムについて詳細な知識を習得できるようにセミナー、演習を
行っている。
歯学部学生教育では、モジュール「課題統合セミナー」ユニット「全人的総合診断」の責任者、モジュール「包括臨
床実習」の責任者として、前者では講義 · 演習、後者では新しい臨床実習カリキュラムの作成 · 実行および学生臨
床セミナーの開講、実習ポートフォリオのチェックなどを通して、臨床実習が円滑に進行出来るようにしている。

( 2 ) 研究活動

現在以下のような研究課題について取り組んでいる。
１）歯学教育カリキュラム評価方法の開発
２）歯学教育システム評価の妥当性 · 信頼性の検証方法の開発
３）卒前 · 卒直後における国際的な教育水準評価システムの開発
４）バーチャルリアリティ教育シミュレーションシステムによる歯科技能能力向上プログラムの開発

( 3 ) 教育活動

大学院学生への教育は、講義、演習、実習を行っている。学部学生には「全人的総合診断」の授業と演習を担当し
ている。また「包括臨床実習」の責任者として臨床実習が円滑に進行できるようにしている。

( 4 ) 教育方針

本分野では歯学教育システム評価についての目的、方法について理解するとともに、国際教育水準の理解、あわ
せてそれらの検証法について理解する。
演習は歯学教育システム評価によって得られたデータの解析方法と国際的な教育水準との比較について理解する。
研究実習はシミュレーション教育用に開発された教材を使いこなすこと、および新しい教育システム評価の検証
方法について理解する。
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( 5 ) 臨床活動および学外活動

歯科総合診療部での治療、臨床実習中の学生への態度教育 · 口腔診断学教育、および研修医教育を行っている。

( 6 ) 研究業績

[原著]

1. 戸田花奈子,築山鉄平,築山雄次,大塚紘未,品田佳世子,荒木孝二. 歯科医院におけるリスクアセスメントを
利用したメインテナンスの 効果 日本歯科衛生学会. 2017.08; 12(1); 56-66

2. Ken-ichi Tonami, Sachi Umemori, Hiroshi Nitta, Kouji Araki, Shiro Mataki . Changes in Student Eval-
uations of a Medical Ethics Class 3 Years Later. European Journal of General Dentistry. 2017.09; 6(3);
123-126

3. Yasuyuki Kimura, Ken-ichi Tonami, Shiro Mataki, Kouji Araki. Analysis of new outpatients’ responses
to a survey of their reasons for visiting a dental clinic. European Journal of General Dentistry. 2017.10;
6(3); 111-114

4. 則武加奈子,鶴田潤,礪波健一,梅森幸,小田茂,俣木志朗,荒木孝二. 初診時医療面接実習における歯科学生の
医療面接と診断能力の変化 口腔病学会雑誌. 2017.11; 84(3); 103-110

5. Chien PJ, Suzuki T, Tsujii M, Ye M, Minami I, Toda K, Otsuka H, Toma K, Arakawa T, Araki K, Iwasaki
Y, Shinada K, Ogawa Y, Mitsubayashi K. Biochemical Gas Sensors (Biosniffers) Using Forward and
Reverse Reactions of Secondary Alcohol Dehydrogenase for Breath Isopropanol and Acetone as Potential
Volatile Biomarkers of Diabetes Mellitus. Anal Chem. 2017.11; 89(22); 12261-12268

6. Kazuki Takahashi, Jun Tsuruta, Ken-ichi Tonami, Kouji Araki. Relation between Manual Dexterity and
the Accuracy of Cavity Preparation. Anals of Oral Health and Dental Research. 2017.12;

[書籍等出版物]

1. 公益社団法人　日本歯科医師会　ＨＩＶ感染予防対策Ｑ＆Ａ改定作業委員会. 歯科診療におけるＨＩＶ ＨＢ
Ｖ ＨＣＶ 感染予防対策Ｑ＆Ａ. 公益社団法人　日本歯科医師会　ＨＩＶ感染予防対策Ｑ＆Ａ改定作業委員
会, 2017.03

[総説]

1. 荒木孝二. アジア各国における歯学教育の認証評価制度 歯界展望　特別号　 2017. 2017.05; 143-146

[講演 · 口頭発表等]

1. 荒木孝二. 歯学教育認証制度について. 大阪大学歯学研究科歯学部ＦＤ講演会 2017.01.19 大阪

2. 梅森 幸, 相田 潤, 坪谷 透, 礪波健一, 田淵貴大, 荒木孝二, 俣木志朗, 近藤克則. 高齢者における受動喫煙と
残存歯数の関係. 第 27回日本疫学会学術総会 2017.01.27 甲府

3. Ken-ichi Tonami, Shizuko Ichinose, Kazunobu Sano, Naohiko Iwasaki, Hidekazu Takahashi, Shiro Mataki,
Kouji Araki. Analysis of the dentin surface after Xe excimer lamp irradiation. The 95th General Session
& Exhibition of the IADR 2017.03.22 San Francisco

4. 水谷幸嗣，則武加奈子，鶴田潤，關奈央子，近藤圭子，片桐さやか，竹内康雄，秋月達也，塩山秀裕，荒川
真一，荒木孝二，和泉雄一. 多職種が連携する診療参加型臨床実習の新規導入による臨床的効果および教育
的効果. 第 60回春季日本歯周病学会学術大会 2017.05.13 福岡

5. 大渡凡人，高橋一輝，京坂侑加，猪越正直，井上実，水口俊介，深山治久，下山和弘. 全身疾患をもつ高齢
歯科患者の薬剤情報に関する統計学的検討. 日本老年歯科医学会第 28回学術大会 2017.06.16 名古屋

6. 則武加奈子，鶴田潤，水谷幸嗣，近藤圭子、關奈央子，小原由紀，安田昌代，大塚紘未，荒川真一，荒木孝
二 . 歯科学生と歯科衛生学生が診療参加型臨床実習で協働する新しい多職種連携実習の開発と教育効果. 第
36回日本歯科医学教育学会 2017.07.28 長野

7. 平田創一郎, 荒木孝二, 藤井規孝, 前田健康, 西原達次, 田上順二, 一戸達也. 歯科医師臨床研修の到達目標の
見直しのための基礎的調査. 第 36回日本歯科医学教育学会 2017.07.28 松本
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8. 平田創一郎, 前田健康, 西原達次, 田上順二, 荒木孝二, 藤井規孝, 一戸達也. 指導歯科医講習会で取り上げる
テーマに関する基礎的調査. 第 36回日本歯科医学教育学会 2017.07.28 松本

9. 梅森幸, 礪波健一, 則武加奈子, 俣木志朗, 荒木孝二, . 包括臨床実習における歯学科学生の知識確認小テスト
の有用性. 第 36回日本歯科医学教育学会 2017.07.28 松本

10. 高橋一輝, 鶴田潤, 礪波健一, 荒木孝二. 手指巧緻性と切削精度の関連性. 第 36 回日本歯科医学教育学会
2017.07.28 松本

11. 木村康之, 礪波健一, 鶴田潤, 小田茂, 新田浩, 俣木志朗, 荒木孝二. ローテーション研修における臨床研修歯
科医が掲げる研修目標の経時的変化. 第３６回日本歯科医学教育学会学術大会 2017.07.29 松本

12. Ken-ichi Tonami, Sachi Umemori, Son Hoang Le, Kouji Araki, Hiroshi Nitta, Shiro Mataki. Factor analysis
of students’ perception of inter-personal relations during "Introduction to the behavioral science" class.
31th IADR-SEA 28th SEAADE 2017.08.10 Taipei

13. Ken-ichi Tonami, Sachi Umemori, Son Hoang Le, Kouji Araki, Hiroshi Nitta,Shiro Mataki . Effects of
the Great East Japan Earthquake on students’ perception of inter-personal relations. ADEE Annual
Conference 2017.08.23 Vilnius, Lithuania

14. 鶴田潤,戸田花奈子. 歯科系学会における認定医 · 専門医 · 指導医に関する制度の調査. 第 23回日本歯科医
療管理学会関東支部 学術大会 2017.09.10 東京

15. 木村康之,礪波健一,鶴田潤,俣木志朗,荒木孝二. 歯科初診時に高血圧を示す患者に関する分析. 第 23回日
本歯科医療管理学会関東支部 学術大会 2017.09.10 東京

16. 礪波健一, 梅森幸, 荒木孝二, 俣木志朗. 福祉施設体験学習による学生の人間関係に関する認識の変化. 第 9
回日本ヘルスコミュニケーション学会学術集会 2017.09.16 京都

17. 安田昌代、近藤圭子、小原由紀、大塚紘未、則武加奈子、水谷幸嗣、關奈央子、鶴田潤、荒川真一、荒木孝
二. 口腔保健学生と歯学生が協働する診療参加型臨床実習の学生評価. 日本歯科衛生学会第 12回学術大会
2017.09.16 きゅりあん（品川区立総合区民会館）

18. 荒木孝二. スキルスラボⅡに関する概要説明. 医療シミュレータについて学ぶ見学会 2017.11.02 東京医科歯
科大学

19. 荒木孝二. 歯科診療における院内感染対策～患者も守り、わが身も守ろう～. 平成 29年度　北多摩南部保健
医療圏　医療安全推進担当者研修会 2017.11.14 武蔵野市　武蔵野スイングホール

20. 戸田花奈子, 南 勲, 水谷幸嗣, 小川佳宏, 荒木孝二, 品田佳世子. 糖尿病患者を対象とした歯科保健指導の血
糖値コントロールおよび口腔保健状況への効果. 日本歯周病学会 60周年記念京都大会 2017.12.17 京都

[その他業績]

1. 平成 29年度東京医科歯科大学歯学部歯学科 5,6年次「包括臨床実習」モジュールコーディネーター, 2017年
01月
ポートフォリオのチェック、実習進行状態の管理、学生臨床セミナーの企画と実施、症例報告診査、終了時
技能到達度確認試験+ＯＳＣＥを実施した。2017年 1月～ 12月

2. 平成 28年度　大学改革推進等補助金（大学改革推進事業）, 2017年 01月
基礎 · 臨床を両輪とした医学教育改革によるグローバルな医師養成　歯学教育認証評価制度等の実施に関す
る調査研究　事業推進責任者　荒木孝二　 2017年 1月～ 3月

3. MC講義, 2017年 02月
包括臨床実習 PhaseⅢのＭＣ講義として、４回（１日３時間）１２時間担当した。2017年 2月～ 3月

4. 平成 28年度歯学教育認証評価検討ＷＧ　事業成果報告会, 2017年 02月
「歯学教育認証評価制度等の実施に関する調査研究」事業成果報告会　平成 29年 2月 17日　 TKP御茶ノ
水カンファレンスセンター

5. 大学院講義（医歯学先端研究持論）, 2017年 03月
片岡博樹「保険診療の一環としての歯内療法」2017年 3月 2日
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6. 厚生労働科学研究費補助金　歯科医師の養成及び評価に関する総合的研究（Ｈ２８-医療-一般-019）, 2017
年 04月
地域医療基盤開発推進研究事業　研究分担者　荒木孝二

7. 平成 29年度東京医科歯科大学新入生オリエンテーション, 2017年 04月
ファシリテータとして参加した。神奈川県足柄下郡箱根町　 2017年 4月 6日～７日

8. 岩手医科大学　 CBT問題作成に関わる講習会, 2017年 04月
講師として参加　 2017年 4月 22日

9. 文部科学省科学研究費補助金　基盤研究（Ｃ）一般, 2017年 04月
完全バーチャルリアリティシミュレータを用いた歯科臨床技術訓練プログラムの開発　研究代表者　荒木
孝二

10. 平成 29年度「医歯学総合研究科コース持論」歯科医学における基礎 · 臨床ボーダレス教育「健康科学コー
ス」　講義, 2017年 05月
「教育評価の基礎」の講義を担当　 2017年 5月 25日

11. 東京医科歯科大学歯学部歯学科 CBT問題作成講習会, 2017年 05月
タスクフォースとして参加　 2017年 5月 14日

12. 明海大学歯学部共用試験ＣＢＴ問題作成学内ワークショップ講演会, 2017年 05月
講師として参加　 2017年 5月 18日

13. 平成 29年度東京医科歯科大学歯学部歯学科５年次　講義, 2017年 06月
「全人的総合診断学」講義を計１５時間担当した。

14. 平成 29年度東京医科歯科大学歯学部歯学科５年次学生教員合宿研修, 2017年 09月
統括責任者として参加した。2017年 9月 7～ 8日　山梨県甲府市

[社会貢献活動]

1. 日本歯科保存学会　評議員, 1992年 04月 01日 - 現在

2. 日本口腔病学会　評議員, 1999年 10月 01日 - 現在

3. 日本歯科薬物療法学会　評議員, 2002年 04月 01日 - 現在

4. 日本歯科保存学会　理事, 2003年 04月 01日 - 現在

5. 日本口腔病学会　理事, 2003年 04月 01日 - 現在

6. 日本歯科医学教育学会　評議員, 2003年 07月 11日 - 現在

7. 公益社団法人　医療系大学間共用試験実施評価機構　理事, 2005年 04月 01日 - 現在

8. 公益社団法人　医療系大学間共用試験実施評価機構　歯学系ＣＢＴ実施小委員会委員, 2005年 04月 01日 -
現在

9. 独立行政法人　医薬品医療機器総合機構専門委員, 独立行政法人　医薬品医療機器総合機構, 2006年 04月
01日 - 現在

10. 公益社団法人　医療系大学間共用試験実施評価機構　歯学系ＣＢＴブラッシュアップ専門部会員, 2006年 04
月 01日 - 現在

11. 公益社団法人　医療系大学間共用試験実施評価機構　共用試験制度 · システム開発委員会　委員（2009年４
月より委員長）, 2006年 04月 01日 - 現在

12. 公益社団法人　医療系大学間共用試験実施評価機構　歯学系ＣＢＴ事後評価解析小委員会　委員, 2007年 04
月 01日 - 現在

13. 日本歯科保存学会　国際交流委員会　委員, 2011年 04月 01日 - 2017年 03月 31日

14. 日本歯科保存学会　教育問題委員会　委員, 2011年 04月 01日 - 2017年 03月 31日

15. 東京医科歯科大学歯科同窓会委員（緊急時歯科医師派遣制度運営委員会）, 2011年 09月 01日 - 現在
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16. 大学改革推進等補助金（大学改革事業）基礎 · 臨床を両輪とした医学教育改革によるグローバルな医師養成
　歯学教育認証制度等の実施に関する調査研究　事業推進責任者, 文部科学省, 2012年 04月 01日 - 2017年
03月 31日

17. 歯科医師試験委員, 厚生労働省, 2014年 04月 01日 - 現在

18. 歯学教育の改善 · 充実に関する調査研究協力者会議　委員, 文部科学省, 2014年 04月 01日 - 現在

19. 朝日大学　客員教授, 2014年 06月 01日 - 現在

20. 日本歯科薬物療法学会　学術奨励賞選考委員会　委員, 2014年 06月 20日 - 現在

21. 日本歯科薬物療法学会　編集査読委員会　委員, 2014年 06月 20日 - 現在

22. 日本歯科薬物療法学会　理事, 2014年 06月 20日 - 現在

23. 日本歯科薬物療法学会　漢方薬の EBM委員会　委員, 2015年 06月 20日 - 現在

24. 日本歯科薬物療法学会　細則検討委員会　委員, 2015年 06月 20日 - 現在

25. 日本歯科医学会学術研究委員会　委員, 日本歯科医学会, 2015年 07月 01日 - 2017年 06月 30日

26. The Journal of Dental Education,peer reviewer, 2015年 08月 01日 - 現在

27. 日本口腔診断学会　代議員, 2015年 09月 05日 - 現在

28. 平成 27年度「大学における医療人養成の在り方に関する調査研究委託事業」テーマ：医学教育モデルコア
· カリキュラム等の次期改訂に向けた調査 · 研究「歯学教育モデル · コア · カリキュラムの改訂に係ること」
歯学調査研究チーム会議メンバー, 2015年 10月 01日 - 現在

29. 歯学教育認証評価事業　歯学教育評価実施準備委員会　専門委員, 2016年 01月 01日 - 2017年 03月 31日

30. 日本歯科医学教育学会　理事, 2016年 04月 01日 - 現在

31. HIV感染予防対策Ｑ＆Ａ改定作業委員会委員, 日本歯科医師会, 2016年 10月 12日 - 2017年 03月 31日

32. 共用試験歯学系ＣＢＴモニター担当　岩手医科大学, 2017年 01月 26日

33. 共用試験歯学系ＣＢＴモニター担当　日本大学松戸歯学部, 2017年 02月 12日

34. 日本歯科保存学会　医療合理化委員会　委員, 日本歯科保存学会, 2017年 04月 01日 - 現在

35. 共用試験歯学系ＣＢＴモニター担当　東北大学歯学部, 2017年 07月 13日

36. 共用試験歯学系ＣＢＴモニター担当　広島大学, 2017年 08月 25日

37. 東京医科歯科大学歯科同窓会参与, 東京医科歯科大学歯科同窓会, 2017年 09月 01日 - 現在

38. European Journal of Dental Education,peer reviewer, 2017年 09月 01日 - 現在

39. 第 50回日本医学教育学会大会実行委員会委員, 2017年 09月 25日 - 現在

40. 日本シミュレーション医療教育学会編集委員
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教育メディア開発学
Educational Media Development

　　教授　木下淳博
　　助教　須永昌代
大学院生　三好智絵
大学院生　保母宏基
大学院生　曹　日丹
大学院生　秋山恭子
大学院生　原田悠介（4月～）
大学院生　竹之内　茜（4月～）
大学院生　高綱裕紀子

( 1 ) 研究活動

１）コンピュータシミュレーション教育システムの開発と活用に関する研究
　本学では、特色ある大学教育支援プログラム（特色 GP)採択取組「医歯学シミュレーション教育システムの構
築」、さらに大学教育 · 学生支援推進事業【テーマＡ】大学教育推進プログラム採択取組「コンピュータによる診
療模擬実習の展開」の取組として、本学附属病院の豊富な臨床資料を活用し、臨床教育に関するコンピュータシ
ミュレーション教材を独自に作成してきた。作成した教材を医学部医学科、医学部保健衛生学科、歯学部歯学科、
歯学部口腔保健学科の学生等に活用し、その教育効果を評価 · 解析するとともに、全学的なシミュレーション教育
システムを開発する。

２）医療系教育における eラーニングシステムの活用に関する研究
　本学では、現代的教育ニーズ取組支援プログラム（現代GP）採択取組「ICT活用教育と従来型臨床現場実習の
連携」により、実際の臨床で行われる手技を講義室にいる学生に術者の視点から解説し、「治療の流れ」を同時進
行で学ばせるシステムを開発してきた。このシステムにより、臨床現場と講義室を同時中継したライブ講義を行
い、多くの学生に同じ症例を見学させ、学生同士に共通の症例について討論させることが可能となった。臨床現
場における処置 · 手術、模型実習室でのデモ、講義室での講義、学生が行う模型実習 · 臨床実習手技等を映像自動
収録装置によって日常的にもれなく収録、蓄積、評価できるように ICT活用コンテンツを充実させ、それらのコ
ンテンツをオンデマンド配信し、現行の教育との連携を図り、学年進行に合わせたフィードバック、自己評価、自
己研鑽を推進できるようシステムの開発を行う。

３）医療系教育における教育メディアの開発と活用に関する研究
· 歯科実習用顎模型の研究 · 開発：様々な歯周ポケットを経験でき、ポケット底の触知、探査を含めた測定訓練が
できる歯周ポケット測定訓練用顎模型を開発してきた。本模型が測定者の訓練に有効か否か、および測定者の正
確度の評価や標準化に応用可能か否かを研究する。
· 術者目線自動撮影 · 表示 · 録画システムの歯学教育への活用に関する研究：現在、歯学教育における講義 · 実習
で活用されているビデオ等の映像教材は、その多くが撮影者の目線でのカメラ映像である。また、歯学教育では
学習の対象物（器具、歯、模型、縫合の手技等）を学生に立体的に把握させたいことも多く、手技の実演を行って
いるが、学生全員が至近距離で実演を見ることは困難である。そこで、術者目線のオリジナル 3Dムービー作成 ·
供覧システムの開発を行い、遠隔講義、スーパーインポーズ機能を用いた遠隔指導システムなど、教材コンテン
ツとしての応用可能性を研究する。
· カメラ、ミラー及び画像反転ユニット付ハンドピースシステムの開発：治療部位をリアルタイムでモニタに映し
出し、よりわかり易く、また臨床に直結した臨場感のある講義を行えるように、歯科治療に用いるハンドピース
（タービン、モーター用ハンドピース、スケーラー等）に、小型カメラ、ミラー、及び画像反転ユニットを内蔵も
しくは取り付けることが可能なシステム（カメラ付ハンドピースシステム）を開発する。
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( 2 ) 教育活動

　コンピュータシミュレーション教育システム、eラーニングシステム、通信講義システム等、情報通信技術を活
用した新しい教育システムおよび教育メディアの特徴を理解させ、関連する教育メディアを独自に作成する方法
を修得させるとともに、それらを医療系大学の卒前、卒後教育や、職種間連携に必要な教育に応用する方法を修
得させる。
　歯学部歯学科 1年次、口腔保健学科 1、2年次では、コンピュータによるメディア情報処理、コンテンツ作成の
基礎を修得させ、インターネットとコンピュータを利用した学習、および研究活動に必要な情報検索の方法を修
得させる。また、各種データベースの利用の仕方を修得させることを目標とする。
　歯学部歯学科 4年次では、医療現場を体験させることにより、将来の歯科医師としての自覚を高めさせ、歯科
臨床に必要な基本的態度と知識を身につけることを目標とする。ユニット「コンピュータシミュレーション実習」
では、コンピュータを用いて歯科臨床のシミュレーションを行わせることにより、歯科臨床の知識、技能を自己
学習する能力を身につけることを目標とする。ユニット「D6体験実習」では、歯科における治療計画立案の重要
性を理解させ、症例分析能力 · 治療計画立案能力を修得させる。包括臨床実習現場において、実際の患者さんに医
療面接を行わせ、将来の歯科医師としての自覚を高めさせ、医療面接に必要な基本的態度と知識を身につけるこ
とを目標とする。

担当科目：
教育メディア開発学特論、医歯学総合研究科コース特論健康科学コース、大学院初期研究研修プログラム、臨床
体験実習、基礎情報医歯学、メディア情報学、メディア情報学基礎、臨床統計Ⅲ

( 3 ) 研究業績

[原著]

1. Tomoe Miyoshi, Koki Hobo, Masayo Sunaga, Atsuhiro Kinoshita. Effects of an interactive simulation
material for clinical dentistry on knowledge acquisition. J. Med. Dent. Sci.. 2017.09; 64(3); 35-42

2. 秋山恭子，新井　恵，高久　悟，木下淳博. 歯科衛生学生における SCATを用いた多職種連携教育に関する
課題の抽出 日本歯科衛生教育学会雑誌. 2017.10; 8(2); 55-61

3. Koki Hobo, Kanako Noritake, Masayo Sunaga, Tomoe Miyoshi, Ridan Cao, Hiroshi Nitta, Yuji Kabasawa,
Atsuhiro Kinoshita. Effectiveness of an interactive simulation material for clinical dentistry on knowledge
acquisition and memory retention in dental residents J. Med. Dent. Sci.. 2017.12; 64(4); 43-52

[書籍等出版物]

1. 木下淳博. 口腔ケア基礎知識　第 2版. 永末書店, 2017.04

[総説]

1. 木下淳博. 動画で学ぶスケーリング · ルートプレーニング 群馬県歯科医学会雑誌. 2017.03; 21; 17-22

[講演 · 口頭発表等]

1. 木下淳博. アニメで納得！ SRPでは何をしている？ . 大阪府歯科衛生士会研修会 2017.01.15 大阪府歯科
医師会館（大阪府大阪市）

2. 木下淳博. 歯学教育における eラーニング教材の作成. 大阪歯科大学歯学科教員 FD 2017.02.13 大阪歯科大
学（大阪府枚方市）

3. 木下淳博. 今、私が歯科衛生士に伝えたいこと　—歯周基本治療DH実習コース 10年間のQ&Aから—. 東京
医科歯科大学歯科同窓会学術部コンティニュイング · デンタル · エデュケーション第 54期 Part I 2017.03.26
東京医科歯科大学（東京都文京区）

4. 木下淳博. 動画で学ぶ、スケーリング · ルートプレーニングの要点と限界. 青森県歯科衛生士会研修会
2017.04.02 青森県歯科医師会館（青森県青森市）

5. 大山　篤，安藤雄一，澁谷智明，藤田雄三，須永昌代，木下淳博，品田佳世子. 退職者が在職中に経験した、
労働と口腔保健の相互の影響に関する研究. 第 90回日本産業衛生学会，第 59巻臨時増刊号，p335, 2017年
5月 11日 2017.05.11 東京ビッグサイト TFTビル（東京都江東区）
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6. Nana Shiota, Masayo Sunaga, Toshiyuki Takahashi, Atsuhiro Kinoshita, Toshiaki Ueno. Effectiveness
of interactive computer-assisted learning (CAL)material on sports-related dental trauma for knowledge
acquisition. The 39th Asia Pacific Dental Congress (APDC), Final Program and Abstract Book, p229,
22-25 May 2017.05.22 Macau

7. Masayo Sunaga, Hiromi Otsuka, Junichi Furuya, Yumi Hoshino, Atsuhiro Kinoshita. Development and
evaluation of computer-assisted learning material regarding oral health care methods for elderly persons
requiring long-term care as interprofessional education material for dental hygiene students. The 39th
Asia Pacific Dental Congress (APDC), Final Program and Abstract Book, p181, 22-25 May 2017.05.22
Macau

8. 木下淳博. ＩＴを活用した新しい歯科臨床技能教育の試み．歯学 · 歯科衛生学における教育メディアの活用.
第 66回日本口腔衛生学会 · 総会，日本歯科衛生教育学会合同プログラム，口腔衛生学会雑誌 vol.67 増刊号
p56-57 2017.06.01 山形テルサ（山形県山形市）

9. 木下淳博，秋山恭子，足達淑子，須永昌代，大塚紘未，三好智絵. 歯科衛生士が担う歯周基本治療の最前線—
院長も納得！「SRPの要点と限界」—. 東京医科歯科大学歯科同窓会学術部コンティニュイング · デンタル
· エデュケーション第 54期 Part Ⅱ 2017.07.09 東京医科歯科大学（東京都文京区）

10. 木下淳博. 動画で学ぶスケーリング ·ルートプレーニングの要点と限界. 佐賀県歯科衛生士会研修会 2017.07.23
アバンセ（佐賀県佐賀市）

11. 關　奈央子，金澤　学，駒ヶ嶺友梨子，ジャネルモロス，水谷幸嗣，保坂啓一，駒田　亘，須永昌代，川口陽
子，森尾郁子，木下淳博. 東京医科歯科大学大学院における国際歯科臨床教育コースの導入と取り組み―第１
報―. 第 36回日本歯科医学教育学会，プログラム · 抄録集，抄録集 p104，2017年 7月 28-29日 2017.07.28
松本市中央会館（Mウイング文化センター）（長野県松本市）

12. 海老原　新，河村　準，鶴田　潤，木下淳博，興地隆史. 歯内治療学模型実習の反転授業での予習について.
第 36回日本歯科医学教育学会，プログラム · 抄録集，抄録集 p160，2017年 7月 28-29日 2017.07.29 松本
市中央会館（Mウイング文化センター）（長野県松本市）

13. 秋山恭子，須永昌代，新井　恵，木下 淳博. 歯科衛生過程を学ぶコンピュータシミュレーション教材の開発
と評価. 第 36回日本歯科医学教育学会，プログラム · 抄録集，抄録集 p165，2017年 7月 28-29日 2017.07.29
松本市中央会館（Mウイング文化センター）（長野県松本市）

14. Tam Nguyen Thi Thanh，Naoko Seki, Janelle Moross, Keiichi Hosaka, Masayo Sunaga, Ikuko Morio,
Atsuhiro Kinoshita. The effectiveness of newly developed computer-assisted simulation materials on over-
seas learners . The 28th Annual Scientific Meeting South East Asia Association For Dental Education
(SEAADE), 10-11 August 2017.08.11 Taipei

15. 中村奈都美，小原由紀，近藤圭子，安田昌代，大塚紘未，木下淳博，品田佳世子，鈴木哲也，荒川真一，興
地隆史. 歯科衛生教育におけるチーム医療実践プログラムに対する学生の評価. 日本歯科衛生学会　第 12 回
学術大会，日本歯科衛生学会雑誌 12（1），p108，2017 年 9 月 17-18日 2017.09.17 きゅりあん（品川区立総
合区民会館）（東京都品川区）

16. 關 奈央子，金澤 学，駒ヶ嶺友梨子，ジャネルモロス，水谷幸嗣, 保坂啓一，駒田 亘，黒田真司，須永昌代，
川口陽子，森尾郁子，木下淳博. 本学大学院医歯学総合研究科における国際歯科臨床教育コースに対する評
価. 第 82回口腔病学会学術大会，プログラム · 抄録集，p15，2017 年 11 月 19-20日 2017.11.19 東京医科歯
科大学（東京都文京区）

17. 木下淳博. 歯科衛生士が行う「歯科診療の補助」とは. 第 8回日本歯科衛生教育学会　ランチョンセミナー，
2017月 11月 25日，招待講演 2017.11.25 関西女子短期大学（大阪府柏原市）

18. 小関健由，木下淳博，品田佳世子，合場千佳子，高阪利美，眞木吉信. 仮想現実を用いた歯周診療技能修得
教育システムの構築―手指の動作を収録する力学的臨床技能修得装置による歯科臨床技能教育への試みにつ
いて―. 第 8 回日本歯科衛生教育学会，8（2），p101，2017 年 11 月 25-26日 2017.11.25 関西女子短期大学
（大阪府柏原市）

19. 木下淳博. 動画で学ぶスケーリング · ルートプレーニングの要点と限界. 鹿児島県歯科衛生士会研修会
2017.11.26 鹿児島県歯科医師会館（鹿児島県鹿児島市）

20. 秋山恭子，須永昌代，新井　恵，木下淳博. 歯科衛生過程を学ぶコンピュータシミュレーション教材の臨床実
習前の学生への応用と評価. 第 8 回日本歯科衛生教育学会，8（2），p91，2017 年 11 月 25-26日 2017.11.26
関西女子短期大学（大阪府柏原市）
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21. 竹之内 茜, 須永 昌代, 小原 由紀, 松久保 隆, 木下 淳博. 歯科衛生教育におけるスマートフォンを用いた英語
学習の効果. 第 8 回日本歯科衛生教育学会，8（2），p94，2017 年 11 月 25-26日 2017.11.26 関西女子短期
大学（大阪府柏原市）

22. 曹　日丹， 須永昌代，三好智絵，保母宏基，新田　浩，木下淳博. eラーニングにおける学習レベル通知シ
ステムの開発と評価. 第 12回医療系 e—ラーニング全国交流会，講演要旨集，p24-27, 2017年 12月 2-3日
2017.12.02 香川大学（香川県高松市）

23. 木下淳博. 授業でのＩＣＴの活用—歯学教育に活用できる eラーニング教材の作成—. 日本大学歯学部教員
FD 2017.12.05 日本大学（東京都千代田区）

24. 木下淳博，秋山恭子，足達淑子，大塚紘未，須永昌代，竹之内茜. 歯科衛生士が担う歯周基本治療の最前線—
院長も納得！「SRPの要点と限界」—. 東京医科歯科大学歯科同窓会学術部コンティニュイング · デンタル
· エデュケーション第 55期 Part Ⅰ 2017.12.10 東京医科歯科大学（東京都文京区）

25. 木下淳博. 歯科衛生士が行う「歯科診療の補助」とは. 日本歯周病学会 60周年記念京都大会　ランチョンセ
ミナー，2017月 12月 16日，招待講演 2017.12.16 国立京都国際会館（京都府京都市）

[社会貢献活動]

1. 医療系教育における PBLチュートリアルを体験しよう, 順天高校, サイエンスクラス特別講義, 2017年 02
月 11日
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保険医療管理学
Insured Medical Care Management

教授　　　藍　真澄
講師　　 石岡　淳一郎
大学院生　　河村　弘

( 1 ) 分野概要

医学部附属病院保険医療管理部の連携講座として、2013年に設置された。
医学部附属病院保険医療管理部は同院における適切な保険診療と診療報酬請求をサポートする部門である。各診
療科、看護部、検査部、臨床栄養部、および事務部門のハブ組織として、病院全体のチーム医療の実践をサポート
する。
大学院内の分野としては、特に保険診療の教育方法と教育ツールの開発および人材の育成方法に関する研究推進
を図っている。

( 2 ) 研究活動

本分野の主な研究課題は、
· 保険診療の教育方法と教育ツールの開発および人材の育成方法
· 医療機関における診療報酬請求体制整備に関する研究
· 医療供給体制と社会保険医療システムの融合に関する研究
であり、それに加え本分野所属教官等の従来の研究フィールドでの活動を継続している。
具体的には、脂質代謝、糖代謝、動脈硬化症に関する臨床 · 疫学研究、臨床検査医学（藍）、泌尿器科学（石岡）に
関する研究を行っている。

( 3 ) 教育活動

医学部附属病院保険医療管理部として、病院全職員を対象とした保険診療講習会を年２回（2016年 5月、2017年
2月）開催した。また、診療報酬 · 医療経営に関する院内勉強会を毎月開催している。
博士課程大学院生 1名在学中。

( 4 ) 教育方針

医学部附属病院における
＊臨床現場における適正な保険診療に必要な具体的事項の教育
＊個別の診療報酬請求上の必要事項のサポート
に加え、大学院の分野としては、特に保険診療の教育方法と教育ツールの開発および人材の育成方法に関する研
究推進を図っている。

( 5 ) 臨床活動および学外活動

医学部附属病院における保険診療に関する管理とともに、本分野所属教官等の従来の臨床フィールドでの臨床活
動を継続している。具体的には、老年病内科における糖尿病、脂質代謝異常、動脈硬化症、老年病に関する診療等
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（藍）、泌尿器科における診療等（石岡）。

( 6 ) 臨床上の特色

医学部附属病院の保険診療に関する管理部門として、各診療科との恊働により適切な保険診療および診療報酬請
求について臨床の立場からサポートしている。

( 7 ) 研究業績

[原著]

1. Hiroaki Ikezaki, Masumi Ai, Ernst J Schaefer, Seiko Otokozawa, Bela F Asztalos, Katsuyuki Nakajima,
Yanhua Zhou, Ching-Ti Liu, Paul F Jacques, L Adrienne Cupples, Norihiro Furusyo. Cardiovascular
disease prevalence and insulin resistance in the Kyushu-Okinawa Population Study and the Framingham
Offspring Study. J Clin Lipidol. 2017.02; 11(2); 348-356

2. 伊藤 将也, 井上 雅晴, 木島 敏樹, 吉田 宗一郎, 横山 みなと, 石岡 淳一郎, 沼尾 昇, 松岡 陽, 齋藤 一隆, 木
原 和徳, 藤井 靖久. 前立腺癌に対するアンドロゲン除去療法は、左心機能マーカー (Brain-type natriuretic
peptide:BNP)を上昇させる 日本泌尿器科学会総会. 2017.04; 105回; OP35-OP36

3. Anne P Beigneux, Kazuya Miyashita, Michael Ploug, Dirk J Blom, Masumi Ai, MacRae F Linton, Weera-
pan Khovidhunkit, Robert Dufour, Abhimanyu Garg, Maureen A McMahon, Clive R Pullinger, Norma P
Sandoval, Xuchen Hu, Christopher M Allan, Mikael Larsson, Tetsuo Machida, Masami Murakami, Karen
Reue, Peter Tontonoz, Ira J Goldberg, Philippe Moulin, Sybil Charrière, Loren G Fong, Katsuyuki Naka-
jima, Stephen G Young. Autoantibodies against GPIHBP1 as a Cause of Hypertriglyceridemia. N. Engl.
J. Med.. 2017.04; 376(17); 1647-1658

4. 安田 庸輔, 齋藤 一隆, 川村 尚子, 湯浅 健, 横山 みなと, 松岡 陽, 石岡 淳一郎, 沼尾 昇, 奥野 哲男, 山本 真
也, 高橋 俊二, 米瀬 淳二, 藤井 靖久, 木原 和徳. 転移性腎癌における分子標的薬治療開始後、早期の C反応
性蛋白 (CRP)の値の推移と予後の関係 腎癌研究会会報. 2017.07; (47); 84

5. Hajime Tanaka, Yasuhisa Fujii, Hiroshi Tanaka, Junichiro Ishioka, Yoh Matsuoka, Kazutaka Saito, Sho
Uehara, Noboru Numao, Takeshi Yuasa, Shinya Yamamoto, Hitoshi Masuda, Junji Yonese, Kazunori
Kihara. Stepwise algorithm using computed tomography and magnetic resonance imaging for diagnosis
of fat-poor angiomyolipoma in small renal masses: Development and external validation. Int. J. Urol..
2017.07; 24(7); 511-517

[総説]

1. 藍　真澄. 動脈硬化リスク · 治療標的としての TG,HDL 日本内科学会雑誌. 2017.04; 106(4); 725-734

[その他業績]

1. IRB Member, Sony Corporation 2012∼

[社会貢献活動]

1. 東京都地方独立行政法人評価委員会委員, 東京都, 東京都庁 · 東京都健康長寿医療センター, 2016年 10月 01
日 - 現在

2. 台東病院等運営協議会, 台東区, 台東区役所、台東病院, 2017年 07月 01日 - 現在
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国際保健医療事業開発学分野
Department of Global Health Entrepreneurship

教授　　 　　中村　桂子　　
講師　　　 　　清野　薫子
JSPS 特別研究員　Md. Mosiur Rahman
外国人研究員　 　 Layla McCay
研究員　　　　　 Saber Al-Sobaihi,
大学院学生　 安齋　彩, Omar Mohammad Mashal,
越智　士郎,　寺田　友子,Dasavanh Manivong, Delgermaa Doshzeveg,
Iskander Isaac Maro, Hoang Thuy Linh Nguyen,
Ahmad Shekib Arab, 田代　百合,
Deogratius Bintabara, TJ Robionson Moncatar,
Kathryn Lizbeth Lucena Siongco,Tran Dai Tri Han,
Hue Man Vo, HASAN S M Mahmudul Hasan, Shayo Festo Kasmir

( 1 ) 分野概要

　本分野は、人々の健康水準に影響をもたらす様々な要因の系統的な分析をとおして、世界各地の公衆衛生の向
上をはかる手段を提案する研究を行い、保健医療分野における国際貢献を担う人材を育成するための教育研究を
目指している。特に、開発途上国の保健医療水準の向上に寄与する総合的統合的な研究の推進、国際的指導力を
発揮できる研究者の育成、国際保健医療を体系的に理解し研究開発と実践を融合できる国際保健医療専門家の育
成に重点をおいている。

( 2 ) 研究活動

　人口と疾病の構造の変化、地球環境条件の変化と、国境を越えた社会経済活動の拡大とにより、保健医療の国
際的な展開が加速されている。本分野では、医薬品や医療技術、医療システム、人材育成にかかわる国際保健の
フィールド研究、保健医療プロジェクト実施している。人々の健康水準に影響をもたらす様々な要因の系統的な
分析を通じて、世界各地の保健医療と健康水準の向上に資することを目的とした研究を行っている。

　現在取り組んでいる主たる研究テーマは、
（１）地球環境、生態系の変容とその健康影響評価
（２）社会文化的健康決定要因の作用機序の解明
（３）健康開発地域プログムをふまえた社会事業開発
（４）情報通信技術を活用した保健医療福祉プログラムの開発とその評価
（５）保健医療人材の国際的流動性と保健医療サービスの国際化
（６）長寿社会におけるユニバーサルヘルスカバレッジ
である。

( 3 ) 教育活動

　博士課程の教育プログラムは、個々の大学院生の関心、個性や経験に応じて研究テーマを選び、効果的に目標が
達成できるよう個別プログラムをたてている。国際的な保健医療課題の多くが開発途上国に存在することをふま
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えて、国際機関とも協力し、研修プログラム、実習、国際共同研究への参加の機会を用意している。「疾患予防グ
ローバルリーダー養成プログラム」を通じて、医療の国際化のプロジェクトを推進する人材を育成している。授
業は、外国人留学生と環境社会医歯学系の博士課程大学院生が同時に参加し、英語により講義、演習、研究指導を
行なっている。各国の公的機関やＷＨＯとの連携をはかり、国際的な視野で能力を発揮できる人材の養成をめざ
している。
　医科学修士課程の教育プログラムは、国際保健医療協力の研究と実践に必要な基礎的技能と、国際保健医療協
力における総合的な判断力の養成をめざしている。
　卒前教育では、研究実践プログラム、ならびにプロジェクトセメスターの学生を受け入れている。国際社会に
おける保健医療、様々な国や地域における健康に関わる諸課題とその解決、保健医療分野における国際交流、援
助についての知識、技術、態度を獲得し、国際社会の中で自らの行う医療を理解できる医師の輩出をめざし、指導
を行っている。

( 4 ) 教育方針

　国内外の疾病および健康課題をふまえ、保健医療サービスの国際化に関わる研究開発、国際協力、社会事 業及
び医療の国際展開プロジェクトを担う人材を育成する。

（１）パブリックヘルスおよび疾患予防の専門的知識
（２）国際保健医療課題の分析能力
（３）フィールド研究の立案、計画、実施能力
（４）保健医療事業を国際的に展開する企画運営技能
を身につけ、研究活動ならびに実践を通じて、人々の健康の維持および向上に貢献できる広い視野とすぐれたコ
ミュニケーション能力を有する人材の養成を目指す。

( 5 ) 研究業績

[原著]

1. Rakprasit J, Nakamura K, Seino K, Morita A.. Healthcare use for communicable diseases among migrant
workers in comparison with Thai workers. Industrial Health. 2017.01; 55; 67-75

2. Md Jahirul Islam, Mosiur Rahman, Lisa Broidy, Syed Emdadul Haque, Yu Mon Saw, Nguyen Huu Chau
Duc, Md Nurruzzaman Haque, Md Mostafizur Rahman, Md Rafiqul Islam, Md Golam Mostofa. Assessing
the link between witnessing inter-parental violence and the perpetration of intimate partner violence in
Bangladesh. BMC Public Health. 2017.02; 17(1); 183

3. Mosiur Rahman, Md Jahirul Islam, Syed Emdadul Haque, Yu Mon Saw, Md Nurruzzaman Haque, Nguyen
Huu Chau Duc, Saber Al-Sobaihi, Thu Nandar Saw, Md Golam Mostofa, Md Rafiqul Islam. Association
between high-risk fertility behaviours and the likelihood of chronic undernutrition and anaemia among
married Bangladeshi women of reproductive age. Public Health Nutr. 2017.02; 20(2); 305-314

4. Jutarat Rakprasit, Keiko Nakamura, Kaoruko Seino, Ayako Morita. Healthcare use for communicable
diseases among migrant workers in comparison with Thai workers. Ind Health. 2017.02; 55(1); 67-75

5. Shagdarsuren T, Nakamura K, McCay L. . Association between perceived neighborhood environment
and health of middle-aged women living in rapidly changing urban Mongolia. Environmental Health and
Preventive Medicine. 2017.05; 22; 50

6. Rafal S Sobota, Catherine M Stein, Nuri Kodaman, Isaac Maro, Wendy Wieland-Alter, Robert P Igo,
Albert Magohe, LaShaunda L Malone, Keith Chervenak, Noemi B Hall, Mecky Matee, Harriet Mayanja-
Kizza, Moses Joloba, Jason H Moore, William K Scott, Timothy Lahey, W Henry Boom, C Fordham
von Reyn, Scott M Williams, Giorgio Sirugo. A chromosome 5q31.1 locus associates with tuberculin skin
test reactivity in HIV-positive individuals from tuberculosis hyper-endemic regions in east Africa. PLoS
Genet.. 2017.06; 13(6); e1006710

7. Isaac I Maro, Abigail M Fellows, Odile H Clavier, Jiang Gui, Catherine C Rieke, Jed C Wilbur, Robert
D Chambers, Benjamin G Jastrzembski, John E Mascari, Muhammad Bakari, Mecky Matee, Frank E
Musiek, Richard D Waddell, C Fordham von Reyn, Paul E Palumbo, Ndeserua Moshi, Jay C Buckey.
Auditory Impairments in HIV-Infected Children. Ear Hear. 2017.07; 37(4); 443-451
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8. 中村桂子　千葉光行　清野薫子. 子どもの食生活の変容と生活習慣病リスクの低減効果：行動 · 生理機能 ·
遺伝 · 環境要因の相互作用 平成２８年度年報. 2017.08; 32; 452-456

9. Deogratius Bintabara, Rose N M Mpembeni, Ahmed Abade Mohamed. Knowledge of obstetric danger
signs among recently-delivered women in Chamwino district, Tanzania: a cross-sectional study. BMC
Pregnancy Childbirth. 2017.08; 17(1); 276

10. Ahmed Zohirul Islam, Mosiur Rahman, Md Golam Mostofa. Association between contraceptive use and
socio-demographic factors of young fecund women in Bangladesh. Sex Reprod Healthc. 2017.10; 13; 1-7

11. Nguyen HTL, Nakamura K, Seino K, Vo VT. Association between a wider availability of health information
and health care utilization in Vietnam: Cross-sectional study J Med Internet Res. 2017.12; 19(12); e405

12. Bintabara D, Nakamura K, Seino K. Determinants of facility readiness for integration of family planning
with HIV testing and counseling services: evidence from the Tanzania service provision assessment survey,
2014–2015 BMC Health Services Research. 2017.12; 17; 844

13. Deogratius Bintabara, Keiko Nakamura, Kaoruko Seino. Determinants of facility readiness for integration
of family planning with HIV testing and counseling services: evidence from the Tanzania service provision
assessment survey, 2014-2015. BMC Health Serv Res. 2017.12; 17(1); 844

[書籍等出版物]

1. Nakamura K, Ai CJA. Healthy Cities – The Theory, Policy, and Practice of Value‐ Based Urban Health
Planning. Springer, 2017.01

[講演 · 口頭発表等]

1. Seino K, Nakamura K, Oneil M.. Heat-coping practices and social interactions among elderly urban
dwellers.. AASSA-SCJ Workshop 2017.03.02 Tokyo

2. Nakamura K. Shanghai Declaration on Promoting Health and Shanghai Consensus for Healthy Cities.. ヘ
ルスプロモーション上海宣言ワークショップ 2017.03.14 Tokyo

3. 中村桂子. WHOの健康都市：持続可能な開発につなげる健康都市の地域活動. 第 13回健康都市連合日本支
部大会 2017.07.05 網走

4. Nakamura K.. Healthy Cities and Sustainable Development Goals.. Workshop on Healthy Cities and
SDGs 2017.08.17 Phnom Penh, Cambodia

5. Nguyen HTL, Nakamura K, Seino K. . The association between social media sources for health information
and healthcare utilization in Vietnam. . World Epidemiological Association 2017 Conference. 2017.08.20
Ohmiya, Japan

6. Bintabara D, Nakamura K, Seino K. . The role of antenatal care in predicting birth preparedness among
rural women in Tanzania. . World Epidemiological Association 2017 Conference. 2017.08.20 Ohmiya,
Japan

7. Nakamura K.. Health Promotion and Health Promoting School: WHO recommendations.. HCSO-AFHC
Symposium: Healthy School 2017.10.16

8. 中村桂子. ＷＨＯ健康都市都市政策研究協力センターの活動と研修の機会. グローバルヘルス合同大会 2017
2017.11.25

[受賞]

1. 社会医学振興財団第４回荒記賞（奨励賞）, 社会医学振興財団, 2017年 09月
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血流制御内科学
Geriatrics and Vascular Medicine

教　授　　選考中
准教授　　金子英司 (統合教育機構　兼任)
講　師　　別府正志
助　教　　阿部庸子
大学院生　豊島堅志，中村麻里衣，鈴木理彩

( 1 ) 分野概要

本分野は 2000年に下門顕太郎前教授により、本学旧第三内科の動脈硬化、糖尿病脂質代謝研究グループのメン
バーを中心に設立された。医学部 · 歯学部卒前教育では老年ブロック、チーム医療入門をはじめとする老年医学の
講義および実習を担当し、卒後臨床研修や医学教育の研究にも力を入れている。また、漢方医学の教育 · 臨床も担
当している。老年医学の基礎研究に関しては東京都健康長寿医療センター等と積極的に連携している。

( 2 ) 研究活動

１）動脈硬化危険因子の動脈硬化進展促進機構解明と診断 · 治療法の開発
　高脂血症 · 糖尿病 · 肥満 · 高血圧 · 喫煙における動脈硬化促進機構および診断 · 治療法の開発を目指している。
高 LDL血症が脂質低下薬で治療可能となり、また高血圧、喫煙など複数のリスクを包括的に管理することにより
　動脈硬化性疾患が 30-50%予防できるようになったが、それでも予防できない部分の残余リスクが問題となって
いる。残余リスクを解明すること、また新規の動脈硬化治療予防の標的となる分子機構の発見を目指している。

２）重症虚血肢の治療に関する研究
　重症虚血肢の再生医療をおこなうとともに、重症虚血肢の治癒過程をマウスモデルを用いて研究している。

３）老化に関する研究
　ビタミンＣと老化の関係、在宅高齢者の精神医学的問題、サルコペニア等につき関連研究施設において研究が
進行している。

( 3 ) 教育活動

　大学院生に対して実際のプロジェクト遂行に即して研究の指導を行なった。医学部および歯学部学生に対して
老年病内科学の講義およびクリニカルクラークシップを担当した。

( 4 ) 教育方針

　学部教育では、加齢に伴う身体 · 精神諸機能の変化や、高齢者の疾病の特徴を理解し、医学部と歯学部の学生が、
ともに今後必要性が増す高齢者への学際的な医療を意識した知識や技能を習得することを基本方針としている。
　また東洋医学では、基礎的な概念（陰陽論、五行論、気血津液、八綱弁証、臓腑概念、病態観、証）を理解し、
診断、治療の概念、薬学 · 方剤学の基礎について習得する。
　大学院では当該研究テーマで研究を行いつつ修士および博士課程の学生の実践的研究を行うとともに、東京都
健康長寿医療センター等と連携して老年医学の基礎研究者の養成を行っている。
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( 5 ) 臨床活動および学外活動

　内科の一部門として老年病内科の診療を行っている。複数の疾患をかかえる高齢者、動脈硬化性疾患（特に末
梢血管動脈硬化）患者、および動脈硬化の危険因子のコントロール（高血圧、糖尿病、高脂血症、肥満など）が必
要な患者の診療にあたった。また先端的医療として末梢幹細胞移植による末梢動脈の閉塞性疾患の治療を行って
いる。老年病専門医および糖尿病専門医の教育施設、東洋医学会の教育関連施設に認定されている。

( 6 ) 臨床上の特色

　概ね 65 歳以上を対象とした高齢者総合外来のほか、認知症外来、高齢者糖尿病、脂質異常症、動脈硬化予防、
下肢の閉塞性動脈硬化症、漢方の専門外来を開設しています。下肢の動脈硬化症に対しては、血管外科、皮膚科、
形成 · 美容外科と連携して診療を行っています。

( 7 ) 研究業績

[原著]

1. Nakazawa Harumasa, Chang Kyungho, Shinozaki Shohei, Yasukawa Takashi, Ishimaru Kazuhiro, Ya-
suhara Shingo, Yu Yong-Ming, Martyn J A Jeevendra, Tompkins Ronald G, Shimokado Kentaro, Kaneki
Masao. iNOS as a Driver of Inflammation and Apoptosis in Mouse Skeletal Muscle after Burn Injury:
Possible Involvement of Sirt1 S-Nitrosylation-Mediated Acetylation of p65 NF-kappaB and p53. PLoS
One. 2017; 12(1); e0170391

2. 岡田 研吉, 松岡 尚則, 別府 正志, 笛木 司, 牧角 和宏, 山口 秀敏. 宋以前『傷寒論』考　悪寒の桂枝湯 漢方
の臨床. 2017.03; 64(3); 339-350

3. 笛木 司, 田中 耕一郎, 牧野 利明, 松岡 尚則, 別府 正志, 岡田 研吉, 牧角 和宏. 原典版「神仙太一膏」の試作
　処方中の黄丹 (鉛丹)でゴマ油は樹脂状に硬化する 漢方の臨床. 2017.04; 64(4); 453-457

4. 松岡 尚則, 別府 正志, 三浦 於菟, 田中 耕一郎, 奈良 和彦, 芹沢 敬子, 河野 吉成, 千葉 浩輝. 浅井貞庵につい
て 日本東洋医学雑誌. 2017.04; 68(別冊); 289

5. Suguru Mabuchi, Risa Suzuki, Mari Sasaki, Marie Nakamura, Norihiko Izumimoto, Tomomi Hakamada,
Kenji Toyoshima, Yasuko Abe, Eiji Kaneko, Kentaro Shimokado. Case report of severe iron deficiency
anemia caused by proton pump inhibitor in an elderly patient. Geriatr Gerontol Int. 2017.04; 17(4);
662-663

6. 松岡 尚則, 田中 耕一郎, 別府 正志, 並木 隆雄. 頼春風と頼家 日本医史学雑誌. 2017.06; 63(2); 172

[講演 · 口頭発表等]

1. 杉田佳祐、馬渕卓、大内修司、鈴木里彩、阿部庸子、三浦圭子、小山高敏、金子英司、下門顕太郎. 全身性
紅斑、発熱、関節痛、体重減少を契機に診断された骨髄異形成症候群の一例. 日本老年医学会　第６５回関
東甲信越地方会 2017.03.11

2. Sasaki M, Shinozaki S, Shimokado K.. Sulforaphane promotes murine hair growth by accelerating the
degradation of dihydrotestosterone.. The 8th IAGG Master Class on Ageing in Asia 2017.03.26

[社会貢献活動]

1. 中医学系統抗議の実践, 2006年 07月 04日 - 現在
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リハビリテーション医学
Rehabilitation Medicine

准教授　神野哲也
大学院生（博士）
　勝木員子
　星野ちさと

( 1 ) 分野概要

患者の疾病ではなく、障害を対象として研究する分野。運動機能、高次脳機能などの障害により日常生活動作自
立が失われた状況を改善する方法を開拓する。

( 2 ) 研究活動

現在行われている主な研究テーマ
1. 人工関節置換術のリハビリテーション
下肢（股、膝）や上肢（肩）の人工関節全置換術患者の周術期や術後長期にわたるリハビリテーションの最適化の
ため、術前後の身体 · 関節機能データの解析や、長期にわたる画像診断による筋量評価等を行っている。また、人
工股関節全置換術の代表的な術後合併症である人工関節脱臼の予防や、ROM改善のための効率的なリハビリテー
ションのための 3次元動作解析（下記 2参照）も行っている。これらの一部は、整形外科学分野や運動器外科学
分野との共同研究、あるいは他大学との共同研究として進めている。
2. 上肢下肢の 3次元動作解析と歩行分析
日常生活上の様々な動作やスポーツの諸動作の分析ならびに歩行分析を、健常者や種々の患者を対象に行ってい
る。臨床的に異常が疑われる患者の動作を分析することにより、肉眼では発見が困難な異常や特徴の発見と客観
的評価指標の開発を基本的なテーマとする。これまでに、6台のカメラにより 3次元的な動作を計測する PEAK
システムや、磁気センサーを用いた FASTRAKシステムを用いて報告してきた。さらに、安価で簡便なKINECT
システムを用いた評価方法の開発も他大学との共同研究として行っている。
3. リハビリテーションにおける安全管理
ICUをはじめとする超急性期リハビリテーションにおける安全管理について、独自のリハビリテーション実施 · 中
止基準を設定し、有効性を前向き · 後ろ向きに検証している。
4. スポーツ傷害予防に向けたバイオメカニクス研究
スポーツ医学診療センターとの共同研究として、トップアスリートを含めたスポーツ傷害患者や健常者を対象に、
スポーツにおける種々の動作をバイオメカニクス手法により解析している。

( 3 ) 教育方針

担当科目：リハビリテーション医学、理学療法学、作業療法学、言語療法学
教育方針：リハビリテーション医療全般の臨床を理解した上で研究を行うことを基本とし、臨床上の問題点解決
に焦点を当てた研究手法を習得する。
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( 4 ) 臨床活動および学外活動

臨床内容は急性期リハビリテーション医療全般をカバーしている。人工股関節の術後リハビリテーションに関し
ては早期にゴール（T字杖歩行）に達するプログラムを開発した。その他整形外科的手術後のリハビリテーショ
ンに関しては全般的に早期離床、早期退院が実現しており、常に国内で最短日数での回復が得られるよう工夫を
続けている。急性期脳卒中の早期リハ開始や、ICUにおける early mobilizationにも力を入れている。

( 5 ) 研究業績

[原著]

1. Tetsuya Jinno, Daisuke Koga, Yoshinori Asou, Sadao Morita, Atsushi Okawa, Takeshi Muneta. Intraop-
erative evaluation of the effects of femoral component offset and head size on joint stability in total hip
arthroplasty Journal of Orthopaedic Surgery. 2017.01; 25(1); 1-5

2. 酒井朋子. 重症心身障害児（者）における栄養の観点からの骨粗鬆症の検討日本重症心身障害学会誌. 2017.01;
42(1); 47-52

3. Gaku Koyano, Tetsuya Jinno, Daisuke Koga, Yuki Yamauchi, Takeshi Muneta, Atsushi Okawa. Compar-
ison of bone remodeling between an anatomical short stem and a straight stem in one-stage bilateral total
hip arthroplasty The Journal of Arthroplasty. 2017.02; 32(2); 594-600

4. Naofumi Taniguchi, Tetsuya Jinno, Daisuke Koga, Tetsuo Hagino, Atsushi Okawa, Hirotaka Haro. Ce-
mentless Hip Stem Anteversion in the Dysplastic Hip: A Comparison of Tapered Wedge vs Metaphyseal
Filling The Journal of Arthroplasty. 2017.05; 32(5); 1547-1552

5. Kashitaro Hyodo, Tadashi Masuda, Junya Aizawa, Tetsuya Jinno, Sadao Morita. Hip, knee, and ankle
kinematics during activities of daily living: a cross-sectional study. Brazilian Journal of Physical Therapy
. 2017.05; 21(3); 159-166

6. Ryohei Takada, Tetsuya Jinno, Daisuke Koga, Atsushi Okawa. Comparison of wear rate and osteolysis
between second-generation annealed and first-generation remelted highly cross-linked polyethylene in total
hip arthroplasty. A case control study at a minimum of five years. Orthopaedics & Traumatology: Surgery
& Research. 2017.06; 103(4); 537-541

7. 小川英臣、岡安健、村井純、森田定雄、神野哲也、千葉哲也、菊池佑至、鈴木圭介、堀井亮太、和田義明、
松原正明、田中友也、古谷英孝、池田光佑、杉本和隆、豊田輝. 短期的 THA術後プログラムに関わる理学
療法士に対してのアンケート調査　多施設共同研究による THA術後患者に対する理学療法内容の検討 国立
大学リハビリテーション療法士学術大会誌. 2017.09; 38; 72-78

8. 瀬川裕子、西須孝、柿﨑潤、及川泰宏、山口玲子、坂本優子、神野哲也. 先天性股関節脱臼に対するOverhead
traction法の短期成績 Hip Joint. 2017.09; 43(1); 95-99

9. 池松幸二、神野哲也、森田定雄、加地啓介. 人工股関節全置換術後の腹臥位股関節外転運動が術後機能に及
ぼす影響　 3症例を通して 国立大学リハビリテーション療法士学術大会誌. 2017.09; 38; 33-36

10. 宮武和正、谷口直史、小川貴久、高田亮平、平尾昌之、神野哲也. 高齢者における変形性股関節症の治療～
合併症予防と早期退院を目指して～（人工股関節全置換術） 別冊整形外科. 2017.10; 72; 35-38

[書籍等出版物]

1. 神野哲也. 人工股関節のバイオマテリアル　材料選択からデザインまで. メジカルビュー社, 2017.05

[総説]

1. 神野哲也. 変形性股関節症と人工股関節全置換術の最新知見 専門リハビリテーション研究会誌. 2017.01; 16;
6-11

2. 宮武和正、神野哲也. 病態 · 経過でみる変形性関節症—どこで手術に踏み切るかー Orthopaedics. 2017.02;
30(2); 35-42
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[講演 · 口頭発表等]

1. 小谷野岳、長谷川清一郎、神野哲也、高田亮平、土屋正光. 仰臥位人工股関節全置換術における 前側方進入
と前方進入の 周術期の特徴の比較. 第 47回日本人工関節学会 2017.02.24

2. 高田亮平、神野哲也、宮武和正、平尾昌之、宗田大、大川淳. 人工股関節全置換術における第一世代と第二
世代高度架橋ポリエチレンライナーの比較検討. 第 47回日本人工関節学会 2017.02.24

3. 平尾昌之、神野哲也、宮武和正、高田亮平、宗田大、大川淳. セメントレス人工股関節全置換術における応
力遮蔽と大腿骨脆弱性骨折の関連性の検討. 第 47回日本人工関節学会 2017.02.24

4. 宮武和正、神野哲也、高田亮平、平尾昌之、瀬川裕子、大川淳、宗田大. 発育性股関節形成不全（DDH）
による二次性変形性股関節症患者における各種疼痛誘発テストの陽性率の検討. 第 47回日本人工関節学会
2017.02.24

5. 神野哲也、宮武和正、高田亮平、平尾昌之、酒井朋子、星野ちさと、宗田大、大川淳. 各種進入法における
人工股関節全置換術の術中関節安定性評価. 第 47回日本人工関節学会 2017.02.24

6. 神野哲也. 人工股関節の固定と骨温存. 第 34回四国関節外科研究会 2017.03.11

7. 平尾昌之、神野哲也、宮武和正、高田亮平、宗田大、大川淳. 長さの異なる wedge taper型ステムを用いた人
工股関節全置換術の比較検討. 第 57回関東整形災害外科学会月例会　整形外科集談会東京地方会 2017.03.17

8. 本橋正隆、神野哲也、宮武和正、高田亮平、平尾昌之、宗田大、大川淳. 人工股関節全置換術術後疼痛管理
における大腿神経ブロックの有効性の検討. 第 57回関東整形災害外科学会月例会　整形外科集談会東京地
方会 2017.03.17

9. 古賀大介、神野哲也　川端茂徳. THA術後の神経障害. International Congress for Joint Reconstruction
Japan Hip & Knee 2017.04.14

10. 神野哲也. THA後の脱臼対策としての動作制限. International Congress for Joint Reconstruction Japan
Hip & Knee 2017.04.14

11. 宮武和正、神野哲也、高田亮平、平尾昌之、瀬川裕子、大川淳、宗田大. 発育性股関節形成不全（DDH）に
よる二次性変形性股関節症患者における各種疼痛誘発テストの陽性率の検討. 第 90回日本整形外科学会学
術総会 2017.05.18

12. 高田亮平、神野哲也、宮武和正、平尾昌之、大川淳. 初回セメントレス人工股関節全置換術における第一世
代と第二世代高度架橋ポリエチレンライナーの比較検討. 第 90回日本整形外科学会学術総会 2017.05.18

13. 神野哲也、青田恵郎、阿部功、古賀大介、大橋寛憲、瀬川裕子、平尾昌之、高田亮平、宗田大、大川淳. 変形
性股関節症診療ガイドラインの改訂ポイント　-病態-. 第 90回日本整形外科学会学術総会 2017.05.18

14. 平尾昌之、神野哲也、宮武和正、高田亮平、宗田大、大川淳. セメントレス人工股関節全置換術後の中 · 長
期フォローにおけるステム周囲骨折の特徴. 第 90回日本整形外科学会学術総会 2017.05.18

15. Ryohei Takada, Tetsuya Jinno, Kazumasa Miyatake, Takeshi Muneta, Atsishi Okawa. Comparison Of
Wear Rate And Osteolysis Between Second-Generation Annealed And First-Generation Remelted Highly
Cross-Linked Polyethylene In Total Hip Arthroplasty. 18th EFORT Congress 2017.06.01 Viena(Austria)

16. 酒井朋子、星野ちさと、神野哲也、森田定雄、大川淳、岩崎裕治. 重症心身障害児（者）の骨粗鬆症につい
ての検討. 第 54回日本リハビリテーション医学会学術集会 2017.06.08

17. 太田剛、神野哲也、酒井朋子、柳下和慶、大川淳. 投球骨折に対する保存的治療と装具療法の検討. 第 54回
日本リハビリテーション医学会学術集会 2017.06.08

18. 小谷野岳、長谷川清一郎、神野哲也、高田亮平、土屋正光. 仰臥位人工股関節全置換術における前側方ア
プローチと前方アプローチの術後早期の運動機能の比較. 第 54回日本リハビリテーション医学会学術集会
2017.06.08

19. 山本尚輝、神野哲也、高田亮平、柳下和慶、渡邊敏文、中村智祐、宗田大. TKA術後リハビリテーション開
始日の違いが深部静脈血栓症発生率と早期術後成績に及ぼす影響. 第９回日本関節鏡 · 膝 · スポーツ整形外
科学会 2017.06.22

20. 瀬川裕子、神野哲也、山口玲子. 寛骨臼回転骨切り術施行症例における小児期予防的手術への意識調査. 第
56回日本小児股関節研究会 2017.06.23
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21. 神野哲也. 感染症対策（予防と治療）. OECスタンダードコース 2017.07.22

22. 安藤嘉朗、宮武和正、高田亮平、平尾昌之、小川貴久、神野哲也、大川淳. 人工股関節全置換術後に発生し
た大腿動脈急性閉塞症の 1例. 第 66回東日本整形災害外科学会 2017.09.15

23. 平尾昌之、神野哲也、宮武和正、高田亮平、大川淳. セメントレス人工股関節全置換術後のステム周囲骨折
と応力遮蔽の関連性. 第 66回東日本整形災害外科学会 2017.09.15

24. 宮武和正、神野哲也、高田亮平、平尾昌之、古賀英之、大川淳. 人工股関節全置換術後に発生した大腿動脈
急性閉塞症の 1例. 第 47回関東股関節懇話会 2017.09.30

25. 神野哲也. 骨欠損に対する再置換術. 第 10回 OECアドバンスコース 2017.10.14

26. 神野哲也. 股関節内の解剖. 第 3回日本股関節学会教育研修セミナー 2017.10.19

27. 上杉裕子、坂井孝司、関泰輔、林申也、中村順一、稲葉裕、高橋大介、佐々木幹、本村悟朗、間島直彦、加
畑加文、須藤啓広、神野哲也、安藤渉、名越智、山本謙吾、仲宗根哲、伊藤浩、山本卓明、菅野伸彦. 特発性
大腿骨頭壊死症患者の就業の実態と QOL の特徴. 第 44回日本股関節学会 2017.10.20

28. 古賀大介、品田良太、石井研史、神野哲也. セメントレス人工股関節全置換術に対するポリエチレンライナー
再置換術の長期成績. 第 44回日本股関節学会 2017.10.20

29. 坂井孝司、上杉 裕子、関 泰輔、林 申也、中村 順一、稲葉 裕、髙橋 大介、佐々木 幹、本村 悟朗、間島 直
彦、加畑 加文、湏藤 啓広、神野 哲也、安藤 渉、名越 智、山本 謙吾、仲宗根哲、伊藤浩、山本 卓明、菅野
伸彦. 特発性大腿骨頭壊死症の病期 · 病型分類と QOL の関係. 第 44回日本股関節学会 2017.10.20

30. 小谷野岳、長谷川清一郎、神野哲也、高田亮平、土屋正光. 体軸方向の骨盤形状が仰臥位 THA に与える影
響～前側方進入と前方進入の比較～. 第 44回日本股関節学会 2017.10.20

31. 高田亮平、神野哲也、宮武和正、平尾昌之、瀬川裕子、柳下和慶、大川淳. 両側一期的人工股関節全置換術
における前方進入法と前側方進入法の術後成績に関する検討: ランダム化比較試験. 第 44回日本股関節学会
2017.10.20

32. 平尾昌之、神野哲也、宮武和正、高田亮平、瀬川裕子、大川淳. 人工股関節全置換術術後鎮痛における大腿
神経ブロック（自己調節持続皮下注射との比較検討）. 第 44回日本股関節学会 2017.10.20

33. 高橋晃、神野哲也、宮武和正、高田亮平、平尾昌之、星野ちさと、瀬川裕子、大川淳. 前方進入法を用いた
人工股関節全置換術における術中大腿筋膜張筋損傷評価と術後早期における筋断面積の変化との関連性の検
討. 第 44回日本股関節学会 2017.10.20

34. 瀬川裕子、神野哲也、松原正明、宮武和正、高田亮平、平尾昌之、大川淳. 寛骨臼回転骨切り術施行症例に
おける小児期予防的手術への意識調査. 第 44回日本股関節学会 2017.10.20

35. 宮武和正、神野哲也、高田亮平、平尾昌之、古賀英之、大川淳. 自覚的脚長差における脊椎アライメントを
考慮した THA術前計画. 第 44回日本股関節学会 2017.10.20

36. 神野哲也. 変形性股関節症　病態と治療. 第 44回日本股関節学会 2017.10.20

37. 神野哲也. 股関節の解剖と手術手技. 第 44回日本股関節学会 2017.10.20

38. 神野哲也、宮武和正、高田亮平、平尾昌之、瀬川裕子、古賀大介、山内裕樹、小谷野岳、谷口直史、大川淳.
大腿骨ステムにおける長期耐用への課題と展望. 第 44回日本股関節学会 2017.10.20

39. 宮本亮、村井純、小川英臣、加地啓介、岡安健、酒井朋子、星野ちさと、大川淳、神野哲也. 腫瘍脊椎骨全摘
術後，理学療法早期介入を行った 4 症例. 第 1回日本リハビリテーション医学会　秋季学術集会 2017.10.28

40. 山本尚輝、神野哲也、酒井朋子、宮武和正、星野ちさと、高田亮平、大川淳. リハビリテーション開始日の
違いが人工膝関節全置換術後の早期術後成績に及ぼす影響について. 第 1回日本リハビリテーション医学会
　秋季学術集会 2017.10.28

41. 神野哲也. THA で合併症を回避するためには. 第 1 回日本リハビリテーション医学会　秋季学術集会
2017.10.28

42. 小川英臣、新堀璃奈、小川貴久、高田亮平、平尾昌之、宮武和正、山本尚輝、加地啓介、岡安健、酒井朋子、
星野ちさと、大川淳、神野哲也. Minimum Core Setと在院日数の関連性. 第 1回日本リハビリテーション
医学会　秋季学術集会 2017.10.28
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43. 新堀璃奈、小川英臣、小川貴久、高田亮平、平尾昌之、宮武和正、山本尚輝、加地啓介、岡安健、酒井朋子、
星野ちさと、大川淳、神野哲也. Minimum Core Setと JOAスコアの関係. 第 1回日本リハビリテーション
医学会　秋季学術集会 2017.10.28

44. 小川貴久、神野哲也、高田亮平、宮武和正、星野ちさと、酒井朋子、大川淳. 人工股関節全置換術における
手術曜日の影響 -術後 ADLの回復、入院期間に注目して-. 第 1回日本リハビリテーション医学会　秋季学
術集会 2017.10.28

45. 酒井朋子、神野哲也、星野ちさと、大川淳. リハビリテーションが中止となった症例の検討. 第 1回日本リ
ハビリテーション医学会　秋季学術集会 2017.10.28

46. 宮武和正、神野哲也、高田亮平、平尾昌之、瀬川裕子、王耀東、大川淳、古賀英之. 大腿骨減捻骨切り術を併用
したキアリ骨盤骨切り術の短期成績と応力変化の検討. 第 44回日本臨床バイオメカニクス学会 2017.11.24

47. 請川大、正岡智和、川手信行、飯島伸介、星忠成、杉山智子、和田義敬、神野哲也、酒井朋子、瀬川裕子、
星野ちさと、森田定雄、大川淳. ポリオに伴う右下肢麻痺後、健側下肢に神経根症を発症した腰部脊柱管狭
窄症患者に手術的加療を行った一例. 第 65回日本リハビリテーション医学会関東地方会 2017.12.10

48. 笹沼勇人、塚越秀行、神野哲也. 足関節に他動運動を促すセーフティ機能付きモーションソックス. 計測自
動制御学会システムインテグレーション部門講演会 2017.12.20

[その他業績]

1. 2017 ICJR Japan Hip&Knee, 2017年 04月
人工膝関節と人工股関節の最新の話題と問題点についてのシンポジウム

2. Train-the-Trainer Program for OrthAlign Plus, 2017年 06月
Hip Training Course @ OrthAlign への参加

3. OEC 第 18回 HIPスタンダードコース, 2017年 07月
人工関節領域の次世代を担うオピニオンリーダーの育成を目指す
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Gerodontology and Oral Rehabilitation

教授
　水口俊介

准教授
　戸原　玄,

講師
　小林賢一，関田俊明，久保田一政

助教
　本村一朗，秋葉徳寿，金澤　学，中根綾子，佐藤佑介，
　若杉葉子，大久保舞，猪越正直，駒ヶ嶺友梨子

特任助教
　濵　洋平

医員（歯病）
　吉嵜太朗, 中村敏成, 井上　実, 吉住　結, 佐藤茉莉恵,
家持　剛, 大和田　学, 添田ひとみ, 鈴木啓之, 原　豪志

大学院生　
　天海徳子, 安藤麻里子, 荒木田俊夫, 浅見茉里, 馬場優也,
　 Chantramanee Ariya, 道家　碧, 鍵福祐子,
　 Kaidiliya Yalikun, 佐藤枝里子,
　 Khaing Myat Thu, 黒澤友紀子, 京坂侑加,
　松原麻梨子, 松田悠平, 三浦明美, 宮安杏奈,
　清水春紀, 清水畑　誠, 篠崎裕道,
　島田　亮, 田頭いとゑ, Tun Min Bo, Bo Lam Thuy,
　山口浩平, 山崎康弘, 吉田早織, 吉見佳那子, 吉中　晋, 生井寛子,
　副田弓夏, 根來大幹, 長谷川翔平, 羽田多麻木, 波多野恵太, 原　良子
Awutsadaporn Katheng, Thaw Di Cho Too, 郭　若妍

大学院研究生　
　東中川杏里, 上甲夏香, 金子聖子, 川嶋美奈, 並木千鶴,
　 西亀　元, 西宮　結, 岡野佐貴子, 髙田慎太郎, 田村厚子,
　上田圭織, 上野太郎, 津川恵里子, 矢口志保, SAI TUN NAING,
小西恵巳, 河合陽介, 川勝美里, 小原万奈, 今田良子

事務補佐員　
　矢島百合子, 吉嵜彩香, 寺田未登, 福山理絵

非常勤講師
安藤一夫, 一家綱邦, 伊藤淳二, 井口寛弘, 薄井由枝, 内田達郎,
大野友久, 大渡凡人, 尾﨑研一郎, 長田英治, 尾澤絵美, 小田 憲,
飼馬祥頼, 香川知範, 菊池圭介, 古賀ゆかり, 小城明子, 小林章二,
才藤栄一, 阪口英夫, 佐藤貢悦, 里田隆博, 佐野晴男, 城　彩実,
須佐千明, 高島真穂, 髙橋　登, 竹内　智, 竹内周平, 竹下　晋,
谷本裕之, 田上真理子, 趙　慧子, 寺中　智, 中野田紳一, 西堀雅一,
野本亜希子, 平塚智裕, 平野滋三, 平野恭吉, 平山大輔, 藤島一郎,
藤谷順子, 町田奈美, 松尾浩一郎, 村田志乃, 山賀栄次郎, 山田理子,
山本信太, 吉井詠智, 米山武義, 若杉葉子, 渡辺一騎

高齢者歯科学

老化制御学講座
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( 1 ) 分野概要

現在の高齢者歯科学分野は、平成 25年度に全部床義歯補綴学分野と高齢者歯科学分野を統合したものである。加
速度的に進行する社会の高齢化に歯科医学の立場から素早くかつ力強く対応できる人材を生み出し、必要なエビ
デンスを創出するためである。統合前からの教育研究臨床はそのまま継続しているが統合による付加的な効果も
生み出している。すなわち全部床義歯に関連する研究、歯科治療時の全身管理に関する研究、加齢による高齢者
の口腔の変化に関する研究、摂食嚥下リハビリテーションに関する研究に加え、高齢者の口腔機能と栄養状態に
関する研究など健康長寿社会の実現に大きく寄与する研究を実施している。

( 2 ) 研究活動

1) 有病高齢者の侵襲的歯科治療における全身的偶発症の予防と予測を目的とした一連の研究
　有病高齢者は生理的および病的老化により歯科治療において循環器系偶発症が起きやすい．そこで，有病高齢
者の循環器系偶発症の非侵襲的な予測手段を開発するために，①病歴，薬剤，理学的検査データ等の疫学的調査，
②開心術前高齢者の歯科治療における循環動態変動解析，③ホルター心電図による不整脈発生の解析，④循環系
偶発症予測を目的とした生体信号の線形 · 非線形解析，⑤血圧変動予測のためのシステム同定を用いた数学的手法
による解析，⑥発生した全身的偶発症に関する病因論やリスクファクター等に関する研究，等を行っている．
2) 口腔乾燥症の新しい診断方法の確立
高齢者に多く発症する口腔乾燥症の新たな診断方法として，光ファイバーを用いた口腔内計測用の光学的水分計
システムの構築，および口腔内湿度計測装置の開発を行っている．
3) 高齢者の口腔立体認知能力に関する研究
近赤外線分光法（Near Infra-Red Spectroscopy: NIRS）を用いて口腔内認知能力テスト（Oral Stereognosis Ability:
OSAテスト）における高齢者の脳活動を計測した．さらに，OSAテストを改良し，認知症スクリーニングテスト
としての実用性について検討している．
4) 高齢者の口腔粘膜における義歯床下粘膜の閾値に関する研究
Semmes-Weinstein monofilamentsを用いて，義歯床下粘膜の疼痛閾値を計測し，残存歯数または，咬合様式によ
る疼痛閾値変化を検討した．さらに，口腔内閾値変化に影響を与える因子について検討している．
5) 最先端レーザーを用いたジルコニア補綴物加工および無痛治療応用
「セラミッククラウンのデジタルプロセス」の確立を目的に，クラウンの 3次元 CADデータを作製し，ナノ秒
レーザーとフェムト秒レーザーを組み合わせて完全焼結ジルコニア材の３ D高速レーザー加工を行っている．ま
た，加工反力が非常に小さく熱加工ではないフェムト秒レーザーによる天然歯の加工の有効性についても検討を
行っている．
6) 機能時の全部床義歯の動揺に関する研究
　咬合診査のために義歯の動揺量を測定する場合，不動点の確保が困難のため，歪ゲージ式やインダクタンス式
変位変換器は使用できない．そのため 不動点がいらない慣性計測装置（IMU）を設置することにより，変位量を
測定することが可能となる．そこで慣性測量装置を用いた変位計の開発を行っている．
7) 要介護高齢者の摂食嚥下機能について
介護保険施設に入所している要介護高齢者の摂食嚥下機能や介護保険施設における食形態の立案，経口維持に関
する研究を行った．また，たべやすさと低栄養の改善を両立する食形態を目的として開発された，油脂を添加し
た食品が摂食 · 嚥下機能に及ぼす影響について検討した．
8) 口腔腫瘍術後患者の摂食 · 嚥下リハビリテーション
口腔腫瘍術後の摂食 · 嚥下障害の病態について，錠剤の嚥下動態およびリクライニング位の効果を中心に研究を
行った．また，口腔腫瘍術後の嚥下障害患者に対するクリニカルパスを作成し，早期経口摂取を目指した効果的
なリハビリテーションに関する研究を行っている．
9) 延髄梗塞患者の嚥下障害
延髄外側症候群患者において，食物が患側を優位に通過する症例があり，その原因として嚥下反射時の咽頭収縮
の左右差が推察されてきた．そのため食物の咽頭通過側の左右差と発症後日数，咽頭収縮の左右差の有無，嚥下
反射時の食物先端位置の関係を調べ，比較，検討した．
10) 摂食 · 嚥下障害への歯科的アプローチ 　摂食 · 嚥下障害に対する対処法は理学療法的なアプローチが主とな
る．そこで，歯科医療従事者からの特異的なアプローチの効果を明確にすることで，この分野における我々の存在
意義を明確にするために，舌接触補助床（PAP）や軟口蓋挙上装置（PLP），専門的口腔ケアに関する研究を行っ
ている．
11) 不顕性誤嚥のスクリーニング法に関する研究 　これまでの摂食 · 嚥下障害のスクリーニング法の多くは，誤
嚥時のむせを指標とするものであった．そこで，誤嚥してもむせない不顕性誤嚥のスクリーニング法としての咳
テストの有用性を検討した．さらに評価の難易度を上げることなくスクリーニングの精度を上げるための研究を
行っている．
12) 嚥下運動と脳活動部位の解析
光トポグラフィ装置を用いて，嚥下運動時や，摂食 · 嚥下リハビリテーション手技の適用時における脳活動部位の

老化制御学講座



— 317 —

老化制御学講座

解析を行った．
13) インプラントオーバーデンチャーの応力解析
下顎の無歯顎症例においては義歯の安定を得ることが難しく，これは特に顎堤が著しく吸収した症例において顕著
である．義歯の支持 · 維持にインプラントを用いることによって義歯の安定の改善が期待できるが，インプラント
に過大な応力が生じた場合にはオッセオインテグレーションを阻害する可能性がある．インプラントオーバーデン
チャーの応力解析を行い，義歯の維持とインプラント周囲骨の応力緩和の点で望ましい補綴デザインを模索する．
14) 全部床義歯補綴の臨床データの蓄積と補綴効果 · 予後を左右する要因の解析と予測
全部床義歯はその維持安定を被圧縮性に富む顎堤粘膜に負うため，これらの条件によってその難易度が大きく変
化する．さらに，上下顎堤間の大きな空間の中に人工歯の配列位置や研磨面，床縁の位置が設定されるため，義
歯の形態は各患者間で，あるいは術者の技量によって非常にバリエーションが大きいものとなり，それらが義歯
の予後に大きく関わる．加えて，全身状態の影響や認知症など全部床義歯補綴の難易度や予後を左右する要因は
多様で，その要因の変動幅も大きい．これらの多数の要因を整理し，相互関係を明確にし，全部床義歯補綴の効
果や予後を正確かつ定量的に予測できる手法を確立することを最終目的とする．
15) 軟質裏装材の開発
軟質裏装材の使用によって，床下粘膜の失われた弾性を補い咬合時の衝撃を吸収緩和し，疼痛を軽減するとされ
ているが，市販されている材料には理工学的性質，汚れの付着などの面で課題を残しており，長期の使用に十分
ではない．義歯の機能を向上させ，材質的にも安定し，長期の使用に耐えられる軟質裏装材を開発することを目
的として，材料や表面処理剤を試作し，理工学的に検討を行う．
16) 無歯顎補綴の新しいデザイン · 製作手法の確立
全部床義歯では口唇 · 頬 · 舌などの周囲軟組織との機能的協調，適切な顔面形態の回復を考慮した義歯形態を付与
することが重要である．そして床縁形態，人工歯配列や研磨面形態を上下顎堤間の自由度の大きい空間の中に口腔
機能や顔面形態に合致して設定しなければならない．しかしながら現状では，義歯形態決定は文章で表現された
教科書的なガイドラインはあるものの，術者の技術経験によってなされるため，たとえ同じガイドラインに沿っ
たとしても作成される義歯の形態 · 品質は患者間，術者間で非常にバリエーションが大きい．これは今後の社会の
ニーズに応え，教育を的確に行うためにも許容できることではない．我々は義歯形態決定の指標を定量的なデー
タとして得ることを目的とし，さらには義歯形状決定のための参照をより具体的な形で，数値データとして提供
くれるような，マン-マシンシステムとしての義歯製作支援システムの製作を試みている．
17) 色変わりチューイングガムを用いた咀嚼能力評価法の確立
現在，さまざまな咀嚼能力評価法が存在するが，簡便かつ客観的な評価法は少ない．当講座では，咀嚼によって
緑から赤に変色する色変わりチューイングガムを開発した．色変わりチューイングガムによる咀嚼能力評価を行
うために，色変わりガムに対応したカラースケールを作成し，ガムの色変わりに影響する要因の分析を行い，残
存歯数に関わらずさまざまな年齢層からガムの色変わりデータを取得する．これにより，歯科医師だけでなく一
般人であっても簡便かつ客観的に咀嚼能力評価が可能な手段の確立を目指す．
18) 厚生労働科学研究の「高齢者の摂食嚥下 · 栄養に関する地域包括的ケアについての研究」について，准教授の
戸原を代表者として，摂食嚥下にかかわる地域の医療資源を明らかにしマッピングを進めている．
19) サルコペニアと摂食嚥下機能の関連について，我々が開発した開口力測定器を用いて，全身のサルコペニアと
口腔周囲筋のサルコペニアにはどのような関連があるのかを研究している．
20) 根面う蝕に対する新規修復材料の開発
　近年、高齢者における一人平均喪失歯数は徐々に減少しており、残存歯数は増加している。しかしながら、高
齢者においては、加齢変化や薬剤の副作用による唾液分泌能の低下、プラークコントロール不良などから、残存
歯の根面う蝕が増加している。根面う蝕の進行は歯冠破折を誘発し、補綴物周囲の根面う蝕は補綴物の不適合 · 脱
離の原因となり、最悪の場合抜歯に繋がるため、高齢者の根面う蝕に対して有効な処置法を確立することは非常
に重要な課題であることに疑いの余地はない。
　本研究では、イオン放出能と酸緩衝能を持つ機能性フィラーを用いたセメントを使用し、その圧縮強さ、イオ
ン徐放量、酸緩衝能、実際の抜去歯を用いた根面う蝕再現実験により、最適な修復材料の開発を目指すことを目
的とする。
21) 審美性と強度 · 耐劣化性を両立した次世代歯科用ジルコニアの開発
　ジルコニアは従来の歯科用金属の代替材料として注目されている。中でも高透光型ジルコニアは、審美性が良
好で今後の普及が期待されるが、審美性と物性の両立は困難であった。
　本研究では、安定化材の他に添加物による透光性と強度の改善を目指し、審美性と強度 · 耐劣化性を両立した全
く新しい積層型の高透光型ジルコニアの開発を目的とする。
22) ジルコニア · 陶材界面のナノスケール解析による陶材破折の原因究明とその制御
　ジルコニアを用いたオールセラミック修復物は、従来の陶材焼付冠に代わる修復物として多用されるようになっ
ているが、前装用陶材の破折 · 剥離（チッピング）が多く、修理または修復物の再製作を余儀なくされる場合が非
常に多い。しかしながら、前装用陶材の破折の原因については研究が進んでおらず、破折を防ぐための具体的な
対策が全く講じられていない。
　本研究の目的は、ジルコニアを用いたオールセラミック修復物に多く見られる、前装用陶材の破折 · 剥離（チッ
ピング）の原因をナノスケールの解析によって明らかにし、チッピングの少ないオールセラミック修復物を製作
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するための手法を確立することである。

( 3 ) 教育活動

高齢社会における人間の健康維持を目的に，人間として避けてとおることのできない老化という現象を中心に捉
え，高齢者の歯科医療に関連する臨床各科目の総合化と基礎領域を包括した学問の教育を目指している．疾病単
位で患者を診るのではなく，日常生活を含めて包括的に診ることに力点を置いている．また，誤嚥性肺炎の原因
となる摂食嚥下障害について，その原因，評価法，訓練法，“歯科”としての特徴を踏まえた上での包括的な教育
を行っている．特に，リハビリテーションが“生活の医学”であることを踏まえ，教科書的な知識のみならず，よ
り実践に即したアプローチも紹介することで，摂食嚥下リハビリテーションが疾患に対してのものではなく，障
害に対するものであることを認識させることに重点をおいている．
　また，無歯顎という特殊な口腔内状態を理解し，歯の喪失により生じた形態的，機能的変化を全部床義歯により
いかに回復し維持するかを理解するとともに，全部床義歯製作法の基礎技術を習得することを目指し，講義，模
型実習および臨床実習を通して指導を行っている．

( 4 ) 臨床上の特色

スペシャルケア外来：有病高齢者の包括的な歯科治療を行っている．また，医学部附属病院から様々な全身疾患
を合併する高齢者も数多く紹介されている．なかでも心臓弁膜疾患や先天性心疾患などで開心術を要する重篤な
患者の紹介が多い．このような患者の包括的な歯科治療を安全に行うために，循環系偶発症の予防と対応に重点
を置いている．すなわち，医学的知見に基づいた予防措置，ホルター心電図などを用いたモニタリング，全身的
偶発症発生時の対応などの専門的な医学的管理を行っている．また，観血的処置を行うハイリスク患者について
は，毎朝の術前カンファレンスを通して，チーム全員でリスクマネジメントを徹底している．
　
摂食嚥下リハビリテーション外来：従来、主として外来患者および口腔外科入院患者の摂食嚥下機能の評価とリ
ハビリテーションを行ってきた．口腔腫瘍術後の摂食嚥下障害患者に対しては，クリニカルパスを導入し術後の
早期経口摂取を目指したリハビリテーションを行っている．また，医学部附属病院理学療法部と連携し，医学部
附属病院に入院中の摂食嚥下障害患者の嚥下機能評価と歯科補綴的アプローチを行っている．近年では在宅や施
設、他病院への訪問診療の機会が増加し、臨床のみならず教育の場面として訪問診療のフィールドを広げ、地域
のクリニックのみならず医療関係団体や関係学会等に対しても情報発信を行っている。いずれも患者のみならず
関わる必要職種や家族への継続的な指導も行っている．

義歯外来：無歯顎という特殊な口腔内状態に生じた形態的，機能的変化を全部床義歯によって回復し維持するた
めには，独自な口腔内診査と義歯設計を行わなければならない．具体的には，全部床義歯は口腔内への維持を歯
に求められないので，口腔粘膜と義歯床面との唾液を介する付着力に頼らなければならない．全部床義歯にかか
る咬合力は義歯床を介して床下粘膜によって支持されるため，義歯床の安定をはかるために上下顎堤の対向関係
を考慮し，顎運動と調和した人工歯の配列と咬合様式の付与を行う必要がある．歯および歯の支持組織の欠損に
よる無歯顎者の顔貌の大きな変化を全部床義歯によって回復するにあたり，義歯周囲の筋および関連軟組織の形
態や動態との調和を図り，義歯の維持を向上させる形態とする．また歯の喪失および大きな補綴物が口腔内に装
着されることによる患者の心理的負担を考慮して応対に注意する必要がある．このような精神状態を含めた全身
状態の変化は，口腔粘膜においても変化を生じる可能性が高く，それが義歯の維持，安定の変化，ならびに回復さ
れた機能の変化につながる．そのため，定期的リコールを行い，問診や VASにより得られた義歯と機能に対する
患者の主観的評価の調査を継続して行い，回復された機能が長期にわたり維持されさらに改善されるよう心がけ
ている．また，当分野独自の評価基準を設け，患者の主観的意見だけでなく EBMに基づいた補綴処置効果の客観
的評価も行っている．
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muscle tone affects hyoid bone kinetics during swallowing in healthy individuals. Clinical Interventions in
Aging. 2017.12; 12; 1-8

23. Y Hama, A Hosoda, Y Komagamine, S Gotoh, C Kubota, M Kanazawa, S Minakuchi. Masticatory
performance-related factors in preschool children: establishing a method to assess masticatory performance
in preschool children using colour-changeable chewing gum. J Oral Rehabil. 2017.12; 44(12); 948-956

24. Kazumasa Kubota, Tomoyuki Miyamoto, Takutoshi Inoue and Haruhisa Fukayama. Anesthetic manage-
ment of a patient with benign tracheal tumor identified at induction of general anesthesia. Journal of
Clinical Anesthesia. 2017.12; (43); 66-67

25. Nami Ogawa, Takashi Mori, Ichiro Fujishima, Hidetaka Wakabayashi, Masataka Itoda, Kenjiro Kunieda,
Takashi Shigematsu, Shinta Nishioka, Haruka Tohara, Minoru Yamada, Sumito Ogawa. Ultrasonography
to Measure Swallowing Muscle Mass and Quality in Older Patients With Sarcopenic Dysphagia. J Am
Med Dir Assoc. 2017.12;

26. Kamiyanagi A, Sumita Y, Ino S, Chikai M, Nakane A, Tohara H, Minakuchi S, Seki Y, Endo H, Taniguchi
H. Evaluation of swallowing ability using swallowing sounds in maxillectomy patients. J Oral Rehabil.
2017.12; 45(2); 126-131

[書籍等出版物]

1. 監修　水口俊介　戸原　玄. 訪問診療における義歯修理のコツ. 医歯薬出版, 2017.06 (ISBN : 978-4-263-
44501-3)

2. 戸原玄，須佐千明. 歯科衛生士のための口腔機能管理マニュアル高齢者編. 医歯薬出版,

3. 松尾浩一郎編著，原豪志，戸原玄. 若手歯科医師のための高齢者歯科ハンドブック. 医歯薬出版,

[総説]

1. 戸原玄. 老化による筋力の衰えや、脳の病気などで、飲み込む力が弱まる別冊Newton人体—消化の旅. 2017;
18-19

2. 戸原玄. 適切な嚥下機能評価をするためには全身を診る目が欠かせない 咀嚼 · 嚥下機能の評価と口腔ケアの
実践講座① PDN通信. 2017; (58); 12-13

3. 戸原玄. 在宅での食支援にどう対応するか　摂食嚥下関連医療資源マップと多職種連携 Clinic BAMBOO.
2017; 432; 16-17

4. 金澤 学. 【超高齢社会における 8020】 義歯をいつまでも快適に使用するために 8020: はち · まる · にい ·
まる . 2017.01; (16); 73-75

5. 水口俊介、櫻井薫. 「GuestEditorial」　超高齢社会における新しい病名の提案 「口腔機能低下症」につい
て the Quintessence. 2017.01;

6. 中根綾子. こたえてごっくん.　クイズ摂食嚥下！！（2）摂食嚥下障害、どんな人がなるの？ デンタルハ
イジーン. 2017.02; 37(2);

7. 中根　綾子、　戸原　玄. 【本当に知りたかった　バッチリ回答!頻出ギモンQ&A】　 (Part2)今の根拠が知
りたい!　確認したいギモン 口腔ケア　口腔ケアで消毒薬を「使うといい?」「使わないほうがいい?」(Q&A/
特集) Expert Nurse. 2017.02; 33(3); 46-48

8. 水口俊介. 「口腔機能低下症」とはなにか デンタルダイヤモンド. 2017.04;

9. 駒ヶ嶺　 友梨子. 咀嚼の基礎知識. 臨床栄養. 2017.04; 130(4); 441-447
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10. 金澤 学, 駒ヶ嶺 友梨子, 山田 理子, 水口 俊介. 簡単にできる咀嚼機能検査 色変わりガムを用いた咀嚼能力
評価法 日本咀嚼学会雑誌. 2017.05; 27(1); 25-26

11. 水口俊介. 歯学の行方「全部床義歯補綴学の使命」 日本歯科評論. 2017.05;

12. 吉住結. こたえてごっくん　クイズ摂食嚥下！！（6）総復習！ 実際の対応の流れを考えてみよう デンタル
ハイジーン. 2017.06; 37(6); 590-593

13. 原　豪志. 【高齢者の「食べる」力をサポートする-その力の見極めと、身体づくり】「食べる」力の見極め
と、食べるための身体づくり　 8つの観察ポイントと、4つのアプローチ. 2017.09; 22(9); 670-675

14. 中根　綾子,戸原　玄. 高齢者の「食べる」力をサポートする　「食べたい」気持ちにこたえ胃瘻から全量経
口摂取確立へ 訪問看護と介護. 2017.09; vol22 (no.9); 684-689

15. 寺中　智. 嚥下調整食におけるリスクとその管理編②　離水のリスク管理～まぜてもジュレの特性と活用～
栄養経営エキスパート. 2017.09; 57-62

16. 原 豪志, 戸原 玄. 【加齢に伴う発声発語器官の変化】 開口動作に着目した舌骨上筋の評価　開口力と加齢
の関係と摂食嚥下機能評価への応用. ディサースリア臨床研究. 2017.12; 7(1); 39-42

[講演 · 口頭発表等]

1. 若杉葉子. 摂食嚥下障害の評価と訓練の実際. 鹿児島市歯科医師会摂食嚥下食支援研修会 2017.01.14 鹿野

2. 若杉葉子. 摂食嚥下障害の評価と訓練の実際. 鹿児島市歯科医師会摂食嚥下食支援研修会 2017.01.15 鹿児島

3. 吉住結. 加齢に伴う摂食嚥下障害. 火曜日の生活習慣病教室 2017.01.17 東京

4. KM. Thu, D. Sato, M. Kanazawa, M. Tanoue, K. Oda, Y. Kadiliya, A. Miyayasu, M. Asami, VL. Thuy,
S. Minakuchi. Single Implant Retained Mandibular Overdenture [ 1-IOD] in Edentulous Patient with
Massive Osteotomy; A Case Report. 37th Myanmar Dental Conference 2017.01.19 Yangon, Myanmar

5. Minakuchi S. Mastication will contribute to healthy longevity. 37th Myanmar Dental Conference 2017.01.20
Yangon

6. 山田理子，金澤 学，駒ヶ嶺友梨子，城　彩美，田上真理子，水口俊介. 全部床義歯装着者における舌と口唇
の運動機能 · 最大咬合力と混合能力との関連. 日本義歯ケア学会第 9回学術大会 2017.02.11 鹿児島

7. 駒ヶ嶺友梨子，金澤　学，岩城麻衣子，城　彩実，鈴木啓之，天海徳子，佐藤佑介，水口俊介. 義歯に関す
る質問票（Patients’ Denture Assessment）による術後の口腔関連 QoLの予測. 第 9回日本義歯ケア学会
学術大会 2017.02.11 鹿児島

8. 田上真理子，金澤　学，駒ヶ嶺友梨子，佐々木好幸，水口俊介. 日本における上下顎および片顎無歯顎者率
の推移. 第９回日本義歯ケア学会学術大会 2017.02.11 鹿児島

9. 馬場優也,佐藤佑介,山賀栄次郎,大和田学,水口俊介. 義歯清掃方法の違いが洗浄効果と患者による主観的評
価に与える影響. 第９回日本義歯ケア学会学術大会 2017.02.11 鹿児島

10. 羽田多麻木，鈴木哲也，織田展輔，高橋英和. CAD/CAMシステムで製作したフレームワークによる上顎
全部床義歯の補強効果. 第 9回日本義歯ケア学会学術大会 2017.02.12 鹿児島

11. 金澤 学. CAD/CAM技術を応用した最新の全部床義歯. 8020セミナー（徳島大学） 2017.02.14 徳島

12. Inokoshi M, Shimizu H, Nozaki K, Takagaki T, Zhang, F, Vleugels J, Van Meerbeek B, Uo M, Minakuchi S.
Crystallographic analysis of alumina sandblasted highly translucent dental zirconia. 95th General Session
and Exhibition of the IADR 2017.03 San Francisco

13. 吉見佳那子，山口浩平. 第 4回「摂食嚥下障害の評価と訓練　その基礎と実際」研修会. 2017.03.02 さいた
ま市

14. 若杉葉子. 在宅における摂食嚥下障害への介入ポイント. 神戸在宅呼吸ケア研究会 2017.03.05 神戸

15. 金澤 学. Implant overdenture & implant assisted removable partial denture ー絶対的に噛める義歯ー . 東
京医科歯科大学同窓会 CDEコース 2017.03.05 東京

16. 吉見佳那子,山口浩平. 第 5回「摂食嚥下障害の評価と訓練　その基礎と実際」研修会. 2017.03.16 所沢市
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17. 中根綾子. 摂食嚥下とは. 摂食嚥下研修 2017.03.22 東京　

18. 渡辺　一騎. インプラント · オーバーデンチャーの設計. 台北医科大学歯学部　特別講義 2017.04.21 台湾

19. 岩城麻衣子，金澤 学，荒木田俊夫，鈴木哲也，水口俊介. 全部床義歯製作におけるデジタル印象 · 咬合採得.
第 8回日本デジタル歯科学会学術大会 2017.04.22 横浜

20. 松原ちあき, 古屋純一, 戸原玄, 若杉葉子, 吉住結, 稲次基紀, 前原健寿, 水口俊介. 入院患者の包括的な口腔
機能管理における多職種での情報共有の重要性. 第 14回日本口腔ケア学会学術大会 2017.04.22 沖縄

21. 尾花三千代, 古屋純一, 戸原玄, 佐藤茉莉恵, 中根綾子, 稲次基紀, 前原健寿, 水口俊介. 急性期からの口腔機
能管理を行ったくも膜下出血の 1症例. 第 14回日本口腔ケア学会学術大会 2017.04.22 沖縄

22. 渡辺　一騎. 半調節性咬合器と顔弓の使い方. DSC 臨床実習コース 2017.04.29 マニラ，フィリピン

23. 渡辺　一騎. インプラント時代の総義歯印象について. フィリピン歯科医学会総会，フィリピン補錣歯科医
学会 (共催) 2017.04.30 マニラ，フィリピン

24. 鈴木啓之，金澤学，駒ヶ嶺友梨子，岩城麻衣子，城彩実，天海徳子，水口俊介. 全部床義歯新製に伴う歯科
医師による簡便な食事指導が無歯顎高齢者の栄養素摂取量に与える影響. 第 71回日本栄養 · 食糧学会大会
2017.05.20 沖縄

25. 尾﨑　研一郎. 歯科医療を広げるための連携 ～病院歯科，リハビリ科の視点から～. 社会歯科学会　第２回
総会 · 学術大会 2017.06.11 飯田橋

26. 久保田一政, 水口俊介, 深山治久. 慢性腎不全患者に対するプレート除去 · 遊離肩甲骨皮弁移植の全身麻酔管
理経験. 日本老年歯科医学会第２８回学術大会 2017.06.15 名古屋

27. 金子聖子, 井上実, 佐藤茉莉恵, 高橋亜希子, 東中川杏里, 津川恵里子, 矢口志保, 関田俊明. ワーファリンの
コントロール不良により抜歯後，後出血を認めた症例. 日本老年歯科医学会第 28回学術会議 2017.06.15 名
古屋

28. 津川恵里子，関田　俊明，野本亜希子，東中川杏里，金子　聖子，西宮　結. 重篤な tooth wear により審美
· 咀嚼障害を呈した症例. 日本老年歯科医学会第 28回学術大会 2017.06.15 名古屋

29. 井口　寛弘 ，戸原　玄，諸田　千尋. ビスフォスフォネート製剤投与後に顎骨壊死から重度咀嚼障害を発症
した高齢者肺癌骨転移の 1 例. 日本老年歯科医学会第 28回学術大会 2017.06.15 名古屋

30. 尾花三千代、古屋純一、戸原玄、松原ちあき、若杉葉子、佐藤茉莉恵、吉住結、中根綾子、水口俊介. 急性
期脳卒中患者に対する OHATを用いた口腔機能管理. 日本老年歯科医学会第 28回学術大会 2017.06.15

31. 佐藤　茉莉恵. 下顎歯肉癌術後の嚥下障害に対してバルーン訓練と直接訓練を行い経口摂取へ移行した 1 症
例. 日本老年歯科医学会第 28回学術大会 2017.06.16 名古屋

32. 原良子,戸原玄,中根綾子,吉住結,山口浩平,今田良子,絹川雅夫,竹前健彦,松原麻梨子,加治佐枝里子,田頭
いとゑ,水口俊介. 難治性吃逆のある胃瘻患者の経口摂取に対する取り組み. 日本老年歯科医学会第 28回学
術大会 2017.06.16 名古屋

33. 濵　洋平，守屋信吾，久保田チエコ ，恩田理恵 ，下山和弘，水口俊介. 地域自立高齢者における歯の欠損部
未補綴に関連する因子について. 日本老年歯科医学会第 28回学術大会 2017.06.16 名古屋

34. 並木千鶴，野本亜希子，中根綾子，若杉葉子，吉住結，佐藤茉莉恵，原豪志，加治佐枝里子，戸原玄，水口
俊介. 誤嚥性肺炎を繰り返す高齢者に対して外来から訪問診療へ移行し多職種連携により栄養状態回復した
症例. 日本老年歯科医学会第 28回学術大会 2017.06.16 名古屋

35. 吉田早織,戸原玄,若杉葉子,古屋純一,中根綾子,吉住結,佐藤茉莉恵,水口俊介. 大学附属病院の特性を活か
した医学部附属病院入院患者への歯科介入実績の報告. 日本老年歯科医学会第 28回学術大会 2017.06.16 名
古屋

36. 大渡凡人，高橋一輝，京坂侑加，猪越正直，井上実，水口俊介，深山治久，下山和弘. 全身疾患をもつ高齢
歯科患者の薬剤情報に関する統計学的検討. 日本老年歯科医学会第 28回学術大会 2017.06.16 名古屋

37. 尾崎研一郎，寺中　智，岡田　猛司，水口　俊介. 回復期リハビリテーション病棟における脳梗塞患者の口
腔内所見を踏まえた転倒調査. 日本老年歯科医学会第 28 回学術大会 2017.06.16 名古屋
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38. 寺中　智，尾崎研一郎，岡田　猛司，水口　俊介. 感染性心内膜炎に対して人工弁置換術における周術期口
腔機能管理―咀嚼回復を行った症例―. 日本老年歯科医学会第 28 回学術大会 2017.06.16 名古屋

39. 安藤麻里子，原　豪志，若杉葉子，岡野佐貴子， 田村厚子，中根綾子，吉住　結，佐藤茉莉恵，戸原　玄，
水口俊介. 在宅嚥下障害患者に対して多職種連携により食べる楽しみを取り戻した一症例. 日本老年歯科医
学会第 28回学術大会 2017.06.16 名古屋

40. 吉田早織、戸原玄、若杉葉子、古屋純一、中根綾子、吉住結、佐藤茉莉恵、水口俊介. 大学附属病院の特性を活
かした医学部附属病院入院患者への歯科介入実績の報告. 日本老年歯科医学会第 28回学術大会 2017.06.16

41. 吉見佳那子，古屋純一，戸原玄，稲次基希，竹内周平，前原健寿，水口俊介. 多職種や他医療機関との情報共
有によりシームレスな摂食嚥下リハビリテーションを行えた 1症例. 第 19回日本在宅医学会大会 2017.06.17
名古屋

42. 猪越正直. わかる！ できる！ 明日から使える CAD/CAM & セラミックス材料総まとめ ～基礎から接着ま
で. 第 32回 TMDU白熱教室 2017.06.17 東京

43. 田村厚子、戸原玄、吉住結、佐藤茉莉恵、篠崎裕道. 遷延性意識障害による摂食嚥下障害に矯正的アプロー
チが有効であった一例. 第 19回日本在宅医学会大会 2017.06.17 名古屋

44. 岩城麻衣子，金澤　学，宮安杏奈，佐藤大輔，春日井昇平，水口俊介. 即時荷重 2インプラントオーバーデ
ンチャーの前向き臨床研究：5年経過報告. 日本補綴歯科学会第 126回学術大会 2017.06.30 横浜

45. 鈴木啓之，金澤　学，天海徳子，駒ヶ嶺友梨子，岩城麻衣子，城　彩実，水口俊介. 全部床義歯新製と簡便
な栄養指導が無歯顎高齢者の栄養素摂取と咀嚼能力に与える影響. 公益社団法人日本補綴歯科学会第 126回
学術大会 2017.07.01 横浜

46. 家持剛,秋葉徳寿,吉嵜太郎,守澤正幸,内田達郎,水口俊介,島田誠之. 酸化タングステンコーティングを施し
た義歯床用レジンの光触媒効果. 第 126回日本補綴歯科学会 2017.07.01 横浜

47. 金澤 学. イブニングセッション「ここにインプラントが欲しい！ 　－有床義歯へのインプラントの活用－」.
日本補綴歯科学会第 126回学術大会 2017.07.01 横浜

48. 荒木田俊夫，金澤学，岩城麻衣子，鈴木哲也，安藤一夫，小林章二，水口俊介. 環境光が光学印象の真度と
精度に与える影響. 公益社団法人日本補綴歯科学会第 126回学術大会 2017.07.01 横浜

49. 本村一朗, 中村英雄, 田中繁一. セメント厚さを制御した接着装置によるジルコニアとコア用レジンのせん断
接着強さ評価. 2017.07.01 横浜

50. 寺中　智，尾﨑研一郎，水口俊介. 当院栄養サポートチームでの歯科補綴治療の必要性. 日本補綴歯科学会
第 126 回学術大会 2017.07.01 横浜

51. 水口俊介. CAD/CAMデンチャーはどこまで進んだのか. 日本補綴歯科学会第 126 回学術大会 2017.07.01
横浜

52. 関田俊明，竹内周平，小林賢一，東中川杏里，高橋亜希子，入江聖子. 慣性測量装置を用いた義歯変位計の
開発 . 日本補綴歯科学会第 126回学術大会 2017.07.01 横浜

53. 吉見 佳那子，古屋純一，戸原玄，水口俊介. Oral dyskinesiaを有する摂食嚥下障害患者の一症例. 日本補綴
歯科学会第 126回学術大会 2017.07.01 横浜

54. 東中川杏里，関田俊明，高橋亜希子，入江聖子，矢口志保. Tooth wear により審美障害および咬合高径の低
下を認めた症例. 日本補綴歯科学会第 126回学術大会 2017.07.01 横浜

55. 関田俊明，竹内周平，小林賢一，東中川杏里，高橋亜希子，入江聖子. 慣性測量装置を用いた義歯変位計の
開発. 日本補綴歯科学会第 126回学術大会 2017.07.02 横浜

56. 小林賢一，高橋路奈，安部明子，竹内周平，星野 崇，小林弘清，関田俊明. 審美障害を主訴とする重篤な
Class II症例における補綴治療. 日本補綴歯科学会第 126回学術大会 2017.07.02 横浜

57. 小林弘清，小林賢一. Twin-Stage Procedureによりアンテリアガイダンスを構築した症例. 日本補綴歯科学
会第 126回学術大会 2017.07.02 横浜

58. 尾﨑　研一郎. 舌亜全摘術ならびに舌再建術を施行した患者に対する舌接触補助装置（PAP）の効果. 日本
補綴歯科学会第 126回学術大会 2017.07.02 横浜
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59. 増田夢子，鈴木哲也，大木明子，羽田多麻木，土田優美，安江透，上條真吾，池田正臣，高橋英和. 陶歯を用い
たリンガライズドオクルージョンの再現性とその作業効率. 第 126回日本補綴歯科学会学術大会 2017.07.02
横浜市

60. 三浦　佳子,月川　和香奈,小西　富代,佐藤　裕介,原田　安子,深山　智子,本山　靖治,俣木　志朗,嶋田
　昌彦. 東京医科歯科大学歯学部附属病院における 5S活動の 6年間の取り組みについて. 第 58回日本歯科
医療管理学会総会 · 学術大会 2017.07.16 北九州市

61. 高齢者の摂食嚥下とその評価方法について.. 高齢者の摂食嚥下と食べやすさの評価 · 食感設計 2017.07.18
東京

62. 中根綾子. 摂食嚥下とは. 摂食嚥下研修 2017.07.26 東京

63. 關奈央子, 金澤 学, 駒ヶ嶺友梨子, ジャネルモロス, 水谷幸嗣, 保坂啓一, 駒田 亘, 須永昌代, 川口陽子, 森尾
郁子, 木下淳博. 東京医科歯科大学大学院における国際歯科臨床教育コースの導入と取り組み―第１報―. 第
36回日本歯科医学教育学会総会 · 学術大会 2017.07.28 長野

64. 濵　洋平，水口俊介，佐々木啓一，前田健康，羽村　章，一戸達也 ，興地隆史. 健康長寿を育む歯学教育コ
ンソーシアム-第 3報- 3年次を終えての課題. 第３６回日本歯科医学教育学会学術大会 2017.07.29 松本

65. Yuriko Komagamine, Manabu Kanazawa, Anna Miyayasu, Vo Lam. Thuy, Yuri Omura, Daisuke Sato,
Shohei Kasugai, Shunsuke Minakuchi. Masticatory Performance with Magnet Retained Mandibular
Two Implant Overdentures. 31st ISDR-SEA 2017.08.12 Taipei International Convention Center, Chinese
Taipei

66. Minakuchi S. Long-term care insurance system on oral health in Japan : the system and new challenges.
31st IADR-SEA 2017.08.13 Taipei International Convention Center, Chinese Taipei

67. 金澤 学. 超高齢社会におけるインプラント補綴の考慮. NobelBiocare Symposium 2017-Tokyo 2017.08.27
東京

68. Y. Komagamine, M. Kanazawa, D. Sato, A. Miyayasu, M. Asami, R Shimada, KM Thu, VL Thuy, S.
Kasugai, S. Minakuchi. Comparison of patient-reported outcomes between immediately and convention-
ally loaded mandibular two-implant overdentures: A preliminary study. 17th biennial meeting of the
International College of Prosthodontists 2017.09.08 Santiago, Chile

69. M. Kanazawa, M. Iwaki, D. Sato, A. Miyayasu, M. Asami, R Shimada, KM Thu, VL Thuy, S. Kasugai, S.
Minakuchi. Immediate Loading of two-implant mandibular overdentures: 5-year prospective study. 17th
biennial meeting of the International College of Prosthodontists 2017.09.08 Santiago, Chile

70. Koji Hara. The deterioration of two swallowing muscles strength in aging . Japanese Society of Dysphagia
Rehabilitation　 English Session 2017.09.15 Chiba, Japan

71. 木村敦,山口浩平,佐藤祐介,竹宮鉄平,澤田直子,松田結花子,井上統温,玉木一弘. 認知症高齢者の摂食嚥下支
援に関わる心理学的アプローチの整理. 第 23回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会 2017.09.15
幕張

72. 小田美由紀、中根綾子、相澤かおる、谷口善成：. 嚥下反射パターンが消失した脳梗塞後遺症患者の経口摂
取可能となった一例～訪問歯科衛生士介入の経過報告～. 第 23回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学
術大会 2017.09.15 幕張

73. 中臺くるみ,重栖由美子,戸原玄,中根綾子. 高齢の嚥下障害患者における適切な食形態と舌圧についての検
討. 2017.09.15 幕張

74. 森寛子,内藤真理子,中根綾子,戸原玄. 診療報酬改定による経管栄養新規造設と摂食機能療法の診療件数の変
化:社会医療診療別統計の二次解析. 第 23回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会 2017.09.15 幕張

75. 吉田早織,戸原玄,若杉葉子,中根綾子,原豪志,水口俊介. 絶食期間が脳卒中患者の口腔周囲筋厚に及ぼす影
響の検討. 第 23回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会 2017.09.15 幕張

76. 川野麻子,篠原弓月,山岸すみ子,蛯名勝之,戸原玄. 上行大動脈解離から多発性脳梗塞を起こし気管切開及び
胃ろうになった患者に対して経口摂取を開始した一症例. 第 23回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学
術大会 2017.09.15 幕張
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77. 尾﨑 研一郎, 中村 智之, 寺中 智他. DPCデータベースを用いた急性期病院における肺炎発症患者の調査 .
第 23回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会 2017.09.15 幕張

78. 寺中　智, 岡田猛司, 尾﨑研一郎, 中村智之. 有病高齢者における LMペクチンゼリーとカラギーナンゼリーの
使用特性～嚥下内視鏡下での比較検討～. 第 23 回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会 2017.09.15
幕張

79. 山口浩平, 戸原玄, 吉中晋, 増田貴行,山内敦, 原豪志, 中根綾子, 水口俊介. 新規開発した食べやすい牛丼に関
するアンケート結果について. 第 23回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会 2017.09.16 千葉

80. 黒澤友紀子,戸原玄,中根綾子,若杉葉子,原豪志,山崎康弘,並木千鶴,水口俊介. 高齢嚥下障害患者の頸部周
囲長と嚥下機能の関連性. 第 23回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会 2017.09.16 幕張

81. 山内敦,中根綾子,加治佐枝里子,山口浩平,戸原玄. 歯科診療からヘルパー導入に繋がり、最期まで自宅療養
を可能にした一例. 第 23回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会 2017.09.16 幕張

82. 宮上光祐,星達也,戸原玄,阿部仁子. 回復期脳血管障害経管栄養例の誤嚥性肺炎の発症要因と転帰. 第 23回
日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会 2017.09.16 幕張

83. 小川奈美,藤島一郎,若林秀隆,糸田昌隆,國枝顕二郎,森隆志,戸原玄. サルコペニアの摂食嚥下障害診断フ
ローチャートの妥当性の検証. 第 23回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会 2017.09.16 幕張

84. 戸原　玄. 医科歯科連携状況についてのアンケートの結果. 第 23回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学
術大会 2017.09.16 幕張

85. 吉住結, 古屋純一, 戸原玄, 若杉葉子, 佐藤茉莉恵, 中根綾子, 水口俊介. 脳出血を繰り返す患者に対し口腔ケ
アを徹底することで嚥下リハを継続できた 1症例. 第 21回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会
2017.09.16 幕張

86. 竹内純，古屋純一，戸原玄，吉見佳那子，中根綾子，稲次基希，前原健寿，水口俊介. 急性期病院との連携に
よりシームレスな回復期の口腔機能管理を行えた脳卒中の 1症例. 第 23回日本摂食嚥下リハビリテーショ
ン学会学術大会 2017.09.16 幕張

87. 松原ちあき, 古屋純一, 尾花三千代, 戸原玄, 中根綾子, 水口俊介. 急性期からの摂食嚥下リハビリテーション
を行った脳卒中患者の 1症例. 第 12回日本歯科衛生学会学術大会 2017.09.18 品川区

88. K Yamaguchi, H Tohara, A Nakane, K Hara, S Minakuchi. EFFECT OF AGING, TOOTH LOSS, PE-
RIORAL MUSCLE MASS AND SKELETAL MUSCLE MASS ON OCCLUSAL FORCE IN HEALTHY
ELDERLY. 7th ESSD Congress and World Dysphagia Summit 2017.09.21 Barcelona

89. Inokoshi M, Nozaki K, Takagaki T, Van Meerbeek B, Minakuchi S. Initial curing characteristics of compos-
ite cements under ceramic restorations. CED-IADR/NOF Oral Health Research Congress 2017 2017.09.22
Vienna

90. 佐藤大輔，金澤　学，岩城麻衣子，金　柔炅，水口俊介，春日井昇平，尾関雅彦. CAD/CAMサージカルテ
ンプレートを用いた即時荷重 2インプラントオーバーデンチャー：5年経過報告. 第 47会日本口腔インプラ
ント学会学術大会 2017.09.22 仙台

91. 鈴木啓之，金澤　学，駒ヶ嶺友梨子，岩城麻衣子，天海徳子，水口俊介. 簡便な食事指導を伴う全部床義歯
新製が無歯顎高齢者のタンパク質摂取量に与える影響. 特定非営利活動法人　日本咀嚼学会第 28回学術大
会 2017.09.23 東京

92. 駒ヶ嶺友梨子，金澤　学，岩城麻衣子，宮安杏奈，水口俊介. 即時荷重 2インプラントオーバーデンチャー
の 5年前向き試験：咀嚼能力について. 日本咀嚼学会第 28回学術大会 2017.09.24 東京

93. G. Tanabe, T. Hada, PS. Tun, H. Churei, T. Wada, M. Uo, H. Takahashi, T. Ueno. Effect of Molding
Temperature on Peeling Energy of Laminated Mouthguards. The 2017 Academy of Dental Materials
Annual Meeting 2017.10.07 Nuremberg

94. 原 豪志, 戸原 玄, 小林 健一郎, 中根 綾子, 水口 俊介. 健常成人と健常高齢者における舌圧と摂食嚥下関連筋
群の影響について. 日本障害者歯科学会 第 34回 総会 · 学術大会 2017.10.08 福岡

95. 清水畑誠, 猪越正直, 和田敬広, 高橋礼奈, 宇尾基弘, 水口俊介. イオン徐放性 S-PRGフィラー含有根面う蝕
修復用セメントの機械的強度と微細構造解析. 第 70回日本歯科理工学会学術講演会 2017.10.15 新潟
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96. 渡辺　一騎. 磁性アタッチメント義歯の設計と製作. ヤンゴン歯科医師会総会（ヤンゴン · デンタル · フェ
スティバル） 2017.10.22 ヤンゴン，ミャンマー

97. 天海徳子，駒ヶ嶺友梨子，金澤学，鈴木啓之，岩城麻衣子，城彩実，水口俊介. 全部床義歯製作に伴う簡便
な食事指導が無歯顎高齢者の食品摂取に与える影響. 平成 29年度公益社団法人日本補綴歯科学会東北 · 北海
道支部 総会 · 学術大会 2017.10.29 仙台

98. 田村厚子，山口浩平，吉見佳那子，安藤麻里子，吉田早織，黒澤友紀子，中根綾子，戸原　玄. 高齢者の摂食
嚥下、栄養に関する地域包括ケアについての研究　第三報　高齢者の口腔、嚥下機能健康調査　大学病院、
行政との連携取組み. 栃木県歯科医学会 2017.11.03 宇都宮

99. 宮安杏奈，金澤学，島田亮，岩城麻衣子，佐藤佑介，水口俊介. 磁性アタッチメントを用いた下顎即時荷重
インプラントオーバーデンチャーにおける周囲骨吸収と生存分析ー 3年予後. 日本磁気歯科学会第 27回学
術大会 2017.11.12 宮城

100. 大和田学,水口俊介,佐藤佑介,鈴木哲也. 主観評価からみえた義歯安定剤の 解釈と誤用を防ぐ正しい使用.
平成 29年度日本義歯ケア学会シンポジウム 2017.11.18 東京

101. 寺中　智. ひと工夫でできる簡単な口腔ケア. 第 120回介護教室特別講演市民公開講座 2017.11.18 岐阜

102. 清水春紀, 猪越正直, 高垣智博, 宇尾基弘, 水口俊介. 高透光型ジルコニアに対する 4META/MMA-TBB レ
ジンの接着効果. 第 36回日本接着歯学会学術大会 2017.11.26 東京

103. 寺中　智. オーラルフレイルについて. 足利赤十字病院地域連携研修会 2017.12.14 足利

104. 尾﨑　研一郎. 成人の摂食嚥下リハビリテーション 1. 多職種連携栄養指導 · 口腔機能向上研修会 2017.12.17
宇都宮

[受賞]

1. Best Paper Award in Junior Scientist Session(Khaing Myat Thu), 37th Myanmar Dental Conference,
Myanmar Dental Association, 2017年 01月

2. 優秀口演賞（山田理子）, 第９回日本義歯ケア学会学術大会, 2017年 02月

3. 論文奨励賞（山田理子）, 鶴見大学歯学部同窓会, 2017年 02月

4. 歯学研究奨励賞（金澤 学）, 東京医科歯科大学, 2017年 02月

5. 第２２回日本摂食嚥下リハビリテーション学会奨励賞（山口浩平）, 日本摂食嚥下リハビリテーション学会,
2017年 04月

6. 優秀奨励論文賞（佐藤　茉莉恵）, 老年歯科医学会, 2017年 06月

7. 課題口演優秀賞（鈴木啓之）, 公益社団法人日本補綴歯科学会, 2017年 07月

8. 日本咀嚼学会第 28回学術大会　優秀ポスター賞（駒ヶ嶺友梨子）, 2017年 09月

[その他業績]

1. 駒ヶ嶺友梨子．平成 29年度科学研究費（若手研究（B））, 2017年
無歯顎補綴におけるマルコフモデル構築とモンテカルロ法による費用対効果分析

2. 猪越正直. 科学研究費（若手研究（B））, 2017年
審美性と強度 · 耐劣化性を両立した次世代歯科用ジルコニアの開発
2017-2018

3. 田上真理子（代表）．科学研究費（若手（B））, 2017年 01月
インプラントオーバーデンチャーの維持力測定に関するトランスレーショナルリサーチ
2016-2018

4. 戸原玄，嚥下体操, 2017年 01月
サタデープラス，TBS

5. 小林賢一，支台歯形成の基本, 2017年 02月
ハンズオンコース
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6. 戸原玄，いつまでも自力で食べて話そう, 2017年 02月
女の新聞，クロワッサン

7. 戸原玄，牛丼が介護食に大手チェーンが開発, 2017年 02月
おはよう日本，NHK

8. 戸原玄，介護食提供可能レストランマップ, 2017年 02月
首都圏ニュース，NHK

9. 戸原玄，外食でも介護食を 提供の飲食店をネットで紹介, 2017年 02月
http://www3.nhk.or.jp/news/html/20170205/k10010865181000.html

10. 戸原玄，介護食で外食の味を, 2017年 02月
NHK生活情報ブログ
http://www.nhk.or.jp/seikatsu-blog/500/262461.html

11. 戸原玄，食べるを支える 1300病院, 2017年 02月
シルバー産業新聞

12. 戸原玄，「口から食べる幸せを」えん下障害と向き合う, 2017年 02月
報道ライブ IN side OUT，BS11

13. 原　豪志．平成 29年度 研究活動スタート支援, 2017年 04月
複数の摂食嚥下関連筋に対する加齢の影響と全身との関係

14. 平山大輔. 科学研究費（若手研究（B））, 2017年 04月
密着タイプ義歯安定剤による顎堤粘膜への影響：ＳＰＨ法による三次元シミュレーション
2016-2018

15. 須佐千明．科学研究費（若手 (B)）, 2017年 04月
口腔腫瘍患者における周術期サルコペニア.
2016-2018

16. 山賀栄次郎．科学研究費（若手研究（B））, 2017年 04月
共分散構造分析を用いた全部床義歯の予後に関わる要因の解析 ．2014-2018

17. 小林賢一（代表），猪越正直（分担）. 科学研究費（基盤研究（C））, 2017年 04月
ジルコニア · 陶材界面のナノスケール解析による陶材破折の原因究明とその制御
2016-2018

18. 駒ヶ嶺友梨子.『加齢に伴う歯の喪失に対する欠損補綴は栄養摂取と認知機能を改善するか？』, 2017年 04月
公益財団法人ロッテ財団　 2016年度奨励研究助成（2016-2018）

19. 中根綾子　施設入所の要介護高齢者の栄養状態と誤嚥性肺炎発症との関連について, 2017年 04月
科学研究費　基盤研究（C）2016-2019

20. 中根綾子　脳卒中急性期における口腔機能管理法の開発に関する研究, 2017年 04月
循環器疾患 · 糖尿病等生活習慣病対策実用化研究事業　 (2016-2019)　分担研究者

21. 中根綾子　摂食 · 嚥下リハビリテーションの経口摂食改善要因と介護者の心理的支援に関する研究, 2017年
04月
科学研究費　基盤研究　 (C)　分担研究者

22. 水口俊介（代表），金澤　学（分担），駒ヶ嶺友梨子（分担）．科学研究費（基盤（B））, 2017年 04月
欠損補綴はメタボリックシンドロームを改善させるか？ -無作為化比較試験による検討-
2016-2019

23. 金澤　学．科学研究費（基盤研究（C）） , 2017年 04月
ショートインプラントを用いた IARPDの前向き介入試験
2016年-2018年

24. 小林賢一，支台歯形成の基本, 2017年 05月
ハンズオンコース

老化制御学講座
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[社会貢献活動]

1. 渡辺　一騎、カムアン県保険センターにおける医療従事者への歯科教育（ラオス）, 2017年 02月 11日 - 2017
年 02月 13日

2. 渡辺　一騎、ヘルスサイエンス大学における技工士学校設立への協力（ラオス）, 2017年 02月 14日 - 2017
年 02月 16日

3. 尾﨑　研一郎、移住定住施策　足利市移住者インタビュー 1, 足利市役所企画政策課, 2017年 03月 01日

4. 尾﨑　研一郎、歯科医師や歯科衛生士を目指す高校生への歯科職業体験, 足利赤十字病院, 足利赤十字病院　
口腔治療室, 2017年 05月 13日

5. 尾﨑　研一郎、移住定住施策　足利市移住者インタビュー 2, 株式会社　あしぎん総合研究所, 2017年 06月
17日

6. 原　豪志、食べる喜びを支えるためにー摂食嚥下機能評価ー, 公益社団法人　東京都大田区蒲田歯科医師会,
蒲田歯科医師会館, 2017年 07月 10日

7. 戸原　玄、オーラルフレイル対策室, 共同通信社, 福井新聞　他 18社, 2017年 08月 09日

8. 原　豪志、平成 29年度　認定歯科衛生士セミナー　摂食嚥下リハビリテーションコース, 公益社団法人日本
歯科衛生士会, 2017年 10月 07日

9. 年齢とともに、口腔はどのように変化するか, 産業経済新聞社, 終活読本　ソナエ, 2017年 11月 08日

10. 原　豪志、訪問で行う摂食嚥下機能評価の実際, 公益社団法人　東京都大田区蒲田歯科医師会, 東京都大田区
蒲田歯科医師会, 2017年 11月 13日

11. 医科歯科大のグローバル教育, 日本経済新聞社, 日本経済新聞, 2017年 11月 29日

12. 疾患、状態別オーラルマネジメント, 株式会社メヂカルフレンド社, 看護技術, 2017年 12月 08日

13. 尾﨑　研一郎、第 18回織姫 ICLSコース, 日本救急医学会、織姫 ICLS, 足利赤十字病院, 2017年 12月 10日

老化制御学講座
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臨床検査医学
Laboratory Medicine

教　授　東田修二
助　教　伊藤真以
大学院生　大高美香、白鳥恵理香、甲田祐樹（社会人大学院生）

( 1 ) 分野概要

　臨床検査医学は、臨床検査を応用した病態の解析、新しい臨床検査法の開発と応用、あるいは臨床検査を中心に
した診断支援システムの構築などを行う学問である。臨床検査は、現代医療の実践において不可欠の手段となっ
ており、その有用性をさらに高めると同時に、絶えず改良して新たな手法を開発していくことが臨床検査医学に
課せられた使命である。当分野では、白血病を始めとする悪性腫瘍の分子病態解析、ＤＮＡ診断を用いた感染症
や悪性腫瘍の新しい臨床検査法の開発の研究に取り組んでいる。

( 2 ) 研究活動

　研究では、臨床検査医学を応用した各種疾患の病態解析、新たな臨床検査法の開発と応用が主なテーマである。
以下に現在行っている研究プロジェクトを紹介する。

１）白血病細胞の増殖機序の特性の検査法とそれに対する分子標的治療薬の感受性検査法の開発
白血病は、白血病細胞の無制限の増殖と正常造血機構の障害により、そフ病態が形成される。白血病細胞の増殖
は、その細胞集団の中のごく少数の白血病幹細胞によって維持されている。私たちは、白血病の細胞増殖のメカ
ニズムを細胞 · 分子レベルで明らかにすることにより、患者さんごとの白血病細胞の特徴を明らかにする検査法
と、それに応じた治療法とを開発することを目指している。われわれは、白血病幹細胞の増殖機構をサイトカイ
ンの作用という観点から研究を続けてきた。具体的には、サイトカインの白血病細胞培養系における自己複製能
や分化増殖能への作用、白血病細胞に発現するサイトカインやサイトカイン受容体の解析、サイトカイン受容体
のシグナル伝達系の解析などである。現在は造血幹細胞の自己複製に重要な役割を持つ Notchシグナルの、白血
病細胞の増殖における役割に焦点を当てて研究している。Notchとは、造血幹細胞表面に発現している蛋白であ
る。われわれは世界に先駆けて、患者白血病細胞に Notch蛋白や Notchリガンド蛋白が発現していることを報告
し、Notchリガンド反応性のヒト細胞株を樹立した。さらに当研究室の大学院生らが、白血病細胞の増殖や分化
に対する Notchリガンド蛋白や Notch阻害薬の作用やその分子機序に関する興味深い発見をし、報告してきた。
Notchシグナルの制御は、再生医療や白血病に対する分子標的治療への応用が期待されており、臨床応用に向け
て、国内研究機関や企業研究部門との共同研究も進めている。最近は、Notchシグナルと同様に幹細胞の制御に
重要なWntシグナル、Hedgehogシグナル、mTORシグナル、HIFシグナルなどについても研究している。

２）腫瘍の新たな遺伝子検査法や微量残存腫瘍細胞の検出法の開発
　癌治療の目標は、腫瘍細胞を根絶し患者を治癒に導くことにある。種々の有効な治療の後にも、微量腫瘍細胞
の残存や再発の問題が残されている。この微量腫瘍細胞の検出は、追加治療の必要性の判断や、再発の早期発見
に有用である。われわれは遺伝子検査を用いて、微量腫瘍細胞を適格に検出する検査法の開発に取り組んでいる。

３）悪性リンパ腫細胞の増殖機構の解析
　当研究室で樹立したび漫性大細胞型 B細胞リンパ腫由来細胞株を用いて、B細胞受容体から NF-κ Bに至る増
殖シグナルの機序、シグナル抑制薬の効果、抑制薬の薬剤感受性検査の研究を行っている。

４）感染症の遺伝子検査の開発
　真菌 · ウイルス · 原虫など従来の検査法では検出が難しい病原体の核酸検査による検出法や、細菌の院内感染伝
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播の監視のための細菌の遺伝子型解析の研究を行なっている。

( 3 ) 教育活動

　大学院博士課程学生に対して、白血病細胞の増殖機序の分子生物学的解析と、それを応用した診断法や病態解
析の検査法の開発の研究を指導している。修士課程学生に対しては、医歯学概論の臨床検査医学の講義を通して、
臨床検査の意義とその実際について概説し、特に遺伝子検査について実例を示して解説している。また、修士課
程の病院検査部実習も分担している。
　医学部医学科学生に対しては、系統講義（臨床医学導入ブロック）、臨床検体を用いての細菌検査実習、プレク
リニカルクラークシップでのシミュレーターを用いての検査手技の指導などを通して、血液検査、感染症検査など
臨床検査の目的 · 原理 · 方法 · 手技 · 解釈を教授している。これらにより、医師として臨床検査を活用できる知識
と能力を養うことを目標としている。また、プロジェクトセメスターとして、医学科４年の学生を受け入れ、研
究活動の指導を行っている。
　保健衛生学科学生に対しては、血液検査学講義と病院検査部臨地実習（血液検査、細菌検査）、４年次卒業研究
を分担している。
　医学部附属病院研修医に対しては、検査部をローテートする研修医に検査の実技や解釈の仕方を指導している。

( 4 ) 教育方針

　臨床検査医学の大学院教育の目的は、疾患の病態生理の解析法、新たな検査法や診断支援システムを開発する
能力を養うことにある。当分野では、特に血液腫瘍の病態解析法、癌や感染症の遺伝子検査法の開発に重点を置
いている。

( 5 ) 臨床活動および学外活動

　医学部附属病院において、検査部スタッフとともに、血液学的検査、生化学検査、免疫学的検査、細菌検査など
の検査業務を行っている。また、検査関連学会などを通じて、臨床検査に関する研修会やセミナーで講演を行っ
ている。

( 6 ) 臨床上の特色

　臨床各科との協力のもとに、臨床検査の解釈、精度管理、新しい検査法の開発などを行っている。また、臨床検
査に関わる各診療科からの問い合わせや相談に応じ、診療支援を行っている。

( 7 ) 研究業績

[原著]

1. 山本雄彬, 堂前祐一, 佐藤明日香, 小山祥美, 萩原三千男, 東田修二. 自動血球分析装置 XN-9000を用いた髄
液 · 体液の細胞数と分画測定の性能評価 日本臨床検査自動化学会会誌. 2017.01; 42; 45-51

2. 本多弘子, 赤羽あゆみ, 萩原三千男, 東田修二. 全自動化学発光酵素免疫測定システム「ルミパルス L2400」
プロトタイプ機の性能評価 日本臨床検査自動化学会会誌. 2017.03; 42; 76-82

3. S Nogami, N Kawaguchi-Ihara, E Shiratori, M Ohtaka, M Itoh, S Tohda. Detection of the MYD88
mutation by the combination of the allele-specific PCR and quenching probe methods. Int J Lab Hematol.
2017.04; 39(2); 163-168

4. Yuki Okuhashi, Mai Itoh, Shuji Tohda. Hedgehog Stimulation Suppresses Clonogenicity and Activates
NOTCH Signalling in T-lymphoblastic Leukaemia Jurkat Cells. Anticancer Res.. 2017.05; 37(9); 5005-
5009

5. Miyako Murakawa, Yasuhiro Asahina, Fukiko Kawai-Kitahata, Mina Nakagawa, Sayuri Nitta, Satoshi
Otani, Hiroko Nagata, Shun Kaneko, Yu Asano, Tomoyuki Tsunoda, Masato Miyoshi, Yasuhiro Itsui,
Seishin Azuma, Sei Kakinuma, Yasuhito Tanaka, Sayuki Iijima, Kaoru Tsuchiya, Namiki Izumi, Shuji
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Tohda, Mamoru Watanabe. Hepatic IFNL4 expression is associated with non-response to interferon-
based therapy through the regulation of basal interferon-stimulated gene expression in chronic hepatitis
C patients. J. Med. Virol. 2017.07; 89(7); 1241-1247

6. Miyako Murakawa, Yasuhiro Asahina, Hiroko Nagata, Mina Nakagawa, Sei Kakinuma, Sayuri Nitta,
Fukiko Kawai-Kitahata, Satoshi Otani, Shun Kaneko, Masato Miyoshi, Tomoyuki Tsunoda, Yu Asano,
Ayako Sato, Yasuhiro Itsui, Seishin Azuma, Toshihiko Nouchi, Yohei Furumoto, Tooru Asano, Yoshimichi
Chuganji, Shuji Tohda, Mamoru Watanabe. ITPA gene variation and ribavirin-induced anemia in patients
with genotype 2 chronic hepatitis C treated with sofosbuvir plus ribavirin. Hepatol. Res. 2017.07; 29(5);
584-593

7. Erika Shiratori, Mai Itoh, Shuji Tohda. MYD88 Inhibitor ST2825 Suppresses the Growth of Lymphoma
and Leukaemia Cells. Anticancer Res.. 2017.11; 37(11); 6203-6209

8. Mika Ohtaka, Mai Itoh, Shuji Tohda. BMI1 Inhibitors Down-regulate NOTCH Signaling and Suppress
Proliferation of Acute Leukemia Cells. Anticancer Res.. 2017.11; 37(11); 6047-6053

[総説]

1. 東田修二. 胚細胞変異を伴う（生殖細胞素因を有する）骨髄系腫瘍 臨床検査. 2017.07; 61; 814-815

2. 東田修二. 腫瘍マーカーとコンパニオン診断の適切利用による個別化医療の推進 臨床病理. 2017.08; 65;
314-316

3. 東田修二. 造血器腫瘍WHO分類 2016を支える遺伝子検査 医学のあゆみ. 2017.12; 263; 1153-1157

[講演 · 口頭発表等]

1. 金平紗季、園部一成、中島淳、久保田栞、萩原友希、武部功、北村優佳、東田修二. Clostridium difficile検
出の弁検体の空気暴露における生育菌数に関する検討. 第 28回日本臨床微生物学会総会 2017.01.22 長崎

2. 西家里奈、大久保有希、永野勝稔、金盛英里子、甲田祐樹、糸井彩子、萩原三千男、東田修二. 基礎疾患を
認めない成人発症の血球貪食症候群の一例. 第 18回日本検査血液学会学術集会 2017.07.23 札幌

3. 大久保有希、甲田祐樹、糸井彩子、金盛英里子、永野勝稔、西家里奈、萩原三千男、長濱裕、東田修二. LPIA
ジェネシス Dダイマー試薬の基礎的検討. 第 18回日本検査血液学会学術集会 2017.07.23 札幌

4. 甲田祐樹、糸井彩子、大久保有希、金盛英里子、永野勝稔、西家里奈、萩原三千男、長濱裕、東田修二. LPIA
ジェネシス Dダイマー試薬の試験管内凝固による Dダイマー測定値への影響に関する検討. 第 18回日本検
査血液学会学術集会 2017.07.23 札幌

5. Mika Ohtaka, Mai Itoh, and Shuji Tohda. BMI1 inhibitors suppress cell growth and NOTCH signalling
of acute leukemia cells. 46th Annual Scientific Meeting of the International Society for Experimental
Hematology 2017.08.26 Frankfurt, Germany

6. 山本雄彬、萩原三千男、東田修二. Microsoft Excel Visual Basic for Aplications及び VLOOKUP関数を利
用した機材管理方法. 日本臨床検査自動化学会第 49回大会 2017.09.21 横浜

7. 垂門碧、島野志都子、大川龍之介、戸塚実、萩原三千男、東田修二. Dimension EXL200によるタクロリム
ス測定の基礎的検討と Turn Around Timeの評価. 日本臨床検査自動化学会第 49回大会 2017.09.22 横浜

8. 大高美香、白鳥恵理香、伊藤真以、東田修二. siRNAを用いた白血病細胞における BMI1の機能解析. 第 64
回日本臨床検査医学会学術集会 2017.11.17 京都

9. 奥橋佑基、細萓茂実、東田修二. siRNAと CRISPER/Cas9システムを用いたゲノム編集による白血病細胞
の増殖への効果. 第 64回日本臨床検査医学会学術集会 2017.11.17 京都

10. 本橋智子、島野志都子、大川龍之介、戸塚実、萩原三千男、東田修二. LABOSPECT008を用いた「ナノピ
ア IL-2R」試薬の性能評価. 第 64回日本臨床検査医学会学術集会 2017.11.17 京都

11. 山本雄彬、岩崎由美、萩原三千男、東田修二. 先進医療として実施している多項目迅速ウイルス PCR法に
よるウイルス感染症の早期診断. 第 64回日本臨床検査医学会学術集会 2017.11.17 京都

12. 甲田祐樹、大高美香、白鳥恵理香、伊藤真以、東田修二. MERチロシンキナーゼ阻害による白血病細胞の
増殖抑制. 第 64回日本臨床検査医学会学術集会 2017.11.17 京都



— 334 —

全人的医療開発学講座

13. 市村直也、小山祥美、佐藤明日香、町田友美、萩原三千男、東田修二. 尿沈渣検鏡法における分類精度定量
化の試み. 第 64回日本臨床検査医学会学術集会 2017.11.18

14. 永野勝稔、小山祥美、山本雄彬、佐藤明日香、町田友美、萩原三千男、東田修二、山本貴信. Fabry病を疑
う契機となった尿沈渣のmulberry cellの意義. 第 64回日本臨床検査医学会学術集会 2017.11.18 京都

15. 白鳥恵理香、大高美香、伊藤真以、東田修二. リンパ系腫瘍細胞に対するMYD88阻害薬の細胞分子 生物学
的作用. 第 64回日本臨床検査医学会学術集会 2017.11.19 京都

16. 東田修二. リンパ節の検査. 第 15回日本検査血液学会指定研修会 2017.11.25 東京

[その他業績]

1. 2017年 04月
東田修二.急性白血病の幹細胞を根絶する分子標的薬の効果を予測するコンパニオン検査法の開発文部科学
省科学研究費補助金　基盤研究 (C)（研究代表者）新規
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生体集中管理学
Intensive Care Medicine

主任教授
　重光秀信 (2016.9.1～)

教授　
　高橋英夫 (2017.4.1～)

講師
　長島道生 (2017.4.1～)

助教　　
　増田孝広（集中治療部）(2014.4.1～）
　若林健二 (2015.4.1～）
　丸山　史 (集中治療部)(2017.2.1～)
　片平　舞 (集中治療部)(2017.4.1～2018.3.31)
　犬飼　慎 (集中治療部)(2017.4.1～)
　原茂明弘（集中治療部）(2015.4.1～ 2017.3.31)
　深川亜梨沙（集中治療部）(2016.4.1～ 2017.3.31)
　落合香苗（集中治療部）(2016.7.1～2017.1.31)

医員
　塩田修玄（集中治療部）(2017.4.1～)
　三島有華 (集中治療部)(2017.4.1～)
　佐藤幸世 (集中治療部)(2017.4.1～)
　藤永　潤 (集中治療部)(2017.4.1～2018.3.31)

大学院生
　千田麻里子（2014.4.1～）
　三井裕介（2016.4.1～）
　松本正太朗（2016.4.1～）
　塩田修玄 (2017.4.1～)

( 1 ) 分野概要

集中治療医学／医療に特化して取り組んでいる。集中治療部における集中治療専門医の役割は、多専門分野にわ
たる重症病態の治療を調整し、指導することにある。重症病態に陥ると、呼吸、循環、代謝を中心として原因疾
患にかかわらず共通の病態を示す。このような重症患者は、絶えざる監視 · 評価により状態の変化をすばやくと
らえ、即応した治療を行なうことが重要である (minute-to-minute titration of therapy)。集中治療専門医はこの
titration therapy を行ない、統合的な治療の一環を担うために、多職種連携を行って治療にあたることが重要で
ある。重症病態に対して、各患者の最適な生理的状態を維持するように治療を行ない、生命維持が確保されてい
る間に原因疾患の治療、改善を図ることが集中治療医学の目的である。
　集中治療医学が取り組んできた病態／疾患／治療法を具体的にあげると、各種ショック、急性呼吸不全、人工
呼吸、敗血症、多臓器不全症候群、酸塩基平衡異常、電解質異常、急性腎不全、急性中枢神経障害（意識障害）に
対する集中治療、薬理学的／機械的循環補助、栄養管理、血液浄化法、院内感染症防止策／治療、等である。
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( 2 ) 研究活動

臨床面での発想から出発した、基礎的課題の研究、および臨床研究を主題としている。臨床研究では、ヤマハ株
式会社やデザイナーのコシノヒロコ氏などと共同して行っている Effective Medical Creation (EMC)プロジェク
トや、成育医療センター ICUと共同して行っている劇症肝炎における新規バイオマーカーの検索 (成育医療研究
開発費、分担研究者：若林)をその基盤とする。基礎的研究としては、Imperial College Londonとの二国間共同
研究を背景として、microvesicles (MVs)を始めとした最先端の科学技術を応用して、新生児慢性肺疾患の免疫学
的メカニズムの研究 (若林、文部科学省科研費若手研究 B)やMVsの ECMO患者におけるバイオーマーカーとし
ての可能性検索 (塩田、文部科学省科研費若手研究 B)などの ICU領域に関連した多彩な研究に取り組んでいる。

( 3 ) 教育活動

卒前教育
救急 · 麻酔ブロック講義：4年生対象
人工呼吸 · ARDS（若林）

クリニカルクラークシップ：５、６年生対象、心臓血管外科と合同で行ない、Critical Care部門として集中治療
部での集中治療実習を担当している。
　集中治療部の患者 1-2人に関して、朝、晩のカンファランスを中心として実習を行なう。朝、8:15からの多職
種回診参加を経てその日に行なうべきことをチェックし、一日かけて受け持ち医、集中治療部指導医と共に患者
の治療、検査を担当する。夕方に指導医を中心とした教育回診において、受け持ち患者の presentationを行なう。
　教室の抄読会で、Critical Care Medicine 領域の代表的な最近の論文の抄読を担当させ、Power Point による発
表を行っている。
研修医の集中治療部実習：
　 2-3ヶ月間、集中治療部での実習を行っている。重症患者の呼吸 · 循環 · 代謝管理を学び、エコーや気管支鏡の
操作、カテーテル挿入などを学習している。

( 4 ) 教育方針

ACGMEに認定されたトレーニングプログラムの管理者であった重光の指導の元、米国式のトレーニングシステ
ムを導入している。毎週火曜日は academic dayと名付け、各種の教育カンファレンスを行っている。

( 5 ) 臨床活動および学外活動

中央診療部門の一つである集中治療部において、集中治療部専任医師、集中治療専門医が専従で集中治療部に常駐
し、重症患者さんの呼吸 · 循環 · 代謝管理および治療を担当している。これらの集中治療部医師は、主治医グルー
プ · 薬剤師 · 管理栄養士 · リハビリスタッフ · 感染制御部スタッフ · 臨床工学技士と共に毎朝、多職種回診を行な
い、各患者にとって最適な管理および治療の方針をたて、それを実践している。
加えて、救急災害医学分野と協同で行っているRAS (Risk Assessment System)は平日日中に全病棟を回診すると
いう、ユニークな取組で 2017年 3月より開始され、認知度が上がり、多くの相談を日々受けている。

( 6 ) 臨床上の特色

国内でも類を見ない多職種回診を基盤とした早期離床プログラムを活発に行っており、本取組は学内においてチー
ム功労賞を授賞し、学外においても関連学会でランチョンセミナーを行うなど、大きな注目を集めている。

( 7 ) 研究業績

[原著]

1. Michael Wilson, Kenji Wakabayashi, Szabolcs Bertok, Charlotte Oakley, Brijesh Patel, Kieran O’Dea,
Joanna Cordy, Peter Morley, Andrew Bayliffe and Masao Takata. Inhibition Of TNF Receptor p55 By
A Domain Antibody Attenuates The Initial Phase Of Acid-Induced Lung Injury In Mice Frontiers in
Immunology. 2017.02;

2. 後藤保、松本正太朗、中川聡. 気管支鏡を用いた新たな気管吸引法　気管支鏡ガイド下吸引 Bronchoscope-
guided bronchial suctioning(BGS) 日本小児救急医学会雑誌. 2017.02; 16(1); 76-77
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3. Author：畠山 淳司, 武居 哲洋, 和智 万由子, 山田 広之, 長島 道生, 藤澤 美智子, 奈良 岳志, 伊藤 敏孝.
Extracorporeal membrane oxygenation中の持続菌血症の 1症例　 ECMOカニューレは交換すべきか? 日
本集中治療医学会雑誌 . 2017.03; 24(2); 147-148

4. Tatham KC, O’Dea KP, Romano R, Donaldson HE, Wakabayashi K, Patel BV, Thakuria L, Simon AR,
Sarathchandra P, Harefield POPSTAR investigators, Marczin N, Takata M. Intravascular donor monocytes
play a central role in lung transplant ischaemia-reperfusion injury Thorax. 2017.04;

5. Chieko Mitaka, Tetsu Ohnuma, Takanori Murayama, Fumio Kunimoto, Michio Nagashima, Tetsuhiro
Takei, Naoya Iguchi, Makoto Tomita, . Effects of low-dose atrial natriuretic peptide infusion on cardiac
surgery-associated acute kidney injury: A multicenter randomized controlled trial. J Crit Care. 2017.04;
38; 253-258

6. Tsuboi N, Abe M, Matsumoto S, Nishimura N, Nakagawa S. The Effect of Clinical Experience on the
Learning Curve of Pediatric Intensive Care Unit Residents for the Central Venous Catheter Placement
Procedure J Pediatr Intensive Care. 2017.06; 00; 1-4

[書籍等出版物]

1. Shigemitsu H, Orjioke, Luraschi C. Idiopathic Interstitial Pneumonias. Jaycee Brothers Medical Publish-
ers, 2017.06

[総説]

1. 日本版敗血症診療ガイドライン 2016 日本救急医学会雑誌. 2017.02; 28(S1); S1-S232

2. 若林　健二. ショック管理 -ショックと臓器障害連関のメカニズム- 救急 · 集中治療. 2017.05; 29(5· 6);
385-390

3. 松本正太朗. 【急変予知に向けた院内でのシステムづくり～RRS導入と看護師の気づきが子どもを救う～】
RRS導入に向けて　RRSのデータ集積とチームおよび起動者へのフィードバック小児看護. 2017.06; 40(6);
682-687

[講演 · 口頭発表等]

1. Shigemitsu H. キャリア形成の考え方　グローバルへの道. 2017.02.07

2. Shigemitsu H. 集中治療における終末期医療：米国でのチーム医療の経験を踏まえて. 2017.02.27

3. Shigemitsu H. ICUにおける早期リハビリプログラムの実践　アメリカと日本での経験を踏まえて. 2017.03.09

4. Shigemitsu H. HCU入室する呼吸不全患者の管理とケアについて . 2017.04.17

5. 若林　健二. 人工呼吸関連肺傷害における炎症の役割. 新生児科指導医教育セミナー 2017.05.13 仙台

6. Shigemitsu H. Ventilator Associated Pneumonia/Health Care Associated Pneumoniaの現状　米国での経
験を踏まえて. 2017.06.20

7. Shigemitsu H. ICUにおける早期リハビリプログラムの実践　アメリカと日本での経験を踏まえて. 2017.07.15

8. 松本正太朗, 中川聡. 小児呼吸 ECMOの実際と課題. 第 39回日本呼吸療法医学会学術集会 2017.07.16 東京

9. Hinoshita T. PET-CTを用いて肺胞炎症の局在を分析する. 第45回日本救急医学会総会 ·学術集会 2017.10.24

10. Hinoshita T. ボストンでの研究生活. 第 45回日本救急医学会総会 · 学術集会 2017.10.25

11. Hinoshita T. PET-CTを用いた ARDSの早期診断. 2017.10.26

12. 松本正太朗. 小児集中治療における呼吸管理の基礎. 第 25回日本小児集中治療ワークショップ 2017.11.18
東京

13. 松本正太朗. 小児の抜管後呼吸不全に対するNPPVとNHFT. 第 17回急性期NPPV研究会 2017.12.09 東京
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[受賞]

1. Top Doctors, Vegas Seven Magazine, 2017年 02月

2. Best ICU doctor, University Medical Center, Las Vegas, Nevada, 2017年 03月

3. Las Vegas Sun Health Care Quarterly: Top Doctors, Vegas Inc, 2017年 05月
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心療 · 緩和医療学
Liaison Psychiatry and Palliative Medicine

教授／松島英介
助教／宮島美穂
プロジェクト助教／市倉加奈子
非常勤講師／太田克也,松田哲也,保坂隆,藤原幸一,山川俊貴
臨床心理士／中山菜央,菅野朋子
大学院生／石塚典子,栗山登至,厚坊浩史,高野利実,谷里映
野田隆政,吉田典子,有岡宏子,近藤奈美
櫻井宏樹,高木麻理子,根本純江,松田玲子,鈴木如月
鈴木陽子,中川潤,藤原真代,天野可奈子,尾阪咲弥花
腰本さおり,松岡志帆,小杉和博,渡邉敏文,飯島真由子
大倉遊,角甲純,小松賢亮　
研究生／相原興彦,茨木龍芳
技術補佐員／竹下若菜,森田好海,渡辺智暁,
事務補佐員／水金依子,小木聡子

( 1 ) 分野概要

全人的医療という立場から、精神疾患はもとより身体疾患であっても患者の心理的、社会的側面を理解し、診断 ·
治療にあたることができることを目的とする。具体的には、各種身体疾患に見られる心理的問題や精神症状、癌
患者への緩和医療も含め、コンサルテーション · リエゾン医療の意義を解説し、身体各科においてみられる様々な
精神身体的問題について包括的に診断 · 治療予防できるように教育、研究、臨床活動を行っている。

( 2 ) 研究活動

現在進みつつある研究は、以下の通りである。
身体疾患に基づいた精神症状のうちでも、不安、うつ状態やせん妄状態に焦点を絞って臨床的、精神生理学的なア
プローチをおこない、その発症メカニズムについて検討する。また、脳症をきたすような身体疾患について、神
経心理学的諸検査を組み合わせたテストバッテリーならびに脳画像を施行し、病態の把握や早期発見に役立てる。
さらに、がん患者およびその家族の心理、社会的な問題、スピリチュアルな問題についての臨床的な研究をおこ
ない、臨床に還元していく。
この他、精神疾患のうちでも、統合失調症の客観的診断法の開発や脳機能画像の検索、注意欠陥障害の精神生理
学的なアプローチなどを行っている。
加えて、てんかんや精神疾患を対象として、心臓自律神経活動のモニタリングを応用した研究を行い、新たな診
断法、治療効果予測、副作用の評価方法の開発を目指している。さらには学際連携研究によるウェアラブルてん
かん発作予測システムや AIによる診療支援システムの開発などにも力を入れている。

( 3 ) 臨床活動および学外活動

心身医療外来において、身体疾患患者の心理的な問題や精神症状、気分障害や不安障害に対応している。また、緩
和ケアチームの一員として、癌患者の痛みのコントロールや精神的問題について解決をはかっている。緩和ケア
病棟におけるメンタルケアにおいても中心的な役割を担っている。さらには、症例検討会や研修会、院内外での
講演会を通じた教育、啓発活動も積極的に行っている。
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( 4 ) 研究業績

[原著]

1. 市倉加奈子 · 野中眞代 · 三屋裕子. 東日本大震災における住民ボランティアの精神的健康：質問紙調査を用
いた予備的研究 実践女子大学人間社会学部紀要. 2017; 13;

2. Ichikura Kanako, Kobayashi Sayaka, Matsuoka Shiho, Suzuki Tsuyoshi, Nishimura Katsuji, Shiga Tsuyoshi,
Hagiwara Nobuhisa, Ishigooka Jun, Suzuki Shin-ichi,. Avoidance behavior associated with depression in
patients with implantable cardioverter defibrillators International Journal of Clinical and Health Psychol-
ogy. 2017.01; 17; 1-8

3. Naoki Matsuo, Tatsuya Morita, Yoshinobu Matsuda, Kenichiro Okamoto, Yoshihisa Matsumoto, Keisuke
Kaneishi, Takuya Odagiri, Hiroki Sakurai, Hideki Katayama, Ichiro Mori, Hirohide Yamada, Hiroaki
Watanabe, Taro Yokoyama, Takashi Yamaguchi, Tomohiro Nishi, Akemi Shirado, Shuji Hiramoto, Toshio
Watanabe, Hiroyuki Kohara, Satofumi Shimoyama, Etsuko Aruga, Mika Baba, Koki Sumita, Satoru
Iwase. Predictors of responses to corticosteroids for anorexia in advanced cancer patients: a multicenter
prospective observational study. Support Care Cancer. 2017.01; 25(1); 41-50

4. Koji Amano, Isseki Maeda, Tatsuya Morita, Mika Baba, Tomofumi Miura, Takashi Hama, Ichiro Mori,
Nobuhisa Nakajima, Tomohiro Nishi, Hiroki Sakurai, Satofumi Shimoyama, Takuya Shinjo, Hiroto Shi-
rayama, Takeshi Yamada, Shigeki Ono, Taketoshi Ozawa, Ryo Yamamoto, Naoki Yamamoto, Hideki
Shishido, Hiroya Kinoshita. C-reactive protein, symptoms and activity of daily living in patients with
advanced cancer receiving palliative care. J Cachexia Sarcopenia Muscle. 2017.03;

5. Masanori Mori, Akemi Naito Shirado, Tatsuya Morita, Kenichiro Okamoto, Yoshinobu Matsuda, Yoshi-
hisa Matsumoto, Hirohide Yamada, Hiroki Sakurai, Etsuko Aruga, Keisuke Kaneishi, Hiroaki Watanabe,
Takashi Yamaguchi, Takuya Odagiri, Shuji Hiramoto, Hiroyuki Kohara, Naoki Matsuo, Hideki Katayama,
Tomohiro Nishi, Takashi Matsui, Satoru Iwase. Predictors of response to corticosteroids for dyspnea in ad-
vanced cancer patients: a preliminary multicenter prospective observational study. Support Care Cancer.
2017.04; 25(4); 1169-1181

6. 松島 英介, 市倉 加奈子. 【地域 · 在宅ケアに役立つせん妄の必須知識と対策】 《せん妄のなぜ?　診断 · 治
療から予防まで》　なぜせん妄は見逃されやすいのか Modern Physician. 2017.04; 37(4); 343-346

7. 太田 深秀, 野田 隆政, 佐藤 典子, 服部 功太郎, 堀 弘明, 篠山 大明, 寺石 俊也, 長島 杏奈, 大部 聡子, 樋口 輝
彦, 功刀 浩. メランコリー型の特徴を伴う大うつ病性障害と非定型の特徴を伴う大うつ病性障害の白質障害
の違い 精神神経学雑誌. 2017.05; 119(5); 295-302

8. Ohkura Yu, Haruta Shusuke, Shindoh Junichi, Tanaka Tsuyoshi, Ueno Masaki, Udagawa Harushi. Efficacy
of prophylactic splenectomy for proximal advanced gastric cancer invading greater curvature World J. Surg.
Oncol.. 2017.05; 15; 106

9. Shinsuke Hidese, Kotaro Hattori, Daimei Sasayama, Tomoko Miyakawa, Ryo Matsumura, Yuuki Yokota,
Ikki Ishida, Junko Matsuo, Takamasa Noda, Sumiko Yoshida, Toshiya Teraishi, Hiroaki Hori, Miho Ota,
Hiroshi Kunugi. Cerebrospinal fluid neural cell adhesion molecule levels and their correlation with clinical
variables in patients with schizophrenia, bipolar disorder, and major depressive disorder. Prog. Neuropsy-
chopharmacol. Biol. Psychiatry. 2017.06; 76; 12-18

10. Yoko Suzuki, Miho Miyajima, Katsuya Ohta, Noriko Yoshida, Mayo Fujiwara, Masaki Okumura, Mit-
suru Nakamura, Tetsuo Sasano, Tokuhiro Kawara, Masato Matsuura, Eisuke Matsushima. Changes in
corrected QT interval during electroconvulsive therapy Clinical Neurophysiology. 2017.06; 128(6); e166

11. 藤原 幸一, 宮島 美穂, 鈴木 陽子, 山川 俊貴, 加納 学 . 多変量統計的プロセス管理と心拍変動解析を用いた
てんかん発作予知技術の開発 計測と制御. 2017.07; 56(7); 526-529

12. Kanako Ichikura, Aya Yamashita, Taro Sugimoto, Seiji Kishimoto, Eisuke Matsushima. Patterns of stress
coping and depression among patients with head and neck cancer: A Japanese cross-sectional study.
Psychooncology. 2017.08;

13. 小松 賢亮. 治療意欲の乏しい HIV陽性者の臨床像と治療的関わり　ターミナル · ケアにおける心理療法的
関与からの一考察 日本エイズ学会誌. 2017.08; 19(3); 158-164



— 341 —

全人的医療開発学講座

14. Jun Kako, Masamitsu Kobayashi, Yusuke Kanno, Keita Tagami. Intranasal Vinegar as an Effective
Treatment for Persistent Hiccups in a Patient With Advanced Cancer Undergoing Palliative Care. J Pain
Symptom Manage. 2017.08; 54(2); e2-e4

15. Noriko Ishizuka, Toshimi Takano, Yuji Miura, Koichi Suyama, Akihiko Shimomura, Eisuke Matsushima.
Psychological Distress and Resilience among Partners of Cancer Patients Receiving Outpatient Chemother-
apy International Journal of Clinical Medicine. 2017.08; 8(8); 481-495

16. Nao Nakayama, Naoko Mori, Sae Ishimaru, Wataru Ohyama, Yuki Yuza, Takashi Kaneko, Eiichiro Kanda,
Eisuke Matsushima. Factors associated with posttraumatic growth among parents of children with cancer.
Psychooncology. 2017.09; 26(9); 1369-1375

17. Pu Shenghong, Setoyama Shiori, Noda Takamasa. Association between cognitive deficits and suicidal
ideation in patients with major depressive disorder Sci Rep. 2017.09; 7; 11637

18. 野田 隆政. 【うつ病-基礎 · 臨床の最新情報-】うつ病の検査 · 診断と鑑別診断　うつ病の検査 · 診断 日本臨
床. 2017.10; 75(10); 1508-1512

19. Yoshiya Moriguchi, Takamasa Noda, Kosei Nakayashiki, Yohei Takata, Shiori Setoyama, Shingo Kawasaki,
Yoshihiko Kunisato, Kazuo Mishima, Kazuyuki Nakagome, Takashi Hanakawa. Validation of brain-
derived signals in near-infrared spectroscopy through multivoxel analysis of concurrent functional magnetic
resonance imaging. Hum Brain Mapp. 2017.10; 38(10); 5274-5291

20. 角甲純, 小林成光, 關本翌子. がん専門病院の緩和ケア病棟における死亡退院患者を対象としたデスカンファ
レンス開催の要否に対する関連要因の検討 Palliat Care Res. 2017.10; 12(4); 929-935

21. 松島 英介, 市倉 加奈子. 女性のうつ病 ファルマシア. 2017.10; 53(10); 984-988

22. 松島英介.【双極性障害薬物療法の State of the Art II】妊産婦の双極性障害精神科治療学. 2017.10; 32(10);
1265-1272

23. Mariko Kobayashi, Sue P Heiney, Kaori Osawa, Miwa Ozawa, Eisuke Matsushima. Effect of a group
intervention for children and their parents who have cancer. Palliat Support Care. 2017.10; 15(5); 575-
586

24. Yoko Suzuki, Miho Miyajima, Katsuya Ohta, Noriko Yoshida, Rie Omoya, Mayo Fujiwara, Takafumi
Watanabe, Masaki Okumura, Hiroaki Yamazaki, Masayuki Shintaku, Issei Murata, Shigeru Ozaki, Takeshi
Sasaki, Mitsuru Nakamura, Hiroshi Suwa, Tetsuo Sasano, Tokuhiro Kawara, Masato Matsuura, Eisuke
Matsushima. Is prolongation of corrected QT interval associated with seizures induced by electroconvulsive
therapy reduced by atropine sulfate? Pacing Clin Electrophysiol. 2017.11; 40(11); 1246-1253

25. 小松賢亮. ゲイ男性の性依存とHIV感染リスク行為-その心理的意味と精神療法的関わり- 日本青年期精神療
法学会. 2017.11; 13(1); 119-132

26. 藤原 幸一, 宮島 美穂, 山川 俊貴. ウェアラブルデバイスとスマートフォンを用いたてんかん発作予知技術
Epilepsy: てんかんの総合学術誌. 2017.11; 11(2); 75-81

27. Ei Kinai, Kensuke Komatsu, Maiko Sakamoto, Toshibumi Taniguchi, Aya Nakao, Hidetoshi Igari, Kiyonori
Takada, Aki Watanabe, Ai Takahashi-Nakazato, Misao Takano, Yoshimi Kikuchi, Shinichi Oka, . Asso-
ciation of age and time of disease with HIV-associated neurocognitive disorders: a Japanese nationwide
multicenter study. J. Neurovirol.. 2017.12; 23(6); 864-874

28. Shinsuke Kito, Yuki Matsuda, Yurie Sewaki, Junpei Sekiya, Takeshi Fujii, Takamasa Noda, Satoru
Ikezawa, Harumasa Takano, Kanako Nakazawa, Mami Nomura, Shiori Setoyama, Kazuyuki Nakagome.
A 6-Month Follow-up Case Study of Low-Frequency Right Prefrontal Repetitive Transcranial Magnetic
Stimulation in Treatment-Resistant Bipolar Depression. J ECT. 2017.12; 33(4); e43-e44

29. Noda Takamasa, Nakagome Kazuyuki, Setoyama Shiori, Matsushima Eisuke. Working memory and
prefrontal/temporal hemodynamic responses during post-task period in patients with schizophrenia: A
multi-channel near-infrared spectroscopy study J. Psychiatr. Res.. 2017.12; 95; 288-298

30. Yu Ohkura, Junichi Shindoh, Masaki Ueno, Toshiro Iizuka, Shusuke Haruta, Harushi Udagawa. A new
postoperative pain management (intravenous acetaminophen: Acelio®) leads to enhanced recovery after
esophagectomy: a propensity score-matched analysis. Surg. Today. 2017.12;
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31. Ayako Matsuda, Yosuke Yamada, Noriko Ishizuka, Eisuke Matsushima, Kunihiko Kobayashi, Takayoshi
Ohkubo, Kazue Yamaoka.. Effects of a Self-Monitoring Quality of Life Intervention for Patients with
Cancer Receiving Palliative Care in Japan: Study Protocol for a Randomized Controlled Trial. Asian
Pacific Journal of Cancer Prevention. 2017.12;

32. Go Taniguchi, Miho Miyajima, Masako Watanabe, Yoshiko Murata, Daichi Sone, Yutaka Watanabe,
Mitsutoshi Okazaki, Motonori Kobayashi-Kimura, Masaaki Kato, Teiichi Onuma. . Nonconvulsive status
epilepticus in the elderly associated with newer antidepressants used at therapeutic doses: A report of
three cases. Epilepsy Behav. (accepted).

[書籍等出版物]

1. 宮島美穂. 系統看護学講座 別巻 臨床薬理学. 2017

2. 宮島美穂. ナーシング · グラフィカ　精神看護学 (２)：精神障害と看護の実践　第４版. メディカ出版,
2017.01

3. 野田隆政. やさしいパーキンソン病の自己管理　改訂 3版 . 2017.03

4. 野田隆政. 【精神医学症候群 (第 2版)-発達障害 · 統合失調症 · 双極性障害 · 抑うつ障害-】 抑うつ障害群　
薬物療法以外の治療法　電気けいれん療法. 日本臨床社（東京）, 2017.03

5. 野田隆政. 【精神医学症候群 (第 2版)-不安症から秩序破壊的 · 衝動制御 · 素行症まで-】不安症/不安障害群
抗不安薬　抗不安薬による副作用. 日本臨床社（東京）, 2017.06

6. 角甲純. 【実践　呼吸器症状のケア～する?しない?現場力アップのために～】呼吸器症状を正確に判断でき
るアセスメントのコツ. がん看護 22(5), 2017.07

7. 伊藤真也,村島温子,鈴木利人. 向精神薬と妊娠 ·授乳改訂２版. 南山堂, 2017.07 (ISBN : 978-4-525-38232-2)

8. 大倉遊,上野正紀,宇田川晴司. 再建臓器が持ち上がらない！ さあ、どうする？ . 消化器外科手術 起死回生
の一手,MEDICAL VIEW, 2017.09 (ISBN : 978-4-7583-1528-9)

9. 角甲純. 呼吸困難をめぐるコントラバーシー 扇風機は効果ある？ . 緩和ケア 27(6), 2017.11

[総説]

1. 市倉加奈子. がん患者の日常生活を支える認知行動療法のエッセンス Journal of Clinical Rehabilitation.
2017; 26(2); 200-204

2. 野田隆政. 双極性障害診断における NIRSの有用性 BIPOLARコンパクトガイド. 11(9); 4-6

3. 松島英介. 女性外来で抗うつ薬と睡眠薬をどう扱うか？ 女性ヘルスケア 集中講義！（久保田俊郎企画）産
婦人科の実際. 64(11); 1447-1455

[講演 · 口頭発表等]

1. 宮島美穂. 抗てんかん薬と妊娠 · 出産 · 授乳. 大塚製薬学術講演会―精神科におけるてんかん治療を考える—
2017.01.01

2. 松島英介. 女性にやさしいうつ病治療. 第２回横浜Mind & Body 研究会 2017.01.17

3. 松島英介. 女性にやさしいうつ病治療. 桜山うつ病診療講演会 2017.01.20

4. 松島英介. 女性にやさしいうつ病治療. 長野市うつ病治療懇話会 2017.01.25

5. 松島英介. 女性にやさしいうつ病治療. Women’s network conference 2017.01.28

6. 松島英介. 身体疾患に伴う不眠とうつ病. 第１２８回日本心身医学会関東地方会 2017.01.29

7. 松島英介. 女性にやさしいうつ病治療. 精神科薬物療法を考える会 2017.01.30

8. 松島英介. がん医療における心のケア. 武蔵野赤十字病院第６回がん治療マネジメント研修会 2017.01.31

9. 松田いずみ，椎名保恵，小林成光，角甲純. 小児がん患者への意思決定に関する文献検討. 第 31回日本がん
看護学会学術集会講演集: 190 2017.02.04
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10. 角甲純，大園康文，小林成光，關本翌子. 緩和ケア病棟で行われているデスカンファレンスのテーマに関す
る分析. 第 31回日本がん看護学会学術集会講演集: 199. 2017.02.04

11. 松島英介. 女性にやさしいうつ病治療. Depression expert conference 2017.02.07

12. 松島英介. 女性にやさしいうつ病治療. Depression expert conference 2017.02.11

13. 松島英介. 女性にやさしいうつ病治療. 第３回 SUGAO Psycho chemistry 懇話会 2017.02.15

14. 松島英介. 女性にやさしいうつ病治療. 女性のうつ病を考える会 2017.02.17

15. 野田隆政. ETCの総論. 第７回 ETC講習会 2017.02.18

16. 松島英介. シンプルな処方を見据えたうつ病の治療戦略. イフェクサーＳＲ発売１周年記念シンポジウム
2017.02.19

17. 松島英介. 女性のうつ病. イフェクサーＳＲ発売１周年記念講演会 2017.02.25

18. 松島英介. 女性にやさしいうつ病治療. Depression Conference 2017.02.27

19. 宮島美穂. 心拍変動モニタリングによるてんかん発作予測の試み. 2017 年第１回 DevMed Asia week
2017.03.01

20. 松島英介. シンプルな処方を見据えたうつ病の治療戦略. イフェクサーＳＲ発売１周年記念講演会 2017.03.03

21. Yu Ohkura, Shusuke Haruta, Junichi Shindoh, Tsyuyoshi Tanaka, Masaki Ueno, Harushi Udagawa.
Efficacy of prophylactic splenectomy for proximal advanced gastric cancer. 第 89 回日本胃癌学会総会
2017.03.08

22. 松島英介. 女性にやさしいうつ病治療. Women’s Mental-Healthcare Conference 2017.03.17

23. 松島英介. Proposal for Palliative Care of Patients with Heart Failure from　 the Viewpoint of Liaison
Psychiatry. ミート · ザ · エキスパート 10．心不全緩和ケア：包括医療時代への対応． 2017.03.19 金沢

24. 松島英介. 女性にやさしいうつ病治療. 第 4回千代田区精神科診療勉強会 2017.03.23

25. 松島英介. 女性にやさしいうつ病治療. 第 96回なら精神科診療所懇話会学術講演会 2017.03.25

26. 松島英介. 身体合併症と抑うつ. 平成 29年 3月度筑豊精神科集談会 2017.03.28

27. 宮島美穂. 心拍変動モニタリングによるてんかん発作予測の試み. UCB社員研修 2017.04.01

28. 松島英介. 女性にやさしいうつ病治療. 第 4回女性のうつ病治療を考える会 2017.04.05

29. 松島英介. 女性のうつ病. こころの Care & Cure in 南大阪 2017.04.08

30. 野田隆政. プライマリ · ケア医によるうつ状態の診かた. 東村山市 · 小平市医師会合同学術講演会 2017.04.13

31. 松島英介. 女性にやさしいうつ病治療. Depression Conference in Kurume 2017.04.13

32. 松島英介. 女性にやさしいうつ病治療. Lilly Neuroscience Conference in Kyoto 2017.04.23

33. 根本純江. 味覚障害の臨床　栄養士の視点から. 大阪府公立病院栄養士会代表会 2017.04.24

34. 大倉遊,上野正紀,宇田川晴司. 食道癌術後、アセトアミノフェン静注薬定時投与の有効性. 第 117回日本外
科学会 2017.04.27

35. 松島英介. 女性にやさしいうつ病治療. 女性の”うつ”を考える会 2017.04.27

36. 松島英介. がん患者の心のケア. 第 190回メンタルケア · スペシャリスト養成講座 2017.05.07

37. Kako J, Morita T, Yamaguchi T, Sekimoto A, Kobayashi M, Kinoshita H, Ogawa A, Zenda S, Uchitomi
Y, Inoguchi H, Matsushima E. Evaluation of duration of washout period following fan therapy for breath-
lessness: a methodological pilot study. . EAPC 2017 15th World Congress of the European Association
for Palliative Care 2017.05.18

38. 坂根史弥, 藤原幸一, 宮島美穂 ,鈴木陽子, 山川俊貴,加納学,前原健寿. 心拍変動解析と多変量統計的プロセ
ス管理に基づく全般性てんかん発作予測. 第 61回システム制御情報学会研究発表講演会 2017.05.23
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39. 松島英介. がん診療における心のケア. がん患者の心のケアを考える会 2017.05.29

40. 松島英介. シンプルな処方を見据えたうつ病の治療戦略. うつ病医療フォーラム in 京都 2017.06.03

41. 松島英介. シンプルな処方を見据えたうつ病の治療戦略. 福島県北うつ病治療フロンティア 2017.06.14

42. 小松賢亮. HAND（HIV関連神経認知障害）の病態と疫学-J-HAND研究より-　神経心理検査バッテリー
（CoCoバッテリ）による評価方法と明らかになった国内HAND有病率. Medical Education Event Webinar
2017.06.15

43. Yu Ohkura, Masaki Ueno, Harushi Udagawa. Factors predicting effectiveness of neoadjuvant therapy for
esophageal squamous cell carcinoma. 第 71回日本食道学会 2017.06.15

44. 尾阪咲弥花,福田陽子,西野俊宏. 終末期がん患者に出現したせん妄に関する後方視的検討: せん妄出現のリ
スクファクターと前駆症状、早期介入の意義について. 第 22回日本緩和医療学会学術総会 2017.06.23

45. 角甲純, 森田達也, 山口拓洋, 關本翌子, 小林成光, 木下寛也, 小川朝生, 全田貞幹, 内富庸介, 猪口浩伸, 松島
英介. 進行がん患者の呼吸困難に対する送風の効果と三叉神経第 2 3枝領域の温度変化について. 第 22回日
本緩和医療学会学術大会プログラム · 抄録集: 393 2017.06.23

46. 角甲純. 疼痛以外の身体症状に対する看護ケアの up to date. 第 22回日本緩和医療学会学術大会 2017.06.23

47. 角甲純. 終末期せん妄に対する支援/家族が医療者に望む支援」について. 第 22回日本緩和医療学会学術大
会 2017.06.23

48. 野田隆政. うつ病心療のトピックス. 多摩精神科セミナー 2017.06.29

49. 松島英介. シンプルな処方を見据えたうつ病の治療戦略. ベンラファキシン発売 1 周年記念学術講演会
2017.07.04

50. Fumiya Sakane, Koichi Fujiwara, Miho Miyajima, Yoko Suzuki, Toshitaka Yamakawa, Manabu Kano, and
Taketoshi Maehara. Seizure Prediction and Mechanism Analysis of Generalized Epilepsy Based on Heart
Rate Variability. 39th International Conference of the IEEE Engineering in Medicine and Biology Society
2017.07.11

51. 松島英介. 女性にやさしいうつ病治療. 愛媛うつ病治療カンファレンス 2017.07.13

52. Yu Ohkura, Masaki Ueno, Harushi Udagawa. Postoprtative scheduled intravenous acetaminophen leads
to enhanced recovery after esophagectomy. 第 72回日本消化器外科学会 2017.07.20

53. 渡邉敏文. ECTにおける発作後抑制と心臓自律神経活動の関連について. 第 14回うつ病学会 2017.07.21

54. 松島英介. 女性にやさしいうつ病治療. 精神科臨床 JOY会 2017.07.28

55. 松島英介. せん妄の見分け方とその対応. 東京都精神科救急医療情報センター相談員全体研修会 2017.07.30

56. 小松賢亮. HIV感染者の心理と心理士の役割. HIV/AIDS Seminar in Hiroo 2017.08.01

57. 松島英介. 女性にやさしいうつ病治療. 第 4回 Depression Conference 2017.08.10

58. Saori Koshimoto, Masako Arimoto, Keiko Saitou, Mayumi Uchibori, Akiko Hashizume, Yasuaki Nakajima
, Eisuke Matsushima. Need for nutritional counselling by patients receiving outpatient chemotherapy. 19th
World Congress of International Psycho-Oncology and Psycho-Social Academy 2017.08.17

59. Umezawa S, Fujimori M, Matsushima E, Kinoshita H, Uchitomi Y. Preferences of advanced cancer patients
for communication on anticancer treatment cessation and the transition to palliative care. 19th World
Congress of Psycho-oncology and Psychosocial Academy 2017.08.17

60. Ichikura Kanako, Yamashita Aya, Matsuoka Shiho, Nakayama Nao, Ariizumi Yousuke, Sumi Takuro,
Sugimoto Taro, Asakage Takahiro, Matsushima Eisuke. Stress coping skill training for patients with head
and neck cancer: Interim report of a randomized controlled trial. 19th World Congress of Psycho-Oncology
and Psychosocial Academy 2017.08.18 Berlin, Germany

61. 小松賢亮（講師：ファシリテーター）. グループワーク. 平成 29年度　 HIV検査相談研修会 2017.08.24

62. 松島英介. 女性にやさしいうつ病治療. Mind & Body 講演会 in 奥州 2017.08.30
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63. 野田隆政. ETCの総論. 第８回 ETC講習会 2017.09.02

64. 松島英介. 女性にやさしいうつ病治療. サインバルタ発売 7周年記念講演会 2017.09.06

65. 根本純江,田中真琴,岸田杏子　他. 濾紙ディスク法と全口腔法の臨床的味覚検査に差異を認める症例の検討.
第 30回日本口腔 · 咽頭科学会 2017.09.07

66. 腰本さおり,有本正子,斎藤恵子,松島英介. 外来化学療法を受けるがん患者の主観的包括的栄養評価（PG-SGA
SF)と栄養相談の関連性. 第 64回日本栄養改善学会学術総会 2017.09.14

67. 松島英介. シンプルな処方を見据えたうつ病の治療戦略. 備後地区イフェクサー SR発売 1周年記念講演会
2017.09.14

68. Miho Miyajima, Koichi Fujiwara,Toshitaka Yamakawa,Yoko Suzuki,T.Sasai-Sakuma,Manabu Kano,Taketoshi
Maehara,Yutaka Watanabe,Satsuki Watanabe,Yoshiko Murata,Tetsuo Sasano,Eisuke Matsushima. Seizure
Prediction in Localization-related Epilepsy by Heart Rate Variability Monitoring. XXIII World Congress
of Neurology 2017.09.16

69. 松島英介. がん患者の心のケア. 第 12回日本精神対話学会特別講演 2017.09.17

70. 松島英介. 女性にやさしいうつ病治療. Lilly Neuroscience Conference in Tsukuba 2017.09.17

71. 鈴木陽子, 宮島美穂, 渡邉敬文, 太田克也, 吉田典子, 佐々木健至, 尾崎茂, 笹野哲郎, 川良徳弘, 松浦雅人, 松
島英介. 電気けいれん療法の遷延性発作における心臓自律神経活動の非遷延性発作時との比較. 第 20回日本
薬物脳波学会 2017.09.22 福島

72. Yu Ohkura, Masaki Ueno, Harushi Udagawa. Effectiveness of etilefrine regimen for chylothorax after
esophagectomy with thoracic duct resection. 第 70回日本胸部外科学会 2017.09.26

73. 石井敬，服部功太郎，宮川友子，篠山大明，秀瀬真輔，太田深秀，横田悠季，松村亮，野田隆政，吉田寿美
子，後藤雄一，功刀浩. 精神疾患の脳脊髄液における補体 C5の亢進. 第 39回日本生物学的精神医学会第 47
回日本神経精神薬理学会合同年会 2017.09.28

74. 秀瀬真輔，太田深秀，松尾淳子，石田一希，平石萌子，吉田寿美子，野田隆政，佐藤典子，寺石俊也，服部
功太郎，功刀浩. 大うつ病性障害患者における肥満の認知機能および脳構造との関連. 第 39回日本生物学的
精神医学会第 47回日本神経精神薬理学会合同年会 2017.09.29

75. 渡邊健太郎，服部功太郎，宮川友子，秀瀬真輔，石井敬，横田悠季，松村亮，野田隆政，吉田寿美子，功刀
浩. 大うつ病性障害や双極性障害の一部症例で髄液中 trypsinの上昇が認められた. 第 39回日本生物学的精
神医学会第 47回日本神経精神薬理学会合同年会 2017.09.29

76. 大倉遊,上野正紀,宇田川晴司. 新たな周術期疼痛管理　～食道領域での ERAS～. 第 15回日本消化器外科
学会大会 (JDDW2017) 2017.10.12

77. 天野可奈子,久村和穂,本松裕子,市倉加奈子,松島英介. がん患者を看病する配偶者の社会的問題とその支援
ニーズの実態. 第 30回日本サイコオンコロジー学会 · 第 23回日本死生学会 2017.10.14

78. 市倉加奈子 · 中山菜央 · 副島沙彩 · 竹下若那 · 本松裕子 · 三宅智 · 松島英介. 終末期がん患者および家族に
おける療養先の意思不一致がQOLに及ぼす影響：一時解析に関する結果報告. 第 30回日本サイコオンコロ
ジー学会総会 2017.10.14

79. 市倉加奈子 · 山下礼 · 松岡志帆 · 中山菜央 · 角卓郎 · 有泉陽介 · 杉本太郎 · 朝蔭孝宏 · 松島英介. 頭頸部がん
患者に対するストレスマネジメントプログラムのうつ症状低減効果：ランダム化比較試験中間報告. 第 30回
日本サイコオンコロジー学会総会 2017.10.14

80. 腰本さおり,有本正子,斎藤恵子,内堀真弓,橋爪顕子,天野晃滋,中島康晃,松島英介. 外来化学療法を受ける
がん患者の栄養相談の希望とその背景要因. 第 30回日本サイコオンコロジー学会 2017.10.14

81. 石塚典子，高野利実，三浦裕司，陶山浩一，下村昭彦，松島英介. 化学療法を受けるがん患者のパートナー
の「心の健康および気持」：テキスト · マイニングを用いた分析（ベストポスター賞受賞）. 第 30回日本サ
イコオンコロジー学会総会 · 第 23回日本臨床死生学会総会合同大会 2017.10.14

82. 松島英介. 臨床をより理解するためのせん妄の精神生理学的基盤. シンポジウム２．高齢者のせん妄；基礎
と臨床、治療と予後 2017.10.14
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83. 久村和穂,木村美代,松島英介,濱大輔,道渕路子,我妻孝則,小川真生,北本福美,元雄良治. 働く世代のがん患
者の生活状況と心理社会的問題：婚姻 · 同居者 · 経済状況との関連. 第 30回日本サイコオンコロジー学会総
会 2017.10.14

84. 久村和穂,木村美代,松島英介,濱大輔,道渕路子,我妻孝則,小川真生,北本福美,元雄良治. 若年期 · 中年期の
がん患者が経験する社会的問題と心理的問題との関連. 第 30回日本サイコオンコロジー学会総会 2017.10.14

85. 中山菜央,森　尚子,金子　隆,湯坐有希,松島英介. 小児がん患者の親の心的外傷後成長に関連する要因の検
討—親の要因間の検討を加えて. 第３０回日本サイコオンコロジー学会総会 2017.10.14 東京

86. 松島英介. がん患者の不安 · 抑うつ：すべての医療者が知ってほしいアセスメントとマネジメントの必須ポ
イント. 第 30回日本サイコオンコロジー学会総会セミナー３ 2017.10.15

87. 野田隆政. 神経疾患に合併する精神症状とその治療. 第５回東北信脳神経セミナー 2017.10.21

88. 腰本さおり,有本正子,斎藤恵子,橋爪顕子,中島康晃,松島英介. 外来化学療法を受けるがん患者の栄養相談
と QOL(EORTC-QLQ30)の関連性. 第 55回日本癌治療学会学術集会 2017.10.21

89. 松島英介. 女性のうつ病～ライフステージからみた理解と対応～. 埼玉県精神神経科診療所協会イブニング
セミナー 2017.10.21

90. 松島英介. シンプルな処方を見据えたうつ病の治療戦略. 広島県精神神経科診療所協会学術講演会 2017.10.26

91. 渡邉敏文. 可逆性 crossed cerebellar diaschisisを認めた非けいれん性てんかんの一例. 第 51回日本てんかん
学会 2017.11.03

92. 大倉遊,篠原尚,春田周宇介,上野正紀,宇田川晴司. 腹腔鏡下胃癌手術に対する術前リスク因子を基に作成し
た Contour mapによる、術後合併症発生リスク可視化の試み. 第 47回胃外科 · 術後障害研究会 2017.11.03

93. Miho Miyajima, Koichi Fujiwara,Toshitaka Yamakawa, Fumiya Sakane, Yoko Suzuki,T.Sasai-Sakuma,Manabu
Kano,Yutaka Watanabe,Satsuki Watanabe,Nobukazu Nakasato,Kazutaka Jin,Tohru Hoshida,Masako Watan-
abe,Taketoshi Maehara. Development of a wearable epileptic seizure prediction system based on heart rate
variability monitoring. 第 51回日本てんかん学会学術集会（京都）ポストコングレスセミナー① 2017.11.05

94. がん医療におけるこころのケア～うつ · 不眠 · せん妄などへのアプローチ～. 第 38回多摩精神科臨床研究会
2017.11.08

95. 松島英介. がん患者の心のケア. 第 195回メンタルケア · スペシャリスト養成講座 2017.11.12

96. 宮島美穂, 藤原幸一, 山川俊貴, 坂根史也, 加納学, 鈴木陽子, 笹井妙子, 渡辺さつき, 村田佳子, 渡辺裕貴, 渡
辺雅子, 笹野哲郎, 前原健寿, 松島英介. 心拍変動モニタリングによるウェアラブルてんかん発作予測システ
ムの開発. 第 4回脳神経外科 BMI懇話会 2017.11.18

97. 大倉遊,上野正紀,宇田川晴司. 食道癌患者に対する術前補助療法後 CR症例：外科的治療？ 経過観察？ . 第
79回日本臨床外科学会 2017.11.23

98. 紅粉真衣，大金美和，小松賢亮，近江峰子，久地井寿哉，岩野友里，柿沼章子，大平勝美，阿部直美，鈴木
ひとみ，池田和子，渡辺恒二，田沼順子，菊池嘉，潟永博之，岡慎一. 遺族健診受診支援事業における HIV
感染血友病患者の遺族の現況と課題. 日本エイズ学会 2017.11.24

99. 木村聡太，小松賢亮，渡邊愛祈，霧生瑶子，大金美和，池田和子，田沼順子，照屋勝治，塚田訓久，菊池
嘉，岡慎一. 当センターにおける HIVカウンセリング受療者の特徴の報告-後方視的調査-. 日本エイズ学会
2017.11.24

100. 石田陽子，中川雄真，小松賢亮，渡邊愛祈，木村聡太，松岡亜由子，桐山佳奈，横幕能行，小島賢一. HIV
感染症の診療支援がカウンセラーのチーム医療への介入姿勢に与える影響の解析-医療体制班アンケート調
査から-. 日本エイズ学会 2017.11.24

101. 木内英，小松賢亮，坂本麻衣子，谷口俊文，中尾綾，猪狩英俊，渡邊愛祈，高野操，菊池嘉，岡慎一. HIV関連
神経認知障害 (HAND)と精神疾患や薬物使用との関連 (J-HAND研究第 3報). 日本エイズ学会 2017.11.24

102. 小松賢亮，木内英，坂本麻衣子，谷口俊文，中尾綾，坂田達朗，飯塚暁子，小山徹平，緒方釈，乾啓洋，岡
慎一. J-HAND Study Group.　 HIV関連神経認知障害 (HAND)における神経心理検査別の関連因子に関
する検討 (J-HAND研究第 2報). 日本エイズ学会 2017.11.24

103. 合併症妊娠と薬物療法：精神疾患. 平成 29年度秋期妊婦 · 授乳婦薬物療法認定薬剤師講習会 2017.11.26

104. 坂根 史弥,藤原 幸一,宮島 美穂,鈴木 陽子,山川 俊貴,加納 学,前原 健寿. 心拍変動解析と多変量統計的プロ
セス管理による全般性てんかん発作予測. 計測自動制御学会システム ·情報部門学術講演会 2017 2017.11.27
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[受賞]

1. 藤原幸一,宮島美穂,山川俊貴　第 49回市村学術賞功績賞, 2017年 04月

2. 市倉加奈子,日本サイコオンコロジー学会　奨励賞, 2017年 10月

3. 坂根史弥，藤原幸一，宮島美穂，鈴木陽子，山川俊貴，加納学，前原健寿　 2017年システム · 情報部門　
SSI最優秀論文賞, 2017年 11月

4. 市倉加奈子,日本総合病院精神医学会　国際論文賞, 2017年 11月

5. 坂根 史弥,藤原 幸一,宮島 美穂,鈴木 陽子,山川 俊貴,加納 学,前原 健寿　 2017年システム · 情報部門 SSI
最優秀論文賞, 2017年 11月
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薬物動態学
Pharmacokinetics and Pharmacodynamics

准教授　永田　将司
研究生　薛　冰洋

( 1 ) 分野概要

　薬物動態学分野は、1999年 4月に医学部附属病院薬剤部が担当する協力講座として発足し、有効かつ安全な薬
物療法の確立に向けて、薬物動態学を基盤として医療薬剤学の基礎と臨床を研究対象とする。
　その研究成果は、薬物血中濃度モニタリング、薬物間相互作用の機構解明や薬効 · 副作用の定量的予測に基づく
処方の評価 · 提言など、患者個別の薬物療法にフィードバックされる。
　教育面では、医学部学生に対して、吸収 · 分布 · 代謝 · 排泄といった薬物動態の基礎を講述し、薬物血中濃度に
基づく薬物投与設計を実習する。大学院生や薬剤師には、薬物速度論演習を通して、薬物療法の適正化に必須の
知識および技能を教授している。

( 2 ) 研究活動

　有効かつ安全な薬物療法の確立に向けて、臨床に発して臨床に帰るという研究展開を基本に、医療薬剤学の基
礎と臨床を研究対象とする。
１）病態時における薬物動態と薬効の速度論解析：
　薬物治療における個体差の原因として、患者固有の病態が薬物の体内動態や薬効発現に大きな影響を及ぼすこ
とが考えられる。腎疾患、肝疾患、甲状腺機能異常、心筋梗塞など各種病態モデル動物を用い、薬物血中濃度や薬
効の経時変化を精査し速度論解析を加えることにより、病態に伴う薬効発現の変動要因を解明し、薬物投与後の
薬効発現過程を定量的に予測できる速度論モデルの構築をめざす。
２）治療薬物モニタリング（ＴＤＭ）に基づく臨床薬物動態解析：
　薬物投与後の患者血中濃度測定を通して合理的な薬物投与設計を行うことが、治療薬物モニタリングの目的で
ある。具体的には、血中の薬物および代謝物の高感度微量分析法や臨床データ解析法の開発を進め、患者個別の
合理的薬物投与設計システムを確立する。

( 3 ) 教育活動

　医学部学生に対し、薬物の物性や吸収、分布、代謝、排泄といった体内動態をふまえた薬物療法の基礎理論を講
述する。大学院では、基礎的な実験技術のトレーニングの後、速度論などコンピュータのシミュレーションなど
も交えて薬物動態の解析法を修得させる。

( 4 ) 研究業績

[原著]

1. Yasuyoshi Ishiwata, Masashi Nagata, Kohta Tsuge, Hiromitsu Takahashi, Sayo Suzuki, Kohsuke Imai,
Masatoshi Takagi, Hirokazu Kanegane, Tomohiro Morio, Masato Yasuhara. Population Pharmacokinetics
of Intravenous Busulfan in Japanese Pediatric Patients With Primary Immunodeficiency Diseases. J Clin
Pharmacol. 2017.10;
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[書籍等出版物]

1. 永田　将司　他. 新ビジュアル薬剤師実務シリーズ　上　薬剤師業務の基本［知識 · 態度］第 3版. 羊土社,
2017.11 (ISBN : 978-4758109376)

[総説]

1. 永田　将司. 速度論解析に基づく非定型抗精神病薬による血糖値異常の予測法開発 薬学研究の進歩　研究成
果報告集 33. 2017.03; 107-113

[講演 · 口頭発表等]

1. Ｍ. Odaka, M. Nagata, T. Mizuno, T. Uchida, N. Kurashima, H. Takahashi,他. Effect of cardiopulmonary
bypass surgery on unbound fraction of cefazolin in plasma. ASCPT2017 2017.03.17 Washington DC

2. 杉山加奈，河野洋平，下村斉，永田将司，青山隆夫. フロセミド錠後発品の品質評価に関する研究—溶出性
から予測した血中濃度と尿量からの検討—. 日本薬学会第 137年会 2017.03.24 仙台

3. 木村有里, 永田将司, 石渡泰芳, 高橋弘充, 安原眞人. ラットにおけるクロザピン単回投与による血糖値上昇
のメカニズム. 日本薬学会第 137年会 2017.03.27 仙台

4. 石渡泰芳，永田将司，柘植昴太，高橋弘充，鈴木小夜，今井耕輔，高木正稔，金兼弘和，森尾友宏，安原眞
人. 日本人小児原発性免疫不全症患者を対象とした注射用ブスルファンの母集団薬物動態解析. 第 34回日本
TDM学会 · 学術大会 2017.09.23 京都

5. 新田健太郎，武田浩文，鳥羽三佳代，永田将司，高橋弘充. Tri-Weekly TC（パクリタキセル+カルボプラチ
ン）療法における後発医薬品切り替えによる血管関連合併症のリスク因子調査. 第 27回日本医療薬学会年
会 2017.11.03 幕張

6. 渡辺典子，相曽啓史，鳥羽三佳代，佐瀬裕子，大島乃里子，杉井麻耶，石渡泰芳，永田将司，高橋弘充. 周産
· 女性診療科における術後予防的抗菌薬適正使用に向けたクリニカルパス導入の効果. 第 27回日本医療薬学
会年会 2017.11.03 幕張

7. Nagata M., Kimura Y., Ishiwata Y., Takahashi H., Yasuhara M.. Epinephrine is involved in clozapine-
induced acute hyperglycemia. 2017 AAPS Annual Meeting and Exposition 2017.11.12 San Diego

8. Kawano Y., Nagata M., Arimori K., Kohno T., Ichimiya A., Uehara K., Aoyama T.. Caffeine increases
cisplatin-induced apoptosis via inhibition of Akt pathway and ATM-mediated cell cycle checkpoint path-
way in HCC cell lines. 2017 AAPS Annual Meeting and Exposition 2017.11.12 San Diego
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臨床医学教育開発学
Medical Education Research and Development

教授　　田中　雄二郎
講師　　高橋　誠
講師　　岡田　英理子
講師　　井津井　康浩（医病 · 総合教育研修センター）
講師　　工藤　敏文（医病 · 総合教育研修センター、～ 2017年 6月）
医員　　北畑　富貴子（医病 · 総合診療部）

( 1 ) 分野概要

沿革
　本講座の起源は、医学部附属病院総合診療部にさかのぼる。総合診療部は平成 12 年に発足し、初代教授として
田中雄二郎が着任した平成 13 年 4月より実働した。本学の総合診療部は「"調整"と"支援"を通じて高度先進医療
の推進に貢献する」を理念に揚げ、その理念に則り、①卒後臨床研修プログラムの策定、協力病院および施設ネッ
トワークの構築、②医療福祉支援体制の整備、③細胞治療センターの創設のほか、④卒前教育の横断的教育課程の
充実に取り組んできた。組織上①を実現するため平成 14年卒後臨床研修センターを設立、平成 15年に臨床教育
研修センターに、平成 26年には病院職員研修など多職種研修も扱う総合教育研修センターに改組し、現在に至っ
ている。②については平成 14年に医療福祉支援センターを設立、平成 24年に地域連携、患者相談をあわせた医療
連携支援センターに改組し、現在に至っている。③の細胞治療センターも森尾友宏 (現小児科学教授 · 細胞治療セ
ンター長) が中心となって平成 14年に設立された。④については田中が教育委員会、カリキュラム改善検討委員
会の指定職委員として関与 (同 16年～ 25年：教育委員会委員長) している。具体的には新カリキュラムの基本設
計のほか、初期臨床体験の導入、PBLの導入、医療面接実習の実施、OSCE（客観的臨床能力試験）の準備、診療
所実習の確立と実施体制の整備を行い、加えて、ハーバード大学（平成 14年から）やインペリアルカレッジ（平
成 15 年から）との提携も担当している。
　以上の経緯を経て、医療福祉支援、細胞治療等診療に関する支援は軌道に乗った段階で分離し、教育および研
修に関わる活動が主たるものとなり、研究活動も教育関連が主となった背景を踏まえ、平成 17年度より協力講座
として総合診療医学講座を発足させた。その後、臨床実習の診療参加型への転換、後期研修制度の基本設計 · 運営
にも関与が求められ、全国的にはオンライン卒後臨床研修評価システム（EPOC）の運営に田中、大川 (発足時は
増田美香子) が関与した事情もあり、平成 18年度より臨床教育の研究開発を行う基幹講座（臨床医学教育開発学）
として改編され、現在に至っている。また、2011年新カリキュラム改訂で導入される医歯学融合教育を実現する
ため設置された医歯学融合教育支援センターとも密接な連携をとっている。

( 2 ) 研究活動

· 「臨床における EBM の継続的教育」（田中教授）
臨床現場において EBM(Evidence-Based Medicine) はもはや常識化しているが、継続的な実践となると未解決の
問題が多い。卒前臨床実習と、卒後臨床研修においていかに学び、いかに実践し続けていくかについて教育及び
評価技法を研究している。

· 「高難度手術の教育システム開発～いかに安全に職人技を継承させるか～」（高橋講師）
職人技といわれる高難度手術を実施する医師の養成方法は未確立である。本研究は、新規シミュレーターを用い
た模擬手術訓練と事前危険因子解析とで構成される高難度手術を安全に継承する教育プログラムを開発すること
で、医師の手術施行時の安全管理能力および手術技術の評価と向上をはかり、医療の質と安全の担保に資するこ
とを目的とする（H29-31年度文科省科研費基盤研究（C））。
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· 「医療リスク教育を目的とした医用 HAZOP法の開発—基本外科手技の分析演習を通じて」（高橋講師）
工業分野で汎用されている安全管理 · リスク分析手法である HAZOP を医療に応用することを目的としている。
シミュレーターによる手技体験と組み合わせ、医療リスクに対する教育手法として医療 HAZOP法を確立するこ
とが目標である。

· 「医学教育に関する研究」（田中教授、高橋講師、井津井講師、工藤講師、岡田講師）
卒前、卒後における地域医療教育に関する研究卒前 · 卒後の臨床医学教育における competence評価に関する研究、
医療面接教育における多面的評価方法に関する研究、効率的な PBLシステムの開発に関する研究、インフォーム
ド · コンセントの教育手法に関する研究を行っている。

( 3 ) 教育活動

· 卒前教育
大学医学部附属病院の重要な使命である臨床研修を病院長のもと管理 · 運営する部門として、「患者中心の視点を
有する専門医」「高度先進医療を担える家庭医」の養成を目的に、医学生の診療参加型臨床実習、研修医教育、指
導医教育、および生涯教育に関する診療科を横断した教育体制の確立を目標としている。「患者中心の視点を有す
る専門医」には基盤教育が重要であり、この視点に立ち入学初期からの継続的な卒前臨床教育を教育委員会に企画
· 提案するばかりでなく、MIC（Medical Introductory Course）の企画運営にも関与している。また、学生 · 研修
医教育に資するため、東京大学国際医学教育センターと共同して模擬患者養成に関与している（模擬患者つつじ
の会）。臨床実習においても、低学年の早期臨床体験 · 高学年の医療面接および系統的診療法の実習 · 診療所実習
を実施している。臨床実習自体の質を向上させるため、指導教員の評価体制の整備をし、かつ運営をしている。

· 卒後教育　
卒後臨床研修においても、平成 16 年度の卒後臨床研修必修化に対応した研修 · 指導体制の構築を図り、平成 17
年以来、平成 24年を除いて毎年フルマッチとなっており、平成 29年度も 119名とフルマッチを達成した。また、
臨床研修の全国共用評価方法であるオンライン卒後臨床研修評価システム（EPOC）の開発にも中心的役割を果
たしている。
後期研修については、平成 19年度より当院各診療科の後期研修プログラムを管理しており、平成 29年度は 176名
の登録者があった。

· 大学院教育
平成 16 年度に開始された修士課程医療管理政策学（MMA）コースにおいても開講当初より科目を担当し、本年
も「系名：８．人的資源管理と人材開発」の中の「２．人材の開発と活用」および「３．医療におけるリーダー
シップ（実践論）」の 2 科目を担当した。

( 4 ) 臨床活動および学外活動

· セカンドオピニオン（井津井講師）
「安全良質な高度 · 先進医療を提供し続ける、社会に開かれた病院」という病院理念をもとに、平成 16 年 6 月よ
りセカンドオピニオン外来を開設した。全国の大学病院やセンター病院の患者から相談があり、毎年 150 件以上
の相談に対して意見を提供している。第 1 医からの診療情報や検査資料の提供を受け、診断内容や治療法に関し
て当院の専門医の意見 · 判断を提供する自由診療ベースの外来である。患者の自己決定権への補助が目的であり、
新たな診断的検査や治療は行わない。総合診療部では患者相談をスクリーニングして、適確なセカンドオピニオ
ン提供を行うために、専門診療科へ振り分けている。

· 医療安全 (工藤講師)
ジェネラルリスクマネージャーとして、医学部附属病院の医療安全に関する研修会や技術研修を主宰しているの
で、総合教育研修センターとの連携が可能であり、充実した医療安全研修を提供している。
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( 5 ) 研究業績

[原著]

1. Yamamoto Y, Ichinose T, Nakamura M, Nishizawa M, Igari K, Toyofuku T, Kudo T, Inoue Y.. Successful
complete surgical resection of a large venous malformation of the lower extremity: A case report. Ann
Vasu Dis. 2017.01; 10(1); 59-62

2. 猪狩公宏、工藤敏文、加賀山知子、宮井美恵子、中島里枝子、井上芳徳.. 経カテーテル血栓溶解療法が有効
であった急性期深部静脈血栓症の１例 脈管学. 2017.02; 57(2); 9-13

3. Igari K, Kudo T, Toyofuku T, Inoue Y. Open Surgical Repair for Inflammatory Abdominal Aortic and
Iliac Artery Aneurysms. Ann Vasc Surg. 2017.02; 39; 105-110

4. Yamamoto Y, Ichinose T, Nakamura M, Nishizawa M, Igari K, Toyofuku T, Kudo T, Inoue Y. Successful
Complete Surgical Resection of a Large Venous Malformation of the Lower Extremity: A Case Report.
Ann Vasc Dis. 2017.03; 10(1); 59-62

5. Igari K, Kudo T, Toyofuku T, Inoue Y. The use of dielectric blood coagulometry in the evaluation of
coagulability in patients with peripheral arterial disease. BMC Clin Pathol. 2017.08; 17; 14

6. Igari K, Kudo T, Toyofuku T, Inoue Y. Endothelial dysfunction in patients with Buerger disease. Vasc
Health Risk Manag. 2017.08; 13; 317-323

7. Igari K, Kudo T, Toyofuku T, Inoue Y. Endovascular Reintervention for Failing Infrainguinal Bypass
Grafts. Ann Vasc Surg. 2017.08; 43; 218-225

8. 猪狩公宏. マゴットセラピー 血管外科. 2017.11; 36(1); 102-103

9. 山本洋平、工藤敏文、市野瀬剛、猪狩公宏、西澤真人、豊福崇浩、井上芳徳. Blue toe症候群と臀部皮膚壊
死を発症した shaggy aortaの１例． 血管外科. 2017.11; 36(1); 48-52

[総説]

1. 大塚和朗、竹中健人、福田将義、木村麻衣子、勝倉暢洋、荒木昭博、岡田英理子、永石宇司、渡辺　守. 【小
腸出血-診断 · 治療の最前線-】 シングルバルーン内視鏡を用いた小腸出血の診断と治療 消化器 · 肝臓内科.
2017.01; 1(1); 14-20

2. 高橋 弘明, 小西 靖彦, 青松 棟吉, 石原 慎, 清水 貴子, 高橋 誠, 中川 晋, 望月 篤, 安井 浩樹. 臨床研修制度の
ふりかえり 医学教育. 2017.10; 48(5); 297-303

3. 小西 靖彦, 高橋 弘明, 青松 棟吉, 石原 慎, 清水 貴子, 高橋 誠, 中川 晋, 望月 篤, 安井 浩樹. 卒前医学教育の
現状と初期臨床研修へのつながり 医学教育. 2017.12; 48(6); 387-394

[講演 · 口頭発表等]

1. 森崎晶子、松本太一、大岡真也、東　正新、仁部洋一、根本康宏、藤井俊光、大島　茂、岡田英里子、永石
宇司、岡本隆一、土屋輝一郎、長堀正和、中村哲也、渡辺　守、福田将義、大塚和朗、荒木昭博、冨井翔平、
明石　巧. 原発切除から 20 年以上経過して認めた血管外皮腫肝転移の１例. 日本消化器病学会関東支部第
343回例会 2017.02.04 シェーンバッハ · サボー（東京都千代田区）

2. Kudo T. Chair: Presentation Award 8. Japan Endovascular Treatment Conference (JET) 2017. 2017.02.18
Tokyo

3. 工藤敏文、猪狩公宏、豊福崇浩、井上芳徳．. Open and Endovascular Arterial Reconstruction for Femoropopliteal
Lesions in Octogenarian Patients.. 第 81回日本循環器学会学術集会 2017.03.19 金沢

4. Igari K, Kudo T, Toyofuku T, Inoue Y. The chimney graft placement in the inferior mesenteric artery
in endovascular aneurysm repair . 25th Annual Meeting of the Asian Society for Cardiovascular and
Thoracic Surgery 2017.03.25 Seoul（Korea）

5. Kudo T, Yamamoto Y, Ichinose T, Nishizawa M, Igari K, Toyohuku T, Inoue Y.. Multiple recurrent
pseudoaneurysms after EVAR in a patient with Behçet’s disease.. The 10th Korea-Japan Joint Meeting
for Vascular Surgery 2017.04.14 Busan (Korea)
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6. Kudo T, Ichinose T, Yamamoto Y, Nishizawa M, Igari K, Toyohuku T, Inoue Y.. Emergency endovascular
repair for ruptured abdominal aortic and iliac aneurysms.. The 10th Korea-Japan Joint Meeting for
Vascular Surgery 2017.04.15 Busan (Korea)

7. 豊福崇浩、井上芳徳、山本洋平、中村政宏、市野瀬剛、西澤真人、猪狩公宏、工藤敏文．. 当科における腹
部大動脈瘤破裂に対する治療成績．. 第 45回日本血管外科学科学術総会 2017.04.19 広島

8. 工藤敏文. 【座長】SFA複雑病変に対する治療戦略（演者：服部努、佐藤友保）. 第 45回日本血管外科学会
学術総会 コーヒーブレイクセミナー 2017.04.19 広島

9. 工藤敏文. 【座長】下肢領域／血管内治療「Maximize the Value of Endovascular Treatment」（演者：藤村
直樹、服部努、久良木亮一）. 第 45回日本血管外科学会学術総会 ランチョンセミナー 2017.04.19 広島

10. 工藤敏文、猪狩公宏、豊福崇浩、井上芳徳、西澤真人、市野瀬剛、山本洋平、中村政宏．. 当科における傍腎
動脈腹部大動脈瘤に対する治療戦略—EVAR vs. Open—．. 第 45回日本血管外科学科学術総会 2017.04.20
広島

11. 山本洋平、市野瀬剛、中村政宏、西澤真人、猪狩公宏、豊福崇浩、工藤敏文、井上芳徳．. 腹部大動脈瘤に
対するステントグラフト内挿術後に多発仮性動脈瘤を発症したベーチェット病の 1例．. 第 45回日本血管
外科学科学術総会 2017.04.20 広島

12. 工藤敏文. 今さら聞けない EVT Part II　～デバイスセレクション編～．. 第 45回日本血管外科学会学会
学術総会　ランチョンセミナー 2017.04.20 金沢

13. 工藤敏文. 【座長】ビデオシンポジウム 7 腸骨大腿動脈病変の治療戦略. 第 45回日本血管外科学会学術総会
2017.04.21 広島

14. 工藤敏文. 【座長】大人の EVT～本質を知る～（演者：山岡輝年、金子健二郎、服部努）. 第 45回日本血
管外科学会学術総会 ランチョンセミナー 2017.04.21 広島

15. Igari K, Kudo T, Toyofuku T, Inoue Y. The relationship between inflammatory biomarkers and ischemic
severity of patients with peripheral arterial disease. 85th EAS Congress 2017.04.24 Prague（Czech Re-
public）

16. 伴大輔、大井啓司、工藤敏文、齋藤一隆、巌康仁、松村聡、光法雄介、小野宏晃、落合高徳、工藤篤、水野
裕貴、田中真二、藤井靖久、井上芳徳、荒井裕国、田邉稔. 下大静脈高度腫瘍浸潤 · 腫瘍栓症例に対する多
領域外科の協力による総合戦略. 第 117回日本外科学会定期学術集会 2017.04.29

17. 山本洋平、市野瀬剛、西澤真人、猪狩公宏、豊福崇浩、工藤敏文．. 外腸骨静脈に発生した venous aneurysm
の 1例．. 第 172回血管外科症例検討会 2017.05.13 東京

18. Igari K, Kudo T, Toyofuku T, Inoue Y. The endovascular procedures of abdominal aortic aneurysms with
challenging neck anatomy. 66th ESCVS 2017.05.14 Thessaloniki（Greece）

19. 工藤敏文、市野瀬剛、山本洋平、西澤真人、豊福崇浩. 当科における long SFA CTOに対する治療戦略My EVT
style for Long SFA CTO : Vascular Surgeonの立場から. 第 23回日本血管内治療学会学術総会 2017.07.28
奈良

20. 工藤敏文. テクノロジーの進歩と血管外科　当科における 重症虚血肢に対する取り組み. 国立病院機構九州
医療センター地域医療研修センター · 福岡県医師会共催　平成 29年度 地域医師のための生涯研修セミナー
2017.08.05 福岡

21. 岡田 英理子, 高橋 誠, 井津井 康浩, 中川 美奈, 山口 久美子, 金子 英司, 角 勇樹, 田中 雄二郎. 症候学入門講
義の post-test導入による改善と課題. 第 49回日本医学教育学会大会 2017.08.18 北海道札幌市

22. 工藤 敏文, 北畑 富貴子, 岡田 英理子, 井津井 康浩, 高橋 誠, 田中 雄二郎, 高田 和生. 外科共通クリニカルク
ラークシップ導入の試み (第 2報). 第 49回日本医学教育学会大会 2017.08.18 北海道札幌市

23. 李慶姫, 高橋誠, 田中雄二郎. 学位取得に関する医学生 · 研修医の意識調査. 第 49回日本医学教育学会大会
2017.08.19 北海道札幌市

24. 井津井 康浩, 北畑 富貴子, 岡田 英理子, 工藤 敏文, 高橋 誠, 田中 雄二郎. 学習環境評価表 (PHEEM)が明
らかにした本学臨床研修プログラムの特長と課題. 第 49回日本医学教育学会大会 2017.08.19 北海道札幌市
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25. YOHEI FURUMOTO, AKIHIRO ARAKI, SAYURI NITTA, HIROKO NAGATA, KENTO TAKENAKA,
KOUHEI SUZUKI, ERIKO OKADA, TAKAO HORIUCHI, MAMORU WATANABE. Report of suc-
cessful rescue of disrupted capsafter rule endoscopy retention. Asian Pacific Digestive Week 2017.09.26
Hongkong

26. 島村季央、中島里枝子、川良徳弘、濱智子、布施翔大、井上芳徳、工藤敏文．. 末梢動脈疾患（PAD）患者
における運動習慣に関しての促進要因 · 阻害要因について．. 第 58回日本脈管学会総会 2017.10.19 名古屋

27. 山本洋平、葛井総太郎、市野瀬剛、西澤真人、猪狩公宏、豊福崇浩、工藤敏文．. 温度負荷に対する局所皮
膚血流変化を用いた重症虚血肢の下肢血流評価．. 第 58回日本脈管学会総会 2017.10.19 名古屋

28. 布施翔大、中島里枝子、川良徳弘、濱智子、島村季央、田端光、井上芳徳、工藤敏文．. 非監督下運動療法
を行っている末梢動脈疾患患者の現状について．. 第 58回日本脈管学会総会 2017.10.20 名古屋

29. 田端光、中島里枝子、川良徳弘、濱智子、井上芳徳、工藤敏文．. 末梢動脈疾患に対する血行再建術後の血
管超音波検査指標の有用性．. 第 58回日本脈管学会総会 2017.10.20 名古屋

30. 工藤敏文. 【座長】ポスター P-21：ASO 3. 第 58回日本脈管学会総会 2017.10.20 名古屋

31. Nakagawa M, Asahina Y, Nagata H, Kaneko S, Kawai-Kitahata F, Murakawa M, Nitta S, Itsui Y, Azuma
S, Kakinuma S, Tanaka Y, Watanabe M. Evaluation of an early occurrence and recurrence of hepatocellular
carcinoma in chronic hepatitis C patients treated with All-Oral DAAs - propensity score-matched analysis
of a prospective database -. AASLD, The Liver Meeting 2017 2017.10.22 Washington D.C (USA）

32. 山本洋平、市野瀬剛、西澤真人、豊福崇浩、工藤敏文．. 経過観察中に増大し手術を施行した門脈瘤の１例．.
第 174回血管外科症例検討会 2017.11.11 東京

33. 工藤敏文．. 【座長】経皮的肺動脈形成術を施行した慢性血栓塞栓性肺高血圧症（演者：仲村太一）／急性
期症候性深部静脈血栓症に対する血栓溶解療法、血栓除去術について（演者：市野瀬剛）　　　　　　　　.
VTE BOARD FORUM 2017 2017.12.04 東京

[特許]

1. 骨誘導促進剤, 特許番号：特許第３０３２８２４号

[受賞]

1. 科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）基盤研究 (C) : 課題番号 17K01289「高難度手術の教育シ
ステム開発～いかに安全に職人技を継承させるか～」研究代表者：高橋誠, 日本学術振興会, 2017年 04月

2. 平成 29年度 文部科学省科学研究費補助金 基盤研究 (C) : 16K09301「腸管 CD4-CD8αβ- double negative
T細胞の機能解析」研究代表者：岡田英理子 , 2017年 04月
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救急災害医学
Acute Critical Care and Disaster Medicine

教授　大友康裕（オオトモ　ヤスヒロ）

( 1 ) 分野概要

過大侵襲による生体の免疫能はダイナミックな変化を遂げる。人体を害する重大な過大侵襲は外傷や重症感染症
によっても与えられ，それらによる多臓器 · 遠隔臓器不全が生じた時，様々な炎症性メディエーターが関与してい
ると考えられており，これらをどのように制御するかが外傷，重症感染症の治療には重要である．　我々の教室
では外傷や重症感染症による炎症性メディエーターの機能，動態解明を目的に，他大学，学内他医局との共同研
究を行い，動物実験，基礎研究を行っている．また，統計的観点より外傷による死亡を減ずることを目的として，
積極的に研究を行っている．

( 2 ) 研究活動

· 重症感染症時の炎症性メディエーターの分析
· 質量分析による脂質メディエーターンの解析（お茶の水女子大学との共同研究）
· 大量出血症例に対するフィブリノゲン濃縮製剤投与と輸血量に関する介入研究
· 重症敗血症における好中球機能解明
· 日本トラウマデータバンクを利用した統計学的検討
　
　等

( 3 ) 研究業績

[原著]

1. Akira Endo, Atsushi Shiraishi, Hiroki Matsui, Kenichi Hondo, Yasuhiro Otomo. Assessment of Progress
in Early Trauma Care in Japan over the Past Decade: Achievements and Areas for Future Improvement.
J. Am. Coll. Surg.. 2017.02; 224(2); 191-198.e5

2. Akira Endo, Atsushi Shiraishi, Kiyohide Fushimi, Kiyoshi Murata, Yasuhiro Otomo. Increased Severe
Trauma Patient Volume is Associated With Survival Benefit and Reduced Total Health Care Costs: A
Retrospective Observational Study Using a Japanese Nationwide Administrative Database. Ann. Surg..
2017.06;

3. Akira Endo, Atsushi Shiraishi, Yasuhiro Otomo, Makoto Tomita, Hiroki Matsui, Kiyoshi Murata. Open-
chest versus closed-chest cardiopulmonary resuscitation in blunt trauma: analysis of a nationwide trauma
registry. Crit Care. 2017.07; 21(1); 169

4. Akira Endo, Miko Okamura, Shunsuke Yoshikawa, Yasuhiro Otomo, Tomohiro Morio. Multilateral Func-
tional Alterations of Human Neutrophils in Sepsis: From the Point of Diagnosis to the Seventh Day.
Shock. 2017.10;

5. 遠藤 彰. 【外傷性凝固障害の病態と対応】 Damage control resuscitationの指標としての「外傷死の三徴」
Thrombosis Medicine. 2017.12; 7(4); 286-290
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6. 遠藤　彰, 白石　淳, 久志本　成樹, 大友　康裕, 他. 治療指針としての『外傷死の三徴』の有用性の検証と
新基準の提案 日本外傷学会雑誌.

[書籍等出版物]

1. 内科救急診療指針 2016. 総合医学社,

[講演 · 口頭発表等]

1. 遠藤 彰, 伏見 清秀, 白石 淳, 松居 宏樹, 村田 希吉, 大友 康裕. DPCデータを用いた肺炎による重症敗血症
に対する vasopressin併用療法の有効性の検討. 日本集中治療医学会雑誌 2017.02.01

2. 清水 厚哉, 岡 智, 遠藤 彰, 落合 香苗, 世良 俊樹, 大友 康裕. 重症敗血症患者における水分バランスと予後の
関係の解析. 日本救急医学会関東地方会雑誌 2017.02.01

3. 茂木 佑太, 遠藤 彰, 岡 智, 落合 香苗, 世良 俊樹, 大友 康裕. 頭部外傷における転帰予測因子と手術適応の新
基準. 日本救急医学会関東地方会雑誌 2017.02.01

4. 遠藤 彰, 白石 淳, 久志本 成樹, 齋藤 大蔵, 中原 慎二, 萩原 章嘉, 早川 峰司, 関根 和彦, 小倉 崇以, 田上 隆,
一二三 亨, 工藤 大介, 吉矢 和久. 新たな「外傷死の三徴」基準の外的妥当性を検証する前向き縦断研究. 日
本外傷学会雑誌 2017.05.01

5. 遠藤 彰, 白石 淳, 大友 康裕. DPCデータを用いた大量輸血を要した外傷患者の最適な新鮮凍結血漿/赤血球
比の検討. Japanese Journal of Acute Care Surgery 2017.09.01

6. 遠藤 彰, 白石 淳, 大友 康裕. DPCデータを用いた大量輸血患者の最適な新鮮凍結血漿/赤血球比と血小板/
赤血球比の検討. 日本救急医学会雑誌 2017.09.01

7. 吉川 俊輔, 岡村 美湖, 遠藤 彰, 大友 康裕, 森尾 友宏. 侵襲反応を制御する～臨床研究 (breakthrough) 外傷
症例における好中球の活性酸素産生量の経時的評価と健常者との比較. 日本救急医学会雑誌 2017.09.01

8. 持田 弦, 岡 智, 関谷 宏祐, 江頭 隆一郎, 八木 雅幸, 遠藤 彰, 小島 光暁, 本藤 憲一, 相星 淳一, 加地 正人, 大
友 康裕. 食道破裂 19例の検討. 日本救急医学会雑誌 2017.09.01

9. 吉川俊輔, 他. 食道癌術後縫合不全に伴う難治性皮膚瘻に対し皮弁による瘻孔閉鎖術を行った 1例. 第 73回
日本臨床外科学会総会

10. 吉川俊輔, 他. 横行結腸合併切除により切除しえた胃癌術後副腎転移の 1例. 日本臨床外科学会総会

11. 吉川俊輔, 他. 特別区からのヘリ搬送症例の検討. 日本救急医学会関東地方会

[社会貢献活動]

1. 平成 29年度外傷外科医養成研修事業の研修会について, ＮＨＫ, NHKニュース, 2017年 10月 19日
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臨床腫瘍学
Clinical Oncology

教授 三宅　智
特任准教授

大岡　真也
特任助教 坂下　博之
大学院生 川﨑　万知子
大学院生 佐藤　紀之

( 1 ) 分野概要

当分野は 2012年 5月に新設された分野である。緩和医療学、がん化学療法を中心とした包括的ながん診療 · 研究 ·
教育部門として位置づけられている。卒前教育では主に緩和医療学、臨床倫理学を担当、大学院教育においては、
がんプロフェッショナル養成基盤推進プランの運営を担当している。臨床部門としては医学部附属病院腫瘍セン
ターと一体となり診療活動（緩和ケアチーム、がん化学療法レジメン管理など）を行っている。
准教授は消化器内科、助教は呼吸器内科診療を兼務しており、学内における内科系のがん診療の横断的部門とし
ても機能している。

( 2 ) 研究活動

緩和ケアの現場における有効なコミュニケーションの構築、肺がんにおける新規バイオマーカーの開発、膵がん
における新たな治療のモダリティーの開発などを中心に研究活動を行っている。

( 3 ) 教育活動

緩和医療学については血液 · 腫瘍ブロック（三宅）、消化器悪性腫瘍については消化器ブロック（大岡）、呼吸器悪
性腫瘍については呼吸器ブロック（坂下）で講義をおこなう。また医歯学融合カリキュラムの医歯学基盤教育の
倫理の中の終末期医療（三宅）を担当する。現時点では、臨床腫瘍学分野の大学院生は在籍していない。本学は
文部科学省によるがんプロフェッショナル養成基盤推進プランの全国 15拠点中、次世代がん治療推進専門家養成
プランの基幹校である。当分野は大学院教育の一環として、同プランの運営を行っている。

( 4 ) 教育方針

包括的にがん診療を実施し、多職種でのチーム医療を遂行する人材を育成する。

( 5 ) 臨床活動および学外活動

腫瘍センター（緩和ケア部門＝総合がん · 緩和ケア外来、緩和ケアチーム、化学療法部門、がん相談支援部門、が
ん登録部門、がん診療連携部門＝キャンサーボードの運営）

地域がん診療連携拠点病院のマネジメント

日本緩和医療学会
日本癌治療学会
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臨床腫瘍学会
日本消化器病学会
日本呼吸器病学会

( 6 ) 研究業績

[講演 · 口頭発表等]

1. 森崎晶子、松本太一、大岡真也、東　正新、仁部洋一、根本康宏、藤井俊光、大島　茂、岡田英里子、永石
宇司、岡本隆一、土屋輝一郎、長堀正和、中村哲也、渡辺　守、福田将義、大塚和朗、荒木昭博、冨井翔平、
明石　巧. 原発切除から 20 年以上経過して認めた血管外皮腫肝転移の１例. 日本消化器病学会関東支部第
343回例会 2017.02.04 シェーンバッハ · サボー（東京都千代田区）

2. 市倉加奈子 · 山下礼 · 松岡志帆 · 中山菜央 · 角卓郎 · 有泉陽介 · 杉本太郎 · 朝蔭孝宏 · 松島英介. 頭頸部がん
患者に対するストレスマネジメントプログラムのうつ症状低減効果：ランダム化比較試験中間報告. 第 30回
日本サイコオンコロジー学会総会 2017.10.14

[その他業績]

1. 緩和ケア病棟会棟, 2017年 03月
記者会見実施

[社会貢献活動]

1. 第４回東京医科歯科大学「がんを考える」市民公開講座, 【共催】東京医科歯科大学医学部附属病院 腫瘍セ
ンター／消化器化学療法外科／大学院応用腫瘍学講座／大学院未来がん医療プロフェッショナル養成プラン,
2017年 10月 15日
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障害者歯科学
Dentistry for Persons with Disabilities

障害者歯科学分野
　准教授（主任）　　篠塚　修
　助教　　　　　　　楠本康香
　非常勤講師　　　　稲田　穣　　関口五郎
　　　　　　　　　　林　直毅　　竹内陽平
　　　　　　　　　　田村昌平　　中村盛幸
　大学院生　　　　　星合愛子
　
　　　　　　　　　　
　
スペシャルケア外来
　科長（併）　　　　篠塚　修
　助教　　　　　　　楠本康香
　医員　　　　　　　星合泰治　　名取文奈
　　　　　　　　　　熊倉杏奈　　山脇弘稔
　研修登録医　　　　有福愛美　　渡邊麻里子　
　　　　　　　　　　相田貴絵　　
　非常勤講師　　　　櫻井誠治　　鈴木　朋　　木下陽介

( 1 ) 分野概要

　障害者歯科学分野は 1982年に歯学部附属病院に設置された障害者歯科治療部がその母体となっている。1987年
に歯学部附属病院顎口腔機能治療部と統合し障害者歯科学講座となった。1999年に大学院重点化に伴い、障害者
歯科学講座より分離し障害者歯科学分野となった。様々な障害および疾患のある患者さんに対して，顎口腔領域
の機能的 · 形態的障害の再建 · 回復ならびに長期にわたる保存を図ることを目的として教育 · 臨床 · 研究を行って
いる。

( 2 ) 研究活動

1)口腔バイオフィルムの生成
2)障害者における口腔バイオフィルムの除去
3)全身疾患と口腔内環境との関連
4)染色体異常症候群の歯科治療

( 3 ) 教育方針

　障害者歯科学分野は 1999年の大学院改革に伴い，旧障害者歯科学講座より独立し特殊歯科領域の大学院として，
1999年 4月に誕生した．担当領域は障害者歯科学および有病者歯科学分野であり，種々の先天的あるいは後天的
な障害を有する患者に対して，顎口腔領域に後遺した機能的 · 形態的障害の再建 · 回復ならびに長期にわたる保存
を図ることを目的とする．学生教育については，内容的には卒前教育というよりも，卒後教育的な色彩が強いた
め，障害者歯科学 · 有病者歯科学についての概略を理解させ，将来予想されるいかなる歯科医療状況にも対応でき
るような教育内容が組み込まれている．
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( 4 ) 臨床活動および学外活動

【学会評議員 · 委員，指導医，認定医等】
1) 篠塚　修：日本障害者歯科学会　理事 · 代議員 · 認定医 · 指導医
2) 篠塚　修：日本障害者歯科学会認定委員会委員長
3) 篠塚　修：日本障害者歯科学会編集委員会委員 · 教育カリキュラム委員会委員 · 専門医制度推進委員会委員
4) 篠塚　修：関東障害者歯科臨床研究会幹事
5) 篠塚　修：日本小児歯科学会　専門医
6) 篠塚　修：練馬つつじ歯科診療所　指導医
7) 篠塚　修, 鈴木　朋, 稲田　穣：八南歯科医師会休日歯科応急障害者歯科八王子診療所　指導医
8) 篠塚　修：東京都足立区歯科医師会口腔保健センター 指導医
9) 篠塚　修：東京歯科衛生専門学校 非常勤講師
10)篠塚　修：日本歯科医学会予備評議員
11)篠塚　修：日本歯科医学会学術研究委員会委員
12)篠塚　修：日本顎顔面補綴学会　代議員
13)関口五郎：日本障害者歯科学会　指導医 · 認定医
14)関口五郎：日本障害者歯科学会ワークショップジョイント 4実行委員
15)関口五郎：日本小児歯科学会関東地方会幹事（総務 · 会計担当），
　　　　　　　第 32回関東地方大会準備委員
16)関口五郎：一般社団法人日本小児歯科学会障害児委員会委員
17)関口五郎：日本摂食 · 嚥下リハビリテーション学会認定士
18)関口五郎：北海道医療大学歯学部口腔構造 · 機能発育学系小児歯科学分野非常勤講師
19) 稲田 穣,楠本康香：日本障害者歯科学会　代議員 · 認定医 · 指導医
20) 稲田 穣，星合泰治：館林邑楽歯科保健医療センター 指導医
21) 稲田 穣,関口五郎：江戸川区口腔保健センター 指導医
22) 稲田 穣：八南歯科医師会休日歯科応急障害者歯科多摩診療所　指導医
23) 稲田 穣: 館林厚生病院　歯科 · 口腔外科　指導医（障害者歯科）
24) 稲田 穣：群馬県立小児医療センター　歯科 · 障害者歯科　指導医
25) 稲田 穣：川崎市南部地域療育センター　指導医（障害者 · 摂食嚥下）
26) 稲田 穣：早稲田学院　歯科衛生士専門学校　非常勤講師
27) 星合泰治，熊倉杏奈，山脇弘稔，有福愛美，竹内陽平，田村昌平，鈴木　朋，渡邊麻里子，林　直毅：日本障
害者歯科学会　認定医
28) 楠本康香，林直毅：調布歯科医師会小島町歯科診療所　指導医
29) 楠本康香：学校法人中央医療歯科専門学校　非常勤講師
30) 星合泰治：日本顎顔面補綴学会　代議員　認定医

【地域活動】
1)篠塚　修：東京都立心身障害者口腔保健センター運営委員会委員
2)篠塚　修：東京都立心身障害者口腔保健センター教育研修小委員会委員
3)篠塚　修：東京都多摩府中保健所障害者施設支援連絡会委員
4)稲田　穣：八南歯科医師会障害者 · 休日診療運営委員
5)稲田　穣：多摩市　摂食 · えん下機能障害患者等支援推進委員（多摩市摂食 · えん下機能障害患者等支援推進
事業）

【国内学術交流】
1)篠塚　修： 第 34回日本障害者歯科学会総会および学術大会座長．2017年 10月 28日，福岡
2)楠本康香：平成 28年度小島町歯科診療所症例報告会. 2017年 1月 26日
3)関口五郎：第 32回日本小児歯科学会関東地方教育講演座長．2017年 10月．千葉．
4)関口五郎：「歯科診療所における障害のある児童、生徒への対応について」品川区学校歯科医会研修会，2017年
2月，東京．
5)関口五郎．「地域歯科医院における障害のある子どもへの対応」．第 70回栃木県歯科医学会リレー講演，2017
年 11月，栃木．
6)関口五郎．「全身疾患と歯科疾患との関わりについて」．江戸川区口腔保健センター協力医会研修会，2017年 11
月，東京．
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【国際学術交流】
サウジアラビアより　スペシャルケア外来見学,　 2017年 12月 4日　

( 5 ) 臨床上の特色

　身体的，精神的，医学的，情緒的およびこれらの重複した障害のために，歯科医療上，通法治療に困難を伴う患
者をいわゆる歯科的障害者といい，これらの患者に適切な行動調整および全身管理を行いつつ，長期の口腔管理
と咀嚼能力の改善を図ることを目的にしている．対象は 1）肢体不自由などの身体的障害，あるいは，知的能力障
害，自閉スペクトラム症などの行動調整を必要とする患者，2）内部障害や歯科治療恐怖症などの理由で全身管理
が必要な患者である．

( 6 ) 研究業績

[原著]

1. 鈴木章弘，乙丸貴史，谷口尚，星合泰治，中田秀美，大木明子，篠塚修，春日井昇平，黒田真司. 上顎無
歯顎に装着された 6本支台の固定性インプラント支持補綴装置のモード解析 日本顎顔面インプラント学会.
2017.12; 16(4); 275-283

[書籍等出版物]

1. 篠塚　修，楠本康香，名取文奈. Periodontics for Special needs Patients 障害者 · 有病者の歯周治療. デン
タルダイアモンド社, 2017.01 (ISBN : 978-885103643)

2. 篠塚　修. スペシャルニーズデンティストリー　障害者歯科. 医歯薬出版株式会社, 2017.02 (ISBN : 978-4-
263-45801-3)

[講演 · 口頭発表等]

1. 稲田　穣. 発達障害児における摂食 · 嚥下機能と問題点. 特定非営利活動法人　にじのこ　研修会 2017.02.13
世田谷

2. 稲田　穣. 脳性麻痺患者における摂食 · 嚥下機能と問題点. 平成 28年度　摂食 · 嚥下セミナー（第 8回）
2017.02.16 多摩

3. 稲田　穣. 子どもの口を守る～口腔疾患とその予防～. 障害児（者）歯科疾患予防研修会　予防歯科セミナー
2017.02.25 前橋

4. 阿部佳子、脇田亮、楠本康香、篠塚修、深山治久. 拡張型心筋症患者の歯科治療にクリアサイトシステム®と
経胸壁エコーを併用して全身管理を行った症例. 第 26回日本有病者歯科医療学会総会 · 学術大会 2017.03.03
金沢

5. 篠塚　修. 歯科医療で特別な支援が必要な障害 · 疾患と行動調整法. 障がい児（者）口腔ケアリーダー育成
事業研修会 2017.03.04 熊本市

6. 稲田　穣. ＫＹＴの実際. 医療安全講習会 2017.04.04

7. 稲田　穣，押野広美，三上純子. 重症心身障害児者の口腔ケア. 職員研修会 2017.04.06

8. 稲田　穣. 障害者歯科事始め. 小島町歯科診療所学術講演会 2017.06.22

9. 星合泰治, 乙丸貴史, 大木明子, 篠塚　修, 谷口　尚. 金属床上顎顎義歯を装着した上顎歯列のモード解析　
支台装置の検討. 第 126回日本補綴歯科学会 2017.07.01 横浜

10. 稲田　穣. 摂食嚥下のメカニズム (1). 平成 29年度　第 3回摂食 · 嚥下セミナー 2017.07.20

11. 稲田　穣. かむ · のみこむ、摂食の基本　. 川崎市南部地域療育センター保護者 · 支援者講座 2017.07.22

12. 稲田　穣. 摂食嚥下のメカニズム (2) —舌の動きと口腔機能 -舌突出、舌挺出など異常性も含めて—. 平成
29年度　第 4回摂食 · 嚥下セミナー 2017.09.14
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13. 稲田　穣. 口唇閉鎖の重要性—口がうまく閉じられない場合、我々はどうする？ —. 平成 29年度　第 5回
摂食 · 嚥下セミナー 2017.10.15

14. 稲田穣，原田達也，関戸達哉，菊田高行，内田博之，白井弘三，戸坂清二，丸山清孝，新井曄子，鈴木朋，
阿部佳子，脇田亮，篠塚修，小長谷光，深山治久. 当歯科医師会障害者診療所における静脈内鎮静法下歯科
治療の実態調査. 第 34回日本障害者歯科学会総会および学術大会 2017.10.28 福岡

15. 楠本康香，星合泰治，野末杏奈，山脇弘稔，濵文奈，有福愛美，渡邊麻里子，鈴木朋，林直毅，木下陽介，
櫻井誠治，篠塚修，阿部佳子，脇田亮，深山治久. 閉塞性肥大型心筋症患者の歯科治療経験. 第 34回日本障
害者歯科学会総会および学術大会 2017.10.28 福岡

16. 稲田　穣. 顎の動きと咀嚼—咀嚼を促す方法，より良い咀嚼とは—. 平成 29年度　第 6回摂食 · 嚥下セミ
ナー 2017.11.16

[受賞]

1. 稲田　穣：第 27回群馬県歯科保健賞受賞（障害者歯科保健）, 2017年 11月
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総合診療歯科学
General Dentistry

准 教 授 　 　小田 茂
講　師　　　秀島 雅之
講　師　　　礪波 健一
助　教　　　梅森 幸
助　教　　　則武 加奈子
医　員　　　中村 周平
医　員　　　三間 裕子
医　員　　　岩城 麻衣子
医　員　　　木村 康之
医　員　　　林　奨太
医　員　　　石原 直樹
医　員　　　丸山 起一（4月から）
医　員　　　前川 祥吾（3月まで）

( 1 ) 分野概要

現在の歯科学は様々な研究 · 教育領域に専門分化しているが、歯科医師がGeneral Practitioner として職務を全う
するには、それらの領域を統合した知識と技術を身に着け、さらに個々の患者に適切にあてはめ実践する能力が
必要である。総合診療歯科学分野は、そのような総合的、全人的歯科医療実践のための研究 · 教育を行なってい
る。上記研究領域は学生 · 研修歯科医の包括臨床教育 · 情意教育と密接に関連するため、診断 · 治療に関する研究
の他に歯学教育に関する研究を歯学教育システム評価学分野、歯科医療行動科学分野、教育メディア開発学分野
と共同で行っている。また、睡眠時無呼吸症候群に関する研究を快眠歯科外来と共同で行っている。総合診療歯
科学分野が担当する病院診療科は、予診業務と総合診療を行う歯科総合診療部,学生が臨床実習を行う第一総合診
療室，および研修医が臨床研修を行う第二総合診療室である。

( 2 ) 研究活動

現在、主として以下のテーマについて研究活動を行っている。
1. 歯科を訪れる患者の健康問題の構造と歯科治療計画に関する研究
2. 歯科領域における診断法の検証と改良に関する研究
3. 学生 · 研修医の教育に関する研究

( 3 ) 教育活動

総合診療歯科学分野の教育方針は歯学的知識 · 技術の「統合」と「個別化」を学生 · 研修医に修得させることであ
る。すなわち、歯科の診断 · 治療について専門領域を横断 · 統合した学問体系を学生に教授する。また、一般化さ
れた知識 · 技術である学問体系をいかに個別の患者に応用するかについて、学生に実践させ教育する。
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( 4 ) 教育方針

1.　行動科学基礎：歯学科２年生対象：学外福祉施設で学生が体験学習を行う。本授業は医療従事者の基本とな
る人間観を学生が習得することを目的としている。
2.　全人的総合診断：歯学科５年生対象：各専門領域を統合した総合的な診察を行う能力を習得することを目的
とした講義を行う。
3.　包括臨床実習 PhaseⅠ，PhaseⅡ：歯学科５年生、６年生対象：病院４階の第一総合診療室では、臨床実習
全体の総括 · マネージメントを行う。病院１階の歯科総合診療部では医療面接，口腔診査，口腔総合診断，総合治
療計画の立て方などの基本を臨床の現場で学生に実戦的に経験させながら教育する。
4.　歯科臨床研修指導：卒後一年目の研修歯科医の臨床指導を行う。病院 4階の第二総合診療室で診療を行う卒
後二年目のレジデントに対しても臨床指導を行う。

( 5 ) 臨床活動および学外活動

総合診療歯科学の診療科である歯科総合診療部は、午前中は予診業務として歯科病院を初めて訪れる新来患者の
全身評価と口腔診査を行い，対応診療科の決定 · 手配を行う．午後は各科横断的 · 包括的な診療が必要な症例を有
する患者、専門性のそれほど高くない症例を有する患者、および教育協力を得られなかった患者について総合診
療を実践している。

( 6 ) 臨床上の特色

予診業務では歯科総合診療部が本病院を受診した患者が最初に訪れる外来であることに留意し、良好な患者—医
療者関係を構築するために患者の心理 · 社会的側面に配慮している。医療面接 · 口腔内診査を経て行われる診療
科の決定では、初期の診療計画を立案することが求められる。この診療計画の立案に際しては、常に患者を中心
に考え、できるだけ患者の希望に沿った治療法の選択を行い、インフォームド · コンセントを得ることが大切であ
る。本院は大学附属病院としての専門性を求めて来院する患者が多い一方で、地域医療で一般的に行われている
総合診療を必要とする患者も少なくない。歯科総合診療部では、こうした多様な患者のニーズに対する受け皿の
ひとつとして総合歯科診療を行い、患者満足度の向上に努めている。

( 7 ) 研究業績

[原著]

1. Uezato A, Enomoto M, Tamaoka M, Hobo M, Inukai S, Hideshima M, Miyazaki Y, Nishikawa T, Yagishita
K. Shorter sleep onset latency in patients undergoing hyperbaric oxygen treatment. Psychiatry Clin
Neurosci. 2017.01; 71(1); 73-74

2. Maekawa S, Katagiri S, Takeuchi Y, Komazaki R, Ohtsu A, Udagawa S, Izumi Y. Bone metabolic mi-
croarray analysis of ligature-induced periodontitis in streptozotocin-induced diabetic mice. J. Periodont.
Res.. 2017.04; 52(2); 233-245

3. Hiroyuki Ishiyama, Shusuke Inukai, Akira Nishiyama, Masayuki Hideshima, Shuhei Nakamura, Meiyo
Tamaoka, Yasunari Miyazaki, Kenji Fueki, Noriyuki Wakabayashi. Effect of jaw-opening exercise on
prevention of temporomandibular disorders pain associated with oral appliance therapy in obstructive
sleep apnea patients: A randomized, double-blind, placebo-controlled trial J Prosthodont Res.. 2017.07;
61(3); 259-267

4. 岩城麻衣子. 磁性アタッチメントを用いたオーバーデンチャーにより咀嚼機能の回復を図った症例 日本補綴
歯科学会誌. 2017.07; 9(7); 255-258

5. Saito A, Horie M, Ejiri K, Aoki A, Katagiri S, Maekawa S, Suzuki S, Kong S, Yamauchi T, Yamaguchi
Y, Izumi Y, Ohshima M. MicroRNA profiling in gingival crevicular fluid of periodontitis—a pilot study
FEBS Openbio. 2017.07; 7(7); 981-994

6. 金澤　学，岩城麻衣子，荒木田俊夫，水口俊介. CAD/CAM技術を応用した全部床義歯. 日本補綴歯科学会
誌. 2017.07; 9(3); 236-241



— 367 —

全人的医療開発学講座

7. Hiroyuki Suzuki, Manabu Kanazawa, Yuriko Komagamine, Maiko Iwaki, Ayami Jo, Noriko Amagai, Shun-
suke Minakuchi. The effect of new complete denture fabrication and simplified dietary advice on nutrient
intake and masticatory function of edentulous elderly: A randomized-controlled trial. Clin Nutr. 2017.08;

8. Ken-ichi Tonami, Sachi Umemori, Hiroshi Nitta, Kouji Araki, Shiro Mataki . Changes in Student Eval-
uations of a Medical Ethics Class 3 Years Later European Journal of General Dentistry. 2017.09; 6(3);
123-126

9. Yasuyuki Kimura, Ken-ichi Tonami, Shiro Mataki, Kouji Araki. Analysis of new outpatients’ responses
to a survey of their reasons for visiting a dental clinic European Journal of General Dentistry. 2017.10;
6(3); 111-114

10. Komazaki R, Katagiri S, Takahashi H, Maekawa S, Shiba T, Takeuchi Y, Kitajima Y, Ohtsu A, Udagawa
S, Sasaki N, Watanabe K, Sato N, Miyasaka N, Eguchi Y, Anzai K, Izumi Y. Periodontal pathogenic
bacteria, Aggregatibacter actinomycetemcomitans affect non-alcoholic fatty liver disease by altering gut
microbiota and glucose metabolism. Sci Rep. 2017.10; 7(1); 13950

11. Noriko Amagai, Yuriko Komagamine, Manabu Kanazawa, Maiko Iwaki, Ayami Jo, Hiroyuki Suzuki, Shun-
suke Minakuchi. The effect of prosthetic rehabilitation and simple dietary counseling on food intake and
oral health related quality of life among the edentulous individuals: A randomized controlled trial. J
Dent. 2017.10; 65; 89-94

12. 則武加奈子,鶴田潤,礪波健一,梅森幸,小田茂,俣木志朗,荒木孝二. 初診時医療面接実習における歯科学生の
医療面接と診断能力の変化 口腔病学会雑誌. 2017.11; 84(3); 103-110

13. Koki Hobo, Kanako Noritake, Masayo Sunaga, Tomoe Miyoshi, Riden Cao, Hiroshi Nitta, Yuji Kabasawa
and Atsuhiro Kinoshita. Effects of an interactive simulation material for clinical dentistry on knowledge
acquisition and memory retention in dental residents Journal of Medical and Dental Sciences. 2017.12;
64(4); 43-52

14. Kazuki Takahashi, Jun Tsuruta, Ken-ichi Tonami, Kouji Araki. Relation between Manual Dexterity and
the Accuracy of Cavity Preparation Annals of Oral Health and Dental Research. 2017.12; 1(1); A12-A17

[書籍等出版物]

1. 前川祥吾，片桐 さやか，和泉雄一. Periodontics for Special needs Patients　障害者 · 有病者の歯周治療.
デンタルダイヤモンド社, 2017.01

2. 全国歯科技工士教育協議会. 最新歯科技工士教本　歯科技工実習. 医歯薬出版株式会社, 2017.04

3. 編集 和泉雄一, 執筆 和泉雄一，青木 章，小林宏明 他. 歯周病と全身の健康 Q&A　補訂版. 医学情報社,
2017.08 (ISBN : 978-4-903553-46-7)

4. 和泉雄一, 小田 茂, 菊池重成, 秋月達也 他. 歯周外科の基本テクニック　術前検査からメインテナンスまで.
医歯薬出版株式会社, 2017.12

[総説]

1. 秀島雅之. 疑問に答えて 著者から読者へ (DE No.196)　「睡眠時無呼吸症候群の口腔内装置」歯科理工誌.
2017.09; 36(4); 260

2. 口腔内装置診療ガイドライン　ワーキンググループ. 閉塞性睡眠時無呼吸症に対する口腔内装置に関する診
療ガイドライン（2017年改訂版） 2017.10;

3. 秀島雅之. 特集　口腔顎顔面に関連する疾患とその治療の現状，睡眠時無呼吸症の口腔内装置による治療
Clinical calcium. 2017.10; 27(10); 1393-1402
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[講演 · 口頭発表等]

1. 梅森 幸, 相田 潤, 坪谷 透, 礪波健一, 田淵貴大, 荒木孝二, 俣木志朗, 近藤克則. 高齢者における受動喫煙と
残存歯数の関係. 第 27回日本疫学会学術総会 2017.01.27 甲府

2. 駒ヶ嶺友梨子，金澤　学，岩城麻衣子，城　彩実，鈴木啓之，天海徳子，佐藤佑介，水口俊介. 義歯に関す
る質問票（Patients’ Denture Assessment）による術後の口腔関連 QoLの予測. 第 9回日本義歯ケア学会
学術大会 2017.02.11 鹿児島

3. Ken-ichi Tonami, Shizuko Ichinose, Kazunobu Sano, Naohiko Iwasaki, Hidekazu Takahashi, Shiro Mataki,
Kouji Araki. Analysis of the dentin surface after Xe excimer lamp irradiation. The 95th General Session
& Exhibition of the IADR 2017.03.22 San Francisco

4. Tsubokawa M, Aoki A, Kakizaki S, Lin TC ,Mizutani K, Ejiri K, Koshy G, Oda S, Sumi Y, Izumi Y.
Detection of Subgingival Calculus Using Optical Coherence Tomography :in vitro and clinical evaluation.
The 24th Academy of Laser Dentistry Annual Conference 2017.04.08 Arizona, USA

5. 岩城麻衣子，金澤 学，荒木田俊夫，鈴木哲也，水口俊介. 全部床義歯製作におけるデジタル印象 · 咬合採得.
第 8回日本デジタル歯科学会学術大会 2017.04.22 横浜

6. 水谷幸嗣，則武加奈子，鶴田潤，關奈央子，近藤圭子，片桐さやか，竹内康雄，秋月達也，塩山秀裕，荒川
真一，荒木孝二，和泉雄一. 多職種が連携する診療参加型臨床実習の新規導入による臨床的効果および教育
的効果. 第 60回春季日本歯周病学会学術大会 2017.05.13 福岡

7. 鈴木啓之，金澤学，駒ヶ嶺友梨子，岩城麻衣子，城彩実，天海徳子，水口俊介. 全部床義歯新製に伴う歯科
医師による簡便な食事指導が無歯顎高齢者の栄養素摂取量に与える影響. 第 71回日本栄養 · 食糧学会大会
2017.05.20 沖縄

8. Maekawa S, Matsuura T, Hoshi S, Mizutani K, Izumi Y. Patient-Reported Outcomes and Clinical Eval-
uation of Combination Therapy of GTR with Autograft or Xenograft: Interim report of a Randomized
Controlled Trial. National Symposium OSTEOLOGY JAPAN 2017.06.03 東京

9. 岩城麻衣子，金澤　学，宮安杏奈，佐藤大輔，春日井昇平，水口俊介. 即時荷重 2インプラントオーバーデ
ンチャーの前向き臨床研究：5年経過報告. 日本補綴歯科学会第 126回学術大会 2017.06.30 横浜

10. 林奨太，玉岡明洋，藤江俊秀，立石知也，石原直樹，三間裕子，中村周平，秀島雅之，宮崎泰成，稲瀬直彦.
当院の OSA患者における CPAPから口腔内装置（OA）への移行例の検討. 2017.06.30 神奈川

11. 鈴木啓之，金澤　学，天海徳子，駒ヶ嶺友梨子，岩城麻衣子，城　彩実，水口俊介. 全部床義歯新製と簡便
な栄養指導が無歯顎高齢者の栄養素摂取と咀嚼能力に与える影響. 公益社団法人日本補綴歯科学会第 126回
学術大会 2017.07.01 横浜

12. 荒木田俊夫，金澤学，岩城麻衣子，鈴木哲也，安藤一夫，小林章二，水口俊介. 環境光が光学印象の真度と
精度に与える影響. 公益社団法人日本補綴歯科学会第 126回学術大会 2017.07.01 横浜

13. 則武加奈子, 鶴田潤, 水谷幸嗣, 近藤圭子, 關奈央子, 小原由紀, 安田昌代, 大塚紘未, 荒川真一, 荒木孝二. 歯
科学生と歯科衛生学生が診療参加型臨床実習で協働する新しい多職種連携実習の開発と教育効果. 第 36回
日本歯科医学教育学会 2017.07.28 松本

14. 梅森　幸, 礪波　健一, 則武　加奈子, 俣木　志朗, 荒木　孝二. 包括臨床実習における歯学科学生の知識確
認小テストの有用性. 第 36回日本歯科医学教育学会学術大会 2017.07.28 松本

15. 木村康之, 礪波健一, 鶴田潤, 小田茂, 新田浩, 俣木志朗, 荒木孝二. ローテーション研修における臨床研修歯
科医が掲げる研修目標の経時的変化. 第３６回日本歯科医学教育学会学術大会 2017.07.29 松本

16. Ken-ichi Tonami, Sachi Umemori, Son Hoang Le, Kouji Araki, Hiroshi Nitta, Shiro Mataki. Factor analysis
of students’ perception of inter-personal relations during "Introduction to the behavioral science" class.
31th IADR-SEA 28th SEAADE 2017.08.10 Taipei

17. SH Le, K Tonami, , S Umemori, LT Nguyen, LT Ngo, S Mataki. Effect of preoperative anxiety on healing
recovery after oral surgery. 31th IADR-SEA 28th SEAADE 2017.08.10 Taipei

18. Ken-ichi Tonami, Sachi Umemori, Son Hoang Le, Kouji Araki, Hiroshi Nitta,Shiro Mataki . Effects of
the Great East Japan Earthquake on students’ perception of inter-personal relations. ADEE Annual
Conference 2017.08.23 Vilnius, Lithuania
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19. M. Kanazawa, M. Iwaki, D. Sato, A. Miyayasu, M. Asami, R Shimada, KM Thu, VL Thuy, S. Kasugai, S.
Minakuchi. Immediate Loading of two-implant mandibular overdentures: 5-year prospective study. 17th
biennial meeting of the International College of Prosthodontists 2017.09.08 Santiago, Chile

20. 木村康之,礪波健一,鶴田潤,俣木志朗,荒木孝二. 歯科初診時に高血圧を示す患者に関する分析. 第２３回日
本歯科医療管理学会関東支部　学術大会 2017.09.10 飯田橋

21. Katagiri S, Komazaki R, Takahashi H, Maekawa S, Shiba T, Takeuchi Y, Kitajima Y, Ohtsu A, Udagawa S,
Sasaki N, Watanabe K, Sato N, Miyasaka N, Eguchi Y, Anzai K, Izumi Y. Aggregatibacter actinomycetem-
comitans affect non-alcoholic fatty liver disease by altering gut microbiota and glucose metabolis.. The
103rd Annual Meeting of American Academy of Periodontology 2017.09.10 Boston, USA

22. Maekawa S, Onizuka S, Katagiri S, Komazaki R, Ogura K, Takeuchi Y, Akiyama TM, Nitta H, Iwata
T, Izumi Y.. Differential gene expression analysis by RNA-seq: Inflamed periodontal tissue of ligature-
induced periodontitis in mice.. The 103rd Annual Meeting of American Academy of Periodontology
2017.09.10 Boston, USA

23. Maekawa S, Onizuka S, Katagiri S, Ogura K, Ohtsu A, Komazaki R, Udagawa S, Sasaki N, Watanabe K,
Takeuchi Y, Miyoshi-Akiyama T, Nitta H, Iwata T, Izumi Y. Differentially expressed genes analysis by
RNA-seq : Inflamed periodontal tissue of ligature-induced periodontitis in mice. 103rd Annual meeting
American Academy of Periodontology 2017.09.12 Boston, USA

24. 礪波健一, 梅森幸, 荒木孝二, 俣木志朗. 福祉施設体験学習による学生の人間関係に関する認識の変化. 第 9
回日本ヘルスコミュニケーション学会学術集会 2017.09.16 京都

25. 安田昌代、近藤圭子、小原由紀、大塚紘未、則武加奈子、水谷幸嗣、關奈央子、鶴田潤、荒川真一、荒木孝
二. 口腔保健学生と歯学生が協働する診療参加型臨床実習の学生評価. 日本歯科衛生学会第 12回学術大会
2017.09.16 きゅりあん（品川区立総合区民会館）

26. 佐藤大輔，金澤　学，岩城麻衣子，金　柔炅，水口俊介，春日井昇平，尾関雅彦. CAD/CAMサージカルテ
ンプレートを用いた即時荷重 2インプラントオーバーデンチャー：5年経過報告. 第 47会日本口腔インプラ
ント学会学術大会 2017.09.22 仙台

27. 鈴木啓之，金澤　学，駒ヶ嶺友梨子，岩城麻衣子，天海徳子，水口俊介. 簡便な食事指導を伴う全部床義歯
新製が無歯顎高齢者のタンパク質摂取量に与える影響. 特定非営利活動法人　日本咀嚼学会第 28回学術大
会 2017.09.23 東京

28. 中村周平. 睡眠時無呼吸症 (OSA；Obstructive Sleep Apnea)と口腔内装置 (OA；Oral Appliance)療法. 第
47回日本口腔インプラント学会学術大会 2017.09.24 仙台

29. 秀島雅之，古畑 升. インプラント補綴症例への睡眠時無呼吸症の OA(Oral Appliance)治療の現状と展望.
第 47回日本口腔インプラント学会学術大会 2017.09.24 仙台国際センター

30. 駒ヶ嶺友梨子，金澤　学，岩城麻衣子，宮安杏奈，水口俊介. 即時荷重 2インプラントオーバーデンチャー
の 5年前向き試験：咀嚼能力について. 日本咀嚼学会第 28回学術大会 2017.09.24 東京

31. 松浦 博,　澤崎 宏一, 和田 淳一郎, 犬飼 周佑, 秀島 雅之. 音声セグメントと基本周波数との連携による日本
語学習者の発話評価. 日本音響学会 2017年秋季大会 2017.09.27 愛媛大学城北キャンパス

32. 天海徳子，駒ヶ嶺友梨子，金澤学，鈴木啓之，岩城麻衣子，城彩実，水口俊介. 全部床義歯製作に伴う簡便
な食事指導が無歯顎高齢者の食品摂取に与える影響. 平成 29年度公益社団法人日本補綴歯科学会東北 · 北海
道支部 総会 · 学術大会 2017.10.29 仙台

33. 鈴木 達, 松原 恒, 秀島雅之, 中村周平, 飯田知里, 三間裕子, 石山裕之, 林 奨太, 玉岡明洋, 宮崎泰成. 義歯制作
用レジン注入装置を用いたソフトタイプ OA制作法の検討. 第 16回日本睡眠歯科学会学術大会 2017.11.04
岩国

34. 奥野健太郎，古橋明文，中村周平，鈴木浩司，有坂岳大，田賀仁，田村仁孝，片平治人，古畑升，飯田知里.
閉塞性睡眠時無呼吸症の口腔内装置治療に関する多施設調査研究- Japanese Multicenter Survey for Oral
Appliance Therapy (JAMS) Study –. 第 16回日本睡眠歯科学会学術集会 2017.11.04

35. 林奨太，秀島雅之，石原直樹，倉島智洋，犬飼周佑，三間裕子，中村周平，藤江俊秀，宮崎泰成，玉岡明洋.
東京医科歯科大学医学部附属病院 · 歯学部附属病院における OSA 患者の CPAP 治療から OA 治療への移
行例の検討. 第 16 回日本睡眠歯科学会総会 · 学術集会 2017.11.04 山口



— 370 —

全人的医療開発学講座

36. 宮安杏奈，金澤学，島田亮，岩城麻衣子，佐藤佑介，水口俊介. 磁性アタッチメントを用いた下顎即時荷重
インプラントオーバーデンチャーにおける周囲骨吸収と生存分析ー 3年予後. 日本磁気歯科学会第 27回学
術大会 2017.11.12 宮城

37. 大津杏理, 竹内康雄, 片桐さやか, 前川祥吾, 駒崎利奈, 宇田川小百合, 佐々木直樹, 和泉雄一. Porphyromonas
gingivalisの感染がストレプトゾトシン誘導糖尿病モデルマウスの腸内細菌叢へ及ぼす影響 . 日本歯周病学
会 60周年記念京都大会 2017.12.16 国立京都国際会館, 京都

38. 鈴木伸太, 青木 章, 片桐さやか, 前川祥吾, 江尻健一郎, Sophannary Kong, 永田瑞, 山口洋子, 大島光宏, 和
泉雄一. 洗口吐出液中の肝細胞増殖因子 (HGF)の検出による歯周病診断の可能性. 日本歯周病学会 60周年
記念大会 2017.12.16 京都国際会館，京都

[受賞]

1. Eugene Seidner Student Scholarship 2nd prize(小田茂), The 24th Academy of Laser Dentistry Annual
Conference, Arizona, USA, April 6-8, 2017, 2017年 04月

2. Student Scholarship Second Prize (坪川正樹), Academy of Laser Dentistry, 2017年 04月

3. Clinical Research部門最優秀賞（前川祥吾）, National Symposium OSTEOLOGY JAPAN, 2017年 06月

4. 課題口演優秀賞（鈴木啓之）, 公益社団法人日本補綴歯科学会, 2017年 07月

5. 第 16回日本歯科医学教育学会教育システム開発賞 (則武加奈子), 日本歯科医学教育学会, 2017年 07月

6. 日本咀嚼学会第 28回学術大会　優秀ポスター賞（駒ヶ嶺友梨子）, 2017年 09月

[その他業績]

1. 閉塞性睡眠時無呼吸症への上下一体型口腔内装置の長期使用が顎口腔に及ぼす影響, 2017年 03月
中村周平
科学研究費 （若手研究 (B)）2017年
研究期間：　 2014～ 2017年度
研究代表者：中村周平
配分額：3770千円
リンク URL：https://kaken.nii.ac.jp/d/r/20644272.ja.html

2. 「睡眠時無呼吸症の新たな口腔装置の開発と効果判定　—赤外線センサ—での非接触分析—」, 2017年 04月
秀島雅之
科学研究費（基盤研究（C））2017年
課題番号： 15K11152
研究期間： 2015～ 2017年度
研究代表者： 秀島雅之
配分額： 3700千円

3. 梅森　幸. 科学研究費（若手研究（B）），2017年, 2017年 04月
貧困による子どものむし歯の集積解消を目指した介入研究. 2017-2020

4. 2017年 04月
小田　茂（分担）．科学研究費（基盤研究（C）），2017年
多機能マトリックスタンパク Thrombospondin-1の歯周疾患における役割．
2016年 4月 1日～ 2019年 3月 31日 (予定)
（リンク URL：https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-16K11826/）

5. 礪波健一．科学研究費（基盤研究（C）），2017年，, 2017年 04月
Xeエキシマランプを使用した象牙質接着システムの開発. 2014-2017

6. 2017年 04月
林　奨太．科学研究費（若手研究（B）），2017年
軽度～中等度 OSAが睡眠時の短期血圧変動に及ぼす影響および OAによる影響．
2016年 4月 1日～ 2019年 3月 31日 (予定)
（リンク URL：https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-16K20488/）
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7. 秀島雅之：　夕刊フジ「快適睡眠研究」, 2017年 08月
閉塞性睡眠時無呼吸症の診断を受けた記者が，本学快眠歯科を受診し，マウスピース治療を受けた際の体験
リポートを夕刊フジに連載．

8. 秀島雅之：　テレビ東京「ゆうがたサテライト,５時のクリニック：閉塞性睡眠時無呼吸症」, 2017年 09月
テレビ東京の情報番組「ゆうがたサテライト」の「５時のクリニック」にて，本学快眠センター · 快眠歯科
における閉塞性睡眠時無呼吸症の睡眠検査，マウスピース治療について放映．

[社会貢献活動]

1. C.D.E.実習コース 快眠歯科外来へようこそ―睡眠時無呼吸症候群へのスプリント療法　補綴学からのアプ
ローチ―, 東京医科歯科大学歯科同窓会学術部, 2014年 - 現在
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歯科心身医学
Psychosomatic Dentistry

教授　　　　　豊福　明
助教　　　　　竹之下美穂
　　　　　　　

医員　　　　　
　　　　　　　久良木　建（～ 3月）
　　　　　　　梅崎陽二朗（～ 3月）
　　　　　　　川崎カオル（4月～）
　　　　　　　渡邉　毅（4月～）
　　　　　　　三浦杏奈
　　　　　　　　　　　　　
大学院生　　

　　　　　　　篠原優貴子
　　　　　　　三浦杏奈
　　　　　　　美久月瑠宇
　　　　　　　川崎カオル
　　　　　　　菅原詩織
　　　　　　　 TU Thi Huyen Trang
　　　　　　　須賀隆行（4月～）　
　　　　　　　渡邉一也（4月～）

非常勤講師　　本村春彦、片桐綾乃、吉川達也

( 1 ) 分野概要

当分野は、歯科領域の慢性疼痛や咬合の異常感、味覚障害や口腔内の多彩な異常感など種々の原因不明の症状が
長期的に持続する、いわゆる「歯科心身症」の診断 · 治療法の開発 · 改良および病態の解明を目指す。わが国では
唯一の歯科心身医学を専門とする講座である。

( 2 ) 研究活動

歯科領域における“medically and psychiatrically unexplained symptoms”。これが当分野が真に対象とする病態
である。歯科治療を契機に慢性疼痛や咬合の異常感、味覚障害や口腔内の異常感など様々な原因不明の症状が出
現し、苦しんでいる患者が大勢いる。このような患者は、歯科に行けば「心療内科へ行け」と一蹴され、心療内科
や精神科では「歯の事は分からない」と匙を投げられ、医療難民化しているのが現状である。当分野では、このよ
うな「医療の隙間」に陥ってしまい、「どこへ行ったら良いのか分からなくなった」患者の病態解明と、より効果
的で効率的な治療法の開発を目指している。
当分野では「中枢からみた歯科学」をテーマに、「歯科心身症の治療技法の開発 · 改良および本症の病態解明」を
目指し、臨床と直結した研究を志向している。日々の診療の中で試行錯誤を繰り返しながら、病態の本質に迫る
ような治療技法の工夫を続け、そこから得られた知見を元に本症の病態解明に取り組んでいる。
本症の病態に脳内神経回路の構造やそれらの接続パターンの関与していることは間違いないと思われる。ところ
が酷似しているようで本症の症状には微妙なバリエーションがあり、薬剤の反応性、忍容性、副作用の出現にも個
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人差が大きいことがわかってきた。症状と責任病巣が必ずしも 1対 1対応ではなく、脳内のニューロンの異なる別
個の活動状態が、主観的には判別不能であるため酷似した訴えとして表出されるのかもしれない。臨床の段階でこ
のような個人差を可及的に減らしてから脳機能画像研究に結び付けられるよう、臨床的評価の工夫を重ねている。
豊富な症例数を活かし、歯科心身症と精神疾患との comorbidity に関する疫学的研究を継続している。本年は特に
咬合の愁訴の脳機能画像解析や非定型歯痛の精神科的既往歴や当科での治療転帰を検討し、J Psychosomatic Res
などに掲載された。DPAや NaSSAなど新規向精神薬の歯科領域への応用なども積極的に行い、1000例以上の治
療成績を解析し、より良い治療を検討している。さらに医療コストも検案し、古い薬の限界を知悉した上で新規開
発薬とのより効果的な併用療法の開発も視野に入れている。まずは各歯科心身症の病態の詳細を調べ、三環系抗う
つ薬の治療反応の予測因子の発見を試みている。脳機能画像研究も少しずつ軌道に乗り始め、口腔内セネストパ
チーを題材にした、本学医学部精神科ならびに放射線科と共同研究の成果が、Eur Arch Psychiatry Clin Neurosci
や BMC　 Psychiatryなどに掲載されている。また北海道医療大学との共同研究で、歯科心身症の心理社会的側
面からの解析も継続している。
歯科心身症は、器質的な所見に乏しく、主観的な訴えが前面に表出されるという特性から、現時点では病態は不
明な点が多く動物実験による検証が困難である。しかし、実は末梢神経レベルの病態も未だ不明な点が多い。院
生が日大歯学部口腔生理学教室とミネソタ大学に留学し、また九州大学や大阪大学との共同研究を開始するなど、
これまで“心因性”と看做されがちであった三叉神経領域の慢性疼痛の生物学的基盤を神経グリア連関の視点か
ら見直すことも試みている。

( 3 ) 教育活動

従来、歯科における心身医学の卒前教育の重要性が強調されてきた。しかし、全国的にも精々わずかな座学のみ
の大学がほとんどで、とても十分とは言えないのが現状である。精神医学や内科領域の心身医学の単なる抜粋で
はなく、歯科特有の心身医学の体系が求められている。
当分野では学部学生の教育においては、講義や本でかじった生半可な知識だけではなく、実体験を通じて本症を
肌で感じ取ってもらうことに主眼を置いている。早期体験実習で実際の診療場面を見学させ、6年生の包括臨床実
習では、外来新患の予診を担当し、教授診察の場でプレゼンテーションを課している。生の患者を眼前にし、当
人から直接話を聞くことで、歯科医師が担当すべき歯科心身症患者が実在すること、治療可能な疾患であること、
安易に「心因性」「治らない」などと片付けることの弊害、患者や家族の深刻な苦痛などに理解を深めさせている。
また精神科に紹介すべき疾患の鑑別もできるように Psychiatry In Primary Care（PIPC）を導入し、実践的な指
導を心掛けている。ローテートしてきた臨床研修歯科医師には、治療過程まで含めもう一歩踏み込んだ指導を行っ
た。地道な取り組みではあるが、将来的には歯科心身医学の素養を備えた本学卒業生が「こころも診れる歯科医
師」に育っていくことで、本症の受療可能性の均てん化、難症例の対応能力の向上、ひいては歯科医療トラブルの
減少が期待される。
歯科心身医学に、歯科医師としてのアイデンティティは重要である。しっかりした歯科医師としての考え方、知
識、技術に基づき、なおかつ技術偏重に陥らずに「病める人」として患者を深く理解できる歯科医師の育成を目指
している。
大学院教育においても、臨床における実践を重視し、歯科心身症を専門的に診れる歯科医師の育成とともに臨床
現場で生まれた問題提起をテーマに研究指導している。
　数の多さに流されず、1例 1例を注意深く観察し、豊かな語彙で適確に描写できることを目指し、カルテ記載や
紹介状 · 返書の書き方にも工夫を求めている。

( 4 ) 教育方針

大学院教育においては、臨床における実践を重視し、歯科心身症をきちんと診れる歯科医師の育成とともに臨床
現場で生まれた問題提起をテーマに研究指導を行っている。新入生に対して、まずは当科外来にて実際に患者の
診療を体験し、歯科心身症とはどのようなものかを肌で体得させている。診療室で自分の目で見た現象を素材に、
歯科臨床で有用性の高い臨床研究を志向している。臨床の場から自らが興味を持った課題を抽出させ、研究テー
マを話し合って決めていくこととしている。基礎研究を志向する者には指導委託を行うなどして、いずれも 4年
生からは論文執筆に専念させている。また、大学院特論の他、外部講師による特別講義なども企画を工夫し、現
場を重視しながらも最先端の脳科学に触れ自由闊達な発想を育む機会を作っている。海外も含め各種学会へも積
極的に発表を促したり、各種研修会などで見聞を広めたりするよう指導している。大学院卒業後は学会認定医取
得とアカデミックポジションの獲得にむけてサポートしている。
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( 5 ) 臨床活動および学外活動

東京医科歯科大学歯学部附属病院の「歯科心身医療外来」にて、歯科心身症の専門的診断 · 治療を担当している。
舌痛症、非定型顔面痛（非定型歯痛）、口腔異常感症、顎関節症（咬合異常感）など歯科特有の患者群に力を入れ
ている。特に歯列矯正治療や義歯関連の不定愁訴は歯科特有の問題と捉え、近年大きな問題となってきたインプ
ラント関連症例にも最善を尽くしている。
治療は TCA、SSRI、SNRI、NaSSAや SDA、DPAなどによる薬物療法に、適切な生活指導（症状への対処法な
ど）を組み合わせたり、必要に応じて各種心理療法を適用するなどして口腔症状の改善を図っている。難治例も
増加傾向にあるが、1例 1例を大事にし、約 70％の患者で比較的良好な経過が得られている。近年は医療経済学
的な面も考慮し、古い薬でも上手に工夫して満足な治療効果を得られないかという試みも始めている。
やはり歯科医師が担当すべき「歯科心身症」という守備範囲が存在する。歯科を受診してきても精神科で治療す
べき患者は鑑別し、適切な治療ルートに導く。しかし精神疾患に継発する口腔症状 Functional somatic symptoms
secondary to psychiatry disorderに関して精神科より依頼があれば、主治医と協力してその解決に努力するとい
うスタンスをとっている。口腔セネストパチーに関しては本学医学部精神神経科と連携を深め、難治性病態に対
するより良い治療法の開発と病態解明を目指している。
当科外来では年間約 600名の新患を受け入れているが、再来患者が 10000名を越すこともありマンパワー不足や
外来の狭隘が顕著となった。病院機能維持のため、やむを得ず完全紹介 · 予約制とさせて頂いている。首都圏はも
ちろん中部 · 関西、果ては北海道や九州といった遠方からもご紹介頂いている。本学医学部附属病院はもとより他
の大学病院や基幹病院の精神科からの紹介も増え、症状が安定すれば逆紹介を促進し医療連携を深めている。
歯科心身症は各科の専門医が集まり、それぞれの担当部分を分担治療すれば制圧できるという疾患ではない。中
枢を巻き込んだ歯科的症状、いわばこころと歯が複雑に絡み合った病態に対応しうる総合的歯科医療の実践を目
指している。既存の保険診療に安住せず、患者から学ぶ姿勢で先駆的な治療を取り入れる努力を続けている。よ
り多くのニーズに応えるべく医療連携の推進と共に、さらなる治療成績と治療効率の向上が課題である。

( 6 ) 臨床上の特色

本学歯学部附属病院「歯科心身医療外来」は、歯科心身症に特化した、わが国では数少ない専門外来である。症例
数の豊富さのみならず、１人１人の患者に丁寧に寄り添うことをモットーにし、精度の高い診断や治療を心がけ、
他施設の追随を許さない治療成績を上げている。

( 7 ) 研究業績

[原著]

1. Yojiro Umezaki, Akihito Uezato, Akira Toriihara, Toru Nishikawa, Akira Toyofuku. Two Cases of Oral
Somatic Delusions Ameliorated With Brain Perfusion Asymmetry: A Case Report. Clin Neuropharmacol.
2017.02;

2. Miho Takenoshita, Anna Miura, Yukiko Shinohara, Rou Mikuzuki, Shiori Sugawara, Trang Thi Huyen
Tu, Kaoru Kawasaki, Takeru Kyuragi, Yojiro Umezaki and Akira Toyofuku. Clinical features of atypical
odontalgia; three cases and literature reviews BioPsychoSocial Med. 2017.08; 11; 21

3. Lou Mikuzuki, Hiroto Saito, Ayano Katagiri, Shinji Okada, Shiori Sugawara, Asako Kubo, Kinuyo Ohara,
Jun Lee, Akira Toyofuku, Koichi Iwata. Phenotypic change in trigeminal ganglion neurons associated
with satellite cell activation via extracellular signal-regulated kinase phosphorylation is involved in lingual
neuropathic pain. Eur. J. Neurosci.. 2017.09; 46(6); 2190-2202

4. Trang T H Tu, Anna Miura, Yukiko Shinohara, Lou Mikuzuki, Kaoru Kawasaki, Shiori Sugawara,
Takayuki Suga, Takeshi Watanabe, Motoko Watanabe, Yojiro Umezaki, Tatsuya Yoshikawa, Haruhiko
Motomura, Miho Takenoshita, Akira Toyofuku. Evaluating Burning Mouth Syndrome as a comorbidity
of Atypical Odontalgia: the impact on pain experiences. Pain Pract. 2017.10;

5. Shiori Sugawara, Shinji Okada, Ayano Katagiri, Hiroto Saito, Tatsuro Suzuki, Hiroki Komiya, Kohei
Kanno, Kinuyo Ohara, Toshimitsu Iinuma, Akira Toyofuku, Koichi Iwata. Interaction between calcitonin
gene-related peptide-immunoreactive neurons and satellite cells via P2Y12 R in the trigeminal ganglion
is involved in neuropathic tongue pain in rats. Eur. J. Oral Sci.. 2017.12; 125(6); 444-452
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[書籍等出版物]

1. 豊福明. スペシャルニーズデンティストリー障害者歯科. 医歯薬出版, 2017.01 (ISBN : 978-4-263-45801-3)

2. 斎藤一郎、阪井丘芳、豊福　明、中川洋一、中村誠司. 超高齢社会におけるドライマウスへの対応. ヒョー
ロンパブリッシャーズ, 2017.04 (ISBN : 978-4-86432-035-1)

3. 豊福　明. 知りたいことがすぐわかる高齢者歯科医療. 永末書店, 2017.04 (ISBN : 9784816013232)

4. 豊福　明、吉川達也. 5分でできる明るい歯科心身医学. 永末書店, 2017.06

5. 豊福明. 最新口腔外科学第５版. 医歯薬出版株式会社, 2017.09 (ISBN : 978-4-263-45806-8 )

[総説]

1. 豊福　明. 患者のメンタル評価のスキル 咬み合わせの科学. 2017.05; ３７ (１．２); ９０-９４

2. Hirofumi Matsuoka, Itsuo Chiba, Yuji Sakano, Akira Toyofuku, Yoshihiro Abiko. Cognitive behavioral
therapy for psychosomatic problems in dental settings. Biopsychosoc Med. 2017.06; 11; 18

3. 豊福　明. ”心身症っぽい”口腔内疼痛とドパミン神経系 歯科薬物療法. 2017.12; ３６ (３); １１７-１２０

[講演 · 口頭発表等]

1. 菅原詩織、梅崎陽二朗、三浦杏奈、竹之下美穂、豊福明. 入院治療が有効であった舌痛症の１例. 第 128回
日本心身医学会関東地方会 2017.01.28 東邦大学医学部　東京

2. 豊福　明. 歯科患者さんの「こころ」の診かた. 新宿四谷牛込歯科医師会学術講演会 2017.02.20 東京都新宿
四谷牛込歯科医師会館

3. 川崎カオル、豊福明. 義歯関連の訴えに終始し、精神面の評価が遅れ、処遇困難となった統合失調症患者の
１例. 第 26回日本有病者歯科医療学会総会 · 学術大会 2017.03.05 金沢市　金沢歌劇座

4. 豊福　明. 歯科口腔外科領域の慢性疼痛. 第 31回運動器と痛み研究会 2017.03.16 福島市コラッセふくしま

5. 豊福　明. 歯科心身症の薬物療法ー不安とうつ状態の奥に何を見るかー. 第 9回M＆ D研究会 2017.04.24
川口市民ホール「フレンディア」

6. 豊福　明. 咬合と不定愁訴の関連をどう診るか？ . 日本咬合学会第 22回学術大会 2017.05.20 石垣市民会
館、沖縄県石垣市

7. 豊福　明. 歯科医院における、患者さんの“こころ”の見方. 平成２９年度神奈川歯科大学附属病院病診連
携推進のための講演会「病診連携セミナー」 2017.05.30 神奈川歯科大学、横須賀市

8. 豊福　明. 歯科受診する患者さんの”こころ”の診かた. 東村山市東大和市　二市合同学術講演会 2017.06.10
小千谷３ F研修室

9. 豊福　明. 歯科患者さんの”こころ”の診かた. 第３９回日本有床歯科施設協議会 · 研修会 2017.06.11 エク
シブ鳥羽　三重県鳥羽市

10. 豊福　明. 歯科医師のための”こころ”の診方. 北海道医療大学２０１７年度第 1回健康科学研究所セミナー
2017.06.14 北海道医療大学　石狩郡当別町

11. 三浦杏奈、菅原詩織、川崎カオル、Tu Thi Guyen Trang、竹之下美穂、豊福明. 非定型歯痛と精神科疾患の
併存について. 第５８回日本心身医学会総会ならびに学術講演会 2017.06.16 札幌コンベンションセンター　
札幌市　北海道

12. 竹之下美穂、三浦杏奈、川崎カオル、菅原詩織、Tu Thi Hyyen Trang,松岡紘史、安彦善裕、豊福　明. 当
科における舌痛症と非定型歯痛患者の破局的思考（PainCatastrophizing)に関する臨床的検討. 第５８回日
本心身医学会総会ならびに学術講演会 2017.06.17 札幌コンベンションセンター　札幌市　北海道

13. 豊福　明. 歯科口腔外科領域の慢性疼痛ーその特異性と他科領域との接点. 第５８回日本心身医学会総会な
らびに学術講演会 2017.06.17 札幌コンベンションセンター　札幌市　北海道

14. 豊福　明.“心身症”っぽい口腔内疼痛とドパミン神経系. 第 37回日本歯科薬物療法学会学術大会 2017.06.18
愛知学院大学楠元キャンパス　名古屋市　愛知県
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15. 須賀隆行、渡邉毅、Trang T. H. Tu、川崎カオル、菅原詩織、美久月瑠宇、篠原優貴子、三浦杏奈、梅崎陽
二朗、渡邉素子、吉川達也、竹之下美穂、豊福明. ２０１６年度当科初診患者の臨床統計的検討. 第３２回
日本歯科心身医学会総会 · 学術大会 2017.07.07 日本歯科大学　千代田区　東京

16. 川崎カオル、菅原詩織、Trang T. H. Tu、須賀隆行、美久月瑠宇、篠原優貴子、三浦杏奈、渡邉毅、吉川達
也、竹之下美穂、豊福明. インプラント治療後の不定愁訴に対して、入院治療が奏功した１例. 第３２回日
本歯科心身医学会総会 · 学術大会 2017.07.07 日本歯科大学　千代田区　東京

17. 渡邉毅、須賀隆行、Trang T. H. Tu、川崎カオル、菅原詩織、美久月瑠宇、篠原優貴子、三浦杏奈、梅崎陽二
朗、渡邉素子、吉川達也、竹之下美穂、長嶺敬彦、豊福明. 歯科心身症患者に対する三環系抗うつ薬使用の
QTc延長への影響. 第３２回日本歯科心身医学会総会 · 学術大会 2017.07.07 日本歯科大学　千代田区　東京

18. 美久月瑠宇、菅原詩織、片桐綾乃、豊福　明. 舌神経損傷後の痛覚過敏に対する三叉神経節 CGRP陽性細胞
の表現型変化および神経－グリア機能連関の関与. 第３２回日本歯科心身医学会総会 · 学術大会 2017.07.08
日本歯科大学　千代田区　東京

19. 梅崎陽二朗、篠原優貴子、三浦杏奈、美久月瑠宇、川崎カオル、菅原詩織、Tu Thi Hyen Trang, 須賀隆行、
渡邉毅、吉川達也、竹之下美穂、内藤徹、豊福　明. 口腔セネストパチーの治療経過中にレビー小体型認知症
が顕在化した２例. 第３２回日本歯科心身医学会総会 · 学術大会 2017.07.08 日本歯科大学　千代田区　東京

20. 三浦杏奈、篠原優貴子、美久月瑠宇、川崎カオル、菅原詩織、Tu Thi Guyen Trang、須賀隆行、渡邉毅、渡
邉素子、梅崎陽二朗、吉川達也、竹之下美穂、豊福明. 非定型歯痛と精神疾患の併存について. 第３２回日
本歯科心身医学会総会 · 学術大会 2017.07.08 日本歯科大学　千代田区　東京

21. 菅原詩織、美久月瑠宇、片桐綾乃、豊福明. ジクアホソルナトリウム点眼によるドライアイ誘発性の眼痛に対
する疼痛抑制効果. 第３２回日本歯科心身医学会総会 · 学術大会 2017.07.08 日本歯科大学　千代田区　東京

22. 松岡紘史、宇都宮雅史、吉田光希、竹之下美穂、豊福　明、千葉逸朗、安彦善裕. 舌痛症患者の症状改善の
評価に不確実さ不耐性が及ぼす影響：横断研究による検討. 第３２回日本歯科心身医学会総会 · 学術大会
2017.07.08 日本歯科大学　千代田区　東京

23. 篠原優貴子、三浦杏奈、美久月瑠宇、川崎カオル、菅原詩織、Tu Thi Hyen Trang, 須賀隆行、渡邉毅、梅崎
陽二朗、渡邉素子、吉川達也、竹之下美穂、豊福　明. Phantom bite syndromeの脳画像研究. 第３２回日
本歯科心身医学会総会 · 学術大会 2017.07.08 日本歯科大学　千代田区　東京

24. 川崎カオル、豊福　明. 唾液減少は舌痛症の薬物反応性と関連するか？ . 第２７回日本口腔内科学会 · 第 30
回日本口腔診断学会合同学術大会 2017.09.09 北海道大学学術交流会館、札幌、北海道

25. 松岡紘史、宇都宮雅史、吉田光希、竹之下美穂、豊福　明、千葉逸朗、安彦善裕. 舌痛症患者の症状改善の
評価に不確実さ不耐性が及ぼす影響：自己評価と他者評価による比較. 第２７回日本口腔内科学会 · 第 30回
日本口腔診断学会合同学術大会 2017.09.09 北海道大学学術交流会館、札幌、北海道

26. 豊福　明. 背後に潜む"mental"の問題をどう見抜き、どう評価するか？ . 第２７回日本口腔内科学会 · 第 30
回日本口腔診断学会合同学術大会 2017.09.09 北海道大学学術交流会館、札幌、北海道

27. Takayuki Suga, Takeshi Watanabe, Tu Trang T.H, Kaoru Kawasaki, Shiori Sugawara, Lou Mikuzuki,
Yukiko Shinohara, Anna Miura, Miho Takenoshita, Akira Toyofuku. A high discrepancy of neurovascular
compression on symptomatic and asymptomatic side in atypical odontalgia patients. 24th Wolrd congress
on psychosomatic medicine 2017.09.14 China National Convention Center, Beijing, China

28. Miho Takenoshita, Anna Miura, Yukiko Shinohara, Rou Mikuzuki, Kaoru Kawasaki, Shiori Sugawara,
Trang Tu Thi Huyen, Takayuki Suga, Takeshi Watanabe, Hirofumi Matsuoka, Yoshihiro Abiko, Akira
Toyofuku 1. Clinical study on pain catastrophizing of patients with burning mouth syndrome and atypical
odontalgia. 2017.09.14

29. Yukiko Shinohara, K Kawasaki, Trang Tu Thi Hyen, T Watanabe, A Toyofuku . Regional cerebral blood
flow pattern in "Phantom bite syndrome" is different from that of "Delusional disorder somatic type". 24th
Wolrd congress on psychosomatic medicine 2017.09.14 China National Convention Center, Beijing, China

30. THI HUYEN TRANG TU, Kawasaki K, Sugawara S, Watanabe T, Suga T, Mikuzuki L, Shinohara Y,
Miura A, Takenoshita M, Toyofuku A. Atypical odontalgia with comorbid burning mouth syndrome: a
4-year retrospective study. 24th Wolrd congress on psychosomatic medicine 2017.09.15 China National
Convention Center, Beijing, China
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31. Kaoru Kawasaki, Trang Tu Thi Huyen, Shiori Sugawara, Akira Toyofuku. Is salivary volume reduction
related to drug reactivity of burning mouth syndrome?. 24th Wolrd congress on psychosomatic medicine
2017.09.15 China National Convention Center, Beijing, China

32. Takeshi Watanabe, Takayuki Suga, TRANG T.H. TU, Kaoru Kawasaki, Shiori Sugawara, Lou Mikuzuki,
Yukiko Shinohara, Anna Miura, Miho Takenoshita, Akira Toyofuku . Amitriptyline doesn’t induce
QTc prolongation in the treatment of oral chronic pain. 24th Wolrd congress on psychosomatic medicine
2017.09.15 China National Convention Center, Beijing, China

33. Anna Miura, Yukiko Shinohara, Lou Mikuzuki, Kaoru Kawasaki, Shiori Sugawara, Tu Thi Huyen Trang,
Takayuki Suga, Takeshi Watanabe, Miho Takenoshita, Akira Toyofuku . Psychiatric Comorbidities in
Atypical Odontalgia.. 24th Wolrd congress on psychosomatic medicine 2017.09.15 China National Con-
vention Center, Beijing, China

34. 豊福　明. 矯正歯科での「メンタル」っぽい問題をどう解決するか？ . 第７６回日本矯正歯科学会学術大会
2017.10.18 さっぽろ芸文館　札幌市　北海道

35. 川崎カオル、美久月瑠宇、篠原優貴子、吉川達也、豊福明. 唾液減少は舌痛症の薬物反応性と関連するか？ .
第６２回日本口腔外科学会総会 · 学術大会 2017.10.21 京都国際会議場　京都府

36. 豊福　明. A life in Psychosomatic Dentistry. 九州大学歯学部創立５０周年記念シンポジウム 2017.11.03 九
州大学百年講堂　福岡市

37. 豊福　明. 開業歯科に求められる「こころ」の診方. 平成２９年度佐賀市歯科医師会学術講演会 2017.12.02
佐賀市商工会議所　佐賀市

38. 豊福　明. インプラント治療が必要な患者の「メンタル問題」をどう評価し、どう対処するか？ . 第２１回
日本顎顔面インプラント学会総会 · 学術大会 2017.12.10 富山国際会議場　富山市
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歯科医療行動科学
Behavioral Dentistry

教　授　　俣木志朗　
准教授　　新田　浩　
助　教　　梅森　幸　（2016年４月より）
大学院生　久保田　絢子
大学院生　リ　ソン　ホアン（ベトナム）

( 1 ) 分野概要

　行動科学（Behavioral Sciences)とは、人間の個人行動や社会行動、あるいは人間の心の働きである知性 · 感情
· 意思（知 · 情 · 意）に焦点を当てながら、人間を全人的により深く理解しようと試みる、学際的な理論体系の学
問領域である。
　行動科学はいわゆる医歯学教育の中の「臨床系」と「基礎系」という分類の枠を超えた、横断的、学際的な領域
を形成している。生理学、生化学、解剖学などの人間の医学生物学的側面を扱う基礎学問と同様、行動科学は人
間特有の心理 · 社会的側面を重視しており、人間を理解しなければならない医療者にとっては必須の学科目とされ
ている。
　

( 2 ) 研究活動

本分野では以下のテーマを対象として研究を行っている。
１．歯学教育における行動科学の体系化
２．歯学教育カリキュラム開発における行動科学の応用
３．患者による病院機能評価に関する研究
４．患者による歯学臨床教育評価に関する研究
５．歯科医療、歯科医学における行動科学の応用に関する研究
６．医療者の生涯教育における行動科学の役割

( 3 ) 教育活動

１．大学院教育
特　　論（１年次）
演　　習（１～２年次）
研究実習（２～３年次）

２．学部教育
歯学科１年生対象
モジュール 01「歯学入門」
ユニット 04「早期臨床体験実習」
歯学科２年生対象
モジュール 03「患者と医療者」
ユニット 01「行動科学基礎」
ユニット 02「医の倫理」



— 380 —

全人的医療開発学講座

ユニット 03「インフォームドコンセント」
ユニット 04「医療面接」
ユニット 05「チーム医療」
ユニット 06「医療安全と危機管理の基礎」
歯学科３年生対象
モジュール 08「臨床予備実習」
歯学科３～５年生対象
モジュール 17「学年混合選択セミナー」
ユニット 02「選択コース」歯科医師の進路
歯学科５年生対象
全人的総合診断
歯学科５～６年生対象
包括臨床実習

３．臨床研修指導
　歯科総合診療部および第２総合診療室における初診時医療面接、総合歯科診療の基礎的臨床技能および総合診
療計画立案の指導
　
　研修歯科医のポートフォリオに対するフィードバックを行うことにより、各研修歯科医の省察を促進する一助
としている。

( 4 ) 教育方針

１．歯学科１～２年生の各科目では、体験学習を通じて医療者として相応しい基本的な態度、技能、知識を習得
する。
２．歯学科３年生の臨床予備実習では、歯学部附属病院のほぼ全ての診療科をローテーションし、先輩の歯科学
生および歯科医師と共に、学年進行で習得してきた専門科目の知識との統合を図る。
３．歯学科５～６年生の包括臨床実習では、医療面接、口腔内診察、口腔総合診断。総合治療計画の立て方等、基
本的臨床能力を自験を通じて習得する。
４．臨床研修歯科医の研修プログラムでは、ひとりの歯科医師として出来る限り多くの症例を経験し、指導歯科
医の指導の下、的確な振り返りを行いながら、自己評価能力を培う。
５．大学院では、歯科医学、歯科医療、歯学教育における行動科学の応用を試みる。

( 5 ) 臨床活動および学外活動

当分野の教員は、歯学部附属病院の歯科臨床研修センターの運営と業務を兼担している。本院は、昭和 62年から
厚生労働省委託事業として開始された歯科医師臨床研修プログラムを実施しており、全国の歯科大学 · 大学歯学部
から多くの研修歯科医を受け入れている全国有数の歯科医師臨床研修施設である。平成 16年度に厚生労働省が提
示した開催指針に基づいた歯科医師臨床研修指導歯科医講習会の開催についても、全国で最も多く開催している。
このような実績から、厚生労働省の歯科医師臨床研修関連の委員および全国の指導歯科医講習会のスーパーバイ
ザー、タスクフォースとして招聘されており、本制度の改善 · 充実に貢献している。

( 6 ) 臨床上の特色

歯科医療の臨床は当分野の研究テーマと密接に関連しているため、本学歯学部附属病院歯科総合診療部外来にお
いて、本院への初診患者を診察し、受診すべき専門診療科を決定する業務、急患への対応、関連専門診療科と連携
しながら包括的歯科総合診療を行うとともに、歯学部学生および研修歯科医の臨床指導に当っている。

( 7 ) 研究業績

[原著]

1. Ken-ichi Tonami, Sachi Umemori, Hiroshi Nitta, Kouji Araki, Shiro Mataki . Changes in Student Eval-
uations of a Medical Ethics Class 3 Years Later European Journal of General Dentistry. 2017.09; 6(3);
123-126
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2. Nitta H, Katagiri S, Nagasawa T, Izumi Y, Ishikawa I, Izumiyama H et al.. The number of microvascular
complications is associated with an increased risk for severity of periodontitis in type 2 diabetes patients:
Results of a multicenter hospital-based cross-sectional study. J Diabetes Investig. 2017.09;

3. Yasuyuki Kimura, Ken-ichi Tonami, Shiro Mataki, Kouji Araki. Analysis of new outpatients’ responses
to a survey of their reasons for visiting a dental clinic European Journal of General Dentistry. 2017.10;
6(3); 111-114

4. Yuki Ohara, Naomi Yoshida, Hisashi Kawai, Shuichi Obuchi, Hideyo Yoshida, Shiro Mataki, Hirohiko
Hirano, Yutaka Watanabe. Development of an oral health-related self-efficacy scale for use with older
adults. Geriatr Gerontol Int. 2017.10; 17(10); 1406-1411

5. Ayako Kubota, Meiko Oki, Yasuko Kawakami, Kiyoko Kanamori, Hiroji Shimomura, Shiro Mataki, Ku-
miko Sugimoto. Effectiveness of Individual Oral Health Education for Japanese University Students
International Journal of Dentistry and Oral Health. 2017.10; 3(5);

6. 則武加奈子,鶴田潤,礪波健一,梅森幸,小田茂,俣木志朗,荒木孝二. 初診時医療面接実習における歯科学生の
医療面接と診断能力の変化 口腔病学会雑誌. 2017.11; 84(3); 103-110

[書籍等出版物]

1. 内藤　徹、新田　浩. 知ってて得した！ 歯周治療に活かせるエビデンス. クインテッセンス, 2017.01 (ISBN
: 978-4-7812-0534-2)

[講演 · 口頭発表等]

1. 梅森 幸, 相田 潤, 坪谷 透, 礪波健一, 田淵貴大, 荒木孝二, 俣木志朗, 近藤克則. 高齢者における受動喫煙と
残存歯数の関係. 第 27回日本疫学会学術総会 2017.01.27 甲府

2. 三浦　佳子,月川　和香奈,小西　富代,佐藤　裕介,原田　安子,深山　智子,本山　靖治,俣木　志朗,嶋田
　昌彦. 東京医科歯科大学歯学部附属病院における 5S活動の 6年間の取り組みについて. 第 58回日本歯科
医療管理学会総会 · 学術大会 2017.07.16 北九州市

3. 梅森　幸, 礪波　健一, 則武　加奈子, 俣木　志朗, 荒木　孝二. 包括臨床実習における歯学科学生の知識確
認小テストの有用性. 第 36回日本歯科医学教育学会学術大会 2017.07.28 松本

4. 木村康之, 礪波健一, 鶴田潤, 小田茂, 新田浩, 俣木志朗, 荒木孝二. ローテーション研修における臨床研修歯
科医が掲げる研修目標の経時的変化. 第３６回日本歯科医学教育学会学術大会 2017.07.29 松本

5. Ken-ichi Tonami, Sachi Umemori, Son Hoang Le, Kouji Araki, Hiroshi Nitta, Shiro Mataki. Factor analysis
of students’ perception of inter-personal relations during "Introduction to the behavioral science" class.
31th IADR-SEA 28th SEAADE 2017.08.10 Taipei

6. SH Le, K Tonami, , S Umemori, LT Nguyen, LT Ngo, S Mataki. Effect of preoperative anxiety on healing
recovery after oral surgery. 31th IADR-SEA 28th SEAADE 2017.08.10 Taipei

7. Ken-ichi Tonami, Sachi Umemori, Son Hoang Le, Kouji Araki, Hiroshi Nitta,Shiro Mataki . Effects of
the Great East Japan Earthquake on students’ perception of inter-personal relations. ADEE Annual
Conference 2017.08.23 Vilnius, Lithuania

8. 木村康之,礪波健一,鶴田潤,俣木志朗,荒木孝二. 歯科初診時に高血圧を示す患者に関する分析. 第２３回日
本歯科医療管理学会関東支部　学術大会 2017.09.10 飯田橋

9. Maekawa S, Onizuka S, Katagiri S, Komazaki R, Ogura K, Takeuchi Y, Akiyama TM, Nitta H, Iwata
T, Izumi Y.. Differential gene expression analysis by RNA-seq: Inflamed periodontal tissue of ligature-
induced periodontitis in mice.. The 103rd Annual Meeting of American Academy of Periodontology
2017.09.10 Boston, USA

10. 礪波健一, 梅森幸, 荒木孝二, 俣木志朗. 福祉施設体験学習による学生の人間関係に関する認識の変化. 第 9
回日本ヘルスコミュニケーション学会学術集会 2017.09.16 京都
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[その他業績]

1. 新田　浩, 練馬区歯科医師会主催　第 2回地域医療講演会, 2017年 02月
歯周病と糖尿病 · メタボの関連と影響

2. 梅森　幸. 科学研究費（若手研究（B）），2017年, 2017年 04月
貧困による子どものむし歯の集積解消を目指した介入研究. 2017-2020

3. 新田　浩, 東京医科歯科大学歯学部附属病院研修歯科医セミナー, 2017年 04月
スケーラーのシャープニング

4. 新田　浩, 東京医科歯科大学歯学部附属病院研修歯科医セミナー, 2017年 04月
口腔内写真の撮影法

5. 新田　浩, 東京医科歯科大学歯学部附属病院研修歯科医セミナー, 2017年 04月
正しい保険診療報酬

6. 新田　浩，東京医科歯科大学歯科同窓会主催 CDEセミナー, 2017年 06月
メインテナンスでの超音波スケーラーと PMTC

7. 新田　浩, 東京歯科保険医協会主催スタッフセミナー, 2017年 09月
スケーリング · ルートプレーニングとシャープニング

8. 新田　浩, 東京医科歯科大学歯学部附属病院研修歯科医セミナー, 2017年 10月
外傷と炎症

9. 新田　浩, 東京医科歯科大学歯学部附属病院研修歯科医セミナー, 2017年 10月
口腔内写真の撮影法

10. 新田　浩, 東京医科歯科大学歯学部附属病院研修歯科医セミナー, 2017年 10月
正しい保険診療報酬

11. 新田　浩, 東京歯科保険医協会主催スタッフセミナー, 2017年 10月
スケーリング · ルートプレーニングとシャープニング

12. 新田　浩, 石川県歯科医師会主催　石川県民公開講座, 2017年 11月
お口のケアは生命のケア　全身の健康はお口の健康から

13. 新田　浩, 東京歯科保険医協会主催スタッフセミナー, 2017年 11月
スケーリング · ルートプレーニングとシャープニング

[社会貢献活動]

1. 新田　浩, 日本歯科医学会歯科医療協議会委員, 2016年 04月 01日 - 2017年 03月 31日

2. 新田　浩, 日本歯科医学会タイムスタディWG委員, 2016年 04月 01日 - 現在

3. 新田　浩, 国民健康保険診療報酬審査委員会委員, 2017年 01月 01日 - 現在

4. 新田　浩, 平成 28年度第 3回東京医科歯科大学歯学部附属病院臨床研修指導歯科医講習会, 東京医科歯科大
学歯学部附属病院, 2017年 01月 26日 - 2017年 01月 27日

5. 俣木志朗, 日本口腔インプラント学会ワークショップ, 日本口腔インプラント学会, 幕張国際研修センター、
千葉市, 2017年 01月 28日 - 2017年 01月 29日

6. 新田　浩, 全南大学学外研修, 2017年 02月 06日

7. 俣木志朗, 長崎大学病院歯科医師臨床研修指導歯科医講習会, 長崎大学, 長崎市, 2017年 02月 18日 - 2017年
02月 19日

8. 俣木志朗, 日本口腔インプラント学会ワークショップ, 日本口腔インプラント学会, 幕張国際研修センター,
千葉市, 2017年 02月 25日 - 2017年 02月 26日

9. 俣木志朗, 共用試験歯学系OSCEモニター, 九州歯科大学, 北九州市, 2017年 03月 03日 - 2017年 03月 04日

10. 俣木志朗, 行政処分を受けた医師 · 歯科医師の再教育団体研修, 国立保健医療科学院, 和光市, 2017年 03月
25日 - 2017年 03月 26日
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11. 新田　浩, 日本歯科医学会歯科医療協議会委員, 2017年 04月 01日 - 現在

12. 新田　浩, 平成 29年度第 1回東京医科歯科大学歯学部附属病院臨床研修指導歯科医講習会, オンワード総合
研究所, 横浜市, 2017年 05月 25日 - 2017年 05月 26日

13. 新田　浩, チェンマイ大学学外研修, 2017年 05月 29日

14. 俣木志朗, 大阪大学歯学部附属病院歯科医師臨床研修指導歯科医講習会, 大阪大学コンベンションホール、吹
田市, 2017年 06月 17日 - 2017年 06月 18日

15. 新田　浩, 台北医科大学歯学部学外研修, 2017年 08月 04日

16. 俣木志朗, 長崎大学歯学部教員ＦＤ：「診療参加型臨床実習後臨床能力試験について」, 長崎大学、長崎市,
2017年 08月 30日

17. 新田　浩, キングスカレッジロンドン大学歯学部学外研修, 2017年 08月 31日

18. 俣木志朗, 平成 29年度歯科医師臨床研修プログラム責任者講習会, 幕張国際研修センター, 千葉市, 2017年
09月 03日 - 2017年 09月 06日

19. 俣木　志朗, 長崎大学歯学部臨床実習後臨床能力試験トライアル試験監督者, 長崎大学歯学部、長崎市, 2017
年 09月 12日 - 2017年 09月 13日

20. 俣木志朗, 岡山大学医学部臨床実習後臨床能力試験トライアル試験監督者, 岡山大学医学部, 岡山市, 2017年
09月 19日 - 2017年 09月 20日

21. 俣木志朗, 昭和大学歯学部臨床実習後臨床能力試験トライアル試験監督者, 昭和大学歯学部歯科病院, 東京,
2017年 09月 28日 - 2017年 09月 29日

22. 新田　浩, 平成 29年度第 2回東京医科歯科大学歯学部附属病院臨床研修指導歯科医講習会, 多摩永山情報教
育センター, 多摩市, 2017年 10月 12日 - 2017年 10月 13日

23. 俣木志朗, 歯科衛生士復職支援 · 離職防止等研修指導者養成講習会, 東京医科歯科大学, 東京, 2017年 10月
28日 - 2017年 10月 29日

24. 俣木志朗, 歯科衛生士復職支援 · 離職防止等研修指導者養成講習会, 新潟大学歯学部, 新潟市, 2017年 11月
03日 - 2017年 11月 04日

25. 俣木志朗, 共用試験歯学系OSCE評価者養成ワークショップⅠ, 鹿児島大学, 鹿児島市, 2017年 11月 11日 -
2017年 11月 12日

26. 俣木志朗, 日本歯科大学教員ＦＤ：「診療参加型臨床実習後臨床能力試験について」, 日本歯科大学, 東京, 2017
年 11月 30日

27. 俣木志朗, 共用試験歯学系 OSCE評価者養成ワークショップⅠ, 大阪歯科大学, 大阪, 2017年 12月 02日 -
2017年 12月 03日

28. 俣木志朗, 歯科医学教育者のためのワークショップ, 幕張国際研修センター, 千葉市, 2017年 12月 05日 -
2017年 12月 09日

29. 俣木志朗, 徳島大学病院歯科医師臨床研修指導歯科医講習会, 徳島大学病院, 徳島市, 2017年 12月 16日 -
2017年 12月 17日
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先駆的医療人材育成
Professional Development in Health Sciences

教授　高田和生　准教授　鶴田　潤　准教授　中川美奈　講師　山口久美子

( 1 ) 分野概要

　２１世紀に突入し、我が国では超高齢社会が加速し、また医療と歯科医療の境界の不鮮名化が急速に進み、専
門性の追求とともに診療における包括的な視点の必要性が高まっている。また、情報技術革新および人の移動の
増加により急速にグローバル化が進みつつある。このように、時代とともに移り変わる社会的ニーズをいち早く
同定し、次世代にリーダーとして活躍する医師 · 歯科医師および生命科学研究者を先駆的に育成するという観点か
ら、卒前 · 卒後を通して一貫性のある効果的な教育カリキュラムの研究と開発、そして同教育に携わる優秀な若手
人材の育成を行うことを、分野の教育研究目的とする。

( 2 ) 研究活動

· 次世代の医療ニーズ同定のための調査と研究
· 次世代の医療ニーズに即した医師 · 歯科医師および生命科学研究者育成のための教育カリキュラムの研究
· 医療専門職間連携およびそのための教育カリキュラムの研究
· 医療専門職連携のための学習方略の開発と運用
＜次世代の医療ニーズ同定のための調査と研究＞
　国内外の社会構造、人口動態、疾病構造の変化を背景とする医療ニーズの変化、またそれらに対する医療政策 ·
患者動向を分析し、特に、医師 · 歯科医師および生命科学研究者の医歯学学際領域における教育の観点より、次世
代医療人材育成のあり方を調査、研究する。
【具体的テーマ】
· 我が国における患者動向 · 医療ニーズの変化予測情報の収集 · 分析
· 我が国における医療/教育/研究政策動向研究成果の収集 · 分析
· 我が国における教育施策情報の収集 · 分析、研究施策情報の収集 · 分析

＜医療専門職種間連携およびそのための教育カリキュラムの研究＞
＜医療専門職種間連携のための学習方略の開発と運用＞
　社会的ニーズの多様化 · 医療の高度化等に対応するために、多職種連携 · 地域連携医療に必要となるコンピテン
シーの同定、およびその習得を可能にする、卒前 · 卒後教育の両者を踏まえた観点からの、教育カリキュラムおよ
び学習方略の開発と研究を行う。また
【具体的テーマ】
· 多職種協働教育（IPE）のコンピテンシーに関する研究
· 複数学科参加による多職種協働教育（IPE）カリキュラムの研究 · 開発
· 複数学科参加による多職種協働教育（IPE）に関する教育方略 · 評価方法の研究（コースセッティング、シナリ
オ、アウトカム）
＜次世代の医療ニーズに即した医師 · 歯科医師および生命科学研究者育成のための教育カリキュラムの研究＞
　複雑化する医療ニーズに対応可能な十分な資質を備えた医療人、生命科学研究者の育成に必要となる教育環境
を構築するために、国際標準の大学院教育と有機的に連携を図ることが可能な卒前カリキュラムのあり方、また、
国際評価認証、大学間単位互換制度、教員 · 学生の大学間移動を可能とするカリキュラムの研究を行い、導入に対
しての提言を行う。特に、医歯学学際領域を効率的に指導可能なカリキュラムの研究を行う。また、医療人 · 生命
科学研究者の具備すべき資質について、国際的基準を超え、我が国における模範となる教育を行うために基盤と
なる知識 · 技能 · 態度教育を効果的に実施するための学習方略を研究 · 開発する。特に、倫理、プロフェッショナ
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リズム、国際性、臨床推論の能力の涵養を可能とする学習方法、評価方法等を応用した学習方略を開発し、東京医
科歯科大学における卒前 · 卒後教育にて、その学習方略を導入し、運用する。
【具体的テーマ】
· 海外諸国における CPD(Continuing Professional Development)制度の研究
· 海外諸国における医歯学教育に関するコアコンピテンシーおよび各大学のカリキュラムに関する研究
· 海外諸国における医師、歯科医師管理制度に関する研究
· 海外諸国、経済圏における免許相互承認制度に関する研究
· 医歯学学際領域における医療、恊働に関する情報収集 · 分析
· 医歯学学際領域における新規学習領域の研究
· 臨床医歯学教育における教育方略 · 評価としてのポートフォリオ評価、e-ポートフォリオ評価の研究
· 臨床医歯学教育におけるソフトコンピテンシー（倫理、プロフェッショナリズム、国際性等）の教育方略、評価
方法の研究
· 臨床医学教育における臨床推論能力評価 · 学習方法の開発と研究
· 効果的で効率的な、大教室学習方法に関する研究（large-class-room PBLや TBLなど）

( 3 ) 教育活動

学部教育
授業担当科目：
· 医学部医学科 1年 医学導入 (講義)
· 医学部医学科 2年 人体構造総論 · 人体解剖学 · 人体解剖学実習
· 医学部医学科 3年 消化器ブロック
· 医学部医学科 4年 消化器ブロック、プロジェクトセメスター
· 医学部医学科 5年 臨床実習 III CC総論
· 医学部医学科 6年 臨床実習 III CC
· 歯学部歯学科 4年 研究実習（歯学教育システム評価学）
· 歯学部歯学科 5年 包括臨床実習 Phase 1,2 医療面接、診療計画立案指導
· 歯学部歯学科 6年 包括臨床実習 Phase 2　医療面接、診療計画立案指導
· 歯学部口腔保健学科口腔保健衛生学専攻３年　口腔保健と国際協力
· 歯学部口腔保健学科口腔保健工学専攻２年　科学英語１
· 東京大学医学部健康総合科学科４年　成人看護学Ⅱ

· 歯学部歯学科 3年 病態科学演習
· 歯学部歯学科 5年 包括臨床実習 Phase1
運営担当科目：
· 医学部医学科 1年 医学導入
· 医歯学融合教育 2年 医歯学基盤教育 (臨床統計、生命倫理、グローバル · コミュニケーション)、頭頸部基礎
· 医歯学融合教育 3年 医歯学基盤教育 (臨床統計、生命倫理、グローバル · コミュニケーション)、頭頸部臨床、老
年医学
· 医歯学融合教育 4年 医歯学基盤教育 (臨床統計、生命倫理、グローバル · コミュニケーション)、頭頸部臨床、老
年医学

大学院教育
授業担当科目：
· 【修士課程】人体口腔形態学
· 【博士課程】消化器病態学分野

( 4 ) 研究業績

[原著]

1. 中川 美奈, 朝比奈 靖浩, 渡辺 守. C型肝炎インターフェロンフリー治療の現況 C型慢性肝疾患に対するイ
ンターフェロンフリー治療の有効性の検討 日本消化器病学会雑誌. 2017.03; 114(臨増総会); A131

2. Keiko Okumura, Kumiko Yamaguchi, Tatsuya Tamaki, Kazuhiro Oinuma, Hikaru Tomoe, Keiichi Akita.
Prospective analyses of female urinary incontinence symptoms following total hip arthroplasty. Int Urog-
ynecol J. 2017.04; 28(4); 561-568
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3. 中嶌 雄高, 東海林 裕, 中島 康晃, 川田 研郎, 星野 明弘, 岡田 卓也, 奥田 将史, 久米 雄一郎, 小郷 泰一, 川村
雄大, 山口 和哉, 永井 鑑, 安野 正道, 小嶋 一幸, 山口 久美子, 秋田 恵一, 河野 辰幸. 食道縦隔鏡手術におけ
る左反回神経周囲リンパ管走行について 日本外科学会定期学術集会抄録集. 2017.04; 117回; PS-015

4. 永田 紘子, 中川 美奈, 朝比奈 靖浩. C型肝炎 SVR後の問題点 C型慢性肝炎に対する IFN-based、IFN-free
治療後発癌および発癌予測因子についての検討 肝臓. 2017.04; 58(Suppl.1); A118

5. 柿沼 晴, 浅野 侑, 三好 正人, 佐藤 綾子, 角田 知之, 金子 俊, 大谷 賢志, 永田 紘子, 北畑 富貴子, 村川 美也
子, 新田 沙由梨, 井津井 康浩, 中川 美奈, 東 正新, 朝比奈 靖浩, 渡辺 守. 食餌誘導性NASHモデルマウスに
おけるMatrix metalloproteinase-2の機能的解析 肝臓. 2017.04; 58(Suppl.1); A449

6. Kentaro Matsuura, Hiromi Sawai, Kazuho Ikeo, Shintaro Ogawa, Etsuko Iio, Masanori Isogawa, Norit-
omo Shimada, Atsumasa Komori, Hidenori Toyoda, Takashi Kumada, Tadashi Namisaki, Hitoshi Yoshiji,
Naoya Sakamoto, Mina Nakagawa, Yasuhiro Asahina, Masayuki Kurosaki, Namiki Izumi, Nobuyuki
Enomoto, Atsunori Kusakabe, Eiji Kajiwara, Yoshito Itoh, Tatsuya Ide, Akihiro Tamori, Misako Matsub-
ara, Norifumi Kawada, Ken Shirabe, Eiichi Tomita, Masao Honda, Shuichi Kaneko, Sohji Nishina, Atsushi
Suetsugu, Yoichi Hiasa, Hisayoshi Watanabe, Takuya Genda, Isao Sakaida, Shuhei Nishiguchi, Koichi Tak-
aguchi, Eiji Tanaka, Junichi Sugihara, Mitsuo Shimada, Yasuteru Kondo, Yosuke Kawai, Kaname Kojima,
Masao Nagasaki, Katsushi Tokunaga, Yasuhito Tanaka, . Genome-Wide Association Study Identifies
TLL1 Variant Associated With Development of Hepatocellular Carcinoma After Eradication of Hepatitis
C Virus Infection. Gastroenterology. 2017.05; 152(6); 1383-1394

7. Miyako Murakawa, Yasuhiro Asahina, Fukiko Kawai-Kitahata, Mina Nakagawa, Sayuri Nitta, Satoshi
Otani, Hiroko Nagata, Shun Kaneko, Yu Asano, Tomoyuki Tsunoda, Masato Miyoshi, Yasuhiro Itsui,
Seishin Azuma, Sei Kakinuma, Yasuhito Tanaka, Sayuki Iijima, Kaoru Tsuchiya, Namiki Izumi, Shuji
Tohda, Mamoru Watanabe. Hepatic IFNL4 expression is associated with non-response to interferon-
based therapy through the regulation of basal interferon-stimulated gene expression in chronic hepatitis
C patients. J. Med. Virol. 2017.07; 89(7); 1241-1247

8. Miyako Murakawa, Yasuhiro Asahina, Hiroko Nagata, Mina Nakagawa, Sei Kakinuma, Sayuri Nitta,
Fukiko Kawai-Kitahata, Satoshi Otani, Shun Kaneko, Masato Miyoshi, Tomoyuki Tsunoda, Yu Asano,
Ayako Sato, Yasuhiro Itsui, Seishin Azuma, Toshihiko Nouchi, Yohei Furumoto, Tooru Asano, Yoshimichi
Chuganji, Shuji Tohda, Mamoru Watanabe. ITPA gene variation and ribavirin-induced anemia in patients
with genotype 2 chronic hepatitis C treated with sofosbuvir plus ribavirin. Hepatol. Res. 2017.07; 29(5);
584-593

9. Fumio Goto, Sei Kakinuma, Masato Miyoshi, Tomoyuki Tsunoda, Shun Kaneko, Ayako Sato, Yu Asano,
Satoshi Otani, Seishin Azuma, Hiroko Nagata, Fukiko Kawai-Kitahata, Miyako Murakawa, Sayuri Nitta,
Yasuhiro Itsui, Mina Nakagawa, Yasuhiro Asahina, Mamoru Watanabe. Bone morphogenetic protein-4
modulates proliferation and terminal differentiation of fetal hepatic stem/progenitor cells. Hepatol. Res.
2017.08; 47(9); 941-952

10. Goto Fumio, Kakinuma Sei, Miyoshi Masato, Tsunoda Tomoyuki, Kaneko Shun, Sato Ayako, Asano Yu,
Otani Satoshi, Azuma Seishin, Nagata Hiroko, Kawai-Kitahata Fukiko, Murakawa Miyako, Nitta Sayuri,
Itsui Yasuhiro, Nakagawa Mina, Asahina Yasuhiro, Watanabe Mamoru. 骨形成因子 4は胎児肝幹/前駆
細胞の増殖と最終分化を調整する (Bone morphogenetic protein-4 modulates proliferation and terminal
differentiation of fetal hepatic stem/progenitor cells) Hepatology Research. 2017.08; 47(9); 941-952

11. 中川 美奈, 山口 久美子, 高田 和生, 北川 昌伸, 田中 雄二郎. DREEM質問票を用いた医学部学生の学習環
境調査の試み 医学教育. 2017.08; 48(Suppl.); 122

12. 山口 久美子, 中川 美奈, 川上 千春, 市川 理子, 吉橋 洋子, 鶴田 潤, 高田 和生. 専門職連携プログラムにおけ
る患者中心の医療への視点の変化 医学教育. 2017.08; 48(Suppl.); 232

13. 市川 理子, 中川 美奈, 山口 久美子, 吉橋 洋子, 鶴田 潤, 川上 千春, 高田 和生. 日本の単施設における専門職
連携の阻害要因調査と卒前専門職連携教育到達目標の再設定 医学教育. 2017.08; 48(Suppl.); 129

14. 岡田 英理子, 高橋 誠, 井津井 康浩, 中川 美奈, 山口 久美子, 金子 英司, 角 勇樹, 田中 雄二郎. 症候学入門講
義の post-test導入による改善と課題 医学教育. 2017.08; 48(Suppl.); 86

15. Yasuo Nakajima, Satoru Muro, Hisayo Nasu, Masayo Harada, Kumiko Yamaguchi, Keiichi Akita. Mor-
phology of the region anterior to the anal canal in males: visualization of the anterior bundle of the
longitudinal muscle by transanal ultrasonography. Surg Radiol Anat. 2017.09; 39(9); 967-973



— 388 —

全人的医療開発学講座

16. 山下 萌, 永田 紘子, 金子 俊, 井津井 康浩, 東 正新, 中川 美奈, 朝比奈 靖浩, 渡辺 守, 赤星 径一, 松山 貴俊.
胆嚢十二指腸瘻に伴う胆石小腸内嵌頓による胆石イレウスの 1例 日本内科学会関東地方会. 2017.09; 635回;
35

17. 永田紘子, 中川美奈, 朝比奈靖浩. C型肝炎 SVR例の予後改善 C型慢性肝炎に対する IFN-based、IFN-free
治療 SVR後発癌および発癌予測因子についての検討 日本消化器病学会雑誌. 2017.09; 114(臨増大会); A636

18. 中川 美奈, 朝比奈 靖浩, 渡辺 守. SVR100%を目指す DAAs治療 C型慢性肝疾患に対するインターフェロ
ンフリー治療不成功および治療後発癌例の検討 肝臓. 2017.09; 58(Suppl.2); A518

19. Hiroko Nagata, Mina Nakagawa, Yasuhiro Asahina. Reply to: "Imaging Basis of AFP and WFA+M2BP
as Indicators of the risk of HCC after SVR". J. Hepatol.. 2017.10;

20. Murakawa Miyako, Asahina Yasuhiro, Nagata Hiroko, Nakagawa Mina, Kakinuma Sei, Nitta Sayuri,
Kawai-Kitahata Fukiko, Otani Satoshi, Kaneko Shun, Miyoshi Masato, Tsunoda Tomoyuki, Asano Yu,
Sato Ayako, Itsui Yasuhiro, Azuma Seishin, Nouchi Toshihiko, Furumoto Yohei, Asano Tooru, Chuganji
Yoshimichi, Tohda Shuji, Watanabe Mamoru. ソホスブビル+リバビリン治療を行ったC型慢性肝炎ジェノ
タイプ 2患者における ITPA遺伝的変異とリバビリン誘発性貧血 (ITPA gene variation and ribavirin-induced
anemia in patients with genotype 2 chronic hepatitis C treated with sofosbuvir plus ribavirin) Hepatology
Research. 2017.10; 47(11); 1212-1218

21. Kaneko Shun, Kakinuma Sei, Asahina Yasuhiro, Kamiya Akihide, Miyoshi Masato, Tsunoda Tomoyuki,
Inoue-Shinomiya Emi, Nitta Sayuri, Sato Ayako, Asano Yu, Nagata Hiroko, Kawai-Kitahata Fukiko,
Murakawa Miyako, Itsui Yasuhiro, Nakagawa Mina, Azuma Seishin, Watanabe Mamoru. A novel culture
model for coinfection of hepatitis B and hepatitis C viruses using human induced pluripotent stem cell-
derived hepatic cells for analyses of changes in host-innate immune responses HEPATOLOGY. 2017.10;
66; 69A

22. Nitta Sayuri, Murakawa Miyako, Kato Takanobu, Sato Ayako, Tsunoda Tomoyuki, Miyoshi Masato,
Asano Yu, Kaneko Shun, Nagata Hiroko, Kawai-Kitahata Fukiko, Itsui Yasuhiro, Nakagawa Mina, Azuma
Seishin, Kakinuma Sei, Asahina Yasuhiro. The analysis of NS5A Resistance-Associated Substitutions
(RAS): In vitro study of NS5A recombinant hepatitis C in infectious cell culture system for various RAS
detected after treatment failure in chronic hepatitis C patients HEPATOLOGY. 2017.10; 66; 480A

23. Hiroko Nagata, Mina Nakagawa, Yasuhiro Asahina, Ayako Sato, Yu Asano, Tomoyuki Tsunoda, Masato
Miyoshi, Shun Kaneko, Satoshi Otani, Fukiko Kawai-Kitahata, Miyako Murakawa, Sayuri Nitta, Yasuhiro
Itsui, Seishin Azuma, Sei Kakinuma, Toshihiko Nouchi, Hideki Sakai, Makoto Tomita, Mamoru Watanabe.
Effect of interferon-based and -free therapy on early occurrence and recurrence of hepatocellular carcinoma
in chronic hepatitis C. J. Hepatol. 2017.11; 67(5); 933-939

24. Shinya Maekawa, Mitsuaki Sato, Natsuhiko Kuratomi, Taisuke Inoue, Yuichiro Suzuki, Akihisa Tatsumi,
Mika Miura, Shuya Matsuda, Masaru Muraoka, Natsuko Nakakuki, Fumitake Amemiya, Shinichi Takano,
Mitsuharu Fukasawa, Yasuhiro Nakayama, Tatsuya Yamaguchi, Tadashi Sato, Minoru Sakamoto, Miyako
Murakawa, Mina Nakagawa, Yasuhiro Asahina, Nobuyuki Enomoto. Association between alanine amino-
transferase elevation and UGT1A1*6 polymorphisms in daclatasvir and asunaprevir combination therapy
for chronic hepatitis C. J. Gastroenterol.. 2017.11;

[書籍等出版物]

1. 村川美也子、中川美奈、朝比奈靖浩. 【B型 · C型肝炎の抗ウイルス療法　最前線の治療エッセンス】2. C
型肝炎　１）治療効果を規定する宿主要因. 医薬ジャーナル社, 2017.07 (ISBN : 978-4-7532-2843-0 C3047)

[総説]

1. 山口 久美子, 室生 暁, 藪内 朝紀, 秋田 恵一. 【画像からみたアンチエイジング】 骨盤隔膜の形態の多様性
と加齢性変化の指標を考える アンチ · エイジング医学. 2017.03; 13(1); 058-064

2. 中川美奈、朝比奈靖浩. 【ここまで変わった C型肝炎の治療】 DAA治療のアウトカム　肝予備能、肝外臓
器および QOLへの影響 最新医学. 2017.09; 72(9); 1291-1301



— 389 —

全人的医療開発学講座

[講演 · 口頭発表等]

1. 中川美奈、朝比奈靖浩、渡辺　守. 【パネルディスカッション 11：C 型肝炎インターフェロンフリー治療の
現況】C 型慢性肝疾患に対するインターフェロンフリー治療の有効性の検討. 第 103回日本消化器病学会総
会 2017.04.20 京王プラザホテル（東京都新宿区）

2. 中川美奈. 【C 型肝炎 4】座長. 第 103回日本消化器病学会総会 2017.04.22 京王プラザホテル（東京都新
宿区）

3. Jun Tsuruta, Kumiko Yamaguchi, Ayako Ichikawa, Yoko Yoshihashi,　Mina Nakagawa, KazukiTakada、.
Behavior changes of dental students after final-year IP program . ADEA/ADEE Joint meeting, London
2017.05.08

4. 保志ゆりか、矢内真人、松岡克善、日比谷秀爾、勝倉暢洋、竹中健人、鬼澤道夫、北畑富貴子、村川美也子、
新田沙由梨、藤井俊光、岡田英理子、井津井康浩、中川美奈、柿沼　晴、東　正新、長堀正和、大塚和朗、
朝比奈靖浩、渡辺　守新, 長堀正和, 大塚和朗, 朝比奈靖浩, 渡辺　守. 潰瘍性大腸炎に合併した急性膵炎の
２例. 日本消化器病学会 関東支部第 344回例会 2017.05.27 シェーンバッハ · サボー（東京都千代田区）

5. 井津井康浩、大谷賢志、北畑富貴子、新田沙由梨、村川美也子、中川美奈、柿沼　晴、東　正新、高橋和明、
朝比奈靖浩、渡辺　守. 免疫抑制状態での E型肝炎慢性化症例の解析. 第 53回日本肝臓学会総会 2017.06.08
広島国際会議場（広島県広島市）

6. 中川美奈、朝比奈靖浩、渡辺　守. インターフェロンフリー治療後のＣ型慢性肝疾患診療の最適化. 第 53回
日本肝臓学会総会 2017.06.08 広島国際会議場（広島県広島市）

7. 新田沙由梨、村川美也子、永田紘子、佐藤綾子、三好正人、角田知之、浅野　侑、金子　俊、大谷賢志、北
畑富貴子、東　正新、柿沼　晴、中川美奈、加藤孝宣、朝比奈靖浩、渡辺　守. HCV-NS5A阻害薬使用に関
連する薬剤耐性変異ウイルスとその特徴. 第 53回日本肝臓学会総会 2017.06.08 広島国際会議場（広島県広
島市）

8. 柿沼 　晴、浅野　侑、三好正人、佐藤綾子、角田知之、金子　俊、大谷賢志、永田紘子、北畑富貴子、村川
美也子、新田沙由梨、井津井康浩、中川美奈、東　正新、朝比奈靖浩、渡辺　守. 食餌誘導性 NASHモデル
マウスにおけるMatrix Metalloporoteinase-2の機能的解析. 第 53回日本肝臓学会総会 2017.06.09 広島国
際会議場（広島県広島市）

9. 永田紘子、中川美奈、朝比奈靖浩. 【ワークショップ 4：C型肝炎 SVR後の問題点】C型慢性肝炎に対する
IFN-based, IFN-free治療後発癌及び発癌予測因子についての検討. 第 53回日本肝臓学会総会 2017.06.09 広
島国際会議場（広島県広島市）

10. 中川美奈. ポスターセッション 3「HCV1」司会. 第 53回日本肝臓学会総会 2017.06.09 広島国際会議場（広
島県広島市）

11. 中川美奈. C型慢性肝炎に対する IFN-based, IFN-free治療後発癌および発癌予測因子としてのM2BPGiの
有用性. 第六回M2BPGi臨床研究会 2017.06.10 ホテルグランヴィア広島（広島県広島市）

12. 鈴木美麗、桑原小の実、福田将義、和田祥城、岡田英理子、松岡克善、山内　慎一、安野正道、和田あかね、
倉田盛人、仁部洋一、北畑富貴子、根本泰宏、藤井俊光、大島　茂、中川美奈、永石宇司、柿沼　晴、岡本
隆一、大塚和朗、渡辺　守. 直腸絨毛腫瘍により電解質異常を認めた一例. 第 104回 日本消化器内視鏡学会
関東支部例会 2017.06.11 シェーンバッハ · サボー（東京都千代田区）

13. 北畑富貴子、朝比奈靖浩、田中信二、村川美也子、新田沙由梨、柿沼　晴、永田紘子、金子　俊、浅野　侑、
角田知之、三好正人、井上恵美、佐藤綾子、井津井康浩、中川美奈、東　正新、田邉　稔、前川伸哉、榎本
信幸、渡辺　守. 【シンポジウム 1　肝炎ウイルス制御後の肝癌の特性と治療：エビデンスとコンセンサス】
肝炎ウイルス制御下および B型肝炎ウイルス既往感染における肝細胞癌遺伝子変異の検討. 第 53回日本肝
癌研究会 2017.07.06 京王プラザホテル（東京都新宿区）

14. 永田紘子、中川美奈、朝比奈靖浩. C型慢性肝炎に対する IFN-based、IFN-free治療後発癌および発癌予測
因子についての検討. 第 53回日本肝癌研究会 2017.07.07 京王プラザホテル（東京都新宿区）

15. Satoru Muro, Yasuo Nakajima, Hisayo Nasu, Kumiko Yamaguchi, Keiichi Akita.. Anterior Region of
the Anal Canal: Transanal Ultrasonography and Histological Study.. 34th Annual Meeting - American
Association of Clinical Anatomists 2017.07.21 Minneapolis, USA

16. 岡田 英理子, 高橋 誠, 井津井 康浩, 中川 美奈, 山口 久美子, 金子 英司, 角 勇樹, 田中 雄二郎. 症候学入門講
義の post-test導入による改善と課題. 第 49回医学教育学会 2017.08.01
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17. 中川 美奈, 山口 久美子, 高田 和生, 北川 昌伸, 田中 雄二郎. DREEM質問票を用いた医学部学生の学習環
境調査の試み. 第 49回医学教育学会 2017.08.18

18. 秋田 恵一, 山口 久美子. 医学科第 2学年人体解剖学実習における課題提出と成績の関連について. 第 49回
医学教育学会 2017.08.18

19. 山口 久美子, 中川 美奈, 川上 千春, 市川 理子, 吉橋 洋子, 鶴田 潤, 高田 和生. 専門職連携プログラムにおけ
る患者中心の医療への視点の変化. 第 49回医学教育学会 2017.08.18

20. 市川 理子, 中川 美奈, 山口 久美子, 吉橋 洋子, 鶴田 潤, 川上 千春, 高田 和生. 日本の単施設における専門職
連携の阻害要因調査と卒前専門職連携教育到達目標の再設定. 第 49回医学教育学会 2017.08.18

21. 中川美奈、山口久美子、高田和生、北川昌伸、田中雄二郎. DREEM質問票を用いた医学部学生の学習環境
調査の試み. 第 49回日本医学教育学会大会 2017.08.19 札幌

22. Mina Nakagawa, Kumiko Yamaguchi, Janelle Moross, Ayako Ichikawa, Yoko Yoshihashi, Chiharu Kawakami,
Jun Tsuruta, Kazuki Takada, Yujiro Tanaka and Junji Tagami. Introduction of interprofessional education
(IPE) for medical and dental students. AMEE 2017 2017.08.29 Helsinki

23. Kumiko Yamaguchi, Mina Nakagawa, Chiharu Kawakami, Yoko Yoshihashi, Ayako Ichikawa, Kazuki
Takada. Improvement of the patient-centered medicine portion of IPE program by adding patients’
lectures　. ANNUAL CONFERENCE 2017, AN INTERNATIONAL ASSOCIATION FOR MEDICAL
EDUCATION 2017.08.30

24. Mina Nakagawa, Kumiko Yamaguchi, Janelle Moross, Kazuki Takada, Yujiro Tanaka, Junji Tagami.
Introduction of interprofessional education (IPE) for medical and dental students. ANNUAL CONFER-
ENCE 2017, AN INTERNATIONAL ASSOCIATION FOR MEDICAL EDUCATION 2017.08.30

25. 中川美奈. 【研究報告】C型慢性肝疾患ウイルス制御下における肝発癌抑止効果の有無の検討. 第 17回　御
茶ノ水リバーカンファレンス 2017.09.16 ホテル東京ガーデンパレス（東京都文京区）

26. 角田知之、柿沼　晴、三好正人、佐藤綾子、四宮恵美、金子　俊、浅野　侑、村川美也子、新田沙由梨、井
津井康浩、東　正新、中川美奈、朝比奈靖浩、渡辺　守. 【スポンサードワークショップ 1：慢性肝疾患の線
維化発がん阻止への展望】ヒト iPS細胞由来肝臓系譜細胞による病態モデルの作成と先天性肝線維症の病態
解析. 第 54回日本消化器免疫学会総会 2017.09.29 京王プラザホテル（東京都新宿区）

27. 近藤有紀、藤井　崇、日比谷秀爾、勝倉暢洋、竹中健人、鬼澤道夫、北畑富貴子、村川美也子、松岡克善、
新田沙由梨、藤井俊光、岡田英里子、井津井康浩、齋藤詠子、中川美奈、柿沼　晴、長堀正和、大塚和朗、
渡辺　守、高岡亜弓、山内慎一. ２年間持続する貧血があり、イレウス症状を契機に診断に至った原発性小
腸癌の１例. 日本消化器病学会 関東支部第 346回例会 2017.09.30 海運クラブ（東京都千代田区）

28. 中川美奈. 【デジタルポスターセッション 3：C型肝炎（治療後予後）1】　座長. JDDW 2017 2017.10.12
マリンメッセ福岡（福岡県福岡市）

29. 村川美也子、朝比奈靖浩、中川美奈、東　正新、柿沼　晴、井津井康浩、新田沙由梨、北畑富貴子、金子　
俊、永田紘子、浅野　侑、三好正人、角田知之、井上恵美、佐藤綾子、渡辺　守. B型慢性肝疾患における
核酸アナログ治療成績と肝発癌予測因子の検討. JDDW2017 第 21回肝臓学会大会 2017.10.13

30. 中川美奈、 朝比奈靖浩、 渡辺　守. 【パネルディスカッション 2：SVR100%を目指す DAAs治療】C型慢
性肝疾患に対するインターフェロンフリー治療不成功および治療後発癌例の検討 . JDDW 2017 2017.10.13
福岡国際センター（福岡県福岡市）

31. 村川美也子、朝比奈靖浩、中川美奈、佐藤綾子、井上恵美、三好正人、角田知之、浅野　侑、金子　俊、
永田紘子、井津井康浩、東　正新、柿沼　晴、渡辺　守. 【デジタルポスターセッション 32：Ｂ型肝炎（治
療）1】B型慢性肝疾患における核酸アナログ治療成績と肝発癌予測因子の検討 . JDDW 2017 2017.10.13
マリンメッセ福岡（福岡県福岡市）

32. 永田紘子、中川美奈、朝比奈靖浩. 【ワークショップ 18：C型肝炎 SVR例の予後改善】　 C型慢性肝炎に
対する IFN-based, IFN-free治療 SVR後発癌および発癌予測因子についての検討 . JDDW 2017 2017.10.13
福岡国際会議場（福岡県福岡市）

33. Murakawa M, Asahina Y, Nakagawa M, Nitta S, Kawai-Kitahata F, Nagata H, Kaneko S, Asano Y,
Miyoshi M, Tsunoda T, Inoue-Shinomiya E, Sato A, Itsui Y, Kakinuma S, Azuma S, Watanabe M.
On-treatment higher levels of alpha-fetoprotein and M2BPGi are associated with development of hepato-
cellular carcinoma during nucleos(t)ide analog therapy in patients with HBV chronic infection. AASLD,
The Liver Meeting 2017 2017.10.21 Washington DC (USA)
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34. Kaneko S, Kakinuma S, Asahina Y, Kamiya A, Miyoshi M, Tsunoda T, Inoue-Shinomiya E, Nitta S, Sato
A, Asano Y, Nagata H, Kawai-Kitahata F, Murakawa M, Itsui Y, Nakagawa M, Azuma S, Watanabe M. A
novel culture model for coinfection of hepatitis B and hepatitis C viruses using human induced pluripotent
stem cell–derived hepatic cells for analyses of changes in host-innate immune responses . AASLD The
Liver Meeting 2017 2017.10.22 Washington DC

35. Nakagawa M, Asahina Y, Nagata H, Kaneko S, Kawai-Kitahata F, Murakawa M, Nitta S, Itsui Y, Azuma
S, Kakinuma S, Tanaka Y, Watanabe M. Evaluation of an early occurrence and recurrence of hepatocellular
carcinoma in chronic hepatitis C patients treated with All-Oral DAAs - propensity score-matched analysis
of a prospective database -. AASLD, The Liver Meeting 2017 2017.10.22 Washington D.C (USA）

[社会貢献活動]

1. 医科歯科大のグローバル教育, 日本経済新聞社, 日本経済新聞, 2017年 11月 29日

2. 笑顔の毎日を送るために知っておきたい　 C型肝炎, ラジオ番組（文化放送）, 2017年 12月 29日
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神経機能形態学
Neuroanatomy and Cellular Neurobiology

教 授　　　寺 田 純 雄
助 教　　　川 岸 将 彦
助 教　　　齊 藤 健 太
助 教　　　佐 藤 啓 介
医療技術職員 田 口 美 恵

( 1 ) 分野概要

私たちの分野は、1966年 7月に萬年 甫 教授によって開設された解剖学第三講座に由来し、1990年 5月着任の中
村 泰尚 教授のあとを引き継ぐ形で 2005年 9月に発足しました。数多くの有為な人材を輩出してきた、良き伝統
を誇っています。神経系を中心に形態学的な観点から、新しい分子や現象を見つける、観察法（新規測光法にも
とづく顕微鏡やイメージング手法）を開発する、という姿勢で研究を進めています。研究テーマは神経細胞にお
ける細胞内輸送と細胞骨格動態の制御機構の解明を中心としていますが、本質的なブレークスルーに独自の観察
技術の開発は必須です。さまざまな顕微測光技術を活用することにより、形態変化 · 機能変化を追う新たな“顕微
鏡”を開発し、神経細胞の動態制御機構に迫ることを目標としています。

( 2 ) 研究活動

現行の主な研究テーマは以下の通りです。

　 A. 蛋白質の細胞内輸送と品質管理のクロストーク機構の解明
　 B. 新規測光法、イメージング手法の開発
　 C. 細胞骨格動態調節機構の解明
　 D. 吸入麻酔薬の動態可視化と作用機構の解明

神経細胞軸索内における細胞質性蛋白質の輸送は特に遅い軸索輸送とよばれ、その分子機構は長い間謎とされてき
ました。研究の積み重ねにより、この輸送が微小管依存性にキネシン１をモーター分子として行われており、最近
の私たちの成果としてこの過程にシャペロン分子が関与することがわかってきました（プロジェクト A）。これら
の成果は、さまざまな神経変性疾患の病態を理解する上でも重要な基礎となる所見です。しかしながら、現在私た
ちが知る実験手法の中で、シャペロン分子のように非特異的かつ弱い相互作用を介して機能する分子群を、生体
内で解析する適切な方法がありません。このような背景から、私たちの研究をさらに進めるためには、細胞内分
子間ネットワークの変化を検出する新規測光法の開発が不可欠と考え、努力を続けています。（プロジェクト B）。

また、遅い軸索輸送で運ばれる代表的な蛋白質にアクチンやチュブリン、ニューロフィラメントなどの細胞骨格
蛋白質がありますが、ほかの一般的な細胞質性蛋白質群と異なり、どのようなメカニズムで輸送をはじめとする
その動態が制御されているかは全くわかっていません。私たちは、新しい実験系を確立してこの問題に迫りつつ
あります（プロジェクト C）。神経疾患の病理過程のさまざまな局面で細胞骨格関連分子の異常が指摘されていま
すが、このプロセスの理解の基礎となる成果が期待されます。また、この実験過程においては、可能な限り染色
や標識を行わず、生きた状態に近い標本を、できる限り高分解能で観察する新規顕微鏡の存在が望まれます。こ
の開発にも着手しています（プロジェクト B）。

以上のプロジェクトのほかに、新規顕微測光法による吸入麻酔薬の局在の可視化成功を契機として、その神経興
奮制御機構に迫る努力を行っています（プロジェクト D）。（関連して 2012年 10月より東京農工大学（三沢和彦
教授）、ワイヤード株式会社と共同で科学技術振興機構 研究成果展開事業先端計測分析技術 · 機器開発プログラム
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「分子構造指標を用いた生体関連分子の細胞内動態観察装置の開発」の支援を受けてきました。）

国際共同研究も積極的に推進しています。特に米国ウッズホール海洋生物学研究所とは継続的な協力関係にあり、
交流活動に対し 2013年後期より日本学術振興会 オープンパートナーシップ 二国間交流事業（共同研究）：「先進
的顕微分光法による顕微鏡開発と応用に関する共同研究」の支援を受けました。

( 3 ) 教育活動

１．大学院教育
　　　博士 · 修士課程大学院生の研究指導
　　　神経機能形態学特論 · 演習 · 研究実習（博士課程）
　　　人体形態学 · 口腔形態学（科目責任者）講義（修士課程）
　　　大学院特別講義の開催
　　　研究者養成コース（大学院）

２．学部教育
　　　神経解剖学の講義及び実習（医学科第二学年）
　　　人体構造学（保健衛生学科検査技術学専攻第二学年）
　　　プロジェクトセメスター（医学科第四学年時の研究室配属）
　　　研究者養成コース（医学科）
　　　研究実践プログラム（医学科）

以上のほか、本学以外でも複数の大学で非常勤講師、客員教授として最新の形態学研究の紹介を行っています。

( 4 ) 教育方針

博士 · 修士課程大学院生の研究指導をはじめとする大学院教育（神経機能形態学特論 · 演習 · 研究実習）、プロジェ
クトセメスター（医学科第四学年時の研究室配属、2016年までにのべ 8名の学生の教育を担当）、研究者養成コー
ス、研究実践プログラムなど、実際に研究活動を行う機会では、分子細胞生物学や生物物理学を含めた最新かつ
ユニークな高等教育の場をつくるよう心掛けています。

学部教育としては、医学科第二学年の神経解剖学の講義及び実習、保健衛生学科検査技術学専攻第二学年の人体
構造学の実習の一部を担当しています。内容は肉眼から組織レベルにいたる神経解剖学です。スポットではいる
特別講義以外はなるべく寺田が全体の講義をカバーし、神経系の構造の体系的な理解を促進するように努力して
います。一度で理解するのが困難な場合でも、後で振り返ってもらって理解する機会をつくるために、教材作成
に注力してきました。（関連して 2009年 1月より、防衛医大の小林靖教授と共著で、中外医学社発行の「クリニ
カルニューロサイエンス」誌に『神経解剖学の見方，考え方』と題する連載を担当しています。）また実習を重要
視しています。既知の構造を要領よく確認、記憶してもらうよりも、むしろ構造を探すプロセスそのものを体験
してもらうことの方が重要と考えています。田口技術職員と共に神経組織標本の充実に努力を継続し、その水準
は質、量共に有数のものと自負しています。医学科対象の特別講義では大竹一嘉（サノフィ株式会社 · 希少疾患領
域メディカル部部長）、八木沼洋行（福島県立医大教授）、武井陽介（筑波大学医学医療系解剖学 · 神経科学教授）
の各先生方にご助力をいただいています。また特別講義の一つとして最新の顕微測光法を利用した新しい形態学
研究の紹介を行っています。

( 5 ) 研究業績

[原著]

1. 小林 靖, 寺田 純雄. 神経解剖学の見方、考え方　運動関連領野 Clinical Neuroscience. 2017.01; 35(1); 4-7

2. 寺田 純雄. ウィリス動脈輪はどのように構成されているか?　【輪状構造のみを指すか、直接接続する動脈
を含めて考えるか】 日本医事新報. 2017.01; (4838); 61-62

3. 小林靖, 寺田純雄. 神経解剖学の見方、考え方　体性感覚野 Clinical Neuroscience. 2017.02; 35(2); 124-125

4. 寺田 純雄, 小林 靖. 神経解剖学の見方、考え方　島皮質とその周辺、大脳皮質線維系の観察 (1) Clinical
Neuroscience. 2017.03; 35(3); 252-256
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5. 寺田 純雄, 小林 靖. 神経解剖学の見方、考え方　島皮質とその周辺、大脳皮質線維系の観察 (2) Clinical
Neuroscience. 2017.04; 35(4); 368-370

6. 寺田 純雄, 小林 靖. 神経解剖学の見方、考え方　聴覚野 Clinical Neuroscience. 2017.05; 35(5); 504-505

7. 寺田 純雄, 小林 靖. 神経解剖学の見方、考え方　視覚野 (1) Clinical Neuroscience. 2017.06; 35(6); 636-637

8. 寺田 純雄. 【網様体-古くて新しいシステム】 構造、ネットワーク、機能　ヒトの網様体の構造 Clinical
Neuroscience. 2017.06; 35(6); 657-660

9. 寺田 純雄, 小林 靖. 神経解剖学の見方、考え方　視覚野 (2) Clinical Neuroscience. 2017.07; 35(7); 764-768

10. 小林靖, 寺田純雄. 神経解剖学の見方、考え方　頭頂連合野 Clinical Neuroscience. 2017.08; 35(8); 904-906

11. 小林靖,寺田純雄. 神経解剖学の見方、考え方　側頭連合野 Clinical Neuroscience. 2017.09; 35(9); 1028-1029

12. 小林 靖, 寺田 純雄. 神経解剖学の見方、考え方　嗅覚系と嗅覚野 Clinical Neuroscience. 2017.10; 35(10);
1144-1147

13. 小林 靖, 寺田 純雄. 神経解剖学の見方、考え方　味覚系と味覚野 Clinical Neuroscience. 2017.11; 35(11);
1268-1269

14. 小林 靖, 寺田 純雄. 神経解剖学の見方、考え方　前頭連合野 Clinical Neuroscience. 2017.12; 35(12);
1364-1367

[講演 · 口頭発表等]

1. Masahiko KAWAGISHI, Yuki OBARA, Takayuki SUZUKI, Masumi HAYASHI, Kazuhiko MISAWA,
Sumio TERADA. Direct label-free measurement of the distribution of small molecular weight compound
using coherent Raman microspectroscopy. 第 122回日本解剖学会総会全国学術集会 2017.03.29 長崎県長
崎市

[特許]

1. 共焦点スキャナユニットおよび共焦点顕微鏡, 特許番号：I534473

[受賞]

1. 学長裁量優秀若手研究者奨励賞, 東京医科歯科大学, 2017年 08月
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システム神経生理学
Systems Neurophysiology

教　授 杉原　泉
准教授 杉内 友理子
講　師 伊澤 佳子
助　教 高橋 真有
学振特別研究員　 ヘルミナ　ネデェレスキュ
大学院生（博士課程） 6人
非常勤講師 藤田 啓史

( 1 ) 分野概要

システム神経生理学分野は、以前の名称は医学部第一生理学講座で、基礎医学の教室の一つとして、主として神
経生理学と関連する神経科学の教育と研究を担当している。

( 2 ) 研究活動

　神経系の機能の発現の基盤になる構造を理解し、その上で機能を解明することを主なテーマとして研究を行っ
ている。運動制御の中枢神経機構として、臨床的にも重要でありこれまでも詳細な解析がなされている眼球運動
の制御に関わる中枢神経回路、および、それにも含まれるが、その病変が運動失調という特異な症状を現す小脳
に関して、電気生理学的、形態学的、細胞生物学的手法等を用いて解析を進めている。

　１）小脳の構築と機能に関する研究
　小脳は部位により異なる神経回路網を脳の他の部分との間に作り、眼球運動を含め異なる運動の制御に関わって
いる。例えば大脳との間には、大脳-橋核-小脳皮質（半球部）-小脳核（歯状核）-視床-大脳を結ぶ神経回路網があ
り、正確な運動の開始と遂行を制御する。小脳の働きを理解するためには、このような小脳の区分の構成とそれ
に特異的な神経回路（入出力系）を正確に知り、小脳全体がどのような原則に基づいて構築され入出力系を通し
て機能しているかを明らかにすることが必要である。この問題に関して、形態学的方法、分子生物学的手法、電
気生理学的方法などにより系統的に解析している。特に、単一軸索再構築法、マーカー分子とトレーサーによる
神経標識法、形成過程の三次元マッピング法で成果をあげている。

２）眼球運動の中枢神経機構の研究
　動物は視野内に興味のある物体が出現した時、眼と頚を動かし、対象をとらえる。この指向運動のシステムに
おいて、二次元の視覚情報から三次元の運動情報への座標変換の中枢機構を明らかにするために、上丘および脳
幹の眼球運動系と脊髄の頚部運動系において単一細胞活動の分析と形態学的解析を行っている。さらに眼球運動
の制御と注視のメカニズムを明らかにするため、大脳前頭眼野から上丘および脳幹に至る眼球運動出力系の研究
を行っている。

( 3 ) 教育活動

　医学部医学科の授業としては、「神経生理学導入」、「神経科学」、「生理学実習」（いずれも 2年生）を担当し、他
に、大学院の授業も担当している。主に神経生理学の部分を担当し、神経細胞 · 神経系の正常機能の十分な理解
の上に、それを基にして疾患の病態が理解できるように形態学 · 薬理学とも関連させて臨床指向的な講義 · 実習を
行っている。
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( 4 ) 教育方針

　講義での内容は、細胞膜の輸送と膜電位、興奮とシナプス伝達（神経生理学導入）、感覚系、運動系、自律神経
系、脳高次機能など（神経科学）、分枝、細胞レベルから個体レベルまでの神経生理学全般を扱っている。学生が
基本的なことを自ら学ぶ習慣を身につけることを支援するため、一部では、アクティブラーニング的な授業も行っ
ている。生理学実習は、少人数グループで、教員とのディスカッションを多く取り入れている。医学科２ · ３年生
の研究実践コースの学生を 3名受け入れた。

( 5 ) 研究業績

[原著]

1. Luo Y, Fujita H, Nedelescu H, Biswas MS, Sato C, Ying S, Takahashi M, Akita K, Higashi T, Aoki I,
Sugihara I.. Lobular homology in cerebellar hemispheres of humans, non-human primates and rodents:
a structural, axonal tracing and molecular expression analysis. Brain Structure and Function. 2017.05;
222(6); 2449-2472

2. Vibulyaseck S, Fujita H, Luo Y, Tran AK, Oh-Nishi A, Ono Y, Hirano S, Sugihara I. Spatial rearrange-
ment of Purkinje cell subsets forms the transverse and longitudinal compartmentalization in the mouse
embryonic cerebellum. Journal of Comparative Neurology. 2017.05; 525(14); 2971-2990

3. Tang T, Xiao J, Suh CY, Burroughs A, Cerminara NL, Jia L, Marshall SP, Wise AK, Apps R, Sugihara I,
Lang EJ. Heterogeneity of Purkinje cell simple spike - complex spike interactions: zebrin- and non-zebrin-
related variations. Journal of Physiology. 2017.08; 595(15); 5341-5357

4. Luo Y, Patel RP, Sarpong GA, Sasamura K, Sugihara I.. Single axonal morphology and termination to
cerebellar aldolase C stripes characterize distinct spinocerebellar projection systems originating from the
thoracic spinal cord in the mouse. Journal of Comparative Neurology. 2017.11; 526(4); 681-706

[総説]

1. Lang EJ, Apps R, Bengtsson F, Cerminara NL, De Zeeuw CI, Ebner TJ, Heck DH, Jaeger D, Jörntell H,
Kawato M, Otis TS, Ozyildirim O, Popa LS, Reeves AM, Schweighofer N, Sugihara I, Xiao J. . The roles
of the olivocerebellar pathway in motor learning and motor control. Cerebellum. 2017.02; 16(1); 230-252

2. Luo Y, Fujita H, Nedelescu H, Biswas MS, Sato C, Ying S, Takahashi M, Akita K, Higashi T, Aoki I,
Sugihara I.. Lobular homology in cerebellar hemispheres of humans, non-human primates and rodents: a
structural, axon tracing and molecular expression analysis. Brain Structure and Function. 2017.05; (222);
2449-2472

[講演 · 口頭発表等]

1. Vibulyaseck S, Fujita H, Luo Y, Ono Y, Hirano S, Sugihara I.. Differentiation and migration of Purkinje
cell subsets in the cerebellar primordium. 第 9回 CBIR/ONSA共催若手インスパイアシンポジウム 2017
年 2月 11日東京医科歯科大学 2017.02.11 Tokyo

2. Izumi Sugihara. The ansiform lobule (crus I in the rodent cerebellum) is unique in its conformation, axonal
connection, striped pattern, evolution and development in the mammalian cerebellum. The 8th Interna-
tional Symposium of the Society for Research on the Cerebellum and Ataxias (SRCA): from Development
to Disease 2017.05.25 Winnipeg, Manitoba, Canada

3. Mayu Takahashi. Functional roles of commissural connections between the superior colliculi. Seminars
on neural basis of motor control (Satellite symposium in honor of David Robinson) 2017.05.25

4. 杉内友理子. 眼球 · 頭部運動系における座標系と機能的シナジーの中枢神経基盤. 第 5回新学術領域全体会
議 2017.06.20

5. Mayu Takahashi, Yoshikazu Shinoda. Roles of commissural connections between the bilateral superior
colliculi on eye and head movements. Gordon Research Conference on “Eye Movements” 2017.07.10

6. 高橋真有、篠田義一. サッケードの座標系と垂直性サッケードの神経機構. 第 55回日本神経眼科学会総会
2017.11.11
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7. Sugihara I, Luo Y.. Historical inconsistency in definitions of cerebellar hemispheric lobules (crus I and crus
II of the ansiform lobule) of non-human primates.. Neuroscience 2017, November 11-16 in Washington
DC. 2017.11.11 Washington DC

8. Sugihara I, Luo Y.. Single axon morphology of the spinocerebellar projection in the mouse. 2017, Novem-
ber 11-16 in Washington DC. 2017.11.12 Washington DC

9. 杉内友理子、髙橋真有、篠田義一. 上丘から水平 · 垂直サッケード系運動ニューロンへの入力の違いの検討.
2017.11.29 長野県軽井沢町

10. 高橋真有、篠田義一. 一側上丘微小電流刺激により誘発されるサッケードの解析. 2017.12.01 軽井沢

[受賞]

1. 平成 29年度学長裁量優秀若手研究者奨励賞, 東京医科歯科大学, 2017年 10月
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細胞薬理学
Pharmacology and Neurobiology

教授:田邊　勉
助教:三枝　弘尚
助教:藤川　誠
助教:田中　大介

( 1 ) 分野概要

記憶と学習、認知と行動、意識の発生、個性とこころの問題など脳機能にはいまだ未知で興味深いものが非常に
多い。一方、より複雑化し平均寿命も伸びた現代社会においては、神経疾患、神経因性疼痛などの治療（予防）法
の開発の必要性が著しく高くなっている。我々の教室ではこれら疾患の原因究明と治療法開発の基盤確立を目指
し、種々疾患モデルマウスを作製し、神経細胞およびスライス標本を用いた細胞、組織レベルでの研究と動物個
体を用いたシステムレベルでの研究の統合を図っている。

( 2 ) 研究活動

１．ミクログリアの機能制御と神経炎症性疾患/神経変性疾患
　　◆ 神経炎症性疾患
　　◆ 精神疾患
　　◆ 神経変性疾患
２．マクロファージの機能制御と炎症性腸疾患/関節リウマチ
３．生物発光及び FRETを用いた、がん幹細胞/がん細胞の 1細胞レベルでのエネルギー代謝イメージング
４．種々神経変性疾患モデルマウスの変性領域に存在する神経細胞、ミクログリア、アストロサイト等の 1細胞
レベルでのエネルギー代謝イメージング
５．摂食に伴う快情動と動機を制御する神経基盤の解明
６．Caチャネルの機能異常に基づく神経疾患の分子機構
７．グリアーニューロン連関の破たんと神経疾患

( 3 ) 教育活動

学部学生に対する薬理学教育は、基本的、代表的な薬物を取り上げて、その薬理作用、作用機序、代謝、臨床応用
などについて系統的に解説し、その後の臨床講義や臨床の現場で多数の薬物に遭遇しても応用できるような薬理学
的基礎を与えることを目的としています。そして生理学、生化学、薬理学等の区別にあまりとらわれずに、広く
「物質と生体の相互作用」という立場から教育を行います。また実習を通じた教育を重視しており、動物実験代替
法としてコンピュータシミュレーションプログラムを用い、様々な組織標本、動物個体に対する多くの薬物の薬
理効果を自分の目で直接確認してもらいます。また、薬物動態に関しても、実際に人を対象として実習を行った
ならば膨大な時間や労力を要し、実質的には実施不可能な項目についても、シミュレーション実習により、短時
間で行うことが可能になりました。
　大学院生については、はじめに基礎トレーニングとして生化学、分子生物学、薬理学、電気生理学の練習実験の
傍ら論文の抄読を行ない関連分野の基礎知識と最新知識の吸収に努めさせる。その後テーマを決定し、senior staff
の指導のもとに研究を進めさせる。
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( 4 ) 研究業績

[講演 · 口頭発表等]

1. Daisuke H. Tanaka, Shusheng Li, Tsutomu Tanabe. Expression of gustatory "disgust" reactions recruit
specific amygdaloid nuclei in mice. The 40th Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society 2017.07.21
Chiba, Japan

[社会貢献活動]

1. 公益財団法人日本応用酵素協会 · 評議員　田邊勉, 公益財団法人日本応用酵素協会, 2010年 04月 01日 - 現在

2. 独立行政法人大学評価 · 学位授与機構 · 国立大学教育研究評価委員会専門委員　田邊勉, 独立行政法人大学
評価 · 学位授与機構, 2015年 10月 01日 - 現在

3. 日本医療研究開発機構 (AMED) 脳科学研究戦略推進プログラム · （BMI生物プログラムオフィサー）田邊
勉, 日本医療研究開発機構 (AMED), 2016年 04月 01日 - 2018年 03月 31日

4. 日本医療研究開発機構 (AMED) 脳科学研究戦略推進プログラム · （環境適応脳プログラムオフィサー）田
邊勉, 日本医療研究開発機構 (AMED), 2016年 04月 01日 - 現在

5. 日本医療研究開発機構 (AMED) 脳科学研究戦略推進プログラム · （融合脳プログラムオフィサー）田邊勉,
日本医療研究開発機構 (AMED), 2016年 04月 01日 - 現在

6. 日本医療研究開発機構 (AMED) 脳科学研究戦略推進プログラム事後評価委員（霊長類モデル）田邊勉 , 2017
年 04月 01日 - 2018年 03月 31日

7. 日本医療研究開発機構 (AMED) 脳科学研究戦略推進プログラム事後評価委員（BMI技術と生物学の融合）
田邊勉 , 2017年 04月 01日 - 2018年 03月 31日

8. 日本医療研究開発機構 (AMED) 脳科学研究戦略推進プログラム事後評価委員（BMI技術）田邊勉 , 2017年
04月 01日 - 2018年 03月 31日

9. 日本医療研究開発機構 (AMED)難治性疾患実用化研究事業課題評価委員　田邊勉, 2017年 11月 22日 - 現在
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分子神経科学
Molecular Neuroscience

教　授　田中　光一
准教授　相田　知海
助　教　石田　紗恵子
助　教　平岡　優一（2016年 5月 1日～）
大学院生（博士）
　　　　　赵　卓扬
　　　　　杉山　香織
　　　　　半田　剛久
大学院生（修士）
　　　　　楠瀬　未菜
　　　　　田中　萌子
　　　　　瀧川　遥
　　　　　小川　恕
技術補佐員
　　　　　石久保　春美
秘　　書　
　　　　　大野　里美

( 1 ) 分野概要

種々の分子や細胞の機能及びこれらの異常がどのように動物の個体レベルでの行動及び行動異常に関与するかに
ついて遺伝子改変動物を用いて研究する。これらの解析を通して、記憶 · 学習などの脳高次機能及び機能異常の機
構を、分子 · 細胞および個体レベルで理解する。

( 2 ) 研究活動

１．グルタミン酸トランスポーターの脳機能における役割
中枢神経系の興奮性シナプス伝達は主にグルタミン酸により担われており、グルタミン酸シグナル伝達の解明は
脳機能解明の基礎となる。我々の分野では、神経回路網の形成 · 脳高次機能におけるグルタミン酸シグナリングの
機能的役割を分子、細胞、個体レベルで明らかにすることを目指す。また、過剰なグルタミン酸は神経毒性を示
し、様々な精神神経疾患の原因と考えられている。精神神経疾患におけるグルタミン酸シグナル伝達の病態生理
学的役割を解明し、それら疾患の新しい治療法の開発を目指す。グルタミン酸シグナル伝達に中心的な役割を果
たすグルタミン酸トランスポーターを中心に研究を行っている。
グルタミン酸トランスポーターは、神経終末から放出されたグルタミン酸を取り込み、神経伝達物質としての作
用を終わらせ、細胞外グルタミン酸濃度を低く保つ機能的分子である。現在まで脳のグルタミン酸トランスポー
ターには、グリア型２種類 (GLT1, GLAST)と神経型２種類 (EAAC1, EAAT4)の計４種類のサブタイプが知ら
れている。
　小脳プルキンエ細胞は、グルタミン酸の興奮毒性に脆弱であることが知られている。また、プルキンエ細胞が変
性する脊髄小脳変性症のモデル動物においてGLASTあるいは EAAT4の発現が減少することが報告されている。
GLASTは小脳のバーグマングリア、EAAT4は小脳のプルキンエ細胞に局在するグルタミン酸トランスポーター
である。本年度は、脊髄小脳変性症 5型 (SCA5)モデルマウスと EAAT4欠損マウス · GLAST欠損マウスを交
配し、表現型に及ぼす影響を解析することにより、GLAST及び EAAT4の SCA5における役割を明らかにした。
SCA5モデルにおける初期のプルキンエ細胞の変性には EAAT4が、後期のプルキンエ細胞の変性にはGLASTが
重要な役割を果たすことを明らかにした (Perkins et al., 2016)。また、geranylgeranylacetone (GGA)が、HSP70
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の発現を上昇させることにより、GLAST欠損マウスで見られる網膜神経節細胞の変性を抑制することを見つけた
(Dong et al., 2016)。

２．ゲノム編集を用いた遺伝子改変技術の開発
　遺伝子改変動物、中でも特定の遺伝子を働かなくしたノックアウトマウスや、ヒト疾患の遺伝子変異あるいは
蛍光タンパク質等の機能分子を挿入したノックインマウスは、医学生物学発展の原動力となってきた。従来この
ような遺伝子改変マウスを作製するためには、ES細胞を用いて、少なくとも１年以上の期間、数百万円以上の費
用をかけた複雑な作業が必要であった。この状況は、どのような生物のどのような遺伝子配列も自在に改変可能
なゲノム編集技術の登場により一変した。我々は以前からマウス受精卵内で直接遺伝子改変を行う、in vivoゲノ
ム編集の開発を進めて来た。本年度は、昨年度開発したクローニングフリー CRISPR/Cas9システムに、以下の
２つの改良を加えた。
A. PITCh法によるドナーベクター作成の簡便化
　 PITCh(Precise Integration into Target Chromosomes)法は、相同組換やNHEJ(non-homologous end joining)
と異なる DNA 二本鎖切断の修復機構であるマイクロホモロジー媒介末端結合 (microhomology mediated end-
joining; MMEJ)を利用した外来遺伝子のノックイン法である。従来の相同組換えを利用した遺伝子挿入法では、
挿入効率を上げるため外来遺伝子の両側に 500～ 1000塩基対の相同配列を付加したドナーベクターを作成する必
要があった。しかし、PITCh法では相同配列の長さが約 20塩基対でよく、ドナーベクターの作成を簡便化でき
る。PITCh法で作成したドナーベクターを使い、クローニングフリー CRISPR/Cas9システムを用いノックイン
マウスの作成に成功した。
B. MMEJの効率を増加させる遺伝子 exonuclease 1(Exo1)の同定とそれを用いたノックインマウス作成の高効率
化
　 In vitroのスクリーニングによりMMEJの効率を高める遺伝子として Exo1を同定した。PITCh法で作成し
たドナーベクターを使い、クローニングフリー CRISPR/Cas9システムを用いノックインマウスを作成する際に、
Exo1のmRNAを同時に受精卵に注入することにより、ノックインマウスの作成効率が 3倍に増加した。本成果
は、ドナーベクターの作成を簡便化し、遺伝子改変マウス特にノックインマウスの作製をより高効率化した。

( 3 ) 教育活動

研究実習
認知のメカニズムを分子から個体行動レベルまで統一的に解析するため、遺伝子改変動物、キメラ動物の作成を
行う。また、作成したモデル動物の認知異常の解析およびその異常が発生した分子メカニズムに関して解析して
もらう。

参加可能プログラム
研究グループへの参加　　随　時
細胞生物学実験　　　　　　年 5回　 13：00—16：00
実験内容
　 1．遺伝子の単離とターゲティングベクターなどの作成
　 2．遺伝子改変マウスの作成
　 3．動物の行動解析法
　 4．中枢神経系の形態学的解析法

( 4 ) 教育方針

認知のメカニズムを分子から個体行動レベルまで統一的に解析するため、遺伝子改変動物、キメラ動物の作成を
行う。また、作成したモデル動物の認知異常の解析およびその異常が発生した分子メカニズムに関して解析して
もらう。

( 5 ) 研究業績

[原著]

1. Tomoharu Nakamori, Tomomi Kato, Hiroyuki Sakagami, Kohichi Tanaka, Hiroko Ohki-Hamazaki. Regu-
lation of visual Wulst cell responsiveness by imprinting causes stimulus-specific activation of rostral cells.
Sci Rep. 2017.02; 7; 42927
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2. Ken-Ichiro Kubo, Kimiko Deguchi, Taku Nagai, Yukiko Ito, Keitaro Yoshida, Toshihiro Endo, Seico
Benner, Wei Shan, Ayako Kitazawa, Michihiko Aramaki, Kazuhiro Ishii, Minkyung Shin, Yuki Mat-
sunaga, Kanehiro Hayashi, Masaki Kakeyama, Chiharu Tohyama, Kenji F Tanaka, Kohichi Tanaka, Sachio
Takashima, Masahiro Nakayama, Masayuki Itoh, Yukio Hirata, Barbara Antalffy, Dawna D Armstrong,
Kiyofumi Yamada, Ken Inoue, Kazunori Nakajima. Association of impaired neuronal migration with
cognitive deficits in extremely preterm infants. JCI Insight. 2017.05; 2(10);

3. Taisuke Miyazaki, Miwako Yamasaki, Kouichi Hashimoto, Kazuhisa Kohda, Michisuke Yuzaki, Keiko
Shimamoto, Kohichi Tanaka, Masanobu Kano, Masahiko Watanabe. Glutamate transporter GLAST
controls synaptic wrapping by Bergmann glia and ensures proper wiring of Purkinje cells. Proc. Natl.
Acad. Sci. U.S.A.. 2017.07; 114(28); 7438-7443

4. Kaori Sugiyama, Tomomi Aida, Masatoshi Nomura, Ryoichi Takayanagi, Hanns U Zeilhofer, Kohichi
Tanaka. Calpain-Dependent Degradation of Nucleoporins Contributes to Motor Neuron Death in a Mouse
Model of Chronic Excitotoxicity. J. Neurosci.. 2017.09; 37(36); 8830-8844

[総説]

1. 田中 光一. 【精神神経疾患と興奮性アミノ酸受容体】 グリア型グルタミン酸トランスポーター機能障害と
精神疾患 日本生物学的精神医学会誌. 2017.06; 28(2); 77-83

2. 田中 光一. 快人快説 最先端の研究テクノロジー紹介　 CRISPR/Cas9によるゲノム編集 LiSA. 2017.07;
24(7); 649-658

3. 石田　紗恵子. 焦点性てんかん原因遺伝子 DEPDC5 ―Depdc5 KOラットを用いた発症機序解明研究 関西
実験動物研究会会誌. 2017.12; (39); 43

4. 田中 光一. 【神経毒と Neuroscience】 毒性のメカニズムと症候　グルタミン酸 Clinical Neuroscience.
2017.12; 35(12); 1412-1416

[講演 · 口頭発表等]

1. Uchida Mizuki, Hida Hirotake, Mori Kentaro, Kitagaki Shinji, Ozaki Norio, Tanaka Kohichi, Yoshimi
Akira, Noda Yukihiro. Phencyclidine連続投与マウスの精神行動異常におけるグリア型グルタミン酸トラン
スポーターの機能的役割 (Functional roles of glial glutamate transporter in psychobehavioral abnormalities
of mice administered phencyclidine repeatedly). Journal of Pharmacological Sciences 2017.03.01

2. 石田紗恵子. 焦点性てんかん原因遺伝子、DEPDC5 KOラットの解析. 関西実験動物研究会 2017.03.03

3. 石田紗恵子. 焦点性てんかん原因遺伝子 DEPDC5. 日本薬理学会 2017.03.17

4. 野田 幸裕, 内田 美月, 長谷川 章, 北垣 伸治, 尾崎 紀夫, 田中 光一. 認知機能におけるグルタミン酸トランス
ポーター (GLAST)の役割. 日本生物学的精神医学会 · 日本神経精神薬理学会合同年会プログラム · 抄録集
2017.09.01

5. 石田　紗恵子. てんかんと遺伝子. 第 51回日本てんかん学会学術集会 2017.11.03

[特許]

1. 簡便で高効率の遺伝子改変非ヒト哺乳動物の作製方法, 特許番号：6190995

2. 簡便で高効率の遺伝子改変非ヒト哺乳動物の作製方法, 特許番号：6190995

3. 簡便で高効率の遺伝子改変非ヒト哺乳動物の作製方法, 公開番号：特開 2017-148077

[その他業績]

1. 「筋萎縮性側索硬化症に似た症状をグリア細胞の異常が引き起こす機序を解明」―　筋萎縮性側索硬化症の
治療薬の開発に拍車　―, 2017年 08月
Journal of Neuroscience

2. 「筋萎縮性側索硬化症に似た症状をグリア細胞の異常が引き起こす機序を解明」　筋萎縮性側索硬化症の治
療薬の開発に拍車　―, 2017年 08月
Journal of Neuroscience
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3. 「筋萎縮性側索硬化症に似た症状をグリア細胞の異常が引き起こす機序を解明」　筋萎縮性側索硬化症の治
療薬の開発に拍車　―, 2017年 08月
Journal of Neuroscience

4. 「てんかん発作の多様性を引き起こす仕組みをマウスで発見」 てんかんの病態解明や新たな治療薬の開発
に拍車 ―, 2017年 12月
Glia

[社会貢献活動]

1. てんかんの現在, 東京医科歯科大学, オープンキャンパス, 2017年 07月 28日
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神経病理学
Neuropathology

教授：岡澤 均
准教授：田川 一彦
特任講師/非常勤講師：井上 治久、曽根 雅紀、内原 俊記
助教：藤田 慶大
特任助教：陳 西貴、本間 秀典、山西 恵美子
事務補佐員：佐藤 しげみ、藤井 幹世、張 雪梅
秘書：関 綾子
大学院生： Juliana Bosso Taniguchi、近藤 和、田中 ひかり、熊木 友大、猪爪 舞子

( 1 ) 分野概要

本分野では神経変性疾患の発症分子メカニズムの解明と治療法の開発を研究目的としています。特に遺伝性脊髄
小脳変性症、ハンチントン病、アルツハイマー病において、原因遺伝子変異によって生じる異常蛋白が神経細胞
機能異常と最終的な細胞死を引き起こす分子過程の詳細な解明を目指して研究しています。また、発症メカニズ
ムの研究で明らかになった知見を基に、これらの変性疾患をターゲットとした分子治療の開発を試みています。

( 2 ) 研究活動

研究内容
　当分野は、１）神経変性疾患の分子機構の包括的理解とこれに基づいた治療開発を目指した研究、２）神経変性
疾患研究の過程で発見した PQBP1分子機能解析を通じた精神遅滞の研究、３）Oct-3/4の機能解析を通じた幹細
胞分化機能の研究、を行っています。

研究紹介
1. 発達期病態が脊髄小脳失調症の発症後予後に関与する —YAPdeltaCによる治療法開発にむけて―
　脊髄小脳失調症１型は代表的な神経変性疾患の一つであり、アルツハイマー病、パーキンソン病、筋萎縮性側
索硬化症など他の神経変性疾患と同様に、根本的な治療法（病態修飾治療法：　 Disease Modifying Therapy:　
DMTとも言う）は確立されていません。また、遺伝子変異によって引き起こされる病態についても、多くの知識
が蓄積されてきているものの、どの時期からどのような病態が生じているのか、いつからどのような病態を標的
に治療をすれば良いのか、については明確になっていません。例えば、アルツハイマー病ではアミロイド凝集除
去を目的としたアミロイド抗体を用いた多くの臨床試験が行われてきましたが、アミロイド除去には成功したも
のの、臨床症状の改善には至っていません。この事例は、どのような時期に如何なる不可逆的病態に至るかを明
らかにすることが非常に重要であることを示しています。
本研究では、先行研究 (Hoshino et al, JCB 2006)で岡澤グループが発見した非典型的ネクローシス (TRIAD)に
おける制御分子 YAPdeltaCの脊髄小脳失調症１型における機能解明を目指して、YAPdeltaCの Tet-ONマウス
と Ataxin1-KIマウスを交配し、YAPdeltaCの時期特異的発現がAtaxin1-KIマウスの症状と生存期間にどのよう
な影響を与えるかを検討しました。その結果、胎児期から生後８週までの YAPdeltaC発現が症状と生存期間を顕
著に改善するものの、それ以後の YAPdeltaC発現は効果がほとんど見られないことが分かりました。
　さらに、YAPdeltaCは正常型Ataxin1と協調して発達期の小脳神経細胞における遺伝子発現調節に重要な役割を
果たすことが知られているRORalphaの機能を高める転写補助因子として働くこと、変異型Ataxin1はYAPdeltaC
を RORalphaから切り離してしまうため、小脳神経細胞の成熟に必要な遺伝子発現を阻害することが明らかとな
りました。YAPdeltaCを強制的に発現することで RORalphaとの結合を増やし、結果として小脳成熟に必要な遺
伝子の発現量を回復することもわかりました。

認知行動医学講座
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アルツハイマー病では、発症前の治療開始の効果を検討する臨床試験が米国で行われており、日本においても同
様な臨床試験が計画されています。本研究は、脊髄小脳失調症モデルマウスにおいて YAPdeltaCを用いて発達期
の小脳成熟関連遺伝子の発現量を回復させることが発症後予後の改善につながることを示しました。したがって、
遺伝子診断が可能な脊髄小脳失調症では、発症前にYAPdeltaCの量を増やすことで、予防的治療あるいは病態修
飾治療法を開発できる可能性があります。本研究は、アルツハイマー病のみでなく、神経変性疾患一般に、発症
前の早期治療が必要であることを示した一例と考えられ、同時に、その際の治療標的分子を示した点で、大きな
意義を持つと考えられます。

2. アルツハイマー病と前頭側頭葉変性症の共通病態を発見　―新たなシグナルを標的とする早期治療法の開発に
むけて―
　アルツハイマー病、前頭側頭葉変性症、レヴィー小体型認知症の３大認知症は、高齢化社会の日本で大きな社
会問題となっています。アルツハイマー病は、２０２５年には高齢者の５人に１人が罹患すると言われています。
前頭側頭葉変性症とレヴィー小体型認知症は、アルツハイマー病に次いで頻度が高く、概ね、アルツハイマー病
の２分の１から３分の１ほどの患者数があると言われています。これらの３大認知症には遺伝の影響が強い家族
性認知症と遺伝的要素が目立たない孤発性認知症がありますが、家族性前頭側頭葉変性症の中では、タウ (tau)と
プログラニュリン (PGRN)の遺伝子変異の頻度が比較的高いと言われています。アルツハイマー病ではアミロイ
ド、レヴィー小体型認知症ではアルファシヌクレインが脳内の神経細胞の内あるいは外に蓄積して凝集します。一
方、本研究が対象とした前頭側頭葉変性症では、タウタンパク質の凝集が見られるケースと見られないケースが
あり、後者では TDP43 というタンパク質が凝集している場合が多く、プログラニュリン遺伝子変異を伴う前頭側
頭葉変性症も、これに相当します。
　これらの３大認知症については、根本的な治療法（病態修飾治療法： Disease Modifying Therapy:DMT）は確
立されていません。また、遺伝子変異によって引き起こされる病態についても、多くの知識が蓄積されてきている
ものの、どの時期からどのような病態が生じているのか、いつからどのような病態を標的に治療をすれば良いの
か、については明確になっていません。例えば、アルツハイマー病では欧米の巨大製薬企業を中心にアミロイド凝
集除去を目的としてアミロイド抗体を用いた多くの国際的臨床試験（日本を含む）が行われてきましたが、アミロ
イド除去には成功したものの、臨床症状の改善には至っていません。この事例は、どのような時期に如何なる不
可逆的病態に至るかを明らかにすることが非常に重要であることを示しています。前頭側頭葉変性症とレヴィー
小体型認知症では、治療開発はアルツハイマー病よりも遅れた状況にあります。
本研究において、岡澤グループは新たに作成した変異プログラニュリン遺伝子を持つノックインマウスより採取
した大脳組織を用いて、経時的に網羅的リン酸化プロテオーム解析を行いました。得られた結果を検討した結果、
予想外にも、TDP43 タンパク質の脳内凝集が見られる以前に、タウタンパク質の２０３番目アミノ酸（Ser203）
のリン酸化の異常増加が変異プログラニュリンノックインマウスの脳内で検出されました。さらに岡澤グループ
が解析を進めたところ、この２０３番目セリンがリン酸化したタウタンパク質 (pSer203 タウタンパク質)はヒト
前頭側頭葉変性症患者脳でも確認され、pSer203 タウタンパク質は神経細胞のシナプスに局在していました。こ
のような、異常リン酸化タウタンパク質のシナプスへの局在は、既にアルツハイマー病モデルでも報告されてお
り、シナプスを障害して認知症状につながることが示唆されています。そこで、タウタンパク質のAAV ノックダ
ウンベクターを用いて変異プログラニュリンノックインマウスの遺伝子治療を行ったところ、減少していたシナ
プスの数が正常化して認知障害の症状も改善しました。
　さらに、岡澤グループは、プログラニュリン遺伝子変異と、タウタンパク質の Ser203 異常リン酸化の関係を調
べました。まず、プログラニュリン遺伝子変異はプログラニュリンタンパク質の減少につながっていました。次
に、プログラニュリンは、Tyro3という受容体型チロシンキナーゼとGas6という分泌タンパク質との結合を阻害
することが分かりました。また、Gas6 が Tyro３に結合してこれを活性化すると、PKC, MAPK あるいは B-raf
というリン酸化酵素（キナーゼ）による Tyro3 下流シグナルが活性化され、最終的にタウタンパク質の Ser203 異
常リン酸化につながることが明らかになりました。これらのキナーゼに対する阻害薬あるいはAAV ノックダウン
ベクターを用いて、変異プログラニュリンノックインマウスの治療実験を行ったところ、いずれも減少していた
シナプスの数が正常化して認知障害の症状も改善しました。

　前頭側頭葉変性症はアルツハイマー病に次ぐ認知症の原因です。本研究において、岡澤グループは、前頭側頭
葉変性症とアルツハイマー病に共通する病態、すなわちタウタンパク質異常リン酸化とそのシナプス局在、を発
見しました。さらに本研究は、タウタンパク質異常リン酸化につながる新たなシグナルを解明しました。アルツ
ハイマー病においては、アミロイド抗体療法の失敗の後に、タウタンパク質が新たな治療開発の標的分子として
注目されています。本研究は、この戦略が前頭側頭葉変性症においても適応可能であることを示唆すると同時に、
具体的な治療手法を複数提示しました。本研究は、治療標的分子として従来は知られていなかった Tyro3, Gas6,
B-raf らの分子を示し、それらを阻害する作用を持つ、既に非神経疾患に臨床使用されている Vemurafenib など
の薬剤や、AAV ノックダウンベクターを用いた遺伝子治療が、将来的な治療開発の選択肢であることを、具体的
に証明しました。同時に、本研究成果は、現在の認知症研究の焦点となっている発症前の早期病態解明と早期治
療法開発を明確に示した点でも、大きな意義を持つと考えられます。
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( 3 ) 教育活動

医歯学総合研究科大学院学生に対して神経病理学の講義、実習、および研究指導を行っている。また、医学部学
生に対して神経病理学の講義と実習を行っている。また保健衛生学科の学生に対しては、病理学と神経病理学各
論の講義を担当している。

( 4 ) 教育方針

当分野の専攻生に対しては臨床病理解剖学 · 病理診断学、並びに神経病理学的研究のための技術習得の指導と研究
指導を行っている。大学院生 · 専攻生に対しては変性疾患の病理診断学、並びに神経病理学的研究のための技術習
得の指導を行っている。

( 5 ) 研究業績

[原著]

1. Yamanishi, E., Hasegawa, K., Fujita, K., Ichinose, S., Yagishita, S., Murata, M., Tagawa, K., Akashi, T.,
Eishi, Y., Okazawa, H.. A novel form of necrosis, TRIAD, occurs in human Huntington’s disease. Acta
Neuropathologica Communications.. 2017.03; 5(19);

2. Sato K, Kerever A, Kamagata K, Tsuruta K, Irie R, Tagawa K, Okazawa H, Arikawa-Hirasawa E, Nitta
N, Aoki I, Aoki S.. Understanding microstructure of the brain by comparison of neurite orientation
dispersion and density imaging (NODDI) with transparent mouse brain. Acta Radiol Open. 2017.04;
6(4); 2058460117703816

3. Kyota Fujita, Ying Mao, Shigenori Uchida, Xigui Chen, Hiroki Shiwaku, Takuya Tamura, Hikaru Ito, Kei
Watase, Hidenori Homma, Kazuhiko Tagawa, Marius Sudol, Hitoshi Okazawa. Developmental YAPdeltaC
determines adult pathology in a model of spinocerebellar ataxia type 1. Nat Commun. 2017.11; 8(1);
1864

4. Ryusuke Irie, Koji Kamagata, Aurelien Kerever, Ryo Ueda, Suguru Yokosawa, Yosuke Otake, Hisaaki Ochi,
Hidekazu Yoshizawa, Ayato Hayashi, Kazuhiko Tagawa, Hitoshi Okazawa, Kohske Takahashi, Kanako
Sato, Masaaki Hori, Eri Arikawa-Hirasawa, Shigeki Aoki. The Relationship between Neurite Density
Measured with Confocal Microscopy in a Cleared Mouse Brain and Metrics Obtained from Diffusion
Tensor and Diffusion Kurtosis Imaging. Magn Reson Med Sci. 2017.12;

[総説]

1. Hitoshi Okazawa. PQBP1, an intrinsically disordered/denatured protein at the crossroad of intellectual
disability and neurodegenerative diseases. Neurochem Int.. 2017.06;

2. Hitoshi Okazawa. Ultra-Early Phase pathologies of Alzheimer’s disease and other neurodegenerative
diseases. Proc Jpn Acad Ser B Phys Biol Sci.. 2017.06; 93(6); 361-377

3. Kyota Fujita, Hitoshi Okazawa. [ Molecularly-Targeted Therapy of Spinocerebellar Ataxia Type 1 by
HMGB1] . Brain Nerve. 2017.08; 69(8); 925-932

[講演 · 口頭発表等]

1. 岡澤 均. アルツハイマー病の発症前 · 超早期病態の解明と治療への応用. 脳とこころの研究　第二回公開シ
ンポジウム 2017.03.11 イイノホール（東京）

2. Hitoshi Okazawa. Impaired DNA Damage Repair in SCA1 and Other CAG Repeat Diseases. Gordon
Research Conference - CAG Triplet Repeat Disorders 2017.06.06 Mount Snow Grand Summit Hotel（ア
メリカ、バーモント州）

3. 岡澤　均. 認知症治療の最前線：超早期病態へのアプローチ. 第 18回市民公開講座 2017.06.23 文京シビッ
クセンター（東京）
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4. Kyota Fujita, Kazumi Motoki, Kazuhiko Tagawa, Xigui Chen, Hiroshi Hama, Kazuyuki Nakajima, Hi-
denori Homma, Takuya Tamura, Masahisa Katsuno, Takashi Saito, Takaomi Saido, Gen Sobue, Atsushi
Miyawaki, Hitoshi Okazawa. . HMGB1, a pathogenic molecule that induces neurite degeneration via
TLR4-MARCKS, is a potential therapeutic target for Alzheimer’s disease. 第 40 回日本神経科学大会
2017.07.20 幕張メッセ（幕張市）

5. Juliana Bosso Taniguchi, Kanoh Kondo, Kyota Fujita, Chen Xigui, Hidenori Homma, Takeaki Sudo,Ying
Mao, Kei Watase, Toshihiro Tanaka, Kazuhiko Tagawa, Takuya Tamura, Shin-Ichi Muramatsu, Hitoshi
Okazawa.. RpA1 ameliorates symptoms of mutant ataxin-1 knock-in mice and enhances DNA damage
repair. 第 40回日本神経科学大会 2017.07.20 幕張メッセ（幕張市）

6. Masaki Sone, Koto Furotani, Taka-aki Yajima, Takuya Tamura, Hitoshi Okazawa.. Effect of specific
inhibition of synaptic delivery of APP by loss-of-function of yata on the Drosophila Alzheimer’s disease
model. 第 40回日本神経科学大会 2017.07.21 幕張メッセ（幕張市）

7. Xigui Chen, Mao Ying, Xu Min, Kyota Fujita, Kazumi Motoki, Toshikazu Sasabe, Hidenori Homma,
Miho Murata, Kazuhiko Tagawa, Takuya Tamura, Kaye Julia, Steven Finkbeiner, Giovanni Blandino,
Marius Sudol, Kanoh Kondo, Hitoshi Okazawa.. Targeting TEAD/YAP-transcription-dependent necro-
sis, TRIAD, ameliorates Huntington’s disease pathology. 第 40 回日本神経科学大会 2017.07.22 Kyoto
International Conference Center (日本、京都)

8. 岡澤　均. ポリグルタミン病の共通病態を基盤とする分子標的治療の開発. 第 32回日本大脳基底核研究会
（JBAGS2017） 2017.07.25 大田区産業プラザ Pio（東京）

9. Hitoshi Okazawa. Common pathologies across multiple neurodegenerative diseases revealed from unbiased
approaches. MyNEURO 2017 2017.08.13 Hotel Istana（マレーシア、クアラルンプール）

10. 岡澤　均. HMGB1によるミトコンドリア修復機能および遺伝子治療への展開. AMEDミトコンドリアシン
ポジウム 2017.08.28 AMED会議室（東京）

11. 岡澤　均. Hippoシグナル依存的な新規ネクローシス“TRIAD”と神経変性. 第 26回日本 Cell Death学会
学術集会 2017.08.28 三河湾リゾートリンクス（愛知県西尾市）

12. Kyota Fujita, Kazumi Motoki, Kazuhiko Tagawa, Xigui Chen, Hiroshi Hama, Kazuyuki Nakajima, Hi-
denori Homma, Takuya Tamura, Atsushi Miyawaki, Hitoshi Okazawa.. HMGB1 TRIGGERS NEURITE
DEGENERATION VIA TLR4-MARCKS, AND IS A POTENTIAL THERAPEUTIC TARGET FOR
ALZHEIMER’S DISEASE. XXIII World Congress of Neurology (WCN 2017) 合同開催：第 58回日本神
経学会学術大会 · 第 23回世界神経学会議 2017.09.17 Kyoto International Conference Center (日本、京都)

13. Juliana Bosso Taniguchi, Kanoh Kondo, Kyota Fujita, Xigui Chen, Hidenori Homma , Ying Mao ,
Kazuhiko Tagawa , Hitoshi Okazawa.. RPA1 AMELIORATES SYMPTOMS OF MUTANT ATAXIN-
1 KNOCK-IN MICE AND ENHANCE DNA DAMAGE REPAIR. XXIII World Congress of Neurology
(WCN 2017) 合同開催：第 58回日本神経学会学術大会 · 第 23回世界神経学会議 2017.09.17 Kyoto Interna-
tional Conference Center (日本、京都)

14. Hitoshi Okazawa. Gene Therapy Against Spinocerebellar Ataxia. XXIII World Congress of Neurology
(WCN2017） 2017.09.19 Kyoto International Conference Center (日本、京都)

15. Hitoshi Okazawa. Conceptual merge between aging and neurodegeneration. 16th Surugadai International
Symposium & Joint Usage/Research Program of Medical Research Institute International Symposium
2017.10.11 東京医科歯科大学 鈴木章夫記念講堂（東京）

16. Hitoshi Okazawa. HMGB1 and Neurodegeneration. 8th International DAMPs and Alarmins Symposium
(iDEAs) 2017.11.06 Cold Spring Harbor Laboratory （アメリカ、ニューヨーク）

17. Hitoshi Okazawa. Common pathologies across multiple neurodegenerative diseases revealed from unbiased
approaches. 12th International Symposium of the Institute Network 2017.11.28 東京大学医科学研究所
（東京）
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眼科学
Ophthalmology and Visual Science

教授 大野　京子
特任教授 相原　一
講師　高瀬　博、鴨居　功樹（外来医長）、吉田　武史（病棟医長）
医学部内講師　堀江　真太郎（医局長）
助教　横井　多恵、石田　友香、篠原　宏成（特任）
大学院生　長岡　奈都子、内田　南、曹　珂嘉、方　雨新

( 1 ) 分野概要

当科は昭和 19年に東京医歯学専門学校眼科として設立され、昭和 21年就任の大塚任教授、昭和 52年就任の所敬
教授により一貫して近視を中心とした研究活動を行ってきた。平成 10年に望月學教授が就任して以降はぶどう膜
炎に対する診療と研究を開始し、現在に至っている。平成 26年に大野京子教授が就任し、近視およびぶどう膜炎
の診療 · 研究に加え、緑内障、白内障、糖尿病網膜症、網膜硝子体疾患、黄斑部疾患など、幅広い分野に対する診
療を行っている。

( 2 ) 研究活動

1. 強度近視
日本人に多い強度近視の発症機序や進行に関する研究および発症原因遺伝子の解析を行っている。発症機序につ
いては、強膜伸展の分子機構を動物モデルと細胞レベルで研究する。また、脈絡膜血管新生の分子機構を細胞レ
ベルで研究している。

2. 眼免疫 · 炎症
眼の局所防御機構の解明、各種ぶどう膜炎の診断法と治療の開発とその発症機構の解明に関する免疫学的 · 分子生
物学的研究を行っている。主な研究テーマは、１）眼内液による免疫調節作用の分子機構、２）ぶどう膜炎発症の
分子機構、３）ぶどう膜炎のサイトカイン療法、４）ぶどう膜炎の治療法の開発、５）感染性ぶどう膜炎の網羅的
PCR診断などである。

3. 神経眼科
視覚に関連する神経としての視覚系を研究対象としている。主な研究テーマは１）視覚誘発電位（VEP）の新た
な測定装置の開発と各疾患での変化の検討、 ２）Positron Emmission Tomography (PET)を用いた脳内視覚領
の血行動態や代謝の研究、３）視覚系の発達と弱視の形成機序の基礎的研究などである。

4. 網膜 · 硝子体疾患
裂孔原性網膜剥離、増殖性硝子体網膜症、増殖糖尿病網膜症、黄斑円孔の病態解明と新しい治療法の開発を行っ
ている。

5. 斜視 · 弱視
両眼視と眼位におよぼす視覚背景の影響、弱視や斜視と動体視力に関する研究を行っている。
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( 3 ) 教育活動

　卒前教育では、まず医歯学融合総合教育の頭頸部ブロックで眼科学講義を担当し、視覚の生理と病理、眼科疾
患の診断と治療、視覚障害についての幅広く深い知識を教育する。コンビネーションブロックでは頭頸部ブロッ
クを担当し、各種眼科検査の実践と習得、またケーススタディーを用いた眼疾患の診断プロセスをグループで習
得する。プレクラークシップでは主に白内障患者の術前診察と問診、手術への参加、術後診察を通じて、白内障
手術の周術期診療と管理を実践的に学ぶ。また、カンファレンスにおけるプレゼンテーション、ポリクリによる
患者への問診と診察などを行う。クラークシップでは、網膜硝子体疾患、眼内炎症性疾患など、より今度な疾患
を担当し、それらに対する診療への参加を通じて眼科診療を実践的に学ぶ。
　卒後臨床教育は、日本眼科学会専門医制度カリキュラムに準じた眼科臨床研修プログラムをとっている。即ち、
厚労省が定めた２年間の初期臨床研修の後に、４年間の眼科臨床研修を大学病院と関連教育病院とで行う。この
間に各種眼科手術をはじめ、眼科臨床経験を積み、眼科専門医試験を受験して眼科専門医資格を取得する。
　大学院生の教育は、高度先進医療を開発推進することの出来るアカデミック · ドクターの育成と高度に専門化し
ている医学研究を担える研究者の育成を目指し、その教育研究指導の充実をはかっている。

( 4 ) 教育方針

眼科の対象となる研究領域と診療領域は、視覚の受容体である眼と視覚伝導路および視覚中枢である。なかでも、
眼球の各組織の生理と病理、および、それらの組織に生じる疾患の診断、治療、発症機構が診療と研究の主な対象
である。卒前教育では、これらについて幅広い知識の習得を目指す。卒後教育では高い専門知識と診療技術を持
つと同時に、臨床に根ざした医学研究の行える人材の育成を目指している。

( 5 ) 臨床活動および学外活動

一般眼科診療と専門外来スタッフによる診療が有機的に組織され、大学病院眼科に求められる高度先進医療と全
人的医療を推進している。一般眼科外来でスクリーニングされた症例の診断と治療方針の決定を各専門外来が行
い、主治医と専門外来が共同で診療にあたる。専門外来としては、強度近視外来、ぶどう膜炎外来、緑内障外来、
網膜剥離外来、糖尿病網膜症外来、神経眼科外来、黄斑外来などがある。手術に関しては、白内障、網膜剥離、増
殖糖尿病網膜症、緑内障、斜視などを中心に年間約 1300例の手術が行われる。

( 6 ) 研究業績

[原著]

1. 倉田あゆみ、大野明子、内田亜梨沙、柴田優子、深町雅子、西山友貴、宮後宏美、大野京子. 視線追跡装置
による固視測定 眼科臨床紀要. 2017.01; 10(1); 22-27

2. Ishida T, Jonas JB, Ishii M, Shinohara K, Ikegaya Y, Ohno-Matsui K. PERIPAPILLARY ARTERIAL
RING OF ZINN-HALLER IN HIGHLY MYOPIC EYES AS DETECTED BY OPTICAL COHERENCE
TOMOGRAPHY ANGIOGRAPHY. Retina (Philadelphia, Pa.). 2017.02; 37(2); 299-304

3. Yokoi T, Zhu D, Bi HS, Jonas JB, Jonas RA, Nagaoka N, Moriyama M, Yoshida T, Ohno-Matsui K. Para-
papillary Diffuse Choroidal Atrophy in Children Is Associated With Extreme Thinning of Parapapillary
Choroid. Invest. Ophthalmol. Vis. Sci.. 2017.02; 58(2); 901-906

4. Jonas JB, Ohno-Matsui K, Holbach L, Panda-Jonas S. Retinal pigment epithelium cell density in rela-
tionship to axial length in human eyes. Acta Ophthalmol. 2017.02; 95(1); e22-e28

5. Jonas JB, Ohno-Matsui K, Panda-Jonas S. Optic Nerve Head Histopathology in High Axial Myopia. J.
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39. 井出　光直 、高瀬　博、大野　京子. 水痘帯状疱疹ウイルスによる急性網膜壊死の僚眼に発症した視神経炎
の 1例. 第 51回日本眼炎症学会 2017.07.14 大阪

40. 鴨居 功樹. 非感染性ぶどう膜炎の鑑別診断. フォーサム大阪 2017 モーニングセミナー 2017.07.15 大阪

41. 米澤紗綾、戸邊美穂、内田南、石田友香、大野京子. 自然軽快した後天性網膜血管腫 4眼のインドシアニン
グリーン蛍光眼底造影検査所見について. 第 32回東京医科歯科大学眼科学教室同門会集談会 2017.07.17 東
京都文京区（東京医科歯科大学）

42. 宮内真理、高瀬博、田中美由紀、大野京子. 皮膚筋炎に合併した網膜血管炎の一例. 第 32回東京医科歯科大
学眼科学教室同門会集談会 2017.07.17 東京都文京区（東京医科歯科大学）

43. 藤井あかね、相馬亮子、石田友香、大野京子. 網膜微小塞栓症の評価に OCTアンギオグラフィーとマイク
ロペリメーターを用いた一例. 第 32回東京医科歯科大学眼科学教室同門会集談会 2017.07.17

44. 志水智香、相馬亮子、石田友香、大野京子. 両眼 Acute Macular Neuroretinopathyの一例. 第 32回東京医
科歯科大学眼科学教室同門会集談会 2017.07.17 東京都文京区（東京医科歯科大学）

45. 野村卓平、吉田武史、須賀洸希、横井多恵、篠原宏成、相原一、大野京子. 前眼部 OCTを用いた強度近視
眼におけるシュレム管の観察. 第 32回東京医科歯科大学眼科学教室同門会集談会 2017.07.17 東京都文京区
（東京医科歯科大学）

46. 田中美由紀、鴨居功樹、長岡奈都子、石田友香、高瀬博、大野京子. 悪性腫瘍を伴わず BDUMP類似所見
を呈した 1例. 第 32回東京医科歯科大学眼科学教室同門会集談会 2017.07.17 東京都文京区（東京医科歯科
大学）

47. 田中紀子、横井多恵、大西由香、浦本賢吾、須賀洸希、金子祐一郎、長岡奈都子、篠原宏成、石田友香、森
山無価、吉田武史、大野京子. 眼性強度近視の後部ぶどう膜形態の解析. 第 32回東京医科歯科大学眼科学教
室同門会集談会 2017.07.17 東京都文京区（東京医科歯科大学）

48. 住友沙織、堀江真太郎、大野京子. En-face　 OCTの観察による硬性白斑の形成についての検討. 第 32回
東京医科歯科大学眼科学教室同門会集談会 2017.07.17 東京都文京区（東京医科歯科大学）

49. 齋藤令名、長岡奈都子、篠原宏成、横井多恵、諸星計、吉田武史、大野京子. 白内障術後における自他覚屈度
の検討. 第 32回東京医科歯科大学眼科学教室同門会集談会 2017.07.17 東京都文京区（東京医科歯科大学）

50. 鴨居 功樹. HTLV-1 関連眼疾患の基礎と臨床 ～HTLV-1 ぶどう膜炎と ATL 関連眼疾患～. 長崎大学 大学
院セミナー 2017.07.22 長崎

51. 大野京子. 「近視」. 東京都眼科医会卒後研修会 2017.08.05 東京都新宿区
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52. 鴨居功樹、安藤尚子、魏辰茜、内田南、輕部央子、大野京子. HTLV-1ぶどう膜炎における続発緑内障発症
メカニズムの解析. 第４回 HTLV-1 学会 2017.08.20 大阪府枚方市（関西医科大学）

53. 高瀬　博. Vogt-小柳-原田病の治療. 文京眼科セミナー 2017.08.30 東京

54. Ohno-Matsui K. Pathological myopia (New classification and natural course). 17th Euretina congress
2017.09.07 Barcelona, Spain

55. Ohno-Matsui K, Cheung G, Wong T, Li T, Leal S. The impact of myopic macular degeneration on
treatment outcomes of myopic choroidal neovascularisation with intravitreal aflibercept: Insights from the
MYRROR study. 17th Euretina congress 2017.09.08 Barcelona, Spain

56. Ohno-Matsui K. Staphyloma and dome-shaped maculopathy. 17th Euretina congress 2017.09.09 Barcelona,
Spain

57. 高瀬　博. ぶどう膜炎と全身疾患. 第 27回日本脊椎関節炎学会 2017.09.09

58. Fang Y, Yokoi T, Nagaoka N, Shinohara K, Onishi Y, Ishida T, Yoshida T, XU X, Cao K, Jonas JB,
Ohno-Matsui K. Progression of maculopathy due to pathologic myopic: long-term study of more than 10
years. International myopia conference 2017 2017.09.14 Birmingham, England

59. Ohno-Matsui K. Strange pattern of choroidal thickening; It was not just VKH…. The retina society
meeting2017 2017.10.05 Boston, USA

60. Ohno-Matsui K, Shinohara K. Ultra-widefield OCT method to advance the visualization of posterior
staphylomas and accompanying vitreoretinal changes in pathologic myopia. The retina society meet-
ing2017 2017.10.07 Boston, USA

61. 鴨居 功樹. HTLV-1 ぶどう膜炎の診断と治療. 厚生労働省 · 日本医療研究開発機構 合同班会議 2017.10.09
東京

62. 志水智香、相馬亮子、石田友香、大野京子. OCT—A にて網膜外装の血流障害が示唆された Acute Macular
Neuroretinopathy. 第 71 回日本臨床眼科学会 2017.10.12 東京都千代田区（国際フォーラム）

63. 宮内真理、高瀬 博、大野京子. 皮膚筋炎に網膜血管炎を生じた一例. 第 71 回日本臨床眼科学会 2017.10.12
東京都千代田区（国際フォーラム）

64. 田中美由紀、鴨居功樹、長岡 都子、石田 香、高瀬 博、大野京子. 悪性腫瘍を伴わず BDUMP 類似所見を呈
した一例. 第 71 回日本臨床眼科学会 2017.10.12 東京都千代田区（国際フォーラム）

65. 方　雨新、大野京子、諸星計、Jonas JB. Swept-source OCTを用いた後部テノン嚢および上強膜の観察. 第
71 回日本臨床眼科学会 2017.10.12 東京都千代田区（国際フォーラム）

66. 田中 紀子、横井 多恵、大西 由花, 浦本 賢吾, 須賀 洸希, 金子 祐一郎, 長岡 奈都子, 篠原 宏成, 石田 友香,
森山 無価, 吉田 武史, 大野 京子. 片眼強度近視の臨床的特徴. 第 71 回日本臨床眼科学会 2017.10.12 東京都
千代田区（国際フォーラム）

67. 藤井 あかね、岩崎 優子、石田 友香、大野京子. 網膜微小塞栓症の評価に OCT アンギオグラフィーとマイ
クロペリメータを用いた 1 例. 第 71 回日本臨床眼科学会 2017.10.12 東京都千代田区（国際フォーラム）

68. 大野京子. 超広角 OCT を手に挑む病的近視の未踏峰. 第 71 回日本臨床眼科学会：ランチョンセミナー
2017.10.13 東京都千代田区

69. 大野京子. 病的近視におけるリアルワールドエビデンス. 第 71 回日本臨床眼科学会：ランチ：イブニングセ
ミナー 2017.10.13 東京都千代田区

70. 内田 南、石田友香、大野京子. 黄斑部網脈絡膜萎縮周囲に眼底自発蛍光で低蛍光の縁取りを伴った一例. 第
71 回日本臨床眼科学会 2017.10.13 東京都千代田区（国際フォーラム）

71. 米沢紗綾、内田南、戸邉美穂、岩崎優子、石田友香、大野京子. 突発性後天性網膜血管腫の広角蛍光眼底造
影検査所見の特徴について. 第 71 回日本臨床眼科学会 2017.10.13 東京都千代田区（国際フォーラム）

72. 細貝真弓、中谷陽子、鈴木崇、高瀬博、杉田直、秋山英雄. サイトメガロウイルス前部ぶどう膜炎における
ガンシクロビル耐性変異株の検索. 第 71回日本臨床眼科学会 2017.10.13 東京

73. 高瀬　博. 眼感染症 PCRと先進医療. 第 71回日本臨床眼科学会 2017.10.13 東京



— 421 —

認知行動医学講座

74. 鴨居 功樹. 局所投与療法. 第 71回日本臨床眼科学会 シンポジウム 2017.10.14 東京

75. 住友沙織、堀江真太郎、大野京子. 嚢胞様黄斑浮腫における硬性白斑を En-face OCT により経時的に観察
した１例. 第 71 回日本臨床眼科学会 2017.10.14 東京都千代田区

76. 野村 卓平、吉田 武史、 須賀 洸希、 伊藤 大樹、 横井 多恵、篠原 宏成、相原 一、大野京子. 前眼部OCT
を用いた強度近視眼におけるシュレム管の観察. 第 71 回日本臨床眼科学会 2017.10.14

77. 大西由花、浦本賢吾、須賀洸希、篠原宏成、長岡奈都子、森山無価、吉田武史、大野明子、大野京子. 近視
性脈絡膜新生血管に対するラニビズマブ硝子体内注射の 5 年成績. 第 71 回日本臨床眼科学会 2017.10.14 東
京都千代田区

78. 篠原宏成、島田典明、吉田武史、大野京子. 広角OCT を用いた近視性牽引黄斑症と後部ぶどう腫の解析. 第
71 回日本臨床眼科学会 2017.10.14 東京都千代田区

79. 高瀬　博. 非感染性ぶどう膜炎の新たな治療選択肢 – ヒュミラ 私達の使い方. 第 71回日本臨床眼科学会
2017.10.14 東京

80. 大野京子、篠原宏成. 超広角 OCT による病的近視の眼球形状解析. 第 71 回日本臨床眼科学会 2017.10.15
東京都千代田区

81. Sergio Schwartzman, Irene Van der Horst-Bruinsma, Alfredo Adan, Hiroshi Goto, Koju Kamoi, Martina
Kron, Alexandra P. Song, Kevin Douglas, Sophia Pathai and C. Stephen Foster. Impact of Adalimumab
on Immunosuppressant Use in Patients with Active and Inactive Non-Infectious Intermediate, Posterior,
or Pan-Uveitis in the Ongoing Open Label Study: Visual-III. The American College of Rheumatology’s
Annual Meeting 2017. 2017.11.03 San Diego

82. 高瀬　博. サルコイドーシスぶどう膜炎に対する抗菌療法の使用経験. 第 37回日本サルコイドーシス／肉芽
腫性疾患学会 2017.11.03 名古屋、愛知

83. Ohno-Matsui K. New imaging findings in pathologic myopia. AAO(American Academy of Ophthalmol-
ogy)2017 2017.11.11 Neworleans, USA

84. Yokoi T, Yoshida T, Shinohara K, Nagaoka N, Ohno-Matsui K. Long-term change of optic disc appear-
ance in children with pathologic myopia and its impact on visual field. AAO(American Academy of
Ophthalmology)2017 2017.11.12 Neworleans, USA

85. Ohno-Matsui K, Stanga P, Moussa M, Sadda S. Spectral domain and swept source OCT in the diagnosis
and management of vitreoretinal and uveitic disorders. AAO(American Academy of Ophthalmology)2017
2017.11.12 Neworleans, USA

86. Ohno-Matsui K, Cheung G, Lai T, Hirakata A. The cutting edge of pathologic myopia. AAO(American
Academy of Ophthalmology)2017 2017.11.13 Neworleans, USA

87. Hiroshi Takase. Standards and Challenges in the management of vitreoretinal lymphoma. Annual Meeting
of Korean Uveitis Society 2017.11.18 Seoul, Korea

88. Xu Xian、方雨新、浦本賢吾、長岡奈都子、篠原宏成、横井多恵、田中紀子、大野京子. Patterns of progression
of lacquer cracks in pathologic myopia. 第 56回日本網膜硝子体学会総会 2017.12.02 Tokyo

89. 大野京子. 病的近視の合併症に対するMP-3の有用性. 第 56回日本網膜硝子体学会総会：NIDEKモーニン
グセミナー 2017.12.02 東京都千代田区

90. Ohno-Matsui K. State-of-the art imaging of pathologic myopia. The 2nd Taiwan - Japan Vitreoretinal
Joint Meeting 2017.12.03 Tokyo

[特許]

1. 眼科疾患判定用の画像解析装置および画像解析方法, 特許番号：6192496

2. 眼科疾患判定用の画像解析装置および画像解析方法, 特許番号：6192496
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[その他業績]

1. 「病的近視」失明も, 2017年 01月
新聞．日本経済新聞、2017.1.15（大野京子）

2. 「近視ブーム」若者に猛威, 2017年 01月
新聞．毎日新聞、2017.1.6（大野京子）

3. 第二部特別講演：２題, 2017年 02月
座長．第 3回 TMDU眼科病診連携の会　東京都千代田区（ソラシティカンファレンスセンター C）（大野
京子）

4. 2017年 03月
世話人．第 16回 Tokyo Retina League東京都千代田区（シャングリラホテル 27F）（大野京子）

5. Young investigator presentation, 2017年 03月
座長．第 16回 Tokyo Retina League東京都千代田区（シャングリラホテル 27F）（大野京子）

6. 第 1回日本近視学会学術総会, 2017年 03月
新聞．科学新聞、2017.3.17（大野京子）

7. 第 2回バイエル薬品 レチナアワード, 2017年 04月
座長．第 121回日本眼科学会総会ランチョンセミナー、2017.4.6、東京都千代田区（東京国際フォーラム）
（大野京子）

8. 徹底討論 病的近視バトル, 2017年 04月
座長．第 121回日本眼科学会総会イブニングセミナー、2017.4.6、東京都千代田区（東京国際フォーラム）
（大野京子）

9. 近視：発生と進行, 2017年 04月
座長．第 121回日本眼科学会総会一般講演、2017.4.9、東京都千代田区（東京国際フォーラム）（大野京子）

10. 近視 増える眼鏡っ子, 2017年 04月
新聞．日本経済新聞 プラス 1、2017.4.29（大野京子）

11. 皮膚細胞移植で近視抑制＝ラットの目で効果, 2017年 04月
インターネット．時事ドットコム、2017.4.12（大野京子）

12. 病的近視の進行防止に光　ラットに細胞移植、４割抑制, 2017年 04月
インターネット．朝日新聞デジタル、2017.4.13（大野京子）

13. 皮膚細胞移植で近視の進行抑制, 2017年 04月
新聞．日本経済新聞、2017.4.13（大野京子）

14. 細胞移植で近視進行を抑制, 2017年 04月
新聞．朝日新聞、2017.4.13（大野京子）

15. 「とにかく疲れやすい」実は目を酷使しているのが原因かもしれません, 2017年 04月
雑誌．美 ST、p.145、2017.4（大野京子）

16. 「皮膚から採取可能な線維芽細胞の眼球壁への移植により、近視進行を抑える」―　ラット近視モデルに対
するヒト線維芽細胞移植による近視進行抑制効果―, 2017年 04月
Journal of Tissue Engineering and Regenerative Medicine

17. あなどれない近視！ 最新情報；病的近視, 2017年 05月
テレビ．きょうの健康、2017.5.25（大野京子）

18. あなどれない近視！ 最新情報；子供から要注意！ , 2017年 05月
テレビ．きょうの健康、2017.5.24（大野京子）

19. あなどれない近視！ 最新情報；病的近視, 2017年 05月
雑誌．きょうの健康 5月号、p.94-97、2017（大野京子）

20. あなどれない近視！ 最新情報；子供から要注意！ , 2017年 05月
雑誌．きょうの健康 5月号、p.90-93、2017（大野京子）
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21. 2017年 05月
主宰 · 会長．第 1回日本近視学会総会、2017.5.13、東京都文京区（東京医科歯科大学）（大野京子）

22. ４０代の目、メンテ, 2017年 05月
テレビ．あさイチ、2017.5.29（大野京子）

23. 妊産婦診療における HTLV-1感染 (症)の診断指針, 2017年 07月
AMED「HTLV-1疫学研究及び検査法の標準化に関する研究」

24. 網膜分離様所見を呈する病変の対応, 2017年 07月
座長．特別講演：第 32回東京医科歯科大学眼科学教室同門会集談会 、2017.7.17、東京都文京区（東京医科
歯科大学）（大野京子）

25. 視力悪化、早期に適正対処を＝増える近視, 2017年 08月
インターネット．矯正法さまざま．時事メディカル、2017.8.31（大野京子）

26. 医師をさがす．ドクターズガイド, 2017年 08月
インターネット．2017.8.28（大野京子）

27. 実力医師一覧「近視」, 2017年 08月
インターネット．ドクターズガイド、2017.8.28（大野京子）

28. Mystery Case Discussion「画像診断」, 2017年 09月
座長．第 2回 Capital retina club（3大学合同勉強会）、2017.9.29、東京都千代田区（御茶ノ水ソラシティカ
ンファレンスセンター C）（大野京子）

29. 一般講演 60：「近視１」4演題, 2017年 10月
座長．第 71 回日本臨床眼科学会、2017.10.14、東京都千代田区（国際フォーラム）（大野京子）

30. 2017年 10月
会長．第 53回日本眼光学学会総会、2017.10.2、東京都文京区（東京医科歯科大学）（大野京子）

31. 強度近視　日常の注意点は, 2017年 10月
新聞．朝日新聞、2017.10.11（大野京子）

32. 強度近視、日常生活で気をつけることは？ , 2017年 10月
インターネット．朝日新聞デジタル、2017.10.11（大野京子）

33. OCTアンギオグラフィコアアトラス, 2017年 10月
新聞．週刊医学界新聞、3243号 p,7、2017.10.9（大野京子）

34. なぜ人は目が悪くなるの？ , 2017年 11月
日本経済新聞 （鴨居功樹）2017.11.25

35. 子どもの弱視　見逃さないで　 3歳児健診がカギ, 2017年 11月
インターネット．NIKKEI STYLE、2017.11.9（大野京子）

36. 小学生は近視に注意, 2017年 11月
新聞．日本経済新聞夕刊、2017.11.9（大野京子）

37. 「ぶどう膜炎」失明減る. 新薬承認後 10年、抑制効果 , 2017年 12月
日本経済新聞 （鴨居功樹）2017.12.04

[社会貢献活動]

1. 増加する近視への対処, 朝日新聞出版, AERA, 2017年 10月 12日

2. 子どもの近視、どう対応, 日本経済新聞社, 日本経済新聞, 2017年 10月 17日

3. 近視 · 遠視 · 老視 · 視力 · 矯正について, NHK, ガッテン！ , 2017年 10月 31日

4. なぜ目が悪くなるの？ , 日本経済新聞社, 日本経済新聞, 2017年 11月 13日

5. 「ぶどう膜炎」失明減る　新薬承認後 10年、抑制効果, 日本経済新聞社, 日本経済新聞, 2017年 12月 04日
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耳鼻咽喉科学
Otorhinolaryngology

教授：堤　剛
准教授：川島慶之
講師：鈴木康弘
助教：伊藤卓、藤川太郎、稲葉雄一郎
医員：竹田貴策、倉田奈都子、立石優美子、梶野紘平、大岡知樹
大学院生：大野慶子、真壁彩音、竹田貴策、丸山絢子、清川祐介、本庄需、渡邊浩基

( 1 ) 分野概要

耳、鼻、口腔、咽頭、喉頭、ならびに、気管 · 食道も含め、脳神経外科、眼科、歯科が扱う領域も含めて広範な頭頸
部領域の疾患を扱い、対象疾患の診断ならびに外科的 · 内科的治療による治療を目標に研究、教育を行う。外耳道
癌では国内屈指の手術件数を持ち、中耳手術においては内視鏡の導入による低侵襲な手術を行っている。人工内
耳 · 人工中耳やめまいに対する手術も数多く行なっている。めまい · 平衡障害、難聴については、その病態につい
て分子メカニズム、比較発生、神経機能解析等と種々の手法による基礎研究を行っており、また外耳道癌に対す
るマーカーの研究や人工内耳の新しいマッピング法の開発なども行なっている。鼻の領域では内視鏡手術やアレ
ルギー性鼻炎の診療に力を注いでおり、頭蓋底手術を含む高難度手術にも取り組んでいる。口腔 · 咽頭領域では、
口蓋扁桃摘出による IgA腎症の腎障害の進行阻止ならびに、移植された腎臓が再び IgA腎症を発症した際にも扁
桃摘出術の有効性を証明し，治療を行っている。嚥下障害の評価とリハビリ/手術加療にも力を入れている。

( 2 ) 研究活動

平衡神経科学領域でのクリニカルリサーチ
聴覚領域での分子生物学/電気生理学/形態学的研究
人工内耳の精密画像を用いた新しいマッピング法の開発
外耳道癌の予後に関するマーカーの研究
内視鏡下鼻科手術の新たな術式の開発
睡眠時無呼吸症候群の臨床研究

( 3 ) 教育活動

解剖/生理学的な基礎領域を含めたクルズス
側頭骨削開実習

( 4 ) 教育方針

特定の専門領域に偏りすぎることなく、幅広い診療能力を有した医師を育成する。
臨床症例の理解の深化および将来の臨床に資する研究教育をおこなう。

( 5 ) 臨床上の特色

· 中枢性疾患を含む平衡障害の専門的診療
· 遺伝性難聴を含む聴覚領域の診療
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· 外耳道癌に対する頭蓋底手術を含む診療
· 中耳手術への内視鏡の導入と低侵襲手術
· 内耳の手術治療（人工内耳手術、めまい手術等）
· 高難度内視鏡下鼻科手術（頭蓋底手術を含む）
· リハビリテーション部/歯科と連携した嚥下診療、嚥下手術
· 睡眠時無呼吸症候群の快眠センターと連携した診療

( 6 ) 研究業績

[原著]

1. Hirai Chiaki, Yamamoto Yukiko, Takeda Takamori, Tasaki Akihisa, Inaba Yuichiro, Kiyokawa Yusuke,
Suzuki Yasuhiro, Tsutsumi Takeshi. Nystagmus at the Onset of Vertiginous Attack in Ménière’s Disease.
Otology & Neurotology. 2017.01; 38(1); 110-113

2. Yurie Mori, Yoshiyuki Kawashima, Masatoki Takahashi, Ayako Maruyama, Taro Fujikawa & Takeshi
Tsutsumi. Bilateral cochlear ossification in a patient with Takayasu arteritis Acta Oto-Laryngologica
Case Reports. 2017.01; 2(1); 150-154

3. Ohno K, Kimura Y, Matsuda Y, Takahashi M, Honjyou M, Arai T, Tsutsumi T.. Increased number of
IgG4-positive plasma cells in chronic rhinosinusitis. Acta Otolaryngol. 2017.04; 137(2); 186-190

4. 清川 佑介,野村 文敬, 杉本 太郎, 朝蔭 孝宏. ELPSが有用であった舌根部神経鞘腫の 1例 口腔 · 咽頭科.
2017.06; 30(2); 227-232

5. kawada k, Kawano T, Sugimoto T，Yamaguchi K,Kawamura Y，Matsui　T，Okuda M，Ogo T,Kume　Y，
Nakajima　Y，Andres Mora, Okada T,Hoshino A, Tokairin Y,Nakajima Y,Okada R,Kiyokawa Y,Nomura
F,Asakage T,Shimoda R,Ito T. Case of suprficial cancer located at the pharyngoesophageal jinction which
was dissected by endoscopic laryngopharyngeal surgery combined with endoscopic submucosal dissection
Case Rep Otolaryngol. 2017.08;

6. kawada k, Kawano T, Okada T, Yamaguchi K,Kawamura Y, Matsui T,Okuda M,Ogo T,Kume Y,Nakajima
Y,Anderes Mora,Hoshino A, Tokairin Y, Nakajima Y,Okada R,Kiyokawa Y,Nomura F,Ariizumi Y,Sugimoto
T,Asakage T,Ito T. The usefullness of intra-oropharyngeal U-turm method using trans-nasal endoscopy for
detecting superficial squamous cell carcinoma of the base of the tongue J Otolaryngol ENT Res. 2017.08;
8; 240

7. Hiroshi Nakanishi, Yoshiyuki Kawashima, Kiyoto Kurima, Jae Jin Chae, Astin M Ross, Gineth Pinto-
Patarroyo, Seema K Patel, Julie A Muskett, Jessica S Ratay, Parna Chattaraj, Yong Hwan Park, Sriharsha
Grevich, Carmen C Brewer, Michael Hoa, H Jeffrey Kim, John A Butman, Lori Broderick, Hal M Hoff-
man, Ivona Aksentijevich, Daniel L Kastner, Raphaela Goldbach-Mansky, Andrew J Griffith. mutation
and cochlear autoinflammation cause syndromic and nonsyndromic hearing loss DFNA34 responsive to
anakinra therapy. Proc. Natl. Acad. Sci. U.S.A.. 2017.09; 114(37); E7766-E7775

8. 清川 佑介, 有泉 陽介, 野村 文敬, 田崎 彰久, 岡田 隆平, 角田 篤信, 岸本 誠司, 朝蔭 孝宏. 側頭部の線維性骨
異形成症から生じた骨肉腫例 耳鼻咽喉科臨床. 2017.11; 110(11);

9. Ayako Maruyama, Atsunobu Tsunoda, Masatoki Takahashi, Seiji Kishimoto, Masami Suzuki. Nasopha-
ryngeal pleomorphic adenoma presenting as otitis media with effusion: case report and literature review.
Am J Otolaryngol. 35(1); 73-76

[書籍等出版物]

1. 堤　剛. 今日の治療指針. 医学書院, 2017.01

[総説]

1. 堤　剛. おとなのかぜ　上 · 下気道症状を有するかぜの診断と治療—混合型—　（特集 · おとなのかぜ、こ
どものかぜ） JOHNS. 2017.02; 33(1); 63-65

2. 堤　剛. 上半規管裂隙症候群（増刊号：診断に苦慮した耳鼻咽喉科疾） ENTONI. 2017.03; 205; 45-50
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3. 堤　剛. Ⅱめまい · 平衡機能検査　 Q11中枢性めまいを鑑別するための検査は？ 耳鼻咽喉科 · 頭頸部外科
(5)増刊号　耳鼻咽喉科検査マニュアル. 2017.04; 89(5); 172-173

4. 堤　剛. Ⅱめまい · 平衡機能検査　 2電気眼振図（ENG）耳鼻咽喉科 · 頭頸部外科 89(5)増刊号　耳鼻咽喉
科検査マニュアル. 2017.04; 89(5); 115-121

5. 堤　剛. 上半規管裂隙症候群　めまい診療の New Trend 耳鼻咽喉科 · 頭頸部外科. 2017.04; 89(1); 86-89

6. 堤　剛. 動揺病　耳鼻咽喉科疾患と生活指導-予防とセルフケア JOHNS. 2017.05; 33(8); 999-1001

[講演 · 口頭発表等]

1. Tsutsumi T, Makabe A, Hirai C, Yamamoto Y, Takeda T, Kawashima Y.. Time course of caloric nys-
tagmus in cases with spinocerebellar degeneration.. ARO 40th Annual MidWinter Meeting 2017.02.11
Baltimore

2. 竹田貴策, 川島慶之, 伊藤　卓, 藤川太郎, 山本　桂, 丸山絢子, 堤　剛. 脳表ヘモジデリン沈着症 9例の耳科
学的臨床像. 第 116回日本耳鼻咽喉科学会総会 · 学術講演会 2017.05.17

3. 川島 慶之, 真壁 彩音, 丸山 絢子, 澤田 光毅, 平井 千晶, 伊藤 卓, 藤川 太郎, 竹田 貴策, 堤 剛. 一側性または
両側性の聴覚情報の欠如が姿勢安定性に及ぼす影響の検討. 日本耳鼻咽喉科学会総会 2017.05.17

4. 堤　剛、岡田隆平、清川佑介、野村文敬、有泉陽介、川島慶之、朝蔭孝宏. 外耳道癌手術における外側側頭
骨切除の適応限界について. 第 118回日本耳鼻咽喉科学会総会 · 学術講演会 2017.05.18

5. 藤川太郎他. 高齢者頭頸部癌再建手術症例で術後せん妄は長期の嚥下機能低下の危険因子である. 第 118回
日本耳鼻咽喉科学会通常総会 2017.05.20 広島

6. 川田研郎、河野辰幸、杉本太郎、岡田隆平、野村文敬、清川佑介、有泉陽介、朝蔭孝宏. 舌根表在癌拾い上げ
に置ける上部消化管経鼻内視鏡による中咽頭反転法の有用性. 第４１回日本頭頸部癌学会 2017.06.08 京都

7. 川田研郎、中島康晃、東海林裕、星野明弘、岡田卓也、了徳寺大郎、奥田将史、久米雄一郎、Andres Mora、
川村雄大、山口和哉、岡田隆平、野村文敬、清川佑介、有泉陽介、朝蔭孝宏、伊藤崇、河野辰幸. ELPS+ESD
を行った下咽頭～食道を往来する下咽頭癌の１例. 第１８回頭頸部表在癌研究会 2017.07.01 東京

8. 近藤 景介, 清川 佑介, 大野 慶子, 朝蔭 孝宏. 異時性に大腸癌の甲状腺両葉転移を認めた 1例. 第 79回耳鼻
咽喉科臨床学会総会 · 学術講演会 2017.07.06 下関

9. 堤　剛. 専門医領域講習「眼振の自動解析」. 第 79回耳鼻咽喉科臨床学会総会 · 学術講演会 2017.07.07

10. 清川 佑介, 野村 文敬, 朝蔭 孝宏. 翼口蓋窩に進展した角化嚢胞性歯原性腫瘍の一例. 第 30回日本口腔 · 咽
頭科学会総会ならびに学術講演会 2017.09.07

11. 藤川太郎他. 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症の耳科学的臨床像　好酸球性中耳炎との比較. 第 27回　日本耳
科学会総会 2017.11.24 横浜

12. 堤　剛他. 回旋性サッケードにおけるMain Sequence. 第 76回日本めまい平衡医学会 2017.11.30

13. 竹田貴策, 倉田奈都子, 田崎彰久, 稲葉雄一郎, 清川佑介, 鈴木康弘, 真壁彩音, 平井千晶, 堤　剛. 脊髄小脳変
性症症例における Listing平面を用いた平衡覚認知能の評価. 第 76回日本めまい平衡医学会総会 · 学術講演
会 2017.12.01

14. Taro Fujikawa, et al.. Malnutrition and Delirium Interrupt Postoperative Swallowing Improvement in
Elderly Patients with Head and Neck Cancer. The 14th Taiwan-Japan Conference on Otolaryngology-
Head and Neck Surgery 2017.12.01

[社会貢献活動]

1. めまいの原因、診断、治療について, 朝日新聞社, 朝日新聞, 2017年 12月 27日
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Neurology and Neurological Science

教授　　　　　横田隆徳
講師　　　　　石橋哲
講師　　　　　西田陽一郎
助教　　　　　大久保卓哉
助教　　　　　佐藤望
助教　　　　　尾崎心
助教　　　　　服部高明
助教　　　　　沼沢祥行
特任教授　　　三條伸夫
特任講師　　　永田哲也
特任助教　　　桑原宏哉
特任助教　　　吉岡耕太郎
特任助教　　　由井大綿
特任助教　　　坂上史佳
特任研究員　　浅田健
大学院生　　　伊藤陽子
大学院生　　　東美和
大学院生　　　八木洋輔
大学院生　　　銭谷怜史
大学院生　　　岩澤絵梨
大学院生　　　大谷木正貴
大学院生　　　長谷川樹里
大学院生　　　新宅洋
大学院生　　　古川迪子
大学院生　　　宮下彰子
大学院生　　　能勢裕里江
大学院生　　　藤田恭平
大学院生　　　馬嶋貴正
大学院生　　　浅見裕太郎
大学院生　　　小野大介
大学院生　　　平田浩聖
大学院生　　　石津暢隆
大学院生　　　李富宝
大学院生　　　宋金東
大学院生　　　郭慧佳
大学院生　　　胡亜軍
大学院生　　　張永全
大学院生　　　熱依拉馬木提
大学院生　　　スースーレイモン
大学院生　　　馬穆提哈斯亜提
大学院生　　　臺藏魁一
大学院生　　　安田永智
大学院生　　　三橋祐太
大学院生　　　田村圭冴
大学院生　　　國枝泰希
大学院研究生　佐野達彦
大学院研究生　玉木敏裕

( 1 ) 分野概要

脳神経病態学分野（神経内科）は、ヒトにとってそのアイデンティティを決定する最も大切な脳を含む神経 · 筋の
疾患を扱う分野です。 その診療は問診と全身の神経診察からの情報が診断の中心となる内科の中でも最も内科ら
しい診療科です。
神経内科は頭痛 · めまい · しびれ · ふらつき · 物忘れなどの日常よくある症状の初期診療を行い、脳卒中（脳血管

脳神経病態学

認知行動医学講座
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障害）、認知症、てんかんなどの頻度の多い疾患（コモンディジーズ）から、多発性硬化症などの神経免疫疾患、
筋萎縮性側索硬化症（ALS）、脊髄小脳変性症などの神経変性疾患を含む神経難病や、筋ジストロフィー症などの
筋疾患など多岐に渡る疾患を担当しています。今後もこれらの神経内科の多種 · 多様な疾患を広くカバーし 、バ
ランスのとれた良質の診療を提供していきます。
当科は初代塚越廣教授、2代目宮武正教授、3代目水澤英洋教授の時代を通じて臨床の充実を何よりも重視し、そ
の研究は臨床から見出した問題点を解決する臨床問題解決型の研究を行って参りました。その結果、数々の世界
トップクラスの研究成果を発信すると共に優れた人材を輩出してきました。今後もその姿勢を堅持していきつつ、
さらに新時代の研究理念として、分子生物学 · 化学 · 神経科学などの基礎科学を出発点として疾患の病因究明 · 根
本治療を目指す科学解決型の研究も併せて行っていきたいと思います。
研究科としては最も複雑で高度に分化した臓器である脳を対象とした神経科学を研究する一方、「リサーチユニバー
シティ」として認定された東京医科歯科大学の中核として、研究成果を臨床へ応用するトランスレーショナルリ
サーチを実践していきます。21世紀は基礎科学と臨床医学が融合し、革新的治療の生まれる「治療の世紀」にな
るものと予測されます。内科の研究の最終目標の１つは創薬であり、次世代の治療戦略は単一分子を標的とした
バイオ医薬の開発と細胞治療を含む再生医療であることは間違いありません。私どもは、次世代バイオ医薬開発
を含めた神経疾患の新規治療でも社会に貢献していきたいと考えております。
本格的な少子高齢化社会を迎え、アルツハイマー病や脳卒中の診療の担い手となる神経内科医への期待はますま
す高まっております。時代の要請に応えるべく、「神経疾患の克服」を教室の目標として神経内科学を発展させて
いきたいと思います。

( 2 ) 研究活動

当研究室は、本学脳統合機能研究センター (CBIR)で認知症研究部門の基礎研究室を合わせて運営しており、ア
ルツハイマー病などの神経変性疾患の新規核酸医薬（ヘテロ核酸）や抗体医薬を用いた分子標的治療、診断の研
究を行っています。現在、戦略的創造研究推進事業 (CREST)や AMEDの革新的バイオ医薬品創出基盤技術開発
事業や脳科学研究戦略推進プログラム（脳プロ、融合脳）の３つの国家プロジェクトをその実施主体として、継続
的にかつ基礎から臨床に及ぶ広範囲の研究を行い、発展させています。
当教室の研究テーマは下記のように多岐にわたっています。
(1) 核酸グループ
(2) 神経疾患の体液バイオマーカーの検索
(3) アルツハイマー病の原因究明研究
(4) 筋萎縮性側索硬化症 (ALS)の原因究明と治療法開発研究
(5) 脳血管障害
(6) 脊髄小脳変性症の分子遺伝学的方法による病態解明、及び治療法開発
(7) 血液脳関門の機能制御を目指した研究
(8) 神経生理学的な臨床研究
(9) 先進的画像診断の研究
(10) 神経病理

各論
(1) 核酸グループ
１．第 3の核酸医薬の創生
次世代の創薬は分子標的治療が中核になることは間違えありませんが、核酸医薬とは 6-30塩基の短い天然型また
は非天然型の核酸 (オリゴヌクレオチド)を基本骨格として利用する医薬品です。細胞膜表面のある分子しか標的
にできない抗体医薬と異なって、noncoding RNAなど細胞内のあらゆる RNA分子が標的になり、さらに RNA
編集や RNA-タンパク結合制御などが可能となる優位性から次世代医薬として大きく期待されています。現在特
に盛んに臨床応用が進められている核酸医薬はアンチセンス核酸医薬 (ASO)、small interfering RNA(siRNA)の
2種類ですが、一方で肝臓以外への標的臓器への導入効率や遺伝子制御の有効性において不十分であることが課題
となっていました。
　我々の教室では、 「第３の核酸医薬」として DNA/RNAヘテロ 2本鎖核酸を考案しました。ヘテロ核酸は従
来の核酸医薬の 20-300倍の飛躍的な有効性の向上とともに、神経系を含むあらゆる臓器や細胞への導入が可能と
した革新的な新規核酸医薬で、1本鎖DNAである ASOや 2本鎖 RNAである siRNAと異なる作用機序を有して
います。
　その革新性から既に 10数の特許プールを確保し、CREST· 革新的バイオの大型研究費を獲得し、AMEDから今
後の我が国の核酸医薬の創薬の中核基盤技術に指定され、医科歯科大が核酸医薬創薬の日本の拠点になりました。
　さらに、2015年 1月にはヘテロ核酸の臨床応用を目的とした医科歯科大発のバイオベンチャー企業も立ち上がっ
て、一部は大手製薬企業にライセンスされました。
今後、現在治療法が確立されていないパーキンソン病、ALSなどの神経難病の根本治療薬開発や急性期脳梗塞の
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遺伝子治療などにおいて画期的な最先端の治療薬創生を目指しています。

２．ヘテロ核酸の特徴
　 2本鎖ヘテロ核酸は標的mRNAに結合するアンチセンス gapmer (LNA-DNA-LNA)の主鎖と、主鎖に相補的
な RNA (cRNA)からなる非天然機能核酸です。この主鎖は両端が LNA、中央部が DNAで、2本鎖の中央部が
DNA-RNAヘテロ核酸になるため、この部分が細胞内のエンドヌクレアーゼであるRNase Hによって相補鎖RNA
が切断されます。その結果、単独となった主鎖が標的 mRNAに結合して再び RNase Hが標的 mRNAを切断し
て遺伝子抑制効果を発揮するデザインです。すなわち、RNase Hが相補鎖RNAと標的mRNAの切断の一人二役
を果たすことにより、主鎖の結合親和性に影響を与えることなく相補鎖RNAに誘導分子を結合することが可能と
なった点が特徴の分子技術です。
２本鎖ヘテロ核酸の特徴である内在型の薬剤送達システムの導入分子として、我々の特許であるビタミン E (VE)
をリガンド分子として結合させることにより、静脈投与で従来の ASOや、VE結合 siRNA(VE-siRNA)より標的
遺伝子抑制効果の飛躍的な上昇に成功し、さらにその抑制率も低投与量 (0.75mg/kg)でも 99%以上と今までにな
い劇的な抑制率を達成しました。その有効性は現状の核酸医薬で最高水準です。

３． ヘテロ核酸の全身での効果
　ヘテロ核酸においては、その効果は肝臓に限定されており、その投与ルートも静脈投与のみで有効でした。最
近、我々その新規の分子設計と投与方法によって肝臓以外の心筋、腎臓などほとんどの多くの腹部臓器や皮下脂
肪、骨格筋の標的遺伝子制御が可能になりました。

その成果から既に種々の特許、研究資金を獲得しており、今後は現在治療法が確立されていない難病の克服や更
なる最先端の治療薬創生を目指しています。

(2) 神経疾患の体液バイオマーカーの検索
当教室では、神経疾患のバイオマーカーとなるマイクロ RNAの検索を行ってまいりました。2014年度より独立
行政法人新エネルギー · 産業技術総合開発機構（NEDO）における「体液中マイクロ RNA測定技術基盤開発」に
参加し，同開発事業で得られたバイオマーカー候補のマイクロRNAについて、各種の神経疾患における比較検討
を行い、疾患特異度の検討を行うこと、病態生理上の意義付けを検討する役割を担っております。マイクロ RNA
の血液内での分布の検討、脳組織を含む分泌源の検討、培養細胞での発現解析などを通して、マイクロRNAの機
能解析を行います。
神経疾患では血液と脳脊髄液中のマイクロ RNAの対比が重要であると考えられますが、脳脊髄液中のマイクロ
RNAはその発現量が少ないため、網羅的なアレイ解析方法や定量的評価方法がいまだ確立されていません。私た
ちは、神経疾患のバイオマーカーとしての脳脊髄液中マイクロRNAの網羅的解析方法を確立することを目標の一
つとしています。
さらに、今後は次世代シークエンサー (NGS) 等のツールを用いて、マイクロ RNA以外の small RNA, lncRNA
(long noncoding RNA), circular RNA (circRNA)といった新しいタイプの RNAバイオマーカーの開発を展開し
ていく予定です。
臨床の教室としての強みを活かし、運動ニューロン疾患やアルツハイマー病をはじめとする神経変性疾患、多発
性硬化症、免疫介在性ニューロパチーなど多様な神経疾患を対象に、臨床情報とRNAデータベースを有機的に統
合し、神経疾患の診断、治療に有用な RNAバイオマーカーの研究を進めています。
　当研究室で独自に考案した髄液中 miRNAのノーマライゼーション法により、正常髄液サンプル間のアレイシ
グナルの近似曲線が、従来のGlobal normalizationよりもより y=xに収束し、サンプル間のバラつきを抑えるこ
とが可能になりました。

(3) アルツハイマー病の原因究明研究
厚生労働省の発表によると、日本国内において、平成 24年の 65歳以上の高齢者の 15%が認知症であり、認知症
の高齢者は約 462万人 (7人に 1人)とのことです。そして、その約半数がアルツハイマー病であると考えられて
います。アルツハイマー病は 65歳以降にその発症率が急増するため、高齢化社会を迎える我が国においては、効
果的な予防法や治療法の開発が急務となっています。 過去約 10年の間に、アルツハイマー病の研究が世界中で
盛んに行われ、アルツハイマー病の患者さんの脳で起こっていることが少しずつ分かってきました。アルツハイ
マー病の患者さんの脳の中に溜まるアミロイドβと呼ばれる蛋白は、やがて老人斑 (下図)と呼ばれる斑を脳の中
に形成しますが、斑を形成するよりも前にできる数個の重合体 (オリゴマー)が、強い神経毒性を持っていること
が分かりました。また、老化に伴って、異常なリン酸化がおこったタウ蛋白が神経細胞内に神経原繊維として溜
まってきますが、アルツハイマー病では、神経原線維変化が正常な老化のレベルを超えて拡大することで、神経
細胞が障害され、記憶 · 思考 · 計算力 · 判断力などに障害を来すことも分かってきました。
我々は、アミロイドβ蛋白産生の課程で重要な役割を果たしているガンマ ·セクレターゼと、その関連蛋白に関する
研究を他大学と共同ですすめています。ガンマ · セクレターゼ複合体はプレセニリン (PS)、ニカストリン (NCT)、
Aph-1、Pen-2の 4つのコンポーネントでできていますが、人が脳の中に本来持っているガンマ · セクレターゼを
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調節する仕組みを調べ、そのうちの 1つに TMP21という蛋白質があることを報告しました (Chen et al, Nature
2006)。そのような、本来人間が持っている仕組みを、治療へ応用する方法の研究をしています。
また、神経細胞内の小胞体膜上に存在する小胞体カルシウム · ポンプ (SERCA)は細胞質内のカルシウム濃度調節
において、重要な役割をしていますが、SERCAは PSと結合によりカルシウム · ポンプとしての機能の調節を受け
ていることが推測されています。我々は、PSに家族性アルツハイマー病でみられる遺伝子変異があると、SERCA
による細胞内カルシウム濃度調節に異常を来すことを報告しました (Jin et al, JAD 2010)。細胞内カルシウムは、
アルツハイマー病に限らず、様々な疾患における細胞の障害に関連している可能性が指摘されており、細胞内カ
ルシウム濃度を調節する仕組みを利用して、神経細胞を守る方法について研究を進めています。
さらに、我々はアルツハイマー病に関係深い酸化ストレスによる病態メカニズムについても研究をすすめていま
す。我々が独自に作製した慢性酸化ストレスモデルマウスである α -TTP ノックアウトマウスを用いて、2006年
にアルツハイマー病モデル · マウスの症状が酸化ストレスにより増悪すること (Nishida et al, BBRC 2006)、2009
年にはその増悪する機序がアミロイドβ蛋白の脳内からのクリアランス低下によることを報告しました (Nishida
et al, JBC 2009)。現在はさらにマイクロアレイ解析などダイナミックに進化し続ける遺伝子や蛋白の網羅的な解
析技術を駆使し、老化や酸化ストレスに着目したアルツハイマー病の病態メカニズムに関与する新役者を発見し
つつあります。
以上のように社会からの要望に応えるべく、我々は新たなアルツハイマー病の治療法開発に向けて基礎研究に励
んでいます。

(4) 筋萎縮性側索硬化症 (ALS)の原因究明と治療法開発研究
１．ALS病態解明に向けて　世界初の ALS霊長類モデルの作製
ALS で障害される運動神経細胞の細胞質に形成される異常凝集体の主要成分が Tar-DNA binding protein 43
(TDP-43)であることが報告されて以来、ALSの基礎研究は飛躍的に進んでいます。ALSでは本来核内に存在す
る TDP-43が細胞質に異常局在した上で細胞質内凝集体を形成し、リン酸化、ユビキチン化といった修飾を受け、
断片化されることが分かっています。我々の研究室では、TDP-43がどのような機序で ALSの病態に関与してい
るかを調べるために、野生型 TDP-43発現アデノ随伴ウイルス (AAV)ベクターを利用し ALS霊長類モデルを作
製しました (Uchida A. et al, Brain 2012)。このモデルでは ALS様の運動症状がみられるだけでなく、これまで
他の動物モデルでは十分再現できなかったALS患者の病理所見を再現することに成功しており、ALSの病態解明
や新規薬の開発に役立つと考えています。

２．ALS病変の進展形式　multifocal hits and local propagation hypothesis
　代表的な神経変性疾患であるアルツハイマー病やパーキンソン病では、プリオン病のように疾患に関連するタン
パク (タウやαシヌクレイン)がある一定のパターンをもって隣接した領域へ広がっていくことが報告されていま
す。我々はALS患者を対象に経時的な電気生理学的検査を行い、ALSにおける病変の進展形式を評価し、その特徴
を考察しました。その結果、ALSにおいては、隣接した領域への単純な進展 (single seed and simple propagation
hypothesis)のみでなく、遠隔領域への非連続的な進展 (multifocal hits and local propagation hypothesis)を示す
患者群が存在することが明らかになりました (Sekiguchi T. et al. J Neurol Neurosurg Psychiatry 2013)。
　 ALS における特徴的な病変の進展を担う因子として、我々は細胞外小胞 (Extracellular vesicles: EVs、特に
exosome)という微小胞に着目して研究を行っています。Exosomeは細胞表面から放出される微小胞であり、その
内部にはタンパクだけでなく脂質、microRNAやmRNAなどの核酸が存在することが分かっており、細胞間の情
報伝達や不要物の排泄を担っていると考えられています。我々はこの EVの中に TDP-43断片が含まれているこ
とを培養細胞レベルで証明しました。また培養細胞から回収した EVをマウス大脳に接種すると、EV内に存在す
る TDP-43は神経細胞に取り込まれるだけでなく、神経回路に沿って別の部位へ伝播されることが判明しました。
この研究によりALSの疾患進行の機序が明らかになれば、ALSひいてはその他の神経変性疾患の進行を抑制する
新たな治療方法の開発が可能となると我々は考えています。

３．ALSの治療法開発　核酸医薬による最先端治療の確立に向けて
　 ALS1などの常染色体優性遺伝性の神経変性疾患は、原因遺伝子産物の gain of toxic functionにより発症する
と考えられています。このような疾患では、変異した RNAやタンパクの発現を抑制することにより、疾患の発
症、進行を抑制することが期待できます。我々は siRNAトランスジェニックマウスを用いて siRNAで SOD1変
異によるALSの発症を大幅に遅延させることに成功し、siRNAで常染色体優性遺伝性神経変性疾患が治療可能で
あることを示しました (Saito Y. et al. J Biol Chem 2005)。家族性 ALSと孤発性 ALSは、臨床症状や経過、病
理所見に類似点が多く、ある段階からは病態生理を共有している可能性が高いと考えられます。このような家族
性 ALSで有効な核酸医薬による治療は ALSのうち多くを占める孤発性 ALSでも効果がある可能性があります。
我々は、最先端の核酸創薬の技術を利用し ALSの遺伝子治療の開発に取り組んでいます。

(5) 脳血管障害
１． 臨床研究
急性期脳梗塞を対象に、連携病院の協力のもと画像解析、臨床スコアの開発などを行っています。最近では、急
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性期脳梗塞時に虚血脳を保護するために拡張する軟膜動脈を介した側副血行路発達の画像所見を解析、血栓溶解
療法施行例において側副血行路の発達がその治療反応性と強く関連していることを報告しました (Ichijo M, et al.
Stroke. 44: 512-5, 2013、Yoshioka K, et al. Neuroradiology 55:165-9, 2013)。また、閉塞した血管が血栓溶解療
法によって綺麗に再開通すると側副血行路サインが明瞭に変化し、その変化が神経症状の改善と関連することも
報告しています (Ichijo M, et al. AJNR. 36: 1839-45, 2015)。
これらの臨床研究で得られた新たな知見を、当院血管内治療科と共同で行なっている脳梗塞の急性期血行再建手
術時の側副血行路評価などにも応用することによって、脳梗塞の最適な血行動態制御を目指しています。

２．基礎研究
日本で最も受療率が高く寝たきりの最大の原因となっている脳血管疾患の根本的な治療法開発に取り組んでいま
す。主に脳梗塞モデルマウス及び、細胞脳虚血モデルを使って臨床応用へむけた新たな治療法を開発しています。
a. 新世代核酸医薬を用いた神経保護療法の開発
急性期脳梗塞において、ペナンブラ領域の神経細胞死の病態は大分解明されつつありますが、その神経細胞死を
抑制する神経保護療法は現段階では残念ながら実現されていません。我々は、抜群の遺伝子抑制効果を持つヘテ
ロ核酸を使用、あるいは虚血部位のみに遺伝子抑制効果を発現する核酸を組み合わせることによって、神経細胞
死を効率よく制御し、急性期脳梗塞に対する神経保護療法の確立を目指して研究を行っています。
現段階で、ヘテロ核酸を直接脳内に投与ではなく、経静脈的に投与した場合であっても虚血脳内に移行して、特
に神経細胞に作用して遺伝子抑制効果を発揮させることに成功しています。

b. 神経及び血管再生治療の開発
神経幹細胞、間葉系幹細胞を障害された脳を蘇らせる有用なリソースとして考えて、これらの細胞の移植あるいは、
Galectin-1などの幹細胞制御因子の投与により脳梗塞による神経症状の改善効果があることを見出してきました。
一方で、それらの細胞の生存に必須な脳血流を維持すること、あるいは臨床的に見出した側副血行路による脳保
護効果を人為的に発揮させるための手段の開発として、軟膜動脈による側副血行路発達を目指した研究を行って
います。我々は、S1PR1(Sphingosine 1-phosphate receptor 1)シグナルに注目しています。この受容体関連シグ
ナルを制御することにより、側副血行路の発達を促すことが出来ることを見出しました。

(6) 脊髄小脳変性症の分子遺伝学的方法による病態解明、及び治療法開発
１．脊髄小脳変性症の病態解明と治療法開発のための研究
　当研究グループは 1997年 4月に発足し、α 1A-カルシウムチャネル遺伝子の３塩 (CAG)繰り返し配列の異常
伸長で起きる SCA6と、非コード型 5塩基繰り返し配列が 2方向に転写されて起きる SCA31という 2つの疾患に
ついて研究をしてきました。 SCA6については、遺伝子座解明と臨床症状と遺伝子変異との関係 (Ishikawa et al.
AJHG, 1997; Takahashi H. et al. J Hum Genet, 2003)、患者脳内でカルシウムチャネルが凝集することの世界
的発見 (Ishikawa K. et al. Hum Mol Genet, 1999; Ishikawa K. et al. Neurology, 2001; Ishiguro T. et al. Acta
Neuropathol, 2010)などを行い、脳統合機能研究センター渡瀬啓准教授と共同して動物モデル作製 · 解析にも貢献
しました (Watase K. et al. PNAS, 2008; Unno T. et al. PNAS, 2012)。現在でも患者脳で蛋白凝集が起こす病
態の研究を継続しており (Takahashi M et al, 2013, PLoS One)、世界中から SCA6の標本を受け入れて独自の特
異抗体で免疫染色を行っております。 SCA31については、2000年に原因遺伝子座を発見し (Nagaoka U, et al.
Neurology, 2000)、ヒトゲノムがまだ未解読の時代に独自で物理地図絞り込みを行い (Li M, et al. J Hum Genet,
2003),候補遺伝子 puratrophin-1の発見と創始者ハプロタイプの解明 (Ishikawa K & Toru S et al. AJHG, 2005;
Amino T et al. J Hum Genet, 2007)を経て、遂に 2009年に原因が 2つの遺伝子 BEANと TK2の共有するイ
ントロン内に存在する 5塩基繰り返し配列であることを突き止めることができました (Sato N & Amino T et al,
AJHG, 2009)。その成果はＮＨＫニュース「おはよう日本」でも報道されました。SCA31の病態は、SCA6と異
なり非コード型 RNAリピートの存在が重要です。患者脳では RNAの異常凝集が見えます。なぜこのような凝集
体が形成され、それがどのような意味を持つのか、異常 RNAの配列や RNAに結合する蛋白の解明などについて
モデルマウスやモデル培養細胞を用いて研究し、培養細胞でもRNAの高次構造異常が確認され、それが細胞寿命
に影響することも報告しました (Niimi Y. et al., Neuropathology，2013)。共同研究の体制は、国内だけでなく、
海外 (アメリカ、ドイツ、フランス、カナダなど)の一流研究者とも盛んに行っております。
今後も私たちはこれらの疾患の根本的な治療法開発を目指して研究を進めたいと思っております。

２．多系統萎縮症 (MSA)の病態解明
　多系統萎縮症 (MSA)は、脊髄小脳変性症の中でも最も多く、かつ最も多彩で重症な症状を取り易い疾患です。
私達は、α-シヌクレイン蛋白が凝集するというこの病気の特徴的な変化 (図 4)が生じる前段階で、神経細胞や神
経膠 (グリア)細胞にどのような異常が起きているのか?という疑問を持って研究を開始し、TPPP/p25αという
タンパク質がα-シヌクレインの凝集よりも早期に核内から細胞質に移動し、病態の発生に関連している可能性が
あることを突き止めました (Ota et al, Acta Neuropathol. Commun. 2014)。TPPP/p25αはミトコンドリアに
も局在する蛋白で、ミトコンドリアとＧＣＩの関係についての研究も続けております。
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３．臨床試験
　 2015年度、多系統萎縮症についての多施設共同研究の予定でおります。そのほか、脊髄小脳変性症の一部につ
いての臨床試験の計画もございます。詳細は、本学医学部付属病院臨床試験センターホームページに 2015年 7月
以降に順次公開する計画です。

４．バイオインフォマティクスを活用した分子遺伝学的な病態研究
　現代は、情報過多とも言えるデータベースなどの充実とともに、情報科学的な病態研究の方法が分子生物学の
データ解釈におけるあらゆる局面において重要性を増してきております。まだこれ単独では具体的な業績につな
がっておりませんが今後も継続して注力していきます。

(7) 血液脳関門の機能制御を目指した研究
血液脳関門は、多発性硬化症 · アルツハイマー病 · 脳梗塞といった様々な疾患において病態形成に関わる多くの分
子を発現しており、近年その重要性が広く認識されています。血液脳関門の機能を制御する技術を確立すること
は、これらの疾患の画期的な治療法として大きく展開する可能性を秘めています (Kuwahara H, et al. Ther Deliv
3: 417-420, 2012)。また、血液脳関門に主に発現しているグルコーストランスポーター type1 (GLUT1) がアルツ
ハイマー病の病態に深く関わっていることを発見し、報告しています (Winkler EA, Nishida Y, Sagare AP, et al.
Nat Neurosci 18: 521-30, 2015)。
我々は、RNA干渉を誘導する short-interfering RNA (siRNA) をマウスへの全身投与にて血液脳関門に送達し、
血液脳関門の遺伝子発現を制御する研究において、これまでに世界で先駆的な成果を遂げています。RNA干渉
は、遺伝子発現抑制法の強力なツールとして臨床応用への期待が大きいですが、生体内における効率的かつ安全
な siRNAのデリバリー法の確立が最大の課題となっています。まず開発に着手したハイドロダイナミクス投与法
による血液脳関門への siRNAのデリバリーは、世界で初めて血液脳関門の遺伝子発現制御を可能にした報告とな
りました (Hino T, et al. Biochem Biophys Res Commun 340: 263-7, 2006) が、圧負荷や容量負荷が大きいデ
リバリー法のため、臨床応用できる新たな方法が必要でした。次に、コレステロールがリポ蛋白によって血中か
ら血液脳関門に輸送されている生理学的特徴に着目し、コレステロールを結合させた siRNAを内在性リポ蛋白に
取り込ませた上で、通常の静脈内投与にて血液脳関門の遺伝子発現制御を実現する方法を開発しました (図参照、
Kuwahara H, et al. Mol Ther 19: 2213-21, 2011) 。
現在は、さらに効率的かつ安全な血液脳関門の機能制御を目指すべく、最近我々の研究室で開発した有効性の高い
ヘテロ核酸および脳への指向性を向上させる新たなデリバリー戦略を取り入れた研究を進めています。また、各
種神経疾患のモデル動物に対する治療効果を検証する研究を予定しており、最終的には難治性神経疾患に対する
臨床応用へと発展させることを視野に入れています。

(8) 神経生理学的な臨床研究
　小脳は、バランスを取る機能だけでなく、「体で覚える」ことや「体が記憶する」ことを可能にしている脳です。
たとえば、昔乗れた自転車に、何十年経っても体が覚えている、というのも小脳が関わっていると言われていま
す。ですので、どんな人にも小脳の働きが必須です。
私達は、このような「秘められた脳機能」の一つである小脳の運動学習機能 (別名：適応機能)を正確に定量的に
評価できる装置を、理研脳科学 (BSI)と共同開発しました (特許出願済；文部科学省受託研究　脳科学研究戦略推
進プログラム (課題Ｅ))。
この研究成果は PLoS ONE誌より 2015年 3月に公開されました (Hashimoto Y. & Honda T. et al. PLoS ONE,
2015)。 この機器を用いて、小脳のどの部分で学習しているのかを明らかにし、例えば薬でどのように改善するか
を明らかにしたいと考えています。

(9) 先進的画像診断の研究
１．先端的脳画像を用いた神経疾患の病態解明、治療効果判定
　私たちは、先端的な脳画像を用いることで、患者さんの脳で実際に起きている病態を「見える」ようにする研究
活動、臨床応用を進めています。複数のMRI撮像法を組み合わせることで、多彩な脳機能、構造を非侵襲的に評
価する多モダリティーニューロイメージングを実用化しています。
具体的には、機能的MRIを用いて、時間的に同期して活動している領域は機能的に結合しているとみなす機能的
結合 (functional connectivity)、拡散テンソル画像を用いて白質による連絡経路を同定する構造的結合 (structural
connectivity)、脳のシナプス活動を反映する血流量を評価する Arterial Spin Labelling(ASL)法によって、神経
ネットワークの視覚化、定量化を行っています。出血や白質病変を敏感に検出する最新の撮像法も併用します。
　これまでに、脳虚血領域における潜在的な脳構造の変化 (AJNR, 2005)、パーキンソン病患者の運動機能、認知
機能に関わる神経ネットワークの異常 (OHBM, 2015)、脳賦活領域、灰白質や白質の異常、血流変化 (Hum Brain
Mapp, 2012)を明らかにし、多系統萎縮症 (ISMRM, 2013)や特発性正常圧水頭症 (AJNR, 2011, 2012)の白質障
害、半側空間無視に関わる空間性注意のネットワークの同定 (ISMRM, 2012)を行ってきました。
　今後は、アルツハイマー病、パーキンソン病、筋萎縮性側索硬化症を対象として、病態を鋭敏に反映するバイオ
マーカーを確立し、より正確な画像診断を実現するとともに、厳密な治療効果判定に基づく新たな治療戦略を提
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案していきます。さらに、脳梗塞、多発性硬化症、頭部外傷などによって、脳が損傷された場合の神経ネットワー
クの攪乱と、その症状や高次脳機能障害との関連についても解明していきます。

２．脱髄性中枢神経疾患における神経変性プロセスの解析
多発性硬化症などの脱髄性中枢神経疾患では、病初期から脳が萎縮することが、主に国外の患者さんにおいて指
摘されています。私たちは、多発性硬化症などの患者さんの脳の萎縮、記憶力障害、注意障害などを、日本人の患
者さんにおいて評価し、関連性を調べています。
他大学とも共同研究を進めており、脳細胞の変性を写すことのできる脳MRI撮影や、脳萎縮に関連する血液中の
バイオマーカーを測定 · 解析しています。多発性硬化症の患者さんにおいて、再発予防として広く用いられている
疾患修飾療法 (disease modifying therapy; DMT)により、患者さんお脳における神経変性プロセスが改善してい
るのかどうかを確認し、有効性を随時評価してゆきます。

(10) 神経病理
病理部門では大きく 2つの役割を担っています。1つは臨床診断で、当研究室では大学病院をはじめ、関連施設か
ら年間 100～ 150例の末梢神経 · 筋生検組織が届けられ、標本作製から診断までという大変重要な部分を行って
います。もう 1つは実験病理や剖検脳の検討で、難治性疾患の多い神経疾患の病態を解明し、新たな治療法開発
を目指しています。
１．虚血性末梢神経障害モデルマウスを使用した末梢神経再生療法の開発
血管炎や糖尿病による虚血性末梢神経障害は、しばしば強い神経障害の原因となって自力歩行が難しくなる方が
多くいます。しかしながら、障害された末梢神経は再生能力が弱く、後遺症が永続します。
我々は、虚血性末梢神経障害モデルマウスを用いて末梢神経障害の再生治療を開発しています。我々は、内因性
の未分化シュワン細胞が虚血により増殖し、髄鞘の再生を促すことを確認しました。またその際に、p75NTRと
いう受容体の発現が未分化シュワン細胞で亢進することを発見し、この受容体のシグナルを制御することにより
末梢神経の再生を促せることが出来ると考え、検討を続けています。

２．「神経突起病理学」の研究
アルツハイマー病のタウやパーキンソン病のαシヌクレイン等の疾患関連蛋白が神経細胞体内に凝集物を作り、神
経細胞死を起こすという Proteinopathyパラダイムは神経変性疾患の分子病態の理解を深めてきました。我々は
凝集体形成や細胞死が起こる前に樹状突起や軸索に病変や機能障害が起こることを明らかにしています。細胞死
に先行する突起病変に注目するこの「神経突起病理学」は突起病変に関連する疾患特異的な早期症状に基づく、特
異度の高い診断に結びつき、細胞死が起こる前の治療介入へと道を拓く新たな視点を提供します。

( 3 ) 教育活動

前期臨床トレーニング
初期臨床研修 （1,2年目）
研修医として医学部附属病院の卒後臨床研修センターに所属し、センターのプログラムに則って、連携病院およ
び関連する研修指定病院で内科、神経内科および他科の研修を行う。
詳しくは卒後臨床研修センタ—のホームページ参照。
シニア · レジデント（3,4年目）
初期研修終了後、医学部附属病院ないし連携病院の神経内科に所属し、臨床神経学を中心に電気生理学、神経病
理学、神経放射線を含めた、より専門的な研修を行う。医学部附属病院では、病棟担当教員、チーフ · レジデント
の下、1～ 2名の研修医（ジュニア · レジデント）とチームを組み、彼らを指導するとともに、自らも何人かの患
者を受け持ち研修する。また数ヶ月単位で神経生理、神経病理、神経放射線などの専任研修を行う。
他科、他院での初期研修後の入局も可能であり、随時相談に応じている。
最短 3年間の研修後に日本内科学会認定内科医資格を取得する。
シニア · レジデントの期間中からその後にかけて大学院に入学する道もある。

初期研修プログラム
a. 診療科の特徴
　基準病床数 36床と内科系で最大規模の診療科。その対象となる疾患も神経内科に特有な神経変性疾患、脱髄疾
患、てんかんや片頭痛などの発作性 · 機能性疾患をはじめ、単一臓器としては死因第一位の脳血管障害、感染症、
腫瘍、自己免疫性 · 傍腫瘍性疾患、脊椎疾患や内科疾患に伴う神経障害、代謝性疾患、栄養障害、中毒、自律神経
疾患、人体において最大の”臓器”である骨格筋の疾患など極めて多彩であることが特徴として挙げられる。
b. プログラムの特徴
　研修医（ジュニア · レジデント）は、卒後 3年目以降のシニア · レジデントクラスの神経内科医と共に 5～ 7人
程度の入院患者を受け持ち、患者さんやコ · メディカル · スタッフ、同僚とのコミュニケーションなど医師として
の基本能力を高めるとともに、神経疾患の基本的な診察、診断、治療 · ケアなどについて研修する。シニア · レジ
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デントは神経生理、神経放射線、神経病理などの専任研修を各 2-3ヶ月ローテーションする。卒後 5年目以降の
チーフ · レジデントおよび病棟教官がこれをサポートするとともに、より専門的な意見や最新の知見等につきアド
バイスし、症例に対するより深い考察と理解を助ける。神経生理、神経病理、神経放射線のカンファレンスが定
期的に行われており、神経内科に特有の検査について詳しく学ぶ機会が得られる。症例から得られた貴重な知見
に関しては、研修医にも積極的に学会、論文等による発表を行う。
c. 研修内容及び到達目標
　医療面接を含めた神経学的診察がきちんとできることを第一目標とする。そこから問題点を抽出、整理し、ど
こがどのように悪いのか考える力を身につける。画像や電気生理検査、病理検査など諸検査の意味をよく理解し、
これらを総合した診断へのプロセスを学ぶ。各症候、疾患の特徴を理解し、基本的な治療法について習得する。神
経内科は脳卒中をはじめとする救急疾患も多いため、救急に関する知識、技術の習得も可能である。疾患に関し
ては、脳卒中や頭痛などの common diseaseのみならず、神経変性疾患や免疫性神経疾患をはじめとする神経内科
特有の神経難病、内科疾患に伴う神経障害なども経験できるようにプログラムされている。
d. 研修医に対する要望
　単に知識や技術の習得に止まらず、常になぜかを問いかけ、論理的かつ真摯に考察し、自ら問題を発見し解決
していく積極的な姿勢を望む。

後期臨床トレーニング （5年目以降）
医学部附属病院でチーフ · レジデントとして神経内科病棟の全入院患者を把握して、全レジデントを統括 · 指導し
たり、連携病院の神経内科責任者として診療に当たり、さらに臨床能力を飛躍させつつ、臨床研究を行う。
最短 5年間の研修後に日本神経学会認定の神経内科専門医資格を取得する。

大学院について
教育目標 21世紀の神経学と神経科学を担う研究者、神経内科医、教育者を養成する。
教育方針 臨床神経学の教室として、神経疾患の病態の解明 · 診断法や治療法の開発に関する研究テーマを中心と
する。臨床的発想を中心にすえた上で、分子からシステムまでをターゲットに分子遺伝学や分子 · 細胞生物学、あ
るいは PET, fMRI, MEGなどの最新の手法を駆使した研究を展開できるようにする。
研究テーマ 本人の希望により主任教授と話し合って決定される。
当教室での主な研究内容に関しては研究のページを参照。
募集概要 学年若干名（今までの実績では 2-8名）を大学院生として採用する。
一般内科および神経内科の前期研修を終えた卒後 4-5年目で入学するのを標準とするが、医学部卒業直後あるいは
初期研修修了直後の早期の大学院入学も可能である。
医学部以外の大学卒業者や留学生の受験も可能。

( 4 ) 教育方針

上記の教育活動欄を参照。

( 5 ) 研究業績

[原著]

1. Yohsuke Yagi, Takuya Ohkubo, Hideya Kawaji, Akira Machida, Haruka Miyata, Saori Goda, Sugata Roy,
Yoshihide Hayashizaki, Harukazu Suzuki, Takanori Yokota. Next-generation sequencing-based small RNA
profiling of cerebrospinal fluid exosomes. Neurosci. Lett.. 2017.01; 636; 48-57

2. Keisuke Abe, Takuya Ohkubo, Takanori Yokota.. TDP-43 in the skin of amyotrophic lateral sclerosis
patients. Journal of Medical and Dental Sciences. 2017.01; 64(1); 9-17

3. Kazumasa Soga, Kinya Ishikawa, Tokuro Furuya, Tadatsune Iida, Tetsuo Yamada, Noboru Ando, Kiy-
obumi Ota, Hiromi Kanno-Okada, Shinya Tanaka, Masayuki Shintaku, Yoshinobu Eishi, Hidehiro Mizu-
sawa, Takanori Yokota. Gene dosage effect in spinocerebellar ataxia type 6 homozygotes: A clinical and
neuropathological study. J. Neurol. Sci.. 2017.02; 373; 321-328

4. Sakiko Chikazawa, Takaaki Hanafusa, Kokoro Ozaki, Takeshi Namiki, Maki Amano, Makiko Ueno, Shown
Tokoro, Ken Igawa, Takefumi Sato, Kinya Ishikawa, Takanori Yokota, Hiroo Yokozeki. Incomplete Be-
hçet’s disease with calf muscle pain and MRI hyperintensity due to possible thrombophlebitis. Eur J
Dermatol. 2017.02; 27(1); 76-77
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5. Taro Ishiguro, Nozomu Sato, Morio Ueyama, Nobuhiro Fujikake, Chantal Sellier, Akemi Kanegami, Eiichi
Tokuda, Bita Zamiri, Terence Gall-Duncan, Mila Mirceta, Yoshiaki Furukawa, Takanori Yokota, Keiji
Wada, J Paul Taylor, Christopher E Pearson, Nicolas Charlet-Berguerand, Hidehiro Mizusawa, Yoshitaka
Nagai, Kinya Ishikawa. Regulatory Role of RNA Chaperone TDP-43 for RNA Misfolding and Repeat-
Associated Translation in SCA31. Neuron. 2017.04; 94(1); 108-124.e7

6. Yoshiyuki Numasawa, Takaaki Hattori, Sumio Ishiai, Zen Kobayashi, Tomoyuki Kamata, Minoru Kotera,
Satoru Ishibashi, Nobuo Sanjo, Hidehiro Mizusawa, Takanori Yokota. Depressive disorder may be as-
sociated with raphe nuclei lesions in patients with brainstem infarction. Journal of Affective Disorder.
2017.04; 213; 191-198

7. Zen Kobayashi, Emi Fukatsu, Sakiko Itaya, Miho Akaza, Kiyobumi Ota, Yoshiyuki Numasawa, Satoru
Ishibashi, Hiroyuki Tomimitsu, Shuzo Shintani. Fist sign in inclusion body myositis. Neuromuscul.
Disord.. 2017.04; 27(4); 385-386

8. Ohyagi M, Ishibashi S, Ohkubo T, Kobayashi Z, Mizusawa H, Yokota T, Emoto H, Kiyosawa M. . Subacute
Supranuclear Palsy in anti-Hu Paraneoplastic Encephalitis. Canadian Journal of Neurological Sciences.
2017.06; 44(4); 444-446

9. Masaki Ohyagi, Satoru Ishibashi, Takuya Ohkubo, Zen Kobayashi, Hidehiro Mizusawa, Takanori Yokota,
Hirofumi Emoto, Motohiro Kiyosawa. Subacute Supranuclear Palsy in anti-Hu Paraneoplastic Encephali-
tis. Can J Neurol Sci. 2017.07; 44(4); 444-446

10. Hiroaki Yokote,Tomoyuki Kamata,Nobuo Sanjo,Takanori Yokota. Serum retinol levels are associated with
brain volume loss in patients with multiple sclerosis. Multiple Sclerosis Journal 2017. 2017.07; 3(3);

11. Maya Higuma,Nobuo Sanjo,Hiroshi Mitoma,Mitsuru Yoneyama,Takanori Yokota. Whole-day gait moni-
toring in patients with Alzheimer’s disease: a relationship between attention and gait cycle. Journal of
Alzheimer’s Disease Reports 2017 . 2017.07; 1(1); 1-8

12. Nozomu Sato, Nozomi Toide, Mami Kizawa, Takuya Ohkubo, Satoru Ishibashi, Nobuo Sanjo, Takanori
Yokota. Methotrexate-associated lymphoproliferative disorder in a patient with neuromyelitis optica spec-
trum disorder: An implication for pathogenesis mediated by Epstein-Barr virus. J. Neurol. Sci.. 2017.08;
379; 219-221

13. Yuki Kishimoto, Akane Fujii, Osamu Nakagawa, Tetsuya Nagata, Takanori Yokota, Yoshiyuki Hari,
Satoshi Obika. Synthesis and thermal stabilities of oligonucleotides containing 2’-O,4’-C-methylene bridged
nucleic acid with a phenoxazine base. Org. Biomol. Chem.. 2017.10; 15(38); 8145-8152

14. Shuta Toru, Tadashi Kanouchi, Takanori Yokota, Yosuke Yagi, Akira Machida, Takayoshi Kobayashi.
Utility of Autonomic Function Tests to Differentiate Dementia with Lewy Bodies and Parkinson Disease
with Dementia from Alzheimer Disease. Eur. Neurol.. 2017.11; 79(1-2); 27-32

15. Tetsuya Kanai, Akiyuki Uzawa, Yasunori Sato, Shigeaki Suzuki, Naoki Kawaguchi, Keiichi Himuro, Fu-
miko Oda, Yukiko Ozawa, Jin Nakahara, Norihiro Suzuki, Yuko K Takahashi, Satoru Ishibashi, Takanori
Yokota, Takashi Ogawa, Kazumasa Yokoyama, Nobutaka Hattori, Shoko Izaki, Satoru Oji, Kyoichi No-
mura, Juntaro Kaneko, Kazutoshi Nishiyama, Ichiro Yoshino, Satoshi Kuwabara. A clinical predictive
score for postoperative myasthenic crisis. Ann. Neurol.. 2017.11; 82(5); 841-849

16. Yajun Hu, Yuji Hashimoto, Takashi Ishii, Mamut Rayle, Kazumasa Soga, Nozomu Sato, Michi Okita,
Miwa Higashi, Kokoro Ozaki, Hidehiro Mizusawa, Kinya Ishikawa, Takanori Yokota. Sequence configu-
ration of spinocerebellar ataxia type 8 repeat expansions in a Japanese cohort of 797 ataxia subjects. J.
Neurol. Sci.. 2017.11; 382; 87-90

17. Yuko Yamagishi, Hidekazu Suzuki, Masahiro Sonoo, Satoshi Kuwabara, Takanori Yokota, Kyoichi No-
mura, Atsuro Chiba, Ryuji Kaji, Takashi Kanda, Kenichi Kaida, Shu-Ichi Ikeda, Tatsuro Mutoh, Ryo
Yamasaki, Hiroshi Takashima, Makoto Matsui, Kazutoshi Nishiyama, Gen Sobue, Susumu Kusunoki.
Markers for Guillain-Barré syndrome with poor prognosis: a multi-center study. J. Peripher. Nerv. Syst..
2017.12; 22(4); 433-439
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[書籍等出版物]

1. 桑原宏哉、横田隆徳. 最新DDS技術の先端バイオ医薬品への応用開発～ナノDDS、リポソーム、表面修飾、
プロドラッグなどの最新技術と製剤への具体的応用～. 株式会社技術情報協会, 2017.03

2. 八木　洋輔, 横田　隆徳. miRNA の最新知識～基礎領域から診断 · 治療応用まで～. 医薬ジャーナル社,
2017.06

3. 八木　洋輔, 横田　隆徳. 実験医学増刊、認知症 発症前治療のために解明すべき分子病態とは何か？ . 羊土
社, 2017.08

4. 三條伸夫.. アルツハイマー病　認知症疾患　臨床医のための実践ガイド. 朝倉書店，2017, pp119-123　東
京, 2017.11

5. 三條伸夫.. アルツハイマー病　認知症疾患　臨床医のための実践ガイド. 朝倉書店，2017, pp124-130　東
京, 2017.11

[総説]

1. 伊藤陽子、三條伸夫. 遺伝性プリオン病 Pharma Medica 2017,特集 プリオン病 その実態に迫る. 2017.02;
35(2); 21-25

2. 三條伸夫. . Creutzfeldt-Jakob 病. 特集：認知症 1000 万人時代を目前に控えて. 内科 2017, 120(2),
263-266. 2017.02;

3. 三條伸夫、宍戸―原由紀子、三浦義治.. PMLの基礎疾患の多様性：医原性を含めて. 特集Ⅰ/進行性多巣性
白質脳症 (PML)診療の進歩. 神経内科 2017, 87(4), 365-371.. 2017.04;

4. 永田 哲也, 吉岡 耕太郎, 横田 隆徳. 【ALS治療に光】 [ 第 1部 ] ALSに対する核酸医薬治療 難病と在宅ケ
ア. 2017.05; 23(2); 24-27

5. 西田 陽一郎, 横田 隆徳. ALS 筋萎縮性側索硬化症に対する核酸医薬治療 神経治療学. 2017.05; 34(3);
258-261

6. 東　美和、永田哲也、横田隆徳. 核酸医薬 Clinical Neuroscience. 2017.09; 35(9); 1124-1127

7. 平田 浩聖, 永田 哲也, 三條 伸夫, 横田 隆徳. 【創薬からみたアルツハイマー病の治療戦略】認知症に対する
新規治療法の開発　タウを標的にした分子標的治療薬を中心に Dementia Japan. 2017.09; 31(3); 361-369

8. 三條伸夫、宍戸-原由紀子、三浦義治. PMLの基礎疾患の多様性：医原性を含めて 神経内科 2017、特集Ⅰ/
進行性多巣性白質脳症 (PML)診療の進歩. 2017.10; 87(4); 365-371

[講演 · 口頭発表等]

1. 飯田 真太朗, 叶内 匡, 赤座 実穂, 沼波 仁, 能勢裕里江, 西田陽一郎, 横田隆徳. 2時間の臥床後に両下肢麻痺
をきたした 41歳女性. 第 11回首都圏神経筋電気診断フォーラム 2017.01.14 東京

2. 横田隆徳. 第 3の核酸医薬の「ヘテロ２本鎖核酸」の開発-日本発の分子標的核酸医薬の基盤技術. 田辺三菱
製薬株式会社特別講演会 2017.01.26 静岡県熱海市

3. 横田隆徳. 多発性硬化症及び CIDP/MMNの病態と治療について. 神経免疫研究会 2017.02.01 東京

4. 臺藏魁一,銭谷怜史,桑原宏哉,永田哲也,浅田健,近藤昌夫,渡辺彰浩,横田隆徳.. 血液脳関門を突破するアンチ
センス核酸のデリバリー技術の開発. 第 9回CBIR＋ONSA共催若手インスパイアシンポジウム 2017.02.11
東京

5. Takanori　 Yokota. DNA/RNA heteroduplex ologonucleotide for highly efficient gene silencing. 平成 28
年度日本大学学部連携研究推進シンポジウム/新規ビオ医薬ピロール · イミダゾール（PI)ポリアミドの創薬
開発国際シンポジウム 2017.02.24 東京

6. Masahito Yamada,Tsuyoshi Hamaguchi,Kenji Sakai,Moeko Noguchi-Shinohara,Ichiro Nozaki,Yu Taniguchi,Atsushi
Kobayash,Atsuko Takeuchi,Tetsuyuki Kitamoto,Yoshikazu Nakamura,Nobuo Sanjo,Tadashi Tsukamoto,Masaki
Takao,Shigeo Murayama,Yasushi Iwasaki,Mari Yoshida,Hiroshi Shimuzu,Akiyoshi Kakita,Hitoshi Taka-
hashi,Hiroyoshi Suzuki,Hironobu Naiki,Hidehiro Mizusawa. Iatrogenic Creutzfeldt-Jakob disease related
to dura mater grafts.. Prion2017 2017.05.23 Edinburgh,UK
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7. Tsuyoshi Hamaguchi,Kenji Sakai,Atsushi Kobayashi,Tetsuyuki Kitamoto,Ryusuke Ae,Yoshikazu Naka-
mura,Nobuo Sanjo,Tadashi Tsukamoto,Hidehiro Mizuwsawa,Masahito Yamada. Clinical and pathological
characterization of "sporadic Creutzfeldt-Jakob disease" with histories of neurosurgery to identify iatro-
genic cases. . Prion2017 2017.05.23 Edinburgh,UK

8. Fumiko Furukawa,Tetsuya Kitamoto,Hidehiro Yosikazu Nakamura,Masahito Yamada,Tadashi Tsukamoto,Hidehiro
Mizusawa,Takanori Yokota,Nobuo Sanjo. Clinicopathological features of Gerstmann-Sträussler-Scheinker
syndrome with P105L mutation.. Prion2017 2017.05.23 Edinburgh,UK

9. Ken Asada, Emanuele Canestrari, Zain Paroo. A druggable target for rescuing miRNA defects. The 43rd
Naito Conference, “Noncoding RNA : Biology, Chemistry, & Diseases” 2017.06.29 Hokkaido

10. 横田隆徳. CIDP/MMNに IVIG療法の最新臨床. 第 18回東京神経免疫研究会 2017.06.30 横浜市

11. 宮田悠、吉岡耕太郎、郭　慧佳、國枝泰希、浅見　裕太郎、田中規恵、桑原宏哉、仁科一隆、永田哲也、横
田隆徳. ヘテロ２本鎖核酸医薬によるマイクロ RNA抑制. 日本核酸医薬学会第 3回年会 2017.07.12 北海道

12. 國枝泰希,吉岡耕太郎,郭　慧佳,浅見裕太郎,宮田　悠,田中規恵,桑原宏哉,仁科一隆,永田哲也,横田隆徳..
マイクロ RNA標的ヘテロ 2本鎖核酸におけつ体内動態の解明. 日本核酸医薬学会　第 3回年会 2017.07.12
札幌

13. 稲垣雅仁,海原大輔,上松亮平,荒木保幸,坂本清志,石橋　哲,横田隆徳,和田健彦.. 細胞内環境応答性ペプチ
ドリボ核酸（PRNA)を利用したイスキミア特異的核酸医薬の創製ー高効率触媒的核酸医薬への展開を指向
したヘミギャップマー型キメラ人工核酸の構造最適化ー. 日本核酸医薬学会　第 3回年会 2017.07.12 札幌

14. 岸本悠希,藤井　茜,中川　治,永田哲也,横田隆徳,小比賀聡.. 9-（アミノエトキシン）フェノキサジン塩基
を有する糖部架橋型人工核酸の二重鎖形成能評価. 日本核酸医薬学会　第 3回年会 2017.07.12 札幌

15. 和田健彦,稲垣雅仁,菅井祥加,浅井光夫,上松亮平,海原大輔,石橋　哲,山吉麻子,中谷和彦,横田隆徳,荒木
保幸.. イスキミア細胞特異的核酸医薬への展開を指向したフェニルボロン酸ユニットを組込んだペプチドリ
ボ核酸の開発. 日本核酸医薬学会　第 3回年会 2017.07.13 札幌

16. Fumiko furukawa,Nobuo Sanjo.Yoichiro Nishida,Etsuro Matsubara,Hiroki Akiba,Tsumoto Kohei,Takashi
Saito,Takaomi Saido,Takanori Yokota. Analysis of Anti-amyloidβ Oligomer Antibody Immunoreactivity
in APP Knock-in Mice.. Alzheimer’s Association International Conference 2017 2017.07.16 London,UK

17. Masahito Yamada,Tsuyoshi Hamaguchi,Yu Taniguchi,Kenji Sakai,Tetsuyuki Kitamoto,Masaki Takao,Shigeo
Murayama,Yasushi Iwasaki,Mari Yoshida,Hiroshi Shimizu,Akiyoshi Kakita,Hitoshi Takahashi,Hiroyoshi
Suzuki,Hironobu Naiki,Nobuo Sanjo,Hidehiro Mizusawa. Possible human-to-human transmission of cere-
bral β-amyloidosis via cadaveric dura mater grafting.. Alzheimer’s Association International Conference
2017 2017.07.16 London,UK

18. Hiroya Kuwahara, Jindong Song, Takahiro Shimoura, Kie Yoshida-Tanaka, Tadahaya Mizuno, Tatsuki
Mochizuki, Kazutaka Nishina, Tetsuya Nagata, Hiroyuki Kusuhara, Takanori Yokota.. Modulation of
blood-brain barrier function by heteroduplex oligonucleotide in vivo.. The 40th Annual Meeting of the
Japan Neuroscience Society 2017.07.22 Chiba

19. 横田隆徳. ヘテロ 2本鎖核酸の開発. 遺伝子デリバリー研究会、第 17回夏季セミナー 2017.09.03 静岡県熱
海市

20. Ichinose K,Ishibashi S,Miyashita A,Sanjo N,Uchida K,Suzuki Y,Sekine M,Kobayashi D,Eishi Y,Yokota T.
Clinicopathological features of neuromuscular sarcoidosis and its immunoreactivity profiles of P.acnes..
XXⅢ World Congress of Neurology 2017.09.16

21. Akane Yamada,Yoshiyuki Numasawa,Takaaki Hattori,Kokoro Ozaki,Yoichiro Nishida,Satoru Ishibashi,Tadashi
Kanouchi,Nobuo Sanjo,Takanori Yokota. Signal changes of skeletal muscle MRI in peripheral nerve dis-
orders.. XXⅢ World Congress of Neurology 2017.09.16

22. Hiroaki Yokote,Tomoyuki Kamata,Shuta Toru,Nobuo Sanjo,Takanori Yokota. Brain volume loss is present
in Japanese patients with multiple sclerosis with no evidence of disease activity.. XXⅢ World Congress
of Neurology 2017.09.16 Kyo
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23. Tsuyoshi Hamaguchi,Kenji Sakai,Atsushi Kobayashi,Tetsuyuki Kitamoto,Ryusuke Ae,Yoshikazu Naka-
mura,Nobuo Sanjo,Kimihito Arai,Mizuho Koide,Fumiaki Katada,Tadashi Tsukamoto,Hidehiro Mizusawa.
Investigation of clinical and pathological features of "sporadic Creutzfeldt-Jakob disease" with history of
neurosurgery identify iatrogenic cases.. XXⅢ World Congress of Neurology 2017.09.16 Kyoto,JPN

24. Kenji Sakai,Tsuyoshi Hamaguchi,Nobuo Sanjo,Hiroyuki Murai,Yasushi Iwasaki,Tadanori Hamano,Mari
Honma,Moeko Noguchi-Shinohara,Ichiro Nozaki,Yoshikazu Nakamura,Tetsuyuki Kitamoto,Hidehiro Mizu-
sawa,Masahito Yamada. Diffusion-weighted MR images in dura mater graft-associated Creutzfeldt-Jakob
disease.. XXⅢ World Congress of Neurology 2017.09.16 Kyoto,JPN

25. Yoshiyuki Numasawa,Takaaki Hattori,Sumio Ishiai,Zen Kobayashi Tomoyuki Kamata,Minoru Kotera,Satoru
Ishibashi,Nobuo Sanjo,Hidehiro Mizusawa,Takanori Yokota. Components of dipressive disorder due to
Raphenuclei damage:subclass analysis of patients with brainstem infarction.. XXⅢ World Congress of
Neurology 2017.09.16

26. Miwa Higashi, Kokoro Ozaki, Takaaki Hattori, Takashi Ishii, Kazumasa Soga, Nozomu Sato, Makoto
Tomita, Hidehiro Mizusawa, Kinya Ishikawa, and Takanori Yokota.. Pontine magnetic resonance imaging
findings differentiate the spinocerebellar degeneration subgroups.. XXⅢ World Congress of Neurology
2017.09.16

27. Daisuke Ono, Satoru Ishibashi, Takanori Yokota. Paraspinal Muscle Density on Computed Tomography
decreases in Amyotrophic Lateral Sclerosis. XX Ⅲ World Congress of Neurology 2017.09.19 Kyoto

28. Kotaro Yoshioka, Taiki Kunieda, Yutaro Asami, Yumiko Sujino, Kie Tanaka, Wenying Piao, Hiroya Kuwa-
hara, Kazutaka Nishina, Tetsuya Nagata and Takanori Yokota. Dual overhanging-duplex oligonucleotide
improved efficacy and safety in gene therapy for FAP. XX Ⅲ World Congress of Neurology 2017.09.20
Kyoto, JPN

29. 横田隆徳、. ヘテロ 2本鎖核酸の開発. 創薬薬理フォーラム　第 25回シンポジウム 2017.09.21 東京

30. 横田隆徳. 論文の書き方と発表の仕方. 第 29回日本神経免疫学会学術集会 2017.10.07 札幌

31. Tadashi Tsukamoto,Nobuo Sanjo,Tsuyoshi Hamaguchi,Yoshikazu Nakamura,Tetsuyuki Kitamoto,Masahito
Yamada,Hidehiro Mizusawa,and Prion Disease Surveillance Committee, Japan. Analysis of cases in which
prion disease was denied by the Prion disease Surveillance Committee in Japan in 2016.. Asia Pacific
Prion Symposium 2017.10.20 Melbourne,Australia

32. Fumiko Furukawa,Ryusuke Ae,Yoshikazu Nakamura,Tsuyoshi Hamaguchi,Masahito Yamada,Tadashi Tsukamoto,
Hidehiro Mizusawa,Takanori Yokota,Nobuo Sanjo. Analysis of clinical features of patients with lower limb muscle
weakness in GSS with P102L mutation.. Asia Pacific Prion Symposium 2017.10.20 Melbourne,Australia

33. 三條伸夫.. 学術教育講演.「8. プリオン病」. 第 36回日本認知症学会学術集会, 金沢, 2017年 10月 25日
2017.10.25

34. 横田隆徳. 新しい DMDの理解～テクフィデラの概要とメカニズム. 多発性硬化症：学術講演会 2017.10.31
東京

35. 横田隆徳. DNA/RNAヘテロ 2本鎖核酸. Bio Japan 2017 2017.10.31 横浜

36. 横田隆徳. 血液脳関門通過型抗アミロイドβオリゴマー抗体の創生によるアルツハイマー病の分子イメージ
ング診断、治療法の開発及び発症メカニズムの解明. AMED脳と心の研究交流会 2017.11.30 東京

[特許]

1. キメラ２重鎖核酸, 特許番号：9816089

[受賞]

1. 第 9回 CBIR+ONSA共催若手インスパイアシンポジウム優秀口頭発表第一位（台藏魁一）, 東京医科歯科
大学脳統合機能研究センター, 2017年 02月

2. The 43rd Naito Conference,“Noncoding RNA : Biology, Chemistry, & Diseases”Ten Execellent Presentors,
内藤記念科学振興財団, 2017年 06月
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[その他業績]

1. Prion-like phenomena and prion pathogenesis, 2017年 10月
Chairman,Asia Pacific Prion Symposium 2017

[社会貢献活動]

1. 致死性家族不眠症とゲルストマン · ストロイスラー · シャインカー病の概論, メディカルノート, メディカル
ノート, 2017年 11月 13日
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精神行動医科学
Psychiatry and Behavioral Sciences

教 授　西川 徹，岡田幸之
准 教 授　車地曉生
講 師　竹内 崇
助 教　治徳大介，上里彰仁，阿部又一郎 (2017年 1月まで)，
　　　　　　武藤仁志，田村赳紘，中野谷貴子，瀧口一夫 (2017年 2月から)
医 員　塩飽裕紀，三瀬耕平，高橋　教，冨重智徳 (2017年 3月まで)，
　　　　　　永瀬将史 (2017年 3月まで)，砂原真理子 (2017年 3月まで)，
　　　　　　川俣光太郎 (2017年 4月から)．塩江遼太 (2017年 4月から)
研究支援者　海野真一 (2017年 4月から)
技術補佐員　海野麻未，海野真一 (2017年 3月まで)
臨床心理士　村上一徳，若山由加里，岡 泰央，山田 尚，
　　　　　　篠竹利和 (2017年 5月から)
精神保健福祉士 金子慈史，沼口憲子，児島明香
　　　　　　門田昇憲 (2017年 3月から)，野口澄子 (2017年 4月から)
大学院生　　海野真一，瀧口一夫，小林桃子，後藤　恵，古田 光，
　　　　　　小方茂弘，木下英俊，齋藤良太郎，竹田康二，田村赳紘，
　　　　　　関口陽介 (2017年 4月から)，野村芳子 (2017年 4月から)，
　　　　　　石津谷麻美 (2017年 4月から)

( 1 ) 分野概要

当教室では、統合失調症、気分障害、不安障害などを初めとする精神神経疾患について生物一心理一社会学的ア
プローチから総合的に研究することを目指している。学外の研究機関との協力の下で下記以外にも、社会精神医
学、児童 · 思春期精神医学、脳画像診断解析の研究を行っている。

( 2 ) 研究活動

1) 神経生化学的研究
(i) 精神神経疾患の病因 · 病態の解明に向けた分子遺伝学的研究：
精神病症状惹起物質を用いた動物モデルを用いて、発達薬理学的観点から精神神経疾患の病因 · 病態に関する新
規の候補遺伝子群の単離を行う。またそれらの候補遺伝子群のヒ卜での解析を行い、精神神経疾患での変化を検
索する 。
(ii) 精神神経疾患の新たな治療法開発に向けた薬理生化学的研究：
新たな精神神経疾患の治療法の開発に向けて、その候補となる物質の薬理生化学的な検討を行う。特に内在性の
抗精神病物質と考えられるＤセリンについて、その代謝に関与する物質の分離や、脳内神経伝達に及ぼす影響な
どについて多角的に検討を加えている。
(ⅲ)精神神経疾患の睡眠研究：
独自に開発した睡眠ポリグラフィー自動解析装置を用いた研究、fMRIを用いた睡眠研究を行っている。
(ⅳ) 近赤外線スペクトロスコピー (NIRS：near-infrared spectroscopy)を用いた研究：
精神疾患の生物学的指標の手がかりを得る目的で、主に統合失調症 · 気分障害などの患者を対象として、心理的課
題遂行時の脳各部位の機能状態変化を近赤外線スペクトロスコピーにより解析している。
2)精神病理学的研究
精神障害について現象学的、人間学的、言語論的方法等によって心理学的側面から本態の解明に当たり、同時に
精神療法的アプローチを行っている。また精神医学の基本概念の検討及び今日の課題である精神障害の分類と診
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断の基礎づけも試みている。対象とする主要な精神障害は統合失調症、躁うつ病のいわゆる内因性精神病である
が、更に、神経症、現在関心をひいている境界例などについても精神分析的指向の研究および精神療法が行われ
ている。他に病跡学や芸術療法などの創造性の病理に関する研究も進めている。

( 3 ) 教育活動

義務化された 2年間の臨床研修の後、l年間は主として学内で精神科の専門初期研修を行う。その後の後期研修で
は、神経精神科専門医としての知識および臨床経験を積むとともに、精神保健指定医の資格を得るために主に学外
の関連施設で研修を行う。卒前教育については、自主的に問題を解決する能力を高め神経精神医学に対する学生
の主体的な学習姿勢を引き出すため、クリニカルクラークシップに重点を置いており、その準備段階として、系
統的な講義を行っている。

( 4 ) 教育方針

卒後研修の前期 2年間は、精神神経疾患に生物一心理一社会一倫理的側面からアプローチするために必要となる
基本的な検査法 · 診断技術や、精神療法 · 薬物療法などの治療法、実際の臨床に関わる法律の理解などを総合的に
修得することを目的としている。

( 5 ) 臨床活動および学外活動

当科の外来新患数は、月平均 80名程度であり、ICD-lO分類では F3「気分障害」が最も多く、約 3割を占める。
ついで、F4「神経症性障害、ストレス関連障害および身体表現性障害」、F2「統合失調症、分裂病型障害および妄
想性障害」と続く。また、他科入院中の患者に対するコンサルテーシヨン · リエゾン精神医療にも取り組んでい
る。老年痴呆、児童思春期特有の障害、物質依存、集中的精神療法の適応のある神経症などに対しては、より専門
性の高い関連の専門施設への紹介が行われることも多い。一方、入院患者では、総合病院精神科および教育 · 研修
期間としてのニーズに対応して、F2が比較的多くなり、ついで F4、F3の順となっており、その他てんかんや老
人性痴呆などの神経疾患、睡眠リズム障害の診断や治療を行っている。治療は、薬物療法を中心として、入院患
者に対するmECT(全身麻酔下における電気けいれん療法)、入院 · 外来あるいはデイケアセンターにおける個人 ·
集団精神療法などを積極的に導入しており、地域の社会復帰施設とも密接に連携しながら進めている。 デイケア
は入院と外来の移行的なプロセスとして位置づけられ、治療チームは医師 1名、看護師 2名，精神保健福祉士あ
るいは臨床心理士 l 名から構成される。デイケアの対象となる疾患は、統合失調症、うつ病、双極性障害、適応障
害、パーソナリティー障害など幅広い。治療目標はメンバーによって多様であるが、治療チームは各メンバーに
あわせて異なる枠組みのケアーを提供している。当科のデイケアでは、グループにおける対人関係が治療的効果
を生む側面を重視しており、その経験から、人と交流し社会で快適に生活していく力がついて行くようプログラ
ムを工夫した上、働きかけと支援を行っている。

( 6 ) 臨床上の特色

2011年度より、統合失調症の意欲減退、感情平板化、思考の貧困などの陰性症状や認知機能障害に対する D‐サ
イクロセリン臨床試験、および難治性統合失調症に対する治療薬として認可を受けているクロザリルによる治療
を積極的に取り組んでいます。また本学の特色でもある歯科との連携により、口腔内の疼痛や異常感覚を訴える
患者の診療にも携わるようになりました。2014年度からは、双極性障害患者に対する心理教育プログラムを開始
し、再発予防に力を入れています。また、精神科リエゾンチームの活動として、外科病棟を中心にせん妄の予防
活動、救急現場における自殺企図患者に対する早期介入、周産期スタッフとの連携による妊産婦のメンタルヘル
スの支援にも関わることになり、他科との連携による活動が増えてきています。

( 7 ) 研究業績

[原著]

1. Uezato A, Enomoto M, Tamaoka M, Hobo M, Inukai S, Hideshima M, Miyazaki Y, Nishikawa T, Yagishita
K. Shorter sleep onset latency in patients undergoing hyperbaric oxygen treatment. Psychiatry Clin
Neurosci. 2017.01; 71(1); 73-74

2. Yojiro Umezaki, Akihito Uezato, Akira Toriihara, Toru Nishikawa, Akira Toyofuku. Two Cases of Oral
Somatic Delusions Ameliorated With Brain Perfusion Asymmetry: A Case Report. Clin Neuropharmacol.
2017.02;
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3. 小林七彩、高木俊輔、甫母瑞枝、光定博生、車地暁生、西川　徹. 潰瘍性大腸炎治療中にステロイド精神病
を発症した思春期の１例 精神科治療学. 2017.02; 32(2); 259-264

4. Ishiwata S, Hattori K, Sasayama D, Teraishi T, Miyakawa T, Yokota Y, Matsumura R, Yoshida F,
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depressive disorder. Psychiatry Res.. 2017.04; (254); 244-250

5. Shiwaku H, Kimura Y, Narushima K, Matsuda H, Nishikawa T. . Unilateral atonia and asynmetric
cholinergic dysfunction in the ROSS syndrome. Biol Psychiat.. 2017.05; 83(2); e31-e32

6. 武藤　仁志、竹内　崇. 総合病院での周産期メンタルケア連携　精神科医の立場から 精神科治療学. 2017.06;
32(6); 737-741

7. Akeo Kurumaji, Michio Itasaka, Akihito Uezato, Kazuo Takiguchi, Daisuke Jitoku, Mizue Hobo, Toru
Nishikawa. A distinctive abnormality of diffusion tensor imaging parameters in the fornix of patients with
bipolar II disorder. Psychiatry Res. 2017.06; 266; 66-72

8. Conell J, Bauer R, Glenn T, Alda M, Ardau R, Baune BT, Berk M, Bersudsky Y, Bilderbeck A, Bocchetta
A, Bossini L, Paredes Castro AM, Cheung EY, Chillotti C, Choppin S, Del Zompo M, Dias R, Dodd S,
Duffy A, Etain B, Fagiolini A, Garnham J, Geddes J, Gildebro J, Gonzalez-Pinto A, Goodwin GM, Grof
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Lewitzka U, Licht R, Lund AH, Misiak B, Piotrowski P, Monteith S, Munoz R, Nakanotani T, Nielsen RE,
O’Donovan C, Okamura Y, Osher Y, Reif A, Ritter P, Rybakowski JK, Sagduyu K, Sawchuk B, Schwartz
E, Scippa ÂM, Slaney C, Sulaiman AH, Suominen K, Suwalska A, Tam P, Tatebayashi Y, Tondo L,
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Mitsutoshi Okazaki, Sayuri Ishiwata, Yasuyoshi Ishiwata, Masato Yasuhara, Kunimasa Arima, Tetsuro
Ohmori, Toru Nishikawa. Association of schizophrenia onset age and white matter integrity with treatment
effect of D-cycloserine: a randomized placebo-controlled double-blind crossover study. BMC Psychiatry.
2017.07; 17(1); 249

10. 車地曉生. 統合失調症に対する気分安定薬の併用 臨床精神薬理. 2017.07; 20(7); 837-839

11. Kotaro Hatta, Yasuhiro Kishi, Ken Wada, Takashi Takeuchi, Shigeo Ito, Akiko Kurata, Kazunori Mu-
rakami, Manabu Sugita, Chie Usui, Hiroyuki Nakamura, . Preventive Effects of Suvorexant on Delirium:
A Randomized Placebo-Controlled Trial. J Clin Psychiatry. 2017.08;

12. Akihito Uezato, Mitsuhiro Enomoto, Meiyo Tamaoka, Mizue Hobo, Shusuke Inukai, Masayuki Hideshima,
Yasunari Miyazaki, Toru Nishikawa, Kazuyoshi Yagishita. Effects of hyperbaric oxygen treatment on sleep:
Potential prescription for sleep disorders. Japanese Journal of Sports Psychiatry. 2017.08; 14; 7-12

13. Umino A, Ishiwata S, Iwama H, Nishikawa T. . Evidence for Tonic Control by the GABAA Receptor of
Extracellular D-Serine Concentrations in the Medial Prefrontal Cortex of Rodents. Front Mol Neurosci..
2017.08; (10); 240

14. Shiwaku H, Umino A, Umino M, Nishikawa T. . Phencyclidine-induced dysregulation of primary cilia in
the rodent brain. Brain Res, Brain Res.. 2017.08; (1674); 62-69

15. Ishiwata S, Umino A, Nishikawa T. . Involvement of neuronal and glial activities in control of the
extracellular D-serine concentrations by the AMPA glutamate receptor in the mouse medial prefrontal
cortex. Neurochem Int.. 2017.09; in press;

16. Akihito Uezato, Naoki Yamamoto, Daisuke Jitoku, Emiko Haramo, Eri Hiraaki, Yoshimi Iwayama,
Tomoko Toyota, Masakazu Umino, Asami Umino, Yasuhide Iwata, Katsuaki Suzuki, Mitsuru Kikuchi,
Tasuku Hashimoto, Nobuhisa Kanahara, Akeo Kurumaji, Takeo Yoshikawa, Toru Nishikawa. Genetic
and molecular risk factors within the newly identified primate-specific exon of the SAP97/DLG1 gene in
the 3q29 schizophrenia-associated locus. Am. J. Med. Genet. B Neuropsychiatr. Genet.. 2017.10;
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behavior in an intensive care unit at a university hospital in Japan: a 7-year observational study. Asian
Journal of Psychiatry. 2017.11; in press;

18. Takagi S, Takeuchi T, Yamamoto N, Fujita M, Furuta K, Ishikawa H, Motohashi N, Nishikawa T.. Short-
and long-term evaluation of cognitive functions after electroconvulsive therapy in a Japanese population.
Psychiatry Clin Neurosci.. 2017.11; in press;

19. Kobayashi M, Jitoku D, Iwayama Y, Yamamoto N, Toyota T, Suzuki K, Kikuchi M, Hashimoto T,
Kanahara N, Kurumaji A, Yoshikawa T, Nishikawa T. . Association studies of WD repeat domain
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[書籍等出版物]

1. 精神保健福祉養成セミナー編集委員会（編）. 精神保健福祉士養成セミナー 1 精神医学ー精神疾患とその治
療. へるす出版, 2017.01 (ISBN : 978-4892699047)

[総説]

1. 竹内　崇. 精神科救急現場ではどのようにしてコーマスケール評価を行うか？ 日本医事新報. 2017.01; 4840;
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7. 竹内　崇. 妊娠中と産後に生じる精神障害：特徴と対策 日本周産期メンタルヘルス学会会誌. 2017.06; 3(1);
17-21

8. 岡田　幸之. 精神鑑定１　依頼を受け、資料を読む 刑政. 2017.06; 128(6); 42-43

9. 岡田　幸之. 精神鑑定２　面接を重ねる 刑政. 2017.10; 128(10); 52-53

10. 上里彰仁, 久保位可子, 平井伸英, 西川徹. 東京医科歯科大学精神科の国際医療外来. 国際臨床医学会雑誌.
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[講演 · 口頭発表等]

1. 岡田 幸之. 刑事精神鑑定入門—精神鑑定の方法と責任能力の考えかた. 第 7回司法精神医学研修会　司法精
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めの検討. 第 36回日本社会精神医学会 2017.03.03 東京都大田区（大田区産業プラザ PiO）
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13. 岡田　幸之. 医療と法―裁判員裁判の鑑定について「精神医学の立場から」. 第 54 回日本犯罪学会総会
2017.09.02

14. 上里 彰仁, 山本 直樹, 治徳 大介, 原茂 恵美子, 平昭 衣梨, 岩山 佳美, 豊田 倫子, 海野 真一, 海野 麻未, 岩
田 泰秀, 鈴木 勝昭, 菊知 充, 橋本 佐, 金原 信久, 車地 曉生, 吉川 武男, 西川 徹．. 統合失調症における
DLG1(SAP97)の分子遺伝学的研究. 第 39回日本生物学的精神医学会 · 第 47回日本神経精神薬理学会合同
年会 2017.09.29 札幌

15. 石渡 小百合, 服部 功太郎, 篠山 大明, 寺石 俊也, 宮川 友子, 横田 悠季, 松村 亮, 西川 徹, 功刀 浩．. 脳脊髄
液中D-セリン濃度とうつ病重症度の関連. 第 39回日本生物学的精神医学会 · 第 47回日本神経精神薬理学会
合同年会 2017.09.29 札幌

16. 塩飽 裕紀, 西川 徹. ROSS症候群における片側の脱力発作と脳幹の新規アセチルコリン病態. 第 39回日本
生物学的精神医学会 · 第 47回日本神経精神薬理学会合同年会 2017.09.30 札幌

17. 武藤仁志,竹内崇,松岡裕美. 多職種連携により安全に周産期管理を行えた衝動性の高い外国人妊婦の一例.
第 14回日本周産期メンタルヘルス学会学術集会 2017.10.28 大分市

18. 松岡裕美、有川淑恵、村上一徳、武藤仁志、竹内　崇. 多職種協働支援システムによる周産期メンタルヘル
ス支援の実際. 第 14回日本周産期メンタルヘルス学会学術集会 2017.10.28 大分

19. 竹内　崇. 総合病院精神科医に期待される役割とは何か. 第 30回日本総合病院精神医学会総会 2017.11.17
富山

20. 金子慈史，松岡裕美，藤田陽子，瀧口一夫，西川徹. 精神科デイケアにおける統合失調症患者へのメタ認知
トレーニングの実践報告. 第 30回日本総合病院精神医学会総会 2017.11.17 富山

21. 村上一徳，竹内崇，武藤仁志，松岡裕美，土肥美沙，西川徹. 植込型補助人工心臓患者への精神面のサポー
ト～当院リエゾンチームの関わりから～. 第 30回日本総合病院精神医学会総会 2017.11.17 富山

22. 後藤恵. 明日から使える動機づけ面接法」. 第 24回関西アルコール関連問題学会 大阪大会 2017.11.25 大阪

23. 竹内　崇. 妊産婦のメンタルヘルスの不調と対応. 第 1回母と子のメンタルヘルスケア研修会 2017.12.10
東京
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[社会貢献活動]

1. 司法精神医学概論, 警察庁科学警察研究所, プロファイリング研修（養成科）, 警察庁科学警察研究所（千葉
· 柏）, 2017年 02月 07日

2. 「変わらない人」を「変わる人」に変える技法, 岡山県精神科医療センター主催, 専門職研修：動機づけ面接
法ワークショップ, 岡山, 2017年 02月 11日

3. 精神鑑定, 最高裁判所 · 裁判所職員総合研修所, 裁判所書記官養成課程第一 · 二部、家庭裁判所調査官養成課
程, 裁判所職員研修所（埼玉 · 和光）, 2017年 02月 17日

4. 「アルコール薬物依存症に対する動機づけ面接法の適用」, 北九州市精神保健福祉センター主催, 平成 28年
度依存症支援者研修　, 北九州市, 2017年 02月 17日

5. リスクアセスメントの効用と限界, 法務省大阪少年鑑別所, 大阪少年鑑別所 · 拡大研究会, 法務省大阪少年鑑
別所（大阪 · 堺）, 2017年 02月 27日

6. リスクアセスメント, 法務省矯正研修所, 調査鑑別特別科研修, 法務省矯正研修所（東京 · 府中）, 2017年 03
月 10日

7. 責任能力鑑定と医療観察制度における鑑定, 江東区城東保健相談所, 江東区保健所 · 保健相談所保健師研修,
2017年 03月 13日

8. 精神保健判定医の業務と責任, 公益財団法人日本精神科病院協会／厚生労働省, 精神保健判定医等養成研修
会, 第一ホテル東京シーフォート（東京）, 2017年 07月 21日

9. 精神鑑定の基礎知識, 法務省法務総合研究所, 検事一般研修（第 145回）, 法務省法務総合研究所（東京 · 霞
が関）, 2017年 07月 26日

10. 精神保健判定医の業務と責任, 公益財団法人日本精神科病院協会／厚生労働省, 精神保健判定医等養成研修
会, 福岡県中小企業振興センター（福岡）, 2017年 07月 27日
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脳神経機能外科学
Neurosurgery

教授：前原健寿
准教授：成相　直
講師：田中洋次、稲次基希
助教：菅原貴志、田村　郁、工藤琢巳、清水一秀
大学院生：佐々木正史、小幡佳輝、石井洋介、平井作京、上田泰弘、唐鎌　淳、荻島隆浩、林志保里、山田健嗣、
原祥子、橋本聡華、芳村雅隆

( 1 ) 分野概要

　脳神経外科学の対象となる疾患は、脳脊髄の腫瘍、血管障害、外傷、奇形、機能異常、感染などである。その
各々について、固有の臨床的 · 基礎的研究課題がある。中枢神経系を研究対象とする際には、脳脊髄の正常機能と
疾患時の病態に関する深い知識と洞察力が必要である。臨床研究 · 基礎研究を通じて養成された研究マインドを
もって臨床活動に従事することは、直接、治療成績の向上につながる。研究の深まりは脳研究の探求心を満足さ
せてくれるに違いない。「脳を知りたい」、知的好奇心旺盛な活発な若い諸君の参入を期待する。

（1）教　育 　　　幅広く深い知識と確実な技術修得、旺盛な探求心を育てる。

（2）臨　床　　　患者の背景に留意した医療、患者主体の医療を第一に、先端技術を駆使して脳の機能温存を重
視した治療を行う。

（3）研　究　　　学内外の研究施設と積極的に交流し、最新の知識と技術の導入 · 開発を図る。

( 2 ) 研究活動

1. 脳腫瘍
· 腫瘍の増殖 · 浸潤機序の解析～治療への応用：グリア系腫瘍は如何に増殖 · 浸潤するかを分子細胞生物学 · 病理
学の立場から捉える。細胞回転、増殖因子、浸潤能、血管新生等が研究対象となる。
· 脳脊髄腫瘍における癌遺伝子 · 抑制遺伝子の解析：神経膠腫、髄膜腫、NF2を対象とする。また、遺伝子導入に
よる治療への早期開発を目指す。
· 腫瘍に対する光化学療法、放射線療法、化学療法剤、免疫療法、血管新生抑制剤の研究。特に最近治療に用いら
れているガンマナイフの治療効果についての臨床 · 病理学的検討を行っている。
· 脳腫瘍の手術治療に際し、解剖学的情報に機能情報、代謝情報を加えた多機能画像統合ナビゲーションシステム
の開発と導入を行い、その成果を検証している。
2. 脳脊髄血管疾患
· 脳血管攣縮の病態解析および治療への応用：くも膜下出血時の脳循環、血管反応性、心肺系の異常、電解質異常
の検討。エンドセリン、フリーラディカル、NO、凝固線溶系等の関与の検討。
· 脳の虚血性および出血性疾患における循環障害と脳の可塑性の研究。
· モヤモヤ病の病態と間接的血管吻合術の検討。
· 血管内手術法の開発に伴う諸問題の検討。
3. 脳神経外傷
· 脳脊髄外傷における力学的シミュレーション、細胞障害の解析、可塑性の研究。
· 脳脊髄外傷の治療に関する実験的研究。
4. 脳機能性疾患
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· 側頭葉てんかんの病態解析と外科的治療。
· 神経伝達物質の検討。
5. 脳循環代謝
· PET, MRI/S, MEG,キセノンガスを用いたヒト脳循環代謝の研究。
· PET, MRI/S, MEGを用いたヒト脳の正常 · 異常時の高次脳機能、および、その局在の臨床検討。
· PETを用いた脳内神経受容体の研究。
· 動物MRI, PETを用いた脳神経疾患の実験的研究。

( 3 ) 研究業績

[原著]

1. Wakabayashi T, Iuchi T, Tsuyuguchi N, Nishikawa R, Arakawa Y, Sasayama T, MIyake K, Nariai T,
Narita Y, Hashimoto N, Okuda O, Matsuda H, Kubota K, Ito K, Nakazato Y, Kubomura K. . Diagnostic
performance and safety of positron emission tomography using 18F-fluciclovine in patients with cliniclly
suspected high- and low-grade gliomas: A multicenter pahse IIb trial. Asia Oceanian J Nucl Med Biol..
2017; 5;

2. Takahiro Ogishima, Kaoru Tamura, Daisuke Kobayashi, Motoki Inaji, Shihori Hayashi, Reina Tamura,
Tadashi Nariai, Kenji Ishii, Taketoshi Maehara. ATRX status correlates with 11 C-methionine uptake in
WHO grade II and III gliomas with IDH1 mutations. Brain Tumor Pathol. 2017.01; 34(1); 20-27

3. S Hara, Y Tanaka, Y Ueda, S Hayashi, M Inaji, K Ishiwata, K Ishii, T Maehara, T Nariai. Noninvasive
Evaluation of CBF and Perfusion Delay of Moyamoya Disease Using Arterial Spin-Labeling MRI with
Multiple Postlabeling Delays: Comparison with (15)O-Gas PET and DSC-MRI. AJNR Am J Neuroradiol.
2017.02;

4. 青山 二郎, 菅原 貴志, 稲次 基希, 田中 洋次, 吉野 義一, 成相 直, 根本 繁, 前原 健寿. スパズム期の脳動
脈瘤治療 当院におけるくも膜下出血患者に対する脳血管攣縮期の治療成績　軽症例を中心に 脳血管攣縮.
2017.02; 32; 36-40

5. Taishi Nakamura, Satoshi Yamashita, Kazutaka Fukumura, Jun Nakabayashi, Kazuhiro Tanaka, Kaoru
Tamura, Kensuke Tateishi, Manabu Kinoshita, Shintaro Fukushima, Hirokazu Takami, Kohei Fukuoka,
Kai Yamazaki, Yuko Matsushita, Makoto Ohno, Yasuji Miyakita, Soichiro Shibui, Atsuhiko Kubo, Takashi
Shuto, Sylvia Kocialkowski, Shoji Yamanaka, Akitake Mukasa, Takashi Sasayama, Kazuhiko Mishima,
Taketoshi Maehara, Nobutaka Kawahara, Motoo Nagane, Yoshitaka Narita, Hiroyuki Mano, Toshikazu
Ushijima, Koichi Ichimura. Genome-wide DNA methylation profiling identifies primary central nervous
system lymphoma as a distinct entity different from systemic diffuse large B-cell lymphoma. Acta Neu-
ropathol.. 2017.02; 133(2); 321-324

6. Shintaro Fukushima, Satoshi Yamashita, Hisato Kobayashi, Hirokazu Takami, Kohei Fukuoka, Taishi
Nakamura, Kai Yamasaki, Yuko Matsushita, Hiromi Nakamura, Yasushi Totoki, Mamoru Kato, Tomonari
Suzuki, Kazuhiko Mishima, Takaaki Yanagisawa, Akitake Mukasa, Nobuhito Saito, Masayuki Kanamori,
Toshihiro Kumabe, Teiji Tominaga, Motoo Nagane, Toshihiko Iuchi, Koji Yoshimoto, Masahiro Mi-
zoguchi, Kaoru Tamura, Keiichi Sakai, Kazuhiko Sugiyama, Mitsutoshi Nakada, Kiyotaka Yokogami,
Hideo Takeshima, Yonehiro Kanemura, Masahide Matsuda, Akira Matsumura, Kazuhiko Kurozumi,
Keisuke Ueki, Masahiro Nonaka, Akio Asai, Nobutaka Kawahara, Yuichi Hirose, Tatusya Takayama,
Yoichi Nakazato, Yoshitaka Narita, Tatsuhiro Shibata, Masao Matsutani, Toshikazu Ushijima, Ryo Nishikawa,
Koichi Ichimura, . Genome-wide methylation profiles in primary intracranial germ cell tumors indicate a
primordial germ cell origin for germinomas. Acta Neuropathol.. 2017.03; 133(3); 445-462

7. Xiaoshu Dong, Kaoru Tamura, Daisuke Kobayashi, Noboru Ando, Kazutaka Sumita, Taketoshi Maehara.
Erratum to: LAPTM4B-35 is a novel prognostic factor for glioblastoma. J. Neurooncol.. 2017.04; 132(2);
305-306

8. Xiaoshu Dong, Kaoru Tamura, Daisuke Kobayashi, Noboru Ando, Kazutaka Sumita, Taketoshi Maehara.
LAPTM4B-35 is a novel prognostic factor for glioblastoma. J. Neurooncol.. 2017.04; 132(2); 295-303

9. Shimpei Baba, Yuji Sugawara, Kengo Moriyama, Motoki Inaji, Taketoshi Maehara, Toshiyuki Yamamoto,
Tomohiro Morio. Amelioration of intractable epilepsy by adjunct vagus nerve stimulation therapy in a
girl with a CDKL5 mutation. Brain Dev. 2017.04; 39(4); 341-344
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10. 中谷 光良, 井内 盛遠, 大封 昌子, 十川 純平, 松井 智彦, 橋本 聡華, 稲次 基希, 白水 洋史, 金澤 恭子, 渡辺 裕
貴, 臼井 直敬, 井上 有史, 前原 健寿, 池田 昭夫. 難治部分てんかん患者の焦点検索における、発作時 DC電
位 · HFOの記録および解析の標準化案 てんかん研究. 2017.06; 35(1); 3-13

11. 日浦 幹夫, 成相 直, 牟田 光孝, 稲次 基希, 豊原 潤, 石井 賢二, 石橋 賢士, 我妻 慧, 坂田 宗之, 織田 圭一, 石
渡 喜一, 前原 健寿. 神経画像最前線 PETイメージングを活用した運動負荷時の脳機能解析　脳血流量と神
経受容体計測の実際 脳循環代謝. 2017.08; 28(2); 297-302

12. Sakyo Hirai, Motoki Inaji, Yoji Tanaka, Shoko Hara, Tadashi Nariai, Taketoshi Maehara. Correlation
between Clinical Presentations and Hemodynamic Parameters Measured by Dynamic Susceptibility Con-
trast Magnetic Resonance Imaging in Adult Patients with Moyamoya Disease. J Stroke Cerebrovasc Dis.
2017.08;

13. 菅原 貴志, 稲次 基希, 田中 洋次, 成相 直, 前原 健寿. 【脳動脈瘤に対する治療法の選択】 前交通動脈瘤手
術におけるmini orbitozygomatic approachの有用性の検討 脳卒中の外科. 2017.09; 45(5); 345-351

14. 中野 智行, 菅原 貴志, 稲次 基希, 田中 洋次, 吉野 義一, 成相 直, 根本 繁, 前原 健寿. 経過観察中に破裂をき
たした未破裂脳動脈瘤に関する検討 脳卒中の外科. 2017.09; 45(5); 394-397

15. Jiro Aoyama, Tadashi Nariai, Maki Mukawa, Motoki Inaji, Yoji Tanaka, Taketoshi Maehara. Case of
Familial Moyamoya Disease Presenting 10 Years After Initial Negative Magnetic Resonance Screening in
Childhood. World Neurosurg. 2017.09; 105; 1035.e1-1035.e4

16. Sung Hugh Choi, Daniel W Stuckey, Sara Pignatta, Clemens Reinshagen, Jasneet Kaur Khalsa, Nicolaas
Roozendaal, Jordi Martinez-Quintanilla, Kaoru Tamura, Erhan Keles, Khalid Shah. Tumor Resection
Recruits Effector T Cells and Boosts Therapeutic Efficacy of Encapsulated Stem Cells Expressing IFNβ
in Glioblastomas. Clin. Cancer Res.. 2017.11; 23(22); 7047-7058

17. 稲次 基希, 原田 裕美. 【もう慌てないけいれん · てんかん　発作時の対応 · 治療 · 日常生活支援までバッチ
リわかる!】 てんかんの薬物治療と看護　頻用される新規薬 Brain Nursing. 2017.12; 33(12); 1170-1174

18. Kei Wagatsuma, Keiichi Oda, Kenta Miwa, Motoki Inaji, Muneyuki Sakata, Jun Toyohara, Kiichi Ishi-
wata, Masayuki Sasaki, Kenji Ishii. O-labeled gas. The image quality with the neck shield was similar to
that without the neck shield. Radiol Phys Technol. 2017.12; 10(4); 422-430

19. 3. Ishii Y, Tanaka Y, Momose T, Yamashina M, Sato A, Wakabayashi S, Maehara T, Nariai T. . Chrono-
logical evaluation of cerebral hemodynamics by dynamic susceptibility contrast magnetic resonance imag-
ing after indirect bypass surgery for moyamoya disease. World Neurosurgery. 2017.12; 108; 427-435

[総説]

1. Sato K, Nariai T, Momose-Sato Y, Kamino K.. Intraoperative intrinsic optical imaging of human so-
matosensory cortex during neurosurgical operations. Neurophotonics. 2017.03; 4(3); 031205

2. 稲次基希,前原健寿. 急性硬膜外血腫 『1336専門家による私の治療［2017-2018年度版］』. 2017.07;

3. 稲次基希. 脳神経外科からみた接合 · 固定に使われる生体吸収性材料使用の実際 生体吸収性材料の開発と安
全性評価. 2017.10; 295-298

[講演 · 口頭発表等]

1. 田中真理,柳町昌克,西村聡,星野顕宏,満生紀子,今井耕輔,高木正稔,壽美田一貴,戸田一真,吉村亮一,金兼
弘和,森尾友宏. 脊髄 · 脳室へ多発する播種性再発をきたし急激な経過をたどった DIPGの 1例. 第 45回小
児血液腫瘍症例検討会 2017.01.07 東京

2. 稲次基希. 脳神経外科医が求める止血剤「止血材の臨床ニーズと非生物由来材料の開発」. 技術情報協会セ
ミナー 2017.01.13 東京

3. 田村　郁. Harvard Medical school, Massachusetts General Hospital留学体験記. 第 52回ニューロ · オンコ
ロジィの会　 2017.01.14 東京

4. Yukika Arai, Jun Karakama, Kazutoku Miki, Yoshikazu Yoshino, Shigeru Nemoto. A case of a IC-Pcom
aneurysm. ABC-WIN seminar 2017.01.19
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5. 金子聡,稲次基希,折原あすみ,橋本聡華,前原健寿. 頭蓋内電極留置における合併症の検討. 第 40回日本て
んかん外科学会 2017.01.26

6. 橋本聡華,前田純,稲次基希,樋口真人,熊田勝志,張明栄,須原哲也,前原健寿. キヌレニン経路の新規 PET
tracer [ 11C] 1-metyl-L-tryptophanのてんかんモデルマウスでの有用性の検討. 第 40回日本てんかん外科
学会 2017.01.26

7. 大仲佳祐,稲次基希,馬場信平,森山剣光,前原健寿. 遺伝子 · 染色体異常を背景にもつ難治性てんかんに対す
る緩和手術. 第 40回日本てんかん外科学会 2017.01.26
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[社会貢献活動]

1. 疾患、状態別オーラルマネジメント, 株式会社メヂカルフレンド社, 看護技術, 2017年 12月 08日
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血管内治療学
Endovascular Surgery

教授：根本　繁
講師：壽美田　一貴
助教：三木一徳
医員：唐鎌　淳

( 1 ) 分野概要

血管内治療学の対象となる疾患は、脳脊髄及び頭頸部の血管障害、奇形、腫瘍、機能異常などである。その各々に
ついて、固有の臨床的 · 基礎的研究課題がある。これらを研究対象とする際には、単に治療の対象となる異常のみ
ならず、それに関連する脳脊髄および末梢神経の血管造影学的解剖、病態生理に関する深い知識と洞察力が必要
である。臨床研究 · 基礎研究を通じて研究マインドを養成し、高度な臨床活動に従事することにより治療成績の向
上を目指す。

( 2 ) 研究活動

中枢神経系及び顔面、頭頸部の血管性疾患を対象とする場合、これら領域の血管解剖を中心として、各器官の機能
と病態に関する深い知識と洞察力が必要である。臨床上の疑問点と未解決の問題を研究により解明することを目
的として実験研究を行う。研究課題は対象疾患に応じるが、臨床や動物実験で得られた画像データをもとに、循
環系血流解析、流体構造連成数値解析を行い、各疾患の病態生理の解明、血管内手術治療効果の判定、新規治療デ
バイスの開発を行う。またより安全で治療効果が高く、現在の血管内治療のコンセプトを超えた低侵襲治療法の
開発を目指す

( 3 ) 教育活動

神経学 · 脈管学に関する幅広く深い知識を得、そして旺盛な探究心を育てることを目的とする。

( 4 ) 教育方針

血管内治療を通じて、脳神経疾患のうち、血管障害の病態、診断と治療に対する知識と経験を積む。

( 5 ) 臨床活動および学外活動

脳神経 · 顔面 · 頭頸部領域の血管性疾患に対する血管内治療を行う。脳血管障害に対する 3次元流体力学的研究を
行う。血管内治療トレーニングシステムの開発を行う。

( 6 ) 臨床上の特色

血管内治療科は中枢神経や頭頚部の血管性疾患に対してカテーテルを用いて治療する診療科で、最新の医療機器を
備え高度な専門治療を行っている。取り扱う主な疾患は、脳動脈瘤、脳動静脈奇形、硬膜動静脈奇形 (動静脈瘻)、
頸動脈狭窄、脳動脈狭窄、脳塞栓症、 頭頚部腫瘍、頭頚部血管腫等である。
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( 7 ) 研究業績

[原著]

1. Xiaoshu Dong, Kaoru Tamura, Daisuke Kobayashi, Noboru Ando, Kazutaka Sumita, Taketoshi Maehara.
LAPTM4B-35 is a novel prognostic factor for glioblastoma. J. Neurooncol.. 2017.04; 132(2); 295-303

[書籍等出版物]

1. 根本　繁. 今日の治療指針 2017. 医学書院, 2017.01

2. 根本　繁. 私の治療. 2017.02

3. 根本　繁. 基礎からよくわかる実践的 CFD入門．脳血管編. メディカ出版, 2017.04

4. 根本　繁. 私の治療. 2017.07

5. 根本　繁. 第 35回Mt.Fuji workshop on CVD　講演集. 2017.07

6. 根本　繁. 今日の治療指針. 医学書院,

[総説]

1. 三木一徳. 頸動脈ステント留置術：周術期抗血栓療法 プライム脳神経外科 脳虚血２. 2017.09; 171-174

[講演 · 口頭発表等]

1. 田中真理,柳町昌克,西村聡,星野顕宏,満生紀子,今井耕輔,高木正稔,壽美田一貴,戸田一真,吉村亮一,金兼
弘和,森尾友宏. 脊髄 · 脳室へ多発する播種性再発をきたし急激な経過をたどった DIPGの 1例. 第 45回小
児血液腫瘍症例検討会 2017.01.07 東京

2. Shigeru Nemoto. Characteristics and problems of clot retrieving devices —study with artificial clot and en-
dovascular simulation system. ABCWIN Seminar 2017　 Anatomy-Biology-Clinical Correlations (ABC)
/ Working Group of Interventional Neuroradiology (WIN) 2017.01.18 Val d’Isere France

3. 唐鎌　淳, 成相　直, 稲次基希, 田中洋次, 前原健寿. もやもや病における 3D-DSA画像の特徴. 第 46回日本
神経放射線学会 2017.02.17

4. 壽美田一貴、田中洋次、武井孝麿、工藤琢巳、田村　郁、菅原貴志、稲次基希、成相直、前原健寿. 遠位部
前大脳動脈瘤の部位、親動脈を同定するためのカラードップラーの有用性. 第 40回日本脳神経 CI学会総会
2017.03.04 鹿児島

5. 唐鎌　淳. dAVF塞栓術後にステント留置を要した 1例. 第 25回 Intravascular Neurosurgery Winter Seminar
2017.03.10

6. 伊藤慧,菅原貴志,工藤琢巳,壽美田一貴,田村郁,稲次基希,田中洋次,成相直,前原健寿. くも膜下出血後正常
圧水頭症のリスク因子の検討. 第 46回日本脳卒中の外科学会学術集会 2017.03.16

7. 唐鎌　淳, 成相　直, 稲次基希, 田中洋次, 吉野義一, 根本　繁, 前原健寿. もやもや病における 3D-DSA画像
の特徴. 第 42回日本脳卒中学会総会 2017.03.16

8. 壽美田一貴、田中洋次、武井孝麿、工藤琢巳、田村　郁、菅原貴志、稲次基希、成相直、前原健寿. 遠位部
前大脳動脈瘤に対するカラードップラーの有用性. 第 46回日本脳卒中の外科学会学術集会 2017.03.16 大阪

9. 根本　繁、芳村雅隆 、吉野義一、三木一徳、唐鎌 淳、難波克成、金子直樹、益子敏明、渡辺英寿. 急性期脳
塞栓症血栓回収術の技術的問題点—血栓回収シミュレーションシステムによる解明—. 第 42回日本脳卒中
学会 2017.03.16 大阪

10. 三木一徳，唐鎌淳,　吉野義一,　前原健寿,　根本 繁. クモ膜下出血脳血管攣縮に対する塩酸ファスジル動
注療法における頭蓋内血流動態画像を用いた灌流時間の変化の検討. 第 42回日本脳卒中学会総会 2017.03.16
大阪

11. 澤栁文菜,壽美田一貴,田村郁,工藤琢巳,塚原悠介,小林大輔,稲次基希,田中洋次,成相直,前原健寿. 41. 澤
栁文菜、壽美田一貴、田村郁、工藤琢巳、塚原悠介、小林大輔、稲次基希、田中洋次、成相直、前原健寿 異
なる経過及び組織学的悪性度を示した病変を持つMultifocal gliomaの症例. 第 132回日本脳神経外科学会
関東支部学術集会 2017.04.08
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12. 根本　繁. 静脈血栓溶解療法 · 血栓回収療法の現状と課題. 第 37回日本脳神経外科コングレス 2017.05.14
横浜

13. 三木一徳. 心房細動と脳卒中. Advanced Anticoagulation Conference 2017 2017.06.02 東京

14. 三木一徳、唐鎌淳、吉野義一、新谷晶子、尾崎心、横田隆徳、根本繁. 横静脈洞硬膜動静脈瘻の塞栓術後に
静脈 PTAを行い治療した一例. 第 14回日本脳神経血管内治療学会関東地方会 · 学術集会 2017.06.17 東京

15. 田中洋次,稲次基希,大仲圭祐,壽美田一貴,工藤琢巳,菅原貴志,前原健寿. 髄液鼻漏で発症した斜台部脊索腫
の 1例. 関東脳神経外科懇話会 2017.06.24

16. 工藤琢巳、壽美田一貴、田村郁、前原健寿. RASSF3 functions as a tumor suppressor via p53 in glioblastoma.
. 第 18回日本分子脳神経外科学会 2017.08.25 山梨

17. 壽美田一貴、武川麻紀、工藤琢巳、田村郁、菅原貴志、稲次基希、田中洋次、前原健寿、成相直. 小児期に
出血で発症したもやもや病の長期治療成績. 第 36回 The Mt.Fuji Workshop 2017.08.26 大阪

18. 菅原貴志,原祥子,壽美田一貴,稲次基希,田中洋次,成相直,堤剛,前原健寿. 小脳橋角部髄膜腫に対する手術
戦略-スタンダード (Simpson grade II)とチャレンジ (Simpson grade I)- . 第 22回日本脳腫瘍の外科学会
2017.09.08

19. 壽美田一貴、唐鎌淳、芳村雅隆、藤井照子、三木一徳、吉野義一、山本信二、菅原貴志、稲次基希、田中洋
次、前原健寿、根本繁. 腫瘍内塞栓を目的とした術前腫瘍塞栓術の安全性の検討. 第 22回日本脳腫瘍の外科
学会 2017.09.08 鹿児島

20. Miki K, Karakama J, Yoshino Y, Nemoto S. Three cases of dual antiplatelet therapy resistance in pa-
tients undergoing carotid artery stenting and stent assisted coil embolization.. XXIII World Congress of
Neurology 2017.09.16 Kyoto, Japan

21. 田中洋次,稲次基希,菅原貴志,壽美田一貴,田村郁,工藤琢巳,成相直,前原健寿. 髄液鼻漏閉鎖術における瘻
孔の直接確認 · 閉鎖の重要性. 第 76回日本脳神経外科学会総会 2017.10.12

22. 工藤琢巳、壽美田一貴、田村郁、前原健寿. RASSF3は膠芽腫において腫瘍抑制因子として機能する. 第 76
回日本脳神経外科学会総会 2017.10.12 名古屋

23. 唐鎌　淳, 成相　直, 壽美田一貴, 稲次基希, 田中洋次, 吉野義一, 根本　繁, 前原健寿. もやもや病における
3D-DSA所見の分類および PETとの比較検討. 第 76回日本脳神経外科学会学術総会 2017.10.12

24. 壽美田一貴、唐鎌淳、芳村雅隆、藤井照子、三木一徳、吉野義一、山本信二、菅原貴志、稲次基希、田中
洋次、前原健寿、根本繁. 腫瘍内塞栓を目指した塞栓術の安全性の検討. 第 76回日本脳神経外科学会総会
2017.10.12 名古屋

25. 根本　繁. 経過観察を中心とした未破裂脳動脈瘤の長期予後．単一医師 17年間 1300例の経験から. 第 76回
日本脳神経外科学会 2017.10.14 名古屋

26. Shigeru Nemoto. ndovascular revascularization of chronic total occlusion of the internal carotid artery.
The 14th congress of WFITN 2017.10.16 ハンガリー

27. 田中洋次,稲次基希,菅原貴志,壽美田一貴,田村郁,工藤琢巳,成相直,前原健寿. 経鼻内視鏡手術における 3D
ヘッドマウントディスプレイの有用性. 第 24回日本神経内視鏡学会 2017.11.09

28. 唐鎌　淳, 三木一徳, 壽美田一貴, 吉野義一, 前原健寿, 根本　繁. 当施設における硬膜動静脈瘻の治療戦略と
成績. 第 33回日本脳神経血管内治療学会学術総会 2017.11.23

29. 壽美田　一貴、唐鎌　淳、芳村　雅隆、藤井　照子、三木　一徳、吉野　義一、山本　信二、菅原　貴志、
稲次　基希、田中　洋次、前原　健寿、根本　繁. 腫瘍内塞栓を目指した塞栓術の合併症の検討. 第 33回日
本脳神経血管内治療学会学術総会 2017.11.23

30. 壽美田一貴、三木一徳、唐鎌　淳、吉野義一、根本　繁. 高齢者に対する急性期血行再建の有用性と問題点.
第 33回日本脳神経血管内治療学会学術総会 2017.11.23 東京

31. 三木一徳,　唐鎌淳,　壽美田一貴，吉野義一,　根本 繁. 前方循環系頭蓋内狭窄病変に対する自己拡張型ス
テント治療 9例の治療成績. 第 33回日本脳神経血管内治療学会学術総会 2017.11.24 東京

32. 根本　繁. 脳動脈瘤コイル塞栓術における 3D プリンターの有用性. 第 33 回日本脳神経血管内治療学会
2017.11.25 東京
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33. 田村　郁、董　暁書、小林大輔、安藤登、壽美田一貴、前原健寿. 膠芽腫における LAPTM4B-35の発現と
予後因子としての意義. 第 35回日本脳腫瘍学会学術集会 2017.11.26 高松

34. 工藤琢巳,Edward Green,壽美田一貴,田村郁,前原健寿,Michael Platten. 免疫制御因子であるTDO2の発現
は転写因子の CEBPBによって制御される. 第 35回日本脳腫瘍学会学術集会 2017.11.26 高松

35. 壽美田一貴、相澤有輝、田村郁、工藤琢巳、菅原貴志、稲次基希、田中洋次、成相直、前原健寿. Gliomaに
対する Bevacizumab投与開始時期、投与後の再発様式の検討. 第 35回日本脳腫瘍学会学術集会 2017.11.26
高松

36. 根本　繁. 脳血管内治療と地域医療連携. 第 10回神奈川脳卒中広域シームレス医療研究会セミナー 横浜
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Noda T, Ishida I, Shibata S, Kunugi H. Association of body mass index-related 
single nucleotide polymorphisms with psychiatric disease and memory 
performance in a Japanese population. Acta Neuropsychiatr. 2017 
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PMID: 27923415. 

11. Kasahara T, Ishiwata M, Kakiuchi C, Fuke S, Iwata N, Ozaki N, Kunugi H, 
Minabe Y, Nakamura K, Iwata Y, Fujii K, Kanba S, Ujike H, Kusumi I, Kataoka 
M, Matoba N, Takata A, Iwamoto K, Yoshikawa T, Kato T. Enrichment of 
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disorder. Psychiatry Clin Neurosci. 2017 Aug;71(8):518-529. doi: 
10.1111/pcn.12496. Epub 2017 Feb 8. PubMed PMID: 27987238. 

12. Ikeda M, Takahashi A, Kamatani Y, Okahisa Y, Kunugi H, Mori N, Sasaki T, 
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免疫アレルギー学
Immune Regulation

教授　　　烏山　一
准教授　　山西　吉典
助教　　　河野　洋平
助教　　　吉川　宗一郎
特任助教　三宅　健介

( 1 ) 分野概要

私たちの研究室では、免疫難病の克服をめざして免疫システムの制御に関する研究をおこなっています。私たちの
体は、外からは細菌やウイルスなど病原体の侵入、内からは癌細胞の出現と、絶えず自己の存続を脅かすような
危険にさらされていますが、免疫システムが備わっているおかげで、これらの攻撃から守られています。この免
疫システムの調節がうまくいかなくなると、アレルギー、自己免疫や免疫不全などの免疫難病が出現します。私
たちは、さまざまな遺伝子改変モデル動物を樹立して、慢性アレルギー疾患などの発症メカニズムを解明し、そ
の研究成果を免疫難病の克服にむけたトランスレーショナルリサーチにつなげていこうと日々研究を進めていま
す。免疫システムに魅力を感じ、免疫難病解明にチャレンジしたい若者を歓迎します。

( 2 ) 研究活動

１．アレルギーなど免疫難病における好塩基球の役割解明

好塩基球は、今から 130年以上も前に発見された血球細胞ですが、末梢血白血球の 1%にも満たなくらい数が極端
に少ないため免疫学研究ではほとんど注目されることも無く、その機能は長い間不明でした。私たちは、好塩基球
特異的抗体や好塩基球欠損マウスなど新たな解析ツールを開発 · 応用して、好塩基球が IgE依存性の皮膚慢性ア
レルギー炎症ならびに全身性アナフィラキシーの発症に重要な働きをしていること見いだしました。さらに、好
塩基球が他の免疫細胞と協調してアレルギー反応を制御していることを発見しました。現在、その分子メカニズ
ムを解析中で、新たなアレルギー治療法の開発につなげたいと考えています。

２．感染防御における好塩基球の役割解明

好塩基球は、その絶対数は少ないものの多種の動物で進化的に保存されており、アレルギー発症のためだけに存
在するとは思えません。私たちは、好塩基球がアレルギー病巣だけではなく、寄生虫感染部位に集積する事実に
注目し、好塩基球欠損マウスなどを使って、吸血性マダニならびに消化管寄生虫による感染に対する抵抗性の獲
得に好塩基球が大きな貢献をしていることを明らかにしました。すなわち、１度寄生虫感染を経験すると２度目
以降の感染では寄生虫に対する攻撃力（抵抗性）が高まりますが、その原動力となっているのが好塩基球である
ことをつきとめました。この発見を寄生虫ワクチンの開発に役立てたいとさらに研究を進めています。

３．好塩基球の関わる免疫反応を生体内で可視化

私たちは、好塩基球のみに蛍光色素を発現させた遺伝子改変マウスの樹立に成功し、アレルギーを含むさまざま
な病態における好塩基球の生体内での局在 · 動態を解析しています。これを応用して、アレルギー炎症巣への好塩
基球浸潤を阻害する新たな抗アレルギー薬の同定を進めたいと考えています。

私たちの研究室では、外国人留学生を含む大学院生と研究スタッフが、それぞれのバックグラウンドを生かして
協力し合いながら、免疫学の中心的課題に挑戦しています。
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( 3 ) 教育活動

1. 学部教育

免疫学講義、生化学 · 分子生物学実習（ともに医学科第二学年）を担当しています。プロジェクトセメスター、研
究者養成コース、研究実践プログラム、MD-PhDコースの学部学生を受け入れ、研究プロジェクトに参加しても
らうことで、早期の基礎研究者育成を目指しています。

2. 大学院教育

修士 · 博士課程大学院生の研究指導を行っています。様々な遺伝子改変マウスを用いて、大学院生には主体性を
持って研究プロジェクトを推進してもらい、スタッフと討論し試行錯誤しながら、免疫学を中心とする生命科学
現象の解明に挑んでもらいます。この過程で、仮説に基づいた研究計画を立案する能力、結果を論理的に解釈す
る能力、研究成果を効果的にプレゼンテーションする能力を養い、将来、様々な生命科学分野で活躍できる国際
的研究者の育成を目指しています。

( 4 ) 研究業績
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2. Hidemitsu Tsutsui, Yoshinori Yamanishi, Hiromi Ohtsuka, Shingo Sato, Soichiro Yoshikawa, Hajime Kara-
suyama. The Basophil-specific Protease mMCP-8 Provokes an Inflammatory Response in the Skin with
Microvascular Hyperpermeability and Leukocyte Infiltration. J. Biol. Chem.. 2017.01; 292(3); 1061-1067

3. Yohei Kawano, Georg Petkau, Ingrid Wolf, Julia Tornack, Fritz Melchers. IL-7 and immobilized Kit-ligand
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2017.01; 47(1); 206-212
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peritonitis by stimulating neutrophil recruitment. Sci Rep. 2017.06; 7(1); 4298

6. Sumika Toyama, Naoko Okada, Akio Matsuda, Hideaki Morita, Hirohisa Saito, Takao Fujisawa, Susumu
Nakae, Hajime Karasuyama, Kenji Matsumoto. Human eosinophils constitutively express a unique serine
protease, PRSS33. Allergol Int. 2017.07; 66(3); 463-471

7. Tomoyuki Bando, Setsuko Fujita, Naoko Nagano, Soichiro Yoshikawa, Yoshinori Yamanishi, Masashi
Minami, Hajime Karasuyama. Differential usage of COX-1 and COX-2 in prostaglandin production by
mast cells and basophils. Biochem Biophys Rep. 2017.07; 10; 82-87

8. Julia Tornack, Yohei Kawano, Natalio Garbi, Günter J Hämmerling, Fritz Melchers, Motokazu Tsuneto.
Flt3 ligand-eGFP-reporter expression characterizes functionally distinct subpopulations of CD150+ long-
term repopulating murine hematopoietic stem cells. Eur. J. Immunol.. 2017.07; 47(9); 1477-1487

9. Barbara Dema, Yasmine Lamri, Christophe Pellefigues, Emeline Pacreau, Fanny Saidoune, Caroline
Bidault, Hajime Karasuyama, Karim Sacré, Eric Daugas, Nicolas Charles. Basophils contribute to
pristane-induced Lupus-like nephritis model. Sci Rep. 2017.08; 7(1); 7969

10. Takuya Ohta, Soichiro Yoshikawa, Yuya Tabakawa, Kayoko Yamaji, Kenji Ishiwata, Hiroshi Shitara, Choji
Taya, Masatsugu Oh-Hora, Yohei Kawano, Kensuke Miyake, Yoshinori Yamanishi, Hiromichi Yonekawa,
Naohiro Watanabe, Hirotaka Kanuka, Hajime Karasuyama. Skin CD4+ Memory T Cells Play an Essential
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Role in Acquired Anti-Tick Immunity through Interleukin-3-Mediated Basophil Recruitment to Tick-
Feeding Sites. Front Immunol. 2017.10; 8; 1348

[書籍等出版物]

1. 河野洋平. 炎症と免疫 2017年 3月号 (Vol.25 No.2)　連載『満喫!海外留学～ラボとタウン紹介～』. 2017.03

2. 柴田翔,烏山一. 呼吸器疾患診断治療アプローチ気管支喘息. 中山書店, 2017.07 (ISBN : 978-4-521-74525-1)

[総説]

1. 三宅健介, 烏山 一. 好塩基球 鼻アレルギーフロンティア. 2017.01; 18(1); 22-23

2. 三宅健介, 烏山 一. Th2分化における好塩基球の役割 医学のあゆみ. 2017.01; 262(13); 1183-1184

3. 長尾俊久, 山西吉典, 烏山　一. 皮膚バリアにおける好塩基球の重要性 実験医学. 2017.04; 35(7); 1123-1128

4. Kensuke Miyake, Hajime Karasuyama. Emerging roles of basophils in allergic inflammation. Allergol Int.
2017.07; 66(3); 382-391

5. 壹岐美紗子, 山西吉典, 烏山　一. 好塩基球トリプターゼ mMCP-11は IgE依存的慢性アレルギー炎症の誘
導に重要な役割を果たす 臨床免疫 · アレルギー科. 2017.07; 68(1); 19-24

6. Yoshinori Yamanishi, Kensuke Miyake, Misako Iki, Hidemitsu Tsutsui, Hajime Karasuyama. Recent
advances in understanding basophil-mediated Th2 immune responses. Immunol. Rev.. 2017.07; 278(1);
237-245

7. 長尾 峻久, 山西 吉典, 烏山 一. 好塩基球による免疫応答制御 血液内科. 2017.08; 75(2); 130-136

8. Hajime Karasuyama, Kensuke Miyake, Soichiro Yoshikawa, Yoshinori Yamanishi. Multifaceted roles of
basophils in health and disease. J. Allergy Clin. Immunol.. 2017.12;

[講演 · 口頭発表等]

1. Hajime Karasuyama. Basophils in immune-mediated disease. Third International Symposium on IgG4-
RD and Fibrosis 2017.02.16 Hawaii, USA

2. 烏山　一. 好塩基球研究の最前線～生体防御、アレルギー、白血病発症における新たな役割～. 第 11回春風
セミナー 2017.04.20 東京

3. Yoshinori Yamanishi, Misako Iki, Kensei Tanaka, Hayato Deki, Mio Fujimaki, Shingo Sato, Soichiro
Yoshikawa, Hajime Karasuyama. Basophil tryptase mMCP-11 plays a crucial role in the IgE-mediated
chronic allergic inflammation.. The 66th Annual Meeting of Japanese Society of Allergology 2017.06.15
Tokyo, Japan

4. 柴田 翔, 立石 知也, 吉川 宗一郎, 山西 吉典, 稲瀬 直彦, 烏山 一 . COPDの病態における炎症性単球、間質
マクロファージの役割. The 66th Annual Meeting of Japanese Society of Allergology 2017.06.15 Tokyo,
Japan

5. 烏山　一. これまで見逃されていた好塩基球の存在意義と病態形成における役割. 第 45回日本臨床免疫学会
2017.09.28 東京

6. 山西吉典. 好塩基球による皮膚アレルギー炎症の調節. 第３５回呼吸器 · 免疫シンポジウム 2017.09.30 東京

7. Yohei Kawano, Georg Petkau, Christina Stehle, Pawel Durek, Gitta Anne Heinz, Kousuke Tanimoto,
Hajime Karasuyama, Mir-Farzin Mashreghi, Chiara Romagnani, Fritz Melchers. Stable lines and clones
of long-term proliferating normal, genetically unmodified murine common lymphoid progenitors.. The
46th Annual Meeting of The Japanese Society for Immunology 2017.12.12 Sendai, Japan

8. Soichiro Yoshikawa, Masatsugu Oh-hora, Kensuke Miyake, Yohei Kawano, Yoshinori Yamanishi, Hajime
Karasuyama. Prolonged Ca2+ influx via STIM2 is essential for cytokine-induced IL-4 production in
basophil. The 46th Annual Meeting of The Japanese Society for Immunology 2017.12.12 Sendai, Japan
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9. Sho Shibata, Kensuke Miyake, Soichiro Yoshikawa, Yohei Kawano, Yoshinori Yamanishi, Hajime Kara-
suyama. Monocyte-derived macrophages in the lung contribute to the development of pulmonary emphy-
sema through MMP12 production in a mouse model of COPD. The 46th Annual Meeting of The Japanese
Society for Immunology 2017.12.12 Sendai, Japan

10. Hajime Karasuyama. Emerging roles of basophils in allergic inflammation and immune regulation. The
46th Annual Meeting of The Japanese Society for Immunology 2017.12.12 Sendai, Japan

11. Yoshinori Yamanishi, Misako Iki, Kensei Tanaka, Hayato Deki, Mio Fujimaki, Kensuke Miyake, Soichiro
Yoshikawa, Yohei Kawano, Shingo Sato, Hajime Karasuyama. Basophil tryptase mMCP-11 plays a crucial
role in IgE-mediated, delayed-onset allergic inflammation.. The 46th Annual Meeting of The Japanese
Society for Immunology 2017.12.13 Sendai, Japan

12. Takahiro Adachi, Soichiro Yoshikawa, Hajime Karasuyama. Intravital imaging of Ca2+ signals in lym-
phocytes of the Ca2+ biosensor YC3.60 transgenic mice. The 46th Annual Meeting of The Japanese
Society for Immunology 2017.12.14 Sendai, Japan

13. Kensuke Miyake, Nozomu Shiozawa, Toshihisa Nagao, Soichiro Yoshikawa, Yoshinori Yamanishi, Hajime
Karasuyama. Basophils exert antigen presentation via trogocytosis-mediated acquisition of peptide-MHC
clas II complexes from dendritic cells (DCs). The 46th Annual Meeting of The Japanese Society for
Immunology 2017.12.14 Sendai, Japan

14. Hidemitsu Tsutsui, Yoshinori Yamanishi, Hiromi Ohtsuka, Shingo Sato, Soichiro Yoshikawa, Hajime Kara-
suyama. The basophil-specific protease mMCP-8 provokes an inflammatory response in the skin with
microvascular hyperpermeability and leukocyte infiltration. The 46th Annual Meeting of The Japanese
Society for Immunology 2017.12.14 Sendai, Japan

15. Yuya Tabakawa, Takuya Ohta, Soichiro Yoshikawa, Kayoko Yamaji, Kenji Ishiwata, Yohei Kawano, Yoshi-
nori Yamanishi, Naohiro Watanabe, Hiroshi Ohtsu, Hirotaka Kanuka, Hajime Karasuyama . Histamine
plays a critical role in acquired protective immunity against tick infestation. The 46th Annual Meeting of
The Japanese Society for Immunology 2017.12.14 Sendai, Japan

16. Takuya Ohta, Soichiro Yoshikawa, Kayoko Yamaji, Kenji Ishiwata, Yuya Tabakawa, Yohei Kawano, Yoshi-
nori Yamanishi, Naohiro Watanabe, Hirotaka Kanuka, Hajime Karasuyama. Skin-resident memory CD4+
T cells play an essential role in acquired tick resistance through IL-3-mediated basophil recruitment. The
46th Annual Meeting of The Japanese Society for Immunology 2017.12.14 Sendai, Japan

17. Toshihisa Nagao, Mio Teranishi, Kensuke Miyake, Soichiro Yoshikawa, Yohei Kawano, Yoshinori Yaman-
ishi, Hajime Karasuyama. Sugar modification of carrier protein confers ability on allergen to induce IgE-
and basophil-mediated allergic inflammation. The 46th Annual Meeting of The Japanese Society for
Immunology 2017.12.14 Sendai, Japan

18. Tomoyuki Bando, Setsuko Fujita, Naoko Nagano, Soichiro Yoshikawa, Yoshinori Yamanishi, Masashi
Minami, Hajime Karasuyama. Differential usage of COX-1 and COX-2 in prostaglandin production by
mast cells and basophils. The 46th Annual Meeting of The Japanese Society for Immunology 2017.12.14
Sendai, Japan

19. Toshiyuki Kojima, Soichiro Yoshikawa, Yoshinori Yamanishi, Hajime Karasuyama. Novel CD200 hologues
iSEC1 and I SEC2 are gastrointestinal secretory cell-specific ligands of inhibitory receptor CD200R. The
46th Annual Meeting of The Japanese Society for Immunology 2017.12.14 Sendai, Japan

20. Taro Watabe, Takashi Nagaishi, Akinori Hosoya, Nisha Jose, Naoya Tsugawa, Yudai Kojima, Soichiro
Yoshikawa, Hajime Karasuyama, Takahiro Adachi, Mamoru Watanabe. Analysis of ileocecal immune
response in an experimental colitis model using intra-vital imaging. The 46th Annual Meeting of The
Japanese Society for Immunology 2017.12.14 Sendai, Japan

21. Naoya Tsugawa, Takashi Nagaishi, Taro Watabe, Akinori Hosoya, Nisha Jose, Yudai Kojima, Soichiro
Yoshikawa, Hajime Karasuyama, Takahiro Adachi, Mamoru Watanabe. Verification of immunoglobulin
A regulation of mucosal microflora and homeostasis. The 46th Annual Meeting of The Japanese Society
for Immunology 2017.12.14 Sendai, Japan
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[受賞]

1. 学術研究助成（吉川宗一郎）, 大山健康財団, 2017年 03月

2. The Best Presentation Award for RIKEN IMS Summer Program 2017 (Kensuke Miyake), RIKEN IMS ,
2017年 06月

3. 第 46回日本免疫学会学術集会：ベストプレゼンテーション賞（三宅健介）, 日本免疫学会, 2017年 12月

[その他業績]

1. 「希少細胞である好塩基球によるアレルギー誘導の謎が解けた！」-驚くべき離れ業「トロゴサイトーシス」
を駆使-, 2017年 01月
Proceedings　 of the Ntional Academy of Sciences(PNAS)

[社会貢献活動]

1. 「2017免疫ふしぎ未来」実行委員（山西吉典、吉川宗一郎）, 日本免疫学会, 免疫ふしぎ未来 2017, 2017年
08月 06日
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ウイルス制御学
Molecular Virology

教授: 山岡昇司
講師：武内寛明
特任講師：林隆也
助教: 芳田剛、逸見百江
臨床検査技師: 稲垣好雄
秘書: 松井久美子

大学院生（博士）: 大迫美穂、齊戸秀樹、市川裕菜、鈴木尚人、
NDZINU JERRY KWAME、
AZIATI ISHMAEL DZIGBORDI KWASI、
MAXWELL MAMFE SAKYIAMAH、齊藤広介、
SELEASE DELETSU、ADIZA ABASS
大学院生（修士）: 正木千絵、橋本紗希、兵頭拓弥、山口遼、北村優典

( 1 ) 分野概要

微生物学は細菌学、免疫学、ウイルス学をカバーする学問領域である。さまざまな微生物の研究を通して、宿主
とそれら寄生体の関係や病原性のメカニズムについての理解を深める。微生物学は今や医学研究の中心に位置す
る重要な学問である。当教室では主として世界的に深刻化しているエイズの原因ウイルスであるヒト免疫不全ウ
イルス（ＨＩＶ）、ならびに成人Ｔ細胞白血病（ＡＴＬ）および神経疾患ＨＡＭの原因ウイルスであるＨＴＬＶと
いう二つのヒトレトロウイルスに関する研究と教育を最先端の技術を用いて進めている。

( 2 ) 研究活動

下記の研究課題について、最先端をゆく活発な論文ならびに学会発表を続けている。
1）HIVと HTLVの増殖と病原性にかかわる細胞側因子の研究
ウイルスはすべて寄生体であり、宿主細胞を巧妙に利用しながら、子孫を増やしている。ヒト免疫不全ウイルス
(HIV-1)とヒト T細胞白血病ウイルス (HTLV-I)感染によりもたらされる病理学的変化の理解とその予防や治療
には、ウイルスの遺伝子産物が相互作用する細胞側因子の同定とその機能解析は必須である。HIV-1はヒトの細
胞にはたいへんよく感染する。普通のレトロウイルスは細胞が分裂 · 増殖していなければ感染できないが、HIV-1
は細胞が分裂していなくても問題なく、改良して遺伝子導入のベクターとして利用されるくらいである。HIV-1の
治療は現在、ウイルス蛋白質を標的とした cARTという効果的な治療法が行われているが、ウイルスの変異が早
いため耐性株の出現によって治療効果が減弱して、エイズへの進行を免れることはきわめて難しい。そこで、ウ
イルスが是非とも必要としている細胞因子を見つけ出し、ウイルスがそれを使えないようにしてやれば、ウイル
スの変異に大きく影響されることなく治療効果をあげることができるのではないか、と考え、ライブラリー遺伝
子導入の後に HIV-1が感染しやすい細胞を殺して感染しにくい細胞を生き残らせる実験系を開発した。cDNAラ
イブラリー導入や shRNAライブラリーによる細胞遺伝学的手法による感染しにくく変化した変異細胞の解析と、
ウイルス複製に重要な細胞因子の同定は、しばしば問題となるウイルスの変異に左右されない抗ウイルス剤開発
への展望をひらく。

2）ウイルスタンパク質による情報伝達経路のハイジャックと多段階発癌のモデル
ウイルスタンパク質が転写因子を強力に活性化する際に、細胞内情報伝達経路の中枢部に直接作用していること
に注目し、HTLV-Iの Tax、Epstein-Barrウイルスの LMP1という発癌蛋白質によるシグナル伝達機構を明らか
にすることをめざしている。興味深いことに、HTLV-I感染後数十年たって発症する ATLでは、腫瘍細胞におい
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て転写活性が維持されたままウイルス遺伝子の発現が抑制されていることが多く、これは生体の免疫機構から逃
れつつ細胞側変異を蓄積することで悪性形質を獲得していく多段階発癌のモデルと考えられる。この変異が何で
あるのかを分子レベルで明らかにすることで、ATLに特異的な分子標的治療を確立することをめざしている。

３）高感染価レンチウイルスベクター産生法の開発
レンチウイルスベクターは、遺伝子変異を原因とする遺伝性疾患や造血系悪性腫瘍疾患などを対象とする遺伝子
治療、疾患モデル動物への投与など、幅広い応用が進んでいる。しかし、ベクター産生を接着細胞への一過性遺
伝子導入に頼る現状は、必要とされる大量のベクター産生を困難にしており、高効率のベクター産生法開発が望
まれている。我々のヒトレトロウイルス研究成果を応用して、接着細胞でのレンチウイルスベクター産生量を大
幅に向上させる方法を開発している。

( 3 ) 教育活動

医学部２年次の感染症学講義および実習、４年次のクリニカル · クラークシップを担当し、ウイルス学 · 細菌学 ·
免疫学をふまえ病原微生物学の教育を行っている。大学院生ならびに専攻生の教育も担当し、医歯学総合研究科
生体環境応答学系ウイルス制御学講座として最先端の感染症学研究を指導する。週に１回文献抄読会を、また週
１回データ検討会を行い、生命現象や感染症の分子的基盤の理解につとめている。

( 4 ) 教育方針

微生物の構造、増殖、機能、遺伝に関する原理および微生物と人体との相互作用によって生ずる諸現象の理解と
考え方の修得に重点をおく。

( 5 ) 研究業績

[原著]

1. Yukichi Horiguchi, Tatsuro Goda, Akira Matsumoto, Hiroaki Takeuchi, Shoji Yamaoka, Yuji Miyahara.
Direct and label-free influenza virus detection based on multisite binding to sialic acid receptors. Biosen-
sors and Bioelectronics. 2017.02; 92; 234-240

2. Honami Takada, Ken-Ichi Imadome, Haruna Shibayama, Mayumi Yoshimori, Ludan Wang, Yasunori
Saitoh, Shin Uota, Shoji Yamaoka, Takatoshi Koyama, Norio Shimizu, Kouhei Yamamoto, Shigeyoshi
Fujiwara, Osamu Miura, Ayako Arai. EBV induces persistent NF-κ B activation and contributes to
survival of EBV-positive neoplastic T- or NK-cells. PLoS ONE. 2017.03; 12(3); e0174136

3. M Shiota, N Fujimoto, M Itsumi, A Takeuchi, J Inokuchi, K Tatsugami, A Yokomizo, S Kajioka, T
Uchiumi, M Eto. Gene polymorphisms in antioxidant enzymes correlate with the efficacy of androgen-
deprivation therapy for prostate cancer with implications of oxidative stress. Ann. Oncol. 2017.03; 28(3);
569-575

4. Wenfeng Hai, Tatsuro Goda, Hiroaki Takeuchi, Shoji Yamaoka, Yukichi Horiguchi, Akira Matsumoto, Yuji
Miyahara. Specific Recognition of Human Influenza Virus with PEDOT Bearing Sialic Acid-Terminated
Trisaccharides. ACS Appl Mater Interfaces. 2017.04; 9; 14162-14170

5. Tak W Mak, Melanie Grusdat, Gordon S Duncan, Catherine Dostert, Yannic Nonnenmacher, Maureen
Cox, Carole Binsfeld, Zhenyue Hao, Anne Brüstle, Momoe Itsumi, Christian Jäger, Ying Chen, Olaf
Pinkenburg, Bärbel Camara, Markus Ollert, Carsten Bindslev-Jensen, Vasilis Vasiliou, Chiara Gorrini,
Philipp A Lang, Michael Lohoff, Isaac S Harris, Karsten Hiller, Dirk Brenner. Glutathione Primes T Cell
Metabolism for Inflammation. Immunity. 2017.04; 46(4); 675-689

6. Hiroaki Takeuchi, Hideki Saito, Takeshi Noda, Tadashi Miyamoto, Tomokazu Yoshinaga, Kazutaka Tera-
hara, Hiroshi Ishii, Yasuko Tsunetsugu-Yokota, Shoji Yamaoka. Phosphorylation of the HIV-1 capsid by
MELK triggers uncoating to promote viral cDNA synthesis. PLoS Pathog. 2017.07; 13(7); e1006441

7. Hideki Saito, Hiroaki Takeuchi, Takao Masuda, Takeshi Noda, Shoji Yamaoka. N-terminally truncated
POM121C inhibits HIV-1 replication. PLoS ONE. 2017.09; 12(9); e0182434
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8. Takeshi Yoshida, Akiko Hamano, Asuka Ueda, Hiroaki Takeuchi, Shoji Yamaoka. Human SMOOTHENED
inhibits human immunodeficiency virus type 1 infection. Biochem. Biophys. Res. Commun. 2017.11;
493(1); 132-138

9. Nicholas Israel Nii-Trebi, James Ashun Mensah Brandful, Shiro Ibe, Wataru Sugiura, Jacob Samson
Barnor, Patrick Owiredu Bampoh, Shoji Yamaoka, Tetsuro Matano, Kazuhisa Yoshimura, Koichi Ishikawa,
William Kwabena Ampofo. Dynamic HIV-1 genetic recombination and genotypic drug resistance among
treatment-experienced adults in northern Ghana. J. Med. Microbiol. 2017.11; 66(11); 1663-1672

[講演 · 口頭発表等]

1. Momoe Itsumi, Kazuhiro Iwai, Shoji Yamaoka. Role for linear ubiquitination in the growth of HTLV-I-
infected cells. 第 18回国際ヒトレトロウイルス HTLV会議 2017.03.07 ホテルグランアーク半蔵門

2. 山岡昇司. HTLV-1感染と NF-κ B. 第 4回日本 HTLV-1学会学術集会 2017.08.18 関西医科大学

3. 逸見百江、山岡昇司. LUBAC構成分子 HOIL-1Lの発言低下による HTLV-1感染細胞の増殖抑制メカニズ
ム. 第 4回日本 HTLV—1学会学術集会 2017.08.18 関西医科大学

4. Hiroaki Takeuchi. The timing and triggering of uncoating in an early stage of HIV-1 infection: the
essential role of MELK for optimal capsid core disassembly. Special AMR seminar at St. Vincent’s Centre
of Applied Medical Research 2017.09.27 Sydney, Australia

5. Hirona Ichikawa , Shoji Yamaoka , Shunich iKajioka Momoe Itsumi. EPAC1 suppresses migation of
bladder cancer cells. 第 76回日本癌学会学術総会 2017.09.28 パシフィコ横浜

6. Kenzo Tokunaga, Weitong Yao, Takuya Tada, Yanzhao Zhang, Shoji Yamaoka. Two Different mechanism
by which MARCH8 inhibits viral infection. 第 65回日本ウイルス学会学術集会 2017.10.24 大阪国際会議場

7. Weitong Yao, Yanzhao Zhang, Hideaki Fujita,Shoji Yamaoka, Kenzo Tokunaga. CRISPR-mediated acti-
vation of endogenous BST-2 expression blocks wildtype HIV-1 production. 第 65 回日本ウイルス学会学術
集会 2017.10.24 大阪国際会議場

8. 橋本紗希、芳田剛、武内寛明、山岡昇司. HIV-1の祖先ウイルスが発現する Vpuタンパク質の機能における
種特異性とそのメカニズム. 日本エイズ学会学術集会 2017.11.24 中野サンプラザ

9. 武内　寛明. HIV-1コア · サイエンス　～HIV-1コア（キャプシドコア）崩壊プロセスおよび HIV-1複合体
コア（核）移行プロセスのさらなる展望～. 第 31回日本エイズ学会学術集会 2017.11.24 中野サンプラザ

[受賞]

1. 免疫学 · 病態生化学領域合同シンポジウム · 最優秀発表賞（武内寛明）, 東京医科歯科大学, 2017年 03月

2. 免疫学 · 病態生化学領域合同シンポジウム · 優秀若手研究奨励賞（武内寛明）, 東京医科歯科大学, 2017年
03月

3. 日本エイズ学会 ECC山口メモリアルエイズ研究奨励賞 (武内寛明）, 日本エイズ学会, 2017年 11月

[その他業績]

1. 「　エイズウイルスの感染成立に重要な宿主タンパク質を発見　」―　新たな治療法の開発へ期待　―, 2017
年 07月
PLOS Pathogens

2. 2017年 08月
PLOS Pathogens

[社会貢献活動]

1. J-GRID海外拠点事業, 文部科学省　 AMED, 日本国およびガーナ共和国, 2010年 04月 01日 - 現在
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免疫治療学
Immunotherapeutics

教授　　：神奈木真理
准教授　：増田貴夫
助教　　：長谷川温彦（医学部内講師）
助教 　：永野佳子
非常勤講師：伊藤さやか
大学院生：佐藤洋子、高畑辰郎、安藤聡美、村上悠二、SAWADA LEILA、古賀莉穂、黄 渝倫

( 1 ) 分野概要

　本講座では、主に持続感染ウイルスに対する宿主防御機構の研究を行い、免疫と病態のかかわりを解明し、免
疫治療法の可能性を追求する。この分野は、ウイルス学と免疫学の中間、基礎と臨床の中間に位置する。ヒトレ
トロウイルス（HTLVと HIV）は、ヒトに持続感染し、腫瘍、自己免疫疾患、免疫不全等の様々な病態を引き起
こす。これらの病態は、ウイルスそのものの病原性だけで説明し得るものではなく、宿主の免疫応答が密接に関
わっている。当研究室では、これらの持続感染性ウイルスによる病態の背景にある、ウイルスと宿主免疫の攻防と
共存の関係を把握することを大きな研究テーマとしている。このため、生体を用いた感染免疫 · 腫瘍免疫解析を一
つの柱とし、ウイルス感染による細胞内情報伝達の変化とウイルス複製の分子機構の解明をもう一つの柱とする。

研究項目
· 成人 T細胞白血病（ATL）の発症予防 · 治療を目的とする免疫療法（抗腫瘍ワクチン）の開発
· HTLV-I感染による疾患の発症機序と発症リスクに関する研究
· ウイルス持続感染における自然免疫の役割に関する研究
· HIV-1インテグラーゼを中心とする HIV複製の分子機構の研究
· HIV-1感染防御および HIV複製抑制に関する免疫研究

( 2 ) 研究活動

① ATLに対する腫瘍ワクチン療法の開発ならびに臨床試験
　これまで長年に渡り我々が蓄積してきた動物実験や臨床検体を用いた免疫研究成果を踏まえ、成人 T細胞白血
病（ATL）に対する免疫療法（腫瘍ワクチン）を開発した。この療法は、体外で成熟させた患者自身の樹状細胞に、
HTLV-I Taxのオリゴペプチドを抗原として添加しワクチン接種するものである。使用ペプチドのアミノ酸配列
は、我々が同定した HTLV-I Tax特異的 CD8陽性細胞傷害性 T細胞（CTL）の主要標的エピトープ配列であり、
HLA-A2, HLA-A24, HLA-A11のいずれかを持つ症例に適応可能である。2012年から、東京医科歯科大学、九州
がんセンター、九州大学間の共同研究で、既治療の ATL３症例に対して臨床試験を行い、３例中２例で部分寛解
以上の結果を得、論文報告を行った（Suehiro, Y., Hasegawa, A., et al. Brit J Haematol. 169: 356-367, 2015.
doi: 10.1111/bjh.13302）。この臨床研究はさらに発展し、現在、治験段階に入っている（試験本部：九州がんセン
ター）。

②生体内の HTLV-I遺伝子発現抑制機序、AZT/IFNα療法の作用機序、ATL細胞の恒常的 NFκ B活性化機序
への自然免疫の関与
　末梢血から分離直後の ATL細胞には HTLV-I蛋白は検出されず、数時間の培養後急激に発現する現象が知ら
れているが、その機序はウイルス発見以来の謎であった。また、ATLに対し一時的に効果を持つ AZT/IFNαの
併用療法は欧米で既に 10年以上臨床実践されているもののその機序は不明であった。さらに、ATL細胞におけ
る NFkBの恒常的活性化機序も長年の謎であった。我々は、2009年に HTLV-1発現の抑制に I型インターフェ
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ロンを含む自然免疫応答が関与することを見いだし報告した。この所見を基に、AZT/IFNαの併用が Tax蛋白
の翻訳抑制と p53活性化を誘導すること (Kinpara, S., et al. Retrovirol. 10: 52, 2013)、さらに、ATL細胞の
Tax非依存性の NFkB活性化に PKRが関与すること (Kinpara, S., et al. Leukemia, 29:1425-1444, 2015. doi:
10.1038/leu.2015.1) を見いだした。これら一連の結果は、これまで信じられてきた生体内の HTLV-I遺伝子発現
についての概念を打ち破るものであり、宿主の獲得免疫に加えて自然免疫が HTLV-１感染症の疾患機序に関わる
ことを示している。

( 3 ) 教育活動

① 卒前教育では、免疫学 I, II講義、プロジェクトセメスター、前臨床実習 Iを分担する。
② 大学院学生は、ウイルス学、免疫学、分子生物学の基本的な手技の取得、バイオハザードの概念の理解と実践
を行う。実験室の維持と運営には全員で当たる。カンファレンス、抄読会の参加を義務づけ、関連分野の知識の
蓄積とフォローアップを行う。

( 4 ) 教育方針

我々は、これらのウイルス持続感染症を通して、生体内細胞集団間の相互作用の観点と細胞内分子機構の両面か
ら、病態発現機構の解明を目指しており、その知見の臨床側への還元とともに、これを応用した免疫治療法開発
を最終的な研究目標としている。

( 5 ) 臨床活動および学外活動

ATLに対する治療ワクチン（Taxペプチドパルス樹状細胞療法）を開発し、東京医科歯科大学、九州がんセンター、
九州大学間の共同研究で、臨床試験を実施中である。この免疫療法の他、造血幹細胞移植を含む種々の治療後の
ATL患者、また未治療の HTLV-1感染者の T細胞免疫応答評価も依頼に応じて行っている。

( 6 ) 研究業績

[原著]

1. Ando S, Hasegawa A, Murakami Y, Zeng N, Takatsuka N, Maeda Y,T. Masuda, Y. Suehiro, and M.
Kannagi.. HTLV-1 Tax-Specific CTL Epitope-Pulsed Dendritic Cell Therapy Reduces Proviral Load in
Infected Rats with Immune Tolerance against Tax. J. Immunol. . 2017; 198; 1210-1219

2. Tatsuro Takahata, Eri Takeda, Minoru Tobiume, Kenzo Tokunaga, Masaru Yokoyama, Yu-Lun Huang,
Atsuhiko Hasegawa, Tatsuo Shioda, Hironori Sato, Mari Kannagi, Takao Masuda. Critical Contribution
of Tyr15 in the HIV-1 Integrase (IN) in Facilitating IN Assembly and Nonenzymatic Function through
the IN Precursor Form with Reverse Transcriptase. Journal od Virology. 2017.01; 91(1);

3. Satomi Ando, Atsuhiko Hasegawa, Yuji Murakami, Na Zeng, Natsuko Takatsuka, Yasuhiro Maeda, Takao
Masuda, Youko Suehiro, Mari Kannagi. HTLV-1 Tax-Specific CTL Epitope-Pulsed Dendritic Cell Therapy
Reduces Proviral Load in Infected Rats with Immune Tolerance against Tax. J. Immunol.. 2017.02; 198(3);
1210-1219

4. Murakami, Y., A. Hasegawa, S. Ando, R. Tanaka, T. Masuda, Y. Tanaka, and M. Kannagi.. A novel
mother-to-child HTLV-1 transmission model for investigating the role of maternal anti-HTLV-1 antibodies
using orally infected mother rats. J Gen Virol . 2017.02;

5. Yuji Murakami, Atsuhiko Hasegawa, Satomi Ando, Reiko Tanaka, Takao Masuda, Yuetsu Tanaka, Mari
Kannagi. A novel mother-to-child HTLV-1 transmission model for investigating the role of maternal
anti-HTLV-1 antibodies using orally infected mother rats. J. Gen. Virol.. 2017.04;

6. Chie Sugimoto, Kristen M Merino, Atsuhiko Hasegawa, Xiaolei Wang, Xavier A Alvarez, Hiroshi Wakao,
Kazuyasu Mori, Woong-Ki Kim, Ronald S Veazey, Elizabeth S Didier, Marcelo J Kuroda. Critical Role
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for Monocytes/Macrophages in Rapid Progression to AIDS in Pediatric Simian Immunodeficiency Virus-
Infected Rhesus Macaques. J. Virol.. 2017.08; 91(17);

7. Hideki Saito, Hiroaki Takeuchi, Takao Masuda, Takeshi Noda, Shoji Yamaoka. N-terminally truncated
POM121C inhibits HIV-1 replication. PLoS ONE. 2017.09; 12(9); e0182434

8. Leila Sawada, Yoshiko Nagano, Atsuhiko Hasegawa, Hikari Kanai, Kai Nogami, Sayaka Ito, Tomoo Sato,
Yoshihisa Yamano, Yuetsu Tanaka, Takao Masuda, Mari Kannagi. IL-10-mediated signals act as a switch
for lymphoproliferation in Human T-cell leukemia virus type-1 infection by activating the STAT3 and
IRF4 pathways. PLoS Pathog.. 2017.09; 13(9); e1006597

9. Leila Sawada, Yoshiko Nagano, Atsuhiko Hasegawa, Hikari Kanai, Kai Nogami, Sayaka Ito, Tomoo Sato,
Yoshihisa Yamano, Yuetsu Tanaka, Takao Masuda, Mari Kannagi. IL-10-mediated signals act as a switch
for lymphoproliferation in Human T-cell leukemia virus type-1 infection by activating the STAT3 and
IRF4 pathways. PLoS Pathogens. 2017.09; 13(9); e1006597

10. 長谷川 温彦, 飯野 忠史, 北浦 一孝, 松谷 隆治, 鈴木 隆二, 神奈木 真理, 末廣 陽子. 樹状細胞療法によるATL
残存クローンの排除 日本癌学会総会記事. 2017.09; 76回; P-1062

11. 神奈木 真理, サワダ · レイラ , 永野 佳子, 金原 秀一, 長谷川 温彦. 血液腫瘍前癌状態をいかに制御するか
HTLV-1発癌機構への自然免疫の関与 日本癌学会総会記事. 2017.09; 76回; SST4-3

12. Sawada L, Nagano Y, Hasegawa A, Kanai H, Nogami K, Ito S, Sato T, Yamano Y, Tanaka Y, Masuda
T, Kannagi M.. IL-10-mediated signals act as a switch for lymphoproliferation in Human T-cell leukemia
virus type-1 infection by activating the STAT3 and IRF4 pathways. PLoS Pathog.. 2017.09; 13(9);
e1006597

13. 増田 貴夫, 高畑 辰郎, 黄 渝倫, 王 寶れい, 長谷川 温彦, 徳永 研三, 飛梅 実, 塩田 達雄, 武田 英里, 俣野 哲
朗, 横山 勝, 河合 剛太, 佐藤 裕徳, 神奈木 真理. コア · サイエンス HIV-1インテグラーゼ非酵素的機能の分
子基盤 日本エイズ学会誌. 2017.11; 19(4); 296

14. Sugimoto C, Merino KM, Hasegawa A, Wang X, Alvarez XA, Wakao H, Mori K, Kim WK, Veazey RS,
Didier ES, Kuroda MJ. Correction for Sugimoto et al., "Critical Role for Monocytes/Macrophages in Rapid
Progression to AIDS in Pediatric Simian Immunodeficiency Virus-Infected Rhesus Macaques". Journal of
virology. 2017.11; 91(22);

15. Hasegawa Atsuhiko, Suehiro Youko, Kannagi Mari. Pathogen infection and host responses Potential
prophylactic vaccine to protect against ATL development via induction of functional HTLV-1-specific CD8
+ T cell responses日本免疫学会総会 ·学術集会記録. 2017.12; 46(Proceedings); S4-3

[総説]

1. 末廣 陽子, 神奈木 真理. 【血液腫瘍に対する免疫療法の新たな展開】 ATLに対する HTLV-1 Tax標的樹状
細胞ワクチン療法の現状 血液内科. 2017.01; 74(1); 13-18

[講演 · 口頭発表等]

1. Sawada L, Nagano Y, Hasegawa A, Ito S, Sato T, Yamano Y, Tanaka Y, Masuda T,◯Kannagi M.. IL-10-
mediated signals as a switch to proliferation in HTLV-1-infected T cells.. 18th International Conference
on Human Retrovirology HTLV-1 and related viruses 2017.03.10 Tokyo

2. Leila Sawada, Yoshiko Nagano, Atsuhiko Hasegawa, Sayaka Ito, Tomoo Sato, Yoshihisa Yamano, Yuetsu
Tanaka, Takao Masuda, Mari Kannagi. IL-10-mediated Signals as a Switch to Proliferation in HTLV-1-
infected T Cells. 第 18回国際ヒトレトロウイルス HTLV会議 2017.03.10 東京

3. 篠原陽子，増田貴夫，河合剛太. HIVのゲノム RNAの 5′末端配列の 5′-UTRの構造への影響. 第 19回
日本 RNA学会年会 2017.07.19 富山

4. Leila Sawada, Yoshiko Nagano, Atsuhiko Hasegawa, Sayaka Ito, Tomoo Sato, Yoshihisa Yamano, Yuetsu
Tanaka, Takao Masuda and Mari Kannagi. Potential contribution of IL-10-mediated STAT3 signals to
push HTLV-1-infected cells towards proliferation by enhancing survivin and IRF4 expression. 第４回日本
HTLV-1学会学術集会 2017.08.01 枚方
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5. 神奈木 真理、サワダ レイラ、永野 佳子、金原 秀一、長谷川 温彦. HTLV-1発癌機構への自然免疫の関与.
第 76回日本癌学会学術総会 2017.09.02 横浜

6. Takao Masuda, Tatsuro Takahata, Yu-Lun Huang, Atsuhiko Hasegawa, Mari Kannagi. . Non-enzymatic
role of HIV-1 Integrase through RT-IN precursor form. . The 65th Annual Meeting of the Japanese
Society for Virology 2017.10.24 Osaka

7. Undrakh Ganbaatar，Satomi Ando，Takao Masuda，Mari Kannagi，Atsuhiko Hasegawa. Selective dys-
function of HTLV-1-specific T cells in orally infected rats. The 65th Annual Meeting of the Japanese
Society for Virology 2017.10.24 Osaka

8. Kannagi M, Sawada L, Nagano Y, Kinpara S, Hasegawa A.. Involvement of antiviral innate responses in
HTLV-1 leukemogenesis.. 第 76回日本癌学会学術総会 2017.10.25 横浜

9. 増田貴夫 他. HIV-1 インテグラーゼ非酵素的機能の分子基盤. 第 31 回日本エイズ学会学術集会 · 総会
2017.11.24 東京

10. Hasegawa A. Potential prophylactic vaccine to protect against ATL development via induction of functional
HTLV-1-specific CD8+ T cell responses. 第 46回日本免疫学会学術集会 2017.12.12

[受賞]

1. 第１８回国際ヒトレトロウイルス会議 クオリティアワード（基礎研究部門）, 第１８回国際ヒトレトロウイ
ルス会議, 2017年 03月
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環境生物学
Cellular and Environmental Biology

准教授　　　原　正幸

( 1 ) 研究活動

１．クロマチンの高次構造と細胞分化の関係について
ヘテロクロマチンはヌクレオソーム構造が高度に凝縮した高次構造体であり、細胞分化に伴ってその凝縮形態が
変化するので、細胞分化に伴う遺伝子発現調節と密接に関係していると考えられており、ヘテロクロマチンを構
成するタンパク質の同定 · 機能解析を進めている。その過程で見いだしたタンパク質はクロマチン高次構造に関係
し、細胞の分化依存的に発現する isoformにより、種々の細胞で少しずつ作用が違う可能性がある。さらに相互作
用因子の同定などを通じて、細胞分化に伴う核の構造変化と遺伝子発現変化との関係について解明を進めている。

２．活性酸素消去系としてのメラトニン作用
　松果体ホルモンであるメラトニンは、日周リズムの調節や性周期制御に作用をもつとされているが、生体にとっ
て有害物質である活性酸素の消去作用も有することを示した。実験的にはメラトニンの活性酸素消去作用は明白
であるが、生理的にその作用が有意かどうかは疑問が残る。松果体除去等の処理による影響を調べる一方で、夜
間に濃度が上昇するという生物リズムに注目し、修復系酵素へのメラトニンの影響について調べ、活性酸素に対
する防御系としてのメラトニンの生理的意義を明らかにしたいと考えている。

３．細胞内小器官プロテオームに関する研究
　タンパク質には固有の電荷と分子サイズがあるため、等電点と分子量を平面の２軸にとる二次元電気泳動によ
り、あらかじめ分離した細胞内小器官を構成するすべてのタンパク質の分離展開が可能である。画像として取得
後、個々のタンパク質に番号付けをした上で座標と面積比をデータ化することで、その組織をプロファイル化で
きる。これを特定の条件にある特定の細胞内小器官からデータ取得 · 蓄積し、また個々のタンパク質に関する既知
情報があればそれも合わせデータベースを構築する。このプロファイルを条件の異なる細胞（例えば病変細胞と
正常細胞）同士で比較すると、各細胞内小器官における変化が読み取れる。このことより、環境変化、細胞分化、
病因、薬物代謝等における細胞内小器官の役割をより詳しく解析でき、同時にタンパク質の解析を行うことでそ
の変化の中心となるタンパク質を同定できる。

( 2 ) 教育活動

　生物は環境に影響され、環境に適応し、また環境を形成し、進化してきた。すなわち、変化した環境に適応でき
ない種は滅び、適応可能な新種に取って代わられた。生物は地球環境の一部として存在しており、生物の個々の
造りや営みは生存のための必然的な環境対策であるとも考えられる。現在、人類の活動の環境に及ぼす影響が問
題化するのは、その変化のあまりの急激さであるといえよう。本研究分野では環境の変化に対する生物の反応お
よび適応を細胞レベルで究明し、環境要因の有害性や毒性、あるいは生理活性について考察し、バイオ技術によ
る環境問題への取り組みについても言及しており、これらの観点からの教育を行っている。

( 3 ) 研究業績

[講演 · 口頭発表等]

1. 能登昭雄，横田平次，野村貴美，原　正幸. 低線量被曝における細胞ダメージ測定のためのチャンバー内線
量分布の測定. 日本保険物理学会第５０回研究発表会 · 日本放射線安全管理学会 第 16回学術大会合同大会
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2017.06.28 ホルトホール大分

2. 能登昭雄、青島明宏、松下洋二、青島慶一、横田平次、野村貴美、原　正幸. 汚染した復興用資材の各種洗
浄剤での洗浄効果に関する研究２. 第 54回　アイソトープ · 放射線研究発表会 2017.07.05

3. 野村貴美, 柚木彰, 森戸祐幸, 寺島千晶, 藤嶋昭, 原正幸, 小池裕也. フレキシブルγ線検出器 (LSLG)の特性.
第 54回　アイソトープ · 放射線研究発表会 2017.07.05

4. 原 正幸，能登 昭雄，横田 平次. 本学における管理区域内でのＲＩ取り扱い実習について.. 平成 29年度放
射線安全取扱部会年次大会 2017.10.12

5. Masayuki Hara, Kiyoshi Nomura, Akio Noto, and Hiratsugu Yokota. Numerical Interpretation of the
Radiation Effects Based on Ionization of Intracellular Water Molecules.. 13th International Workshop on
Ionizing Radiation Monitoring (IWIRM) 2017.12.03
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生体防御学
Biodefense Research

教　　授　樗木　俊聡
講　　師　佐藤　卓
非常勤講師　小内　伸幸
助　　教　金山　剛士
難病基盤 · 応用研究プロジェクト室　助教：中西祐輔
特任助教　浅野 純平　
特任助教　梶田 美穂子
特任研究員　川村　俊輔
SONY研究員：中村　友彦
SONY研究員：山内　康晴（9/1～）　
大学院生　稲澤　美奈子
大学院生　南出　夏奈
大学院生　佐瀬　美和子
大学院生　今村　周平
大学院生　石川　駿
大学院生　山本　明那
大学院生　泉　湧太
技術補佐員　黒田　聖子
技術補佐員　始関　紀彰
技術補佐員　英　美奈子（4/1～）
事務補佐員　上岡　寿子

( 1 ) 分野概要

　当分野では、「生体の防御と恒常性維持の理解」に焦点をあて、それらを担う免疫細胞や組織幹細胞の分化 · 機
能を、正常および疾患病態において理解することを目的としている。単核球系貪食細胞（樹状細胞 · マクロファー
ジ）などの免疫細胞や、血液 · 腸 · 皮膚などの組織幹細胞を研究対象として、免疫系ならびに組織幹細胞系ホメオ
シターシスの維持とその破綻による病態構築機序の解明に取り組んでいる。また、それら成果に基づき、難治性
疾患の予防法 · 治療法の開発へ繋がる応用研究への糸口が得られるよう研究を推進している。

( 2 ) 研究活動

1.単核球系貪食細胞の研究
１）単核球系貪食細胞の源となる細胞の発見
　　 1968 年、Ralph van Furth, Zanvil A. Cohnにより、単球とマクロファージをまとめて単核球系貪食細胞
（Mononuclear Phagocyte）と呼ぶことが提唱された。1973年、Ralph M. Steinman, Zanvil A. Cohnによって樹
状細胞（Dendritic Cell, DC）が同定されたことに伴い、DCも単核球系貪食細胞に分類され現在に至っている。
今日、マクロファージの機能は異物排除や感染防御といった古典的免疫学の枠を超え、組織形成 · 再生などの組織
恒常性維持、さらにはがん組織形成やさまざまな炎症性疾患病態構築への積極的関与を含め、広範な生命現象に
及ぶことが明らかになりつつある。一方、DCは、感染など緊急時における免疫応答の発動のみならず、免疫寛容
の誘導維持に必要不可欠な細胞とされている。
　　 DCは、抗原提示能に優れた従来型樹状細胞（cDC）と、ウィルスや自己の核酸に応答して大量のインター
フェロンを産生する形質細胞様樹状細胞（pDC）に分類される。私たちの研究グループは、DCだけを大量に産
みだす“DC前駆細胞”をマウスで同定し、共通DC前駆細胞（Common DC Progenitor, CDP）として報告した
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（Immunity 2013; Nat Immunol 2007）。CDPは、M-CSF受容体（M-CSFR）発現の有無を指標に２種類に分類
される。M-CSFR+CDPは主に cDCを生み出すが、M-CSFR-CDPは pDCへの分化能に優れていた。その後、
単球 · マクロファージ前駆細胞として共通単球前駆細胞（Common Monocyte Progenitor, cMoP）もマウスにお
いて同定されたが、ヒト cMoPは未同定であった。
　私たちの研究グループは、数年来、ヒト単核球貪食細胞前駆細胞の同定も試みてきたが、最近、ヒト臍帯血や骨
髄を用いて cMoPの同定に成功した（論文投稿中、特許申請済）。ヒト cMoPは、従来のヒト顆粒球 · 単球前駆細胞
（GMP）分画の中に混在しており、優れた単球 · マクロファージへの分化能を示す一方、他の血液細胞へは分化し
なかった。ヒト cMoPは、単球を経て、炎症惹起性マクロファージ、破骨細胞、腫瘍随伴マクロファージ（Tumor
Associated Macrophage, TAM）などに分化するため、ヒト cMoPを標的とした新規治療法の開発が期待される。

２）炎症性腸疾患における単核球系貪食細胞の役割
　　腸管上皮バリアー機能の破綻は、腸内常在菌の生体内への侵入を介して不適切な免疫応答を惹起し、炎症性
腸疾患（Inflammatory Bowel Disease, IBD）の誘因になる。私たちの研究グループは、薬剤誘導性 IBDモデルを
用いて、腸内常在性グラム陽性菌が、炎症性単球 · マクロファージの大腸組織への動員に重要なことを明らかにし
た（Mucosal Immunol 2015）。炎症性サイトカイン TNF-αは代表的な IBD増悪因子かつ治療標的の１つである
が、その主たる産生細胞は炎症性マクロファージであった。さらに当該大腸炎惹起性マクロファージを詳細に解
析したところ、Ly6C+マクロファージが TNF-αを高産生する大腸炎惹起性マクロファージの主体であった。さ
らに Ly6C+マクロファージの分化には IFN-γ→ STAT1経路が必須であり、IFN-γを介したヒストンのアセチル
化が、TNF-αを高産生する Ly6C+大腸炎惹起性マクロファージの誘導に重要であった。アセチル化阻害剤をマ
クロファージに選択的に投与することが IBD治療戦略として期待される（論文投稿中）。

２. 組織幹細胞の研究
１） 免疫系—組織幹細胞系の連関による組織恒常性の維持と破綻
　　私たちの研究グループはこれまで、何ら感染の起きていない生体において、生理レベルの I型インターフェロ
ン（IFN）シグナルが造血幹細胞（Hematopoietic Stem Cell, HSC）ストレスとして働き、同細胞の幹細胞性低下
の原因になることを報告した（Nat Med 2009）。また、I型 IFNの HSCへの作用を活かして、放射線による移植
前処置を行わず、I型 IFN誘導剤を用いて HSCを移植することに成功し、これを先天性代謝疾患ムコ多糖症モデ
ルの治療に応用し一定の治療効果を得ることに成功した（Blood 2013）。
　これらの成果に基づき、I型 IFNを含むサイトカインシグナルの他の組織幹細胞への影響を検討している。現
在までに、IFNシグナルが全身性あるいは組織特異的に過剰に入るマウス、あるいは I型 IFN誘導剤をWTマウ
スに投与 · 塗布して、腸上皮再生の源である腸上皮幹細胞（Intestinal Stem Cell, ISC）及び毛や表皮再生の源で
ある毛包幹細胞の幹細胞性が低下することを見出しており、詳細な分子基盤を追求中である。

３. 他施設共同研究
　理化学研究所との共同研究として、腸マイクロビオーム解析を行った。例えば、腸上皮特異的に IFNシグナル
が過剰に入るマウスでは腸幹細胞性が低下するが、同マウスの腸内常在菌叢は正常であることから、腸幹細胞性
の低下は腸内常在菌叢とは無関係に誘導されていることが明らかとなった（投稿準備中）。

( 3 ) 教育活動

　医学部医学科免疫学講義、生命情報科学教育部修士課程講義、大学院医歯学総合研究科博士課程生体防御学特
論、演習、実習、さらに他大学非常勤講師として大学院セミナーを担当している。また大学院博士課程の学生に
免疫学、組織幹細胞学の教育研究指導を行っている。

( 4 ) 研究業績

[原著]

1. Shunsuke Kawamura, Nobuyuki Onai, Fuyuki Miya, Taku Sato, Tatsuhiko Tsunoda, Kazutaka Kurabayashi,
Satoshi Yotsumoto, Shoko Kuroda, Katsuto Takenaka, Koichi Akashi, Toshiaki Ohteki. Identification of
a Human Clonogenic Progenitor with Strict Monocyte Differentiation Potential: A Counterpart of Mouse
cMoPs. Immunity. 2017.05; 46(5); 835-848.e4

2. Jumpei Asano, Taku Sato, Shizuko Ichinose, Mihoko Kajita, Nobuyuki Onai, Shigeomi Shimizu, Toshiaki
Ohteki. Intrinsic Autophagy Is Required for the Maintenance of Intestinal Stem Cells and for Irradiation-
Induced Intestinal Regeneration. Cell Rep. 2017.08; 20(5); 1050-1060
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3. Asano J, Sato T , Ichinose S, Kajita M, Onai N, Shimizu S, Ohteki T.. Intrinsic Autophagy Is Required
for the Maintenance of Intestinal Stem Cells and for Irradiation-Induced Intestinal Regeneration. Cell
Rep.. 2017.08; 20(5); 1050-1060

4. Nadya NA, Tezuka H, Ohteki T, Matsuda S, Azuma M, Nagai S. PI3K-Akt pathway enhances the differ-
entiation of interleukin-27-induced type 1 regulatory T cells. Immunology. 2017.11; 152(3); 507-516

[総説]

1. 樗木俊聡. マクロファージの分化と多様性（「免疫学のABC」第２回）分子リウマチ治療 2017年 2月号 Vol
10. No.1. 2017.05;

2. 川村俊輔、樗木俊聡. ヒトにおける共通単球前駆細胞の同定ライフサイエンス　新着論文レビュー. 2017.06;

3. 川村俊輔、樗木俊聡. ヒトにおける共通単球前駆細胞の同定ライフサイエンス　新着論文レビュー　. 2017.08;

[講演 · 口頭発表等]

1. 樗木俊聡. ヒト単球 · マクロファージ前駆細胞の同定. BD Horizon TM ’Global Tour 2017および BD学術
セミナー 2017同時開催 2017.07.26 東京都

2. 金山剛士. 二種類のオステオポンチンアイソフォームによるミエロイド細胞とリンパ球系細胞のバランス制
御. 微生物学免疫学教室特別セミナー 2017.08.03 慶應義塾大学

3. Nagai S, Nadya N A, Tezuka H, Ohteki T, Matsuda S, Azuma M. P13K-Akt pathway enhances type 1
regulatory T cell differentiation induced by IL-27. 第 46回日本免疫学会 2017.12.12 仙台市

[受賞]

1. 学長裁量優秀若手研究者奨励賞, 東京医科歯科大学, 2017年 08月

2. ベストプレゼンテーション賞, 日本免疫学会, 2017年 12月

[その他業績]

1. 「がん悪化や炎症を主導するマクロファージの源となる細胞を発見」―　がんや難治性炎症疾患治療に期待
　―, 2017年 05月
Immunity
記者会見実施

2. 「がん悪化や炎症を主導するマクロファージの源となる細胞を発見」 ―　がんや難治性炎症疾患治療に期
待　―, 2017年 05月
単球は、がん発生や炎症に伴い血中から当該組織に入り、マクロファージに分化します。
単球由来マクロファージは、がん組織では癌細胞の増殖 · 浸潤を促進し、炎症性腸疾患では炎症を惹起して
病態を増悪させます。
私たちのグループは、盛んに増殖しながらヒト単球のみを供給する細胞の同定に成功し、ヒト共通単球前駆
細胞 (human cMOP)と定義しました。
本研究成果は、ヒト単球分化経路を初めて解明したことに加え、human cMOPを標的とすることで、がん
や難治性炎症疾患の治療への応用が期待されます。

3. 2017年 06月
Immunity
記者会見実施

4. 分泌型および細胞内型のオステオポンチンによるミエロイド系細胞とリンパ球系細胞とのバランスの制御,
2017年 07月
ライフサイエンス新着論文レビュー

5. 「オートファジーが腸上皮幹細胞維持と腸再生に必要不可欠なことを発見 」― 腸管障害疾患の治療法開発
に期待 ―, 2017年 08月
cell reports
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6. 「オートファジーが腸上皮幹細胞維持と腸再生に必要不可欠なことを発見 」― 腸管障害疾患の治療法開発
に期待 ―, 2017年 08月
cell reports

7. 「オートファジーが腸上皮幹細胞維持と腸再生に必要不可欠なことを発見 」― 腸管障害疾患の治療法開発
に期待 ―, 2017年 08月
オートファジーは、細胞内タンパク質分解機構の１つであり、生体の恒常性維持に重要です。オートファ
ジーの異常は様々な疾患発症に関与します。
腸上皮幹細胞は、腸上皮細胞を生み出す源の細胞です。
本研究では、腸上皮幹細胞のオートファジーが活性酸素種 (ROS)等の精算調節等を介して、腸上皮幹細胞
の維持と腸上皮損傷後の再生に必要不可欠なことを見出しました。
この研究成果は、腸管障害疾患の新たな治療法開発に繋がることが期待されます。
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病態細胞生物学
Pathological Cell Biology

教授　　 　　清水　重臣　　
准教授　 　　清水　則夫　
講師　　 　　荒川　聡子
プロジェクト講師 辻岡　政経、鳥居　暁
助教 　　 本田　真也　
プロジェクト助教 山口　啓史、室橋　道子、藤掛　伸宏、桜井　一、申　みん京、
学振特別研究員　　 吉田　剛
大学院生（博士）　 杉本　夕奈、関　豊和、吉田　朋世、中井美由紀、野口沙央理、遠藤　葉月　
（修士課程） 　　奥野　瞭
技術補佐員　 　　吉野　育代、中名生幾子、小島尚美、湯之前雄太、島田ひかり、
事務補佐員 深堀　仁美、玉井　摂
共同研究員　 大隅　一興、外丸　靖浩

( 1 ) 分野概要

当研究室では、①オートファジー機構の解析とその生理的、病理的意義の解明、②細胞死機構の解析とその破綻に
由来する疾患の治療薬開発、③ミトコンドリア機能異常に由来する疾患の克服、④ウイルス治療学を４つの柱とし
て研究を行っている。オートファジーに関しては当研究室で発見した新しいメカニズムによるオートファジーの
分子機構やその生理的、病理的意義を解析している。また、オートファジー関連分子の新たな機能の探索も行っ
ている。細胞死に関しては、哺乳動物個体の中で細胞死システムが如何に機能しているかを探索している。また、
ミトコンドリアに関しては、ミトコンドリアと細胞質との間の情報交換の基本原理の解明を目指している。最終
的には、これらの知見を基盤に生命の動作原理の本質を解明することを目指している。

( 2 ) 研究活動

オートファジー機構や細胞死の解析とその破綻に由来する疾患の治療薬開発、ミトコンドリア機能異常に由来す
る疾患の克服、ウイルス治療学を４つの柱として研究を行っている。
①オートファジーの生理的、病理的意義の解明—オートファジーは細胞内の構成成分を分解することにより、細胞の
新陳代謝を活性化している。当研究室では、オートファジーを実行する新たな機構 (Alternative macroautophagy)
を発見しており、その生理的、病理的意義を解析している。
１、新たなオートファジー機構のメカニズムを解析する。
２、新たなオートファジー機構の生理的、病理的意義を解析する。

②細胞死の解析—多くの細胞は自殺装置を備えており、必要に応じ積極的にそのスイッチを入れ死に至る。生体
で見られる多くの細胞死はアポトーシスであるが、当教室では世界に先駆けて「オートファジー細胞死」、「ミト
コンドリアを介したネクローシス」を発見しており、これら非アポトーシス細胞死の生理的、病理的意義を解析
している。また、この他の新しい細胞死機構を探索している。
１、非アポトーシス細胞死分子機構の解析（オートファジー細胞死、ミトコンドリアを介したネクローシス）
２、生体における細胞死の全体的役割
３、非アポトーシス細胞死の活性化による抗癌剤開発
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４、細胞死の異常に由来する疾患や病態を明らかにし、新規治療法開発を行う。

③ミトコンドリア機能異常による疾患の克服—ミトコンドリアの異常に由来するパーキンソン病等の疾患に対し
て、モデルマウスを作製し、治療法開発を行なっている。

④ウイルス治療学
Ａ．EBウイルス (EBV)感染症モデル動物の開発と応用ーNOGマウスへのヒト造血幹細胞移植と EBV感染に関
する研究ー
Ｂ． 網羅的病原微生物検査系の開発と実用化研究

( 3 ) 教育活動

当研究室では、①オートファジー機構の分子メカニズムの解明とその破綻に由来する疾患の治療薬開発、②細胞
死機構の分子メカニズムの解明と関連疾患に対する治療薬開発、③ミトコンドリア機能異常に由来する疾患の克
服、④ウイルス治療学を４つの柱として研究を行っており、これらの知見を基盤に生命の動作原理の解明を視野
に入れている。細胞の生死やオートファジーの異常がどのように疾患と結びつくか、あるいは細胞内小器官の異
常がどの程度の疾患と結びつくかを、その進化的意義まで含めて理解できるように教育する。
５月　大学院医歯学総合研究科医歯科学修士課程 生化学 講議
担当教員：清水重臣

( 4 ) 研究業績

[原著]

1. Natsuko Inazawa, Tsukasa Hori, Masanori Nojima, Makoto Saito, Keita Igarashi, Masaki Yamamoto,
Norio Shimizu, Yuko Yoto, Hiroyuki Tsutsumi. Virus reactivations after autologous hematopoietic stem
cell transplantation detected by multiplex PCR assay. J. Med. Virol.. 2017.02; 89(2); 358-362

2. Tatsuya Kozaki, Jun Komano, Daiki Kanbayashi, Michihiro Takahama, Takuma Misawa, Takashi Satoh,
Osamu Takeuchi, Taro Kawai, Shigeomi Shimizu, Yoshiharu Matsuura, Shizuo Akira, Tatsuya Saitoh. Mi-
tochondrial damage elicits a TCDD-inducible poly(ADP-ribose) polymerase-mediated antiviral response.
Proc. Natl. Acad. Sci. U.S.A.. 2017.03; 114(10); 2681-2686

3. Honami Takada, Ken-Ichi Imadome, Haruna Shibayama, Mayumi Yoshimori, Ludan Wang, Yasunori
Saitoh, Shin Uota, Shoji Yamaoka, Takatoshi Koyama, Norio Shimizu, Kouhei Yamamoto, Shigeyoshi
Fujiwara, Osamu Miura, Ayako Arai. EBV induces persistent NF-κ B activation and contributes to
survival of EBV-positive neoplastic T- or NK-cells. PLoS ONE. 2017.03; 12(3); e0174136

4. Satoko Nakano, Sunao Sugita, Yasuhiro Tomaru, Ayumi Hono, Takako Nakamuro, Toshiaki Kubota,
Hiroshi Takase, Manabu Mochizuki, Masayo Takahashi, Norio Shimizu. Establishment of Multiplex Solid-
Phase Strip PCR Test for Detection of 24 Ocular Infectious Disease Pathogens. Invest. Ophthalmol. Vis.
Sci.. 2017.03; 58(3); 1553-1559

5. Kana Washio, Takashi Oka, Lamia Abdalkader, Michiko Muraoka, Akira Shimada, Megumi Oda, Hiaki
Sato, Katsuyoshi Takata, Yoshitoyo Kagami, Norio Shimizu, Seiichi Kato, Hiroshi Kimura, Kazunori
Nishizaki, Tadashi Yoshino, Hirokazu Tsukahara. Gene expression analysis of hypersensitivity to mosquito
bite, chronic active EBV infection and NK/T-lymphoma/leukemia. Leuk. Lymphoma. 2017.04; 1-12

6. Satoko Arakawa, Masatsune Tsujioka, Tatsushi Yoshida, Hajime Tajima-Sakurai, Yuya Nishida, Yosuke
Matsuoka, Ikuyo Yoshino, Yoshihide Tsujimoto, Shigeomi Shimizu. Role of Atg5-dependent cell death in
the embryonic development of Bax/Bak double-knockout mice. Cell Death Differ.. 2017.06; 24; 1598-1608

7. Takehiro Hariya, Kazuichi Maruyama, Sunao Sugita, Masayo Takahashi, Shunji Yokokura, Kota Sato,
Yasuhiro Tomaru, Norio Shimizu, Toru Nakazawa. Multiplex polymerase chain reaction for pathogen
detection in donor/recipient corneal transplant tissue and donor storage solution. Sci Rep. 2017.07; 7(1);
5973
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8. Setsuko Shioda, Fumio Kasai, Midori Ozawa, Noriko Hirayama, Motonobu Satoh, Yousuke Kameoka, Ken
Watanabe, Norio Shimizu, Huamin Tang, Yasuko Mori, Arihiro Kohara. The human vascular endothelial
cell line HUV-EC-C harbors the integrated HHV-6B genome which remains stable in long term culture.
Cytotechnology. 2017.07;

9. Nagao M, Yoshioka Y, Saito T, Tsunemine H, Ito K, Kodaka T, Tsuji G, Watanabe K, Shimizu N and
Takahashi T. Six Cases of Infectious Mononucleosis by Cytomegalovirus as Diagnosed by Multiplex Virus
PCR Assay. Journal of Blood & Lymph. 2017.07; 7(2);

10. Jumpei Asano, Taku Sato, Shizuko Ichinose, Mihoko Kajita, Nobuyuki Onai, Shigeomi Shimizu, Toshiaki
Ohteki. Intrinsic Autophagy Is Required for the Maintenance of Intestinal Stem Cells and for Irradiation-
Induced Intestinal Regeneration. Cell Rep. 2017.08; 20(5); 1050-1060

11. Jumpei Asano, Taku Sato, Shizuko Ichinose, Mihoko Kajita, Nobuyuki Onai, Shigeomi Shimizu, and
Toshiaki Ohteki . Intrinsic autophagy is required for the maintenance of intestinal stem cells and for
irradiation-induced intestinal regeneration Cell Reports. 2017.09;

12. Hidefumi Iwashita , Satoru Torii, Noriyoshi Nagahora, Munetaka Ishiyama, Kosei Shioji, Kazumi Sasamoto,
Shigeomi Shimizu, and Kentaro Okuma. Live Cell Imaging of Mitochondrial Autophagy with a Novel Flu-
orescent Small Molecule ACS Chem. Biol.. 2017.09;

13. Kanemoto K, Sugimura Y, Shimizu S, Yoshida S, Hosoya T. Rhodium-catalyzed odorless synthesis of
diaryl sulfides from borylarenes and S-aryl thiosulfonates. Chem Commun. 2017.09; 53(77); 10640-10643

14. Tomohiro Yabushita, Satoshi Yoshioka, Yusuke Koba, Yuichirou Ono, Nobuhiro Hiramoto, Sumie Tabata,
Munehiro Itou, Norio Shimizu, Keisuke Tomii, Takayuki Ishikawa. Successful Treatment of Herpes Sim-
plex Virus (HSV)-1-associated Hemophagocytic Lymphohistiocytosis (HLH) with Acyclovir: A Case Re-
port and Literature Review. Intern. Med.. 2017.09;

15. Hidefumi Iwashita, Satoru Torii, Noriyoshi Nagahora, Munetaka Ishiyama, Kosei Shioji, Kazumi Sasamoto,
Shigeomi Shimizu, Kentaro Okuma. Live Cell Imaging of Mitochondrial Autophagy with a Novel Fluo-
rescent Small Molecule. ACS Chem. Biol.. 2017.10; 12(10); 2546-2551

16. Kei Takasawa, Ryuichi Nakagawa, Shigeru Takishima, Kengo Moriyama, Ken Watanabe, Koji Kiyohara,
Takeshi Hasegawa, Masahiro Shimohira, Kenichi Kashimada, Norio Shimizu, Tomohiro Morio. Cause of
acute encephalitis/encephalopathy in Japanese children diagnosed by a rapid and comprehensive virolog-
ical detection system and differences in their clinical presentations. Brain Dev. 2017.10;

17. Akihiro Kitadate, Sho Ikeda, Fumito Abe, Naoto Takahashi, Norio Shimizu, Kosei Matsue, Hiroyuki
Tagawa. Histone deacetylase inhibitors downregulate CCR4 expression and decrease mogamulizumab
efficacy in CCR4-positive mature T-cell lymphomas. Haematologica. 2017.10;

18. Satoshi Yotsumoto, Yuito Muroi, Tatsuya Chiba, Rio Ohmura, Maki Yoneyama, Megumi Magarisawa, Ko-
suke Dodo, Naoki Terayama, Mikiko Sodeoka, Ryohei Aoyagi, Makoto Arita, Satoko Arakawa, Shigeomi
Shimizu, Masato Tanaka. Hyperoxidation of ether-linked phospholipids accelerates neutrophil extracellu-
lar trap formation. Sci Rep. 2017.11; 7(1); 16026

19. Wu T, Wang S, Wu J, Lin Z, Sui X, Xu X, Shimizu N, Chen B, Wang X.. Icaritin induces lytic cytotoxicity
in extranodal NK/T-cell lymphoma. J Exp Clin Cancer Res. . 34; 17

20. Ng SB, Ohshima K, Selvarajan V, Huang G, Choo SN, Miyoshi H, Shimizu N, Reghunathan R, Chua HC,
Yeoh AE, Quah TC, Koh LP, Tan PL, Chng WJ. . Epstein-Barr virus-associated T/natural killer-cell
lymphoproliferative disorder in children and young adults has similar molecular signature to extranodal
nasal natural killer/T-cell lymphoma but shows distinctive stem cell-like phenotype. Leuk Lymphoma..
56; 2408-2415

21. Kozaki T, Komano J, Kanbayashi D, Takahama M, Misawa T, Satoh T, Takeuchi O, Kawai T, Shimizu
S,Matsuura Y, Akira S, Saitoh T.. Mitochondrial damage elicits a TCDD-inducible poly(ADP-ribose)
polymerase-mediated antiviral response. PNAS..

[書籍等出版物]

1. 清水重臣. 細胞死. 化学同人, 2017.12

2. Shimizu S. Autophagic Cell Death and Cancer Chemotherapeutics. . Springer,
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[総説]

1. Arakawa S, Honda S, Yamaguchi H, Shimizu S.. Molecular mechanisms and physiological roles of
Atg5/Atg7-independent alternative autophagy. Proceedinds of the Japan Academy,Series B.. 2017;

2. 清水重臣. 新たなオートファジー機構の発見 DOJIN news. 2017.01; 160(1); 7-36

3. 清水重臣. ミトコンドリア消失機構の分子基盤 医学の歩み. 2017.01; 260(1); 31-36

4. Shinya Honda, Shigeomi Shimizu. Autophagy controls centrosome number. Oncotarget. 2017.02; 8(9);
14277-14278

5. Satoko Arakawa, Shinya Honda, Satoru Torii, Masatsune Tsujioka, Shigeomi Shimizu. Monitoring of
Atg5-Independent Mitophagy. Methods Mol. Biol.. 2017.04;

6. 清水重臣. オートファジー欠損マウスの解析から見出した新規オートファジー機構 LaBIO21. 2017.04; 68(4);
25-28

7. Satoko Arakawa, Shinya Honda, Hirofumi Yamaguchi, Shigeomi Shimizu. Molecular mechanisms and
physiological roles of Atg5/Atg7-independent alternative autophagy. Proc. Jpn. Acad., Ser. B, Phys.
Biol. Sci.. 2017.06; 93(6); 378-385

8. 清水重臣. 赤血球の最終分化時のミトコンドリア除去は新規オートファジーを介して行なわれる 臨床血液.
2017.06; 58(6); 649-653

9. Satoko Arakawa, Shinya Honda, Hirofumi Yamaguchi, Shigeomi Shimizu. Molecular mechanisms and
physiological roles of Atg5/Atg7-independent alternative autophagy Proceedings of the Japan Academy,
Series B. 2017.09;

10. Shigeomi Shimizu. Biological roles of alternative autophagy Molecules and Cells. 2017.10;

11. 清水重臣. 赤血球におけるミトコンドリア除去の機序 血液内科. 2017.10;

12. 清水重臣. オートファジーと細胞死 実験医学増刊号「細胞死研究の基礎と臨床 (仮)」.

13. Arakawa S, Honda S, Torii S, Tsujioka M, Shimizu S.. Monitoring of Atg5-independent Mitophagy.
Methods in Molecular Biology,"Mitophagy".

[講演 · 口頭発表等]

1. 清水重臣. 新規オートファジーを介した神経変性疾患治療薬の開発研究. 第 1回武田薬品 COCKPI-T発表
会 2017.06.28

2. 清水重臣. オートファジーが関わる細胞死. 日本 Cell Death学会 2017.07.24

3. 清水重臣. 新規オートファジーの分子機構とその破綻による疾患. 第 22 回 日本病態プロテアーゼ学会
2017.08.11

[特許]

1. マイコプラズマを検出する方法, 公開番号：3192878

2. ベンゾチオフェン化合物、該化合物を有効成分とする オルタナティブオートファジー誘導剤及び抗癌剤、並
びに 抗癌活性を有する化合物をスクリーニングするための方法, 特許番号：第 6124409号

[その他業績]

1. 「　オートファジー細胞死の生体での役割　」―　オートファジーの新たな役割　―, 2017年 06月
Cell Death & Differentiation
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[社会貢献活動]

1. Bloomオートファジー対談, 東京医科歯科大学, Bloom特集記事, 東京医科歯科大学, 2017年 01月 10日

2. リレーフォーライフ　パネリスト, 対ガン協会, 東京医科歯科大学, 2017年 03月 25日

3. 附置研ウェブ広報, 附置研, 附置研ウェブ広報, 2017年 06月 08日

4. 抗がん剤治療と細胞死, 大田区, 大田区民講座, 大田区民ホール, 2017年 07月 23日

5. オープンキャンパス　博士大学院生との対話, 2017年 07月 27日

6. 中学生医療体験教室, 東京医科歯科大学, 中学生医療体験教室, 2017年 08月 10日
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発生発達病態学
Pediatrics and Developmental Biology

教授　　　森尾友宏
准教授　　金兼弘和
講師　　　鹿島田健一、滝敦子
助教　　　田中絵里子、柳町昌克、森丘千夏子、水野朋子、高澤啓、前田佳真、森山剣光、毛利万里子、
　　　　　櫻井牧人、四手井綱則、金森透

大学院生　小野敏明、鈴木智典、野村莉紗、細川 (辻)敦美、山下基、岡野翼、鹿島田彩子、小林千佳、酢谷明人、
　　　　　山口洋平、小野真太郎、岡本圭祐、中川竜一、西村聡、宮本智史、石井裕子、谷田けい、
　　　　　熊木恵里、重野美湖、林琳、葉姿汶、西井理菜

小児 · 周産期地域医療学講座（寄付講座）
教授　　　土井庄三郎
准教授　　今井耕輔、高木正稔

生涯免疫難病学講座　（寄付講座）
教授　　　森雅亮
助教　　　星野顕宏

( 1 ) 分野概要

発生発達病態学分野は小児の総合内科である一方、血液腫瘍 · 免疫、循環器、神経、内分泌、腎臓、新生児、アレ
ルギー、膠原病の各分野に分かれて特色ある専門診療を行っている。研究面では国内外の大学院生を受け入れ、小
児疾患、特に難治性疾患の発症機構を解明し、治療に結びつけることを共通課題とし、幅広い生命現象全般に関
する研究を目指している。

( 2 ) 研究活動

小児疾患、特に難治性疾患の発症機構を解明し、治療に結びつけることを共通課題とし、幅広い生命現象全般に
対する研究を目指している。
　現在の主なテーマは
1. 「原発性免疫不全症の責任遺伝子解明」
2. 「原発性免疫不全症の治療法開発」
3. 「自己免疫性リンパ増殖症 (ALPS)、RAS 関連 ALPS 様疾患 (RALD) に関する研究」
4. 「再生医療応用を目指した iPS 細胞の質の担保に関する研究」
5. 「顆粒球活性化制御に関する研究」
6. 「移植後の感染症制御を目的とした細胞治療法の開発」
7. 「糸球体硬化症形成の機序解明およびポドサイトの機能解析」
8. 「難治性ネフローゼ症候群の易感染性に関する研究」
9. 「小児特発性ネフローゼ症候群における免疫学的因子の解明」
10. 「Dexmedetomidine の肺高血圧に対する効果」
11. 「右室リモデリングにおける、心臓 mechano-sensorの役割」
12. 「脳室周囲白質損傷 · 肺損傷ラットの病態解析と治療に関する研究」
13. 「性分化の分子機構の研究」
14. 「副腎疾患、性分化疾患の分子病態の解明」
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15. 「インスリン受容体異常による糖尿病発症の病態解明」
16. 「ATM の細胞分化における役割に関する研究」
17. 「DNA 損傷応答異常を基盤とした、神経疾患の病態に関する研究」
18. 「乳児白血病の予後にかかわる分子の同定」
19. 「相同組み換え修復を利用したがん治療法の開発」
20. 「白血病発症にかかわる遺伝的素因に関する研究」
21. 「てんかん症候群の原因解明と治療法開発」
22. 「JIAデータベース CoNinJa（Children’s version of National Database of Rheumatic Diseases by iR-net
in Japan）の開発」
23. 「自己免疫疾患患者に内在化する原発性免疫不全症の探索」
24. 「新規川崎病識別蛋白をバイオマーカーとした非典型および治療不応性川崎病の診断法の開発」

東京医科歯科大学難治疾患研究所、東京大学医科学研究所、広島大学、伊ミラノ国立がん研究所、韓国延世大学、
長寿医療センター、ソニーライフサイエンスラボラトリー、理化学研究所統合生命医科学研究センター、かずさ
DNA 研究所、成育医療研究センター、東京都医学総合研究所、順天堂大学など、国内外の研究施設 · 研究室と共
同研究、情報交換を行いながら、先端的な研究を行っている。
る。

● 血液腫瘍 · 免疫グループ
　血液腫瘍 · 免疫グループが扱う研究テーマは多岐に亘り、スタッフ 9 名、医員 3名、大学院生 12 名 (うち社会
人大学院生 1名)、共同研究者、及び数名の技術補佐員により研究が行われている。

原発性免疫不全症（PID）の病態解析、治療法開発
次世代シークエンサーを用いた全エクソン解析の手法を用いて PID候補遺伝子の探索を進め、いくつかの未知の
疾患責任遺伝子の変異候補を同定し、さらなる病態の解析を行っている。この中で新規の PID責任遺伝子 IKZF1
(Ikaros)および TNFAIP3 (A20)について論文化し報告した（金兼、高木）。また PAPA症候群の病態解析、リン
パ腫を好発する PIDの探索、肺胞蛋白症を発症する PID、免疫グロブリンクラススイッチ異常を来す PIDの病態
解明の病態解明などを行っている（森尾、金兼、今井）。RAS 関連ALPS 様疾患に関しては東京大学医科学研究所
　大津准教授のグループと共同で iPS 細胞を樹立し、治療薬開発に向けた創薬を開始した（高木）。全国での PID
の TREC/KREC 検査を用いた新生児マススクリーニング実現に向けた研究、および早期診断、患者登録データ
ベースを用いた研究も行っている（今井）。その他、移植後の免疫学的再構築促進手段として養子免疫療法の研究
において、難治性ウイルス感染症に対するウイルス特異的 T細胞療法の臨床試験へと展開した（森尾、柳町）。

再生医療分野
革新的なモニタリングシステムの開発にあたり、多種類の微生物を系統的に迅速に測定する系の検証を難治疾患
研究所　清水教授と共同で、非侵襲的変異細胞同定法を難治疾患研究所　稲澤教授、かずさ DNA 研究所　小原
博士と共同で開発に当たっている（森尾）。

腫瘍関連
DNA 損傷応答経路が関わる疾患の病態解明などについて検討を進める中、相同組み換え修復を標的とした治療法
の研究を通して、神経芽腫に対する PARP阻害剤の有用性を明らかにし、難治性小児固形腫瘍に対する医師主導
治験につなげた（高木）。

● 循環器グループ
右室リモデリングにおける心臓メカノセンサーの役割
左室リモデリングに関わる PANX1の右室リモデリングにおける役割を、脈狭窄モデルマウス、Sugen/Hypoxia
暴露による肺高血圧モデルマウスを用いて検討している。本研究は生体情報薬理学の古川哲史教授との共同研究
で、成果は肺高血圧治療法への応用が期待される。
その他「Dexmedetomidine の肺高血圧に対する効果」を継続研究している。

● 神経グループ
毛細血管拡張性小脳失調症および DNA損傷修復異常類縁疾患
毛細血管拡張性運動失調症患者由来 iPS細胞を用いた病態解析と神経症状に対する治療法の研究、次世代シーク
エンサーを用いた疾患遺伝子の探索を進めている。
マリネスコシェーグレン症候群の病態解析を行い、過剰な小胞体ストレスと病態形成の関連や新規治療法につい
て検討している。

けいれん重積発作後急性期の抗けいれん薬の使用が後遺症に与える影響
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モデルマウスを用いた検討を行い、有熱時けいれん重積後のベンゾジアゼピン系抗けいれん薬の使用が慢性期に
多動を誘発することを行動解析によって明らかにした（東京都医学総合研究所の神経細胞分化プロジェクト岡戸
晴生先生との共同研究）。
ミクログリアの炎症反応におけるプリン受容体シグナルの関与について、P2RY12 KO microglial cell lineを作成
し、P2RY12シグナルの炎症性サイトカイン産生に及ぼす働きを研究している（東京都医学総合研究所佐久間啓
先生との共同研究）。

● 内分泌グループ
性分化 · 性腺発生の分子機構の解明
転写因子 Nr5a1(Sf1)発現量が性腺発生に与える影響などについて、疾患モデル動物解析学分野金井正美教授、国
立成育医療研究センター　システム発生 · 再生医学研究部高田修治部長らと共同研究のもと、遺伝子改変マウスな
どを作成し、in vivo の解析も含めて行っている。今後は、性腺発生に重要と思われる転写因子の発見や、その転
写制御の epigenetic な制御機構についてさらなる検索を進めて行く予定である。現在大学においては 3名の大学
院生が上記について研究を行っている（鹿島田、高澤、細川、野村、中川）

始原生殖細胞の脱メチル化制御機構の解明
本学エピジェネティクス分野石野史敏教授との共同研究で、始原生殖細胞の脱メチル化制御機構について解析を
行っている（酢谷）

先天性副腎疾患の病態の解明
CAH（先天性副腎過形成: 21 水酸化酵素欠損症、StAR 異常症、3 β-水酸化ステロイド脱水素酵素欠損症）など
を重点に、患者の遺伝子解析を中心にその病態の解明を行っている (鹿島田、高澤、細川、野村、中川)

先天性内分泌疾患の分子レベルでの病態の解明
インスリン受容体異常症などを中心に、新規遺伝子変異をもつ患者の変異解析や、新たな分子病態機構の同定を
目的とし、研究を行っている (高澤、鹿島田、細川、野村)

● 腎臓グループ
糸球体硬化症形成の機序とポドサイトの機能を解明する研究
小児特発性ネフローゼ症候群における免疫学的因子の解明と易感染性に関する研究
これらの研究は順天堂大学腎臓内科などと共同研究、情報交換を行いながら進めている。

● 膠原病 · リウマチグループ
若年性特発性関節炎 (juvenile idiopathic arthritis: JIA)を主とした小児リウマチ性疾患の診断基準 · 重症度分類の
標準化とエビデンスに基づいたガイドラインの策定、JIAデータベース CoNinJa（Children’s version of National
Database of Rheumatic Diseases by iR-net in Japan）の開発、自己免疫疾患患者に内在化する原発性免疫不全症
の探索、新規川崎病識別蛋白をバイオマーカーとした非典型および治療不応性川崎病の診断法の開発などを行っ
ている

● 新生児グループ
早産児合併症に対する間葉系幹細胞を用いた治療法の開発
本学分子細胞機能学教室、ナノメディスン (DNP) 講座との共同研究である。LPS 母体羊水腔内あるいは新生仔
腹腔内 LPS 投与により新生仔脳室周囲白質軟化症モデルを作成し、臍帯由来間葉系幹細胞やその培養上清を用い
て新たな治療法の開発にとりくんでいる。
ヒトにおける子宮内環境による臍帯間葉系幹細胞プロファイル変化と脳室周囲白質軟化症の治療効果への影響に
ついての研究も行っている。

● アレルギーグループ
　免疫学、栄養学的アプローチによる食物アレルギーの発症および寛解の機序に関する研究を継続的に行ってい
る。また日本小児アレルギー学会主導による小児気管支喘息治療管理ガイドラインのための薬物療法の臨床試験
に参加している。

( 3 ) 教育活動

医学科 3, ４年生の系別 · 系統講義では、基本的な小児疾患の全体像の習得を、医学科 4年生のプロジェクト · セ
メスターでは、研究を通して基礎的思考能力と基本的実験手技の習得を教育の目標としている。医学科 4～ 6 年
生の PC および CC では、診療チームの一員として小児疾患の臨床に触れ、鑑別診断、診察 · 検査手技、検査計画
や診療録記載など基本的な臨床実習の体得や実践を目標としている。
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　 2017年度は新カリキュラム 2年目となった。新カリキュラムにおける臨床医学分野の系統講義は既にブロック
ごとに行われ、発生発達病態学（小児科）は PCCと同様、生殖機能協関学（周産 · 女性診療科）と合同のもと「生
殖 · 発達ブロック」講義を担当した。
　今年度の系統講義は従来行ってきた形式を大きく改変し、新たな試みであるアクティブ · ラーニングを積極的
に取り入れた。従来形式の 23時限に、アクティブ · ラーニング形式を 9時限取り入れた。医歯学基盤教育 4コマ
と TBL2時限はほぼ従来通りとした。アクティブ · ラーニング形式の系統講義は学生からのアンケート結果は賛
否両論であったが、講師の意見では、新しい取り組みにしては手応えを感じるものであり、次度以降も改良した
形式で継続していきたいと考えている。
医学科 4 年生の 11 月末から 3 月初めにかけて行われた「臨床導入実習 PCC」では、生殖機能協関学（周産 · 女
性診療科）と「生殖発達コース」を担当した。
医学科 5 年生の小児科臨床実習 CCは 1 か月間 (4週間)の必修で、今年度は学外臨床実習を行う関連施設を 3か
所から 5か所に増やすことで、学生間での学内外臨床実習の較差をなくす努力をした。それぞれの学生は 2週間学
内診療グループ（血液 · 免疫、循環器、神経、内分泌、腎臓/膠原病、新生児）のいずれか 2つで、また 2週間の
学外関連施設小児科（川口市立医療センター NICU、東京北医療センター小児科、土浦協同病院小児科 · NICU、
草加市立病院、武蔵野赤十字病院）のいずれか 2つで実習を行い、1 か月間（4 週間）に計 4 か所で実習する形式
とした。月曜日と金曜日は全学生を対象にレクチャー（診断学、先天性心疾患、新生児、輸液、脳波、内分泌、白
血病、免疫不全 · 感染症）を行った。
医学科 6年生の小児科臨床実習は今年度より 1名増やして 2名の受け入れとし、学内でアドバンスト · プログラ
ムとして、希望する診療グループで 2週間継続して実習する形式とした。
　卒後教育としては、初期臨床研修医 1· 2 年生には最低 1 か月間の基礎的臨床教育を、学内または学外施設（草
加市立病院、東京北医療センター、武蔵野赤十字病院）で行った。一方、小児科を 2か月間選択した初期臨床研修
医には、専門的臨床教育を主に学内で行った。大学における後期臨床研修医には、小児科専門医取得のためのよ
り専門的な臨床教育を幅広く行った。

( 4 ) 教育方針

小児科医は小児のプライマリーケアからあらゆる小児期の疾患に精通している必要がある。さらに東京医科歯科
大学は国内でもトップクラスの医学部を有しており、最先端の基礎医学への深い理解も要求される。これらをふ
まえ、学生に対しては小児のプライマリケア、臓器別の専門疾患、基礎科学に十分配慮した教育プログラムを作
成している。
一方研修医に対しては、プライマリケアから基礎医学までを総合的に行うことができる、いわゆるフィジシャン
サイエンティストの育成を中心に教育プログラムを作成している。

( 5 ) 臨床活動および学外活動

● 血液腫瘍 · 免疫グループ
対象疾患、診療内容：
原発性免疫不全症 (PID)、血液悪性腫瘍、非悪性血液疾患、悪性固形腫瘍の診断および治療を提供している。聖路
加国際病院および順天堂大学順天堂医院との診療および専門研修の連携システムがあり、2013 年度から 3 施設に
よる相互研修派遣が開始されている。
東京小児がん研究グループ（TCCSG）および日本小児がん研究グループ（JCCG）に属して、小児悪性腫瘍疾患
の標準的治療法確立に貢献している。20の臨床試験や先進医療について IRB承認を得て、参加の機会を提供して
いる。

診療実績：
PID 患者や難治性血液悪性腫瘍、進行性悪性固形腫瘍に対して造血幹細胞移植を行っている。
2017 年は、13 例（血縁骨髄移植 5例（うちハプロ移植 3例）、非血縁骨髄移植 8例）に対し、施行した。うち免
疫不全症に対する造血細胞移植は 10 例であった。原発性免疫不全症に対する移植例は 92例を越え、日本で屈指
の症例数、治療成績である。

臨床試験：
主に以下の３つの臨床試験を行っている
「難治性小児悪性固形腫瘍患者を対象としたオラパリブ錠の第Ⅰ相試験」
東京医科歯科大学小児科が主導して行う医師主導治験である
「HLA半合致以上の血縁ドナーから作成した複数ウイルスに対する抗原特異的 T細胞を用いた造血細胞移植後の
治療抵抗性ウイルス感染症に対する細胞療法」
再生医療等安全確保法に基づく GCTP準拠の第１種再生医療等技術としての臨床試験（第Ⅰ/II相試験）である
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「毛細血管拡張性運動失調症 (AT)およびその類縁疾患であるDNA損傷応答異常症に対する同種造血幹細胞移植
第 II相臨床試験」

小児がん生存者（CCS）の長期フォローアップ：
CCSの長期 QOL の維持に勤めるため、他小児臓器別専門医、CLS(child life specialist)、非常勤臨床心理士など
による多職種医療チームによる診療体制を整えている。

● 循環器グループ

対象疾患、診療内容：
小児循環器疾患全般を取り扱うが、特発性肺動脈性肺高血圧治療では様々な薬剤の使用経験をもち、今後も国内
の中心的存在としての診療実績を重ねている。

診療実績：
日本小児循環器学会認定専門医修練施設であり、一年間の延べ入院患者数は 127 名（先天性心疾患 57 名、肺高血
圧 14 名、不整脈 14 名、川崎病 21 名、神経調節性失神 4名、心筋症 3名、そのほか 14名）である。そのうち先天
性心疾患の手術症例数は 13例（心室中隔欠損 8例、心房中隔欠損 4例、修正大血管転位症 1例（肺動脈絞扼術）、
部分肺動脈還流異常 1例、動脈管開存症１例）であった。
外来患者数は年間延べ約 2,000 名、心臓超音波検査件数約 1,500 件、運動負荷心電図 Treadmill 検査 97件、24 時
間 Holter心電図検査数 (特殊 3誘導ホルター心電図を含む)は 125件であった。

● 神経グループ
対象疾患、診療内容：
幅広い神経疾患の診療を行っているが、特に難治てんかん患者の診療には、学内のてんかんセンターと連携し重
点的に行っている。ビデオ脳波同時記録や高磁場MRI、核医学検査 (PET など) による評価、薬および物療法、
ACTH 療法、ケトン食療法などを行い、必要に応じて外科的治療を脳神経外科との協力のもとに行っている。

●　内分泌グループ
対象疾患、診療内容：
小児内分泌疾患全般を対象とするが、特に先天性副腎過形成、性分化疾患に重点をおいている。また小児 1型糖
尿病の患者会を主催するなど、重要な疾患と位置づけている。
東京都予防医学協会の母子保健専門委員として，先天性副腎過形成症のマススクリーニングの指導を行っている。
近年はこれらの臨床経験を疫学的に解析し、いくつかの臨床研究論文として発表を行っている。性分化疾患中核
施設についても高い専門性のもと、集約的に診療していく方針である。

● 腎臓グループ
対象疾患、診療内容：
年間約 30 例の腎生検を行い、先天性ネフローゼ症候群、難治性ネフローゼ症候群や治療抵抗性の IgA 腎症、紫斑
病性腎炎などの診療を行っている。低体重児に対する腹膜透析療法や、他疾患に合併した急性腎障害および膠原
病疾患に対する急性血液浄化療法および血漿交換療法も施行している。
国立成育医療研究センター腎臓リウマチ膠原病科、東京女子医科大学腎臓小児科、静岡県立こども病院腎臓科に
国内留学し、難治性腎疾患の診療、腎臓移植や透析療法の診療などを研修している。

● 膠原病 · リウマチグループ
対象疾患、診療内容：
小児膠原病、リウマチ疾患全般を対象とするが、さらにそれらに限らず、不明熱、関節痛をはじめとした診断未確
定な症例や周期性発熱で代表される自己炎症性症候群の診療 · 治療を行っている。また、小児リウマチ性疾患の現
状と実態に即し、小児リウマチ性疾患の成人期における移行期医療の問題点と課題に重点をおいている。

診療実績
2015年７月から 2018年 2月の 2年 7か月の間で、紹介を中心に診療患者数が約 250名となり、特に代表疾患で
ある JIA患者は 2017年で 21名である。

● 新生児グループ
対象疾患、診療内容：
東京都周産期連携病院の指定を受け、周産 · 女性診療科との連携により、近隣だけでなく遠方の多摩地区からも母
体搬送 · 新生児搬送を受け入れており、東京都の周産期医療に貢献している。
現在、早産児については在胎週数 28週以上、出生体重 1000g程度から受け入れ可能である。
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● アレルギーグループ
対象疾患、診療内容：
外来を中心に小児気管支喘息、食物アレルギー、アトピー性皮膚炎などの小児アレルギー疾患の診療に当たって
いる。

( 6 ) 臨床上の特色

●血液腫瘍 · 免疫グループ
血液腫瘍疾患や原発性免疫不全症の診断 · 治療、病態解析を行い、難治疾患に対しては造血細胞移植を実施してい
る。特に原発性免疫不全症では日本で最多の患者を診療している。多施設共同研究による標準的治療法の確立、治
験参加による新規医薬品の開発および適応拡大にも貢献している。

● 循環器グループ
　小児循環器領域のあらゆる疾患—先天性心疾患、後天性心疾患（肺高血圧、心筋症、川崎病、心筋炎、心膜炎な
ど）や不整脈疾患—に対して、幅広く適切な診断と治療を迅速に行っていることが特色である。中でも厚労省の
難病指定疾患である肺動脈性肺高血圧症の診断と治療に先進的に取り組んでおり、現在までに重症肺高血圧患児
7 名に対して非経口 PGI2 製剤の持続療法（静脈内 4 名、皮下 3名）を含む upfront combination 療法を行って
きた。20 年以上前から積み上げてきた基礎研究を土台にして、学術的にも臨床的にも功績を積み重ねることによ
り、病児の夢を叶えられる努力をしている。

●神経グループ
難治てんかん、小脳失調症、不随意運動症、神経免疫疾患、周産期障害、髄膜炎、急性脳炎脳症、神経変性疾患、
末梢神経筋疾患などの初期診断、特殊検査、治療から慢性期の全身管理などを幅広く行っている。

●内分泌グループ
東京都における新生児マススクリーニングの専門医療機関として、先天性副腎過形成 (CAH) のスクリーニング要
精査者の確定診断 · 治療を行っている。性分化疾患および Childhood Cancer Survivor(CCS) の診療にも力を入れ
ている。また、患者サポートとして小児 1 型糖尿病患者会である“東京わかまつ会”の活動に指導医として協力
している。

●腎臓グループ
扱う疾患は多岐にわたっており、年間 40例以上の腎生検を行い、先天性ネフローゼ症候群、難治性ネフローゼ症
候群、治療抵抗性の慢性糸球体腎炎の治療などを行っている。体重が 10kg未満の低体重児に対する緊急透析療法
や腹膜透析療法も血液浄化療法部の協力を得て行っている。

● 膠原病 · リウマチグループ
小児膠原病 · リウマチ分野では、小児リウマチ疾患全般の診療（生物学的製剤を含む）に限らず、不明熱、関節痛
をはじめとした診断未確定な症例や周期性発熱で代表される自己炎症性症候群の診療 · 治療を行っています。また
現在、小児全身性エリテマトーデス (SLE)に対するベリムマブ（可溶性 BLySに結合する完全ヒト型モノクロー
ナル抗体）の国際共同治験を初めとして、いくつかの欧米との国際共同治験および国内共同治験に参画予定であ
る。また、小児から成人への「移行期医療」に重点を置き、小児リウマチ性疾患のスムースな成人科への橋渡しに
ついて患者のニーズに重きをおいて実践に取り掛かっている。

●新生児グループ
東京都周産期地域医療センターの指定を受け、周産 · 女性診療科との連携により、近隣だけでなく遠方の多摩地区
からも母体搬送 · 新生児搬送を受け入れており、東京都の周産期医療に貢献している。

●アレルギーグループ
小児アレルギー疾患全般を扱うが、特に食物アレルギー診療に重点をおき、アナフィラキシーなどの強い誘発症
状を伴う食物アレルギー、多抗原が関与する重症かつ複雑な食物アレルギー、食物依存性運動誘発アナフィラキ
シーなどの特殊な症例の診断 · 治療をおこなう。食物アレルギーの食物経口負荷試験や経口減感作療法を、関連病
院施設と合わせて多数実施している。
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93. 今井耕輔. 機能獲得型変異による慢性炎症 · 自己免疫疾患を呈する原発性免疫不全症. 第 45回日本臨床免疫
学会 2017.09.29 東京

94. 高澤啓, 五十嵐麻希, 高田修治, 山高篤行, 緒方勤, 深見真紀, 鹿島田健一. NR5AI, p.R92W変異による 46,
XX DSDの多彩な表現型: 本邦同胞例の経験から. 第 51回日本小児内分泌学会学術集会 2017.09.30 大阪

95. 野村敏大, 森山剣光, 水野朋子, 長谷川節子, 鹿島田彩子, 高木正稔, 水谷修紀. 乳児期に発症した SPTBN2遺
伝子変異による脊髄小脳変性症 5型の 1例. 第 67回日本小児神経学会関東地方会 2017.10.07 大宮

96. 菅原祐之, 長谷川毅, 野村敏大, 森山剣光, 水野朋子, 小林大輔, 稲次基希, 前原健寿. 痙攣発症前からの継時
的画像変化が評価可能であった, 海馬硬化症を伴う内側側頭葉てんかんの 1例. 第 67回日本小児神経学会関
東地方会 2017.10.07 大宮

97. 谷田けい, 星野顕宏, 今井耕輔, 岡田賢, 大西秀典, 鈴木孝二, 南部隆亮, 森雅亮, 金兼弘和, 森尾友宏. 多彩な自
己免疫疾患を合併する STAT3機能獲得変異. 第 27回日本小児リウマチ学会総会 · 学術集会 2017.10.07 京都

98. 門脇朋範, 大西秀典, 金兼弘和, 川本典生, 堀友博, 深尾敏幸. わが国の A20ハプロ不全症の臨床的 · 遺伝学
的特徴. 第 27回日本小児リウマチ学会総会 · 学術集会 2017.10.07 京都

99. 金兼弘和. 不明熱を呈する腫瘍性疾患とその診断について. 第 27回日本小児リウマチ学会総会 · 学術集会
2017.10.07 京都

100. 神山邦子, 松岡貴子, 鈴木智典, 嶋泰樹, 佐久間啓.. 自己免疫性脱髄疾患における抗MOG抗体価と細胞障害
能の相関解析.. 第 29回日本神経免疫学会学術集会 2017.10.07 札幌

101. 鈴木智典, 佐久間啓, 神山邦子. 細胞外ADPは P2Y12受容体を介してミクログリアにおける inflammasome
活性化及びサイトカイン産生を促進する.. 第 29回日本神経免疫学会学術集会 2017.10.07 札幌

102. 佐久間啓, 鈴木智典, 五十嵐鮎子, 嶋泰樹, 西田裕哉, 神山邦子, 松岡貴子, 林雅晴. In vitroにおけるミクログ
リアの再分布は自己複製によって起こる.. 第 29回日本神経免疫学会学術集会 2017.10.07 札幌

103. Takasawa K. Patient choice of growth hormone device improves child and adolescent adherence, and effects
of growth hormone therapy. Novo Nordisk Global Expert Panel Meeting: Role of Patient Autonomy and
Shared Decision Making 2017.10.08 London, UK

104. Morio T. Investigational Gene Analysis for Primary Immunodeficiency Diseases. Asia Pacific Society for
Immunodeficiencies(APSID) 2017.10.10 Hong Kong

105. Morio T. Hematopoietic Cell Transplantation for Primary Immunodeficiency Diseases.: Current Situation
and Future Direction. Asia Pacific Society for Immunodeficiencies(APSID) 2017.10.10 Hong Kong

106. Imai.k. Newborn Screening of PID in japan. APSID 2017 Autumn School 2017.10.10 Hong Kong

107. 荒木恭子, 四手井綱則, 青木　龍, 杉江　学, 森丘千夏子,滝　敦子. 当院で経験した一過性骨髄異常増殖症
(TAM)13例の検討. 第 62回日本新生児成育医学会 · 学術集会 2017.10.13 埼玉

108. 四手井 綱則, 荒木 恭子, 青木 龍, 杉江 学, 森丘 千夏子, 滝 敦子. 精神疾患合併母体から出生した児の検討.
第 62回日本新生児成育医学会 · 学術集会 2017.10.13 埼玉
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109. Matsumoto K, Takagi M, Ishiwata Y, Aoki Y, Miyamoto S, Hoshino A, Nishimura A, Tanaka M, Yanag-
imachi M, Mitsuiki N, Imai K, Kanegnane H, Kajiwara M, Takikawa K, Mae T, Tomiota O, Fujimura J,
Yasuhara M, Tomizawa D, Mizutani S, Morio T. HLA haploidentical HCT using clofarabine and busulfan
for refractory pediatric leukemia. JSH 2017 2017.10.20 Tokyo

110. 更科岳大, 櫻井由香里, 鳥海尚久, 金田眞, 畠山直樹, 武井英博, 今留謙一, 金兼弘和, 東寛. リツキマシブが一
過性に著効した EBウイルス関連リンパ増殖性疾患/ 血球貧食性リンパ組織球症の小児例. 第 79回日本血液
学会学術集会 2017.10.20 東京

111. 谷田けい、星野顕宏、柳町昌克、今井耕輔、呉宗憲、川島尚志、西村豊樹、布井博幸、金兼弘和、森尾友宏.
真菌性肺炎を発症した X連鎖慢性肉芽腫症保因者. 第 49回日本小児感染症学会学術集会 2017.10.21 石川

112. 佐藤健、安達恵利子、滝島茂、菅原祐之、長谷川毅、土屋史郎、今井耕輔、森尾友宏. Very late relapseを起
こしたヘルペス脳炎の 1例. 第 49回日本小児感染症学会学術集会 2017.10.21 石川

113. 井上健斗, 星野顕宏, 三浦浩樹, 朴明子, 今井耕輔, 吉川哲史, 金兼弘和, 森尾友宏. X連鎖リンパ増殖症候群
2型における HHV-6 DNA高コピー数は再活性化か？ . 第 49回日本小児感染症学会学術集会 2017.10.21
石川

114. 加納友環,森口直彦,葉姿汶,岡野翼,金兼弘和,今井耕輔,森尾友宏. 反復する単純ヘルペスウイルス感染、爪白
恡癬、脱毛を特徴とするNF-kB2欠損症 (CVID10)の 1例. 第 49回日本小児感染症学会学術集会 2017.10.21
石川

115. 小野真太郎, 金兼弘和. 星野顕宏, 岡野翼, 今井耕輔, 中山学, 小原収, 森尾友宏. EBウイルス関連リンパ増殖
症に対する網羅的診断方法の有用性. 第 49回日本小児感染症学会学術集会 2017.10.21 石川

116. 金兼弘和. 免役不全症とＥＢＶ関連リンパ増殖症. 第 49回日本小児感染症学会学術集会 2017.10.21 石川

117. 浅野孝基,岡田賢,Jennifer W.Leiding,Troy R.Torgerson,森尾友宏,小林正夫. STAT1機能獲得型変異免疫不
全症に対する造血幹細胞移植の後方視的検討. 第 79回日本血液学会学術集会 2017.10.21 東京

118. Eriko Tanaka,Miyuki Takagi. Toll-like receptor 8 and 10 are possibly associated with pathogenic mecha-
nisms of idiopathic nephrotic syndrome.. Kidney Week 2017 2017.11.02 New Orleans, LA, USA

119. 井上真依子,星野顕宏,松本和明,西村聡,柳町昌克,高木正稔,金兼弘和,今井耕輔,森尾友宏. 播種性フザリウ
ム感染症を合併した重症先天性好中球減少症の一例. 第 59回日本小児血液 · がん学会学術集会 2017.11.09
愛媛

120. 廣木遥, 今井耕輔, 宮本智史, 井上真衣子, 田中真理, 星野顕宏, 柳町昌克, 高木正稔, 梶原道子, 金兼弘和, 森
尾友宏. 移植後中心静脈栄養依存となったのち、右心房内 fibrin血栓症を発症した NEMO異常症の一例. 第
59回日本小児血液 · がん学会学術集会 2017.11.09 愛媛

121. 工藤寿子, 前田美穂, 鈴木信寛, 金兼弘和, 大賀正一, 石井榮一, 塩田曜子, 今村俊彦, 今宿晋作, 常松由紀子,
近藤幹也, 嶋田明, 古賀友紀, 橋井佳子, 稲垣二郎, 井上雅美, 田淵健, 森本哲. 治療抵抗性小児ランゲルハンス
細胞組織球症に対する造血細胞移植の治療成績. 第 59回日本小児血液 · がん学会学術集会 2017.11.09 愛媛

122. 今井耕輔. 原発性免疫不全症 · 自己炎症性疾患において考慮すべき遺伝医療の特性と課題. 第 59回小児血液
· がん学会 2017.11.09 愛媛

123. 田中真理, 西村聡, 山下基, 岡野翼, 宮本智史, 星野顕宏, 満生紀子, 柳町昌克, 今井耕輔, 高木正稔, 金兼弘和,
森尾友宏. ネララビンを含む多剤併用化学療法中に歩行不可能となった T細胞性リンパ腫白血病の 1例. 第
59回日本小児血液 · がん学術集会 2017.11.10 愛媛

124. 今井耕輔. SCID重症複合免疫不全症、その新生児マススクリーニングと治療. 第 59回日本小児血液 · がん
学会学術集会 2017.11.10 愛媛

125. 吉本優里, 山中純子, 末永祐太, 田中瑞恵, 瓜生英子, 平井理央, 佐藤典子, 星野顕宏, 今井耕輔, 金兼弘和, 七
野浩之. リンパ節腫大を契機に見つかった CTLA4パブロ不全症. 第 59回日本小児血液 · がん学会学術集会
2017.11.11 愛媛

126. 宮本智史, 高木正稔, 西村聡, 田中真理, 小野真太郎, 足洗美穂, 満生紀子, 星野顕宏, 柳町昌克, 青木由貴, 富
澤大輔, 今井耕輔, 梶原道子, 金兼弘和, 森尾友宏. 頻回再発に対する複数回造血細胞移植により寛解を維持
している乳児白血病の 7歳女児例. 第 59回日本小児血液 · がん学会学術集会 2017.11.11 愛媛

127. 佐久間啓, 鈴木智典. てんかんとグリア細胞.. Epilepsy Expert Symposium for Pediatrician 2017.11.11 東京
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128. 土井庄三郎. 未修復シャント性 PAHに対して Treat and Repair Strategyをどう適用させるか-現代におけ
る Eisenmenegr症候群とは-. 未来の ACHD-PAHを考える会～小児科医と循環器医の架け橋～ 2017.11.11
東京

129. 石井裕子, 朴今花, 高木正稔. 慢性骨髄性白血病における PARP阻害剤の有効性. 第 59回日本小児血液 · が
ん学会学術集会 2017.11.11 愛媛

130. 前田佳真、山口洋平、櫻井牧人、土井庄三郎. ボスミン負荷にて伝導障害を認めたKCNH2変異の QT延長
症候群例. 第 22回小児心電学会学術集会 2017.11.25 広島

131. 鈴木智典, 佐久間啓, 神山邦子.. Extracellular ADP augments inflammasome activation and cytokine pro-
duction via the P2Y12 receptor in microglia.. 第 22回グリア研究会 2017.12.02 愛知

132. 森尾友宏. アカデミアにおける細胞調製施設運営の実例と課題（１）‐細胞培養加工施設の運用の現状 · 問
題点と、細胞培養加工の将来展望‐. 大阪大学国際医工情報センター「再生医療：細胞製造設計エキスパー
ト養成講座」 2017.12.09 大阪

133. 森尾友宏. アカデミアにおける細胞調製施設運営の実例と課題（２）‐新しい品質検査系の必要性：迅速微
生物検査システム及び定量的造腫瘍性関連遺伝子解析手法の開発‐. 大阪大学国際医工情報センター「再生
医療：細胞製造設計エキスパート養成講座」 2017.12.09 大阪

134. Isobe T, Sato A, Yoshida K, Kobayashi C, Shiraishi Y, Chiba K, Tanaka H, Fukuda S, Yamamoto S,
Tatsuno K, Tsutsumi S, Kiyokawa N, Aoki Y, Ishihara T, Tomizawa D, Miyamura T, Ishii E, Miyano S,
Ogawa S, Aburatani H, Mizutani S, Takita J, Takagi M. Epigenetic and Transcriptomic Profiling of MLL
Rearranged Infant Acute Lymphoblastic Leukemia. . 59th Annual Meeting and Exposition 2017.12.11
Atlanta, USA

135. Moriyama T, Nishii R, Janke L, Li L, Ru C, Brown CA, Lin TN, Suiter C, Kihira K, Toyoda H, Kato M,
Manabe A, Koh K, Takagi M, Hori H, Yang JJ. . Evaluation of Nudt15-Guided Thiopurine Dose Indi-
vidualization In Vivo Using CRISPR/Cas9-Edited Mouse Model. . 59th Annual Meeting and Exposition
2017.12.11 Atlanta, USA

136. Tomohiro Morio. Molecular and cellular basis of systemic immune disease.. The 46th Annual Meeting of
The Japanese Society for Immunology 2017.12.13 Miyagi

137. 森尾友宏. 日和見感染症の診断と治療：現況と展望. 第 70回 ICP研究会 2017.12.18 東京

[その他業績]

1. 免疫不全 · 自己免疫とリンパ増殖症候群（金兼弘和）, 2017年 02月
和歌山県立医科大学大学院特別講義
「免疫不全 · 自己免疫とリンパ増殖症候群」

2. 第 120回日本小児科学会学術集会　総合シンポジウム 8　座長 (金兼弘和), 2017年 04月
若い先生に「リサーチマインドを」～明日の小児科を築く Physician scientistを～

3. 120回日本小児科学会学術集会　分野別シンポジウム (金兼弘和), 2017年 04月
血球貧食性リンパ組織球症の診断治療

4. ドクターサロン, 2017年 05月
小児の QT延長症候群（土井庄三郎）

5. 難治性小児悪性固形腫瘍患者を対象に PARP阻害剤オラパリブ錠の安全性を確認する医師主導治験（第Ⅰ
相試験）を開始します。, 2017年 07月
治験開始
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膠原病 · リウマチ内科学
Rheumatology

教授　　　　　　　　　上阪等
名誉教授　　　　　　　宮坂信之
併任教授　　　　　　　森雅亮（生涯免疫難病学講座）
　　　　　　　　　　　窪田哲朗（生体防御検査学分野）
　　　　　　　　　　　高田和生（統合教育機構事業推進部門）
　　　　　　　　　　　小池竜司（医療イノベーション推進センター）
特任講師　　　　　　　岩井秀之（医学部）
助教　　　　　　　　　溝口史高、齋藤鉄也、木村直樹、
　　　　　　　　　　　長谷川久紀、梅澤夏佳
併任助教　　　　　　　平野史生（生涯免疫難病学講座）
　　　　　　　　　　　笠井祥子（臨床試験管理センター）
特任助教　　　　　　　横山和佳、吉橋洋子（統合教育機構事業推進部門）
非常勤講師（教育）　　川畑仁人（聖マリアンナ医科大学）、
　　　　　　　　　　　萩山裕之（横浜みなと赤十字病院）、
　　　　　　　　　　　長坂憲治（青梅市立総合病院）、
　　　　　　　　　　　副島誠（草加市立病院）、
　　　　　　　　　　　杉原毅彦（東京都健康長寿医学医療センター）、
　　　　　　　　　　　鈴木文仁（JAとりで総合医療センター）、
　　　　　　　　　　　高村聡人（武蔵野赤十字病院）、
　　　　　　　　　　　今井香織（香音クリニック）、松尾祐介（東京共済病院）、木原まり
非常勤講師　（臨床）　宮坂信之、鍔田利恵子（公立昭和病院）、
　　　　　　　　　　　西尾順子、山崎隼人（PMDA）
医員　　　　　　　　　川崎和佳子（腫瘍センター）、柳生有理子、
　　　　　　　　　　　田中奈緒、今井陽一、佐藤元彦、大庭聖也（レジデント）
博士課程大学院生　　　山本晃央、佐々木広和、篠原樹彦、神谷麻理、
　　　　　　　　　　　田川泰寛、小宮陽仁、近藤文彬、高田秀人、
　　　　　　　　　　　松本拓実、野田聖二、本田卓
後期研修医　　　　　　戸倉雅、庭野智子（青梅市立総合病院）、稲垣雅子（東京共済病院）
　　　　　　　　　　　楠田岳、土田真吏奈、
　　　　　　　　　　　馬場洋行（東京都健康長寿医療センター）、
　　　　　　　　　　　伊藤加奈絵（武蔵野赤十字病院）、
　　　　　　　　　　　前田彩花、板倉卓司（横浜みなと赤十字病院）、
　　　　　　　　　　　川崎達也（草加市立病院）
関連病院施設　　　　　桜井徹志（桜井クリニック）、金子佳世子（成育医療センター）、
　　　　　　　　　　　 Peter Y. Shane（北海道大学)
秘書　　　　　　　　　今野香緒里、相羽静香、渡邉美奈子，
　　　　　　　　　　　高橋智子（生涯免疫難病学講座）
テクニカルスタッフ　　笠原秀美、山崎佳津子

( 1 ) 研究活動

　「患者さんを診て、臨床の疑問点から出発した研究を行う」「患者さんに役立つための研究を行う」という当科
の伝統を共通認識として、診療の現場で解決すべきだと感じたこと、疑問に思ったことを主題にした基礎 · 臨床研
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究を日々行っている。実際には生化学的、免疫学的、分子生物学的手法、ならびに統計学的手法を駆使して、関節
リウマチや皮膚/は初性筋炎を中心とした自己免疫疾患の機序の解明、新たな治療法の開発、根拠に基づいた診断
· 治療法の確立に取り組んでいる。
さらに、本学生涯免疫難病学講座、小児科とタイアップして、子どもから、成人、高齢者まで一生涯にわたり、膠
原病 · リウマチ性疾患などの「免疫難病」の臨床および基礎研究を行っている。

( 2 ) 教育活動

　患者さんとのコミュニケーションを大切にしながら全人的医療を行うことを目指し、さらに、実地での診断、治
療に際して、自ら問題点を見つけ、これを解決していく能力を養うことを教育方針としている。
　卒前教育：M3、M4学生の内科、膠原病 · リウマチ学、臨床免疫学の講義、M4学生のプロジェクトセメスター、
M5, M6学生の膠原病 · リウマチ内科の参加型臨床実習を行っている。
　卒後教育：卒後臨床研修においても、当院研修医の内科ローテーターのうち希望者を中心として各ターム数人
を受け入れ、各種膠原病診療の指導を通じ、問診 · 身体所見をしっかり把握した上で鑑別診断を列挙し診断につな
げるという内科医としての基本的診療態度を徹底して教授している。
　後期卒後研修プログラムは当分野ホームページ（http://www.tmd.ac.jp/grad/rheu/rheu-J.htm）で公開してい
る。

( 3 ) 教育方針

　主に膠原病およびリウマチ性疾患患者さんを対象に、根拠に基づいた医療（Evidence-based medicine）、および
世界標準（Global standard）に準拠した診療を志している。全身性疾患という特殊性から他科およびコメディカ
ルと共同で、患者さんのトータルケアを行うことを目標に、外来担当医、研修医 · 病棟主治医 · 指導医によるチー
ム医療を実践し、より良い医療の提供に日夜努めている。
　患者数の増加とともに難治性の病態、合併症を持った症例も増加しているが、関節エコーを含む各種検査法を
取り入れ、生物学的製剤等の高度先進医療を積極的に導入して治療にあったっている。抗リウマチ薬をはじめと
する各種新規薬剤の治験や市販後調査も積極的に行っている。
　また、臨床においても、本学生涯免疫難病学講座、小児科と連携し、子どもから、成人、高齢者に至る、膠原病
· リウマチ性疾患などの「免疫難病」の診療体制の統合を目指している。
　連携病院として、青梅市立総合病院、横浜みなと赤十字病院、東京都健康長寿医療センター、東京共済病院、草
加市立病院、武蔵野赤十字病院，公立昭和病院、JAとりで総合医療センターがあり、常勤医として各地の膠原病
診療の中核施設として機能している。さらに千葉西総合病院、みさと健和病院、土浦協同病院、中野総合病院、江
戸川病院、春日部秀和病院、横須賀共済病院、佐久総合病院、御代田中央記念病院、北信総合病院、下井病院、ひ
ろせクリニック、東京ミッドタウンクリニック、苑田会人工関節センター、日産玉川病院などの膠原病リウマチ
専門外来に非常勤医を派遣している。これらの連携病院とも当科は密接な情報交換を行い、質の高い診療を提供
している。

( 4 ) 研究業績

[原著]

1. Utsunomiya M, Dobashi H, Odani T, Saito K, Yokogawa N, Nagasaka K, Takenaka K, Soejima M, Sugihara
T, Hagiyama H, Hirata S, Matsui K, Nonomura Y, Kondo M, Suzuki F, Tomita M, Kihara M, Yokoyama
W, Hirano F, Yamazaki H, Sakai R, Nanki T, Koike R, Kohsaka H, Miyasaka N, Harigai M. . Optimal
regimens of sulfamethoxazole-trimethoprim for chemoprophylaxis of Pneumocystis pneumonia in patients
with systemic rheumatic diseases: results from a non-blinded, randomized controlled trial Arthritis Res
Ther. 2017.01; 19(1); 7

2. Masako Utsunomiya, Hiroaki Dobashi, Toshio Odani, Kazuyoshi Saito, Naoto Yokogawa, Kenji Nagasaka,
Kenchi Takenaka, Makoto Soejima, Takahiko Sugihara, Hiroyuki Hagiyama, Shinya Hirata, Kazuo Matsui,
Yoshinori Nonomura, Masahiro Kondo, Fumihito Suzuki, Makoto Tomita, Mari Kihara, Waka Yokoyama,
Fumio Hirano, Hayato Yamazaki, Ryoko Sakai, Toshihiro Nanki, Ryuji Koike, Hitoshi Kohsaka, Nobuyuki
Miyasaka, Masayoshi Harigai. Optimal regimens of sulfamethoxazole-trimethoprim for chemoprophylaxis
of Pneumocystis pneumonia in patients with systemic rheumatic diseases: results from a non-blinded,
randomized controlled trial. Arthritis Research and Therapeutics. 2017.01; 19(1); 7
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3. Rao DA, Gurish MF, Marshall JL, Slowikowski K, Fonseka C, Liu Y, Donlin LT, Henderson LA, Wei
K, Mizoguchi F, Teslovich NC, Weinblatt ME, Massarotti EM, Coblyn JS, Helfgott SM, Lee YC, Todd
DJ, Bykerk VP, Goodman SM, Pernis AB, Ivaskiv LB, Karlson EW, Nigrovic PA, Filer A, Buckley CD,
Lederer JA, Raychaudhuri S, Brenner MB. Pathologically expanded peripheral T helper cell subset drives
B cells in rheumatoid arthritis Nature. 2017.02; 542(7639); 110-114

4. Nguyen HN, Noss EH, Mizoguchi F, Huppertz C, Wei KS, Watts GF, Brenner MB. Autocrine Loop
Involving IL-6 Family Member LIF, LIF Receptor, and STAT4 Drives Sustained Fibroblast Production
of Inflammatory Mediators Immunity. 2017.02; 46(2); 220-232

5. 梅澤 夏佳, 川畑 仁人, 木村 直樹, 吉橋 洋子, 上阪 等. 多発性筋炎 · 皮膚筋炎 炎症性筋疾患モデルの病変局
所で産生される IL-23は治療標的として有用である 日本リウマチ学会総会 · 学術集会プログラム · 抄録集.
2017.03; 61回; 582

6. 神谷 麻理, 木村 直樹, 高村 聡人, 川畑 仁人, 上阪 等. 多発性筋炎 · 皮膚筋炎 多発性筋炎における細胞傷害性
T細胞による筋傷害の in vitro解析 日本リウマチ学会総会 · 学術集会プログラム · 抄録集. 2017.03; 61回;
513

7. 佐々木 広和, 川畑 仁人, 吉橋 洋子, 木村 直樹, 上阪 等. 多発性筋炎 · 皮膚筋炎 IFNγは筋管細胞において免
疫抑制性タンパクである PD-L1を誘導する 日本リウマチ学会総会 · 学術集会プログラム · 抄録集. 2017.03;
61回; 561

8. Henderson Lauren, Rao Deepak, Teslovich Nikola, King Sandra, Mizoguchi Fumitaka, Ameri Sarah, Morris
Allyn, Elco Christopher, Chang Margaret, Levescot Anais, Lederer James, Martin Scott, Simmons Barry,
Wright John, Brenner Michael, Raychaudhuri Soumya, Fuhlbrigge Robert, Nigrovic Peter. 3-D Explant
Method Facilitates the Study of Lymphocytes in Synovium and Reveals a Population of Resident Memory-
Like T Cells in Rheumatoid Arthritis ARTHRITIS & RHEUMATOLOGY. 2017.04; 69; 197-199

9. Takada Hideto, Kimura Naoki, Yoshihashi-Nakazato Yoko, Kawahata Kimito, Kohsaka Hitoshi. 妊娠誘
発性血球貪食症候群を合併した円板状エリテマトーデス (Discoid Lupus Erythematosus Complicated with
Pregnancy-induced Hemophagocytic Syndrome) Internal Medicine. 2017.06; 56(12); 1581-1583

10. 本田 卓, 木村 直樹, 松尾 祐介, 上阪 等. アザチオプリン単独療法が奏功した IgG4関連疾患の 1例 日本内科
学会関東地方会. 2017.06; 633回; 30

11. · Hideto Takada, Naoki Kimura, Yoko Yoshihashi-Nakazato, Kimito Kawahata, Hitoshi Kohsaka. Dis-
coid Lupus Erythematosus Complicated with Pregnancy-induced Hemophagocytic Syndrome Internal
Medicine. 2017.06; 56; 1581-1583

12. Hisanori Hasegawa, Kimito Kawahata, Fumitaka Mizoguchi, Naoko Okiyama, Nobuyuki Miyasaka, Hitoshi
Kohsaka. Direct suppression of autoaggressive CD8+ T cells with CD80/86 blockade in CD8+ T cell-
mediated polymyositis models of mice. Clin. Exp. Rheumatol.. 2017.07; 35(4); 593-597

13. 神谷 麻理, 木村 直樹, 高村 聡人, 溝口 史高, 川畑 仁人, 上阪 等. 多発性筋炎における細胞傷害性 T細胞に
よる筋傷害の in vitro解析 日本筋学会学術集会プログラム · 抄録集. 2017.07; 3回; 135

14. 長谷川 久紀, 溝口 史高, 頼 貞儀, 大津 真, 上阪 等. MyoDを導入したヒト人工多能性幹細胞の多クローン集
団の樹立と筋細胞分化時のサイトカイン産生評価 日本筋学会学術集会プログラム · 抄録集. 2017.07; 3回;
113

15. 佐々木 広和, 溝口 史高, 川畑 仁人, 吉橋 洋子, 木村 直樹, 上阪 等. 多発性筋炎マウスモデルにおいて IFN
γは炎症局所で免疫抑制性タンパク PD-L1を誘導する 日本臨床免疫学会会誌. 2017.08; 40(4); 312

16. 神谷 麻理, 木村 直樹, 高村 聡人, 溝口 史高, 川畑 仁人, 上阪 等. 多発性筋炎における細胞傷害性 T細胞に
よる筋傷害の in vitro解析 日本臨床免疫学会会誌. 2017.08; 40(4); 302

17. 梅澤 夏佳, 木村 直樹, 上阪 等. 前脛骨筋を対象としたコンコトーム筋生検の有用性を示した多発性筋炎/皮
膚筋炎の 5例 日本臨床免疫学会会誌. 2017.08; 40(4); 298

18. 木村 直樹. 免疫病動物モデルの特長と限界 (第 5回)　多発性筋炎動物モデル 炎症と免疫. 2017.08; 25(5);
436-442
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19. Fumio Hirano, Waka Yokoyama, Hayato Yamazaki, Koichi Amano, Atsushi Kawakami, Taichi Hayashi,
Naoto Tamura, Shinsuke Yasuda, Hiroaki Dobashi, Takao Fujii, Satoshi Ito, Yuko Kaneko, Toshihiro
Matsui, Yasuaki Okuda, Kazuyoshi Saito, Fumihito Suzuki, Ryusuke Yoshimi, Ryoko Sakai, Ryuji Koike,
Hitoshi Kohsaka, Nobuyuki Miyasaka, Masayoshi Harigai, . Achieving simplified disease activity index
remission in patients with active rheumatoid arthritis is associated with subsequent good functional and
structural outcomes in a real-world clinical setting under a treat-to-target strategy. Mod Rheumatol.
2017.09; 27(5); 811-819

20. Chang SK, Kohlgruber AC, Mizoguchi F, Michelet X, Wolf BJ, Wei K, Lee PY, Lynch L, Duquette
D, Ceperuelo-Mallafré V, Banks AS, Brenner MB.. Stromal cell cadherin-11 regulates adipose tissue
inflammation and diabetes. The Journal of Clinical Investigation. 2017.09; 127(9); 3300-3312

21. Hayato Yamazaki, Fumio Hirano, Tsutomu Takeuchi, Koichi Amano, Jun Kikuchi, Mari Kihara, Waka
Yokoyama, Takahiko Sugihara, Kenji Nagasaka, Hiroyuki Hagiyama, Yoshinori Nonomura, Ryoko Sakai,
Michi Tanaka, Ryuji Koike, Toshihiro Nanki, Hitoshi Kohsaka, Nobuyuki Miyasaka, Masayoshi Harigai.
Simplified Disease Activity Index remission at month 6 is an independent predictor of functional and
structural remissions at month 12 during abatacept treatment in patients with rheumatoid arthritis: A
multi-center, prospective cohort study in Japan. Mod Rheumatol. 2017.09; 27(5); 787-794

22. Yusuke Matsuo, Tetsuya Saito, Akio Yamamoto, Hitoshi Kohsaka. Origins of fibroblasts in rheumatoid
synovial tissues: Implications from organ fibrotic models. Mod Rheumatol. 2017.10; 1-4

23. Rao Deepak, Donlin Laura T., Wei Kevin, Meednu Nida, Turner Jason, McGeachy Mandy J., Mizoguchi
Fumitaka, Keegan Joshua, Lederer James, Gutierrez-Arcelus Maria, Slowikowski Kamil, Muskat Kaylin,
Hillman Joshua, Rozo Cristina, Ricker Edd, Eisenhaure Thomas, Lieb David, Li Shuqiang, Browne Ed-
ward, Nusbaum Chad, Robinson William H., Kelly Stephen, Pernis Alessandra B., Ivashkiv Lionel, Good-
man Susan M., Gravallese Ellen M., Holers Michael, Hacohen Nir, Pitzalis Costantino, Gregersen Peter,
Bykerk Vivian P., Moreland Larry W., Firestein Gary, Raychaudhuri Soumya, Filer Andrew, Boyle David
L., Brenner Michael, Anolik Jennifer H.. Methods for Generating Multiple High-Dimensional Analyses of
Cryopreserved Synovial Tissue Developed By the Accelerating Medicines Partnership RA/SLE Network
ARTHRITIS & RHEUMATOLOGY. 2017.10; 69;

24. Slowikowski Kamil, Nguyen Hung, Watts Gerald, Mizoguchi Fumitaka, Noss Erika H., Brenner Michael,
Raychaudhuri Soumya. Finding Transcriptional Regulators Central to RA with Transcriptomics of IL17
Dose Response, Time Series, and siRNA Silencing in Stromal Cells ARTHRITIS & RHEUMATOLOGY.
2017.10; 69;

25. Matteo Bottai, Anna Tjärnlund, Giola Santoni, Victoria P Werth, Clarissa Pilkington, Marianne de Visser,
Lars Alfredsson, Anthony A Amato, Richard J Barohn, Matthew H Liang, Jasvinder A Singh, Rohit Ag-
garwal, Snjolaug Arnardottir, Hector Chinoy, Robert G Cooper, Katalin Danko, Mazen M Dimachkie,
Brian M Feldman, Ignacio García-De La Torre, Patrick Gordon, Taichi Hayashi, James D Katz, Hitoshi
Kohsaka, Peter A Lachenbruch, Bianca A Lang, Yuhui Li, Chester V Oddis, Marzena Olesinka, Ann M
Reed, Lidia Rutkowska-Sak, Helga Sanner, Albert Selva-O’Callaghan, Yeong Wook Song, Jiri Vencovsky,
Steven R Ytterberg, Frederick W Miller, Lisa G Rider, Ingrid E Lundberg, . EULAR/ACR classifica-
tion criteria for adult and juvenile idiopathic inflammatory myopathies and their major subgroups: a
methodology report. RMD Open. 2017.11; 3(2); e000507

26. Yoji Komiya, Tetsuya Saito, Fumitaka Mizoguchi, Hitoshi Kohsaka. Hemophagocytic Syndrome Compli-
cated with Dermatomyositis Controlled Successfully with Infliximab and Conventional Therapies. Intern.
Med.. 2017.12; 56(23); 3237-3241

27. Ingrid E Lundberg, Anna Tjärnlund, Matteo Bottai, Victoria P Werth, Clarissa Pilkington, Marianne de
Visser, Lars Alfredsson, Anthony A Amato, Richard J Barohn, Matthew H Liang, Jasvinder A Singh,
Rohit Aggarwal, Snjolaug Arnardottir, Hector Chinoy, Robert G Cooper, Katalin Dankó, Mazen M Di-
machkie, Brian M Feldman, Ignacio Garcia-De La Torre, Patrick Gordon, Taichi Hayashi, James D Katz,
Hitoshi Kohsaka, Peter A Lachenbruch, Bianca A Lang, Yuhui Li, Chester V Oddis, Marzena Olesin-
ska, Ann M Reed, Lidia Rutkowska-Sak, Helga Sanner, Albert Selva-O’Callaghan, Yeong-Wook Song,
Jiri Vencovsky, Steven R Ytterberg, Frederick W Miller, Lisa G Rider, . 2017 European League Against
Rheumatism/American College of Rheumatology classification criteria for adult and juvenile idiopathic
inflammatory myopathies and their major subgroups. Ann. Rheum. Dis.. 2017.12; 76(12); 1955-1964



— 529 —

生体環境応答学講座

28. 田中 奈緒, 岡本 圭祐, 今井 耕輔, 梅澤 夏佳, 溝口 史高, 森尾 友宏, 上阪 等. 全身性エリテマトーデスで発症
した遅発型複合免疫不全症の一例 日本リウマチ学会関東支部学術集会プログラム · 抄録集. 2017.12; 28回;
56

29. Komiya Yoji, Saito Tetsuya, Mizoguchi Fumitaka, Kohsaka Hitoshi. インフリキシマブと従来療法に
より良好にコントロールすることができた、皮膚筋炎を伴う血球貪食症候群 (Hemophagocytic Syndrome
Complicated with Dermatomyositis Controlled Successfully with Infliximab and Conventional Therapies)
Internal Medicine. 2017.12; 56(23); 3237-3241

30. Eri Kato, Tetsuji Sawada, Koichiro Tahara, Haeru Hayashi, Mayu Tago, Hiroaki Mori, Jinju Nishino,
Toshihiro Matsui, Shigeto Tohma. The age at onset of rheumatoid arthritis is increasing in Japan: a
nationwide database study

[書籍等出版物]

1. 上阪　等. 厚生労働省指定難病の診断基準と重症度. 分子リウマチ治療, 2017.01

2. 上阪　等　. 病気とくすり　基礎と実践　多発性筋炎 · 皮膚筋炎. 薬局, 2017.01

3. 上阪　等. Journal Club. 分子リウマチ, 2017.01

4. 上阪　等. 膠原病におけるエビデンスに基づく診療ガイドライン　多発性筋炎 · 皮膚筋炎. 炎症と免疫,
2017.01

5. 上阪　等. 多発性筋炎 · 皮膚筋炎の病態 · 診断 · 治療. 日本内科学会雑誌, 2017.01

6. 上阪　等. 次世代の医学者へ. アレルギー · 免疫, 2017.01

7. 上阪　等. 外来でもらう検査値表はどうみるの. 膠原とうきょう, 2017.01

8. 内科学（第 11版）. 朝倉書店, 2017.03

9. 1336専門家による私の治療　 2017－ 2018年度版. 日本医事新報社, 2017.07

10. 新しい診断と治療の ABC　関節リウマチ. 最新医学社, 2017.09

11. 野田　聖二, 上阪　等. 関節リウマチの新たな治療薬【分子標的型合成 DMARDsの 2剤目としてバリシチ
ニブが発売された】 . 日本医事新報社, 2017.12 (ISBN : 03859215)

[総説]

1. 上阪　等. 病気とくすり　基礎と実践　多発性筋炎 · 皮膚筋炎 薬局. 2017; 68(4); 255-261

2. 木村　直樹. 多発性筋炎患者において CD28null T細胞は自己筋細胞に傷害性を示す リウマチ科. 2017.07;
58(1); 109-116

3. ○Head〓 to〓head comparison of certolizumab pegol versus adalimumab in rheumatoid arthritis:2〓year
efficacy and safety results from the randomised EXXELERATE study. ○Tofacitinib for the treatment of
severe alopecia areata and variants:A study of 90 patients. 分子リウマチ治療. 2017.07; 10(3); 167

4. 木村　直樹. 多発性筋炎動物モデル 炎症と免疫. 2017.08; 25(5); 76-82

5. 膠原病におけるエビデンスに基づく診療ガイドライン　多発性筋炎 · 皮膚筋炎 炎症と免疫. 2017.08; 25(5);
397-400

[講演 · 口頭発表等]

1. 溝口史高. 関節リウマチの病態を担う新規線維芽細胞サブセットの同定. 日本臨床免疫学会Midwinter Seminar
XI 2017.02.24

2. 宇都宮　雅子. 痛風 · 偽痛風 これだけは知っておきたい！ +ちょっと深イイ話. 第 6回リウマチ膠原病コン
サルト＆勉強会 2017.02.25

3. 梅澤夏佳、川畑仁人、木村直樹、吉橋洋子、上阪等. 炎症性筋疾患モデルの病変局所で産生される IL-23は
治療標的として有用である. 第 61回日本リウマチ学会総会 · 学術集会 2017.04.20

インフリキシマブと従来療法に
(Hより良好にコントロールすることができた、皮膚筋炎を伴う血球貪食症候群



— 530 —

生体環境応答学講座

4. 笠井　祥子、酒井　良子、小池　竜司、上阪　等、針谷　正祥. 大規模保険データベースを用いた我が国の関
節リウマチ患者における合併症のリスクの検討. 第 61回日本リウマチ学会総会 · 学術集会 2017.04.20 福岡

5. 岩井　秀之、細矢　匡、竹中　健智、宮坂　信之、上阪　等. 関節リウマチ新規治療標的としての Siglec. 第
61回日本リウマチ学会総会 · 学術集会 2017.04.20 福岡

6. 上阪　等. 多発性筋炎 · 皮膚筋炎診療ガイドライン. 第 61回日本リウマチ学会総会 · 学術集会 2017.04.20
福岡

7. 佐々木　広和、川畑　仁人、吉橋　洋子、木村　直樹、上阪　等. IFNγは筋管細胞において免疫抑制性タ
ンパクである PD-L1を誘導する. 第 61回日本リウマチ学会総会 · 学術集会 2017.04.20 福岡

8. 松井　利浩、徳永　郁香、岡本　圭祐、松本　拓実、平野　史生、當間　重人、森尾　友宏、上阪　等、森
　雅亮. 若年性特発性関節炎患者の成人移行後診療に関する成人診療科医の意識調査. 第 61回日本リウマチ
学会総会 · 学術集会 2017.04.20 福岡

9. 森　雅亮、武井　修治、伊藤　保彦、小林　一郎、冨板　美奈子、岡本　奈美、中野　直子、山崎　和子. 小
児科以外の診療科でフォローアップされている、本邦小児期発症リウマチ性疾患の全国実態調査. 2017.04.20
福岡

10. 神谷　麻理、木村　直樹、高村　聡人、川畑　仁人、上阪　等. 多発性筋炎における細胞傷害性 T細胞によ
る筋障害の in vitro解析. 第 61回日本リウマチ学会総会 · 学術集会 2017.04.20

11. 梅澤　夏佳、川畑　仁人、木村　直樹、吉橋　洋子、上阪　等. 炎症性筋疾患モデルの病変局所で産生され
る IL-23は治療標的として有用である. 第 61回日本リウマチ学会総会 · 学術集会 2017.04.20 福岡

12. 溝口史高. 単一細胞解析による関節リウマチの病態を担う線維芽細胞サブセットの同定. 第 61回日本リウマ
チ学会総会 · 学術集会 2017.04.21 福岡

13. 神谷 麻理、木村 直樹、高村 聡人、川畑 仁人、上阪 等. 多発性筋炎における細胞傷害性 T細胞による筋傷
害の in vitro解析. 第 61回　日本リウマチ学会総会 · 学術集会 2017.04.21

14. 上阪　等. 自己抗体測定の意義とリウマチ診療への活かし方. JCR2017 アニュアルコースレクチャー
2017.04.23 福岡

15. Hitoshi Kohsaka, Natsuka Umezawa, Kimito Kawahata, Naoki Kimura, Yoko Yoshihashi-Nakazato. IL-
23 as a therapeutic target of inflammatory myopathy. . 2nd Global Conference on Myositis 2017.05.05
Potomac

16. Hirokazu Sasaki, Akito Takamura, Kimito Kawahata, Hitoshi Kohsaka. Peripheral lymphocyte subset
repertoires reflect clinical features of polymyositis and dermatomyositis. 2nd Global Conference on Myosi-
tis 2017.05.05 Promac

17. 神谷 麻理、木村 直樹、高村 聡人、川畑 仁人、上阪 等. 多発性筋炎における細胞傷害性 T細胞による筋傷
害の in vitro解析. 第 1回　 Co-stimulator’s Assembly 2017.05.20

18. Natsuka Umezawa, Kimito Kawahata, Naoki Kimura, Yoko Yoshihashi-Nakazato, Hitoshi Kohsaka. Interleukin-
23 as a therapeutic target for inflammatory myopathy.. 7th East Asian Group of Rheumatology 2017.06.07
Tokyo

19. 本田　卓、木村直樹、松尾祐介、上阪　等. アザチオプリン単独療法が奏功した IgG4関連疾患の 1例. 第
633回　内科学会関東地方会 2017.06.10 東京

20. Michi Tsutsumino, Ryoko Sakai, Mari Kihara, Koichi Amano, Ryusuke Yoshimi, Masayuki Inoo, Hiroyuki
Dobashi, Takahiko Sugihara, Toshihiko Hidaka, Hitoshi Kohsaka, Nobuyuki Miyasaka, Masayoshi Harigai.
Outcomes of the rapid dose escalation of methotrexate in Japanese patients with early rheumatoid arthritis;
results from a randomized controlled trial. . European League Against Rheumatism Annual Meeting
2017.06.14 Madrid

21. 神谷 麻理、木村 直樹、高村 聡人、川畑 仁人、上阪 等. 多発性筋炎における細胞傷害性 T細胞による筋傷
害の in vitro解析. 第 3回　日本骨免疫学会 2017.06.27 ANAインターコンチネンタル石垣リゾート

22. 惠島　将、横山和佳、平野史生、上阪　等. ニンテタニブが進行抑制に有効であった免疫抑制薬治療抵抗性
のシェーグレン症候群関連間質性肺炎の 1例. 第 58回　関東リウマチ研究会 2017.07.01 東京
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23. Natsuka Umezawa, Kimito Kawahata, Naoki Kimura, Yoko Yoshihashi- Nakazato, Hitoshi Kohsaka.
Interleukin-23 as a therapeutic target for inflammatory myopathy. 7th East Asian Group of Rheuma-
tology 2017.07.07

24. 溝口史高. 診療力アップのための学会参加の仕方 ー ACR2016 topics 紹介 ー. 御茶ノ水リウマチ外来診療
セミナー 2017.07.10

25. 溝口史高. シングルセル解析による線維芽細胞サブセットの同定と関節リウマチの病態解析. 第 35回日本骨
代謝学会学術集会 2017.07.27 福岡

26. 長谷川久紀、溝口史高、頼貞儀、大津真、上阪等. MyoDを導入したヒト人工多能性幹細胞の多クローン集
団の樹立と筋細胞分化時のサイトカイン産生評価. 第 3回日本筋学会学術集会 2017.08.04

27. 神谷 麻理、木村 直樹、高村 聡人、溝口 史高、川畑 仁人、上阪 等. 多発性筋炎における細胞傷害性 T細胞
による筋傷害の in vitro解析. 第 3回　日本筋学会学術集会 2017.08.04 国立研究開発法人　国立精神 · 神経
医療研究センター

28. 上阪　等. 世界初の筋炎治療ガイドライン–火星人と土星人はどう折り合うのか-. 第 3回日本筋学会学術集
会 2017.08.05 東京

29. 上阪　等. 自己免疫疾患の T細胞標的療法. 第 54回九州リウマチ学会 2017.09.02 北九州

30. 神谷 麻理、木村 直樹、高村 聡人、溝口 史高、川畑 仁人、上阪 等. 多発性筋炎における細胞傷害性 T細胞
による筋傷害の in vitro解析. 第 45回　日本臨床免疫学会総会 2017.09.27 京王プラザホテル

31. 梅澤　夏佳、木村　直樹、上阪　等. 前脛骨筋を対象としたコンコトーム筋生検の有用性を示した多発性筋
炎/ 皮膚筋炎の 5例. 第 45回日本臨床免疫学会総会 2017.09.28 東京

32. 佐々木　広和、溝口　史高、川畑　仁人、吉橋　洋子、木村　直樹、上阪　等. 多発性筋炎マウスモデルにお
いて IFNγは炎症局所で免疫抑制性タンパク PD-L1を誘導する. 第 45回日本臨床免疫学会総会 2017.09.28
東京

33. 梅澤　夏佳、木村　直樹、吉橋洋子、上阪　等. 多発性筋炎/皮膚筋炎患者の前脛骨筋を対象としたコンコ
トーム筋生検の有用性. 第 45回日本臨床免疫学会総会 2017.09.29

34. 溝口史高、小宮陽仁、上阪等. . IL6を高産生する線維芽細胞サブセットを制御する転写因子の同定. 第 45
回臨床免疫学会総会 2017.09.29 東京

35. 溝口史高. 関節破壊阻止を目指した関節リウマチ治療. 第 45回日本臨床免疫学会総会 2017.09.30 東京

36. 長谷川久紀、溝口史高、頼貞儀、大津真、上阪等. 筋原性転写因子MyoDを導入したヒト人工多能性幹細
胞の多クローン集団の樹立と筋細胞分化時のサイトカイン産生評価. 第 4回日本リウマチ学会ベーシックリ
サーチカンファレンス 2017.10.13

37. 梅澤夏佳、川畑仁人、溝口史高、木村直樹、吉橋洋子、上阪等. 筋傷害で誘導される IL-23は炎症性筋疾患
の治療標的として有用である. 第 4回日本リウマチ学会ベーシックリサーチカンファレンス 2017.10.13

38. 神谷　麻理、木村　直樹、高村　聡人、溝口　史高、川畑　仁人、上阪　等. 多発性筋炎の in vitroモデル
において細胞傷害性 Tリンパ球は非壊死筋細胞の内部に侵入し筋細胞死を誘導する. 第 4回 JCRベーシッ
クリサーチカンファレンス 2017.10.13

39. 長谷川　久紀、溝口　史高、頼　貞儀、大津 真、上阪 等. 「筋原性転写因子MyoDを導入したヒト人工多
能性幹細胞の多クローン集団の樹立と筋細胞分化時のサイトカイン産生評価」. 第 4回 JCRベーシックリ
サーチカンファレンス 2017.10.13 東京

40. 齋藤　鉄也、溝口　史高、川畑　仁人、上阪　等. Lysyl Oxidase-like 2 (LOXL2)は関節リウマチ滑膜線維
芽細胞の増殖、浸潤および細胞外基質の形成に関与する. 第 4回 JCRベーシックリサーチカンファレンス
2017.10.13 東京

41. 岩井　秀之、細矢　匡、竹中、健智、上阪　等. 関節リウマチ新規治療標的としての Siglec. 第 4回 JCRベー
シックリサーチカンファレンス 2017.10.13 東京

42. 佐々木　広和、溝口　史高、上阪　等. 多発性筋炎マウスモデルにおいて IFNγはリンパ節および筋組織に
おける PD-L1発現を誘導する. 第 4回 JCRベーシックリサーチカンファレンス 2017.10.13 東京
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43. 梅澤　夏佳、川畑　仁人、溝口　史高、木村　直樹、吉橋　洋子、上阪　等. 筋傷害で誘導される IL-23は炎
症性筋疾患の治療標的として有用である. 第 4回 JCRベーシックリサーチカンファレンス 2017.10.13 東京

44. 溝口史高. 関節リウマチ滑膜病理の脱構築による病態解析. 第４回 JCRベーシックリサーチカンファレンス
2017.10.13 東京

45. 神谷 麻理、木村 直樹、高村 聡人、溝口 史高、川畑 仁人、上阪 等. 多発性筋炎の in vitroモデルにおいて
細胞傷害性 Tリンパ球は非壊死筋細胞の内部に侵入し筋細胞死を誘導する. 第 4回 JCRベーシックリサー
チカンファレンス 2017.10.13 アキバプラザ内「アキバホール」

46. Mari Kamiya, Naoki Kimura, Akito Takamura, Fumitaka Mizoguchi, Kimito Kawahata, Hitoshi Kohsaka.
Study of in vitro T cell/myotube interaction disclosed invasive and cytotoxic nature of CD8+ cells enclosed
in the muscle cells.. 19th Asia Pacific League of Associations for Rheumatology Congress (APLAR 2017)
2017.10.20 Dubai World Trade Center

47. 溝口史高. シングルセル解析による 関節リウマチ滑膜病理の脱構築. ORENCIA RISING SEMINAR
2017.10.27

48. Yoshiya Tanaka , Hideto Kameda, Kazuyoshi Saito, Yuko Kaneko, Eiichi Tanaka, Shinsuke Yasuda,
Naoto Tamura, Keishi Fujio, Takao Fujii, Toshihisa Kojima, Tatsuhiko Anzai, Chikuma Hamada, Yoshi-
hisa Fujino, Shinya Matsuda, Hitoshi 　 Kohsaka. Improvement in Overall Work Productivity among
Biologic-naïve Patients with Rheumatoid Arthritis Treated with Tocilizumab Subcutaneous Injection:
A Prospective, Real World, Observational Study in Japan.. The 2017 ACR/ARHP Annual Meeting
2017.11.03 SanDiego

49. Masayoshi Harigai, Masako Utsunomiya, Hiroaki Dobashi, Toshio Odani, Kazuyoshi Saito, Naoto Yoko-
gawa, Kenji Nagasaka, Kenchi Takenaka, Makoto Soejima, Takahiko Sugihara, Hiroyuki Hagiyama, Shinya
Hirata, Kazuo Matsui, Yoshinori Nonomura, Masahiro Kondo, Fumihito Suzuki, Makoto Tomita, Mari Ki-
hara, Waka Yokoyama, Fumio Hirano, Hayato Yamazaki, Ryoko Sakai, Toshihiro Nanki, Ryuji Koike, Hi-
toshi Kohsaka, and Nobuyuki Miyasaka. Optimal Regimens of Sulfamethoxazole-trimethoprim for Chemo-
prophylaxis of Pneumocystis Pneumonia in Patients with Systemic Rheumatic Diseases: 52-week follow-
up of a Non-blinded, Randomized Controlled Trial.. The 2017 ACR/ARHP Annual Meeting 2017.11.03
SanDiego

50. Nobuyuki Yajima, Ken-ei Sada, Shingo Fukuma, Yasushi Tsujimoto, Sayaka Shimizu, Kakuya Niihata,
Tsuneyo Mimori, Yoshiya Tanaka, Tsutomu Takeuchi, Mayumi Sugiura, Hitoshi Kohsaka, Naoto Tamura,
Masataka Kuwana, Hideto Kameda, Yoshihide Asano, Teruhisa Azuma, Toshihiro Matsui, Katuya Suzuki,
Ryo Takahashi, Shunichi Fukuhara, Tatsuya Atsumi . Development of a quality indicator set for systemic
lupus erythematosus in Japan. . 2017.11.03 SanDiego

51. Johji Nomura, Syunsuke Tsujimoto, Kei Tamura, Wataru Yamamoto, Hiroshi Takahashi, Kyohei Horie,
Toshiya Mashiko, Naoki Hase, Tsunefumi Kobayashi. Pharmacological and Safety Profiles of Cyclin-
dependent Kinase 4/6 Inhibitor, Candidate for Development as Rheumatoid Arthritis Therapeutic Option.
The 2017 ACR/ARHP Annual Meeting 2017.11.03 SanDiego

52. Hitoshi Kohsaka. Treatment consensus of polymyositis and dermatomyositis in Japan. IMACS and JDM
Working Group Annual Meeting 2017.11.05

53. 神谷 麻理、木村 直樹、高村 聡人、溝口 史高、川畑 仁人、上阪 等. 多発性筋炎の in vitroモデルにおいて
細胞傷害性 Tリンパ球は非壊死筋細胞の内部に侵入し非アポトーシスによる細胞死を誘導する. 骨免疫ワー
クショップ 2017.11.10 パークハイアット東京

54. 上阪　等. 進化やまない多発性筋炎 · 皮膚筋炎診療. 第 28 回日本リウマチ学会中国 · 四国支部学術集会
2017.11.24 徳島

55. 溝口史高. 高齢化時代の関節リウマチ治療と新たな診療ネットワーク構想. 城東リウマチ連携の会 2017.11.24

56. 溝口史高. 病診連携を生かしたこれからの 関節リウマチ診療. 御茶の水 · 埼玉　膠原病 · リウマチ　グラン
ドラウンド 2017.12.08

57. 田中奈緒、他. 全身性エリテマトーデスで発症した遅発型複合免疫不全症の一例. 第 28回日本リウマチ学会
関東支部学術集会 2017.12.09
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58. 田中　奈緒、岡本　圭祐、今井　耕輔、梅澤　夏佳、溝口　史高、森尾　友宏、上阪　等. 全身性エリテマ
トーデスで発症した遅発型複合免疫不全症の一例. 第 28回日本リウマチ学会関東支部学術集会 2017.12.09
東京

59. Hirokazu Sasaki, Akito Takamura, Kimito Kawahata, Kohsuke Imai, Tomohiro Morio, Hitoshi Kohsaka.
Peripheral bllod lymphocyte subset repertoires are biased and reflect clinical features in patients with
polymyositis and dermatomyositis.. 第 46回日本免疫学会学術集会 2017.12.12 仙台

[特許]

1. 特発性炎症性筋疾患の予防又は治療剤 , 特許番号：6145778

[受賞]

1. Young Investigator’s Award, 2017年 07月

[社会貢献活動]

1. 「皮膚筋炎」について, 聖教新聞社, 聖教新聞, 2017年 10月 25日

2. 関節リウマチ, 読売新聞社, 読売新聞, 2017年 12月 18日
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皮膚科学
Dermatology

教　　授　　　　横関博雄
准 教 授　　　　並木　剛
講　　師　　　　宇賀神つかさ、西田真紀子（育児休業）
特任講師　　　　高山かおる
助　　教　　　　野老翔雲、端本宇志（研究休業）、稲澤美奈子、大槻友紀
医　　員　　　　小川晋司、乾　恵子、中村美智子、下方美穂
レジデント　　　若佐卓矢、岩本雄太郎
大学院生（博士）游　理恵、菊地さやか、稲澤美奈子、古屋亜衣子、
　　　　　　　　野嶋浩平、加藤恒平、Sally Eshiba、鈴木瑠美、石川貴裕、
　　　　　　　　 Al-Busani Hind Abdullah Ahmed,
大学院生（修士）半田雄太郎、飯島葉月
技術補佐員　　　宮岸千谷子、藤川亜有美
事務補佐員　　　阪田昌江、林真由子、川村　佑

( 1 ) 分野概要

当講座は、皮膚に表現されるすべての疾患を対象とした教育、診療、研究を担当している。

１）教育
　卒前教育では、一般医として必要な皮膚の解剖学、生理学、免疫学、薬理学などの基礎知識とそれに基づく皮膚
疾患の理解に重点をおき、外来での見学、ベットサイドティーチングを中心とした教育を行う。特に医学部３年
生のブロック講義では「皮膚 · アレルギー · 膠原病ブロック」を担当している。
　卒後教育は、専門医としての皮膚科学の基礎的知識の修得と臨床医としての技術 · 手技の習熟を行い、「皮膚科
学から見る人間学」の研鑽をつむことを目標としている。

２）臨床
　皮膚科学の臨床は、皮膚に表現される微細な変化から全身の生体状態を把握し、疾病の早期診断 · 早期治療を行
うことにある。外来 · 入院患者を通じて皮膚徴候の検出と理解の訓練、皮膚徴候からの内臓諸器官の機能の推測と
その証明、皮膚疾患の原因 · 誘因の検出方法、外用療法、外科的手技を用いた治療、内科的治療を駆使して疾病の
治療を行っている。

３）研究
　皮膚に表現される疾患の全てを対象とする皮膚科学では、その研究対象が多岐にわたる。当教室では種々の皮
膚疾患の病因 · 病態を免疫学的アプローチにより解明することに努力している。当教室のこれまでの研究業績を基
盤として、免疫アレルギー疾患、腫瘍等の研究を行っている。
（１）接触過敏症の研究
　接触過敏症のメカニズムについて、免疫担当細胞、各種のメディエーターやサイトカインの役割解析とそれら
に伴う細胞内シグナル伝達機構の解析を行っている。臨床的には接触皮膚炎診療ガイドラインを策定した。
（２）アトピー性皮膚炎の研究
　アトピー性皮膚炎での炎症反応についてサイトカイン、細胞接着分子、炎症細胞の動態を観察し、アトピー性
皮膚炎炎症の再構築を行い、アトピー性皮膚炎の本態を探る研究を行っている。またアトピー性皮膚炎にける各
種治療薬の検討、新しい核酸医薬品などの治療法の開発を行っている。さらに免疫反応と皮膚バリア機能との関
わりについても研究をおこなっている。
（３）好酸球の研究
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　皮膚炎症の場に出現する好酸球の役割を明かにするため、好酸球浸潤炎症モデルの作成を行い、この動物モデ
ルを用いて好酸球炎症における好酸球の役割を検討している。またヒト好酸球を用いてその機能や遊走、接着分
子の解析を行っている。
（４）好塩基球の研究
好塩基球の炎症における役割が最近あらためて注目されてきている。現在、マウス好塩基球の機能や皮膚への浸
潤機序について好酸球と同様に研究を進めている。またヒト皮膚疾患における好塩基球の分布やその役割につい
て解析を行っている。最近、好塩基球における亜鉛シグナルの役割を解析している。
（５）皮膚炎症におけるプロスタグランディン D2の役割に関する研究
プロスタグランディン D2はアレルギー炎症の成立過程において重要であることがわかり最近注目を集めている。
現在研究室ではマウス皮膚炎症モデルを用いてプロスタグランディン D2やその受容体 DP1と CRTH2の機能を
解析している。また同時にヒトの炎症性皮膚疾患におけるプロスタグランディンD2産生細胞やその作用の研究を
行っている。
（６）乾癬の研究
乾癬は難治性皮膚疾患の一つであり、多くの研究施設でさかんに病態解析が進められている。当教室では Th1、
Th17細胞に選択的に発現されている Tim-3に着目し、乾癬患者細胞における発現とその意義、さらには治療の標
的としての可能性について研究している。
（７）発汗異常の研究
多汗症はしばしばＱＯＬを低下させ、精神的にも大きな負担となる疾患である。しかしながら未だ有効な治療法
がない。現在、多汗症、無汗症をふくめた発汗異常においてそのメカニズムの研究をおこなっており、有効な治
療法の開発を目指している。さらに診療ガイドラインの策定も当科を中心に行った。最近、光コヒーレンストモ
グラフィ（ＯＣＴ）という光干渉を利用した汗管の三次元的解析を行っている。
（８）痒みの研究
痒みは皮膚疾患において重要な症候の一つである。にもかかわらず痒みのメディーターやその成立機序の研究は
非常に遅れている。現在、マウス掻破行動モデルなどを用いて皮膚炎症での痒みの機序や止痒薬の効果について
解析している。
（９）痒疹の研究
痒疹は診断基準 · 治療指針が確立されていない。厚生労働省難治疾患克服事業研究班の班長として、痒疹診療ガイ
ドライン策定と病態解析を行っている。また痒疹マウスモデルの開発を試み、その発症機序の検討を進めている。
（１０）血管肉腫の治療に関する研究
血管肉腫は臨床的に悪性度が高く、皮膚腫瘍のなかでは最も治療が難しい疾患といえる。当教室では不活化セン
ダイウィルス HVJを用いた免疫療法の研究を行い、将来的な臨床応用を目指している。
（１１）ヒト iPS細胞作製技術を利用した研究
近年大きな話題となっているヒト iPS細胞に関する研究も当教室において行われている。ゲノム編集の技術を駆
使して、アレルギー性皮膚炎症反応における遺伝子変異の影響などについての研究をスタートしたところである。
大阪大学や広島大学との共同研究も進行中である。
（１２）食物アレルギーの研究
蛋白抗原を経皮感作することにより食物アレルギーを発症するマウスモデルを作成している。

( 2 ) 研究業績

[原著]

1. Sone Y, Namiki T, Nojima K, Hashimoto T, Hanafusa T, Tokoro S, Miura K, Yokozeki H. . Kikuchi’s
disease: cutaneous involvement and dermoscopic features. Eur J Dermatol.. 2017.01;

2. Arima Y, Namiki T, Ueno M, Kato K, Tokoro S, Takayama K, Miura K, Yokozeki H.. Histiocytoid Sweet
syndrome: a novel association with relapsing polychondritis. Br J Dermatol.. 2017.03; 174(3); 691-694

3. 中太 智香, 野老 翔雲, 並木 剛, 井川 健, 横関 博雄. 【痛みを伴う皮膚病】 < 臨床例 > 　診断に苦慮し、抗
結核薬内服奏効にて診断した Bazin硬結性紅斑． 皮膚病診療. 2017.04;

4. 上野 真紀子, 宗次 太吉, 花房 崇明, 並木 剛, 井川 健, 横関 博雄. 無汗症から診断し得たサルコイドーシスの
1例． 発汗学. 2017.04;

5. Kato K, Namiki T, Ueno M, Iikawa M, Tokoro S, Nishizawa A, Yamamoto K, Miura K, Yokozeki H..
A case of primary cutaneous gamma-delta T-cell lymphoma with Pautrier microabscess. Ann Dermatol.
2017.04;

6. Matsuura-Otsuki Y, Hanafusa T, Yokozeki H, Watanabe K.. Infliximab-Induced Aseptic Meningitis during
the Treatment of Psoriatic Arthritis. Case Rep Dermatol.. 2017.05;



— 537 —

生体環境応答学講座

7. Namiki T, Nojima K, Tokoro S, Hanafusa T, Yokozeki H. Microcystic adnexal carcinoma (syringoma-
tous carcinoma and sclerosing sweat duct carcinoma) as an extensive sclerotic erythematous plaque with
telangiectasia over the face. Br J Dermatol. 2017.06;

8. Ueno M, Namiki T, Hanafusa T, Miura K, Yokozeki H.. IgA-mediated leukaemic vasculitis in a patient
with rapid progression of myelodysplastic syndrome to acute myeloid leukaemia. Eur J Dermatol. .
2017.06;

9. Namiki T, Chikazawa S, Nojima K, Ueno M, Miura K, Tanaka M, Yokozeki H.. Parallel ridge pattern
above an arteriovenous malformation. J Dermatol.. 2017.07;

10. Munetsugu T, Fujimoto T, Satoh T, Nakazato Y, Ohshima Y, Asahina M, Yokozeki H.. Evaluation of
the correlation between severity of acquired idiopathic generalized anhidrosis and quality of life scores. J
Dermatol.. 2017.07;

11. Matsuda K, Namiki T, Ueno M, Hashimoto T, Hanafusa T, Yokozeki H. . Tegafur/gimeracil/oteracil
(TS-1)-induced erythroderma with an extensive mucosal involvement and hand-foot syndrome. Eur J
Dermatol. . 2017.07;

12. Ueno M, Namiki T, Inui K, Hanafusa T, Miura K, Yokozeki H.. Neutrophilic panniculitis with vasculitis
in a melanoma patient treated with vemurafenib: a case report and its management. Int J Dermatol..
2017.08;

13. Nojima K, Namiki T, Hanafusa T, Yamamoto M, Miura K, Tanaka K, Tanaka M, Yokozeki H.. A case
of mucoepidermoid carcinoma presenting as a subcutaneous tumour of the cheek. Eur J Dermatol. .
2017.08;

14. Namiki T, Nojima K, Hanafusa T, Mori H, Okazaki M, Miura K, Tanaka M, Yokozeki H. . A case of basal
cell carcinoma with a neighbouring melanocytic nevus: dermoscopic features. Eur J Dermatol.. 2017.08;

15. Nojima K, Namiki T, Hanafusa T, Miura K, Yokozeki H. . Syringomatous carcinoma and its dermoscopic
features. Australas J Dermatol.. 2017.08;

16. Furuya A, Namiki T, Takayama K, Amano M, Ueno M, Nojima K, Hanafusa T, Miura K, Yokozeki
H.. Dermales Melanom in großem kongenitalen, plaqueartigen blauen Naevus. J Dtsch Dermatol Ges. .
2017.08;

17. Nojima K, Namiki T, Hanafusa T, Miura K, Yokozeki H.. Pigmented squamous cell carcinoma of the
right thumb: longitudinal melanonychia and dermoscopic features. Eur J Dermatol. . 2017.10;

18. Tokoro S, Namiki T, Miura K, Watanabe K, Arai A, Imadome K, Yokozeki H.. Chronic active Epstein-Barr
virus infection with cutaneous lymphoproliferation: haemophagocytosis in the skin and haemophagocytic
syndrome. J Eur Acad Dermatol Venereol. . 2017.10;

19. Namiki T, Nojima K, Miura K, Tanaka M, Yokozeki H.. Pigmented Bowen disease: A challenging der-
moscopic feature due to a traumatic disfigurement. J Dermatol.. 2017.10;

20. Komura Y, Kogure T, Kawahara K, Yokozeki H.. Economic assessment of actual prescription of drugs
for treatment of atopic dermatitis: Differences between dermatology and pediatrics in large-scale receipt
data. J Dermatol.. 2017.11;

21. Namiki T, Hashimoto T, Nishida M, Ugajin T, Miura K, Yokozeki H.. A case of peripheral T-cell lym-
phoma, not otherwise specified, with rapid progression to erythroderma. Eur J Dermatol.. 2017.11;

22. Kato K, Namiki T, Nojima K, Hashimoto T, Ueno M, Hanafusa T, Miura K, Yokozeki H. . Case of
subungual tumoral melanosis: The detection of melanoma cells and dermoscopic features. J Dermatol..
2017.12;

23. Omigawa C, Hashimoto T, Hanafusa T, Namiki T, Igawa K, Yokozeki H.. Modified method for applying
Mohs’ paste. J Dermatol.. 2017.12;

24. Namiki T, Nakamura M, Sone Y, Omigawa C, Hashimoto T, Tokoro S, Miura K, Yokozeki H. . Case
of neutrophilic dermatosis as erythema nodosum migrans-like eruption with pustulosis in a patient with
Crohn’s disease. J Dermatol.. 2017.12;
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25. Amano M, Namiki T, Yoshioka Y, Arima Y, Kato K, Nojima K, Hanafusa T, Tokoro S, Miura K, Yokozeki
H. . Necrotizing fasciitis of the lower leg caused by Escherichia coli, and an association with pyogenic
spondylitis. Clin Exp Dermatol. . 2017.12;

[講演 · 口頭発表等]

1. 小見川知佳、端本宇志、花房崇明、並木　剛、井川　健、横関博雄. ベーチェット病経過中に発症し、浮腫性
紅斑や紫斑を呈して治療に難渋した成人 still病の 1例．. 第 40回皮膚脈管膠原病研究会 2017.01.20 福島市

2. 岩本雄太郎、小見川知佳、端本宇志、花房崇明、並木剛、井川健、横関博雄. 熱傷様の外観を呈した水疱性
類天疱瘡の 1例. 日本皮膚科学会東京地方会第 871回例会 2017.01.21 東京都

3. 野嶋浩平、花房崇明、並木剛、井川健、横関博雄、三浦圭子. 黒色線条を伴なった爪部有棘細胞癌．. 日本
皮膚科学会東京地方会第 871回例会 2017.01.21 東京都

4. 曽根由美子、並木剛、野老翔雲。井川健、横関博雄. 顔面と耳介に多発性紅斑を伴った組織球性壊死性リン
パ節炎（菊池病）の 1例. 日本皮膚科学会東京地方会第 871回例会 2017.01.21 東京都

5. 小見川知佳、近澤咲子、端本宇志、花房崇明、並木剛、井川健、横関博雄. ベーチェット病経過中に発症し、
紫斑を呈して治療に難渋した成人 still病の 1例．. 日本皮膚科学会第 80回東京支部学術大会 2017.02.11 東
京都

6. 小見川知佳、端本宇志、花房崇明、野老翔雲、、並木　剛、井川　健、横関博雄. ステロイド内服療法が関節
拘縮に著効した、深在性モルフェアを疑った 1例. 第 460回日本皮膚科学会大阪地方会 2017.03.11 和歌山県

7. 小見川知佳、野嶋浩平、花房崇明、並木剛、井川健、横関博雄、三浦圭子、. 悪性黒色腫との鑑別に苦慮し
た足底複合母斑の 1例. 第 86回日本皮膚科学会山梨地方会 2017.04.08 山梨市

8. Takashi Hashimoto,Takahiro Satoh,and Hiroo Yokozeki. Basophils release amphiregulin and may con-
tribute to murine models of prurigo reaction and MC903-induced atopic dermatitis-like skin inflammation..
2017　 Society for investgative dermatology Annual meeting 2017.04.26 Oregon

9. 並木剛. 基底細胞癌 · Bowen病 · 皮膚繊維腫のダーモスコピー所見. 第 116回日本皮膚科学会総会 2017.06.02
仙台市

10. 小見川知佳、端本宇志、古屋亜衣子、宗次太吉、花房崇明、藤本智子、並木　剛、井川　健、横関博雄. 東京医
科歯科大学皮膚科を受診した外胚葉形成不全症患者の統計と検討. 第 116回日本皮膚科学会総会 2017.06.02
仙台市

11. 野嶋浩平、三浦圭子、内田佳介、鈴木好美、田村友樹、寺田麻美、勝田憲子、安藤登、江石義信、横関博雄.
皮膚サルコイドーシスと他の肉芽腫性皮膚疾患における PAB抗体陽性率の検討. 第 116回日本皮膚科学会
総会 2017.06.02 仙台市

12. 古屋亜衣子、高山かおる、並木剛、天野真希、上野真紀子、野嶋浩平、花房崇明、横関博雄、三浦圭子. 右
臀部の Large plaque-type blue nevus(LPTBN)より生じたMalignant melanoma. 第 116回日本皮膚科学会
総会 2017.06.02 仙台市

13. 花房崇明、井川健、横関博雄、. 患者由来ヒト ips細胞から誘導した血管内皮細胞を用いた、膠原病の末梢
循環障害の病態解析. 第 116回日本皮膚科学会総会 2017.06.02 仙台市

14. 端本宇志. 痒疹　どう考え、どう治療するか痒疹でみられる痒み　. 第 116回日本皮膚科学会総会 2017.06.02
仙台市

15. 端本宇志、佐藤貴浩、横関博雄. 蕁麻疹 · 接触皮膚炎　疥癬症の免疫応答からみたそう痒における IL-31の
関与. 第 66回日本アレルギー学会学術大会 2017.06.16 東京都

16. 半田悠太郎、井川健、濱本英利、小林勝則、横関博雄. 新規技術 ILTSを利用した改良版 Stat6 decoy軟膏外
用によるマウス皮膚炎症反応に対する治療効果（会議録）. 第 66回日本アレルギー学会学術大会 2017.06.16
東京都

17. 下方美穂、野老翔雲、乾惠子、宇賀神つかさ、並木剛、横関博雄. 下部消化管ポリポーシス及び多臓器の動
静脈奇形を伴なった Osler病の 1例. 日本皮膚科学会東京地方会第 872回例会 2017.06.17 東京都

18. 豊田智宏、端本宇志、花房崇明、宇賀神つかさ、並木剛、横関博雄. ステロイドパルス療法とステロイド内服
後療法が著効した突発性後天性全身性無汗症. 日本皮膚科学会東京地方会第 872回例会 2017.06.17 東京都
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19. 乾惠子、野老翔雲、並木剛、横関博雄. 加硫促進剤不使用手袋（ベルテキマックスセブンスセンス）への変
更で軽快した接触性皮膚炎. 日本皮膚科学会東京地方会第 872回例会 2017.06.17 東京都

20. 野老翔雲、井川健、横関博雄. アトピー性皮膚炎　病態解明、疫学および患者行動とその変遷AIGA（突発性
後天性全身性無汗症）を合併したアトピー性皮膚炎の 4例. 第 66回日本アレルギー学会学術大会 2017.06.17
東京都

21. 小見川知佳、三浦圭子、加藤亮子、並木剛、横関博雄. 左鼻翼下部の黒色結節とその基部の皮下腫瘤. 第 33
回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会 2017.06.30 秋田市

22. 野嶋浩平、上野真紀子、並木剛、横関博雄、田中顕太郎、三浦圭子. 右上口唇に生じたBCC with myoepithelial
differentiation. 第 33回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会 2017.06.30 秋田市

23. 井上かおる、岩本雄太郎、小見川知佳、西田真紀子、花房崇明、並木剛、横関博雄. IgA血管炎との鑑別を
要し 2峰性の経過をたどったサイトメガロウィルス単核球症. 日本皮膚科学会東京地方会第 873回例会合同
2017.07.08 東京都

24. 若佐卓矢、端本宇志、花房崇明、並木剛、横関博雄. 簡易サウナを用いた汗検体採取が嚢胞性線維症の診断
に有用であった 1例. 第 25回日本発汗学会総会 2017.07.28 川越市

25. 小見川知佳、端本宇志、古屋亜衣子、宗次太吉、花房崇明、藤本智子、並木　剛、井川　健、横関博雄. 東京
医科歯科大学皮膚科を受診した外胚葉形成不全症患者の統計と検討. 第 25回日本発汗学会総会 2017.07.28
川越市

26. 下方美穂、若佐卓矢、野老翔雲、西田真紀子、宇賀神つかさ、並木剛、横関博雄. リンパ浮腫で水疱化し水疱
性類天疱瘡との鑑別を要した汗孔角化症の 1例. 日本皮膚科学会東京地方会第 874回例会 2017.09.09 東京都

27. 岩本雄太郎、近澤咲子、野嶋浩平、西田真紀子、並木　剛、井川　健、横関博雄. 濾胞性リンパ腫を合併し、腫
瘍随伴性天疱瘡との鑑別を要した尋常性天疱瘡の 1例. 日本皮膚科学会東京地方会第 874回例会 2017.09.09
東京都

28. 若佐卓矢、豊田智宏、下方美穂、端本宇志、西田真紀子、花房崇明、宇賀神つかさ、並木剛、横関博雄. 菊皮
膚炎に合併した慢性光線過敏症皮膚炎の 1例. 日本皮膚科学会東京地方会第 874回例会 2017.09.09 東京都

29. Nojima K,Hayashi M,Funazumi M,Ishikawa M,Kaneko Y,Kawaguchi M,Suzuki T,Tanemura A,Katayama
I,Mori T,Yamazaki N,Yokozeki H,Hearing VJ,Namiki T. NUAK2 is over-expressed amd DNA copy number
is inceased in acral melanoma:its significance on the survival of patients.. 47TH Annual Meeting of the
Europian Society for Dermatologic Research SALZBURG 2017 2017.09.27 SALZBURG

30. Ugajin T,Shibama S,Yamaguchi T,Yokozeki H. Bilirubin oxidation is associated with the diesese severity
of stopic dermatitis in adults.. 47TH Annual Meeting of the Europian Society for Dermatologic Research
SALZBURG 2017 2017.09.27 SALZBURG

31. 野老翔雲、野嶋浩平、花房崇明、並木剛、横関博雄. 紅皮症化後に顔面、体幹に疣状変化が出現し、高 IgE
血症を伴なったアトピー性皮膚炎の 1例 . 第 69回日本皮膚科学会西部支部学術大会 2017.10.28 熊本市

32. Inui K,Inazawa M,Nishida M,Namiki T,Yokozeki H. A case of diffuse alopecia areata mimicking female
pattern hair loss.. 10th World Congress for Hair Research 2017.11.02 KYOTO

33. 半田悠太郎、宇賀神つかさ、井川健、横関博雄. 経皮感作型食物アナフィラキシーモデルにおける経皮感作
療法の検討. 第 47回日本アレルギー学会 · 接触皮膚炎学会総会学術大会 · 第 41回皮膚脈管 · 膠原病研究会
2017.12.08 鹿児島市

34. 野老翔雲、西田真紀子、並木剛、横関博雄. 突発性後天性全身性無汗症（AIGA)を契機に発症したアトピー
性皮膚炎の 1例. 第 47回日本アレルギー学会 · 接触皮膚炎学会総会学術大会 · 第 41回皮膚脈管 · 膠原病研
究会 2017.12.08 鹿児島市

35. 小見川知佳、野老翔雲、古屋亜衣子、宗次太吉、宇賀神つかさ、藤本智子、並木　剛、横関博雄. 無汗性外
胚葉形成不全症のアレルギー疾患合併についての検討. 第 47回日本アレルギー学会 · 接触皮膚炎学会総会学
術大会 · 第 41回皮膚脈管 · 膠原病研究会 2017.12.08 鹿児島市

36. Nojima K,Hayashi M,Funazumi M,Ishikawa M,Kaneko Y,Kawaguchi M,Suzuki T,Tanemura A,Katayama
I,Mori T,Yamazaki N,Yokozeki H,Hearing VJ,Namiki T. NUAK2 is over-expressed amd DNA copy number
is inceased in acral melanoma:its significance on the survival of patients.. 42nd Annual Meeting of the
Japanese Society for Investigative Dermatology KOCHI 2017.12.15 KOCHI
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[社会貢献活動]

1. かかとが荒れる原因について, HNK, あさイチ, 2017年 12月 15日

2. 発汗異常外来について, （株）研友企画出版, ヘルスアンドライフ, 2017年 12月 19日
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粟野　暢康，掛川　智也，関根　裕司，山本くらら,山本　正博
（MD-PhD）　和田　友里子
（修士課程）　吉﨑　まどか　
大学院研究生　廣田　由佳
秘　　書　 　 岩満　美保，徳永　眞矢子　

( 1 ) 分野概要

医学部における病理学は、かつてはヒトの病気に関する理論という大きな枠でもって条件付けられていた分野で
あった。その後、ヒト病気の原因となる対象をもって条件付けされた細菌学 (現、微生物学)と寄生虫学 (現、医
動物学)とが病理学の範疇から分離独立した。近年、従来の学問分野の枠組を越えた学際化が進行し、学問分野は
目的に沿った細分化傾向にある。現在の病理学も学際化の波に洗われ、実験病理学あるいは細胞生物学的な基礎
的分野は、臨床と密接に関連している臨床病理学的分野から分離独立する傾向にある。このように、現在の病理
学の範疇は、主として人体組織を取り扱ういわゆる人体病理学 (臨床病理学 · 外科病理学)になりつつある。
　
人体病理学分野はヒトの病気の病理学的診断を正確になし得る臨床病理医の教育、直接ヒトの病気に関わる命題
についての研究、及びその研究を遂行できる能力を備えた病理学研究者の教育を理念としている。

( 2 ) 研究活動

1.ヒト癌について
　大きくは 3つのことを目的としている。(1)癌と良性病変との関係、つまり癌組織発生について:食道癌、胃癌、
大腸癌、潰瘍性大腸炎 (含、クローン病) を対象として、遺伝子解析、モノクロナリティ解析、病理組織学的解析
ならびに臨床病理学的解析などを行う。(2)癌組織診断の客観化:　あらゆる臓器から発生する癌は、その臓器に発
生する良性腫瘍との鑑別が問題となる。つまり良性悪性境界領域腫瘍が存在する。その鑑別は、コンピューター
画像解析により良性悪性の数量化を行って診断し、各臓器腫瘍の良性悪性診断を確率的に行う多変量判別式を導
く。(3)悪性腫瘍の転移機序:　ヒト大腸癌における癌細胞の血管 · リンパ管侵入機序について、超微形態学的なら
びに免疫組織学的に解析する。

2.慢性炎症について
　原因不明の慢性炎症性疾患について、病変部局所を病理学的立場から徹底的に解析し、その病気の成り立ちを
明らかにする。さらに分子生物学的手法も加えて最終的にはその病気の原因究明を目指す。１）サルコイドーシ
スに関しては、Propionibacterium acnes（アクネ菌）の深部臓器における細胞内潜伏感染と、その内因性活性化
に伴う急激な autophagyの活性化および Th1免疫反応の誘導が肉芽腫形成の原因となっている可能性につき免疫
病理学的な観点から研究している。２）Helicobacter pylori（ピロリ菌）の胃粘膜表層での感染が慢性胃炎を生じ
る病理発生機構に関して、本菌が粘膜表層上皮障害に起因して粘膜固有層に進入し胃所属リンパ節に translocate
することが判明したことから、これが粘膜内の免疫担当細胞を直接刺激することで胃粘膜の慢性炎症に寄与する
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とともに、リンパ節に流入後は傍皮質領域において免疫系を慢性的に刺激している可能性につき研究している。
３）Streptococcus pyogenes(溶連菌)の扁桃上皮内潜伏感染と IgA腎症における免疫複合体との因果関係につき
免疫病理学的に追求している。４）クローン病の原因細菌としてのMycobacterium paratuberculosis(ヨーネ菌)
の可能性につき免疫病理学的に追求している。５）潰瘍性大腸炎の原因細菌として Vacteroides fragilis、E. coli、
Fusobacterium variumなど腸内細菌の関与を免疫病理学的なアプローチ法にて追求している。

( 3 ) 教育活動

　前半の二年間は、主に人体病理解剖、生検組織診断、迅速組織診断、手術標本の組織診断などを行い、診断病理
学分野ならびに関連病院病理科で臨床病理学の研鑽を積む。一方、臨床各科との合同症例検討会に参加し病理診
断を発表すると共に、各臨床分野における現時点での問題点を把握し、それについて臨床医と討論あるいは共同
研究を行う。後半の二年間は、臨床病理学の研鑽を積むと共に、ヒトの病気の原因、診断、治療などに直接関わっ
ている問題点をテーマとして分子、細胞、組織レベルでの各種方法を用いて研究を行う。

( 4 ) 教育方針

社会が医療に要請していることは、正しい診断のもとに適切な治療がなされることである。従って、人体病理学
分野では、生検組織 · 手術標本の病理組織診断および病理解剖など、いわゆる臨床病理学の研鑽を積むことに重点
を置くと共に、ヒトの病気の原因、成り立ち、診断、治療に直接関係する多くの問題について、“強い問題意識と
深い思索"のもとに研究することを目指している。

( 5 ) 臨床上の特色

　明治時代以来、医学部に於ける人体病理学分野は基礎医学に属していたが、近年の病院における病理学の役割
は実質的に臨床医学そのものである。すなわち、臨床各科の患者の病気診断に際しては、内視鏡的外科的に病変
組織の一部を採取 (生検組織)あるいは病変部から細胞を採取し、それを基に顕微鏡で直接病変を眺め病理組織学
的診断 (生検組織診断、細胞診) を行い臨床各科へ報告する。手術で除去された臓器 · 組織については、病理組織
学的に病変の拡がりとその性質を検索すると共に、手術の適切性を判断し、手術後の治療方針決定のための資料
とする。また、患者の治療過程においては、病変部から経時的に採取された組織を病理組織学的に検索し、治療
効果を判定する。患者が不幸にも鬼籍に入った場合、生前の検査所見と治療法の選択及びその効果を検討する為
に主治医とともに病理解剖を行い、以後の診断と治療に役立たせる。いわば、人体病理学分野は本学の組織体制
上では診断病理学分野と異なってはいるものの、実際的には一心同体である。人体病理学分野は直接患者に接す
ることはないが、患者の診断 · 治療の点において直接的に深く関わっている。一人の患者を中心とした臨床各科の
医師と臨床病理医間の意志疎通と強い連携診療は、最良の診療を行うための必須条件であり、これを現代社会は
特定機能病院としての大学病院に要請している。それ故に、人体病理学分野の医師は”doctor of doctors”とも云
われている良き臨床病理医であるべく、日々、診断病理学分野と一体となって人体病理学の研鑽に努め、患者の
ための病理学の実践と研究を遂行している。

( 6 ) 研究業績
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崇, 中島 康晃. 脂肪高含有経腸栄養負荷による乳糜胸胸発症予測因子の探索的研究. 第 79回日本臨床外科学
会総会 2017.11.24 東京国際フォーラム
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細胞生理学
Physiology and Cell Biology

講師　佐藤 信吾
助教　越智 広樹
特任助教　砂村 聡子

( 1 ) 分野概要

　多細胞生物では個々の細胞が独立した機能を発揮する一方で、他の細胞や細胞外環境とも連携しながら、さら
に機能的な生体システムを構築しています。細胞生理学では、個々の臓器の枠を越えた生体としての恒常性維持
機構および骨を中心とした臓器間ネットワーク機構を明らかにすることで、骨代謝異常症の病態の理解および新
規治療薬の開発を目指しています。

( 2 ) 研究活動

１．骨を中心とした臓器間ネットワークの解明

　近年の分子生物学の進歩により、骨代謝研究は飛躍的に進展しており、骨代謝を担う各細胞群に対する種々のホ
ルモンやサイトカイン類、転写因子等の重要性が明らかにされつつあります。しかし、骨代謝の全貌は未だに明ら
かになっていません。私達は世界に先駆けて脂肪由来ホルモンであるレプチンと交感神経系による骨代謝調節機
構を提唱してきました（Takeda S, Cell, 2002、Nature, 2005）。さらに、食欲抑制ペプチドの一種であるニューロ
メジン Uが脳に作用して骨形成を抑制することを見出しました（Sato S, Nat Med, 2007）。これら一連の報告は、
「神経系による骨代謝調節機構」として注目されています。また最近では、骨は FGF23やオステオカルシンなど
を分泌し、腎臓や膵臓の代謝を調節することが示されました。このように、骨と骨外臓器は独立して代謝を営ん
でいるわけではなく、ネットワークを形成し、互いの代謝を調節していることが明らかとなってきました。そこ
で、骨以外の臓器による骨代謝調節機構、また骨から脳への情報伝達機構を、種々の遺伝子改変マウスなどを用
いて検討し、骨を中心としたネットワーク医学の包括的な理解を目指しています。

２．感覚神経を介した骨代謝調節機構の解明

　上述のように、骨代謝は神経系によっても調節されていることが明らかとなってきましたが、そのメカニズム
については、未解明な部分が多く残されています。私達は、骨内の感覚神経が骨量の維持に重要な働きをしてい
ること、そして健康な骨の発達や骨の治癒には骨への感覚神経の侵入が重要であることを解明しました（Fukuda
T, Nature, 2013）。現在は、この成果をもとにした新しい骨粗鬆症治療薬の開発を目指しています。

３．マイクロ RNAによる骨代謝ならびに骨転移の制御機構の解明

　近年、タンパク質に翻訳されない非コード RNAが注目されています。中でもマイクロ RNAは生物の多様性に
関係し、また、マイクロ RNAの変異である種の遺伝性疾患が発症するなど、その生理的 · 病態生理的意義は極め
て大きいと考えられています。私達は骨代謝におけるマイクロ RNAの生理的意義を世界で初めて個体レベルで
明らかにしました（PNAS, 2009）。また、骨転移病変におけるマイクロ RNAの役割にも着目し、がん細胞が分
泌するマイクロ RNAが骨転移微小環境を制御していることも明らかにしました（Sato S, Hashimoto K, PNAS,
2018）。現在はこれらの成果をさらに発展させ、骨代謝ならびに骨転移を制御する新たなマイクロ RNAの同定 ·
機能解析を行うとともに、マイクロ RNAを標的とする新しい診断 · 治療法の開発を目指しています。
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４．骨 · 筋肉におけるメカニカルストレスの意義の解明

　骨や筋肉はメカニカルストレスを感知する臓器であり、メカニカルストレスの減少が骨や筋肉を弱くしてしま
うことが知られていますが、そのメカニズムはよくわかっていません。私達は、マウス後肢に重力がかからない
免荷モデルを用いて、無重力化が骨 · 筋肉の神経や血管の形成に与える影響を明らかにし、骨粗鬆症やサルコペニ
アにおける神経系 · 血管系の意義を検討しています。日本では骨粗鬆症およびサルコペニアの有病者数は急増して
おり、骨 · 筋肉におけるメカニカルストレスの意義の解明は、これらの疾患の病態解明や新たな治療法の開発につ
ながることが期待されます。

５．骨軟部腫瘍の発症機構の解明

　骨や筋肉のような非上皮系の組織から発生する悪性腫瘍を骨軟部肉腫といいますが、肉腫発症のメカニズムは
未だ不明であり、また、多くの肉腫において起源となる細胞すら同定されていません。私達は近年、骨肉腫を発
症する新しいマウスモデルの開発に成功し、また、肉腫の一部がペリサイトという間葉系の細胞から発生する可
能性を見出しました。骨軟部肉腫発症のメカニズムをさらに明らかにすることで、新しい抗がん剤や分子標的治
療薬の開発につなげたいと考えています。

( 3 ) 教育活動

学部教育：生理学講義、生理学実習を担当しています。また、プロジェクトセメスター、研究実践プログラム、研
究者養成コース、MD-PhDコース、歯学科研究実習からの数多くの学生に対する研究指導も行い、早期からの基
礎研究者の育成を目指しています。

大学院教育：大学院生には実際に研究グループに加わってもらい、細胞生理学的 · 分子生物学的手法を中心とした
研究指導を行い、国際的な生命科学研究者の育成を目指しています。

( 4 ) 教育方針

　研究分野の背景を十分に理解し、その上でさらに解き明かしていくべき課題を的確に把握する力を養成します。
さらに、提案された仮説に対してどのような検証実験が必要であるかを計画し、かつ得られた結果を客観的に解
釈し、論理的に討論 · 考察できる力を養成します。また、自身の研究成果を効果的にプレゼンする力を養成し、国
内 · 海外の学会での積極的な成果発表を奨励しています。

( 5 ) 研究業績

[原著]

1. A Sato, H Ochi, Y Harada, T Yogo, N Kanno, Y Hara. Bone morphogenetic protein 4 and bone mor-
phogenetic protein receptor expression in the pituitary gland of adult dogs in healthy condition and with
ACTH-secreting pituitary adenoma. Domest. Anim. Endocrinol.. 2017.01; 58; 126-133

2. Mukaihara K, Tanabe Y, Kubota D, Akaike K, Hayashi T, Mogushi K, Hosoya M, Sato S,Kobayashi
E, Okubo T, Kohsaka S, Saito T, Kaneko K, Suehara Y.. Cabozantinib and dastinib exert anti-tumor
activity in alveolar soft part sarcoma. PLoS One. . 2017.01; 12(9); e0185321

3. Daiei Takahashi, Takayasu Mori, Eisei Sohara, Miyako Tanaka, Motoko Chiga, Yuichi Inoue, Naohiro
Nomura, Moko Zeniya, Hiroki Ochi, Shu Takeda, Takayoshi Suganami, Tatemitsu Rai, Shinichi Uchida.
WNK4 is an Adipogenic Factor and Its Deletion Reduces Diet-Induced Obesity in Mice. EBioMedicine.
2017.04; 18; 118-127

4. Hirakawa H, Gatanaga H, Ochi H, Fukuda T, Sunamura S, Oka S, Takeda S, Sato S. Antiretroviral therapy
containing HIV protease inhibitors enhances fracture risk by impairing osteoblast differentiation and bone
quality JOURNAL OF INFECTIOUS DISEASES . 2017.05; 215(12); 1893-1897
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[総説]

1. 佐藤 信吾. 骨軟部肉腫のマウスモデル Bone Joint Nerve. 2017.07; 7(3); 375-383

2. 越智　広樹. 新規臓器連関が担う骨格筋恒常性維持機構の解明 季刊　腎と骨代謝. 2017.07; 30(3); 203-209

3. Hiroki Ochi, Paul Baldock, Shu Takeda. Central Neuronal Control of Bone Remodeling Primer on the
Metabolic Bone Diseases and Disorders of Mineral Metabolism, 9th Edition. 2017.09;

[講演 · 口頭発表等]

1. 佐藤信吾. 骨転移患者の骨折や麻痺を防ぐために整形外科医ができること. 第 45 回 Kyoto Orthopaedic
Seminar 2017.03.07 京都大学, 京都

2. 越智広樹. 感覚神経‐筋サテライト細胞という新規臓器連関が担う骨格筋恒常性維持機構の解明. 新学術領
域研究　宇宙に生きる　国際シンポジウム 2017.03.09 一橋講堂、東京

3. 高橋 大栄, 森 崇寧, 蘇原 映誠, 田中 都, 千賀 宗子, 井上 佑一, 野村 尚弘, 銭谷 慕子, 越智 広樹, 竹田 秀,
菅波 孝祥, 頼 建光, 内田 信一. WNK4は脂肪細胞分化の制御因子である. 第 60回日本腎臓学会学術総会
2017.05.26 仙台国際センター、仙台市

4. 佐藤　信吾. 病的骨折の撲滅に向けた医歯学融合集学的骨転移診療システムの構築. 第 43回日本骨折治療学
会 2017.07.08 ビッグパレットふくしま

5. 佐藤信吾, 橋本恭子, 砂村聡子, 越智広樹, 小柳広高, 二口充, 大川淳. がん細胞が分泌するマイクロ RNAが
骨転移のタイプを規定する ～造骨型骨転移を惹起する分泌型マイクロ RNAの同定～. 第 50回日本整形外
科学会骨軟部腫瘍学術集会 2017.07.14 京王プラザホテル

6. 佐藤信吾, 小柳広高, 平井高志, 三浪友輔, 阿江啓介, 大川淳. 医歯学融合集学的診療システムによる骨転移早
期治療介入の取り組みと効果. 第 50回日本整形外科学会骨軟部腫瘍学術集会 2017.07.14 京王プラザホテル

7. 小柳 広高, 松本 誠一, 眞鍋 淳, 下地 尚, 阿江 啓介, 谷澤 泰介, 五木田 茶舞, 澤村 千草, 佐藤 信吾, 船内 雄
生, 早川 景子, 高橋 拓也, 大川 淳, 川口 智義. 神経線維腫症 I型に合併した悪性末梢神経鞘腫症例の検討. 第
50回日本整形外科学会骨軟部腫瘍学術集会 2017.07.14 京王プラザホテル

8. 五木田 茶舞, 小柳 広高, 谷澤 泰介, 佐藤 信吾, 早川 景子, 船内 雄生, 黒田 浩司, 眞鍋 淳, 松本 誠一, 大川
淳, 下地 尚, 阿江 啓介. 骨外性粘液型軟骨肉腫の治療成績　 35症例における多施設後方視研究. 第 50回日
本整形外科学会骨軟部腫瘍学術集会 2017.07.14 京王プラザホテル

9. 船内 雄生, 松本 誠一, 眞鍋 淳, 下地 尚, 阿江 啓介, 谷澤 泰介, 五木田 茶舞, 佐藤 信吾, 小柳 広高, 早川 景
子, 三浪 友輔, 大川 淳. 多施設後方視研究で見た骨肉腫の治療成績総括. 第 50回日本整形外科学会骨軟部腫
瘍学術集会 2017.07.14 京王プラザホテル

10. 三浪 友輔, 佐藤 信吾, 阿江 啓介, 大川 淳. 発生頻度がきわめて稀な肺原発頭蓋外髄膜腫の多発骨転移の 1例.
第 50回日本整形外科学会骨軟部腫瘍学術集会 2017.07.14 京王プラザホテル

11. 阿江 啓介, 松本 誠一, 谷澤 泰介, 五木田 茶舞, 早川 景子, 船内 雄生, 南雲 吉祥, 川口 智義, 佐藤 信吾, 大川
淳. 切除縁評価と骨 · 軟部肉腫手術 新しい切除縁評価法による safe margin解析. 第 50回日本整形外科学会
骨軟部腫瘍学術集会 2017.07.14 京王プラザホテル

12. 橋本恭子、砂村聡子、越智広樹、大川淳、二口充、竹田秀、佐藤信吾. がん細胞由来分泌型マイクロ RNA
が造骨型骨転移を惹起する. 第 17回東京骨関節フォーラム 2017.07.15 東京大学山上会館、東京

13. 越智広樹. 感覚神経‐筋サテライト細胞という新規臓器連関が担う骨格筋恒常性維持機構の解明. 新学術領
域研究　宇宙に生きる　 H29年度 第 1回全体会議 2017.07.17 秋保リゾートホテルクレセント、仙台

14. 平川弘幸、潟永博之、越智広樹、橋本恭子、砂村聡子、岡慎一、竹田秀、佐藤信吾. HIV感染者に対する多
剤併用療法は骨質の低下を介して骨折リスクを増加させる. 第 35回日本骨代謝学会学術集会 2017.07.28 ホ
テル日航福岡、福岡市

15. Kyoko Hashimoto, Satoko Sunamura, Hiroki Ochi, Toru Fukuda, Atsushi Okawa, Mitsuru Futakuchi, Shu
Takeda, Shingo Sato. Cancer cell-derived microRNA induces osteoblastic phenotype in bone metastasis
microenvironment. 14th Meeting of Bone Biology Forum 2017.08.18 Cross wave Makuhari, Chiba
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16. Kyoko Hashimoto, Satoko Sunamura, Hiroki Ochi, Toru Fukuda, Atsushi Okawa, Mitsuru Futakuchi, Shu
Takeda, Shingo Sato. Cancer cell-derived microRNA induces osteoblastic phenotype in bone metastasis
microenvironment. American Society of Bone and Mineral Research 2017 Annual Meeting 2017.09.08
Denver, USA

17. 佐藤信吾, 小柳広高, 平井高志, 湯浅将人, 三浪友輔, 阿江啓介, 大川淳. 医歯学融合集学的診療システムによ
る骨転移早期治療介入の取り組みと効果. 第 66回東日本整形災害外科学会 2017.09.15 京王プラザホテル

18. 麻生 義則, 金 光文, アブルカスム · アクバル , ゾリビア · エビブラ , 朴 金瑛, 越智 広樹, 宮田 敏男, 大川 淳.
閉経後骨粗鬆症モデルにおいて新規 PAI-1阻害薬は骨形成を刺激して骨密度を回復させる. 第 19回日本骨
粗鬆症学会 2017.10.20 大阪国際会議場、大阪市

19. 金 光文, 朴 英瑛, Aobulikasimu Alkebaier, Zulipiya Aibibula, 段 孝, 市村 敦彦, 赤堀 浩司, 宮田 敏男, 越智
広樹, 佐藤 信吾, 大川 淳, 麻生 義則. 新規 PAI-1阻害薬は閉経後骨粗鬆症モデルの骨密度を回復させる. 第
32回日本整形外科学会基礎学術集会 2017.10.27 沖縄コンベンションセンター. 宜野湾市

20. 橋本恭子、砂村聡子、越智広樹、大川淳、二口充、竹田秀、佐藤信吾. がん細胞由来分泌型マイクロ RNAが
造骨型骨転移を惹起する. 第 32回日本整形外科学会基礎学術集会 2017.10.27 沖縄コンベンションセンター、
沖縄県宜野湾市

21. Aobulikasimu Alkebaier, 金 光文, 朴 金瑛, Zulipiya Aibibula, 段 孝, 市村 敦彦, 宮田 敏男, 越智 広樹, 佐藤
信吾, 大川 淳, 麻生 義則. 新規 PAI-1阻害剤はマウス骨髄除去モデルにおいて骨形成を促進する. 第 32回
日本整形外科学会基礎学術集会 2017.10.27 沖縄コンベンションセンター. 宜野湾市

22. 佐藤信吾, 平川弘幸, 越智広樹, 橋本恭子, 砂村聡子, 岡慎一, 大川 淳, 竹田秀, 潟永 博之. HIVに対する多剤
併用療法は骨質の低下を介して骨折リスクを増加させる. 第 32回日本整形外科学会基礎学術集会 2017.10.27
沖縄コンベンションセンター. 宜野湾市

23. Kyoko Hashimoto, Hiroki Ochi, Satoko Sunamura, Toru Fukuda, Kenta Yao, Yo Mabuchi, Atsushi Okawa,
Chihiro Akazawa, Mitsuru Futakuchi, Shu Takeda, Shingo Sato. Cancer-secreted hsa-miR-940 induces
osteoblastic phenotype in the bone metastatic microenvironment via targeting ARHGAP1 and FAM134A.
ERATO/AMED-CREST/PRESTO Joint International Symposium 2017.12.04 International Institute for
Advanced Studies, Kyoto

[受賞]

1. 学長裁量優秀若手研究者奨励賞, 東京医科歯科大学, 2017年 08月

[社会貢献活動]

1. -がん治療 update- 整形外科「骨転移専門外来」をご活用ください！ , 第 3回「がんを考える」市民公開講
座, 東京医科歯科大学, 2017年 01月 15日
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分子細胞循環器学
Molecular Cellular Cardiology

教授　　　　　　 　　　　　　　 古川 哲史
助教　　　　　　　 　　　　　　 井原 健介
ポスドク（ＲＰＤ） 　　　　　　 児玉 昌美
ポスドク（ＰＤ） 　　　　　　　東島 佳毅
ポスドク　　　　　　　　　　　　山添　正博
大学院生（Ｄ２）　　　　　　　　杨　筱茜
大学院生（Ｄ２小児科）　　　　　山口　洋平
大学院生（Ｄ１歯科麻酔学）　　　阿部　桂子
大学院生（Ｍ２）　　　　　　　　石井 修平
大学院生（Ｍ２）　　　　　　　　孙　溢晗
技術補佐員　　　　　　　　　　　木村　麗子
事務補佐員　　　　　　　　　　　高倉　由記子　

( 1 ) 分野概要

心血管系の難治疾患 · コモン疾患（特に不整脈 · 突然死）の病態解明研究を、多角的アプローチ（ゲノム研究、パッ
チクランプ実験、遺伝子組み換えマウス、計算科学的研究など）により行っている。得られた成果を元に、患者に
還元できるトランスレーショナル研究を目指している。

( 2 ) 研究活動

1. 心房細動の研究
心房細動は患者数が多く (患者数 80万人、推定患者数 170万人)、合併症の脳梗塞 · 認知症 · 心不全などにより
QOLの著しい低下をきたす。心房細動による脳梗塞患者は約 40万おり、その 4割 (16万人)が寝たきり · 要介護
なる。特に、発作性で無症状の患者が多数おり、これらの患者で高頻度に脳梗塞を発症する。すなわち、この潜
在的な心房細動患者を同定して、脳梗塞の予防を行うことが国民の健康にとって極めて重要となる。心房細動は、
高血圧患者における血圧測定、心不全患者における BNP測定などの良いマーカーがないことから、ゲノム · バイ
オマーカーなどによる個別化医療の展開が極めて重要と考えられる。
私たちは、本学バイオリソースセンター田中敏博教授と一緒に心房細動患者 1万人以上、コントロール患者 15万
人以上の日本人大集団でゲノムワイド関連解析 (GWAS)を行い、14の心房細動感受性 1塩基多型 (SNPs)を同定
した。14の心房細動関連 SNPsを用いて、心房細動発症予測の weighed Genetic Risk Score (GRS)を算出し、す
べての SNPsを複合して得られたオッズ比が 7.58であった (Nat. Genet. 2017)。医療介入による個別化医療の実
現にはオッズ比が 50、生活習慣への介入による個別化医療の実現にはオッズ比が 20程度は必要とされている。そ
こで、まずゲノム情報と臨床情報を組み合わせてみた。オッズ比は有意に上昇するものの生活習慣への介入が必
要な 20には達しなかった。そこで、ゲノム情報 · 臨床情報に加えて、バイオマーカーの探索を行い、4つの循環
マイクロ RNAが心房細動発症患者で上昇しており、4つのマイクロ RNAを総合するとオッズ比は 15弱となっ
た (Circ. J. 2018 [ in press] )。

2. Pannexinの研究
Pannexinは、ギャップ結合チャネルファミリーの一員である。細胞間でギャップ結合チャネルを形成する connexin
とは異なり、細胞表面でヘミチャネルとして存在し低分子化合物の細胞内外の移動を行う。心臓では、心筋梗塞を
発症する前に虚血発作 (狭心症)を認める場合は梗塞範囲が小さくて済むことが知られており、虚血プレコンディ
ショニング ischemic preconditioningと呼ばれる。これには細胞外 ATPが重要であることが知られているが、こ
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の ATPの起源は不明であった。単離した心筋細胞を虚血に暴露すると ATPの放出が起こるが、pannexin-1を
ノックアウトしたマウスから単離した心筋細胞では虚血による ATPの放出が起こらなかった。In vivoでも、野
生型マウスでは冠動脈を結紮し心筋梗塞を誘導する前の短時間の虚血により心筋梗塞の面積が著しく縮小するが、
pannexin KOマウスでは心筋梗塞の面積の縮小がほとんど見られなかった。以上から、虚血による ATP放出の
経路は pannexinであることが明らかとなった。
これより、pannexinの活性化薬は新しいタイプの心臓薬となる可能性が示唆され、東京医科歯科大学ケミカルラ
イブラリーの既存ライブラリーのスクリーニングを行い、pannexin-1を活性化する低分子化合物を 2つ同定した。
これが新たな心臓薬のシーズになるか否かを、in vivo実験で検討中である。

3. 光学マッピングを用いた不整脈発生機序解析
薬物性不整脈に関する ICH非臨床安全性試験に、ヒト iPS細胞由来心筋細胞を利用していくという流れが整いつ
つある。その流れの中で、計算科学的方法（in silico）を用いることで、in vitroアッセイ法による心毒性評価法
の予測精度を向上するための研究を行っている。ヒト iPS由来心筋モデル構築を目指して、国立医薬品食品衛生
研究所関野祐子博士、諫田泰成博士、滋賀医科大学芦原貴司博士、大阪大学医学部永森收志博士、古谷和春博士と
共同でと共同で、ヒト iPS細胞由来心筋細胞を用いた心毒性評価システムの構築とその検証を行っている（論文
投稿中）。

4. 心不全発症に関わる性特異的miRNAs
ヒト心不全は男女とも加齢を経るに従って発症率が高くなり、男性優位な疾病である。我々は性ホルモンとエピ
ジェネティック因子に着目しmRNAアレイ解析を行ってきたが、顕著に発現変動する因子は見出されなかった。
そこで、低分子量 RNAs（microRNAs; miRNAs）に着目しヒト男女心不全患者と心不全モデルマウス♂♀におい
て、発現変動がありバイオマーカーとしての可能性のあるmRNAsとmiRNAsのプロファイリングを行った。本
解析には、特に有望なmiRNAsのみを選定する in silico解析パイプラインを R環境でプログラムし使用した。こ
の解析により、心疾患において発現量が変化する有望なmiRNAsが、男性からは 2つ、女性においては 3つ候補
miRNAが単離された。ヒト心疾患で発現変動する miRNAsのうち、マウスにおいても心筋梗塞時に発現変動す
るmiRNAsを優先的に機能解析してきた。マウスにおいて正常発生、心筋梗塞時におけるmiRNAsの網羅解析を
行った。その結果、ヒト網羅解析で同定されたmiRNAのうち、男性において 1つ、女性において 2つがマウスに
おいても心筋梗塞に応答することが判明した（Tsuji. et al., PLoS One 2017）。さらに、ターゲット遺伝子予測、
Gene Ontology解析を行ったところ、miR2861、miR-139-5pが遺伝子発現制御やクロマチン制御、さらに心疾患
や細胞死、再生に関わる遺伝子を優先的にターゲットとすることが予測された。心臓細胞の初代培養系において
これらのmiRNAsをノックダウンしたところ、細胞増殖に変化は見られなかったものの、拍動心筋細胞の数が優
位に減少した。

( 3 ) 教育活動

医学部
　 2年生　神経生理学導入（2コマ）
　 2年生　生理学（6コマ）
　 3年生　循環器学（1コマ）
　 4年生　プロジェクトセメスター
歯学部
　 3年生　薬理学 III（2コマ）
　 3年生　病態科学演習（2コマ）
保健衛生学科検査学専攻
　 3· 4年生　心臓生理学（科目責任者、8コマ）

( 4 ) 研究業績

[原著]

1. Kimura Y, Aiba T, Sasano T, Furukawa T, Kusano K, Shimizu W. IRX3 variant as a modifier of Brugada
syndrome with frequent ventricular fibrillation. Heart Rhythm Case Report. 2017;

2. Kuroda Y, Yuasa S, Watanabe Y, Ito S, Egashira T, Seki T, Hattori T, Ohno S, Kodaira M, Suzuki
T, Hashimoto H, Okata S, Tanaka A, Aizawa Y, Murata M, Aiba T, Makita N, Furukawa T, Shimizu
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W, Kodama I, Ogawa S, Kokubun N, Horigome H, Hoeir M, Kamiya K, Fukuda K. Flecainide amelio-
rates arrhythmogenicity through NCX flux in Andersen-Tawil syndrome-iPS cell derived cardiomyocytes
Biochemical Biophysical Reports. 2017.01; 9; 245-256

3. Liu L, Ebana Y, Nitta J, Takahashi Y, Miyazaki S, Tanaka T, Komura M, Isobe M, Furukawa T. Genetic
variants associated with susceptibility to atrial fibrillation in Japanese population Canadian Journal of
Cardiology. 2017.04; 33; 443-449

4. Li M, Kanda Y, Ashihara T, Sasano T, Nakai Y, Kodama M, Hayashi E, Sekino Y, Furukawa T, Kurokawa
J. Overexpression of KCNJ2 in induced pluripotent stem cell-derived cardiomyocytes for the assessment
of QT-prolonging drugs Journal of Pharmacological Science. 2017.06; 134(2); 75-85

5. Low SK, Takahashi A, Ebana Y, Ozaki K, Christophersen IE, Ellinor PT; AFGen Consortium., Ogishima
S, Yamamoto M, Satoh M, Sasaki M, Yamaji T, Iwasaki M, Tsugane S, Tanaka K, Naito M, Wakai K,
Tanaka H, Furukawa T, Kubo M, Ito K, Kamatani Y, Tanaka . Identification of six new genetic loci
associated with atrial fibrillation in the Japanese population Nature Genetics. 2017.06; 49(6); 953-958

6. Zaw KTT, Sato N, Ikeda S, Thu KS, Mieno MN, Arai T, Mori S, Furukawa T, Sasano T, Sawabe M,
Tanaka M, Muramatsu M. Association of ZFHX3 gene variant with atrial fibrillation, cerebral infarction,
and lung thromboembolism:An autopsy study Journal of Cardiology. 2017.08; 70(2); 180-184

7. Ebana Y, Ozaki K, Liu L, Hachiya H, Hirao K, Isobe M, Kubo M, Tanaka T, Furukawa T. Clinical
utility and functional analysis of variants in atrial fibrillation-associated locus 4q25 Journal of Cardiology.
2017.10; 70(4); 366-373

8. Miyazaki S, Ebana Y, Liu L, Nakamura H, Hachiya H, Taniguchi H, Takagi T, Kajiyama T, Watanabe
T, Igarashi M, Kusa S, Niida T, Iesaka Y, Furukawa T. Chromosome 4q25 variants and recurrence after
second-generation cryoballoon ablation in patients with paroxysmal atrial fibrillation International Journal
of Cardiology. 2017.10; 244; 151-157

9. Yusuke Ebana, Kouichi Ozaki, Lian Liu, Hitoshi Hachiya, Kenzo Hirao, Mitsuaki Isobe, Michiaki Kubo,
Toshihiro Tanaka, Tetsushi Furukawa. Clinical utility and functional analysis of variants in atrial fibrillation-
associated locus 4q25. J Cardiol. 2017.10; 70(4); 366-373

10. Yoshioka K, Kuroda S, Takahashi K, Sasano T, Furukawa T, Matsumura A. Calcification of joints and
arteries with novel NT5E mutations with involvement of upper extremity arteries Vascular Medicine.
2017.12; 22(6); 541-543

[書籍等出版物]

1. 古川哲史. ナース専科　大特集　使い分けの根拠が分かる！循環器の薬. 株式会社エム ·エム ·エス, 2017.01

2. 古川　哲史. 内科学. 朝倉書店, 2017.03 (ISBN : 978-4-254-32270-5)

3. 古川　哲史. 誰も教えてくれなかった循環器薬の選び方と使い方ー薬理学的な裏付けもわかる本—. 2017.03
(ISBN : 978-4-88378-895-8)

4. 古川　哲史. ナース専科　特集１とことんわかる心電図. エム · エム · エス, 2017.05

5. 古川　哲史. しくみからマスターする Dr.フルカワの心電図の読み方. 総合医学社, 2017.10 (ISBN : 978-4-
88378-656-5)

6. 古川　哲史. 血圧と心臓が気になる人のための本. 新潮社, 2017.12 (ISBN : 978-4-10-610747-4)

[総説]

1. [ 編集 ] 青沼和隆 [ 著者 ] 古川哲史. 不整脈を科学する 別冊 · 医学のあゆみ. 2017.03; 103-107

2. 古川　哲史. 心臓の限局した部位から生じる不整脈 生体の科学. 2017.12; 68(6); 564-568
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[講演 · 口頭発表等]

1. 古川　哲史. コモン不整脈の遺伝的リスク. 第 243回日本循環器学会関東甲信越地方会 2017.02.04 ステー
ションコンファレン東京

2. Lian Liu, Yusuke Ebana, Jun-ichi Nitta, Yoshihide Takahashi, Shinsuke Miyazaki, Toshihiro Tanaka,
Masatoshi Komura, Mitsuaki Isobe, Tetsushi Furukawa. Common genetic variants indicate the risk of
atrial fibrillation in Japanese population. 第 63回日本不整脈心電学会学術大会 2017.07.16 札幌 コンベン
ションセンター

3. Sekigawa M, Satoh A, Nitta J, Sato Y, Honda Y, Kuroda S, Kanoh M, Suzuki M, Inaba O, Muramatsu
K, Yamato T, Matsumura Y, Asakawa K, Ebana Y, Furukawa T, Hirao K, Isobe M. Effect of SNP on
9q22 (rs6479562) on the progression from paroxysmal atrial fibrillation to persistent atrial fibrillation.
The 78th Annual Scientific Meeting of the Japanese Circulation Society Tokyo

4. Sato Y, Satoh A, Nitta J, Honda Y, Kuroda S, Sekigawa M, Kanoh M, Suzuki M, Inaba O, Muramatsu
K, Yamato T, Matsumura Y, Asakawa K, Ebana Y, Furukawa T, Hirao K, Isobe M. Impact of SNP on
IL6R (rs7514452) for age at onset of atrial fibrillation. The 78th Annual Scientific Meeting of the Japanese
Circulation Society Tokyo

5. Furukawa T, Okata S, Yuasa S, Suzuki T, Makita N, Kurokawa J, Egashira T, Yamakawa H, Seki T,
Aizawa T, Hashimoto H, Kuroda Y, Tanaka A, Yae K, Murata M, Aiba T, Shimizu W, Horie M, Kodama
I, Ogawa S, Fukuda K. Disease modeling using iPS cells. The 78th Annual Scientific Meeting of the
Japanese Circulation Society Tokyo

6. Kurokawa J, Fujizuka M, Hayashi E, Ashihara T, Kanda Y, Sekino Y, Furukawa T. Effects of hydro-
gel culture substrate on contractile properties and gene expression profiles of human iPS cell-derived
cardiomyocytes.. 日本薬学会 神戸

[社会貢献活動]

1. 心房細胞, NHK, ガッテン！ , 2017年 11月 17日
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幹細胞制御
Stem Cell Regulation

教 授 田賀　哲也
准 教 授 信久　幾夫
助 教 椨　　康一
技術補佐員/秘書 　井上　和子

( 1 ) 分野概要

個体発生において、各組織 · 器官を構成する多細胞集団を生み出すもととなるそれぞれの組織 · 器官特異的な幹細
胞が重要な役割を担っている。それら幹細胞の発生、多分化能の維持、おのおのの細胞系譜への分化、の各過程
には、細胞増殖分化因子群や細胞表面分子群等を介した細胞外来性シグナルと、エピジェネティック修飾や転写
因子存在プロファイルなどに基づく細胞内在性プログラムが深く関わっている。当分野では、このように生体内
各組織の形成 · 維持 · 再生に重要な役割を果たす幹細胞に焦点をあてて、正常組織幹細胞 (体性幹細胞)としては
主に神経幹細胞や造血幹細胞を研究対象として、幹細胞制御の分子基盤を明らかにすることを目的とした研究を
実施している。また、癌幹細胞およびその生存に寄与する微小環境である癌幹細胞ニッチの特性解明にも取り組
んでおり、総合的に得られた知見が、神経幹細胞 · 造血幹細胞のみならず広く生体内各組織の発生 · 再生に関わる
正常幹細胞や、癌の再発に関与する癌幹細胞を制御する機構の普遍的理解ならびに、医療応用への糸口となるよ
う研究を推進している。

( 2 ) 研究活動

生体内各組織の形成 · 維持 · 再生に重要な役割を果たす幹細胞は、それぞれの組織を構成する多細胞集団を生み出
す一方で、そのような多分化能を維持した自己複製も行う。それら組織幹細胞（体性幹細胞）の発生や多分化能
維持、あるいは組織内各細胞系譜への分化といった過程においては、増殖分化因子や細胞外マトリクスなどによ
る細胞外来性のシグナルと、エピジェネティック修飾や転写因子存在プロファイルに基づく細胞内在性のプログ
ラムが深く関わっている。幹細胞制御分野における組織幹細胞に焦点を当てた研究は、主として神経幹細胞や造
血幹細胞を研究対象として幹細胞制御の分子基盤を明らかにすることを目的として実施している。また癌幹細胞
に焦点を当てた研究では、癌幹細胞の特性解明とともに、癌幹細胞の維持に寄与する微小環境（ニッチ）の分子基
盤解明にも取り組んでいる。総合的に得られた知見が、神経幹細胞や造血幹細胞のみならず広く生体内組織の発
生 · 再生に関わる正常幹細胞や、癌の再発に関与する癌幹細胞を制御する機構の普遍的理解ならびに、医療応用へ
の開発的研究の手がかりとなるよう研究を推進している。

( 3 ) 教育活動

個体発生における器官形成過程では、組織 · 器官を構成する多細胞集団を生み出すもととなる組織 · 器官特異的幹
細胞の発生、多分化能維持、ならびに各細胞系譜への分化機構が重要である。それらの機構には増殖分化因子群
や細胞表面分子群等を介した細胞外来性シグナルと、エピジェネティック修飾や転写因子存在プロファイル等に
基づく細胞内在性プログラムが深く関わっている。幹細胞を制御する知識 · 技術の習得および基礎的 · 応用開発的
研究の推進は、幹細胞に派生する各種組織 · 臓器の発生と再生の理解に結びつく重要な意義がある。当分野ではこ
れらを念頭にして、主として中枢神経系や造血系の幹細胞および、癌幹細胞を対象とした教育に取り組んでいる。
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( 4 ) 教育方針

組織の発生と修復を理解する上で、それぞれの組織を構成する多細胞集団を生み出すもととなる組織特異的幹細
胞の制御機構を学ぶことは重要な意義がある。当分野の教育においては、主として中枢神経系や造血系、その他
の組織特異的幹細胞だけでなく、癌組織における幹細胞（癌幹細胞）も対象として、幹細胞制御について学ぶ。そ
の際、増殖分化因子群等を介した細胞外来性シグナルと、エピジェネティック修飾等に基づく細胞内在性プログ
ラムなど多角的観点から取り組むことで、広く生体内の正常組織幹細胞や、病態における幹細胞の制御機構が理
解できるよう努める。

( 5 ) 研究業績

[原著]

1. Wang W, Tabu K, Hagiya Y, Sugiyama Y, Kokubu Y, Murota Y, Ogura SI, and Taga T. Enhancement
of 5-aminolevulinic acid-based fluorescence detection of side population-defined glioma stem cells by iron
chelation. Sci Rep. 2017.02; 7; 42070

2. Harada K, Nobuhisa I, Anani M, Saito K, Taga T. Thrombopoietin contributes to the formation and the
maintenance of hematopoietic progenitor-containing cell clusters in the aorta-gonad-mesonephros region.
Cytokine. 2017.07; 95; 32-42

3. Ito K, Noguchi A, Uosaki Y, Taga T, Arakawa H, Takizawa.. Gfap and Osmr regulation by BRG1 and
STAT3 via interchromosomal gene clustering in astrocytes. Mol Biol Cell.. 2017.11; in press

[総説]

1. 椨康一、室田吉貴、田賀哲也. 合成ポリマーを用いた癌幹細胞ニッチの特性解明 バイオマテリアル -生体材
料-. 2017.01; 35(1); 42-45

2. 椨康一、田賀哲也. がん幹細胞によるがん進展メカニズム 次世代がん治療. 2017.06; 51-57

[講演 · 口頭発表等]

1. Tabu K and Taga T. Self-maintenance strategies of glioma stem cells (GSCs) involving GSC-induced
protumoral macrophages. 11th International Symposium of The Institute Network 2017.01.27 Tokushima
University, Tokushima, Japan

2. Murota Y, Schmidt S, Tabu K, Ito H, Tanaka S, Bradley M and Taga T. Screening for human pancreatic
cancer stem cell niche mimicry by using synthetic polymer microarrays. The 15th Stem Cell Research
Symposium 2017.05.27 Tokyo University, Tokyo, Japan

3. Taga T, Takayanagi H, Takeuchi T. Comprehensive perspectives of systemic and organ specific inflam-
matory responses (Opening Remarks by T. Taga).. 13th World Congress on Inflammation: Symposium
on "Comprehensive perspectives of systemic and organ specific inflammatory responses" (organized by T.
Taga, H. Takayanagi, and T. Takeuchi). 2017.07.08 Hilton London Metropole, London, United Kingdom

4. 田賀哲也、椨康一. 神経膠腫癌幹細胞の利己的生存戦略による癌の進展. 第 38回日本 炎症 · 再生医学会
2017.07.18 大阪国際会議場、大阪

5. Tabu K, Wang W, Murota Y and Taga T. Self-expanding strategies of glioma stem cells that involves
macrophages to adapt to iron-deprivation stress. The 76th Annual Meeting of the Japanese Cancer
Association 2017.09.28 Pacifico Yokohama, Yokohama, Japan

6. Murota Y, Wenqing GY, Tabu K, and Taga T. Establishment of glioma mouse model by transducing
oncogenic H-RasV12 gene into the p53 deficient astrocytes. The 76th Annual Meeting of the Japanese
Cancer Association 2017.09.30 Pacifico Yokohama, Yokohama, Japan

7. 室田 吉貴、Sara Schmidt、椨 康一、伊藤　浩光、田中 真二、Mark Bradley、田賀 哲也. 膵臓癌幹細胞ニッ
チを擬態する合成ポリマーのスクリーニング. Consortium of Biological Sciences 2017 2017.12.07 Pacifico
Yokohama, Yokohama, Japan
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8. Saito K, Nobuhisa I, and Taga T. The mechanism of maintaining the undifferentiated state of hematopoi-
etic stem cell by Sox17 and TET family members. The 40th Annual Meeting of the Molecular Biology
Society of Japan 2017.12.07 Kobe International Conferance Center, Kobe, Japan

9. 松永　浩明、椨　康一、田賀　哲也. グリオーマ幹細胞による宿主マクロファージ制御におけるオートスキ
ジス様細胞死の役割. Consortium of Biological Sciences 2017 2017.12.08 Pacifico Yokohama, Yokohama,
Japan

10. 椨　康一、巽　瑠璃子、田賀　哲也. 宿主単球 · マクロファージの誘導によるグリオーマ幹細胞の鉄欠乏ス
トレスへの適応：ニッチ自己構築機構の解明. Consortium of Biological Sciences 2017 2017.12.08 Pacifico
Yokohama, Yokohama, Japan

11. Nobuhisa I, Takahashi S, Saito K, and Taga T. Role of adhesion molecules induced by a transcription
factor Sox17 in intra-aortic hematopoietic cell cluster formation in midgestation mouse embryos. The
46th Annual Meeting of The Japanese Society for Immunology 2017.12.12 Sendai International Center,
Sendai, Japan

[その他業績]

1. 「癌再発に深く関わる癌幹細胞が診断薬 5-ALAによる検出を免れる特性を発見」―　癌の再発リスクを抑
える診断 · 治療法の開発に期待　―, 2017年 02月
Scientific　 Reports

[社会貢献活動]

1. Inflammation and Regeneration誌　 Editorial Board, 2002年 07月 01日 - 現在

2. Genes to Cells誌　 Editorial Board, 2005年 04月 01日 - 現在

3. 熊本大学発生医学研究所 運営協議会委員, 2010年 04月 01日 - 2018年 03月 31日

4. 熊本大学大学院 博士課程教育リーディングプログラム 評価委員 · 同会議議長, 2014年 04月 01日 - 2018年
03月 31日

5. 千葉大学テニュアトラック審査 · 評価部会委員, 2016年 04月 01日 - 2018年 03月 31日

6. 独立行政法人 日本学術振興会 特別研究員等審査会専門委員, 2016年 08月 01日 - 2017年 07月 31日

7. 独立行政法人 日本学術振興会 国際事業委員会書面審査員 · 書面評価員, 2016年 08月 01日 - 2017年 07月
31日

8. 大阪府立茨木高等学校からの訪問高校生の受け入れ, 2017年 08月 03日





— 567 —

器官システム制御学講座

分子薬理学
Molecular Pharmacology

教授　　 野田　政樹
准教授　 江面　陽一
助教 　　伊豆　弥生

( 1 ) 分野概要

本分野の研究は、生体のカルシウム調節系に関わる器官および組織における細胞の分子レベルでの制御機構につ
いての解析を行うことにある。特に、カルシウム調節の分子機構の解明により、骨粗鬆症をはじめとする骨格系
疾患の治療ならびに予防法の確立に寄与する知見を得ることに重点をおいている。

概略
　本研究分野の主な難治疾患研究の対象は、カルシウム代謝異常疾患、特に骨粗鬆症ならびに後縦靭帯骨化症等
の骨量異常疾患である。これらの疾患の分子生物学的、細胞生物学的な病態生理学的基盤の解明を目指しており、
研究項目は、以下の点である。（1）細胞分化の制御に関わる転写因子の解析。（2）成長因子ならびにサイトカイン
による細胞機能制御機構の研究。（3）ホルモンによる遺伝子発現制御機構の研究。（4）遺伝子ノックアウト動物を
用いた疾患動物モデルの作成。（5）骨芽細胞、軟骨細胞の分化に関わる発生生物学的研究。（6）破骨細胞の形成な
らびに機能調節に関する分子生物学的研究。（7）物理学的環境因子の骨芽細胞機能への影響の細胞生物学的研究。

( 2 ) 研究活動

骨格系は生体のカルシウム調節系の最大の代謝器官である。骨格系を維持する骨代謝の平衡は、骨組織を形成す
る骨芽細胞や吸収を行う破骨細胞による骨のリモデリング調節によって保たれている。このリモデリングの平衡
が破綻することにより、骨粗鬆症などの骨格系疾患が生じる。骨芽細胞は、未分化間葉系の細胞より分化する過
程において局所の調節因子ならびに全身性の調節因子であるホルモンの制御を受ける。これらの因子は、細胞内
シグナル伝達機構を介して、核へ情報が伝達され、その下流で活性化される転写因子が細胞分化を決定する。マ
トリックスが主体の骨では接着シグナルと転写因子のシグナルが相互作用する。さらに、この過程に関わるサイ
トカインおよび転写因子の機能と調節、ならびにこれらの細胞機能を調節し、局所的に作用する因子の解析を進
めている。破骨細胞は、血液の幹細胞由来の前駆細胞から分化するが、その分化過程における細胞間の制御機構、
サイトカインなどの局所における調節因子群による分化制御機構、また、細胞内で機能する転写因子の制御機構
を研究対象としている。さらに骨の形成ならびに吸収とリモデリングの機構の解明により、骨 · 軟骨組織の再生医
工学の基盤研究を柱としている。上記の問題解明へのアプローチ方法の一つとして、ノックアウトマウスならび
にトランスジェニックマウス、ウイルスによる遺伝子導入、網羅的遺伝子発現の解析、ゲノムデータベースの探
索を行い、難治疾患の診断法や治療法、さらに再生医学的技術の開発へ向けた基礎研究を行う。
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幹細胞医学分野
Stem Cell Biology

教　　授：西村　栄美
准教授：難波　大輔
助　　教：松村　寛行
プロジェクト助教：毛利　泰彰
　　　　　　　　　森永　浩伸
　　　　　　　　　浅川　杏祐
大学院生（博士）：高田　亜希
　　　　　　　　　劉　楠
　　　　　　　　　 Sally Eshiba
　　　　　　　　　村口　太一
　　　　　　　　　芹澤　直隆
加藤　智起
特任研究員：加藤　靖子
　　　　　　顧　潔
大学院生（修士）：松崎　健
連携研究員：佐藤　宗範
　　　　　　早野　元詞
技術補佐員：矢嶋　玲子
　　　　　　西森　由里子
　　　　　　西貝　燕
　　　　　　難波　富士緒
　　　　　　寺井　梢
　　　　　　 Tan Li Jing
秘　　 書：渡邉　郁

( 1 ) 分野概要

生体を構築する多くの組織や臓器の恒常性維持においては、幹細胞システムが大きな役割を果たしている。本研
究分野では、幹細胞システムの動作原理の研究を通じて、生体組織の再生、老化、がん化の仕組みを理解し、臨床
に応用すべく研究を行っている。ほ乳類の皮膚の表皮、そしてその付属器である毛包や汗腺の幹細胞システムを
モデルとして、幹細胞の同定、幹細胞周囲の微小環境（ニッチ）が幹細胞運命を制御する仕組みとその分子基盤の
解明と疾患発症や病態との関連の研究を通じて、幹細胞医学という新しい領域を創成し、創薬、先制医療、再生医
療へと応用することを目指している。

( 2 ) 研究活動

1. 組織幹細胞の同定　
　幹細胞とは、細胞の将来の能力のことをいう。成体の組織や臓器において、個々の細胞の運命を解析するシス
テムが開発され、幹細胞の同定技術が進んでいる。皮膚は、体重の約１６％を占める最大の臓器であり、外界か
ら個体を隔て生命を護っている。表皮、真皮、皮下脂肪織から成り、毛包や汗腺などの付属器を持つ。
皮膚では、恒常的に角化細胞が新陳代謝を行なうのに対して，毛包は周期的に再生を行なう器官であり、多くの細
胞が毛周期ごとに新しく入れ替わる。皮膚は、その外観から変化が容易に検出できる上、簡単にアクセスできる
点で実験系としても優れている。特に毛包においては幹細胞およびニッチの可視化を行いやすいなどの利点があ
る。色素細胞系譜の幹細胞（色素幹細胞）については、我々が２００２年にマウス成体の毛包内を世界に先駆け
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て同定し報告した (Nishimura EK. et al., Nature, 2002.)。最近は、毛包のない掌蹠において豊富に存在する汗腺
の中に自己複製可能な色素幹細胞を発見し、その同定，性状解析を進めている (Okamoto N et al.PCMR, 2014) 。
そのほか、表皮や真皮の組織幹細胞についてもその同定と応用についての研究を進めている（４．を参照）。

2. 白髪や脱毛などの老化形質の発現メカニズムの解明
　加齢に伴い、多くの組織臓器で機能低下および器質的変化が見られるようになる。白髪や脱毛は、最も典型的な
老化現象の一つでもある．我々はこれまでに加齢マウスの髭毛包内において、色素幹細胞がニッチ内において異所
性に分化すること、これによって幹細胞が枯渇し色素細胞を供給できなくなるため、白髪が起こることを見い出し
ている（Nishimrua EK et al. Science 2005）。さらに、ヒトの加齢に伴う生理的な白髪においても、同様の細胞が
加齢に伴いニッチに現れ、未分化な色素細胞が枯渇してしまうこと、これについで白毛化が起こる。最近、加齢
によって毛包幹細胞が自己複製せずに表皮へと運命をかえて分化すること、これによって幹細胞プールが維持で
きなくなり毛包がミニチュア化して薄毛と脱毛が進行することを明らかにしており (Matsumura H et al. Science
2016) （ハイライト参照）、組織幹細胞システムにおいて普遍的なメカニズムが存在していると考えられる。

3. ゲノム損傷下における組織幹細胞の運命制御と組織の老化 · 癌化のメカニズム
　早老症候群など、ゲノムの不安定性によって早発性の白毛症（若白髪）や脱毛が高頻度に見られる。これまでの
我々の研究から、色素幹細胞は、白髪を誘発する程度の DNA損傷ストレスを受けると、ニッチの中で異所性に分
化すること、その結果として幹細胞プールが枯渇し白髪となることが明らかになった。さらに、色素幹細胞プー
ルの量に加えて質を保つ上でゲノム損傷応答が重要な役割を果たしていること、さらに“自己複製のチェックポ
イント”が存在することを明らかにしている (Inomata K. et al. Cell 2009)。そこで、その分子基盤と発癌との関
連についての研究を現在行なっている。また，毛包幹細胞においても同様のチェックポイントが存在することを
見出しており (Matsumura H et al. Science 2016) 、その実体を解明すべく研究をすすめている。

4. ヒト皮膚幹細胞を用いた皮膚再生技術の開発
ヒト表皮角化幹細胞を皮膚より単離 · 培養して作製される培養表皮シートは、重度熱傷の治療などの臨床現場で用
いられており、ヒト幹細胞を用いた再生医療の実例として、世界的に認知されている。しかしながら、培養表皮
シートの作製には多大なコストを必要とし、また、シート作製時の品質管理も不十分である。また、毛包などの皮
膚付属器の欠損や瘢痕組織の形成など、機能的にも審美的にも未解決の課題も多く、普及するレベルには至って
いない。そこで我々は、まず培養表皮シートの作製効率と品質を共に向上させることを目的に研究を進めた結果、
位相差顕微鏡を用いたタイムラプス観察とその画像解析から、培養ヒト表皮角化幹細胞を非侵襲的かつ簡便に認識
する方法を開発することに成功した (Nanba et al., J. Cell Biol., 2015; Tate et al., J. Dermatol. Sci. 2015)。本
研究成果は、非襲侵的にヒト表皮角化幹細胞を認識する手法の基礎となるものであり、移植医療や再生医療用の
細胞生産での応用が期待される。続いて、真皮組織の線維化抑制や再生を目指すため、ヒト真皮線維芽細胞のク
ローンレベルでの性状解析を起こった結果、これら線維芽細胞は、増殖能力の高いクローンと非増殖性ながら組
織再編成能力の高いクローンの 2種類に分類されることが明らかにした。また、これら 2種の線維芽細胞クロー
ンの比率が加齢に伴って変化することも見出した (Hiraoka et al., J. Dermatol. Sci. 2015)。この線維芽細胞の機
能的な不均一性は、真皮の損傷修復や線維化、さらに老化に関与している可能性がある。

ハイライト 1：毛包が老化する仕組み
加齢に伴って我々の体を構築する組織や臓器の多くが特有の加齢変化を示しながら小型化し、その機能が低下す
る。組織や臓器が老化する仕組みについて諸説あるものの、実際に加齢で起こってくる臓器変化の実体とその本
質、特に組織や臓器のどの細胞集団がどのような細胞運命を辿るのかについては殆ど知られていない。毛包は再
生を繰り返しながら毛を生やす小器官で、加齢でおこる薄毛や脱毛は極めて身近な現象であるが、その仕組みに
ついても不明であった。我々は毛の再生に重要な細胞を供給している毛包幹細胞の運命追跡を行なうことにより、
組織幹細胞を中心として進行する老化プログラムの存在を明らかにした．加齢に伴って毛包は再生を繰り返すが、
その折に幹細胞分裂を余儀なくされる．若い個体では幹細胞が自己複製したり毛包になる細胞を供給したりする
のに対して、加齢に伴って毛包幹細胞にDNA損傷が蓄積し、表皮の角化細胞へと分化して皮膚表面から剥がれ落
ちて失われていくこと、これによって毛包幹細胞とそのニッチが次第に縮小し、毛包自体が小型化（ミニチュア
化）するため、生やてくる毛が細くなって失われていくことが明らかになった。加齢に伴う DNA損傷応答によっ
て毛包幹細胞の維持において重要な XVII型コラーゲン (COL17A1)が失われ、これによって毛包幹細胞が幹細胞
性を失って表皮へと運命づけられることをマウスで見出し、ヒトにおいてもその傍証を得た。さらに、マウスの
毛包幹細胞において XVII型コラーゲンの枯渇を抑えると、一連の加齢変化を抑制できた。以上のことから、組織
に幹細胞を中心とした老化プログラムが存在すること、またその制御によって加齢関連性疾患の予防や治療へと
役立つことが示唆された（Matsumura H et al. Science 2016）。
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( 3 ) 研究業績

[原著]

1. 村口 太一, 田代 朋子, 難波 大輔, 西村 栄美, 永田 幸三. CRISPR/Cas9を用いた IGR-1R(CD221)欠損表皮
角化細胞の作製 日本薬学会年会要旨集. 2017.03; 137年会 (3); 158

2. Matsumura H., Mohri Y., Nguyen T., Morinaga H., Fukuda M., Ito M., Kurata S., Hoeijmakers J.,
Nishimura E. K.. Defective maintenance of hair follicle stem cells through COL17A1 loss orchestrates the
hair follicle aging program JOURNAL OF INVESTIGATIVE DERMATOLOGY. 2017.10; 137(10); S235

3. Nanba D., Toki F., Matsumura H., Toki H., Nishimura E. K.. Locomotive ability of human keratinocyte
stem cells is an intrinsic property for stem cell expansion and epidermal reconstruction JOURNAL OF
INVESTIGATIVE DERMATOLOGY. 2017.10; 137(10); S310

4. Nanba D., Toki F., Matsumura H., Toki H., Nishimura E. K.. Locomotive ability of human keratinocyte
stem cells is an intrinsic property for stem cell expansion and epidermal reconstruction JOURNAL OF
INVESTIGATIVE DERMATOLOGY. 2017.10; 137(10); S310

5. Nanba Daisuke, Mohri Yasuaki, Okamoto Sakura, Matsumura Hiroyuki, Usami Takako, Aida Tomomi,
Tanaka Koichi, Nishimura Emi K.. クローニングフリーCRISPR/Cas9技術によるDct遺伝子座を有するメ
ラノサイト幹細胞の標的化 (Targeting melanocyte stem cells with Dct locus by cloning-free CRISPR/Cas9
technology) 日本研究皮膚科学会年次学術大会 · 総会プログラム. 2017.11; 42回; 253

6. 難波 大輔, 松崎 恭一. 【創傷治癒のトピックス-第 5 回世界創傷治癒学会連合会議-】 重症下肢虚血にお
ける表皮角化幹細胞のクローナル · コンバージョンに関する研究への取り組み 形成外科. 2017.11; 60(11);
1264-1274

[書籍等出版物]

1. 西村　栄美. 概論ーライフステージに伴う組織幹細胞システムの変遷と老化. 羊土社, 2017.05 (ISBN :
978-4-7581-0163-9)

2. 西村　栄美. 色素幹細胞、毛包幹細胞のエイジングと白髪 · 脱毛. 2017.05

[講演 · 口頭発表等]

1. 難波大輔. ヒト表皮角化幹細胞動態解析による表皮再生原理の解明. 第 16回日本再生医療学会 2017.03.08
仙台

2. 西村　栄美. 皮膚とその付属器の老化絵かニズム. 第 13回皮膚免疫疾患研究会 2017.04.13 コングレコンベ
ンションセンタールーム：大阪

3. 西村　栄美. Stem cell aging: the core to orchestrates tissue aging. Aging Science:from Molecules to
Society-Aging Biology- 2017.05.09 Tohoku University

4. Emi K. Nishimura. Tissue aging program based on stem cell aging in hair follicle. KEYSTONE SYM-
POSIA on Moleular and Cellular Biology -Aging and Mechanisms of Aging-Related Disease- 2017.05.15
Pacifico YOKOHAMA, Kanagawa, Japan

5. 西村　栄美. Stem cells orchestrates hair follicle aging program. 第 15回幹細胞シンポジウム 2017.05.26 東
京大学　伊藤国際学術研究センター：東京

6. 西村　栄美. 臓器の老化とは？ー加齢とともに毛が薄くなる仕組み. 第 17回日本抗加齢医学会総会 2017.06.02
東京国際フォーラム：東京
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7. Emi K. Nishimura. Stem cells orchestrates hair follicle aging program. International Society for Stem
Cell Researech 2017 Annual Meeting 2017.06.14 Boston, USA

8. 西村　栄美. 毛包の再生と老化のプログラム. 第 38回日本炎症 · 再生医学会 2017.07.18 大阪、日本

9. 難波大輔. ヒト表皮角化幹細胞の動態解析と再生医療応用. 第 39回日本光医学 · 光生物学会 2017.07.22 名
古屋

10. Emi K. Nishimura. Melanocyte stem cells in eccrine sweat glands: a potential original of acral melanoma.
IPCC2017 2017.08.26 Denver, USA

11. 西村　栄美. 加齢による白髪と脱毛. 第 11回見た目のアンチエイジング研究会 2017.09.10 東京、日本

12. Emi K. Nishimura. Stem cells orchestrates hair follicle aging program. WCHR2017(10th World Congress
for Hair Research) 2017.10.01 Kyoto, Japan

13. 西村　栄美. 毛包と再生と老化. 第 68回日本皮膚科学会中部支部学術大会 2017.10.07 京都、日本

14. 難波大輔. ヒト表皮角化幹細胞の動態解析. 第 26回日本形成外科学会基礎学術集会 2017.10.20

15. Emi K. Nishimura. Stem cells orchestrates hair follicle aging program. WCHR2017(10th World Congress
for Hair Research) 2017.11.03 Kyoto, Japan

16. Emi K. Nishimura. The mechanism of aging-associated hair graying and hair thinning:toward the discovery
of pharmacological targets. WCHR2017(10th World Congress for Hair Research) 2017.11.03 Kyoto, Japan

17. Emi K. Nishimura. Stem cells orchestrates hair follicle aging program. Stem Cell in Disease Modeling
and Therapeutics 2017.11.13 Tokyo, Japan

18. 西村　栄美. Stem cells orchestrates hair follicle aging program. 日本研究皮膚科学会総会第 42回年次学術
大会 2017.12.15 高知、日本

19. Nanba D, Morhi Y, Okamoto S, Matsumura H, Usami T, Aida T, Tanaka K, Nishimura EK. Targeting
melanocyte stem cells with Dct locus by cloning-free CRISPR/Cas9 technology. 日本研究皮膚科学会　第
42回大会 2017.12.16

[特許]

1. 脱毛および白毛化を抑制もしくは改善するための組成物ならびにその使用, 特許番号：6355222

2. 脱毛および白毛化を抑制もしくは改善するための組成物ならびにその使用, 特許番号：6355222

[受賞]

1. Myron Gordon Award, 2017年 08月
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統合呼吸器病学
Respiratory Medicine

教授：稲瀬直彦、講師：藤江俊秀、助教：立石知也、古澤春彦、増尾昌宏、白井剛
大学院生：田尾まゆ子、足立雄太、内堀健、日下祐、榊原里江、
瀬間学、園田史朗、寺田友子、貫井義久、本多隆行、三ツ村隆弘、
柴田翔、井上幸久、斎藤弘明、榛沢理、西山直樹、
山名高志、島田翔、惠島将、片柳真司、河原達雄、鈴木崇文

( 1 ) 分野概要

呼吸器は細菌 · ウイルス感染、喫煙、粉塵曝露など外的因子の影響を受けやすい臓器であり、呼吸器疾患は腫瘍、
感染症、アレルギー疾患、その他の炎症、先天異常まで多岐にわたる。当分野では幅広い呼吸器疾患の病態生理
を理解し、疾患発生のメカニズムに迫る研究の構築を目指している。

( 2 ) 研究活動

1. 過敏性肺炎の病態解明、環境における原因抗原の同定
2. 喘息モデルにおける気道リモデリング機序の解明
3. 間質性肺炎における急性増悪の病態の解明
4. 肺線維化因子のプロテオミクス解析
5. 肺線維化と気腫性変化の病態解明

( 3 ) 教育活動

卒前および卒後初期の教育では、基本的な知識の習得はもちろん医師としての自覚と責任を培うことを重視して
教育にあたっている。その後は内科医として幅広い知識と技術を身につけた上で呼吸器内科専門医としてさらに
研鑽を積むこととなる。呼吸器疾患は多岐にわたり、呼吸器内科医としての修練は生涯続くといえる。

( 4 ) 教育方針

幅広い呼吸器疾患の病態を科学的視点から理解し、呼吸器疾患の臨床 · 研究において未解決の問題の解決に向けて
適切な研究計画を立て実践する。

( 5 ) 臨床活動および学外活動

内科各科の中でも常に多くの入院患者を担当しており、患者のQOL改善にも留意して最短の入院期間で最大限の
治療効果をあげるべく診療を行っている。教授を中心として教員により連日診療内容の確認が行われ、他科や他
施設からのコンサルテーションも多い。外来においても肺癌化学療法，在宅酸素療法，睡眠時無呼吸外来、臨床
試験の実施など専門性の高い診療が行われている。

( 6 ) 臨床上の特色

間質性肺炎や過敏性肺炎を含むびまん性肺疾患の診療経験が豊富であり全国からの紹介も多い。過敏性肺炎の診
療においては特異抗体測定、吸入誘発試験など免疫学的検査を行っており、適切な診断を実践している。
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( 7 ) 研究業績

[原著]

1. Chiba S, Tsuchiya K, Ogata T, Imase R, Yagi T, Mishima Y, Jinta T, Saito K, Isogai S, Jinn Y, Kawasaki
T, Natsume I, Miyashita Y, Takagiwa J, Ishiwata N, Chiaki T, Kishi M, Tsukada Y, Yamasiki M, Inase
N. Treatment of asthma in the eldely:questionaire survey in Japan. Int J Clin Med . 2017; 8; 236-247

2. Chiba S, Okayasu K, Tsuchiya K, Tamaoka M, Miyazaki Y, Inase N, Sumi Y. The C-jun N-terminal kinase
signaling pathway regulates cyclin D1 and cell cycle profressin in airway sooth muscle cell proliferation.
Int J Clin Exp Med . 2017; 10(2); 2252-2262

3. Sakakibara Y, Suzuki Y, Fujie T, Akashi T, Iida T, Miyazaki Y, Eishi Y, Inase N. Radiopathological
features and identification of Mycobacterial infections in granulomatous nodules resected from the lung.
Respiration. 2017.02;

4. Shirai T, Furusawa H, Furukawa A, Ishige Y, Uchida K, Miyazaki Y, Eishi Y, Inase N. Protein antigen of
bird-related hypersensitivity pneumonitis in pigeon serum and dropping Respir Res. 2017.03; 20(18); 65

5. 慢性閉塞性肺疾患患者における低頻度 · 短時間の外来呼吸リハビリテーションの有効. 八木　太門,小林　寛
明,今瀬　玲菜,山本　一樹,三島　有華,尾形　朋之,山下　高明,土屋　公威,稲瀬　直彦 日本呼吸ケア · リ
ハビリテーション学会誌. 2017.03; 27; 75-79

6. Uchibori K, Inase N, Araki M, Kamada M, Sato S, Okuno Y, Fujita N, Katayama R. Brigatinib combined
with anti-EGFR antibody overcomes osimertinib resistance in EGFR-mutated non-small-cell lung cancer.
Natre Commun. 2017.03; 13(8); 14768

7. 三嶋　有華,尾形　朋之,小林　寛明,今瀬　玲菜,八木　太門,齋藤　弘明,山下　高明,齊藤　和人,藤江　
俊秀,稲瀬　直彦. 茨城県南地域における非結核性抗酸菌症と環境因子の検討 日本呼吸器学会誌. 2017.05;
6(3); 129-135

8. Sakakibara R, Inamura K, Tambo Y, Ninomiya H, Kitazono S, Yanagitani N, Horiike A, Ohyanagi F,
Matsuura Y, Nakao M, Mun M, Okumura S, Inase N, Nishio M, Motoi N, Ishikawa Y. EBUS-TBNA as
a promising method for the evaluation of tumor PDL-1 expression in lung cancer. Clin Lung Cancer.
2017.09; 18(5); 527-534

9. Adachi Y, Watanabe K, Kita K, Kitai H, Kotani H, Sato Y, Inase N, Yano S, Ebi H.. Resistance mediated
by alternative receptor tyrosine kinases in FGFR1-amplified lung cancer Carcinogenesis. 2017.10; 38(11);
1063-1072

10. Furusawa H, Sugiura M, Mitaka C, Inase N. Direct hemoperfusion with polymyxin B-immobilized fibre
treatment for acute exacerbation of interstitial pneumonia Respirology. 2017.10; 22(7); 1357-1362

[書籍等出版物]

1. 稲瀬直彦. 今日の治療指針 2017年版. 医学書院, 2017

2. 土屋　公威, 稲瀬　直彦. 呼吸器疾患―最新の薬物療法―２.感染症 · 免疫アレルギー · びまん性肺疾患ほか.
克誠堂出版, 2017

3. 稲瀬　直彦. 藤田次郎、大朏裕治編、呼吸器疾患：Clinical-Radiological-Pathologicalアプローチ.. 南江堂,
2017

4. 稲瀬　直彦. 内科学. 朝倉書店, 2017.03

5. 稲瀬　直彦. 1336専門家による　私の治療　 2017-18年度版. 日本医事新報社, 2017.07

[総説]

1. 立石 知也,稲瀬 直彦. 過敏性肺炎の画像所見の特徴は？ 呼吸器ジャーナル. 2017.02; 65(1); 108-113

2. 石塚　聖洋,稲瀬　直彦. 過敏性肺炎の吸入誘発試験の実際. 呼吸器内科. 2017.03; 31(3); 279-283

3. 瀬間　学,稲瀬　直彦. トリコスポロン症の最前線. 日本医師会雑誌. 2017.06; 146(3); 494
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4. 瀬間　学,稲瀬　直彦. 夏型過敏性肺炎の診断と治療. 新薬と臨床. 2017.06; 66(6); 803-807

5. 井上　幸久,稲瀬　直彦. 職業性の過敏性肺炎 成人と生活習慣病. 2017.09; 47(8); 969-974

6. 井上　幸久,稲瀬　直彦. 慢性過敏性肺炎におけるMDD診断の役割―特発性肺線維症と比較して― 医学の
あゆみ. 260(8); 662-666

[講演 · 口頭発表等]

1. 西山直樹,須原宏造,古澤春彦,立石知也,藤江俊秀,土屋公威,玉岡明洋,坂下博之,宮崎泰成,稲瀬直彦. ニボ
ルマブによる薬剤性下垂体炎との鑑別を要した肺扁平上皮癌下垂体転移の一例. 第 223回日本呼吸器学会関
東地方会 2017.02.18 東京

2. 稲瀬直彦. 慢性過敏性肺炎. 第 21回びまん性肺疾患セミナー 2017.02.18

3. 西山 直樹,玉岡 明洋,須原 宏造,古澤 春彦,立石 知也,藤江 俊秀,土屋 公威,坂下 博之,宮崎 泰成,稲瀬 直
彦. Pasteurella multocidaにより増悪した気管支拡張症の一例. 160回日本呼吸器内視鏡学会関東支部会
2017.03.18 東京

4. Furuei W, Endo J, Otani Y, Nakamura Y, Akaza M, Sasano T, Miyazaki Y, Inase N, Sumi Y. Reference
values of MostGraph measures for healthy Japanese adults.. 第 57回日本呼吸器学会学術講演会 2017.04.22
東京

5. 日下　祐,梶原　千晶,木村　聡一郎,稲瀬　直彦,舘田　一博. Pasteurella multocidaにより増悪した気管支
拡張症の一例. 第 57回日本呼吸器学会学術講演会 2017.04.22 東京

6. Koike F, Otani Y, Oyama S, Furuei W, Endo J, Nakamura Y, Akaza M, Sasano T, Inase N, Sumi Y.
Cluster amalysis of cough variant asthma using MostGraph.. 第 57回日本呼吸器学会学術講演会 2017.04.22
東京

7. 古澤　春彦,須原　宏造,立石　知也,土屋　公威,藤江　俊秀,玉岡　明洋,坂下　博之,宮崎　泰成,稲瀬　直
彦. メトトレキセート関連リンパ増殖性疾患の肺病変. 第 57回日本呼吸器学会学術講演会 2017.04.22 東京

8. 三好　崇夫,佐々木　郁美,上里　彰仁,赤座　美穂,笹野　哲郎,宮崎　泰成,稲瀬　直彦,角　勇樹. ナノス
テントによる鼾減少効果および忍容性の評価. 第 57回日本呼吸器学会学術講演会 2017.04.22 東京

9. 石塚　聖洋,井上　幸久,宮崎　泰成,稲瀬　直彦. 過敏性肺炎における吸入誘発試験の新判定基準に対する
検証. 第 57回日本呼吸器学会学術講演会 2017.04.22 東京

10. 貫井　義久,須原　宏造,古澤　春彦,立石　知也,土屋　公威,藤江　俊秀,玉岡　明洋,坂下　博之,宮崎　
泰成,稲瀬　直彦. 慢性過敏性肺炎における high density lipoprotein-cholesterol（HDL-C）値の検討. 第 57
回日本呼吸器学会学術講演会 2017.04.22 東京

11. 小松崎　恵子,中村　陽一,橋場　容子,古家　正,遠藤　順治,磯崎　淳,河崎　勉,稲瀬　直彦,相良　博典,
足立　満. 喘息患者の長期経過に関する検討. 第 57回日本呼吸器学会学術講演会 2017.04.22 東京

12. 千葉　佐保子,芦川　すが,石渡　庸夫,土屋　公威,稲瀬　直彦. 糖尿病合併 COPD患者における呼吸リハ
ビリテーションの効果. 第 57回日本呼吸器学会学術講演会 2017.04.22 東京

13. 三橋　正季,中村　陽一,遠藤　順治,小松崎　恵子,橋場　容子,古家　正,磯崎　淳,河崎　勉,稲瀬　直彦,
相良　博典,足立　満. 成人喘息相談からみえる喘息長期管理の実際. 第 57回日本呼吸器学会学術講演会
2017.04.22 東京

14. 馬嶋　秀考,笠原　有紀子,小澤　貴裕,新村　卓也,原　哲,今瀬　玲菜,島田　裕之,山内　秀太,小林　亜紀
子,山崎　啓一,神　靖人,稲瀬　直彦. 当院における肺腺癌の再生検施行例と osimertinib使用例の検討. 第
57回日本呼吸器学会学術講演会 2017.04.22 東京

15. 新村　卓也,笠原　有紀子,小澤　貴裕,馬嶋　秀考,原　哲,今瀬　玲菜,島田　裕之,山内　秀太,小林　亜
紀子,山崎　啓一,神　靖人,稲瀬　直彦. 当院における胸腺癌症例の臨床的検討. 第 57回日本呼吸器学会学
術講演会 2017.04.22 東京

16. 立石　知也,藤江　俊秀,齋藤　弘明,宮崎　泰成,稲瀬　直彦. 間質性肺炎における細菌性肺炎合併および急
性増悪時の血清 angiopoietin-2. 第 57回日本呼吸器学会学術講演会 2017.04.22 東京
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17. 今瀬　玲菜,笠原　有紀子,新村　卓也,小澤　貴裕,新馬嶋　秀考,原　哲,島田　裕之,山内　秀太,小林　
亜紀子,山崎　啓一,神　靖人,稲瀬　直彦. 当院における ALK陽性非小細胞肺癌の検討. 第 57回日本呼吸
器学会学術講演会 2017.04.22 東京

18. 井上　幸久,古澤　春彦,白井　剛,増尾　昌宏,須原　宏造,立石　知也,土屋　公威,藤江　俊秀,玉岡　明
洋,坂下　博之,宮崎　泰成,稲瀬　直彦. 当院における急性鳥関連過敏性肺炎の臨床的検討. 第 57回日本呼
吸器学会学術講演会 2017.04.22 東京

19. 古家　正,中村　陽一,遠藤　順治,橋場　容子,小松　崎恵子,磯崎　淳,稲瀬　直彦,相良　博典,足立　満.
呼気 NOは遷延性 · 慢性咳嗽における ICS/LABAの早期効果発現の予測因子になるか？ . 第 57回日本呼
吸器学会学術講演会 2017.04.22 東京

20. 岡安　香,宮崎　泰成,稲瀬　直彦. 臨床実習前の医療系大学学生に対する IGRAによるスクリーニング結果
とその後の対策. 第 57回日本呼吸器学会学術講演会 2017.04.22 東京

21. Sema M, Miyazaki Y, Inase N. Measurement of avian antigen in household dust for measurement of chronic
bird-related hypersitivity pneumonitis.. ATS International Conference 2017.05.21 Washington DC

22. Kusaka Y, Kajiwara C, Miyazaki Y, Inase N, Tateda K. Effects of neutrophil depletion of M1/M2
macrophage polarization and lethality of mice with Legionella pneumophila pneumonia. . ATS Inter-
national Conference 2017.05.21 Washington DC

23. Saito H, Miyazaki Y, Furusawa H, Yamamoto Y, Yamamoto H, Inase N. A role of RAGE anf HMGB-1
in chronic hypersitivity pneumonitis.. ATS International Conference 2017.05.21 Washington DC

24. Furusawa H, Saito H, Sema M, Miyazaki Y, Inase N. Bronchoalveolar lavage in chronic hypersitivity
pneumonitis and IPF.. ATS International Conference 2017.05.23 Washington DC

25. Ishizuka M, Miyazaki Y, Inase N. Validation of new prediction score in inhalation provocation test for
chronic hypersitivity pneumonitis.. ATS International Conference 2017.05.23 Washington DC

26. Tateishi T, Fujie T, Saito H, Miyazaki Y, Inase N. Serum angiopoietin-2 can be a biomarker in acute
exacerbation of interstitial pneumonia. . ATS International Conference 2017.05.23

27. 鈴木　崇文,立石　知也,島田　翔,河原　達雄,山名　高志,西山　直樹,八木　太門,瀬間　学,白井　剛,増
尾　昌宏,古澤　春彦,土屋　公威,藤江　俊秀,玉岡　明洋,坂下　博之,宮崎　泰成,稲瀬　直彦. 急性増悪
時に鳥抗原量の上昇を伴った慢性鳥関連過敏性肺炎の 1例. 第 224回日本呼吸器学会関東地方会 2017.05.27
東京

28. 日下　祐,大谷　義夫,瀬間　学,三ツ村　隆弘,仁多　寅彦,榊原　ゆみ,稲瀬　直彦. マイコプラズマ肺炎に
おける呼気一酸化窒素測定値と気管支喘息発症に関する検討. 第 66回日本アレルギー学会学術大会 2017.06
東京

29. 小池　史華,大谷　義夫,古家　若葉,赤座　実穂,笹野　哲郎,土屋　公威,玉岡　明洋,宮崎　泰成,稲瀬　直
彦,角　勇樹. 咳喘息におけるモストグラフの役割について. 第 66回日本アレルギー学会学術大会 2017.06
東京

30. 橋場　容子,中村　陽一,小松崎　恵子,遠藤　順治,古家　正,磯崎　淳,河崎　勉,鵜浦　康司,稲瀬　直彦,
相良　博典,足立　満. 当センターの成人喘息患者におけるチオトロピウムの有効性に関する検討（第二報）.
第 66回日本アレルギー学会学術大会 2017.06 東京

31. 石塚　聖洋、井上　幸久、宮崎　泰成、稲瀬　直彦. 慢性過敏性肺炎における吸入誘発試験の新判定基準に
対する検証. 第 66回日本アレルギー学会学術大会 2017.06

32. 遠藤　順治,中村　陽一,小松崎　恵子,古家　正,橋場　容子,磯崎　淳,河崎　勉,稲瀬　直彦,相良　博典,
足立　満. 当センターを受診した成人薬物過敏症に対する BAT検査の検討　. 第 66回日本アレルギー学会
学術大会 2017.06 東京

33. 稲瀬　直彦. こう診断する慢性過敏性肺炎. 第 66回日本アレルギー学会学術大会 2017.06 東京

34. 大山　咲希,大谷　義夫,古家　若葉,赤座　実穂,笹野　哲郎,土屋　公威,玉岡　明洋,宮崎　泰成,稲瀬　
直彦,角　勇樹. 咳喘息における好酸球気道炎症と末梢気道狭窄の治療による改善効果の検討. 第 66回日本
アレルギー学会学術大会 2017.06 東京
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35. 古家　正,中村　陽一,小松崎　恵子,橋場　容子,遠藤　順治,磯崎　淳,三沢　喜彦,高橋　真紀,藤ノ木　
祥子,稲瀬　直彦,相良　博典,足立　満. 調剤薬局での吸入指導でデバイスが変更または補助器具が追加さ
れた症例の検討. 第 66回日本アレルギー学会学術大会 2017.06 東京

36. 榊原　里江, 丹保　裕一, 北園　聡, 柳谷　典子,堀池　篤, 大柳　文義, 奥村　栄, 稲瀬　直彦, 西尾　誠人.
EBUS-TBNA検体は PDL-1発現評価に有用. 第 40回日本呼吸器内視鏡学会学術集会 2017.06.09 長崎

37. 林奨太，玉岡明洋，藤江俊秀，立石知也，石原直樹，三間裕子，中村周平，秀島雅之，宮崎泰成，稲瀬直彦.
当院の OSA患者における CPAPから口腔内装置（OA）への移行例の検討. 2017.06.30 神奈川

38. 山名　高志,白井　剛,増尾　昌宏,立石　知也,古澤　春彦,土屋　公威,藤江　俊秀,玉岡　明洋,坂下　博
之,宮崎　泰成,稲瀬　直彦. 喀血で発見された肋間動脈-肺動脈瘻の 1例. 第 225回日本呼吸器学会関東地方
会 2017.07.08 東京

39. 原　哲,遠藤　駿,笠原　有紀子,小澤　貴裕,今瀬　玲菜,島田　裕之,山内　秀太,榊原　ゆみ,小林　亜紀子,
山崎　啓一,神　靖人,稲瀬　直彦. Osimertinibの薬剤性肺障害治癒後にステロイド投与下で Osimertinib
を再投与することができた肺腺癌の 1例. 第 225回日本呼吸器学会関東地方会 2017.07.08 東京

40. 片柳　真司,増尾　昌弘,藤井　伸哉,田坂　有理,馬嶋　秀考,鈴木　崇文,渡邉　雄大,惠島　将,貫井　義
久,白井　剛,立石　知也,古澤　春彦,藤江　俊秀,玉岡　明洋,坂下　博之,宮崎　泰成,稲瀬　直彦. 食道癌
術後再発に対する化学放射線療法後に発症したMycobacterium fortuitum肺感染症の 1例. 第 226回日本呼
吸器学会関東地方会 2017.09.02 茨城

41. 藤井　伸哉,白井　剛,立石　知也,増尾　昌弘,古澤　春彦,藤江　俊秀,玉岡　明洋,坂下　博之,宮崎　泰
成,稲瀬　直彦. 食道癌術後、肺MAC症治療中に Aspergillus感染を合併した 1例. 第 162回日本呼吸器内
視鏡学会関東支部会 2017.09.02 東京

42. 本多　隆行,政井　恭兵,坂下　博之,小林　正嗣,蔦　幸治,元井　紀子,大久保　憲一,稲瀬　直彦,渡辺　
俊一,河野　隆志. 肺腺がん 373例の全エクソン解析から抽出した喫煙者肺腺がんのMutation signatureと
臨床病理学的な関連. 第 58回日本肺癌学会学術集会 2017.10.14 神奈川

43. 鈴木 達, 松原 恒, 秀島雅之, 中村周平, 飯田知里, 三間裕子, 石山裕之, 林 奨太, 玉岡明洋, 宮崎泰成. 義歯制作
用レジン注入装置を用いたソフトタイプ OA制作法の検討. 第 16回日本睡眠歯科学会学術大会 2017.11.04
岩国

44. 林奨太，秀島雅之，石原直樹，倉島智洋，犬飼周佑，三間裕子，中村周平，藤江俊秀，宮崎泰成，玉岡明洋.
東京医科歯科大学医学部附属病院 · 歯学部附属病院における OSA 患者の CPAP 治療から OA 治療への移
行例の検討. 第 16 回日本睡眠歯科学会総会 · 学術集会 2017.11.04 山口

[その他業績]

1. 第 17回新春肺フォーラム, 2017年 01月
医師対象の学術研究会

2. 第 3回　本郷＆湯島　呼吸器カンファレンス, 2017年 03月
医師対象の学術研究会

3. 御茶ノ水呼吸器セミナー, 2017年 03月
医師対象の学術研究会

4. 武蔵野難治性呼吸器疾患講演会～特発性肺線維症の治療戦略を考える～, 2017年 04月
医療関係者向けのセミナー

5. IPF Meet the Expert Seminar, 2017年 06月
医療従事者向けのセミナー

6. 「快眠」を考える会　 2017　, 2017年 07月
医療従事者向けのセミナー

7. 第 9回お茶の水肺癌分子標的治療ワークショップ, 2017年 07月
医療関係者向けの学術研究会

8. 第 11回関東肺移植研究会, 2017年 07月
医療従事者向けのセミナー
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9. 第 1回東北信びまん性肺疾患MMDカンファレンス, 2017年 07月
医療従事者向けのセミナー

10. Lung Cancer Meeting　～今じっくり EGFR遺伝子変異陽性 NSCLCを考える～, 2017年 09月
医療関係者向けのセミナー

11. 御茶ノ水 Oncology Forum 2017　～肺癌治療～, 2017年 09月
医療関係者向けのセミナー

12. 第 3回お茶の水間質性肺炎研究会, 2017年 09月
医療関係者向けのセミナー

13. 第 5回御茶ノ水呼吸器疾患研究会, 2017年 10月
医療関係者向けのセミナー
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Gastroenterology and Hepatology

教　　授　渡辺　守

教　　授　朝比奈康浩（肝臓病態制御学）
　　　　　大塚和朗（光学医療診療部）
　　　　　岡本隆一（再生医療研究センター）
　　　　　中村哲也（消化管先端治療学）

准 教 授　荒木昭博（長寿 · 健康医療人生推進センター）
　　　　　柿沼　晴（肝臓病態制御学）
　　　　　土屋輝一郎（消化器内科）
　　　　　中川美奈（医歯学融合教育支援センター）
　　　　　永石宇司（消化管先端治療学）
　　　　　松岡克善（消化管先端治療学）
　　　　　
特任准教授　長堀正和（未来医療研究人材養成拠点事業）

講　　師　東　正新（消化器内科）
　　　　　井津井康浩（総合教育研修センター）
　　　　　岡田英理子（総合診療部）

助　　教　大島　茂（消化器内科）, 齊藤詠子（消化器内科）, 根本泰宏（消化器病態学）,
　　　　　鬼澤道夫（消化管先端治療学）, 藤井俊光（消化器内科）,
　　　　　油井史郎（再生医療研究センター：10月-）, 村川美也子（検査部）,
　　　　　福田将義（光学医療診療部：4月-）

プロジェクト助教　新田沙由梨（未来医療研究人材養成拠点事業）
　　　　　　　　　西村　龍 (消化器病態学)
　
医員　　　大谷賢志 (-3月), 村野竜朗 (-3月), 松本太一 (-3月), 中田　徹 (-3月),
　　　　　矢内真人 (-3月), 桒原小の実 (-3月), 木村麻衣子（光学医療診療部：-3月),
　　　　　藤井　崇（4月-）, 永田紘子（4月-）, 金子　俊（4月-）, 仁部洋一（4月-）,
　　　　　日比谷秀爾（4月-）, 渡部太郎（4月-）, 松本有加（4月-）, 渡邊彩子（4月-）,
　　　　　竹中健人（光学診療部）, 勝倉暢洋（光学診療部）, 鈴木康平（光学診療部：4月-）,
　　　　　北畑富貴子（総合診療部）

AMED研究支援員 　日比谷秀爾 (-3月)

研究支援員　藤井　悟 (-3月)

大学院生　　永田紘子 (-3月), 金子 俊 (-3月), 前屋舗千明 (-3月), 渡部太郎 (-3月), 松本有加 (-3月),
　　　　　　鈴木康平 (-3月), 細谷明徳 (-3月), 浅野 侑 (-3月), 秋山慎太郎 (-3月),
　　　　　　石橋史明, 井上恵美, 河本亜美, 三好正人, 角田知之, 武井ゆりあ , JOSE Nisha,
　　　　　　安斎　翔, 白崎友彬, 田中将平, 久野玲子, 大坪加奈, 佐藤綾子, 渡辺　翔,
　　　　　　本林麻衣子（4月-）,桒原小の実（4月-）, 松田浩紀（4月-）, 浅川剛人（4月-）,
　　　　　　南舘　愛（4月-）, 森川　亮（4月-）, 青沼映美（4月-）, 川井麻央（4月-）,
　　　　　　髙橋純一（4月-）, 津川直也（4月-）小島裕太（4月-）, 濱　みなみ（4月-）

( 1 ) 分野概要

本分野では、我が国の疾病構造の中で、極めて頻度の高い疾患群を構成する上 · 下部消化管疾患および肝 · 胆 · 膵
疾患に関する優れた臨床研究者を育成することを目的とする。大学院における臨床教室の意義は次世代の医学 · 医
療のための基礎を確立することにあり、これら先進性の確保のためには臨床に基づく研究の推進および基礎研究
に基づく画期的な治療法の開発以外にない。臨床情報に基づいた臨床医にしかできない疾患病態の解明と新規治

消化器病態学

器官システム制御学講座
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療法の開発、基礎研究者とは異なる視点の研究を目指すことにより、広い視野に立ち次世代の消化器内科学領域
をリードする臨床研究者を育成することが本分野における大学院教育のゴールである。

( 2 ) 研究活動

研究（主要テーマ）
· 炎症性腸疾患病態解明とそれを基盤にした免疫統御療法の開発
· 腸管粘膜免疫の特殊性を応用した炎症、アレルギーに対する新規治療法の開発
· 体外培養を用いた消化管機能制御機構の解析
· 消化管 · 肝における再生機構の解析と再生医療
· 消化管上皮細胞内シグナル制御機構の解析
· Ｃ型肝炎ウイルス増殖モデルを用いた新規治療法開発
· Ｃ型肝炎ウイルスインターフェロン耐性機序の解析
· 消化器疾患における疾患関連遺伝子の検討

( 3 ) 教育活動

毎週火曜日　抄読会、リサーチカンファレンス

( 4 ) 教育方針

大学院における臨床教室の意義は次世代の医学 · 医療のための基礎を確立することにあり、これら先進性の確保の
ためには臨床に基づく研究の推進および基礎研究に基づく画期的な治療法の開発以外にないとの考えに立ち、我
が国の疾病構造の中で極めて頻度の高い疾患群を構成する上 · 下部消化管疾患および肝 · 胆 · 膵疾患に関する優れ
た臨床研究者を育成することを目的とする。臨床においては、内視鏡を含む、医用工学を駆使した種々の診断技
術の開発 · 実施に加え、高度な先端技術を用いた治療法の開発を目指している。研究面では、消化管粘膜免疫制御
機構と組織再生機構に関わる独自の基礎研究に基づいた炎症性腸疾患の新規治療開発、ウイルス学 · 免疫学的アプ
ローチによる基礎研究と慢性肝炎の進展阻止を目指した臨床研究、および新規抗癌剤治療による消化器癌治療に
関わる臨床研究など、臨床の場から課題を抽出して研究を展開し、最終的には臨床現場に還元する「クリニカル ·
サイエンス」を追求する。国内外の交流および留学の機会を積極的に設け、広い視野に立ち次世代の消化器内科
学領域をリードする臨床研究者を育成することが本分野における大学院教育のゴールである。

( 5 ) 臨床活動および学外活動

臨床（主要テーマ）
· 免疫異常の是正を基盤とした炎症性腸疾患の治療
· ウイルス学的新知見を踏まえた慢性肝炎、肝癌の進展阻止
· 肝癌に対する新しい治療の試み
· バルーン内視鏡、カプセル内視鏡を用いた小腸疾患の診断、治療
· 大腸内視鏡、治療内視鏡
· MR エンテロクリシスなどの低侵襲的消化管検査
· 膵癌、胃癌に対する化学療法の検討

( 6 ) 臨床上の特色

消化器病学は消化管および肝臓、胆道、膵臓など、臓器として多くの領域をカバーするだけでなく、解剖、生理、
病理学を基礎として、免疫学（炎症、感染症、自己免疫など）、腫瘍学、遺伝学、栄養学などの幅広い病態学に及
びます。また、診断学においても内視鏡検査などの画像診断の進歩は目覚ましく、治療学の進歩も華々しいもの
があります。また、消化器内科では、外科や小児科との境界領域も多いため、これらに関する知識も必須であり、
また、救急医学においても消化器病学は大きな比重を占めています。
当教室では、指導体制の整った各地域の拠点病院の関連病院において、これら広範な領域について研修する機会
を提供する一方で、大学病院では、専門性を生かした大学病院ならではの診療を行うなど、関連病院と大学病院
の連携が非常にバランスよく保たれています。さらに当教室では、臨床研究だけでなく基礎研究でも実績があり、
臨床と研究両面からよりよい医療を目指す事ができます。

器官システム制御学講座
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＜炎症性腸疾患＞
当教室は、厚生労働省「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究班」の班長施設を長年務めるなど、我が国の炎
症性腸疾患診療の中心となっています。2012年に潰瘍性大腸炎 · クローン病先端治療センターを設置以降すでに
1300人以上の新規紹介を受け入れ、特に難治例の紹介が多いのが特徴です。診療において、小腸内視鏡やMRエ
ンテログラフィーといった最新の画像診断で、苦痛や負担を最小限に抑えかつ精度の高い診断および疾患活動性
評価を行っています。それに加え、免疫調節薬や、抗 TNF α抗体製剤など生物学的製剤による治療を積極的に行
うことで、長期入院例は皆無で、患者QOL を損なうことなく外来を中心に治療をしております。外科 · 放射線科
· 病理部 · 看護師 · 栄養士 · 薬剤師とも連携し、患者中心のチーム医療を実践し、また、臨床試験管理センターと
も密に連携し数多くの治験を実施することでも、最新の医療を提供しています。リサーチクエスチョンをもちな
がら日々の診療を行っており、国内外の消化器関連学会にておいても、良質の臨床研究を発表し続けています。

＜慢性肝炎 · 肝癌＞
専門外来として「肝炎 · 肝癌撲滅外来」を開設し、慢性肝炎、肝硬変、肝癌の診療を肝臓専門医が行っています。
特にウイルス性肝炎の治療については豊富な治療経験をもち、「お茶の水 liver カンファレンス共同研究」では多く
の関連病院の協力も得て、2000例以上の症例経験を蓄積し、我が国有数の臨床研究として認知されています。こ
の研究により治療効果の正確な予測が可能となることが明らかとなり、さらに、発癌メカニズムと発癌リスクの
詳細を解明し、肝硬度測定検査（Fibroscan）やバイオマーカーを組み合わせた抗ウイルス療法後の肝癌スクリー
ニングプログラムの開発を行っています。
肝癌診療においては、造影超音波検査や Real-time virtual sonography (RVS: MRI/CTのボリュームデータから
施行中の超音波画像と同一断面を表示するシステム）を用いて、多角的に肝細胞癌を評価し、安全で確実なラジ
オ波焼灼療法を行っており、これらの有用性についても報告してきました。さらに放射線科や肝臓外科と緊密な
連携をもち、様々な選択肢の中から病態に応じた最適な集学的治療を提供しています。

＜特殊内視鏡（小腸バルーン内視鏡、カプセル内視鏡）＞
小腸バルーン内視鏡検査の進歩は目覚ましく、当科では早くも２００４年９月にはダブルバルーン内視鏡検査を
開始し、出血や術後胆道結石を中心に、広く関東一円から紹介患者を受け入れています。さらにシングルバルー
ン内視鏡を用いてクローン病を中心とした炎症性腸疾患の診断 · 病状把握 · 狭窄治療に非常に有用であることを
世界に発信しています。小腸バルーン内視鏡症例数は年間 300件を超え、日本の約５％を担っています。またカ
プセル内視鏡を用いた原因不明消化管出血の診断についても、多くの紹介患者を受け入れています。

＜食道 · 胃 · 膵癌化学療法＞
当科での消化器進行癌に対する化学療法の特徴は、いわゆる癌専門施設とは異なり、大学病院という性質から、基
礎疾患を有する治療困難な患者が多い点にあります。癌専門施設の治験等からは除外されてしまうような患者に
対しても、患者の基礎疾患等を熟慮した QOLを損ねない治療を心がけています。

( 7 ) 研究業績

[原著]

1. Makoto Naganuma, Shigeo Okuda, Tadakazu Hisamatsu, Katsuyoshi Matsuoka, Kiyoto Mori, Naoki
Hosoe, Yoshihiro Nakazato, Haruhiko Ogata, Takanori Kanai. Findings of ulceration and severe stricture
on MRE can predict prognosis of Crohn’s disease in patients treated with anti-TNF treatment. Abdom
Radiol (NY). 2017.01; 42(1); 141-151

2. Shinta Mizuno, Kosaku Nanki, Katsuyoshi Matsuoka, Keiichiro Saigusa, Keiko Ono, Mari Arai, Shinya
Sugimoto, Hiroki Kiyohara, Moeko Nakashima, Kozue Takeshita, Makoto Naganuma, Wataru Suda,
Masahira Hattori, Takanori Kanai. Single fecal microbiota transplantation failed to change intestinal mi-
crobiota and had limited effectiveness against ulcerative colitis in Japanese patients. Intest Res. 2017.01;
15(1); 68-74

3. Shinichiro Shinzaki, Katsuyoshi Matsuoka, Hideki Iijima, Shinta Mizuno, Satoshi Serada, Minoru Fu-
jimoto, Norimitsu Arai, Noriyuki Koyama, Eiichi Morii, Mamoru Watanabe, Toshifumi Hibi, Takanori
Kanai, Tetsuo Takehara, Tetsuji Naka. Leucine-rich Alpha-2 Glycoprotein is a Serum Biomarker of Mu-
cosal Healing in Ulcerative Colitis. J Crohns Colitis. 2017.01; 11(1); 84-91

4. Toru Nakata, Hiromichi Shimizu, Sayaka Nagata, Go Ito, Satoru Fujii, Kohei Suzuki, Ami Kawamoto,
Fumiaki Ishibashi, Reiko Kuno, Sho Anzai, Tatsuro Murano, Tomohiro Mizutani, Shigeru Oshima, Kiichiro
Tsuchiya, Tetsuya Nakamura, Katsuto Hozumi, Mamoru Watanabe, Ryuichi Okamoto. Indispensable role

器官システム制御学講座



— 582 —

器官システム制御学講座

of Notch ligand-dependent signaling in the proliferation and stem cell niche maintenance of APC-deficient
intestinal tumors. Biochem. Biophys. Res. Commun. 2017.01; 482(4); 1296-1303

5. Erika Kuwahara, Yoshitaka Murakami, Takahiro Nakamura, Nagamu Inoue, Masakazu Nagahori, Toshiyuki
Matsui, Mamoru Watanabe, Yasuo Suzuki, Yuji Nishiwaki. Factors associated with exacerbation of newly
diagnosed mild ulcerative colitis based on a nationwide registry in Japan. J. Gastroenterol. 2017.02;
52(2); 185-193

6. Toru Nakata, Hiromichi Shimizu, Sayaka Nagata, Go Ito, Satoru Fujii, Kohei Suzuki, Ami Kawamoto,
Fumiaki Ishibashi, Reiko Kuno, Sho Anzai, Tatsuro Murano, Tomohiro Mizutani, Shigeru Oshima, Kiichiro
Tsuchiya, Tetsuya Nakamura, Katsuto Hozumi, Mamoru Watanabe, Ryuichi Okamoto. Data showing
proliferation and differentiation of intestinal epithelial cells under targeted depletion of Notch ligands in
mouse intestine. Data Brief. 2017.02; 10; 551-556

7. Shinya Sugimoto, Makoto Naganuma, Yasushi Iwao, Katsuyoshi Matsuoka, Masayuki Shimoda, Shuji
Mikami, Shinta Mizuno, Yoshihiro Nakazato, Kosaku Nanki, Nagamu Inoue, Haruhiko Ogata, Takanori
Kanai. Endoscopic morphologic features of ulcerative colitis-associated dysplasia classified according
to the SCENIC consensus statement. Gastrointest. Endosc. 2017.03; 85(3); 639-646.e2

8. Sayako Chiba, Tadakazu Hisamatsu, Hiroaki Suzuki, Kiyoto Mori, Mina T Kitazume, Katsuyoshi Shima-
mura, Shinta Mizuno, Nobuhiro Nakamoto, Katsuyoshi Matsuoka, Makoto Naganuma, Takanori Kanai.
Glycolysis regulates LPS-induced cytokine production in M2 polarized human macrophages. Immunol.
Lett. 2017.03; 183; 17-23

9. Kosuke Fujimoto, Makoto Kinoshita, Hiroo Tanaka, Daisuke Okuzaki, Yosuke Shimada, Hisako Kayama,
Ryu Okumura, Yoki Furuta, Masashi Narazaki, Atsushi Tamura, Shigetsugu Hatakeyama, Masahito
Ikawa, Kiichiro Tsuchiya, Mamoru Watanabe, Atsushi Kumanogoh, Sachiko Tsukita, Kiyoshi Takeda.
Regulation of intestinal homeostasis by the ulcerative colitis-associated gene RNF186. Mucosal Immunol.
2017.03; 10(2); 446-459

10. Chiaki Maeyashiki, Shigeru Oshima, Kana Otsubo, Masanori Kobayashi, Yoichi Nibe, Yu Matsuzawa, Mi-
chio Onizawa, Yasuhiro Nemoto, Takashi Nagaishi, Ryuichi Okamoto, Kiichiro Tsuchiya, Tetsuya Naka-
mura, Mamoru Watanabe. HADHA, the alpha subunit of the mitochondrial trifunctional protein, is
involved in long-chain fatty acid-induced autophagy in intestinal epithelial cells. Biochem. Biophys. Res.
Commun. 2017.03; 484(3); 636-641

11. Susumu Tazuma, Michiaki Unno, Yoshinori Igarashi, Kazuo Inui, Kazuhisa Uchiyama, Masahiro Kai,
Toshio Tsuyuguchi, Hiroyuki Maguchi, Toshiyuki Mori, Koji Yamaguchi, Shomei Ryozawa, Yuji Nimura,
Naotaka Fujita, Keiichi Kubota, Junichi Shoda, Masami Tabata, Tetsuya Mine, Kentaro Sugano, Mamoru
Watanabe, Tooru Shimosegawa. Evidence-based clinical practice guidelines for cholelithiasis 2016. J.
Gastroenterol. 2017.03; 52(3); 276-300

12. Jorg Mahlich, Katsuyoshi Matsuoka, Rosarin Sruamsiri. Shared Decision Making and Treatment Satis-
faction in Japanese Patients with Inflammatory Bowel Disease. Dig Dis. 2017.04; 35(5); 454-462

13. Yoshimoto Nomura, Taro Yamashita, Naoki Oishi, Kouki Nio, Takehiro Hayashi, Mariko Yoshida, To-
moyuki Hayashi, Tomomi Hashiba, Yasuhiro Asahina, Hikari Okada, Hajime Sunagozaka, Hajime Taka-
tori, Masao Honda, Shuichi Kaneko. De Novo Emergence of Mesenchymal Stem-Like CD105(+) Cancer
Cells by Cytotoxic Agents in Human Hepatocellular Carcinoma. Transl Oncol. 2017.04; 10(2); 184-189

14. Masakazu Nagahori, Shuji Kochi, Hiroyuki Hanai, Takayuki Yamamoto, Shiro Nakamura, Soji Omuro,
Mamoru Watanabe, Toshifumi Hibi, . Real life results in using 5-ASA for maintaining mild to moderate
UC patients in Japan, a multi-center study, OPTIMUM Study. BMC Gastroenterol. 2017.04; 17(1); 47

15. Norie Yamada,Ryuichi Sugiyama,Sayuri Nitta,Asako Murayama,Minoru Kobayashi,Chiaki Okuse,Michihiro
Suzuki,Kiyomi Yasuda,Hiroshi Yotsuyanagi,Kyoji Moriya,Kazuhiko Koike,Takaji Wakita,and Takanobu
Kato. Resistance mutations of hepatitis B virus in entecavir-refractory patients HEPATOLOGY COM-
MUNICATIONS. 2017.04; 1(2); 110-121

16. Shuji Hibiya, Kiichiro Tsuchiya, Ryohei Hayashi, Keita Fukushima, Nobukatsu Horita, Sho Watanabe,
Tomoaki Shirasaki, Ryu Nishimura, Natsuko Kimura, Tatsunori Nishimura, Noriko Gotoh, Shigeru Os-
hima, Ryuichi Okamoto, Tetsuya Nakamura, Mamoru Watanabe. Long-term Inflammation Transforms
Intestinal Epithelial Cells of Colonic Organoids. J Crohns Colitis. 2017.05; 11(5); 621-630

器官システム制御学講座



— 583 —

器官システム制御学講座

17. 松岡克善、酒匂美奈子、高添正和、市川仁志、竹内義明、小林　拓、渡辺　守、日比紀文、金井隆典. 日本
人患者における便中カルプロテクチン検査の臨床的有用性 医学と薬学. 2017.05; 74(6); 717-726

18. Kentaro Matsuura, Hiromi Sawai, Kazuho Ikeo, Shintaro Ogawa, Etsuko Iio, Masanori Isogawa, Norit-
omo Shimada, Atsumasa Komori, Hidenori Toyoda, Takashi Kumada, Tadashi Namisaki, Hitoshi Yoshiji,
Naoya Sakamoto, Mina Nakagawa, Yasuhiro Asahina, Masayuki Kurosaki, Namiki Izumi, Nobuyuki
Enomoto, Atsunori Kusakabe, Eiji Kajiwara, Yoshito Itoh, Tatsuya Ide, Akihiro Tamori, Misako Matsub-
ara, Norifumi Kawada, Ken Shirabe, Eiichi Tomita, Masao Honda, Shuichi Kaneko, Sohji Nishina, Atsushi
Suetsugu, Yoichi Hiasa, Hisayoshi Watanabe, Takuya Genda, Isao Sakaida, Shuhei Nishiguchi, Koichi Tak-
aguchi, Eiji Tanaka, Junichi Sugihara, Mitsuo Shimada, Yasuteru Kondo, Yosuke Kawai, Kaname Kojima,
Masao Nagasaki, Katsushi Tokunaga, Yasuhito Tanaka, . Genome-Wide Association Study Identifies
TLL1 Variant Associated With Development of Hepatocellular Carcinoma After Eradication of Hepatitis
C Virus Infection. Gastroenterology. 2017.05; 152(6); 1383-1394

19. Kiichiro Tsuchiya, Ryohei Hayashi, Keita Fukushima, Shuji Hibiya, Nobukatsu Horita, Mariko Negi,
Eisaku Itoh, Takumi Akashi, Yoshinobu Eishi, Satoshi Motoya, Yoshiaki Takeuchi, Reiko Kunisaki, Ken
Fukunaga, Shiro Nakamura, Naoki Yoshimura, Masakazu Takazoe, Bunei Iizuka, Yasuo Suzuki, Masakazu
Nagahori, Mamoru Watanabe. Caudal type homeobox 2 expression induced by leukocytapheresis might
be associated with mucosal healing in ulcerative colitis. J. Gastroenterol. Hepatol.. 2017.05; 32(5);
1032-1039

20. J Mahlich, K Matsuoka, Y Nakamura, R Sruamsiri. The relationship between socio-demographic factors,
health status, treatment type, and employment outcome in patients with inflammatory bowel disease in
Japan. BMC Public Health. 2017.07; 17(1); 623

21. Miyako Murakawa, Yasuhiro Asahina, Fukiko Kawai-Kitahata, Mina Nakagawa, Sayuri Nitta, Satoshi
Otani, Hiroko Nagata, Shun Kaneko, Yu Asano, Tomoyuki Tsunoda, Masato Miyoshi, Yasuhiro Itsui,
Seishin Azuma, Sei Kakinuma, Yasuhito Tanaka, Sayuki Iijima, Kaoru Tsuchiya, Namiki Izumi, Shuji
Tohda, Mamoru Watanabe. Hepatic IFNL4 expression is associated with non-response to interferon-
based therapy through the regulation of basal interferon-stimulated gene expression in chronic hepatitis
C patients. J. Med. Virol. 2017.07; 89(7); 1241-1247

22. Miyako Murakawa, Yasuhiro Asahina, Hiroko Nagata, Mina Nakagawa, Sei Kakinuma, Sayuri Nitta,
Fukiko Kawai-Kitahata, Satoshi Otani, Shun Kaneko, Masato Miyoshi, Tomoyuki Tsunoda, Yu Asano,
Ayako Sato, Yasuhiro Itsui, Seishin Azuma, Toshihiko Nouchi, Yohei Furumoto, Tooru Asano, Yoshimichi
Chuganji, Shuji Tohda, Mamoru Watanabe. ITPA gene variation and ribavirin-induced anemia in patients
with genotype 2 chronic hepatitis C treated with sofosbuvir plus ribavirin. Hepatol. Res. 2017.07; 29(5);
584-593

23. Masaru Shinozaki, Kiyonori Kobayashi, Reiko Kunisaki, Tadakazu Hisamatsu, Makoto Naganuma, Ken-
Ichi Takahashi, Yasushi Iwao, Yasuo Suzuki, Mamoru Watanabe, Michio Itabashi, Akira Torii, Masakazu
Takazoe, Akira Sugita. Surveillance for dysplasia in patients with ulcerative colitis: Discrepancy between
guidelines and practice. Dig Endosc. 2017.07; 29(5); 584-593

24. Kento Takenaka, Kazuo Ohtsuka, Yoshio Kitazume, Katsuyoshi Matsuoka, Toshimitsu Fujii, Masakazu
Nagahori, Maiko Kimura, Tomoyuki Fujioka, Akihiro Araki, Mamoru Watanabe. Magnetic resonance
evaluation for small bowel strictures in Crohn’s disease: comparison with balloon enteroscopy. J. Gas-
troenterol. 2017.08; 52(8); 879-888

25. Fumio Goto, Sei Kakinuma, Masato Miyoshi, Tomoyuki Tsunoda, Shun Kaneko, Ayako Sato, Yu Asano,
Satoshi Otani, Seishin Azuma, Hiroko Nagata, Fukiko Kawai-Kitahata, Miyako Murakawa, Sayuri Nitta,
Yasuhiro Itsui, Mina Nakagawa, Yasuhiro Asahina, Mamoru Watanabe. Bone morphogenetic protein-4
modulates proliferation and terminal differentiation of fetal hepatic stem/progenitor cells. Hepatol. Res.
2017.08; 47(9); 941-952

26. Yuka Matsumoto, Wakana Mochizuki, Shintaro Akiyama, Taichi Matsumoto, Kengo Nozaki, Mamoru
Watanabe, Tetsuya Nakamura. Distinct intestinal adaptation for vitamin B12 and bile acid absorption
revealed in a new mouse model of massive ileocecal resection. Biol Open. 2017.09; 6(9); 1364-1374

27. Jarno Drost, Ruben van Boxtel, Francis Blokzijl, Tomohiro Mizutani, Nobuo Sasaki, Valentina Sasselli,
Joep de Ligt, Sam Behjati, Judith E Grolleman, Tom van Wezel, Serena Nik-Zainal, Roland P Kuiper,
Edwin Cuppen, Hans Clevers. Use of CRISPR-modified human stem cell organoids to study the origin of
mutational signatures in cancer Science. 2017.09; 358(6360); 234-238

器官システム制御学講座



— 584 —

器官システム制御学講座

28. Tatsuro Yoneyama, Midori A Arai, Ryuta Akamine, Kazune Koryudzu, Anna Tsuchiya, Samir K Sadhu,
Firoj Ahmed, Motoyuki Itoh, Ryuichi Okamoto, Masami Ishibashi. Notch Inhibitors from Calotropis
gigantea That Induce Neuronal Differentiation of Neural Stem Cells. J. Nat. Prod. 2017.09; 80(9);
2453-2461

29. Nobuharu Suzuki, Kaori Sekimoto, Chikako Hayashi, Yo Mabuchi, Tetsuya Nakamura, Chihiro Akazawa.
Differentiation of Oligodendrocyte Precursor Cells from Sox10-Venus Mice to Oligodendrocytes and As-
trocytes. Sci Rep. 2017.10; 7(1); 14133

30. Jianbo An, Takashi Nagaishi, Taro Watabe, Taeko K Naruse, Mamoru Watanabe, Akinori Kimura. MKL1
expressed in macrophages contributes to the development of murine colitis. Sci Rep. 2017.10; 7(1); 13650

31. Kenji Watanabe, Takayuki Matsumoto, Tadakazu Hisamatsu, Hiroshi Nakase, Satoshi Motoya, Naoki
Yoshimura, Tetsuya Ishida, Shingo Kato, Tomoo Nakagawa, Motohiro Esaki, Masakazu Nagahori, Toshiyuki
Matsui, Yuji Naito, Takanori Kanai, Yasuo Suzuki, Masanori Nojima, Mamoru Watanabe, Toshifumi Hibi,
. Clinical and pharmacokinetic factors associated with adalimumab-induced mucosal healing in patients
with Crohn’s disease.[ Epub ahead of print] Clin. Gastroenterol. Hepatol.. 2017.11;

32. Yoichi Nibe, Shigeru Oshima, Masanori Kobayashi, Chiaki Maeyashiki, Yu Matsuzawa, Kana Otsubo,
Hiroki Matsuda, Emi Aonuma, Yasuhiro Nemoto, Takashi Nagaishi, Ryuichi Okamoto, Kiichiro Tsuchiya,
Tetsuya Nakamura, Shinichiro Nakada, Mamoru Watanabe. Novel polyubiquitin imaging system, PolyUb-
FC, reveals that K33-linked polyubiquitin is recruited by SQSTM1/p62. Autophagy. 2017.11; 1-43

33. Hiroko Nagata, Mina Nakagawa, Yasuhiro Asahina, Ayako Sato, Yu Asano, Tomoyuki Tsunoda, Masato
Miyoshi, Shun Kaneko, Satoshi Otani, Fukiko Kawai-Kitahata, Miyako Murakawa, Sayuri Nitta, Yasuhiro
Itsui, Seishin Azuma, Sei Kakinuma, Toshihiko Nouchi, Hideki Sakai, Makoto Tomita, Mamoru Watanabe.
Effect of interferon-based and -free therapy on early occurrence and recurrence of hepatocellular carcinoma
in chronic hepatitis C. J. Hepatol. 2017.11; 67(5); 933-939

34. H Nakase, S Motoya, T Matsumoto, K Watanabe, T Hisamatsu, N Yoshimura, T Ishida, S Kato, T
Nakagawa, M Esaki, M Nagahori, T Matsui, Y Naito, T Kanai, Y Suzuki, M Nojima, M Watanabe,
T Hibi. Significance of measurement of serum trough level and anti-drug antibody of adalimumab as
personalised pharmacokinetics in patients with Crohn’s disease: a subanalysis of the DIAMOND trial.
Aliment. Pharmacol. Ther. 2017.11; 46(9); 873-882

35. Fumihito Hirai, Akira Andoh, Fumiaki Ueno, Kenji Watanabe, Naoki Ohmiya, Hiroshi Nakase, Shingo
Kato, Motohiro Esaki, Yutaka Endo, Hironori Yamamoto, Toshiyuki Matsui, Mitsuo Iida, Toshifumi
Hibi, Mamoru Watanabe, Yasuo Suzuki, Takayuki Matsumoto. Efficacy of endoscopic balloon dilation for
small bowel strictures in patients with Crohn’s disease: A nationwide, multi-center, open-label, prospective
cohort study.[ Epub ahead of print] J Crohns Colitis. 2017.11;

36. Taku Kobayashi, Asahi Hishida, Hiroki Tanaka, Yoichiro Nuki, Shigeki Bamba, Akihiro Yamada, Toshim-
itsu Fujii, Shinichiro Shinzaki, Yoko Yokoyama, Atsushi Yoshida, Keiji Ozeki, Shinya Ashizuka, Noriko
Kamata, Sohachi Nanjo, Kazuki Kakimoto, Misaki Nakamura, Akira Matsui, Ryosuke Yamauchi, Sakuma
Takahashi, Taku Tomizawa, Takuya Yoshino, Toshifumi Hibi. Real-world Experience of Anti-tumor Necro-
sis Factor Therapy for Internal Fistulas in Crohn’s Disease: A Retrospective Multicenter Cohort Study.
Inflamm. Bowel Dis.. 2017.12; 23(12); 2245-2251

37. Shintaro Akiyama, Wakana Mochizuki, Yoichi Nibe, Yuka Matsumoto, Kei Sakamoto, Shigeru Oshima,
Mamoru Watanabe, Tetsuya Nakamura. CCN3 Expression Marks a Sulfomucin-nonproducing Unique
Subset of Colonic Goblet Cells in Mice. Acta Histochem Cytochem. 2017.12; 50(6); 159-168

38. Yu Matsuzawa-Ishimoto, Yusuke Shono, Luis E Gomez, Vanessa M Hubbard-Lucey, Michael Cammer,
Jessica Neil, M Zahidunnabi Dewan, Sophia R Lieberman, Amina Lazrak, Jill M Marinis, Allison Beal,
Philip A Harris, John Bertin, Chen Liu, Yi Ding, Marcel R M van den Brink, Ken Cadwell. Autophagy
protein ATG16L1 prevents necroptosis in the intestinal epithelium. J. Exp. Med. 2017.12; 214(12);
3687-3705

[書籍等出版物]

1. 松岡克善. 【内科学：10－ 5腸疾患】潰瘍性大腸炎. 朝倉書店, 2017.03

器官システム制御学講座



— 585 —

器官システム制御学講座

2. Nagaishi T, Watanabe M. Crohn’s Disease and Ulcerative Colitis: from Epidemiology and Immunobiology
to a Rational Diagnostic and Therapeutic Approach. 2017.03 (ISBN : 978-3-319-33701-2)

3. 朝比奈靖浩. 【内科学：11-2 急性ウイルス性肝炎】３）B型急性肝炎. 朝倉書店, 2017.03

4. 柿沼　晴. 【ハリソン内科学日本語版第５版】幹細胞生物学の臨床医学への応用. メディカル · サイエンス ·
インターナショナル, 2017.03

5. 村川美也子、中川美奈、朝比奈靖浩. 【B型 · C型肝炎の抗ウイルス療法　最前線の治療エッセンス】2. C
型肝炎　１）治療効果を規定する宿主要因. 医薬ジャーナル社, 2017.07 (ISBN : 978-4-7532-2843-0 C3047)

6. 齊藤詠子. 【その患者 · その症例にいちばん適切な使い方がわかるステロイド療法の極意】第 3章 疾患 · 病
態別にみたステロイドの選び方 · 使い方：消化器疾患. じほう社, 2017.09

[総説]

1. 金子　俊、朝比奈靖浩. 【特集Ⅱ：C型肝炎治療の新時代】抗ウイルス療法後の発癌とその対策 消化器 · 肝
臓内科. 2017.01; 1(1); 95-101

2. 大塚和朗、鈴木康平、渡辺　守. 【腸炎まるわかり】鑑別を間違えてはならない腸炎 消化器内視鏡. 2017.01;
29(1); 158-161

3. 小田島 慎也, 田中 聖人, 松田 浩二, 藤城 光弘, 斎藤 豊, 大塚 和朗, 小田 一郎, 堅田 親利, 加藤 正之, 木田
光広, 小林 清典, 布袋屋 修, 堀松 高博, 松田 尚久, 武藤 学, 山本 博徳, 良沢 昭銘, 岩切 龍一, 久津見 弘,
宮田 裕章, 加藤 元嗣, 春間 賢, 藤本 一眞, 上村 直実, 上西 紀夫, 田尻 久雄, MSED-J(Minimal Standard
Endoscopic Database)作成小委員会. Japan Endoscopy Database(JED)Project　第一期トライアル実施報
告書 Gastroenterological Endoscopy. 2017.01; 59(1); 91-101

4. 大塚和朗、竹中健人、福田将義、木村麻衣子、勝倉暢洋、荒木昭博、岡田英理子、永石宇司、渡辺　守. 【小
腸出血-診断 · 治療の最前線-】 シングルバルーン内視鏡を用いた小腸出血の診断と治療 消化器 · 肝臓内科.
2017.01; 1(1); 14-20

5. 朝比奈靖浩. 【特集：臨床応用を見据えた肝線維化研究の新展開】海外における肝線維化治療薬の臨床開発
状況 肝胆膵. 2017.01; 74(1); 107-112

6. 朝比奈靖浩. 【こココが知りたい！ 治療の最前線】C型肝炎治療 調剤と情報. 2017.01; 23(1); 37-43

7. 渡辺　守. 腸からヒト全身を繙く新しい時代の到来 日本消化器病学会雑誌. 2017.01; 114(1); 1-7

8. 岡本隆一、渡辺　守.【打つ手あり!IBD治療の展望】IBDに対する腸上皮幹細胞移植日本医事新報. 2017.01;
(4839); 36-41

9. 藤井　悟、岡本隆一、渡辺　守. 【臓器の再生に向けて】 腸疾患に対する再生治療戦略 Medical Science
Digest. 2017.01; 43(1); 18-21

10. Tetsuya Nakamura, Mamoru Watanabe. Intestinal stem cell transplantation. J. Gastroenterol. 2017.02;
52(2); 151-157

11. Kiichiro Tsuchiya. The significance of infectious disease and microbiota in functional gastrointestinal
disorders. Journal of general and family medicine. 2017.03; 18(1); 27-31

12. 藤井俊光、渡辺　守. 【炎症性腸疾患-最近の診断 · 治療-】 炎症性腸疾患の定義 · 疫学 日本臨床. 2017.03;
75(3); 357-363

13. 大塚和朗、荒木昭博、竹中健人、藤井俊光、渡辺　守. 【消化器内視鏡の基礎知識と基本テクニック】小腸
　小腸検査法の適応と使い分け 消化器内視鏡. 2017.03; 29(3); 478-480

14. 松岡克善、渡辺　守. 【炎症性腸疾患-最近の診断 · 治療-】炎症性腸疾患の新規治療薬の臨床開発 日本臨床.
2017.03; 75(3); 488-491

15. 朝比奈靖浩. 【ウイルス肝炎の院内感染防止のための個別予防策 · 治療 】ウイルス肝炎発症時のウイルス学
的 · 疫学的調査 解説：透析医療における感染症ガイドライン. 2017.03; 131-137

16. 渡辺　守. 【小児 · 妊婦 · 高齢者に対する IBD診療】 序説 Intestine. 2017.03; 21(2); 105-106

器官システム制御学講座



— 586 —

器官システム制御学講座

17. 長堀正和. 【特集：炎症性腸疾患】Ⅱ.炎症性腸疾患の検査 · 診断_問診 · 血液 · 生化学 · 細菌検査 日本臨牀.
2017.03; 75(3); 376-379

18. 岡本隆一、渡辺　守. 【炎症性腸疾患-最近の診断 · 治療-】幹細胞を用いた粘膜再生治療の現状と展望 日本
臨床. 2017.03; 75(3); 477-481

19. 金子　俊、柿沼　晴、朝比奈靖浩. 【特集 II：進化する B型肝炎治療】ヒト iPS細胞由来肝細胞系譜細胞を
用いた B型肝炎ウイルス感染培養系の構築 消化器 · 肝臓内科. 2017.04; 1(4); 441-448

20. 大島　茂、渡辺　守. 【臓器特異的バリアとその破綻による疾患】消化管バリアと疾患①：炎症性腸疾患 実
験医学増刊. 2017.04; 35(7); 115-120

21. 中村哲也. 【生体バリアを標的とした疾患の制御】オルガノイド移植による腸上皮再生と臨床応用 実験医学
増刊. 2017.04; 35(7); 160-164

22. 永田紘子、朝比奈靖浩. 【激変する肝疾患診療の現状】 肝疾患の診断の進め方 臨牀と研究. 2017.05; 94(5);
522-528

23. 中村哲也. 【小児外科領域の先端的医療の展開（Ⅰ）：再生医療の最前線】小腸 · 大腸再生 小児外科. 2017.05;
49(5); 470-473

24. 中村哲也. 【生体バリア_粘膜や皮膚を舞台とした健康と疾患のダイナミクス】 (第 3章)生体バリアを標的
とした疾患の制御　オルガノイド移植による腸上皮再生と臨床応用 実験医学. 2017.05; 35(7); 1202-1206

25. 朝比奈靖浩. 【ウイルス肝炎　実地診療に活用したいウイルス肝炎の最新情報】 セミナー　実地診療に活
用したいウイルス肝炎の最新情報　 C型肝炎ウイルス排除後の最適診療 Medical Practice. 2017.05; 34(5);
781-786

26. 石橋史明、岡本隆一、渡辺　守.【特集：幹細胞システム】腸幹細胞システム CLINICAL CALCIUM. 2017.05;
27(6); 39-44

27. 永石宇司、渡辺 　守. 【IL-7 Biology】IL-7による腸管粘膜の免疫調節と大腸炎 医学のあゆみ. 2017.06;
261(11); 1083-1087

28. 永石宇司. 消化管病変の免疫応答制御に向けた新たな戦略. 消化器と免疫 News letter. . 2017.06; 18(2); 2-3

29. 松岡克善、渡辺　守. 【IBDの診療ガイドラインを実臨床にいかに活かすか?】わが国と ECCOのガイドラ
インの比較 IBD Research. 2017.06; 11(2); 91-94

30. 久松理一、松岡克善、溝口恵美子、飯田智哉. 消化器内科医は TNFαの分子メカニズムまで学ぶべきか 消
化器病学サイエンス. 2017.06; 1(1); 1-9

31. 朝比奈靖浩. 【特集：ガイドラインには書いていない「肝炎 · 肝がん診療の最近の問題点」】C 型肝炎イン
ターフェロン · フリー治療の残された課題 肝臓クリニカルアップデート. 2017.06; 3(1); 35-39

32. 井津井康浩、朝比奈靖浩. 【肝臓を診る-肝臓病のキモ】肝疾患診療総論 採血データの読み方　データを深
読みすると肝臓がまるみえに 内科. 2017.06; 119(6); 1083-1088

33. Tomohiro Mizutani, Yoshiyuki Tsukamoto, Hans Clevers. Oncogene-inducible organoids as a miniature
platform to assess cancer characteristics. J. Cell Biol. 2017.06; 216(6); 1505-1507

34. 長堀正和. 【特集：IBDの診療ガイドラインを実臨床にいかに活かすか？】ガイドラインを活かした潰瘍性
大腸炎の診断と治療 IBD Resarch . 2017.06; 11(2); 81-85

35. 松岡克善、渡辺　守. 【特集：激変する炎症性腸疾患に対する治療ストラテジー】炎症性腸疾患診療の進歩
overview Mebio. 2017.07; 34(7); 4-9

36. 北畑富貴子、朝比奈靖浩. 【内科医が知っておくべき肝癌治療最前線】肝癌ゲノム解析の進歩　精密医療へ
の展開を目指して 消化器 · 肝臓内科. 2017.07; 2(1); 120-124

37. 長堀正和. 炎症性腸疾患（IBD）診療ガイドライン 2016―改訂のポイント 臨床栄養. 2017.07; 131(1); 13-16

38. 本林麻衣子、渡辺　守. 【安全で効果的なステロイド療法】ステロイド療法の効果的な使い方　潰瘍性大腸
炎 · クローン病 臨牀と研究. 2017.07; 94(7); 827-831

器官システム制御学講座



— 587 —

器官システム制御学講座

39. 中村哲也.【消化管の炎症】動物モデルを用いる腸上皮再生研究 別冊 BIO Clinica 慢性炎症と疾患. 2017.08;
6(3); 79-83

40. 大島　茂、渡辺　守. 【腸内細菌と臨床】腸内細菌と消化器疾患（6）腸内細菌と大腸がん 臨牀消化器内科.
2017.09; 32(10); 1353-1357

41. 鬼澤道夫、永石宇司、浅川剛人、南舘　愛、渡辺　守. 【解説】TNFAIP3と XIAP-クローン病感受性遺伝
子としての視点から 臨床免疫 · アレルギー科 . 2017.09; 68(3); 351-356

42. 松岡克善. 【患者さんからよく尋ねられる内科診療の FAQ】(第 2章)消化器 潰瘍性大腸炎と診断されまし
た.疲労やストレスを避けるようにいわれたのですが,どの程度運動してよいのでしょうか?　普通の仕事に
就けるのかも心配です……　 [ 16歳 男性,潰瘍性大腸炎 ] 内科. 2017.09; 120(3); 437-438

43. 松岡克善. 【患者さんからよく尋ねられる内科診療の FAQ】(第 2章)消化器 薬は一生続けないといけない
のでしょうか?　 [ 20歳 女性,潰瘍性大腸炎 ] 内科. 2017.09; 120(3); 439-440

44. 松岡克善. 【患者さんからよく尋ねられる内科診療の FAQ】(第 2章)消化器 妊娠を希望していてたばこを
やめようと思うのですが,禁煙によって潰瘍性大腸炎が悪化するという話を聞きました.どうしたらよいので
しょうか?　 [ 28歳 女性,潰瘍性大腸炎,喫煙者 ] 内科. 2017.09; 120(3); 443-444

45. 中川美奈、朝比奈靖浩. 【ここまで変わった C型肝炎の治療】 DAA治療のアウトカム　肝予備能、肝外臓
器および QOLへの影響 最新医学. 2017.09; 72(9); 1291-1301

46. 髙橋純一、岡本隆一、渡辺　守. 【特集：オルガノイドがもたらす革新～掛け算で生み出すクリエイティブ
研究最前線～】8. 内胚葉オルガノイド xTransplanation 実験医学. 2017.09; 35(16); 2720-2725

47. 永田紘子、朝比奈靖浩. 【肝線維化診断の進歩】 M2BPGiの臨床的意義と実地での活用法 消化器 · 肝臓内
科. 2017.10; 2(4); 464-468

48. 朝比奈靖浩. 【医学と治療の最前線】ここまで進んだ肝癌の集学的治療 日本内科学会学会誌. 2017.10; 106;
1481-1488

49. 朝比奈靖浩. 【特集：肝癌診療 A to Z】DAAs 治療後発癌 肝臓クリニカルアップデート. 2017.10; 3(2); -

50. 朝比奈靖浩. 【消化器の臨床 20年の歩み-消化器疾患治療はどう変わったか】 ウイルス性肝炎　特に B型 ·
C型肝炎を中心に 消化器の臨床. 2017.10; 20(5); 342-349

51. 石橋史明、岡本隆一、渡辺　守. 腸管上皮オルガノイドを用いた細胞移植療法の展望 移植. 2017.10; 52; 4-5

52. Tetsuya Nakamura, Toshiro Sato. Advancing Intestinal Organoid Technology Toward Regenerative Medicine.
Cell Mol Gastroenterol Hepatol. 2017.11; 5(1); 51-60

53. 松岡克善. 【救急外来で役立つ!-意識障害の診かた-"あたま"と"からだ"で考える】意識障害　"からだ"が原因
の意識障害 肝性脳症 (肝不全) Medicina. 2017.11; 54(12); 2016-2018

54. Yu Matsuzawa-Ishimoto, Seungmin Hwang, Ken Cadwell. Autophagy and Inflammation. Annu. Rev.
Immunol.. 2017.11;

55. 大島　茂. 自己免疫疾患とユビキチン修飾系 日本臨床免疫学会. 2017.12; 40(6); 442-449

56. 松岡克善. 【IBD治療薬のポジショニングを考える～現在と将来展望～】ウステキヌマブのポジショニング
を考える IBD Research. 2017.12; 11(4); 224-228

57. 松岡克善、渡辺　守. 【炎症性腸疾患の新しい治療戦略】総論　激変する炎症性腸疾患診療 Medical Science
Digest. 2017.12; 43(14); 711-713

58. 朝比奈靖浩、北畑富貴子. 臨床家の立場から視た肝癌のゲノム解析と病態生理　肝癌の病態と関連する遺伝
子変異 The Liver Cancer Journal. 2017.12; 9(2); 110-115

59. 髙橋純一、鈴木康平、平栗優衣、村野竜朗、岡本隆一、渡辺　守. 【特集：炎症性腸疾患の新しい治療戦略】
腸管上皮細胞を用いた粘膜再生治療の現状と展望 Medical Science Digest. 2017.12; 43(14); 24-27

器官システム制御学講座



— 588 —

器官システム制御学講座

[講演 · 口頭発表等]
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2017.01.21 霞山会館（東京都千代田区）

3. 岡本隆一、平栗優衣、村野竜朗、藤井　悟、福田将義、望月和歌菜、徳武美奈、永田紗矢香、中村哲也、土屋輝
一郎、渡辺　守. 培養腸上皮幹細胞による炎症性腸疾患に対する 粘膜再生治療の開発. 平成 28年度 AMED
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22. 渡辺　守. 【シンポジウム 4：IBD 治療における生物学的製剤これからの課題と対策】司会. 第 103回日本
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での HCV排除により惹起される HBVの再活性化メカニズムの解明. 第 24回肝細胞研究会 2017.07.01 旭
川市民文化会館（北海道旭川市）

89. 三好正人、柿沼　晴、紙谷聡英、金子　俊、角田知之、佐藤綾子、浅野　侑、井津井康浩、東　正新、朝比
奈靖浩、渡辺　守. LHX2発現によるヒト iPS由来間葉系細胞の機能調節. 第 24回肝細胞研究会 2017.07.01
旭川市民文化会館（北海道旭川市）

90. 北畑富貴子、朝比奈靖浩、田中信二、村川美也子、新田沙由梨、柿沼　晴、永田紘子、金子　俊、浅野　侑、
角田知之、三好正人、井上恵美、佐藤綾子、井津井康浩、中川美奈、東　正新、田邉　稔、前川伸哉、榎本
信幸、渡辺　守. 【シンポジウム 1　肝炎ウイルス制御後の肝癌の特性と治療：エビデンスとコンセンサス】
肝炎ウイルス制御下および B型肝炎ウイルス既往感染における肝細胞癌遺伝子変異の検討. 第 53回日本肝
癌研究会 2017.07.06 京王プラザホテル（東京都新宿区）

器官システム制御学講座



— 593 —

器官システム制御学講座

91. 永田紘子、中川美奈、朝比奈靖浩. C型慢性肝炎に対する IFN-based、IFN-free治療後発癌および発癌予測
因子についての検討. 第 53回日本肝癌研究会 2017.07.07 京王プラザホテル（東京都新宿区）

92. 朝比奈靖浩. 【一般演題　化学療法 · 分子標的治療（2）】司会. 第 53回日本肝癌研究会 2017.07.07 京王プ
ラザホテル（東京都新宿区）

93. 金子　俊. Human induced pluripotent stem cell-derived hepatic cell lines as a new model for host inter-
action with hepatitis B virus. 第 30回肝臓フォーラム (東部) 2017.07.08 経団連会館（東京都千代田区）

94. 齊藤詠子. 【研修医セッション】評価者. 日本消化器病学会関東支部第 345回例会 2017.07.15 シェーンバッ
ハ · サボー（東京都千代田区）

95. 根本泰宏. 研修医Ⅳ (大腸)　座長. 第 345回日本消化器病学会関東支部例会 2017.07.15 海運クラブ（東京
都千代田区）

96. 松永史穂、藤井　崇、鈴木康平、松本有加、渡部太郎、金子　俊、本林麻衣子、仁部洋一、福田将義、根本泰
宏、齊藤詠子、大島　茂、岡本隆一、土屋輝一郎、東正新、永石宇司、大岡真也、中村哲也、荒木昭博、朝
比奈靖浩、渡辺　守. 【研修医Ⅲ (大腸 · その他)】ビスフォスフォネート投与後に腸間膜脂肪織炎を発症し
た１例. 日本消化器病学会 関東支部第 345回例会 2017.07.15 シェーンバッハ · サボー（東京都千代田区）

97. 渡辺　諭、大友有紀子、勝田景統、西成田悠、細川貴範、山地　統、小野圭一、小島　茂、野内俊彦,北田修
一、大野一将、鈴木祥子、浦牛原幸治 武田雄一、櫻井　幸、川口　淳、朝比奈靖浩、渡辺　守、清水誠一郎.
【専修医Ⅶ (肝２)】ステロイドパルス療法後に増悪を繰り返した自己免疫性肝炎の１例. 日本消化器病学会
関東支部第 345回例会 2017.07.15 シェーンバッハ · サボー（東京都千代田区）

98. 渡辺　守. 【特別講演】新しい時代に入った炎症性腸疾患治療を考え直す！ . 日本消化器病学会関東支部第
345回例会 2017.07.15 海運クラブ（東京都千代田区）

99. 渡辺　守. IBD診療に関する情報交換（座長）. IBD最新情報報告会 2017.07.18 品川プリンスホテル（東京
都品川区）

100. 江﨑幹宏、佐藤祐邦、矢野　豊、髙津典孝、竹内　健、長沼　誠、大塚和朗、渡辺憲治、松本主之、小金井一
隆、杉田　昭、渡邉聡明、二見喜太郎、味岡洋一、田邉　寛、岩下明德、平井郁仁. 【診断基準の改訂】各種
画像診断の所見を取り入れたクローン病診断基準の確立. 厚生労働科学研究費補助金難治性疾患等政策研究
事業「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究」班 平成 29年度第 1回総会 2017.07.19 TKP品川カンファ
レンスセンター（東京都港区）

101. 矢野　豊、髙津典孝、竹内　健、長沼　誠、大塚和朗、渡辺憲治、松本主之、江﨑幹宏、小金井一隆、杉田
昭、渡邉聡明、二見喜太郎、味岡洋一、田邉　寛、岩下明德、平井郁仁. 【診断基準の改訂】潰瘍性大腸炎
の臨床的重症度による分類の改定. 厚生労働科学研究費補助金難治性疾患等政策研究事業「難治性炎症性腸
管障害に関する調査研究」班 平成 29年度第 1回総会 2017.07.19 TKP品川カンファレンスセンター（東京
都港区）

102. 杉田　昭、二見喜太郎、舟山裕士、池内浩基、根津理一郎、板橋道朗、水島恒和、楠　正人、渡邉聡明、福島
浩平、小金井一隆、佐々木　巌、松岡克善、平井郁仁、中村志郎. 【合併症 · 副作用対策プロジェクト：誌上
発表】潰瘍性大腸炎治療例の予後―QOLの観点から―（prospective study）. 厚生労働科学研究費補助金難
治性疾患等政策研究事業「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究」班 平成 29年度第 1回総会 2017.07.19
TKP品川カンファレンスセンター（東京都港区）

103. 仲瀬裕志、松浦　稔、竹内　健、鈴木康夫、長沼　誠、松岡克善、藤井俊光、福井寿朗、高津典孝. 【合併症
· 副作用対策プロジェクト】CMV感染合併潰瘍性大腸炎を対象とした定量的 PCR法に基づく抗ウイルス療
法の適応選択と有効性に関する臨床試験. 厚生労働科学研究費補助金難治性疾患等政策研究事業「難治性炎
症性腸管障害に関する調査研究」班 平成 29年度第 1回総会 2017.07.19 TKP品川カンファレンスセンター
（東京都港区）

104. 渡邉聡明、畑　啓介、杉田　昭、池内浩基、福島浩平、二見喜太郎、楠　正人、小山文一、水島恒和、板橋
道朗、木村英明、安藤　朗、岡崎和一、緒方晴彦、金井隆典、猿田雅之、清水俊明、仲瀬裕志、中野　雅、
中村志郎、西脇祐司、久松理一、平井郁仁、穂刈量太、松岡克善、松本主之、鈴木康夫. 【治療指針 · ガイド
ラインの改訂：誌上発表】外科手術症例 · 内視鏡切除症例からみた潰瘍性大腸炎合併腫瘍の臨床病理学的検
討. 厚生労働科学研究費補助金難治性疾患等政策研究事業「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究」班 平
成 29年度第 1回総会 2017.07.19 TKP品川カンファレンスセンター（東京都港区）
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105. 渡邉聡明、畑　啓介、杉田　昭、池内浩基、福島浩平、二見喜太郎、楠　正人、小山文一、水島恒和、板橋
道朗、木村英明、安藤　朗、岡崎和一、緒方晴彦、金井隆典、猿田雅之、清水俊明、仲瀬裕志、中野　雅、
中村志郎、西脇祐司、久松理一、平井郁仁、穂刈量太、松岡克善、松本主之、鈴木康夫. 【治療指針 · ガイド
ラインの改訂：誌上発表】クローン病再手術率の時代的変遷. 厚生労働科学研究費補助金難治性疾患等政策
研究事業「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究」班 平成 29年度第 1回総会 2017.07.19 TKP品川カン
ファレンスセンター（東京都港区）

106. 小山文一、植田　剛、藤井久男、杉田　昭、池内浩基、福島浩平、渡邉聡明、荒木俊光、板橋道朗、篠崎　大、
楠　正人、小金井一隆、内野　基、渡辺和宏、畑　啓介、高橋賢一、根津理一郎、橋本可成、舟山裕士、水島
恒和、飯島英樹、山本博徳、加藤　順、小林　拓、藤谷幹浩、佐々木誠人、松岡克善、竹中健人、田中信治、
上野義隆、東　大二郎、二見喜太郎. 【合併症 · 副作用対策プロジェクト：誌上発表】クローン病術後吻合
部潰瘍に関する調査研究. 厚生労働科学研究費補助金難治性疾患等政策研究事業「難治性炎症性腸管障害に
関する調査研究」班 平成 29年度第 1回総会 2017.07.19 TKP品川カンファレンスセンター（東京都港区）

107. 角田洋一、木内喜孝、中村志郎、高川哲也、花井洋行、池谷賢太郎,、櫻庭裕丈、西田淳史、佐々木誠人、岡
庭紀子、久松理一、小林　拓、小野寺　馨、石黒　陽、篠崎　大、長沼　誠、平岡佐規子、荒木寛司、佐々
木　悠、志賀永嗣、本谷　聡、小野寺基之、松岡克善、藤谷幹浩、佐藤雄一郎、桂田武彦、梁井俊一、穂苅
量太、石原俊治、新井勝大、野口光徳、中川倫夫、加藤　順、杉田　昭、松浦　稔、遠藤克哉、内藤健夫、
諸井林太郎、黒羽正剛、木村智哉、金澤義丈、安藤　朗、鈴木康夫、下瀬川　徹. 【IBDの遺伝子解析プロ
ジェクト】チオプリン不耐症を判別する NUDT15遺伝子検査の開発を軸とした炎症性腸疾患治療薬に関係
する遺伝子マーカーの探索と臨床応用研究（MENDEL Study）. 厚生労働科学研究費補助金難治性疾患等
政策研究事業「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究」班 平成 29年度第 1回総会 2017.07.19 TKP品川
カンファレンスセンター（東京都港区）

108. 仲瀬裕志、松浦稔、竹内　健、鈴木康夫、長沼　誠、松岡克善、藤井俊光、福井寿朗、高津典孝. 【合併症 ·
副作用対策プロジェクト：誌上発表】炎症性腸疾患におけるステロイド治療に伴う骨代謝障害に関する前向
き多施設共同研究. 厚生労働科学研究費補助金難治性疾患等政策研究事業「難治性炎症性腸管障害に関する
調査研究」班 平成 29年度第 1回総会 2017.07.19 TKP品川カンファレンスセンター（東京都港区）

109. 鈴木康夫、竹内　健、渡辺　守、長堀正和、松岡克善、高後　裕、蘆田知史、藤谷幹浩、上野伸展、安藤勝
祥、野村好紀、稲場勇平、中村志郎、福島浩平、松井敏幸、安藤　朗、穂刈量太、金井隆典、藤井久男. 【広
報活動/研究成果公表/専門医育成プロジェクト】IBDを専門とする消化器医育成プログラムの開発. 厚生労
働科学研究費補助金難治性疾患等政策研究事業「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究」班 平成 29年度
第 1回総会 2017.07.19 TKP品川カンファレンスセンター（東京都港区）

110. 岡崎和一、大宮美香、深田憲将、佐々木誠人、大川清孝、北村和哉、渡辺　守、長堀正和、谷田論史、花井
洋行、飯田貴之、加藤 順. 【合併症 · 副作用対策プロジェクト】潰瘍性大腸炎における急性増悪 · 再燃因子
の前向き調査（特に腸管感染症との関連性）. 厚生労働科学研究費補助金難治性疾患等政策研究事業「難治
性炎症性腸管障害に関する調査研究」班 平成 29年度第 1回総会 2017.07.19 TKP品川カンファレンスセン
ター（東京都港区）

111. 穂苅量太、渡辺知佳子、高本俊介、三浦総一郎、本谷　聡、松本主之、梁井俊一、松岡克善、長堀正和、渡辺
　守、長沼　誠、金井隆典、小林　拓、日比紀文、吉村直樹、杉田　昭、小金井一隆、国崎玲子、小林清典、
横山　薫、中村志郎、安藤　朗、渡辺憲治、山上博一、北村和哉、加賀谷尚史、石原俊治、山岡莉乃、松井
敏幸. 【IBDの特殊系】妊娠出産の転帰と治療内容に関する多施設共同研究. 厚生労働科学研究費補助金難
治性疾患等政策研究事業「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究」班 平成 29年度第 1回総会 2017.07.19
TKP品川カンファレンスセンター（東京都港区）

112. 小林　拓 、細江直樹、松岡克善、竹内　健、中野 雅、遠藤 豊、吉田篤史、久松理一、上野文昭、金井隆典、
日比紀文、渡辺　守、鈴木康夫、緒方晴彦. 【新たな IBD診断の開発】潰瘍性大腸炎における抗 TNFα抗
体の治療効果判定 · 予後予測のための大腸カプセル内視鏡の有用性に関する前向き研究～便中カルプロテク
チンとの比較を含めて～. 厚生労働科学研究費補助金難治性疾患等政策研究事業「難治性炎症性腸管障害に
関する調査研究」班 平成 29年度第 1回総会 2017.07.19 TKP品川カンファレンスセンター（東京都港区）

113. 渡辺憲治、竹内　健、矢野智則、長沼　誠、奧田茂男、大塚和朗、北詰良雄、平井郁仁、村上義孝、屋代香
絵、別府剛志、松井敏幸、櫻庭裕丈、石黒　陽、加藤真吾、馬場重樹、安藤　朗、渡辺知佳子、穂苅量太、内
山和彦、髙木智久、内藤裕二、桑木光太郎、光山慶一、長坂光夫、大宮直木、前本篤男、吉田篤史、遠藤　
豊、渡部公彦、細見周平、湯川知洋、鎌田紀子、山上博一、宮嵜孝子、樋田信幸、中村志郎、山本博徳、金井
隆典、上野文昭、渡辺　守、日比紀文、鈴木康夫. 【新たな IBD診断の開発】クローン病粘膜病変に対する
バルーン小腸内視鏡とMREの比較試験 Progress Study:国内多施設共同試験. 厚生労働科学研究費補助金難
治性疾患等政策研究事業「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究」班 平成 29年度第 1回総会 2017.07.19
TKP品川カンファレンスセンター（東京都港区）
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114. 細江直樹、緒方晴彦、水野慎大、長沼　誠、金井隆典、松岡克善、渡辺　守、小林　拓、中野　雅、日比紀
文、吉田　篤、遠藤　豊、上野文昭、大森鉄平、林田真理、竹内　健、鈴木康夫. 【新たな IBD診断の開発】
潰瘍性大腸炎に対する大腸カプセル内視鏡アトラス作成、大腸カプセル内視鏡による炎症判定スコアの作成.
厚生労働科学研究費補助金難治性疾患等政策研究事業「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究」班 平成
29年度第 1回総会 2017.07.19 TKP品川カンファレンスセンター（東京都港区）

115. 渡邉聡明、畑　啓介、味岡洋一、安藤　朗、池内浩基、岡崎和一、緒方晴彦、金井隆典、猿田雅之、清水俊
明、杉田　昭、仲瀬裕志、中野　雅、中村志郎、西脇祐司、久松理一、平井郁仁、福島浩平、二見喜太郎、
穂刈量太、松岡克善、松本主之、日比紀文、渡辺　守、鈴木康夫. 【診断基準の改訂】潰瘍性大腸炎に対す
る癌サーベイランス法の確立—Target vs Random生検のランダム化比較試験のフォローアップスタディー.
厚生労働科学研究費補助金難治性疾患等政策研究事業「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究」班 平成
29年度第 1回総会 2017.07.19 TKP品川カンファレンスセンター（東京都港区）

116. 江﨑幹宏、松本主之、平井郁仁、二見喜太郎、中村志郎、池内浩基、渡辺憲治、大宮直木、中村正直、半田
修、内藤裕二、仲瀬裕志、松浦 稔、藤谷幹浩、遠藤克哉、大森鉄平、飯島英樹 、平岡佐規子、蔵原晃一、加
藤 順、金城 徹、芦塚伸也、山本章二朗、竹島史直、光山慶一、猿田雅之、石川 大、澁谷智義、久松理一、
細江直樹、緒方晴彦、長沼 誠、金井隆典、小林 拓、日比紀文、松岡克善、長堀正和、渡辺 守、竹内 健、鈴
木康夫. 【診断基準の改訂】クローン病術後再発に関するカプセル内視鏡評価の意義に関する検討. 厚生労
働科学研究費補助金難治性疾患等政策研究事業「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究」班 平成 29年度
第 1回総会 2017.07.19 TKP品川カンファレンスセンター（東京都港区）

117. 小林　拓、久松理一、松本主之、本谷　聡、仲瀬裕志、渡辺憲治、平井郁仁、田中正則、渡辺　守、日比紀
文. 【治療指針 · ガイドラインの改訂】インフリキシマブ治療によって寛解維持された潰瘍性大腸炎患者に
対するインフリキシマブ治療の中止および継続群の寛解維持率比較研究（HAYABUSA）. 厚生労働科学研
究費補助金難治性疾患等政策研究事業「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究」班 平成 29年度第 1回総
会 2017.07.19 TKP品川カンファレンスセンター（東京都港区）

118. 渡邉聡明、畑　啓介、味岡洋一、武林　亨、友次直輝、井上永介、安藤　朗、池内浩基 7、岡崎和一、緒 方晴
彦、金井隆典、杉田　昭、仲瀬裕志、中野　雅、長堀正和、中村志郎、西脇祐司、福島浩平、穂刈量太、松
井敏幸、松本主之、渡辺　守、日比紀文、鈴木康夫. 【治療指針 · ガイドラインの改訂】潰瘍性大腸炎に合
併した dysplasia, cancerの外科治療指針. 厚生労働科学研究費補助金難治性疾患等政策研究事業「難治性炎
症性腸管障害に関する調査研究」班 平成 29年度第 1回総会 2017.07.19 TKP品川カンファレンスセンター
（東京都港区）

119. 中村志郎、松井敏幸、杉田　昭、余田　篤、安藤　朗、金井隆典、長堀正和、樋田信幸、穂苅量太 　　、渡
辺憲治、仲瀬裕志、竹内　健、上野義隆、福島浩平、二見喜太郎、鈴木康夫. 【治療指針 · ガイドラインの改
訂】治療の標準化を目指したクローン病治療指針の改訂. 厚生労働科学研究費補助金難治性疾患等政策研究
事業「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究」班 平成 29年度第 1回総会 2017.07.19 TKP品川カンファ
レンスセンター（東京都港区）

120. 鈴木康夫、竹内　健、渡辺　守、長堀正和、松岡克善、藤谷幹浩、中村志郎、穂刈量太、藤井久男.【広報活動/
研究成果公表/専門医育成プロジェクト】広報活動 · 専門医育成プロジェクト. 厚生労働科学研究費補助金難
治性疾患等政策研究事業「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究」班 平成 29年度第 1回総会 2017.07.19
TKP品川カンファレンスセンター（東京都港区）

121. 鈴木康夫、久松理一、猿田雅之、長堀正和、池内浩基. 【IBDの病診連携を構築するプロジェクト】IBDの
病診連携を構築するプロジェクト. 厚生労働科学研究費補助金難治性疾患等政策研究事業「難治性炎症性腸
管障害に関する調査研究」班 平成 29年度第 1回総会 2017.07.19 TKP品川カンファレンスセンター（東京
都港区）

122. 大藤さとこ、近藤亨子、伊藤一弥、福島若葉、山上博一、渡辺憲治、長堀正和、渡辺　守、西脇祐司、鈴木
康夫. 【疫学 · データーベース作成プロジェクト】日本人におけるクローン病の関連因子：多施設共同症例
対照研究. 厚生労働科学研究費補助金難治性疾患等政策研究事業「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究」
班 平成 29年度第 1回総会 2017.07.19 TKP品川カンファレンスセンター（東京都港区）

123. 朝比奈靖浩. 【肝疾患診療を取り巻く新たな課題への挑戦】司会. 第 18 回 Tokyo Liver Meeting Junior
2017.07.20 中外製薬株式会社大崎オフィス（東京都品川区）

124. 新田沙由梨. 薬剤耐性 C型肝炎に関わる新たな課題. 第 18回 Tokyo Liver Meeting Junior 2017.07.20 中外
製薬株式会社大崎オフィス（東京都品川区）
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125. 久松理一、井上　詠、渡辺憲治、谷田諭史、国崎玲子、小林清典、長堀正和、新井勝大、内野　基、小金井
一隆、小林　拓、岳野光洋、上野文昭、松本主之、鈴木康夫. 【希少疾患プロジェクト】腸管型ベーチェッ
ト病診療ガイドライン作成（鈴木班 · 水木班合同プロジェクト）. 厚生労働科学研究費補助金難治性疾患等
政策研究事業「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究」班 平成 29年度第 1回総会 2017.07.20 TKP品川
カンファレンスセンター（東京都港区）

126. 渡辺　守、中村哲也、土屋輝一郎、鈴木康平、高橋純一、村野竜朗、岡本隆一、佐藤俊朗.【腸内細菌プロジェ
クト】培養腸上皮幹細胞を用いた炎症性腸疾患に対する粘膜再生治療の開発. 厚生労働科学研究費補助金難
治性疾患等政策研究事業「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究」班 平成 29年度第 1回総会 2017.07.20
TKP品川カンファレンスセンター（東京都港区）

127. 渡辺憲冶、松本主之、仲瀬裕志、久松理一、平井郁仁、小林清典、国崎玲子、長堀正和、竹内　健、大藤さと
こ、福島若葉、梁井俊一、稲場勇平、藤谷幹浩、櫻庭裕丈、角田洋一、勝野達郎、大森鉄平、小林　拓、秋山
純一、本田　穣、佐藤　公、佐々木誠人、谷田諭史、加賀谷尚史、馬場重樹、安藤　朗、深田憲将、岡崎和
一、細見周平、湯川知洋、鎌田紀子、山上博一、宮嵜孝子、樋田信幸、中村志郎、松浦　稔、平田　敬、石田
哲也、松本吏弘、金城福則、金城　徹、上野義隆、田中信治、渡辺知佳子、穂苅量太、高橋索真、進士明宏、
北村和哉、辻川知之、山下真幸、長沼　誠、鈴木康夫、上野文昭、日比紀文、渡辺　守. 【希少疾患プロジェ
クト】特殊型炎症性腸疾患におけるアダリムマブとステロイドの前向き無作為化比較試験 Castle Study：国
内多施設共同試験. 厚生労働科学研究費補助金難治性疾患等政策研究事業「難治性炎症性腸管障害に関する
調査研究」班 平成 29年度第 1回総会 2017.07.20 TKP品川カンファレンスセンター（東京都港区）

128. 岡本隆一、鬼澤道夫、大島　茂、大塚和朗、日比紀文、小林　拓　. 【腸内細菌プロジェクト】炎症性腸疾患
における食関連リスク因子に関する研究. 厚生労働科学研究費補助金難治性疾患等政策研究事業「難治性炎
症性腸管障害に関する調査研究」班 平成 29年度第 1回総会 2017.07.20 TKP品川カンファレンスセンター
（東京都港区）

129. Nagaishi T, Watabe T, Jose N, Hosoya A, Kojima Y, Tsugawa N, Adachi T, Watanabe M. Deficiency of
IgA Induces Microflora Alteration and Ileal Inflammation. ICMI 2017 2017.07.21 Washington DC (USA)

130. 渡辺　守. 新しい時代に入った炎症性腸疾患治療を考え直す！ . 日本内科学会第 57回北海道支部生涯教育
講演会 2017.07.22 北海道大学 臨床講堂（北海道札幌市）

131. Horita N, Gifford GB, Lafkas D, Siebel CW, Samuelson LC.. NOTCH ligand Jagged1 regulates epithelial
cell proliferation in mouse gastric corpus. 2017 FASEB Science Research Conference, GASTROINTESTI-
NAL TRACT XVII: CURRENT BIOLOGY OF THE GI TRACT, MUCOSA, MICROBIOTA, AND
BEYOND 2017.07.31 The Steamboat Grand

132. 井津井康浩. 【卒後臨床教育 · 臨床研修制度】学習環境評価表 (PHEEM) が明らかにした本学臨床研修プ
ログラムの特長と課題. 第 49回日本医学教育学会大会 2017.08.19 札幌コンベンションセンター（北海道札
幌市）

133. 渡辺　守. 文献で紐解く炎症性腸疾患の歴史（座長）. 全国同日エリア講演会 Meet the Expert 2017.08.19
京王プラザホテル（東京都新宿区）

134. 渡辺　守. IBD治療の現在、過去、未来（座長）. 全国同日エリア講演会 Meet the Expert 2017.08.19 京王
プラザホテル（東京都新宿区）

135. 渡辺　守. 座長. Crohn’s Disease Expert Lecture Meeting 2017.09.02 ホテル椿山荘（東京都文京区）

136. 岡本隆一、平栗優衣、鈴木康平、髙橋純一、福田将義、望月和歌菜、徳武美奈、永田紗矢香、中村哲也、土
屋輝一郎、渡辺　守. 培養腸上皮幹細胞を用いた炎症性腸疾患に対する粘膜再生治療の開発拠点. 平成 29年
度 AMED再生医療 · 研究交流会 2017.09.05 イイノホール＆カンファレンスセンター（東京都千代田区）

137. 渡辺　守. Round Table Discussion「CDにおける抗 TNFα抗体製剤の LORに対する治療戦略」（座長）.
Japan Round Table Discussion on IBD 2017.09.09 霞山会館（東京都千代田区）

138. 渡辺　守. Keynote Lecture 「クローン病における抗 TNFα抗体製剤と LOR～効果減弱とその後のマネジ
メント～」（座長）. Japan Round Table Discussion on IBD 2017.09.09 霞山会館（東京都千代田区）

139. 渡辺　守. 【消化管疾患の病態 · 治療の新展開：消化器疾患と gut microbiota】司会. 第 11 回（2017 年度）
日本消化管学会教育集会 2017.09.10 富山国際会議場（富山県富山市）

140. 朝比奈靖浩. 【研究報告】　座長. 第 17回　御茶ノ水リバーカンファレンス 2017.09.16 ホテル東京ガーデ
ンパレス（東京都文京区）
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141. 中川美奈. 【研究報告】C型慢性肝疾患ウイルス制御下における肝発癌抑止効果の有無の検討. 第 17回　御
茶ノ水リバーカンファレンス 2017.09.16 ホテル東京ガーデンパレス（東京都文京区）

142. 渡辺　守. 【特別講演：B型C型肝炎と肝癌の内科的治療の進歩】座長. 第 17回　御茶ノ水リバーカンファ
レンス 2017.09.16 ホテル東京ガーデンパレス（東京都文京区）

143. Takenaka K, Ohtsuka K, Kitazume Y, Matsuoka K, Fujii T, Nagahori M, Kimura M, Watanabe M.
Magnetic resonance enterography for small bowel mucosal healing in patients with Crohn’s disease.
APDW2017 2017.09.23 (Hong Kong)

144. Azuma S, Asahina Y, Kakinuma S, Azuma K, Watanabe M. Diabetic retinopathy as a risk factor associated
with development of hepatocellular carcinoma in non-alcoholic fatty liver disease. APDW2017 2017.09.25
(Hong Kong)

145. Watanabe M.【Inflammatory Bowel Disease：Future Treatment Paradigm】Chair. APDW2017 2017.09.25
(Hong Kong)

146. YOHEI FURUMOTO, AKIHIRO ARAKI, SAYURI NITTA, HIROKO NAGATA, KENTO TAKENAKA,
KOUHEI SUZUKI, ERIKO OKADA, TAKAO HORIUCHI, MAMORU WATANABE. Report of suc-
cessful rescue of disrupted capsafter rule endoscopy retention. Asian Pacific Digestive Week 2017.09.26
Hongkong

147. 渡部太郎、永石宇司、津川直也、Jose Nisha、細谷明徳、小島裕大、安達貴弘、渡辺　守. 回腸粘膜におけ
る防御機構としての IgA の重要性. 第 45回日本臨床免疫学会総会 2017.09.28 京王プラザホテル（東京都新
宿区）

148. 大塚和朗. 【イブニングセミナー】　司会. 第 54回日本消化器免疫学会総会 2017.09.28 京王プラザホテル
（東京都新宿区）

149. 中村哲也. 【シンポジウム：Regenerative Medicine on Mucosal Immunology】Intestinal Stem Cell Trans-
plantation. 第 54回日本消化器免疫学会総会 2017.09.28 京王プラザホテル（東京都新宿区）

150. 永石宇司. 【ビギナーズセミナー 3：抗原提示細胞】　座長. 第 45回日本臨床免疫学会総会 2017.09.28 京
王プラザホテル（東京都新宿区）

151. 渡辺　守. 【会長講演】腸からヒト全身を繙く新しい時代へ. 第 45回日本臨床免疫学会総会 2017.09.28 京
王プラザホテル（東京都新宿区）

152. 渡辺　守. 【Keynote Lecture（基調講演）】座長. 第 54回日本消化器免疫学会総会 2017.09.28 京王プラザ
ホテル（東京都新宿区）

153. 渡辺　守. 【開会の辞】. 第 54回日本消化器免疫学会総会 2017.09.28 京王プラザホテル（東京都新宿区）

154. 渡辺　守. 【特別講演】驚異の免疫力　座長. 第 45回日本臨床免疫学会総会 2017.09.28 京王プラザホテル
（東京都新宿区）

155. 西村　龍、土屋輝一郎、白崎友彬、渡辺　翔、日比谷秀爾、岡本隆一、中村哲也、渡辺　守. 【消化管 1】ヒ
ト大腸オルガノイドを用いた炎症性腸疾患擬似モデルの構築による薬効評価システムへの応用. 第 54回日
本消化器免疫学会総会 2017.09.28 京王プラザホテル（東京都新宿区）

156. 大島　茂. 【ビギナーズセミナー 7：オートファジー】　座長. 第 45回日本臨床免疫学会総会 2017.09.29 京
王プラザホテル（東京都新宿区）

157. 土屋輝一郎. 【ビギナーズセミナー 5：エピゲノム】　座長. 第 45回日本臨床免疫学会総会 2017.09.29 京
王プラザホテル（東京都新宿区）

158. 藤井俊光、秋山慎太郎、松岡克善、江花有亮、根木真理子、竹中健人、齊藤詠子、長堀正和、大塚和朗、磯
部光章、渡辺　守. 【腸管免疫，常在細菌叢】高安動脈炎に合併した炎症性腸疾患の遺伝的背景と腸炎の表
現形. 第 45回日本臨床免疫学会 2017.09.29 京王プラザホテル（東京都新宿区）

159. 日比谷秀爾、土屋輝一郎、渡辺　守. Establishment of a colonic organoid with Wnt-independent growth
by long-term inflammatory stimulation. The 76th Annual Meeting of the Japanese Cancer Association
2017.09.29 パシフィコ横浜（神奈川県横浜市）

器官システム制御学講座



— 598 —

器官システム制御学講座

160. 松岡克善.【スポンサー教育セミナー 2：潰瘍性大腸炎の診断と治療　 update】炎症性腸疾患治療について—
変遷と今後の展望—. 第 54回日本消化器免疫学会総会 2017.09.29 京王プラザホテル（東京都新宿区）

161. 永石宇司、渡部太郎、細谷明徳、Jose Nisha、津川直也、小島裕大、安達貴弘、渡辺　守. 【ワークショップ
4：in vivo イメージングによる炎症解析】生体イメージングを応用した IBD モデルにおける腸管粘膜免疫
応答の解析. 第 45回日本臨床免疫学会総会 2017.09.29 京王プラザホテル（東京都新宿区）

162. 角田知之、柿沼　晴、三好正人、佐藤綾子、四宮恵美、金子　俊、浅野　侑、村川美也子、新田沙由梨、井
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220. 岡本隆一. 培養腸上皮幹細胞を利用した粘膜再生治療について. 第 20回宝ヶ池セミナー 2017.11.18 メルパ
ルク京都（京都府京都市）

221. 渡辺　守. 腸からヒト全身を繙く新しい時代. 第 7回 TOKYO Diabetes Conference 2017.11.22 東京ガーデ
ンパレスホテル（東京都文京区）

222. Watanabe M. 【Medical Evidence of Biosimilar in IBD Patients】Chair. IBD Special Lecture 2017.11.28
東京医科歯科大学（東京都文京区）

223. 渡辺　守. 【クローン病の基本治療を見直す～個々の病態を見極めた治療を考える～】座長. 第８回日本炎
症性腸疾患学会学術集会 2017.12.01 TKPガーデン品川（東京都港区）

224. 朝比奈靖浩. 【ランチョンセミナー】ポスト肝炎ウイルス時代の新たなる課題と今後の展望. 日本消化器病
学会 関東支部第 347回例会 2017.12.02 海運クラブ（東京都千代田区）

225. 石橋直樹、藤井　崇、鈴木康平、金子　俊、齊藤詠子、根本康宏、福田将義、松岡克善、大島　茂、岡本隆
一、土屋輝一郎、東　正新、永石宇司、中村哲也、荒木昭博、朝比奈靖浩、渡辺　守、豊田智宏、秋田くら
ら、小林大輔. 【研修医Ⅴ (大腸１) 】ANCA 関連血管炎を合併した潰瘍性大腸炎 (UC)の１例. 日本消化器
病学会 関東支部第 347回例会 2017.12.02 海運クラブ（東京都千代田区）

226. 奈良　篤、永田紘子、竹中健人、鈴木康平、松本有香、渡部太郎、金子　俊、齋藤詠子、井津井康浩、土屋輝
一、東　正新、中村哲也、長堀正和、荒木昭博、大塚和朗、朝比奈靖浩、関　亮太、山内慎一、今田安津子、
小林大輔. Trisomy8を伴う骨髄異形成症候群に合併した腸管ベーチェット病 (BD)にて内科的治療に 難渋
し腸管切除を施行した 1例. 第 105回 日本消化器内視鏡学会関東支部例会 2017.12.09 シェーンバッハ · サ
ボー（東京都千代田区）

227. 大塚和朗.【症例検討セッション：下部消化管】司会. 第 105回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 2017.12.09
シェーンバッハ · サボー（東京都千代田区）
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228. Watanabe M.【Overview Talk 3】Chair. The 46th Annual Meeting of The Japanese Society for Immunology
2017.12.12 Miyagi (Japan)

229. Watanabe M.【Symposium 3：Tissue-specific immune diseases】Chair. The 46th Annual Meeting of The
Japanese Society for Immunology 2017.12.12 Miyagi (Japan)

230. Watabe T, Nagaishi T, Hosoya A, Jose N, Tsugawa N, Kojima Y, Yoshikawa S, Karasuyama H, Adachi
T, Watanabe M . Analysis of ileocecal immune response in an experimental colitis model using intra-vital
imaging. The 46th Annual Meeting of The Japanese Society for Immunology 2017.12.14 Miyagi (Japan)

231. Chiba A, Kamei M, Nagaishi T, Haga K, Miyake S. MAIT cells exacerbate the disease course of oxazolone
colitis.. 第 46回日本免疫学会学術集会 2017.12.14 仙台国際センター（宮城県仙台市）

232. Watanabe M.【Clinical Seminar】Chair. The 46th Annual Meeting of The Japanese Society for Immunology
2017.12.14 Miyagi (Japan)

233. Tsugawa N, Nagaishi T, Watabe T, Hosoya A, Jose N, Kojima Y, Yoshikawa S, Karasuyama H, Adachi
T, Watanabe M. Verification of immunoglobulin A regulation of mucosal microflora and homeostasis. The
46th Annual Meeting of The Japanese Society for Immunology 2017.12.14 Miyagi (Japan)

234. 渡辺　守. 新しい時代に入った IBD治療を考え直す！ . 東邦大学医療センター佐倉病院 内科学講座例会
2017.12.17 ホテルニューオータニ幕張（千葉県千葉市）

235. 渡辺　守. 消化管からヒト全身を拓く新しい時代ヘ. 冬季消化器疾患学術講演会 2017 2017.12.19 明治記念
館（東京都港区）

[特許]

1. 大腸上皮幹細胞の単離 · 培養技術と、これを用いた大腸上皮移植技術, 特許番号：6238445

[受賞]

1. 平成 28年度 東京都医師会医学研究賞「A20によるネクロプトーシス制御機構の解明」受賞者：鬼澤道夫,
2017年 02月

2. 平成 29年度 土田直樹研究助成金「クローン病病変部と非病変部のオルガノイド比較による上皮幹細胞病態
解明」受賞者：西村　龍, 2017年 03月

3. 平成 29年度 文部科学省科学研究費補助金　基盤研究 (C)：17K09372「脂質応答性リンパ球の制御による
IBD新規治療法の開発」研究代表者：藤井俊光 , 2017年 04月

4. 平成 29年度 文部科学省科学研究費補助金 挑戦的萌芽研究 :16K15423「ネクロプトーシス回避機構の解明」
研究代表者：大島　茂 , 2017年 04月

5. 平成 29年度 文部科学省科学研究費補助金 基盤研究 (C) : 課題番号 15K08989「非古典的Wntシグナルを介
した肝幹 · 前駆細胞の分化調節機構の解明」研究代表者：東　正新 　研究分担者：朝比奈靖浩、柿沼　晴、
渡辺　守 , 2017年 04月

6. 平成 29年度 文部科学省科学研究費補助金 基盤研究 (B) : 15H04808「持続炎症モデルを用いた腸管上皮細
胞スパイラル形質転換による発がん機構解析」研究代表者：土屋輝一郎 , 2017年 04月

7. 平成 29年度 国立医療研究開発機構 再生医療実現拠点ネットワークプログラム　疾患 · 組織別実用化研究拠
点（拠点 B）「培養腸管上皮幹細胞を用いた炎症性腸疾患に対する粘膜再生治療の開発拠点」研究分担者：土
屋輝一郎 , 2017年 04月

8. 平成 29年度 委託研究開発費 医療機器開発推進研究事業 17hk012034h002「大腸がん抑制を可能とする、人
工知能にもとづく内視鏡診断支援ソフトウェア」研究分担者：大塚和朗 , 2017年 04月

9. 平成 29年度 文部科学省科学研究費補助金 基盤研究 (C) : 課題番号 17K09370「クローン病再燃予測システ
ムの開発」研究代表者：大塚和朗 , 2017年 04月

10. 平成 29年度 文部科学省科学研究費補助金 基盤研究 (B) :16H05286「腸管上皮による抗原処理調節機構の解
析」研究代表者：永石宇司 , 2017年 04月
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11. 平成 29年度 文部科学省科学研究費補助金 挑戦的研究（萌芽） : 17K19675「ユビキチン化蛋白の網羅的解
析による炎症性発癌メカニズムの解明」研究代表者：鬼澤道夫, 2017年 04月

12. 平成 29年度 文部科学省科学研究費補助金 基盤 (B) : 17K04024「ユビキチン修飾による腸管恒常性維持機
構の解明」研究代表者：鬼澤道夫, 2017年 04月

13. 平成 29年度 国立医療研究開発機構 再生医療実現拠点ネットワークプログラム　疾患 · 組織別実用化研究拠
点（拠点 B）「培養腸管上皮幹細胞を用いた炎症性腸疾患に対する粘膜再生治療の開発拠点」研究分担者：中
村哲也 , 2017年 04月

14. 2017年度 難治疾患共同研究拠点 共同研究助成金「炎症性腸疾患の病態形成におけるMKL1の役割　 Role
of MKL1 in the pathogenesis of inflammatory bowel disease」受賞者：永石宇司, 2017年 04月

15. 平成 29年度 委託研究開発費　感染症実用化研究事業　肝炎等克服実用化研究事業 肝炎等克服緊急対策研究
事業「新規治療の治療効果に関わるウイルス · 宿主因子の解明と治療後の病態進展 · 軽快および発癌機構の
解明」研究分担者：朝比奈靖浩, 2017年 04月

16. 平成 29年度 委託研究開発費　感染症実用化研究事業　肝炎等克服実用化研究事業 肝炎等克服緊急対策研究
事業 17fk0210102h0001「慢性肝疾患の組織病態進展機構の解析及び血清組織糖鎖の網羅的探索による予後
予測マーカーの構築」研究分担者：朝比奈靖浩, 2017年 04月

17. 平成 29年度 委託研究開発費　感染症実用化研究事業　肝炎等克服実用化研究事業 B型肝炎創薬実用化等研
究事業 17fk0310102h0001「新規メカニズムに基づく B型肝炎治療薬の探索」研究分担者：朝比奈靖浩, 2017
年 04月

18. 平成 29年度 委託研究開発費　感染症実用化研究事業　肝炎等克服実用化研究事業 肝炎等克服緊急対策研究
事業 17fk0210202h0002「次世代シークエンス技術によるウイルス因子解析を基軸とした C型肝炎新規治療
の病態解明と臨床応用」研究分担者：朝比奈靖浩, 2017年 04月

19. 平成 29年度 文部科学省科学研究費補助金 基盤研究 (C) : 15K08988「新規細胞移植モデルの確立を目指し
た肝幹細胞の分化 · 増殖機構の解明」研究代表者：柿沼　晴 , 2017年 04月

20. 平成 29年度 文部科学省科学研究費補助金 基盤研究 (B) 16H05285「発癌 · 進展に関わる背景肝ゲノム要因
の探索と iPS細胞を用いた肝発癌機構の統合解析」 研究代表者：朝比奈靖浩, 2017年 04月

21. 平成 29年度 国立医療研究開発機構 再生医療実現拠点ネットワークプログラム　疾患 · 組織別実用化研究拠
点（拠点 B）「培養腸管上皮幹細胞を用いた炎症性腸疾患に対する粘膜再生治療の開発拠点」研究代表者：渡
辺　守, 2017年 04月

22. 平成 29年度 文部科学省科学研究費補助金 基盤研究 (S) : 26221307「独自の培養系を用いた腸管上皮幹細胞
における生体恒常性維持機構の解明」研究代表者：渡辺　守, 2017年 04月

23. 平成 29年度 文部科学省科学研究費補助金 基盤研究 (C) : 16K09302「ナノネット粘膜防御によるクローン
病新規治療開発」研究代表者：荒木昭博 , 2017年 04月

24. 平成 29年度 文部科学省科学研究費補助金 基盤 (C) : 17K09371「unconventional T細胞による腸管抗原の
取り込み／提示経路の証明明」研究代表者：根本泰宏, 2017年 04月

25. 平成 29年度 文部科学省科学研究費補助金 若手 (B) : 17K15931「ヒト iPS細胞由来 HBV感染培養系を用
いた宿主 IFNλ応答と HBV逃避機構の解明」研究代表者：村川美也子, 2017年 04月

26. 平成 29年度文部科学省科学研究費補助金基盤 (C) : 17K09406「人工多能性幹細胞由来幹細胞を用いたHBV
持続感染と HBV起因肝癌の分子機構の解明」研究代表者：新田沙由梨　 研究分担者：朝比奈靖浩、柿沼　
晴、渡辺　守, 2017年 04月

27. 平成 29年度 文部科学省科学研究費補助金 若手 (B) : 17K15932「ウイルス制御下における肝発癌 · 進展機
構の解明と新規治療標的の探索」研究代表者：北畑富貴子, 2017年 04月

28. 平成 29年度 文部科学省科学研究費補助金 基盤研究 (C) : 17K09407「慢性肝疾患の線維化進展におけるＭ
ＭＰ関連因子の機能解明と抗線維化療法の開発」研究代表者：井津井康浩 　研究分担者：朝比奈靖浩、柿沼
　晴、渡辺　守, 2017年 04月

29. 平成 29年度 文部科学省科学研究費補助金 基盤研究 (C) : 16K09301「腸管 CD4-CD8αβ- double negative
T細胞の機能解析」研究代表者：岡田英理子 , 2017年 04月
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30. 平成 29年度 文部科学省科学研究費補助金 若手 (B) : 課題番号 17K15930「腸管上皮幹細胞初代培養を用い
た炎症性腸疾患における幹細胞病態解明と新規治療薬開発」研究代表者：西村　龍 , 2017年 04月

31. 2017年度 GSKジャパン研究助成「肝炎ウイルス存在下および制御下における肝発癌 · 進展機構の解明と新
規治療標的の探索」受賞者：北畑富貴子, 2017年 04月

32. 平成 29年度科学技術分野の文部科学大臣表彰 科学技術賞「培養大腸上皮幹細胞を用いたヒト腸管再生医療
に関する研究」受賞者：渡辺　守, 2017年 04月

33. 平成 29年度 国立医療研究開発機構 再生医療実現拠点ネットワークプログラム　疾患 · 組織別実用化研究拠
点（拠点 B）「培養腸管上皮幹細胞を用いた炎症性腸疾患に対する粘膜再生治療の開発拠点」研究分担者：岡
本隆一 , 2017年 04月

34. 平成 29年度 国立医療研究開発機構 難治性疾患実用化研究事業 医と食をつなげる新規メカニズムの解明と
病態制御法の開発「炎症性腸疾患における食関連リスク因子に関する研究」研究代表者：岡本隆一, 2017年
04月

35. 平成 29年度 文部科学省科学研究費補助金 (基金） 基盤研究 (B):16H05284「炎症性腸疾患における可塑性
上皮細胞脱分化機構の解析と粘膜再生治療への応用」研究代表者：岡本隆一 , 2017年 04月

36. 宮川庚子記念研究財団平成 29年度研究助成「肝炎ウイルスによる宿主自然免疫応答抑制機構の解明」受賞
者：金子　俊, 2017年 05月

37. The 5th Annual Meeting of AOCC Distinguished Investigator Award, Best Abstract Award「Synergy of
Notch signaling and pro-inflammatory cytokines leads to up-regulation of UBD in the inflamed intestinal
epithelia of IBD patients」受賞者：河本亜美, 2017年 06月

38. The 5th Annual Meeting of AOCC Travel Award「Verification of immunoglobulin A protection of intestinal
mucosa from microflora.」受賞者：細谷明徳, 2017年 06月

39. 第 24回肝細胞研究会優秀ポスター賞「ヒト iPS細胞培養系を利用した HBV-HCV共感染下 HCV排除によ
り惹起される HBV再活性化メカニズムの解明」受賞者：金子　俊, 2017年 07月

40. 第 14回大正富山 Award「Human induced pluripotent stem cell-derived hepatic cell lines as a new model
for host interaction with hepatitis B virus」受賞者：金子　俊, 2017年 07月

41. 平成 28年度東京医科歯科大学医師会賞「Human induced pluripotent stem cell-derived hepatic cell lines as
a new model for host interaction with hepatitis B virus」受賞者：金子　俊, 2017年 07月

42. 平成 29年度 委託研究開発費 8K等高精細映像データ利活用研究事業　高精細映像データの収集 · 解析を通
じて内視鏡診療支援を行う医用人工知能システムの研究 「人工知能とデータ大循環によって実現する、大
腸内視鏡診療の革新的転換」研究分担者：大塚和朗, 2017年 07月

43. 平成 29年度 文部科学省科学研究費補助金 挑戦的研究（萌芽）: 17K19674「上皮置換による大腸機能改変
とその応用」研究代表者：中村哲也 , 2017年 07月

44. 日本大学医学部同窓会学術奨励賞「腸管粘膜の新たな免疫調節機構—炎症性腸疾患から学ぶこと」受賞者：
永石宇司, 2017年 07月

45. 平成 29年度 文部科学省科学研究費補助金 挑戦的研究 (萌芽) 17K9647「ヒト iPS細胞を用いた画期的人工
発癌モデルの開発」 研究代表者：朝比奈靖浩, 2017年 07月

46. 平成 29年度 文部科学省科学研究費補助金 挑戦的研究（萌芽）: 17K19513「ヒト小腸を大腸化する運命決
定因子の同定」研究代表者：渡辺　守 , 2017年 07月

47. 2017 FASEB Science Research Conference, GASTROINTESTINAL TRACT XVII: CURRENT BIOL-
OGY OF THE GI TRACT, MUCOSA, MICROBIOTA, AND BEYOND, Travel Award「NOTCH ligand
Jagged1 regulates epithelial cell proliferation in mouse gastric corpus」受賞者：堀田伸勝, 2017年 07月

48. 平成 29年度 文部科学省科学研究費補助金 研究活動スタート支援「ヒト iPS細胞を利用した B型肝炎再活
性化時の宿主自然免疫応答機構の解明と治療開発」研究代表者：金子　俊, 2017年 08月

49. 平成 29年度 学長裁量若手研究者奨励賞「３次元腸管ユビキティノーム (Ubiquitinome)作成と腸管恒常性
維持機構の解明」受賞者：鬼澤道夫, 2017年 08月
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50. 日本肝臓学会国際学会参加助成（AASLD 2017口演）「A novel culture model for coinfection of hepatitis
B and hepatitis C viruses using human induced pluripotent stem cell–derived hepatic cells for analyses of
changes in host-innate immune responses 」受賞者：金子　俊, 2017年 09月

51. 日本応用酵素協会 2017年度度研究助成金（全身性炎症疾患の病因 · 病態の解明に関する研究助成）「ヒト
IBD体外モデル構築による難治化病態解明」受賞者：日比谷秀爾, 2017年 09月

52. 日本消化器病学会：若手研究者のための国際学会参加費用の一部助成（APDW2017)「Magnetic resonance
enterography for small bowel mucosal healing in patients with Crohn’s disease」受賞者：竹中健人, 2017
年 09月

53. Confirmation of APDWF Posters of Distinction Award Presentation 「Magnetic resonance enterography
for small bowel mucosal healing in patients with Crohn’s disease」受賞者：竹中健人, 2017年 09月

54. Gilead Sciences第 3回研究助成プログラム「ヒト iPS細胞由来 HBV感染培養系を用いた宿主 IFNλ応答
と HBV自然免疫逃避機構の解明」受賞者：村川美也子, 2017年 09月

55. 第 54回日本消化器免疫学会総会　奨励賞「免疫グロブリン Aによる腸内細菌叢調節と腸管粘膜防御の再検
証」受賞者：津川直也, 2017年 09月

56. 平成 29年度 日本肝臓学会冠Award (第 2回Gilead Sciences Award)「ヒト iPS細胞由来肝細胞系譜細胞を
用いた B型肝炎ウイルス感染培養系の構築」受賞者：金子　俊, 2017年 10月

57. 東京医科歯科大学学長賞　受賞者：渡辺　守, 2017年 10月

58. UEGW2017 Posters of excellence「Simplified MR enteroclonography Classification Based on Endoscopic
Findings for Activity Assessment of Crohn’s Disease」受賞者：藤井俊光, 2017年 11月

59. 平成 29年度 TMDU· ソニー研究プロジェクトサポートファンド「炎症性腸疾患における内視鏡画像に基づ
く診断 · 評価法の確立」研究代表者：大塚和朗, 2017年 11月

60. UEGW2017 Travel Grant Award「The ubiquitin-like protein ubiquitin d is up-regulated by synergy of
notch and pro-inflammatory cytokines in the inflamed intestinal epithelia of ibd patients」受賞者：河本
亜美, 2017年 11月

61. UEGW2017 National Scholarship Award「Reprogrammed Atoh1+ intestinal epithelial cells contribute to
regenerate damaged colonic mucosa in DSS-induced colitis」受賞者：石橋史明, 2017年 11月

62. UEGW2017 Travel Grant Award「Reprogrammed Atoh1+ intestinal epithelial cells contribute to regen-
erate damaged colonic mucosa in DSS-induced colitis」受賞者：石橋史明, 2017年 11月

63. UEGW 2017 Travel Grant「Verification of immunoglobukin A regulation of microflora and protection
of intestinal mucosa」受賞者：津川直也, 2017年 11月

64. 平成 29年度 TMDU· ソニー研究プロジェクトサポートファンド「MVP法を用いた培養ヒト腸上皮の新規
「創傷治癒能」評価系開発」研究代表者：岡本隆一, 2017年 11月

[社会貢献活動]

1. 再生医療研究センターについて, 日刊工業新聞社, 日刊工業新聞, 2017年 11月 08日
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総合外科学
Specialized Surgeries

教　授　　植竹　宏之（消化器化学療法外科）
准教授　　工藤　敏文（末梢血管外科）
　　　　　石川　敏昭（消化器化学療法外科）
講　師　　中川　剛士（乳腺外科）
　　　　　岡本健太郎（小児外科）
助　教　　豊福　崇浩（末梢血管外科）
　　　　　笠原　舞　（乳腺外科）
医　員　　西澤　真人（末梢血管外科）
　　　　　山本　洋平（末梢血管外科）
　　　　　市野瀬　剛（末梢血管外科）
　　　　　
応用腫瘍学講座（ジョイントリサーチ講座）
准教授　　石黒めぐみ（消化器化学療法外科）

医学部附属病院　医療情報部
講　師　　小田　剛史（乳腺外科）

( 1 ) 分野概要

総合外科学分野は、本学消化器 · 一般外科学部門の改編に伴い、2015年 4月に発足しました。
消化器化学療法外科 (※)、末梢血管外科、乳腺外科、および小児外科の 4診療科で構成されています。
※ 2017年 10月 腫瘍化学療法外科より名称変更

( 2 ) 研究活動

大学院としての研究では、「研究の臨床応用」を合言葉に、研究課題として①各種癌（胃癌、大腸癌、乳癌）の予
後因子の同定、②抗がん剤の感受性因子の同定、③新規抗がん剤の開発、を掲げています。研究手法としては、従
来の DNA 解析、RNA 解析、タンパク解析に加え、他教室と協力し統合的解析（オミックス）も行っています。
これらの研究結果は、Cancer Research, Clinical Cancer Research, International Journal of Cancer, Annals of
Surgical Oncology, Disease of the Colon and Rectum などに発表されています。
血管外科領域では、研究課題として①重症虚血肢における微小循環、②血管疾患と歯周病の関連性について、③
血行動態を評価する新規デバイスの開発、を掲げています。産学共同を推進しており、ソニー、浜松フォトニク
ス、フクダ電子、コスモテックなどと連携して研究を推進しており、これらの研究結果は、J Vasc Surg, Euro J
Vasc Endovasc Surg, Ann Vasc Surg, Ann Vasc Disesなどに発表しています。
小児外科領域の研究課題として、①上肢の血管の解剖学的解析、②スマートフォンを用いた遠隔診療を行ってい
ます。①は、新規に開発された血管透過装置を用いて非侵襲的に行っています。これは、末梢挿入式中心静脈カ
テーテルの安全な挿入へと臨床応用していきます。②は、日帰り手術に取り入れていき、他教室や看護部とも協
力して行っています。
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( 3 ) 教育活動

「豊かな人間性のあふれる、国際人としての外科臨床医、医学研究者の育成」をモットーに、若手医師、大学院生
の教育に取り組んでいます。

( 4 ) 臨床活動および学外活動

消化器化学療法外科では、消化器がん治療の中心である外科治療（手術）にも精通し疾患を総合的に診ることが
できる医師が、それぞれの患者さんに最適な化学療法を行います。
乳腺外科では、年間 120-150症例の手術を行っております。全乳癌症例に対して、外科、放射線科、形成外科、病
理科の 4科合同で合同カンファレンス（毎週水曜日）を行い、治療方針決定しております。
末梢血管外科において治療の対象となる症例には様々であり、年間約 300例の手術を行っております。他科と連
携して大血管に浸潤した悪性腫瘍に対して拡大手術となる症例も増加傾向にあり、化学療法や放射線治療の進歩
にとない適応拡大がみこまれます。大動脈瘤に対しては人工血管置換術だけではなく、ステント治療など最新の
治療を提供しています。今後は、重症虚血肢や高度跛行症例に対する再生医療を老年病内科とさらに推進します。
小児外科では、新生児からキャリーオーバーした成人まで、心臓と頭部以外の広範囲な小児の外科的疾患を対象
に治療を行っています。新規デバイスである血管透過装置を用いて患児への安全な中心静脈カテーテル挿入等も
行い、低侵襲治療を心がけています。

( 5 ) 研究業績

[原著]

1. Stremitzer S, Berghoff AS, Volz NB, Zhang W, Yang D, Stintzing S, Ning Y, Sunakawa Y, Yamauchi S,
Seboi A, Matsusaka S, Okazaki S, Hanna D, Parekh A, Mendez A, Berger MD, El-Khoueiry R, Birner
P, Preusser M, Lenz HJ.. Genetic variants associated with colorectal brain metastases susceptibility and
survival. Pharmacogenomics J. 2017.01; 17(1); 29-35

2. Yoshino T, Uetake H, Tsuchihara K, Shitara K, Yamazaki K, Oki E, Sato T, Naitoh T, Komatsu Y,
Kato T, Yamanaka K, Iwasaki K, Soeda J, Hihara M, Ymanaka T, Ochiai A, Muro K.. Rationale for
and design of the PARADIGM Study: Randomized phase III study of mFOLFOX6 plus bevacizumab or
panitumumab in chemotherapy- naïve patients with RAS (KRAS/NRAS) wild-type, metastatic colorectal
cancer. Clin Colorectal Cancer. 2017.01; 16(2); 158-163

3. Yamamoto Y, Ichinose T, Nakamura M, Nishizawa M, Igari K, Toyofuku T, Kudo T, Inoue Y.. Successful
complete surgical resection of a large venous malformation of the lower extremity: A case report. Ann
Vasu Dis. 2017.01; 10(1); 59-62

4. Tomii C, Inokuchi M, Takagi Y, Ishikawa T, Otsuki S, Uetake H, Kojima K, Kawano T. TPX2 expression
is associated with poor survival in gastric cancer World J Surg Oncol. 2017.01; 15(1);

5. Iwata N, Ishikawa T, Okazaki S, Mogushi K, Baba H, Ishiguro M, Kobayashi H, Tanaka H, Kawano T,
Sugihara K, Uetake H. Clinical Significance of Methylation and Reduced Expression of the Quaking Gene
in Colorectal Cancer. Anticancer Res.. 2017.02; 37(2); 489-498

6. 猪狩公宏、工藤敏文、加賀山知子、宮井美恵子、中島里枝子、井上芳徳. 経カテーテル血栓溶解療法が有効
であった急性期深部静脈血栓症の１例． 脈管学. 2017.02; 57(2); 9-13

7. Igari K, Kudo T, Toyofuku T, Inoue Y. Open Surgical Repair for Inflammatory Abdominal Aortic and
Iliac Artery Aneurysms. Ann Vasc Surg. 2017.02; 39; 105-110

8. Yamada I, Yoshino N, Hikishima K, Miyasaka N, Yamauchi S, Uekake H, Yasuno M, Saida Y, Tateishi
U, Kobayashi D, Eishi Y.. Cololectal carcinoma:Ex vivo evaluation using 3-T high-spatial-resolution
quantitative T2 mapping and its correlation with histopathologic findings. Magn Reson Imaging. 2017.03;
38; 174-181

9. Yamamoto Y, Ichinose T, Nakamura M, Nishizawa M, Igari K, Toyofuku T, Kudo T, Inoue Y. Successful
Complete Surgical Resection of a Large Venous Malformation of the Lower Extremity: A Case Report.
Ann Vasc Dis. 2017.03; 10(1); 59-62
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10. 加澤昌広、里元麻衣子、佐々木好幸、安野正道、植竹宏之、槇田浩史．. 肺合併症を有する患者において、結
腸切除術を区域麻酔で管理した症例の全身麻酔との比較． 臨床麻酔. 2017.04; 41(4); 585-589

11. Okazaki S, Baba H, Iwata N, Yamauchi S, Sugihara K.. Carcinoembryonic antigen testing after curative
liver resection for synchronous liver metastasis of colorectal cancer: a Japanese multicenter analysis. Surg
Today. 2017.04; [ Epub ahead of print] ;

12. Matsusaka S, Wu AH, Cao S, Hanna DL, Chin K, Yang D, Zhang W, Ning Y, Stintzing S, Sebio A,
Sunakawa Y, Stremitzer S, Yamauchi S, Okazaki S, Berger MD, Parekh A, Miyamoto Y, Mizunuma N,
Lenz HJ.. Prognostic impact of FOXF1 polymorphisms in gastric cancer patients. Pharmacogenomics J.
2017.04; [ Epub ahead of print] ;

13. Berger MD, Yamauchi S, Cao S, Hanna DL, Sunakawa Y, Schirripa M, Matsusaka S, Yang D, Groshen S,
Zhang W, Ning Y, Okazaki S, Miyamoto Y, Suenaga M, Lonardi S, Cremolini C, Falcone A, Heinemann
V, Loupakis F, Stintzing S, Lenz HJ.. Autophagy-related polymorphisms predict hypertension in patients
with metastatic colorectal cancer treated with FOLFIRI and bevacizumab: Results from TRIBE and
FIRE-3 trials. Eur J Cancer. 2017.05; 77; 13-20

14. Suto T, Ishiguro M, Hamada C, Kunieda K, Masuko H, Kondo K, Ishida H, Nishimura G, Sasaki K,
Morita T, Hazama S, Maeda K, Mishima H, Ike H, Sadahiro S, Sugihara K, Okajima M, Saji S, Sakamoto
J, Tomita N. Preplanned safety analysis of the JFMC37-0801 trial: a randomized phase III study of six
months versus twelve months of capecitabine as adjuvant chemotherapy for stage III colon cancer. Int. J.
Clin. Oncol.. 2017.06; 22(3); 494-504

15. Hanaoka M, Yasuno M, Ishiguro M, Yamauchi S, Kikuchi A, Tokura M, Ishikawa T, Nakatani E, Uetake H.
Morphologic change of the psoas muscle as a surrogate marker of sarcopenia and predictor of complications
after colorectal cancer surgery. Int J Colorectal Dis. 2017.06; 32(6); 847-856

16. 石原聡一郎、石黒めぐみ、山﨑健太郎、山田岳史、吉田俊太郎. 【座談会】Stage IV 大腸がん治療の現状と
展望． 日本消化器病学会雑誌. 2017.07; 114(7); 1224-1246

17. Ozawa T, Matsuyama T, Toiyama Y, Takahashi N, Ishikawa T, Uetake H, Yamada Y, Kusunoki M, Calin
G, Goel A.. CCAT1 and CCAT2 long noncoding RNAs, located within the 8q.24.21 ’gene desert’, serve
as important prognostic biomarkers in colorectal cancer. Ann Oncol.. 2017.08; 28(8); 1882-1888

18. Igari K, Kudo T, Toyofuku T, Inoue Y. The use of dielectric blood coagulometry in the evaluation of
coagulability in patients with peripheral arterial disease. BMC Clin Pathol. 2017.08; 17; 14

19. Igari K, Kudo T, Toyofuku T, Inoue Y. Endothelial dysfunction in patients with Buerger disease. Vasc
Health Risk Manag. 2017.08; 13; 317-323

20. Igari K, Kudo T, Toyofuku T, Inoue Y. Endovascular Reintervention for Failing Infrainguinal Bypass
Grafts. Ann Vasc Surg. 2017.08; 43; 218-225

21. Hanaoka M, Ishikawa T, Ishiguro M, Tokura M, Yamauchi S, Kikuchi A, Uetake H, Yasuno M, Kawano T.
Expression of ATF6 as a marker of pre-cancerous atypical change in ulcerative colitis-associated colorectal
cancer: a potential role in the management of dysplasia. J. Gastroenterol.. 2017.09; [ Epub ahead of
print]

22. Kusumoto T, Sunami E, Ota M, Yoshida K, Sakamoto Y, Tomita N, Maeda A, Mochizuki I, Okabe
M, Kunieda K, Yamauchi J, Itabashi M, Kotake K, Takahashi K, Baba H, Boku N, Aiba K, Ishiguro
M, Morita S, Sugihara K. Planned Safety Analysis of the ACTS-CC 02 Trial: A Randomized Phase III
Trial of S-1 With Oxaliplatin Versus Tegafur and Uracil With Leucovorin as Adjuvant Chemotherapy for
High-Risk Stage III Colon Cancer. Clin Colorectal Cancer. 2017.11; [ Epub ahead of print]

23. Ueno H, Kanemitsu Y, Sekine S, Ishiguro M, Ito E, Hashiguchi Y, Kondo F, Shimazaki H, Mochizuki S,
Kajiwara Y, Shinto E, Yamamoto J. Desmoplastic Pattern at the Tumor Front Defines Poor-prognosis
Subtypes of Colorectal Cancer. Am. J. Surg. Pathol.. 2017.11; 41(11); 1506-1512

24. 山本洋平、工藤敏文、市野瀬剛、猪狩公宏、西澤真人、豊福崇浩、井上芳徳. Blue toe症候群と臀部皮膚壊
死を発症した shaggy aortaの１例． 血管外科. 2017.11; 36(1); 48-52

25. 猪狩公宏. マゴットセラピー 血管外科. 2017.11; 36(1); 102-103



— 610 —

器官システム制御学講座

26. 小川あゆみ、小田剛史、安川峻、熊木裕一、滝口典聡、鈴木恵子、森耕一、中川剛士．. 炎症性乳癌を呈し急速
に進行した G-CSF産生乳腺 Pleomorphic Carcinomaの１例． 癌と化学療法. 2017.11; 44(12); 1760-1762

27. 山下大和、石場俊之、小田剛史、中川剛士、油谷和毅、小郷泰一、中嶌雄高、馬場裕信、星野直明、西岡良
薫、河野辰幸、伊藤崇、桐村進、小林宏寿．. 男性非浸潤性乳管癌の 1例． 癌と化学療法. 2017.11; 44(12);
1835-1837

28. 小田剛史、中川剛士、福田未緒、石場俊之、久保田一徳、藤岡友之、大西威一郎、植竹宏之. 感染を伴う潰
瘍を形成した乳癌局所再発の１例． 癌と化学療法. 2017.11; 44(12); 1850-1852

29. 佐々木恵、石川敏昭、山内慎一、織田福一郎、三浦富之、十倉三千代、花岡まりえ、菊池章史、石黒めぐみ、
安野正道、植竹宏之．. 放射線療法により症状緩和の得られた直腸癌術後頭蓋底転移の１症例． 癌と化学療
法. 2017.11; 44(12); 1335-1337

30. 織田福一郎、石川敏昭、佐々木恵、三浦富之、十倉三千代、花岡まりえ、山内慎一、菊池章史、石黒めぐみ、
安野正道、植竹宏之．. 大腸癌多発転移による重症肝不全に対する肝動注化学療法+Cetuximabが奏効し全
身化学療法に移行できた２症例． 癌と化学療法. 2017.11; 44(12); 1245-1247

31. 三浦富之、石川敏昭、織田福一郎、佐々木恵、十倉三千代、菊池章史、山内慎一、松山貴俊、石黒めぐみ、
植竹宏之、安野正道．. 脳転移に対するガンマナイフ治療により長期生存が得られた直腸癌術後脳転移 · 肺
転移の 1例． 癌と化学療法. 2017.11; 44(12); 1179-1181

[書籍等出版物]

1. 梶原由規、上野秀樹、神藤英二、長谷和生、山内慎一、杉原健一. 切除可能な肝転移を有する StageⅣ大腸
癌の予後規定因子に関する多施設共同研究．大腸疾患 NOW2017-2018. 日本メディカルセンター, 2017.01

2. 石黒めぐみ、石川敏昭、植竹宏之. 大腸癌化学療法において「費用対効果」を考える意義．大腸疾患NOW2017-
2018. 日本メディカルセンター, 2017.01

3. 吉田元樹、石黒めぐみ、杉原健一.〔ACTS-CC試験〕UFT／LV療法 vs. S-1療法．大腸疾患NOW2017-2018.
日本メディカルセンター, 2017.01

4. 杉原健一、山内慎一. 大腸悪性腫瘍（癌、リンパ腫、肉腫）．内科学 [ 第 11版 ] . 朝倉書店, 2017.03

5. 山内慎一、植竹宏之. 治療法各論：腫瘍性疾患　大腸癌（進行癌）．プリンシプル消化器疾患の臨床 2　腸疾
患診療の現在. 中山書店, 2017.08

6. 山内慎一、植竹宏之．. Adjuvant Therapy 後に再発した症例、一次治療の選択肢は？．. ヴァン　メディカ
ル, 2017.09

7. 杉原健一、石黒めぐみ. 大腸がんを生きるガイド. 日経 BP社, 2017.09

8. 岡崎聡、植竹宏之. 出血．進行 · 再発大腸癌の分子標的治療. ヴァン · メディカル, 2017.09

9. 植竹宏之、石川敏昭、石黒めぐみ. RAS野生型症例への一次治療に用いる分子標的薬はこう選ぶー血管新生
阻害薬か？ 抗 EGFR抗体薬か？ 　　進行 · 再発大腸癌の分子標的治療. ヴァン · メディカル, 2017.09

[総説]

1. 安野正道、山内慎一、菊池章史、石黒めぐみ、石川敏昭、植竹宏之．. 直腸癌側方転移の頻度と手術適応．
外科. 2017.06; 79(6); 507-511

2. 石黒めぐみ．. 大腸がんの基礎知識． Suzuken Medical. 2017.07; 20(4); 15

3. 石川敏昭．. 大腸がん術後補助化学療法における経口フッ化ピリミジン薬の位置付けと使い方． Suzuken
Medical. 2017.07; 20(4); 7-10

4. 石川敏昭．. 手足症候群をコントロールして完遂したステージ IIIa 盲腸がんの 1 例． Suzuken Medical.
2017.07; 20(4); 1-3

5. 植竹宏之．. 大腸がん. Suzuken Medical. 2017.07; 20(4); 4-6

6. 石黒めぐみ．. 大腸がんのくすり． Suzuken Pharma. 2017.07; 20(4); 7

7. 植竹宏之．. 大腸がん． Suzuken Pharma. 2017.07; 20(4); 6
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8. 石川敏昭．. 手足症候群をコントロールして完遂したステージ IIIa 盲腸がんの 1 例． Suzuken Pharma.
2017.07; 20(4); １

9. 石川敏昭、石黒めぐみ、植竹宏之、杉原健一. 「大腸癌治療ガイドライン 2016年版」の概要． 臨牀消化器
内科. 2017.07; 32(7); 872-879

10. 石川敏昭、安野正道、植竹宏之. 切除不能な遠隔転移を有する Stage IV大腸癌に対する原発巣切除の意義．
日本消化器病学会雑誌. 2017.07; 114; 1201-1208

11. 石黒めぐみ．. 病後生活ナビ　大腸がん～食事編～． 笑顔. 2017.11; 2017年 11月号; 21

12. 石黒めぐみ．. 病後生活ナビ　大腸がん～手術後の排便の悩み編～． 笑顔. 2017.12; 2017年 12月号; 21

[講演 · 口頭発表等]

1. 石黒めぐみ. がん治療を「選ぶ」ためのヒント．. 第３回東京医科歯科大学「がんを考える」市民公開講座
2017.01.15 東京

2. 植竹宏之. 【閉会挨拶】. 第３回東京医科歯科大学「がんを考える」市民公開講座 2017.01.15 東京

3. 石川敏昭. 【総合司会】. 第３回東京医科歯科大学「がんを考える」市民公開講座 2017.01.15 東京

4. 植竹宏之. 大腸癌化学療法　 2nd line の新たな選択肢．. 第 86回大腸癌研究会　イブニングセミナー B
2017.01.19 盛岡

5. 山内慎一、安野正道、十倉三千代、花岡まりえ、菊池章史、岡崎聡、石黒めぐみ、石川敏昭、植竹宏之、杉
原健一．. 多施設症例集積データを用いた大腸癌における浸潤増殖様式の臨床的意義に関する検討．. 第 86
回大腸癌研究会 2017.01.20 盛岡

6. 菊池章史、花岡まりえ、山内慎一、岡崎聡、石黒めぐみ、石川敏昭、植竹宏之、安野正道．. 直腸前方切除
における吻合法の選択肢としての側端吻合．. 第 86回大腸癌研究会 2017.01.20 盛岡

7. Shinozaki E, Ishiguro M, Nakatani E, Yamaguchi T, Nakamura M, Miyamoto Y, Ojima H, Honma Y, Go-
toh M, Ishikawa T, Takahashi K, Shimada Y, Yoshida K, Mizunuma N, Muro K, Komatsu Y, Yamaguchi
K, Nakano H, Koike J, Sugihara K.. A phase II study of panitumumab with FOLFOX or FOLFIRI as 1st
line chemotherapy for KRAS-wild type metastatic colorectal cancer;the PaFF-J study.. American Soci-
ety of Clinical Oncology 2018 Gastrointestinal Cancers Symposium (ASCO-GI) 2017.01.21 San Francisco
(USA)

8. 植竹宏之. 大腸癌に対する化学療法～内服抗癌剤の有効活用～．. East Saitama Colorectal Cancer Forum
2017.01.26 埼玉

9. 植竹宏之. 大腸癌化学療法 Up to Date 2017．. 大腸癌治療セミナー in天保山 2017.01.27 鹿児島

10. 植竹宏之．. 切除不能進行 · 再発大腸癌に対する化学療法～内服抗癌剤の有効活用～．. 第 30回関越DIF研
究会 2017.01.28 大宮

11. 植竹宏之. 【司会】大腸癌のバイオロジー～癌の局在による相違～．. 1st V-TEC on Colorectal Cancer～
Tumor locatiom and Biology～ 2017.01.30 東京

12. 石川敏昭. RAS野生型大腸癌に対する全身化学療法～抗 EGFR抗体を使いたい症例とそのタイミング～．.
1st V-TEC on Colorectal Cancer～ Tumor locatiom and Biology～ 2017.01.30 東京

13. 石黒めぐみ. 大腸癌術後補助化学療法の現状と展望～ガイドライン改訂をふまえて～．. Taiho WEB Lecture
for Colorectal Cancer 2017.01.31 東京（Webセミナー）

14. 石川敏昭. 新たな時代を迎えたがん免疫療法　 Cancer Immunotherapy Comes of Age．. 2016年度クリニ
カルサミット 第 2回研究会 2017.02.02 東京

15. 織田福一郎、山内慎一、佐々木恵、三浦富之、十倉三千代、花岡まりえ、菊池章史、岡崎聡、石黒めぐみ、石
川敏昭、植竹宏之、安野正道. StageⅢ若年発症大腸癌の特徴について．. 第 22回大腸癌術後フォローアッ
プ研究会 2017.02.04 東京

16. 植竹宏之.【司会】. 大腸癌治療のパラダイムシフト～患者さん毎の最適な治療ゴールを考える～． 2017.02.07
東京
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17. 植竹宏之. 【コメンテーター】RAS解析時代の切除不能大腸癌に対する治療戦略～ ESMOガイドラインに
着目して～．. Colorectal cancer meeting in South Okayama 2017.02.09 岡山

18. 植竹宏之. 切除不能進行 · 再発大腸癌に対する化学療法～内服抗癌剤の有効活用～．. 大分赤十字病院がん
化学療法セミナー 2017.02.10 大分

19. Kudo T. Chair: Presentation Award 8. Japan Endovascular Treatment Conference (JET) 2017. 2017.02.18
Tokyo

20. 植竹宏之.. RAS解析時代の切除不能大腸癌に対する治療戦略．. 富山県外科医会学術講演会 2017.02.22富山

21. 植竹宏之.. 切除不能進行 · 再発大腸癌に対する化学療法～内服抗癌剤の有効活用～．. 第 3回群馬大腸癌研
究会 2017.03.03 群馬

22. 石川敏昭. RAS遺伝子検査とは？．. ブルーリボンキャラバン もっと知ってほしい大腸がんのこと 2017 in
東京 2017.03.05 東京

23. 植竹宏之. 転移 · 再発した大腸がんの治療方針の基本．. ブルーリボンキャラバン もっと知ってほしい大腸
がんのこと 2017 in 東京 2017.03.05 東京

24. 石黒めぐみ. 大腸がんってどんな病気？ ～大腸がんの基礎知識～．. ブルーリボンキャラバン もっと知っ
てほしい大腸がんのこと 2017 in 東京 2017.03.05 東京

25. 石黒めぐみ. ほんとに知っていますか？身近ながんのこと．. 21世紀会　平成 29年度 3月度例会 2017.03.09
東京

26. 植竹宏之.. RAS解析時代の切除不能大腸癌に対する治療戦略～ ESMOガイドラインに注目して～．. 北陸
大腸癌治療を考える会 in FUKUI 2017.03.10 福井

27. 植竹宏之. 内服抗癌薬の有効活用．. TAIHO Web Lecture for Colorectal Cancer 2017.03.14 東京

28. 植竹宏之.. 切除不能進行 ·再発大腸癌に対する化学療法～内服抗癌剤の有効活用～．. TAIHO WEB Lecture
for Colorectal Cancer 2017.03.14 東京

29. Yamauchi S, Okazaki S, Kikuchi A, Ishiguro M, Ishikawa T, Uetake H, Yasuno M, Sugihara K.. Prognostic
factor of lower rectal cancer with lateral pelvic lymph node metastasis treated with lateral lymph node
dissection.. Sosiety of Surgical Oncology (SSO) 2017 Annual Meeting 2017.03.16 Seattle（USA)

30. Hanaoka M, Ishikawa T, Ishiguro M, Tokura M, Yamauchi S, Kikuchi A, Yasuno M, Uetake H, Kawano T.
ATF6, a UPR related gene, expression in malignant conversion and progression of Ulcerative colitis (UC)-
associated and non-UC-associated colorectal cancer. Sosiety of Surgical Oncology (SSO) 2017 Annual
Meeting 2017.03.16 Seattle（USA)

31. 植竹宏之．. 【Summary】. irAE management seminar in お茶の水 2017.03.16 東京

32. 中川剛士、小田剛史、久保田一徳、植竹宏之、石場俊之．. FDG-PETによる乳癌術前化学療法の治療効果
判定の有用性．. 第 50回制癌剤適応研究会 2017.03.17 徳島

33. 植竹宏之.. 進行再発大腸癌における一次治療の現状と課題．. CRC EXPERT SEMINAR FINAL CIRCU-
LAR 2017.03.18 東京

34. 工藤敏文、猪狩公宏、豊福崇浩、井上芳徳．. Open and Endovascular Arterial Reconstruction for Femoropopliteal
Lesions in Octogenarian Patients.. 第 81回日本循環器学会学術集会 2017.03.19 金沢

35. Uetake H. The Current Statue of Treatment for Metastatic Colorectal Cancer: Firet-Line and Beyond.
The 2017 Annual Meeting＆ 50th Anniversary of Taiwan Surgical Association (Lunch Seminor) 2017.03.19
Taipei

36. 植竹宏之.. 大腸癌化学療法 Up to Date 2017．. Mie Colorectal Cancer Conference 2017.03.23 三重

37. Igari K, Kudo T, Toyofuku T, Inoue Y. The chimney graft placement in the inferior mesenteric artery
in endovascular aneurysm repair . 25th Annual Meeting of the Asian Society for Cardiovascular and
Thoracic Surgery 2017.03.25 Seoul（Korea）

38. 植竹宏之. 【座長】難治性大腸癌に対する治療戦略（演者：五井孝憲）. 御茶ノ水大腸癌治療カンファレン
ス 2017 2017.03.30 東京
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39. 石川敏昭. 【座長】大腸癌における Precision Cancer Medicine（演者：池田貞勝）. 御茶ノ水大腸癌治療カ
ンファレンス 2017 2017.03.30 東京

40. 植竹宏之.. 難治性大腸癌に対する治療戦略．. 御茶ノ水大腸癌治療カンファレス 2017 2017.03.30 東京

41. Kudo T, Yamamoto Y, Ichinose T, Nishizawa M, Igari K, Toyohuku T, Inoue Y.. Multiple recurrent
pseudoaneurysms after EVAR in a patient with Behçet’s disease.. The 10th Korea-Japan Joint Meeting
for Vascular Surgery 2017.04.14 Busan (Korea)

42. Kudo T, Ichinose T, Yamamoto Y, Nishizawa M, Igari K, Toyohuku T, Inoue Y.. Emergency endovascular
repair for ruptured abdominal aortic and iliac aneurysms.. The 10th Korea-Japan Joint Meeting for
Vascular Surgery 2017.04.15 Busan (Korea)

43. 植竹宏之. RAS解析時代の切除不能大腸癌に対する治療戦略. 2nd Colorectal Cancer Conference 2017.04.17
東京

44. 豊福崇浩、井上芳徳、山本洋平、中村政宏、市野瀬剛、西澤真人、猪狩公宏、工藤敏文．. 当科における腹
部大動脈瘤破裂に対する治療成績．. 第 45回日本血管外科学科学術総会 2017.04.19 広島

45. 工藤敏文. 【座長】SFA複雑病変に対する治療戦略（演者：服部努、佐藤友保）. 第 45回日本血管外科学会
学術総会 コーヒーブレイクセミナー 2017.04.19 広島

46. 工藤敏文. 【座長】下肢領域／血管内治療「Maximize the Value of Endovascular Treatment」（演者：藤村
直樹、服部努、久良木亮一）. 第 45回日本血管外科学会学術総会 ランチョンセミナー 2017.04.19 広島

47. 植竹宏之.. 大腸癌治療 up to date 2017．. 第 42回大和市外科医会学術講演会 2017.04.19 神奈川

48. 工藤敏文、猪狩公宏、豊福崇浩、井上芳徳、西澤真人、市野瀬剛、山本洋平、中村政宏．. 当科における傍腎
動脈腹部大動脈瘤に対する治療戦略—EVAR vs. Open—．. 第 45回日本血管外科学科学術総会 2017.04.20
広島

49. 山本洋平、市野瀬剛、中村政宏、西澤真人、猪狩公宏、豊福崇浩、工藤敏文、井上芳徳．. 腹部大動脈瘤に
対するステントグラフト内挿術後に多発仮性動脈瘤を発症したベーチェット病の 1例．. 第 45回日本血管
外科学科学術総会 2017.04.20 広島

50. 工藤敏文. 今さら聞けない EVT Part II～デバイスセレクション編～. 第 45回日本血管外科学会学会学術
総会 ランチョンセミナー 2017.04.20 金沢

51. 工藤敏文. 【座長】ビデオシンポジウム 7 腸骨大腿動脈病変の治療戦略. 第 45回日本血管外科学会学術総会
2017.04.21 広島

52. 工藤敏文. 【座長】大人の EVT～本質を知る～（演者：山岡輝年、金子健二郎、服部努）. 第 45回日本血
管外科学会学術総会 ランチョンセミナー 2017.04.21 広島

53. Igari K, Kudo T, Toyofuku T, Inoue Y. The relationship between inflammatory biomarkers and ischemic
severity of patients with peripheral arterial disease. 85th EAS Congress 2017.04.24 Prague（Czech Re-
public）

54. 植竹宏之.. 進行再発大腸癌に対する２次治療．. CRC-Web 2017.04.26 東京

55. 橋口陽二郎、土屋剛史、松田圭二、野澤慶次郎、岡本耕一、端山軍、島田竜、赤羽根拓弥、福島慶久、塚本
充雄、八木貴博、堀内敦、山内慎一、杉原健一．. 直腸癌の臨床病期分類における N3リンパ節の意義～大
腸癌取扱い規約第８版，TNM分類第７版および新規分類を比較して．. 第 117回日本外科学会定期学術集
会 2017.04.27 横浜

56. 花岡まりえ、石川敏昭、石黒めぐみ、十倉三千代、山内慎一、菊池章史、岡崎聡、植竹宏之、安野正道、河
野辰幸．. 大腸癌および UC関連大腸癌における小胞体ストレスセンサー ATF6の遺伝子発現の解析．. 第
117回日本外科学会定期学術集会 2017.04.27 横浜

57. 山内慎一、安野正道、岡崎聡、十倉三千代、花岡まりえ、菊池章史、石黒めぐみ、石川敏昭、植竹宏之、小
嶋一幸、河野辰幸、杉原健一．. 側方リンパ節転移を有する下部直腸癌根治手術症例の予後に関する検討．.
第 117回日本外科学会定期学術集会 2017.04.28 横浜

58. 植竹宏之. 【司会】パネルディスカッション 5　遠隔転移を有する大腸癌に対する治療戦略. 第 117回日本
外科学会定期学術集会 2017.04.28 横浜
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59. 高橋慶一、石黒めぐみ、中谷英仁、山口達郎、篠崎英司、中村将人、坂本快郎、尾嶋仁、本間義崇、杉原健
一．. 切除不能 · 進行再発大腸癌に対する治療戦略：Conversionを判断するのに適したタイミングは？ ～一
次治療としての FOLFOXまたは FOLFIRI＋ Panitumumab（Pmab）の有用性（PaFF-J試験）．. 第 117
回日本外科学会定期学術集会 2017.04.28 横浜

60. 石川敏昭、山内慎一、石黒めぐみ、織田福一郎、佐々木恵、三浦富之、十倉三千代、花岡まりえ、菊池章史、
岡崎聡、松山貴俊、田邉稔、安野正道、植竹宏之．. 大腸癌 H2/3肝転移症例に対する化学療法後肝切除の
治療成績．. 第 117回日本外科学会定期学術集会 2017.04.28 横浜

61. 岡本健太郎. 小児領域における末梢挿入中心静脈カテーテルの有用性の検討. 第 117回日本外科学会定期学
術集会 2017.04.29 横浜

62. 石黒めぐみ、手良向聡、中川陽子、石川敏昭、植竹宏之、杉原健一．. Stage II結腸癌における再発リスク
因子の同定と因子個数による予後の層別～治療戦略の立案に向けて～ SACURA trialサブ解析．. 第 117回
日本外科学会定期学術集会 2017.04.29 横浜

63. 岡崎聡、山内慎一、菊池章史、石黒めぐみ、石川敏昭、植竹宏之、安野正道、河野辰幸．. 結腸癌の漿膜露出
（SE）症例に対する腹腔鏡手術後 vs開腹手術後の播種再発．. 第 117回日本外科学会定期学術集会 2017.04.29
横浜

64. 近藤建、國枝克行、佐藤敏彦、益子博幸、小島宏、前田清、小高雅人、中村将人、土屋誉、大辻英吾、馬場秀
夫、室圭、石黒めぐみ、三嶋秀行、貞廣荘太郎、浜田知久馬、坂本純一、佐治重豊、冨田尚裕．. カペシタビ
ンを用いた StageIII結腸癌術後補助化学療法における至適投与期間（24週対 48週）の検討—JFMC37-0801
試験の最終報告—．. 第 117回日本外科学会定期学術集会 2017.04.29 横浜

65. 伴大輔、大井啓司、工藤敏文、齋藤一隆、巌康仁、松村聡、光法雄介、小野宏晃、落合高徳、工藤篤、水野
裕貴、田中真二、藤井靖久、井上芳徳、荒井裕国、田邉稔. 下大静脈高度腫瘍浸潤 · 腫瘍栓症例に対する多
領域外科の協力による総合戦略. 第 117回日本外科学会定期学術集会 2017.04.29

66. 岡本健太郎. 患児の QOL向上における末梢挿入中心静脈カテーテルの有用性. 第 54回日本小児外科学会学
術集会 2017.05.12 仙台

67. 山本洋平、市野瀬剛、西澤真人、猪狩公宏、豊福崇浩、工藤敏文．. 外腸骨静脈に発生した venous aneurysm
の 1例．. 第 172回血管外科症例検討会 2017.05.13 東京

68. Igari K, Kudo T, Toyofuku T, Inoue Y. The endovascular procedures of abdominal aortic aneurysms with
challenging neck anatomy. 66th ESCVS 2017.05.14 Thessaloniki（Greece）

69. 岡本健太郎. 小児外科の復興の 1年とこれから. 小児科マンデーセミナー 2017.05.15 東京

70. 植竹宏之. 大腸癌化学療法 Up to Date 2017. 第 54回九州外科学会　アフタヌーンセミナー 2 2017.05.26
熊本

71. Ishikawa T, Ishiguro M, Nakatani E, Uetake H, Ueno H, Murotani K, Matsui S, Tomita N, Shimada Y,
Takahashi K, Kotake K, Watanabe M, Mochizuki H, Teramukai S, Sugihara K.. Prognostic impact of
MSI in stage II colon cancers: An additional translational study of the SACURA trial.. American Society
of Clinical Oncology (ASCO) 2017 Annual Meeting 2017.06.02 Chicago (USA)

72. Ishiguro M, Nakatani E, Ueno H, Ishikawa T, Uetake H, Shimada Y, Takahashi K, Kotake K, Watanabe
M, Tomita N, Mochizuki H, Teramukai S, Sugihara K.. Recurrence risk factors and outcome stratification
stage II colon cancer patients: A subanalysis of the SACURA trial.. American Society of Clinical Oncology
(ASCO) 2017 Annual Meeting 2017.06.02 Chicago (USA)

73. Ueno H, Ishiguro M, Nakatani E, Ishikawa T, Uetake H, Murotani K, Matsui S, Tomita N, Shimada
Y, Takahashi K, Kotake K, Watanabe M, Mochizuki H, Tramukai S, Sugihara K.. Prognostic impact
of tumor budding in Stage II colon cancer: A Prospective study(SACURA trial).. American Society of
Clinical Oncology (ASCO) 2017 Annual Meeting 2017.06.02 Chicago (USA)

74. Uetake H. 【Opening Remarks】. Investigators’ Meeting on Gastrointestinal Cancer in CHICAGO 2017
2017.06.03 Chicago (USA)

75. 岡本健太郎. 血管可視化装置を用いた末梢静脈挿入式中心静脈カテーテルの挿入. 第 53回日本小児放射線学
会学術集会 2017.06.09 横浜

76. 植竹宏之.. 大腸癌化学療法 2nd line の新たな選択肢．. 北信地区消化器癌学術講演会 2017.06.09 長野
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77. 植竹宏之．. 【司会】最新のエビデンス／ガイドラインをふまえてその方に最も適した治療を考える（演者：
中村将人）. Tokyo Leader’s Meeting 2017.06.15 東京

78. 石黒めぐみ. 大腸癌術後補助化学療法の現状と展望～ガイドライン改訂を踏まえて～．. 3rd Yamanashi
Colorectal Cancer Conference 2017.06.16 山梨

79. 植竹宏之.. 大腸癌肝転移の治療選択．. 郡山消化器癌セミナー 2017.06.16 福島

80. 杉原健一．. 【閉会の辞】. CRCC-Japan 2017.06.17 東京

81. 植竹宏之.. ザルトラップの適正使用について～本邦での治験データから～．. CRCC-Japan 2017.06.17 東京

82. 織田 福一郎、石川敏昭、佐々木恵、三浦 富之、十倉三千代、花岡まりえ、菊池章史、山内慎一、石黒めぐ
み、安野正道、植竹宏之. 切除不能大腸癌肝転移に対する HAI ＋ Cmab が奏功し全身化学療法に移行でき
た 2 症例. 第 39回日本癌局所療法研究会 2017.06.23 京都

83. 佐々木恵、石川敏昭、山内慎一、織田福一郎、三浦富之、十倉三千代、花岡まりえ、菊池章史、石黒めぐみ、
安野正道、植竹宏之. 放射線療法により症状緩和の得られた直腸癌術後頭蓋底転移の 1 症例. 第 39回日本癌
局所療法研究会 2017.06.23 京都

84. 三浦富之、石川敏昭、織田福一郎、佐々木恵、十倉三千代、花岡まりえ、菊池章史、山内慎一、石黒めぐみ、
安野正道、植竹宏之．. 脳転移に対するガンマナイフ治療により長期生存が得られた直腸癌術後脳 · 肺転移
の 1例. 第 39回日本癌局所療法研究会 2017.06.23 京都

85. 石場俊之、西岡良薫、星野直明、馬場裕信、小郷泰一、中嶌雄高、油谷知毅、小田剛史、中川剛士、植竹宏之．.
腋窩リンパ節腫大で診断された HER2 陽性潜在性乳癌の一例. 第 39回日本癌局所療法研究会 2017.06.23
京都

86. 福田未緒、小田剛史、中川剛士、戸田一真、吉村亮一、久保田一徳、植竹宏之．. SAVIを用いた術後 APBI
を施行した症例の検討. 第 39回日本癌局所療法研究会 2017.06.23 京都

87. 小田剛史、中川剛士、福田未緒、石場俊之、大西威一郎、藤岡友之、久保田一徳、植竹宏之．. 感染を伴う
潰瘍を形成した 乳癌局所再発の一例. 第 39回日本癌局所療法研究会 2017.06.23 京都

88. 岡本健太郎. 小児外科で使用する薬とピットフォール. 2017年度文京区薬剤師会地区研修会 2017.06.24 東京

89. 植竹宏之.. 大腸癌術後補助化学療法～最近の話題と今後の展望～．. 第 3回 Clinical Cancer Symposium in
出雲 2017.06.30 島根

90. 菊池章史、安野正道、織田福一郎、三浦富之、佐々木恵、山内慎一、松山貴俊、石黒めぐみ、石川敏昭、植
竹宏之．. 当科における下部直腸癌に対する開腹手術と腹腔鏡下手術の distal marginの検討．. 第 87回大
腸癌研究会 2017.07.07 三重

91. 植竹宏之. 【座長】口演 II-1　実用化を目指した大腸癌の biomarker. 第 87回大腸癌研究会 2017.07.07 三重

92. 福田将義、和田祥成、竹中健人、岡田英理子、荒木昭博、藤井俊光、松岡克善、大塚和朗、渡辺守、根木真
理子、伊藤栄作、松山貴俊、山内慎一、菊池章史、安野正道．. 潰瘍性大腸炎罹患粘膜に発生した腫瘍性病
変に対する ESDの検討．. 第 87回大腸癌研究会 2017.07.07 三重

93. 花岡まりえ、石川敏昭、石黒めぐみ、山内慎一、菊池章史、植竹宏之、安野正道．. 潰瘍性大腸炎における小胞
体ストレス応答関連蛋白ATF6の発現：Dysplasia識別における有用性．. 第 87回大腸癌研究会 2017.07.07
三重

94. 石川敏昭. 【座長】示説 II-2　実用化を目指した大腸癌の biomarker. 第 87回大腸癌研究会 2017.07.07 三重

95. 小田剛史、中川剛士、福田未緒、石場　俊之、藤岡友之、久保田一徳、武田浩文、植竹宏之．. 骨修飾薬およ
び内分泌療法を施行したホルモン陽性乳癌骨転移症例についての検討. 第 25回乳癌学会学術総会 2017.07.13
福岡

96. 石場俊之、星野直明、山下大和、油谷知毅、小郷泰一、中嶌雄高、馬場裕信、小田剛史、三木義男、中川剛
士、西岡良薫．. 肉芽腫性乳腺炎の二例. 第 25回乳癌学会学術総会 2017.07.14 福岡

97. 植竹宏之.. 大腸癌化学療法 2nd line の新たな選択肢．. CR LEONｓ 2017.07.14 北海道

98. 植竹宏之. 大腸癌化学療法 Up to Date 2017. 第 44 回関東農村医学会学術総会　ランチョンセミナー 1
2017.07.18 つくば
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99. 植竹宏之．.【座長】Optimal management of mCRC:Why does location matter?（演者：Prof.Claus-Henning
Köhne）. Meet the Professor with Dr.Köhne 2017.07.19 東京

100. 植竹宏之. 【座長】大腸癌に対する血管新生抑制剤の選択ー新規 VEGF阻害薬ザルトラップの作用機序と有
効性ー（演者：沖 英次）. 第 72回日本消化器外科学会総会　ランチョンセミナー 3 2017.07.20 金沢

101. 山内慎一,安野正道,菊池章史,岡崎聡,石黒めぐみ,石川敏昭,植竹宏之,小嶋一幸,田邉稔,河野辰幸. 人工肛
門閉鎖術の皮膚閉鎖創に対する局所陰圧閉鎖療法. 第 72回日本消化器外科学会総会 2017.07.21

102. 花岡まりえ、石川敏昭、石黒めぐみ、十倉三千代、山内慎一、菊池章史、岡崎聡、植竹宏之、安野正道、河
野辰幸．. 小胞体ストレス反応関連遺伝子 ATF6の大腸癌/UC関連癌における発現とDysplasia識別診断補
助としての有用性．. 第 72回日本消化器外科学会総会 2017.07.21 金沢

103. 上野秀樹、石黒めぐみ、石川敏昭、中谷英仁、室谷健太、松井茂之、手良向聡、植竹宏之、冨田尚裕、杉原
健一．. Stage II結腸癌における desmoplastic reaction分類の臨床的意義—SACURA trialにおける前向き
付随研究．. 第 72回日本消化器外科学会総会 2017.07.21 金沢

104. 石川敏昭、植竹宏之、石黒めぐみ、室谷健太、上野秀樹、松井茂之、中谷英仁、手良向聡、冨田尚裕、杉原
健一．. Stage II結腸癌に対する術後補助化学療法の第 III相試験（SACURA trial）におけるMSIと予後
の検討．. 第 72回日本消化器外科学会総会 2017.07.21 金沢

105. 植竹宏之、石川敏昭、石黒めぐみ、上野秀樹、松井茂之、室谷健太、中谷英仁、手良向聡、冨田尚裕、杉原健
一．. わが国における StageII,III結腸癌に対する術後補助化学療法のバイオマーカー探索：SACURA trial
と ACTS-CC trialより．. 第 72回日本消化器外科学会総会 2017.07.21 金沢

106. 植竹宏之. 切除不能 · 進行再発癌に対する化学療法. 第 72回日本消化器外科学会総会　ランチョンセミナー
21 2017.07.21 金沢

107. 石黒めぐみ、白岩健、柴原秀俊、岡志郎、田中信治．. 大腸がん検診（便潜血）陽性者に対する精密検査と
しての CTコロノグラフィーの費用対効果．. 第 72回日本消化器外科学会総会 2017.07.22 金沢

108. 植竹宏之. 【座長】最新の大腸癌治療とバイオマーカーの話題（演者：沖 英次）. 第 72回日本消化器外科学
会総会　ランチョンセミナー 48 2017.07.22 金沢

109. 工藤敏文、市野瀬剛、山本洋平、西澤真人、豊福崇浩. 当科における long SFA CTOに対する治療戦略My EVT
style for Long SFA CTO : Vascular Surgeonの立場から. 第 23回日本血管内治療学会学術総会 2017.07.28
奈良

110. 植竹宏之.. 大腸癌化学療法の最新の話題．. Gastrointestinal Cancer Seminar in Koriyama 2017.08.04 福島

111. 工藤敏文. テクノロジーの進歩と血管外科　当科における 重症虚血肢に対する取り組み. 国立病院機構九州
医療センター地域医療研修センター · 福岡県医師会共催　平成 29年度 地域医師のための生涯研修セミナー
2017.08.05 福岡

112. 石黒 めぐみ. これから「がん」を学ぶあなたへ～「がん」の基礎知識 · 超入門編～．. Japan Cancer Forum
2017 2017.08.19 東京

113. 石黒 めぐみ. 【司会】大腸がん　大腸がんは増えています！ 今、「何ができるのか？」、「何をすべきか？」
（演者：朴正和）. Japan Cancer Forum 2017 2017.08.19 東京

114. 植竹宏之．. 【座長】大腸がん薬物療法の最近の知見～ザルトラップの臨床での使用経験を踏まえて～（演
者：岩本慈能）. CRCC-2017 2017.09.07 東京

115. 石川敏昭．. 経口抗癌剤を活用した切除不能進行 · 再発大腸癌の化学療法．. Colorectal Cancer Meeting in
Kawasaki 2 2017.09.08 川崎

116. 植竹宏之.. 大腸がん化学療法の進歩．. 第 11回日本消化管学会教育集会 2017.09.10 富山

117. 植竹宏之.. 大腸癌 2次治療における今後の展望．. 消化器癌カンファレンス 2017.09.14 福岡

118. 石黒 めぐみ. 大腸癌術後補助化学療法の”明日はどっちだ！”．. 第 21回青森県消化器癌化学療法セミナー
2017.09.16 青森

119. 杉原健一. 【開会の辞】. TAIHO Colorectal Cancer Forum in Tokyo 2017.09.23 東京
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120. 植竹宏之．. 【座長】テーマ① 3rd lineの治療をいつ始めるか．テーマ② 3rd lineの治療を最大化するため
に（演者：篠崎英司、浜本康夫、松本寛、山田岳史）　　　　　　　　　　　. TAIHO Colorectal Cancer
Forum in Tokyo 2017.09.23 東京

121. 植竹宏之.. 大腸癌 3rd Line以降の治療を考える．. スチバーガ　 CRC WEBカンファレンス 2017.10.05
東京

122. 植竹宏之.. 切除不能進行 · 再発大腸癌に対する化学療法～内服抗癌剤の有効活用～．. 第 1回山陰消化器癌
セミナー 2017.10.07 鳥取

123. 植竹宏之.. 大腸癌化学療法の治療戦略～内服抗癌剤の有効活用～．. JDDW 2017 Fukuoka　ランチョンセ
ミナー 56 2017.10.13 福岡

124. 島村季央、中島里枝子、川良徳弘、濱智子、布施翔大、井上芳徳、工藤敏文．. 末梢動脈疾患（PAD）患者
における運動習慣に関しての促進要因 · 阻害要因について．. 第 58回日本脈管学会総会 2017.10.19 名古屋

125. 山本洋平、葛井総太郎、市野瀬剛、西澤真人、猪狩公宏、豊福崇浩、工藤敏文．. 温度負荷に対する局所皮
膚血流変化を用いた重症虚血肢の下肢血流評価．. 第 58回日本脈管学会総会 2017.10.19 名古屋

126. 濱島明美、石黒めぐみ、杉原健一、板橋道朗、室圭、佐藤太郎、小西敏郎．. 大腸がん患者 · 市民のがん情
報へのアクセスの現状．. 第 55回日本癌治療学会学術集会 2017.10.20 横浜

127. 杉原健一. 【司会】臓器別シンポジウム：「それぞれの癌」診断 · 治療の現状と展望ー結腸癌ー．. 第 55回
日本癌治療学会学術集会 2017.10.20 横浜

128. 植竹宏之.【座長】デジタルポスターセッション 100：大腸（補助化学療法）. JDDW 2017 Fukuoka 2017.10.20
福岡

129. 工藤敏文. 【座長】ポスター P-21：ASO 3. 第 58回日本脈管学会総会 2017.10.20 名古屋

130. 布施翔大、中島里枝子、川良徳弘、濱智子、島村季央、田端光、井上芳徳、工藤敏文．. 非監督下運動療法
を行っている末梢動脈疾患患者の現状について．. 第 58回日本脈管学会総会 2017.10.20 名古屋

131. 田端光、中島里枝子、川良徳弘、濱智子、井上芳徳、工藤敏文．. 末梢動脈疾患に対する血行再建術後の血
管超音波検査指標の有用性．. 第 58回日本脈管学会総会 2017.10.20 名古屋

132. 植竹宏之、石川敏昭、石黒めぐみ．. 大腸癌に対する化学療法．. 第 55回日本癌治療学会学術集会 2017.10.20
横浜

133. 植竹宏之.. 大腸癌化学療法 Late lineを再考する．. 第 55回日本癌治療学会学術集会　学術セミナー 16
2017.10.20 横浜

134. 山野智基、山内慎一、木村慶、馬場谷彰仁、浜中美千子、小林政義、塚本潔、野田雅史、冨田尚裕、杉原健
一．. 大腸癌治癒切除後、再発までの期間、再発後の生存期間と関係する因子の解析．. 第 55回日本癌治療
学会学術集会 2017.10.21 横浜

135. 濱島明美、石黒めぐみ、杉原健一、板橋道朗、室圭、佐藤太郎、金哲彦、小西敏郎、中井美穂．. 大腸がん疾
患啓発活動「ブルーリボンキャンペーン」の現状と展望．. 第 55回日本癌治療学会学術集会 2017.10.21 横浜

136. 小田剛史、中川剛士、石場俊之、笠原舞、福田未緒、藤岡友之、久保田一徳、植竹宏之．. 腫瘤非形成性の非
浸潤性乳管癌における浸潤部を予測する因子についての検討．. 第 55回日本癌治療学会学術集会 2017.10.21
横浜

137. 植竹宏之、石川敏昭、石黒めぐみ、杉原健一．. 大腸癌補助化学療法ー腫瘍外科医の視点から．. 第 55回日
本癌治療学会学術集会 2017.10.21 横浜

138. 中村将人、石黒めぐみ、中谷英仁、篠崎英司、山口達郎、宮本裕士、尾嶋仁、本間義崇、後藤昌弘、石川敏
昭、杉原健一．. Panitumumab併用一次治療による大腸癌肝単独転移症例の治療成績：PaFF-J試験．. 第
55回日本癌治療学会学術集会 2017.10.22 横浜

139. 石黒めぐみ、中谷英仁、山口研成、高橋慶一、島田安博、吉田和弘、水沼信之、室圭、小松嘉人、杉原健一．.
切除不能大腸癌に対する Panitumumab併用一次治療における ETS/DoR：PaFF-J試験．. 第 55回日本癌
治療学会学術集会 2017.10.22 横浜
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140. 石川敏昭、山内慎一、石黒めぐみ、織田福一郎、佐々木恵、三浦富之、菊池章史、松山貴俊、安野正道、植
竹宏之．. 当科におけるレゴラフェニブと TAS102の使い分けと治療成績の検討．. 第 55回日本癌治療学会
学術集会 2017.10.22 横浜

141. 植竹宏之.. 大腸癌化学療法 2nd lineの新たな選択肢．. GI Cancer Symposium in Gunma—Final Circularー
2017.10.26 群馬

142. 植竹宏之.. 大腸癌化学療法二次治療における今後の展望．. CRCC講演会 2017.10.27 茨城

143. 植竹宏之.. 付随研究update（測定、解析、測定結果返却のタイミング etc）．. PARADIGM試験　 Investigators
Meeting 2017.10.29 東京

144. 植竹宏之.. 大腸癌の集学的治療における化学療法の役割．. 伊賀大腸癌ミーティング 2017.11.02 三重

145. 植竹宏之．. 【座長】CRCにフォーカスし、スチバーガの位置づけと課題についてのディスカッション（パ
ネラー：吉野孝之、沖英次、山口研成、小松嘉人、佐藤太郎）. スチバーガ発売 5周年記念講演会～これま
での軌跡とさらなる浸透～ 2017.11.03 兵庫

146. 杉原健一．. 【座長】CRC／GIST治療の変遷、現状の課題と今後の展開（演者：吉野孝之）. スチバーガ
発売 5周年記念講演会～これまでの軌跡とさらなる浸透～ 2017.11.03 兵庫

147. 菊池章史、安野正道、織田福一郎、三浦富之、佐々木恵、山内慎一、松山貴俊、石黒めぐみ、石川敏昭、植
竹宏之．. 回腸双孔式人工肛門造設後の outlet obstruction の危険因子の検討．. 第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 2017.11.10 福岡

148. 梶原由規、神藤英二、望月早月、末山貴浩、渡邊智記、山寺勝人、阿尾理一、米村圭介、関澤明徳、山本裕
之、永田健、曽田悠葵、安部紘生、田代恵太、辻本広紀、青笹季文、山本順司、山内慎一、杉原健一、上野
秀樹．. 多施設症例を用いた StageII大腸癌における再発危険因子の再検証．. 第 72回日本大腸肛門病学会
学術集会 2017.11.10 福岡

149. 石黒めぐみ、白岩健、柴原秀俊、岡志郎、田中信治．. 大腸がん検診（便潜血）陽性者に対する精密検査と
しての大腸カプセル内視鏡の費用対効果．. 第 72回日本大腸肛門病学会学術集会 2017.11.10 福岡

150. 山内慎一、安野正道、髙岡亜弓、松宮由利子、関亮太、織田福一郎、佐々木恵、三浦富之、菊池章史、松山
貴俊、石黒めぐみ、石川敏昭、植竹宏之、杉原健一．. 下部直腸癌根治手術における側方郭清の意義．. 第
72回日本大腸肛門病学会学術集会 2017.11.11 福岡

151. 松山貴俊、石川敏昭、石黒めぐみ、菊池章史、山内慎一、植竹宏之、安野正道．. 大腸癌における新規上皮
間葉転換関連遺伝子 ITGBL の臨床的意義．. 第 72回日本大腸肛門病学会学術集会 2017.11.11 福岡

152. 石川敏昭、山内慎一、石黒めぐみ、織田福一郎、佐々木恵、菊池章史、松山貴俊、安野正道、植竹宏之．. 切
除不能大腸癌に対する当科の方針と治療成績の検討 1次治療における FP+OX+Bmab療法の有用性．. 第
72回日本大腸肛門病学会学術集会 2017.11.11 福岡

153. 山本洋平、市野瀬剛、西澤真人、豊福崇浩、工藤敏文．. 経過観察中に増大し手術を施行した門脈瘤の１例．.
第 174回血管外科症例検討会 2017.11.11 東京

154. 織田福一郎、菊池章史、佐々木恵、三浦富之、十倉三千代、山内慎一、松山貴俊、石黒めぐみ、石川敏昭、
安野正道、植竹宏之．. コック式回腸瘻の reservoir 内に多発早期癌を発症した１例．. 第 72回日本大腸肛
門病学会学術集会 2017.11.11 福岡

155. 三浦富之、山内慎一、菊池章史、髙岡亜弓、関亮太、松宮由利子、織田福一郎、佐々木恵、十倉三千代、松
山貴俊、石黒めぐみ、石川敏昭、植竹宏之、安野正道．. 腹腔鏡補助下超低位前方切除術後に下腿コンパー
トメント症候群を発症した２例．. 第 72回日本大腸肛門病学会学術集会 2017.11.11 福岡

156. 佐々木恵、菊池章史、髙岡亜弓、関亮太、松宮由利子、織田福一郎、三浦富之、十倉三千代、山内慎一、松
山貴俊、石黒めぐみ、石川敏昭、安野正道、植竹宏之．. X連鎖無ガンマグロブリン血症に合併した S状結
腸癌の一例．. 第 72回日本大腸肛門病学会学術集会 2017.11.11 福岡

157. Yamauchi S, Yasuno M, Takaoka A, Matsumiya Y, Seki R, Orita F, Sasaki M, Miura T, Kikuchi A,
Matsuyama T, Ishiguro M, Ishikawa T, Uetake H, Sugihara K.. Clinical significance of extended lateral
lymph node dissection for lower rectal cancer.. Asian Surgical Association 21st Asian Congress of Surgery
2017.11.12 Tokyo
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158. 植竹宏之.. 大腸癌化学療法 2nd line の新たな選択肢．. 西部地区 CRC Up To Date Seminar ～ surgery
＆ chemotherapy～ 2017.11.14 埼玉

159. 植竹宏之.. 大腸癌 2次治療における今後の展望．. CRCC-長野 2017.11.17 長野

160. 植竹宏之. 【司会】. Meet the Expert Seminar in Tokyo 2017.11.18 東京

161. 山内慎一、髙岡亜弓、松宮由利子、関亮太、織田福一郎、佐々木恵、三浦富之、菊池章史、松山貴俊、石黒
めぐみ、石川敏昭、植竹宏之、安野正道．. Colitic cancer を合併した潰瘍性大腸炎患者に対する腹腔鏡下
大腸全摘術．. 第 79日本臨床外科学会総会 2017.11.23 東京

162. 植竹宏之．. 【司会】高齢化社会を取り巻く医療環境ーかかりつけ医はなぜ必要？ —（演者：泉山肇）／わ
が国の医療保険制度ーうまく使い、将来につなげるには？ —（演者：藍真澄）. 東京医科歯科大学医師会　
第 31回市民公開講座ー 21世紀を健やかに生きるー 2017.11.23 東京

163. 石黒めぐみ、上野秀樹、石川敏昭、中谷英仁、手良向聡、松井茂之、室谷健太、望月英隆、固武健二郎、高
橋慶一、渡邊昌彦、島田安博、冨田尚裕、植竹宏之、杉原健一．. Stage II 結腸癌における再発リスクの層
別と治療戦略の展望～ SACURA trial の結果から．. 第 79日本臨床外科学会総会 2017.11.24 東京

164. 石川敏昭．. 【司会】大腸癌のバイオマーカーから考える治療戦略（演者：山口達郎）／大腸癌に対する腹
腔鏡手術の最前線（演者：松本寛）. 第 79回日本臨床外科学会総会　学術セミナー 17 2017.11.24 東京

165. 石川敏昭、山内慎一、石黒めぐみ、織田福一郎、佐々木恵、三浦富之、菊池章史、松山貴俊、安野正道、植
竹宏之．. 大腸癌 H2/3肝転移症例に対する集学的治療の有用性 化学療法後肝切除の治療成績．. 第 79日
本臨床外科学会総会 2017.11.25 東京

166. 植竹宏之.. 大腸癌 2次治療における今後の展望．. 北関東消化管癌化学療法講演会 2017.11.25 埼玉

167. 植竹宏之.. 大腸癌化学療法 Up to Date 2017．. 第 22回栃木県癌臨床フォーラム講演会 2017.11.28 栃木

168. 植竹宏之．. 【閉会の辞】. Joint Workshop 2017@TMDUー TMDU· チリ大学（クリニカ · ラス · コンデ
ス連携）による FD研修— 2017.11.29 東京

169. Miura T, Yamauchi S, Takaoka A, Seki R, Matsumiya Y, Orita F, Sasaki M, Tokura M, Kikuchi A,
Matsuyama T, Ishiguro M, Ishikawa T, Uetake H, Yasuno M.. Negative pressure wound therapy for
closure of ileostomy and colostomy.. The 1st International Conference of Surgical Infection Society Asia-
Pacific 2017.11.29 Tokyo

170. 植竹宏之.. 大腸癌化学療法 Late lineを再考する．. 神戸大腸癌治療セミナー 2017.11.30 兵庫

171. 植竹宏之.. 進行 · 再発大腸がんについて．. 福井県大腸癌 FORUM 2017～ザルトラップ発売記念講演会～
2017.12.01 福井

172. 植竹宏之.【司会】薬剤特性を踏まえたレジメン決定～Treatment Characteristics～（演者：室圭）. Chugai
Colorectal Cancer Symposium 2017 2017.12.02 東京

173. 植竹宏之.. 実臨床における大腸癌治療レジメン選択の考え方．. CRC Consultant Meeting 2017.12.03 東京

174. 植竹宏之. 【Closing remarks】. VTE BOARD FORUM 2017 2017.12.04 東京

175. 工藤敏文.【座長】経皮的肺動脈形成術を施行した慢性血栓塞栓性肺高血圧症（演者：仲村太一）／急性期症候
性深部静脈血栓症に対する血栓溶解療法、血栓除去術について（演者：市野瀬剛）. VTE BOARD FORUM
2017 2017.12.04 東京

176. 市野瀬剛．. 急性期症候性深部静脈血栓症に対する血栓溶解療法、血栓除去術について．. VTE BOARD
FORUM 2017 2017.12.04 東京

177. 山内慎一、松山貴俊、髙岡亜弓、松宮由利子、織田福一郎、佐々木恵、三浦富之。菊池章史、石川敏昭、安
野正道．. 当科における潰瘍性大腸炎に対する腹腔鏡下手術の治療成績に関する検討．. 第 30回日本内視鏡
外科学会総会 2017.12.07 京都

178. 菊池章史、安野正道、高岡亜弓、松宮由利子、織田福一郎、三浦富之、佐々木恵、山内慎一、松山貴俊、石
川敏昭. 腹腔鏡下直腸手術後の下腿コンパートメント症候群３例の経験と当科における対策. 第 30回日本内
視鏡外科学会総会 2017.12.09 京都

179. 松山貴俊、安野正道、山内慎一、菊池章史、石川敏昭、石黒めぐみ、植竹宏之、絹笠祐介. 当科における潰
瘍性大腸炎に対する腹腔鏡下三期分割手術の手技と成績. 第 30回日本内視鏡外科学会総会 2017.12.09 京都
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[社会貢献活動]

1. 第３回東京医科歯科大学「がんを考える」市民公開講座, 【共催】東京医科歯科大学医学部附属病院 腫瘍セ
ンター／腫瘍化学療法外科／大学院がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン, 東京医科歯科大学M&D
タワー　鈴木章夫記念講堂, 2017年 01月 15日

2. ブルーリボンキャラバン 2017 in 東京～もっと知ってほしい「大腸がん」のこと～（市民公開講座）, 【共
催】東京医科歯科大学医学部附属病院 腫瘍センター／腫瘍化学療法外科／大腸 · 肛門外科／ NPO法人キャ
ンサーネットジャパン, 東京医科歯科大学M&Dタワー　鈴木章夫記念講堂, 2017年 03月 03日

3. 第４回東京医科歯科大学「がんを考える」市民公開講座, 【共催】東京医科歯科大学医学部附属病院 腫瘍セ
ンター／消化器化学療法外科／大学院応用腫瘍学講座／大学院未来がん医療プロフェッショナル養成プラン,
東京医科歯科大学M&Dタワー　鈴木章夫記念講堂, 2017年 10月 15日
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循環制御内科学
Cardiovascular Medicine

教授　　　　　　平尾見三（心臓調律制御学教授併任）
寄附講座教授　　足利貴志（茨城県循環器地域医療学講座）
准教授　　　　　合屋雅彦　笹野哲郎（生命機能情報解析学）　野堀潔（大学臨床試験センター）
講師　　　　　　前嶋康浩（医局長）川端美穂子　江花有亮（遺伝子治療科）　　　　　
助教　　　　　　山本貴信　高橋良英（リスクマネージャー）篠岡太郎（病棟医長） 秦野　雄　
　　　　　　　　有馬秀紀（検査部）小西正則　
特任助教　　　　前田真吾　高橋健太郎（難治疾患研究所）
寄附講座助教　　梅本朋幸（茨城県循環器地域医療学講座、外来医長）
ジョイントリサーチ講座助教　柳下敦彦（先端技術医療応用学講座）
大学院（一般）　伊藤祐輔
大学院（社会人）高山啓　岩塚良太　藤波竜也　稲葉理　中村玲奈　渡邊梨里　
三輪尚之　梅本朋幸　中川尭　田中泰章　李哲民　稲村幸洋　落田美瑛　高宮智正　
平澤憲祐　大坂友希　大西健太郎　浅野充寿　加藤信孝　白井康大　川口直彦　
岩井慎介　黒田俊介　鍵山暢之　西村卓郎　松田準治　荒木誠 　久佐茂樹　山尾一哉
高木崇光　金地嘉久　永嶺翔　増田怜　臼井英祐　加藤菜穂子　仁井田崇志　水上暁
金子雅一　平尾龍彦　吉竹貴克　福島琢　佐川雄一朗　福田正

( 1 ) 分野概要

東京医科歯科大学循環器内科では、虚血性心疾患 · 不整脈 · 心不全といった循環器疾患を克服することを目的とし
て臨床 · 研究にバランスよく取り組んでおり、日本ばかりでなく世界で活躍できる人材を教育することを目的とし
ております。
若手医師には患者さん目線で診療を行うことができ、かつ優れた腕を持つ臨床医であるだけではなく、国際的な
情報発信ができる研究者としていただくための基礎を身につける場を提供いたします。

( 2 ) 研究活動

心血管疾患の成因や病態を明らかにするために、モデル動物や臨床検体を用いて病理学 · 細胞生物学 · 分子生物学
· 免疫学などの手法により解析を行う。特に動脈硬化 · 心筋症、心筋炎、心拒絶反応、心不全で、分子病態の解明
と遺伝子治療を含めた新しい治療法、予防法の開発を行う。遺伝子変異と心血管病変の関係、また不整脈の発症
機序解明と治療法の開発、電気生理学、心筋細胞移植、心筋再生についても当講座の主要な研究テーマである。
· 頻脈性不整脈（特に上室性頻拍症）の発生機序の解明（平尾）
· 頻脈性不整脈に対する薬物療法、非薬物療法に関する研究（平尾）
· 房室接合部伝導に関する実験的検討（平尾）
· 心腔内内視鏡を用いた不整脈治療：実験的検討（平尾）
· 実験的肺静脈起源心房細動に関する研究（平尾）
· 心房細動の遺伝子的素因に関する研究（合屋、江花）
· 心房細動のアブレーション治療に関する研究（平尾、合屋）
· 急性冠症候群の治療に関する臨床研究（足利、山本、梅本、秦野、篠岡）
· 心筋虚血と虚血再灌流障害の分子機構と治療（足利、山本、梅本、秦野、篠岡）
· 冠動脈再狭窄と血管障害の分子機構と治療（足利、山本、梅本、秦野、篠岡）
· 心筋の再生による心不全、心筋症の治療（前嶋）
· 転写因子制御を標的とした動脈硬化や血管炎の制御機構に関する研究（前嶋）
· 大型血管炎の画像診断（手塚）
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· 画像診断による冠動脈、心機能の評価に関する研究（手塚）
· 大型血管炎の分子機構と治療（前嶋）
· 大型血管炎、心不全、不整脈における血管内皮機能の評価に関する研究（前嶋）
· 心不全、心筋症の遺伝子治療に関する基礎的研究と臨床応用（前嶋）
· 心不全、心肥大、心臓リモデリングの分子機構に関する研究（前嶋）

その他、難治疾患研究所をはじめとする学内諸施設、国内の他大学 · 海外の研究機関との共同研究が行われ、人的
交流、学術的交流を行っている。また関連病院も含めると臨床例は極めて多く、患者を用いた臨床研究も随時行っ
ていく。当教室における研究テーマは多彩 · 多様であり、希望に応じた研究プロジェクトを組むことにも柔軟に対
応できる。

( 3 ) 教育活動

当教室では、本邦におけるおもな死亡原因であり、国民病でもある心血管疾患を扱う。心血管疾患は虚血性心疾
患 · 不整脈 · 心臓弁膜症 · 心筋症など多岐にわたる疾患やその終末像としての心不全を包含しており、血管におけ
る病変も動脈硬化性疾患や血管炎など多彩である。この分野は分子遺伝子学的な研究の進歩により、病態の理解
が急速に深化している領域でもある。診断法は画像診断や電気生理を中心に多様であり、治療法には従来の薬物
治療 · 手術治療に加えて、カテーテルを用いた血管内治療や不整脈に対するアブレーション、心移植などが行われ
るようになっている。また遺伝子治療も始まっており、今後も大きな進歩が期待される領域である。本講座では
その病態、治療法、予防法を中心に研究と技術の習得を行う。

( 4 ) 臨床活動および学外活動

心血管病の診断、治療法について演習を行い、必要な手技を取得する。特殊検査法には心臓超音波、心臓カテーテ
ル、血管造影、電気生理学的検査、心臓病理、シンチグラフィー、などが含まれており、総合的な診断演習、治療
方針についての思考論理を学ぶ。治療法としては薬物療法の他、カテーテルインターベンション、アブレーショ
ン等の適応と手技を修得する。

( 5 ) 臨床上の特色

おもな診断 · 治療法：虚血性心疾患（狭心症、心筋梗塞）、心不全、不整脈（頻脈性不整脈 · 徐脈性不整脈）、後天
性心臓弁膜症、心筋症（心サルコイドーシスなどの二次性心筋症を含む）、高安動脈炎（国内で最も多くの患者さ
んを診療しています）、先天性心疾患、肺高血圧症、高血圧症 · 血圧調節異常（神経調節性失神）など
高度な先進医療：冠動脈複雑病変に対するカテーテル治療、エキシマレーザー冠動脈形成術、難治性不整脈に対
するカテーテルアブレーション、感染ペースメーカー抜去、高安動脈炎に対する診断 · 治療、心臓移植を必要とす
る重症心不全に対する補助人工心臓治療、心臓移植適応検討

( 6 ) 研究業績

[原著]

1. Takigawa M, Takahashi A, Kuwahara T, Okubo K, Takahashi Y, Watari Y, Nakashima E, Nakajima J,
Yamao K, Takagi K, Tanaka Y, Fujino T, Kimura S, Hikita H, Hirao K, Isobe M. . Long-term outcome
after catheter ablation of paroxysmal atrial fibrillation: Impact of different atrial fibrillation foci. Int J
Cardiol. . 2017.01; 227; 407-412

2. Takigawa M, Takahashi A, Kuwahara T, Okubo K, Takahashi Y, Watari Y, Nakashima E, Nakajima J,
Yamao K, Takagi K, Tanaka Y, Fujino T, Kimura S, Hikita H, Hirao K, Isobe M. . Long-term outcome
after catheter ablation of paroxysmal atrial fibrillation: Impact of different atrial fibrillation foci. Int J
Cardiol. . 2017.01; 227; 407-412

3. Miyazaki S, Taniguchi H, Kusa S, Nakamura H, Hachiya H, Hirao K, Iesaka Y. . Five-year follow-up
outcome after catheter ablation of persistent atrial fibrillation using a sequential biatrial linear defragmen-
tation approach: What does atrial fibrillation termination during the procedure imply? Heart Rhythm. .
2017.01; 14(1); 34-49
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4. Yagishita A, Yamauchi Y, Miyamoto T, Hirao K.. Electrophysiological evidence of localized reentry as
a trigger and driver of atrial fibrillation at the junction of the superior vena cava and right atrium.
HeartRhythm Case Rep. . 2017.01; 3(3); 164-166

5. 前嶋康浩. 心臓リモデリング · 心不全　将来へのチャレンジ　心筋リモデリングとオートファジー 心臓.
2017.02; 49(2); 167-175

6. Ohtani H, Kimura S, Sugiyama T, Hishikari K, Misawa T, Mizusawa M, Hayasaka K, Yamakami Y,
Kojima K, Sagawa Y, Hikita H, Ashikaga T, Takahashi A, Isobe M. . Comparison of vascular responses
after different types of second-generation drug-eluting stents implantation detected by optical coherence
tomography. Int J Cardiovasc Imaging. . 2017.02; 33(2); 177-186

7. Yagishita A, Yamauchi Y, Sato H, Yamashita S, Hirao T, Miyamoto T, Hirao K, Isobe M.. Improvement
in the Quality of Life and Exercise Performance in Relation to the Plasma B-Type Natriuretic Peptide
Level After Catheter Ablation in Patients With Asymptomatic Persistent Atrial Fibrillation. Circ J..
2017.03; 81(4); 444-449

8. Kagiyama N, Hayashida A, Toki M, Fukuda S, Ohara M, Hirohata A, Yamamoto K, Isobe M, Yoshida
K. . Insufficient Leaflet Remodeling in Patients With Atrial Fibrillation: Association With the Severity
of Mitral Regurgitation. Circ Cardiovasc Imaging. . 2017.03; 10(3); e005451

9. Tao S, Otomo K, Ono Y, Osaka Y, Hirao T, Koura K, Manno T, Ueshima D, Shimizu S, Isobe M, Hirao
K. . Efficacy and safety of uninterrupted rivaroxaban taken preoperatively for radiofrequency catheter
ablation of atrial fibrillation compared to uninterrupted warfarin. J Interv Card Electrophysiol.. 2017.03;
48(2); 167-175

10. Ryo Watanabe, Jun-Ichi Suzuki, Kouji Wakayama, Yasuhiro Maejima, Munehisa Shimamura, Hiroshi Ko-
riyama, Hironori Nakagami, Hidetoshi Kumagai, Yuichi Ikeda, Hiroshi Akazawa, Ryuichi Morishita, Issei
Komuro, Mitsuaki Isobe. A peptide vaccine targeting angiotensin II attenuates the cardiac dysfunction
induced by myocardial infarction. Sci Rep. 2017.03; 7; 43920

11. Takahashi Y, Iwai S, Yamashita S, Masumura M, Suzuki M, Yabe K, Sato Y, Hirao K, Isobe M. . Novel
Mapping Technique for Localization of Focal and Reentrant Activation During Atrial Fibrillation. J
Cardiovasc Electrophysiol. . 2017.04; 28(4); 375-382

12. Kawabata M, Goya M, Sasaki T, Maeda S, Yagishita A, Shirai Y, Kaneko M, Shiohira S, Isobe M, Hirao
K. . Surface Electrocardiogram Screening for Subcutaneous Implantable Cardioverter-Defibrillators in
Japanese Patients With and Without Brugada Syndrome. Circ J.. 2017.04; 81(5); 645-651

13. Iwai S, Takahashi Y, Masumura M, Yamashita S, Doi J, Yamamoto T, Sakakibara A, Nomoto H, Yoshida
Y, Sugiyama T, Oumi T, Ohno M, Sato Y, Hirao K, Isobe M. . Occurrence of Focal Atrial Tachycardia
During the Ablation Procedure Is Associated With Arrhythmia Recurrence After Termination of Persistent
Atrial Fibrillation. J Cardiovasc Electrophysiol.. 2017.05; 28(5); 489-497

14. Miyazaki S, Nakamura H, Taniguchi H, Hachiya H, Takagi T, Igarashi M, Kajiyama T, Watanabe T, Niida
T, Hirao K, Iesaka Y. . Gastric hypomotility after second-generation cryoballoon ablation-Unrecognized
silent nerve injury after cryoballoon ablation. Heart Rhythm. . 2017.05; 14(5); 670-677

15. Miyazaki S, Kusa S, Hachiya H, Taniguchi H, Niida T, Ichijo S, Hirao K, Iesaka Y. . Electrical superior vena
cava isolation using a novel pace-and-ablate technique under diaphragmatic electromyography monitoring.
Heart Rhythm. . 2017.05; 14(5); 678-684

16. Shirai Y, Goya M, Ohno S, Horie M, Doi S, Isobe M, Hirao K. . Elimination of Ventricular Arrhythmia
in Catecholaminergic Polymorphic Ventricular Tachycardia by Targeting "Catecholamine-Sensitive Area":
A Dominant-Subordinate Relationship between Origin Sites of Bidirectional Ventricular Premature Con-
tractions. Pacing Clin Electrophysiol.. 2017.05; 40(5); 600-604

17. Ohigashi H, Tamura N, Ebana Y, Harigai M, Maejima Y, Ashikaga T, Isobe M. . Effects of immuno-
suppressive and biological agents on refractory Takayasu arteritis patients unresponsive to glucocorticoid
treatment. J Cardiol.. 2017.05; 69(5); 774-778

18. Ueshima D, Ashikaga T, Yoshikawa S, Sasaoka T, Hatano Y, Kurihara K, Maejima Y, Isobe M. . Effect
of over-2-year dual antiplatelet therapy on the rate of major adverse cardiac and cerebral events for
everolimus-eluting stent implantation: The landmark analysis from Tokyo-MD PCI registry. J Cardiol. .
2017.06; 69(6); 815-822
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19. Shiohira S, Sasaki T, Maeda S, Kawabata M, Goya M, Hirao K. . Bronchogenic cyst of the atrioventricular
septum presenting with ventricular fibrillation. HeartRhythm Case Rep. . 2017.06; 3(8); 389-391

20. Inaba O, Satoh Y, Isobe M, Yamamoto T, Nagao K, Takayama M. . Factors and values at admission that
predict a fulminant course of acute myocarditis: data from Tokyo CCU network database. Heart Vessels.
. 2017.08; 32(8); 952-959

21. Hirasawa K, Izumo M, Sasaoka T, Ashikaga T, Suzuki K, Harada T, Isobe M, Akashi YJ. . Effect of aortic
regurgitant jet direction on mitral valve leaflet remodeling: a real-time three-dimensional transesophageal
echocardiography study. Sci Rep.. 2017.08; 7(1); 8884

22. Hirasawa K, Izumo M, Sasaoka T, Ashikaga T, Suzuki K, Harada T, Isobe M, Akashi YJ. . Effect of aortic
regurgitant jet direction on mitral valve leaflet remodeling: a real-time three-dimensional transesophageal
echocardiography study. Sci Rep.. 2017.08; 7(1); 8884

23. Takigawa M, Takahashi A, Kuwahara T, Okubo K, Nakashima E, Watari Y, Yamao K, Nakajima J,
Tanaka Y, Takagi K, Kimura S, Hikita H, Hirao K, Isobe M. . Airway support using a pediatric intubation
tube in adult patients with atrial fibrillation: A simple and unique method to prevent heart movement
during catheter ablation under continuous deep sedation. J Arrhythm. . 2017.08; 33(4); 262-268

24. Inaba O, Nagata Y, Yamauchi Y, Miyamoto T, Goya M, Hirao K.. Verapamil-sensitive atrial tachycardia
with a slow conduction zone near the noncoronary aortic sinus and His bundle. Clin Case Rep. . 2017.08;
5(10); 1623-1627

25. Taku Fukushima, Takashi Ashikaga, Shunji Yoshikawa, Yu Hatano, Daisuke Ueshima, Takanobu Ya-
mamoto, Yasuhiro Maejima, Mitsuaki Isobe. Effect of drug-coated balloon on stent restenosis, neointimal
proliferation, and coronary dissection: an optical coherence tomography analysis. Coron. Artery Dis..
2017.09;

26. Tamura N, Maejima Y, Tezuka D, Takamura C, Yoshikawa S, Ashikaga T, Hirao K, Isobe M. . Profiles of
serum cytokine levels in Takayasu arteritis patients: Potential utility as biomarkers for monitoring disease
activity. J Cardiol. . 2017.09; 70(3); 278-285

27. Yagishita A, Hirao K. . Efficacy of Familial Screening After Sudden Cardiac Death in Young Adults
Irrespective of Postmortem Analysis: Implication of a Pharmacological Challenge as a First Step of
Screening. Circ Arrhythm Electrophysiol.. 2017.09; 10(9); e005710

28. Yagishita A, Hirao K. . Efficacy of Familial Screening After Sudden Cardiac Death in Young Adults
Irrespective of Postmortem Analysis: Implication of a Pharmacological Challenge as a First Step of
Screening. Circ Arrhythm Electrophysiol.. 2017.09; 10(9); e005710

29. Ebana Y, Ozaki K, Liu L, Hachiya H, Hirao K, Isobe M, Kubo M, Tanaka T, Furukawa T. . Clinical utility
and functional analysis of variants in atrial　 fibrillation-associated locus 4q25. J Cardiol. . 2017.10;
70(4); 366-373

30. Nakamura T, Okishige K, Kanazawa T, Yamashita M, Kawaguchi N, Kato N, Aoyagi H, Yamauchi Y,
Sasano T, Hirao K.. Incidence of silent cerebral infarctions after catheter ablation of atrial fibrillation
utilizing the second-generation cryoballoon. Europace.. 2017.10; 19(10); 1681-1688

31. Inaba O, Nitta J, Kuroda S, Sekigawa M, Suzuki M, Inamura Y, Satoh A, Isobe M, Hirao K. . A new
mapping method to estimate exit sites of ventricular arrhythmias using intracardiac echocardiography and
M-mode for catheter ablation. J Arrhythm.. 2017.10; 33(5); 440-446

32. 前嶋康浩. 血管炎の臨床 UPDATE「高安動脈炎」 医学のあゆみ. 2017.11; 263(6); 485-489

33. Aoyama N, Suzuki JI, Kobayashi N, Hanatani T, Ashigaki N, Yoshida A, Shiheido Y, Sato H, Kumagai H,
Ikeda Y, Akazawa H, Komuro I, Minabe M, Izumi Y, Isobe M. Japanese Cardiovascular Disease Patients
with Diabetes Mellitus Suffer Increased Tooth Loss in Comparison to Those without Diabetes Mellitus -A
Cross-sectional Study. Intern. Med.. 2017.11; epub;
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[書籍等出版物]

1. 前嶋康浩. 『日本医師会雑誌』 第 146巻 · 特別号（１）（生涯教育シリーズ　 92）脳血管障害診療のエッセ
ンス. 日本医師会, 2017.06

2. 前嶋康浩、磯部光章. 1336専門家による私の治療 2017-18年度版. 日本医事新報社, 2017.07 (ISBN : 978-4-
7849-4650-1)

3. 前嶋康浩. 循環器臨床のリアルワールド [ 1] — 研修医 · 内科医 · コメディカル編 — . MEDSi, 2017.09
(ISBN : 978-4-89592-895-3)

4. 前嶋康浩. 循環器臨床のリアルワールド [ 2] — 循環器専門医志望者編 — . MEDSi, 2017.09 (ISBN :
978-4-89592-896-0)

[総説]

1. 前嶋康浩. 筋ジストロフィーに伴う心筋症　 循環器内科. 2017.02; 79(2); 300-310

2. 前嶋康浩. 新薬紹介：高 LDLコレステロール血症治療薬　エボロクマブ（遺伝子組み換え） 日本医師会雑
誌. 2017.04;

3. Anindita Das, Flávio Reis, Yasuhiro Maejima, Zhiyou Cai, Jun Ren. mTOR Signaling in Cardiometabolic
Disease, Cancer, and Aging. Oxid Med Cell Longev. 2017.07; 2017; 6018675

4. 前嶋康浩、磯部光章. 高安動脈炎【Ⅶ. 血管炎　大型血管炎】日本臨床 75巻増刊号 5 動脈 · 静脈の疾患 (下)
(通巻第 1124号). 2017.07; 75(増刊 5); 946-951

5. Sebastiano Sciarretta, Yasuhiro Maejima, Daniela Zablocki, Junichi Sadoshima. The Role of Autophagy
in the Heart. Annu. Rev. Physiol.. 2017.10;

[講演 · 口頭発表等]

1. 前嶋康浩. オートファジーの制御異常による心不全発症機構の解明. 第 90回日本薬理学会年会 2017.03.15
長崎県長崎市

2. 前嶋康浩. The Critical Role of Autophagy in the Progression of Heart Failure. 第 81回日本循環器学会学
術集会 2017.03.18 石川県金沢市

3. Maejima Yasuhiro. TXNIP accumulation caused by single nucleotide polymorphism of MLX gene en-
hances inflammasome formation, thereby promoting the development of Takayasu Arteritis. The 18th
International Vasculitis and ANCA Workshop 2017.03.27 Tokyo, Japan

4. 前嶋康浩、白井康大、篠岡太郎、小西正則、柳下敦彦、秦野雄、梅本朋幸、前田真吾、吉川俊治、佐々木毅、
山本貴信、川端美穂子、合屋雅彦、足利貴志、平尾見三、磯部光章. 心室頻拍のコントロールに難渋した肢
帯型筋ジストロフィーに伴う心筋症の一例 . 第 3回日本心筋症研究会 2017.04.22 岐阜県岐阜市

5. 前嶋康浩. 血液凝固第 X因子による動脈硬化進展作用の機序の解明. 第 68回 Blood Vessel Club 2017.04.24
東京都文京区

6. Yasuhiro Maejima, Yusuke Ito, Natsuko Tamura, Masanori Konishi, Mitsuaki Isobe. Factor Xa Deterio-
rates Atherosclerosis by Facilitating Inflammasome Formation via PAR-2-mediated Autophagy Suppres-
sion. AHA Basic Cardiovascular Sciences 2017 2017.07.10 Portland, Oregon, USA

7. Yasuhiro Maejima, Yusuke Ito, Natsuko Tamura, Masanori Konishi, Mitsuaki Isobe. Blood coagulation
factor Xa promotes the progression of atherosclerosis by enhancing inflammasome formation as a conse-
quence of PAR2-mediated autophagy inhibition. ESC Congress 2017 2017.08.26 Barcerona, Spain

8. 前嶋康浩. The role of autophagy in the progression of heart failure. Cardiovascular Metabolic Week 2017
2017.12.09 大阪府大阪市

[その他業績]

1. 平成 29年度大山健康財団研究助成, 2017年 03月
大山健康財団

2. 平成 29年度科学研究費補助金, 2017年 04月
文部科学省 科研費：基盤研究 C [ 代表 ]
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[社会貢献活動]

1. Reviewer（査読）：American Journal of Physiology - Heart and Circulatory Physiology, 2012年 06月 -
現在

2. Reviewer（査読）：Autophagy, 2013年 06月 - 現在

3. Reviewer（査読）：Circulation Research, 2013年 10月 - 現在

4. Reviewer（査読）：Journal of Cardiology, 2013年 11月 - 現在

5. Reviewer（査読）：Circulation Journal, 2014年 01月 - 現在

6. Reviewer（査読）：Journal of Molecular and Cellular Cardiology, 2014年 05月 - 現在

7. Reviewer（査読）：PLoS One, 2014年 11月 - 現在

8. Reviewer（査読）：Scientific Reports, 2015年 10月 - 現在

9. Reviewer（査読）：International Heart Journal, 2016年 02月 - 現在

10. Reviewer（査読）：Biochemistry and Biophysics Repotrs, 2016年 04月 - 現在

11. 講演：当院における心血管ハイリスク患者 脂質管理の現状と課題, アステラス製薬株式会社, 平成 29年アス
テラス製薬株式会社社内勉強会, 東京都中央区, 2017年 01月 19日

12. 講演：生活習慣病に合併した心不全の今 ～HFpEFの話題を中心に～, 日本べーリンガーインゲルハイム株
式会社/アステラス製薬株式会社, Hypertension Symposium 2017, 東京都新宿区, 2017年 02月 06日

13. 講演：心不全と心房細動の深い関わり ～病態に基づいた治療戦略～, 北多摩北部循環器懇話会 , 平成 29年
北多摩北部循環器懇話会 , 東京都西東京市, 2017年 05月 17日

14. 講演：高安動脈炎の診療 · 研究 における最近の話題, Sapporo Metabolic & CV Forum, 第 10回 Sapporo
Metabolic & CV Forum, 北海道札幌市, 2017年 06月 15日

15. 講演：高安動脈炎の診療 · 研究 における最近の話題, 中外製薬株式会社, 平成 29年度中外製薬社内勉強会,
東京都中央区, 2017年 09月 19日

16. 講演：糖尿病治療の最近の話題 SGLT2阻害薬の話題を中心に , 小野薬品工業株式会社／アストラゼネカ株
式会社, 第 12回御茶ノ水アブレーションセミナー, 東京都中央区, 2017年 09月 30日

17. 講演：循環器内科医からみた糖尿病治療の重要性, 田辺三菱製薬株式会社, 循環器内科医からみた 糖尿病治
療 in 草加, 埼玉県草加市, 2017年 10月 30日

18. 講演：循環器内科医からみた糖尿病治療の重要性, 大正富山医薬品株式会社, 平成 29年度大正富山医薬品株
式会社「学術研修センター勉強会」, 東京都新宿区, 2017年 11月 07日

19. 講演：循環器内科からみた糖尿病治療薬, 小野薬品工業株式会社, Diabetes Premium Seminar 2017, 小野薬
品工業株式会社東京支社（東京都千代田区）, 2017年 11月 21日

20. 講演：大学病院の心血管ハイリスク患者における脂質管理の現状, アステラス · アムジェン · バイオファー
マ株式会社, 動脈硬化性疾患予防ガイドライン 2017年版普及啓発セミナー, 京王プラザホテル（東京都新宿
区）, 2017年 12月 19日
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心肺統御麻酔学
Anesthesiology

教　授　内田　篤治郎
助　教　伊藤　裕之
秘　書　坂田　紀子

麻酔蘇生ペインクリニック科
講　師　倉田　二郎　
助　教　舛田　昭夫、南　浩太郎、山本　寛人、篠田　健、山本　大樹、大森　敬文、竹本　彩、伊藤　雄介、
　　　　伊藤　篤史、北條　亜樹子、鈴木　邦夫 (手術部)、塚田　さよみ、深川　亜梨沙、金森　眸
医　員　石橋　智子、木戸　浩司、山本　雄大、鈴木　亜樹子、越膳　真弓、吉田　麻美子
レジデント　徐　米多、柴田　隼平、鈴木　裕倫、田中　志歩、本村　瑞貴、山下　早弥華、渡辺　翔、
　　　　　　萩原　早希、勝山　浩延、後藤　真莉奈、今村　祥子、山田　頼子
大学院生　張　碩、小日向　浩行、池田　衣里、石橋　智子、山本　寛人、山本　雄大、木戸　浩司、李　天嬌、
　　　　　三井　裕介、曾　育琳、太田　隆嗣、菅間　剛
　

( 1 ) 分野概要

　麻酔科学の素養を全般的に備えた上に、麻酔科学あるいは集中治療医学と関連した分野において特に専門的知
識と技能を持つ教育研究者あるいは麻酔 · 集中治療専門医を育成することが当分野の目的である。麻酔科学の素養
とは、一般的な麻酔管理を意味するのではなく、臓器機能に障害を持つ重症患者に対して周術期を通して全身管
理ができる知識と技術を意味している。

( 2 ) 研究活動

① 肺傷害の成立過程を解明し、新しい治療法を見出す。
② ヒト中枢神経系における全身麻酔薬作用機序、疼痛慢性化機序を解明し、新しい意識モニタリング及び疼痛評
価法を開発する。
③ 開胸手術を受ける患者の転帰を改善すべく、多角的なアプローチから新しい人工呼吸法、疼痛管理、輸液管理
などを開発する。
④ 周術期急性腎傷害の機序を解明し、新しい予防法、診断法、治療法を開発する。

( 3 ) 教育活動

医学部第 4学年：救急麻酔ブロック
医学部第 5，6学年：臨床実習

( 4 ) 教育方針

　当講座は麻酔 · 蘇生学，疼痛生理学，ペインクリニックなど幅広い分野の教育，臨床，研究を担当している。各々
の部門の根幹をなすものは全臓器の関与するダイナミックな臨床生理学，臨床薬理学であり，若い知的好奇心旺
盛な臨床医，研究者が情熱を注ぐ場所として充分手応えのある分野である。また関連分野として，集中治療医学，
緩和医療などがある。学生教育は生命維持のための基本的生理学，薬理学，特に呼吸 · 循環生理学とその急変時に
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おける正しい対処法の理解に重点をおき，これを手術，麻酔，周術期における患者管理の場で実践させるように
している。

( 5 ) 研究業績

[原著]

1. 加澤　昌弘, 伊藤　裕之, 里元　麻衣子, 槇田　浩史. 肺合併症を有する患者において結腸切除術を区域麻酔
で管理した症例の検討 臨床麻酔. 2017.02; 41(2); 157-160

2. Odaka M., Nagata M., Mizuno T., Uchida T., Takahashi H., Makita K., Arai H., Echizen H., Yasuhara
M.. EFFECT OF CARDIOPULMONARY BYPASS SURGERY ON UNBOUND FRACTION OF CE-
FAZOLIN IN PLASMA CLINICAL PHARMACOLOGY & THERAPEUTICS. 2017.02; 101(S1); S81

3. 瀬島 啓史, 倉島 直樹, 後藤 啓吾, 黒澤 菖子, 佐藤 彩美, 浅見 達也, 廣瀬 夕紀, 内田 篤治郎. 手術部における
トラブル集計システムの構築 医療機器学. 2017.04; 87(2); 240

4. Ishikawa S, Akune T, Ishibashi T, Makita K.. A case of unexpected impaired oxygenation due to in-
traoperative pneumothorax: an adverse event associated with respiratory management with spontaneous
respiration in a patient with esophagobronchial fistulae. Journal of Anesthesia Clinical Reports. 2017.05;
3(1); 31

5. Hideaki Kaneko, Shuo Zhang, Miho Sekiguchi, Takuya Nikaido, Koshi Makita, Jiro Kurata, Shin-Ichi
Konno. Dysfunction of Nucleus Accumbens Is Associated With Psychiatric Problems in Patients With
Chronic Low Back Pain: A Functional Magnetic Resonance Imaging Study. Spine. 2017.06; 42(11);
844-853

6. 原田 真依, 鈴木 亜樹子, 小柳 哲男, 南 浩太郎, 内田 篤治郎. 頸椎前方固定術中に中咽頭損傷をきたした 1症
例 臨床麻酔. 2017.07; 41(7); 979-982

7. 倉田 二郎. 【痛みに関する脳機能研究アーカイブズ】 痛み研究における fMRIの現状と新展開 ペインクリ
ニック. 2017.07; 38(7); 875-884

8. Yohei Matsuo, Jiro Kurata, Miho Sekiguchi, Katsuhiro Yoshida, Takuya Nikaido, Shin-Ichi Konno. At-
tenuation of cortical activity triggering descending pain inhibition in chronic low back pain patients: a
functional magnetic resonance imaging study. Journal of Anesthesia. 2017.08; 31(4); 523-530

9. 伊藤 裕之, 内田 篤治郎. 【呼吸器疾患患者の周術期管理】術前の呼吸機能評価　基本に立ち戻り,慎重な麻
酔計画を練る LiSA. 2017.10; 24(10); 950-953

10. Hiroyuki Kobinata, Eri Ikeda, Shuo Zhang, Tianjiao Li, Koshi Makita, Jiro Kurata. Disrupted offset
analgesia distinguishes patients with chronic pain from healthy controls. Pain. 2017.10; 158(10); 1951-
1959

11. 越膳 真弓, 内田 篤治郎. 下大静脈内への進展を伴う腹部腫瘍手術 38例における周術期管理の検討　後ろ向
き研究 日本臨床麻酔学会誌. 2017.10; 37(6); S263

12. 内田 篤治郎, 伊藤 裕之. 最先端外科　外科医の求める麻酔管理と答える麻酔科医 腹腔鏡下肝臓外科手術の
麻酔管理 日本臨床麻酔学会誌. 2017.10; 37(6); S138

[書籍等出版物]

1. 内田篤治郎, 磯野史朗 編. 麻酔科医として必ず知っておきたい周術期の呼吸管理. 羊土社, 2017.01 (ISBN :
978-4758111188)

2. 内田篤治郎, 磯野史朗 編. 麻酔科医として必ず知っておきたい周術期の呼吸管理. 羊土社, 2017.01

3. Lohser J, Ishikawa S. Chapter 6, Clinical management of one-lung ventilation. Slinger P Ed., Principles
and practice of anesthesia for thoracic surgery. Springer, 2011, pp 83-101..

4. Lohser J, Ishikawa S. Chapter 5, Physiology of the lateral decubitus position, open chest, and one-lung
ventilation. Slinger P Ed., Principles and practice of anesthesia for thoracic surgery. Springer, 2011, pp
71-82..
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[総説]

1. 伊藤 裕之, 内田 篤治郎. 術前の呼吸機能評価-術前の呼吸機能評価 基本に立ち戻り，慎重な麻酔計画を練る
LiSA. 2017.10; 24(10); 950-953

2. 石川晴士. 抜管の条件 -肺切除術後患者の評価- 臨床麻酔. 38; 881-890

[講演 · 口頭発表等]

1. Jiro Kurata. Pain in the brain. Winter Scientific Meeting London, Association of Anaesthetists of Great
Britain and Ireland 2017.01.13

2. Jiro Kurata. Anaesthesia – Too Little of Too Much?. Winter Scientific Meeting London (Association of
Anaesthetists of Great Britain and Ireland) 2017.01.13

3. 津久井宏行, 伊藤裕之, 吉田譲, 田辺克也. 日本心臓血管麻酔学会合同シンポジウム「低心機能症例に対する
アプローチ」. 第 24回日本体外循環技術医学会関東甲信越地方会大会 2017.04.23 群馬県利根郡みなかみ町

4. Li T, Ikeda E, Kobinata H, Zhang S, Makita K, Kurata J. Functional connectivity modulations in resting
state and offset analgesia in chronic pain patients: an fMRI study. Euroanaesthesia 2017 2017.06.04
Geneba, Switzerland

5. 内田篤治郎, 三高千恵子. シンポジウム　AKIの治療法: 心房性 Na利尿ペプチド. 日本麻酔科学会 第 64回
学術集会 2017.06.08 兵庫県神戸市

6. 木戸浩司, 内田篤治郎, 山本雄大, 槇田浩史. プロポフォール高用量 · 長時間曝露によるヒト人工多能性幹細
胞由来心筋細胞での毒性評価：. 日本麻酔科学会 第 64回学術集会 2017.06.08 兵庫県神戸市

7. 山本雄大, 内田篤治郎, 木戸浩司, 槇田浩史. 心臓血管外科手術における Thrombelastograghy(TEG6s),
Rotational thromboelastometry(ROTEM), 血液凝固検査の比較：前向き観察研究 . 日本麻酔科学会 第 64
回学術集会 2017.06.09 兵庫県神戸市

8. 倉田二郎. 日本の麻酔科学研究を飛躍させる構造改革は可能か：海外から学ぶ研究環境のシステム構築. 日
本麻酔科学会第 64回学術集会 2017.06.09 兵庫県神戸市

9. 倉田二郎，小日向浩行，張碩，池田衣里，李天嬌. オフセット鎮痛から読み解く慢性疼痛の脳内機構. 第 39
回日本疼痛学会 2017.06.17 兵庫県神戸市

10. Jiro Kurata. Cerebral signatures of pain chronificaiton. 10th International Symposium on Memory and
Awareness in Anaesthesia 2017.06.21

11. 倉田二郎. オフセット鎮痛とマルチモーダルMRIで解明する痛みの慢性化機構. 日本ペインクリニック学会
第 51回大会 2017.07.21 岐阜県岐阜市

12. 倉田二郎. オフセット鎮痛の臨床的意義. 第 4回包括的緩和医療科学学術研究会 · 第 5回 Tokyo疼痛緩和次
世代研究会　合同研究会 2017.08.27

13. 柴田隼平,田中志歩,竹本彩,伊藤裕之,内田篤治郎. 術前評価で挿管困難が予測できず気道管理に難渋した関
節リウマチの２症例. 日本麻酔科学会関東甲信越 · 東京支部第 57回合同学術集会 2017.09.02 東京

14. 山下早弥華,伊藤裕之,山本雄大,内田篤治郎. 血友病 Aを合併した上顎全摘術の麻酔経験. 日本麻酔科学会
関東甲信越 · 東京支部第 57回合同学術集会 2017.09.02 東京

15. 越膳真弓,伊藤裕之,内田篤治郎. 両側褐色細胞腫に対する一期的な右副腎全摘 · 左副腎部分切除において
FloTrac/Vigileoシステムを使用して管理した一例. 日本麻酔科学会関東甲信越 · 東京支部第 57回合同学術
集会 2017.09.02 東京

16. 萩原早希, 伊藤篤史, 内田篤治郎 . 左主気管支腺様嚢胞癌に対する左肺全摘及び気管分岐部再建術の麻酔経
験 . 日本麻酔科学会関東甲信越 · 東京支部　第 57回合同学術集会 2017.09.02 東京都

17. 吉田麻美子, 山本雄大, 遠山 悟史, 内田 篤治郎 . Arnold-Chiari奇形 I型合併妊婦に対する帝王切開術の麻
酔経験 . 日本麻酔科学会関東甲信越 · 東京支部　第 57回合同学術集会 2017.09.02 東京都

18. 越膳真弓, 伊藤裕之, 内田篤治郎 . 両側褐色細胞腫に対する一期的な右副腎全摘 · 左副腎部分切除において
FloTrac/Vigileoシステムを使用して管理した一例 . 日本麻酔科学会関東甲信越 · 東京支部　第 57回合同学
術集会 2017.09.02
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19. 今村祥, 鈴木邦夫, 伊藤篤史,　内田篤治郎. 巨大卵巣腫瘍術前の CTで下肢静脈血栓症および肺血栓塞栓症
を指摘され、抗凝固療法を施行したが術中に新規の肺塞栓症を発症したと思われる一例 . 日本麻酔科学会関
東甲信越 · 東京支部　第 57回合同学術集会 2017.09.02 東京都

20. 柴田 隼平, 田中 志歩, 竹本 彩, 伊藤 裕之, 内田 篤治郎 . 術前評価で挿管困難が予測できず気道管理に難渋し
た関節リウマチの２症例 . 日本麻酔科学会関東甲信越 · 東京支部　第 57回合同学術集会 2017.09.02 東京都

21. 山下早弥華, 伊藤裕之, 山本雄, 内田篤治郎. 血友病 Aを合併した上顎全摘術の麻酔経験 . 日本麻酔科学会関
東甲信越 · 東京支部　第 57回合同学術集会 2017.09.02 東京

22. Kido K, Ito H, Uchida T. Protective Effects of Coenzyme Q10 on Cytotoxicity of Propofol in Human-
induced Pluripotent Stem Cell-derived Cardiomyocytes. Anesthesiology 2017 2017.10.23 Boston, MA,
USA

23. Jiro Kurata. Neural mechanisms of offset analgesia. 7th Asian Pain Symposium 2017.10.27

24. 内田篤治郎, 伊藤裕之. シンポジウム　外科医の求める麻酔管理と答える麻酔科医 腹腔鏡下肝臓外科手術の
麻酔管理. 日本臨床麻酔学会 第 37回大会 2017.11.03 東京

25. 越膳真弓, 内田篤治郎 . 下大静脈内への進展を伴う腹部腫瘍手術 38例における周術期管理の検討　後ろ向
き研究. 日本臨床麻酔学会 第 37回大会 2017.11.03 東京

26. 倉田二郎. 痛み関連脳活動とは何か. 生理学研究所研究会「痛みを中心とする 有害状況適応の神経戦略バイ
オロジー」 2017.12.14 愛知県岡崎市

[受賞]

1. 日本麻酔科学会 第 64回学術集会　最優秀演題 (麻酔科関連 · 基礎), 日本麻酔科学会, 2017年 06月

2. Euroanaesthesia 2017 Best Abstract Award First Prize, European Society fo Anaesthesiologists, 2017年
06月

3. 日本麻酔科学会第 64回学術集会　最優秀演題賞, 日本麻酔科学会, 2017年 06月

4. 日本ペインクリニック学会第 51回大会　最優秀演題賞, 日本ペインクリニック学会第 51回大会, 2017年
07月

[その他業績]

1. 平成 29年度 TMDU· ソニー研究プロジェクトサポートファンド , 2017年 09月
人工心肺を用いた心臓手術における新しい止血機能評価法：誘電コアグロメーターの有用性の検討
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心臓血管外科学
Cardiovascular Surgery

教授　　　荒井 裕国
准教授　　水野 友裕
講師　　　大井 啓司
助教　　　八島 正文、八丸 剛、長岡 英気（7月～研究休職中）、黒木 秀仁（7月～）、藤原 立樹、竹下 斉史
大学院生　藤原 立樹（～ 3月）黒木 秀仁、田崎 大、酒井 健司、木下 亮二（4月～）、
医員 　 4名

寄附研究部門
先端的外科治療技術研究開発研究部門
准教授 大内　克洋

( 1 ) 研究活動

循環器病の外科治療の成績を一層安定、向上させるため、1）冠動脈バイパス術の安全性と質の向上を目的とした
臨床評価、2）虚血性心筋症に対する新しい術式開発、3) 弁膜症における心拍動下弁形成術の開発、4）心臓 · 肺
移植の研究、5）重症不全心に対する心機能改善を目的とした再生医療の研究、を研究課題として基礎的および臨
床的に取り組んでいる。

1）冠動脈バイパス術の安全性と質の向上を目的とした臨床評価
　 (1) 当教室において施行された冠動脈バイパス症例の長期遠隔予後評価。
　 (2) 手術用デバイスの開発と基礎実験および臨床研究。

2）虚血性心筋症に対する新しい術式開発
　 (1) 虚血性僧帽弁閉鎖不全症に対する新しい僧帽弁複合体再建術の術式開発。
　 (2) 僧帽弁複合体再建術による周術期 · 術後中期 · 遠隔期における左室形態の Reverse Remodeling効果に関す
る研究。
　 (3) 左室形成術における至適手術法の開発と研究。

3）弁膜症手術における心拍動下弁形成術の術式開発
　 (1) 弁形成術を心拍動下で安全に行うための工夫と対策。
　 (2) 心拍動下弁形成術における至適人工腱索決定方法の研究。

4）補助人工心臓 · 心臓肺移植の研究
　 (1) 体外式補助人工心臓の臨床研究。
　 (2) 植込み型補助人工心臓の臨床研究。
　 (3) 異種心臓移植。

5）重症不全心に対する心機能改善を目的とした再生医療の研究
　 (1) 心筋シート移植法の研究。
　 (2) 補助人工心臓と再生医療のハイブリッド治療による心機能改善法の研究。
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( 2 ) 教育活動

学生教育は、心臓 · 血管の手術症例の術前準備 · 手術 · 術後管理を主治医チームと共に体験する事により、循環器
系に関する臨床解剖、臨床生理、臨床薬理等の基礎的知識の理解と臨床外科治療への理解を深められるように指
導している。卒後教育に関しては、初期研修医には、心臓血管外科治療を通して、循環器疾患の理解を深め、循
環器疾患患者への基本的対応を経験してもらうとともに、基本的外科手技を経験してもらうように心掛けている。
後期研修以降、心臓血管外科を専攻した場合は、心臓血管外科専門医制度に沿った臨床研修プログラムに従って
研修を受けてもらっている。

( 3 ) 臨床上の特色

近年、症例の重症化 · 高齢化に伴いハイリスク症例が増加しており、手術の低侵襲化と安全性向上を目的とした外
科治療手技の工夫を行っている。同時に、従来は手術適応限界とされた重症心不全症例に対する新しい術式の開
発と臨床応用を行っている。植込み型補助人工心臓認定施設であるため、補助人工心臓治療とともに各種循環呼
吸補助治療を積極的に行い、大学病院ならではの先端的医療を行っている。ERとの連携で心 · 大血管の緊急手術
も積極的に行っている。

( 4 ) 研究業績

[原著]

1. 赤松　秀樹,　黒木　秀仁, 矢野　康行. 肺炎における CT撮影の重要性 プレドニン減量で慢性好酸球性肺
炎が発現した Churg-Strauss症候群の 1例を経験して 埼玉県医師会誌. 2017.01; (802); 75-78

2. Ryoji Kinoshita, MD, Tomohiro Mizuno, MD, PhD, Tsuyoshi Hachimaru, MD, Keiji Oi, MD, PhD,
Masafumi Yashima, MD, Eiki Nagaoka, MD, PhD, Tatsuki Fujiwara, MD, Hidehito Kuroki, MD, Dai
Tasaki, MD, and Hirokuni Arai, MD, PhD. Antineutrophil Cytoplasmic Antibody—Associated Multiple
Giant Saccular Aortic Aneurysms The Annals of Thoracic Surgery. 2017.02; 103(2); e153-e155

3. Tomomi Hasegawa, Munetaka Masuda, Meinoshin Okumura, Hirokuni Arai, Junjiro Kobayashi, Yoshikatsu
Saiki, Kazuo Tanemoto, Hiroshi Nishida, Noboru Motomura. Trends and outcomes in neonatal cardiac
surgery for congenital heart disease in Japan from 1996 to 2010. Eur J Cardiothorac Surg. 2017.02; 51(2);
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36. 荒井裕国. （座長）ビデオセッション 6 感染性胸部動脈瘤の気管支 · 食道瘻治療. 第 45回日本血管外科学会
学術総会 2017.04.21 広島

37. 藤原立樹. メラ遠心ポンプ血栓検出光センサの実用化. 第 24回日本体外循環技術医学会関東甲信越地方会大
会 2017.04.22 群馬

38. 藤原立樹、迫田大輔、大内克洋、桑名克之、山崎浩行、丸山修、荒井裕国. メラ遠心ポンプ血栓検出光セン
サの実用化. 日本体外循環技術医学会関東地方会 2017.04.22 群馬県利根郡みなかみ町

39. 荒井裕国. （特別講演）最適な開心術を目指した術式の研究. 第 24回日本対外循環技術医学会関東甲信越地
方会大会 2017.04.22 群馬

40. Takeshita M, Yashima M, Mizuno T, Oi K, Hachimaru T, Nagaoka E, Kuroki H, Tasaki D, Fujiwara T,
Kinoshita R, Arai H. Successful Mitral Valve Repair involving Division of Bridging Tissue in a Patient
with Double Orifice Mitral Valve. AATS Mitral Conclave 2017 2017.04.27 New York, NY, USA

41. Ryoji Kinoshita, Hirokuni Arai. Septal Leaflet Augmentation for Severe Tricuspid Regurgitation Caused
by Pacemaker/Intracardiac Defibrillator Leads. AATS Mitral Conclave 2017 2017.04.27 NewYork, USA

42. Ryoji Kinoshita. Early to Mid-Term Results of Mitral Valve Repair with Autologous Pericardial Patch for
Active Infective Endocarditis with Extensive Leaflet Destruction. AATS Mitral Conclave 2017 2017.04.27
NewYork, USA

43. E. Nagaoka, T. Mizuno, K. Oi, M. Yashima, T. Hachimaru, H. Kuroki, D. Tasaki, T. Fujiwara, M.
Takeshita, R. Kinoshita, H. Arai. Efficacy of Subvalvular Procedures for Ischemic Mitral Regurgitation .
AATS Mitral Conclave 2017 2017.04.27 New York, United States

44. Arai H. New Pathology Oriented Repair Technique for Posterior Mitral Leaflet Prolapse: “Mt. Fuji”
Repair Technique.. AATS Mitral Conclave 2017 2017.04.27 New Yori, USA

45. Arai H. Repair Strategies for Functional TR. AATS Mitral Conclave 2017 2017.04.27 New York, USA

46. 木下亮二, 水野友裕, 大井啓司, 八島正文, 八丸剛, 長岡英気, 黒木秀仁, 藤原立樹, 竹下斉史, 横山賢司, 櫻井
啓暢, 荒井裕国. 心サルコイドーシスを背景とした tethering MRに腱索断裂を合併した僧帽弁複雑病変に対
する手術手技. 第 13回 TACS セミナー 2017.05.09 東京

47. 荒井裕国. 僧帽弁形成術の Tips and Pitfalls. Kurume Cardiovascular Surgery Seminar 2017.05.19 福岡

48. 荒井裕国. 僧帽弁後尖逸脱に対する新しい提案. 4th 九州心臓弁膜症カンファレンス 2017.05.20 長崎

49. 藤原立樹. 大動脈瘤に対する TEVAR施行後に食道縦隔瘻によるMRSA縦隔炎を合併し、内視鏡的瘻孔閉
鎖術とダプトマイシン長期投与にて根治し得た１例. 心臓外科 · 循環器内科のための感染マネジメント講演
会 2017.05.31 東京

50. 荒井裕国. 僧帽弁形成術を再考する. 高知ハート塾 2017 2017.06.01 高知

51. 櫻井啓暢, 八島正文, 竹下斉史, 水野友裕, 大井啓司, 八丸剛, 長岡英気, 黒木秀仁, 田崎大, 藤原立樹, 木下亮
二, 荒井裕国. 単冠動脈を伴うファロー四徴症に Rastelli型手術を施行した１例. 第 174回日本胸部外科学会
関東甲信越地方会 2017.06.03 新潟

52. 山田靖之, 藤原立樹. （座長）心臓：大血管③. 第 174回日本胸部外科学会関東甲信越地方会 2017.06.03 新潟

53. 荒井裕国. （座長）学生発表. 第 174回日本胸部外科学会関東甲信越地方会 2017.06.03 新潟

54. Tomohiro Mizuno, Kenji Sakai, Eiki Nagaoka, Daiju Watanabe, Keiji Oi, Tsuyoshi Hachimaru, Masafumi
Yashima, Hidehito Kuroki, Dai Tasaki, Tstsuki Fujiwara, Masashi Takeshita, Ryoji Kinoshita, Hirokuni
Arai.（Poster）Off pump Intraabdominal Rerouting of Patent Gastroepiploic Arterial Grafts at the Time
of Laparotomy after Coronary Artery Bypass Grafting. ISMICS Annual Scientific Meeiting 2017.06.07
Rome, Italy

55. Hidehito Kuroki, Smith Srisont, Hirokuni Arai. Development of a New Sternal Fixation Device; An
Uncalcined Hydroxyapatite Poly-L-Lactide Corrugated Sheet. International Society for Minimally Invasive
Cardiothoracic Surgery 2017 Annual Scientific Meeting 2017.06.07 Rome, Italy



— 636 —

器官システム制御学講座

56. Nagaoka E., Mizuno T., Goya M., Oi K., Yashima M., Hachimaru T., Kuroki H., Tasaki D., Fujiwara
T., Takeshita M., Kinoshita R., Arai H. Hybrid Approach for Intravenous Lead Extraction. 17 ISMICS
Annual Scientific Meeting 2017.06.07 Rome, Italy

57. 荒井裕国. 僧帽弁形成術の新たな取り組み～後尖 Repairの新しいアイデアの、複雑病変に対する弁形成術
～. 第 53回青森県心臓血管外科懇話会 2017.06.10 青森

58. 荒井裕国. （座長）特別講演２. お茶の水周術期循環管理セミナー 2017.06.20 東京

59. 竹下斉史, 八島正文, 水野友裕, 大井啓司, 八丸剛, 長岡英気, 黒木秀仁, 田崎大, 藤原立樹, 木下亮二, 荒井裕
国. 成人先天性重複僧帽弁口症に対する bridging tissue切離を伴う僧帽弁形成術の 1治験例 - 術後 12年の
追跡 -. 日本小児循環器学会 第 53回日本小児循環器学会総会 · 学術集会 2017.07.08 静岡

60. 荒井裕国. 新体制の基盤確立に向けた１年の軌跡. 第 22回日本冠動脈外科学会学術大会 2017.07.13 大阪

61. 木下亮二. 冠動脈手術における術中超音波画像診断の有用性. ランチョンセミナー　第 22回日本冠動脈外科
学会学術大会 2017.07.13 大阪府

62. 水野友裕, 大井啓司, 八島正文, 長岡英気, 八丸剛, 藤原立樹, 黒木秀仁, 竹下斉史, 木下亮二, 荒井裕国. （シ
ンポジウム） 虚血性僧帽弁閉鎖不全症に対する弁下手技の有効性. 第 22回日本冠動脈外科学会学術大会
2017.07.13 大阪

63. 藤原立樹. 当院における虚血性重症心不全に対する補助人工心臓治療の検討. 第 22回冠動脈外科学会学術大
会 2017.07.14 大阪

64. 水野友裕,大井啓司,八島正文,八丸剛,長岡英気,黒木秀仁,藤原立樹,竹下斉史,木下亮二,荒井裕国. （ワー
クショップ）当院でのMICS CABG標準化に際し解決すべき問題点. 第 22回日本冠動脈外科学会学術大会
2017.07.14 大阪

65. 荒井裕国. 房室弁形成術の新たな展望. 第 27回甲信心臓血管外科カンファランス 2017.07.22 長野

66. Tatsuki Fujiwara, Hirokuni Arai, Tomohiro Mizuno, Keiji Oi, Masafumi Yashima, Tsuyoshi Hachimaru,
Eiki Nagaoka, Hidehito Kuroki. Minimally Circulatory-assisted On-pump Beating Coronary Artery By-
pass Grafting For Patients With Complex Conditions For Off-pump Surgery. 2017 International Coronary
Congress 2017.08.18 New York

67. Arai H. GEA: Which Targets? Free Graft or In-Situ?. 2017 International Coronary Congress 2017.08.18
New York, USA

68. Tomohiro Mizuno, Keiji Oi, Masafumi Yashima, Tsuyoshi Hachimaru, Eiki Nagaoka, Hidehito Kuroki, Dai
Tasaki, Tatsuki Fujiwara, Masashi Takeshita, Ryoji Kinoshita, Hirokuni Arai. How to select Proximal
Anastomotic Devices and Procedures to avoid Perioperative Stroke in CABG. International Coronary
Congress 2017.08.19 New York

69. Tomohiro Mizuno, Kenji Sakai, Eiki Nagaoka, Daiju Watanabe, Keiji Oi, Tsuyoshi Hachimaru, Masafumi
Yashima, Hidehito Kuroki, Dai Tasaki, Tstsuki Fujiwara, Masashi Takeshita, Ryoji Kinoshita, Hirokuni
Arai. (Poster) Intraabdominal Off-pump Rerouting Procedure of Patent Gastroepiploic Arterial Grafts
for Pancreaticoduodenectomy. International Coronary Congress 2017.08.19 New York

70. Arai H. High Frequency Ultrasound Interrogation of Anastomoses. 2017 International Coronary Congress
2017.08.19 New York, USA

71. Arai H. Coronary Shunting and Other Adjuncts to OPCABG. 2017 International Coronary Congress
2017.08.19 New York, USA

72. Arai H. Innovative Approach for treatment of FMR. 4th Heart Care Heart International Symposium
(Pre-congress) 2017.08.24 Bangkok, Thailand

73. Arai H. Pathology Oriented Resection in MV Repair : Mount Fuji’s Technique. 4th Heart Care Heart
International Symposium 2017.08.25 Bangkok, Thailand

74. Arai H. B. Papillary Muscle Relocation. 4th Heart Care Heart International Symposium 2017.08.26
Bangkok, Thailand
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75. 黒木秀仁, 水野友裕（代理口演）, 大井啓司, 八島正文, 八丸剛, 藤原立樹, 竹下斉史, 横山賢司, 櫻井翔吾, 櫻
井啓暢, 久保俊裕, 荒井裕国. 遠心ポンプ補助から NIPRO VASへの変更により急速に肺うっ血を来した広
範囲急性心筋梗塞後 LVAD装着の 1治験例. 第 23回日本臨床補助人工心臓研究会学術集会 2017.09.01 東京

76. 藤原立樹, 水野友裕, 大井啓司, 八島正文, 八丸剛, 長岡英気, 黒木秀仁, 竹下斉史, 横山賢司, 櫻井啓暢, 倉
島直樹, 古川文子, 大内克洋, 荒井裕国. 藤原立樹, 水野友裕, 大井啓司, 八島正文, 八丸剛, 長岡英気, 黒木
秀仁, 竹下斉史, 横山賢司, 櫻井啓暢, 倉島直樹, 古川文子, 大内克洋, 荒井裕国 心原性ショックに対する治
療戦略-MERAモノピボット遠心ポンプを用いた左心補助の有用性の検証-. 第 55回日本人工臓器学会大会
2017.09.02 東京

77. 迫田大輔, 藤原立樹, 大内克洋, 桑名克之, 山崎浩行, 荒井裕国, 丸山修. メラ遠心ポンプ用血栓検出光センサ
による血栓表面積の定量性. 第 55回日本人工臓器学会大会 2017.09.02 東京

78. 藤原立樹,水野友裕,大井啓司,八島正文,八丸剛,長岡英気,黒木秀仁,竹下斉史,横山賢司,櫻井啓暢,倉島直
樹,古川文子,大内克洋,荒井裕国. （ワークショップ）心原性ショックに対する治療戦略-MERAモノピボッ
ト遠心ポンプを用いた左心補助の有用性の検証-. 第 55回日本人工臓器学会大会 2017.09.02 東京

79. 荒井裕国. （座長）　一般口演 6　補助循環 2· ペースメーカー. 第 55回日本人工臓器学会大会 2017.09.02
東京

80. 水野友裕, 大井啓司, 八島正文, 八丸剛, 黒木秀仁, 藤原立樹, 竹下斉史, 横山賢司, 櫻井啓暢, 荒井裕国. （パ
ネルディスカッション）DTを見据えた長期左室補助維持のための弁膜症への対応. 第 55回日本人工臓器学
会大会 2017.09.02 東京

81. 荒井裕国. 弁尖の高度な組織破壊ないし肥厚硬化を伴う僧帽弁疾患に対する弁形成術. 第 6回ステントレス
僧帽弁臨床研究会学術集会　ランチョンシンポジウム 2017.09.02 東京

82. 大内克洋, 水野友裕, 大井啓司, 藤原立樹, 迫田大輔, 小阪亮, 丸山修, 渡邉宣夫, 遠藤衆, 金井正美, 鈴木さや
か, 木村太郎, 八島正文, 八丸剛, 長岡英気, 黒木秀仁, 田崎大, 竹下斉史, 木下亮二, 荒井裕国. 心臓血管外科
領域医療機器開発 · トレーニングにおける実験動物の選択-不要な動物実験を減らすための検討-. 第 55回日
本人工臓器学会大会 2017.09.03 東京

83. 水野友裕, 藤原立樹, 大井啓司, 八島正文, 八丸剛, 黒木秀仁, 竹下斉史, 横山賢司, 櫻井啓暢, 荒井裕国. （シ
ンポジウム） DT-LVAD治療における介護者はどうあるべきか：BTT-LVADにおける介護人の現状からの
提案. 第 55回日本人工臓器学会大会 2017.09.03 東京

84. Kosaka R, Sakota D, Fujiwara T, Murashige T, Nishida M, Tahara T, Ohuchi K, Orai H, Maruyama
O.. Evaluation of hemocompatibility of a hydrodynamically levitated centrifugal blood pump using hy-
perspectral imaging in acute animal studies. 44th ESAO and 7th IFAO Congress 2017.09.06 Vienna,
Austria

85. Arai H. Non-invasive quantification of blood flow in epicardial coronary arteries, coronary artery graft
and anastomosis – Can this change graft patency in minimally invasive CABG?. 2nd Annual Conference
of Society of Minimally Invasive Cardiovascular and Thoracic Surgeons of India 2017.09.10 Jaipur, India

86. 水野友裕. 術式を学ぶ—弓部大動脈全置換—. 日本体外循環技術医学会関東甲信越地方会 2017年第 2回勉強
会 2017.09.10 東京

87. 荒井裕国. 僧帽弁形成術～理論とアイデアに基づく術式の工夫～. 第 11 回心臓外科循環管理セミナー
2017.09.16 福岡

88. Arai H.（Moderator）SESSION XIII - CORONARY SURGERY PART II. The Euro-Asian Bridge Society
13th International Meeting on Cardiac Surgery 2017.09.22 Iasi, Romania

89. Arai H. Papillary Muscle Relocation for Functional Mitral Regurgitation. The Euro-Asian Bridge Society
13th International Meeting on Cardiac Surgery 2017.09.22 Iasi, Romania

90. Arai H. Impact of Intraoperative Imaging during Cardiac surgery using High Frequency Epicardial Ul-
trasond. The Euro-Asian Bridge Society 13th International Meeting on Cardiac Surgery 2017.09.22 Iasi,
Romania

91. Arai H. LMT ostial plasty using superficial femoral artery patch in Takayasu. The Euro-Asian Bridge
Society 13th International Meeting on Cardiac Surgery 2017.09.23 Iasi, Romania



— 638 —

器官システム制御学講座

92. Arai H. A new pathology oriented repair technique for posterior mitral leaflet“Mt. Fuji Repair Technique”
(video presentation in AATS Mitral Conclave 2017). The Euro-Asian Bridge Society 13th International
Meeting on Cardiac Surgery 2017.09.23 Iasi, Romania

93. Arai H. OPCAB Technique using multi-suction heart positioner „ TENTACLESTM”. The Euro-Asian
Bridge Society 13th International Meeting on Cardiac Surgery 2017.09.23 Iasi, Romania

94. Arai H.（Moderator） SESSION XVII– VIDEO PRESENTATION. The Euro-Asian Bridge Society 13th
International Meeting on Cardiac Surgery 2017.09.23 Iasi, Romania

95. 大井啓司. （ランチョンセミナー）コータライザーの開発経緯. 第 70 回日本胸部外科学会定期学術集会
2017.09.26 札幌

96. 竹下斉史, 八島正文, 水野友裕, 大井啓司, 八丸剛, 長岡英気, 黒木秀仁, 藤原立樹, 横山賢司, 木下亮二, 櫻
井啓暢, 荒井裕国. 成人先天性左側房室弁疾患に対する弁形成術. 第 70回日本胸部外科学会定期学術集会
2017.09.27 札幌

97. 八丸剛,水野友裕,大井啓司,八島正文,長岡英気,黒木秀仁,藤原立樹,竹下斉史,横山賢司,木下亮二,櫻井啓
暢,荒井裕国. 当科における高齢者遠位弓部大動脈瘤に対する外科治療戦略の検討. 第 70回日本胸部外科学
会定期学術総会 2017.09.27 札幌

98. 大井啓司. （ハンズオンセミナー）新しい人工腱索再建術　達人の技を数値化して再現する. 第 70回日本胸
部外科学会定期学術集会 2017.09.27 札幌

99. 水野友裕, 大井啓司, 八島正文, 八丸剛, 藤原立樹, 黒木秀仁, 竹下斉史, 横山賢司, 櫻井啓暢, 荒井裕国. （シン
ポジウム）重症虚血性心筋症に対する包括的治療戦略—conventional surgeryと補助人工心臓の選択基準—.
第 70回日本胸部外科学会定期学術集会 2017.09.27 札幌

100. 大井啓司, 水野友裕, 八島正文, 八丸剛, 長岡英気, 黒木秀仁, 藤原立樹, 竹下斉史, 横山賢司, 木下亮二, 櫻井
啓暢, 大内克洋, 荒井裕国. 僧帽弁形成術における簡便、確実な人工腱索再建のためのピールアウェイ式デバ
イスの開発. 第 70回日本胸部外科学会定期学術集会 2017.09.28 札幌

101. 水野友裕, 八丸剛, 大井啓司, 八島正文, 黒木秀仁, 藤原立樹, 竹下斉史, 横山賢司, 櫻井啓暢, 荒井裕国.
（Surgical Technique Session）　弓部を含む広範囲胸部大動脈疾患に対する Hybrid手術術式の工夫. 第 70
回日本胸部外科学会定期学術集会 2017.09.28 札幌

102. 藤原立樹,水野友裕,大井啓司,八島正文,八丸　剛,長岡英気,黒木秀仁,竹下斉史,横山賢司,木下亮二,櫻井啓
暢, 荒井裕国. MERAモノピボット遠心ポンプを用いた左心補助の現状と展望 —INTERMACS Profile 1に
対する治療成績とピボット部血栓検出光センサの開発—. 第 70回日本胸部外科学会定期学術集会 2017.09.29
札幌

103. 大井啓司, 長岡英気 水野友裕, 八丸剛, 八島正文, 黒木秀仁, 藤原立樹, 竹下斉史, 横山賢司, 木下亮二, 櫻井啓
暢, 荒井裕国. （シンポジウム）機能的僧帽弁逆流に対する外科治療成績と治療戦略. 第 70回日本胸部外科
学会定期学術集会 2017.09.29 札幌

104. 荒井裕国. 心サルコイドーシスによる Functional MRに腱索断裂による逸脱を合併し PCPS離脱困難をき
たした僧帽弁複雑病変に対する弁形成術の一治験例. 第５回重症心不全外科研究会 2017.09.29 札幌

105. Keiji Oi, Tomohiro Mizuno, Tsuyoshi Hachimaru, Eiki Nagaoka, Hidehito Kuroki, Tatsuki Fujiwara, Ryoji
Kinoshita, Hirokuni Arai. Long-term outcome of triple arterial graft CABG. 31st EASTS Annual Meeting
2017.10.10 Vienna,Austria

106. 篠崎俊介,山口はるな,渡邉宣夫,大内克洋. 動物血液のレオロジー挙動-印刷用顔料分散インキの流動挙動解析
手法の適用-.「コロイド先端技術講座 2017ソフトマター ·バイオ界面の力学とその計測」講演会 2017.10.13

107. 荒井裕国. （座長）特別講演　. 学術講演会「体液貯留を考える」 2017.10.13 東京

108. D. Sakota, T. Fujiwara, K. Ohuchi, K. Kuwana, H. Yamazaki, R. Kosaka, H. Arai, O. Maruyama. Quanti-
tative and real-time monitoring of thrombus formation on the pivot bearing of an extracorporeal centrifugal
blood pump. The 2017 ISMCS Conference 2017.10.16 Tucson, Arizona, USA

109. 荒井裕国. ここまで治せる心臓病. 循環器疾患連携フォーラム 2017.10.20 千葉

110. 荒井裕国. 僧帽弁形成術～理論とアイデアに基づく術式の工夫. Circulation Forum in AKITA 2017.10.27
秋田
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111. Arai H. Current CABG in Japan. The 16th Annual Meeting of Taiwan Association of Thoracic & Car-
diovascular Surgery 2017.10.28 Taipei, Taiwan

112. Arai H. Intraoperative Ultrasonic Quality Assessment and Surgical Guidance to Improve Outcomes after
CABG. The 16th Annual Meeting of Taiwan Association of Thoracic & Cardiovascular Surgery 2017.10.28
Taipei, Taiwan

113. 荒井裕国. ここまで治せる心臓病. 男鹿潟上南秋医師会講演会 2017.10.31 秋田

114. 櫻井啓暢, 黒木秀仁, 水野友裕, 大井啓司, 八島正文, 八丸剛, 藤原立樹, 竹下斉史, 横山賢司, 櫻井翔吾, 久保
俊裕, 荒井裕国. STJ縫縮が ARの制御に有効であった大動脈弁形成術の 1治験例. 第 175回日本胸部外科
学会関東甲信越地方会 2017.11.11 東京

115. 荒井裕国. （座長）学生発表. 第 175回日本胸部外科学会関東甲信越地方会 2017.11.11 東京

116. 水野友裕. （座長）心臓:大血管２. 第 175回日本胸部外科学会関東甲信越地方会 2017.11.11 東京

117. Keji Oi, Eiki Nagaoka, Tomohiro Mizuno, Tsuyoshi Hachimaru, Masafumi Yashima, Hidehito Kuroki, Tat-
suki Fujiwara, Masashi Takeshita, Kenji Yokoyama, Hironobu Sakurai, Hirokuni Arai. Mitral Valve Repair
With Intervention to Subvalvular Apparatus Has a Potential to Improve the Outcome for Functional Mi-
tral Regurgitation. American Heart Association Scientific Sessions　 2017 2017.11.13 California,USA

118. 荒井裕国. （座長）ベリプラスト新スプレーセットへの期待―複数回噴霧の実現を目指して―. 第 29回関東
心臓外科手術手技研究会 2017.11.18 東京

119. 荒井裕国. （座長）僧帽弁形成術の再手術. 第 29回関東心臓外科手術手技研究会 2017.11.18 東京

120. 水野友裕. 重症虚血性心筋症に対する心筋再生医療「ハートシート」導入のお知らせと重症心不全症例に対す
る当院の補助人工心臓治療の現状について. 第 15回東京医科歯科大学関連病院冠動脈治療研究会 2017.11.18
東京

121. 水野友裕. （座長）心臓 · 大血管１. 第 79回日本臨床外科学会総会 2017.11.23 東京

122. 荒井裕国. （座長）Video Session (MICS Summit). 第 8回日本心臓弁膜症学会 2017.11.24 東京

123. Arai H.. Current Trends in CABG in Japan. 23rd PATACSI Annual Convention 2017.12.02 Manila,
Philippine

124. Arai H.. Intra-operative Ultrasonic Quality Assessment and Surgical Guidance to Improve CABG Out-
comes. 23rd PATACSI Annual Convention 2017.12.02 Manila, Philippine

125. 荒井裕国. 遺残 ARの制御に STJ縫縮が有効であった AVP症例. Aortic Valve Academy 2017.12.10 愛知

126. 久保俊裕，水野友裕，大井啓司，八島正文，八丸剛，黒木秀仁，藤原立樹，竹下斉史，櫻井翔吾，櫻井啓暢，
荒井裕国. 開存右胃大網動脈グラフトの開腹手術における対応. 第 31回日本冠疾患学会学術集会 2017.12.15
大阪

127. 荒井裕国. （シンポジウム）　機能性僧帽弁逆流に対する乳頭筋吊り上げ術：有効性と限界. 第 31回日本冠
疾患学会学術集会 2017.12.15 大阪

128. 荒井裕国. （教育講演）CABG における術中グラフト検証の重要性. 第 31 回日本冠疾患学会学術集会
2017.12.15 大阪

129. 櫻井啓暢, 水野友裕, 大井啓司, 八島正文, 八丸剛, 藤原立樹, 黒木秀仁, 竹下斉史, 横山賢司, 櫻井翔吾, 久保俊
裕, 荒井裕国. 心筋梗塞後心室中隔穿孔に対する修復術の検討. 第 31回日本冠疾患学会学術集会 2017.12.16
大阪

130. 荒井裕国. 僧帽弁形成術～理論に基づく術式の工夫と限界症例への挑戦～. 第 7回浜松心臓血管外科研究会
2017.12.17 静岡
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[その他業績]

1. 荒井裕国（講師）One Day Intensive Training, 2017年 02月
Academia Hot Experience 東京

2. 荒井裕国　手術ビデオライブデモンストレーション　乳頭筋つり上げ, 2017年 04月
近畿心血管治療ジョイントライブ 2017　京都

3. 水野友裕（講義 · テキスト作成）iVAD時代の体外設置型 VAD症例：Bridge to Bridge, 2017年 05月
第 18回補助人工心臓研修セミナー

4. 第 9回お茶の水胸部外科手術手技研究会, 2017年 07月
会期：2017年 7月 9日
会場：東京医科歯科大学

5. Arai H. (Panelist) Leaders’ Opinion Session "How to make a Dream Heart Team", 2017年 08月
4th Heart Care Heart International Symposium, Bangkok, Thailand, 25 Aug 2017

6. Arai H.　Medistim Lunch Symposia; Imaging of the aorta., 2017年 08月
2017 International Coronary Congress, New York, USA, 19 Aug 2017

7. Arai H. (Panelist) Brain storm Session: Networking For The Future: Prepare For The Next Generation,
2017年 08月
4th Heart Care Heart International Symposium, Bangkok, Thailand, 27 Aug 2017

8. Arai H. (International Scientific Committee) The Euro-Asian Bridge Society, 2017年 09月
13th International Meeting on Cardiac Surgery, Iasi, Romania, 21-24 Sep 2017

9. 第 3回日本心臓血管外科学会 U-40東京支部　 Basic Lecture Course, 2017年 12月
会期：2017年 12月 2日
会場：東京医科歯科大学

10. 水野友裕（講義 · ウェットラボインストラクター）体外循環カニュレーション、AVR、CABG, 2017年 12月
第 3回 U-40東京支部 Basic Lecture Course 東京
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腎臓内科学
Nephrology

教　授　　　内田信一
　　　　　　頼建光（茨城県腎臓疾患地域医療学講座）
准教授　　　岡戸丈和（血液浄化療法部）
　　　　　　蘇原映誠
講　師　　　内藤省太郎
助　教　　　野村尚弘
　　　　　　飯盛聡一郎（血液浄化療法部）
　　　　　　森崇寧 （血液浄化療法部）
　　　　　　磯部清志（茨城県腎臓疾患地域医療学講座）
　　　　　　安藤史顕 （特任助教）
大学院生　　新井洋平，笠木祐里，佐々木絵美
　　　　　　萬代新太郎，吉田紗矢香，王元龍
　　　　　　菊池寛昭，正田若菜，橋本博子
　　　　　　藤丸拓也，古荘泰佑，松浦喜明
　　　　　　高橋直宏，藤木珠美
医　員　　　石川聖子，當間勇人，戸島範之
　　　　　　宮崎崇，久保沙紀
　　　　　　稲葉俊介，坂下翔太，宮崎貴規
臨床検査技師　飯島千永子，千賀宗子
秘　書　　　村野あさ，伊藤由希子

( 1 ) 分野概要

　腎臓内科では「信頼される医療」と「優秀な医師の養成」を目標に掲げ、診療 · 教育 · 研究の活動を行っている。
我々は腎疾患全般に対する長い臨床経験を持ち、また他の多くの医療機関とも緊密な連携をとることにより質の
高い医療の提供はもちろん、これまでに多くの腎臓専門医を育成してきた。
　近年は遺伝性腎疾患を含む様々な腎疾患の遺伝子異常や病態生理を解き明かし、その成果をもとに革新的治療
法の開発も目指している。昨今の高齢化や生活習慣の変化に伴い慢性腎臓病の患者数は増加の一途にあり、腎臓
専門医への期待に応えるべく、日々研鑽に努めている。

( 2 ) 研究活動

　我々の研究のテーマは、「腎臓による血圧 · 体液恒常性維持機構を明らかにし、それが破綻し全身に及ぼす病態
を理解し、それに対する治療戦略を構築する」事にある。このことは腎臓病自体の治療法の開発とともに、慢性
腎臓病 (CKD)における腎臓を出発点とした多臓器の障害に対応するための研究にもつながる。2017年度は当教
室より、アメリカ腎臓学会に 2つの口演を含む 14演題が採択された。
　また、Cell誌とLancet誌が共同で発行する translational medicineを扱う新しい雑誌、EBioMedicine 1報, Kidney
International(IF: 7.68) 1報, Molecular and Cellular Biology (IF: 4.4) 1報, Scientific Reports(IF: 4.3) 3報をは
じめとした、英文誌に論文 26報が報告され、プレスリリースも 4つ行われた。
　他にも国内外の学会 · 研究会にて当科スタッフの演題は数多く受賞している。また次世代シークエンサーによる
網羅的遺伝子診断やゲノム情報に関わる臨床研究も軌道に乗り、年間 200名以上にも及ぶ多くの患者の診断に貢
献している。当科主導の臨床研究である CKD-ROUTE studyでは約 1000名の患者のエントリー後 3年間の観察
期間が終了し、現状で 7本の原著論文が生み出されている （Clin Exp Nephrol. 3報, Nephrology 1報　他）。
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( 3 ) 教育活動

『卒前教育』
（系統講義）
　医学部３年生を対象に、泌尿器科 · 病理部と合同でブロック形式の講義を行っている。「体液制御 · 泌尿器」ブ
ロックという名称で、３週間をかけて腎 · 泌尿器科領域の疾患について集中的に学習する。PBL (Problem-Based
Learning)、実際の患者さんによる講演なども盛り込み、自主的 · 双方向的な講義になるよう工夫している。

（プロジェクトセメスター）
　プロジェクトセメスターでは毎年、数名の学生を受けいれ、大学院生とともに最先端の研究に参加していただ
いている。

（臨床実習）
　系統講義とプロジェクトセメスターを終えた５年生に対しては、Pre-Clinical Clerkship (PCC)として、教室で
受けるよりも実践的かつ総合的な授業を少人数班に対して 10週間行っている。その後、Clinical Clerkship (CC)
で病棟での実習に移行し、実際の病棟の患者さんを受け持ち、診療技術を磨きながら腎臓内科疾患の勉強をして
いただいている。新規入院患者を各週 1名ずつ担当し、毎週カンファランスで発表してもらうことにより、様々
な腎臓内科疾患の病態についてより深く学べるようにしている。

『卒後教育』
　卒後２年間の初期研修後、後期研修として大学および関連病院にて腎臓内科専門医としての研修を行い、この
間に臨床での未解決の問題について自覚を持つように指導、常にものの本質を見つけようとする姿勢を持ったア
カデミック · ドクターの育成を目指している。大学院での研究活動は活発であり、前述のような最先端の研究を行
うことにより、基礎と臨床の双方に秀でた医師の育成を行っている。

( 4 ) 臨床活動および学外活動

　我々は日本で最初に透析療法を開始した医療機関の一つであり、腎疾患全般に対する長い臨床経験を持ち、信頼
される質の高い医療を提供している。都内そして関東にある 19の関連病院と、緊密な連携のもとに診療している。
中でも 15の関連病院とともに協力して行った保存期慢性腎臓病（CKD）の前向き観察研究研究の CKD-ROUTE
studyにおいては 7つの原著論文報告を行っており、CKD患者の病態解明にも取り組んでいる。保存期 CKD患
者に対しては教育入院を積極的に行うことにより、CKD進行抑制効果も上げている。また末期腎不全患者に対し
てはバスキュラーアクセスの作成、腹膜透析関連手術、透析導入まで一貫して当科で行っている。
平成 29年における全国 42国立大学病院中の血液浄化療法部において、新規透析導入件数は全国 1位、そして血液
浄化総件数や血液透析件数ならびに血漿交換件数は全国 2位に入る実績であり、また選択的血漿交換については
日本随一の実績を誇っている。急性期から慢性期疾患そして難病に対する治療にも積極的に取り組んでいる。さ
らに、最新の分子生物学を駆使して全国に先駆けて腎性尿崩症、Liddle症候群、偽性アルドステロン症Ⅱ型、多
発性嚢胞腎など遺伝性腎疾患の遺伝子解析を行っており、全国から解析の依頼を受け付けている。最近は次世代
シークエンサー技術を用いて網羅的に遺伝子診断を行っており、希少な遺伝性腎疾患も診断が可能である。

( 5 ) 研究業績

[原著]

1. Yokote Koutaro, Chanprasert Sirisak, Lee Lin, Eirich Katharina, Takemoto Minoru, Watanabe Aki,
Koizumi Naoko, Lessel Davor, Mori Takayasu, Hisama Fuki M, Ladd Paula D, Angle Brad, Baris Hagit,
Cefle Kivanc, Palanduz Sukru, Ozturk Sukru, Chateau Antoinette, Deguchi Kentaro, Easwar T K M,
Federico Antonio, Fox Amy, Grebe Theresa A, Hay Beverly, Nampoothiri Sheela, Seiter Karen, Streeten
Elizabeth, Pina-Aguilar Raul E, Poke Gemma, Poot Martin, Posmyk Renata, Martin George M, Ku-
bisch Christian, Schindler Detlev, Oshima Junko. WRN Mutation Update: Mutation Spectrum, Patient
Registries, and Translational Prospects. Hum Mutat. 2017.01; 38(1); 7-15

2. Yui Naofumi, Sasaki Sei, Uchida Shinichi. Aquaporin-2 Ser-261 phosphorylation is regulated in com-
bination with Ser-256 and Ser-269 phosphorylation. Biochem Biophys Res Commun. 2017.01; 482(4);
524-529

3. Nagata Soichiro, Ikegaya Naoki, Ogino Shuhei, Uchida Shinichi, Itaya Mikiko, Momita Aoi, Shinozaki
Shingo, Ohura Masaharu, Kuriki Ken, Kono Satoshi, Miyajima Hiroaki, Hishida Akira. The Resection
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of Thyroid Cancer Was Associated with the Resolution of Hyporesponsiveness to an Erythropoiesis-
stimulating Agent in a Hemodialysis Patient with Aceruloplasminemia. Intern Med. 2017.01; 56(7);
805-810

4. Purizaca-Rosillo Nelson, Mori Takayasu, Benites-Condor Yamali, Hisama Fuki M, Martin George M, Os-
hima Junko. High incidence of BSCL2 intragenic recombinational mutation in Peruvian type 2 Berardinelli-
Seip syndrome. Am J Med Genet A. 2017.02; 173(2); 471-478

5. Mori Takayasu, Hosomichi Kazuyoshi, Chiga Motoko, Mandai Shintaro, Nakaoka Hirofumi, Sohara Eisei,
Okado Tomokazu, Rai Tatemitsu, Sasaki Sei, Inoue Ituro, Uchida Shinichi. Comprehensive genetic testing
approach for major inherited kidney diseases, using next-generation sequencing with a custom panel. Clin
Exp Nephrol. 2017.02; 21(1); 63-75

6. Mandai Shintaro, Kanda Eiichiro, Iimori Soichiro, Naito Shotaro, Noda Yumi, Kikuchi Hiroaki, Akazawa
Masanobu, Oi Katsuyuki, Toda Takayuki, Sohara Eisei, Okado Tomokazu, Sasaki Sei, Rai Tatemitsu,
Uchida Shinichi. Association of serum chloride level with mortality and cardiovascular events in chronic
kidney disease: the CKD-ROUTE study. Clin Exp Nephrol. 2017.02; 21(1); 104-111

7. Shintaro Mandai, Eiichiro Kanda, Soichiro Iimori, Shotaro Naito, Yumi Noda, Hiroaki Kikuchi, Masanobu
Akazawa, Katsuyuki Oi, Takayuki Toda, Eisei Sohara, Tomokazu Okado, Sei Sasaki, Tatemitsu Rai,
Shinichi Uchida. Association of serum chloride level with mortality and cardiovascular events in chronic
kidney disease: the CKD-ROUTE study. Clin. Exp. Nephrol.. 2017.02; 21(1); 104-111

8. Wakana Shoda, Naohiro Nomura, Fumiaki Ando, Yutaro Mori, Takayasu Mori, Eisei Sohara, Tatemitsu
Rai, Shinichi Uchida. Calcineurin inhibitors block sodium-chloride cotransporter dephosphorylation in
response to high potassium intake. Kidney Int.. 2017.02; 91(2); 402-411

9. 高田 大輔, 関根 章成, 薮内 純子, 小暮 裕太, 上野 智敏, 早見 典子, 今福 礼, 川田 真宏, 平松 里佳子, 山内 真
之, 長谷川 詠子, 諏訪部 達也, 澤 直樹, 星野 純一, 高市 憲明, 藤井 晶子, 大橋 健一, 藤井 丈士, 森 崇寧, 蘇原
映誠, 内田 信一, 乳原 善文, 城 謙輔, 山口 裕. 若年性ネフロン癆の一例 腎炎症例研究. 2017.02; 33; 78-103

10. 大久保 淳, 瀬島 啓史, 宮本 聡子, 橋本 由理恵, 山本 素希, 小森 慈人, 前田 卓馬, 板垣 紋子, 山本 裕子, 倉
島 直樹, 岡戸 丈和. デキストラン硫酸 LDL吸着療法と血液透析の直列同時施行を含む集学的治療が有用で
あった 1症例 医工学治療. 2017.03; 29(1); 24-29

11. Eriko Takehara, Shintaro Mandai, Satomi Shikuma, Wataru Akita, Motoko Chiga, Takayasu Mori, Takashi
Oda, Michio Kuwahara, Shinichi Uchida. Post-infectious Proliferative Glomerulonephritis with Mon-
oclonal Immunoglobulin G Deposits Associated with Complement Factor H Mutation. Intern. Med..
2017.04; 56(7); 811-817

12. Shintaro Mandai, Susumu Furukawa, Manami Kodaka, Yutaka Hata, Takayasu Mori, Naohiro Nomura,
Fumiaki Ando, Yutaro Mori, Daiei Takahashi, Yuki Yoshizaki, Yuri Kasagi, Yohei Arai, Emi Sasaki,
Sayaka Yoshida, Yasuro Furuichi, Nobuharu L Fujii, Eisei Sohara, Tatemitsu Rai, Shinichi Uchida.
Loop diuretics affect skeletal myoblast differentiation and exercise-induced muscle hypertrophy. Sci Rep.
2017.04; 7; 46369

13. Emi Sasaki, Koichiro Susa, Takayasu Mori, Kiyoshi Isobe, Yuya Araki, Yuichi Inoue, Yuki Yoshizaki, Fu-
miaki Ando, Yutaro Mori, Shintaro Mandai, Moko Zeniya, Daiei Takahashi, Naohiro Nomura, Tatemitsu
Rai, Shinichi Uchida, Eisei Sohara. KLHL3 Knockout Mice Reveal the Physiological Role of KLHL3 and
the Pathophysiology of Pseudohypoaldosteronism Type II Caused by Mutant KLHL3. Mol. Cell. Biol..
2017.04; 37(7);

14. Yohei Arai, Daiei Takahashi, Kenichi Asano, Masato Tanaka, Mayumi Oda, Shigeru B H Ko, Minoru S
H Ko, Shintaro Mandai, Naohiro Nomura, Tatemitsu Rai, Shinichi Uchida, Eisei Sohara. Salt suppresses
IFN γ inducible chemokines through the IFN γ-JAK1-STAT1 signaling pathway in proximal tubular
cells. Sci Rep. 2017.04; 7; 46580

15. Daiei Takahashi, Takayasu Mori, Eisei Sohara, Miyako Tanaka, Motoko Chiga, Yuichi Inoue, Naohiro
Nomura, Moko Zeniya, Hiroki Ochi, Shu Takeda, Takayoshi Suganami, Tatemitsu Rai, Shinichi Uchida.
WNK4 is an Adipogenic Factor and Its Deletion Reduces Diet-Induced Obesity in Mice. EBioMedicine.
2017.04; 18; 118-127
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16. Yuri Kasagi, Daiei Takahashi, Tomomi Aida, Hidenori Nishida, Naohiro Nomura, Moko Zeniya, Takayasu
Mori, Emi Sasaki, Fumiaki Ando, Tatemitsu Rai, Shinichi Uchida, Eisei Sohara. Impaired degradation of
medullary WNK4 in the kidneys of KLHL2 knockout mice. Biochem. Biophys. Res. Commun.. 2017.05;
487(2); 368-374

17. Yuki Yoshizaki, Takayasu Mori, Mari Ishigami-Yuasa, Eriko Kikuchi, Daiei Takahashi, Moko Zeniya,
Naohiro Nomura, Yutaro Mori, Yuya Araki, Fumiaki Ando, Shintaro Mandai, Yuri Kasagi, Yohei Arai,
Emi Sasaki, Sayaka Yoshida, Hiroyuki Kagechika, Tatemitsu Rai, Shinichi Uchida, Eisei Sohara. Drug-
Repositioning Screening for Keap1-Nrf2 Binding Inhibitors using Fluorescence Correlation Spectroscopy.
Sci Rep. 2017.06; 7(1); 3945

18. Satoko Miyamoto, Atsushi Ohkubo, Hiroshi Seshima, Shigeto Komori, Motoki Yamamoto, Takuma Maeda,
Ayako Itagaki, Hiroko Yamamoto, Kohei Nojima, Soichiro Iimori, Shotaro Naito, Naoki Kurashima, Eisei
Sohara, Tatemitsu Rai, Shinichi Uchida, Tomokazu Okado. Selective Plasma Exchange for the Removal
of Pemphigus Autoantibodies, Fibrinogen, and Factor XIII in Pemphigus Vulgaris. Ther Apher Dial.
2017.06; 21(3); 226-231

19. Atsushi Ohkubo, Tomokazu Okado, Satoko Miyamoto, Yurie Hashimoto, Shigeto Komori, Motoki Ya-
mamoto, Takuma Maeda, Ayako Itagaki, Hiroko Yamamoto, Hiroshi Seshima, Naoki Kurashima, Soichiro
Iimori, Shotaro Naito, Eisei Sohara, Shinichi Uchida, Tatemitsu Rai. Fibrinogen Reduction During Selec-
tive Plasma Exchange due to Membrane Fouling. Ther Apher Dial. 2017.06; 21(3); 232-237

20. Mari Ishigami-Yuasa, Yuko Watanabe, Takayasu Mori, Hiroyuki Masuno, Shinya Fujii, Eriko Kikuchi,
Shinichi Uchida, Hiroyuki Kagechika. Development of WNK signaling inhibitors as a new class of antihy-
pertensive drugs. Bioorg. Med. Chem.. 2017.07; 25(14); 3845-3852

21. Yohei Arai, Eiichiro Kanda, Soichiro Iimori, Shotaro Naito, Yumi Noda, Sei Sasaki, Eisei Sohara, Tomokazu
Okado, Tatemitsu Rai, Shinichi Uchida. Low white blood cell count is independently associated with
chronic kidney disease progression in the elderly: the CKD-ROUTE study. Clin. Exp. Nephrol.. 2017.07;

22. 瀬島 啓史, 大久保 淳, 濱田 真帆, 後藤 啓吾, 橋本 由理恵, 山本 素希, 小森 慈人, 前田 卓馬, 板垣 紋子, 宮本
聡子, 山本 裕子, 倉島 直樹, 岡戸 丈和. 血漿分離膜の違いにおける生体適合性の検討 医工学治療. 2017.07;
29(2); 72-77

23. Koichiro Susa, Eisei Sohara, Daiei Takahashi, Tomokazu Okado, Tatemitsu Rai, Shinichi Uchida. WNK4
is indispensable for the pathogenesis of pseudohypoaldosteronism type II caused by mutant KLHL3.
Biochem. Biophys. Res. Commun.. 2017.07;

24. Gustavo Frindt, Lei Yang, Shinichi Uchida, Alan M Weinstein, Lawrence G Palmer. Responses of distal
nephron Na(+) transporters to acute volume depletion and hyperkalemia. Am. J. Physiol. Renal Physiol..
2017.07; 313(1); F62-F73

25. Naofumi Yui, Fumiaki Ando, Sei Sasaki, Shinichi Uchida. Ser-261 phospho-regulation is involved in pS256
and pS269-mediated aquaporin-2 apical translocation. Biochem. Biophys. Res. Commun.. 2017.08;
490(3); 1039-1044

26. 竹原 慧理子, 高橋 大栄, 近藤 勲, 鈴木 聡一郎, 坂本 絵美, 宮崎 崇, 松本 優子, 高橋 直宏, 庄司 紀和, 須佐 紘
一郎, 銭谷 慕子, 佐藤 英彦, 飯盛 聡一郎, 野村 尚弘, 内藤 省太郎, 蘇原 映誠, 岡戸 丈和, 頼 建光, 内田 信一.
コンサルトがきっかけになった水電解質異常　意識障害、著明なアルカローシス、低 K血症にてコンサルト
された膵神経内分泌腫瘍の 1例 臨床体液. 2017.08; 44; 34-39

27. 山室 めぐみ, 野村 尚弘, 飯盛 聡一郎, 内藤 省太郎, 蘇原 映誠, 岡戸 丈和, 頼 建光, 内田 信一. 透析室におけ
る感染制御対策としてファムシクロビルの有用性が示唆された汎発性帯状疱疹の症例 新薬と臨牀. 2017.08;
66(8); 1030-1037

28. 大久保 淳, 瀬島 啓史, 山本 裕子, 山本 素希, 小森 慈人, 前田 卓馬, 板垣 紋子, 宮本 聡子, 倉島 直樹, 岡戸 丈
和. 2年間使用後の透析用水供給配管の実態 日本血液浄化技術学会会誌. 2017.09; 25(1); 54-58

29. Wei Li, William W Jin, Kenji Tsuji, Ying Chen, Naohiro Nomura, Limin Su, Naofumi Yui, Julian Arthur,
Susanna Cotecchia, Teodor G Paunescu, Dennis Brown, Hua A J Lu. Ezrin directly interacts with AQP2
and promotes its endocytosis. J. Cell. Sci.. 2017.09; 130(17); 2914-2925
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30. Moko Zeniya, Takayasu Mori, Naofumi Yui, Naohiro Nomura, Shintaro Mandai, Kiyoshi Isobe, Motoko
Chiga, Eisei Sohara, Tatemitsu Rai, Shinichi Uchida. The proteasome inhibitor bortezomib attenuates
renal fibrosis in mice via the suppression of TGF-β 1. Sci Rep. 2017.10; 7(1); 13086

31. Kiyoshi Isobe, Hyun Jun Jung, Chin-Rang Yang, J’Neka Claxton, Pablo Sandoval, Maurice B Burg,
Viswanathan Raghuram, Mark A Knepper. Systems-level identification of PKA-dependent signaling in
epithelial cells. Proc. Natl. Acad. Sci. U.S.A.. 2017.10; 114(42); E8875-E8884

32. Mishima Eikan, Mori Takayasu, Sohara Eisei, Uchida Shinichi, Abe Takaaki, Ito Sadayoshi. Inherited,
not acquired, Gitelman syndrome in a patient with Sjogren’s syndrome: importance of genetic testing to
distinguish the two forms. CEN Case Rep. 2017.11; 6(2); 180-184

33. Ito Yusuke, Sekine Akinari, Takada Daisuke, Yabuuchi Junko, Kogure Yuta, Ueno Toshiharu, Sumida
Keiichi, Yamanouchi Masayuki, Hayami Noriko, Suwabe Tatsuya, Hoshino Junichi, Sawa Naoki, Takaichi
Kenmei, Kinowaki Keiichi, Fujii Takeshi, Ohashi Kenichi, Kikuchi Hiroaki, Mandai Shintaro, Chiga Mo-
toko, Mori Takayasu, Sohara Eisei, Uchida Shinichi, Ubara Yoshifumi. Renal histology and MRI findings in
a 37-year-old Japanese patient with autosomal recessive polycystic kidney disease. Clin Nephrol. 2017.11;
88(11); 292-297

34. Ihara Katsuhito, Rai Tatemitsu, Naito Shotaro, Toda Takayuki, Sasaki Sei, Uchida Shinichi, Matsui
Noriaki. Infective endocarditis in a patient with lupus nephritis who was undergoing immunosuppressive
therapy: A case of survival. J Rural Med. 2017.11; 12(2); 139-145
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3. 日本腎臓学会 YIA (Young Investigator Award), 2017年 08月

4. 東京医科歯科大学　学長裁量優秀若手研究者奨励賞, 2017年 08月
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5. 高橋大栄　第８回分子腎臓フォーラム　優秀演題賞, 2017年 09月

6. 蘇原映誠　第 40回日本高血圧学会総会　第 7回学術賞, 2017年 10月

[その他業績]

1. 【プレスリリース】高橋大栄, 内田信一　血圧制御因子WNK4が脂肪組織では脂肪細胞の分化を制御する―
　メタボリックシンドロームの病態解明に期待　―, 2017年 03月
EbioMedeicine

2. 【プレスリリース】新井洋平, 蘇原映誠, 内田信一　塩分負荷が腎臓の近位尿細管細胞のインターフェロンγ
誘導性の免疫応答を抑制する―　塩分濃度による新しい免疫修飾機構の発見　―, 2017年 04月
Scientific Reports

3. 【プレスリリース】萬代新太郎, 内田信一　骨格筋の形成 · 肥大に Na-K-Cl共輸送体（NKCC）が関与―　
ループ利尿薬がサルコペニアに関与する可能性を示唆　―, 2017年 04月
Scientific Reports

4. 【プレスリリース】銭谷慕子, 森崇寧, 内田信一　多発性骨髄腫治療薬のボルテゾミブは腎臓の線維化を抑制
する　 ―　新しい慢性腎臓病治療薬となる可能性　―, 2017年 10月
Scientific Reports
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生殖機能協関学
Comprehensive Reproductive Medicine

教授 　宮坂尚幸
准教授 　 尾林聡
寄付講座教授 　 寺内公一 [ 女性健康医学講座 ]
講師 　 吉木尚之、若菜公雄（1月～）
寄付講座講師　 石川智則 [ 小児 · 周産期地域医療学講座 ] （1月～）
　　　　　　　 江川真希子 [ 小児 · 周産期地域医療学講座 ] （1月～）
助教 　 岩原由樹、大島乃里子、平光史朗、山本篤（～ 3月）、木寺信之、中筋貴史（4月～）、
横田真由美、廣瀬明日香、中村玲子（1月～）
寄付講座助教 　 不殿絢子 [ 小児 · 周産期地域医療学 ]
医員　伏木淳 (～ 3月）、内藤未帆 (～ 3月）久保拓之（～ 9月）、松岡竜也（2月～ 12月）
大学院生 　 白井怜子、飯塚真（～ 3月）、川井清考、中筋貴史（～ 3月）、齋藤和毅、古澤啓子
松浦拓人、大井理恵、辰巳嵩征、関口将軌、尾臺珠美（4月～）、加藤（小林）真弓、高橋健太、平田麻実（4月～）、
矢内志穂（4月～）、 山口歩実（～ 3月）、資延優梨（～ 3月）、内田のぞみ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

( 1 ) 分野概要

国立大学大学院の臨床医学分野の一つとして診療、教育、研究を行い、また地域医療機関と密接な相互協力を維
持することを目的に運営されている。診療においては、医療の向上を絶えず希求し、医の倫理と患者の人権を尊
重しながら高度の医学知識と医療技術の修得を目指す。教育においては、思春期より更年期 · 老年期までの一連の
流れの中での女性の生理的 · 病的現象の系統的な理解が得られるよう努めている。研究では、臨床教室での研究で
あることを常に念頭におき、独創的な発想と視点から問題の解決に取組み、研究の領域は生殖医学、腫瘍学、周産
期医学および女性医学に及んでいる。

( 2 ) 研究活動

1)生殖生理 · 内分泌 · 代謝に関する研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　生殖機能を卵胞の発育、雌雄の配偶子、受精 · 着床から妊娠、分娩 · 産褥に至るまでの生理および病態について、
産婦人科診療における臨床研究を行うとともに、ヒトおよび実験動物の生殖臓器から得た細胞の培養系を用いて、
内分泌学的 · 免疫学的 · 機能形態学的な解明を行っている。特に、局所ホルモンとしての各種成長因子、サイトカ
イン、血管内皮由来物質の女性生殖機能に対する調節機構について検討を行っている。
2)加齢に伴う身体機能の変化に関する研究
　更年期の婦人科臨床で問題となる更年期障害や骨粗鬆症、動脈硬化症、脳機能の変化などの病態の解明と治療
法の確立をめざした基礎 · 臨床の研究を多面的に行っている。
3)婦人科悪性腫瘍の病理形態学的研究
　子宮癌、子宮肉腫、卵巣癌、絨毛癌などの新しい診断、治療法の開発を目的に、腫瘍細胞の増殖、転移に伴う機
能 · 形態的変化を生化学と病理形態学的に追求している。
　また、婦人科腫瘍での血管新生に関する生化学的研究にも着手している。
4)周産期医学に関する研究
　子宮内胎児の発育、胎児治療に関する実験および臨床的研究と、子宮内の胎児環境を形成する胎児、胎盤、羊水
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系の内分泌学的検討並びに幼若ラット脳血流遮断による脳障害に対するMRI及び病理組織学的検討を行っている。

特徴とする研究方法
1) 卵巣顆粒膜細胞、ヒト子宮内膜 · 脱落膜 · 絨毛細胞、ヒト子宮筋細胞 · 筋腫細胞、マウス卵や初期胚、婦人科腫
瘍細胞、骨芽細胞、破骨細胞などを用いた細胞培養実験。
2) 卵巣顆粒膜細胞やヒト精子を用いた細胞内カルシウム濃度の測定（Fura-2AM法、パッチクランプ法）。
3) 細胞内 DNA合成能を測定（サイアミン取り込み実験）。
4) 血清、尿、卵胞液、羊水中の種々のホルモン測定（RIA法、EIA法）。
5) 種々のホルモンの膜受容体結合能の測定。
6) ABC法による免疫組織学的検討。
7) 電子顕微鏡による細胞の超微形態学的な分析。
8) 細胞内カルシウムや pHの変動の解析（共焦点レーザー顕微鏡）。
9) ノーザン · プロット法、ウエスタン · プロット法や RT-PCR法による分子生物学的検討。
10) ラット子宮筋や頸動脈血管の収縮能の検討（マグヌス装置）。
11) ラットの脳血流や脳障害におけるMRIによる分析。
12) フローサイトメトリー法によるタンパク発現の解析
13) Matrigel-coated invasion chamberを用いた培養細胞の浸潤能の検討
14) タネル法などによる培養細胞のアポトーシスの検討

( 3 ) 教育活動

医学部医学科の産科婦人科学、保健衛生学科の母性 · 婦人科学の教育を担当している。講義には系統講義のほかに
症例を中心とした学生自身のプレゼンテーションも含んだ臨床講義、さらに学外の非常勤講師による特別講義を
行っている。クリニカルクラークシップでは外来および病棟においてできるだけ early exposure を取り入れ、学
生は外来担当指導医 · 病棟担当指導医 · 研修医からなる受け持ち医師チームの一員として行動し、積極的に分娩に
立会い、婦人科的な処置や手術に出来るだけ参加する。
また、産婦人科領域での up dateな知識 · 情報を小グループ学習にて提供し、教育関連病院での実地臨床を経験す
る機会を用意している。

( 4 ) 臨床上の特色

難治性不妊症の治療には、内視鏡検査を積極的に導入し、体外受精 · 胚移植法により好成績が得られている。中高
年女性の健康管理を専門とする外来を設け、QOLを主眼とした治療を行い、DEXA法による骨量測定、血管機能
検査、乳房検診、自律神経機能検査、ホルモン補充療法などを行っている。また、管理栄養士、臨床心理士による
生活指導やカウンセリングを含む全人的なヘルスケアを行っている。産科ではＬＤＲを設置し分娩症例の増加を
目指すとともに、NICU開設に伴い、低体重出生児や合併症をもった妊娠例を管理している。悪性腫瘍患者の治療
には、関連診療科と協力し根治性の高い手術療法に取り組み、化学療法、放射線療法を駆使して良好な治療成績
を得ている。良性卵巣腫瘍や子宮内膜症には腹腔鏡下手術も積極的に施行し、手術症例が増加している。　

( 5 ) 研究業績

[原著]

1. Takashi Nakasuji, Narumi Ogonuki, Tomoki Chiba, Tomomi Kato, Kumiko Shiozawa, Kenji Yamatoya,
Hiromitsu Tanaka, Tadashi Kondo, Kenji Miyado, Naoyuki Miyasaka, Toshiro Kubota, Atsuo Ogura,
Hiroshi Asahara. Complementary Critical Functions of Zfy1 and Zfy2 in Mouse Spermatogenesis and
Reproduction. PLoS Genet.. 2017.01; 13(1); e1006578

2. T Tatsumi, S C Jwa, A Kuwahara, M Irahara, T Kubota, H Saito. No increased risk of major congenital
anomalies or adverse pregnancy or neonatal outcomes following letrozole use in assisted reproductive
technology. Hum. Reprod.. 2017.01; 32(1); 125-132

3. Saito K, Miyado K, Yamatoya K, Kuwahara A, Inoue E, Miyado M, Fukami M, Ishikawa T, Saito T,
Kubota T, Saito H.. Increased incidence of post-term delivery and Cesarean section after frozen-thawed
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embryo transfer during a hormone replacement cycle. Journal of Assisted Reproduction and Genetics..
2017.01; 34; 465-470

4. Masaki Sekiguchi, Aiko Sasaki, Seiji Wada, Nobuaki Ozawa ,Haruhiko Sago. Impact of the introduction of
Non-invasive prenatal genetic testing on invasive tests A single-center study in Japan Congenital Anomalies
2017. 2017.01; 57(1); 35-36

5. Asuka Hirose, Masakazu Terauchi, Miho Hirano, Mihoko Akiyoshi, Yoko Owa, Kiyoko Kato, Toshiro
Kubota. Higher intake of cryptoxanthin is related to low body mass index and body fat in Japanese
middle-aged women. Maturitas. 2017.02; 96; 89-94

6. 大井理恵. 異常に移行させない分娩”先読み”ポイント＆手技　 09 　骨盤位娩出法 ペリネイタルケア.
2017.02; 36(2); 49-53

7. Masakazu Terauchi, Asuka Hirose, Mihoko Akiyoshi, Kiyoko Kato, Naoyuki Miyasaka. Feelings of
unattractiveness in peri- and postmenopausal women are associated with depressed mood, poor mem-
ory and unsatisfactory sexual relationships Climacteric. 2017.03;

8. 岩原 由樹, 原田 竜也, 野中 美幸, 村形 佐知, 石川 智則, 宮坂 尚幸. 分娩に至った卵巣チョコレート嚢胞摘出
術後、自己抗体陽性の早発卵巣不全の 1例 日本受精着床学会雑誌. 2017.03; 34(1); 117-121

9. 岡田裕美子、辰巳嵩征、石田恵理、巽国子、齊藤隆和、関沢明彦、齊藤英和. 精液所見からみた配偶者間人
工授精（IUI）の妊娠予測因子. 日本受精着床学会雑誌. 2017.03; 34(1); 58-64

10. 飯塚 真, 尾林 聡, 山口 歩実, 大藏 慶憲, 坂本 秀一, 久保田 俊郎. γオリザノールの血管内皮機能への影響　
米糠は血管にどう働くのか 日本女性医学雑誌. 2017.04; 24; 161-166

11. Yamatoya K, Saito K, Saito T, Kang W, Nakamura A, Miyado M, Kawano N, Miyamoto Y, Umezawa A,
Miyado K, Saito H. Birthweights and Down syndrome in neonates that were delivered after frozen-thawed
embryo transfer: The 2007-2012 Japan Society of Obstetrics and Gynecology National Registry data in
Japan. Reproductive Medicine and Biology. 2017.04;

12. Makiko Egawa, Kohsuke Imai, Masaaki Mori, Naoyuki Miyasaka, Tetsuo Kubota. Placental Transfer of
Canakinumab in a Patient with Muckle-Wells Syndrome. J. Clin. Immunol.. 2017.04;

13. Irahara M, Kuwahara A, Iwasa T, Ishikawa T, Ishihara O, Kugu K, Sawa R, Banno K and Saito H..
Assisted reproductive technology in Japan: a summary report of 1992–2014 by the Ethics Committee,
Japan Society of Obstetrics and Gynecology Reproductive Medicine and Biology. 2017.04; 16; 126-132

14. Yamada I, Yoshino N, Hikishima K, Miyasaka N, Yamauchi S, Uetake H, Yasuno M, Saida Y, Tateishi
U, Kobayashi D, Eishi Y. Colorectal carcinoma: ex vivo evaluation using 3-T high-spatial-resolution
quantitative T2 mapping and its correlation with histopathologic findings. Magn Reson Imaging. 2017.05;
38(1); 174-181

15. T Tatsumi, S C Jwa, A Kuwahara, M Irahara, T Kubota, H Saito. Pregnancy and neonatal outcomes
following letrozole use in frozen-thawed single embryo transfer cycles. Hum. Reprod.. 2017.06; 32(6);
1244-1248

16. M Miyado, K Yoshida, K Miyado, M Katsumi, K Saito, S Nakamura, T Ogata, M Fukami.. Knockout of
Murine Mamld1 Impairs Testicular Growth and Daily Sperm Production but Permits Normal Postnatal
Androgen Production and Fertility. International Journal of Molecular Sciences. 2017.06;

17. 瀬賀 雅康, 内藤 未帆, 伏木 淳, 中村 玲子, 大島 乃里子, 若菜 公雄, 尾林 聡, 宮坂 尚幸. 子宮頸癌治療後
18年経過して右総腸骨動脈尿管瘻をきたし治療に難渋した 1例 東京産科婦人科学会会誌. 2017.07; 66(3);
534-538

18. 鳥羽 三佳代, 森脇 睦子,尾林 聡, 伏見 清秀;. 入院中の転倒 · 転落に起因する骨折および頭蓋内出血症例の
検出　診療報酬情報と他の医療情報を統合したモニタリング手法の開発医療の質 安全学会誌. 2017.07; 12;
270-278

19. Nakamura S, Miyado M, Saito K, Katsumi M, Nakamura A, Kobori Y, Tanaka Y, Ishikawa H, Yoshida
A, Okada H, Hata K, Nakabayashi K, Okamura K, Ogata H, Matsubara Y, Ogata T, Nakai H, Fukami
M. Next-generation sequencing for patients with non-obstructive azoospermia: implications for significant
roles of monogenic/oligogenic mutations Andorology. 2017.07; 5(4); 824-831
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20. 川井清考、石川智則、野中美幸、村形佐知、木寺信之、岩原由樹、宮坂尚幸. 当院における妊孕性温存の取
り組み 日本受精着床学会雑誌. 2017.08; 34(2); 352-355

21. 鳥羽 三佳代, 森脇 睦子,尾林 聡, 伏見 清秀. パクリタキセル · カルボプラチン療法 (TC療法)薬剤変更に伴
う婦人科悪性腫瘍症例における有害事象増加報告　 Grade 2の血管外漏出と静脈炎の増加 日本医療 · 病院
管理学会誌. 2017.09; 54; 215-222

22. Kazuki Saito, Maki Fukami, Mami Miyado, Ichiro Ono, Keijiro Sumori. A case of heterotopic cervical
pregnancy and total placenta accreta after artificial cycle frozen-thawed embryo transfer Reproductive
Medicine and Biology. 2017.10;

23. Takekuma M, Mori K, Iida T, Kurihara K, Saitou M, Tokunaga H, Kawana K, Ikeda M, Satoh T, Saito T,
Miyagi E, Nagai Y, Furusawa A, Kawano Y, Kawano K, Tabata T, Ota Y, Hayase R, Mikami M, Sugiyama
T.. The concept of platinum sensitivity could be applied to recurrent cervical cancer: a multi-institutional
retrospective study from the Japanese Gynecologic Oncology Group. Cancer Chemother Pharmacology.
2017.10; 80(4);

24. Komazaki R, Katagiri S, Takahashi H, Maekawa S, Shiba T, Takeuchi Y, Kitajima Y, Ohtsu A, Udagawa
S, Sasaki N, Watanabe K, Sato N, Miyasaka N, Eguchi Y, Anzai K, Izumi Y. Periodontal pathogenic
bacteria, Aggregatibacter actinomycetemcomitans affect non-alcoholic fatty liver disease by altering gut
microbiota and glucose metabolism. Sci Rep. 2017.10; 7(1); 13950

25. Saito H, Jwa SC, Kuwahara A, Saito K, Ishikawa T, Ishihara O, Kugu K, Sawa R, Banno K, Irahara M.
Assisted reproductive technology in Japan: a summary report for 2015 by The Ethics Committee of The
Japan Society of Obstetrics and Gynecology Reproductive Medicine and Biology. 2017.12;

26. Sekiguchi M, Miyoshi Y, Kikuchi N, Sago H1. Pregnancy outcomes in female childhood cancer survivors:
Nationwide survey in Japan Pediatr Int. 2017.12;

27. Sekiguchi M, Mioyazaki O, Wada S, Nosaka S, Sago H. Prenatal diagnosis of Pfeiffer syndrome type II
using ultralow dose CT {Online}

[書籍等出版物]

1. 善方裕美，寺内公一. もう悩まない！ 骨粗鬆症診療. 日本医事新報社, 2017.04

2. 寺内公一. 産婦人科診療ガイドライン婦人科外来編 2017. 日本産科婦人科学会 · 日本産婦人科医会, 2017.04

3. 寺内公一. 女性内分泌クリニカルクエスチョン 90. 診断と治療社, 2017.04

4. 宮坂尚幸. 母子にやさしい歯科医院. デジタルダイヤモンド社, 2017.06

5. 川井　清考. 乳がん患者の妊娠 · 出産と生殖医療に関する診療の手引き 2017年版　. 金原出版株式会社,
2017.07

6. 寺内公一. 先端医療シリーズ 48　臨床医のための最新産科婦人科. 先端医療技術研究所, 2017.08

7. 齊藤 和毅, 齊藤 英和. 先端医療シリーズ 48 臨床医のための最新産科婦人科. 先端医療技術研究所, 2017.08

8. 寺内公一. ホルモン補充療法ガイドライン 2017年度版. 日本産科婦人科学会 · 日本女性医学学会, 2017.10

9. 川井　清考. がん · 生殖医療ハンドブック. メディカ出版, 2017.11

[総説]

1. 寺内公一. 更年期障害：その傾向と対策 最新精神医学. 2017.01; 22(1); 11-17

2. 宮坂 尚幸. 妊娠偶発合併症から学ぶ妊娠の生理と病理 東京産婦人科医会誌. 2017.01; 49; 62-66

3. 寺内公一. 性的欲求低下障害（HSDD）とテストステロン 最新女性医療. 2017.02; 4(1); 34-39

4. Naoyuki Yoshiki. Review of transvaginal natural orifice transluminal endoscopic surgery in gynecology.
Gynecol Minim Invasive Ther. 2017.02; 6(1); 1-5

5. 寺内公一. 更年期女性のメンタルヘルス 産婦人科の実際. 2017.03; 66(3); 329-334
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6. 寺内公一. 巻頭言　～女性のライフサイクルと骨 · カルシウム代謝～ Clinical Calcium. 2017.04; 27(5); 7

7. 尾林　聡. 産婦人科画像診断トレーニング-この所見をどう読むか? 生殖 · 婦人科疾患 症例:女性医療 (2) 臨
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of Gynaecological Oncology 2017.11.05

135. N. Oshima, R. Nakamura, A. Furusawa, M. Toba, K. Wakana, N. Miyasaka. Retrospective analysis of
radical radiotherapy for endometrial cancer. The 20th international meeting of the European Society of
Gynaecological Oncology 2017.11.05

136. 松浦 拓人、清水幸子、遠見 才希子、笹澤 智聡、大塚伊佐夫. 骨盤臓器脱と誤診された腟血管筋線維芽腫の
1例. 第 32回日本女性医学学会学術講演会 2017.11.05 大阪

137. 川井 清考. 男性不妊の up to date. 助産師力を高めるウィメンズヘルス研修会 2017.11.10 東京

138. 辰巳嵩征, 山本篤, 久保田俊郎, 宮坂尚幸, 塚本智史. マウス受精卵におけるオートファジーによる脂肪滴選
択的分解（リポファジー）の役割. 第 62回日本生殖医学会学術講演会 2017.11.16 下関

139. 主原 翠、田島 麻記子、飯島 将司、小宮 顕、原田 竜也、林 正路、川井 清考. 当院男性不妊外来における遺
伝学的検査および遺伝カウンセリングの現状と今後の課題. 第 62回日本人類遺伝学会 2017.11.16 兵庫

140. 小宮　顕、原田　達也、川井　清考、平岡　謙一郎、市川　智彦. 男性不妊症外来受診者における生活習慣
の評価. 第 62回日本生殖医学会学術講演会 2017.11.16 山口

141. 中筋 貴史，淺原 弘嗣，木寺 信之，岩原 由樹，石川 智則，宮坂 尚幸. Y染色体遺伝子 Zfy1,2の精子形成に
対する制御機構の解明. 第 62 回日本生殖医学会学術講演会 2017.11.16 下関

142. 寺岡晃、松浦拓人. ＨＢＯＣ診療に関する今後の展望. Scientific Exchange Meeting in 房総パネルディス
カッション 2017.11.17 千葉

143. Akiko Furusawa, Jun Inoue, Hitoshi Tsuda, Naoyuki Miyasaka, Johji Inazawa. Differential requirement
of amino acids on cell survival of ovarian cancer cells. 日本人類遺伝学会　第 62回大会 2017.11.17 神戸

144. 木寺信之、石川智則、川原麻美、中筋貴史、岩原由樹、大内久美、原田竜也、川井清考、宮坂尚幸. 抗核抗
体陽性患者における胚発生の評価. 第 62回日本生殖医学会学術講演会 2017.11.17 山口

145. 齋藤 雅人、資延優梨、梶哲也、市橋あゆみ、伊林恵美、久我彰、栖原貴子、平岡謙一郎、大塚喜人、石川智
則、大内久美、川井清考、原田竜也. Piezo-ICSIが経験年数 1年目培養土の ICSI後の受精成績へおよぼす
影響. 第 62回日本生殖医学会学術講演会 2017.11.17 山口

146. 寺内公一. 市民公開講座「働く女性と健康」　更年期障害への対応. 第 62 回日本生殖医学会学術講演会
2017.11.18 下関

147. 寺内公一. 続 · 元気な「からだ」の強化書　～働き盛りの健康づくり～. 栗山町健康づくり講演会 2017.11.19
栗山町

148. 奈良和子、宮川智子、川井清考、小石川比良来、苛原稔、木村文則、桑原章、小泉智恵、高井泰、古井辰郎、
湯村寧、高江正道、鈴木直. 千葉県の保健所 · がん相談支援センターにおける妊孕性温存治療サポート体制
の実態調査　. 第 30回日本総合病院精神医学会 2017.11.19 富山
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149. K. Kawai, M. Kawahara, N. Kidera, K. Teraoka, A. Yamamoto, K. Ohuchi, Y. Iwahara, T. Ishikawa,
T. Harada, N. Miyasaka. EFFICACY OF LUTEAL PHASE (LP) -COS AND FOLLICULAR AND
LUTEAL PHASE OVARIAN STIMULATION DURING THE SAME MENSTRUAL CYCLE (DUOS-
TIM) IN BREAST CANCER PATIENTS . the 7th Congress of the Asia Pacific Initiative on Reproduction
(ASPIRE 2017) 2017.11.19 Kuala Lumpur

150. 寺内公一. ランチョンセミナー 2「骨粗鬆症診療と女性ホルモン～女性の健康寿命延伸のために～」. 第 27
回臨床内分泌代謝 Update 2017.11.24 神戸

151. 尾林　聡. 医療安全指標を用いたセーフティ · マネジメントの推進～多施設比較と病理部門等の院内連携の評
価を含めて～ 院内ガバナンス体制を目的とした医療安全指標の検討. 第 12回医療の質 · 安全学会 2017.11.25
千葉

152. 森脇 睦子, 鳥羽 三佳代, 尾林 聡, 伏見 清秀. 75歳以上退院患者の入院中の予期せぬ骨折発症率に関するリ
スク分析. 第 12回医療の質 · 安全学会 2017.11.25 千葉

153. 鳥羽 三佳代, 森脇 睦子, 増田 孝広, 森下 幸治, 田中 よし子, 小野 和代, 田中 直文, 尾林 聡, 伏見 清秀. 一般
病棟における『重症度、医療 · 看護必要度』と転倒転落の関連についての検討.. 第 12回医療の質 · 安全学会
2017.11.25 千葉

154. 佐瀬 裕子, 高橋 裕, 渋谷 正則, 小池 竜司, 尾林 聡, 高橋 弘充. 当院における未承認新規医薬品等を用いた医
療提供と薬剤師の役割. 第 12回医療の質 · 安全学会 2017.11.26 千葉

155. 尾林　聡. HRTガイドラインについて. 第 27回臨床内分泌 up-date, 2017.11.26 神戸

156. Kimio Wakana, Mikayo Toba, Reiko Nakamura, Akiko Furusawa, Noriko Oshima, Naoyuki Miyasaka.
Postoperative mortality rate and complications after surgery for ovarian cancer: A retrospective study
using a national inpatient database in Japan. The 5th Biennial Meeting of Asian Society of Gynecologic
Oncology 2017.11.30 Tokyo

157. 寺内公一. 女性ホルモンと血流 · 冷えとの関係. 第 17回もっと輝く！ 女性ホルモン入門セミナー 2017.12.02
東京

158. Matsuura Takuto, Otsuka Isao . Evaluation of 18F-FDG PET/CT imaging to detect lymph node metas-
tases in patients with epithelial ovarian cancer.. The Fifth Biennial Meeting of Asian Society of Gyneco-
logic Oncology 2017.12.02 東京

159. 寺内公一. 専攻医レクチャー「女性の不定愁訴と心身医学」. 第 134回関東連合産科婦人科学会学術集会
2017.12.10 宇都宮

160. 寺内公一. JSGOGワークショップ「産婦人科遺伝診療における認定制度をどう考えるか」　女性ヘルスケ
ア専門医の立場から. 第 3回日本産科婦人科遺伝診療学会学術講演会 2017.12.16 淡路

[受賞]

1. 第 6回アジア太平洋閉経学会　最優秀口演賞（寺内公一）, 2017年 04月

2. JSOG Congress Encouragement Award, 日本産科婦人科学会 (中筋貴史）, 2017年 04月

3. 第 58回日本卵子学会 学術奨励賞, 日本卵子学会 (辰巳嵩征）, 2017年 06月

4. 第 37回産婦人科漢方研究会学術集会　優秀演題賞（寺内公一）, 2017年 08月

[その他業績]

1. 「Y染色体遺伝子 Zfy1、Zfy2の精子形成における相補的で多段階にわたる機能を解明」―　受精障害や初
期胚発生障害の一部の原因解明への期待　―(中筋貴史）, 2017年 02月
プレスリリース

2. 「もの忘れ」は“脳にちょっと負荷”で回復！ , 2017年 04月
雑誌「日経ヘルス」2017年 5月号への記事掲載（寺内公一）

3. 女性の更年期障害と睡眠, 2017年 08月
ウェブ「OMRON 健康 · 医療トピックス」への記事掲載（寺内公一）
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4. 女性ホルモン、もう増えないんですか？ , 2017年 09月
雑誌「美 ST」2017年 11月号への記事掲載（寺内公一）

5. 加熱したトマトに含まれる成分が中性脂肪値を下げると大学の研究で判明, 2017年 10月
雑誌「安心」2017年 11月号への記事掲載（寺内公一）

6. 無塩トマトジュースに降圧効果, 2017年 12月
日本食糧新聞 2017年 12月 6日への記事掲載（寺内公一）
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腎泌尿器外科学
Urology

教授: 藤井靖久
准教授: 齋藤一隆
講師: 松岡　陽，石岡淳一郎（保険医療管理部講師），横山みなと
助教: 吉田宗一郎，木島敏樹，伊藤将也（～ 3月），井上雅晴（～ 5月），田中　一（4月～ 9月），
安田庸輔（6月～），上原　翔（10月～）
医員: 田中　一（～ 3月），中山貴之（～ 3月），安田庸輔（～ 5月），上原　翔（4月～ 9月），早稲田悠馬，
福田翔平（10月～），戸出真宏（10月～），矢嶋習吾，泉 敬太（～ 6月），田宮嵩士（4月～ 9月），
千野航平（4月～ 9月），相馬貴彦（8月～），福田悠一（8月～）
レジデント: 相馬貴彦（4月～ 7月），福田悠一（4月～ 7月）
大学院生: 荒木沙織，安田庸輔，上原　翔，早稲田悠馬，福島啓司，森山真吾
特任教授: 木原和徳

( 1 ) 分野概要

“必要にして十分かつ本当に有用な泌尿器科医療の確立”の基本理念の下，世界が直面する超高齢社会において、
あまねく患者に最良の医療を提供することを目標に、現在の標準的医療が抱える課題を注視し、その解決の糸口を
つかむべく基礎研究 · 臨床研究を行い、そのエビデンスを礎として泌尿器科臨床の 4本柱である腫瘍、蓄排尿、生
殖内分泌、結石／感染症に関わるすべての領域に世界トップレベルの医療を提供できる診療体制をとっている。具
体的には、従来の泌尿器科低侵襲手術である腹腔鏡下手術の欠点を克服しうるミニマム創内視鏡下手術や、QOL
が大きく低下する膀胱全摘除＋尿路変更が標準治療である筋層浸潤膀胱癌に対する膀胱温存療法、阻血による腎
機能への影響が問題となる腎温存手術におけるミニマム創内視鏡下無阻血腎部分切除、などといった先進的な医
療を開発 · 発展させており、日本国内のみならず国際的にも高い評価を得ている。

( 2 ) 研究活動

教室開設以来、尿路性器悪性腫瘍、自律神経、生殖内分泌を中心に臨床研究、基礎研究が脈々と続けられてきて
いる。研究は臨床と車の両輪をなすものであり、臨床に立脚した研究を行うことによって臨床能力がより深めら
れることを重視している。臨床研究では、世界が直面する超高齢社会において，必要にして十分かつ本当に有用
な泌尿器科医療の確立を大きな目標としている．具体的には，ミニマム創内視鏡下泌尿器手術体系の開発 · 運用
を通じて、次世代の低侵襲手術である、“RoboSurgeon Gasless Single Port Access Surgery”の確立を目指す。ま
た、浸潤性膀胱癌に対する低侵襲 · 根治的膀胱温存療法の開発、精密かつ安全な拡散強調MRI所見に基づく標的
· 系統的立体多箇所前立腺針生検法の開発 · 確立、根治性を損なうことなく全性機能を維持する密封小線源治療を
用いた前立腺部分治療の開発 · 実践、腎血流を遮断しない低侵襲 · 無阻血腎部分切除の開発、進行前立腺癌に対す
る順次集学的治療の開発、転移性腎癌に対する分子標的免疫療法の開発、至適な周術期抗菌剤投与法の確立，筋
層非浸潤性膀胱癌の予後予測モデルの確立，など、多岐の重要な領域に亘り臨床研究をすすめている。基礎研究
では、“Bed to Bench, feedback to Bed”をモットーに、現在、尿路上皮癌の化学放射線療法耐性のメカニズム解
明とその耐性克服，去勢抵抗性前立腺癌に対する分化誘導療法の開発、排尿 · 勃起障害における NO系の分子機
構異常の解明とそれに基づく治療法の開発、分子標的治療あるいは免疫療法による泌尿器癌の治療耐性の克服や
新規治療法の開発などをテーマにした研究を行っている．

( 3 ) 教育方針

腎泌尿器外科学講座の卒前卒後教育の目標は、高い倫理性を持ちかつ高度の医学知識と医療技術を身につけた泌尿
器科専門医を育てることにあり、その中から臨床医学の教育研究者としての資質を備えた人材が育つことを期待
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している。卒前教育は基礎的な解剖、生理、病理の知識を土台として患者の訴える病状と徴候を把握する能力を
養い、それに基づいて必要な検査を行い、そこで得た事実を体系づけて診断にいたる、問題解決型の思考を身に
つけ、これらの過程に必要な知識のネットワークを作ることを目的としている。　卒後教育はまずプライマリケ
アと泌尿器科学一般の知識と技術を身につけ、倫理性と責任感を養うことを目的とした 3年間の研修を行う。そ
の後は泌尿器学の各専門分野領域に踏み込んだ臨床研修を行うとともに、その何れかの領域におけるテーマにつ
いて研究を行う。この期間を約 7年と考えており、初期の 3年間と合わせて、この 10年間は大学病院、大学院、
関連病院、国内研究施設において研鑽し、この時期を経て海外施設への留学を行う。

( 4 ) 臨床上の特色

“必要にして十分かつ本当に有用な泌尿器科医療の確立”の基本理念の下，泌尿器科臨床の 4本柱である腫瘍、蓄
排尿、生殖内分泌、結石／感染症に関わるすべての領域に世界トップレベルの医療を提供できる診療体制をとっ
ている。当教室で開発したミニマム創内視鏡下泌尿器手術は全国に普及し、2008年 4月には新技術として保険収
載された。本手術は，立体内視鏡およびヘッドマウントディスプレイの導入（ロボサージャン · システム）で，さ
らに技術の洗練が進んでいる．本手術体系では、患者を選別しない、病状に合わせたテーラーメイドの低侵襲化
が可能で、拡大手術をも安全 · 低侵襲に行い、良好な成績をあげている。一般的な疾患に対しては国際標準的な治
療を重視する原則を守りながらも、症例に応じて先端技術を駆使した方法を開発実用化し、従来の治療の壁をこ
えて治療成績を向上させる努力を続けている。後者の範疇に入る先進的医療を以下に列記する。

●ロボサージャン · ガスレス · シングルポート（ミニマム創内視鏡下）泌尿器手術：副腎摘除術、根治的腎摘除術、
単純腎摘除術、腎部分切除術、腎尿管全摘除術、前立腺全摘除術、骨盤リンパ節郭清術、膀胱全摘除、回腸導管造
設術、回腸新膀胱造設、膀胱部分切除、後腹膜リンパ節郭清、後腹膜腫瘍摘除、など
●浸潤性膀胱癌に対する低侵襲 · 根治的膀胱温存療法（低用量化学放射線療法＋膀胱内外アプローチによるロボ
サージャン · ガスレス · シングルポート（ミニマム創内視鏡下）膀胱部分切除）
●MRI-超音波融合画像前立腺標的針生検（正確な前立腺生検法）
●腎血流を遮断しない低侵襲 · 無阻血腎部分切除
●限局性前立腺癌に対する前立腺部分治療
●進行前立腺癌に対する順次集学的治療（進行前立腺癌患者の生命予後と QOLの改善を目指して）
●進行腎癌に対する多剤免疫 · 分子標的治療
●血清 CRP 値の泌尿器癌予後予測マーカーおよび手術侵襲マーカーとしての応用
●至適予防的抗菌薬使用法の開発

( 5 ) 研究業績

[原著]

1. 藤井 靖久. 腎生検の意義　腎生検　条件付き賛成の立場から 映像情報Medical. 2017.01; 49(1); 60-62

2. Yuki Nakamura, Soichiro Yoshida, Hiroshi Tanaka, Masaharu Inoue, Masaya Ito, Toshiki Kijima, Minato
Yokoyama, Junichiro Ishioka, Yoh Matsuoka, Kazutaka Saito, Yasuhisa Fujii, Kazunori Kihara. Potential
Utility of Diffusion-Weighted Magnetic Resonance Imaging in Diagnosis of Residual Bladder Cancer before
Second Transurethral Resection. Urol. Int.. 2017.03; 98(3); 298-303

3. 齋藤 一隆, 横山 みなと, 石岡 淳一郎, 松岡 陽, 藤井 靖久, 木原 和徳. 腹膜外操作先行ハンモックテクニック
を用いたガスレス · シングルポートアクセス男性膀胱全摘除 泌尿器外科. 2017.03; 30(3); 367

4. 藤井靖久, 木原和徳, 吉田宗一郎, 横山みなと, 石岡淳一郎, 松岡陽, 齋藤一隆. 膀胱内外アプローチによる
ハイブリッド · テクニック (Retroperitoneoscopy and Endoscopy Cooperative Surgery;RECS)を用いたガ
スレス · シングルポート · ロボサージャン (先端型ミニマム創内視鏡下)膀胱部分切除 泌尿器外科. 2017.03;
30(3); 365-366
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2017.07.08 東京
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27. 田中 一、藤井 靖久、井上 雅晴、伊藤 将也、木島 敏樹、吉田 宗一郎、横山 みなと、石岡 淳一郎、松岡 陽、
齋藤 一隆、木原 和徳. 無阻血無縫合腎部分切除後に仮性動脈瘤は発生するか：術後早期造影 CTを用いた
検討. 第 48回 腎癌研究会 2017.07.08 東京

28. 井上 雅晴、藤井 靖久、伊藤 将也、木島 敏樹、吉田 宗一郎、横山 みなと、石岡 淳一郎、松岡 陽、齋藤 一
隆、木原 和徳. 腎腫瘍に対する腎部分切除後の高血圧発症 · 増悪およびそのリスク因子. 第４８回腎癌研究
会 2017.07.08 東京

29. 吉田　宗一郎. 全身拡散強調MRIを用いた CRPCへの新規アプローチ: 活動性病変に対する標的療法. 若
手泌尿器科医前立腺がん画像診断研究会 2017.09.01 東京

30. 松岡　陽、齋藤一隆、木島敏樹、田中　宏、戸田一真、吉村亮一、藤井靖久. MRIと生検による focal therapy
の症例選択と治療計画. 第 82回日本泌尿器科学会東部総会 2017.09.16 東京

31. 3Dヘッドマウントディスプレイと 2D-3Dイメージ · コンバーターを用いた 3D映像技術の新規臨床応用.
第 82回日本泌尿器科学会東部総会 2017.09.16 東京

32. 吉田　宗一郎. 躯幹部拡散強調MRIを用いた CRPCへの新規アプローチ: 活動性病変に対する標的療法.
Philips 前立腺MRI Update 2017 2017.10.07 東京

33. 吉田　宗一郎. 全身拡散強調MRIを用いた CRPCへの新規アプローチ: Oligo-progressive diseaseに対する
標的療法. 第 6回 Yushima Urological Seminar (YUS) 2017.10.27 東京

34. 木島　敏樹、金子　香澄、福田　相馬　貴彦、福田　悠一、矢嶋　習吾、戸出　真宏、福田　翔平、早稲田
　悠馬、上原　翔、吉田　宗一郎、横山　みなと、石岡　淳一郎、松岡　陽、齋藤　一隆、木原　和徳、藤
井　靖久. 転移性前立腺癌局所治療例の検討. 第 134回尿路生殖研究会 2017.12.02 東京

35. 吉田　宗一郎. 在宅患者に対する遠隔診療を使用した訪問診療の有用性検討. 第 24回　ヘルスリサーチフォー
ラム 2017.12.09 東京

36. 松岡　陽、藤井靖久. multiparametric MRIと標的生検による全摘アウトカム予測. 第 33回前立腺シンポジ
ウム 2017.12.10 東京

37. 横山みなと、田中一、井上雅晴、木島敏樹、吉田宗一郎、石岡淳一郎、松岡陽、齋藤一隆、木原和徳、藤井
靖久. ガスレス · シングルポート · ロボサージャン腎部分切除　～治療選択、合併症対策について～. 第 10
回日本ミニマム創泌尿器内視鏡外科学会 2017.12.17 東京

38. 石岡淳一郎、藤井靖久. AUA、EAUのトレンド. 第 10回日本ミニマム創泌尿器内視鏡外科学会 2017.12.17
東京

39. 藤井靖久、木原和徳、吉田宗一郎、横山みなと、石岡淳一郎、松岡陽、齋藤一隆. 筋層浸潤膀胱癌に対する
膀胱温存療法：ガスレス · シングルポート · ロボサージャン（先端型ミニマム創内視鏡下）膀胱部分切除を
組み込んだ TMDUプロトコール. 第 10回日本ミニマム創泌尿器内視鏡外科学会 2017.12.17 東京

40. 木島敏樹、齋藤一隆、上原翔、安田庸輔、吉田宗一郎、横山みなと、石岡淳一郎、松岡陽、木原和徳、藤井
靖久. ガスレス · シングルポート · ロボサージャン膀胱全摘除. 第 10回日本ミニマム創泌尿器内視鏡外科学
会 2017.12.17 東京

41. 上原翔、吉田宗一郎、松岡陽、藤井靖久. ヘッドマウントディスプレイ補助下MRI-US弾性融合前立腺生検
システム. 第 10回日本ミニマム創泌尿器内視鏡外科学会 2017.12.17 東京

42. 吉田宗一郎、木原和徳、藤井靖久. 視線操作機能搭載型ヘッドマウントディスプレイ：視線を用いた非接触
型 user interfaceによる表示画像変換. 第 10回日本ミニマム創泌尿器内視鏡外科学会 2017.12.17 東京

43. 井上雅晴、木島敏樹、吉田宗一郎、横山みなと、石岡淳一郎、松岡陽、齋藤一隆、木原和徳、藤井靖久. ミニマム
創内視鏡下清潔手術における予防的抗菌薬無投与. 第 10回日本ミニマム創泌尿器内視鏡外科学会 2017.12.17
東京

44. 井上 雅晴、木島 敏樹、吉田 宗一郎、横山 みなと、石岡 淳一郎、松岡 陽、齋藤 一隆、木原 和徳、藤井 靖
久. ミニマム創内視鏡下清潔手術における予防的抗菌薬無投与. 第１０回日本ミニマム創泌尿器内視鏡外科
学会　学術集会 2017.12.17 東京

45. 齋藤一隆、横山みなと、石岡淳一郎、松岡陽、木原和徳、藤井靖久. ガスレス · シングルポートアクセス／
腎無阻血 · 無縫合／腎部分切除の治療成績. 第 10回日本ミニマム創泌尿器内視鏡外科学会 2017.12.18 東京
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消化管外科学
Gastrointestinal Surgery

教授　　　絹笠祐介
特任教授　椿　昌裕
准教授　　安野正道，井ノ口幹人，中島康晃
講師　　　川田研郎，岡田卓也
助教　　　東海林裕，松山貴俊，菊池章史，谷岡 利朗，
　　　　　星野明弘，山内慎一
大学院生（医員を含む）
　　　　　染野泰典，了徳寺大郎，太田俊介，中川正敏，奥田将史，久米雄一郎，
　　　　　中嶌雄高，小郷泰一，十倉三千代，花岡まりえ，松井俊大，油谷知毅，
　　　　　冨井知春，奧野圭祐，五木田憲太朗，関亮太，織田福一郎，川村雄大，
　　　　　三浦富之，山口和哉，佐々木　恵，高岡亜弓，金本栄美，松宮由利子，　
　　　　　長　齢，Mora Andres，梅林佑弥

( 1 ) 分野概要

　外科再編に伴い，2015年 4月に食道 · 一般外科学と腫瘍外科学の消化管外科学を専攻する人員により新たに構
成された．食道，胃，大腸 · 肛門の３診療科を擁し，消化管全体を研究対象としている．臨床活動に基盤を置く臨
床研究と，分野内および学内外の専門研究室において基礎研究を行い，それを臨床の現場へ還元するとともに，最
新でレベルの高い消化管外科診療と卒前 · 卒後教育を提供する．

( 2 ) 研究活動

　国内外における最新の外科技術を導入 · 実践するとともに，新たな技術の創出を行い，その普及を図る．消化管
癌の内視鏡的早期診断 · 治療技術の開発，新鏡視下手術法の創出，口腔 · 咽頭など関連臓器への技術移転，他施設
との共同臨床試験など行う．また，分子生物学的手法を用いた癌関連の基礎研究を行っている．

( 3 ) 教育活動

　卒前と卒後初期研修は消化器 · 一般外科３分野（消化管外科学，肝胆膵外科学，総合外科学）と胸部外科２分野
（心臓血管外科学，呼吸器外科学）とで協力して行い，外科の基本概念と基礎知識，基本技術の習得を図らせる．
後期研修では消化器 · 一般外科医としての基本を学ばせ，外科専門医取得後は博士号取得（大学院）コースないし
専門医コースで研究と外科修練を続けさせる．

( 4 ) 教育方針

　基本的な消化器 · 一般外科の知識と技術がすべての礎であり，臨床医としての技術に裏打ちされた優しさ，そし
て，論理的で客観性のある診療を素早く行える高い実地能力の涵養を図る．

( 5 ) 臨床活動および学外活動

　分野内での専門的な修練や研究活動に止まらず，関連病院において消化器 · 一般外科医としての能力を磨きつつ
地域医療に貢献するとともに，国内外への留学，海外拠点勤務なども視野においた活動を心がける．
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( 6 ) 臨床上の特色

　消化器 · 一般外科の基本的な診療力の上に，消化管外科の新しい診療技術を開発し広く国内外に普及させる活動
を行う．優れた治療成績と共に，患者の QOLにも留意しての低侵襲治療から拡大手術までを幅広く担当する．

( 7 ) 研究業績

[原著]

1. Okada T, Nakajima Y, Nishikage T, Ryotokuji T, Miyawaki Y, Hoshino A, Tokairin Y, Kawada K, Nagai
K, Kawano T.. A prospective study of nutritional supplementation for preventing oral mucositis in cancer
patients receiving chemotherapy. Asia Pac J Clin Nutr.. 2017.01; 26(1); 42-48

2. Stremitzer S, Berghoff AS, Volz NB, Zhang W, Yang D, Stintzing S, Ning Y, Sunakawa Y, Yamauchi S,
Seboi A, Matsusaka S, Okazaki S, Hanna D, Parekh A, Mendez A, Berger MD, El-Khoueiry R, Birner
P, Preusser M, Lenz HJ.. Genetic variants associated with colorectal brain metastases susceptibility and
survival. Pharmacogenomics J. 2017.01; 17(1); 29-35

3. Tomii C, Inokuchi M, Takagi Y, Ishikawa T, Otsuki S, Uetake H, Kojima K, Kawano T. TPX2 expression
is associated with poor survival in gastric cancer World J Surg Oncol. 2017.01; 15(1);

4. Inokuchi M, Murase H, Otsuki S, Kawano T, Kojima K. Different clinical significance of FGFR1-4 expres-
sion between diffuse-type and intestinal-type gastric cancer World J Surg Oncol. 2017.01; 15(1);

5. 冨井知春、谷岡利朗、五木田憲太朗、奥野圭祐、小川憲人、大槻将、井ノ口幹人、小嶋一幸. 特集　最新の
内視鏡外科手術の適応と注意点　各論　胃疾患 臨床外科. 2017.01; 72(1); 16-21
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in Colorectal Cancer. Anticancer Res.. 2017.02; 37(2); 489-498
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変に対する ESDの検討．. 第 87回大腸癌研究会 2017.07.07 三重

62. 花岡まりえ、石川敏昭、石黒めぐみ、山内慎一、菊池章史、植竹宏之、安野正道．. 潰瘍性大腸炎における小胞
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144. 伊藤 貴明, 杉浦 禎一, 岡村 行泰, 山本 有祐, 蘆田 良, 絹笠 祐介, 坂東 悦郎, 寺島 雅典, 上坂 克彦. 大腸癌肝
転移切除後の早期再発の検討. 第 79回日本臨床外科学会総会 2017.11.25 東京

145. 幕内 梨恵, 大森 隼人, 加治 早苗, 入野 誠之, 谷澤 豊, 坂東 悦郎, 川村 泰一, 絹笠 祐介, 杉浦 禎一, 上坂 克
彦, 寺島 雅典. 進行胃癌に対する大網切除の意義. 第 79回日本臨床外科学会総会 2017.11.25 東京
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146. Yusuke Kinugasa. The surgical technique and outcome of robotic rectal cancer surgery. 3rd Asian Congress
of Robotic and Endoscopic Surgery (2017ACRES) 2017.11.25 Taipei

147. Miura T, Yamauchi S, Takaoka A, Seki R, Matsumiya Y, Orita F, Sasaki M, Tokura M, Kikuchi A,
Matsuyama T, Ishiguro M, Ishikawa T, Uetake H, Yasuno M.. Negative pressure wound therapy for
closure of ileostomy and colostomy.. The 1st International Conference of Surgical Infection Society Asia-
Pacific 2017.11.29 Tokyo

148. 絹笠祐介. 局所進行直腸癌の外科治療について. 第 35回東総がんフォーラム 2017.11.30 千葉（総合病院国
保旭中央病院）

149. 星野明弘，中島康晃，川田研郎，東海林裕，岡田卓也，了徳寺大郎，久米雄一郎，奥田将史，川村雄大，山
口和哉，河野辰幸. 非開胸アプローチによる食道癌根治術につながる完全腹腔鏡縦隔鏡下経裂孔的中下縦隔
郭清術の手技と工夫．. 第 30回日本内視鏡外科学会総会 2017.12.07 京都

150. 山内慎一、松山貴俊、髙岡亜弓、松宮由利子、織田福一郎、佐々木恵、三浦富之。菊池章史、石川敏昭、安
野正道．. 当科における潰瘍性大腸炎に対する腹腔鏡下手術の治療成績に関する検討．. 第 30回日本内視鏡
外科学会総会 2017.12.07 京都

151. 谷岡 利朗、金本栄美、奥野 圭祐, 五木田 憲太朗、中川 正敏、井ノ口 幹人、小嶋 一幸. アノテーションシス
テムを用いた術中教育支援システム. 第 30回日本内視鏡外科学会総会 2017.12.07 京都

152. 五木田 憲太朗、金本栄美、奥野 圭祐、中川 正敏、谷岡 利朗、井ノ口 幹人、小嶋 一幸. 進行胃癌に対する
腹腔鏡下幽門側胃切除術の長期成績. 第 30回日本内視鏡外科学会総会 2017.12.07 京都

153. 中川 正敏, 小嶋 一幸、井ノ口 幹人, 谷岡 利朗、奥野 圭祐, 五木田 憲太朗、金本栄美. 当科における腹腔鏡
下胃全摘術と腹腔鏡下噴門側胃切除術の治療成績の検討. 第 30回日本内視鏡外科学会総会 2017.12.07 京都

154. 金本栄美、小嶋 一幸、谷岡 利朗、中川 正敏、井ノ口 幹人、奥野 圭祐, 五木田 憲太朗. 腹腔鏡下噴門側胃切
除術におけるダブルトラクト再建の中期成績. 第 30回日本内視鏡外科学会総会 2017.12.07 京都

155. 井ノ口 幹人, 谷岡 利朗、中川 正敏、奥野 圭祐, 五木田 憲太朗、金本栄美、小嶋 一幸. 臨床的 · 病理学的進
行胃癌における腹腔鏡下 vs開腹胃切除術の短期 · 長期成績：傾向スコア · マッチング研究. 第 30回日本内
視鏡外科学会総会 2017.12.07 京都

156. 絹笠祐介. 解剖に則った直腸癌手術. 第 30回日本内視鏡外科学会総会 2017.12.07 京都

157. 日野仁嗣、絹笠祐介、塩見明生、山口智弘、賀川弘康、山川雄士、古谷晃伸、山岡雄祐、眞部祥一、大木悠
輔、長澤芳信、杉浦禎一、坂東悦郎、寺島雅典. 上行結腸間膜非癒合例からみた腹腔鏡下右側結腸切除にお
ける剥離層についての検討. 第 30回日本内視鏡外科学会総会 2017.12.07 京都

158. 川田研郎. 表在性の咽頭食道接合部癌に対する ELPS+ESD の有用性. 第 30 回日本内視鏡外科学会総会
2017.12.07 京都

159. 山口和哉、星野明弘. 腹腔鏡下食道切除術における早期経口摂取開始のための工夫. 第 30回日本内視鏡外科
学会総会 2017.12.08 京都

160. 塩見明生、絹笠祐介、山口智弘、賀川弘康、山川雄士、古谷晃伸、山岡雄祐、眞部祥一、日野仁嗣、大木悠
輔、鈴木卓弥、鳥居翔、加藤俊一郎、小井土耕平、寺島雅典. 横行結腸癌に対する腹腔鏡下手術. 第 30回日
本内視鏡外科学会総会 2017.12.08 京都

161. 藤谷啓一、幕内梨恵、大森隼人、加治早苗、入野誠之、谷澤豊、坂東悦郎、杉浦禎一、絹笠祐介、寺島雅典.
肥満患者におけるロボット支援下胃切除の手術短期成績. 第 30回日本内視鏡外科学会総会 2017.12.08 京都

162. 東海林裕、星野明弘、岡田卓也、了徳寺大郎、奥田将史、山口和哉、永井鑑. 非胸腔アプローチを用いた根
治的食道切除術. 第３０回日本内視鏡外科学会総会 2017.12.09 京都

163. 菊池章史、安野正道、高岡亜弓、松宮由利子、織田福一郎、三浦富之、佐々木恵、山内慎一、松山貴俊、石
川敏昭. 腹腔鏡下直腸手術後の下腿コンパートメント症候群３例の経験と当科における対策. 第 30回日本内
視鏡外科学会総会 2017.12.09 京都

164. 松山貴俊、安野正道、山内慎一、菊池章史、石川敏昭、石黒めぐみ、植竹宏之、絹笠祐介. 当科における潰
瘍性大腸炎に対する腹腔鏡下三期分割手術の手技と成績. 第 30回日本内視鏡外科学会総会 2017.12.09 京都



— 689 —

器官システム制御学講座

165. 奥野 圭祐、金本栄美、五木田 憲太朗、中川 正敏、谷岡 利朗、井ノ口 幹人、小嶋 一幸. 腹腔鏡下幽門側胃
切除術後の長期機能評価に関する検討. 第 30回日本内視鏡外科学会総会 2017.12.09 京都

166. 古谷晃伸、山口智弘、絹笠祐介、塩見明生、賀川弘康、山川雄士、眞部祥一、山岡雄祐、大木悠輔、長澤芳
信、日野仁嗣、杉浦禎一、坂東悦郎、寺島雅典. 直腸低位前方切除術における従来型腹腔鏡下手術とロボッ
ト支援下手術の医療費について. 第 30回日本内視鏡外科学会総会 2017.12.09 京都

167. 山岡雄祐、山口智弘、絹笠祐介、塩見明生、賀川弘康、山川雄士、古谷晃伸、眞部祥一、日野仁嗣、長澤芳
信、大木悠輔、坂東悦郎、寺島雅典. Mesorectal fat areaはロボット支援下低位前方切除術の骨盤操作の難
易度を予測する有用な指標である. 第 30回日本内視鏡外科学会総会 2017.12.09 京都

168. 長澤芳信、塩見明生、絹笠祐介、山口智弘、賀川弘康、山川雄士、古谷晃伸、山岡雄祐、眞部祥一、日野仁
嗣、大木悠輔、鳥居翔、加藤俊一郎、鈴木卓弥、寺島雅典. 横行結腸癌に対する腹腔鏡下手術の短期 · 長期
成績. 第 30回日本内視鏡外科学会総会 2017.12.09 京都

169. 大木悠輔、賀川弘康、絹笠祐介、塩見明生、山口智弘、山川雄士、古谷晃伸、眞部祥一、山岡雄祐、日野仁
嗣、長澤芳信、鈴木卓弥、鳥居翔、坂東悦郎、寺島雅典. 直腸 GISTに対する腹腔鏡下切除治療成績. 第 30
回日本内視鏡外科学会総会 2017.12.09 京都

170. 山川雄士、絹笠祐介、塩見明生、山口智弘、賀川弘康、坂東悦郎、杉浦禎一、寺島雅典. 直腸神経内分泌腫
瘍に対する腹腔鏡下直腸切除術の治療成績の検討. 第 30回日本内視鏡外科学会総会 2017.12.09 京都

171. 眞部祥一、山口智弘、絹笠祐介、塩見明生、賀川弘康、山川雄士、古谷晃伸、山岡雄祐、大木悠輔、長澤芳
信、日野仁嗣、坂東悦郎、寺島雅典. 腹腔鏡下結腸右半切除術における出血リスク因子の検討. 第 30回日本
内視鏡外科学会総会 2017.12.09 京都

172. 小井土耕平、賀川弘康、絹笠祐介、塩見明生、山口智弘、山川雄士、古谷晃伸、眞部祥一、山岡雄祐、大木
悠輔、長澤芳信、日野仁嗣、坂東悦郎、寺島雅典. 異時性大腸癌に対してそれぞれ腹腔鏡下大腸切除術を施
行した症例の検討. 第 30回日本内視鏡外科学会総会 2017.12.09 京都

173. 鳥居翔、山川雄士、絹笠祐介、塩見明生、山口智弘、賀川弘康、古谷晃伸、眞部祥一、山岡雄祐、大木悠輔、
長澤芳信、日野仁嗣、坂東悦郎、寺島雅典. 腹腔鏡下に切除した下行結腸間膜リンパ管腫の１例. 第 30回日
本内視鏡外科学会総会 2017.12.09 京都

174. 川田研郎. 咽頭 ·食道におけるBLI/LCIの有用性. 第 3回静岡県東部地区レーザー内視鏡セミナー 2017.12.14
沼津

175. 川田研郎. 咽頭 · 食道癌の早期診断と内視鏡治療. 第 157回南薩胃腸疾患検討会

176. 川田研郎. 頭頸部表在癌の診断と治療　明日から使える経鼻内視鏡活用術. 第 15回県央消化器研究会

177. Hisashi Fujiwara, Yasuaki Nakajima, Kenro Kawada, Yutaka Tokairin, Masafumi Okuda, Taichi Ogo, Kat-
sumasa Saito, Naoto Fujiwara, Tairou Ryoutokuji, Takuya Okada, Yutaka Miyawaki, Youichi Kumagai,
Kagami Nagai, Tatsuyuki Kawano. . Efficacy of endoscopy for evaluating esophago-gastric anastomosis
on post-esophagectomy day 1. . 14th World Congress of the International Society for Diseases of the
Esophagus

[受賞]

1. 2017 Albert Nelson Marquis Lifetime Achievwment Award (川田研郎), 2017年 04月

[その他業績]

1. 日経 Gooday, 2017年 04月
大腸がん　「進行がんは治らない」は誤解　大腸がんはステージ 3の進行がんでも手術で治せる．（安野正道）

[社会貢献活動]

1. 食道がん外科手術（中島康晃）, 朝日新聞出版, 週刊朝日MOOK手術数でわかるいい病院 2018, 2017年 11
月 09日

2. 大腸がんの症状 ·検査 · 治療法について（絹笠祐介）, 株式会社Doctorbook, Doctorbook, 2017年 11月 09日

3. 専門医に向けた直腸がんの手術動画解析（絹笠祐介）, 株式会社 Doctorbook, Doctorbook, 2017年 12月
19日
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呼吸器外科学
Thoracic Surgery

教　授　　　大久保　憲一　（オオクボ　ケンイチ）
講　師　　　石橋　洋則　　（イシバシ　ヒロノリ）
助　教　　　小林　正嗣　　（コバヤシ　マサシ）
病院助教　　髙﨑　千尋　　（タカサキ　チヒロ）
大学院生　　今井　紗智子　（イマイ　サチコ）
大学院生　　菅原　了子　　（スガワラ　アキコ）
大学院生　　髙橋　健　　　（タカハシ　ケン）
大学院生　　瀬戸　克年　　（セト　カツトシ）
大学院生　　分島　良　　　（ワケジマ　リョウ）
大学院生　　馬場　峻一　　（ババ　シュンイチ）
大学院生　　中島　康裕　　（ナカシマ　ヤスヒロ）
大学院生　　浅川　文香　　（アサカワ　アヤカ）
大学院生　　石川　祐也　　（イシカワ　ユウヤ）

( 1 ) 分野概要

呼吸器外科は呼吸器疾患の外科診断 · 治療に携わる診療科であり、呼吸器外科学分野は呼吸器外科に関わる診療 ·
研究 · 教育を行う。

( 2 ) 研究活動

· 肺癌外科治療の低侵襲化
· 難治性胸部悪性腫瘍に対する集学的治療
· 転移性肺腫瘍に対する外科治療
· 肺癌の臨床病理学的検討

( 3 ) 教育活動

呼吸器外科医は主に原発性肺癌 · 転移性肺腫瘍 · 縦隔腫瘍 · 悪性胸膜中皮腫 · 気胸など肺 · 気管支 · 縦隔 · 胸壁疾
患などに対する診断 · 治療のスペシャリストであり、一般外科の知識 · 技量を習得した後、呼吸器外科専門医を目
指すことになる。　　　
初期研修修了後、卒後３年目に１年間の一般外科研修を行い、日本外科学会専門医を取得できるだけの修練 · 経験
を行う。その後、各コースにわかれるが、基本は呼吸器外科医の第一目標である呼吸器外科専門医を取得できる
よう育成する（専門医コース）。
東京医科歯科大学医学部附属病院はこのようなスペシャリスト育成のためにも、完全胸腔鏡下手術などの低侵襲
手術から高度な技術を必要とする拡大手術など豊富な症例を経験することができる。さらに大学関連病院および
協力関係にある high volume centerとの連携により多彩な呼吸器外科の経験を積むことで専門性の高い知識 · 技
量を習得する。専門医を目指しながら臨床を経験していく過程で様々な疑問に遭遇するが、それらを大学院にて
呼吸器外科領域の研究テーマとし学位を取得する（専門医大学院コース）。
また都市 · 地方という医療事情の異なる多彩な臨床経験により、地域中核病院にても医療に貢献できる医師を養成
できる（広域連携呼吸器外科専門医コース）。
呼吸器外科専門医を目指す場合、いずれかのコースを選択してもらうが、他のコースへの中途変更もいつでも自
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由に可能であり、記載されている以外にも海外を含め国内にも多彩な臨床研修を用意している。

( 4 ) 教育方針

コースの概要：
呼吸器外科専門医大学院コースの１例
卒後３年目：一般外科研修を医科歯科大学外科関連病院で集中的に行う
卒後４年目：東京医科歯科大学呼吸器外科　医員として呼吸器外科修練
卒後５年目～６年目：東京医科歯科大学関連病院や協力関係にある high volume centerの連携により多彩な呼吸
器外科の経験
卒後７年目：大学院入学：この時点で呼吸器外科専門医コースから大学院コースへ移行
　　　　　　大学呼吸器外科医員として呼吸器外科のさらなる修練と後輩の指導
大学院卒業後は東京医科歯科大学呼吸器外科で医員 · 助教として、または関連病院にて後輩の指導に当たる

( 5 ) 臨床活動および学外活動

外来：火 · 木 · 金
手術日：月 · 水 · 木 · 金
診療科カンファランス：月
呼吸器合同カンファランス：月
臨床病理カンファランス：水
病棟回診：毎朝
教授回診：火
Journal Club：火（隔週）
M&Mカンファランス：火（隔週）
ラボミーティング：火（月１）
国内学会活動：日本外科学会、日本呼吸器外科学会、日本胸部外科学会、日本肺癌学会、日本呼吸器内視鏡学会、
および各地方会

( 6 ) 臨床上の特色

肺 · 縦隔 · 胸膜 · 胸壁の呼吸器疾患に対する外科治療を担当し、大学病院として先進医療 · 高度医療を提供する。
早期肺癌 · 良性肺疾患に対して、低侵襲の鏡視下呼吸器手術を提供し早期退院 · 早期社会復帰を図る。一方、局所
進行肺癌 · 悪性胸膜中皮腫などの難治性胸部悪性腫瘍に対して、複数診療科の連携下で化学療法 · 放射線療法を組
み合わせる集学的治療により治療成績 · 予後を改善する。これらを臨床研究として遂行し、成果を上げている。

( 7 ) 研究業績

[原著]

1. Sato M, Kuwata T, Yamanashi K, Kitamura A, Misawa K, Imashimizu K, Kobayashi M, Ikeda M, Koike
T, Kosaka S, Fukai R, Sekine Y, Isowa N, Hirayama S, Sakai H, Watanabe F, Nagayama K, Aoyama A,
Date H, Nakajima J. Safety and reproducibility of virtual-assisted lung mapping: a multicentre study in
Japan. European Journal of Cardio-Thoracic Surgery. 2017.05; 51(5); 861-868

2. 石橋洋則. まい · てくにっく　充塡のための広背筋弁作成のコツ 胸部外科. 2017.05; 70(5); 335

3. 石橋洋則. 3.肺 · 呼吸器 NET．第 4部臨床との連携 腫瘍病理鑑別診断アトラス　 NET· 下垂体 · 副甲状腺 ·
副腎. 2017.05; 116-122

4. Tomii S, Akashi T, Ando N, Tamura T, Sakurai A, Terada A, Furukawa A, Suzuki Y, Kayamori K,
Sakamoto K, Ishibashi H, Eishi Y. Cortical Actin Alteration at the Matrix-Side Cytoplasm in Lung
Adenocarcinoma Cells and Its Significance in Invasion. Pathobiology. 2017.07; 84(4); 171-183
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5. Yukinori Matsuo, Keiko Shibuya, Kenichi Okubo, Nami Ueki, Akihiro Aoyama, Makoto Sonobe, Mitsuhiro
Nakamura, Takashi Mizowaki, Hiroshi Date and Masahiro Hiraoka. Long-term outcomes of intensity-
modulated radiotherapy following extra-pleural pneumonectomy for malignant pleural mesothelioma Acta
Oncologica. 2017.07; 56(7); 957-962

6. 髙﨑千尋、小林正嗣、今井紗智子、石橋洋則、大久保憲一. フリーソフトで行う virtual-assistedlungmapping
（VAL-MAP） 気管支学. 2017.12; 39(6); 490-495

[その他業績]

1. 転移性肺腫瘍と鑑別を要した横隔膜ヘルニアの 1手術例, 2017年 03月
日本呼吸器外科学会雑誌 31(2)：199-203,2017
石川祐也、小林正嗣、浅川文香、今井紗智子、石橋洋則、大久保憲一

2. V-V ECMO下、高頻度ジェット換気法を併用したステント留置した高度気道狭窄の 1例, 2017年 06月
気管支学 39(3)：227-230,2017
中島康裕、小林正嗣、馬場峻一、髙﨑千尋、石橋洋則、内堀 健、大久保憲一

3. 2017年 11月
Chylothorax post thoracoscopic surgery for an anterior mediastinal tumor
General Thoracic and Cardiovascular Surgery, 2017.Nov.16.[ Epub aheud of print]
Hironori Ishibashi, Yuya Ishikawa, Ayaka Asakawa, Sachiko Imai, Masashi,Kobayashi, Kenichi Okubo
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1. K. Tanegashima, Y. Sato-Miyata, M. Funakoshi, Y. Nishito, T. Aigaki, and T. Hara. Epigenetic 

regulation of the glucose transporter gene Slc2a1 by -hydroxybutyrate underlies preferential 

glucose supply to the brain of fasted mice. Genes Cells, 22: 71-83, 2017. 

2. H. Ohtsuka, T. Iguchi, M. Hayashi, M. Kaneda, K. Iida, M. Shimonaka, T. Hara, M. Arai, Y. 

Koike, N. Yamamoto, and K. Kasahara. SDF-1 /CXCR4 signaling in lipid rafts induces platelet 

aggregation via PI3 kinase-dependent Akt phosphorylation. PLoS ONE, 12: e0169609, 2017. 

器官システム制御学講座



— 697 —

 

3. K. Tanegashima, R. Takahashi, H. Nuriya, R. Iwase, N. Naruse, K. Tsuji, A. Shigenaga, A. 

Otaka, and T. Hara. CXCL14 acts as a specific carrier of CpG DNA into dendritic cells and 

activates Toll-like receptor 9-mediated adaptive immunity. EBioMedicine, 24: 247-256, 2017. 

4. T. Shinohara, K. Kazuki, N. Ogonuki, H. Morimoto, S. Matoba, K. Hiramatsu, K. Honma, T. 

Suzuki, T. Hara, A. Ogura, M. Oshimura, M. Kanatsu-Shinohara, and Y. Kazuki. Transfer of 
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Stem Cell Rep., 9: 1180-1191, 2017. 

5. K. Miyashita, K. Kitajima, S. Goyama, T. Kitamura, and T. Hara. Overexpression of Lhx2 

suppresses proliferation of human T cell acute lymphoblastic leukemia-derived cells, partly by 

reducing LMO2 protein levels. Biochem. Biophys. Res. Commun., 495: 2310-2316, 2018. 

(Published on December 24, 2017) 

6. Y. I. Ishida, T. Kayama, Y. Kibune, S. Nishimoto, S. Koike, T. Suzuki, Y. Horiuchi, M. 

Miyashita, M. Itokawa, M. Arai, and Y. Ogasawara. Identification of an argpyrimidine-modified 

protein in human red blood cells from schizophrenic patients: A possible biomarker for diseases 

involving carbonyl stress. Biochem. Biophys. Res. Commun., 493: 573-577, 2017. 

7. I. Kushima, B. Aleksic, M. Nakatochi, T. Shimamura, T. Shiino, A. Yoshimi, H. Kimura, Y. 

Takasaki, C. Wang, J. Xing, K. Ishizuka, T. Oya-Ito, Y. Nakamura, Y. Arioka, T. Maeda, M. 

Yamamoto, M. Yoshida, H. Noma, S. Hamada, M. Morikawa, Y. Uno, T. Okada, T. Iidaka, S. 

Iritani, T. Yamamoto, M. Miyashita, A. Kobori, M. Arai, M. Itokawa, M. C. Cheng, Y. A. Chuang, 

C. H. Chen, M. Suzuki, T. Takahashi, R. Hashimoto, H. Yamamori, Y. Yasuda, Y. Watanabe, A. 

Nunokawa, T. Someya, M. Ikeda, T. Toyota, T. Yoshikawa, S. Numata, T. Ohmori, S. Kunimoto, 

D. Mori, N. Iwata, and N. Ozaki. High-resolution copy number variation analysis of schizophrenia 

in Japan. Mol. Psychiatry, 22: 430-440, 2017. 

8. D. Abe, M. Arai, and M. Itokawa. Music-evoked emotions in schizophrenia. Schizophr. Res., 

185: 144-147, 2017. 

9. M. Hosokawa, H. Kondo, G.E. Serrano, T.G. Beach, A.C. Robinson, D.M. Mann, H. Akiyama, 

M. Hasegawa, and T. Arai: Accumulation of multiple neurodegenerative disease-related proteins 

in familial frontotemporal lobar degeneration associated with granulin mutation. Sci. Rep., 7: 

1513, 2017. 

10. Y. Tanaka, G. Suzuki, T. Matsuwaki, M. Hosokawa, G. Serrano, T.G. Beach, K. Yamanouchi, M. 

Hasegawa, and M. Nishihara. Progranulin regulates lysosomal function and biogenesis through 

acidification of lysosomes. Hum. Mol. Genet., 26: 969-988, 2017. 

11. K. Eguchi, Z. Taoufiq, O. Thorn-Seshold, D. Trauner, M. Hasegawa, and T. Takahashi. 

Wild-type monomeric -synuclein can impair vesicle endocytosis and synaptic fidelity via tubulin 

polymerization at the calyx of Held. J. Neurosci., 37: 6043-6052, 2017. 
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12. A. Shimozawa, M. Ono, D. Takahara, A. Tarutani, S. Imura, M. Masuda-Suzukake, M. Higuchi, 

K. Yanai, S.-I. Hisanaga, and M. Hasegawa. Propagation of pathological -synuclein in marmoset 

brain. Acta Neuropathol. Commun., 5: 12, 2017. 

13. T. Mano, K. Nagata, T. Nonaka, A. Tarutani, T. Imamura, T. Hashimoto, T. Bannai, K. 

Koshi-Mano, T. Tsuchida, R. Ohtomo, J. Takahashi-Fujigasaki, S. Yamashita, Y. Ohyagi, R. 

Yamazaki, S. Tsuji, A. Tamaoka, T. Ikeuchi, T. Saido, T. Iwatsubo, T. Ushijima, S. Murayama, M. 

Hasegawa, and A. Iwata. Neuron-specific methylome analysis reveals epigenetic regulation and 

tau-related dysfunction of BRCA1 in Alzheimer's disease. Proc. Natl. Acad. Sci. U.S.A., 114: 

E9645-E9654, 2017. 

14. T. Okada, K. Keino-Masu, S. Nagamine, F. Kametani, T. Ohto, M. Hasegawa, T. van 

Kuppevelt, S. Kunita, S. Takahashi, and M. Masu, Desulfation of Heparan Sulfate by Sulf1 and 

Sulf2 Is Required for Corticospinal Tract Formation. Sci. Rep., 7: 13847, 2017. 

15. S. Hirai, K. Hotta, Y. Kubo, A. Nishino, S. Okabe, Y. Okamura, and H. Okado. AMPA 

glutamate receptors are required for sensory-organ formation and morphogenesis in the basal 

chordate. Proc. Natl. Acad. Sci. U.S.A., 114: 3939-3944, 2017. 

16. S. Yokoi, T. Udagawa, Y. Fujioka, D. Honda, H. Okado, H. Watanabe, M. Katsuno, S. Ishigaki, 

and G. Sobue. 3’UTR length-dependent control of SynGAP isoform 2 mRNA by FUS and 

ELAV-like proteins promotes dendritic spine maturation and cognitive function. Cell Rep., 20: 

3071-3084, 2017. 

17. S. Ishigaki, Y. Fujioka, Y. Okada, Y. Riku, T. Udagawa, D. Honda, S. Yokoi, K. Endo, K. 

Ikenaka, S. Takagi, Y. Iguchi, N. Sahara, A. Takashima, H. Okano, M. Yoshida, H. Warita, M. 

Aoki, H. Watanabe, H. Okado, M. Katsuno, and G. Sobue. Altered Tau Isoform Ratio Caused by 

Loss of FUS and SFPQ Function Leads to FTLD-like Phenotypes. Cell Rep., 18: 1118-1131, 

2017. 
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臨床解剖学
Clinical Anatomy

教　授　秋田 恵一
准教授　二村 昭元（運動器機能形態学講座）
講　師　山口 久美子（先駆的医療人材育成分野）
助　教　原田 理代, 那須 久代
　　　　宮本 崇（運動器機能形態学講座）
非常勤講師　衣袋 健司, 奥田 逸子, 塚田 幸行, 中澤 正孝
大学院生　関沢 計人, 奥村 敬子, 岡田 隆平, 香川 栄一郎, 田中 基貴, 江口 紘太郎, 堀内 沙矢,
　　　　　 Nonthasaen Pawaree, Kampan Natnicha, 天羽 健太郎, 上田 祐輔, 多々羅 靖則, 星加 昭太,
　　　　　 Baramee Phichaya, 越智 敦彦, 服部 惣一, 三輪 好, 室生 暁, Suriyut Janyaruk,
　　　　　細野 周作（４月～）, 江石 遥夏（４月～）, 堤 真大（４月～）,
　　　　　Wachirawit Sirirat（４月～）
研究生　坂本 裕和, 鈴木 まみ子

( 1 ) 分野概要

　当分野は，手術や画像診断等の解剖学的発生学的基盤の形成を通じて臨床医学のサポートを行っています．人
体解剖学の教育は全身をあつかうものであるため，領域による扱いの差というものはありません．よって研究に
おいても，全身すべてを対象としております．手術法や技術ということに左右されることなく，古典的ではあり
ますが，人体をありのままに観察することによって見えてくる形態を表現し，示説するということが重要だと考
えています．それらの観察結果を臨床医が利用しやすい形に表現することにより，解剖学的な基盤つまりは共通
言語のようなものを作り出すことを目指しています．さらには，それらの形態がどのようにして形成されたのか
ということを考えることも重要だと考えており，実験発生や発生生物学的手法を用いた解析も行っています．

( 2 ) 研究活動

　筋や靱帯といった運動器の設計図と末梢神経系ならびに脈管系といった人体に張りめぐらされた複雑な配線図
を完成させるべく研究を行い，主として「神経支配による筋の形態学的研究」および「自律神経系を中心とした臨
床解剖学的研究」をテーマとして取り組んで来た．
　この中で重要視しているのは，臨床的問題点へのアプローチのための解剖学的基盤の形成ということである．臨
床的問題点解決のための 1つの基盤として，臨床解剖学的研究が求められている．通常，臨床解剖学は Clinical
Anatomyの訳であるが，これを我々は Clinically oriented anatomyととらえている．解剖学的研究として人体構
造の理解という観点としても重要であるが，臨床応用を目指すという点で今後発展させていく必要があると考え
ている．
　代表的な研究テーマを以下にあげる．

1．肩関節およびその周囲筋の形態学的解析
　肩関節鏡視下手術が一般的になるにつれ，肩関節周囲の詳細な解剖が求められるようになってきた．これに応
じて，従来の解剖学的な常識を疑い，手術解剖ならびに機能解剖のためのデータ収集ならびに解析を始めた．こ
れまでの教科書的な記述の多くに先入観による誤記や不十分な調査に基づく誤りがあることがわかってきた．今
後，臨床応用できるような情報として整形外科医と共同研究を進めている．

2．総排泄腔の分化と骨盤出口筋の発生の解析
　マウス胚を用いて，総排泄腔が分化し，尿生殖洞ならびに肛門の発生過程を詳細に解析するとともに，骨盤内
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臓の形成過程に見られる apoptosisの分布を三次元的に解析し，その変化についても解析を行ってきた．また，そ
れらの周囲に発生する筋ならびに神経を追っている．

3．肛門領域の臨床解剖学的研究
　肛門管の構造ならびに構成する平滑筋ならびに骨格筋の配置についての解析を行い、肛門領域の外科臨床のた
めに貢献することをめざす．

4．婦人科癌手術における術式開発のための臨床解剖学的基盤
　広汎子宮全摘術における神経温存術式開発についての解剖学的基盤を形成するため，骨盤内自律神経の分布に
ついてのデータの収集，解析を行っている．

5．咀嚼筋の神経支配に基づく層構造の解析
　咀嚼にかかわる筋群の神経支配を精査することにより，各筋が完全に独立したものでなく，それぞれが移行的な
部分をもちながら連続した形態であることがわかってきた．我々は，これらの連続的な形態や筋の層構造の解析
および支配神経の分枝パターンについての解析を行ない，咀嚼システムの成り立ちについて検討を行なっている．

( 3 ) 教育活動

　医学部医学科の医学導入（1学年）の PBL，人体構造総論（2学年），人体解剖学（2学年），呼吸器ブロック（3
学年），消化器ブロック（3学年），プロジェクトセメスター（4学年），臨床導入実習（4学年）を担当する．医学
科及び歯学科の頭頸部基礎（2学年），歯学科の頭頸部臨床解剖学（5学年）も担当する．
　複雑な人体構造の立体的配置を様々な角度から理解することと医師 · 研究者として必要となる観察眼を養成する
ことを目標としている．また，問題解決型学習（PBL：Problem-Based Learning）の運営を担当し，自主的な学
習と討論，プレゼンテーションを促している．
　人体構造総論では人体の成り立ち，とくに系統発生に重点を置き，人体の構造 · 配置を考える基礎を作る．ま
た，比較解剖学的な見地から，脊椎動物の一般の basic body planにも焦点をあてる．人体発生学は，個体発生の
視点から各器官の発生およびその立体配置完成のプロセスについて理解する．
　解剖学講義では神経，血管などの体内配線図を中心に，諸構造の相互位置関係を血管 · 神経とのつながりを通じ
て理解することに重点を置いている．このためには，解剖学実習を通じて，剖出-観察-所見の記録-討論という過
程を反復することが望ましいと考え， WebClassを用いて試みている．実習の効果を高めるには事前の講義が重
要である．学習を有機的に結びつけるため，講義 · 実習の中に臨床医学的要素も取り入れている．
　臨床実習を開始した高学年の学生に対しては，具体的な診断 · 治療を理解するうえで必要になる臨床解剖学的な
講義をグループ討論形式でおこなっている．

( 4 ) 教育方針

　記述解剖学，記述発生学から導かれた形態形成の理論や仮説は，実験発生学によって確かめられ修正が加えら
れてきました．さらに発生生物学の発展によって，形態形成にかかわる遺伝子やシグナル等が同定され，仮説を
現実のものとして確かめられたり，モデルに修正が加えられるようになってきました．しかしこれらの議論の対
象となっているモデルにおいて前提となるのは，あくまでも解剖学が完成した揺るぎのないものであるというこ
とであります．現実に解剖をし，検討をしていくと，決して解剖学が完結したものではなく，まだまだあいまい
なままにされているということがわかってきます．解剖学とくに肉眼解剖学のように，手技としては非常に古典
的なものを用いるものでは，すべてやりつくされ，新しいものなどないように思えるのですが，臨床上で必要と
されなかったために検討が十分になされなかった部分も多く見られるのです．

( 5 ) 研究業績

[原著]

1. Hitomi Fujishiro, Sachiyuki Tsukada, Tomomasa Nakamura, Akimoto Nimura, Tomoyuki Mochizuki,
Keiichi Akita. Attachment area of fibres from the horns of lateral meniscus: anatomic study with spe-
cial reference to the positional relationship of anterior cruciate ligament. Knee Surg Sports Traumatol
Arthrosc. 2017.02; 25(2); 368-373

2. 前田 和博, 菅谷 啓之, 高橋 憲正, 渡海 守人, 大西 和友, 上田 祐輔, 星加 昭太, 濱田 博成, 飯島 裕生. 野球選
手の肘内側障害に対する体外衝撃波療法の経験 JOSKAS. 2017.03; 42(1); 6-7
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3. 井上 悟史, 菅谷 啓之, 高橋 憲正, 河合 伸昭, 渡海 守人, 大西 和友, 上田 祐輔, 星加 昭太, 濱田 博成, 飯島 裕
生, 前田和博. 中高年の水泳愛好家に対する関節鏡視下腱板修復術の成績肩関節. 2017.03; 40(3); 1030-1033

4. 鈴木 洋平, 小山 稔, 佐藤 裕之, 服部 惣一, 仲里 和幸, 市川 顕, 信賀 幸太郎, 山田 慎, 大内 洋. 運動負荷後の
クライオストレッチングが組織弾性に与える影響について　 Shear Wave Elastographyを用いて 日本整形
外科超音波学会会誌. 2017.03; 28(1); 22-27

5. 森井 孝明, 三原 久範, 多々羅 靖則, 新村 高典, 伊藤 陽平, 蜂谷 將史. 頭蓋頸椎間固定術後に呼吸困難を来た
したアテトーゼ型脳性麻痺患者の 1例 神奈川整形災害外科研究会雑誌. 2017.03; 29(4); 85-89

6. 松葉 友幸, 菅谷 啓之, 高橋 憲正, 松木 圭介, 渡海 守人, 大西 和友, 上田 祐輔, 星加 昭太, 飯島 裕生, 濱田 博
成. 一次修復困難な広範囲腱板断裂に対するテフロンフェルトを用いた鏡視下パッチ法の長期成績 JOSKAS.
2017.03; 42(1); 32-33

7. 野村 文敬, 杉本 太郎, 川田 研郎, 角 卓郎, 有泉 陽介, 清川 佑介, 田崎 彰久, 岡田 隆平, 服部 夏子, 河野 辰
幸, 岸本 誠司, 朝蔭 孝宏. セツキシマブ併用放射線療法を施行した下咽頭癌症例に対する経口的救済手術の
検討 頭頸部癌. 2017.04; 43(1); 28-32

8. Keiko Okumura, Kumiko Yamaguchi, Tatsuya Tamaki, Kazuhiro Oinuma, Hikaru Tomoe, Keiichi Akita.
Prospective analyses of female urinary incontinence symptoms following total hip arthroplasty. Int Urog-
ynecol J. 2017.04; 28(4); 561-568

9. 井田 翔太, 鈴木 政美, 江口 紘太郎, 江原 威, 工藤 滋弘, 近松 一朗. 脈絡膜転移を来した顎下腺腺様嚢胞癌の
1例 頭頸部癌. 2017.04; 43(1); 44-48

10. Tomoyasu Kato, Keiichi Akita. Abstracts presented at the 20th Japanese Research Society of Clinical
Anatomy on November 12th 2016 at National Cancer Center Hospital. Surg Radiol Anat. 2017.05;
1029-1043

11. Luo Y, Fujita H, Nedelescu H, Biswas MS, Sato C, Ying S, Takahashi M, Akita K, Higashi T, Aoki I,
Sugihara I.. Lobular homology in cerebellar hemispheres of humans, non-human primates and rodents:
a structural, axonal tracing and molecular expression analysis. Brain Structure and Function. 2017.05;
222(6); 2449-2472

12. Junichiro Hamada, Akimoto Nimura, Kunio Yoshizaki, Keiichi Akita. Anatomic study and electromyo-
graphic analysis of the teres minor muscle. J Shoulder Elbow Surg. 2017.05; 26(5); 870-877

13. Okada R, Muro S, Eguchi K, Yagi K, Nasu H, Yamaguchi K, Miwa K, Akita K . The extended bundle of
the tensor veli palatini: Anatomic consideration of the dilating mechanism of the Eustachian tube. Auris
Nasus Larynx. 2017.06;

14. Satoshi Usami, Mutsumi Okazaki, Tomohisa Nitta, Noriko Uemura, Tsutomu Homma, Keiichi Akita.
Histological investigation of common insensate flaps obtained from the hand and forearm regions for use
in fingertip reconstruction. J Plast Surg Hand Surg. 2017.06; 51(3); 182-186

15. 堀内 沙矢, 加茂 実武, 村石 懐, 新保 正貴, 服部 一紀, 鈴木 高祐, 黒田 直人, 加藤 生真, 古屋 充子, 長嶋 洋
治, 栗原 泰之. 腎の thyroid-like follicular carcinomaの 1例 臨床放射線. 2017.06; 62(6); 851-855

16. 加藤 有紀, 白田 智彦, 吉田 明生, 森本 祐介, 大内 洋, 山田 慎, 服部 惣一. 骨付き膝蓋腱を用いた前十字靱帯
再建術後の膝蓋骨骨採取部の人工骨移植の臨床成績 JOSKAS. 2017.06; 42(3); 602-606

17. 上田 祐輔, おおえ 賢一, 植田 成実, 飯田 寛和. 当科で人工股関節置換術を行った関節リウマチ症例の術前 X
線学的所見の検討 中部日本整形外科災害外科学会雑誌. 2017.07; 60(4); 745-746

18. Junya Imatani, Keiichi Akita. Volar Distal Radius Anatomy Applied to the Treatment of Distal Radius
Fracture. J Wrist Surg. 2017.08; 6(3); 174-177

19. 上田 祐輔, おおえ 賢一, 中村 知寿, 植田 成実, 河村 孟, 和田 孝彦, 岡本 尚史, 飯田 寛和. 関節リウマチ症例
に対する人工股関節再置換術の検討 Hip Joint. 2017.08; 43(1); 131-137

20. 河村 孟, 中村 知寿, おおえ 賢一, 岡本 尚史, 上田 祐輔, 飯田 寛和. JHEQによるセメント THAの評価 Hip
Joint. 2017.08; 43(1); 6-10

21. 中村 知寿, 河村 孟, おおえ 賢一, 岡本 尚史, 上田 祐輔, 植田 成実, 飯田 寛和. 寛骨臼形成不全に対する臼蓋
形成術の成績 Hip Joint. 2017.08; 43(1); 63-68
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22. kawada k, Kawano T, Sugimoto T，Yamaguchi K,Kawamura Y，Matsui　T，Okuda M，Ogo T,Kume　Y，
Nakajima　Y，Andres Mora, Okada T,Hoshino A, Tokairin Y,Nakajima Y,Okada R,Kiyokawa Y,Nomura
F,Asakage T,Shimoda R,Ito T. Case of suprficial cancer located at the pharyngoesophageal jinction which
was dissected by endoscopic laryngopharyngeal surgery combined with endoscopic submucosal dissection
Case Rep Otolaryngol. 2017.08;

23. kawada k, Kawano T, Okada T, Yamaguchi K,Kawamura Y, Matsui T,Okuda M,Ogo T,Kume Y,Nakajima
Y,Anderes Mora,Hoshino A, Tokairin Y, Nakajima Y,Okada R,Kiyokawa Y,Nomura F,Ariizumi Y,Sugimoto
T,Asakage T,Ito T. The usefullness of intra-oropharyngeal U-turm method using trans-nasal endoscopy for
detecting superficial squamous cell carcinoma of the base of the tongue J Otolaryngol ENT Res. 2017.08;
8; 240

24. Minobu Kamo, Taiki Nozaki, Jay Starkey, Saya Horiuchi, Natsuka Muraishi, Kazunori Hattori, Keiichi
Akita. The Peak Site of Stone Distribution in the Upper Ureter is Unlikely the Ureteropelvic Junction:
Computed Tomography Analysis of Stone Lodging Site With Respect to a Newly Identified Area of
Constriction. Urology. 2017.09; 107; 31-36

25. Yasuo Nakajima, Satoru Muro, Hisayo Nasu, Masayo Harada, Kumiko Yamaguchi, Keiichi Akita. Mor-
phology of the region anterior to the anal canal in males: visualization of the anterior bundle of the
longitudinal muscle by transanal ultrasonography. Surg Radiol Anat. 2017.09; 39(9); 967-973

26. Takamitsu Arakawa, Takahiro Kondo, Masahiro Tsutsumi, Yuko Watanabe, Toshio Terashima, Akinori
Miki. Multiple muscular variations including tenuissimus and tensor fasciae suralis muscles in the posterior
thigh of a human case. Anat Sci Int. 2017.09; 92(4); 581-584

27. 香川 栄一郎, 堺 正仁. 交通事故によるいわゆる“むち打ち損傷”の治療期間は長いのかー損害賠償を含む心
理社会的側面からの文献考証ー 共済総合研究. 2017.09; (75); 98-121

28. 岸川 正大, 大野 十央, 末松 由愛, 岡田 隆平, 朝蔭 孝宏. 耳下腺に発生したオンコサイトーマの 2例 頭頸部
外科. 2017.10; 27(2); 247-252

29. 天羽 健太郎, 矢崎 秀, 小林 信雄. Cancer Board Conference(case1) 左大腿部近位に骨転移を疑われた 1例
　聖路加国際病院 骨転移 Cancer Board Cancer Board Square. 2017.10; 3(3); 387-392

30. 清川 佑介, 有泉 陽介, 野村 文敬, 田崎 彰久, 岡田 隆平, 角田 篤信, 岸本 誠司, 朝蔭 孝宏. 側頭部の線維性骨
異形成症から生じた骨肉腫例 耳鼻咽喉科臨床. 2017.11; 10(11); 765-771

31. 大西 和友, 菅谷 啓之, 高橋 憲正, 渡海 守人, 星加 昭太, 濱田 博成, 森岡 健, 竹内 康剛, 森石 丈二. 鏡視下
Bankart法術後再脱臼例の検討 肩関節. 2017.11; 41(3); 663-666

32. 竹内 康剛, 菅谷 啓之, 高橋 憲正, 渡海 守人, 大西 和友, 星加 昭太, 濱田 博成, 森岡 健, 森石 丈二. 肩鎖関節
脱臼に対する鏡視下 1重束烏口鎖骨靱帯再建術の治療成績 肩関節. 2017.11; 41(3); 667-670

33. 星加 昭太, 菅谷 啓之, 高橋 憲正, 渡海 守人, 大西 和友, 濱田 博成, 竹内 康剛. ラグビー選手の反復性肩関節
脱臼に対するHill-Sachs Remplissageを加えた鏡視下手術療法と競技復帰　鏡視下 Bankart修復術との比較
肩関節. 2017.11; 41(3); 679-682

34. 柴山 一洋, 菅谷 啓之, 高橋 憲正, 渡海 守人, 大西 和友, 星加 昭太, 濱田 博成, 松葉 友幸, 泉 俊彦, 森岡 健,
田中 雄也, 竹内 康剛, 森石 丈二. 3腱断裂の鏡視下腱板修復術の術後成績　骨頭上昇の変化と transverse
force coupleに着目して 肩関節. 2017.11; 41(3); 730-734

35. 柴山 一洋, 菅谷 啓之, 高橋 憲正, 渡海 守人, 大西 和友, 星加 昭太, 濱田 博成, 松葉 友幸, 泉 俊彦, 森岡 健,
田中 雄也, 竹内 康剛, 森石 丈二. Suture bridge法による鏡視下肩甲下筋腱修復術の成績　術後腱板修復状
態と術後 2年の臨床成績 肩関節. 2017.11; 41(3); 735-740

36. 森岡 健, 菅谷 啓之, 高橋 憲正, 渡海 守人, 大西 和友, 星加 昭太, 濱田 博成, 竹内 康剛, 森石 丈二. 再手術と
してのリバース型人工肩関節置換術の短期術後成績 肩関節. 2017.11; 41(3); 820-822

37. Hisayo Nasu, Akimoto Nimura, Sara Sugiura, Hitomi Fujishiro, Hideyuki Koga, Keiichi Akita. An
anatomic study on the attachment of the joint capsule to the tibia in the lateral side of the knee. Surg
Radiol Anat. 2017.11;

38. Yusuke Ueda, Hiroyuki Sugaya, Norimasa Takahashi, Keisuke Matsuki, Morihito Tokai, Kazutomo On-
ishi, Shota Hoshika, Hiroshige Hamada. Arthroscopic Fragment Resection for Capitellar Osteochondri-
tis Dissecans in Adolescent Athletes: 5- to 12-Year Follow-up. Orthop J Sports Med. 2017.12; 5(12);
2325967117744537
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[書籍等出版物]

1. 上田 祐輔, 菅谷 啓之, 高橋 憲正, 松木 圭介. 拘縮肩患者の腱板病変評価—379肩の前向き検討. 南光堂,
2017.06

2. 衣袋 健司. 腹部血管画像解剖アトラス. 医学書院, 2017.10 (ISBN : 978-4-260-03057-1)

[総説]

1. 伴 大輔, 室生 暁, 秋田 恵一, 田邉 稔. 【Mesopancreasを攻める】 Artery firstアプローチにおける Treitz
靱帯の有用性 胆と膵. 2017.01; 38(1); 57-60

2. Yoshihiro Sakamoto, Norihiro Kokudo, Yoshikuni Kawaguchi, Keiichi Akita. Clinical Anatomy of the
Liver: Review of the 19th Meeting of the Japanese Research Society of Clinical Anatomy. Liver Cancer.
2017.02; 6(2); 146-160

3. 二村 昭元, 宮本 崇. 肩関節痛の鑑別ーリウマチ性多発筋痛症，肩関節周囲炎，腱板断裂など リウマチ科.
2017.02; 57(2); 223-229

4. 山口 久美子, 室生 暁, 藪内 朝紀, 秋田 恵一. 【画像からみたアンチエイジング】 骨盤隔膜の形態の多様性
と加齢性変化の指標を考える アンチ · エイジング医学. 2017.03; 13(1); 058-064

5. 秋田 恵一, 室生 暁. 【便失禁の治療-診療ガイドラインの解説を含めて】 排便にかかわる筋と神経 外科.
2017.03; 79(3); 201-206

6. 塚田 祐一郎, 伊藤 雅昭, 秋田 恵一. 【消化器癌手術に必要な拡大視による局所微細解剖アトラス】 Colon
and Rectal Surgery　 ISR、肛門管における剥離層の微細解剖 手術. 2017.03; 71(4); 547-554

7. 中澤 正孝, 二村 昭元, 秋田 恵一. 肘の超音波画像観察に役立つ関節解剖学 日本超音波骨軟組織学術研究.
2017.06; 16(2); 23-28

8. 服部 惣一, 市川 顕, 佐藤 裕之, 小山 稔. 【あなたも名医!知っておこうよ、スポーツ医学　亀田スポーツ方
式を日常診療に取り入れてみよう!】 jmed mook. 2017.06; (50); 1-180

9. 二村 昭元, 志村 治彦, 秋田 恵一. 【Complex elbow instabilityの治療の現状】 Complex elbow instability
の診断 · 治療に必要な機能解剖 (外側) 整形 · 災害外科. 2017.08; 60(9); 1061-1065

10. 野崎 太希, 田崎 篤, 堀内 沙矢, 原 武史, 北村 信人, 吉岡 大.【Step up MRI 2017　定量化技術の進歩がもた
らすMRIのパラダイムシフト】新たな撮像法と定量化への動き　関節領域のMRIの定量化 INNERVISION.
2017.08; 32(9); 25-29

11. 二村 昭元, 志村 治彦, 秋田 恵一. Complex elbow instabilityの診断 · 治療に必要な機能解剖 (外側) 整形 ·
災害外科. 2017.08; 60(9); 1061-1065

12. 杉本 太郎, 白倉 聡, 籾山 直子, 江口 紘太郎, 向井 昌功, 毛利 香織, 服部 藍, 松井 俊大, 藤原 純子, 門馬 久美
子. 【頭頸部悪性腫瘍の疑問に答える】 手術手技　 skip lesionで病変間の肉眼的正常部位は切除したほう
が良いですか? JOHNS. 2017.09; 33(9); 1289-1291

13. 星加 昭太, 菅谷 啓之. 【肩を極める】肩関節鏡と画像との correlation 臨床画像. 2017.09; 33(9); 1013-1020

14. 東海林 裕, 星野 明弘, 奥田 将史, 永井 鑑, 秋田 恵一, 河野 辰幸. 私の工夫 右頸部気縦隔アプローチを併用
した非胸腔アプローチによる食道癌根治術 日本内視鏡外科学会雑誌. 2017.11; 22(6); 839-844

15. 加茂 実武, 村石 懐, 黒崎 貴久, 宮沢 亮, 西山 智哉, 堀内 沙矢, 栗原 泰之, 服部 一紀. 【知っておきたい
泌尿器画像診断-新たな動向も含めて-】 腎腫瘍の画像所見　新たな組織分類と稀な疾患を中心に 画像診断.
2017.11; 37(14); 1439-1450

16. 服部 惣一, 小山 稔, 高澤 修三, 加藤 有紀, 山田 慎, 大内 洋. 【運動器疾患エコー活用術】 靱帯損傷と回復
過程での超音波利用 MEDICAL REHABILITATION. 2017.11; (216); 63-70
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[講演 · 口頭発表等]

1. 堀内 沙矢, 野崎 太希, 寺村 易予, 松迫 正樹, Jay Starkey, 栗原 泰之. Quadrilateral space syndromeの 1例.
第 28回日本骨軟部放射線研究会 2017.01.20 港区, 東京都

2. 江口 紘太郎, 杉本 太郎, 白倉 聡. 正中舌リンパ節転移を認めた舌癌の一例. 第 28回日本頭頸部外科学会
2017.01.25 宇都宮市, 栃木県

3. 衣袋 健司. 横隔膜 · 後腹膜腔の解剖と CT画像. 第 3回日本脊椎前方側方進入手術研究会 2017.01.28 名古
屋市, 愛知県

4. 中澤 正孝. 肩関節周辺の機能解剖. 第 12回埼玉花田会研修会 2017.01.29 埼玉市, 埼玉県

5. 星加 昭太, 二村 昭元, 菅谷 啓之, 高橋 憲正, 秋田 恵一. 肘関節内側における安定化機構に関する解剖学的特
徴. 第 29回日本肘関節学会 2017.02.03 港区, 東京

6. 星加 昭太, 二村 昭元, 佐藤 哲也, 高橋 憲正, 菅谷 啓之, 秋田 恵一. 肘関節内側における安定化機構に関する
解剖学的特徴. 第 29回日本肘関節学会 2017.02.03 港区, 東京都

7. 中澤 正孝. 定型的な鎖骨骨折における骨片転位と転位に関わる筋の付着を再考する. 平成 28年度兵庫県柔
道整復師会学術研究会 2017.02.05 神戸市, 兵庫県

8. 佐藤 哲也, 二村 昭元, 中川 照彦, 宮本 崇, 藤田 浩二, 秋田 恵一. 母指MP関節における尺側部安定化機構
の解剖学的研究. 第 31回東日本手外科研究会 2017.02.11 札幌市, 北海道

9. 二村 昭元, 宮本 崇, 藤田 浩二, 秋田 恵一. 肘関節内 · 外側安定化構造に関する解剖学的解析. 第 31回東日
本手外科研究会 2017.02.11 札幌市, 北海道

10. Keiichi Akita. Clinical anatomy of Masticatory Muscles. Joint Educational Meeting 2017 of Society of
Spanish Anatomy and Society of Potugese Anatomy 2017.02.17 Madrid, Spain

11. Saya Horiuchi, Taiki Nozaki, Atsushi Tasaki, Sachiko Ohde, Jay Starkey, Deshpande Gautam, Yasuyo
Teramura, Yasuyuki Kurihara, Hiroshi Yoshioka. Comparison of 3D isotropic fast spin-echo and conven-
tional 2D shoulder MRI for the evaluation of rotator cuff. Annual Congress of the European Congress of
Radiology 2017 2017.03.01 Vienna, Austria

12. Yusuke Ueda, Hiroyuki Sugaya, Norimasa Takahashi, Keisuke Matsuki, Morihito Tokai, Kazutomo Onishi,
Shota Hoshika, Hiroshige Hamada. Mid to long term outcome after arthroscopic fragment resection
for capitellar OCD lesions in adlescent athletes. Orthopaedic Research Society 2017 Annual Meeting
2017.03.16 San Diego, USA

13. M . Uomizu, T. Mochizuki, T. Ohara, J. Matsuda, N. Ozeki, K. Tsuji, A. Nimura, T. Miyamoto, M. Goto,
I. Sekiya, T. Muneta . Synovium-derived MSCs promote the restoration of tensile strength of the rotator
cuff tendon after repair in a rat model. Orthopaedic Research Society 2017 Annual Meeting 2017.03.19
San Diego, CA, USA

14. Daisuke Momma, Akimoto Nimura, Tadanao Funakoshi, Tomoyuki Mochizuki, Keiichi Akita, Norimasa
Iwasaki. Anatomical Analysis of the Whole Articular Capsule from the Glenoid and the Humeral Attach-
ment. Orthopaedic Research Society 2017 Annual Meeting 2017.03.19 San Diego, USA

15. Mari Uomizu, Tomoyuki Mochizuki, Toshiyuki Ohara, Junpei Matsuda, Nobutaka Ozeki, Kunikazu Tsuji,
Akimoto Nimura, Takashi Miyamoto, Masafumi Goto, Ichiro Sekiya, Takeshi Muneta. Synovium-derived
MSCs promote the restoration of tensile strength of the rotator cuff tendon after repair in a rat model.
Orthopaedic Research Society 2017 Annual Meeting 2017.03.19 San Diego, USA

16. Kohtaro Eguchi, Masami Suzuki, Shota Ida, Keita Mori, Hisao Imai, Shigehiro Kudo, Ken Ando, Keiko
Higuchi, Takeshi Ebara. Laryngopharyngeal reflux is a risk factor for radiation-induced mucositis in head
and neck cancer. 5th Congress of Asian Society of Head & Neck Oncology 2017.03.25 Bali, Indonesia

17. 那須 久代, 二村 昭元, 秋田 恵一. 膝関節外側を構成する線維性の関節包の層序に関する形態学的研究. 第
122回日本解剖学会総会 · 全国学術集会 2017.03.29 長崎市, 長崎県

18. 東海林 裕, 永井 鑑, 川田 研郎, 星野 明弘, 岡田 卓也, 了徳寺 大郎, 中嶌 雄高, 小郷 泰一, 奥田 将史, 松井 俊
大, 川村 雄大, 山口 和哉, 秋田 恵一, 中島 康晃. 頸部食道癌における気縦隔を用いた上縦隔郭清－ Thiel法
固定献体での検討. 第 27回日本気管食道科学会専門医大会 2017.04.09 仙台市, 宮城県
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19. 堀内 沙矢, 野崎 太希, 田崎 篤, 大出 幸子, Jay Starkey, Gautam Deshpande, 寺村 易予, 栗原 泰之, 吉岡 大.
肩関節MRI 3Dシーケンスにおける腱板断裂の診断能について -2Dシーケンスとの比較-. 第 76回日本医学
放射線学会総会 2017.04.13 横浜市, 神奈川県

20. 東海林 裕, 川田 研郎, 星野 明弘, 岡田 卓也, 小郷 泰一, 中嶌 雄高, 奥田 将史, 久米 雄一郎, 松井 俊大, 川村
雄大, 山口 和哉, 永井 鑑, 秋田 恵一, 中島 康晃. 非胸腔アプローチによる食道癌縦隔郭清の手技と治療成績.
第 117回日本外科学会総会 2017.04.28 横浜市, 神奈川県

21. Shouta Hoshika, Akimoto Nimura, Hiroyuki Sugaya, Norimasa Takahashi, Keiichi Akita . Stabiliz-
ing structures of the medial side of elbow joint: an anatomic study. 14th Association France Japon
d’Orthopedie 2017.05.12 Nikko, Tochigi

22. Kentaro Amaha, Akimoto Nimura, Soichi Hattori, Reiko Yamaguchi, Keiichi Akita. Anatomic study
regarding the medial side of the ankle based on the joint capsule. 14th Association France Japon
d’Orthopedie 2017.05.12 Nikko, Tochigi

23. Yusuke Ueda, John G Costouros, Emilie Cheung. Deep shoulder infection: Prosthetic reimplantation or
cement spacer retention?. The 62nd Annual LeRoy C. Abbott Society Scientific Program 2017.05.12 San
Francisco, USA

24. 岡田 隆平, 三輪 好, 朝蔭 孝宏, 秋田 恵一. 口蓋帆張筋と頬筋の解剖学的関係について. 日本耳鼻咽喉科学会
総会 2017.05.18

25. 秋田 恵一. 肩関節の解剖：機能と修復を考えるための構造の理解. 第 90回　日本整形外科学会学術集会
2017.05.18 仙台市, 宮城県

26. 江口 紘太郎, 高橋 直人, 得丸 貴夫, 別府 武. 蝶形骨洞内再発上咽頭癌に対して内視鏡下に救済手術を行った
一例. 第 41回日本頭頸部癌学会 2017.06.08 京都市, 京都府

27. 川田研郎、河野辰幸、杉本太郎、岡田隆平、野村文敬、清川佑介、有泉陽介、朝蔭孝宏. 舌根表在癌拾い上げ
に置ける上部消化管経鼻内視鏡による中咽頭反転法の有用性. 第４１回日本頭頸部癌学会 2017.06.08 京都

28. Keiichi Akita. Surgical Anatomy of the pancreas with special reference to the nerves to the pancreas
and the ligament of Treitz. Joint congress of 6th Asian-Pacific Hepato-Pancreato-Billiary Association and
29th Meeting of Japanese Society of Hepato-Biliary-Pancreatic Surgery 2017.06.09 Yokohama, Japan

29. Kenji Ibukuro, Masaya Mori. The Hepatic Capsular Arteries: Radiological and Anatomical Features.
ESGAR2017 2017.06.19 Athens, Greece

30. Akimoto Nimura, Tetsuya Sato, Reiko Yamaguchi, Koji Fujita, Takashi Miyamoto, Keiichi Akita. Intra-
muscular tendons of the adductor pollicis and the thumb metacarpophalangeal joint capsule: an anatomic
study with implications regarding Stener lesion. Eurohand 2017 2017.06.21 Budapest, Hungary

31. 川田研郎、中島康晃、東海林裕、星野明弘、岡田卓也、了徳寺大郎、奥田将史、久米雄一郎、Andres Mora、
川村雄大、山口和哉、岡田隆平、野村文敬、清川佑介、有泉陽介、朝蔭孝宏、伊藤崇、河野辰幸. ELPS+ESD
を行った下咽頭～食道を往来する下咽頭癌の１例. 第１８回頭頸部表在癌研究会 2017.07.01 東京

32. Satoru Muro, Yasuo Nakajima, Hisayo Nasu, Kumiko Yamaguchi, Keiichi Akita.. Anterior Region of
the Anal Canal: Transanal Ultrasonography and Histological Study.. 34th Annual Meeting - American
Association of Clinical Anatomists 2017.07.21 Minneapolis, USA

33. 東海林 裕, 中島 康晃, 川田 研郎, 星野 明弘, 岡田 卓也, 中嶌 雄高, 奥田 将史, 永井 鑑, 秋田 恵一, 河野 辰
幸. 非胸腔アプローチによる食道癌根治術-新たな視野で見えてくる縦隔解剖を踏まえて-. 第 72回日本消化
器外科学会総会 2017.07.22 金沢市, 石川県

34. Yusuke Ueda, Hiroyuki Sugaya, Norimasa Takahashi, Keisuke Matsuki, Morihito Tokai, Kazutomo Onishi,
Shota Hoshika, Hiroshige Hamada. Mid to long term outcome after arthroscopic fragment resection for
capitellar OCD lesions in adlescent athletes. AOSSM 2017 2017.07.23 Toronto, Canada

35. Masayo Harada, Keiichi Akita. The spontaneous mutation (N143T) in mouse Fgf9 leads to thicker long
bones. 14th International Conference on Limb Development and Regeneration 2017.07.24 Edinburgh, UK

36. 二村 昭元, 佐藤 哲也. Stener病変に関わる母指MP関節尺側の解剖学的知見. 第 57回東京手 · 肘の外科研
究会 2017.08.01 目黒区, 東京都
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37. Keiichi Akita. Surgical Anatomy of the pancreas with special reference to the nerves to the pancreas and
the ligament of Treitz. Post graduate Seminar in Siriraj Hospital, Mahidol University 2017.08.28 Bangkok,
Thailand

38. 秋田 恵一. 後腹膜領域の層構造についての臨床解剖学的考察. 日本産科婦人科内視鏡学会 2017.09.07 岡山
市, 岡山県

39. 大庭 建, 松迫 正樹, 佐藤 崇翔, 須賀 加奈, 福田 俊憲, 宮沢 亮, 廣石 篤司, 堀内 沙矢, 鈴木 高祐, 栗原 泰之.
多発筋炎を合併し,突然の心停止をきたした浸潤性胸腺腫の１例. 第 53回日本医学放射線学会秋季臨床大会
2017.09.08 松山市, 愛媛県

40. 星加 昭太, 二村 昭元, 菅谷 啓之, 高橋 憲正, 秋田 恵一. 肘関節内側における安定化機構に関する解剖学的特
徴. 第 43回日本整形外科スポーツ医学会学術集会 2017.09.09 宮崎市, 宮崎県

41. Yusuke Ueda, John G Costouros, Emilie Cheung. Low body mass index and young age are associated
with inferior outcomes after reverse total shoulder arthroplasty. 1st AP Shoulder and Elbow Symposium
2017.10.07 Tokyo, Japan

42. Akimoto Nimura, Shota Hoshika, Hiroyuki Sugaya, Keiichi Akita. Anatomy of medial ligament complex
in elbow. 1st AP Shoulder and Elbow Symposium 2017.10.08 Tokyo, Japan

43. 二村 昭元. 肘関節における最近の知見. 第 26回スポラボセミナー 2017.10.14 松戸市, 千葉県

44. 室生 暁, 塚田 祐一郎, 那須 久代, 原田 理代, 秋田 恵一. 男性肛門管前方領域における平滑筋組織の分布-直
腸尿道筋とその延長構造-. 第 21回臨床解剖研究会 2017.10.21 港区, 東京都

45. Ryuhei Okada, Masaru Yokomura, Keiji Oi, Yosuke Ariizumi, Yusuke Kiyokawa, Fuminori Nomura, Ak-
ihisa Tasaki, Yumiko Tateishi, Susumu Kirimura, Takahiro Asakage. Medullary thyroid carcinoma de-
tected based on elevated serum procalcitonin levels: A case report. 2nd Congress of Asia-Pacific Society
of Thyroid Surgery 2017.11.02

46. 秋田 恵一. ヒト表情筋の解剖学的特徴. 鍼灸学会 Tokyo研修会 2017.12.03 文京区, 東京都

[その他業績]

1. 内臓の筋膜と靱帯のメゾ解剖学的解析：鏡視下手術と画像診断への応用をめざして, 2017年 04月
科学研究費助成事業　基盤研究 (C)　研究代表者：秋田恵一
研究課題番号：15K08129

2. 肩腱板断裂に関与する新たな解剖学的知見の臨床応用をめざした橋渡し研究, 2017年 04月
共同研究助成金　一般社団法人 JA共済総合研究　共同研究担当者：秋田恵一

3. 膣発生を制御する新規分子 Cxxc5の機能解明, 2017年 04月
科学研究費助成事業　基盤研究 (C)　研究代表者：原田理代
研究課題番号：16K08436

4. 肩腱板断裂の再生治療を目的とした滑膜間葉系幹細胞移植, 2017年 04月
科学研究費助成事業　基盤研究 (C)　研究分担者：二村昭元
研究課題番号：15K10432

5. 「関節包」からみた肩 · 肘関節疾患に関するメゾ解剖学的研究, 2017年 04月
科学研究費助成事業　基盤研究 (C)　研究代表者：二村昭元
研究課題番号：16K10890

6. 高難度手術の教育システム開発～いかに安全に職人技を継承させるか～, 2017年 04月
科学研究費助成事業　基盤研究 (C)　研究分担者：二村昭元
研究課題番号：17K01289

[社会貢献活動]

1. 18世紀の医学書について, NHK, 2017年 10月 06日
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システム発生 · 再生医学
Systems BioMedicine

教授　　　　淺原弘嗣
講師　　　　篠原正浩
助教　　　　千葉朋希
プロジェクト助教　松島隆英、栗本遼太
特別研究員　　田中陽子
大学院生　　片岡健輔、矢野　雄暉、山本寛人、三ツ村隆弘、
　　　　　　宮崎　貴行、嘉宝高田
大学院特別研究学生　望月祐輔
卒業研究生　寺尾梨沙

( 1 ) 研究活動

レポーターライブラリーを用いて　A-to-I RNA editingがmicroRNAの標的遺伝子を変化させることを明らかに
した。
翻訳開始因子複合体 eIF2γの機能及び制御機構を解明する。
microRNAの新しい制御機構をハイスループットスクリーニングにより探索する。
様々な骨粗鬆症モデルマウスの解析に基づく新規骨粗鬆症の治療法 · 予防法の開発
骨細胞特異的ノックアウトマウスを用いた骨細胞による骨代謝制御メカニズムの解明
宇宙マウスや尾部懸垂マウスの解析に基づく力学的荷重による骨代謝制御メカニズムの解明
骨組織が産生する分子によるエネルギー代謝制御の分子メカニズムを解明
新規 DAMPsタンパク質のスクリーニングと機能解析
ハイスループット顕微鏡システムを用いたタンパク質の動態解析
軟骨の恒常性維持に関わるmicroRNA を同定した。
レポーターライブラリーを用いたmicroRNA の標的遺伝子をスクリーニングするシステムを構築した。
CRISPR/Cas9システムを用いて、microRNAを欠損したマウスを作製し、骨格パターン形成における機能を解
析した。
炎症応答に関わる RNA結合タンパク質や長鎖非コード RNAの作用機序および in vivoにおける役割の解明

( 2 ) 教育活動

学部教育：学部系統講義「分子遺伝学」を担当している。遺伝子発現のメカニズムを包括的に理解し、分子生物学
を駆使した医学と医療における最先端の研究と臨床に対応できる知識と技術を身に着ける。
研究実習としては、研究実践プログラムやプロジェクトセメスターなどを通して、マイクロアレイによる遺伝子
発現解析、細胞ベースでのハイスループットトランスフェクションアッセイなどシステム医学研究に必要な複数
のアプローチを身につける。また、システム医学的手法を組み合わせ、発生 · 再生および炎症などを制御する遺伝
子ネットワークを探索し、その意義をヒトサンプルや遺伝子改変マウスを作成することで解析、証明する。
大学院教育：修士課程 · 医歯理工学専攻では「発生 · 再生科学」を担当し、ここでは、発生 · 再生 · 生殖医学に関
する基本的知識を学び、最先端の研究戦略を理解するプログラムを構成している。
医学と生物学の両面から、十分な情報を得て、この分野において深い洞察力をつけることを目標とする。医歯学総
合研究科 · 博士課程においては、遺伝子発現を包括的に解析し、コアネットワークを同定することにより、組織発
生のメカニズムとその破綻による疾患の解明を行う、システム医学という概念と戦略および技術の会得を目標とす
る。個の発生を通して、医学生物学的知識を蓄えるだけでなく、まだ解明されていないパラダイムが何であるか
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を学び、それが明かされる事で期待されるインパクトを想像し、サイエンス教育の本質に迫ることを目的とする。

( 3 ) 研究業績

[原著]

1. Koda N, Sato T, Shinohara M, Ichinose S, Ito Y, Nakamichi R, Kayama T, Kataoka K, Suzuki H,
Moriyama K, Asahara H. The transcription factor mohawk homeobox regulates homeostasis of the peri-
odontal ligament. Development. 2017.01; 144(2); 313-320

2. Nakasuji T, Ogonuki N, Chiba T, Kato T, Shiozawa K, Yamatoya K, Tanaka H, Kondo T, Miyado K,
Miyasaka N, Kubota T, Ogura A, Asahara H. Complementary critical functions of Zfy1 and Zfy2 in mouse
spermatogenesis and reproductiontran PLoS Genetics. 2017.01; 13(1); e1006578

3. Otero M, Peng H, El Hachem K, Culley KL, Wondimu EB, Quinn J, Asahara H, Tsuchimochi K, Hashimoto
K, Goldring MB. ELF3 modulates type II collagen gene (COL2A1) transcription in chondrocytes by
Inhibiting SOX9-CBP/p300-driven histone acetyltransferase activity. Connect Tissue Res. 2017.01; 58(1);
15-26

4. Matsui-Hasumi A, Sato Y, Uto-Konomi A, Yamashita S, Uehori J, Yoshimura A, Yamashita M, Asahara
H, Suzuki S, Kubo M.. E3 ubiquitin ligases SIAH1/2 regulates hypoxia-inducible factor 1(HIF1)-mediated
TH17 cell differentiation. Int Immunol. 2017.02; 29(3); 133-143

5. Hasei J, Teramura T, Takehara T, Onodera Y, Horii T, Olmer M, Hatada I, Fukuda K, Ozaki T, Lotz
M, Asahara H. TWIST1 induces MMP3 expression through up-regulating DNA hydroxymethylation and
promotes catabolic responses in human chondrocytes. Sci Rep. 2017.02; 7; 42990

6. Saito T, Hara S, Tamano M, Asahara H, Takada S. Deletion of conserved sequences in IG-DMR at Dlk1-
Gtl2 locus suggests their involvement in expression of paternally expressed genes in mice. J Reprod Dev.
2017.02; 63(1); 101-109

7. Ohmae S, Noma N, Toyomoto M, Shinohara M, Takeiri M, Fuji H, Takemoto K, Iwaisako K, Fujita T,
Takeda N, Kawatani M, Aoyama M, Hagiwara M, Ishihama Y, Asagiri M. Actin-binding protein coronin
1A controls osteoclastic bone resorption by regulating lysosomal secretion of cathepsin K Sci Rep. 2017.03;
16(7); 41710

8. Emiko Sakaida, Takahiro Ebata, Shunichiro Iwasawa, Ryota Kurimoto, Sachiko Yonemori, Satoshi Ota,
Yukio Nakatani, Ikuo Sekine, Yuichi Takiguchi. Potential Activity of Amrubicin as a Salvage Therapy for
Merkel Cell Carcinoma. Internal Medicine. 2017.03; 56(5); 567-570

9. Kataoka K, Matsushima T, Ito Y, Sato T, Yokoyama S, Asahara H. Bhlha9 regulates apical ectodermal
ridge formation during limb development. Journal of Bone and Mineral Metabolism. 2017.03; 1-9

10. Ito Y, Inoue A, Seers T, Hato Y, Igarashi A, Toyama T, Taganov K, Boldin M, AsaharaH. Identification
of targets of tumor suppressor microRNA-34a using a reporter library system. Proc Natl Acad Sci U S
A. 2017.04; 114(15); 3927-3932

11. Yachie N, Robotic Biology Consortium, Natsume T. Robotic crowd biology with Maholo LabDroids Nat
Biotech. 2017.04; 35(4); 310-312

12. Kurimoto R, Iwasawa S, Ebata T, Ishiwata T, Tada Y, Tatsumi K, Takiguchi Y. Pirfenidone in reversion
of the epithelial-to-mesenchymal transition in human lung adenocarcinoma. Oncology Letters. 2017.05;
14(1); 944-950

13. Yokoyama S, Furukawa S, Kitada S, Mori M, Saito T, Kawakami K, Izpisua Belmonte JC, Kawakami
Y, Ito Y, Sato T, AsaharaH. Analysis of transcription factors expressed at the anterior mouse limb bud.
PLoS One. 2017.05; 12(5); e0175673

14. Oba A, Shimada S, Akiyama Y, Nishikawaji T, Mogushi K, Ito H, Matsumura S, Aihara A, Mitsunori Y,
Ban D, Ochiai T, Kudo A, Asahara H, Kaida A, Miura M, Tanabe M, Tanaka S. ARID2 modulates DNA
damage response in human hepatocellular carcinoma cells. J Hepato. 2017.05; 66(5); 942-951
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15. Ogino H, Hisanaga A, Kohno T, Kondo Y, Okumura K, Kamei T, Sato T, Asahara H, Tsuiji H, Fukata
M, Hattori M. Secreted Metalloproteinase ADAMTS-3 Inactivates Reelin. J Neurosci. 2017.05; 37(12);
3181-3191

16. Miyata K, Naito M, Miyata T, Mokuda S, Asahara H*. Bisulfite Sequencing for DNA Methylation Analysis
of Primary Muscle Stem Cells. Methods Mol Biol. 2017.08; (1668); 3-13

17. Asahara H*, Inui M*, Lotz M. Tendons and Ligaments: Connecting Developmental Biology to Muscu-
loskeletal Disease Pathogenesis. 2017.09; 32(9); 1773-1782

18. Shiba D, Mizuno H, Yumoto A, Shimomura M, Kobayashi H, Morita H, Shimbo M, Hamada M, Kudo
T, Shinohara M, Asahara H, Shirakawa M, Takahashi S.. Development of new experimental platform
’MARS’-Multiple Artificial-gravity Research System-to elucidate the impacts of micro/partial gravity on
mice. Sci Rep. 2017.09; 7(1); 10837

19. kuda K, Kobayashi S, Fukaya M, Watanabe A, Murakami T, Hagiwara M, Sato T, Ueno H, Ogonuki N,
Komano-Inoue S, Manabe H, Yamaguchi M, Ogura A, Asahara H, Sakagami H, Mizuguchi M, Manabe
T, Tanaka T. CDKL5 controls postsynaptic localization of GluN2B-containing NMDA receptors in the
hippocampus and regulates seizure susceptibility. Neurobiol Dis. 2017.10; 106; 158-170

[書籍等出版物]

1. Ryota Kurimoto, Yuichi Takiguchi. Targeting Epithelial-Mesenchymal Transition and Cancer Stem Cell.
2017.01

[総説]

1. 三ツ村　隆弘,田中　陽子,浅原　弘嗣. microRNAと疾患臨床免疫 ·アレルギ―科. 2017.06; 67(6); 629-635

2. 篠原正浩. 宇宙における骨量低下と破骨細胞 腎と骨代謝. 2017.07; 30(3); 195-202

3. １． Okamoto K, Nakashima T, Shinohara M, Negishi-Koga T, Komatsu N, Terashima A, Sawa S, Nitta
T, Takayanagi H. Osteoimmunology: the conceptual framework unifying the immune and skeletal systems
Physiol Rev. 2017.10; 97(4); 1295-1349

[講演 · 口頭発表等]

1. 篠原正浩. 関節リウマチ骨破壊と骨免疫学～Systems Osteoimmunologyの挑戦～. 第１回理論免疫ワーク
ショップ 2017.01

2. 篠原正浩. シグナル伝達を基盤とした寝たきりを防ぐ統合的運動器研究. 筑波大学医学医療系セミナー
2017.01.17

3. 篠原正浩. PI3Kシグナル伝達経路を基軸とした統合的骨代謝研究. 広島大学病院整形外科セミナー 2017.01.18

4. 淺原　弘嗣. 腱特異的転写因子Mkxのノックアウトラット作成による腱組織の発生 · 恒常性維持機構の解
析. 第 10回ＲＲＲ研究会 2017.02.03 京都

5. Hiroshi Asahara. Tendon development and regeneration analyzed by Mkx KO Rat. The 291st IMEG
Seminar 2017.02.24

6. 篠原正浩. Systems Bone Biologyの展開. 九州大学数理生物学セミナー 2017.03.29

7. 淺原弘嗣. 腱特異的転写因子Mkxを介した腱の発生と再生. 第 56回日本生体医工学会大会 2017.05.04

8. 淺原弘嗣. ncRNAネオタクソノミのための大規模解析基盤の開発. 新学術領域班会議 2017.05.19

9. 淺原弘嗣. 腱特異的転写因子Mkxの機能解析とバイオ靱帯の創出. 第 5回えひめ骨につくなる会 2017.05.25

10. Hiroshi Asahara. Identification of targets of tumor suppressor microRNA-34a using a reporter library
system . RNA　 2017—Prague 2017.05.25 Prague

11. Tomoki Chiba,Hiroshi Asahara. Regulation of inflammatory cytokine expression by long non-coding RNA
LASC. The 43rd Naito Conference 2017.06.27
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12. 篠原正浩、工藤崇、新保未来、芝大、白川正輝、高橋智、浅原弘嗣. 長期宇宙滞在マウスの骨組織解析. 第 3
回日本骨免疫学会 2017.06.27

13. Hiroshi Asahara. miRNA in Cancer, Arthritis and Homeostasis. The 43rd Naito Conference 2017.06.29

14. Hiroshi Asahara. Transcription Factor Mkx Regulates Tendon Development, Homeostasis and Regenera-
tion. Collagen Gordon Research Conference 2017.07.16 New London

15. 矢野雄暉, 千葉 朋希, 阿部健太郎, 浅原弘嗣. Escort-1 による炎症性サイトカインの発現制御. RNA2017
2017.07.19

16. Tomoki Chiba,Hiroshi Asahara. Regulation of inflammatory cytokine expression by long non-coding RNA
LASC. RNA2017 2017.07.19

17. 篠原正浩、工藤崇、新保未来、芝大、白川正輝、高橋智、浅原弘嗣. 長期宇宙滞在マウスの骨組織解析. 第
35回日本骨代謝学会 2017.07.27

18. 浅原 弘嗣. 転写から RNA階層を包括した骨 · 軟骨形成と代謝における遺伝子発現制御機構. 第 35回日本骨
代謝学会 2017.07.28 福岡

19. 片岡健輔、千葉朋希、伊藤義晃、中道亮、鈴木英嗣、嘉山智大、浅原弘嗣. 腱マスター転写因子Mkxはメカ
ノストレスに応答し腱組織の恒常性を維持する. 第 3回日本筋学会学術集会 2017.08.05

20. 篠原正浩. 寝たきりを防ぐ統合的骨代謝研究—骨破壊性疾患の治療と予防に向けて. 慶應義塾大学先端生命
科学研究所セミナー 2017.08.09

21. 片岡健輔. 転写因子Mkxによる腱組織発生 · 再生メカニズムの解明. 第 18回運動器科学研究会 2017.09.02

22. 松島　隆英. ルシフェラーゼ遺伝子を応用した分泌タンパク質の解析. Promega NanoLuc セミナー
2017.09.13

23. 篠原正浩、鈴木碧、工藤崇、新保未来、芝大、白川正輝、高橋智、浅原弘嗣. 長期宇宙滞在マウスの骨組織
解析. 第 4回日本リウマチ学会ベーシックリサーチカンファレンス 2017.10.13

24. 片岡健輔. 腱マスター転写因子Mkxによる腱組織発生 · 再生機構の解明. 第 4回ベーシックリサーチカン
ファレンス 2017.10.13

25. 千葉　朋希、浅原　弘嗣. 長鎖非コード RNAによる炎症性サイトカインの発現制御. 第 4回ベーシックリ
サーチカンファレンス 2017.10.13

26. 内田　雄太郎、千葉　朋希、矢野　雄暉、浅原　弘嗣. Escort1による炎症性サイトカインの転写後調節. 第
4回ベーシックリサーチカンファレンス 2017.10.13 東京

27. 松島　隆英、五島　直樹、浅原弘嗣. 新規DAMPsタンパク質の機能解析. 第 4回 JCRベーシックリサーチ
カンファレンス 2017.10.13

28. 千葉　朋希、浅原　弘嗣. 長鎖非コード RNAによる炎症性サイトカインの発現制御. 第 8回 Orthopedic
Research Club 2017.11.03

29. 内田　雄太郎、千葉　朋希、矢野　雄暉、浅原　弘嗣. Escort1による炎症性サイトカインの転写後調節. 第
8回 Orthopedic Research Club 2017.11.03

30. 内田　雄太郎、千葉　朋希、矢野　雄暉、浅原　弘嗣. Escort1による炎症性サイトカインの転写後調節.
RNAフロンティアミーティング 2017 2017.11.08

31. 片岡健輔. 転写因子 Mkx による腱の発生 · 再生メカニズムの解明. 第 5 回若手による骨格筋細胞研究会
2017.11.13

32. 片岡健輔、千葉朋希、伊藤義晃、中道亮、浅原弘嗣. 転写因子Mkxによる腱の発生と再生. 第 40回日本分
子生物学会年会 2017.12.07

33. 松島　隆英. 分子生物学解析における HiBiTテクノロジーの未来. 第 40回分子生物学会 2017.12.07

34. 浅原 弘嗣,千葉　朋希. 炎症性サイトカインを制御する RNA結合タンパクの解析. 第 40回日本分子生物学
会年会 2017.12.09 神戸

35. Kensuke Kataoka,Tomoki Chiba,Yoshiaki Ito,Akira Nakamichi,Hiroshi Asahara. Stem cell applications
of tendon regenerative medicine using Mkx and mechanobiology. The 3rd International Symposium on
Mechanobiology 2017.12.11
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[受賞]

1. 日本骨代謝学会学術賞, 日本骨代謝学会, 2017年 07月

[その他業績]

1. 35日間の長期飼育で骨や筋肉の量が顕著に減少～「きぼう」における、長期飼育マウスの地上分析速報～,
2017年 01月
JAXA· 筑波大学との共同実験

2. 「転写因子Mkxの歯根膜における機能解明」-歯根膜恒常性維持の新たなメカニズム-, 2017年 01月
Development

3. 「Y染色体遺伝子 Zfy1、Zfy2の精子形成における相補的で多段階にわたる機能を解明」―　受精障害や初
期胚発生障害の一部の原因解明への期待　―, 2017年 02月
PLOS　 Genetics

4. 「新たな研究手法開発によりがん抑制 microRNA-34aの標的遺伝子を同定」―　microRNA-34aによる乳
がん抑制機能に重要な標的遺伝子を同定　―, 2017年 03月
Proc　 natl　 acad　 sci　 USA

5. 「新たな研究手法開発によりがん抑制 microRNA-34aの標的遺伝子を同定」―　microRNA-34aによる乳
がん抑制機能に重要な標的遺伝子を同定　―, 2017年 03月
Proc　 natl　 acad　 sci　 USA

6. 世界初、宇宙空間でμ g から 1g を可変できる実験環境"MARS"が完成, 2017年 09月
Scientific Reports
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包括病理学
Comprehensive Pathology

教授 北川昌伸
講師 倉田盛人
助教 山本浩平 大西威一郎
技官 井上美織
臨床検査技師　 石橋佐知子 池田真住
大学院生 木脇祐子、グリニサ　アヒマディ、
　　　　　　　 矢内雅恵、武藤麻理子、加藤亮子、小澤直子、
　　　　　　　 杉田 佳祐、田口 登和子、柘野 佑太
　　　　　　　 房利香、新垣清登, 松田正典、王坦、
　　　　　　　 山本阿紀子、梅森宮加、佐藤 順一郎、川田 真宏、
　　　　　　　 福原 紀章、横内 友祐、戸田 重夫、早坂 淳之助
　　　　　　　 峰尾竜徳、
　　　　　　　 VILAYVONG SOULIDETH、LUANGXAY THITSAMAY、
　　　　　　　 ABUDUSHALAMU MUYASHAER

　　　　　　　　

( 1 ) 分野概要

　当分野は教育面では学部学生に対する病理学全般の講義と実習、大学院生 · 専攻生に対しては生検 · 剖検材料を
用いた臨床病理診断学の研修を行っている。また、研究面では造血器腫瘍の発症機構とその治療モデルについて、
病理学的、免疫学的及び分子生物学的な実験的研究を行い、さらに外科 · 生検材料を用いた臨床病理学的研究も
行っている。

( 2 ) 研究活動

（１）臨床病理学研究
　外科材料や生検材料、及び病理解剖で得られた諸臓器について、通常の形態学的手法に加えて、免疫組織学的、
電顕的、分子病理学的検索を行い、疾患の概念、診断や治療に対する新しい概念を確立するための研究を行って
いる。

（２）実験病理学的研究
　マウスやラットを実験モデルとし、in vivoや in vitroで様々な侵襲を加えたあと、免疫系や血液系の細胞につ
いて、免疫組織学的、ウイルス学的、生化学的、分子生物学的解析を行っている。
１．レトロウイルス誘発白血病の発生機構の解析とその治療モデルの開発
　フレンド白血病ウイルスによる腫瘍の発症には、宿主のＴ細胞の機能が重要な役割を果たしている。ウイルス
感染によりどの様なシグナル伝達機構が活性化され、どの様にＴ細胞機能が制御されるかを解析している。
２．レトロウイルス由来蛋白を用いたアポトーシス誘導と遺伝子治療への応用
　フレンド白血病ウイルス由来の gp70は宿主由来遺伝子と強調して、DNA損傷シグナルに対するアポトーシス
促進経路を賦活化する。この系を用いて遺伝子治療を含めた治療への応用を進めている。
３．ＭＤＳ発症のメカニズムに関する分子病理学的研究
　　骨髄異形成症候群（Myelodysplastic syndromes:MDS）は比較的高齢者に起こる疾患で、骨髄中の造血細胞に
高頻度の apoptosisが生じることによって、末梢の血球減少症を引き起こすという病態を呈する。ＭＤＳ骨髄細胞
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に apoptosisを引き起こす原因となる分子の発現と制御機構について造血細胞、間質細胞の両面から解析を進めて
いる。
４．各種造血器系疾患の薬剤耐性に関する研究
　各種造血器系疾患の薬剤耐性遺伝子とそれに関連する分子群の動きについて解析を進めている。
５．免疫系の形成とその加齢に伴う破綻のメカニズムに関する総合的研究
　免疫系の形成は生後急激に進行し、思春期にはピークに達するが、その後は加齢と共に低下する。その結果、７
０歳以降の高齢者では、免疫機能が著明に下がることも希ではなく、ＡＩＤＳと同じように感染症に罹り易くな
る。こうした免疫系の加齢変化のメカニズムを明らかにする為に、胸腺、Ｔ細胞、神経内分泌免疫系の加齢変化
を分子レベルで解析している。
６．癌の増殖 · 進展に関する分子病理学的研究
　主としてヒトの消化器系の癌組織を材料として、癌の増殖 · 進展と関連する様々な物質について分子病理学的手
法を用いて解析している。

( 3 ) 教育活動

（１）学部教育：病理学総論、各論実習、ＰＢＬ、ブロック型学習、総合診断学実習、ＢＳＬ等により、専門課程
第１学年より第４学年に至る４年間を通して教育が行われている。実施にあたっては、人体病理学分野、病院病
理部、分子病態検査学分野、難研神経病理部門、歯学部口腔病理学講座の協力のもとに行われている。各論実習
の最後に行われる症例検討会、ＣＰＥでは少人数の学生が１症例を担当し、発表会を行い、症例経験を通した病
理学の理解をすすめている。

（２）卒後教育：病理学会認定医の資格を取得する事を目的とした病理解剖学、外科病理学の研修を行い、更に関
連病院での研修も行っている。ＣＰＣ、臨床各科との症例検討会を通じて、臨床医学に対する理解も深めていく
ようにしている。研究に関しては、通常の病理学的手法に加えて、免疫病理学、ウイルス学、生化学および分子生
物学的手法など各人のテーマに応じて利用し、先端的な研究を行える様に配慮している。

( 4 ) 研究業績

[原著]

1. Miyamoto K, Kurata M, Nagiri T, Yamamoto K, Onishi I, Kirimura S, Kitagawa M.. Differential ex-
pression of ACINUS variants in the bone marrow of myelodysplastic syndromes. Int J Clin Exp Pathol.
2017.01; (10); 4330-4338

2. Honami Takada, Ken-Ichi Imadome, Haruna Shibayama, Mayumi Yoshimori, Ludan Wang, Yasunori
Saitoh, Shin Uota, Shoji Yamaoka, Takatoshi Koyama, Norio Shimizu, Kouhei Yamamoto, Shigeyoshi
Fujiwara, Osamu Miura, Ayako Arai. EBV induces persistent NF-κ B activation and contributes to
survival of EBV-positive neoplastic T- or NK-cells. PLoS ONE. 2017.03; 12(3); e0174136

3. Kohei Kato, Takeshi Namiki, Makiko Ueno, Madoka Iikawa, Shown Tokoro, Aya Nishizawa, Kouhei
Yamamoto, Keiko Miura, Hiroo Yokozeki. A Case of Primary Cutaneous Gamma-Delta T-Cell Lymphoma
with Pautrier Microabscess. Annals of Dermatology. 2017.04; 29(2); 229-232

4. Keiichi Kinowaki, Yurie Soejima, Arisa Kumagai, Fukuo Kondo, Keiji Sano, Takeshi Fujii, Masanobu
Kitagawa, Toshio Fukusato. Clinical and pathological significance of myeloid differentiation factor 88 ex-
pression in human hepatocellular carcinoma tissues. Pathology international　東京医科歯科大学. 2017.05;
67(5); 256-263

5. Ayano Imai, Hiroshi Takase, Ken-Ichi Imadome, Go Matsuda, Iichiro Ohnishi, Kouhei Yamamoto, Takumi
Kudo, Yoji Tanaka, Taketoshi Maehara, Osamu Miura, Ayako Arai. Development of Extranodal NK/T-
cell Lymphoma Nasal Type in Cerebrum Following Epstein-Barr Virus-positive Uveitis. Intern. Med..
2017.05; 56(11); 1409-1414

6. Naoki Kasahata, Tomohide Sato, Iichiroh Onishi, Masanobu Kitagawa, Toshiki Uchihara, Katsuiku Hi-
rokawa. Three-Repeat Tau with Grain-Like Structures and Distribution in an 83-Year-Old Man. J.
Alzheimers Dis.. 2017.06; 58(3); 681-685
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7. Naoko Tsuyama, Seiji Sakata, Satoko Baba, Yuko Mishima, Noriko Nishimura, Kyoko Ueda, Masahiro
Yokoyama, Yasuhito Terui, Kiyohiko Hatake, Masanobu Kitagawa, Naoki Ishizuka, Naoto Tomita, Kengo
Takeuchi. BCL2 expression in DLBCL: reappraisal of immunohistochemistry with new criteria for thera-
peutic biomarker evaluation. Blood. 2017.07; 130(4); 489-500

8. Akira Toriihara, Ayako Arai, Masashi Nakadate, Kouhei Yamamoto, Ken-Ichi Imadome, Osamu Miura,
Ukihide Tateishi. FDG-PET/CT findings of chronic active Epstein-Barr virus infection. Leuk. Lym-
phoma. 2017.10; 1-4

9. Honami Takada, Ken-Ichi Imadome, Haruna Shibayama, Mayumi Yoshimori, Ludan Wang, Yasunori
Saitoh, Shin Uota, Shoji Yamaoka, Takatoshi Koyama, Norio Shimizu, Kouhei Yamamoto, Shigeyoshi Fu-
jiwara, Osamu Miura, Ayako Arai. Correction: EBV induces persistent NF-κB activation and contributes
to survival of EBV-positive neoplastic T- or NK-cells. PLoS ONE. 2017.10; 12(8); e0182682

10. Yae Ohata, Anna Tatsuzawa, Yoshio Ohyama, Ayako Ichikawa, Yumi Mochizuki, Sachiko Ishibashi, Yuri
Itakura, Urara Sakurai, Kei Sakamoto, Tohru Ikeda, Masanobu Kitagawa, Kouhei Yamamoto. A distinc-
tive subgroup of oral EBV+ B-cell neoplasm with polymorphous features is potentially identical to EBV+
mucocutaneous ulcer. Hum. Pathol.. 2017.11; 69; 129-139

11. 小田剛史、中川剛士、福田未緒、石場俊之、久保田一徳、藤岡友之、大西威一郎、植竹宏之. 感染を伴う潰
瘍を形成した乳癌局所再発の１例． 癌と化学療法. 2017.11; 44(12); 1850-1852

[講演 · 口頭発表等]

1. 小田剛史、中川剛士、福田未緒、石場俊之、大西威一郎、藤岡友之、久保田一徳、植竹宏之．. 感染を伴う
潰瘍を形成した 乳癌局所再発の一例. 第 39回日本癌局所療法研究会 2017.06.23 京都
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分子腫瘍医学
Molecular Oncology

教授　　　　　田中真二
講師　　　　　秋山好光
講師　　　　　深町博史
助教　　　　　島田　周
臨床検査技師　長崎弘美
大学院生　　　西川路武人
大学院生　　　芹沢海咲

( 1 ) 分野概要

悪性腫瘍、特に難治性である「肝がん」「膵がん」「スキルス胃がん」などの克服をめざし「がん」の分子生物学
的研究から新規治療法の研究開発まで行なっている。「がん」は勿論がん細胞が生み出すものであるが、疾患とし
ての「がん」は生体内の宿主反応、微小環境など様々な因子の複合体によって成り立っている。即ち癌克服のた
めには、「がん」という疾患の臨床情報や手術検体に基づいてベンチの basic researchを進め、その先進的成果を
ベッドサイドの translational researchへと展開する両輪の研究を推進する必要がある。がんの発生、進展、転移
などの分子メカニズムの解明により新規治療法を開発し、次世代の若手研究者育成をめざしている。

( 2 ) 研究活動

1．難治性がん（肝癌、膵癌、スキルス胃癌など）の分子メカニズム解析
2．難治性がんの新規分子標的治療の開発
3．難治性がんのエピゲノム変化を指標とした診断 · 治療の臨床応用
4．がん幹細胞の解析と治療開発
5．幹細胞研究による再生医療開発

( 3 ) 教育活動

学部教育では、講義、実習を行っている。テーマは、衛生学、分子腫瘍学である。

( 4 ) 教育方針

大学院では各学生は教室の研究テーマの中から 1つあるいは 2つを選んで研究を行う。学生は全員遺伝子工学、生
化学実験、細胞培養等の技術を習う。毎週、教室でセミナーを開き、研究の進行状況を発表して討論するととも
に、新着の雑誌から重要な論文を紹介する。

( 5 ) 研究業績

[原著]

1. Oze I, Shimada S, Nagasaki H, Akiyama Y, Watanabe M, Yatabe Y, Matsuo K, Yuasa Y.. Plasma miR-
103, miR-107, and miR-194 levels are not correlated with human diffuse gastric cancer. Journal of Cancer
Research and Clinical Oncology. 2017.03; (143); 551-554
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2. Oba A, Shimada S, Akiyama Y, Nishikawaji T, Mogushi K, Ito H, Matsumura S, Aihara A, Mitsunori
Y, Ban D, Ochiai T, Kudo A, Asahara H, Kaida A, Miura M, Tanabe M, Tanaka S . ARID2 modulates
DNA damage response in human hepatocellular carcinoma cells. Journal of Hepatology. 2017.05; 66(5);
942-951

3. Keiichi Akahoshi, Takanori Ochiai, Ayumi Takaoka, Takuya Kitamura, Daisuke Ban, Atsushi Kudo, Shinji
Tanaka, Minoru Tanabe. Emergency Cholecystectomy for Patients on Antiplatelet Therapy. Am Surg.
2017.05; 83(5); 486-490

4. Atsushi Oba, Atsushi Kudo, Keiichi Akahoshi, Mitsuhiro Kishino, Takumi Akashi, Eriko Katsuta, Ya-
suhito Iwao, Hiroaki Ono, Yusuke Mitsunori, Daisuke Ban, Shinji Tanaka, Yoshinobu Eishi, Ukihide
Tateishi, Minoru Tanabe. A simple morphological classification to estimate the malignant potential of
pancreatic neuroendocrine tumors. J. Gastroenterol.. 2017.05; 52(10); 1140-1146

5. Ohata Y, Shimada S, Akiyama Y, Mogushi K, Ito H, Matsumura S, Aihara A, Mitsunori Y, Ban D,
Ochiai T, Kudo A, Tanabe M, Tanaka S . Acquired resistance with epigenetic alterations under long-term
anti-angiogenic therapy for hepatocellular carcinoma. Molecular Cancer Therapeutics. 2017.06; 16(6);
1155-1165

6. Ueda H, Ban D, Akahoshi K, Mitsunori Y, Matsumura S, Ochiai T, Kudo A, Tanaka S, Tanabe M.
Refractory long-term cholangitis after pancreaticoduodenectomy: a retrospective study World Journal of
Surgery. 2017.07; 41(7); 1882-1889

7. Ishikawa Y, Ban D, Matsumura S, Mitsunori Y, Ochiai T, Kudo A, Tanaka S, Tanabe M. Surgical pitfalls
of jejunal vein anatomy in pancreaticoduodenectomy J Hepatobiliary Pancreat Sci. 2017.07; 4(7); 394-400

[書籍等出版物]

1. Fukamachi H. Encyclopedia of Cancer, 4th ed. Springer, 2017.04 (ISBN : 978-3-662-46874-6)

2. 秋山好光. 第 11節　臨床で活用されている DNAメチル化診断技術と早期化への期待. 疾患 · 病態検査 · 診
断法の開発. 技術情報協会出版, 2017.09 (ISBN : 978-4-86104-674-2)

[総説]

1. 伴　大輔、石川　喜也、赤星　径一、巌　康仁、小野　宏晃、光法　雄介、松村　聡、落合　高徳、工藤　篤、
田中　真二、田邉　稔. 安全な腹腔鏡下肝切除導入のための Difficulty Scoring System 臨床外科. 2017.03;
72(3); 270-275

2. 田邉稔、工藤篤、伴大輔、光法雄介、小野宏晃、小川康介、小倉俊郎、赤星径一、田中真二. 医療安全ガバ
ナンスの確立を目指した外科組織のあり方 日本外科学会雑誌. 2017.05; 118(5); 579-581

3. 工藤　篤、伴　大輔、光法　雄介、赤星　径一、巌　康仁、小野　宏晃、佐藤　拓、石川　喜也、渡邊　秀
一、浅野　大輔、吉野　潤、田中　真二、田邉　稔. 膵神経内分泌腫瘍 (P-NET)の診断、内科的治療、外科
的治療最前線 消化器外科. 2017.05; 40(6); 941-950

4. 工藤　篤、伴　大輔、光法　雄介、赤星　径一、巌　康仁、小野　宏晃、佐藤　拓、水野　裕貴、千代延　
記道、石川　喜也、渡辺　秀一、浅野　大輔、吉野　潤、田中　真二、田邉　稔. 膵神経内分泌腫瘍に対す
る術前治療と効果判定法 胆と膵. 2017.05; 38(5); 519-525

5. 古山貴基、田中真二. 膵癌発生における蛋白分解メカニズムの意義 肝胆膵. 2017.07; 75(1); 79-86

6. Gao D, Herman JG, Cui H, Jen J, Fuks F, Brock MV, Ushijima T, Croce C, Akiyama Y, Guo M..
Meeting Report of the Fifth International Cancer Epigenetics Conference in Beijing, China, October
2016. Epigenomics. 2017.07; 9(7); 937-941

7. 大畠慶映、田中真二. ソラフェニブ不応性獲得の分子メカニズム 肝胆膵. 2017.08; 75(2); 271-280

8. 田中真二. ゲノム解析に基づく個別化医療の可能性　―ゲノム編集とプレシジョン · メディシン クリニシア
ン. 2017.09; 659(64); 853-859

9. 伊藤浩光、田中真二. 膵癌進展における cancer stem cellの役割 肝胆膵. 2017.10; 75(4); 79-86
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[講演 · 口頭発表等]

1. 秋山好光. 臨床的に活用されているDNAメチル化診断. メチル化DNAの測定技術開発セミナー 2017.02.06
品川

2. Ochiai T, Asano D, Yoshino J, Watanabe S, Ishikawa Y, Chiyonobu N, Mizuno Y, Sato T, Ueda H, Iwao
Y, Ono H, Mitsunori Y, Matsumura S, Ban D, Kudo A, Tanaka S, Tanabe M. Surgical Strategy of Hepatic
Resection with Inferior Vena Cava Resection for Liver Cancers. 12th Annual Academic Surgical Congress
2017.02.07 Las Vegas, USA

3. 山本竜也、赤星径一、浅野大輔、松村　聡、巌　康仁、小野宏晃、光法雄介、伴　大輔、落合高徳、工藤　
篤、田中真二、田邉　稔. 十二指腸 GISTに対して十二指腸部分切除、ダブルトラクト再建術を施行した 1
例. 第 25回御茶の水消化器セミナー 2017.02.25 東京

4. 松村聡、水野裕貴、巌康仁、赤星径一、小野宏晃、光法雄介、伴大輔、落合高徳、工藤篤、田中真二、荒井
裕国、田邉稔. 右胃大網動脈グラフトによる冠動脈バイパス術後の膵切除術の経験と工夫. 第 117回　日本
外科学会定期学術集会 2017.04.27 横浜

5. 田邉稔、工藤篤、伴大輔、光法雄介、小野宏晃、赤星径一、田中真二. 特別企画 (2)　医療安全ガバナンス
の確立を目指した外科組織のあり方：肝胆膵外科領域の取り組み. 第 117回　日本外科学会定期学術集会
2017.04.27 横浜

6. 光法雄介、浅野大輔、吉野　潤、佐藤　拓、巌　康仁、小野宏晃、松村　聡、伴　大輔、落合高徳、工藤　
篤、田中真二、田邉　稔. 肝内胆管癌の局在はリンパ節郭清の適応や範囲の判断基準になりうるか. 第 117
回日本外科学会定期学術集会 2017.04.27 横浜

7. 工藤　篤、松村　聡、光法雄介、上田浩樹、佐藤　拓、石川喜也、渡辺秀一、浅野大輔、吉野　潤、伴　大
輔、落合高徳、田中真二、田邉　稔. 神経内分泌腫瘍の生物学的悪性度. 第 117回日本外科学会定期学術集
会 2017.04.27 横浜

8. 佐藤　拓、松村　聡、赤星径一、巌　康仁、小野宏晃、光法雄介、伴　大輔、落合高徳、工藤　篤、田中真
二、田邉　稔. 超高齢者に対する膵切除の検討. 第 117回日本外科学会定期学術集会 2017.04.27 横浜

9. 田中真二、島田周、秋山好光、松村聡、光法雄介、藍原有弘、落合高徳、伴大輔、工藤篤、有井滋樹、田邉
稔. 肝胆膵がんの分子サブタイプと治療抵抗性解析による precision medicineの展開. 第 117回　日本外科
学会定期学術集会 2017.04.27 横浜

10. 吉野潤、巌康仁、浅野大輔、石川喜也、渡邊秀一、千代延記道、水野裕貴、上田浩樹、佐藤拓、小野宏晃、
松村聡、光法雄介、伴大輔、落合高徳、工藤篤、田中真二、田邉稔. 当科における扁平上皮癌肝転移切除例
の検討. 第 117回　日本外科学会定期学術集会 2017.04.28 横浜

11. 渡邊秀一、工藤篤、浅野大輔、吉野潤、石川喜也、千代延記道、水野裕貴、上田浩樹、佐藤拓、巌康仁、小野
宏晃、光法雄介、松村聡、落合高徳、伴大輔、田中真二、田邉稔 . 内分泌症状の責任病変が肝転移であった膵
神経内分泌腫瘍症例における肝 SASI試験の有用性. 第 117回　日本外科学会定期学術集会 2017.04.28 横浜

12. 千代延記道、松村聡、浅野大輔、吉野潤、石川喜也、渡邊秀一、水野裕貴、上田浩樹、佐藤拓、巌康仁、光
法雄介、藍原有弘、伴大輔、落合高徳、工藤篤、田中真二、田邉稔. 非 B非 Cアルコール性肝細胞癌症例に
おける臨床病理学的検討. 第 117回　日本外科学会定期学術集会 2017.04.29

13. 浅野大輔、伴大輔、吉野潤、巌康仁、小野宏晃、光法雄介、松村聡、落合高徳、工藤篤、田中真二、田邉稔.
膵切除後脂肪肝～高力価膵酵素剤治療不応症例への治療アプローチ～. 第 117回　日本外科学会定期学術集
会 2017.04.29

14. 石川喜也、光法雄介、赤星径一、小野宏晃、松村聡、伴大輔、落合高徳、工藤篤、田中真二、田邉稔. 膵管内乳頭
粘液性腫瘍 (IPMN)の手術時にリンパ節郭清は必要か?. 第 117回　日本外科学会定期学術集会 2017.04.29

15. 赤星径一、田中真二、松村聡、光法雄介、小野宏晃、伴大輔、落合高徳、工藤篤、田邉稔. 糖尿病肥満関連
肝癌の背景肝における connective tissue growth factor(CTGF)の発現に関する検討. 第 117回　日本外科
学会定期学術集会 2017.04.29

16. 落合高徳、吉野潤、浅野大輔、渡邊秀一、石川喜也、水野裕貴、佐藤拓、上田浩樹、巌康仁、小野宏晃、光
法雄介、松村聡、藍原有弘、伴大輔、工藤篤、田中真二、田邉稔. 肝細胞癌腹膜播種症例における外科的切
除の検討. 第 117回日本外科学会定期学術集会 2017.04.29
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17. 伴大輔、大井啓司、工藤敏文、齋藤一隆、巌康仁、松村聡、光法雄介、小野宏晃、落合高徳、工藤篤、水野
裕貴、田中真二、藤井靖久、井上芳徳、荒井裕国、田邉稔. 下大静脈高度腫瘍浸潤 · 腫瘍栓症例に対する多
領域外科の協力による総合戦略. 第 117回日本外科学会定期学術集会 2017.04.29

18. 工藤　篤、伴　大輔、田中真二、田邉　稔. NET-G1/G2の治療戦略　 TACE/TAEの位置づけ. 第 29回日
本内分泌外科学会総会 2017.05.18 神戸

19. Hiroaki Ono、Keiichi Akahoshi、Yasuhito Iwao、Satoshi Matsumura、Yuusuke Mitsunori、Daisuke Ban、
Takanori Ochiai、Atsushi Kudo、Shinji Tanaka、Minoru Tanabe. Clinical evaluation of lymph node
metastasis after surgery of IPMN. 6th A-PHPBA 29th JSHBPS 2017.06.08 yokohama

20. Yusuke Mitsunori、Daisuke Ban、Hiroaki Ono、Keiichi Akahoshi、Yasuhito Iwao、Satoshi Matsumura、
Takanori Ochiai、Atsushi Kudo、Shinji Tanaka、Minoru Tanabe. Can we predict postoperative diabetes
mellitus in patient with distal pancreatectomy?. 6th A-PHPBA & 29th JSHBPS 2017.06.08 yokohama

21. Atsushi Kudo、Daisuke Ban、Keiichi Akahoshi、Satoshi Matsumura、Yusuke MItsunori、Yasuhito Iwao、
Shinji Tanaka、Minoru Tanabe. How to manage liver metastases of pancreatic NET?. 6th A-PHPBA &
29th JSHBPS 2017.06.08 yokohama

22. Atsushi Kudo、Daisuke Ban、Keiichi Akahoshi、Yusuke Mitsunori、Shinji Tanaka、Minoru Tanabe. Sys-
temic therapy may decide surgical indication for patients with Unresectable of Metastatic Pancreatic
Neuroendocrine Tumor. 6th A-PHPBA & 29th JSHBPS 2017.06.08 yokohama

23. Shuichi Watanabe、Daisuke Ban、Yasuhito Iwao、Keiichi Akahoshi、Akihiro Ono、Yusuke Mitsunori、
Satoshi Matsumura、Takanori Ochiai、Atsushi Kudo、Shinji Tanaka、Minoru Tanabe. Study of the
prognosis of recurrent pancreatic cancer: The significance of the solitary recurrence. 2017.06.08

24. Hiroki Ueda、Daisuke Ban、Atsushi Kudo、Takanori Ochiai、Shinji Tanaka、Minoru Tanabe . Refractory
long-term cholangitis after pancreaticoduodenectomy: a retrospective study . 6th A-PHPBA & 29th
JSHBPS 　 2017.06.09 yokohama

25. Ken-ichi Okada、Daisuke Ban、Keiichi Akahoshi、Yasuhito Iwao、Hiroaki Ono、Yusuke Mitsunori、Satoshi
Matsumura、Atsushi Kudo、Shinji Tanaka、Minoru Tanabe. The optimal pancreatic stump closure method
of a laparoscopic distalpancreatectomy: wrapping and fibrin capping technique. 6th A-PHPBA & 29th
JSHBPS 2017.06.09 yokohama

26. Takehiro Okabayashi、Daisuke Asano、Keiichi Akahoshi、Hiroaki Ono、Yusuke Mitsunori、Atsushi Kudo、
Shinji Tanaka、Minoru Tanabe. The optimal management depending on the features of CT imaging of
borderline resectable pancreatic cancer. 6th A-PHPBA & 29th JSHBPS 2017.06.09 yokohama

27. Takehisa Yazawa、Hiroaki Ono1、Yasuhito Iwao、Satoshi Matsumura、Yusuke Mitsunori、Daisuke Ban、
Takanori Ochiai、Atsushi Kudo、Shinji Tanaka、Minoru Tanabe. Clinical significance of enhancing nodules
in preoperative imaging studies of IPMN. 6th A-PHPBA & 29th JSHBPS 2017.06.10 yokohama

28. 加藤智敬、伴大輔、赤須雅文、吉野潤、渡辺秀一、千代延記道、水野裕貴、小倉俊郎、小川康介、小野宏晃、
光法雄介、工藤篤、田中真二、田邉稔 . 胃後壁体外吊り上げ法を用いた術野展開と腹腔鏡下膵体尾部切除術
の定型化への取り組み . The 6th SUMMER SEMINAR in OKINAWA 2017.07.01 那覇

29. 渡邊秀一、伴大輔、赤星径一、小倉俊郎、小川康介、小野宏晃、光法雄介、工藤篤、田中真二、田邉稔 . 腹
腔鏡下膵体尾部切除術後の膵液瘻低減を目指して：吸収性組織補強シート/フィブリン糊による膵断端処理 .
The 6th SUMMER SEMINAR in OKINAWA 2017.07.01 那覇

30. 光法雄介、伴大輔、赤須雅文、加藤智敬、吉野潤、渡辺秀一、千代延記道、水野裕貴、赤星径一、小倉俊郎、
小川康介、小野宏晃、工藤篤、田中真二、田邉稔 . 腹腔鏡下肝部分切除術における手技の工夫 . The 6th
SUMMER SEMINAR in OKINAWA 2017.07.01 那覇

31. Fukamachi, H., Nishikawaji, T., Shimada, S., Akiyama, Y., Yuasa, Y., Tsuchiya, Kim, W. H., K., Tanaka,
S.. Identification of a signal transduction pathway working in the genesis and progression of diffuse
type gastric cancers. . Post-A3 Meeting 2017 Epigenetic Signature of Carcinogenesis 2017.07.03 Naha,
Okinawa

32. 北畑富貴子、朝比奈靖浩、田邉稔、田中真二、村川美也子、新田沙由梨、柿沼晴、永田紘子、金子俊、浅野
侑、角田知之、三好正人、井上恵美、佐藤綾子、井津. 肝炎ウイルス制御下および B型肝炎ウイルス既往感
染における肝細胞癌遺伝子変異の検討. 第 53回日本肝癌研究会 2017.07.06 東京
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33. 田中真二、北畑富貴子、朝比奈靖浩、村川美也子、新田沙由梨、柿沼晴、永田紘子、金子俊、浅野侑、角田
知之、三好正人、井上恵美、佐藤綾子、井津井康浩、中川美奈、東正新、田邉稔、前川伸哉、榎本信幸、渡
辺守. 肝炎ウイルス制御下および B型肝炎ウイルス既往感染における肝細胞癌遺伝子変異の検討. 第 53回
日本肝癌研究会 2017.07.06

34. 田中真二. 肝癌と抗ウイルス療法. 第 53回日本肝癌研究会 2017.07.07

35. 伴　大輔、浅野　大輔、吉野　潤、渡辺　秀一、水野　裕貴、千代延　記道、赤星　径一、小倉　俊郎、小
川　康介、小野　宏晃、光法　雄介、工藤　篤、田中　真二、田邉　稔. BR膵癌の CT画像膵外進展評価
における淡い網目状高吸収所見の意義. 第 48回　日本膵臓学会大会 2017.07.15

36. 工藤　篤、伴　大輔、小倉　俊郎、小野　宏晃、赤星　径一、光法　雄介、小川　康介、田中　真二、田邉
　稔. 膵 NETの肝転移に対する外科的治療：ガイドラインの問題点と今後の展望. 第 48回　日本膵臓学会
大会 2017.07.15

37. 千代延記道、小野宏晃、巌　康仁、松村　聡、光法雄介、伴　大輔、落合高徳、工藤　篤、田中真二、田邉
　稔. 膵管内乳頭粘液性腫瘍 (IPMN）切除例における術前画像検査での造影される結節の意義. 第 72回日
本消化器外科学会総会 2017.07.20

38. 渡辺秀一、伴　大輔、巌　康仁、小野宏晃、光法雄介、松村　聡、落合高徳、工藤　篤、田中真二、田邉　
稔. 再発形式による膵癌術後再発例の予後の差異の検討. 第 72回日本消化器外科学会総会 2017.07.20

39. 小野宏晃、赤星径一、巌　康仁、松村　聡、光法雄介、伴　大輔、落合高徳、工藤　篤、田中真二、田邉　
稔. 膵管内乳頭粘液性腫瘍（IPMN)切除症例におけるリンパ節転移の臨床的評価. 第 72回日本消化器外科
学会総会 2017.07.20

40. 光法雄介,赤星径一,巌 康仁,小野宏晃,松村 聡,伴 大輔,落合高徳,工藤 篤,田中真二,田邉 稔. 胆肝細胞癌
の局在はリンパ節郭清の適応や範囲の判断基準になりうるか. 第 72回日本消化器外科学会総会 2017.07.21

41. 田中真二. ワークショップ 14関連④臨床応用を目指した消化器外科領域の基礎研究 · 橋渡し研究 4. 第 72回
日本消化器外科学会総会 2017.07.21

42. 伴大輔、渡邊秀一、小野宏晃、松村聡、光法雄介、落合高徳、工藤篤、田中真二、田邉稔. 局所進行切除不
能膵癌に対する導入化学療法と放射線化学療法後の Conversion Surgeryの有用性. 第 72回日本消化器外科
学会総会 2017.07.21

43. 上田浩樹、伴　大輔、工藤　篤、落合高徳、田中真二、田邉　稔. 膵頭十二指腸切除後の反復する胆管炎. 第
72回日本消化器外科学会総会 2017.07.21

44. 田中真二、大庭篤志、小川康介、小野宏晃、光法雄介、伴大輔、工藤篤、有井滋樹、田邉稔. プレシジョン ·
メディシンによる肝細胞癌の予後予測と治療展開. 第 72回日本消化器外科学会総会 2017.07.22 金沢

45. 赤星径一、巌康仁、小野宏晃、光法雄介、伴大輔、落合高徳、工藤篤、田中真二、田邉稔. 膵頭十二指腸切
除術後膵液瘻防止のための当科の工夫. 第 72回日本消化器外科学会総会 2017.07.22

46. 工藤篤、伴大輔、田中真二、田邉稔. 機能性 NET肝転移に対する肝切除術式を決定する Liver SASI testの
有用性. 第 72回日本消化器外科学会総会 2017.07.22

47. 吉野　　潤、伴　　大輔、赤星　径一、小倉　俊郎、小川　康介、小野　宏晃、光法　雄介、工藤　　篤、
田中　真二、田邉　　稔. より低侵襲な腹腔鏡下膵体尾部切除術を目指して～ Reduced Port Surgery. 6th
reduced port surgery forum 2017 2017.08.05

48. 秋山好光. 臨床で活用されている DNAメチル化診断技術とがんの早期発見 · 治療への期待. がん早期診断
の最新技術と実用化セミナー 2017.09.11 品川

49. 島田周, 大畠慶映, 秋山好光, 田中真二. Acquired resistance with epigenetic alterations under long-term
anti-angiogenic therapy for hepatocellular carcinoma. 第 76回日本癌学会総会 2017.09.28 横浜

50. Fukamachi, H., Nishikawaji, T., Shimada, S., Akiyama, Y., Yuasa, Y., Tsuchiya, K., Tanaka, S. . Iden-
tification of signal transduction pathway in PDX-derived diffuse-type gastric tumor-initiating cells.. The
76th Annual Meeting of the Japanese Cancer Association 2017.09.30 Yokohama

51. Akiyama Y, Nishikawaji T, Shimada S, Yuasa Y, Tanaka S.. Molecular mechanisms of SETDB2 histone
methyltransferase overexpression in gastric cancer.. 第 76回日本癌学会総会 2017.09.30 横浜
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52. 田中真二、大畠慶映、田邉稔. 生体内における治療抵抗性獲得メカニズム解明と高度進行肝癌への臨床応用
（ワークショップ）. 第 15回日本消化器外科学会大会 2017.10.14 福岡

53. 田中真二、大庭篤志、島田周、秋山好光、小川康介、小野宏晃、光法雄介、伴大輔、工藤篤、有井滋樹、田邉
稔. 肝がん難治性サブタイプのゲノム編集解析とプレシジョン · メディシンによる治療戦略（ワークショッ
プ）. 第 55回日本癌治療学会学術集会 2017.10.21 横浜

[特許]

1. Dominant negative mutants of IRS-1 and uses there of (Tanaka S, Wands JR), 特許番号：United States
Patent 6,528,479

2. Compositions and methods for detection and treatment of hepatocellular carcinoma (Tanaka S, MacDon-
ald G), 出願番号：US 61/811,360

[その他業績]

1. 「 肝がん変異遺伝子 ARID2による発がんメカニズムを解明 」―　肝がんのプレシジョン · メディシンへ
応用が期待　―, 2017年 02月
Journal of Hepatology

2. 「 がんが生体内で治療抵抗性を獲得するメカニズムを解明 」―　薬剤耐性肝がんの新たな治療法開発への
期待　―, 2017年 02月
Molecular Cancer Therapeutics
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診断病理学
Surgical Pathology

病理部長： 北川昌伸（兼、包括病理学教授）
副部長： 明石巧（診断病理学准教授）
助教： 菅原江美子、桐村進、冨井翔平、今田安津子
医員： 三浦圭子
秘書： 上野彩子

( 1 ) 分野概要

診断病理学分野は、１．病理診断を通じた診療への参加、２．病理解剖を通じた医療行為の検証、３．病理診断
医の育成、４．病理形態学的な新しい診断方法の開発という 4つを目標としている。本学病理関連部門（人体病
理学分野、包括病理学分野、保健衛生学研究科分子病態検査学分野、難研神経病理学分野、歯学部分子病態学分
野）及び臨床各科と連携しながら診療、教育、研究活動を行っている。

( 2 ) 研究活動

1)　癌細胞の浸潤 · 非浸潤を識別するマーカーの探索とその病態生理　
2)　染色体転座型癌の臨床病理学的研究　
3) 　前立腺発癌と細菌感染

( 3 ) 教育活動

医学部教育においては手術材料 · 剖検症例を用いて基本的な腫瘍性 · 非腫瘍性疾患の病理を学習する機会を学生に
提供し、病態の理解と診断技術の習得に寄与している。卒後教育においては病理専門医の取得、病理学的研究の
基盤となる病理組織診断、細胞診断、病理解剖診断の研修を行っている。

( 4 ) 教育方針

肉眼 · 組織形態学的な方法による疾患の診断 · 病態の評価を実践する能力を取得することが基本となる。そして病
理診断上の問題点や限界点を抽出、その解決に必要な研究技術を取得、問題解決を通じて新たな病理組織学的な
診断方法を開発していくことを目標とする。

( 5 ) 臨床活動および学外活動

人体病理学講座、包括病理学講座、保健衛生学研究科分子病態検査学分野、歯学部分子病態学分野と連携しなが
ら病理解剖 38例、細胞診断 9,957件、組織診断 11,574件の診療を行っている。臨床病理カンファレンスは 2014
年においては約 200回開催されている。
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( 6 ) 臨床上の特色

診断病理学は直接患者に接することないが、患者の病気となっている臓器を形態学的に観察し、腫瘍を中心とし
た様々な疾患の病理形態学的診断を通じて診療に参加している。腫瘍の悪性度や組織型の診断、進行度の詳細な
評価に加えて、分子標的薬に代表される薬物治療においても個々の患者に最も適切な選択を考慮する際に病理組
織学的な評価が必須となってきた。このような時代の新しい要求に対しても適切に対応できるよう、人体病理学
分野、包括病理学分野と協力し、免疫染色、電子顕微鏡や FISHなどの先端技術を用いて各臓器の高度な専門性に
対応した診療を行っている。

( 7 ) 研究業績

[原著]

1. Yamanishi, E., Hasegawa, K., Fujita, K., Ichinose, S., Yagishita, S., Murata, M., Tagawa, K., Akashi, T.,
Eishi, Y., Okazawa, H.. A novel form of necrosis, TRIAD, occurs in human Huntington’s disease. Acta
Neuropathologica Communications.. 2017.03; 5(19);

2. Yumi Sakakibara, Yoshimi Suzuki, Toshihide Fujie, Takumi Akashi, Tadatsune Iida, Yasunari Miyazaki,
Yoshinobu Eishi, Naohiko Inase. Radiopathological Features and Identification of Mycobacterial Infections
in Granulomatous Nodules Resected from the Lung. Respiration. 2017.03; 93(4); 264-270

3. Kiichiro Tsuchiya, Ryohei Hayashi, Keita Fukushima, Shuji Hibiya, Nobukatsu Horita, Mariko Negi,
Eisaku Itoh, Takumi Akashi, Yoshinobu Eishi, Satoshi Motoya, Yoshiaki Takeuchi, Reiko Kunisaki, Ken
Fukunaga, Shiro Nakamura, Naoki Yoshimura, Masakazu Takazoe, Bunei Iizuka, Yasuo Suzuki, Masakazu
Nagahori, Mamoru Watanabe. Caudal type homeobox 2 expression induced by leukocytapheresis might
be associated with mucosal healing in ulcerative colitis. J. Gastroenterol. Hepatol.. 2017.05; 32(5);
1032-1039

4. Atsushi Oba, Atsushi Kudo, Keiichi Akahoshi, Mitsuhiro Kishino, Takumi Akashi, Eriko Katsuta, Ya-
suhito Iwao, Hiroaki Ono, Yusuke Mitsunori, Daisuke Ban, Shinji Tanaka, Yoshinobu Eishi, Ukihide
Tateishi, Minoru Tanabe. A simple morphological classification to estimate the malignant potential of
pancreatic neuroendocrine tumors. J. Gastroenterol.. 2017.05;

5. Shohei Tomii, Takumi Akashi, Noboru Ando, Tomoki Tamura, Akira Sakurai, Asami Terada, Asuka
Furukawa, Yoshimi Suzuki, Kou Kayamori, Kei Sakamoto, Hironori Ishibashi, Yoshinobu Eishi. Cortical
Actin Alteration at the Matrix-Side Cytoplasm in Lung Adenocarcinoma Cells and Its Significance in
Invasion. Pathobiology. 2017.07; 84(4); 171-183

6. Ochi Junichi, Ohtani Yoshio, Takemura Tamiko, Akashi Takumi, Tateishi Tomoya, Miyazaki Yasunari,
Inase Naohiko, Yoshizawa Yasuyuki. Histological variability and consequences in chronic bird-related
hypersensitivity pneumonitis. Respirology. 2017.10; 22(7); 1350-1356

[書籍等出版物]

1. 腎癌診療ガイドライン. 2017.07

2. 病理と臨床. 2017.10

[講演 · 口頭発表等]

1. 太田 充胤, 浅川 雅博, 村上 正憲, 坊内 良太郎, 南 勲, 橋本 貢士, 吉本 貴宣, 川村 尚子, 藤井 靖久, 木原 和
徳, 根木 真理子, 明石 巧, 江石 義信, 笹野 公伸, 小川 佳宏 . 淡明細胞と緻密細胞が混在し、特異な組織像を
呈した副腎性 Cushing症候群の一例. 日本内分泌学会 2017.04.20

2. 三浦　圭子, 明石 巧. 稀な組織亜型を呈した皮膚悪性黒色腫の 3例 (偽腺管様 · 偽ロゼット状 · 渦巻き状). 第
106回日本病理学会総会 2017.04.28

3. 冨井 翔平, 山本 浩平, 新井 文子, 明石 巧, 江石 義信. 動脈瘤の形成と急速に進行する四肢の麻痺をみた慢性
活動性 EBウイルス感染症の剖検例. 第 106回日本病理学会総会 2017.04.28

4. 瀬戸口知里、桜井聖、中嶋裕、桐村進、関根正喜、安藤登、明石巧、江石義信. 細胞診で推定しえた線維形
成性小円形細胞腫瘍の 1例. 第 58回日本臨床細胞学会総会 2017.05.26
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5. 福田 未緒, 小田 剛史, 中川 剛士, 藤岡 友之, 久保田 一徳, 秋田 くらら, 大西 威一郎, 明石 巧, 秋山 太, 植竹
宏之. 腺筋上皮腫が悪性転化し局所再発した 1例. 日本乳癌学会総会 2017.07.13
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疾患モデル動物解析学
Experimental Animal Model for Human Disease

教授　金井　正美　　　　　　　　
講師　平手　良和　　　　　　　　　
助教　遠藤　衆
　　　鈴木　仁美
　　　高瀬　比菜子

( 1 ) 分野概要

疾患モデル動物解析学分野は実験動物センター、疾患モデル動物開発部の協力講座として 2010年４月に発足した
講座です。目標の１つに疾患モデル動物の形態解析を掲げており、特に先天性疾患のモデル動物開発に力を入れ
ています。
疾患モデルマウスと原因因子の関連性の解析を通じて、胎生期診断を早期に行い、早期治療を行うための基礎デー
タを収集することを目的に研究を行っています。

( 2 ) 研究活動

1.遺伝子改変マウスの作成や遺伝子改変マウスを用いた器官形成の分子生物学的な解析
2.内胚葉決定遺伝子 SOX17変異マウスを利用した疾患モデルとしての応用
3.着床不全モデルマウスを用いた着床の分子機構の解析
4.早期卵巣機能不全症モデルマウスを用いた卵胞維持成熟機構の解析
5.造精子機能に関わる遺伝子改変マウスを用いた精子幹細胞制御機構の解析

( 3 ) 教育活動

講義は実験動物に関する学部教育と大学院医歯学総合研究科初期研究研修プログラム［動物実験の進め方］など
を行っている。

( 4 ) 研究業績

[原著]

1. Hiroki Higashiyama, Aisa Ozawa, Hiroyuki Sumitomo, Mami Uemura, Ko Fujino, Hitomi Igarashi, Kenya
Imaimatsu, Naoki Tsunekawa, Yoshikazu Hirate, Masamichi Kurohmaru, Yukio Saijoh, Masami Kanai-
Azuma, Yoshiakira Kanai. Embryonic cholecystitis and defective gallbladder contraction in the Sox17-
haploinsufficient mouse model of biliary atresia. Development. 2017.05; 144(10); 1906-1917

2. Ryuichi Ohgaki, Takahiro Ohmori, Saori Hara, Saya Nakagomi, Masami Kanai-Azuma, Kazuko Kaneda-
Nakashima, Suguru Okuda, Shushi Nagamori, Yoshikatsu Kanai. Essential Roles of L-Type Amino Acid
Transporter 1 in Syncytiotrophoblast Development by Presenting Fusogenic 4F2hc. Mol. Cell. Biol..
2017.06; 37(11);
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3. Kento Miura, Chiharu Murata, Kyoko Harikae, Hitomi Suzuki, Masami Kanai-Azuma, Masamichi Kurohmaru,
Naoki Tsunekawa, Yoshiakira Kanai. Defects in the first wave of folliculogenesis in mouse XO ovaries. J.
Reprod. Dev.. 2017.06; 63(3); 333-338

4. Kasane Kishi, Aya Uchida, Hinako M Takase, Hitomi Suzuki, Masamichi Kurohmaru, Naoki Tsunekawa,
Masami Kanai-Azuma, Stephen A Wood, Yoshiakira Kanai. Spermatogonial deubiquitinase USP9X is
essential for proper spermatogenesis in mice. Reproduction. 2017.08; 154(2); 135-143

[書籍等出版物]

1. 獣医組織学　第七版. 株式会社　学窓社, 2017.03

[講演 · 口頭発表等]

1. 大内克洋「他」. 心臓血管外科研究に向けたブタ人工心肺モデルの構築. 第 45回人工心臓と補助循環懇話会
学術集会 2017.02.17 山梨県笛吹市石和町

2. Hirate Yoshikazu, Hayakawa Kana, Toyomura Yuga, Igarashi Hitomi, Miura Kento, Kanai Yoshiakira,
Kanai-Azuma Masami. Sox17heterozygous mutant females are defective in implantation. Annual Meeting
of the Japanese Society of Developmental Biologists 50th 2017.05.10 Tower Hall Funabori

3. 平手良和、早川佳那、豊村友賀、五十嵐瞳、三浦健人、金井克晃、金井正美. Sox17ヘテロ変異着床不全マ
ウスにおける子宮上皮遺伝子の発現変化. 第 64回日本実験動物学会 2017.05.25 ビッグパレットふくしま

4. 鈴木仁美、鈴木敦、仲拓馬、Aleksandar Rajkovic、金井正美. マウス原始卵胞における Prmt5の機能は卵
成熟に必須である. 第 64回日本実験動物学会 2017.05.25 ビッグパレットふくしま

5. 大垣隆一、大森崇弘、原早織、中込咲綾、金井正美、兼田（中島）加珠子、奥田傑、永森収志、金井好克. ア
ミノ酸トランスポーター LAT1は膜融合関連因子 4F2hcの細胞膜提示による胎盤合胞体性栄養膜の形成に
必須である. 第 12回トランスポーター研究会 2017.07.08 東北大学

6. 早川佳那、平手良和、上村麻実、三浦健人、金井克晃、金井正美. Sox17ヘテロ変異雌マウスの子宮におけ
る着床不全のメカニズム解析. 第 160回日本獣医学会 2017.09.13 鹿児島大学

7. 今井松健也、藤井渉、三浦健人、平松竜司、金井正美、九郎丸正道、金井克晃. Y染色体上の Sryに FLAG-tag
をノックインした XY Sry-Flag系統の樹立. 第 160回日本獣医学会 2017.09.13 鹿児島大学

8. 村田千晴、三浦健人、東山大毅、平手良和、金井正美、平松竜司、九郎丸正道、金井克晃. Amh欠損雄マウ
スにおける遺残子宮の形態学的解析. 第 160回日本獣医学会 2017.09.13 鹿児島大学

9. 五十嵐瞳、上村麻実、平松竜司、平手良和、橋本晴夫、末水洋志、金井克晃、九郎丸正道、金井正美. マウス
Sox17は胎盤辺縁部の壁側内胚葉の正常な分化、維持に必須である. 第 160回日本獣医学会 2017.09.13 鹿児
島大学

10. Pattarapanawan　M,　Uemura M, Higashiyama H, Hiramatsu R, Tsunekawa N, Kurohmaru M, Kanai-
Azuma M, Kanai Y.. Morphological change in hepatobiliary and related structures in postnatal and adult
Sox17+/- mice. 6th congress-asian-veterinary-anatomists 2017.10.15 Malaysia

11. 上村-鎌田 麻実、 Pattarapanawan Montri、 金井克晃、 金井正美. Sox17ハプロ不全マウスモデルでの胆
道閉鎖症の病態解析. 第 44回日本胆道閉鎖症研究会 2017.10.21 九州大学

12. 平手良和、早川佳那、中野有紀、上村麻実、三浦健人、金井克晃、金井正美. マウス子宮上皮における転写
因子 Sox17の発言は着床の成立に必須である. 第 40回日本分子生物学会 2017.12.06 神戸ポートアイランド

13. 高瀬比菜子、藤田彩果、鈴木仁美、金井正美. マウス卵巣の卵胞形成におけるWntシグナルの役割. 第 40
回日本分子生物学会 2017.12.06 神戸ポートアイランド

14. 五十嵐瞳、平松竜司、上村麻実、平手良和、九郎丸正道、橋本晴夫、末水洋志、金井正美、金井克晃. マウ
ス壁側内胚葉細胞の維持と SOX17、SOX7の相補的機能. 第 40回日本分子生物学会 2017.12.06 神戸ポート
アイランド
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シグナル遺伝子制御学
Signal Gene Regulation

教授　　中村　正孝
准教授　船戸　紀子
助教　　水口　真理子

( 1 ) 分野概要

私たちの研究室では、細胞の分化やがん化の機構を転写制御に着目して解析を行っています。遺伝子はDNAを鋳
型として RNAに転写され、翻訳後、タンパク質として機能を発揮します。転写因子が、細胞特異的に遺伝子の発
現を誘導し、特定の細胞へ分化を促すことで、私たちの体の恒常性は保たれています。一方、転写制御機構が破
綻すると、異常な遺伝子の発現が生じ、がんや様々な疾患を引き起こします。いくつかの疾患遺伝子に焦点を当
て、正常と疾患で比較しながら、転写制御機構を調べています。

( 2 ) 研究活動

1. ヒト T細胞白血病ウィルス（HTLV-I）による T細胞のがん化機構の解析
2. 頭蓋顔面の形態形成における転写調節因子の解析
3. hTERT遺伝子の転写制御機構の解析
4. プロスタグランジン D2受容体 (CRTH2)の機能解析

( 3 ) 研究業績

[原著]

1. *Noriko Funato, Masataka Nakamura. Identification of shared and unique gene families associated with
oral clefts. Int J Oral Sci. 2017.06; 9(2); 104-109

[講演 · 口頭発表等]

1. Mariko Mizuguchi, Toshifumi Hara, Manami Yoshita-Takahashi, Yuetsu Tanaka, Takuya Fukushima,
Masataka Nakamura. Expression of the Human Telomerase Reverse Transcriptase (hTERT) in Human
T-cell Leukemia Virus Type 1 (HTLV-1)-Infected T-cells.. The 18th International Conference on Human
Retrovirology: HTLV and Related Viruses 2017.03.08 Tokyo

2. 水口　真理子、原　敏文、高橋　真奈美、田中　勇悦、福島　卓也、中村　正孝. HTLV-1感染細胞におけ
る hTERT遺伝子の発現制御機構の解析. 第 4回日本 HTLV-1学会学術集会 2017.08.19 大阪

3. Taga Y, Kusubata M, Ogawa-Goto K, Hattori S, Funato N. Gelatin Hydrolysates Prepared Using Ginger
Protease Promote Osteoblast Differentiation. The 65th Annual Meeting of Japanese Association for Dental
Research 2017.11.18 Showa University, Tokyo

4. Funato N, Srivastava D, Yanagisawa H. Tbx1 knockout mice exhibit dysregulated expression of genes
associated with cleft palate in humans. ASCB/EMBO 2017 Meeting 2017.12.05 Philadelphia, USA
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5. Taga Y, Laurie LE, Kokubo H, Saga Y, Kusubata M, Ogawa-Goto K, Hattori S, Funato N. Role of HAND1
in collagen expression and post-translational modifications in the long bone. ASCB/EMBO 2017 Meeting
2017.12.05 Philadelphia, USA

[その他業績]

1. 平成 27年度「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ事業（連携型）」平成 29年度 研究力強化共同研
究支援事業, 2017年 04月
「転写因子とコラーゲン分子群の相関に対する解析および新規コラーゲンペプチドの骨芽細胞誘導メカニズ
ムの解析」研究代表者　船戸紀子

2. 平成 27年度　科学技術人材育成費補助事業 「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（連携型）」 平
成 29年度 産学連携共同研究支援事業 , 2017年 04月
「新規コラーゲンペプチドの骨芽細胞誘導メカニズムの解析」研究代表者　船戸紀子

3. アステラス病態代謝研究会　平成 29年度研究助成金, 2017年 12月
「ディジョージ症候群疾患遺伝子による顎顔面発生制御」研究代表者　船戸紀子

[社会貢献活動]

1. 高大連携プログラム, 東京医科歯科大学 統合教育機構 入試課, 2017年 07月 18日
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生体材料機能医学
Material Biofunctions

位高　啓史（教授）
永井　亜希子（准教授）
野崎　浩佑（助教）

( 1 ) 分野概要

本分野は生体材料＝バイオマテリアルの医療への応用を目指して、新しい材料の細胞 · 動物を利用した機能解析、
疾患モデル動物を用いた POC（Proof of Concept）の獲得、社会実装を目指した医師 · 企業との共同研究に取り
組んでいます。現在進められている主なテーマは以下の通りです。

1. mRNA送達による新しい遺伝子治療法
mRNAを細胞内に送達することによって、治療に役立つタンパク質を発現 · 分泌させたり、細胞の機能を体内で
直接制御したりすることができます。mRNAはゲノム挿入変異を引き起こすことはなく、次世代の安全な遺伝子
治療法として期待されます。しかし、mRNA分子は非常に不安定な物質で、これを安定な形で細胞内に送り込む
ことは非常に困難でした。本分野ではドラッグデリバリーシステム（DDS）の技術を用いて、mRNAを安定に保
持し、生体内に安全に送達するナノキャリアを開発し、脳、脊髄、関節軟骨、肝臓など多くの臓器 · 組織にmRNA
が送達可能であることを実証しています。この技術を用いて、現在多くの難治疾患、再生医療分野への治療応用
を目指した研究に取り組んでいます。

2. 細胞移植治療に応用可能なスフェロイド細胞培養基盤
細胞移植は疾患治療 · 再生医療などに重要な治療手段となっていますが、移植された細胞が必ずしも期待された機
能を発揮できないことがあります。血球系以外の細胞は本来生体内では必ず他の細胞や基質と接着して機能が保
たれており、移植の際細胞がばらばらになってしまうことが原因のひとつと考えられます。本分野では細胞間接
着を維持した形での移植を可能とするスフェロイド細胞培養基盤を開発し、機能解析 · 治療への応用を進めていま
す。特にmRNAによる遺伝子導入を併用することによって、移植細胞の自在な機能制御が可能となり、広い応用
が期待されます。

3．骨形成能を亢進させる機能性材料
歯科インプラント治療は，既に幅広く臨床応用され優れた臨床経過が報告されていますが，一部の症例では期待
された機能を発揮できないことがあります．天然歯は骨と歯根膜を介して結合し機能を発揮しますが，現在利用
されている歯科インプラント材料が骨と直接結合し，歯根膜組織が欠損していることが原因の一つと考えられま
す．本分野では歯根膜結合型歯科用インプラント材料の開発に取り組むとともに，歯周組織恒常性維持のメカニ
ズムの解明を進めています．

4．材料—生体組織間反応の解明
生体材料はその最表面で生体組織と接触し、機能を発揮していきます。用いる組織に対して好ましい機能をもつ
材料は生体適合性材料と呼ばれ、医療応用が期待できます。しかし時には思わぬ副作用が認められるものもあり
ます。本分野では、生体材料表面が細胞や生体組織に与える影響を評価しそのメカニズムを解明します。そして、
それらの知見を表面科学に基づいた材料デザインへの情報としてフィードバックすることを目指します。



— 738 —

生体機能修復研究部門

( 2 ) 教育活動

再生医工学に貢献するバイオマテリアルの開発 · 研究を主導的に行える研究者を養成するために、生体活性に着目
した医療デバイス—生体組織界面に関する基礎科学と、組織工学や再生医工学に関連するバイオマテリアルの先
端研究および応用開発について学ぶ。

( 3 ) 研究業績

[原著]

1. Liza S, Hieda J, Akasaka H, Ohtake N, Tsutsumi Y, Nagai A, Hanawa T. Deposition of boron doped DLC
films on TiNb and characterization of their mechanical properties and blood compatibility Sci. Technol.
Adv. Mater.. 2017.01; 18; 76-87

2. Norio Wada, Naohiro Horiuchi, Makoto Nishio, Miho Nakamura, Kosuke Nozaki, Akiko Nagai, Kazuaki
Hashimoto, Kimihiro Yamashita. Crystallization of calcium phosphate in agar hydrogels in presence of
polyacrylic acid under double diffusion conditions Crystal Growth & Design. 2017.01; 17(2); 604-611

3. Donghe Shen, Naohiro Horiuchi, Kosuke Nozaki, Michiyo Miyashin, Kimihiro Yamashita, Akiko Nagai.
Synthesis and enhanced bone regeneration of carbonate substituted octacalcium phosphate Bio-Medical
Materials and Engineering. 2017.01; 28(1); 9-21

4. Kyoshi Matsukawa, Reina Nemoto, Kosuke Nozaki, Mariko Kubo, Tasuku Inagaki, Keiichi Yoshida, Hi-
royuki Miura. The influence of the framework thickness on surface strain of the 3-unit Zirconia resin-
bonded fixed dental prostheses under the functional loading. Asian Pacific Journal of Dentistry. 2017.01;
17(1); 1-7

5. Naohiro Horiuchi, Yuki Iwasaki, Kosuke Nozaki, Miho Nakamura, Kazuaki Hashimoto, Akiko Nagai,
Kimihiro Yamashita. A Critical Phenomenon of Phase Transition in Hydroxyapatite Investigated by
Thermally Stimulated Depolarization Currents Journal of the American Ceramic Society. 2017.02; 100(2);
501-505

6. Kazuki Igeta, Yuta Kuwamura, Naohiro Horiuchi, Kosuke Nozaki, Daichi Shiraishi, Mamoru Aizawa,
Kazuaki Hashimoto, Kimihiro Yamashita, Akiko Nagai. Morphological and functional changes in RAW264
macrophage-like cells in response to a hydrated layer of carbonate-substituted hydroxyapatite. J Biomed
Mater Res A. 2017.02; 105(4); 1063-1070

7. Federico Perche, Satoshi Uchida, Hiroki Akiba, Chin-Yu Lin, Masaru Ikegami, Anjaneyulu Dirisala,
Toshihiro Nakashima, Keiji Itaka, Kohei Tsumoto, Kazunori Kataoka. Improved Brain Expression of
Anti-Amyloid β scFv by Complexation of mRNA Including a Secretion Sequence with PEG-based Block
Catiomer. Curr Alzheimer Res. 2017.03; 14(3); 295-302

8. Risa Yamada, Kosuke Nozaki, Naohiro Horiuchi, Kimihiro Yamashita, Reina Nemoto, Hiroyuki Miura,
Akiko Nagai. Ag nanoparticle-coated zirconia for antibacterial prosthesis. Mater Sci Eng C Mater Biol
Appl. 2017.09; 78; 1054-1060

9. Satoshi Uchida, Naoto Yoshinaga, Kayoko Yanagihara, Eiji Yuba, Kazunori Kataoka, Keiji Itaka. Design-
ing immunostimulatory double stranded messenger RNA with maintained translational activity through
hybridization with poly A sequences for effective vaccination. Biomaterials. 2017.09;

10. Natsuko Iwata, Kosuke Nozaki, Naohiro Horiuchi, Kimihiro Yamashita, Yusuke Tsutsumi, Hiroyuki Miura,
Akiko Nagai. Effects of controlled micro-/nanosurfaces on osteoblast proliferation. J Biomed Mater Res
A. 2017.09; 105(9); 2589-2596

11. Y Anraku, H Kuwahara, Y Fukusato, A Mizoguchi, T Ishii, K Nitta, Y Matsumoto, K Toh, K Miy-
ata, S Uchida, K Nishina, K Osada, K Itaka, N Nishiyama, H Mizusawa, T Yamasoba, T Yokota, K
Kataoka. Glycaemic control boosts glucosylated nanocarrier crossing the BBB into the brain. Nat Com-
mun. 2017.10; 8(1); 1001

12. Ayana Uraba, Reina Nemoto, Kosuke Nozaki, Tasuku Inagaki, Satoshi Omori, Hiroyuki Miura. Biome-
chanical behavior of adhesive cement layer and periodontal tissues on the restored teeth with zirconia
RBFDPs using three-kinds of framework design: 3D FEA study. J Prosthodont Res. 2017.11;
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13. Michika Minamifuchi, Reina Nemoto, Ayana Uraba, Satoshi Omori, Kosuke Nozaki, Hiroyuki Miura.
Evaluating the optimal design of zirconia based resin-bonded fixed dental prostheses using finite element
analysis. The Journal of the Japan Academy of Digital Dentistry. 2017.12; 7(2); 169-174

[書籍等出版物]

1. Akiko Nagai, Naohiro Horiuchi, Miho Nakamura, Norio Wada, Kimihiro Yamashita. Handbook of Solid
State Chemistry Volume 6: Functional Materials. 2017.07 (ISBN : 978-3-527-32587-0)

[講演 · 口頭発表等]

1. Inokoshi M, Shimizu H, Nozaki K, Takagaki T, Zhang, F, Vleugels J, Van Meerbeek B, Uo M, Minakuchi S.
Crystallographic analysis of alumina sandblasted highly translucent dental zirconia. 95th General Session
and Exhibition of the IADR 2017.03 San Francisco

2. 堀内尚紘，野崎浩佑，中村美穂，永井亜希子，山下仁大. 赤外分光法による水酸アパタイトの相転移の観察.
日本セラミックス協会 2017 年年会 2017.03.17 日本大学 駿河台キャンパス

3. 桑村雄太、堀内尚紘、野崎浩佑、橋本和明、山下仁大、永井亜希子. 炭酸置換型アパタイト上おけるRAW264
細胞分化. 日本セラミックス協会 2017年年会 2017.03.17 日本大学

4. 堀内尚紘，Donghe Shen，野崎浩佑，中村美穂，永井亜希子，山下仁大. 炭酸イオンを含有するリン酸八カル
シウムの合成と評価. 「学際 · 国際的高度人材育成ライフイノベーションマテリアル創製共同研究プロジェ
クト」第１回公開討論会 2017.03.30 名古屋大学 ES館 ホール

5. 野崎 浩佑，藤田和久，山下 仁大，三浦 宏之，永井 亜希子. III型コラーゲンコートアパタイトによる歯根
膜の石灰化制御. 第 69回日本歯科理工学会学術講演会 2017.04.15 日本歯科大学，東京

6. 福島雄大、内田智士、今井英明、片岡一則、斉藤延人、位髙啓史. mRNA-based therapy for cerebral ischemia
-Enhanced neuroprotective effects of astrocytes by BDNF mRNA. 第２回日米爆傷フォーラム（Japan-US
Technical Information Exchange Forum on Blast Injury JUFBI 2017） 2017.04.16

7. 土方亘，進士忠彦，三林浩二，永井亜希子，堀内尚紘. 電気刺激による筋収縮を駆動源とする体内エネルギー
ハーベスティング. 平成２８年度生体医歯工学共同研究拠点成果報告会 2017.04.24 東京医科歯科大学 Ｍ＆Ｄ
タワー２６階ファカルティラウンジ

8. 堀内 尚紘，野崎 浩佑，中村 美穂，永井 亜希子，山下 仁大，遠山 岳史. プロトン伝導を利用したセラミック
エレクトレット. 平成２８年度生体医歯工学共同研究拠点成果報告会 2017.04.24 東京医科歯科大学 Ｍ＆Ｄ
タワー２６階ファカルティラウンジ

9. Keiji Itaka. mRNA-based therapeutics for intractable diseases and regenerative medicine. TIDES:
Oligonucleotide&Peptide Therapeutics 2017.05.01

10. Samuel T. Crowley, Satoshi Uchida, Kazunori Kataoka, Keiji Itaka. Nonviral Delivery of BDNF mRNA
Polyplex Improves Recovery After Spinal Cord Injury in Mice. ASGCT 20th Annual Meeting 2017.05.12
Washington, DC, USA

11. 堀内尚紘，永井亜希子，山下仁大. 水酸アパタイトの相転移の赤外分光法による観察. 平成 29 年度日本分光
学会年次講演会 2017.05.24 早稲田大学

12. 福島雄大、内田智士、今井英明、中冨浩文、片岡一則、斉藤延人、位髙啓史. mRNA投与による虚血性脳
神経疾患に対する神経保護治療. 遺伝子 · デリバリー研究会第 17回シンポジウム 2017.05.27 大阪研修セン
ター江坂, 大阪

13. 堀内尚紘，野崎浩佑，中村美穂，永井亜希子，山下仁大. カルボン酸を用いた板状水酸アパタイトの合成. 無
機マテリアル学会第 134回学術講演会 2017.06.08 日本大学理工学部　船橋校舎

14. 倉本将司，川島伸之，野崎浩佑，Bakhit AY，奈良圭介，藤井真由子，橋本健太郎，野田園子，興地隆史.
Mineral trioxide aggregateは LPS刺激マクロファージの機能を calcium-sensing receptor を介して調節す
る. 日本歯科保存学会 2017年春季学術大会（第 146回） 2017.06.08 青森

15. Naohiro Horiuchi, Kosuke Nozaki, Miho Nakamura, Akiko Nagai, Kimihiro Yamashita. Interfacial polar-
ization caused by proton conduction in hydroxyapatite and its application for electret formation. 20th
International Conference on Solid State Ionics (SSI-21) 2017.06.20 Padova, Italy
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16. 藤田和久，野崎浩佑，三浦宏之，永井亜希子. III型コラーゲンコートハイドロキシアパタイトによる歯根膜
幹細胞挙動の制御. 日本補綴歯科学会第 126回学術大会 2017.07.01 パシフィコ横浜，横浜市

17. 野崎浩佑，藤田和久，三浦宏之，永井亜希子. 埋入部位が吸収性骨補填材の骨形成および吸収性に及ぼす影
響. 日本補綴歯科学会第 126回学術大会 2017.07.01 パシフィコ横浜，横浜市

18. 内田智士、Federico Perche, 秋葉宏樹、位髙啓史、津本浩平、片岡一則. 抗アミロイドβ単鎖抗体発現mRNA
搭載ナノミセルを用いたアルツハイマー病治療. 第 34回日本 DDS学会学術集会 2017.07.06 京都市勧業館
みやこめっせ，京都

19. 福島雄大, 内田智士,今井英明,中冨浩文, 片岡一則, 斉藤延人, 位高啓史. 脳神経疾患に対するmRNA投与に
よる神経保護治療. 第 33回日本 DDS学会学術集会 2017.07.06 京都市勧業館みやこめっせ，京都

20. 松井秋倫、内田智士、片岡一則、位髙啓史. 抗アポトーシス因子 Bcl-2mRNA導入による細胞移植効率向上
メカニズムの解析. 第 35回日本 DDS学会学術集会 2017.07.06

21. 内田智士、Federico Perche, 秋葉宏樹、位髙啓史、津本浩平、片岡一則. mRNA搭載ナノミセルを用いた抗
アミロイドβ単鎖抗体導入によるアルツハイマー病治療. 日本核酸医薬学会第 3回年会 2017.07.13 札幌コン
ベンションセンター，北海道

22. 福島雄大, 今井英明, 内田智士, 中冨浩文, 片岡一則, 位髙啓史, 斉藤延人. mRNA-based therapy for ischemic
neuronal death: Enhanced neuroprotective effects of astrocytes by BDNF mRNA. 第 40回日本神経科学
大会 2017.07.20 幕張メッセ，千葉

23. 位髙啓史. mRNA-based therapeutics for intractable diseases and regenerative medicine. 第 23回日本遺伝
子細胞治療学会学術集会 2017.07.21 岡山コンベンションセンター，岡山

24. 松井秋倫、内田智士、片岡一則、位高啓史. 抗アポトーシス因子 Bcl-2 mRNA導入による細胞移植効率向上
メカニズムの解析. 遺伝子 · デリバリー研究会第 17回夏期セミナー 2017.07.29 KKRホテル熱海、熱海

25. Kosuke Nozaki, Takayuki Endo, Naohiro Horiuchi, Kimihiro Yamashita, Kazuaki Hashimoto, Keiji Itaka,
Akiko Nagai. Electrical and structural evaluation of sodium ion doped beta-tricalcium phosphate. The
Tenth International Conference on the Science and Technology for Advanced Ceramics (STAC-10) 2017.08.02

26. 野崎浩佑，遠藤敬幸，堀内尚紘，山下仁大，橋本和明，位高啓史，永井亜希子. ナトリウムイオン固溶β型
リン酸三カルシウムの電気特性と構造評価. 第 26回無機リン化学討論会 2017.08.25

27. 大塚 啓介, 堀内 尚紘, 野崎 浩佑, 中村 美穂, 永井 亜希子, 山下 仁大. 水酸アパタイトエレクトレットの特性
に与える焼結条件の影響. 日本セラミックス協会　第 30回秋季シンポジウム 2017.09.19 神戸大学六甲台地
区, 兵庫県神戸市

28. 堀内 尚紘, 野崎 浩佑, 中村 美穂, 永井 亜希子, 山下 仁大. 二価のカルボン酸を用いた板状水酸アパタイトの
水熱合成. 日本セラミックス協会　第 30回秋季シンポジウム 2017.09.20 神戸大学六甲台地区, 兵庫県神戸市

29. Inokoshi M, Nozaki K, Takagaki T, Van Meerbeek B, Minakuchi S. Initial curing characteristics of compos-
ite cements under ceramic restorations. CED-IADR/NOF Oral Health Research Congress 2017 2017.09.22
Vienna

30. K. Nozaki, K. Fujita, N. Horiuchi, K. Yamashita, H. Miura, A. Nagai, K. Itaka. Regulation of peri-
odontal ligament-derived cell morphology by type III collagen-coated hydroxyapatite. 2nd International
Symposium on Creation of Life Innovation Materials 2017.09.30

31. 位髙啓史. 変形性関節症治療用の遺伝子核酸医薬品の開発. 技術情報協会セミナー 2017.10.12 技術情報協
会、東京

32. 野崎浩佑，山下仁大 ，永井亜希子. 表面電荷を有するβ型リン酸三カルシウムエレクトレットの構造と特性.
日本歯科理工学会平成 29年度秋期第 70回学術講演会 2017.10.15

33. 位髙啓史. 寝たきりを防ぐ：遺伝子治療 · 再生医療の研究現場から. 学際生命科学東京コンソーシアム第１
２回市民講演会 2017.10.21 北里大学　コンベンションホール、東京

34. Keiji Itaka. mRNA-based therapy for intractable diseases and regenerative medicine. 5th International
mRNA Health Conference 2017.11.12 Berlin, Germany
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[受賞]

1. 第 69回日本歯科理工学会学術講演会研究奨励賞, 日本歯科理工学会, 2017年 04月

2. 第 26回日本無機リン化学会学術賞, 日本無機リン化学会, 2017年 08月

[社会貢献活動]

1. オープンキャンパス, 2017年 05月 08日

2. 大学院説明会, 2017年 06月 06日

3. H29年度オープンキャンパス, 2017年 07月 27日 - 2017年 07月 28日

4. オープンキャンパスサイエンスカフェ司会, 2017年 07月 28日

5. H29年度高大連携プログラム, 2017年 08月 15日
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遺伝制御学
Genetic Regulation

教授　　　　　　　木村彰方
准教授　　　　　　林　丈晴
助教　　　　　　　安　健博
プロジェクト助教　成瀬妙子

( 1 ) 分野概要

遺伝制御学の教育研究は、難治疾患研究所分子病態分野の教員が担当している。主な研究内容は、難治疾患の病
因や病態形成に関わるヒト遺伝子変異の同定と機能異常の解明ならびにゲノム多様性の進化学的、生物学的意義
の解明であり、これらに関する大学院教育を実施している。とくに難治疾患については、難病（厚生労働省特定
疾患）に指定されている疾患を中心に研究を実施している。具体的には、肥大型心筋症、拡張型心筋症、家族性
突然死症候群、高安動脈炎、バージャー病などの心 · 血管系難病、関節リウマチ、I型糖尿病、グレーブス病、橋
本病、クローン病、潰瘍性大腸炎、SLEなどの自己免疫疾患、HIV/AIDSを中心とする難治性感染症、心筋梗塞、
狭心症などの冠動脈疾患を対象とした人類遺伝学、ゲノム医科学的手法を用いた解析を実施している。なかでも
肥大型心筋症、拡張型心筋症、家族性突然死症候群については、単因子遺伝病として、病因究明のための連鎖解析
や候補遺伝子アプローチを行い、世界に先駆けてそれぞれの疾患で多数の新規原因遺伝子を同定した。また、生
化学的、細胞生物学的手法によって病因変異による機能変化の解析を通じて病態形成の共通機序を解明し、さら
には遺伝子改変動物を用いた病態解析や治療 · 予防法の検討を行っている。これに対して、その他の疾患は多因
子疾患であることから、一般的な手法である候補遺伝子多型を用いた関連解析に加えて、網羅的マイクロサテラ
イト解析による疾患関連領域の絞込みと当該領域内の多型探索と関連解析による疾患関連遺伝子の特定（冠動脈
疾患、自己免疫疾患）、霊長類を対象とした比較ゲノム解析等の進化学的アプローチによる疾患関連遺伝子の特定
（HIV/AIDS関連遺伝子）を行い、それぞれの疾患関連多型による機能変化を検討し、病態形成機序の解明を進め
ている。比較的稀な種々の難治疾患や難治病態を対象とした研究を実施していることから、国内の多く臨床医や
基礎医学研究者との国内共同研究や、米国、フランス、ドイツ、イタリア、英国、インド、タイの研究者との国際
共同研究を展開している。

( 2 ) 研究活動

種々の難治性疾患を対象とする研究の性格上，国内 · 国外の臨床医，臨床医学研究者，基礎医学研究者との広範囲
にわたる共同研究を展開している．主な研究プロジェクトは以下の通りである．
１．特発性心筋症の病因究明
２．難治性不整脈の病因究明
３．冠動脈疾患、難治性血管炎の原因究明
４．自己免疫疾患の解析
５．アカゲザル，カニクイザルを用いた免疫遺伝学的研究
６．HIV/AIDSの感受性 · 抵抗性のメカニズム
７．疾患関連遺伝子の成立における遺伝的選択圧

( 3 ) 教育活動

難治性疾患の病因 · 病態の遺伝子 · 分子 · 細胞レベルでの究明に向けた研究を行っているため，基礎 · 臨床を問わ
ず幅広く学内 · 学外の共同研究者を受け入れ，特に原因不明の疾患に対する分子遺伝学的，生化学的，細胞生物学
的アプローチに関する教育を行っている．
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( 4 ) 教育方針

人類遺伝学的、ゲノム医科学的、生化学的、細胞生物学的手法を用いて詳細に解析し、もって難治疾患の病態形成
機序を深く理解するとともに、得られた知見に基づいて新たな診断法、治療法、予防法の開発に繋ぐことを教育
研究目的としている。このため、大学院教育では少人数指導を主体とする。

( 5 ) 研究業績

[原著]

1. Eri Kikkawa, Masafumi Tanaka, Taeko K Naruse, Tomi T Tsuda, Michio Tsuda, Koichi Murata, Akinori
Kimura. Diversity of MHC class I alleles in Spheniscus humboldti. Immunogenetics. 2017.02; 69(2);
113-124

2. John M Gregson, Daniel F Freitag, Praveen Surendran, Nathan O Stitziel, Rajiv Chowdhury, Stephen
Burgess, Stephen Kaptoge, Pei Gao, James R Staley, Peter Willeit, Sune F Nielsen, Muriel Caslake,
Stella Trompet, Linda M Polfus, Kari Kuulasmaa, Jukka Kontto, Markus Perola, Stefan Blankenberg,
Giovanni Veronesi, Francesco Gianfagna, Satu Männistö, Akinori Kimura, Honghuang Lin, Dermot F
Reilly, Mathias Gorski, Vladan Mijatovic, , Patricia B Munroe, Georg B Ehret, , Alex Thompson, Maria
Uria-Nickelsen, Anders Malarstig, Abbas Dehghan, , Thomas F Vogt, Taishi Sasaoka, Fumihiko Takeuchi,
Norihiro Kato, Yoshiji Yamada, Frank Kee, Martina Müller-Nurasyid, Jean Ferrières, Dominique Arveiler,
Philippe Amouyel, Veikko Salomaa, Eric Boerwinkle, Simon G Thompson, Ian Ford, J Wouter Jukema,
Naveed Sattar, Chris J Packard, Abdulla Al Shafi Majumder, Dewan S Alam, Panos Deloukas, Heribert
Schunkert, Nilesh J Samani, Sekar Kathiresan, , Børge G Nordestgaard, Danish Saleheen, Joanna Mm
Howson, Emanuele Di Angelantonio, Adam S Butterworth, John Danesh, . Genetic invalidation of Lp-
PLA2 as a therapeutic target: Large-scale study of five functional Lp-PLA2-lowering alleles. Eur J Prev
Cardiol. 2017.03; 24(5); 492-504

3. Teruki Sato, Chitose Sato, Ayumi Kadowaki, Hiroyuki Watanabe, Lena Ho, Junji Ishida, Tomokazu Ya-
maguchi, Akinori Kimura, Akiyoshi Fukamizu, Josef M Penninger, Bruno Reversade, Hiroshi Ito, Yumiko
Imai, Keiji Kuba. ELABELA-APJ axis protects from pressure overload heart failure and angiotensin
II-induced cardiac damage. Cardiovasc. Res.. 2017.06; 113(7); 760-769

4. Zhiyong Chen, Yan Wang, Masataka Kuwana, Xue Xu, Wei Hu, Xuebing Feng, Hong Wang, Akinori
Kimura, Lingyun Sun. HLA-DRB1 Alleles as Genetic Risk Factors for the Development of Anti-MDA5
Antibodies in Patients with Dermatomyositis. J. Rheumatol.. 2017.09; 44(9); 1389-1393

5. Sayuri Seki, Takushi Nomura, Masako Nishizawa, Hiroyuki Yamamoto, Hiroshi Ishii, Saori Matsuoka,
Teiichiro Shiino, Hironori Sato, Kazuta Mizuta, Hiromi Sakawaki, Tomoyuki Miura, Taeko K Naruse,
Akinori Kimura, Tetsuro Matano. In vivo virulence of MHC-adapted AIDS virus serially-passaged through
MHC-mismatched hosts. PLoS Pathog.. 2017.09; 13(9); e1006638

6. Jianbo An, Takashi Nagaishi, Taro Watabe, Taeko K Naruse, Mamoru Watanabe, Akinori Kimura. MKL1
expressed in macrophages contributes to the development of murine colitis. Sci Rep. 2017.10; 7(1); 13650

[講演 · 口頭発表等]

1. Paku Y, Watanabe M, Iwasaki Y, Kobayashi M, Inagaki N, Hirayama K, Hayashi T, Kimura A, Yamashina
A. A TTN frameshift mutation found in a patient with dilated cardiomyopathy. 第 81回日本循環器学会
2017.03.17 金沢

2. Inagaki N, Hayashi T, Takei Y, Chikamori T, Yamashina A、Kimura A. Genetic analysis of hypertrophic
cardiomyopathy with mid-ventricular obstruction phenotype. 第 81回日本循環器学会 2017.03.18 金沢

3. 木村　彰方. 拡張型心筋症における遺伝子異常と分子病態. 第３回心筋症研究会 2017.04.22 岐阜

4. Akinori Kimura. Genetic basis and molecular pathogenesis of primary cardiomyopathy. 第 21回　日本心
不全学会学術集会 2017.10.12 秋田

5. Haruhito Harada, Ikuya Nonaka, Ken Kusaba, Hirofumi Nishi, Yasutoshi Kog, Yasunori Koga, Takeharu
Hayashi, Akinori Kimura.. A miserable phenotype of hypertrophic cardiomyopathy carrying a novel
homozygous missense mutation of desmin gene. 第 21回　日本心不全学会学術集会 2017.10.13 秋田
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6. Teruki Sato, Hiroyuki Watanabe, Tomokazu Yamaguchi, Akinori Kimura, Akiyoshi Fukamizu, Josef Pen-
ninger, Reversade Bruno, Hiroshi Ito, Yumiko Imai.. ELABELA, a novel APJ ligand, inhibits pressure
overload- and angiotensin II-induced cardiac remodeling. 第 21回　日本心不全学会学術集会 2017.10.14
秋田

7. 吉川枝里、田中正史、津田とみ、村田浩一、成瀬妙子、木村彰方. フンボルトペンギンMHCクラス IIβ遺
伝子のゲノム構造. 第 26回　日本組織適合性学会大会 2017.10.28

8. 安健博、永石宇司、渡部太郎、成瀬妙子、渡辺守、木村彰方. 炎症性腸疾患の病態形成におけるMKL1の役
割. 第 26回　日本組織適合性学会大会 2017.10.28 広島

9. 谷本幸介、成瀬妙子、俣野哲朗、木村彰方. 次世代シーケンサー（NGS）を用いたアカゲザルMHCクラス
I遺伝子群タイピング法の開発. 第 26回　日本組織適合性学会大会 2017.10.28 広島

10. 成瀬妙子、木村彰方. MICA-129 多型は高安病の感受性因子である. 第 26 回　日本組織適合性学会大会
2017.10.28 広島

11. 木村彰方. 教育講演：技術者認定制度試験問題の解説. 第 26回　日本組織適合性学会大会 2017.10.29 広島

12. 成瀬妙子、木村彰方. MICA-129多型は炎症性自己免疫疾患の感受性因子である. 日本人類遺伝学会　第 62
回大会 2017.11.15

13. Yoshihiro Noguchi, Shin-ya Nishio, Koichiro Wasano, Taro Fujikawa, Akinori Kimura.. A duplication
mutation in HOXA2 causes autosomal dominant nonsyndromic mixed hearing loss and middle ear anomaly.
日本人類遺伝学会　第 62回大会 2017.11.15 神戸
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遺伝子応用医学
Applied Gene Medicine

教授　　　　三木義男
准教授　　　中西　啓
助教　　　　高岡美帆
特任助教　　宮口　健　　　　
大学院生　　コヌスカン　ウカル　アイシュ、
　　　　　　伊藤 駿、梅垣麻里子、佐藤　玄、大塚　菜央

( 1 ) 分野概要

がんはわが国において、1981年より死因の第 1位であり、新たながん対策が喫緊の社会的課題である。そこで、
分子遺伝分野では、がんの本態に迫る基礎生物学的研究と、それらによって得られる情報に基づいたがんの新規
診断 · 治療法の確立を目指している。特に、乳がん発生の分子メカニズムに焦点を当て、① DNA損傷修復機能と
ゲノム安定化機構、②ホルモン依存性の細胞増殖、③がんの微小環境、などががんの発生や進展において果たす
役割の解明を進めている。ゲノム科学、分子生物学 · 生化学、情報科学などの幅広い解析技術を駆使し多角的に進
めると同時に、得られた情報の統合的理解を図っている。

( 2 ) 研究活動

１．乳がん発生の分子メカニズムの解明
　◆　転移 · 浸潤 · 再発の分子機構の解明
　◆　遺伝性乳がん原因遺伝子 BRCA1· 2の機能解析を通した発がんメカニズムの解明
２．ゲノム科学を応用したがん研究
　◆　次世代シークエンス解析技術を駆使したがん研究
　◆　全ゲノム関連解析による発がん機構の解明
３．発がん過程における細胞死シグナル制御機構の解明
４．発がんにおける DNA損傷修復とゲノム安定化機構
５．発がんにおけるホルモン依存性の細胞増殖
６．がんの微小環境

( 3 ) 教育活動

発がんの分子機構解明を目指し、分子細胞生物学や分子遺伝学を基盤とした研究を行うと共に、それら基礎研究か
ら得られた知見をゲノム応用医学に応用しがんの革新的な診断 · 治療及び予防法の開発を目指した先端的研究の一
端を担ってもらう。また、これに必要な知識 · 技術を講義する。大学院生については、研究テーマを決め、それに
関わる実験と同時に、基礎トレーニングとして生化学、分子生物学、疾患科学等に関する論文の抄読を行ない関連
分野の基礎知識と最新知識の吸収に努めさせる。大学院医歯学総合研究科修士課程「遺伝疾患総論」を担当する。

( 4 ) 研究業績

[原著]

1. Nguyen CT，Okamura T，Morita K，Yamaguchi S，Harada H，Miki Y，Izumo T，Kayamori K，Yamaguchi
A，Sakamoto K. LAMC2 is a predictive marker for the malignant progression of leukoplakia Journal of
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Oral Pathology and Medicine. 2017.03; 46(3); 223-231

2. Takaoka M, Ito S, Miki Y, Nakanishi A.. FKBP51 regulates cell motility and invasion via RhoA signaling.
Cancer Science. 2017.03; 108(3); 380-389

3. Hirata Makoto, Nagai Akiko, Kamatani Yoichiro, Ninomiya Toshiharu, Tamakoshi Akiko, Yamagata
Zentaro, Kubo Michiaki, Muto Kaori, Kiyohara Yutaka, Mushiroda Taisei, Murakami Yoshinori, Yuji
Koichiro, Furukawa Yoichi, Zembutsu Hitoshi, Tanaka Toshihiro, Ohnishi Yozo, Nakamura Yusuke, Mat-
suda Koichi, BioBank Japan Cooperative Hospital Group. Overview of BioBank Japan follow-up data in
32 diseases. J Epidemiol. 2017.03; 27(3S); S22-S28

4. Hirata Makoto, Kamatani Yoichiro, Nagai Akiko, Kiyohara Yutaka, Ninomiya Toshiharu, Tamakoshi
Akiko, Yamagata Zentaro, Kubo Michiaki, Muto Kaori, Mushiroda Taisei, Murakami Yoshinori, Yuji
Koichiro, Furukawa Yoichi, Zembutsu Hitoshi, Tanaka Toshihiro, Ohnishi Yozo, Nakamura Yusuke, Mat-
suda Koichi, BioBank Japan Cooperative Hospital Group. Cross-sectional analysis of BioBank Japan
clinical data: A large cohort of 200,000 patients with 47 common diseases. J Epidemiol. 2017.03; 27(3S);
S9-S21

5. Nagai Akiko, Hirata Makoto, Kamatani Yoichiro, Muto Kaori, Matsuda Koichi, Kiyohara Yutaka, Ni-
nomiya Toshiharu, Tamakoshi Akiko, Yamagata Zentaro, Mushiroda Taisei, Murakami Yoshinori, Yuji
Koichiro, Furukawa Yoichi, Zembutsu Hitoshi, Tanaka Toshihiro, Ohnishi Yozo, Nakamura Yusuke, Kubo
Michiaki, BioBank Japan Cooperative Hospital Group. Overview of the BioBank Japan Project: Study
design and profile. J Epidemiol. 2017.03; 27(3S); S2-S8

6. Koshi Nakamura, Emiko Okada, Shigekazu Ukawa, Makoto Hirata, Akiko Nagai, Zentaro Yamagata, Yu-
taka Kiyohara, Kaori Muto, Yoichiro Kamatani, Toshiharu Ninomiya, Koichi Matsuda, Michiaki Kubo,
Yusuke Nakamura, BioBank Japan Cooperative Hospital Group (Rai Shimoyama, Koichi Maekawa,
Kiyoshi Kaneko, Hiromasa Harada, Shiro Minami, Hiroyuki Takei, Mitsue Saito, Yasuhisa Terao, Satoru
Takeda, Satoshi Asai, Mitsuhiko Moriyama, Yasuo Takahashi, Tomoaki Fujioka, Wataru Obara, Seijiro
Mori, Hideki Ito, Satoshi Nagayama, Yoshio Miki, Akihide Masumoto, Akira Yamada, Yasuko Nishizawa,
Ken Kodama, Hajime Abe, Tomoharu Shimizu, Yukihiro Koretsune, Norikazu Masuda, Yasutaka Takeda),
Akiko Tamakoshi. Characteristics and prognosis of Japanese female breast cancer patients: The BioBank
Japan project. J Epidemiol. 2017.03; 27(3S); S58-S64

7. Shigekazu Ukawa, Koshi Nakamura, Emiko Okada, Makoto Hirata, Akiko Nagai, Zentaro Yamagata,
Kaori Muto, Koichi Matsuda, Toshiharu Ninomiya, Yutaka Kiyohara, Yoichiro Kamatani, Michiaki Kubo,
Yusuke Nakamura, BioBank Japan Cooperative Hospital Group (Ichiro Miura, Katsuhiko Takatama,
Yoshiyuki Nabeshima, Kazuo Misumi, Shiro Minami, Yukihiro Kondo, Go Kimura, Shigeo Horie, Shinichi
Ohba, Shigaku Ikeda, Satoshi Asai, Mitsuhiko Moriyama, Yasuo Takahashi, Tomoaki Fujioka, Wataru
Obara, Seijiro Mori, Hideki Ito, Satoshi Nagayama, Yoshio Miki, Akihide Masumoto, Akira Yamada,
Yasuko Nishizawa, Ken Kodama, Keisei Okamoto, Susumu Kageyama, Yukihiro Koretsune, Yuko Nishi-
gaki, Tsutomu Yoshida), Akiko Tamakoshi. Clinical and histopathological characteristics of patients with
prostate cancer in the BioBank Japan project. J Epidemiol. 2017.03; 27(3S); S65-S70

8. Tamakoshi A, Nakamura K, Ukawa S, Okada E, Hirata M, Nagai A, Matsuda K, Kamatani Y, Muto
K, Kiyohara Y, Yamagata Z, Ninomiya T, Kubo M, Nakamura Y, BioBank Japan Cooperative Hospital
Group (Wataru Ono, Hiromasa Harada, Shunji Kawamoto, Nobuaki Shinozaki, Shiro Minami, Takeshi
Yamada, Hideyuki Suzuki, Kazuhiro Sakamoto, Kazuo Kaneko, Shinichi Ohba, Satoshi Asai, Mitsuhiko
Moriyama, Yasuo Takahashi, Tomoaki Fujioka, Wataru Obara, Seijiro Mori, Hideki Ito, Satoshi Na-
gayama, Yoshio Miki, Akihide Masumoto, Akira Yamada, Yasuko Nishizawa, Ken Kodama, Tomoharu
Shimizu, Shigeyuki Naka, Yukihiro Koretsune, Mitsugu Sekimoto, Hiroyuki Kokuto). Characteristics and
prognosis of Japanese colorectal cancer patients: The BioBank Japan Project. J Epidemiol. 2017.03;
27(3S); S36-S42

9. Shigekazu Ukawa, Emiko Okada, Koshi Nakamura, Makoto Hirata, Akiko Nagai, Koichi Matsuda, Zentaro
Yamagata, Yoichiro Kamatani, Toshiharu Ninomiya, Yutaka Kiyohara, Kaori Muto, Michiaki Kubo,
Yusuke Nakamura, BioBank Japan Cooperative Hospital Group (Hiromasa Harada, Kiyoshi Kaneko,
Shuichi Matsumoto, Masaki Shiono, Shiro Minami, Hiroshi Yoshida, Nobuhiko Taniai, Sumio Watanabe,
Noriko Fujiwara, Atsuyuki Yamataka, Satoshi Asai, Mitsuhiko Moriyama, Yasuo Takahashi, Tomoaki
Fujioka, Wataru Obara, Seijiro Mori, Hideki Ito,Satoshi Nagayama and Yoshio Miki, Akihide Masumoto,
Akira Yamada, Yasuko Nishizawa, Ken Kodama, Shigeyuki Naka, Yoshihiro Endo, Yukihiro Koretsune,
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Eiji Mita, Kozo Morimoto), Akiko Tamakoshi. Characteristics of patients with liver cancer in the BioBank
Japan project. J Epidemiol. 2017.03; 27(3S); S43-S48

10. Hiroshi Yokomichi, Akiko Nagai, Makoto Hirata, Yutaka Kiyohara, Kaori Muto, Toshiharu Ninomiya,
Koichi Matsuda, Yoichiro Kamatani, Akiko Tamakoshi, Michiaki Kubo, Yusuke Nakamura, BioBank
Japan Cooperative Hospital Group (Hiromasa Harada, Sunao Matsubayashi, Rieko Komi, Kazuo Misumi,
Shiro Minami, Hitoshi Sugihara, Eitaro Kodani, Akio Kanazawa, Hiromasa Gotoh, Hidenori Haruna,
Satoshi Asai, Mitsuhiko Moriyama, Yasuo Takahashi, Tomoaki Fujioka, Wataru Obara, Seijiro Mori,
Hideki Ito, Satoshi Nagayama, Yoshio Miki, Akihide Masumoto, Akira Yamada, Yasuko Nishizawa, Ken
Kodama, Satoshi Ugi, Shinichi Araki, Yukihiro Koretsune, Hideki Taki, Takayuki Nakagawa), Zentaro
Yamagata. Survival of macrovascular disease, chronic kidney disease, chronic respiratory disease, cancer
and smoking in patients with type 2 diabetes: BioBank Japan cohort. J Epidemiol. 2017.03; 27(3S);
S98-S106

11. Koshi Nakamura, Shigekazu Ukawa, Emiko Okada, Makoto Hirata, Akiko Nagai, Zentaro Yamagata,
Toshiharu Ninomiya, Kaori Muto, Yutaka Kiyohara, Koichi Matsuda, Yoichiro Kamatani, Michiaki Kubo,
Yusuke Nakamura, BioBank Japan Cooperative Hospital Group (Hiromasa Harada, Makoto Hibino, At-
sushi Okuyama, Nobuyasu Kano, Shiro Minami, Akihiko Genma, Jitsuo Usuda, Kenji Suzuki, Mitsuaki
Sekiya, Satoru Takeda, Satoshi Asai, Mitsuhiko Moriyama, Yasuo Takahashi, Tomoaki Fujioka, Wataru
Obara, Seijiro Mori, Hideki Ito, Satoshi Nagayama, Yoshio Miki, Akihide Masumoto, Akira Yamada,
Yasuko Nishizawa, Ken Kodama, Noriaki Tezuka, Yasutaka Nakano, Yukihiro Koretsune, Mitsumasa
Ogawara, Kazunari Yamana), Akiko Tamakoshi. Characteristics and prognosis of Japanese male and
female lung cancer patients: The BioBank Japan Project. J Epidemiol. 2017.03; 27(3S); S49-S57

12. Hiroshi Yokomichi, Hokuto Noda, Akiko Nagai, Makoto Hirata, Akiko Tamakoshi, Yoichiro Kamatani,
Yutaka Kiyohara, Koichi Matsuda, Kaori Muto, Toshiharu Ninomiya, Michiaki Kubo, Yusuke Nakamura,
BioBank Japan Cooperative Hospital Group (Kazuo Misumi, Kiyoshi Iha, Sunao Matsubayashi, Kei Mat-
suura, Shiro Minami, Hitoshi Sugihara, Eitaro Kodani, Naoto Tamura, Masakazu Matsushita, Akihiko
Gotoh, Satoshi Asai, Mitsuhiko Moriyama, Yasuo Takahashi, Tomoaki Fujioka, Wataru Obara, Seijiro-
Mori, Hideki Ito, Satoshi Nagayama, Yoshio Miki, Akihide Masumoto, Akira Yamada, Yasuko Nishizawa,
Ken Kodama, Satoshi Ugi, Hiroshi Maegawa, Yukihiro Koretsune, Hideo Kusuoka, Masao Okumura), Zen-
taro Yamagata. Cholesterol levels of Japanese dyslipidaemic patients with various comorbidities: BioBank
Japan. J Epidemiol. 2017.03; 27(3S); S77-S83

13. Hiroshi Yokomichi, Akiko Nagai, Makoto Hirata, Akiko Tamakoshi, Yutaka Kiyohara, Yoichiro Kamatani,
Kaori Muto, Toshiharu Ninomiya, Koichi Matsuda, Michiaki Kubo, Yusuke Nakamura, BioBank Japan
Cooperative Hospital Group (Kazuo Misumi, Nobuyoshi Higa, Sunao Matsubayashi, Kei Matsuura, Shiro
Minami, Hitoshi Sugihara, Naoya Emoto, Hirotoshi Ohmura, Akihiro Inui, Michihiro Ogasawara, Satoshi
Asai, Mitsuhiko Moriyama, Yasuo Takahashi, Tomoaki Fujioka, Wataru Obara, Seijiro Mori, Hideki Ito,
Satoshi Nagayama, Yoshio Miki, Akihide Masumoto, Akira Yamada, Yasuko Nishizawa, Ken Kodama,
Satoshi Ugi, Hiroshi Maegawa, Yukihiro Koretsune, Hideo Kusuoka, Masako Ueyama), Zentaro Yamagata.
Statin use and all-cause and cancer mortality: BioBank Japan cohort. J Epidemiol. 2017.03; 27(3S); S84-
S91

14. Emiko Okada, Shigekazu Ukawa, Koshi Nakamura, Makoto Hirata, Akiko Nagai, Koichi Matsuda, Toshi-
haru Ninomiya, Yutaka Kiyohara, Kaori Muto, Yoichiro Kamatani, Zentaro Yamagata, Michiaki Kubo,
Yusuke Nakamura, BioBank Japan Cooperative Hospital Group (Rai Shimoyama, Shinichiro Makimoto,
Hiromasa Harada, Tomoaki Fujikawa, Shiro Minami, Eiji Uchida, Masao Miyashita, Yoshiaki Kajiyama,
Natsumi Tomita, Akihito Nagahara, Satoshi Asai, Mitsuhiko Moriyama, Yasuo Takahashi, Tomoaki Fu-
jioka, Wataru Obara, Seijiro Mori, Hideki Ito, Satoshi Nagayama, Yoshio Miki, Akihide Masumoto, Akira
Yamada, Yasuko Nishizawa, Ken Kodama, Hiromitsu Ban, Satoshi Murata, Yukihiro Koretsune, Motohiro
Hirao, Hideo Ogata), Akiko Tamakoshi. Demographic and lifestyle factors and survival among patients
with esophageal and gastric cancer: The Biobank Japan Project. J Epidemiol. 2017.03; 27(3S); S29-S35

15. Hiroshi Yokomichi, Akiko Nagai, Makoto Hirata, Yutaka Kiyohara, Kaori Muto, Toshiharu Ninomiya,
Koichi Matsuda, Yoichiro Kamatani, Akiko Tamakoshi, Michiaki Kubo, Yusuke Nakamura, BioBank
Japan Cooperative Hospital Group (Sunao Matsubayashi, Hiromasa Harada, Kazuo Misumi, Rieko Komi,
Shiro Minami, Hitoshi Sugihara, Naoya Emoto, Akio Kanazawa, Yusuke Suzuki, Yoshimune Hiratsuka,
Satoshi Asai, Mitsuhiko Moriyama, Yasuo Takahashi, Tomoaki Fujioka, Wataru Obara, Seijiro Mori,
Hideki Ito, Satoshi Nagayama, Yoshio Miki, Akihide Masumoto, Akira Yamada, Yasuko Nishizawa, Ken
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Kodama, Satoshi Ugi, Hiroshi Maegawa, Yukihiro Koretsune, Hideki Taki, Takeshi Osawa), Zentaro Ya-
magata. Serum glucose, cholesterol and blood pressure levels in Japanese type 1 and 2 diabetic patients:
BioBank Japan. J Epidemiol. 2017.03; 27(3S); S92-S97

16. Jun Hata, Akiko Nagai, Makoto Hirata, Yoichiro Kamatani, Akiko Tamakoshi, Zentaro Yamagata, Kaori
Muto, Koichi Matsuda, Michiaki Kubo, Yusuke Nakamura, BioBank Japan Cooperative Hospital Group
(Shigeru Saito, Hideki Shimomura, Sinichi Higashiue, Kazuo Misumi, Shiro Minami, Masahiro Yasu-
take, Hitoshi Takano, Kazunori Shimada, Hakuoh Konishi, Nobukazu Miyamoto, SatoshiAsai, Mitsuhiko
Moriyama, Yasuo Takahashi, Tomoaki Fujioka, Wataru Obara, Seijiro Mori, Hideki Ito, Satoshi Na-
gayama, Yoshio Miki, Akihide Masumoto, Akira Yamada, Yasuko Nishizawa, Ken Kodama, Yoshihisa
Sugimoto, Takashi Ashihara, Yukihiro Koretsune, Sachiko Ikeda, Ryozo Yano), Yutaka Kiyohara, Toshi-
haru Ninomiya. Risk prediction models for mortality in patients with cardiovascular disease: The BioBank
Japan project. J Epidemiol. 2017.03; 27(3S); S71-S76

17. Miho Takaoka, Shun Ito, Yoshio Miki, Akira Nakanishi. FKBP51 regulates cell motility and invasion via
RhoA signaling. Cancer Sci.. 2017.03; 108(3); 380-389

18. 三木　義男. BRCA遺伝子の基礎と合成致死療法の開発に向けて 医学のあゆみ. 2017.04; 261(5); 423-428

19. 三木　義男. 遺伝性腫瘍　最近の知見と遺伝形式 成人病と生活習慣病. 2017.07; 47(8); 813-819

20. 三木 義男. 【遺伝性がんはここまで解明された】遺伝性腫瘍　最近の知見と遺伝形式 成人病と生活習慣病.
2017.07; 47(7); 813-819

21. 山田 翔太, 高岡 美帆, 中西 啓, 三木 義男. BRCA2の欠損による微小管の安定化はMAP4集合体に起因す
る 日本癌学会総会記事. 2017.09; 76回; P-3061

22. 高岡 美帆, 中西 啓, 三木 義男. FKBP51の RhoAシグナル経路を通した細胞の遊走能、浸潤能の制御 日本
癌学会総会記事. 2017.09; 76回; J-3012

23. 佐藤 亜美, 高岡 美帆, 斉藤 広子, 中西 啓, 三木 義男. エストロゲン誘導 BRCA2遺伝子発現機構の解析 日
本癌学会総会記事. 2017.09; 76回; J-1020

24. Kazuhisa Hosoya, Satoshi Matsusaka, Tomomi Kashiwada, Koichi Suzuki, Norio Ureshino, Akemi Sato,
Yoshio Miki, Kazuki Kitera, Mitsuharu Hirai, Kiyohiko Hatake, Shinya Kimura, Naoko Sueoka-Aragane.
Detection of KRAS Mutations in Plasma DNA Using a fully Automated Rapid Detection System in
Colorectal Cancer Patients. Pathol. Oncol. Res.. 2017.10; 23(4); 737-744

25. Katsutoshi Sato, Mio Koyasu, Sachio Nomura, Yuri Sato, Mizuho Kita, Yuumi Ashihara, Yasue Adachi,
Shinji Ohno, Takuji Iwase, Dai Kitagawa, Eri Nakashima, Reiko Yoshida, Yoshio Miki, Masami Arai.
Mutation status of RAD51C, PALB2 and BRIP1 in 100 Japanese familial breast cancer cases without
BRCA1 and BRCA2 mutations. Cancer Sci.. 2017.11; 108(11); 2287-2294

26. Sato Katsutoshi, Koyasu Mio, Nomura Sachio, Sato Yuri, Kita Mizuho, Ashihara Yuumi, Adachi Yasue,
Ohno Shinji, Iwase Takuji, Kitagawa Dai, Nakashima Eri, Yoshida Reiko, Miki Yoshio, Arai Masami.
BRCA1および BRCA2遺伝子変異を持たない日本人家族性乳癌患者 100例における RAD51C、PALB2、
BRIP1遺伝子変異の状態 (Mutation status of RAD51C, PALB2 and BRIP1 in 100 Japanese familial breast
cancer cases without BRCA1 and BRCA2 mutations) Cancer Science. 2017.11; 108(11); 2287-2294

27. 三木　義男. PARP阻害薬開発の現状と展望 遺伝子医学MOOK. 2017.12; (32); 202-209

28. 佐藤 亜美, 斉藤 広子, 高岡 美帆, 中西 啓, 三木 義男. BRCA2とエストロゲン受容体は KPNA7を介して核
に移行する 生命科学系学会合同年次大会. 2017.12; 2017年度; [ 1P-0238]

29. 東條 陽, 佐藤 亜美, 高岡 美帆, 中西 啓, 三木 義男. BRCA2とエストロゲン受容体相互作用による生理的役
割 生命科学系学会合同年次大会. 2017.12; 2017年度; [ 4P2T15-08(3P

30. 山田 翔太, 高岡 美帆, 中西 啓, 三木 義男. BRCA2ノックダウン細胞に対するパクリタキセルによる合成致
死誘導機構の解明 生命科学系学会合同年次大会. 2017.12; 2017年度; [ 3AT26-08(3P

31. Deng Yu, 高岡 美帆, 中西 啓, 三木 義男. 三次元基底膜培養のMCF-10A乳腺上皮腺房に対するエストロゲ
ンの作用効果 生命科学系学会合同年次大会. 2017.12; 2017年度; [ 4P2T26-01(3P
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[書籍等出版物]

1. 三木　義男. 遺伝性乳癌卵巣癌症候群（HBOC）診療の手引き 2017年版 . 編集；厚生労働科学研究がん対
策推進総合研究事業研究班、出版社：金原出版, 2017.10 (ISBN : 978-4-307-20372-2)

[総説]

1. Yoshio Miki. [ Molecular Diagnosis and Treatment of HBOC Syndrome] . Gan To Kagaku Ryoho. 2017.02;
44(2); 102-106

2. 三木 義男. 【HBOC症候群の診断と治療の現況】 HBOC症候群の分子診断と治療 癌と化学療法. 2017.02;
44(2); 102-106

3. 中村清吾,藤原康弘，三木義男. がんゲノム医療　臨床における課題と将来展望カレントテラピー. 2017.09;
35(9); 894-901

4. 宇都宮 譲二，田村 和朗，三木 義男，冨田 尚裕. 「ポリポーシスセンター」から統合的ゲノム情報時代へ 家
族性腫瘍. 2017.10; 17(1); 12-17

5. 三木 義男. 【難病研究 up-to-date　臨床病態解析と新たな診断 · 治療法開発をめざして】 (第 4章)難病の
治療法　薬剤の開発　低分子化合物、分子標的薬 · 抗体医薬　 PARP阻害薬開発の現状と展望 遺伝子医学
MOOK. 2017.12; (32); 202-209

[講演 · 口頭発表等]

1. Takaoka Miho, Ito Shun, Miki Yoshio, Nakanishi Akira. FKBP51は RhoA シグナル伝達を介して細胞
運動性および浸潤を調節する (FKBP51 regulates cell motility and invasion via RhoA signaling). Cancer
Science 2017.03.01

2. 石場 俊之, 星野 直明, 山下 大和, 油谷 知毅, 小郷 泰一, 中嶌 雄高, 馬場 裕信, 小田 剛士, 三木 義男, 中川 剛
士, 西岡 良薫. 肉芽腫性乳腺炎の二例. 第 25回日本乳癌学会総会 2017.07.14

3. 三木　義男. 乳癌の遺伝子発現 · 変異 BRCA1/2 遺伝子の機能不全と乳癌. 第 25 回日本乳癌学会総会
2017.07.14

4. 三木　義男. 遺伝性乳がん、卵巣がんの遺伝学的検査　―現状と展望―. 第 23回日本家族性腫瘍学会学術集
会 2017.08.05

5. Ami Sato, Hiroko Saito, Miho Takaoka, Akira Nakanishi, Yoshio Miki. Analysis of an estrogen-mediated
BRCA2 gene expression mechanism. 第 76回日本癌学会学術総会 2017.09.28

6. 佐藤亜美、高岡美帆、斉藤広子、中西啓、三木義男. エストロゲン誘導 BRCA2 遺伝子発現機構の解析. 第
76回日本癌学会学術総会 2017.09.28

7. 山田翔太、高岡美帆、中西啓、三木義男. BRCA2 の欠損による微小管の安定化はMAP4 集合体に起因する.
第 76回日本癌学会学術総会 2017.09.28

8. 高岡美帆、伊藤駿、中西啓、三木義男. FKBP51 の RhoA シグナル経路を通した細胞の遊走能、浸潤能の制
御. 第 76回日本癌学会学術総会 2017.09.29

9. 佐藤克俊、野村幸男、岩瀬拓士、吉田玲子、三木義男、新井正美. わが国の BRCA1/2 変異陰性の家族性乳癌
患者における RAD51C、PALB2 及び BRIP1 遺伝子変異の解析. 第 76回日本癌学会学術総会 2017.09.29

10. Shota Yamada, Miho Takaoka, Akira Nakanishi, Yoshio Miki. Microtubule stabilization by the loss of
BRCA2 is attributed to MAP4 assembly. 第 76回日本癌学会学術総会 2017.09.30

11. Miho Takaoka, Shun Itoh, Akira Nakanishi, Yoshio Miki. FKBP51 regulates cell motility and invasion
via RhoA signaling. 2017.09.30

12. 高橋 定子、松下 洋輔、小松 正人、吉丸 哲郎、本田 純子、大住 省三、三木 義男、井本 逸勢、三好 康雄、
笹 三徳、片桐 豊雅. 日本人家族性乳がん家系の全エキソーム解析による新規家族性乳がん感受性遺伝子の
同定. 第 76回〓本癌学会学術総会 2017.09.30

13. Ami Sato. BRCA2 and estrogen receptor are translocated to nucleus via KPNA7. 2017.12.06
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14. Yu Deng、高岡 美帆、中西 啓、三木 義男. 三次元基底膜培養のMCF-10A乳腺上皮腺房に対するエストロ
ゲンの作用効果. 第 40回日本分子生物学会年会 2017.12.06

15. 佐藤 亜美、斉藤 広子、高岡 美帆、中西 啓、三木 義男. BRCA2とエトロゲン受容体はKPNA7を介して核
に移行する. 第 40回日本分子生物学会年会 2017.12.06

16. 山田 翔太、高岡 美帆、中西 啓、三木 義男. BRCA2ノックダウン細胞に対するパクリタキセルによる合成
致死誘導機構の解明. 第 40回日本分子生物学会年会 2017.12.07

17. 東條 陽、佐藤 亜美、高岡 美帆、中西 啓、三木 義男. BRCA2とエストロゲン受容体相互作用による生理的
役割. 第 40回日本分子生物学会年会 2017.12.07

18. Syota Yamada 他. Analysis of synthetic lethality with paclitaxel in BRCA2-deficient cells. ConBio2017
2017.12.08

19. Syota Yamada. Analysis of synthetic lethality with paclitaxel in BRCA2-deficient cells. ConBio2017
2017.12.08

20. DengYu 他. The effects of estrogen in MCF-10A mammary epithelial acini grown in three-dimensional
basement membrane cultures.. ConBio2017 2017.12.08

21. Yo Tojo 他. The physiological roles of the interaction of BRCA2 with estrogen receptor. 2017.12.08

22. Deng Yu 他. The effects of estrogen in MCF-10A mammary epithelial acini grown in three-dimensional
basement membrane cultures.. 2017.12.09

23. Yo Tojo 他. The physiological roles of the interaction of BRCA2 with estrogen receptor. ConBio2017
2017.12.09

[その他業績]

1. 遺伝性乳がん「30代でも発症リスク」, 2017年 01月
産経新聞、2017年 1月 30日、25ページに遺伝性乳がんの特集が掲載される。

2. 早期発見、大切さ示す, 2017年 06月
産経新聞、2017年 6月 24日、3ページ目に小林麻央さん乳がん闘病に対するコメントが掲載される。

3. 家族歴で高くなる発症リスク, 2017年 07月
夕刊フジ、2017年 7月 11日、25ページに、遺伝性乳がんの開設が掲載される。

4. 遺伝性が多い乳がん、卵巣がん。リスクを理解し、検診を受けよう, 2017年 11月
雑誌 日経おとなのOFF、2017年 11月 11日発行「大人の病気予防」18ページ、遺伝性乳がん、卵巣がんの
解説が掲載される。

[社会貢献活動]

1. 乳がんのゲノム研究の現在∼ 遺伝性乳がん · 卵巣がんから学ぶ ∼, 科研費「ゲノム解析の革新に対応した患
者中心主義 ELSI の構築」/「責任ある研究 · イノベーションの実現に向けた日本の研究者と疾患当事者の
関係構築」の支援, 「聞イテミル · 考エテミル？！『がん研究の今と未来：ゲノムデータの共有って何のた
め？』」実行委員会, 東京大学医科学研究所　 1号館, 2017年 12月 09日
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ゲノム応用医学研究部門

分子細胞遺伝
Molecular Cytogenetics

教授 稲澤譲治
講師 井上純
助教 村松智輝
助教 玄泰行

( 1 ) 分野概要

ゲノムプロジェクトの進展によりヒト染色体の全塩基配列の解読はほぼ終了しました。このようなポストシーケ
ンス時代にあって、物理的、知識的なゲノム情報を基盤に従来不明とされてきた癌や生活習慣病、さらに神経変
性疾患をはじめとする難病の原因遺伝子解明は加速度的に進むものと予測されます。さらにゲノムに内在する大
量の生命科学情報を基に遺伝子制御ネットワークの予測システムも実現化されてきており、遺伝医学を包括する
ゲノム科学研究は生物現象から遺伝子へと進める解析的 · 帰納的なアプローチから、遺伝子から生物機能へと向か
う構成的 · 演繹的なアプローチへとパラダイムシフトを遂げています。本研究分野では、日々刷新されている豊
富なゲノム情報を背景に腫瘍を含む種々の遺伝性疾患や染色体異常症候群の原因遺伝子の同定と機能解析を行い、
疾患の分子病態の解明に向けての研究を展開しています。また、遺伝情報を基盤とした新しい「がんの個性」診
断法の開発を目指しています。

( 2 ) 研究活動

癌やその他の疾病の発症要因となる遺伝学的背景を明らかにし、疾患原因遺伝子、修飾遺伝子の同定とその機能
を解析し、病態形成機構を明らかにすることを主眼としている。また、これらの研究は、常に実地臨床における
疾患の診断、治療、さらに予防への貢献を視野に入れて取り組んでいる。
疾患のゲノム · エピゲノム解析を基盤とした統合解析によって、食道扁平上皮がん、口腔扁平上皮がん、大腸が
ん、肝細胞がん、子宮体がん、甲状腺未分化がん、小児神経芽腫などを含む多くの難治がんに関連する遺伝子を
同定してきた。近年は、蛋白をコードしない機能性 RNAに着目し、複数種類のがん抑制遺伝子型マイクロ RNA
を見出している。さらに、がん幹細胞、がん EMT 制御異常、がん転移の 3つの重要な病態について、in vitro/in
vivo実験モデル系を独自に確立し、がん細胞のシステムとしての異常を解明すべく研究を進めている。タンパク
質分解機構であるオートファジーは、発がん · 進展過程において、促進 · 抑制の両方に寄与する。そのようなオー
トファジーのがんにおける context-dependentな役割を解明することで、新たながん個別診断 · 治療の確立を目指
している。一方、本態不明とされていた先天異常症 · てんかん · 精神発達遅滞などを対象とした網羅的ゲノム解析
により疾患関連遺伝子を指摘し、病態解明や臨床診断に寄与している。加えて、先天異常症の診断用 DNAアレイ
（Genome Disorder Array）ならびに AYA世代急性リンパ性白血病原因MEF2D/DAZAP1キメラ遺伝子検出は
実用化に至っている。

( 3 ) 教育方針

医学部医学科「医学導入」、歯学部「遺伝病学」、医学部保健衛生学科さらに医歯学総合研究科修士課程の「生化
学」ならびに「遺伝医学特論」を担当し、遺伝医学の基礎ならびに臨床的知識と先端的研究を併せて講義してい
る。とりわけ、ヒトゲノム解析研究の進捗状況と医学、医療の分野、さらに生命科学分野への波及効果に関して
は、ポストシーケンス情報を基盤にして展開される医学研究の新知見を紹介し、疾患発症機構の遺伝的メカニズ
ムの理解に重点を置いている。
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( 4 ) 研究業績

[原著]

1. Yu Oikawa, Kei-Ichi Morita, Kou Kayamori, Kousuke Tanimoto, Kei Sakamoto, Hiroto Katoh, Shumpei
Ishikawa, Johji Inazawa, Hiroyuki Harada. Receptor tyrosine kinase amplification is predictive of distant
metastasis in patients with oral squamous cell carcinoma. Cancer Sci.. 2017.02; 108(2); 256-266

2. Masafumi Okuda, Jun Inoue, Naoto Fujiwara, Tatsuyuki Kawano, Johji Inazawa. Subcloning and char-
acterization of highly metastatic cells derived from human esophageal squamous cell carcinoma KYSE150
cells by in vivo selection. Oncotarget. 2017.05; 8(21); 34670-34677

3. Hiroaki Nagata, Ken-Ichi Kozaki, Tomoki Muramatsu, Hidekazu Hiramoto, Kousuke Tanimoto, Naoto
Fujiwara, Seiya Imoto, Daisuke Ichikawa, Eigo Otsuji, Satoru Miyano, Tatsuyuki Kawano, Johji Inazawa.
Genome-wide screening of DNA methylation associated with lymph node metastasis in esophageal squa-
mous cell carcinoma. Oncotarget. 2017.06; 8(23); 37740-37750

4. Hidekazu Hiramoto, Tomoki Muramatsu, Daisuke Ichikawa, Kousuke Tanimoto, Satoru Yasukawa, Eigo
Otsuji, Johji Inazawa. miR-509-5p and miR-1243 increase the sensitivity to gemcitabine by inhibiting
epithelial-mesenchymal transition in pancreatic cancer. Sci Rep. 2017.06; 7(1); 4002

5. H Takahashi, J Inoue, K Sakaguchi, M Takagi, S Mizutani, J Inazawa. Autophagy is required for cell
survival under L-asparaginase-induced metabolic stress in acute lymphoblastic leukemia cells. Oncogene.
2017.07; 36(30); 4267-4276

6. Shin Hayashi, Daniela Tiaki Uehara, Kousuke Tanimoto, Seiji Mizuno, Yasutsugu Chinen, Shinobu Fuku-
mura, Jun-Ichi Takanashi, Hitoshi Osaka, Nobuhiko Okamoto, Johji Inazawa. Comprehensive investi-
gation of CASK mutations and other genetic etiologies in 41 patients with intellectual disability and
microcephaly with pontine and cerebellar hypoplasia (MICPCH). PLoS ONE. 2017.08; 12(8); e0181791

7. Burak Akdemir, Yasuaki Nakajima, Johji Inazawa, Jun Inoue. miR-432 Induces NRF2 Stabilization by
Directly Targeting KEAP1. Mol. Cancer Res.. 2017.11; 15(11); 1570-1578

[書籍等出版物]

1. （分担）村松智輝, 稲澤譲治. 次世代がん治療「ハイプシン経路によるがん浸潤 · 転移メカニズム」. (株)エ
ヌ · ティー · エス, 2017.06

[講演 · 口頭発表等]

1. Akdemir B, Inoue J, Kawano T, Inazawa J. High expression of MiR-432-3p is associated with the chemore-
sistance by NRF2 stabilization via directly targeting KEAP1. 108th annual meeting of American Associ-
ation for Cancer Research 2017 2017.04.03 Washington D.C., USA.

2. Furusawa A, Inoue J, Tsuda H, Miyasaka N, Inazawa J. Differential requirement of amino acids on cell
survival of ovarian cancer cells. 108th annual meeting of American Association for Cancer Research 2017
2017.04.03 Washington D.C. , USA.

3. Inoue J, Takahashi H, Sakaguchi K, Takagi M, Mizutani S, Inazawa J. Autophagy is required for cell sur-
vival under L-asparaginase-induced metabolic stress in acute lymphoblastic leukemia cells. 108th annual
meeting of American Association for Cancer Research 2017 2017.04.04 Washington D.C., USA.

4. 小野宏晃、Basson Marc、稲澤譲治、田邉稔、伊藤寛倫. ヒストンアセチル基転移酵素阻害剤 C646はG2/M
細胞周期停止を介し膵臓癌細胞株における細胞増殖を抑制する. 第 117 回　日本外科学会定期学術集会
2017.04.29

5. 稲澤譲治. がんの特性を制御するマイクロ RNAの探索と核酸抗がん薬への応用. 第 49回日本臨床分子形態
学会総会 · 学術集会 2017.09.15 岐阜

6. 古澤啓子、井上純、津田均、宮坂尚幸、稲澤譲治. 卵巣癌細胞の生存におけるアミノ酸要求性. 第 76回日本
癌学会学術総会 2017.09.28 横浜

7. 井上純、稲澤譲治. オートファジーを指標とした癌治療戦略の分子基盤. 第 76回日本癌学会学術総会 2017.09.28
横浜



— 755 —

ゲノム応用医学研究部門

8. 平本秀一、村松智輝、市川大輔、大辻英吾、稲澤譲治. miR-509-5pとmiR-1243は膵癌において EMTを抑
制する. 第 76回日本癌学会学術総会 2017.09.29 横浜

9. 玄泰行、井上純、稲澤譲治. 機能的miRNAスクリーニングを用いた、p53不活性型癌に細胞死を誘導する
miRNAの探索. 第 76回日本癌学会学術総会 2017.09.29 横浜

10. 外内えり奈、村松智輝、玄泰行、平本秀一、稲澤譲治. 機能的miRNAライブラリースクリーニングを用い
た、BET family遺伝子を制御するがん抑制型miRNAの同定. 第 76回日本癌学会学術総会 2017.09.29 横浜

11. Burak Akdemir、中島康晃、稲澤譲治、井上純. High expression of miR-432-3p is involved in NRF2 stabi-
lization by directly targeting KEAP1. 第 76回日本癌学会学術総会 2017.09.29 横浜

12. 稲澤譲治. ゲノム医療に必要な遺伝子異常の基礎知識. 第 76回日本癌学会学術総会 2017.09.30 横浜

13. Inazawa J. Exploring novel cancer-related microRNAs and their diagnostic and therapeutic potentialsin
precision cancer medicine (PCM). 8th International Conference on Nutrition and Physical Activity. 2017.12.10
ChiangMai,Thailand

[受賞]

1. 日本人類遺伝学会賞, 2017年 07月

[その他業績]

1. 第 7回疾患バイオリソースセンターセミナー, 2017年 01月
主催

2. 第 30回癌ゲノムサイエンス研究会, 2017年 02月
主催

3. 急性リンパ性白血病における L-アスパラギナーゼ投与時のオートファジー作用の解明―オートファジーを標
的とした急性リンパ性白血病に対する新規治療法への期待 ―, 2017年 03月
ｏｎｃｏｇｅｎｅ

4. 対談「ノーベル賞受賞で加速するオートファジーの臨床への応用」, 2017年 03月
Bloom! 医科歯科大 No.22掲載

5. 急性リンパ性白血病に新治療法, 2017年 05月
新聞掲載（産経新聞朝刊、産経ニュース）

6. 第 1回国際がんプレシジョン医療カンファレンス, 2017年 06月
主催

7. すい臓がん転移抑制　東京医科歯科大など 微少 RNA特定, 2017年 06月
新聞掲載（日経産業新聞）

8. がん転移にかかわる上皮間葉転換を制御するマイクロ RNAを同定—東京医歯大, 2017年 06月
記事掲載（QlifePro）

9. がん転移に深くかかわる上皮間葉転換を制御するマイクロ RNAの機能を解明「マイクロ RNAと抗がん剤
併用による新規がん治療戦略への期待」, 2017年 06月
プレスリリース Scientific Reports

10. 東京医歯大、京都府立医大、山梨大、膵癌 EMTを抑制するmiRNAを報告 ゲムシタビン感受性の増強効果
も確認, 2017年 07月
新聞掲載（日経バイオテク）

11. 「小頭症 · 小脳脳幹部低形成 (MICPCH)を伴う発達遅滞の包括的解析」― 日本人患者 41名を対象とした
希少性先天異常症の大規模解析 ―, 2017年 08月
プレスリリース Plos One
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血液内科学
Hematology

主任教授　　　　　　　　　　　三浦 　修
造血器疾患免疫治療担当教授　　川又　紀彦
講師　　　　　　　　　　　　　福田 哲也
助教　　　　　　　　　　　　　山本　正英、長尾 俊景、渡邉　健
特任助教　　　　　　　　　　　坂下　千瑞子
検査部助教　　　　　　　　　　野上　彩子
医員　　　　　　　　　　　　　斎藤　達也、堤　大樹、青山　慧、梅澤　佳央
大学院生　　　　　　　　　　　石田　信也、秋山　弘樹、岡田　啓五、安田　峻一郎
　　　　　　　　　　　　　　　内田　慧美、渡辺　大介、佐々木　宏治、藤田　修平

( 1 ) 分野概要

当分野は主に、血液内科として医学部附属病院にて、種々の造血器腫瘍、貧血疾患、出血性疾患等の血液疾患に関
して、安全で質の高い医療の提供、高度先進医療の開発、優秀な医師の養成等の目標の達成に向けて、抗癌剤治
療、分子標的療法、造血幹細胞移植療法等の治療法を主とした診療と、卒後初期および後期研修を担っています。
また、血液疾患の病態の理解に基づいた診断法と治療法の基本の修得を目指して、学部学生に講義と診療参加型
実習を通じて教育を行っています。さらに、大学院医歯学総合研究科 · 血液内科学分野として、主に博士課程大学
院生の教育を行いつつ、治療が困難な血液疾患に対する有効な治療法の開発に向けた基礎的、臨床的研究を行っ
ています.

( 2 ) 研究活動

現在の主な研究テーマは、
１）造血細胞の増殖と腫瘍発症に関わる細胞内シグナル伝達機構の解明
２）リンパ系腫瘍発症の分子機構の解明
３）化学療法剤による造血器腫瘍のアポトーシス誘導制御機構
４）慢性骨髄性白血病における分子標的療法耐性機構の解明
５）EBウイルス関連疾患の病態解明
等である。

( 3 ) 教育活動

卒前教育: 学部４年生を対象に系統別血液病学講義において血液内科学の基本的事項につき講義を行っている。学
部５、６年生に対して、診療参加型実習クリニカルクラークシップ (CC)において当科は CC１で PBL形式を用
いた診療上の問題解決能力 · 手法の取得を、CC3でベッドサイドおよび外来において血液疾患診断および治療方
針決定能力の取得を目標に実践的指導を行っている。基礎的な研究の実習として、医学部４年生のプロジクトセ
メスター、保健衛生学科４年生の卒研を積極的に受け入れている。

卒後教育: 初期研修では、患者との意志の疎通を保ち、全人的治療を行うように指導を行っている。実地での診
断、治療に必要な血液病学の基礎的知識を身につけることを、内科認定医試験も視野に入れ目標としている。後
期研修では、血液専門医としての知識、経験を身につけることを目標に、日常の診療に加え、学会発表、論文執筆
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も積極的に指導している。

( 4 ) 教育方針

卒前教育では、診療上の問題解決能力 · 手法の取得と、血液疾患診断および治療方針決定能力の取得を目標に実践
的指導を行っている。

卒後教育では、初期研修においては、患者との意志の疎通を保ち、全人的治療を行得ることを目標としている。実
地での診断、治療に必要な血液病学の基礎的知識を身につけることを、内科認定医試験も視野に入れ目標として
いる。後期研修では、血液専門医としての知識、経験を身につけることを目標に、日常の診療に加え、学会発表、
論文執筆を行えるようになることを目標としている。

( 5 ) 臨床活動および学外活動

2017年の入院患者総数はのべ約 388人で、血液疾患の多岐にわたる。6床の無菌病室において、急性白血病寛解
導入療法や、急性白血病および悪性リンパ腫、多発性骨髄腫、慢性活動性 EBV感染症に対し、その適応によって
自家、および同種造血幹細胞移植療法を積極的に行っている。骨髄移植推進財団、日本臍帯血バンクネットワーク
の移植施設として認定を受け、骨髄バンク及び臍帯血バンクからの非血縁者間の造血幹細胞移植を積極的に行っ
ている。2017年は同種造血幹細胞移植 9例（血縁造血幹細胞移植 2例、非血縁骨髄移植 5例、非血縁臍帯血移植
2例）、自家末梢血幹細胞移植 8例が施行された。外来に関しては、外来化学療法室にて安全且つ生活の質に重点
をおいた通院化学療法を施行している。

( 6 ) 臨床上の特色

放射線標識抗 CD20 抗体（ゼバリン）治療、慢性活動性 EB ウイルス感染症に対する造血幹細胞移植療法、移植
後の網羅的血中ウイルス DNA 量測定による早期診断治療等。

( 7 ) 研究業績

[原著]

1. 小野澤枝里香、柴山春奈、今留謙一、廿楽明穂、小山高敏、三浦修、新井文子. . 慢性活動性 Epstein-Barr
ウイルス感染症における炎症性サイトカイン産生. 臨床血液. 2017.03; 58(3); 189-196

2. Honami Takada, Ken-Ichi Imadome, Haruna Shibayama, Mayumi Yoshimori, Ludan Wang, Yasunori
Saitoh, Shin Uota, Shoji Yamaoka, Takatoshi Koyama, Norio Shimizu, Kouhei Yamamoto, Shigeyoshi
Fujiwara, Osamu Miura, Ayako Arai. EBV induces persistent NF-κ B activation and contributes to
survival of EBV-positive neoplastic T- or NK-cells. PLoS ONE. 2017.03; 12(3); e0174136

3. Ayano Imai, Hiroshi Takase, Ken-Ichi Imadome, Go Matsuda, Iichiro Ohnishi, Kouhei Yamamoto, Takumi
Kudo, Yoji Tanaka, Taketoshi Maehara, Osamu Miura, Ayako Arai. Development of Extranodal NK/T-
cell Lymphoma Nasal Type in Cerebrum Following Epstein-Barr Virus-positive Uveitis. Intern. Med..
2017.05; 56(11); 1409-1414

4. Masahide Yamamoto, Ken Watanabe, Tetsuya Fukuda, Osamu Miura. Prediction of Prognosis for Patients
with Diffuse Large B-Cell Lymphoma Refractory to or in First Relapse After Initial R-CHOP Therapy:
A Single-Institution Study. Anticancer Res.. 2017.05; 37(5); 2655-2662

5. Masayuki Shiseki, Chikashi Yoshida, Naoki Takezako, Akira Ohwada, Takashi Kumagai, Kaichi Nishi-
waki, Akira Horikoshi, Tetsuya Fukuda, Hina Takano, Yasuji Kouzai, Junji Tanaka, Satoshi Morita,
Junichi Sakamoto, Hisashi Sakamaki, Koiti Inokuchi. Dasatinib rapidly induces deep molecular response
in chronic-phase chronic myeloid leukemia patients who achieved major molecular response with detectable
levels of BCR-ABL1 transcripts by imatinib therapy. Int. J. Clin. Oncol.. 2017.05; 22(5); 972-979

6. 柴山 春奈，今留 謙一，小野澤 枝里香，廿楽 明穂，三浦 修，小山 高敏，新井 文子. 慢性活動性 Epstein-Barr
virus感染症におけるウイルス特異的細胞傷害性 T細胞 臨床血液. 2017.06; 58(6); 583-588



— 759 —

先端医療開発学講座

7. Naoto Tomita, Masahiro Yokoyama, Wataru Yamamoto, Reina Watanabe, Yutaka Shimazu, Yasufumi
Masaki, Saburo Tsunoda, Chizuko Hashimoto, Kayoko Murayama, Takahiro Yano, Rumiko Okamoto,
Ako Kikuchi, Kazuo Tamura, Kazuya Sato, Kazutaka Sunami, Hirohiko Shibayama, Rishu Takimoto, Rika
Ohshima, Hiromichi Takahashi, Yukiyoshi Moriuchi, Tomohiro Kinoshita, Masahide Yamamoto, Ayumi
Numata, Hideaki Nakajima, Ikuo Miura, Kengo Takeuchi. The standard international prognostic index
for predicting the risk of CNS involvement in DLBCL without specific prophylaxis. Leuk. Lymphoma.
2017.06; 1-8

8. Akira Toriihara, Reiko Nakajima, Ayako Arai, Masashi Nakadate, Koichiro Abe, Kazunori Kubota, Uk-
ihide Tateishi. Pathogenesis and FDG-PET/CT findings of Epstein-Barr virus-related lymphoid neo-
plasms. Ann Nucl Med. 2017.07; 31(6); 425-436

9. Keisuke Tanaka, Gaku Oshikawa, Hiroki Akiyama, Shinya Ishida, Toshikage Nagao, Masahide Yamamoto,
Osamu Miura. Acute myeloid leukemia with t(3;21)(q26.2;q22) developing following low-dose methotrex-
ate therapy for rheumatoid arthritis and expressing two AML1/MDS1/EVI1 fusion proteins: A case
report. Oncol Lett. 2017.07; 14(1); 97-102

10. Yujin Sekinaka, Noriko Mitsuiki, Kohsuke Imai, Miharu Yabe, Hiromasa Yabe, Kanako Mitsui-Sekinaka,
Kenichi Honma, Masatoshi Takagi, Ayako Arai, Kenichi Yoshida, Yusuke Okuno, Yuichi Shiraishi, Kenichi
Chiba, Hiroko Tanaka, Satoru Miyano, Hideki Muramatsu, Seiji Kojima, Asuka Hira, Minoru Takata,
Osamu Ohara, Seishi Ogawa, Tomohiro Morio, Shigeaki Nonoyama. Common Variable Immunodeficiency
Caused by FANC Mutations. J. Clin. Immunol. 2017.07; 37(5); 434-444

11. Masahide Yamamoto, Sayaka Suzuki, Jun-Ichi Mukae, Keisuke Tanaka, Ken Watanabe, Gaku Oshikawa,
Tetsuya Fukuda, Naomi Murakami, Osamu Miura. Atypical chronic myeloid leukemia with isochromosome
(X)(p10): A case report. Oncol Lett. 2017.09; 14(3); 3717-3721

12. Naoto Takahashi, Tetsuzo Tauchi, Kunio Kitamura, Koichi Miyamura, Yoshio Saburi, Yoshihiro Hatta,
Yasuhiko Miyata, Shinichi Kobayashi, Kensuke Usuki, Itaru Matsumura, Yosuke Minami, Noriko Usui,
Tetsuya Fukuda, Satoru Takada, Maho Ishikawa, Katsumichi Fujimaki, Hiroshi Gomyo, Osamu Sasaki,
Kohshi Ohishi, Takaaki Miyake, Kiyotoshi Imai, Hitoshi Suzushima, Hideki Mitsui, Kazuto Togitani, Toru
Kiguchi, Yoshiko Atsuta, Shigeki Ohtake, Kazunori Ohnishi, Yukio Kobayashi, Hitoshi Kiyoi, Yasushi
Miyazaki, Tomoki Naoe, . Deeper molecular response is a predictive factor for treatment-free remission
after imatinib discontinuation in patients with chronic phase chronic myeloid leukemia: the JALSG-
STIM213 study. Int. J. Hematol.. 2017.09; 107(2); 185-193

13. S Fujita, D Honma, N Adachi, K Araki, E Takamatsu, T Katsumoto, K Yamagata, K Akashi, K Aoyama,
A Iwama, I Kitabayashi. Dual inhibition of EZH1/2 breaks the quiescence of leukemia stem cells in acute
myeloid leukemia. Leukemia. 2017.09; ［Epub ahead of print］

14. S Tokoro, T Namiki, K Miura, K Watanabe, A Arai, K Imadome, H Yokozeki. Chronic active Epstein-Barr
virus infection with cutaneous lymphoproliferation: haemophagocytosis in the skin and haemophagocytic
syndrome. J Eur Acad Dermatol Venereol. 2017.10; [ Epub ahead of print] ;

15. Akira Toriihara, Ayako Arai, Masashi Nakadate, Kouhei Yamamoto, Ken-Ichi Imadome, Osamu Miura,
Ukihide Tateishi. FDG-PET/CT findings of chronic active Epstein-Barr virus infection. Leuk. Lym-
phoma. 2017.10; 1-4

16. Hirohisa Nakamae, Tetsuya Fukuda, Chiaki Nakaseko, Yoshinobu Kanda, Ken Ohmine, Takaaki Ono,
Itaru Matsumura, Akira Matsuda, Makoto Aoki, Kazuo Ito, Hirohiko Shibayama. Nilotinib vs. imatinib
in Japanese patients with newly diagnosed chronic myeloid leukemia in chronic phase: long-term follow-up
of the Japanese subgroup of the randomized ENESTnd trial. Int. J. Hematol.. 2017.10; 107(3); 327-336

17. Yoshihiro Umezawa, Hiroki Akiyama, Keigo Okada, Shinya Ishida, Ayako Nogami, Gaku Oshikawa, Tet-
suya Kurosu, Osamu Miura. Molecular mechanisms for enhancement of stromal cell-derived factor 1-
induced chemotaxis by platelet endothelial cell adhesion molecule 1 (PECAM-1). Journal of Biological
Chemistry. 2017.12; 292(48); 19639-19655

18. Keigo Okada, Ayako Nogami, Shinya Ishida, Hiroki Akiyama, Cheng Chen, Yoshihiro Umezawa and
Osamu Miura. FLT3-ITD induces expression of Pim kinases through STAT5 to confer resistance to the
PI3K/Akt pathway inhibitors on leukemic cells by enhancing the mTORC1/Mcl-1 pathway Oncotarget.
2017.12; 9; 8870-8886
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[書籍等出版物]

1. 新井文子. 『今日の臨床サポート』（改訂第 3版）血球貪食症候群. エルゼビア, 2017.03

[講演 · 口頭発表等]

1. 柴山春奈，今留謙一，小野澤枝里香，廿楽明穂，三浦修，小山高敏，新井文子. 慢性活動性 EBウイルス感
染症における EBV特異的細胞傷害性 T細胞. 第 26回 EBウイルス感染症研究会 2017.03 東京

2. 小野澤枝里香，柴山春奈，今留謙一，廿楽明穂，小山高敏，三浦修，新井文子. 慢性活動性 EBウイルス感
染症における炎症性サイトカインの産生の解析. 第 26回 EBウイルス感染症研究会 2017.03 東京

3. 山下　知子,水地　大輔,吉藤　康太,田中　圭祐,野上　彩子,渡邊　健,坂下　千瑞子,福田　哲也,新井 文
子,川又　紀彦,三浦　修,山本　正英. 中枢神経リンパ腫に対する busulfanを含む前処置を用いた自家末梢
血幹細胞移植の検討. 第 39回日本造血幹細胞移植学会総会 2017.03.03 松江

4. 酒井伸, 吉藤康太, 齋藤達也, 山下知子, 野上彩子, 渡邉健, 新井文子 ,川又紀彦　三浦修. 若年成人 T細胞性
急性リンパ性白血病に対する L-asparaginase投与に伴う超高トリグリセリド血症. 日本内科学会関東地方会
2017.03.11 東京

5. 小野澤枝里香、柴山春奈、今留謙一、廿楽明穂、小山高敏、三浦修、新井文子. 慢性活動性 EBウイルス感
染症における炎症性サイトカインの産生の解析. 第 26回 EBウイルス感染症研究会 2017.03.19 東京

6. 柴山 春奈，今留 謙一，小野澤 枝里香，廿楽 明穂，三浦 修，小山 高敏，新井 文子. 慢性活動性 EBウイル
ス感染症における EBV特異的細胞傷害性 T細胞. 第 26回 EBウイルス感染症研究会 2017.03.19 東京

7. 小野澤枝里香、柴山春奈、今留謙一、廿楽明穂、小山高敏、三浦修、新井文子. 慢性活動性 EBウイルス感
染症における炎症性サイトカインの産生の解析. 第 26回 EBウイルス感染症研究会 2017.03.19 東京

8. Erika Onozawa, Haruna Shibayama, Sho Aoki, Akiho Tuzura, Ken-ich Imadome, Takatoshi Koyama,
Osamu Miura, Ayako Arai. STAT3 is constitutively activated and can be a therapeutic target of JAK
inhibitors in chronic active Epstein-Barr virus infection. The 22th Congress of European society of Hema-
tology 2017.06.23 Madrid

9. 廿楽明穂、吉森真由美、小野澤枝里香、今留謙一、大川龍之介、戸塚実、三浦修、小山高敏、新井文子. EB
ウイルス陽性 T,NK細胞培養上清は単球系細胞のマクロファージへの 分化とサイトカイン産生を誘導する.
第 4回日本血液学会関東甲信越地方会 2017.07.01 松本

10. 渡邉 健，吉藤 康太，齋藤 達也，山下 知子，野上 彩子，山本 正英，坂下 千瑞子, 福田 哲也，新井 文子，東
田 修二，川又 紀彦，三浦 修. 腫瘍随伴性天疱瘡と閉塞性細気管支炎を合併した濾胞性リンパ腫の 1 例. 第
4回日本血液学会関東甲信越地方会 2017.07.01 松本

11. 福田哲也. 臨床経験に基づく放射免疫療法（RIT）のベネフィットと最適患者像. 第 57回日本リンパ網内系
学会総会 2017.07.01 東京

12. 今野夏乃子、廿楽明穂、吉森真由美、小野澤枝里香、今留謙一、大川龍之介、戸塚実、新井文子. Epstein-Barr
ウイルス陽性 T,NK細胞培養上清は単球系細胞のマクロファージへの分化を誘導する. 第 12回日本臨床検
査学教育学会学術大会 2017.08.23 越谷

13. 新井文子. 慢性活動性 Epstein-Barrウイルス感染症　～炎症と腫瘍、2つの顔を持つ疾患～. 第 45回日本臨
床免疫学会総会ワークショップ慢性炎症と免疫不全 2017.09.29 東京

14. 米瀬 一朗、坂下 千瑞子、今留 謙一、小林 徹、澤田 明久、伊藤 嘉規, 福原 規子、廣瀬朝生、竹田 勇輔、牧
田雅典、遠藤 知之、木村 俊一、石村 匡崇、冨田　誠、中村　桂子、三浦 修、大賀正一、木村宏、藤原 成
悦、新井 文子. 慢性活動性 EBウイルス感染症の本邦における診療実態の全国調査. 第 79回日本血液学会
総会 2017.10.20 東京

15. Kota Yoshifuji, Tetsuya Saito, Tomoko Yamashita, Ayako Nogami, Ken Watanabe, Tetsuya Fukuda,
Norihiko Kawamata, Osamu Miura, Masahide Yamamoto. Clinical features and treatment outcome of
methotrexate-associated Hodgkin lymphoma in our institute. The 79th Annual Meeting of the Japanese
Society of Hematology 2017.10.20 Tokyo
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16. Tetsuya Saito, Hiroki Tsutsumi, Tomoko Yamashita, Hiroki Akiyama, Yoshihiro Umezawa, Ken Watan-
abe, Tetsuya Fukuda, Norihiko Kawamata, Osamu Miura, Masahide Yamamoto. Viral monitoring using
multiplex PCR in patients with bone marrow failure treated with rabbit ATG. The 79th Annual Meeting
of the Japanese Society of Hematology 2017.10.20 Tokyo

17. Ayako Nogami, Keigo Okada, Cheng Chen, Maho Kawakami, Hiroki Akiyama, Yoshihiro Umezawa, Gaku
Oshikawa, Shinya Ishida, Tetsuya Kurosu, Osamu Miura. Modulation of the mTORC1 pathway by
ubiquitin-proteasome system via REDD1 in AML with FLT3-ITD. The 79th Annual Meeting of the
Japanese Society of Hematology 2017.10.20 Tokyo

18. Shinya Ishida, Gaku Oshikawa, Toshikage Nagao, Keigo Okada, Hiroki Akiyama, Yoshihiro Umezawa,
Ayako Nogami, and Osamu Miura. Autophagy and Bcl-2 family members protect JAK2-V617F-expressing
leukemic cells from ruxolitinib. The 79th Annual Meeting of the Japanene Society of Hematology
2017.10.20 Tokyo

19. Ryoto Yoshimoto, Ken Watanabe, Emi Uchida, Shihoko Suwa, Shuji Tohda, Masahiko Hatano, Miura Os-
amu, Tetsuya Fukuda. IVNSIABP/Nd1 is highly expressed in refractory lymphoma as a novel therapeutic
target molecule. The 79th Annual Meeting of the Japanese Society of Hematology 2017.10.20 Tokyo

20. Keigo Okada, Ayako Nogami, Cheng Chen, Maho kawakami, Hiroki Akiyama, Shinya Ishida, Yoshihiro
Umezawa, Osamu Miura. FLT3-ITD confers resistance to PI3K/Akt inhibitors by enhancing mTORC1/Mcl-
1 pathway via Pim kinase. The 79th Annual Meeting of the Japanese Society of Hematology 2017.10.20
Tokyo

21. 廿楽明穂、今留謙一、大内史彦、柴山春奈、小原収、今井耕輔、松田剛、小野澤枝里香、吉森真由美、小山
高敏、三浦修、新井文子. 慢性活動性 EBウイルス感染症における APOBEC3Bの発現亢進. 第 79回日本
血液学会総会 2017.10.21 東京

22. 小野澤枝里香、柴山春奈、高田穂菜実、今留謙一、青木奨、吉森真由美、藤原成悦、小山高敏、三浦修、新
井文子. 慢性活動性 Epstein-Barrウイルス感染症では STAT3が恒常的に活性化し治療標的となりうる. 第
79回日本血液学会総会 2017.10.21 東京

23. Hiroki Akiyama, Yoshihiro Umezawa, Keigo Okada, Shinya Ishida, Ayako Nogami, Toshikage Nagao,
Osamu Miura. Deubiquitinase inhibitor WP1130 blocks JAK2-V617F to induce apoptosis in leukemic
cells. The 79th Annual Meeting of the Japanese Society of Hematology 2017.10.21 Tokyo

24. 渡邉大介、安田俊一郎、川又紀彦、坂下千瑞子、渡邉健、山本正英、福田哲也、三浦修. CRISPR/Cas9 法
を用いた mCALR遺伝子のゲノム編集. 第 79回日本血液学会総会 2017.10.21 東京

25. Takashi Ikeda, Keita Mori, Koji Kawamura, Takehiko Mori, Shotaro Hagiwara, Yasunori Ueda, Kaoru
Kahata, Naoyuki Uchida, Nobuhiro Tsukada, Satoshi Murakami, Masahide Yamamoto, Tsutomu Taka-
hashi, Tatsuo Ichinohe, Makoto Onizuka, Yoshiko Atsuta, Yoshinobu Kanda, Shinichiro Okamoto, Kazu-
taka Sumani. Allogenic SCT for multiple myeloma relapsing or progressing after prior autologous SCT:
JSHCT MM-WG. The 79th Annual Meeting of the Japanese Society of Hematology 2017.10.22 Tokyo,
Japan

26. Tomoko Yamashita, Hiroki Tsutsumi, Kota Yoshifuji, Tatsuya Saito, Yoshihiro Umezawa, Ayako Nogami,
Ken Watanabe, Toshikage Nagao, Chizduko Sakashita, Masahide Yamamoto, Ayako Arai, Norihiko Kawa-
mata, Osamu Miura, Tetsuya Fukuda. Chronic Lymphocytic Leukemia/Small Lymphocytic Lymphoma
with 11q Deletion. The 79th Annual Meeting of the Japanese Society of Hematology 2017.10.22 Tokyo

27. 吉森真由美、今留謙一、新井文子、川野布由子、石川百合子、高橋絵都子、和田尚美、湯之前雄太、外丸靖
浩、清水則夫. 定量ストリップ法による Epstein-Barr virus DNA測定法の開発. 第 64回日本臨床検査医学
会学術集会 2017.11.17 第 64回日本臨床検査医学会

28. Hiroki Akiyama, Yoshihiro Umezawa, Keigo Okada, Shinya Ishida, Ayako Nogami, and Osamu Miura.
Deubiquitinase Inhibitor WP1130 Blocks FLT3-ITD to Induce Apoptosis in Leukemic Cells. The 59th
American Society of Hematology Annual Meeting & Exposition 2017.12.10 Atlanta

29. Akiho Tsuzura, Mayumi Yoshimori,Kanoko Konno, Ken-Ichi Imadome, Erika Onozawa, Ryunosuke Ohkawa,
Minoru Tozuka, Osamu Miura, Ayako Arai. Tumor Cells from EBV-Positive T- or NK-Cell Neoplasms
Induce Differentiation and Activation of Macrophages by Secreting Humoral Factors. The 59th American
Society of Hematology Annual Meeting 2017.12.11 Atlanta
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[受賞]

1. 日本臨床検査学教育学会学術大会優秀発表賞，今野夏乃子, 日本臨床検査学教育学会, 2017年 08月

[その他業績]

1. 慢性活動性 Epstein-Barrウイルス感染症に対するルキソリチニブの単剤療法の有効性、安全性に関する第Ⅱ
相試験, 2017年 04月
日本医師会治験促進事業 代表研究者　新井文子

2. 慢性活動性 EBV感染症とその類縁疾患の疾患レジストリとバイオバンク構築, 2017年 04月
厚労省難治性疾患等政策研究事業
分担研究者　新井文子

3. 慢性活動性 EBウイルス感染症とその類縁疾患に対する革新的治療薬を実現するための統合的研究体制の構
築, 2017年 04月
AMED難治性疾患実用化研究事業
分担研究者　 15ek0109098　新井文子

4. EBV陽性 T/NK細胞リンパ腫における APOBECの機能 , 2017年 04月
日本学術振興会基盤 C. 研究代表者
15K09468 　新井文子

5. 日本学術振興会 基盤研究 (C) 活性化型チロシンキナーゼ変異体による造血器腫瘍の治療抵抗性獲得機構と
制御法の開発, 2017年 04月
研究課題番号：15K09467
2015年 4月 1日～ 2018年 3月 31日 (予定)
研究代表者（三浦）

6. 厚生労働科学研究費補助金　がん対策推進総合研究事業（革新的がん医療実用化研究事業）H25-H27
成人 T細胞白血病の治癒を目指した病因ウイルス特異抗原を標的とする新規複合的ワクチン療法：抗 CCR4
抗体を併用した樹状細胞療法　第 I
/II相試験 (H25-実用化 (がん)-一般-003)　研究分担者　（福田）

[社会貢献活動]

1. 病名が分からない苦しみと闘った女性（新井文子）, 日本テレビ, ザ！ 世界仰天ニュース, 2017年 05月 09日

2. ＣＡＥＢＶについて（新井文子）, 毎日新聞社, 毎日新聞, 2017年 11月 19日
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分子内分泌代謝学
Molecular Endocrinology and Metabolism

講師：吉本 貴宣、泉山 肇 1

助教：南 勲、辻本　和峰、宮地　康高
医員：大熊 英之、竹内　彬、林　寛仁、安藤　真広、小関　紗代
レジデント：山下　大翔、齋藤　亜紀
特任助教：西條 美佐、袁 勲梅 3、伊藤 美智子 3、白川 伊吹 3

大学院生（博士課程）：柴 久美子、川堀 健一、川﨑 麻紀、後藤 俊宏 2、大村 卓也、
波多野 恵、中野 雄二郎、竹内 崇人、浅川 雅博、榛澤 望、福田 達也、深石　貴大
特任准教授：橋本 貢士 4、白壁 恭子 3

1 医療連携支援センター、2 社会人大学院生、
3 臓器代謝ネットワーク講座、4 メタボ先制医療講座

( 1 ) 分野概要

分子内分泌代謝学分野（糖尿病 · 内分泌 · 代謝内科）では、「安心かつ良質な専門医療の提供」「独創的な医学研究
の推進と高度先進医療の開発」「次世代を担う若手医師 · 研究者の育成」を教室運営の基本理念としています。内
分泌代謝学は、シグナル伝達分子である「ホルモン」による生体の恒常性維持機構とその破綻により発症する病
態 · 疾患に関する学問です。当教室では、視床下部 · 下垂体疾患あるいは副腎疾患などの特徴的な臨床症状を呈す
る内分泌疾患と糖尿病を中心とする生活習慣病に関する診療 · 研究 · 教育を担当しています。

診療活動では、地域の中核病院として、増加の一途を辿っている生活習慣病と比較的稀な内分泌疾患を対象とし
て全国でもトップレベルの医療を提供しています。学内の関連診療科 · 部門との緊密な連携によるチーム医療の
要として、豊富な経験を有する内分泌代謝専門医あるいは糖尿病専門医が、内科学講座として幅広い総合医療と
高い専門性に裏打ちされた専門医療を実践しています。教室の関連病院や地域の診療所との医療連携を大切にし
て、地域医療の向上に貢献するとともに、患者さんの身近に寄り添う優しい医療を提供できるように努めていま
す。大学附属病院の診療科として難治性疾患に対する未来志向型の先進医療にも積極的に取り組んでいます。

研究活動では、大学の研究施設として、難治性疾患に対する新しい診断 · 治療戦略の開発につながる独創的な研究
活動が求められています。当教室では、古典的な生理学や薬理学と分子細胞生物学、発生工学、分子遺伝学など
の新しい研究手法とゲノムあるいはエピゲノム、メタボロームなどの網羅的解析法を駆使して、「ホルモン」によ
る生体の恒常性維持機構の解明とその成果を臨床の現場に還元するトランスレーショナルサイエンスを推進して
います。学内外の関連病院 · 関連施設と連携して、内分泌代謝疾患に関する臨床研究を展開することにより、当教
室ブランドの独創的な医学研究と臨床応用を推進していきたいと考えています。

教育活動では、医学部学生の卒前教育、研修医やレジデントあるいは専門医の卒後教育、修士課程 · 博士課程にお
ける大学院教育を通して、次の時代の内分泌代謝学をリードする人材育成を目標にしています。診療の現場では、
充実した初期 · 後期臨床研修のために多彩な内分泌代謝疾患を経験する機会を提供し、患者さんの身近に寄り添
う人間愛にあふれ、最新の医学知識 · 技術を有する、次の時代の医学を開拓しようという志の高い医師を育成しま
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す。研究の現場では、医学部以外の理系学部出身者も多く参加するヘテロな研究集団において、異なるバックグ
ラウンドの若手が切磋琢磨することにより、グローバルな視野とリサーチマインドを有する医学研究者を育成し
ます。人生で最も大切な時期を教室で過ごす若手には、主体的に色々なことにチャレンジして良い経験をしてほ
しいと願っています。

教室員一同、患者さんに信頼される診療活動と独創的な研究活動を実践すること、次世代の若手医師 · 研究者には
内分泌代謝学の魅力を伝えることにより、わが国の内分泌代謝学の発展に貢献したいと考えています。

( 2 ) 研究活動

研究テーマ
ライフスタイルの欧米化に伴って肥満、糖尿病、高血圧、脂質異常症、動脈硬化性疾患などの生活習慣病の罹患率
は増加の一途を辿っており、国民医療の観点からもこれらの疾患の克服は極めて重要な研究課題です。生活習慣
病の成因の解明と新しい治療戦略の確立は、超高齢化社会を迎えつつあるわが国の国民の健康、医療、福祉の向
上に不可欠です。当教室では、メタボリックシンドロームあるいは多くの生活習慣病に共通する分子基盤として
「慢性炎症」と「エピジェネティクス」に注目し、本領域の基礎研究課題に取り組んでいます。さらに、内分泌 ·
代謝 · 糖尿病 · 高血圧領域の病態生理、診断、治療に関する幅広い臨床研究を行い、臨床へのフィードバックに取
り組んでいます。主な研究テーマは以下のとおりです。

１） 生活習慣病の分子基盤としての「慢性炎症」に関する研究
慢性炎症では、長期にわたるストレス応答により各臓器の機能を担う実質細胞とその隙間に存在する間質細胞の
相互作用が遷延化し、本来可逆的な適応反応の破綻により不可逆な「組織リモデリング」を生じて臓器の機能不
全や種々の疾患をもたらします。最近では、ストレスあるいは傷害を受けた実質細胞より放出される自己由来成
分（内因性リガンド）とマクロファージなどの間質細胞に発現する病原体センサーの相互作用により誘導される
慢性炎症として「自然炎症」の概念も提唱されています。例えば、肥満の脂肪組織では、実質細胞である脂肪細胞
より放出される飽和脂肪酸が間質細胞であるマクロファージに発現する病原体センサー TLR4を活性化すること
により、「悪循環」を形成して炎症反応が持続化し（脂肪組織リモデリング）、これは自然炎症のプロトタイプと考
えることができます。当教室では、メタボリックシンドロームや生活習慣病における慢性炎症の分子機構の解明
と新しい診断 · 治療戦略の開発に関する研究を推進しています。

２） 生活習慣病の分子基盤としての「エピジェネティクス」に関する研究
環境因子と遺伝素因の複雑な相互作用により発症する代表的な多因子疾患である生活習慣病の発症機序として、
種々の外的要因（環境因子）によりもたらされる後天的なゲノム修飾（DNAメチル化、ヒストンメチル化 · アセ
チル化など）による遺伝子発現制御（エピジェネティクス）が注目されています。器官が形成される胎児期ある
いは個体の成長が著しい新生児期は、個体の一生を通じて全身臓器の可塑性が最も高い時期であり、胎生期～新
生児期の環境因子の変化がどのようにしてエピゲノム記憶されて成人期の慢性疾患の発症に関与するのかを解明
することにより、エピゲノム記憶を標的とする新しい医学応用が期待されます。私たちの研究室では、DNAメチ
ル化に焦点を当てて、メタボリックシンドロームあるいは生活習慣病のエピジェネティクス制御の分子機構に関
する研究を推進しています。

３） 血管と代謝臓器の機能連関に関する研究
　骨格筋や肝臓などの代謝臓器では、エネルギー環境の変化に対応するために、エネルギー産生機構を制御する
転写調節機構が存在します。高血糖、インスリン抵抗性あるいは脂質異常症などの代謝異常により惹起される血
管内皮機能障害においても、同様の代謝応答性転写調節機構が重要な役割を果たしています。また、血管は単に
臓器に酸素 · 栄養素を供給するのみならず、内皮細胞に由来する液性因子（パラクリンシグナル）や血管新生その
ものにより、代謝臓器の機能を積極的に調節することが明らかになっています。当教室では、血管と代謝臓器の
ダイナミックな機能連関と代謝疾患における血管合併症に焦点を当てて、血管病と代謝疾患の成因の解明と血管
を標的とする治療法に関する研究を進めています。

４）炎症反応における膜タンパク質の切断による放出「シェディング」に関する研究
慢性炎症を引き起こす主要な炎症性サイトカインであるTNFは、通常は免疫細胞表面につながれた膜タンパク質
として存在しているが、病原体などの刺激を受けると速やかに切断されて放出 · 拡散し、様々な実質細胞に作用で
きるようになる。また免疫細胞は炎症性サイトカインと同時に接着に関わる分子、シグナル伝達に関わる受容体
などの様々な機能膜タンパク質を切断し放出することもわかっている。我々は、この膜タンパク質の切断による
放出（＝シェディング）が炎症反応の惹起に必須の分子機構であることに着目し、切断を担うタンパク質分解酵
素がどのようにして特定の膜タンパク質だけを切断するのか、病原体刺激がどのようにしてタンパク質分解酵素
を活性化するのか、明らかにするための研究を推進している。
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5）ホルモン産生腫瘍の発生機構および病態解析に関する研究
機能性ホルモン産生腫瘍は難治性内分泌疾患から高血圧や糖脂質代謝異常などの生活習慣病に至る広範な疾患の
基盤病態となり、ホルモン産生腫瘍の発生機構と病態の解明は内分泌代謝学における重要な研究課題です。当教
室では、視床下部 · 下垂体疾患あるいは副腎疾患を中心とする内分泌疾患を対象とする生化学的あるいは病理学的
解析、ゲノム · エピゲノム解析、疫学研究などを通じて、内分泌腫瘍あるいは異所性ホルモン産生腫瘍の新しい検
査法 · 診断法の開発を目指した臨床研究を展開しています。

( 3 ) 教育活動

担当科目：内分泌 · 代謝学、糖尿病、高血圧
教育方針：内分泌学は、古典的な「内分泌器官」に由来するホルモンのみならず、心血管組織、脂肪組織あるいは
消化管などの全身臓器から産生される多くの生理活性物質の分泌 · 代謝 · 作用を包括的にとらえる学問です。内分
泌系の異常は、糖尿病、肥満症、高血圧症などの生活習慣病から特徴的な臨床症状を呈する比較的稀な内分泌疾
患まで多彩な病態 · 疾患をもたらします。当教室では国民的問題とされる糖尿病を中心とする生活習慣病やメタボ
リックシンドローム、難治性高血圧、ホルモン異常による多彩な症状を呈する視床下部 · 下垂体 · 副腎疾患、膵 ·
消化管ホルモン産生腫瘍などの難治性内分泌疾患の診療を担当しています。生活習慣病あるいは内分泌疾患を対
象として、最新の知識に基づく論理的診断と病態生理あるいは生活環境を考慮した全人的医療を実践できる専門
医の育成、「慢性炎症」「エピジェネティクス」「異所性脂肪蓄積」をキーワードとした生活習慣病の成因の解明と
新しい診断法 · 治療法の開発、ホルモン産生腫瘍を中心とする内分泌疾患の新しい検査法 · 診断法の開発を目指し
た基礎 · 臨床研究の推進を実践しています。以上の臨床活動 · 研究活動を通して、知識、技術、思考力を涵養し、
高い専門性と総合力を兼ね備えた医療人 · 医学者の育成を目指しています。

平成 29年度の教育実績は以下の通りです。
· 医学部医学科系別総合講義（内分泌 · 代謝）（29）
· 医学部保健衛生学科講義（内分泌 · 代謝）（3）
· 歯学部歯学科講義　内科学各論（内分泌 · 糖尿病）（2）　
· 歯学部口腔保健学科　医学一般（代謝性疾患、内分泌疾患）（2）
· 医学科実習
· プレクリニカルクラークシップ（PCC）：（2017年 12月-2018年 2月）
　第 4学年学生グループを対象に内分泌 · 代謝（コース 8）実習を担当。
· OSCE（医療面接）を担当
· クリニカルクラークシップ（CC）：（2017年 4月-2018年 3月）
　 5年または 6年学生（3-4名）を対象に 4週間単位で病棟実習を担当。
· 大学院特別講義（2017年 9月 29日）
　千葉大学　大学院医学研究院　免疫発生学　教授 中山　俊憲　先生
　「慢性炎症を引き起こす病原性 Th細胞の誘導と代謝調節」

( 4 ) 教育方針

内分泌学は、古典的な「内分泌器官」に由来するホルモンのみならず、心血管組織、脂肪組織あるいは消化管など
の全身臓器から産生される多くの生理活性物質の分泌 · 代謝 · 作用を包括的にとらえる学問です。内分泌系の異常
は、糖尿病、肥満症、高血圧症などの生活習慣病から特徴的な臨床症状を呈する比較的稀な内分泌疾患まで多彩
な病態 · 疾患をもたらします。
　当科では国民的問題とされる糖尿病を中心とする生活習慣病やメタボリックシンドローム、難治性高血圧、ホ
ルモン異常による多彩な症状を呈する視床下部 · 下垂体 · 副腎疾患、膵 · 消化管ホルモン産生腫瘍などの難治性内
分泌疾患の診療を担当しています。生活習慣病あるいは内分泌疾患を対象として、最新の知識に基づく論理的診
断と病態生理あるいは生活環境を考慮した全人的医療を実践できる専門医の育成を目指しています。研究に関し
ては、「慢性炎症」「エピジェネティクス」「異所性脂肪蓄積」をキーワードとした生活習慣病の成因の解明と新し
い診断法 · 治療法の開発、ホルモン産生腫瘍を中心とする内分泌疾患の新しい検査法 · 診断法の開発を目指した基
礎 · 臨床研究を推進しています。以上の臨床活動 · 研究活動を通して、知識、技術、思考力を涵養し、高い専門性
と総合力を兼ね備えた医療人 · 医学者を育成したいと考えています。
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( 5 ) 臨床活動および学外活動

1. 診療方針
当科では視床下部 · 下垂体疾患や副腎疾患などの特徴的な臨床症状を呈する内分泌疾患と糖尿病や肥満症を中心と
する生活習慣病の診療を担当しています。「全身を診る」という医療の原点を常に心掛けて、患者さんの身近に寄
り添う優しい全人的医療を提供するとともに、地域の診療所や関連病院の先生方との医療連携を大切にして地域
医療の向上に貢献します。

2. 対象疾患
1）内分泌疾患（視床下部 · 下垂体疾患、副腎疾患、甲状腺疾患、カルシウム代謝異常、膵ホルモン産生腫瘍、性
腺機能異常）
2）糖尿病（1型、2型、二次性）
3）高血圧症（本態性、二次性）
4）肥満症、メタボリックシンドローム、脂質異常症

3. 教育認定施設
日本内分泌学会　認定教育施設
日本糖尿病学会　認定教育施設
日本肥満学会　認定肥満症専門病院
日本高血圧学会　認定研修施設
日本甲状腺学会　認定専門医施設

( 6 ) 臨床上の特色

1. 内分泌疾患
1）副腎疾患
　原発性アルドステロン症、クッシング症候群、褐色細胞腫、副腎偶発腫瘍、アジソン病、先天性副腎皮質過形成
などを対象として、各種内分泌検査と画像診断による副腎腫瘍の良悪性判定や正確なホルモン分泌動態を総合し
て治療方針を決定しています。
　副腎腫瘍については、当科と泌尿器科、放射線科、病理部の連携下に副腎腫瘍治療ユニットを形成しており、当
科は副腎腫瘍の術前診断と術後フォローアップを担当しています。
　特に、本態性高血圧の 10%程度を占めるとされる原発性アルドステロン症の診療に力を入れており、その治療
方針（手術 · 薬物療法）の決定には副腎静脈サンプリングによる正確なアルドステロン過剰産生部位の診断が必須
です。当病院では 95％の成功率（39症例/2015年）により、信頼性の高い診療実績をあげています。
2）視床下部 · 下垂体疾患
　下垂体腫瘍、クッシング病、アクロメガリー、プロラクチノーマ、視床下部 · 下垂体機能低下症、尿崩症、SIADH
などの視床下部 · 下垂体疾患を対象として、ホルモン分泌動態評価および画像検査により正確な診断と的確な治療
方針の決定を行っています。下垂体腫瘍性病変については、脳神経外科との緊密な連携の下で術前後の内分泌学
的フォローアップを担当しています。
3）膵内分泌腫瘍
　インスリノーマやガストリノーマなどの膵内分泌腫瘍を対象として、各種内分泌検査と画像診断に加えて、放
射線科の協力の下で選択的動脈内カルシウム注入試験による正確な機能 · 部位診断を行い、肝胆膵外科と連携して
診療しています。

2. 糖尿病
（1型、2型）糖尿病、遺伝性糖尿病、膵性糖尿病、妊娠糖尿病などを対象として、糖尿病療養指導士（看護師、
管理栄養士、薬剤師）を中心とするコメディカルスタッフと連携してトータルケアを行っています。糖尿病専門
医による専門的な医療を提供するとともに、関連診療科と連携して、糖尿病合併症の治療 · 評価、患者教育を効率
良く行っています。認定教育施設として専門医を育成するとともに、患者さんに充実したケアを行えるようコメ
ディカルスタッフの育成にも力を入れています。
　血糖コントロールについては、近年、糖尿病治療薬にも多様なチョイスがあり、病態に応じたきめ細かな治療
を行っています。24時間持続血糖モニタリング（CGM）による最適な血糖コントロールや 1型糖尿病に対するイ
ンスリンポンプ治療（CSII）などの最新の医療にも積極的に取り組んでいます。
　糖尿病合併症には網膜症、腎症、神経障害などの細小血管合併症と心筋梗塞、脳梗塞、足壊疽などの大血管合併
症があり、関連診療科と連携して評価 · 治療を行っています。近年、大血管障害の増加が臨床上問題となっていま
すが、頸動脈エコーや血管内皮機能検査による動脈硬化の早期診断に努めるとともに、血圧 · 脂質管理などの総合
的管理により、患者さんの生活の質および健康寿命の確保を目指しています。
　患者教育としては、看護師による生活指導およびインスリン自己注射指導、管理栄養士による栄養指導、薬剤
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師による服薬指導などの療養指導や糖尿病教室などを通して糖尿病に関する知識を深めていただき、自己管理能
力の向上に取り組んでいます。効率的な患者指導 · サポートのために、1～2週間の教育入院プログラムを準備し、
患者さんの病状やスケジュールに合わせて柔軟に対応しています。
　 2型糖尿病の患者さんはもとより、専門的治療が必要となる 1型糖尿病の患者さんも多数通院されています。周
辺施設より治療方針の決定や教育入院を目的に御紹介いただいた場合には、評価 · 退院後に紹介元においてフォ
ローアップしていただくように医療連携を積極的に進めています。

( 7 ) 研究業績

[原著]

1. Ohara N, Minami I, Bouchi R, Izumiyama H, Hashimoto K, Yoshimoto T, Ogawa Y.. Loss of skeletal
muscle mass and its predictors in type 2 diabetes patients under multifaceted treatment approach. Diabetol
Int. 2017.01; 8(4); 366-374

2. Fukuda T, Bouchi R, Takeuchi T, Nakano Y, Murakami M, Minami I, Izumiyama H, Hashimoto K,
Yoshimoto T, Ogawa Y.. Association of diabetic retinopathy with both sarcopenia and muscle quality
in patients with type 2 diabetes: a cross-sectional study. BMJ Open Diabetes Res Care. 2017.01; 5(1);
e000404

3. Murakami M, Bouchi R, Ohara N, Fukuda T, Takeuchi T, Minami I, Hashimoto K, Yoshimoto T, Ogawa
Y.. Beneficial effect of combination therapy with mitiglinide and voglibose on fasting and postprandial
endothelial dysfunction　 in patients with type2 diabetes: a pilot study. Integr Obes Diabetes. 2017.01;
3(1); 2-4

4. Bouchi R, Nakano Y, Fukuda T, Takeuchi T, Murakami M, Minami I, Izumiyama H, Hashimoto K,
Yoshimoto T, Ogawa Y.. Reduction of visceral fat by liraglutide is associated with ameliorations of
hepatic steatosis, albuminuria, and micro-inflammation in type 2 diabetic patients with insulin treatment:
a randomized control trial. Endcr J. 2017.03; 64(3); 269-281

5. Bouchi R, Terashima M, Sasahara Y, Asakawa M, Fukuda T, Takeuchi T, Nakano Y, Murakami M,
Minami I, Izumiyama H, Hashimoto K, Yoshimoto T, Ogawa Y. . luseogliflozin reduces epicardial fat
accumulation in patients with type 2 diabetes: a pilot study. Cardiovasc Diabetol. 2017.03; 16; 32

6. Miyachi Y, Tsuchiya K, Komiya C, Shiba K, Shimazu N, Yamaguchi S, Deushi M, Osaka M, Inoue K,
Sato Y, Matsumoto S, Kikuta J, Wake K, Yoshida M, Ishii M, Ogawa Y.. Roles for Cell-Cell Adhesion
and Contact in Obesity-Induced Hepatic Myeloid Cell Accumulation and Glucose Intolerance. Cell Rep.
2017.03; 18(11); 2766-2779

7. Komiya C, Tanaka M, Tsuchiya K, Shimazu N, Furuke S, Miyachi Y, Shiba K, Yamaguchi S, Ikeda K,
Ochi K, Nakabayashi K, Hata K, Itoh M, Suganami S, Ogawa Y.. Antifibrotic effect of pirfenidone in a
mouse model of human nonalcoholic steatohepatitis. Sci Rep. 2017.03; 7; 44754

8. Bouchi R, Fukuda T, Takeuchi T, Nakano Y, Murakami M, Minami I, Izumiyama H, Hashimoto K,
Yoshimoto T, Ogawa Y.. Association of Sarcopenia with Both Latent Autoimmune Diabetes in Adults
and Type 2 Diabetes: A Cross-Sectional Study. J Diabetes Complications. 2017.06; 31(6); 992-996

9. Bouchi R, Fukuda T, Takeuchi T, Nakano Y, Murakami M, Minami I, Izumiyama H, Hashimoto K,
Yoshimoto T, Ogawa Y.. Gender difference in the impact of gynoid and android fat masses on the
progression of hepatic steatosis in Japanese patients with type 2 diabetes. BMC Obes. 2017.07; 4; 27

10. Bouchi R, Fukuda T, Takeuchi T, Nakano Y, Murakami M, Minami I, Izumiyama H, Hashimoto K,
Yoshimoto T, Ogawa Y.. Insulin Treatment Attenuates Decline of Muscle Mass in Japanese Patients with
Type 2 Diabetes. Calcif Tissue Int. 2017.07; 101(1); 1-8

11. Fukuda T, Bouchi R, Terashima M, Sasahara Y, Asakawa M, Takeuchi T, Nakano Y, Murakami M,
Minami I, Izumiyama H, Hashimoto K, Yoshimoto T, Ogawa Y.. Ipragliflozin Reduces Epicardial Fat
Accumulation in Non-Obese Type 2 Diabetic Patients with Visceral Obesity: A Pilot Study. Diabetes
Ther. 2017.08; 8(4); 851-861

12. Murakami M, Yoshimoto T, Nakabayashi K, Nakano Y, Fukaishi T, Tsuchiya K, Minami I, Bouchi R,
Okamura K, Fujii Y, Hashimoto K, Hata KI, Kihara K, Ogawa Y.. Molecular characteristics of the KCNJ5
mutated aldosterone-producing adenomas. Endocrine Related Cancer. 2017.10; 24(10); 531-541
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13. Tsuchiya K, Ogawa Y. the biology and pathophysiological roles in diabetes. J Diabetes Investig. 2017.11;
8; 726-734

14. Okuma H, Bouchi R, Masuda S, Takeuchi T, Murakami M, Minami I, Izumiyama H, Hashimoto K,
Yoshimoto T, Ogawa Y.. Suppression of extrapancreatic glucagon by octreotide may reduce fasting and
postprandial glucose levels in a diabetic patient after total pancreatectomy: a case report. Intern Med.
2017.11; 56; 3061-3066

15. Okuma H, Hashimoto K, Wang X, Ohkiba N, Murooka N, Akizuki N, Inazawa T, Ogawa Y. . Systemic
Sarcoidosis with Thyroid Involvement. Intern Med. 2017.11; 56; 2181-2186

16. Bouchi R, Fukuda T, Takeuchi T, Minami I, Yoshimoto T, Ogawa Y.. Sarcopenia is associated with
incident albuminuria in patients with type 2 diabetes: A retrospective observational study. J Diabetes
Investig. 2017.11; 8(6); 783-787

[その他業績]

1. 「肝臓内の細胞間接着 · 接触が糖代謝異常を引き起こすメカニズムを発見」― 肥満を原因とする糖尿病に対
する新しい治療標的の可能性 ―, 2017年 03月
cell reports

2. 既存の薬剤が非アルコール性脂肪肝炎（NASH）に有効であることをマウスにおいて確認, 2017年 03月
Scientific　 Reports

3. 「肝臓内の細胞間接着 · 接触が糖代謝異常を引き起こすメカニズムを発見」― 肥満を原因とする糖尿病に対
する新しい治療標的の可能性 ―, 2017年 03月
cell reports

4. 既存の薬剤が非アルコール性脂肪肝炎（NASH）に有効であることをマウスにおいて確認, 2017年 03月
Scientific　 Reports

5. 食欲を抑え、熱産生を高めて末梢組織の糖利用を促進する神経細胞を発見「インスリンの働きを高める脳の
働きを解明し、肥満 · 糖尿病の予防と治療に期待」, 2017年 07月
Diabestes
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肝胆膵 · 総合外科学
Hepatobiliary and Pancreatic Surgery

教　授　　田邉　稔
講　師　　工藤　篤
助　教　　落合高徳
　　　　　伴　大輔　 (∼3月:低侵襲医学研究センター、4月 ∼:肝胆膵外科)
　　　　　藍原有弘
　　　　　松村　聡
　　　　　光法雄介
　　　　　伊藤浩光 （4月 ∼:臨床腫瘍学分野）
　　　　　佐藤　拓 （∼9月:疾患バイオリソースセンター)
大学院生 (医員 · レジデントを含む)
　　　　　伊藤浩光 （∼3月）
　　　　　古山貴基 （∼3月）
　　　　　勝田絵里子（∼3月）
　　　　　中尾圭介 （∼3月）
　　　　　赤星径一
　　　　　大庭篤志
　　　　　巌　康仁 （4月 ∼）
　　　　　上田浩樹
　　　　　大畠慶映
　　　　　佐藤　拓 （10月 ∼）
　　　　　千代延記道
　　　　　水野裕貴
　　　　　劉　博
　　　　　渡辺秀一 （4月 ∼）
　　　　　石川喜也 （4月 ∼）

( 1 ) 分野概要

良性疾患から高度進行癌まで、肝胆膵領域の多種多様な疾患に対する臨床と研究に勤しみ、国際的競争力のある
外科医の養成を行う。

( 2 ) 研究活動

外科臨床上の未解決で重要な問題に対して、基礎的なアプローチも駆使して肝胆膵領域疾患の新しい、有益な診
断、治療法の開発を目指す。具体的なプロジェクトは以下のとおりである。
１） 肝胆膵悪性腫瘍の発生、浸潤、転移に関する分子生物学的研究
２） 肝胆膵悪性腫瘍に対する分子標的治療の開発
３） 癌幹細胞に関する研究
４） 肝切除適応拡大に関する研究
５） 肝微小循環に関する研究
６） 肝胆膵外科への鏡視下手術手技に関する研究
７） 肝移植と肝保存法の改良
８） 神経内分泌腫瘍に対する治療法の開発
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９） 肝胆膵悪性腫瘍に関する画像診断の開発

( 3 ) 教育活動

卒前教育：ブロック講義、プレクリニカルクラークシップやクリニカルクラークシップのクルズスにおいて、肝胆
膵及び脾の外科的疾患の病態生理、診断、治療について座学の形式で勉強する。また、クリニカルクラークシッ
プにおいては、診療グループの一員として手術、病棟回診、カンファレンスに参加、実臨床を体験する。
卒後教育：肝胆膵外科疾患の検査 · 診断 · 治療計画をたて、術者または助手として手術を能動的に遂行できるよう
に研鑽を積む。また、大学院在学中には、上記研究活動を指導医の指導のもと、自らが実践、学位を習得する。

( 4 ) 教育方針

卒前教育：指導医とマンツーマン体制で可能なかぎり実際の症例に即して、外科医としての一般的、基礎的知識、
ついでより実践的知識と段階をおって教育し、知識を習得させる。同時に、患者との接し方、病気告知の問題な
ど具体的事例に即して医師の在り方、モラルを身につけるべく指導する。外科の基本的手技については卒後教育
にその主体を委ねることになるが、肝胆膵外科高難度手術を助手として多く経験して臨床経験を積むことを目標
とする。
卒後教育：関連病院との連携のもと、高い水準の診察能力を有する外科医を育成することが最大の目的であるが、
学生や後輩に対する臨床教育に積極的に関与して教育者としての視点も持てるように指導する。外科専門医、消
化器外科専門医が取得可能な研修を行うことのみならず、国際的競争力のある専門医、外科研究者に飛躍できる
ような意欲を賦与したい。

( 5 ) 臨床活動および学外活動

肝胆膵脾領域の外科的疾患が診療対象であるが、とくに悪性腫瘍に対する手術治療、そしてこれを軸とする集学的
治療が中心である。大学の使命として、高度進行癌、難治性癌に対し、ワークステーションを用いた術前シミュ
レーションや血管合併切除 · 再建を駆使して手術適応の限界に挑んでいる。さらには低侵襲治療として鏡視下手術
も発展させる。末期肝疾患患者に対する治療の重要なOptionとしてまた生体肝移植の適応決定を行う。腹腔鏡下
手術においては新たな手術器具および術式の開発を行い、より安全で腹壁破壊を最小限にとどめる reduced port
surgeryを推進している。

( 6 ) 臨床上の特色

2014年の全手術件数は 255件（肝切除 96件、膵切除 73件）であり、国内トップクラスの high volume施設であ
る。特徴有る低侵襲手術から拡大手術まで多種多様な外科的手技を網羅している。また 2011年 7月に日本で初め
て神経内分泌腫瘍外来を開設以降、他施設にて治療に難渋している症例の治療を多数行っている。

( 7 ) 研究業績

[原著]

1. Yuichiro Watanabe, Hideyuki Ishida, Hiroyuki Baba, Takeo Iwama, Atsushi Kudo, Minoru Tanabe, Hideki
Ishikawa. Pancreas-sparing total duodenectomy for Spigelman stage IV duodenal polyposis associated with
familial adenomatous polyposis: experience of 10 cases at a single institution. Fam. Cancer. 2017.01;
16(1); 91-98

2. Fujii T, Obara H, Matsubara K, Fujimura N, Yagi H, Hibi T, Abe Y, Kitago M, Shinoda M, Itano O,
Tanabe M, Masugi Y, Sakamoto M, Kitagawa Y.. Oral administration of cilostazol improves survival rate
after rat liver ischemia/reperfusion injury J Surg Res. 2017.02; 213; 207-214

3. Atsushi Oba, Atsushi Kudo, Keiichi Akahoshi, Mitsuhiro Kishino, Takumi Akashi, Eriko Katsuta, Ya-
suhito Iwao, Hiroaki Ono, Yusuke Mitsunori, Daisuke Ban, Shinji Tanaka, Yoshinobu Eishi, Ukihide
Tateishi, Minoru Tanabe. A simple morphological classification to estimate the malignant potential of
pancreatic neuroendocrine tumors. J. Gastroenterol.. 2017.05; 52(10); 1140-1146
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4. Keiichi Akahoshi, Takanori Ochiai, Ayumi Takaoka, Takuya Kitamura, Daisuke Ban, Atsushi Kudo, Shinji
Tanaka, Minoru Tanabe. Emergency Cholecystectomy for Patients on Antiplatelet Therapy. Am Surg.
2017.05; 83(5); 486-490

5. Ohata Y, Shimada S, Akiyama Y, Mogushi K, Ito H, Matsumura S, Aihara A, Mitsunori Y, Ban D,
Ochiai T, Kudo A, Tanabe M, Tanaka S . Acquired resistance with epigenetic alterations under long-term
anti-angiogenic therapy for hepatocellular carcinoma. Molecular Cancer Therapeutics. 2017.06; 16(6);
1155-1165

6. Ishikawa Y, Ban D, Matsumura S, Mitsunori Y, Ochiai T, Kudo A, Tanaka S, Tanabe M. Surgical pitfalls
of jejunal vein anatomy in pancreaticoduodenectomy. J Hepatobiliary Pancreat Sci. 2017.07; 4(7); 394-
400

7. Ueda H, Ban D, Kudo A, Ochiai T, Tanaka S, Tanabe M. Refractory Long-Term Cholangitis After
Pancreaticoduodenectomy: A Retrospective Study. World J Surg. 2017.07; 41(7); 1882-1889

8. Conrad C, Wakabayashi G, Asbun HJ, Dallemagne B, Demartines N, Diana M, Fuks D, Giménez ME,
Goumard C, Kaneko H, Memeo R, Resende A, Scatton O, Schneck AS, Soubrane O, Tanabe M, van den
Bos J, Weiss H, Yamamoto M, Marescaux J, Pessaux P.. IRCAD recommendation on safe laparoscopic
cholecystectomy J Hepatobiliary Pancreat Sci.. 2017.10; 24; 603-615

9. Yasuhito Iwao, Hidenori Ojima, Tatsushi Kobayashi, Yoji Kishi, Satoshi Nara, Minoru Esaki, Kazuaki
Shimada, Nobuyoshi Hiraoka, Minoru Tanabe, Yae Kanai. Liver atrophy after percutaneous transhepatic
portal embolization occurs in two histological phases: Hepatocellular atrophy followed by apoptosis World
Journal of Hepatology. 2017.11; 9(32); 1227-1238

[総説]

1. 伴　大輔、赤星径一、小倉俊郎、小川康介、小野宏晃、光法雄介、工藤　篤、田邉　稔. 増刊号手術ステップご
とに理解する—標準術式アトラス 5 肝臓「左葉および外側区域切除」臨床外科. 2017.01; 72(11); 170-174

2. 小野宏晃、赤須雅文、加藤智敬、水野裕貴、千代延記道、赤星径一、小倉俊郎、小川康介、光法雄介、伴 大
輔、工藤 篤、田中真二、田邉 稔. 特集 Conversion Surgery—進行消化器がんのトータル治療戦略 　がん種
別 Conversion Surgeryの戦略 「肝細胞癌」 臨床外科. 2017.01; 72(10); 1204-1210

3. 伴　大輔、室生　暁、秋田恵一、田邉　稔. 特集 mesopancreasを攻める「Artery firstアプローチにおける
Treitz靭帯の有用性」 胆と膵. 2017.02; 38(1); 57-60

4. 巌　康仁、伴　大輔、田邉　稔、戸森政人、高橋　翔、諏訪辺久子、岡林紀恵. 腹腔鏡下肝切除術に関する
当院のマニュアル作成の歩み 日本手術医学会誌. 2017.02; 37(4); 293-296

5. 巌 康仁、赤星 径一、小野 宏晃、松村 聡、光法 雄介、伴 大輔、落合 高徳、工藤 篤、田中 真二、田邉 稔 .
特集 ビッグデータにもとづいた—術前リスクの評価と対処法 「肝機能障害」 2017.02; 72(2); 150-156

6. 伴　大輔、石川　喜也、赤星　径一、巌　康仁、小野　宏晃、光法　雄介、松村　聡、落合　高徳、工藤　
篤、田中　真二、田邉　稔. 特集　目で見る腹腔鏡下肝切除—エキスパートに学ぶ!「安全な腹腔鏡下肝切除
導入のための difficulty scoring system」 臨床外科. 2017.03; 72(3); 270-275

7. 伴　大輔、石川　喜也、工藤　篤、田邉　稔. 膵頭十二指腸切除術 消化器外科. 2017.04; 40(5); 831-837

8. 田邉　稔、工藤　篤、伴　大輔、光法雄介、小野宏晃、小川康介、小倉俊郎、赤星径一、田中真二. 医療安
全ガバナンスの確立を目指した外科組織のあり方：肝胆膵外科領域の取り組み 日本外科学会雑誌. 2017.04;
118(5); 579-581

9. 工藤　篤、伴　大輔、光法　雄介、赤星　径一、巌　康仁、小野　宏晃、佐藤　拓、水野　裕貴、千代延　
記道、石川　喜也、渡辺　秀一、浅野　大輔、吉野　潤、田中　真二、田邉　稔. 膵神経内分泌腫瘍に対す
る術前治療と効果判定法 胆と膵. 2017.05; 38(5); 519-525

10. 工藤　篤、伴　大輔、光法　雄介、赤星　径一、巌　康仁、小野　宏晃、佐藤　拓、石川　喜也、渡邊　秀
一、浅野　大輔、吉野　潤、田中　真二、田邉　稔. 膵神経内分泌腫瘍 (P-NET)の診断、内科的治療、外科
的治療最前線 消化器外科. 2017.05; 40(6); 941-950

11. 渡邊秀一、赤星径一、小倉俊郎、小川康介、小野宏晃、光法雄介、伴　大輔、工藤　篤、田中真二、田邉　稔.
特集 術後重大合併症—これだけは知っておきたい緊急処置法「肝不全」臨床外科. 2017.06; 72(6); 725-729
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12. 工藤　篤、伴　大輔、田邉　稔. 治療判断に迷う転移のあるMEN1型 P-NETの治療 消化器外科. 2017.07;
72(6); 868-874

13. 小倉俊郎、伴 大輔、工藤 篤、田邉 稔. 特集 腹腔鏡下肝切除に必要な外科解剖と手術手技「腹腔鏡下肝切除
に必要な外科解剖」 手術. 2017.12; 71(13); 1701-1709

[講演 · 口頭発表等]

1. 田邉　稔. 医科歯科の膵切除術:脈管解剖の理解とデバイスの工夫. 桜山 Pancreatic Cancer Seminar
2017.01.13 名古屋

2. 田邉　稔. 肝臓内視鏡外科の現状と将来. 第 36回　多摩消化器シンポジウム 2017.01.28

3. Ochiai T, Asano D, Yoshino J, Watanabe S, Ishikawa Y, Chiyonobu N, Mizuno Y, Sato T, Ueda H, Iwao
Y, Ono H, Mitsunori Y, Matsumura S, Ban D, Kudo A, Tanaka S, Tanabe M. Surgical Strategy of Hepatic
Resection with Inferior Vena Cava Resection for Liver Cancers. 12th Annual Academic Surgical Congress
2017.02.07 Las Vegas, USA

4. Akahoshi K, Ban D, Kuboki R, Matsumura S, Mitsunori Y, Ochiai T, Kudo A, Tanabe M. OPRT as
a Prdictor of Benefit form S-1 Adjubant Chemotherapy for Cholangiocarcinoma Patients. 12th Annual
Academic Surgical Congress 2017.02.08 Las Vegas

5. 田邉　稔. 腹腔鏡下肝切除の現状と将来. 県北肝 · 代謝疾患研究会 2017.02.21 福島

6. 山本竜也、赤星径一、浅野大輔、松村　聡、巌　康仁、小野宏晃、光法雄介、伴　大輔、落合高徳、工藤　
篤、田中真二、田邉　稔. 十二指腸 GISTに対して十二指腸部分切除、ダブルトラクト再建術を施行した 1
例. 第 25回御茶の水消化器セミナー 2017.02.25 東京

7. Keiichi Akahoshi, Atsushi Kudo, Minoru Tanabe. Ischemic Reperfusion of Selective Hepatic Artery
Clamping Induced Temporary Increase of the Sinusoidal Flow in the Rat Model. Proceedings of the
Third International Symposium 2017.03.09 Nara

8. Minoru Tanebe. Knack for Whipple operation; a better understanding of Treitz ligament and vascular
anatomy. TAIWAN SURGICAL ASSOCIATION 2017.03.19 Taiwan

9. Minoru Tanebe. Pancreatic neuroendocrine tumor (PNET): current status and future perspectives .
TAIWAN SURGICAL ASSOCIATION 2017.03.19 Taiwan

10. 吉野　潤、松村　聡、倉田盛人、浅野大輔、石川喜也、渡辺秀一、千代延記道、水野裕貴、佐藤　拓、赤星
径一、巌　康仁、小野宏晃、光法雄介、伴　大輔、落合高徳、工藤　篤、田中真二、江石義信、田邉　稔. 術
後長期に無再発生存している胆管侵襲陽性肝細胞癌の 2例. 第 55回肝癌症例検討会 2017.04.08 東京

11. 田邉稔、工藤篤、伴大輔、光法雄介、小野宏晃、赤星径一、田中真二. 特別企画 (2)　医療安全ガバナンス
の確立を目指した外科組織のあり方：肝胆膵外科領域の取り組み. 第 117回　日本外科学会定期学術集会
2017.04.27 横浜

12. 田中真二、島田周、秋山好光、松村聡、光法雄介、藍原有弘、落合高徳、伴大輔、工藤篤、有井滋樹、田邉
稔. 肝胆膵がんの分子サブタイプと治療抵抗性解析による precision medicineの展開. 第 117回　日本外科
学会定期学術集会 2017.04.27 横浜

13. 松村聡、水野裕貴、巌康仁、赤星径一、小野宏晃、光法雄介、伴大輔、落合高徳、工藤篤、田中真二、荒井
裕国、田邉稔. 右胃大網動脈グラフトによる冠動脈バイパス術後の膵切除術の経験と工夫. 第 117回　日本
外科学会定期学術集会 2017.04.27 横浜

14. 佐藤　拓、松村　聡、赤星径一、巌　康仁、小野宏晃、光法雄介、伴　大輔、落合高徳、工藤　篤、田中真
二、田邉　稔. 超高齢者に対する膵切除の検討. 第 117回日本外科学会定期学術集会 2017.04.27 横浜

15. 工藤　篤、松村　聡、光法雄介、上田浩樹、佐藤　拓、石川喜也、渡辺秀一、浅野大輔、吉野　潤、伴　大
輔、落合高徳、田中真二、田邉　稔. 神経内分泌腫瘍の生物学的悪性度. 第 117回日本外科学会定期学術集
会 2017.04.27 横浜

16. 光法雄介、浅野大輔、吉野　潤、佐藤　拓、巌　康仁、小野宏晃、松村　聡、伴　大輔、落合高徳、工藤　
篤、田中真二、田邉　稔. 肝内胆管癌の局在はリンパ節郭清の適応や範囲の判断基準になりうるか. 第 117
回日本外科学会定期学術集会 2017.04.27 横浜
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17. 渡邊秀一、工藤篤、浅野大輔、吉野潤、石川喜也、千代延記道、水野裕貴、上田浩樹、佐藤拓、巌康仁、小野
宏晃、光法雄介、松村聡、落合高徳、伴大輔、田中真二、田邉稔 . 内分泌症状の責任病変が肝転移であった膵
神経内分泌腫瘍症例における肝 SASI試験の有用性. 第 117回　日本外科学会定期学術集会 2017.04.28 横浜

18. 吉野潤、巌康仁、浅野大輔、石川喜也、渡邊秀一、千代延記道、水野裕貴、上田浩樹、佐藤拓、小野宏晃、
松村聡、光法雄介、伴大輔、落合高徳、工藤篤、田中真二、田邉稔. 当科における扁平上皮癌肝転移切除例
の検討. 第 117回　日本外科学会定期学術集会 2017.04.28 横浜

19. 落合高徳、吉野潤、浅野大輔、渡邊秀一、石川喜也、水野裕貴、佐藤拓、上田浩樹、巌康仁、小野宏晃、光
法雄介、松村聡、藍原有弘、伴大輔、工藤篤、田中真二、田邉稔. 肝細胞癌腹膜播種症例における外科的切
除の検討. 第 117回日本外科学会定期学術集会 2017.04.29

20. 伴大輔、大井啓司、工藤敏文、齋藤一隆、巌康仁、松村聡、光法雄介、小野宏晃、落合高徳、工藤篤、水野
裕貴、田中真二、藤井靖久、井上芳徳、荒井裕国、田邉稔. 下大静脈高度腫瘍浸潤 · 腫瘍栓症例に対する多
領域外科の協力による総合戦略. 第 117回日本外科学会定期学術集会 2017.04.29

21. 浅野大輔、伴大輔、吉野潤、巌康仁、小野宏晃、光法雄介、松村聡、落合高徳、工藤篤、田中真二、田邉稔.
膵切除後脂肪肝∼高力価膵酵素剤治療不応症例への治療アプローチ∼. 第 117回　日本外科学会定期学術集
会 2017.04.29

22. 千代延記道、松村聡、浅野大輔、吉野潤、石川喜也、渡邊秀一、水野裕貴、上田浩樹、佐藤拓、巌康仁、光
法雄介、藍原有弘、伴大輔、落合高徳、工藤篤、田中真二、田邉稔. 非 B非 Cアルコール性肝細胞癌症例に
おける臨床病理学的検討. 第 117回　日本外科学会定期学術集会 2017.04.29

23. 赤星径一、田中真二、松村聡、光法雄介、小野宏晃、伴大輔、落合高徳、工藤篤、田邉稔. 糖尿病肥満関連
肝癌の背景肝における connective tissue growth factor(CTGF)の発現に関する検討. 第 117回　日本外科
学会定期学術集会 2017.04.29

24. 石川喜也、光法雄介、赤星径一、小野宏晃、松村聡、伴大輔、落合高徳、工藤篤、田中真二、田邉稔. 膵管内乳頭
粘液性腫瘍 (IPMN)の手術時にリンパ節郭清は必要か?. 第 117回　日本外科学会定期学術集会 2017.04.29

25. 小野宏晃、Basson Marc、稲澤譲治、田邉稔、伊藤寛倫. ヒストンアセチル基転移酵素阻害剤 C646はG2/M
細胞周期停止を介し膵臓癌細胞株における細胞増殖を抑制する. 第 117 回　日本外科学会定期学術集会
2017.04.29

26. 工藤　篤、伴　大輔、田中真二、田邉　稔. NET-G1/G2の治療戦略　 TACE/TAEの位置づけ. 第 29回日
本内分泌外科学会総会 2017.05.18 神戸

27. 赤星径一、浅野大輔、松村　聡、吉野　潤、巌　康仁、小野宏晃、光法雄介、伴　大輔、落合高徳、工藤　
篤、田邉　稔　. 生体肝移植 10年後に発症した十二指腸癌に対して肝床部合併亜全胃温存膵頭十二指腸切
除術を施行した 1例. 第 71回　手術手技研究会 2017.05.26 名古屋

28. Daisuke Ban、Minoru Tanabe. How to set up difficulty scoring system in laparoscopic liver resection .
6th A-PHPBA & 29th JSHBPS 2017.06.07 yokohama

29. Shuichi Watanabe、Daisuke Ban、Yasuhito Iwao、Keiichi Akahoshi、Akihiro Ono、Yusuke Mitsunori、
Satoshi Matsumura、Takanori Ochiai、Atsushi Kudo、Shinji Tanaka、Minoru Tanabe. Study of the
prognosis of recurrent pancreatic cancer: The significance of the solitary recurrence. 2017.06.08

30. Atsushi Kudo、Daisuke Ban、Keiichi Akahoshi、Yusuke Mitsunori、Shinji Tanaka、Minoru Tanabe. Sys-
temic therapy may decide surgical indication for patients with Unresectable of Metastatic Pancreatic
Neuroendocrine Tumor. 6th A-PHPBA &　 29th　 JSHBPS 2017.06.08

31. Yusuke Mitsunori、Daisuke Ban、Hiroaki Ono、Keiichi Akahoshi、Yasuhito Iwao、Satoshi Matsumura、
Takanori Ochiai、Atsushi Kudo、Shinji Tanaka、Minoru Tanabe. Can we predict postoperative diabetes
mellitus in patient with distal pancreatectomy?. 6th A-PHPBA 29th JSHBPS 2017.06.08 yokohama

32. Hiroaki Ono、Keiichi Akahoshi、Yasuhito Iwao、Satoshi Matsumura、Yuusuke Mitsunori、Daisuke Ban、
Takanori Ochiai、Atsushi Kudo、Shinji Tanaka、Minoru Tanabe. Clinical evaluation of lymph node
metastasis after surgery of IPMN. 6th A-PHPBA 29th JSHBPS 2017.06.08 yokohama

33. Atsushi Kudo、Daisuke Ban、Keiichi Akahoshi、Satoshi Matsumura、Yusuke MItsunori、Yasuhito Iwao、
Shinji Tanaka、Minoru Tanabe. How to manage liver metastases of pancreatic NET?. 6th A-PHPBA &
29th JSHBPS 2017.06.08 yokohama
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34. Takehiro Okabayashi、Daisuke Asano、Keiichi Akahoshi、Hiroaki Ono、Yusuke Mitsunori、Atsushi Kudo、
Shinji Tanaka、Minoru Tanabe. The optimal management depending on the features of CT imaging of
borderline resectable pancreatic cancer. 6th A-PHPBA &　 29th　 JSHBPS 2017.06.09 yokohama

35. Kenichi Okada、Daisuke Ban、Keiichi Akahoshi、Yasuhito Iwao、Hiroaki Ono、Yusuke Mitsunori、Satoshi
Matsumura、Atsushi Kudo、Shinji Tanaka、Minoru Tanabe. The optimal pancreatic stump closure method
of a laparoscopic distalpancreatectomy: wrapping and fibrin capping technique. 6th A-PHPBA &　 29th
　 JSHBPS 2017.06.09 yokohama

36. Daisuke Ban . Meet the Experts 12 ／ Reduced Accesses Cholecystectomy . 6th A-PHPBA & 29th
JSHBPS 2017.06.09 yokohama

37. Hiroki Ueda、Daisuke Ban、Atsushi Kudo、Takanori Ochiai、Shinji Tanaka、Minoru Tanabe . Refractory
long-term cholangitis after pancreaticoduodenectomy: a retrospective study . 6th A-PHPBA & 29th
JSHBPS 2017.06.09 yokohama

38. Yuki Mizuno、Atsushi Kudo、Yoshiya Ishikawa、Shuichi Watanabe、Norimichi Chiyonobu、Hiroaki Ono、
Satoshi Masumura、Yusuke Mitsunori、Daisuke Ban、Takanori Ochiai、Minoru Tanabe. Analysis of the
relationship between PD-L1 expression and clinicopathological factors in GEP-NETs. 6th A-PHPBA &
29th JSHBPS 　 2017.06.10 yokohama

39. Takehisa Yazawa、Hiroaki Ono1、Yasuhito Iwao、Satoshi Matsumura、Yusuke Mitsunori、Daisuke Ban、
Takanori Ochiai、Atsushi Kudo、Shinji Tanaka、Minoru Tanabe. Clinical significance of enhancing nodules
in preoperative imaging studies of IPMN. 6th A-PHPBA & 29th JSHBPS 2017.06.10 yokohama

40. Jun Yoshiono, Daisuke Ban, Atsushi Kudo, Minoru Tanabe. The safe resection of liver parenchyma in
laparoscopic surgery by CUSA with soft coagulation technique. The 63rd Annual Congress of International
College of Surgeons Japan Section 2017.06.17

41. Toshiro Ogura, Daisuke Ban, Jun Yoshino, Kosuke Ogawa, Hiroaki Ono, Yusuke Mitsunori, Atsushi Kudo,
Minoru Tanabe. Tips for the safe approach in laparoscopic liver resection of segment 7 and 8. The 63rd
Annual Congress of International College of Surgeons Japan Section 2017.06.17

42. Daisuke Ban, Jun Yoshino, Toshiro Ogura, Kosuke Ogawa, Hiroaki Ono, Yusuke Mitsunori, Atsushi Kudo,
Minoru Tanabe. Safely expanding of the laparoscopic liver rsection according to difficulty scoring system.
The 63rd Annual Congress of International College of Surgeons Japan Section 2017.06.17 Tokyo

43. 光法雄介、伴大輔、赤須雅文、加藤智敬、吉野潤、渡辺秀一、千代延記道、水野裕貴、赤星径一、小倉俊郎、
小川康介、小野宏晃、工藤篤、田中真二、田邉稔 . 腹腔鏡下肝部分切除術における手技の工夫 . The 6th
SUMMER SEMINAR in OKINAWA 2017.07.01 那覇

44. 渡邊秀一、伴大輔、赤星径一、小倉俊郎、小川康介、小野宏晃、光法雄介、工藤篤、田中真二、田邉稔 . 腹
腔鏡下膵体尾部切除術後の膵液瘻低減を目指して：吸収性組織補強シート/フィブリン糊による膵断端処理 .
The 6th SUMMER SEMINAR in OKINAWA 2017.07.01 那覇

45. 加藤智敬、伴大輔、赤須雅文、吉野潤、渡辺秀一、千代延記道、水野裕貴、小倉俊郎、小川康介、小野宏晃、
光法雄介、工藤篤、田中真二、田邉稔 . 胃後壁体外吊り上げ法を用いた術野展開と腹腔鏡下膵体尾部切除術
の定型化への取り組み . The 6th SUMMER SEMINAR in OKINAWA 2017.07.01 那覇

46. 伴　大輔、小倉俊郎、赤星径一、小川康介、小野宏晃、光法雄介、工藤　篤、田邉　稔 . 腹腔鏡下肝切除に
おける中肝静脈という有用なガイド . The 6th SUMMER SEMINAR in OKINAWA 2017.07.01 那覇

47. 北畑富貴子、朝比奈靖浩、田邉稔、田中真二、村川美也子、新田沙由梨、柿沼晴、永田紘子、金子俊、浅野
侑、角田知之、三好正人、井上恵美、佐藤綾子、井津. 肝炎ウイルス制御下および B型肝炎ウイルス既往感
染における肝細胞癌遺伝子変異の検討. 第 53回日本肝癌研究会 2017.07.06 東京

48. Minoru　 Tanabe. Difficulty score . International Laparoscopic Liver Society 2017 2017.07.06 Paris

49. 小野 宏晃、Marc Basson、田邉 稔、伊藤 寛倫. ヒストンアセチル化阻害による膵臓癌の細胞周期とジェム
ザール感受性への影響と解析. 第 48回　日本膵臓学会大会 2017.07.14

50. 伴　大輔、浅野　大輔、吉野　潤、渡辺　秀一、水野　裕貴、千代延　記道、赤星　径一、小倉　俊郎、小
川　康介、小野　宏晃、光法　雄介、工藤　篤、田中　真二、田邉　稔. BR膵癌の CT画像膵外進展評価
における淡い網目状高吸収所見の意義. 第 48回日本膵臓学会大会 2017.07.15
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51. 工藤　篤、伴　大輔、小倉　俊郎、小野　宏晃、赤星　径一、光法　雄介、小川　康介、田中　真二、田邉
　稔. 膵 NETの肝転移に対する外科的治療：ガイドラインの問題点と今後の展望. 第 48回　日本膵臓学会
大会 2017.07.15

52. 水野裕貴、工藤　篤、石川喜也、千代延記道、小野宏晃、光法雄介、松村　聡、伴　大輔、落合高徳、田邉　稔.
GEP-NETにおける PD-L1発現と臨床病理学的因子の検討. 第 72回日本消化器外科学会総会 2017.07.20
金沢

53. 千代延記道、小野宏晃、巌　康仁、松村　聡、光法雄介、伴　大輔、落合高徳、工藤　篤、田中真二、田邉
　稔. 膵管内乳頭粘液性腫瘍 (IPMN）切除例における術前画像検査での造影される結節の意義. 第 72回日
本消化器外科学会総会 2017.07.20 金沢

54. 渡辺秀一、伴　大輔、巌　康仁、小野宏晃、光法雄介、松村　聡、落合高徳、工藤　篤、田中真二、田邉　
稔. 再発形式による膵癌術後再発例の予後の差異の検討. 第 72回日本消化器外科学会総会 2017.07.20 金沢

55. 岡島千怜、長瀬雄志、冨井知春、藤森嘉毅、岡田洋次郎、伴　大輔、田邉　稔. 一般市中病院における安定し
た膵空腸吻合 (Blumgart変法）を用いた膵頭十二指腸切除術. 第 72回日本消化器外科学会総会 2017.07.20
金沢

56. 渡辺秀一、伴　大輔、巌　康仁、小野宏晃、光法雄介、松村　聡、落合高徳、工藤　篤、田中真二、田邉　
稔. 再発形式による膵癌術後再発例の予後の差異の検討. 第 72回日本消化器外科学会総会 2017.07.20

57. 千代延記道、小野宏晃、巌　康仁、松村　聡、光法雄介、伴　大輔、落合高徳、工藤　篤、田中真二、田邉
　稔. 膵管内乳頭粘液性腫瘍 (IPMN）切除例における術前画像検査での造影される結節の意義. 第 72回日
本消化器外科学会総会 2017.07.20

58. 小野宏晃、赤星径一、巌　康仁、松村　聡、光法雄介、伴　大輔、落合高徳、工藤　篤、田中真二、田邉　
稔. 膵管内乳頭粘液性腫瘍（IPMN)切除症例におけるリンパ節転移の臨床的評価. 第 72回日本消化器外科
学会総会 2017.07.20 金沢

59. 小野宏晃、赤星径一、巌　康仁、松村　聡、光法雄介、伴　大輔、落合高徳、工藤　篤、田中真二、田邉　
稔. 膵管内乳頭粘液性腫瘍（IPMN)切除症例におけるリンパ節転移の臨床的評価. 第 72回日本消化器外科
学会総会 2017.07.20

60. 伴大輔、渡邊秀一、小野宏晃、松村聡、光法雄介、落合高徳、工藤篤、田中真二、田邉稔. 局所進行切除不
能膵癌に対する導入化学療法と放射線化学療法後の Conversion Surgeryの有用性. 第 72回日本消化器外科
学会総会 2017.07.21

61. 光法雄介,赤星径一,巌 康仁,小野宏晃,松村 聡,伴 大輔,落合高徳,工藤 篤,田中真二,田邉 稔. 胆肝細胞癌
の局在はリンパ節郭清の適応や範囲の判断基準になりうるか. 第 72回日本消化器外科学会総会 2017.07.21

62. 上田浩樹、伴　大輔、工藤　篤、落合高徳、田中真二、田邉　稔. 膵頭十二指腸切除後の反復する胆管炎. 第
72回日本消化器外科学会総会 2017.07.21

63. 山内慎一,安野正道,菊池章史,岡崎聡,石黒めぐみ,石川敏昭,植竹宏之,小嶋一幸,田邉稔,河野辰幸. 人工肛
門閉鎖術の皮膚閉鎖創に対する局所陰圧閉鎖療法. 第 72回日本消化器外科学会総会 2017.07.21

64. 工藤篤、伴大輔、田中真二、田邉稔. 機能性 NET肝転移に対する肝切除術式を決定する Liver SASI testの
有用性. 第 72回日本消化器外科学会総会 2017.07.22

65. 田中真二、大庭篤志、小川康介、小野宏晃、光法雄介、伴大輔、工藤篤、有井滋樹、田邉稔. プレシジョン ·
メディシンによる肝細胞癌の予後予測と治療展開. 第 72回日本消化器外科学会総会 2017.07.22 金沢

66. 赤星径一、巌康仁、小野宏晃、光法雄介、伴大輔、落合高徳、工藤篤、田中真二、田邉稔. 膵頭十二指腸切
除術後膵液瘻防止のための当科の工夫. 第 72回日本消化器外科学会総会 2017.07.22

67. 伴　　大輔、吉野　　潤、赤星　径一、小倉　俊郎、小川　康介、小野　宏晃、 工藤　　篤、田邉　　稔.
単孔式腹腔鏡下肝切除の定型化. 6th reduced port surgery forum 2017 2017.08.05

68. 吉野　　潤、伴　　大輔、赤星　径一、小倉　俊郎、小川　康介、小野　宏晃、光法　雄介、工藤　　篤、
田中　真二、田邉　　稔. より低侵襲な腹腔鏡下膵体尾部切除術を目指して ∼Reduced Port Surgery. 6th
reduced port surgery forum 2017 2017.08.05

69. 田邉　稔. これからの腹腔鏡下肝切除. 第 6回桜山 Surgery Conference 2017.08.25 名古屋
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70. 伴　大輔、吉野　潤、加藤智敬、赤須雅文、赤星径一、小川康介、小野宏晃、光法雄介、工藤　篤、田中真
二、田邉　稔. 膵体尾部切除における膵液瘻予防のための Best Practice∼断端被覆と管理の変遷. 第 44回
日本膵切研究会 2017.08.26 横浜

71. 赤星径一、伴　大輔、石川喜也、千代延記道、水野裕貴、小倉俊郎、小川康介、小野宏晃、光法雄介、工藤
　篤、田邉　稔. 解剖学的検討をふまえたトライツ靭帯アプローチによる SMA神経叢郭清の工夫. 第 44回
日本膵切研究会 2017.08.26 横浜

72. 工藤　篤、田中真二、田邉　稔 . 切除不能の局所進行あるいは遠隔転移膵NETに対する薬物療法によるR0
切除の可能性 . 第 5回日本神経内分泌腫瘍研究会学術集会 2017.09.02 仙台

73. 加藤智敬、赤星径一、工藤　篤、赤須雅文、吉野　潤、渡辺秀一、千代延記道、水野裕貴、小倉俊郎、小川
康介、小野宏晃、光法雄介、伴　大輔、田中真二、田邉　稔 . 肉眼型分類による膵神経内分泌腫瘍の悪性度
予測 . 第 5回日本神経内分泌腫瘍研究会学術集会 2017.09.02 仙台

74. 赤須雅文、工藤　篤、加藤智敬、吉野　潤、渡辺秀一、千代延記道、水野裕貴、赤星径一、小倉俊郎、小川康
介、小野宏晃、光法雄介、伴　大輔、田邉　稔 . 神経内分泌腫瘍肝転移に対する、当院における TACE/TAE
の成績 . 第 5回日本神経内分泌腫瘍研究会学術集会 2017.09.02 仙台

75. 赤星径一、工藤　篤、加藤智敬、赤須雅文、吉野　潤、渡辺秀一、千代延記道、水野裕貴、小倉俊郎、小川
康介、小野宏晃、光法雄介、伴　大輔、田中真二、田邉　稔 . 消化管 · 膵神経内分泌癌に対するシスプラチ
ンベース化学療法の治療成績 . 第 5回日本神経内分泌腫瘍研究会学術集会 2017.09.02 仙台

76. 伴　大輔、加藤智敬、赤須雅文、吉野　潤、渡辺秀一、千代延記道、水野裕貴、赤星径一、小倉俊郎、小川
康介、小野宏晃、光法雄介、工藤　篤、田邉　稔 . 膵頭十二指腸切除術後の残膵尾側切除後に発症した膵液
瘻 · 門脈血栓症に対する緊急手術症例 . 第 9回日本 Acute Care Surgery学会学術集会 2017.09.09 札幌

77. 吉野　潤、光法雄介、赤星径一、小倉俊郎、小川康介、小野宏晃、伴　大輔、工藤　篤、田邉　稔 . 肺癌十
二指腸転移からの出血を局所切除術により制御し得た１例 . 第 9回日本 Acute Care Surgery学会学術集会
2017.09.09 札幌

78. 加藤智敬、小倉俊郎、赤須雅文、吉野　潤、渡辺秀一、千代延記道、水野裕貴、小川康介、小野宏晃、光法
雄介、伴　大輔、工藤　篤、田中真二、田邉　稔 . 当科における肝細胞癌破裂例の検討 . 第 9回日本 Acute
Care Surgery学会学術集会 2017.09.09 札幌

79. 石川喜也、伴　大輔、小野宏晃、光法雄介、工藤　篤、田中真二、田邉　稔 . 膵頭十二指腸切除における上
腸間膜静脈分岐形態の検討 . JDDW2017 2017.10.12 福岡

80. 光法雄介、浅野大輔、吉野　潤、石川喜也、渡辺秀一、千代延記道、水野裕貴、佐藤　拓、赤星径一、巌　
康仁、小野宏晃、松村　聡、伴　大輔、落合高徳、工藤　篤、田中真二、田邉　稔 . 膵管内乳頭粘液性腫瘍
（IPMN）の手術時にリンパ節郭清は必要か？ . JDDW2017 2017.10.12 福岡

81. 落合高徳、浅野大輔、吉野 潤、石川喜也、渡辺秀一、水野裕貴、千代延記道、佐藤 拓、巌 康仁、赤星径一、
小野宏晃、光法雄介、松村 聡、伴 大輔、工藤 篤、田中真二、田邉 稔 . StageIVA肝細胞癌手術症例の前治
療，再発形式に基づいた解析 . JDDW2017 2017.10.13 福岡

82. 工藤 篤、伴 大輔、小倉俊郎、小野宏晃、赤星径一、光法雄介、小川康介、田中真二、田邉 稔 . P-NETの予
後因子と原発切除，R0/1切除の意義 . JDDW2017 2017.10.13 福岡

83. 渡辺秀一、伴 大輔、赤星径一、小野宏晃、光法雄介、工藤 篤、田中真二、田邉 稔 . 膵癌術後の再発形式は
Smad4蛋白発現量と相関がある . JDDW2017 2017.10.13 福岡

84. 赤星径一、田中真二、田邉 稔 . 非 B非 C肝癌の臨床病理学的特徴の解析及び糖尿病 · 肥満との関連におけ
る分子生物学的解析 . JDDW2017 2017.10.13 福岡

85. 田中真二、大畠慶映、田邉稔. 生体内における治療抵抗性獲得メカニズム解明と高度進行肝癌への臨床応用
（ワークショップ）. 第 15回日本消化器外科学会大会 2017.10.14 福岡

86. 伴大輔、工藤篤、田邉稔 . 腹腔鏡下肝切除の適応拡大と手術チームとしての定型化 . JDDW2017 2017.10.14
福岡

87. 田中真二、大庭篤志、島田周、秋山好光、小川康介、小野宏晃、光法雄介、伴大輔、工藤篤、有井滋樹、田邉
稔. 肝がん難治性サブタイプのゲノム編集解析とプレシジョン · メディシンによる治療戦略（ワークショッ
プ）. 第 55回日本癌治療学会学術集会 2017.10.21 横浜
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88. 千代延記道、赤星径一、加藤智敬、赤須雅文、吉野 潤、渡辺秀一、水野裕貴、小倉俊郎、小川康介、小野宏
晃、光法雄介、伴 大輔、工藤 篤、田邉 稔 . 血管造影検査後に自然退縮を認めた肝細胞癌の 1例 . 第 56回
肝癌症例検討会 2017.11.04 東京

89. 伴　大輔. GENEPARTS-CS　 trialの経過報告. 御茶ノ水肝胆膵外科フォーラム 2017.11.08 東京

90. 赤星径一、千代延記道、小野宏晃、光法雄介、加藤智敬、赤須雅文、渡辺秀一、水野裕貴、吉野潤、小倉俊郎、小
川康介、伴大輔、工藤篤、田邉稔 . 嚢胞径の増大速度は Intraductal Mucinous Papillary Neoplasms(IPMN)
の悪性度予測指標となりうる. 第 79回日本臨床外科学会総会 2017.11.23 東京

91. 吉野 潤、光法雄介、赤星径一、小倉俊郎、小川康介、小野宏晃、光法雄介、工藤 篤、田中真二、田邉 稔 .
より低侵襲な腹腔鏡下膵体尾部切除術を目指して∼Reduced Port Surgery . 第 79回日本臨床外科学会総会
2017.11.25 東京

92. 小野宏晃、赤星径一、赤須雅文、加藤智敬、水野裕貴、千代延記道、小川康介、小倉俊郎、光法雄介、伴 大
輔、工藤 篤、田中真二、田邉 稔 . 膵管内乳頭粘液性腫瘍（IPMN）の切除症例におけるリンパ節転移の臨
床的評価 . 第 79回日本臨床外科学会総会 2017.11.25 東京

93. Minoru Tanabe . SILS Laparoscopic cholecystectomy . IRCAD TAIWAN 2017.11.27 Taiwan

94. Minoru Tanabe . Prerecorded LIVE case : Single Port laparoscopic cholecystectomy . IRCAD TAIWAN
2017.11.27 Taiwan

95. 秦 美沙、赤星径一、伴 大輔、加藤智敬、赤須雅文、千代延記道、水野裕貴、吉野 潤、渡邊秀一、小倉俊郎、
小川康介、小野宏晃、光法雄介、工藤 篤、田邉 稔 . 胆嚢十二指腸瘻に伴う胆石イレウスの 1例 . 第 847回
外科集談会　 2017.12.02 東京

96. 石川喜也、伴 大輔、江原一尚、新井 修、山田達也、川島吉之、坂本裕彦、工藤 篤、田 邉稔 . 腹腔鏡下膵体
尾部切除術において注意すべき脾動脈の走行 . 第 9回膵臓内視鏡外科研究会 2017.12.06 京都

97. 伴 大輔 . 特別企画１　腹腔鏡下肝切除技術認定に必要なエッセンス . 第 11 回肝臓内視鏡外科研究会
2017.12.06 京都

98. 小倉俊郎 . 特別企画 2　 Next Stageの腹腔鏡下大肝切除 . 第 11回肝臓内視鏡外科研究会 2017.12.06 京都

99. 小倉俊郎、伴 大輔、小川康介、小野宏晃、光法雄介、工藤 篤、田邉 稔 . 腹腔鏡下膵体尾部切除術における
脾動脈確保のための Tips . 第 30回日本内視鏡外科学会総会 2017.12.07 京都

100. 伴 大輔、加藤智敬、赤須雅文、吉野 潤、渡辺秀一、千代延記道、水野裕貴、赤星径一、小倉俊郎、小川康介、
小野宏晃、光法雄介、工藤 篤、田中真二、田邉 稔 . 腹腔鏡下肝切除における Difficulty Scoring Systemの
課題と今後の展望 . 第 30回日本内視鏡外科学会総会 2017.12.07 京都

[その他業績]

1. 2017年 01月
田邉　稔、座長、特別講演、第 1回肝ナビゲーション研究会、20170114、東京

2. 2017年 02月
田邉　稔、座長、Eurotransplant· Korea から学ぶ今後の本邦移植医療の展開、第１６回 肝移植医療フォー
ラム、20170218、東京

3. 2017年 03月
田邉　稔、座長、一般演題 (口演)　 19　出血（肝）、第 53回日本腹部救急医学会、20170302、横浜

4. 2017年 03月
田邉　稔、座長、九大第一外科の膵臓外科、第 8回　肝胆膵移植外科　UP TO DATE MEETING、20170311、
東京

5. 2017年 04月
田邉　稔、司会、ランチョンセミナー (8)　腹腔鏡下手術における快適な手術環境を目指して-筋弛緩からコ
ミュニケーションまで-、第 117回　日本外科学会定期学術集会、20170427、横浜

6. 2017年 04月
田邉　稔、司会、パネルディスカッション（13）　「2012年版 IPMN国際診療ガイドラインを再考する」、
第 117回　日本外科学会定期学術集会、20170429、横浜
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7. 2017年 06月
田邉　稔、座長、血液型不適合移植の展開、第 35回日本肝移植研究会、20170602、大阪

8. 2017年 06月
Minoru Tanabe、座長、Special Session 1、6th A–PHAPBA 29th JSHBPS、20170607、横浜

9. 2017年 06月
Minoru Tanabe、座長、Symposium 15 / How to Manage Pancreas Neuroendocrine Tumor、6th A–PHAPBA
29th JSHBPS、20170608、横浜

10. 2017年 06月
Minoru Tanabe、座長、Meeet the Exparts 12 / Reduced Accesses Cholecystectomy、6th A–PHAPBA 29th
JSHBPS、20170609、横浜

11. 2017年 06月
Minoru 　 Tanabe, 座長、Difficulty scoring system in laparoscopic pancreaticoduodenectomy、6th A-
PHPBA & 29th JSHBPS、20170607、yokohama

12. 2017年 06月
Minoru Tanabe,座長、Post Graduate Course 6 [ Credit] 、6th A-PHPBA & 29th JSHBPS、20170610、
yokohama

13. 2017年 08月
田邉　稔、コメンテーター、要望演題 2.5　膵縮小手術の適応と最新の手術手技　腹腔鏡下膵切除における
navigationと simulation、第 44回　日本膵切研究会、20170825、横浜

14. 2017年 09月
田邉　稔、座長、要望演題 1　 ABO不適合の臓器移植、第 53回日本移植学会総会、20170908、旭川

15. 2017年 09月
田邉　稔、座長、ワークショップ 3　救命率を向上させる外科と IVRとのコラボレーション、9回日本Acute
Care Surgery学会学術集会、20170909、札幌

16. 2017年 10月
田邉　稔、司会、サルコペニアの摂食嚥下障害とリハ栄養、JDDW　 2017、20171012、福岡

17. 2017年 10月
田邉　稔、司会、肝臓（手術治療（悪性））、JDDW　 2017、20171013、福岡

18. 2017年 11月
田邉　稔、座長、SESSION V　原因不明の HCC、第 56回肝癌症例検討会、20171104、東京

19. 2017年 11月
田邉　稔、座長、膵臓外科の現状と将来、御茶ノ水肝胆膵外科フォーラム、20171108、東京

20. 2017年 11月
田邉　稔、座長、Joint Session５　 Transplantation、Asian Surgical Association 21st Asian Congress of
Surgery、20171123、東京

21. 2017年 11月
田邉　稔、座長、主題関連演題：腹腔鏡下肝切除のベストプラクティス 1、第 79回日本臨床外科学会総会、
20171124、東京

22. 2017年 12月
田邉　稔、司会、特別企画１　腹腔鏡下肝切除技術認定に必要なエッセンス、第 11回肝臓内視鏡外科研究
会、20171206、京都

23. 2017年 12月
田邉　稔、司会、ワークショップ 2　高難易度腹腔鏡下肝切除術の定型化と標準化（肝臓）、第 30回日本内
視鏡外科学会総会、20171207、京都

24. 2017年 12月
田邉　稔、司会、ビデオワークショップ 3　高難易度症例への挑戦（上腹部）、第 30回日本内視鏡外科学会
総会、20171209、京都
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25. 2017年 12月
伴　大輔、司会、ePoster 160, 肝臓 9、第 30回日本内視鏡外科学会総会、20171209、京都
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整形外科学
Orthopaedic and Spinal Surgery

教　　授　　大川　淳
准 教 授　　 吉井 俊貴
講　　師　　猪瀬 弘之
助　　教　　瀬川 裕子，藤田 浩二，平井 高志，
　　　　　　小柳 広高，湯浅 将人

整形外傷外科治療開発学講座
准 教 授　　 早乙女 進一，麻生 義則，
講　　師　　王 耀東

先端技術医療応用学講座
特任教授　　川端 茂徳

大学院生　　鏑木秀俊，角谷 智，田野敦寛，平尾昌之，伊奈沙織，
　　　　　　牛尾修太，山口玲子，早川景子，松本連平，森下真伍，
　　　　　　金 光文，江川 聡，黒岩智之，横山裕之，佐々木 亨，
　　　　　　高橋 晃，平井敬悟，山本尚輝，渡部泰士，
　　　　　　 AOBULIKASIMU AIKEBAIER，
　　　　　　MIERADILI MULATI，
　　　　　　 LI LEYANG，小林 裕，竹村昌敏，
　　　　　　 AIDEHAMU AIHEMAITI，

( 1 ) 分野概要

　当分野は、診療科としては運動器外科学分野と共同して“整形外科”を担当し、臨床、教育、研究を行ってい
る。整形外科では、骨 · 軟骨、関節、腱、靭帯、筋などの骨格系や脊髄、末梢神経などの神経系の研究を扱い、こ
れらの外傷、変性、腫瘍、骨系統疾患など多彩な傷病を治療対象としている。
　それに対応する広範囲にわたる基礎的研究および、臨床医学として脊椎 · 関節の運動機能の再建、再生医学的手
法の臨床応用、人工材料や人工関節の開発、生体力学的アプローチ、疼痛の制御などの研究が行われている。難
病の病態解明とともに最先端治療検査法の開発を目的として、各専門班別の研究を行うとともに、大学関連部門、
学外研究施設との共同研究も積極的に行っている。
注：運動器外科学参照

( 2 ) 研究活動

1.　骨軟骨代謝に関する研究
2.　人工材料（骨、神経）の臨床応用に向けての研究（HOYA株式会社、ストライカーバイオテック株式会社、オ
リンパス株式会社）
3.　靭帯骨化機序の解明（厚労省科学研究費）
4.　脊髄磁場計測機器の開発（ジョイントリサーチ講座）
5.　転移性骨脊椎腫瘍の研究（細胞生理学）
6.　後縦靭帯骨化症手術の臨床研究（AMED）
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7.　脊髄機能モニタリングの臨床研究
8.　骨粗鬆症椎体骨折に対する低侵襲治療法の開発
9.　神経障害性疼痛の機序と新規治療方法の開発（神経内科）
10. 筋外傷に対する高気圧酸素療法（高気圧治療部）

注：（　）内は共同研究先または研究資金提供元。

( 3 ) 教育活動

　火曜日 · 木曜日 · 金曜日の週 3回、朝 7時 30分から Journal Club(JC)を行う。3回のうちわけは、火曜日は整
形外科学分野単独、運動器外科学分野との合同で臨床研究論文（木曜日）、基礎研究論文（金曜日）を 1回ずつと
なっている。火曜日には JCのあとで、大学院生の研究の進捗を発表する Research Progress（RP)を適宜行い、
直接の指導教員以外からの意見を聞く機会を設けている。この RPは原則英語で行い。論文作成への手助けとし
ている。また、金曜日には JCのあと臨床研究に関わる RPを診療科としての整形外科全体で行い、基礎研究のみ
ならず、臨床研究に関しても積極的に取り組んでいる。
　整形外科の臨床教育としては、専攻医を対象に年 1回初期研修セミナーを開催し、手術法のハンズオン、基礎
研究活動について講義する機会を設けている。また、年 2回の学内集談会において、英語での症例報告発表を義
務付けている。生涯教育としては、年 2回の卒後研修セミナーを開催し、学内外の同門の卒後教育の機会を設け
ている。

( 4 ) 教育方針

　我が国の整形外科領域の研究は、従来より整形外科専門医が臨床診療に従事する傍ら、基礎研究を自ら手を動か
して進めるという点が特徴的である。Surgeon scientistの名前通り、数々の骨 · 軟骨 · 神経に関する成果が得られ
ている。私たちの教室でも独自の人工骨や脊髄機能診断機器を新規に生み出しており、臨床に直結した研究成果
を得ることを目標にしている。また、臨床材料を用いた分子生物学的研究を骨 · 軟骨、腫瘍の領域で進めており、
難治疾患に関する根本的な病態解明に関する研究も、臨床に根差した研究を心掛けている。
　大学院生は基礎研究手法を学ぶと同時に、こうした研究の方向性を身に着けるように指導される。大学院卒業
後に臨床診療に携わっても、治療成績をまとめ、次の診療に役立つような臨床研究を行う姿勢を身に着けること
ができる。

( 5 ) 臨床活動および学外活動

　整形外科学分野と運動器外科学分野から構成される整形外科は、脊椎外科 · 手外科 · 骨軟部腫瘍 · 膝関節外科 ·
股関節外科のすべてにわたって専門性の高い外来診療と手術治療を提供している。20名以上の整形外科専門医を
擁している。
　頸椎後縦靭帯骨化症に関しては、前方除圧固定術により良好な成績を得ている、我が国で数少ない施設のうち
の一つである。この領域においては、厚生労働省の難病調査研究における研究代表を務めており、全国の研究者
を束ねて研究を推進している。

( 6 ) 臨床上の特色

　脊椎脊髄領域では、インストルメント、顕微鏡手術、脊髄誘発電位測定、術中 CTの導入などにより安全で確実
な除圧と固定が得られ、早期離床と確実な手術成績を得ることを目標にしている。とくに、また、近年注目を浴
びている、成人脊柱変形や骨粗鬆症性椎体骨折の脊柱矯正固定手術に関しても、積極的に取り組んでいる。
　当分野で開発した人工骨である Hap/Colはスポンジ状であり、骨欠損部にフィットしやすい特徴を持つ。脊椎
手術や外傷、骨腫瘍の手術における骨補填材として、積極的な臨床応用を進めている。
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( 7 ) 研究業績

[原著]

1. Mitsuhiro Enomoto, Kazuyoshi Yagishita, Kae Okuma, Takuya Oyaizu, Yasushi Kojima, Atsushi Okubo,
Takuma Maeda, Satoko Miyamoto, Atsushi Okawa. Hyperbaric oxygen therapy for a refractory skin ulcer
after radical mastectomy and radiation therapy: a case report. J Med Case Rep. 2017.01; 11(1); 5

2. Kenichiro Sakai, Toshitaka Yoshii, Takashi Hirai, Yoshiyasu Arai, Kenichi Shinomiya, Atsushi Okawa.
Impact of the surgical treatment for degenerative cervical myelopathy on the preoperative cervical sagittal
balance: a review of prospective comparative cohort between anterior decompression with fusion and
laminoplasty. Eur Spine J. 2017.01; 26(1); 104-112

3. Yoshii Toshitaka, Hirai Takashi, Yamada Tsuyoshi, Inose Hiroyuki, Kato Tsuyoshi, Sakai Kenichiro,
Enomoto Mitsuhiro, Kawabata Shigenori, Arai Yoshiyasu, Okawa Atsushi. Intraoperative evaluation
using mobile computed tomography in anterior cervical decompression with floating method for massive
ossification of the posterior longitudinal ligament. J Orthop Surg Res. 2017.01; 12(1); 12

4. Jinno Tetsuya, Koga Daisuke, Asou Yoshinori, Morita Sadao, Okawa Atsushi, Muneta Takeshi. Intraop-
erative evaluation of the effects of femoral component offset and head size on joint stability in total hip
arthroplasty. J Orthop Surg (Hong Kong). 2017.01; 25(1); 2309499016684298

5. Nicholas A Mignemi, Masato Yuasa, Courtney E Baker, Stephanie N Moore, Rivka C Ihejirika, William K
Oelsner, Christopher S Wallace, Toshitaka Yoshii, Atsushi Okawa, Alexey S Revenko, A Robert MacLeod,
Gourab Bhattacharjee, Joey V Barnett, Herbert S Schwartz, Jay L Degen, Matthew J Flick, Justin M
Cates, Jonathan G Schoenecker. Plasmin Prevents Dystrophic Calcification After Muscle Injury. J. Bone
Miner. Res.. 2017.02; 32(2); 294-308

6. Gaku Koyano, Tetsuya Jinno, Daisuke Koga, Yuki Yamauchi, Takeshi Muneta, Atsushi Okawa. Compari-
son of Bone Remodeling Between an Anatomic Short Stem and a Straight Stem in 1-Stage Bilateral Total
Hip Arthroplasty. J Arthroplasty. 2017.02; 32(2); 594-600

7. 野呂瀬 美生, 王 耀東, 大川 淳. 寛骨臼骨折の術中整復操作により止血困難な上臀動脈損傷をきたした 1例
関東整形災害外科学会雑誌. 2017.02; 48(1); 16-20

8. 平井 高志, 吉井 俊貴, 岩波 明生, 竹内 一裕, 森 幹士, 山田 剛史, 西村 空也, 松本 守雄, 中村 雅也, 大川 淳,
川口 善治. 頸椎後縦靱帯骨化症患者の全脊椎 CTを用いた脊柱靱帯骨化の評価　大規模多施設研究に基づ
いて特に後縦靱帯骨化巣と項靱帯骨化巣に着目して JOSL CT study Journal of Spine Research. 2017.02;
8(2); 132-138

9. Takuya Oyaizu, Mitsuhiro Enomoto, Toshihide Tsujimoto, Yasushi Kojima, Atsushi Okawa, Kazuyoshi
Yagishita. Elimination of CT-detected gas bubbles derived from decompression illness with abdominal
symptoms after a short hyperbaric oxygen treatment in a monoplace chamber: a case report. Undersea
Hyperb Med. 2017.03; 44(2); 167-171

10. Toshitaka Yoshii, Takashi Hirai, Kenichiro Sakai, Shinichi Sotome, Mitsuhiro Enomoto, Tsuyoshi Yamada,
Hiroyuki Inose, Tsuyoshi Kato, Shigenori Kawabata, Atsushi Okawa. Anterior Cervical Corpectomy and
Fusion Using a Synthetic Hydroxyapatite Graft for Ossification of the Posterior Longitudinal Ligament.
Orthopedics. 2017.03; 40(2); e334-e339

11. Atsuyuki Kawabata, Hiroyuki Inose, Dai Ukegawa, Shigenori Kawabata, Tsuyoshi Yamada, Atsushi
Okawa. A foreign body granuloma after the usage of polyglycolic acid mesh and fibrin glue for dural
repair. A case report. J Orthop Sci. 2017.03; 22(2); 371-374

12. 野呂瀬 美生, 若杉 琢磨, 白坂 律郎, 藤田 浩二, 大川 淳. 高校生男子のウエイトトレーニング中に発症した両
側橈骨遠位骨端線離開の 1例 東日本整形災害外科学会雑誌. 2017.03; 29(1); 84-88

13. Atsushi Kimura, Atsushi Seichi, Katsushi Takeshita, Hirokazu Inoue, Tsuyoshi Kato, Toshitaka Yoshii,
Takeo Furuya, Masao Koda, Kazuhiro Takeuchi, Shunji Matsunaga, Shoji Seki, Yoshimoto Ishikawa, Shiro
Imagama, Masashi Yamazaki, Kanji Mori, Yosuke Kawasaki, Koji Fujita, Kenji Endo, Kimiaki Sato,
Atsushi Okawa. Fall-related Deterioration of Subjective Symptoms in Patients with Cervical Myelopathy.
Spine. 2017.04; 42(7); E398-E403



— 784 —

先端医療開発学講座

14. 王 耀東, 藤田 浩二, 大川 淳, 黒住 健人, 新藤 正輝. 経肘頭脱臼骨折に対する手術アプローチの工夫　後方グ
ローバルアプローチ変法の考案 骨折. 2017.04; 39(2); 242-245

15. Naofumi Taniguchi, Tetsuya Jinno, Daisuke Koga, Tetsuo Hagino, Atsushi Okawa, Hirotaka Haro. Ce-
mentless Hip Stem Anteversion in the Dysplastic Hip: A Comparison of Tapered Wedge vs Metaphyseal
Filling. J Arthroplasty. 2017.05; 32(5); 1547-1552

16. Sumiya Satoshi, Kawabata Shigenori, Hoshino Yuko, Adachi Yoshiaki, Sekihara Kensuke, Tomizawa Shoji,
Tomori Masaki, Ishii Senichi, Sakaki Kyohei, Ukegawa Dai, Ushio Shuta, Watanabe Taishi, Okawa Atsushi.
Magnetospinography visualizes electrophysiological activity in the cervical spinal cord. Sci Rep. 2017.05;
7(1); 2192

17. R Takada, T Jinno, D Koga, K Miyatake, T Muneta, A Okawa. Comparison of wear rate and osteolysis
between second-generation annealed and first-generation remelted highly cross-linked polyethylene in total
hip arthroplasty. A case control study at a minimum of five years. Orthop Traumatol Surg Res. 2017.06;
103(4); 537-541

18. Ushio Shuta, Kawabata Shigenori, Sumiya Satoshi, Kato Tsuyoshi, Yoshii Toshitaka, Yamada Tsuyoshi,
Enomoto Mitsuhiro, Okawa Atsushi. A multi-train electrical stimulation protocol facilitates transcranial
electrical motor evoked potentials and increases induction rate and reproducibility even in patients with
preoperative neurological deficits. J Clin Monit Comput. 2017.07;

19. 瀬川裕子、西須孝、柿﨑潤、及川泰宏、山口玲子、坂本優子、神野哲也. 先天性股関節脱臼に対するOverhead
traction法の短期成績 Hip Joint. 2017.08; 43(1); 95-99

20. Hirai Takashi, Yoshii Toshitaka, Arai Yoshiyasu, Sakai Kenichiro, Torigoe Ichiro, Maehara Hidetsugu,
Tomori Masaki, Taniyama Takashi, Sato Hirokazu, Okawa Atsushi. A Comparative Study of Anterior
Decompression With Fusion and Posterior Decompression With Laminoplasty for the Treatment of Cer-
vical Spondylotic Myelopathy Patients With Large Anterior Compression of the Spinal Cord. Clin Spine
Surg. 2017.10; 30(8); E1137-E1142

21. 青木 隼人, 大谷 和之, 進藤 重雄, 水野 広一, 三宅 論彦, 草野 和生, 谷山 崇, 中井 修, 大川 淳. 成人脊柱
変形に対する変形矯正固定術の周術期および術後合併症の検討 Journal of Spine Research. 2017.10; 8(10);
1650-1654

22. 猪瀬 弘之, 湯浅 将人, 平井 高志, 吉井 俊貴, 川端 茂徳, 大川 淳. 【高齢者 (75歳以上)の運動器変性疾患に
対する治療】 脊椎の変性疾患に対する高齢者治療　頸椎変性疾患　高齢者頸髄症に対する頸椎前方手術の
成績 別冊整形外科. 2017.10; (72); 85-87

23. Ogawa T, Sasaki T, Masayuki-Kawashima M K, Okawa A, Mahito-Kawashima M K. Internal Fixation of
Only the Distal End in a Bipolar Segmental Clavicle Fracture: A Case Report. Malays Orthop J. 2017.11;
11(3); 47-49

24. Oh Yoto, Fujita Koji, Wakabayashi Yoshiaki, Kurosa Yoshiro, Okawa Atsushi. Location of atypical
femoral fracture can be determined by tensile stress distribution influenced by femoral bowing and neck-
shaft angle: a CT-based nonlinear finite element analysis model for the assessment of femoral shaft loading
stress. Injury. 2017.12; 48(12); 2736-2743

25. Wakasugi Takuma, Shirasaka Ritsuro, Kawauchi Toshiyuki, Fujita Koji, Okawa Atsushi. Carpal Tunnel
Syndrome and Trigger Wrist Caused by Localized Amyloidosis: A Case Report. J Hand Surg Asian Pac
Vol. 2017.12; 22(4); 508-511

[総説]

1. Y. Adachi, J. Kawai, Y. Haruta, M. Miyamoto, S. Kawabata, K. Sekihara, G. Uehara. Recent advance-
ments in the SQUID magnetospingram system, Supercond Sci Tech. 2017.03; Vol30; 63001

2. 川端 茂徳. 【C5麻痺の今】 C5麻痺の診断と予測　術中脊髄モニタリング 脊椎脊髄ジャーナル. 2017.03;
30(3); 195-198

3. 榎本 光裕, 小柳津 卓哉, 大路 駿介, 猪瀬 弘之, 吉井 俊貴, 大川 淳. 【高齢者の脊柱変形 Up to Date】(第 1
章)疫学 · 症候 脊柱後彎を伴う高齢者の腰背筋筋活動と頸部筋活動への応用 脊椎脊髄ジャーナル. 2017.04;
30(4); 301-307



— 785 —

先端医療開発学講座

4. 平井 高志, 吉井 俊貴. 運動器疾患の画像診断　脊椎　頸椎症性脊髄症/頸椎症性神経根症 理学療法. 2017.04;
34(4); 355-364

5. 加藤 剛, 吉井 俊貴. 運動器疾患の画像診断　脊椎　脊椎椎体骨折 理学療法. 2017.05; 34(5); 453-464

6. 榎本 光裕, 吉井 俊貴. 運動器疾患の画像診断　脊椎　脊椎 · 脊髄損傷 理学療法. 2017.06; 34(6); 547-555

7. 平井 高志, 榎本 光裕, 大川 淳, 横田 隆徳. TRPV1を標的とした shRNA-AAV serotype 9くも膜下腔投与
は神経因性疼痛マウスの熱知覚過敏を有意に抑制する お茶の水医学雑誌. 2017.07; 65(2); 237-245

8. 山田剛史,吉井俊貴. 運動器疾患の画像診断　脊椎　腰椎椎間板ヘルニア理学療法. 2017.07; 34(7); 647-655

9. 橋本 恭子, 砂村 聡子, 越智 広樹, 大川 淳, 二口 充, 竹田 秀, 佐藤 信吾. 悪性骨 · 軟部腫瘍転移制御への道 が
ん細胞由来分泌型マイクロ RNAが造骨型骨転移を惹起する 日本整形外科学会雑誌. 2017.08; 91(8); S1707

10. 猪瀬 弘之, 吉井 俊貴. 運動器疾患の画像診断　脊椎　腰部脊柱管狭窄症 理学療法. 2017.08; 34(8); 744-752

11. 吉井 俊貴. 運動器疾患の画像診断　脊椎　成人脊柱変形 理学療法. 2017.09; 34(9); 835-843

12. 吉井 俊貴, 江川 聡. 【ポイント解説　整形外科診断の基本知識】 脊椎脊髄疾患　頸部神経根症の診断
Orthopaedics. 2017.10; 30(10); 7-13

[講演 · 口頭発表等]

1. Koji Fujita, Hidetoshi Kaburagi, Akimoto Nimura, Takashi Miyamoto, Atsushi Okawa. Distal radius
fracture patients show declined ability of dynamic body balancing.. American Association for Hand
Surgery 2017 Annual Meeting 2017.01.09 Hawaii

2. 佐藤信吾. -がん治療 update- 整形外科「骨転移専門外来」をご活用ください. 第 3回「がんを考える」市民
公開講座 2017年 2017.01.15 御茶ノ水

3. 川端茂徳，牛尾　修太, 平井　高志, 山田　剛史, 猪瀬　弘之, 大川　淳. 脊磁計による脊髄伝導障害部位診
断. 第 18回 圧迫性脊髄症研究会 2017.01.21 東京

4. 吉井俊貴, 平井高志, 山田剛史, 猪瀬弘之, 大川淳. 硬膜欠損に起因する脊髄 · 脳表へモジデリン沈着症. 第 18
回 圧迫性脊髄症研究会 2017.01.21 東京

5. 平井高志, 吉井俊貴, 進藤重雄, 猪瀬弘之, 山田剛史, 川端茂徳, 中井修, 大川淳. 当教室で経験したArachnoid
web の 4 例. 第 18回 圧迫性脊髄症研究会 2017.01.21 東京

6. 大川 淳. 脊柱靱帯骨化症の最近の話題. 第 4回 大分県整形外科 · 臨床整形外科医会 2017.02.04 大分

7. 渡部 泰士,川端茂徳, 赤座実穂, 関原謙介, 牛尾修太, 足立義昭, 大川淳. 生体磁気計測装置を用いた胸郭出口
から神経根までの神経活動の可視化. 第 38回 脊髄機能診断研究会 2017.02.04 小石川 東京

8. 川端茂徳, 牛尾 修太, 角谷 智, 山田 剛史, 猪瀬 弘之, 吉井 俊貴, 長谷川由貴, 渡部 泰士, 山賀 匠, 足立 善
昭, 大川 淳. 脊磁図による胸髄刺激後脊髄誘発磁界による脊髄障害高位診断. 第 38回 脊髄機能診断研究会
2017.02.04 小石川 東京

9. Taishi Watanabe, Shigenori Kawabata, Miho Akaza, Yoshiaki Adachi, Kensuke Sekihara, Atsushi Okawa.
Combination of neurophysiological and the morphological information in brachial plexus using SQUID
biomagnetometer system. ACNS 2017 2017.02.08 Arizona　 PHOENIX

10. Shigenori Kawabata, Shuta Ushio; Takumi Yamaga; Yuki Hasegawa; Taishi Watanabe; Kensuke Sekihara;
Yoshiaki Adachi; Atsushi OkawaShuta Ushio; Takumi Yamaga; Yuki Hasegawa; Taishi Watanabe; Kensuke
Sekihara; Yoshiaki Adachi; Atsushi Okawa. Diagnosis of Spinal Conduction Block by Magnetospinography.
ACNS 2017 2017.02.08 Arizona　 PHOENIX

11. Satoshi Sumiya, Shigenori Kawabata; Shuta Ushio; Yuko Hoshino; Kensuke Sekihara; Taishi Watanabe;
Takumi Yamaga; Yoshiaki Adachi; Hiromichi Komori; kenichi Shinomiya; Atsushi Okawa. Noninvasive
evaluation by magnetospinography of electrophysiological activity in the cervical spine after peripheral
nerve stimulation. ACNS 2017 2017.02.08 Arizona　 PHOENIX
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12. Shuta Ushio, Shigenori Kawabata, Koji Fujita, Toru Sasaki, Satoshi Sumiya, Taishi Watanabe, Ken-
suke Sekihara, Yuki Hasegawa, Tomohiko Shibuya, Shuichi Okawa, Yoshiaki Adachi, Atsushi Okawa .
Visualization of muscle electrical activity evoked by electrical stimulation of the ulnar nerve using super-
conducting quantum interference device sensors. ACNS 2017 2017.02.08 Arizona　 PHOENIX

13. 吉井 俊貴. 頚椎疾患とアライメント. 第 11 回 NSG 頚椎セミナー 2017.02.11 名古屋

14. 鏑木秀俊, 志村 治彦, 藤原 鷹, 二村昭元, 宮本崇, 藤田 浩二. 小児橈骨遠位 1/3骨幹部骨折に対する保存療法
後の再骨折症例の検討. 第 31回 東日本手外科研究会 2017.02.11 札幌

15. 藤田浩二, 二村昭元, 宮本崇, 大川淳. MP 関節変形に伴う指交叉に対して、中手骨に Modified Step-cut
Osteotomy を施行した 1 例. 第 31回 東日本手外科研究会 2017.02.11 札幌

16. 佐々木 亨, 藤田 浩二, 鈴木 英嗣, 宮本 崇, 二村 昭元, 若林 良明. 80 歳以上の重症手根管症候群に対する手根
管開放術の有効性 － 高齢者重症例に機能回復は望めるか－. 第 31回 東日本手外科研究会 2017.02.11 札幌

17. 高田亮平、神野哲也、宮武和正、平尾昌之、宗田大、大川淳. 人工股関節全置換術における第一世代と第二
世代高度架橋ポリエチレンライナーの比較検討. 第 47回 日本人工関節学会 2017.02.24 沖縄

18. 平尾昌之、神野哲也、宮武和正、高田亮平、宗田大、大川淳　. セメントレス人工股関節全置換術における
応力遮蔽と大腿骨脆弱性骨折の関連性の検討. 第 47回 日本人工関節学会 2017.02.24 沖縄

19. 加藤 剛. 装具療法の適正化と腰痛に対する効果. 第 28回 腰痛シンポジウム 2017.03.04 東京

20. 大川 淳. 大学病院に求められる医療安全とその対応. 第 76回 茨城県厚生連病院学会 2017.03.04 つくば

21. 吉井俊貴. 成人脊柱変形に対する後方矯正固定術における出血コントロールの工夫. 第７回 成人脊柱変形学
会 2017.03.05 東京

22. 佐藤信吾. 骨転移患者の骨折や麻痺を防ぐために整形外科医ができること. 第 45 回 Kyoto Orthopaedic
Seminar 2017.03.07 京都

23. Satoru Egawa, Toshitaka Yoshii, Takashi Hirai, Tsuyoshi Yamada, Hiroyuki Inose, Shigenori Kawabata,
Atsushi Okawa. Prevertebral Soft Tissue Swelling (PSTS) of anterior cervical surgery in Ossification of
Posterior Longitudinal Ligament Is Higher Than Other Cervical Degenerative Disorders; A Radiographic
Analysis.. CSRS-AP 2017 2017.03.09 koube

24. Takashi Hirai, Toshitaka Yoshii, Kenichiro Sakai, Satoru Egawa, Atsushi Okawa. Long-term results of a
prospective study of anterior decompression with fusion and posterior decompression with laminoplasty
for the treatment of cervical spondylotic myelopathy. CSRS-AP 2017 2017.03.09 koube

25. 加藤 剛, 大川 淳. 骨粗鬆症性椎体骨折に対する保存的初期治療の指針策定. AMED 第 2回 公開シンポジウ
ム 脳を考える 2017.03.11 霞ヶ関

26. 大川 淳. 医療安全. 東京都臨床整形外科医会南多摩ブロック研修会 2017.03.11 八王子

27. 佐藤 啓, 山本 皓子, 加藤 剛, 王 耀東, 大川 淳. 当院における dual SC screw systemを用いた大腿骨頸部骨
折の治療成績. 第 57回 関東整形災害外科学会 2017.03.17 京橋

28. 東川 尚人, 宮本 崇, 藤田 浩二, 佐々木 亨, 大川 淳. Bankart-Latarjet法の術後早期に関節唇再損傷をきたし
た柔道選手の 1例. 第 57回 関東整形災害外科学会 2017.03.17 京橋

29. 山本 皓子, 瀬川 裕子, 加藤 剛, 佐藤 啓, 神野 哲也, 大川 淳. 発育性股関節形成不全 (DDH)治療後に遺残し
た寛骨臼形成不全に対する思春期での骨盤骨切り術の経験. 第 57回 関東整形災害外科学会 2017.03.17 京橋

30. 岡本 幹生, 吉井 俊貴, 大川 淳, 進藤 重雄, 中井 修. 当教室で経験し外科的治療で改善した胸椎 arachnoid
webの 4例. 第 57回 関東整形災害外科学会 2017.03.17 京橋

31. 森下 真伍, 鳥越 一郎, 佐々木 真一, 松倉 遊, 川畑 篤礼, 新井 嘉容, 大川 淳. 骨粗鬆症性椎体骨折に対する
LLIF手技による伸張型椎体置換 cageの治療経験. 第 57回 関東整形災害外科学会 2017.03.17 京橋

32. 平尾 昌之, 神野 哲也, 宗田 大, 大川 淳. 長さの異なる wedge taper型ステムを用いた人工股関節全置換術の
比較検討. 第 57回 関東整形災害外科学会 2017.03.17 京橋

33. 吉井 俊貴, 大川 淳. 脊椎矯正固定術における隣接椎間障害に対する工夫. 第 57回 関東整形災害外科学会
2017.03.17 京橋
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34. 吉井 俊貴. 成人脊柱変形に対する手術治療 - 診断と術式の工夫-. 第 57回 関東整形災害外科学会 2017.03.17
京橋

35. 川端 茂徳. 脊椎外科医のための 術中脊髄モニタリングと 術前神経機能診断. 第 30回埼玉脊椎•脊髄病研究
会 2017.03.18 埼玉

36. Satoru Egawa, Wei Xue Tao, Toshitaka Yoshii, Hiroaki Yasuda, Rempei Matsumoto, Atsushi Okawa,
Shinichi Sotome. Repair of Femoral Bone Defects in Rats Using Hydroxyapatite/Collagen (HAp/Col)
with BMP-2. ORS 2017.03.19 San Diego, USA

37. Rempei Matsumoto, Wei Xue Tao, Toshitaka Yoshii, Hiroaki Yasuda, Atsushi Okawa, Shinichi Sotome.
Transplantation of Paclitaxel Impregnation Hap/Col to Bone Metastasis Model Rat. ORS 2017.03.19 San
Diego, USA

38. Toshitaka Yoshii, Takashi Hirai, Tsuyoshi Yamada, Akio Iwanami, Kazuhiro Takeuchi, Kanji Mori, Atsushi
Okawa, Yoshiharu Kawaguchi . Co-existence of ossification of the nuchal ligament is associated with spinal
hyperostosis in patients with cervical ossification of the posterior longitudinal ligament - A Multicenter
CT study-. ORS 2017.03.19 San Diego, USA

39. 小柳津　卓哉. ラット骨格筋圧挫損傷モデルにおいて HBOは筋衛星細胞を活性化し、骨格筋再生を促進す
る。. 第 7回高気圧酸素スポーツ医学研究会 2017.03.25 東京

40. 青木 隼人, 大谷 和之, 進藤 重雄, 水野 広一, 草野 和生, 三宅 論彦, 谷山 崇, 中井 修, 大川 淳. 成人脊柱変形
に対する変形矯正固定術後の近位隣接部椎体骨折と X線パラメータとの関連について. 第 46回 日本脊椎脊
髄病学会学術集会 2017.04.13 札幌

41. 平井 高志, 榎本 光裕, 山田 剛史, 谷山 崇, 吉井 俊貴, 猪瀬 弘之, 加藤 剛, 川端 茂徳, 大川 淳. 頸椎症術後の
難治性神経障害性疼痛を有する患者に対して NSAIDS内服療法とプレガバリン内服療法の治療効果の比較
　ランダム化比較研究. 第 46回 日本脊椎脊髄病学会学術集会 2017.04.13 札幌

42. 江川聡, 吉井俊貴, 川端茂徳, 猪瀬弘之, 平井高志, 山田剛史, 牛尾修太, 平井敬悟, 大川淳. 頸椎多椎間前
方除圧固定術後の軟部組織腫脹の増悪因子に関する検討. 第 46回 日本脊椎脊髄病学会学術集会 2017.04.13
札幌

43. 平井 高志, 吉井 俊貴, 猪瀬 弘之, 山田 剛史, 江川 聡, 川端 茂徳, 大川 淳. 頸椎症性脊髄症に対して行われた
前方除圧固定術における術後 10年成績神経機能回復と隣接椎間障害発生の頻度. 第 46回 日本脊椎脊髄病学
会学術集会 2017.04.13 札幌

44. 吉井 俊貴, 猪瀬 弘之, 平井 高志, 山田 剛史, 川端 茂徳, 大川 淳. 頸椎後縦靱帯骨化症に対する前方骨化浮上
術における術中 CTの有用性. 第 46回 日本脊椎脊髄病学会学術集会 2017.04.13 札幌

45. 角谷 智, 沼野 藤希, 片山 隆之, 小森 博達, 四宮 謙一, 大川 淳　　. Mini open-TLIFにおける椎弓根スク
リューの挿入精度　経皮側VS Open側　同一症例の検討. 第 46回 日本脊椎脊髄病学会学術集会 2017.04.13
札幌

46. 新井 嘉容, 佐々木 真, 坂井 顕一郎, 鳥越 一郎, 友利 正樹, 湯浅 将人, 松倉 遊, 森下 真伍, 佐藤 浩一, 大川
淳. PLIF椎体間 PEEKケージへのチタンコーティングの有用性　チタンコーティング PEEKとカーボン
PEEKの前向き比較研究. 第 46回 日本脊椎脊髄病学会学術集会 2017.04.13 札幌

47. 猪瀬 弘之, 山田 剛史, 平井 高志, 吉井 俊貴, 川端 茂徳, 大川 淳. 腰椎固定術における骨癒合予測因子の研究.
第 46回 日本脊椎脊髄病学会学術集会 2017.04.13 札幌

48. 森下 真伍, 新井 嘉容, 佐々木 真一, 坂井 顕一郎, 鳥越 一郎, 友利 正樹, 湯浅 将人, 松倉 遊, 川畑 篤礼, 佐藤
浩一, 大川 淳. 腰椎硬膜外脂肪腫症 (Lumbar Epidural Lipomatosis、LEL)と代謝性疾患の関連性. 第 46回
日本脊椎脊髄病学会学術集会 2017.04.13 札幌

49. 小沼 博明, 平井 高志, 吉井 俊貴, 猪瀬 弘之, 山田 剛史, 江川 聡, 川端 茂徳, 大川 淳. 頸椎椎弓形成術 (桐田-
宮崎法)における骨移植による強直とアライメント変化の検討　術後 5年経過例について. 第 46回 日本脊
椎脊髄病学会学術集会 2017.04.13 札幌

50. 吉井 俊貴, 坂井 顕一郎, 富澤 將司, 山田 剛史, 友利 正樹, 平井 高志, 猪瀬 弘之, 川端 茂徳, 新井 嘉容, 大川
淳. 骨粗鬆症性椎体圧潰に対する片側後方進入椎体亜全摘再建術の有用性　多施設研究. 第 46回 日本脊椎
脊髄病学会学術集会 2017.04.13 札幌
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51. 平井 敬悟, 平井 高志, 山田 剛史, 猪瀬 弘之, 吉井 俊貴, 新井 嘉容, 大川 淳. 筋温存型棘突起間除圧術 (muscle
preserving interlaminar decompression)法の 5年成績. 第 46回 日本脊椎脊髄病学会学術集会 2017.04.13
札幌

52. 吉井 俊貴, 平井 高志, 山田 剛史, 猪瀬 弘之, 江川 聡, 大川 淳. 硬膜欠損を伴う脳表ヘモジデリン沈着症に
おける欠損部同定 (MRI balanced sequence法の有用性). 第 46回 日本脊椎脊髄病学会学術集会 2017.04.13
札幌

53. 山田 剛史, 吉井 俊貴, 山本 尚輝, 平井 高志, 猪瀬 弘之, 大川 淳. 頸部脊髄症手術患者における腰部脊柱管狭
窄の共存 (tandem spinal stenosis)　 297例の検討. 第 46回 日本脊椎脊髄病学会学術集会 2017.04.13 札幌

54. 平井 高志, 吉井 俊貴, 西村 空也, 竹内 一裕, 森 幹士, 中村 雅也, 松本 守雄, 大川 淳, 川口 善治. 全脊椎 CT
多施設研究によるOP index20以上の重度骨化症例における骨化局在パターンの検討　厚労科研脊柱靱帯骨
化症研究班 · JOSL study. 第 46回 日本脊椎脊髄病学会学術集会 2017.04.13 札幌

55. 川端 茂徳, 牛尾 修太, 角谷 智, 山田 剛史, 猪瀬 弘之, 吉井 俊貴, 長谷川 由美, 渡部 泰士, 山賀 匠, 関原 謙
介, 足立 善昭, 大川 淳. 脊磁図による脊髄伝導障害の可視化　機能情報と形態画像との融合. 第 46回 日本
脊椎脊髄病学会学術集会 2017.04.13 札幌

56. 藤田浩二. 違いを楽しむ アメリカ基礎研究留学、広島臨床留学の経験. 第 60回 日本手外科学会 2017.04.27
名古屋

57. 藤田浩二, 鏑木秀俊, 二村昭元, 宮本崇, 大川淳. 撓骨遠位端骨折患者は体幹バランスが低下している. 第 60
回 日本手外科学会 2017.04.27 名古屋

58. 黒岩智之, 藤田浩二, 二村昭元, 宮本崇, 大川淳. 母指対立動作時の回内運動の動的測定 -正中神経麻痺による
対立障害の新たな評価法の可能性-. 第 60回 日本手外科学会 2017.04.27 名古屋

59. 大川 淳. 脊柱靭帯骨化症-最近の話題. 第 19回 奈良県整形外科研究会 2017.05.13

60. Yoshii Toshitaka, Hirai Takashi, Inose Hiroyuki, Yamada Tsuyoshi, Kawabata Shigenori, Okawa Atsushi.
Intraoperative evaluation using mobile computed tomography in anterior cervical decompression for ossi-
fication of the posterior longitudinal ligament. 第 90回 日本整形外科学会学術総会 2017.05.18 仙台

61. Inose Hiroyuki, Yamada Tsuyoshi, Hirai Takashi, Yoshii Toshitaka, Kawabata Shigenori, Okawa Atsushi.
Bone turnover markers as a new predicting factor for non-union after spinal fusion surgery. 第 90回 日本
整形外科学会学術総会 2017.05.18 仙台

62. 王 耀東, 田野 敦寛, 黒佐 義郎, 大川 淳. 重度下肢骨折の初期治療に用いた創外固定器をプレート固定の術野
に持ち込んでよいのか. 第 90回 日本整形外科学会学術総会 2017.05.18 仙台

63. 平井 高志, 吉井 俊貴, 猪瀬 弘之, 山田 剛史, 大川 淳. 頸椎症性脊髄症に対する前方除圧固定術と椎弓形成術
の前向き比較研究　術後 10年長期報告. 第 90回 日本整形外科学会学術総会 2017.05.18 仙台

64. 高田 亮平, 神野 哲也, 宮武 和正, 平尾 昌之, 瀬川 裕子, 宗田 大, 大川 淳. 初回セメントレス人工股関節全置
換術における第 1世代と第 2世代高度架橋ポリエチレンライナーの比較検討. 第 90回 日本整形外科学会学
術総会 2017.05.18 仙台

65. 王 耀東, 若林 良明, 黒佐 義郎, 藤田 浩二, 大川 淳. 非定型大腿骨骨折の力学的発症メカニズムから導かれる
新分類の検証. 第 90回 日本整形外科学会学術総会 2017.05.18 仙台

66. 平井 高志, 吉井 俊貴, 岩波 明生, 竹内 一裕, 森 幹士, 西村 空也, 中村 雅也, 松本 守雄, 大川 淳, 川口 善治.
全脊椎重度骨化症例における骨化分布の調査　厚労科研脊柱靱帯骨化症研究班 · JOSL study全脊椎 CT多
施設研究. 第 90回 日本整形外科学会学術総会 2017.05.18 仙台

67. 平尾 昌之, 神野 哲也, 宮武 和正, 高田 亮平, 宗田 大, 大川 淳. セメントレス人工股関節全置換術後の中 · 長
期フォローにおけるステム周囲骨折の特徴. 第 90回 日本整形外科学会学術総会 2017.05.18 仙台

68. 吉井 俊貴, 平井 高志, 岩波 明生, 竹内 一裕, 森 幹士, 西村 空也, 中村 雅也, 松本 守雄, 大川 淳, 川口 善治.
頸椎後縦靱帯骨化症患者における項靱帯骨化の併存と脊椎靱帯骨化傾向との関連性　多施設 CT研究. 第 90
回 日本整形外科学会学術総会 2017.05.18 仙台

69. 佐々木 亨, 藤田 浩二, 宮本 崇, 二村 昭元, 鈴木 英嗣, 若林 良明, 大川 淳. 重症手根管症候群における神経
伝達速度検査の有用性　第 2虫様筋複合筋活動電位の検討. 第 90回 日本整形外科学会学術総会 2017.05.18
仙台
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70. 山田 剛史, 吉井 俊貴, 平井 高志, 猪瀬 弘之, 大川 淳. 透析脊椎手術の合併症. 第 90回 日本整形外科学会学
術総会 2017.05.18 仙台

71. 湯浅 将人, 鳥越 一郎, 森下 真伍, 松倉 遊, 友利 正樹, 坂井 顕一郎, 佐々木 真一, 佐藤 浩一, 大川 淳, 新井 嘉
容. LLIFケージ内ハイドロキシアパタイト/コラーゲン複合体 (HA/Col)の骨形成過程の特徴. 第 90回 日
本整形外科学会学術総会 2017.05.18 仙台

72. 渡部 泰士, 川端 茂徳, 赤座 実穂, 関原 謙介, 牛尾 修太, 足立 善昭, 大川 淳. 124ch SQUID磁束計を用いた
胸郭出口部の神経電気活動の可視化. 第 90回 日本整形外科学会学術総会 2017.05.18 仙台

73. 牛尾 修太, 川端 茂徳, 藤田 浩二, 佐々木 亨, 渡部 泰士, 関原 謙介, 渋谷 朝彦, 大川 秀一, 足立 善昭, 大川
淳. 超伝導量子干渉素子 (SQUID)センサーを用いた尺骨神経電気刺激後の筋誘発磁界測定による筋活動の
評価. 第 90回 日本整形外科学会学術総会 2017.05.18 仙台

74. 瀬川 裕子, 星野 恭子, 木村 一恵, 長尾 ゆり, 林 雅晴, 八森 啓, 大川 淳. 瀬川病症例における整形外科受診歴
の検討. 第 90回 日本整形外科学会学術総会 2017.05.18 仙台

75. Toshifumi Watanabe,Takeshi Muneta, Hideyuki Koga, Masafumi Horie, Koji Otabe, Toshiyuki Ohara,
Kaori Nakamura, Mai Katakura, Atsushi Okawa Ichiro Sekiya. Post-cam Design and Contact Stress on
Tibial Posts in Total Knee Prostheses:Comparison between a Rounded and a Squared Design. Annual
Meeting of JOA 2017.05.19

76. Shigenori Kawabata, Shuta Ushio, Taishi Watanabe, Kensuke Sekihara, Yoshiaki Adachi. Clinical appli-
cation of magnetospinography. Biomagnetic Sendai 2017 2017.05.22 Sendai

77. Miho Akaza, Shigenori Kawabata, Isamu Ozaki, Yuki Hasegawa, Taishi watanabe, Yoshiaki Adachi, Yuki
Sumi, Takanori Yokota. Magnetic recordings of sensory action currents in the cervical cord.. Biomagnetic
Sendai 2017 2017.05.22 Sendai

78. Atsuhiko Yagishita, Yasuhiro Shirai, Tomohiko Shibuya, Shuta Ushio, Shuichi Okawa, Shigenori Kawa-
bata. Biomagnetic measurement using relocatable MR sensor array. Biomagnetic Sendai 2017 2017.05.22
Sendai

79. Yasuhiro Shirai, Taishi Watanabe, Yuki Hasegawa, Kensuke Sekihara, Shigenori Kawabata. Noninvasive
evaluation of electrical activity in left atrium and pulmonary vein using SQUID system: Comparison
between before and after pulmonary vein isolation.. Biomagnetic Sendai 2017 2017.05.22 Sendai

80. Kensuke Sekihra, Tomohiko Shibuya, Shuichi Okawa, Shigenori Kawabata. Environmental noise cancel-
lation for room-temperature magnetoresistive (MR) sensor array. Biomagnetic Sendai 2017 2017.05.22
Sendai

81. Taishi Watanabe, Kensuke Sekihara, Isamu Ozaki, Shigenori Kawabata, Atsushi Okawa. Removal of
stimulation artifact noise near the measurement site using CSP. Biomagnetic Sendai 2017 2017.05.22
Sendai

82. Isamu Ozaki, Taishi Watanabe, Miho Akaza, Yoshiaki Adachi, Shigenori Kawabata, Kensuke Sekihara.
Magnetic recordings of sensory action currents along the peripheral nerves at hand, forearm or upper arm
and the brachial plexus. Biomagnetic Sendai 2017 2017.05.22 Sendai

83. 大川 淳. 上肢痛 · 下肢痛を伴った脊椎疾患の保存治療～臨床と倫理を含めて～. 第 6回 府中市整形外科医会
2017.05.25

84. Ryohei Takada, Tetsuya Jinno, Kazumasa Miyatake, Takeshi Muneta, Atsushi Okawa. Comparison Of
Wear Rate And Osteolysis Between Second-Generation Annealed And First-Generation Remelted Highly
Cross-Linked Polyethylene In Total Hip Arthroplasty. 18th EFORT 2017.05.31 Viena, Austria

85. 王 耀東, 田野 敦寛, 森下 幸治, 大友 庸裕, 大川 淳. Damage Control Orthopedics 大学病院併設の救命救急
センターにおける整形外科 · 救急科連携型 DCOの実践. 第 31回 日本外傷学会総会 · 学術集会 2017.06.01
横浜

86. 前川 唯, 王 耀東, 田野 敦寛, 大川 淳. 自殺企図外傷に対する診療アプローチの検討　整形外科医の目線か
ら. 第 31回 日本外傷学会総会 · 学術集会 2017.06.01 横浜

87. 加藤 剛, 大川 淳. 感染性心内膜炎を併発した頸椎化膿性脊椎炎の治療成績. 第 40回 日本骨 · 関節感染症学
会 2017.06.16 新宿
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88. 大川淳. 上肢 ·下肢の神経障害性疼痛を啓発する内容. 神経障害性疼痛インターネットシンポジウム 2017.06.20

89. Koji Fujita, Hidetoshi Kaburagi, Akimoto Nimura, Takashi Miyamoto, Atsushi Okawa . Distal radius
fracture patients over 70 years of age showed declined body balancing ability and osteoporosis. Eurohand
2017 2017.06.21 Budapest, Hungary

90. 小川 貴久, 関 康弘, 白澤 進一. メチレンブルーを併用した鏡視下母趾ガングリオン手術. 第 9回 日本関節
鏡 · 膝 · スポーツ整形外科学会（JOSKAS) 2017.06.22 札幌

91. 山本尚輝、神野哲也、高田亮平、柳下和慶、渡邊敏文、中村智祐、宗田大. TKA術後リハビリテーション開
始日の違いが深部静脈血栓症発生率と早期術後成績に及ぼす影響. 第 9回 日本関節鏡 · 膝 · スポーツ整形外
科学会（JOSKAS) 2017.06.22 札幌

92. 王 耀東, 藤田 浩二, 若林 良明, 黒佐 義郎, 大川 淳. 大腿骨非定型骨折と顎骨壊死 非定型大腿骨骨折の発症高
位別特徴　骨形態解析と CT有限要素法力学解析に基づいて. 第 37回 日本骨形態計測学会 2017.06.22 大阪

93. 高橋 晃, 猪瀬 弘之, 大川 淳. CDK1は骨芽細胞の増殖、骨量維持及び骨折治癒に必須である. 第 37回 日本
骨形態計測学会 2017.06.22 大阪

94. 猪瀬 弘之, 大川 淳. サルコペニアの頻度及びその腰椎疾患手術に与える影響. 第 37回 日本骨形態計測学会
2017.06.22 大阪

95. 小林 裕, 島谷雅之, 朱寧進, 荻内隆司, 吉村英哉, 伊藤美栄子, 林将也, 高橋徹, 柳沢, 近藤, 新谷尚子, 安, 星野
明穂. Opening wedge HTO における骨補填材料の形態の工夫. 第 9回 日本関節鏡 · 膝 · スポーツ整形外科
学会 (JOSKAS) 2017.06.22 札幌

96. 瀬川裕子、神野哲也、山口玲子. 寛骨臼回転骨切り術施行症例における小児期予防的手術への意識調査. 第
56回 日本小児股関節研究会 2017.06.23 大阪

97. 猪瀬 弘之, 高橋 晃, Mieradili Mulati, 大川 淳. 細胞周期制御因子 Cbk1 は骨量維持及び骨癒合に必須であ
る. 第 3回 日本骨免疫学会 2017.06.27 石垣

98. Takuya Oyaizu, Mitsuhiro Enomoto, Masaki Horie, Kazuyoshi Yagishita. Hyperbaric and high-oxygen
environments reduce circulating inflammatory cells, convert infiltrated macrophage phenotype, and acti-
vate satellites cell following skeletal muscle contusion in rats. . Undersea and Hyperbaric Medical Society
(UHMS) 2017 Annual Scientific Meeting 2017.06.29 frolida, USA

99. 田野 敦寛, 王 耀東, 福島 和之, 黒佐 義郎, 藤田 浩二, 大川 淳. PTH製剤による高齢者の大腿骨頸部骨折予
防効果の検討　 CT有限要素法による力学解析. 第 43回 日本骨折治療学会 2017.07.07 郡山

100. 王 耀東, 若林 良明, 黒佐 義郎, 藤田 浩二, 大川 淳. 非定型大腿骨骨折の発症高位別分類の検証. 第 43回 日
本骨折治療学会 2017.07.07 郡山

101. 王 耀東, 若林 良明, 黒佐 義郎, 藤田 浩二, 大川 淳. 非定型大腿骨骨折患者の大腿骨頸部骨折合併リスクの検
討. 第 43回 日本骨折治療学会 2017.07.07 郡山

102. 小川 貴久，白澤 進一，千葉 雄一. 転位した上腕骨小頭骨折に対する保存療法の一例. 第 43回 日本骨折治
療学会 2017.07.07 郡山

103. 小川 貴久，白澤 進一，千葉 雄一. 大腿骨近位部骨折での早期手術における早期運動アウトカムとの関係.
第 43回 日本骨折治療学会 2017.07.07 郡山

104. 佐藤信吾. 病的骨折の撲滅に向けた医歯学融合集学的骨転移診療システムの構築. 第 43回 日本骨折治療学
会 2017.07.07 郡山

105. 吉井俊貴. 骨粗鬆症性椎体骨折の手術治療 ―当科の工夫―. 第 14回 名古屋脊椎脊髄セミナー 2017.07.08 名
古屋

106. 佐藤 信吾, 橋本 恭子, 砂村 聡子, 越智 広樹, 小柳 広高, 二口 充, 大川 淳. がん細胞が分泌するマイクロRNA
が骨転移のタイプを規定する　造骨型骨転移を惹起する分泌型マイクロ RNAの同定. 第 50回 日本整形外
科学会 骨 · 軟部腫瘍学術集会 2017.07.13 新宿

107. 小柳 広高, 松本 誠一, 眞鍋 淳, 下地 尚, 阿江 啓介, 谷澤 泰介, 五木田 茶舞, 澤村 千草, 佐藤 信吾, 船内 雄
生, 早川 景子, 高橋 拓也, 大川 淳, 川口 智義. 神経線維腫症 I型に合併した悪性末梢神経鞘腫症例の検討. 第
50回 日本整形外科学会 骨 · 軟部腫瘍学術集会 2017.07.13 新宿
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108. 三浪 友輔, 佐藤 信吾, 阿江 啓介, 大川 淳. 発生頻度がきわめて稀な肺原発頭蓋外髄膜腫の多発骨転移の 1例.
第 50回 日本整形外科学会 骨 · 軟部腫瘍学術集会 2017.07.13 新宿

109. 佐藤 信吾, 小柳 広高, 平井 高志, 三浪 友輔, 阿江 啓介, 大川 淳. 医歯学融合集学的診療システムによる骨転
移早期治療介入の取り組みと効果. 第 50回 日本整形外科学会 骨 · 軟部腫瘍学術集会 2017.07.13 新宿

110. 田野 敦寛, 王 耀東, 福島 和之, 黒佐 義郎, 藤田 浩二, 大川 淳. PTH 製剤による高齢者大腿骨近位部骨折予防
の可能性― CT 有限要素法による力学解析―. 第 8回 MECHANICAL FINDER ユーザー研究会 2017.07.15
東京

111. 小川 貴久, 関 康弘, 白澤 進一. メチレンブルーを併用した鏡視下母趾ガングリオン手術. 第 6回 文京整形
外科合同カンファレンス 2017.07.17 東京　

112. 王 耀東. 重度骨関節損傷を伴う足関節周囲開放骨折の Gustilo ３Ａ/３Ｂ境界領域. 第 4回 日本重度四肢外
傷シンポジウム 2017.07.22 東京

113. 猪瀬 弘之, 高橋 晃. 長鎖ノンコーディング RNAによる骨芽細胞分化の調節機構. 第 35回 日本骨代謝学会
学術集会 2017.07.27 福岡

114. 新井嘉容 他. 脊椎外科領域における骨癒合素材. 第 20回 日本低侵襲脊椎外科学会学術集会 2017.07.27 札幌

115. 高橋 晃, 猪瀬 弘之, 大川 淳　. Cdk1 は骨量維持及び骨癒合に必須である. 第 35回 日本骨代謝学会学術集
会 2017.07.27 福岡

116. 川端 茂徳. 経頭蓋電気刺激複合筋活動電位によるによる術中脊髄モニタリング. 第３回術中脳脊髄モニタリ
ングセミナー 2017.08.06 大阪

117. 大川 淳. 頚椎前方手術の適応と課題. Orthopaedic Update Symposium in MIE 2017.08.30 三重

118. 鏑木秀俊, 太田 剛. 有頭骨単独骨折の 1 例. 第 62回 埼玉手外科研究会 2017.09.02 浦和

119. 小柳津 卓哉, 榎本 光裕, 堀江 正樹, 大川 淳, 柳下 和慶. 骨格筋損傷において高気圧酸素治療は血中炎症細胞
を抑制し、組織内マクロファージを誘導し、細胞増殖と筋再生を促進する. 第 43回 日本整形外科スポーツ
医学会学術集会 2017.09.08

120. Akira Takahashi, Hiroyuki Inose, Atsushi Okawa. Cdk1 is essential for bone formation and fracture repair.
ASBMR 2017 Annual Meeting 2017.09.08 Denver, USA

121. 平尾 昌之, 神野 哲也, 宮武 和正, 高田 亮平, 大川 淳. セメントレス人工股関節全置換術後のステム周囲骨折
と応力遮蔽の関連性. 第 66回 東日本整形災害外科学会 2017.09.15 新宿

122. 佐藤 信吾, 小柳 広高, 平井 高志, 湯浅 将人, 三浪 友輔, 阿江 啓介, 大川 淳. 医歯学融合集学的診療システム
による骨転移早期治療介入の取り組みと効果. 第 66回 東日本整形災害外科学会 2017.09.15 新宿

123. 加藤 剛, 猪瀬 弘之, 大川 淳. 椎体骨折の保存療法. 第 66回 東日本整形災害外科学会 2017.09.15 新宿

124. 田野 敦寛, 王 耀東, 福島 和之, 黒佐 義郎, 藤田 浩二, 大川 淳. PTH製剤とビタミン D製剤の併用による高
齢者大腿骨近位部骨折の予防効果に対する力学的検討　 CT有限要素解析による骨強度評価. 第 66回 東日
本整形災害外科学会 2017.09.15 新宿

125. 鏑木 秀俊, 藤田 浩二, 二村 昭元, 大川 淳. 高齢橈骨遠位端骨折患者の易骨折性の評価. 第 66回 東日本整形
災害外科学会 2017.09.15 新宿

126. 王 耀東, 藤田 浩二, 若林 良明, 黒佐 義郎, 大川 淳. 大腿骨頸部骨折を予防すべき非定型大腿骨骨折患者の特
徴. 第 66回 東日本整形災害外科学会 2017.09.15 新宿

127. 山下 昭悟, 平井 敬悟, 吉井 俊貴, 大川 淳. 姉妹に発生した仙骨部巨大腫瘍の 2例. 第 66回 東日本整形災害
外科学会 2017.09.15 新宿

128. 磯野 正晶, 堀江 雅史, 関矢 一郎, 渡邊 敏文, 片桐 洋樹, 小田邉 浩二, 大原 敏之, 片桐 健太, 大川 淳, 古賀 英
之. 鏡視下内側半月板 Centralizationを併用した高位脛骨骨切り術の短期臨床成績. 第 66回 東日本整形災
害外科学会 2017.09.15 新宿

129. Takuro Watanabe, Yuta Sugiura, Natsuki Miyata, Koji Fujita, Akimoto Nimura, and Maki Sugimoto.
DanceDanceThumb: Tablet App for Rehabilitation for Carpal Tunnel Syndrome. The 16th International
Conference on Entertainment Computing 2017 (ICEC ’17) 2017.09.18 Tsukuba



— 792 —

先端医療開発学講座

130. Shigenori Kawabata, Shuta Ushio , Takumi Yamaga, Yuki Hasegawa, Taishi Watanabe, Kensuke Seki-
hara, Yoshiaki Adachi, Atsushi Okawa. Evaluation of spinal conduction block in myelopathy patients by
magnetospinography. XXIII World Congress of Neurology 2017 2017.09.19 Kyoto

131. Takahisa Ogawa、Yasuhiro Seki、Shinichi Shirasawa. Arthroscopic ganglionectomy of a toe with color-
aided visualization of the ganglion stalk. 6TH Triennial IFFAS meeting 2017.09.29 Lisbon, Portugal

132. 大川淳. 脊髄損傷に対する再生医療の展望と期待. 第 2回日本骨髄間葉系幹細胞治療学会学術集会 2017.10.07
札幌

133. 牛尾修太, 平井高志, 吉井俊貴, 猪瀬弘之, 山田剛史, 江川聡, 榎本光裕, 川端茂徳, 大川淳. 腰椎後方固定術に
おける隣接椎間障害の術前危険因子の検討 － L3-5 間の floating fusion における検討－. 第 26回 日本脊椎
インストゥルメンテーション学会 2017.10.13 金沢

134. 山田 剛史, 江川 聡, 松倉 遊, 榊 経平, 平井 高志, 猪瀬 弘之, 鳥越 一郎, 坂井 顕一郎, 吉井 俊貴, 新井 嘉容,
大川 淳. 環軸椎亜脱臼 29 例の検討. 第 26回 日本脊椎インストゥルメンテーション学会 2017.10.13 金沢

135. 吉井俊貴, 平井高志, 山田剛史, 猪瀬弘之, 大川淳. 成人脊柱変形に対する後方矯正固定術における出血コン
トロールの工夫. 第 26回 日本脊椎インストゥルメンテーション学会 2017.10.13 金沢

136. 湯浅 将人, 猪瀬 弘之, 小林 裕, 牛尾 修太, 平井 高志, 加藤 剛, 川端 茂徳, 吉井 俊貴, 大川 淳. 腰椎固定術
PLF vs 制動術 Graf System 第 4 腰椎変性すべり症術後長期の画像の比較検討. 第 26回 日本脊椎インス
トゥルメンテーション学会 2017.10.13 金沢

137. 高田　亮平、神野　哲也、宮武　和正、平尾　昌之、瀬川　裕子、柳下　和慶、大川　淳. 両側一期的人工
股関節全置換術における前方進入法と前側方進入法の術後成績に関する検討: ランダム化比較試験. 第 44回
日本股関節学会学術集会 2017.10.20 新宿区

138. 麻生 義則, 金 光文, アブルカスム · アクバル , ゾリビア · エビブラ , 朴 金瑛, 越智 広樹, 宮田 敏男, 大川 淳.
閉経後骨粗鬆症モデルにおいて新規 PAI-1阻害薬は骨形成を刺激して骨密度を回復させる. 第 19回 日本骨
粗鬆症学会 2017.10.20 大阪

139. 藤田 浩二, 鏑木 秀俊, 宮本 崇, 二村 昭元, 松山 嘉彦, 志村 治彦, 若林 良明, 加藤 龍一, 大川 淳. 橈骨遠位端
骨折患者は筋力が低下している. 第 19回 日本骨粗鬆症学会 2017.10.20 大阪

140. 猪瀬 弘之, 加藤 剛, 大川 淳. 骨粗鬆症性椎体骨折に対する保存的初期治療の指針策定　硬性装具と軟性装具
の比較. 第 19回 日本骨粗鬆症学会 2017.10.20 大阪

141. 平尾 昌之、神野 哲也、宮武 和正、高田 亮平、瀬川 裕子、大川 淳. 人工股関節全置換術術後鎮痛における大
腿神経ブロック（自己調節持続皮下注射との比較検討）. 第 44回 日本股関節学会学術集会 2017.10.20 新宿

142. 高橋 晃、神野 哲也、宮武 和正、高田 亮平、平尾 昌之、星野 ちさと、瀬川 裕子、大川 淳. 前方進入法を用
いた人工股関節全置換術における術中大腿筋膜張筋損傷評価と術後早期における筋断面積の変化との関連性
の検討. 第 44回 日本股関節学会学術集会 2017.10.20 新宿

143. 瀬川裕子、神野哲也、松原正明、宮武和正、高田亮平、平尾昌之、大川淳. 寛骨臼回転骨切り術施行症例に
おける小児期予防的手術への意識調査. 第 44回 日本股関節学会学術集会 2017.10.20 新宿

144. 小柳津 卓哉, 榎本 光裕, 大川 淳, 柳下 和慶. 高圧 · 高酸素環境はラット圧挫損傷モデルにおいて血中炎症細
胞を抑制し、筋衛星細胞を活性化する. 第 32回 日本整形外科学会基礎学術総会 2017.10.26 沖縄

145. 渡部 泰士, 川端 茂徳, 赤座 実穂, 関原 謙介, 牛尾 修太, 足立 善昭, 大川 淳. 神経磁界計測 (magnetoneurog-
raphy)による腕神経叢部神経活動の可視化. 第 32回 日本整形外科学会基礎学術総会 2017.10.26 沖縄

146. 李 楽陽, 榎本 光裕, 鏑木 秀俊, 横山 裕之, 平井 高志, 若林 良明, 大川 淳. マウス腓骨神経再生のための神経
筋接合部の役割. 第 32回 日本整形外科学会基礎学術総会 2017.10.26 沖縄

147. 黒岩 智之, 藤田 浩二, 二村 昭元, 宮本 崇, 大川 淳. 母指対立動作時の回内運動の動的測定　正中神経麻痺に
よる対立障害の新たな評価. 第 32回 日本整形外科学会基礎学術総会 2017.10.26 沖縄

148. 平井 高志, 榎本 光裕, 鏑木 秀俊, 横山 裕之, 大川 淳. 次世代シーケンサーを用いた疼痛モデルにおけるRNA
の 3’UTRにおける新たなバリアント　治療として最も効率的な標的分子の探索. 第 32回 日本整形外科学
会基礎学術総会 2017.10.26 沖縄
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149. 牛尾 修太, 川端 茂徳, 渡部 泰士, 星野 優子, 長谷川 由貴, 佐々木 亨, 藤田 浩二, 関原 謙介, 大川 淳. 神経誘
発磁界測定によるGuyon管部尺骨神経における順行性の電気的活動の可視化. 第 32回 日本整形外科学会基
礎学術総会 2017.10.26 沖縄

150. 金 光文, 朴 英瑛, Aobulikasimu Alkebaier, Zulipiya Aibibula, 段 孝, 市村 敦彦, 赤堀 浩司, 宮田 敏男, 越智
広樹, 佐藤 信吾, 大川 淳, 麻生 義則. 新規 PAI-1阻害薬は閉経後骨粗鬆症モデルの骨密度を回復させる. 第
32回 日本整形外科学会基礎学術総会 2017.10.26 沖縄

151. 佐藤 信吾, 平川 弘幸, 越智 広樹, 橋本 恭子, 砂村 聡子, 岡 慎一, 大川 淳, 竹田 秀, 潟永 博之. HIVに対
する多剤併用療法は骨質の低下を介して骨折リスクを増加させる. 第 32回 日本整形外科学会基礎学術総会
2017.10.26 沖縄

152. 横山 裕之, 榎本 光裕, 平井 高志, 鏑木 秀俊, 大川 淳, 若林 良明. 複数の神経障害性疼痛マウスモデルの腰部
後根神経節における電位依存性カルシウムチャネルα 2δ-1サブユニット発現と疼痛パターンの比較検討.
第 32回 日本整形外科学会基礎学術総会 2017.10.26 沖縄

153. 佐藤 哲也, 二村 昭元, 秋田 恵一, 中川 照彦, 藤田 浩二, 宮本 崇, 山口 玲子, 大川 淳. 母指MP関節における
内転筋筋内腱と関節包に関する解剖学的研究　 Stener病変発生についての考察. 第 32回 日本整形外科学会
基礎学術総会 2017.10.26 沖縄

154. Aobulikasimu Alkebaier, 金 光文, 朴 金瑛, Zulipiya Aibibula, 段 孝, 市村 敦彦, 宮田 敏男, 越智 広樹, 佐藤
信吾, 大川 淳, 麻生 義則. 新規 PAI-1阻害剤はマウス骨髄除去モデルにおいて骨形成を促進する. 第 32回
日本整形外科学会基礎学術総会 2017.10.26 沖縄

155. 沼田 ほあし, 高橋 晃, 猪瀬 弘之, 大川 淳. 長鎖ノンコーディング RNAによる骨芽細胞分化の調節機構. 第
32回 日本整形外科学会基礎学術総会 2017.10.26 沖縄

156. 王 耀東, 藤田 浩二, 若林 良明, 黒佐 義郎, 大川 淳. 非定型大腿骨骨折患者の背景にある骨代謝と骨粗鬆症の
検討. 第 32回 日本整形外科学会基礎学術総会 2017.10.26 沖縄

157. 江川 聡, 松本 連平, 安田 裕亮, 吉井 俊貴, 大川 淳, 早乙女 進一. 多孔質 HAp/Colの抗菌剤担体としての評
価. 第 32回 日本整形外科学会基礎学術総会 2017.10.26 沖縄

158. 尾田 陸, 生駒 俊之, 松本 連平, 江川 聡, 安田 裕亮, 吉井 俊貴, 大川 淳, 早乙女 進一. A型炭酸含有アパタイ
トの骨補填材としての評価. 第 32回 日本整形外科学会基礎学術総会 2017.10.26 沖縄

159. 江川 聡, 早乙女 進一, 吉井 俊貴, 山田 剛史, 安田 裕亮, 松本 連平, 大川 淳. BMP-2のウサギ筋肉内投与
における、担体材質による異所性骨化の違いについての検討　コラーゲンスポンジとハイドロキシアパタイ
ト/コラーゲン複合体 (HAp/Col)の比較. 第 32回 日本整形外科学会基礎学術総会 2017.10.26 沖縄

160. 江川 聡, 韋 雪涛, 早乙女 進一, 吉井 俊貴, 山田 剛史, 安田 裕亮, 松本 連平, 大川 淳. 骨再生と骨癒合促進
BMP-2の担体としてハイドロキシアパタイト/コラーゲン複合体 (HAp/Col)ペーストを移植したラット大腿
骨骨欠損モデルにおける骨癒合への影響に関する検討. 第 32回 日本整形外科学会基礎学術総会 2017.10.26
沖縄

161. 高橋 晃, 猪瀬 弘之, 大川 淳. 細胞周期制御因子 Cdk1は骨量維持および骨癒合に必須である. 第 32回 日本
整形外科学会基礎学術総会 2017.10.26 沖縄

162. 大川 淳. 研修記録としての日整会会員マイページの活用法. 第 16回 日本整形外科学会 研修指導者講習会
2017.10.27 沖縄

163. 山本 尚輝、神野 哲也，酒井 朋子，宮武 和正，星野 ちさと，高田 亮平，大川 淳. リハビリテーション開始
日の違いが人工膝関節全置換術後の早期術後成績に及ぼす影響について. 第 1回 日本リハビリテーション医
学会 秋季学術集会 2017.10.28 大阪

164. 小川 貴久, 神野 哲也, 高田 亮平, 宮武 和正, 星野 ちさと, 酒井 朋子, 大川 淳, 小川 英臣, 新堀 璃奈, 加地 啓
介, 岡安 健. 人工股関節全置換術における手術曜日の影響 -術後ADLの回復、入院期間に注目して-. 第 1回
日本リハビリテーション医学会 秋季学術集会 2017.10.28 大阪

165. 小柳広高. 骨転移の病態と手術、薬物療法、リハビリテーション. 第 24回 埼玉がんリハビリテーション研
究会 · 学術研修会 2017.11.01 大宮

166. 小柳津 卓哉, 榎本 光裕, 吉井 俊貴, 猪瀬 弘之, 新井 嘉容, 大川 淳. 成人脊柱変形患者において LL は上位腰
背筋筋疲労と強く相関する. 第 25回 日本腰痛学会 2017.11.03 品川
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167. 川端 茂徳, 牛尾修太, 佐々木亨, 平井高志, 猪瀬弘之, 吉井俊貴, 星野優子, 関原謙介, 渡部泰士, 長谷川由貴,　
山賀匠, 足立善昭, 大川淳. 脊磁計による腰部神経根障害の可視化と定量化. 第 25回日本腰痛学会 2017.11.03
品川

168. 猪瀬 弘之, 山田 剛史, 平井 高志, 吉井 俊貴, 湯浅 将人, 川端 茂徳, 大川 淳. サルコペニアの頻度及びその腰
椎疾患手術に与える影響. 第 25回 日本腰痛学会 2017.11.03 品川

169. 森下 真伍, 新井 嘉容, 吉井 俊貴, 坂井 顕一郎, 平井 高志, 河内 敏行, 大川 淳. 腰椎硬膜外脂肪腫症（Lumbar
Epidural Lipomatosis、LEL）と代謝異常の関連性. 第 25回 日本腰痛学会 2017.11.03 品川

170. 角谷 智, 沼野 藤希, 片山 隆之, 小森 博達, 四宮 謙一, 大川 淳. 腰椎変性疾患に対するMini open-TLIF の椎
弓根スクリュー精度の検討. 第 25回 日本腰痛学会 2017.11.03 品川

171. 吉井俊貴. 骨粗鬆症性椎体骨折に対する手術治療. 第 25回 日本腰痛学会 2017.11.03 品川

172. 平井 敬悟, 平井 高志, 山田 剛史, 猪瀬 弘之, 吉井 俊貴, 大川淳. 腰椎脊柱管狭窄に対する低侵襲除圧術の前
向き比較研究：片側椎弓切除両側除圧（ULBD）対 筋肉温存型 腰椎椎弓間除圧術（MILD）. 第 25回 日本
腰痛学会 2017.11.03 品川

173. 江川 聡, 吉井 俊貴, 川端 茂徳, 猪瀬 弘之, 平井 高志, 湯浅 将人, 牛尾 修太, 小沼 博明, 平井 敬悟, 大川 淳.
小児 CT における腰椎関節突起間部断面積から見た腰椎分離症発症メカニズムの考察. 第 25回 日本腰痛学
会 2017.11.03 品川

174. 牛尾修太, 平井高志, 吉井俊貴, 猪瀬弘之, 江川聡, 川端茂徳, 大川淳. L3-5 の 2 椎間腰椎後方固定術における
上位隣接椎間障害の術前危険因子の検討. 第 25回 日本腰痛学会 2017.11.03 品川

175. 小沼 博明, 猪瀬 弘之, 吉井 俊貴, 平井 高志, 湯浅 将人, 川端 茂徳, 大川 淳. 後期高齢者 (75 歳以上)の下位
胸椎～腰椎手術における術後せん妄の検討. 第 25回 日本腰痛学会 2017.11.03 品川

176. 湯浅 将人, 吉井 俊貴, 坂井 顕一郎, 猪瀬 弘之, 平井 高志, 小林 裕, 牛尾 修太, 新井 嘉容, 大川 淳. 多孔質ハ
イドロキシアパタイト/ コラーゲン（HA/Col）の腰椎後方椎体間固定術における骨形成能 —多施設間後ろ
向き研究. 第 25回 日本腰痛学会 2017.11.03 品川

177. 加藤 剛, 猪瀬 弘之, 大川 淳. 骨粗鬆症性椎体骨折に対する装具療法の検討―全国多施設前向き研究結果報告
―. 第 25回 日本腰痛学会 2017.11.03 品川

178. 猪瀬 弘之, 加藤 剛, 平井 高志, 吉井 俊貴, 川端 茂徳, 大川 淳. 腰椎変性辷り症に対する手術療法 前向きラ
ンダム化研究. 第 25回 日本腰痛学会 2017.11.03 品川

179. 平井 高志, 榎本 光弘, 鏑木 秀俊, 横山 裕之, 永田 哲也, 横田 隆徳, 大川 淳. 神経障害性疼痛のメカニズム探
索と分子標的による新規治療戦略. 第 25回 日本腰痛学会 2017.11.03 品川

180. 川端 茂徳. 整形外科領域における神経モニタリングの秘訣. 平成 29年度 先駆的臨床検査技術研修会 第 3回
神経生理研修会 2017.11.05 東京

181. Koji Fujita, Hidetoshi Kaburagi, Akimoto Nimura, Takashi Miyamoto, Atsushi Okawa. Distal radius
fracture patients showed declined dynamic body balancing ability and Grip strength. 11th APFSSH 2017
2017.11.07 Cebu,Philippines

182. 大川 淳. 高齢者腰痛疾患の診断治療. 第 21回 立川整形外科懇話会 2017.11.07

183. Tatsunobu Ikeda　 et.al. RADIATION-INDUCED DEDIFFERENTIATED CHONDROSARCOMA OF
THE LEFT PUBIS: A CASE REPORT. CTOS 2017 Annual Meeting 2017.11.08 Maui, Hawaii

184. 小柳津 卓哉, 榎本 光裕, 堀江 正樹, 大川 淳, 柳下 和慶. 高気圧酸素治療は圧挫損傷骨格筋内の IL-6/STAT3
pathwayを活性化させ、MyoDを介して筋再生を促進する. 第 52回 日本高気圧環境 · 潜水医学会学術総会
2017.11.11 沖縄

185. 山本 尚輝, 小柳津 卓哉, 榎本 光裕, 堀江 正樹, 高田 亮平, 大川 淳, 柳下 和慶. 高気圧酸素治療は骨格筋圧挫
損傷後の下腿筋筋張力の回復を促進する. 第 52回 日本高気圧環境 · 潜水医学会学術総会 2017.11.11 沖縄

186. 吉井俊貴. 頚椎前方展開と前方固定術. Seminar for safe cervical instrumentation surgery 2017.11.11名古屋

187. 吉井俊貴. 頚椎後縦靱帯骨化症（OPLL）に対する術式選択. 第 52回 日本脊髄障害医学会 2017.11.16 千葉
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188. 小柳津 卓哉, 榎本 光裕, 柳下 和慶. スポーツ外傷に対する高気圧酸素治療の基礎と臨床の根拠 高圧 · 高酸
素環境はラット圧挫損傷骨格筋において血中炎症性細胞を減少させ、マクロファージの形質転換を誘導し、
筋衛星細胞を活性化する. 第 28回 日本臨床スポーツ医学会学術集会 2017.11.18 代々木

189. 小沼 博明, 辻 邦和, 星野 傑, 片桐 洋樹, 宮武 和正, 大川 淳,　関矢 一郎, 古賀 英之, 宗田 大. MIA のラッ
ト膝蓋下脂肪体内注射により誘発された脂肪体の血管新生と線維化は有意に増加し膝疼痛と相関する. 第 10
回 日本運動器疼痛学会 2017.11.18 福島

190. 松本 連平, 江川 聡, 平井 敬悟, 偉 雪濤, 吉井 俊貴, 大川 淳, 早乙女 進一. 乳癌骨転移モデルラットに対する
パクリタキセル含浸 HAp/Colによる局所制御実験. 第 39回 日本バイオマテリアル学会 2017.11.20 船堀

191. 江川聡,松本連平,平井敬悟,早乙女進一,大川淳. ハイドロキシアパタイト ·コラーゲン複合体 (HAp/Col)
の抗菌剤担体としての評価. 第 39回 日本バイオマテリアル学会 2017.11.20 船堀

192. 吉井 俊貴, 湯浅 将人, 新井 容嘉, 大川 淳, 早乙女 進一. 新しい人工骨、多孔質ハイドロキシアパタイト/コ
ラーゲン複合体の臨床使用. 第 39回 日本バイオマテリアル学会 2017.11.20 船堀

193. 平井 敬悟, 江川 聡, 松本 連平, 吉井 俊貴, 大川 淳, 中島 武彦, 早乙女 進一. ヒドロキシアパタイト/コラー
ゲンペストおよび骨形成タパク質-2 による骨折治癒の増強. 第 39回 日本バイオマテリアル学会 2017.11.20
船堀

194. 王 耀東, 田野 敦寛, 大川 淳. 巨大骨軟骨欠損を伴う足関節開放骨折に対してMasquelet 法による足関節固
定術を施行した１例. 第 23回 救急整形外傷シンポジウム 2017.11.23 沖縄

195. 小柳 広高, 佐藤 信吾, 平井 高志, 湯浅 将人, 大川 淳. 当院における骨転移キャンサーボードの役割. 第 11
回 信州骨軟部腫瘍研究会 2017.11.25 長野

196. 黒岩智之, 藤田浩二, 大川淳. 糖尿病は成熟骨芽細胞内のMAPK シグナルおよび癌シグナル経路に影響する.
Skeletal Science Retreat2017(骨代謝スクール) 2017.11.25 倉敷

197. 吉井俊貴. 頚椎後縦靭帯骨化症 多施設前向き症例登録. 脊柱靱帯骨化症研究班会議 2017.11.25 御茶ノ水

198. 山田剛史. 頚部脊髄症手術患者における腰部脊柱管狭窄の共存（tandem spinal stenosis）-297 例の検討
（OPLL に着目して）-. 脊柱靱帯骨化症研究班会議 2017.11.25 御茶ノ水

199. 大川 淳. 整形外科領域の医療安全の考え方. 第 5回 運動器疼痛を考える会 2017.11.25

200. 佐々木 亨, 川端 茂徳, 牛尾 修太, 星野 優子, 関原 謙介, 赤座 実穂, 尾崎 勇, 足立 善昭, 渡部 泰士, 長谷川 由
貴, 山賀 匠, 大川 淳. 指神経刺激後の手根管部における神経活動磁界計測. 第 47回 日本臨床神経生理学会
学術大会 2017.11.29 横浜

201. 佐々木 亨, 川端 茂徳, 牛尾 修太, 星野 優子, 関原 謙介, 足立 善昭, 渡部 泰士, 長谷川 由貴, 山賀 匠, 大川
淳. 脊磁計を用いた腰部神経根障害の診断. 第 47回 日本臨床神経生理学会学術大会 2017.11.29 横浜

202. 渡部 泰士, 川端 茂徳, 佐々木 亨, 牛尾 修太, 赤座 実穂, 尾崎 勇, 関原 謙介, 足立 善昭, 大川 淳. 神経磁界計
測 (Magnetoneurography)による尺骨神経刺激後の腕神経叢部神経活動の可視化. 第 47回 日本臨床神経生
理学会学術大会 2017.11.29 横浜

203. 川端 茂徳. 脊椎脊髄手術における神経モニタリングの安全策. 第 47 回 日本臨床神経生理学会学術大会
2017.11.29 横浜

204. Toshitaka Yoshii, Tsuyoshi Yamada, Takashi Hirai, Kenichiro Sakai, Atsushi Okawa. Tandem Spinal
Stenosis in Patients with Symptomatic Cervical Ossificatoin of the Posterior Longitudinal Ligament(OPLL).
Cevical Spine Research Society 45th Annual Meeting 2017.11.30 Hollywood, Florida

205. Satoshi Sumiya, Shigenori Kawabata, Toshitaka Yoshii, Atsushi Okawa . Cervical spinal cord impairment
associated with neck flexion in posterior cervical decompression. Cevical Spine Research Society 45th
Annual Meeting 2017.11.30 Hollywood, Florida

206. 川端 茂徳. 脊磁計による神経伝導の可視化　—脊髄から末梢神経まで—. 第 47回 日本臨床神経生理学会学
術大会 2017.11.30 横浜

207. 佐藤 彩美, 川端 茂徳, 瀬島 啓史, 倉島 直樹, 工藤 敏文. 腹部大動脈瘤切除術において経頭蓋刺激脊髄誘発電
位によるモニタリングが有用であった１例. 第 47回 日本臨床神経生理学会学術大会 2017.12.01 横浜
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208. 小柳広高. 骨軟部腫瘍手術のトピック. 第 14回 Juntendo Orthopaedic Oncology Collaboration 2017.12.02
東京

209. 松本 連平, 江川 聡, 平井 敬悟, 吉井 俊貴, 大川 淳, 早乙女 進一. 多孔質 Hap/Col の抗菌剤担体としての評
価. 第 37回 整形外科バイオマテリアル研究会 2017.12.02 岡山

210. 松本 連平, 江川 聡, 平井 敬悟, 大川 淳, 早乙女 進一. 乳癌骨転移モデルラットに対するパクリタキセル含浸
HAp/Colによる局所制御実験. 第 37回 整形外科バイオマテリアル研究会 2017.12.02 岡山

211. 瀬川裕子, 山口玲子, 大川 淳. 女児に対する股関節単純 X 線正面像撮影における性腺防護の検討. 第 28回
日本小児整形外科学会学術集会 2017.12.07 新宿

212. 瀬川 裕子, 山口 玲子, 大川 淳. CLOVES syndromeが疑われる多発骨形成性病変を呈した 1例. 第 29回 日
本整形外科学会骨系統疾患研究会 2017.12.09 御茶ノ水

213. 請川 大, 正岡 智和, 川手 信行, 飯島 伸介, 星 忠成, 杉山 智子, 和田 義敬, 神野 哲也, 酒井 朋子, 瀬川 裕子,
星野 ちさと, 森田 定雄, 大川 淳. ポリオに伴う右下肢麻痺後、健側下肢に神経根症を発症した腰部脊柱管狭
窄症患者に手術的加療を行った一例. 第 65回 日本リハビリテーション医学会関東地方会 2017.12.10 つくば

214. Hirotaka Koyanagi, Toshitaka Yoshii, Takashi Hirai, Shingo Sato, Atsushi Okawa. Treatment of Lumbar
Giant Cell Tumor. 108 Military Hospital and 24th Annual Meeting of The Spine Society of HCMC
2017.12.14 Ha Noi, Viet Nam

215. 藤田 浩二. 超成熟社会に向けた人間の挙動計測の新展開. KEIO TECHNO-MALL 2017 《第 18 回 慶應科
学技術展》 2017.12.15 東京国際フォーラム

[特許]

1. ブドウ種子抽出物を含む更年期障害改善剤 （麻生 義則）, 出願番号：P-04044

[受賞]

1. 日本脊椎脊髄病学会 2017年度 Asia Traveling Fellow（猪瀬 弘之）, 日本脊椎脊髄病学会 , 2017年 02月

2. 第 34回 整形災害外科学研究助成財団 財団奨励賞（王 耀東）,（公財）整形災害外科学研究助成財団, 2017
年 02月

3. 第 60回日本手外科学会学術集会 最優秀賞 （藤田 浩二）, 日本手外科学会, 2017年 04月

4. 第 60回日本手外科学会　 Best paper （藤田 浩二）, 日本手外科学会, 2017年 04月

5. Biomagnetic Sendai 2017　 Young Investigator Award（渡部 泰士）, Biomagnetic, 2017年 05月

6. 東京医科歯科大学医師会賞　 (齊藤 正徳), 東京医科歯科大学医師会, 2017年 05月

7. Undersea and Hyperbaric Medical Society (UHMS) 2017 Annual Scientific Meeting　 President’s awards:
Best Resident/Trainee Oral Presentation(小栁津 卓哉）, UHMS, 2017年 06月

8. 日本骨粗鬆症学会 2017年度（第 16回）研究奨励賞 （猪瀬 弘之）, 日本骨粗鬆症学会, 2017年 06月

9. 2017年度 AOAトラベリングフェロー （吉井 俊貴）, 日本整形外科学会, 2017年 06月

10. 第 43回日本骨折治療学会 学会賞 （王 耀東）, 日本骨折治療学会, 2017年 07月

11. 第 35回 日本骨代謝学会学術集会 　ASBMR 2017 Travel Award (高橋 晃）, 日本骨代謝学会, 2017年 07月

12. 東京医科歯科大学 平成 29年度「学長裁量優秀若手研究者奨励賞」（佐藤 信吾), 東京医科歯科大学, 2017年
08月

13. ASBMR(米国骨代謝学会)2017 Annual Meeting　Young Investigator Award（高橋 晃）, ASBMR(米国骨
代謝学会), 2017年 09月

14. ASBMR(米国骨代謝学会)2017 Annual Meeting　 Plenary Poster（高橋 晃）, ASBMR(米国骨代謝学会),
2017年 09月

15. 第 25回 日本腰痛学会　最優秀演題賞（猪瀬 弘之）, 日本腰痛学会, 2017年 11月
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[その他業績]

1. 日本経済新聞朝刊 14ページ, 2017年 05月
心臓の動き見える化　 TDK· 東京医歯大磁気センサーで（先端技術医療応用学講座）

2. 一般社団法人　日本関節鏡 · 膝 · スポーツ整形外科学会　研究助成事業, 2017年 07月
下腿筋圧挫損傷に対する高気圧酸素治療の後肢機能回復と血管新生における有効性（小柳津 卓哉）

3. 月刊ことぶき, 寿出版, 2017年 11月
腰椎すべり症（大川 淳）
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画像診断 · 核医学
Diagnostic Radiology and Nuclear Medicine

教授　　　　　　　立石宇貴秀
特任教授　　　　　齋田幸久
准教授　　　　　　山田一郎
講師　　　　　　　北詰良雄，片田芳明（～６月）
助教　　　　　　　本田真希子，米山智啓，中港秀一郎（７月～），
　　　　　　　　　鳥井原彰 (～３月），藤岡友之，岩佐嘉洋，
　　　　　　　　　土屋純一（４月～），大山潤，
医員　　　　　　　白川陽子 (～３月），大島拓美（４月～），杉本京子,
　　　　　　　　　露嵜さゆみ，小澤茜（～３月），高谷信宏（～３月）,
　　　　　　　　　福井健一（～３月），李若楠（～６月），八嶋夕絵（４月～）
レジデント　　　　篠村一磨，佐藤貴浩，裵慧烈，涌井もも，渡辺洋志　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　（教官は併任を含む）

( 1 ) 分野概要

　画像診断学 · 核医学には高度の能力が要求されるため、能力を習得するために長期の訓練を要するが、医学的知
識の発展を鑑みながら能力の維持も課題となる。また、医療の実践や社会的、政治的環境の変化に対応するため
放射線科学的知識や技術のみならず倫理的な知識、技術、能力も同様に維持していく必要がある。地域貢献は放
射線診断科の本来業務であり、国際化の時代にグローバルな視点を持って活躍できる人材や、地域医療の担い手
である放射線診断専門医師を育成するとともに、教育 · 研究 · 診療活動を通じて、地域的課題の解決に向けた取組
みや、高度で先進的な医療を提供するなど、大学としての使命を果敢に果たしていくことに変わりはない。画像
診断 · 核医学分野は、医療の基本的理念である「患者本位の医療」や「医療安全管理の徹底」をこれまで以上に推
進する方針であり、日常業務にはこのような観点からの能力維持を継続していくことが重要である。
　新しい放射線科専門医制度では、2年間の卒後臨床研修に引き続く日本放射線学会認定研修施設での 3年間の総
合研修の後（卒後 6年目）に放射線科専門医認定試験の受験資格が得られる。合格後、放射線治療あるいは画像
診断に分かれてさらに 2年間の専門研修の後（卒後 8年目）に放射線治療専門医あるいは放射線診断専門医の認
定試験受験資格が得られる。
画像診断 · 核医学分野は平成 25年 7月より、画像診断部門を担当する専門分野として分かれた。ただし、放射線
科専門医認定試験は治療 · 診断共通であるため、3年間の総合研修期間は治療あるいは診断に分かれることなく研
修が行われる予定である。日本医学放射線学会の定める専門医研修カリキュラムガイドラインに準拠して約 1年
間の学内研修に続いて約 2年間の学外関連病院での研修が行われるのが一般的である。現在、本学を総合修練基幹
病院として学会認定の修練機関と連携総合修練機関を合わせて 17の関連病院がある。専門研修に入る時点で各分
野に所属することになろう。2年間の専門研修後に全員が放射線治療専門医あるいは放射線診断専門医を目指す。
また、ほぼ全員が大学院あるいは社会人大学院に入学し学位取得を目指している。
　今般の画像診断は、機器性能向上に伴う撮影高速化により画像処理、読影件数、サーバー保管の負荷が大きく
なっている。また、PET/CT、SPECT/CT、PET/MRIなどのハイブリッド画像技術の普及により診断方法の多
様化が加速している。形態画像のみから代謝 · 血流をモニターする機能画像の併用が基本になるため、複雑な取得
データから臨床上有用な情報を抽出 · 分析できる能力を身につけられるよう医師の教育を充実させていくことが重
要である。
　遠隔画像診断が良い例であるが、地域貢献としての業務として今日の画像診断は社会的活動に変化してきてい
る。地域が診断医に対して、特定の診療サービスを提供する排他的あるいは第一次的な責任を含む特権を与えて
いる。地域医療の担い手となる医師を育成するとともに、診療活動を通じて先進的な医療を提供するなど、大学
としての使命を果敢に果たすべきである。地域医療での画像診断学を取り巻く環境が十分成熟したものとはいえ
ないが、専門職として与えられた特権を行使し、地域社会の発展に寄与するものでなければならず、このような
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意識を強く持って業務を遂行すべきであると考えている。

( 2 ) 研究活動

　医学研究の成果を臨床で利用するという観点から、診断専門医はその能力を維持するために生涯教育、継続的専
門職育成プログラム、医学雑誌、学会活動、インターネットの活用により専門分野の最新研究についていく必要
がある。研究結果の解釈とその患者への適用の仕方を認識しておくことが重要であり、研究方法の基本に精通し
適切な医療を実践するために専門的視野で広義の教育プログラムを構築していくことも必要である。学術院を効
果的に運用し、個々の学部や研究科等の枠を越えた全学的視点に立った、領域横断的な研究活動を実現するため
の放射線医学的観点を明確化してゆく。また、大学院における教育 · 研究活動を学部教育へ反映させるとともに、
研究成果の更なる向上に向け、企業等との連携強化や外部資金確保対策に積極的に取り組む。北米放射線学会議
（RSNA）、欧州放射線学会（ECR）、米国核医学会（SNMMI）、欧州核医学会（EANM）などとの国際協力ネット
ワークの推進に画像診断 · 核医学の立場から積極的に取り組み、分野においてもたらされるインパクトや関連実用
分野で発展する可能性と言った点についても十分認識した上で研究を推進してゆく。
　画像診断学は三次元的構造の器官 · 組織の形態情報をとらえ診断に供するものである。画像所見の分析とその
リファレンスとなる病理組織との対比について系統立てて整理していくことが習得の上で重要である。中でも CT
やMRIを用いたマクロ病理を反映する組織特徴化が疾患の特定に重要である。
　また、画像診断学は、血流 · 代謝情報を経時的に収集 · 解析することで病態把握に迫ることができる領域である。
in vivoの血流を低侵襲的に抽出する方法として造影剤をボーラス注入し解像度の高いマルチスライス CTや高磁
場MRIで経時的に撮影するダイナミックスキャンプロトコルを作成し、in vivoのダイナミック解析がバイオマー
カーとして使用できるよう研究を続けている。テクスチャ解析やAI診断も形態 · 機能画像に応用され、first order
の kurtosis、テンソル解析から high orderの NGLCM、NGTDM、GLSZMまで研究対象にしている。in vivoの
代謝を低侵襲的に抽出する方法として 3D PET/CTで経時的に撮影するスキャンプロトコルを作成している。マ
ルチトレーサ技術を展開しており、18F-FDG（糖代謝）、11C-コリン（細胞膜代謝）、11C-アセテート（酢酸代謝）、
18F-FACBC（アミノ酸代謝）、62/64Cu-ATSM（レドックス）、18F-FAZA（低酸素）、18F-FLT（DNA合成）、
18F-NaF（骨代謝）、68Ga-DOTATATE（ソマトスタチンレセプター）、18F-Fluorobetapir、18F-Flutemetamolな
どが含まれる。これらのマルチトレーサはオンコロジー領域で、多くの癌腫にて有用性が確認されている。68Ga-
DOTATATE については Theranosticsに応用され、177Lu-DOTATATEによる内用療法の第 I相治験が開始され
ている。PET/CTを使用し多施設共同研究を実施し、撮影方法や判定方法を標準化した検査が必須なため、標準
化の実際や方法論も構築し、本邦におけるグローバルな治験に対応しやすくしている。

( 3 ) 教育活動

　患者と放射線診断医師双方の期待に応えるために医療の中核となる価値、特に共感、能力、自律について知り
自ら示していくことが重要である。放射線診断学には高度の能力が要求されるため、能力を習得するために長期
の訓練を要するが、医学的知識の発展を鑑みながら能力の維持も課題となる。また、医療の実践や社会的、政治
的環境の変化に対応するため放射線科学的知識や技術のみならず倫理的な知識、技術、能力も同様に維持してい
く必要がある。学部教育では、自ら課題を見つけ探究する姿勢と様々な問題を解決する能力を備えた人材育成に
向けて「問題提起」「技法の修得」「専門との連携」の各科目群を展開し、それを踏まえた専門教育を放射線医学の
観点から考案し実施する。大学院教育においては、人類の抱える課題にグローバルな視点から統合的に解決でき
る人材の育成に向け、専門知識の習得に加え、先端的な課題の研究を複数の教員による研究指導体制のもとで実
施し、独創的かつ実践的な研究能力を開発する教育を放射線医学の観点から行う。大学院教育にはこのような観
点からの能力維持を継続していくことも重要である。
　新しい放射線科専門医制度では、2年間の卒後臨床研修に引き続く日本放射線学会認定研修施設での 3年間の総
合研修の後（卒後 6年目）に放射線科専門医認定試験の受験資格が得られる。合格後、放射線治療あるいは画像
診断に分かれてさらに 2年間の専門研修の後（卒後 8年目）に放射線治療専門医あるいは放射線診断専門医の認
定試験受験資格が得られる。
　腫瘍放射線医学分野は平成 25年 7月より、放射線治療部門を担当する腫瘍放射線治療学分野と画像診断部門を
担当する画像診断 · 核医学分野に分かれた。ただし、放射線科専門医認定試験は治療 · 診断共通であるため、3年
間の総合研修期間は治療あるいは診断に分かれることなく研修が行われる予定である。日本医学放射線学会の定
める専門医研修カリキュラムガイドラインに準拠して約 1年間の学内研修に続いて約 2年間の学外関連病院での
研修が行われるのが一般的である。現在、学会認定の研修機関として 11（都内 5、関東 6）の学外関連病院がある。
専門研修に入る時点で各分野に所属することになろう。2年間の専門研修後に全員が放射線治療専門医あるいは放
射線診断専門医を目指す。また、ほぼ全員が大学院あるいは社会人大学院に入学し学位取得を目指している。核
医学分野では密封 · 非密封線源を管理する立場から第 1種放射線取扱主任者の資格を得て臨床 · 研究に従事するも
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のも多い。

( 4 ) 教育方針

　教育研究 · 医療の拠点機能を担うことをその使命とし、社会の発展に寄与する「本学のミッション」を具現化す
べく基本方針のもとに教育を実践する。放射線診断専門医が現場で示す行動基準には医の倫理の正式なカリキュ
ラムよりはるかに強い影響力があると考えており、中央診療部門として領域横断的に対応できる人材を育成する。
大学病院が抱える課題の解決に取り組んでいける人材やグローバルな視野をもって活躍でき、患者と学生双方の
期待に応えるために医療の中核となる価値、特に共感、能力、自律について知り自ら示していけるような人材を
育成する。学部教育では、自ら課題を見つけ探究する姿勢と様々な問題を解決する能力を備えた人材育成に向け
て、「問題提起」「技法の修得」「専門との連携」の各科目群を展開し、それを踏まえた専門教育を放射線医学の観
点から考案し実施する。大学院教育においては、人類の抱える課題にグローバルな視点から統合的に解決できる
人材の育成に向け、専門知識の習得に加え、先端的な課題の研究を複数の教員による研究指導体制のもとで実施
し、独創的かつ実践的な研究能力を開発する教育を放射線医学の観点から行う。

( 5 ) 臨床活動および学外活動

画像診断
· ＣＴ：放射線診断科として関与する CTは放射線部の 2台（64列MDCT）と ER室の 1台（16列MDCT）の
計 3台である。MDCTにより検査数が増加し続け、1mm厚画像やMPR（多断面再構成）画像の読影による診断
能の向上が得られている。歯学部附属病院の 64列MDCT1台も共用し検査枠を拡充させて頂き、検査件数が増加
した。
· ＭＲＩ：放射線診断科として関与するMRIは 1.5テスラ装置 2台と 3テスラ装置の 2台の計 4台である。2016
年度は歯学部附属病院の 3テスラ装置の 1台も共用させて頂き、検査件数が増加した。
· 超音波検査：放射線診断専門医によりおもに乳腺、腹部領域の検査を行っている。
· 血管造影、Interventional Radiology（IVR）：血管領域では、肝細胞癌に対する TAE、閉塞性動脈疾患に対する
PTAおよびステント留置、骨盤内腫瘍に対する動注、ERからの緊急止血などを行っている。非血管領域では、お
もに胸部領域の CTガイド下生検、乳腺腫瘤やリンパ節に対する生検を施行している。
· 乳腺領域：乳腺外科との協力のもと、チーム医療としての乳腺画像診断を担っている。マンモグラフィ読影、超
音波検査、およびMRI、FDG-PET/CTなどを組み合わせた質の高い画像診断や、画像ガイド下生検、手術範囲
マーキングを行い、乳癌の早期診断、正確な術前診断や、治療方針検討に努めている。
· カンファレンス：領域横断的に各診療科とのカンファレンスを毎日実施している。分野内では毎週金曜日にカン
ファレンスを実施している。学外で企画されているカンファレンスには適宜参加している。当分野主導の学外向
けのカンファレンス（昌平坂 Radiology：年 1回）、３大学連携カンファレンス（年 2回）も実施している。

核医学
· 2006年 11月に 2台目の PET/CTが稼動を始め、PET検査は悪性腫瘍を中心に 15～ 16件/日、一般核医学検
査は脳 · 心筋 SPECTを中心に 8～ 10件/日行っている。放射線治療計画用 PET/CTと non-FDG tracerの導入
を展開している。

( 6 ) 臨床上の特色

　画像診断 · 核医学分野は、中央診療部門として依頼科とのパートナーシップを強固にし、依頼科のニーズに応
え、領域横断的に臨床活動を実施する診療科であり、大学病院が抱える課題の解決に取り組み、グローバルな視
点を持って使命を果敢に果たす責務を負っている。画像診断 · 核医学分野は、大量の画像情報を処理する能力を備
え、問題提起、技法の修得、各科との連携を展開し、新たなモダリティー、プローブや造影剤、臨床試験に入念に
対応していく特色を有している。

( 7 ) 研究業績

[原著]

1. Nagata K, Endo S, Honda T, Yasuda T, Hirayama M, Takahashi S, Kato T, Horita S, Furuya K, Kasai K,
Matsumoto H, Kimura Y, Utano K, Sugimoto H, Kato H, Yamada R, Yamamichi J, Shimamoto T, Ryu
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Y, Matsui O, Kondo H, Doi A, Abe T, Yamano HO, Takeuchi K, Hanai H, Saida Y, Fukuda K, Näppi
J, Yoshida H.. Accuracy of CT Colonography for Detection of Polypoid and Nonpolypoid Neoplasia by
Gastroenterologists and Radiologists: A Nationwide Multicenter Study in Japan. Am J Gastroenterol..
2017.01; 112(1); 163-171

2. Kishino M, Yoshimoto T, Nakadate M, Katada Y, Kanda E, Nakaminato S, Saida Y, Ogawa Y, Tateishi
U.. Optimization of left adrenal vein sampling in primary aldosteronism: Coping with asymmetrical
cortisol secretion. Endocr J. 2017.03; 64(3)); 347-355

3. 河内伸江、角田博子、齋田幸久　ほか. 3D再構成 2Dマンモグラフィの画質評価乳癌の臨床. 2017.04; 32(4);
311-319

4. Yamada I, Yoshino N, Hikishima K, Miyasaka N, Yamauchi S, Uetake H, Yasuno M, Saida Y, Tateishi
U, Kobayashi D, Eishi Y. Colorectal carcinoma: ex vivo evaluation using 3-T high-spatial-resolution
quantitative T2 mapping and its correlation with histopathologic findings. Magn Reson Imaging. 2017.05;
38(1); 174-181

5. Atsushi Oba, Atsushi Kudo, Keiichi Akahoshi, Mitsuhiro Kishino, Takumi Akashi, Eriko Katsuta, Ya-
suhito Iwao, Hiroaki Ono, Yusuke Mitsunori, Daisuke Ban, Shinji Tanaka, Yoshinobu Eishi, Ukihide
Tateishi, Minoru Tanabe. A simple morphological classification to estimate the malignant potential of
pancreatic neuroendocrine tumors. J. Gastroenterol.. 2017.05;

6. 齋田幸久、山際 健、松井南美子、藤岡友之、岩佐嘉洋、岸野充浩、伊藤 崇. 肝の副葉間裂の成因についての
検討 臨床放射線. 2017.06; 62(6); 755-758

7. 久保田一徳. 画像診断最新情報　乳房MRIの動向 Rad Fan. 2017.06; 15(8); 36-38

8. 久保田一徳. 乳房 PET/PEMの最新トピックスと高濃度乳房への有効性 インナービジョン. 2017.07; 32(8);
34-37

9. Kento Takenaka, Kazuo Ohtsuka, Yoshio Kitazume, Katsuyoshi Matsuoka, Toshimitsu Fujii, Masakazu
Nagahori, Maiko Kimura, Tomoyuki Fujioka, Akihiro Araki, Mamoru Watanabe. Magnetic resonance
evaluation for small bowel strictures in Crohn’s disease: comparison with balloon enteroscopy. J. Gas-
troenterol. 2017.08; 52(8); 879-888

10. 小田剛史、中川剛士、福田未緒、石場俊之、久保田一徳、藤岡友之、大西威一郎、植竹宏之. 感染を伴う潰
瘍を形成した乳癌局所再発の１例． 癌と化学療法. 2017.11; 44(12); 1850-1852

11. Yojiro Umezaki, Anna Miura, Motoko Watanabe, Miho Takenoshita, Akihito Uezato, Akira Toriihara,
Toru Nishikawa, Akira Toyofuku. Oral cenesthopathy Biopsychosoc Med. 10; 20

12. Masashi Nakadate, Norikazu Miyamoto, Jay Starkey, Akira Toriihara, Ukihide Tateishi. Anterograde
degeneration of the nigrostriatal pathway visualized by 123I-FP-CIT SPECT in patient with artery of
Percheron infarction. Clin Nucl Med. 41; 483-484

[書籍等出版物]

1. 山田一郎. 磁気共鳴画像検査 (MRI). In: 最新臨床検査学講座　生理機能検査学. (東條尚子、川良徳弘 編).
医歯薬出版, 東京, 367-395, 2017

2. 北詰　良雄. クローン病　MR enterography (MRE) アトラス. 2017.02

3. 齋田幸久. がん · 放射線療法 2017　. 学研メディカル秀潤社　, 2017.06

[総説]

1. 北詰　良雄. ここが知りたい！ 画像診断 2016年 9月号特集　非腫瘍性消化管疾患の画像診断ー beyound
barium study and endoscopy 画像診断. 2017.01; 37(2); 216-217

2. 久保田一徳, 藤岡友之, 鳥井原彰, 立石宇貴秀. 乳癌の PET/CT 臨床放射線. 2017.02; 62(２); 277-286

3. 久保田一徳. 画像診断 · 腫瘍マーカー 臨床外科. 2017.09; 72(9); 1034-1039

4. 中館雅志, 鳥井原彰, 立石宇貴秀. 再発 · 難治性 DLBCL 治療における FDG-PET の役割 血液内科. 71;
128-133

5. 鳥井原彰、立石宇貴秀. 骨転移の診断 · 治療における PETの有用性 関節外科. 34; 541-545
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[講演 · 口頭発表等]

1. 久保田一徳, 藤岡友之, 岡澤かおり, 中川剛士, 小田剛史, 齋田幸久, 立石宇貴秀. 乳房MRIは過剰診断を回
避できるか. 第 26回日本乳癌画像研究会 2017.02.04 横浜

2. Kitazume Y, Takenaka K, Hayashi A, Matsuoka K, Fujii T, Kimura M, Nagahori M, Ohtsuka K, Tateishi
U. Computed High b-value Diffusion-Weighted Imaging for Improving Conspicuity of the Bowel Inflam-
mation in Crohn’s Disease. European Congress of Radiology 2017.03.01 Vienna

3. Kitazume Y, Fujioka T, Takenaka K, Oyama J, Matsuoka K, Fujii T, Nagahori M, Ohtsuka K, Tateishi U.
Magnetic Resonance Enterocolonography Scoring System for Crohn’s disease: derivation and validation
study. European Congress of Radiology 2017.03.01

4. Kazunori Kubota, Tomoyuki Fujioka, Akira Toriihara, Ukihide Tateishi, Yukihisa Saida. FDG-PET/CT
Pitfalls in Breast Cancer. ECR 2017 2017.03.03

5. Kazunori Kubota, Tomoyuki Fujioka, Akira Toriihara,Yukihisa Saida, Ukihide Tateishi. Utility of 18F-
FDG PET/CT and MRI imaging findings for predicting the clinicopathologic subtypes of triple negative
breast cancer. ECR 2017 2017.03.04

6. 中川剛士、小田剛史、久保田一徳、植竹宏之、石場俊之．. FDG-PETによる乳癌術前化学療法の治療効果
判定の有用性．. 第 50回制癌剤適応研究会 2017.03.17 徳島

7. Kazunori Kubota, Tomoyuki Fujioka, Yukihisa Saida, Ukihide Tateishi. The Role of Abbreviated Breast
DWI. The 76th Annual Meeting of the Japan Radiological Society 2017.04.13 Yokohama

8. 北詰　良雄, 竹中　健人, 藤岡　友之, 大塚　和朗, 渡辺　守, 齋田　幸久, 立石　宇貴秀. 決定木解析を用い
たMR enterocolonographyによるクローン病の活動性スコアの開発と検証. 第 76回日本医学放射線学会総
会 2017.04.15

9. Ukihide Tateishi. Special project for QIBA RSNA/QIBA: Nuclear Medicine. 76th Annual Meeting of
JRS 2017.04.16 Yokohama

10. Ukihide Tateishi. Diagnostic Imaging Guideline 2016　 Revised Point of Nuclear Medicine Field. 76th
Annual Meeting of JRS 2017.04.18 Yokohama

11. Yoshio Kitazume. Recent and emerging imaging techniques to evaluate IBD. The 6th asian congress of
abdominal radiology 2017.04.21 Busan

12. 立石宇貴秀. 法令 · 倫理. 日本核医学会春季大会 2017.04.22 東京都、秋葉原 UDX

13. 立石宇貴秀. PET-CT読影実践セミナー. PET-CT読影実践セミナー 2017.05.20 東京　ステーションカン
ファレンス

14. 北詰　良雄. MR enterocolonography (MREC): 撮像と診断の要点. 第 82 回北海道 MRI 画像研究会
2017.06.17

15. 福田未緒、小田剛史、中川剛士、戸田一真、吉村亮一、久保田一徳、植竹宏之．. SAVIを用いた術後 APBI
を施行した症例の検討. 第 39回日本癌局所療法研究会 2017.06.23 京都

16. 小田剛史、中川剛士、福田未緒、石場俊之、大西威一郎、藤岡友之、久保田一徳、植竹宏之．. 感染を伴う
潰瘍を形成した 乳癌局所再発の一例. 第 39回日本癌局所療法研究会 2017.06.23 京都

17. 久保田一徳. 新しい乳がん画像診断. 城南 Breast Cancer Workshop round-meeting 2017.07.01 東京

18. 小田剛史、中川剛士、福田未緒、石場　俊之、藤岡友之、久保田一徳、武田浩文、植竹宏之．. 骨修飾薬およ
び内分泌療法を施行したホルモン陽性乳癌骨転移症例についての検討. 第 25回乳癌学会学術総会 2017.07.13
福岡

19. 久保田 一徳, 藤岡 友之, 中川 剛士, 小田剛史, 立石宇貴秀. FDG-PET/CTからみた若年者乳がんの特徴. 第
25回日本乳癌学会学術総会 2017.07.14

20. 久保田一徳. 乳房MRI. JCRミッドサマーセミナー 2017 2017.07.16 神戸

21. 久保田一徳. 各領域の進歩 1：乳腺. SAMI2017（第 2回 Advanced Medical Imaging 研究会） 2017.07.22
大阪
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22. 久保田一徳. PETおよび PET-MR. 第 3回乳腺画像 · インターベンション研究会 2017.08.19 東京

23. 山田一郎、小林大輔、宮坂尚幸、大島乃里子、若菜公雄、若林晶、齋田幸久、立石宇貴秀、江石義信. 子宮頸
癌：Computed DWI及び ADCマップによる臨床的評価と病理組織学的所見との比較検討 (山田一郎, 他).
Japanese Society for the Advancement of Women’s Imaging第 18回シンポジウム 2017.09.01 淡路市

24. 久保田一徳. 乳房MRIの撮像と読影. 静岡県MRI研究会 2017.09.02 静岡

25. 大山潤、涌井もも、山田一郎、立石宇貴秀. 後頭蓋窩 epidermoid cystより発生した右中小脳脚の扁平上皮
癌の一例 (山田一郎, 他). 第 53回日本医学放射線学会秋季臨床大会 2017.09.08 松山市

26. 久保田一徳,藤岡友之,小田剛志,中川剛士,齋田幸久,立石宇貴秀. 乳腺マルチモダリティ診断に必要なシス
テム環境について. 第 30回電子情報研究会学術集会 2017.09.09 愛媛

27. 北詰　良雄, 土屋　純一, 竹中　健人, 大塚　和朗, 立石　宇貴秀. クローン病の MR enterocolonography に
おけるガドリニウム増強効果測定:大腸と小腸の比較. 第 45回日本磁気共鳴医学会大会 2017.09.15 宇都宮

28. 北詰　良雄, 荻原　佑介, 若菜　公雄, 大島　乃里子, 竹本　暁, 宮坂　尚幸, 立石　宇貴秀. 子宮体癌:ADC
マップの容積測定によるヒストグラム解析を用いた組織グレード予測. 第 45 回日本磁気共鳴医学会大会
2017.09.15

29. 北詰　良雄. クローン病におけるMR enterocolonography (MREC)/ MR enterography (MRE). 第 45回日
本磁気共鳴医学会大会 2017.09.15 宇都宮

30. 山田一郎、宮坂尚幸、小林大輔、大島乃里子、若菜公雄、若林晶、齋田幸久、立石宇貴秀、江石義信. 子宮内
膜癌：Computed DWI及び ADCマップを用いた臨床的評価と病理組織学的所見との比較 (山田一郎, 他).
第 45回日本磁気共鳴医学会大会 2017.09.15 宇都宮市

31. 山田一郎、山内慎一、植竹宏之、安野正道、齋田幸久、立石宇貴秀、小林大輔、江石義信. 直腸癌：Computed
DWI及び ADCマップを用いた臨床的評価と病理組織学的所見との比較 (山田一郎, 他). 第 45回日本磁気
共鳴医学会大会 2017.09.16 宇都宮市

32. 久保田一徳. ショートレクチャー：乳癌画像診断のトピックスと読影の基本. 第 6回湯島乳腺画像研究会
2017.09.26 東京

33. Kazuma Toda, Akira Toriihara, Keiko Nakagawa, Mio Kojima, Takuya Nagano, Ukihide Tateishi, Ryo-
ichi Yoshimura. Time Dependency of Volume-Based Metabolic Parameters Obtained by Dual-Time-Point
TOF-PET/CT for Head and Neck Squamous Cell Cancer. ASTRO 59th annual meeting 2017.09.26 San
Diego

34. 小田剛史、中川剛士、石場俊之、笠原舞、福田未緒、藤岡友之、久保田一徳、植竹宏之．. 腫瘤非形成性の非
浸潤性乳管癌における浸潤部を予測する因子についての検討．. 第 55回日本癌治療学会学術集会 2017.10.21
横浜

35. 久保田一徳. APBIに適した乳癌の画像診断. 日本放射線腫瘍学会第 30回学術大会 2017.11.18 大阪

36. Yamada I, Hikishima K, Yoshino N, Sakamoto J, Miyasaka N, Yamauchi S, Uetake H, Yasuno M, Saida
Y, Tateishi U, Kobayashi D, Eishi Y. Colorectal Carcinoma: Ex Vivo Evaluation using q-Space Imaging
and its Correlation with Histopathologic Findings (Yamada I, et al.). The 103rd Scientific Assembly and
Annual Meeting of the Radiological Society of North America 2017.11.27 Chicago, USA

37. Yamada I, Yoshino N, Hikishima K, Sakamoto J, Oikawa Y, Harada H, Kurabayashi T, Saida Y, Tateishi
U, Izumo T, Asahina S. Oral Carcinoma: Clinical Evaluation using Diffusion Kurtosis Imaging and its
Correlation with Histopathologic Findings (Yamada I, et al.). The 103rd Scientific Assembly and Annual
Meeting of the Radiological Society of North America 2017.12.01 Chicago, USA

38. 久保田一徳. BI-RADS MRIを読み解く～ BI-RADS category· BPE· focus. Breast Imaging Boot Camp in
Kobe 神戸

[受賞]

1. Akira Toriihara 2016-2018 SNMMI Wagner-Torizuka Fellowship
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[その他業績]

1. 平成 27-30年度文部科学省科学研究費補助金 · 基盤研究 (C) (一般) , 2017年 04月
QSIとDTIを用いた高分解能MRマイクロイメージングに関する研究 (山田一郎, 他). 課題番号 15K09915.

2. 平成 28-29年度日本磁気共鳴医学会プロジェクト研究, 2017年 04月
q-space imaging有用性確立にむけた基礎的研究と臨床応用に関する研究 (山田一郎, 他).

3. 平成 28-30年度文部科学省科学研究費補助金 · 基盤研究 (Ｃ) (一般), 2017年 04月
磁気共鳴画像検査を用いたせん妄発症の予測とその薬理学的な予防法に関する臨床研究 (山田一郎, 他). 課
題番号 16K10245.
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疾患ゲノミクス
Disease Genomics

教授：　石川俊平　　　　　
助教：　加藤洋人　河村大輔　　　　　　
共同研究員：　中西宏文　　　　
技術補佐員：　佐藤玲子　山本麻未　鈴木良平　利根川千尋　冨永健　小西寛城　福田圭佑
事務補佐員：　田向美春

( 1 ) 分野概要

ゲノム病理学分野では腫瘍性疾患や炎症 · 免疫疾患のような多種の細胞によって構成される複雑な系についてゲノ
ムレベルで多量のデータ計測を行うことによりその動態を明らかにし、介入可能な治療ターゲットやバイオマー
カーになりうる特異的現象の探索を行っていきます。また、疾患のゲノミクスについてその適応や手法 · 解釈につ
いての一連の流れを学び、実際のヒト疾患組織解析を通じてゲノム解析の応用的側面を理解するための教育を行
います。
ホームページ：http://www.tmd.ac.jp/gpat/index.html

( 2 ) 研究活動

① がん-間質間相互作用のゲノミクス
② がんの免疫ゲノミクス
③ 臨床疾患組織のゲノム解析
④ 機能的ゲノミクススクリーニング
⑤ デジタル病理画像解析

( 3 ) 研究業績

[原著]

1. Shikata Y, Yoshimaru T, Komatsu M, Katoh H, Sato R, Kanagaki S, Okazaki Y, Toyokuni S, Tashiro
E, Ishikawa S, Katagiri T, Imoto M. Protein kinase A inhibition facilitates the antitumor activity of
xanthohumol, a valosin-containing protein inhibitor. Cancer Science. 2017.01;

2. Yukinobu Ito, Daichi Maeda, Makoto Yoshida, Akihiko Yoshida, Yukitsugu Kudo-Asabe, Hiroshi Nanjyo,
Chikako Izumi, Fumio Yamamoto, Masahiro Inoue, Hiroyuki Shibata, Hiroto Katoh, Shumpei Ishikawa,
Hiromi Nakamura, Yasushi Totoki, Tatsuhiro Shibata, Shinichi Yachida, Akiteru Goto. Cardiac intimal
sarcoma with PDGFR β mutation and co-amplification of PDGFR α and MDM2: an autopsy case
analyzed by whole-exome sequencing. Virchows Archiv. 2017.05;

3. Shunsuke Kon, Kojiro Ishibashi, Hiroto Katoh, Sho Kitamoto, Takanobu Shirai, Shinya Tanaka, Mihoko
Kajita, Susumu Ishikawa, Hajime Yamauchi, Yuta Yako, Tomoko Kamasaki, Tomohiro Matsumoto, Hiro-
taka Watanabe, Riku Egami, Ayana Sasaki, Atsuko Nishikawa, Ikumi Kameda, Takeshi Maruyama, Rika
Narumi, Tomoko Morita, Yoshiteru Sasaki, Ryosuke Enoki, Sato Honma, Hiromi Imamura, Masanobu Os-
hima, Tomoyoshi Soga, Jun-Ichi Miyazaki, Michael R Duchen, Jin-Min Nam, Yasuhito Onodera, Shingo
Yoshioka, Junichi Kikuta, Masaru Ishii, Masamichi Imajo, Eisuke Nishida, Yoichiro Fujioka, Yusuke Ohba,
Toshiro Sato, Yasuyuki Fujita. Cell competition with normal epithelial cells promotes apical extrusion of
transformed cells through metabolic changes. Nature Cell Biology. 2017.05; 19(5); 530-541
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4. Katoh H, Komura D, Konishi H, Suzuki R, Yamamoto A, Kakiuchi M, Sato R, Ushiku T, Yamamoto S,
Tatsuno K, Oshima T, Nomura S, Seto Y, Fukayama M, Aburatani H, Ishikawa S. Immunogenetic Profiling
for Gastric Cancers Identifies Sulfated Glycosaminoglycans as Major and Functional B Cell Antigens in
Human Malignancies Cell Reports. 2017.08; 20(5); 1073-1087

5. Hiroki Konishi, Daisuke Komura, Hiroto Katoh, Shinichiro Atsumi, Hirotomo Koda, Asami Yamamoto,
Yasuyuki Seto, Masashi Fukayama, Rui Yamaguchi, Seiya Imoto, Shumpei Ishikawa. Capturing the
Difference in Humoral Immunity between Normal and Tumor Environments from RNA Sequences of
B-Cell Receptors Using Supervised Machine Learning. bioRxiv. 2017.09; 187120;

[総説]

1. 石川俊平. 遺伝性胃 · 食道がん 成人病と生活習慣病. 2017.07; 47(7); 831-836

2. 加藤洋人, 石川俊平. 胃癌のゲノミクスと免疫 BIO Clinica. 2017.08; 6(3); 41-46

3. Daisuke Komura, Shumpei Ishikawa. Machine learning methods for histopathological image analysis
arXiv. 2017.09;

4. 石川俊平. AIのヘルスケアへの応用 ドクターサロン. 2017.10; 61; 759-766

5. 安井弥,落合淳志,牛島俊和,石川俊平. ゲノム解析によって胃癌診療はどのように変わるか胃がんperspective.
2017.10; 9(3); 187-196

6. Florian Rubelt, Christian E Busse, et.al.. Adaptive Immune Receptor Repertoire Community recommen-
dations for sharing immune-repertoire sequencing data Nature Immunology. 2017.12;

[講演 · 口頭発表等]

1. Tsuyoshi Chijiwa, Mizuha Haraguchi, Daisuke Komura, Akira Noguchi, Manabu Shiozawa, Makoto Katayama,
Naoki Miyao, Naruaki Matsui, Yuichi Tateishi, Hiroshi Suemizu, Yoshiyasu Nakamura, Takayuki Isagawa,
Hiroto Katoh, Shumpei Ishikawa, Masato Nakamura, Yohei Miyagi. Comprehensive and serial analyses
of tumor-stroma interactions in individual PDX/NOG models contribute to personalized chemotherapy.
AACR International Conference on New Frontiers in Cancer Research 2017.01.18

2. 河村 大輔, 砂河 孝行, 鈴木 良平, 貴志 一樹, 佐藤 玲子, 加藤 洋人, 石井 強, 落谷 孝広, 石川 俊平. ヒト細胞
マウス移植モデルのインタラクトーム解析. 第 16回 日本再生医療学会総会 2017.03.07 仙台

3. 倉田 隼人, 玉井 里枝, 石井 強, 勝田 毅, 佐藤 康成, 中西 宏文, 石川 俊平, 落谷 孝広. ゲノム解析技術を用い
た間葉系間質細胞の体内動態解析および機能解析. 第 16回 日本再生医療学会総会 2017.03.07 仙台

4. Shumpei Ishikawa. Genomic Pathology and Therapeutic Targets of Gastric Cancer. 第 89回 日本胃癌学
会総会 2017.03.10 広島

5. Shumpei Ishikawa. Global analysis of Cancer-Stromal Interactome by PDX Transcriptome Sequencing.
Humanized Mice and Patient Derived Xenografts in Individualized Medicine 2017.03.16 Yokohama, Japan

6. Tsuyoshi Chijiwa, Daisuke Komura, Mizuha Haraguchi, Akira Noguchi, Hidemitsu Sato, Hiroaki Ito,
Haruhiko Nakayama, Makoto Katayama, Naoki Miyao, Naruaki Matsui, Yuichi Tateishi, Hiroshi Suemizu,
Yoshiyasu Nakamura, Daisuke Furukawa, Takayuki Isagawa, Hiroto Katoh, Shumpei Ishikawa, Masato
Nakamura, Yohei Miyagi. An interactome analysis for personalized chemotherapy using PDX/NOG mod-
els of non-small cell lung cancer. AACR Annual Meeting 2017 2017.04.01 Walter E. Washington Conven-
tion Center Washington, D.C., USA

7. Keisuke Fukuta, Daisuke Komura, Tatsuya Harada, Shumpei Ishikawa. Identifying Metastatic Breast Can-
cer using Deep Texture Representation. CAMELYON17 in IEEE International Symposium on Biomedical
Imaging 2017 2017.04.18 Melbourne, Australia

8. Ryohei Suzuki, Daisuke Komura, Shumpei Ishikawa. Hybrid Prediction Model for Thyroid Cancer Diagno-
sis. A Grand Challenge for Tissue Microarray Analysis in Thyroid Cancer Diagnosis in IEEE International
Symposium on Biomedical Imaging 2017 2017.04.18 Melbourne, Australia

9. 田中麻理子, 石川俊平, 牛久哲男, 森川鉄平, 加藤洋人, 有田淳一, 阪本良弘, 長谷川潔, 國土典宏, 深山正
久. EVI1 modulates oncogenic role of GPC1 in pancreatic carcinogenesis. 第 106回 日本病理学会総会
2017.04.27
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10. 河村大輔, 鈴木良平, 冨永健, 石川俊平. 深層学習を用いたデジタル病理画像解析. 第 106回 日本病理学会総
会 2017.04.27

11. 加藤洋人, 河村大輔, 小西寛城, 山本麻未, 深山正久, 石川俊平. Immunogenetic profiling of tumor-infiltrating
T cells in human gastric carcinoma.. 第 106回 日本病理学会総会 2017.04.27

12. 河村大輔, 砂河孝行, 鈴木良平, 佐藤玲子, 加藤洋人, 田中麻理子, 山本尚吾, 深山正久, 油谷浩幸, 石川俊平.
治療標的探索のためのがん—間質細胞間相互作用解析システム. 第 106回 日本病理学会総会 2017.04.28

13. Akihiro Suzuki, Miwako Kakiuchi, Shumpei Ishikawa, Hiroyuki Aburatani. Genomic classification of
gastric cancer for treatment selection. The Biology of Genomes 2017.05.09 New York

14. Shumpei Ishikawa, Hiroto Katoh, Daisuke Komura, Hiroyuki Aburatani. Global immunogenetic repertoire
profiling of tumor-infiltrating B- and T-cells among gastric carcinoma.. The 13th Scientific Workshop of
the ICGC 2017.06.12 the Millennium Seoul Hilton in Seoul, South Korea

15. 加藤洋人. がん浸潤リンパ球の抗原受容体次世代シーケンスに基づく新規胃がん分子標的治療法の探索. 第
21回日本がん分子標的治療学会学術集会 2017.06.14 九州大学医学部百年講堂 (福岡県福岡市)

16. Daisuke Komura, Takayuki Isagawa, Ryohei Suzuki, Reiko Sato, Mariko Tanaka, Shogo Yamamoto,
Masashi Fukayama, Hiroyuki Aburatani, Shumpei Ishikawa. CASTIN: a system for comprehensive anal-
ysis of cancer-stromal interactome.. The 12th International Workshop on Advanced Genomics 2017.06.27
National Center of Sciences, Tokyo, Japan

17. Hiroto Katoh, Daisuke Komura, Hiroki Konishi, Ryohei Suzuki, Asami Yamamoto, Masashi Fukayama, Hi-
royuki Aburatani, Shumpei Ishikawa. Immunogenomic Repertoire Characterization of Tumor-infiltrating
Lymphocytes in Gastric Carcinoma.. The 12th International Workshop on Advanced Genomics 2017.06.27
National Center of Sciences, Tokyo, Japan

18. Shumpei Ishikawa. Global immunogenomic profiling and discovery of functional antigen receptors in
gastric cancer. International Conference for Precision Cancer Medicine 2017.06.30 Akio Suzuki Memorial
Hall, Medical Research Institute, Tokyo Medical and Dental University

19. Hiroki Konishi, Daisuke Komura, Seiya Imoto, Rui Yamaguchi, Shumpei Ishikawa. Capturing Difference of
Humoral Immunity in Normal- and Tumor-Environment from RNA-Sequences of B-Cell Receptors Using
Machine Learning.. 17th International Workshop on Bioinformatics and Systems Biology 2017.07.24 Berlin
Medical Historical Museum of the Charité, Berlin, Germany

20. Tsuyoshi Chijiwa, Akira Noguchi, Daisuke Komura, Makoto Katayama, Mizuha Haraguchi, Haruo Hashimoto,
Hiroshi Suemizu, Yoshiyasu Nakamura, Daisuke Furukawa, Takayuki Isagawa, Hiroto Katoh, Takashi
Moriya, Shumpei Ishikawa, Masato Nakamura and Yohei Miyagi. The prevention of lymphoprolifera-
tive lesions arising in patient-derived cancer xenografts by anti-graft-versus-host-disease agents. AACR
Advances in Modeling Cancer in Mice: Technology, Biology, and Beyond 2017.09.24 Orlando, Florida

21. 河村大輔, 鈴木良平, 加藤洋人, 山本尚吾, 油谷浩幸, 石川俊平. 治療標的探索のためのがんー間質細胞間相互
作用の網羅的解析. 第 76回日本癌学会学術総会 2017.09.28 パシフィコ横浜, 横浜, 神奈川

22. 吉本多一郎, 松原大祐, 河村大輔, 石川俊平, 仁木利郎. 肺非小細胞癌の上皮間葉転換に関わる長鎖ノンコー
ディング RNAの探索. 第 76回日本癌学会学術総会 2017.09.28 パシフィコ横浜, 横浜, 神奈川

23. 加藤洋人, 河村大輔, 鈴木良平, 小西寛城, 山本麻未, 深山正久, 油谷浩幸, 石川俊平. 抗原受容体次世代シー
ケンスに基づく腫瘍免疫システムの解析. 第 76回日本癌学会学術総会 2017.09.28 パシフィコ横浜, 横浜, 神
奈川

24. 中野清孝, 河村大輔, 藤井悦子, 加藤淳彦, 舟橋真一, 石川俊平, 鈴木雅実. 胃癌細胞株移植モデルにおける同
所および皮下移植による形成腫瘍の病理学的ならびにインタラクトーム特徴解析. 第 76回日本癌学会学術
総会 2017.09.28 パシフィコ横浜, 横浜, 神奈川

25. 田代悦, 四方雄貴, 加藤洋人, 石川俊平, 井本正哉. VCPと PKA阻害による合成致死誘導. 第 76回日本癌学
会学術総会 2017.09.28 パシフィコ横浜, 横浜, 神奈川

26. 鈴木章浩, 垣内美和子, 田頭周, 加藤洋人, 山本尚吾, 辰野健二, 酒井英嗣, 大島貴, 利野靖, 深山正久, 石川俊
平, 油谷浩幸. 日本人胃癌ゲノミックプロファイル. 第 76回日本癌学会学術総会 2017.09.28 パシフィコ横
浜, 横浜, 神奈川
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27. 石川俊平. 胃癌の免疫ゲノムプロファイルによって明らかにされた主要 B細胞抗原と機能性抗体. 第 76回
日本癌学会学術総会 2017.09.28 パシフィコ横浜, 横浜, 神奈川

28. Hiroto Katoh, Daisuke Komura, Shumpei Ishikawa. Single cell analysis for the human gastric cancer
environments. Cold Spring Harbor Laboratory Meeting, Single Cell Analyses 2017.11.08 Cold Spring
Harbor, NY, USA

[その他業績]

1. 「　人工知能を用いた病理画像解析で国際コンペティションで入賞　」―　ディープラーニングによるがん
転移の高精度な判定　―, 2017年 04月
Camelyon17

2. 東京医歯大など、AIで乳癌リンパ節転移を高精度判定 国際コンペティションで 4位に入賞, 2017年 05月
日経バイオテク ONLINE(2017年 5月 16日)

3. 東京医科歯科大と東大など、胃がん組織におけるリンパ球の抗原受容体の全体像をシーケンサーを用いた免
疫ゲノム解析で解明 , 2017年 08月
日本経済新聞 (2017年 8月 2日)

4. がん組織の主要ながん免疫抗原として硫酸化グリコサミノグリカンを同定—東京医歯大, 2017年 08月
QLifePro(2017年 8月 4日)

5. びまん型胃がんの増殖抑制抗体、東京医科歯科大が人工合成, 2017年 08月
日刊工業新聞 (2017年 8月 9日)

6. 「主要ながん免疫抗原である硫酸化グリコサミノグリカンの同定」-次世代シーケンスによる胃がん免疫ゲノ
ム解析の成果に基づく新規治療法開発への期待-, 2017年 08月
cell reports

7. 「主要ながん免疫抗原である硫酸化グリコサミノグリカンの同定」-次世代シーケンスによる胃がん免疫ゲノ
ム解析の成果に基づく新規治療法開発への期待-, 2017年 08月
cell reports
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疾患多様性遺伝学
Human Genetics and Disease Diversity

教　　授　 田中　敏博
プロジェクト助教　渡邉　亮

( 1 ) 研究活動

以下の分野の研究を行っている．
１）ゲノム情報 · メタゲノム情報に基づく生活習慣病の遺伝学的多様性の理解
２）個別医療に資するゲノム診療マーカーの探索
３）薬理遺伝学
４）疾患の遺伝的背景と環境要因との相互作用の解明
５）遺伝統計学およびゲノム創薬手法の開発

( 2 ) 教育方針

十人十色という言葉の通り、人間は多様な生物であり、疾患罹患性 · 治療抵抗性 · 薬剤の副作用発現など、医療の
場においてもヒトの多様性が関連する場面は多い。この多様性をゲノム解析、発現情報解析および遺伝統計解析
を通じて理解し、それを診療に活用することのできる人材の育成を目指している。

( 3 ) 研究業績

[原著]

1. Sato H, Suzuki J, Aoyama N, Watanabe R, Kaneko M, Shiheido Y, Yoshida A, Wakayama K, Kumagai
H, Ikeda Y, Akazawa H, Komuro I, Isobe M, Izumi Y. A Periodontal pathogen Porphyromonas gingivalis
deteriorates Isoproterenol-Induced myocardial remodeling in mice. Hypertens. Res.. 2017; 40(1); 35-40

2. Kaneko M, Suzuki J, Aoyama N, Watanabe R, Yoshida A, Shiheido Y, Izumi Y, Isobe M. Corrigendum:
Toll-like receptor-2 has a critical role in periodontal pathogen-induced myocardial fibrosis in the pressure-
overloaded murine hearts. Hypertens. Res.. 2017.02; 40(2); 212

3. Kouji Wakayama, Munehisa Shimamura, Jun-Ichi Suzuki, Ryo Watanabe, Hiroshi Koriyama, Hiroshi
Akazawa, Hironori Nakagami, Hideki Mochizuki, Mitsuaki Isobe, Ryuichi Morishita. Angiotensin II Pep-
tide Vaccine Protects Ischemic Brain Through Reducing Oxidative Stress. Stroke. 2017.03;

4. Ryo Watanabe, Jun-Ichi Suzuki, Kouji Wakayama, Yasuhiro Maejima, Munehisa Shimamura, Hiroshi Ko-
riyama, Hironori Nakagami, Hidetoshi Kumagai, Yuichi Ikeda, Hiroshi Akazawa, Ryuichi Morishita, Issei
Komuro, Mitsuaki Isobe. A peptide vaccine targeting angiotensin II attenuates the cardiac dysfunction
induced by myocardial infarction. Sci Rep. 2017.03; 7; 43920

5. Nagai Akiko, Hirata Makoto, Kamatani Yoichiro, Muto Kaori, Matsuda Koichi, Kiyohara Yutaka, Ni-
nomiya Toshiharu, Tamakoshi Akiko, Yamagata Zentaro, Mushiroda Taisei, Murakami Yoshinori, Yuji
Koichiro, Furukawa Yoichi, Zembutsu Hitoshi, Tanaka Toshihiro, Ohnishi Yozo, Nakamura Yusuke, Kubo
Michiaki, BioBank Japan Cooperative Hospital Group. Overview of the BioBank Japan Project: Study
design and profile. J Epidemiol. 2017.03; 27(3S); S2-S8
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6. Hirata Makoto, Kamatani Yoichiro, Nagai Akiko, Kiyohara Yutaka, Ninomiya Toshiharu, Tamakoshi
Akiko, Yamagata Zentaro, Kubo Michiaki, Muto Kaori, Mushiroda Taisei, Murakami Yoshinori, Yuji
Koichiro, Furukawa Yoichi, Zembutsu Hitoshi, Tanaka Toshihiro, Ohnishi Yozo, Nakamura Yusuke, Mat-
suda Koichi, BioBank Japan Cooperative Hospital Group. Cross-sectional analysis of BioBank Japan
clinical data: A large cohort of 200,000 patients with 47 common diseases. J Epidemiol. 2017.03; 27(3S);
S9-S21

7. Hirata Makoto, Nagai Akiko, Kamatani Yoichiro, Ninomiya Toshiharu, Tamakoshi Akiko, Yamagata
Zentaro, Kubo Michiaki, Muto Kaori, Kiyohara Yutaka, Mushiroda Taisei, Murakami Yoshinori, Yuji
Koichiro, Furukawa Yoichi, Zembutsu Hitoshi, Tanaka Toshihiro, Ohnishi Yozo, Nakamura Yusuke, Mat-
suda Koichi, BioBank Japan Cooperative Hospital Group. Overview of BioBank Japan follow-up data in
32 diseases. J Epidemiol. 2017.03; 27(3S); S22-S28

8. Yamagata Kenichiro, Horie Minoru, Aiba Takeshi, Ogawa Satoshi, Aizawa Yoshifusa, Ohe Toru, Ya-
magishi Masakazu, Makita Naomasa, Sakurada Harumizu, Tanaka Toshihiro, Shimizu Akihiko, Hagi-
wara Nobuhisa, Kishi Ryoji, Nakano Yukiko, Takagi Masahiko, Makiyama Takeru, Ohno Seiko, Fukuda
Keiichi, Watanabe Hiroshi, Morita Hiroshi, Hayashi Kenshi, Kusano Kengo, Kamakura Shiro, Yasuda
Satoshi, Ogawa Hisao, Miyamoto Yoshihiro, Kapplinger Jamie D, Ackerman Michael J, Shimizu Wataru.
Genotype-Phenotype Correlation of SCN5A Mutation for the Clinical and Electrocardiographic Charac-
teristics of Probands with Brugada Syndrome: A Japanese Multicenter Registry. Circulation. 2017.03;

9. Christophersen Ingrid E, Rienstra Michiel, Roselli Carolina, Yin Xiaoyan, Geelhoed Bastiaan, Barnard
John, Lin Honghuang, Arking Dan E, Smith Albert V, Albert Christine M, Chaffin Mark, Tucker Nathan
R, Li Molong, Klarin Derek, Bihlmeyer Nathan A, Low Siew-Kee, Weeke Peter E, Muller-Nurasyid Mar-
tina, Smith J Gustav, Brody Jennifer A, Niemeijer Maartje N, Dorr Marcus, Trompet Stella, Huffman
Jennifer, Gustafsson Stefan, Schurmann Claudia, Kleber Marcus E, Lyytikainen Leo-Pekka, Seppala Ilkka,
Malik Rainer, Horimoto Andrea R V R, Perez Marco, Sinisalo Juha, Aeschbacher Stefanie, Theriault Se-
bastien, Yao Jie, Radmanesh Farid, Weiss Stefan, Teumer Alexander, Choi Seung Hoan, Weng Lu-Chen,
Clauss Sebastian, Deo Rajat, Rader Daniel J, Shah Svati H, Sun Albert, Hopewell Jemma C, Debette
Stephanie, Chauhan Ganesh, Yang Qiong, Worrall Bradford B, Pare Guillaume, Kamatani Yoichiro,
Hagemeijer Yanick P, Verweij Niek, Siland Joylene E, Kubo Michiaki, Smith Jonathan D, Van Wagoner
David R, Bis Joshua C, Perz Siegfried, Psaty Bruce M, Ridker Paul M, Magnani Jared W, Harris Tamara
B, Launer Lenore J, Shoemaker M Benjamin, Padmanabhan Sandosh, Haessler Jeffrey, Bartz Traci M,
Waldenberger Melanie, Lichtner Peter, Arendt Marina, Krieger Jose E, Kahonen Mika, Risch Lorenz,
Mansur Alfredo J, Peters Annette, Smith Blair H, Lind Lars, Scott Stuart A, Lu Yingchang, Bottinger
Erwin B, Hernesniemi Jussi, Lindgren Cecilia M, Wong Jorge A, Huang Jie, Eskola Markku, Morris An-
drew P, Ford Ian, Reiner Alex P, Delgado Graciela, Chen Lin Y, Chen Yii-Der Ida, Sandhu Roopinder K,
Li Man, Boerwinkle Eric, Eisele Lewin, Lannfelt Lars, Rost Natalia, Anderson Christopher D, Taylor Kent
D, Campbell Archie, Magnusson Patrik K, Porteous David, Hocking Lynne J, Vlachopoulou Efthymia,
Pedersen Nancy L, Nikus Kjell, Orho-Melander Marju, Hamsten Anders, Heeringa Jan, Denny Joshua
C, Kriebel Jennifer, Darbar Dawood, Newton-Cheh Christopher, Shaffer Christian, Macfarlane Peter W,
Heilmann-Heimbach Stefanie, Almgren Peter, Huang Paul L, Sotoodehnia Nona, Soliman Elsayed Z, Uit-
terlinden Andre G, Hofman Albert, Franco Oscar H, Volker Uwe, Jockel Karl-Heinz, Sinner Moritz F, Lin
Henry J, Guo Xiuqing, Dichgans Martin, Ingelsson Erik, Kooperberg Charles, Melander Olle, Loos Ruth
J F, Laurikka Jari, Conen David, Rosand Jonathan, van der Harst Pim, Lokki Marja-Liisa, Kathiresan
Sekar, Pereira Alexandre, Jukema J Wouter, Hayward Caroline, Rotter Jerome I, Marz Winfried, Lehti-
maki Terho, Stricker Bruno H, Chung Mina K, Felix Stephan B, Gudnason Vilmundur, Alonso Alvaro,
Roden Dan M, Kaab Stefan, Chasman Daniel I, Heckbert Susan R, Benjamin Emelia J, Tanaka Toshi-
hiro, Lunetta Kathryn L, Lubitz Steven A, Ellinor Patrick T, METASTROKE Consortium of the ISGC.
Large-scale analyses of common and rare variants identify 12 new loci associated with atrial fibrillation.
Nat Genet. 2017.04;

10. Cassandra N Spracklen, Peng Chen, Young Jin Kim, Xu Wang, Hui Cai, Shengxu Li, Jirong Long, Ying
Wu, Ya Xing Wang, Fumihiko Takeuchi, Jer-Yuarn Wu, Keum-Ji Jung, Cheng Hu, Koichi Akiyama,
Yonghong Zhang, Sanghoon Moon, Todd A Johnson, Huaixing Li, Rajkumar Dorajoo, Meian He, Maren
E Cannon, Tamara S Roman, Elias Salfati, Keng-Hung Lin, Xiuqing Guo, Wayne H H Sheu, Devin Absher,
Linda S Adair, Themistocles L Assimes, Tin Aung, Qiuyin Cai, Li-Ching Chang, Chien-Hsiun Chen, Li-
Hsin Chien, Lee-Ming Chuang, Shu-Chun Chuang, Shufa Du, Qiao Fan, Cathy S J Fann, Alan B Feranil,
Yechiel Friedlander, Penny Gordon-Larsen, Dongfeng Gu, Lixuan Gui, Zhirong Guo, Chew-Kiat Heng,
James Hixson, Xuhong Hou, Chao Agnes Hsiung, Yao Hu, Mi Yeong Hwang, Chii-Min Hwu, Masato Isono,
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Jyh-Ming Jimmy Juang, Chiea-Chuen Khor, Yun Kyoung Kim, Woon-Puay Koh, Michiaki Kubo, I-Te
Lee, Sun-Ju Lee, Wen-Jane Lee, Kae-Woei Liang, Blanche Lim, Sing-Hui Lim, Jianjun Liu, Toru Nabika,
Wen-Harn Pan, Hao Peng, Thomas Quertermous, Charumathi Sabanayagam, Kevin Sandow, Jinxiu Shi,
Liang Sun, Pok Chien Tan, Shu-Pei Tan, Kent D Taylor, Yik-Ying Teo, Sue-Anne Toh, Tatsuhiko Tsunoda,
Rob M van Dam, Aili Wang, Feijie Wang, Jie Wang, Wen Bin Wei, Yong-Bing Xiang, Jie Yao, Jian-Min
Yuan, Rong Zhang, Wanting Zhao, Yii-Der Ida Chen, Stephen S Rich, Jerome I Rotter, Tzung-Dau Wang,
Tangchun Wu, Xu Lin, Bok-Ghee Han, Toshihiro Tanaka, Yoon Shin Cho, Tomohiro Katsuya, Weiping
Jia, Sun-Ha Jee, Yuan-Tsong Chen, Norihiro Kato, Jost B Jonas, Ching-Yu Cheng, Xiao-Ou Shu, Jiang
He, Wei Zheng, Tien-Yin Wong, Wei Huang, Bong-Jo Kim, E-Shyong Tai, Karen L Mohlke, Xueling Sim.
Association analyses of East Asian individuals and trans-ancestry analyses with European individuals
reveal new loci associated with cholesterol and triglyceride levels. Hum. Mol. Genet.. 2017.05; 26(9);
1770-1784

11. Siew-Kee Low, Atsushi Takahashi, Yusuke Ebana, Kouichi Ozaki, Ingrid E Christophersen, Patrick T
Ellinor, , Soichi Ogishima, Masayuki Yamamoto, Mamoru Satoh, Makoto Sasaki, Taiki Yamaji, Mo-
toki Iwasaki, Shoichiro Tsugane, Keitaro Tanaka, Mariko Naito, Kenji Wakai, Hideo Tanaka, Tetsushi
Furukawa, Michiaki Kubo, Kaoru Ito, Yoichiro Kamatani, Toshihiro Tanaka. Identification of six new
genetic loci associated with atrial fibrillation in the Japanese population. Nat. Genet.. 2017.06; 49(6);
953-958

12. T Sudo, Y Okada, K Ozaki, K Urayama, M Kanai, H Kobayashi, M Gokyu, Y Izumi, T Tanaka. Associ-
ation of NOD2 Mutations with Aggressive Periodontitis. J. Dent. Res.. 2017.06; 22034517715432

13. Yusuke Ebana, Kouichi Ozaki, Lian Liu, Hitoshi Hachiya, Kenzo Hirao, Mitsuaki Isobe, Michiaki Kubo,
Toshihiro Tanaka, Tetsushi Furukawa. Clinical utility and functional analysis of variants in atrial fibrillation-
associated locus 4q25. J Cardiol. 2017.10; 70(4); 366-373

[講演 · 口頭発表等]

1. 田中　敏博. 循環器の薬理学. 岡山大学大学院講義 2017.01.25

2. R. Watanabe 他. Identification of novel long QT syndrome-associated mutations by targeted sequencing
analyses. European Human Genetics Conference 2017.05.27 Copenhagen, Denmark

3. 田中　敏博. 循環器疾患とゲノム医療. 仙台心臓血管研究会 2017.06.28

4. R. Watanabe 他. Targeted deep sequencing reveals novel mutations in Japanese long QT syndrome
patients.. 日本人類遺伝学会第 62回大会 2017.11.17 神戸

[その他業績]

1. 心房細動に関わる新しい遺伝子マーカ―を同定—心房細動の遺伝的人種差と発症メカニズムの解明に貢献—,
2017年 04月
Nature Genetics
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応用再生医学
Applied Regenerative Medicine

教授：関矢一郎
助教：堀江雅史、小田邉浩二、片野尚子
プロジェクト助教：大関信武、水野満、
　　　　　　　　　小森啓一郎
大学院生：片桐健太、河野佑二、渡部直人、
　　　　　串田淑久、鈴木聡、兵藤彰信、
　　　　　青木隼人、成冨真愛
研究支援員：藤井静花、渡邉美佳
技術補佐員：甲田恵美、武部淳子、
事務補佐員：髙梨希実子

( 1 ) 分野概要

近年、幹細胞医学 · 再生医学の学問としての発展は目覚ましいが、臨床応用にまで到るケースは乏しい。当分野で
は、再生医療を実用化する観点から幹細胞医学 · 再生医学の基礎研究を行ない、橋渡し研究を充実させ、その成果
を臨床応用し、最終的には産業化まで目指すことを目的とする。

( 2 ) 研究活動

(1) 幹細胞による再生医療の開発
(2) 細胞治療 · 再生医療の実用化 · 産業化
(3) 幹細胞に対する安全性試験
(4) 橋渡し研究
(5) 膝MRIを 3次元解析するソフトの開発

( 3 ) 臨床活動および学外活動

「自家滑膜幹細胞による半月板損傷治療」の医師主導治験を開始し、目標の 10人の方への移植を完了した。

( 4 ) 研究業績

[原著]

1. Saito R, Muneta T, Ozeki N, Nakagawa Y, Udo M, Yanagisawa K, Tsuji K, Tomita M, Koga H, Sekiya
I.. Strenuous running exacerbates knee cartilage erosion induced by low amount of mono-iodoacetate in
rats. BMC Musculoskelet Disord. 2017.01; 18(1); 36

2. Akihisa Hatakeyama, Soshi Uchida, Hajime Utsunomiya, Manabu Tsukamoto, Hirotaka Nakashima, Ei-
ichiro Nakamura, Cecilia Pascual-Garrido, Ichiro Sekiya, Akinori Sakai. Isolation and Characterization
of Synovial Mesenchymal Stem Cell Derived from Hip Joints: A Comparative Analysis with a Matched
Control Knee Group. Stem Cells Int. 2017.01;
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3. Matsumura E, Tsuji K, Komori K, Koga H, Sekiya I, Muneta T.. Pretreatment of IL-1β enhances prolif-
eration and chondrogenic potential of synovium-derived mesenchymal stem cells. Cytotherapy. 2017.02;
19(2); 181-193

4. 猪野又 慶、古賀 英之、中川 裕介、日山 鐘浩、片倉 麻衣、荻内 隆司、吉村 英哉、林 将也、星野 傑、
関矢 一郎、 宗田 大. 1重束前十字靱帯再建術における半月板損傷の有無 · 処置法の違いが術後 1年成績に
与える影響　 TMDU MAKS study JOSKAS. 2017.03; 42(1); 120-121

5. 片倉 麻衣、 古賀 英之、 中村 智祐、 渡邊 敏文、 堀江 雅史、 小田邉 浩二、 中川 裕介、 関矢 一郎、 宗
田 大. 2重束 ACL再建術における術後内反動揺性残存の危険因子と術後成績への影響 JOSKAS. 2017.03;
42(1); 130-131

6. Yuuki A, Muneta T, Ohara T, Sekiya I, Koga H.. Associated lateral/medial knee instability and its
relevant factors in anterior cruciate ligament-injured knees. J Orthop Sci. 2017.03; 22(2); 300-305

7. Jae-Sung An, Takeshi Muneta, Ichiro Sekiya, Toshifumi Watanabe, Tomoyuki Mochizuki, Masafumi Horie,
Tomomasa Nakamura, Koji Otabe, Hideyuki Koga. Osteochondral lesion of lateral tibial plateau with
extrusion of lateral meniscus treated with retrograde osteochondral autograft transplantation and arthro-
scopic centralisation. AP-SMART. 2017.04; 8; 18-23

8. Mai Katakura, Hideyuki Koga, Kaori Nakamura, Ichiro Sekiya, Takeshi Muneta. Effects of different
femoral tunnel positions on tension changes in anterolateral ligament reconstruction. Knee Surg Sports
Traumatol Arthrosc. 2017.04; 25(4); 1272-1278

9. Katagiri Kenta, Yu Matsukura, Takeshi Muneta, Nobutake Ozeki, Mitsuru Mizuno, Hisako Katano, Ichiro
Sekiya.. Fibrous synovium releases higher numbers of mesenchymal stem cells than adipose synovium in
a suspended synovium culture model. Arthroscopy. 2017.04; 33(4); 800-810

10. Mikio Shioda, Takeshi Muneta, Kunikazu Tsuji, Mitsuru Mizuno, Keiichiro Komori, Hideyuki Koga, Ichiro
Sekiya. TNFα promotes proliferation of human synovial MSCs while maintaining chondrogenic potential.
PLoS ONE. 2017.05; 12(5); e0177771

11. Takao Minami, Takeshi Muneta, Ichiro Sekiya, Toshifumi Watanabe, Tomoyuki Mochizuki, Masafumi
Horie, Hiroki Katagiri, Koji Otabe, Toshiyuki Ohara, Mai Katakura, Hideyuki Koga. Lateral meniscus
posterior root tear contributes to anterolateral rotational instability and meniscus extrusion in anterior
cruciate ligament-injured patients. Knee Surg Sports Traumatol Arthrosc. 2017.05; 26(4); 1174-1181

12. Nobutake Ozeki, Takeshi Muneta, Kenichi Kawabata, Hideyuki Koga, Yusuke Nakagawa, Ryusuke Saito,
Mio Udo, Katsuaki Yanagisawa, Toshiyuki Ohara, Tomoyuki Mochizuki, Kunikazu Tsuji, Tomoyuki Saito,
Ichiro Sekiya. Centralization of extruded medial meniscus delays cartilage degeneration in rats. J Orthop
Sci. 2017.05; 22(3); 542-548

13. Yuji Kohno, Mitsuru Mizuno, Nobutake Ozeki, Hisako Katano, Keiichiro Komori, Shizuka Fujii, Koji
Otabe, Masafumi Horie, Hideyuki Koga, Kunikazu Tsuji, Mikio Matsumoto, Haruka Kaneko, Yuji Takazawa,
Takeshi Muneta, Ichiro Sekiya. Yields and chondrogenic potential of primary synovial mesenchymal
stem cells are comparable between rheumatoid arthritis and osteoarthritis patients. Stem Cell Res Ther.
2017.05; 8(1); 115

14. Kunikazu Tsuji, Miyoko Ojima, Koji Otabe, Masafumi Horie, Hideyuki Koga, Ichiro Sekiya, Takeshi
Muneta. Effects of Different Cell-Detaching Methods on the Viability and Cell Surface Antigen Expression
of Synovial Mesenchymal Stem Cells. Cell Transplant. 2017.06; 26(6); 1089-1102

15. Mitsuru Mizuno, Hisako Katano, Koji Otabe, Keiichiro Komori, Yuji Kohno, Shizuka Fujii, Nobutake
Ozeki, Masafumi Horie, Kunikazu Tsuji, Hideyuki Koga, Takeshi Muneta, Ichiro Sekiya. Complete human
serum maintains viability and chondrogenic potential of human synovial stem cells: suitable conditions
for transplantation. Stem Cell Res Ther. 2017.06; 8(1); 144

16. Carballo CB, Nakagawa Y, Sekiya I, Rodeo SA.. Basic Science of Articular Cartilage. Clin Sports Med..
2017.07; 36(3); 413-425

17. Eriko Grace Suto, Yo Mabuchi, Nobuharu Suzuki, Koji Suzuki, Yusuke Ogata, Miyu Taguchi, Takeshi
Muneta, Ichiro Sekiya, Chihiro Akazawa. Prospectively isolated mesenchymal stem/stromal cells are
enriched in the CD73(+) population and exhibit efficacy after transplantation. Sci Rep. 2017.07; 7(1);
4838
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18. Kei Inomata, Ichiro Sekiya, Koji Otabe, Tomomasa Nakamura, Masafumi Horie, Hideyuki Koga, Toshifumi
Watanabe, Takeshi Muneta. Acute arterial occlusion after total knee arthroplasty: a case report. Clin
Case Rep. 2017.08; 5(8); 1376-1380

19. Hideyuki Koga, Toshifumi Watanabe, Masafumi Horie, Hiroki Katagiri, Koji Otabe, Toshiyuki Ohara,
Mai Katakura, Ichiro Sekiya, Takeshi Muneta. Augmentation of the pullout repair of a medialmeniscus
posterior root tear by arthroscopic centralization 2017.08; 6(4); 1335-1339

20. Kaori Nakamura, Hideyuki Koga, Ichiro Sekiya, Toshifumi Watanabe, Tomoyuki Mochizuki, Masafumi
Horie, Tomomasa Nakamura, Koji Otabe, Takeshi Muneta. Evaluation of pivot shift phenomenon while
awake and under anaesthesia by different manoeuvres using triaxial accelerometer. Knee Surg Sports
Traumatol Arthrosc. 2017.08; 25(8); 2377-2383

21. Ichiro Sekiya, Darwin J.Prockop.. Beginning of an Unresolved Debate:Should Mesenchymal Stem Cells
Be Expanded at Low Density to Preserve Early Progenitors? STEM CELLS 35Anniversary. 2017.09; 1;
36-37

22. Toshifumi Watanabe, Hideyuki Koga, Masafumi Horie, Hiroki Katagiri, Ichiro Sekiya, Takeshi Muneta.
Post-Cam Design and Contact Stress on Tibial Posts in Posterior-Stabilized Total Knee Prostheses: Com-
parison Between a Rounded and a Squared Design. J Arthroplasty. 2017.12; 32(12); 3757-3762

23. 吉田 龍、 渡邊 敏文、 古賀 英之、 堀江 雅史、 小田邊 浩二、 大原 敏之、 中村 香織、 片倉 麻衣、 関矢
一郎、 宗田 大. 当院における非感染性の緩みによる人工膝関節置換術再手術の現状 日本人工関節学会誌.
2017.12; 36(4); 435-439

24. 松村 惠津子、渡邊 敏文、小田邉浩二、宮武 和正、片桐 洋樹、堀江 雅史、古賀 英之、関矢 一郎、宗
田 大. ジルコニアセラミック大腿骨コンポーネントを用いた日本人向け後方安定型人工膝関節の 2年成績：
他種との比較 日本関節病学会誌. 2017.12; 47; 809-810

[総説]

1. 堀江 雅史、 古賀 英之. 運動器疾患の画像診断　足関節 · 後足部疾患 理学療法. 2017.03; 34(3); 259-269

2. 関矢 一郎, 宗田 大. ヒト幹指針開始前 · 後から再生医療新法に至る整形外科領域の再生医療　その進捗と
今後の展望 滑膜幹細胞による軟骨 · 半月板を対象とした再生医療 日本整形外科学会雑誌. 2017.04; 91(4);
223-227

3. 関矢 一郎. 【OAの最新治療-関節再生を目指して-】 滑膜由来幹細胞移植による半月板再生 分子リウマチ
治療. 2017.04; 10(2); 71-74

4. 関矢 一郎. 【診断と治療の ABC[ 122] 変形性関節症】 (第 5章)外科療法　再生医療　滑膜幹細胞移植 最新
医学. 2017.05; 別冊 (変形性関節症); 226-233

5. 大関 信武, 宗田 大, 齋藤 知行, 関矢 一郎. 滑膜間葉系幹細胞の定期的関節内投与は変形性膝関節症の進行を
抑制する 再生医療. 2017.09; 16(3); 241-248

6. 関矢 一郎. 【再生医療の基礎と臨床】 半月板の再生医療 BIO Clinica. 2017.09; 32(10); 978-982

7. 関矢 一郎. 【関節の再生医療】 膝関節内病変に対する細胞治療　その理論的根拠と基礎から臨床への展開
関節外科. 2017.12; 36(12); 1237-1247

[講演 · 口頭発表等]

1. 堀江 雅史、 古賀 英之、 大原 敏之、 片倉 麻衣、 小田邉 浩二、 片桐 洋樹、 渡邊 敏文、 関矢 一郎、 宗
田 大. 内側半月板逸脱を伴う OAに対する高位脛骨骨切り術と内側半月板 Centralization併用術の短期成
績. 関東 Knee Osteotomy研究会 2017.01.28

2. 関矢 一郎. 変形性膝関節症の再生医療を目指して. 埼玉県東入間医師会講演会 2017.02.10 埼玉

3. 関矢 一郎. Regenerative medicine for osteoarthritis of the knee by synovial stem cells: from bench to
clinic.. 熊本大学発生医学研究所ジョイントセミナー 2017.02.24 熊本

4. 河野　佑二, 水野　満, 片桐　健太, 小田邉　浩二, 大関　信武, 片野　尚子, 小森　啓一郎, 堀江　雅史, 辻　
邦和, 松本　生, 金子　晴香, 高澤　祐治, 宗田　大, 関矢　一郎. 浮遊滑膜培養モデルにおける関節リウマチ
膝および変形性関節症膝の滑膜幹細胞. 第 30回軟骨代謝学会 2017.03.04 京都
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5. 関矢 一郎, 片野 尚子, 大関 信武, 小田邉 浩二, 板井 善則, 桝本 潤, 大屋 章二. MRI3次元解析による膝軟骨
· 半月板に対する再生医療評価. 第 16回日本再生医療学会総会 2017.03.07 仙台

6. 水野 満, 片野 尚子, 小森 啓一郎, 藤井 静花, 大関 信武, 小田邉 浩二, 関矢 一郎. ヒト血清による保存は滑膜
幹細胞の増殖 · 軟骨分化能を維持する. 第 16回日本再生医療学会総会 2017.03.07 仙台

7. 成冨 真愛, 水野 満, 片野 尚子, 小森 啓一郎, 藤井 静花, 大関 信武, 関矢 一郎 . 花弁状組み換えペプチド片
により滑膜幹細胞の軟骨基質産生は増加する. 第 16回日本再生医療学会総会 2017.03.07 仙台

8. 関矢 一郎, 片野 尚子, 大関 信武, 水野 満, 小森 啓一郎, 藤井 静花, , 小田邉 浩二, 堀江 雅史, 古賀 英之, 宗
田 大. 変形性膝関節症の再生医療を目指して. 第 16回日本再生医療学会総会 2017.03.09 仙台

9. 片野 尚子, 江花 有亮, 小池 竜司, 森戸 智宏. 東京医科歯科大学特定認定再生医療等委員会の運営における課
題と連携に向けた取り組み. 第 16回日本再生医療学会総会 2017.03.09 仙台

10. 関矢 一郎. 変形性膝関節症に対する再生医療を目標にして. 第 20回北里 · 藤が丘運動器疾患フォーラム
2017.03.14 東京

11. Ichiro Sekiya. Preclinical and Clinical Studies of Meniscus Regeneration by Synovial Stem Cells. Or-
thopaedic Research Society 2017 Annual Meeting 2017.03.19 SanDiego, USA

12. Naoto Watanabe, Mitsuru Mizuno, Jumpei Matsuda, Hisako Katano, Nobutake Ozeki, Koji Otabe, Kei-
ichiro Komori, Yuji Kono, Kenta Katagiri, Takeshi Muneta, Ichiro Sekiya.. Decellularization of the menis-
cus by high hydrostatic pressure: temperature condition for removal of cell debris.. Orthopaedic Research
Society 2017 Annual Meeting 2017.03.20 SanDiego, USA

13. Mana Naritomi, Mitsuru Mizuno, Hisako Katano, Koji Otabe, Keiichiro Komori, Shizuka Fujii, Nobutake
Ozeki, Masafumi Horie, Kunikazu Tsuji, Takeshi Muneta, Ichiro Sekiya.. Recombinant peptide petaloid
pieces enhance in vitro cartilage formation of mesenchymal stem cells. Orthopaedic Research Society 2017
Annual Meeting 2017.03.20 SanDiego, USA

14. Mitsuru Mizuno, Hisako Katano, Koji Otabe, Keiichiro Komori, Yuji Kohno, Shizuka Fujii, Nobutake
Ozeki, Masafumi Horie, Kunikazu Tsuji, Takeshi Muneta, Ichiro Sekiya.. Complete Human Serum Main-
tains Viability and Chondrogenic Potential of Human Synovial Stem Cells: Suitable Condition for Trans-
plantation. Orthopaedic Research Society 2017 Annual Meeting 2017.03.21 SanDiego, USA

15. Koji Otabe, Mai Katakura, Toshiyuki Ohara, Kaori Nakamura, Masafumi Horie, Hideyuki Koga, Toshi-
fumi Watanabe, Ichiro Sekiya, Takeshi Muneta.. Automatic Knee X Ray Analysis System Reveals that
Meniscus Repair during Anterior Cruciate Ligament Reconstruction Surgery cannot prevent the Develop-
ment of Osteoarthritis. Orthopaedic Research Society 2017 Annual Meeting 2017.03.21 SanDiego, USA

16. Kenta Katagiri, Mitsuru Mizuno, Hideyuki Koga, Nobutake Ozeki, Yusuke Nakagawa, Yuji Kono, Koji
Otabe, Masafumi Horie, Hisako Katano,Kunikazu Tsuji, Hideo Ono, Takeshi Muneta, Ichiro Sekiya..
Transplantation of Synovial Mesenchymal Stem Cells Enhances the Effect of Cetralization with Suture
Anchor and Promotes Meniscus Regeneration for Extruded Meniscus After Partial Meniscectomy in Mi-
crominipigs. Orthopaedic Research Society 2017 Annual Meeting 2017.03.22 SanDiego, USA

17. Yuji Kono, Mitsuru Mizuno, Kenta Katagiri, Koji Otabe, Nobutake Ozeki, Hisako Katao, Keiichiro Ko-
mori, Masafuji Horie, Kunikazu Tsuji, Mikio Matsumoto, Haruka Kaeko, Yuji Takazawa, Takeshi Muneta,
Ichiro Sekiya.. Harvested cell number varies greater in RA than in OA after a suspended synovium culture.
Orthopaedic Research Society 2017 Annual Meeting 2017.03.22 SanDiego, USA

18. 関矢 一郎. 変形性膝関節症（軟骨 · 半月板）の再生医療. 第 74回横浜市整形外科医会講演会 2017.04.15 横浜

19. 堀江 雅史、古賀 英之、渡邊 敏文、小田邉 浩二、大原 敏之、中村 香織、片倉 麻衣、関矢 一郎、大川
淳、 宗田 大. 当科における前十字靱帯再再建術の治療成績と術後前方動揺性残存に影響を与える因子の検
討. 第 90回日本整形外科学術総会 2017.05.18

20. 植木 博子, 古賀 英之, 中川 裕介, 大原 敏之, 日山 鐘浩, 片桐 健太, 片倉 麻衣, 星野 傑, 猪野又 慶, 宗田 大.
膝前十字靱帯再建術後における回旋不安定性残存の risk factor　東京医科歯科大学多施設共同研究 (TMDU
MAKS study)における検討. 第 90回日本整形外科学術総会 2017.05.18

21. 小田邉 浩二, 片倉 麻衣, 大原 敏之, 中村 香織, 堀江 雅史, 古賀 英之, 渡邊 敏文, 大川 淳, 関矢 一郎, 宗田
大. KOACADを応用した Rosenberg膝関節 X線撮影法による ACL再建術後の継時的関節裂隙狭小化の解
析. 第 90回日本整形外科学会学術総会 2017.05.18 仙台
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22. 関矢 一郎, 古賀 英之, 大関 信武, 堀江 雅史, 小田邉 浩二, 片野 尚子, 水野 満, 藤井 静花, 渡邊 敏文, 大川
淳. 変形性膝関節症の再生を目指して. 第 90回日本整形外科学会学術総会 2017.05.19 仙台

23. 河野 佑二, 渡邊 敏文, 星野 傑, 小田邉 浩二, 堀江 雅史,　古賀 英之, 関矢 一郎,　大川 淳, 宗田 大. 人工膝
関節全置換術における当科での脛骨回旋アライメント決定法（NR line）に関する検討. 第 90回日本整形外
科学会学術総会 2017.05.21 仙台

24. 関矢 一郎. 膝の再生医療：病態モデルから実臨床へ. 第 64回日本実験動物学会総会 2017.05.25 福島

25. 堀江 雅史、 古賀 英之、 大原 敏之、 片倉 麻衣、 小田邉 浩二、 片桐 洋樹、 渡邊 敏文、 関矢 一郎、 宗
田 大. 内側半月板逸脱を伴う OAに対する高位脛骨骨切り術と内側半月板 Centralization併用術の短期成
績. 第 9回日本関節鏡 · 膝 · スポーツ整形外科学会 2017.06.22

26. 渡邊 敏文、宗田 大、古賀 英之、堀江 雅史、片桐 洋樹、小田邉 浩二、大原 敏之、片倉 麻衣、関矢 一
郎. 両側同時人工膝関節全置換術における膝蓋骨置換 · 非置換の比較. 第 9回日本関節鏡 · 膝 · スポーツ整
形外科学会 2017.06.22

27. 片桐洋樹、中村香織、片倉麻衣、大原敏之、小田邉浩二、中村智祐、堀江雅史、渡邊敏文、関矢一郎、宗田
大、古賀英之. 術中 pivot shift現象の定量評価に基づき移植腱初期張力を決定した２重束前十字靱帯再建術
の術後成績 . 第 9回日本関節鏡 · 膝 · スポーツ整形外科学会 2017.06.22

28. 小田邉 浩二, 片倉 麻衣, 大原 敏之, 片桐 洋樹, 堀江 雅史, 古賀 英之, 渡邊 敏文, 関矢 一郎, 宗田 大. オーバ
ル型MRIを用いた膝関節屈曲位における膝窩動脈走行の解析. 第 9回日本関節鏡 · 膝 · スポーツ整形外科学
会 2017.06.22 札幌

29. 関矢 一郎, 古賀 英之, 小田邉 浩二, 堀江 雅史, 大関 信武, 片野 尚子, 宗田 大. 外側型変形性膝関節症の再生
医療. 第 9回日本関節鏡 · 膝 · スポーツ整形外科学会 2017.06.22 札幌

30. 大関信武,宗田大,古賀英之,河野佑二,片桐健太,齋藤知行,関矢一郎. 半月板逸脱に対するCentralization
法の生体力学的解析. 第 9回日本関節鏡 · 膝 · スポーツ整形外科学会 2017.06.23 札幌

31. 片野 尚子, 大関 信武, 小田邉 浩二, 古賀 英之, 宗田 大, 関矢 一郎. 社会医療診療行為別統計に基づく半月板
単独手術の概況. 第 9回日本関節鏡 · 膝 · スポーツ整形外科学会 2017.06.23 札幌

32. 大関 信武, 宗田 大, 齋藤 知行, 関矢 一郎. 早期変形性膝関節症の診断　どれくらい早期に診断できるのか　
早期変形性膝関節症の概念. 第 9回日本関節鏡 · 膝 · スポーツ整形外科学会 2017.06.24 札幌

33. 片野 尚子, 水野 満, 小森 啓一郎, 藤井 静, 関矢 一郎. 特定認定再生医療等委員会審査における細胞培養に関
する質疑応答の内容と課題の整理. 第 90回日本組織培養学会 2017.06.30 岡山

34. 水野 満, 片野 尚子, 下嵜 ゆり, 岡崎 拓矢, 佐波 晶, 関矢 一郎. 滑膜幹細胞の増殖を予測する画像解析. 第 90
回日本組織培養学会 2017.06.30 岡山

35. 関矢 一郎. ～治療から予防へ　そして疼痛管理まで～変形性膝関節症を中心に. 第 8回湘南スポーツメディ
スン 01 2017.07.02 神奈川

36. 関矢 一郎. 変形性膝関節症に対する再生医療の現状. 第 9回さくら整形外科フォーラム 2017.07.29 東京

37. 関矢 一郎. clinical study for meniscus regeneration by synovial stem cells. 14th.Bone Biology Forum
2017.08.18 千葉

38. 関矢 一郎. 変形性関節症 (軟骨 · 半月板）の再生医療. 杉並区医師会整形外科医会 2017.09.11 東京

39. 水野 満, 片桐 健太, 中川 裕介, 関矢 一郎. 滑膜幹細胞移植は半月板逸脱 · 内縁切除モデルで軟骨変性を抑制
する　マイクロミニピッグでの検討. 第 160回日本獣医学会学術集会 2017.09.14 鹿児島

40. 関矢 一郎. 手術時に得られる検体の解析によるケトプロフェン濃度の推移. 久光製薬㈱全国記念講演会
2017.09.18 福岡

41. 関矢 一郎. 膝軟骨 · 半月板の MRI 定量診断と再生を目指した治療. 第 65 回再生医療カンファランス
2017.09.28 東京

42. 関矢 一郎. 変形性膝関節症の定量診断と再生を目指した治療. 第 54回兵庫県膝関節研究会 2017.09.30 兵庫

43. 関矢 一郎. 間葉系幹細胞による変形性膝関節症 (半月板 · 軟骨)の再生医療. 第 2回再生医療産学官連携シン
ポジウム 2017.10.17 東京
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44. 河野 佑二, 水野 満, 片桐 健太, 小田邉 浩二, 大関 信武, 片野 尚子, 小森 啓一郎, 古賀 英之, 辻 邦和, 松本 幹
生, 金子 晴香, 高澤 祐治, 宗田 大, 大川 淳, 関矢 一郎. 浮遊滑膜培養で幹細胞の収量はＯＡ由来よりもＲＡ
由来で検体間差がある. 第 32回日本整形外科学会基礎学術集会 2017.10.26 沖縄

45. 大関 信武, 河野 佑二, 宗田 大, 串田 淑久, 渡部 直人, 片桐 健太, 水野 満, 片野 尚子, 板井 善則, 桝本 潤, 古
賀 英之, 齋藤 知行, 大川 淳, 関矢 一郎. マイクロミニピッグ半月板損傷モデルにおける滑膜幹細胞関節内投
与の効果：三次元MRI解析を用いた半月板の評価. 第 32回日本整形外科学会基礎学術集会 2017.10.26 沖縄

46. 成冨 真愛, 水野 満, 片野 尚子, 小田邉 浩二, 小森 啓一郎, 藤井 静花, 大関 信武, 堀江 雅史, 辻 邦和, 宗田
大, 大川 淳, 関矢 一郎. 滑膜幹細胞の軟骨基質再生は弁状組換えペプチド片により促進する. 第 32回日本整
形外科学会基礎学術集会 2017.10.26 沖縄

47. 河野 佑二, 水野 満, 片桐 健太,　小田邉 浩二, 大関 信武, 片野 尚子, 小森 啓一郎, 古賀 英之, 辻 邦和, 松本
幹生, 金子 晴香, 高澤 祐治, 宗田 大, 大川 淳, 関矢 一郎. 関節リウマチ膝と変形性関節症膝の初代滑膜幹細
胞の比較. 第 32回日本整形外科学会基礎学術集会 2017.10.27 沖縄

48. 水野 満, 片野 尚子, 大関 信武, 下嵜 ゆり, 岡崎 拓矢, 佐波 晶, 小田邉 浩二, 辻 邦和, 宗田 大, 大川 淳, 関矢
一郎. 顕微鏡位相差像を用いた細胞増殖性を早期に予測する画像解析法の検討. 第 32回日本整形外科学会基
礎学術集会 2017.10.27 沖縄

49. 水野 満, 藤井 静花, 小森 啓一郎, 大関 信武, 片野 尚子, 小田邉 浩二, 辻 邦和, 宗田 大, 大川 淳, 関矢 一郎.
軟骨 · 半月板再生を目指した滑膜幹細胞移植における輸送 · 保存条件の検討. 第 32回日本整形外科学会基礎
学術集会 2017.10.27 沖縄

50. 串田 淑久, 木島 公一朗, 大関 信武, 水野 満, 片桐 健太, 河野 佑二, 渡部 直人, 片野 尚子, 辻 邦和, 宗田 大,
大川 淳, 関矢 一郎. 光干渉断層撮影（OCT)によるラット膝関節軟骨の評価. 第 32回日本整形外科学会基
礎学術集会 2017.10.27 沖縄

51. 片桐 健太, 水野 満, 宗田 大, 大関 信武, 中川 裕介, 近藤 伸平, 河野 祐二, 小田邉 浩二, 堀江 雅史, 片野 尚子,
古賀 英之, 辻 邦和, 大川 淳, 関矢 一郎. マイクロミニピッグ半月板逸脱 · 内縁切除モデルで centralization
と滑膜幹細胞移植は軟骨変性を抑制する. 第 32回日本整形外科学会基礎学術集会 2017.10.27 沖縄

52. 佐々木 亜加梨, 水野 満, 大関 信武, 片野 尚子, 小田邉 浩二, 辻 邦和, 望月 学, 宗田 大, 大川 淳, 関矢 一郎.
イヌの滑膜、膝蓋下脂肪体、皮下脂肪、骨髄液由来間葉系幹細胞のコロニー形成能 · 増殖能の比較. 第 32回
日本整形外科学会基礎学術集会 2017.10.27 沖縄

53. 越智 美晴, 大関 信武, 水野 満, 宗田 大, 大川 淳, 関矢 一郎. 軟骨分化誘導させた滑膜幹細胞／腱複合体によ
る半月板再建. 第 32回日本整形外科学会基礎学術集会 2017.10.27 沖縄

54. 渡部 直人, 水野 満, 中村 奈緒子, 松田 純平, 大関 信武, 片桐 健太, 河野 佑二, 串田 淑久, 片野 尚子, 木村
剛, 岸田 晶夫, 辻 邦和, 宗田 大, 大川 淳, 関矢 一郎. 高静水圧印加処理による脱細胞化半月板の作製. 第 32
回日本整形外科学会基礎学術集会 2017.10.27 沖縄

55. 関矢 一郎. 膝痛を再生医療で治す！ アカデミアの挑戦. 第 14回 DIA日本年会 2017.11.13 東京

56. 関矢 一郎. 滑膜幹細胞による半月板再生と定量的評価法. 産業医科大学大学院講義 2017.11.22 北九州

57. 河野 佑二, 古賀 英之, 大関 信武, 松田 純平, 水野 満, 小田邉 浩二, 片野 尚子, 関矢 一郎. 半月板部分切除
· 逸脱に対する Centralization法における荷重分散機能の生体力学的解析. 第 44回日本臨床バイオメカニク
ス学会 2017.11.24 松山

58. 渡部 直人, 水野 満, 中村 奈緒子, 松田 純平, 片野 尚子, 大関 信武, 木村 剛, 岸田 晶夫, 辻 邦和, 宗田 大, 関
矢 一郎. Ultra-High Hydrostatic Pressureを用いた脱細胞化半月板の作製および力学的強度の評価. 第 44
回日本臨床バイオメカニクス学会 2017.11.24 松山

59. 関矢 一郎. 変形性膝関節症の定量評価と再生医療. 第 27回日本リウマチ学会北海道 · 東北支部学術集会
2017.11.24 山形

60. 関矢 一郎. 半月板の解剖. 第 34回膝関節フォーラム 2017.12.02 東京

61. 佐々木 亜加梨, 水野 満, 大関 信武, 片野 尚子, 小田邉 浩二, 辻 邦和, 望月 学, 関矢 一郎. イヌの滑膜、膝蓋
下脂肪体、皮下脂肪、骨髄液由来間葉系幹細胞の特性比較. 第 95回日本獣医麻酔外科学会 · 2017年秋季合
同学会 2017.12.09 名古屋

62. 関矢 一郎. 変形性膝関節症（軟骨 · 半月板）の再生医療. 川崎市整形外科医会学術講演会 2017.12.15 神奈川
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[受賞]

1. 中川 裕介, Best Poster Presentation Award, 米国日本人医師会、独立行政法人日本学術振興会, 2017年 04月

2. 大関 信武, 平成 28年度研究助成事業, 日本関節鏡 · 膝 · スポーツ整形外科学会, 2017年 05月

[その他業績]

1. 「自家滑膜幹細胞の半月板損傷を対象とする医師主導治験」開始のお知らせ― 国内で初めての半月板損傷
患者を対象とした再生医療等製品の治験開始―, 2017年 07月
治験開始

[社会貢献活動]

1. ひざ痛を解消してイキイキ健康的な毎日を, 全薬工業株式会社, 月刊みすみ, 2017年 10月 23日

2. 軟骨再生, 読売新聞社, 読売新聞, 2017年 12月 05日
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低侵襲医療学
Minimally Invasive Medical Treatment

教授 小嶋　一幸

( 1 ) 分野概要

分野概要
　超高齢化社会の到来とともに、低侵襲医療は患者負担を減らす治療として主力となりつつあるが、技術的難易
度の高いものが多い。また技術の習得が不十分な場合は、術中 · 術後の合併症を頻発させることが危惧される。安
全 · 安心を担保しつつ、時代のニーズに応える低侵襲医療を実践するためには、
　１）高度な技術力を持った人材を育成する。
　２）高度な技術の教育法を研究し、横断的に教育できる人材を育成する。
　３）高度な技術を克服するための、新規治療法と医療機材を提案 · 開発できる人材を育成する。
などが必要である。
当分野では、医科 · 歯科領域でこれらの先駆的な人材育成を目指す。

( 2 ) 研究業績

[原著]

1. Hiki N, Katai H, Mizusawa J, Nakamura K, Nakamori M, Yoshikawa T, Kojima K, Imamoto H, Ninomiya
M, Kitano S, Terashima M. Stomach Cancer Study Group of Japan Clinical Oncology Group. Long-term
outcomes of laparoscopy-assisted distal gastrectomy with suprapancreatic nodal dissection for clinical
stage I gastric cancer: a multicenter phase II trial (JCOG0703) Gastric Cancer. 2017.01; published　
online;

2. Inokuchi M, Murase H, Otsuki S, Kawano T, Kojima K. Different clinical significance of FGFR1-4 expres-
sion between diffuse-type and intestinal-type gastric cancer World J Surg Oncol. 2017.01; 15(1);

3. Tomii C, Inokuchi M, Takagi Y, Ishikawa T, Otsuki S, Uetake H, Kojima K, Kawano T. TPX2 expression
is associated with poor survival in gastric cancer World J Surg Oncol. 2017.01; 15(1);

4. 冨井知春、谷岡利朗、五木田憲太朗、奥野圭祐、小川憲人、大槻将、井ノ口幹人、小嶋一幸. 特集　最新の
内視鏡外科手術の適応と注意点　各論　胃疾患 臨床外科. 2017.01; 72(1); 16-21

5. Higuchi K, Inokuchi M, Takagi Y, Ishikawa T, Otsuki S, Uetake H, Kojima K, Kawano T. Cadherin 5
expression correlates with poor survival in human gastric cancer J Clin Pathol. 2017.03; 70; 217-221

6. 五木田 憲太朗, 大槻 将, 奥野 圭祐, 谷岡 利朗, 小川 憲人, 井ノ口 幹人, 小嶋 一幸. 【エキスパートはここに
こだわる!胃癌 · 大腸癌に対する腹腔鏡下手術】 胃の腹腔鏡下手術　進行胃癌に対する腹腔鏡下胃全摘術 消
化器外科. 2017.03; 40(3); 283-294

7. Keisuke Okuno, Kentaro Gokita, Toshiro Tanioka, Norihito Ogawa, Sho Otsuki, Mikito Inokuch, Toshio
Takayama, Kazuyuki Kojima. Esophagojejunostomy Using the Purse-String Suturing Device After La-
paroscopic Total or Proximal Gastrectomy for Gastric Cancer World J Surg. 2017.04; published　 online;

8. Tomoki Aburatani, Kazuyuki Kojima, Sho Otsuki Hideaki Murase ,Keisuke Okuno ,Kentaro Gokita ,Chi-
haru Tomi, Toshiro Tanioka, Mikito Inokuchi. Double-tract reconstruction after laparoscopic proximal
gastrectomy using detachable ENDO-PSD Surg Endosc. 2017.04; published　 online;
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9. Baongoc Nasri, Mikito Inokuchi, Toshiaki Ishikawa,Hiroyuki Uetake,Yoko Takagi,Sho Otsuki,Kazuyuki
Kojima, Tatsuyuki Kawano. High expression of EphA3 (erythropoietin-producing hepatocellular A3) in
gastric cancer is associated with metastasis and poor survival BMC Clin Pathol. 2017.04; 17;

10. 奥野圭祐、大槻将、小川憲人、谷岡利朗、五木田憲太朗、井ノ口幹人、小嶋一幸. 腹腔鏡下胃全摘術　超音
波凝固切開装置と血管シーリング装置の適切な使用法 臨床外科. 2017.05; 72(5); 552-556

11. Mikito Inokuchi，Masatoshi Nakagawa，Toshiro Tanioka，Keisuke Okuno1，Kentaro Gokita，Kazuyuki
Kojima. Long- and short-term outcomes of laparoscopic gastrectomy versus open gastrectomy in patients
with clinically and pathological locally advanced gastric cancer: a propensityscore matching analysis
Surgical Endoscopy. 2017.07; published　 online;

12. Tomoki Aburatani, Mikito Inokuchi, Yoko Takagi, Toshiaki Ishikawa, Keisuke Okuno, Kentaro Gokita,
Chiharu Tomii, Toshiro Tanioka, Hideaki Murase, Sho Otsuki, Hiroyuki Uetake, Kazuyuki Kojima, Tat-
suyuki Kawano. High expression of P21-activated kinase 5 protein is associated with poor survival in
gastric cancer. Oncol Lett. 2017.07; 14(1); 404-410

13. Mikito Inokuchi, Toshiro Tanioka, Masatoshi Nakagawa, Keisuke Okuno, Kentaro Gokita, Kazuyuki Ko-
jima. Laparoscopic Distal Gastrectomy is Feasible in Very Elderly Patients as Compared with Open Distal
Gastrectomy. JOURNAL OF INVESTIGATIVE SURGERY. 2017.08; 1-7

14. Mikito Inokuchi, Toshiro Tanioka, Masatoshi Nakagawa, Kazuyuki Kojima. Intracorporeal esophagoje-
junostomy with Roux-en-Y reconstruction after laparoscopic total gastrectomy Annals of Laparoscopic
and Endoscopic Surgery. 2017.10; 2(153);

15. M. Nakagawa, C. Tomii1, M. Inokuchi, S. Otsuki1, K. Kojima. Feasibility Of A Clinical Pathway With
Early Oral Intake And Discharge For Laparoscopic Gastrectomy Scandinavian journal of surgery. 2017.12;
Published online ;

16. Inokuhi M,Otsuki S,Ogawa N,Tanioka T,Okuno K,Gokita K,Kawano T,Kojima K. Postoperatibe Com-
plications of Laparoscopi Total Gastrectomy versus Open Total Gastrectomy for Gastric Cancer in a
Meta-Analysis of High-Quality Case-Control Studies. Gastroenterology Res Pract.

17. Yamada I, Hikishima K, Miyasaka N, Kato K, Ito E, Kojima K, Kawano T, Kobayashi D, Eishi Y, Okano
H. q-Space MR Imaging of Gastric Carcinoma Ex Vivo: Correlation with Histopathologic Findings. Magn
Reson Med.

18. Inokuchi M, Otsuki S, Murase H, Kojima K, Kawano T. Feasibility of laparoscopy-assisted gastrectomy
for patients with poor physical status: A propensity-score matching study. Int J Surg.

19. Akiyama Y, Koda Y, Byeon SJ, Shimada S, Nishikawaji T, Sakamoto A, Chen Y, Kojima K, Kawano
T, Eishi Y, Deng D, Kim WH, Zhu WG, Yuasa Y, Tanaka S. Reduced expression of SET7/9, a histone
mono-methyltransferase, is associated with fastric cancer progression. Oncotarget.

20. Kobayashi k,Inokuchi M, Takagi Y,Otsuki S,Fujimori Y,Sato Y,Yanaka Y,Higuchi K,Aburatani T,Tomii
C,Uketake H,Kojima K,Kawano T. Prognostic significance of PAK4 expression in gastric cancer. J Clin
Pathol.

21. Yamada I, Hikishima K, Miyasaka N, Kato K, Kojima K, Kawano T, Ito E, Kobayashi D, Eishi Y, Okano
H. Gastric carcinoma: evaluation with diffusion-tensor MR imaging and tractography ex vivo. Magnetic
Resonance Imaging.

22. 冨井知春，油谷知毅，樋口京子，佐藤雄哉，藤森喜毅，大槻　将，井ノ口幹人，小嶋一幸. 早期退院を目指
した腹腔鏡下幽門側胃切除術クリニカルパスの妥当性の検証 お茶の水醫學雑誌.

[書籍等出版物]

1. 大倉遊,上野正紀,宇田川晴司. 再建臓器が持ち上がらない！ さあ、どうする？ . 消化器外科手術 起死回生
の一手,MEDICAL VIEW, 2017.09 (ISBN : 978-4-7583-1528-9)
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[講演 · 口頭発表等]

1. Toshiro Tanioka, Keisuke Okuno, Kentaro Gokita,Norihito Ogawa, Mikito Inokuchi, Kazuyuki Kojima..
Roux-en-Y reconstruction after LDG - surgical technique and functional advantages . China-Japan-Korea
Laparoscopic gastrectomy 2017.02.11

2. 小嶋一幸. 腹腔鏡下胃切除術講習会 ∼ 腹腔鏡下胃切除術の基本手技の習得 ∼. 東京サイエンスセンター
2017.03.04

3. 大槻将、奥野圭祐、五木田憲太朗、谷岡利朗、小川憲人、井ノ口幹人、小嶋一幸. 胃癌術後結腸前Roux-en-Y
再建後の Petersen’s Herniaの検討. 第 89回日本胃癌学会総会 2017.03.09

4. 五木田憲太朗、奥野圭祐、谷岡利朗、小川憲人、大槻将、井ノ口幹人、小嶋一幸. 当科での進行胃癌に対す
る腹腔鏡下手術の成績. 第 89回日本胃癌学会総会 2017.03.09

5. 谷岡利朗、奥野圭祐、五木田憲太朗、冨井知春、小川憲人、大槻将、井ノ口幹人、小嶋一幸、河野辰幸. 術
後合併症が胃癌患者の長期予後に与える影響. 第 89回日本胃癌学会総会 2017.03.09

6. 奥野圭祐、五木田憲太朗、冨井知春、谷岡利朗、小川憲人、大槻将、井ノ口幹人、小嶋一幸. 腹腔鏡下幽門
側胃切除術後の胃食道逆流症についての検討. 第 89回日本胃癌学会総会 2017.03.10

7. 小川憲人、五木田憲太朗、奥野圭祐、冨井知春、谷岡利朗、大槻将、井ノ口幹人、小嶋一幸、河野辰幸. 腹
腔鏡下噴門側胃切除術後のダブルトラクト再建の利点. 第 89回日本胃癌学会総会 2017.03.10

8. 小嶋一幸. 技術認定医に合格するために、今求められる技術とは？ . Winter Seminar 2017 2017.03.17

9. Kazuyuki Kojima. Esophagojejunostomy using a circular stapler with a purse-string suturing device.
Korea International Gastric Cancer Week 2017 2017.03.25

10. Keisuke Okuno, Kentaro Gokita, Toshiro Tanioka, Norihito Ogawa, Sho Otuki, Mikito Inokuchi, Kazuyuki
Kojima. A study on gastroesophageal reflux disease after laparoscopic distal gastrectomy. 12th Interna-
tional Gastric Cancer Congress 2017.04.21

11. Toshiro Tanioka, Keisuke Okuno, Kentaro Gokita, Mikito Inokuchi, Kazuyuki Kojima. Effect of postop-
erative complications on the long-term survival of patients with gastric cancer. 12th International Gastric
Cancer Congress 2017.04.21

12. Masatoshi Nakagawai, Mikito Inokuchi, Sho Otuki, Norihito Ogawa, Toshiro Tanioka, Kazuyuki Kojima.
Is laparoscopic approach an effective tool for total gastrectomy to obese patients. 12th International
Gastric Cancer Congress 2017.04.22

13. 小嶋 一幸. 山陰腹腔鏡下胃切除勉強会. 第２回山陰腹腔鏡下胃切除勉強会 2017.04.22 鳥取

14. 井ノ口幹人、大槻将、小川憲人、谷岡利朗、中川正敏、奥野圭祐、五木田憲太朗、小嶋一幸. 胃癌に対する腹腔
鏡下D2郭清のコツとピットフォール【International/Video】. 第 117回日本外科学会定期学術 2017.04.27

15. 中川正敏、井ノ口幹人、大槻将、小川憲人、小嶋一幸. 胃癌に対する胃全摘術に肥満が与えるインパクト—
アプローチ法（開腹、腹腔鏡）による術後短期成績の比較検討. 第 117回日本外科学会定期学術 2017.04.27

16. 星野明弘，中島康晃，川田研郎，東海林裕，岡田卓也，久米雄一郎，小郷泰一，奥田将史，中嶌雄高，松井
俊大，川村雄大，山口和哉，長齢，Andres Mora，安野正道，小嶋一幸，河野辰幸 . 胸腔鏡下食道切除術に
おける早期経口摂取開始のための工夫. 第 117回日本外科学会定期学術集会 2017.04.28

17. 山内慎一、安野正道、岡崎聡、十倉三千代、花岡まりえ、菊池章史、石黒めぐみ、石川敏昭、植竹宏之、小
嶋一幸、河野辰幸、杉原健一．. 側方リンパ節転移を有する下部直腸癌根治手術症例の予後に関する検討．.
第 117回日本外科学会定期学術集会 2017.04.28 横浜

18. 小川憲人、五木田憲太朗、奥野圭祐、冨井知春、谷岡利朗、大槻将、井ノ口幹人、小嶋一幸. 腹腔鏡下噴門
側胃切除後のダブルトラクト再建は逆流防止に有用か？ . 第 117回日本外科学会定期学術 2017.04.28

19. 谷岡利朗、奥野圭祐、五木田憲太朗、冨井知春、小川憲人、大槻将、井ノ口幹人、小嶋一幸. 術後合併症が
胃癌患者の長期予後に与える影響. 第 117回日本外科学会定期学術 2017.04.28

20. 奥野圭祐、五木田憲太朗、冨井知春、谷岡利朗、小川憲人、大槻将、井ノ口幹人、小嶋一幸. 腹腔鏡下幽門
側胃切除術後の胃食道逆流症についての検討. 第 117回日本外科学会定期学術 2017.04.29
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21. 井ノ口幹人,谷岡利朗,小川憲人,中川正敏,奥野圭祐,五木田憲太朗,小嶋一幸. cStageII· III 胃癌における腹
腔鏡下 vs 開腹胃切除術の短期 · 長期成績. 第 117回日本外科学会定期学術 2017.04.29

22. Kazuyuki Kojima. Endoscopic Surgical Skill Qualification System – Laparoscopic gastrectomy. The
Korean Society of Endoscopic and Laparoscopic Surgeons 2017.05.16

23. Kazuyuki Kojima.“JSES’accreditation system. Seoul National University Bundang Hospital 2017.05.17

24. 小嶋一幸. 腹腔鏡下胃切除術：技術認定医に求められること. 第 5回上部消化管外科勉強会 2017.06.16

25. Kazuyuki Kojima. Standardization of laparoscopic surgery for upper gastric cancer in our department.
The third session of Changchun International Gastrointestinal Surgery Summit Forumand Sino-Japanese
Korean Gastrointestinal Seminar 2017.07.07

26. 五木田憲太朗,奥野圭介,谷岡利朗,小川憲人,井ノ口幹人,小嶋一幸. β再建法による完全腹腔鏡下幽門側胃
切除後 Roux-en-Y再建. 第 72回日本消化器外科学会総会 2017.07.20

27. 中川正敏,小嶋一幸,井ノ口幹人,大槻将,小川憲人,谷岡利朗,五木田憲太朗,奥野圭祐. 当科における,メルク
マールを意識した 6 番リンパ節郭清-適切な術野展開とデバイスの使用法. 第 72回日本消化器外科学会総会
2017.07.20

28. 小川憲人,五木田憲太朗,奥野佳祐,中川正敏,谷岡利朗,大槻将,井ノ口幹人,小嶋一幸. 術後機能からみた腹腔
鏡下噴門側胃切除におけるダブルトラクト再建の有用性の検討. 第 72回日本消化器外科学会総会 2017.07.20

29. 山内慎一,安野正道,菊池章史,岡崎聡,石黒めぐみ,石川敏昭,植竹宏之,小嶋一幸,田邉稔,河野辰幸. 人工肛
門閉鎖術の皮膚閉鎖創に対する局所陰圧閉鎖療法. 第 72回日本消化器外科学会総会 2017.07.21

30. 小嶋一幸,谷岡利朗,奥野圭祐,五木田憲太朗,中川正敏,井ノ口幹人. 当科における胃上部癌に対する腹腔鏡
下手術の郭清と再建の定型化. 第 72回日本消化器外科学会総会 2017.07.21

31. 奥野圭祐,五木田憲太朗,中川正敏,谷岡利朗,井ノ口幹人,小嶋一幸. 腹腔鏡下胃全摘術における脱着型組み
立て式波型鉗子 (PSD) と circular Stapler を用いた再建法. 第 72回日本消化器外科学会総会 2017.07.21

32. 星野明弘,中島康晃,川田研郎,東海林裕,岡田卓也,安野正道,小嶋一幸,河野辰幸. 胸部食道癌における完全
腹腔鏡 · 縦隔鏡下経裂孔的中下縦隔郭清の工夫―食道牽引と縦隔内食道離断―. 第 72回日本消化器外科学会
総会 2017.07.22

33. 衛藤剛,稲木紀幸,李相雄,桜本信一,吉田和弘,肥田圭介,細田桂,國崎主税,小嶋一幸,北野正剛. 進行胃癌に
対する腹腔鏡下幽門側胃切除術の短期成績-多施設共同ランダム化比較試験 (JLSSG0901). 第 72回日本消化
器外科学会総会 2017.07.22

34. 小嶋一幸. 北部九州 LAGスキルアッププログラム. 北部九州 LAGスキルアッププログラム 2017.09.23福岡

35. Kazuyuki Kojima. Reconstruction for STG: B-shape RY. 2017Yonsei Gastric Cancer Symposium 2017.09.30
Korea

36. 小嶋 一幸. 腹腔鏡下胃切除術：技術認定医に求められること. 第 45回千葉胃癌研究会 2017.10.06 千葉

37. 小嶋一幸. No.6郭清、音声付きビデオによるビデオセミナー. 第 32回関東腹腔鏡下胃切除研究会 2017.10.07
東京

38. K.Kojima, T.Tanioka, M.Inokuchi. Reconstruction after laparoscopic gastrectomy-Our procedure and
clinical results-. 第 25回日本消化器関連学会週間（JDDW2017） 2017.10.13 福岡

39. 井ノ口幹人, 谷岡利朗, 中川正敏, 奥野圭祐, 五木田憲太朗, 小嶋一幸. 臨床的進行胃癌に対する腹腔鏡下胃
切除 vs開腹胃切除の成績-傾向スコアによるマッチング解析-. 第 25回日本消化器関連学会週間（JDDW2017）
2017.10.14 福岡

40. Toshiro Tanioka, Keisuke Okuno，Kentaro Gokita，Masatoshi Nakagawa, Mikito Inokuchi, Kazuyuki
Kojima. An Intraoperative Educational Annotation System for Endoscopic Surger. 103th Annual Clinical
Congress of the American College of Surgeons(ACS2017) 2017.10.25 San Diego(USA)

41. 小嶋 一幸. 腹腔鏡下胃切除　技術認定医に求められるもの. 第 1回 ∼技巧 ∼Lap.胃切除研究会 2017.11.18
福岡
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42. 井ノ口 幹人, 谷岡 利朗、中川 正敏、奥野 圭祐, 五木田 憲太朗、金本栄美、小嶋 一幸. 臨床的 · 病理学的進
行胃癌における腹腔鏡下 vs開腹胃切除術の短期 · 長期成績：傾向スコア · マッチング研究. 第 30回日本内
視鏡外科学会総会 2017.12.07 京都

43. 谷岡 利朗、金本栄美、奥野 圭祐, 五木田 憲太朗、中川 正敏、井ノ口 幹人、小嶋 一幸. アノテーションシス
テムを用いた術中教育支援システム. 第 30回日本内視鏡外科学会総会 2017.12.07 京都

44. 五木田 憲太朗、金本栄美、奥野 圭祐、中川 正敏、谷岡 利朗、井ノ口 幹人、小嶋 一幸. 進行胃癌に対する
腹腔鏡下幽門側胃切除術の長期成績. 第 30回日本内視鏡外科学会総会 2017.12.07 京都

45. 中川 正敏, 小嶋 一幸、井ノ口 幹人, 谷岡 利朗、奥野 圭祐, 五木田 憲太朗、金本栄美. 当科における腹腔鏡
下胃全摘術と腹腔鏡下噴門側胃切除術の治療成績の検討. 第 30回日本内視鏡外科学会総会 2017.12.07 京都

46. 金本栄美、小嶋 一幸、谷岡 利朗、中川 正敏、井ノ口 幹人、奥野 圭祐, 五木田 憲太朗. 腹腔鏡下噴門側胃切
除術におけるダブルトラクト再建の中期成績. 第 30回日本内視鏡外科学会総会 2017.12.07 京都

47. 奥野 圭祐、金本栄美、五木田 憲太朗、中川 正敏、谷岡 利朗、井ノ口 幹人、小嶋 一幸. 腹腔鏡下幽門側胃
切除術後の長期機能評価に関する検討. 第 30回日本内視鏡外科学会総会 2017.12.09 京都
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医療デバイス研究部門

センサ医工学
Biomedical Devices and Instrumentation

教授　三林 浩二
講師　荒川 貴博
助教　當麻 浩司
非常勤講師　矢野 和義

( 1 ) 分野概要

電気化学、機械工学、電子工学、材料工学、生化学など幅広い研究を基盤とし、バイオテクノロジーや情報技術
（IT）を組み合わせ、バイオセンサ · バイオオプティクス · バイオMEMSなどの学際融合領域の研究を進めてい
ます。有機系材料とデバイス技術を組み合せ、医工学分野での応用を目指した柔らかく生体適合性に優れたセン
シングデバイスを構築しています。

( 2 ) 研究活動

1.体腔への着脱が可能なバイオセンサ「キャビタスセンサ」
生体適合性の機能性高分子とMEMS技術を融合することで、“ソフトコンタクトレンズ型バイオセンサ”や“マ
ウスガード型バイオセンサ”を開発し、新しい生体計測法を提案しています。

2.生化学式ガスセンサ「バイオスニファ」と揮発性成分の可視化計測システム「探嗅カメラ」
肝臓の薬物代謝酵素などを用い、感度と選択性に優れたガスセンサ“バイオスニファ”を多数開発し、生体臭診断
や健康科学などへの展開を進めています。また、バイオスニファの技術を応用して、空間中のガス分布を画像的
にモニタニタリングできる匂いの可視化計測技術“探嗅カメラ”を開発しています。

3.医療や環境医学のための免疫センサ
光や弾性波などを利用した免疫センサを開発し、生体中の抗原や、環境中の浮遊ダニアレルゲン（Der f 1）など
を半連続的に計測する手法を研究しています。

4.化学エネルギーを利用した“有機エンジン”
生体成分をはじめとする化学エネルギーを、直接力学エネルギーに変換する“有機エンジン”を開発し、血糖成分
であるグルコースのエネルギーにて駆動するポンプを用いて、薬物を自立的に放出させ、グルコース自体の濃度
を自律的に制御できる新規な「人工すい臓システム」を開発しています。

( 3 ) 教育活動

講義として、医歯学総合研究科「バイオメディカルデバイス理工学」、「産学リンケージ特論」、「ナノバイオテクノ
ロジー特論」を担当している。研究室においては、センサ医工学による独創的な新しい計測デバイスの開発をは
じめ、新しい検査機器、生体計測システムの研究開発を行っている。
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( 4 ) 教育方針

先端医療や生体情報計測に関する基礎技術を学び、研究実習を通してセンサ医工学に基づく生体化学計測、バイ
オセンシングデバイスの開発及び医療応用研究について研究活動に参加してもらう。担当教員のもとで研究に取
り組み、研究活動を通して自ら考えて研究を推進することができるようになることを目標としている。

( 5 ) 研究業績

[原著]

1. Takahiro Arakawa, Toshiyuki Sato, Kenta Iitani, Koji Toma, Kohji Mitsubayashi. Fluorometric biosniffer
camera “Sniff-cam” for direct imaging of gaseous ethanol in breath and transdermal vapor Analytical
Chemistry. 2017.04; 89(8); 4495-4501

2. Po-Jen Chien, Takuma Suzuki, Masato Tsujii, Ming Ye, Koji Toma, Takahiro Arakawa, Yasuhiko Iwasaki,
Kohji Mitsubayashi. Bio-sniffer (gas-phase biosensor) with secondary alcohol dehydrogenase (S-ADH) for
determination of isopropanol in exhaled air as a potential volatile biomarker. Biosensors and Bioelectron-
ics. 2017.05; 91; 341-346

3. 森大典, 栗原康司, Munkhjargal Munkhbayar, 當麻浩司, 荒川貴博, 矢野和義, 三林浩二. 改良型減圧機構を
用いたグルコース駆動式薬物放出システムに関する研究 電気学会論文誌Ｅ（センサ · マイクロマシン部門
誌）. 2017.06; 137(6); 174-178

4. Kohji Mitsubayashi. Body cavity sensors offer monitoring solutions in daily medicine TMDU Research
Activities. 2017.06; 13

5. Kenta Iitani, Toshiyuki Sato, Munire Naisierding, Yuuki Hayakawa, Koji Toma, Takahiro Arakawa, Kohji
Mitsubayashi. Fluorometric gas-imaging system (sniff-cam), using the extinction of NADH with an ADH
reverse reaction, for acetaldehyde in the gas phase. Analyst. 2017.07;

6. Kenta Iitani, Po-Jen Chien, Takuma Suzuki, Koji Toma, Takahiro Arakawa, Yasuhiko Iwasaki, Kohji
Mitsubayashi. Improved sensitivity of acetaldehyde biosensor by detecting ADH reverse reaction-mediated
NADH fluoro-quenching for wine evaluation ACS Sensors. 2017.07; 2(7); 940-946

7. Koji Toma, Mai Horibe, Chisato Kishikawa, Naoyuki Yoshimura, Takahiro Arakawa, Hiromi Yatsuda,
Hiroji Shimomura, Kohji Mitsubayashi. Rapid and repetitive immunoassay with a surface acoustic wave
device for monitoring of dust mite allergens Sensors and Actuators B: Chemical. 2017.09; 248; 924-929

8. Midori Taniguchi, Hirokazu Saito, Kohji Mitsubayashi K. Repetitive Immunosensor with a Fiber-Optic
Device and Antibody-Coated Magnetic Beads for Semi-Continuous Monitoring of Escherichia coli O157:H7
Sensors. 2017.09; 17(9); 2145

9. Ming Ye, Takahiro Arakawa, Po-Jen Chien, Takuma Suzuki, Koji Toma, Kohji Mitsubayashi. Acetone
biosensor based on fluorometry of reduced nicotinamide adenine dinucleotide consumption in reversible
reaction by secondary alcohol dehydrogenase IEEE Sensors Journal. 2017.10;

10. Koji Toma, Daisuke Miki, Naoyuki Yoshimura, Takahiro Arakawa, Hiromi Yatsuda, Kohji Mitsubayashi.
A gold nanoparticle-assisted sensitive SAW (surface acoustic wave) immunosensor with a regeneratable
surface for monitoring of dust mite allergens Sensors and Actuators B: Chemical. 2017.10; 249; 685-690

11. Koji Toma, Yume Harashima, Naoyuki Yoshimura, Takahiro Arakawa, Hiromi Yatsuda, Kiyoko Kanamori,
Kohji Mitsubayashi. Semicontinuous measurement of mite allergen (Der f 2) using a surface acoustic wave
immunosensor under moderate pH for long sensor lifetime Sensors and Materials. 2017.12; 29(12); 1679-
1687

[書籍等出版物]

1. 當麻 浩司, 三林 浩二. 非侵襲型生体センサー, 日経 BP テクノロジー · ロードマップ 2017-2026 ＜医療健康
食農編＞. 日経 BP, 2017.03 (ISBN : 978-4-8222-3895-7)

2. Koji Toma, Mana Toma, Martin Bauch, Simone Hageneder, and Jakub Dostalek. Fluorescence Biosensors
Utilizing Grating-Assisted Plasmonic Amplification, Surface Plasmon Enhanced, Coupled, and Controlled
Fluorescence. WILEY, 2017.03 (ISBN : 978-1-118-02793-6)
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3. 當麻 浩司, 荒川 貴博, 三林 浩二. 生化学式ガスセンサ (バイオスニファ)の計測技術とその応用. 情報機構,
2017.06 (ISBN : 978-4-86104-661-2)

4. 荒川 貴博, 當麻 浩司, 三林 浩二. マウスガード型キャビタス（体腔）センサの開発と唾液中グルコースの計
測技術. 情報機構, 2017.06

5. 三林浩二. おいしさを導く「香り」のメカニズムを観る:匂いの可視化 (探嗅カメラ). シーエムシー出版,
2017.07 (ISBN : 978-4-7813-1249-1)

6. 三林浩二. ウェアラブル機器の開発とマーケット · アプリケーション · 法規制動向. ㈱ R&D支援センター,
2017.07 (ISBN : 978-4-905507-21-5)

7. 當麻 浩司, 荒川 貴博, 三林 浩二. 呼気 · 皮膚ガスのための可視化計測システム（探嗅カメラ）. シーエムシー
出版, 2017.08 (ISBN : 978-4-7813-1250-7)

8. 荒川 貴博, 當麻 浩司, 三林 浩二. 呼気アセトン用バイオスニファ (ガスセンサ)による脂質代謝評価, 生体ガ
ス計測と高感度ガスセンシング. シーエムシー出版, 2017.08

9. 三林浩二. 生体ガス計測と高感度ガスセンシング. 2017.08 (ISBN : 978-4-7813-1250-7)

10. 三林浩二. 生体ガスによる疾病診断及びスクリーニングと今後の可能性. シーエムシー出版, 2017.08

11. 當麻 浩司, 三林 浩二. 非侵襲型生体センサー, 日経 BP テクノロジー · ロードマップ 2018-2027 ＜医療健康
食農編＞. 日経 BP, 2017.11 (ISBN : 978-4-8222-5861-0)

[総説]

1. 三林浩二. 人をセンシングする 次世代センサ. 2017.01; 26(2); 1

2. 三林浩二. バイオ技術を用いたガスセンサ「バイオスニファ」と可視化システム「探嗅カメラ」 Electronics
Communications. 2017.03; 32; 8-14

3. 三林浩二. 高分子材料とデバイス技術を用いたキャビタス（体腔）バイオセンサ エレクトロニクス実装学会
誌. 2017.03; 20(2); 98-101

4. 三林浩二. 非侵襲バイオセンシングおよび住環境ダニアレルゲン計測グリーンテクノロジー. 2017.03; 27(3);
58-62

[講演 · 口頭発表等]

1. 三林浩二. 医用 · ヘルスケア用センサ、デバイス開発の現状と今後. トリケップスセミナー 2017.02.14 東京
都千代田区

2. 三林浩二. キャビタス（体腔）センサと生体ガス用高感度センサ＆カメラ. 大田区医工連携マッチング会
2017.02.21 東京都文京区医科器械会館

3. Mitsubayashi K. Cavitas sensors and sniff-imaging system for daily medicine. International Workshop on
Nanodevice Technologies 2017 2017.03.02 Higashi-Hiroshima, Japan

4. 三林浩二. バイオセンサの最新研究動向と技術開発の着眼点. 技術情報協会セミナー 2017.03.13

5. 月精 智子, 瀧本 悠貴, 紋川 亮, 荒川 貴博, 三林 浩二. 糖尿病合併症の評価を目的とした NADH蛍光検出シ
ステ ムを用いたソルビトール用バイオセンサ. 第 64回応用物理学会春季学術講演会 2017.03.14

6. 三林浩二. 生体ガス成分の高感度バイオ計測 (バイオスニファ&探嗅カメラ. 電気学会全国大会シンポジウム
2017.03.15 富山大学

7. 戸本 佳佑, 張 志偉, 横田 くみ, 當麻 浩司, 竹内 周平, 荒川 貴博, 関田 俊明, 岩﨑 泰彦, 水口 俊 介, 三林 浩
二. 口腔内情報の無拘束モニタリングのための BLE無線通信 式マウスガードセンサに関する研究. 第 64回
応用物理学会春季学術講演会 2017.03.17 神奈川

8. 早川 悠暉, ナセデン ムニラ, 飯谷 健太, 佐藤 敏 征, 當麻 浩司, 荒川 貴博, 三林 浩二. バイオ蛍光法を用い
た探嗅カメラによる呼気中エタノー ルガスの可視化計測. 第 64回応用物理学会春季学術講演会 2017.03.17
神奈川
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9. 辻井 誠人, 鈴木 卓磨, 簡 伯任, 叶 明, 當麻 浩 司, 荒川 貴博, 三林 浩二. S-ADH固定化バイオスニファによ
る呼気アセトンガス計測. 第 64回応用物理学会春季学術講演会 2017.03.17 神奈川

10. 大石 紘希, 當麻 浩司, 吉村 直之, 荒川 貴博, 谷 津田 博美, 三林 浩二. 表面弾性波 (SAW)デバイスを用いた
半連続免疫計測シス テムの構築. 第 64回応用物理学会春季学術講演会 2017.03.17 神奈川

11. 三林浩二. 先制医療のための「キャビタス（体腔）バイオセンサ」と「生体ガス用可視化システム（探嗅カ
メラ）」. 日本化学会第 97春季年会 ATPセッション 2017.03.18 神奈川、日本

12. 荒川 貴博, 森 英久, 當麻 浩司, 叶 明, 三林 浩二. 加齢臭成分ノネナール計測のための気相用バイオスニファ
に関する研究. 第 61回化学センサ研究発表会 2017.03.25

13. Toma K, Arakawa T, Mitsubayashi K. Cavitas sensors into human cavities: soft-contact lens and mouth-
guard sensors. 19th International Conference on Biomedical Device and Instrumentation Development
(ICBDID 2017) 2017.03.26 Madrid, Spain

14. Arakawa T, Tomoto K, Zhang Z, Nitta H, Toma K, Takeuchi S, Sekita T, Minakuchi S, Mitsubayashi
K. Mouthguard biosensor integrated with wireless module for monitoring human oral information. 2017
International Conference on Electronics Packaging 2017.04.19 Yamagata, Japan

15. 三林浩二. 糖尿病評価および治療のためのバイオデバイスの開発. CMCセミナー 2017.04.20東京都千代田区

16. Arakawa T, Tomoto K, Zhang Z, Nitta H, Toma K, Takeuchi S,Sekita T, Minakuchi S, Mitsubayashi
K. Mouthguard Biosensor Integrated with Wireless Module for Monitoring Human Oral Information.
2017.04.21 Tendo, Yamagata

17. Mitsubayashi K. Cavitas biosensors using biocompatible polymer and MEMS techniques. MEMS Engineer
Forum 2017 2017.04.26 Ryogoku, Tokyo

18. Chien PJ, Suzuki T, Tsujii M, Ming Y, Toma K, Arakawa T, Iwasaki Y, Mitsubayashi K. Gas phase
biosensor (bio-sniffer) using S-ADH (secondary alcohol dehydrogenase) for exhaled isopropanol as a po-
tential volatile biomarker. 5th International Conference on Bio-Sensing Technology 2017.05.07 Riva del
Garda, Italy

19. Xie R, Seshima F, Toma K, Arakawa T, Mitsubayashi K. Air bio-battery with a gas/liquid diaphragm cell
for medical and health care devices. 5th International Conference on Bio-Sensing Technology 2017.05.07
Riva del Garda, Italy

20. Toma K, Kishikawa C, Arakawa T, Mitsubayashi K. Regenerable and antibody-immobilized surface ar-
chitecture on surface plasmon biosensor for continuous immunosensing. 5th International Conference on
Bio-Sensing Technology 2017.05.07 Riva del Garda, Italy

21. Chien PJ, Ming Y, Tsujii M, Suzuki T, Toma K, Arakawa T, Mitsubayashi K. An optical bio-sniffer for
exhaled acetone as a potential biomarker of lipid metabolism. 2017 E-MRS Spring Meeting and Exhibit
2017.05.22 Strasbourg, France

22. 三林浩二. バイオセンシング技術の新たなアイディア発想と先制医療への応用. 生体計測デバイス開発のた
めのセンシング技術動向と生体情報活用に向けた医療統計学の指針 セミナー 2017.06.05 東京都千代田区

23. 三林浩二. 生体計測デバイス開発のためのセンシング技術動向と生体情報活用に向けた医療統計学の指針 .
セミナー 2017.06.05

24. Mitsubayashi K. Non-Invasive Biosensing for Dairy Medicine-　 Cavitas Sensors for Tear & Saliva and
Biosniffer Devices for Volatiles. Matrafured2017、International Conference on Electrochemical Sensors
2017.06.13 Visegrád, Hungary

25. Toma K, Kishikawa C, Arakawa T, Mitsubayashi K. Regeneratable surface plasmon resonance immunosen-
sor for monitoring in medical care and environmental medicine. 9th International Conference on Molecular
Electronics and Bioelectronics 2017.06.26 Kanazawa, Japan

26. 飯谷 健太, ナセデン ムニラ, 早川 悠暉, 當麻 浩司, 荒川 貴博, 三林 浩二. 皮膚アセトアルデヒドガス用の高
感度な可視化計測システム (探嗅カメラ) の開発. 平成 29年度 E部門総合研究会 2017.06.29 兵庫

27. 三林浩二. バイオセンシング技術の新たなアイディア発想と先制医療への応用. ライオン社内大学院講演会
2017.07.11 ライオン㈱研究開発本部
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28. 三林浩二. 血糖値評価のためのソフトコンタクトレンズ型バイオセンサ. 第 60回日本コンタクトレンズ学会
総会 2017.07.16 大阪国際会議場

29. 三林浩二. バイオセンサの基礎と医療 · 健康 · 環境計測への応用展開. 第 26回センサテクノスクール (主催：
一般社団法人次世代センサ協議会) 2017.07.27

30. 三林浩二. 非侵襲センシング技術開発の最新動向とヘルスケアの将来像. 平成２９年度 第１回医療福祉機器
技術研究交流会　「非侵襲センシング技術が拓くヘルスケアの将来と中国地域の研究シーズ」 2017.08.02 広
島ホテルセンチュリー２１広島

31. 三林浩二. 医用 · ヘルスケア用センサ、デバイス開発の現状と今後～バイオ · ウエアラブルセンサ、生体ガ
スセンサから人工臓器まで～. トリケップスセミナー 2017.08.24 東京都千代田区

32. Sato T, Iitani K, Toma K, Arakawa T, Mitsubayashi K. Sniff-cam (fluorometric gas-imaging system)
with enzyme mesh for gaseous ethanol from human body (breath, skin). EuroAnalysis 2017 2017.08.28
Stockholm, Sweden

33. 瀬島 史也, 謝 睿, 當麻 浩司, 荒川 貴博, 三林 浩二. 空気バイオ電池の高出力化に関する研究. 第 78回応用
物理学会秋季学術講演会 2017.09.05

34. 戸本 佳佑, 張 志偉, 横田 くみ, 當麻 浩司, 竹内 周平, 荒川 貴博, 関田 俊明, 水口 俊 介, 三林 浩二. BLE無
線通信式マウスガード型コントローラ. 第 78回応用物理学会秋季学術講演会 2017.09.05

35. Mitsubayashi K. Non-Invasive Biosensing for Dairy Medicine -Cavitas Sensors for Tear & Saliva and
Bio-sniffer Devices for Volatile Chemicals-. SISPAD2017 Workshop2 2017.09.06 Kamakura, Kanagawa

36. 三林浩二. キャビタス（窩腔）バイオセンサと生体ガス用バイオスニファ. 日本分析化学会 第 66年会　シ
ンポジウム 7-センサ IoTと分析化学の融合展開 2017.09.09 東京都葛飾区

37. 辻井 誠人，簡 伯任，叶 明，當麻 浩司，荒川 貴博，三林 浩二. 呼気イソプロパノール計測のための二級ア
ルコール脱水素酵素を利用した生化学式ガスセンサ. 第七回次世代センサ研究発表会 2017.09.13

38. 早川 悠暉, 飯谷 健太, ナセデン ムニラ, 佐藤 敏征, 當麻 浩司, 荒川 貴博, 三林 浩二. 蛍光を用いた探嗅カメ
ラによるエタノールガスの可視化計測. 第七回次世代センサ研究発表会 2017.09.13

39. 瀬島 史也, 謝 睿, 當麻 浩司, 荒川 貴博, 三林 浩二. 気液隔膜セルを用いた”空気バイオ電池”の開発. 第七
回次世代センサ研究発表会 2017.09.13

40. 戸本 佳佑, 張 志偉, 横田 くみ, 當麻 浩司, 竹内 周平, 荒川 貴博, 関田 俊明, 水口 俊 介, 三林 浩二. 口腔操
作式のマウスガード型コントローラの開発. 第七回次世代センサ研究発表会 2017.09.13

41. 三林浩二. 高分子材料を用いたウエアラブル · バイオセンサ. 台湾財団法人プラスチック工業技術発展セン
ターセミナー 2017.09.15 台湾台中市西屯區工業 38 路 193 號

42. Toma K, Tomoto K, Zhang Z, Nitta H, Arakawa T, Takeuchi S, Sekita T, Minakuchi S, Mitsubayashi
K. Mouthguard biosensor integrated with BLE telemetry system for monitoring human oral information.
The 2nd International Symposium on Creation of Life Innovation Materials for Interdisciplinary and
International Researcher Development (iLIM-2) 2017.09.30 Nagoya, Japan

43. 飯谷 健太, 當麻 浩司, 荒川 貴博, 三林 浩二. 非侵襲かつ簡便な疾患スクリーニング · 代謝評価のための生体
ガス可視化システム (探嗅カメラ). 弾性波素子技術 第 150委員会 第 150回 研究会 2017.10.05

44. Toma K, Arakawa T, Mitsubayashi K. UV curable MPC polymer for stable enzyme immobilization on
a mouthguard biosensor in saliva glucose monitoring. 3rd International Conference on Bioinspired and
Zwitterionic Materials (ICBZM 2017) 2017.10.18 Kanagawa, Japan

45. 荒川 貴博, 飯谷 健太, 佐藤 敏征, 當麻 浩司, 三林 浩二. 可視化計測システム (探嗅カメラ)を用いた 生体
ガスの非侵襲モニタリングへの応用 . 第 34回「センサ · マイクロマシンと応用システム」シンポジウム
2017.10.31

46. 大石 紘希, 當麻 浩司, 吉村 直之, 荒川 貴博, 谷津田 博美, 三林 浩二. 生体情報の半連続免疫計測のための表
面弾性波 (SAW)イムノセンサに関する研究. 第 34回「センサ · マイクロマシンと応用システム」シンポジ
ウム 2017.10.31
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47. Iitani K, Toma K, Arakawa T, Mitsubayashi K. Gas-imaging system“Sniff-cam”based on pH-dependent
redox reaction of alcohol dehydrogenase for ethanol and acetaldehyde after drinking. Irago 2017 2017.11.01
Tokyo, Japan

48. Oishi K, Suzuki Y, Toma K, Arakawa T, Kanamori K, Mitsubayashi K. A chemifluorometric fiber-optic
immunosensor for sensitive detection of influenza virus. The 2nd International Symposium on Biomedical
Engineering 2017.11.09 Tokyo, Japan

49. Sugiyama T, Munkhjargal M, Arakawa T, Yano K, Mitsubayashi K. A co-immobilized enzyme membrane
for advancing chemo-mechanical drug-release system for diabetes. The 2nd International Symposium on
Biomedical Engineering 2017.11.09 Tokyo, Japan

50. Toma K, Yoshimura N, Arakawa T, Yatsuda H, Mitsubayashi K. Reusable immunosensors allowing semi-
continuous measurement for clinical and environmental medicine. The 2nd International Symposium on
Biomedical Engineering 2017.11.09 Tokyo, Japan

51. Iitani K, Naisierding M, Hayakawa Y, Toma K, Arakawa T, Mitsubayashi K. Volatile imaging system
“Sniff-cam” using alcohol dehydrogenase for ethanol and acetaldehyde after drinking. The 12th Asian
Conference on Chemical Sensors (ACCS2017) 2017.11.12 Hanoi, Vietnam

52. Toma K, Yoshimura N, Arakawa T, Yatsuda H, Mitsubayashi K. Semi-continuous immunosensing for mon-
itoring in clinical and environmental medicine. International Workshop "Frontiers in materials, sensors,
and devices for humanophilic innovation” 2017.11.20 Nara, Japan

53. 藤巻 久子, 佐藤 敏征, 當麻 浩司, 荒川 貴博, 三林 浩二. バイオ蛍光式探嗅カメラ (Sniff-cam)を用いた生体
由来エタノールガスの可視化計測に関する研究. 17 SAS Symposium 2017.11.23

54. 杉山 武，栗原 康司，當麻 浩司，荒川 貴博，三林 浩二. 薬物放出システムのための異種接合を用いた化学
駆動型減圧機構に関する研究. 17 SAS Symposium 2017.11.23

55. 岩崎 芳菜子，簡 伯任，當麻 浩司，荒川 貴博，三林 浩二. 呼気中イソプロパノール計測を目的とした生化
学式ガスセンサ (バイオスニファ). 17 SAS Symposium 2017.11.23

56. 石川 竜也, 黒木 祐輔, 當麻 浩司, 荒川 貴博, 三林 浩二. 唾液糖計測を目的とした無線通信式マウスガード型
バイオセンサの開発. 17 SAS Symposium 2017.11.23

57. 青田 崇志, 叶 明，當麻 浩司，荒川 貴博，三林 浩二. 二級アルコール脱水素酵素を用いたアセトン用バイオ
センサ. 17 SAS Symposium 2017.11.23

58. 安田 奈央, 戸本 佳佑, 横田 くみ, 當麻 浩司, 竹内 周平, 荒川 貴博, 関田 俊明, 水口 俊 介, 三林 浩二. BLE
無線通信式マウスガード型コントローラ. 17 SAS Symposium 2017.11.23

59. Mitsubayashi K. Sniff-cam (biochemical gas-imaging system) with enzyme mesh as artificial olfactory
receptor for ethanol vapor from human body (breath, skin). EMN Mauritius Meeting 2017 2017.11.26
Port Louis, Mauritius

60. Toma K, Oishi K, Yoshimura N, Yatsuda H, Arakawa T, Mitsubayashi K. Regeneratable surface acous-
tic wave (saw) immunosensor for monitoring of physiological information. 2017 Eleventh International
Conference on Sensing Technology (ICST) 2017.12.04 Sydney, Australia

61. Iitani K, Toma K, Arakawa T, Mitsubayashi K. Bio-chemical gas sensor (bio-sniffer) for breath acetalde-
hyde after drink. Bio4Apps2017 2017.12.11 Tokyo, Japan

62. Yokota K, Toma K, Arakawa T, Iwasaki Y, Mitsubayashi K. A mouthguard biosensor with GOD membrane
immobilized by UV curable MPC polymer for saliva glucose monitoring. Bio4Apps2017 2017.12.11 Tokyo,
Japan

63. Yasuda N, Tomoto K, Yokota K, Toma K, Arakawa T, Mitsubayashi K. Mouthguard type controller with
BLE wireless transmission for external equipment. Bio4Apps2017 2017.12.11 Tokyo, Japan

64. Fujimaki H, Iitani K, Sato T, Toma K, Arakawa T, Mitsubayashi K. Bio-fluorometric imaging system
“Sniff-cam” for gaseous ethanol. Bio4Apps2017 2017.12.11 Tokyo, Japan

65. Sugiyama T, Kurihara K, Toma K, Arakawa T, Mitsubayashi K. Glucose-driven decompression device
assembled by dissimilar polymer joining for autonomous artificial pancreas. Bio4Apps2017 2017.12.11
Tokyo, Japan
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66. Oishi K, Toma K, Yoshimura N, Yatsuda H, Arakawa T, Mitsubayashi K. Surface acoustic wave (SAW) im-
munosensor for semi-continuous measurement of anti-mouse IgG. Bio4Apps2017 2017.12.11 Tokyo, Japan

67. Iwasaki K, Chien PJ, Toma K, Arakawa T, Mitsubayashi K. Biochemical gas sensor (bio-sniffer) for
measurement of isopropanol in human breath. Bio4Apps2017 2017.12.11 Tokyo, Japan

68. Ishikawa T, Kuroki Y, Toma K, Arakawa T, Mitsubayashi K. Wireless mouthguard biosensor for mea-
surement of saliva glucose. Bio4Apps2017 2017.12.11 Tokyo, Japan

69. Aota T, Ye M, Toma K, Arakawa T, Mitsubayashi K. Acetone biosensor based on secondary alcohol
dehydrogenase (S-ADH). Bio4Apps2017 2017.12.11 Tokyo, Japan

70. Mitsubayashi K. Non-Invasive biosensing for healthcare and future medicine. International conference on
BioSensors, BioElectronics, BioMedical Devices 2017.12.12 Tokyo, Japan

71. 三林浩二. 日常医療 · 未病医療のための生体センシングとデバイス開発. 「生体センシング」セミナー (主
催：情報機構) 2017.12.15

[特許]

1. ＵＶ—ＬＥＤ光源を用いたバイオセンサシステム, 公開番号：2015-108472

[受賞]

1. BEST PRESENTATION AWARD, 2017年 03月

2. 17 SAS インテリジェントシンポジウム ポスター賞, 17 SAS インテリジェントシンポジウム, 2017年 11月

3. 17 SAS インテリジェントシンポジウム ポスター賞, 17 SAS インテリジェントシンポジウム, 2017年 11月

[その他業績]

1. 「高感度センサーに期待」 ◆朝日新聞（32面）にて, 2017年 02月
糖尿病の早期発見のため、患者の呼気に多く含まれるとされる化合物「アセトン」を測るセンサーを紹介。

2. 「呼気アセトン計測」　◆ NHK-BS「美と若さ　新常識」にて放映, 2017年 05月
開発したアセトンガスセンサによる呼気計測により、脂肪代謝評価。

3. 糖尿病研究, ガバメントクラウドファンディング（佐賀県 NPO支援 × 日本 IDDMネットワーク）, 2017
年 05月
糖尿病に関するバイオ計測技術について、ふるさと納税による政府系 · 自治体クラウドファンディング（佐
賀県 NPO支援と日本 IDDMネットワーク）

4. Implanted Flexible Neural Prostheses and MEMS by Dr. Chengkuo Lee, 190th IBB Seminar, 2017年 05
月
以下のセミナーを主催。Implanted flexible neural interfaces and MEMS devices currently become popular
because they are considered as the viable solution to realize implanted prostheses for novel applications
such as human-machine interface and electroceuticals.

5. コンタクトレンズ型バイオセンサーで血糖値を管理,◆日経テクノロジーオンライン, 2017年 06月
ソフトコンタクトレンズによる涙液糖計測による血糖値評価。

6. "Mulling over the aromas of wine", ◆【NEWS】American Chemical Society, 2017年 07月
Acetaldehyde is frequently found in a lot of places and foods, such as fruits, vegetables and human saliva.
When present in high amounts in wine, it produces an unpleasant odor and affects the fermentation
process. Therefore, it is important for winemakers to monitor the acetaldehyde levels, which can vary with
temperature, pH and oxygen concentrations. Current methods involve trained experts, long processing
times and complex equipment. Kohji Mitsubayashi and colleagues propose a sensitive, versatile detector
that is more selective than its predecessors.

7. シンポジウム７「センサ IoTと分析化学の融合展開」、日本分析化学会第 66年会, 2017年 09月
シンポジウム７「センサ IoTと分析化学の融合展開」を日本分析化学会第 66年会にて主催。
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8. 第七回 次世代センサ研究発表会─次世代のセンサ研究を担う学生による研究発表会─、（東京ビックサイト、
次世代センサ協議会主催）, 2017年 09月
次世代のセンサ研究を担う学生による研究発表会を主催。

9. 「スポーツ医科学のためのセンサ技術 · ドーピング検査およびその産業展開」, 次世代センサフォーラム（東
京ビックサイト、次世代センサ協議会主催）, 2017年 09月
近年ではオリンピックを代表するような公式大会ではドーピング（禁止薬物使用）が社会的な話題になって
おり、医学の観点でのスポーツ科学が関心を集めています。本セッションでスポーツ医科学の領域で「セン
サ技術」「ドーピング検査（分析化学）」で世界をリードする研究者の方々に最新の研究内容をご解説いただ
くと共に、その実用化と事業化の可能性についても紹介。

[社会貢献活動]

1. 大田区医工連携マッチング会, 医科器械会館, 2017年 02月 21日

2. ガバメントクラウドファンディング（ふるさと納税）, 佐賀県、日本 IDDM, 2017年 05月 12日 - 現在

3. センサエキスポジャパン 2017, 東京ビッグサイト, 2017年 09月 13日 - 2017年 09月 15日

4. 医療 · 健康にまつわる研究内容の紹介（アトセンのセンサー）, NHK出版, きょうの健康, 2017年 10月 11日
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バイオ情報
Biomedical Information

教授　　　　中島　義和
技術補佐員　森　照代
大学院生　　杉尾　嘉宏

( 1 ) 研究活動

1. 人工知能による手術動作認識
2. Deep Learningによる脳MR画像の自動セグメンテーションならびにアノテーション
3. 確率的アプローチによる 2D射影計測における誤差確率密度関数の推定
4. 空気圧可変剛性機構の提案と腹腔鏡下手術への応用

( 2 ) 研究業績

[原著]

1. Kim J, Nakajima Y, Kobayashi K. A Suction-Fixing Stiffness-Tunable Liver Manipulator for Laparoscopic
Surgeries IEEE Trans. on Mechatronics. 2017.11; 23(1); 262-273

[講演 · 口頭発表等]

1. Kim J, Nakajima Y, Kobayashi K. Suction-fixing and stiffness-turning manipulator for laparoscopic liver
resection. Computer Assisted Radiology and Surgery (CARS) 2017 2017.06.22

2. Gabin H, Nakajima Y. Recognizing of hand pose in basic surgical tasks using depth images. Computer
Assisted Radiology and Surgery (CARS) 2017 2017.06.23 Barcelona

3. Kaneko T, Shimada J, Nomura F. Measurement of extracellular potential in single cardiomyocytes ar-
ranged on multi-electrode array with agarose microchambers. 9th international conference on Molecular
Electronics and Bioelectronics (M&BE9) 2017.06.26 Kanazawa, Japan

4. Fujii K, Nomura F, Kaneko T. Response of single-cell-level-arranged cardiomyocyte networks on agarose
microchamber by electrical stimulation. 9th international conference on Molecular Electronics and Bio-
electronics (M&BE9) 2017.06.26 Kanazawa, Japan

5. Fujii K, Nomura F, Kaneko T. Analysis of response to external electric stimulations by cardiomyocytes-
network arranged at single-cell-level. 日本生物物理学会 第 55回年会 2017.09.18 熊本

6. 嶋田優斗, 中島義和, 光石衛. ステレオ画像計測による直線状術具ナビゲーションの誤差推定. 第 26回 日本
コンピュータ外科学会大会 2017.10.28

7. 金峻煥, 中島義和, 小林健太, 佐久間一郎. 腹腔鏡下手術における肝切離のための可変剛性吸着機構. 第 26回
日本コンピュータ外科学会大会 2017.10.28

8. Nakajima Y. Integration of sensing, Simulation and AI Analysis in Medicine. The 2nd International
Symposium on Biomedical Engineering 2017.11.09 Tokyo
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9. Nakajima Y. Artificial Intelligence and IoT in Medicine. 1st International Symposium on Frontier of
Science, Technology and Engineering(FOSTE) 2017.11.20 Bangkok
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バイオエレクトロニクス
Bioelectronics

職員
宮原　裕二（教授）
松元　亮（准教授）
合田　達郎（助教）
田畑　美幸（テニュアトラック助教）
堀口　諭吉（プロジェクト助教）
吉住　年弘（特任助教）
宮澤　大樹（特別研究員学振 PD）
松本　裕子（技術補佐員）
諸岡　由桂（技術補佐員）
溝井　千春（技術補佐員）
小瀧　紗代（技術補佐員）
中川　佳世子（事務補佐員）
南端　うらら（事務補佐員）

大学院生
今泉祐輝、海文峰、Chindanai RATANAPORNCHAROEN、藤崎秀輝、Dilinaer AINIWAER、波多野豊晃、
Chattarika KHAMHANGLIT

( 1 ) 分野概要

当分野では、健康で活力ある安心社会の実現を目指し、生体分子とその機能を検出する原理 · 信号変換のメカニズ
ムに関する研究を行う。半導体などのデバイス材料と生体分子との相互作用やその信号変換機構を明らかにし、生
体分子認識反応及び細胞応答の微小な変化を高感度に検出する原理の研究を行う。 これらバイオ高分子 · 高分子
化学 · 半導体技術を融合した機能化バイオデバイスは IT技術 · ホームケア医療 · 遠隔医療システムを実現する技
術として期待される。

１．固／液界面の化学修飾 · ナノ構造創製と生体分子 · 細胞の機能制御に関する研究
　多くのバイオセンサ、バイオチップ、あるいは生体材料は、材料表面と生体分子 · 細胞 · 組織との相互作用を利
用しており、目的に応じた材料表面の機能設計 · 制御が重要となる。本テーマでは固／液界面の化学修飾 · ナノ構
造創製により、基板表面における生体分子認識反応を効率的に行わせるナノ界面を創製する。
２．生体分子 · 細胞の信号変換制御に関する基礎 · 応用研究
　DNA、たんぱく質、細胞など生体を構成する材料の機能と、半導体材料 · デバイス機能との相互作用を明らかに
し、生体分子とその機能を検出する原理、信号変換のメカニズムに関する研究を行う。機能分子を用いて生体分子
と半導体材料のインターフェイスを創出し、生体分子認識を電子の信号に変換するメカニズムの研究を推進する。
これらの研究をとおして、新しい原理に基づくバイオトランジスタを創製し、医療 · 創薬への応用を推進する。
３．機能性高分子材料の合成と生体制御デバイスの開発
　生体の模倣や、生体に対する認知 · フィードバック機能を備えた機能性高分子の創出を通じて、医療や生物学に
貢献する新規な材料やデバイスを開発する。生体において失われた機能を代替する材料 · デバイスの開発に加え、
薬物の新規な細胞内輸送機序、生細胞イメージングを可能とする有機ナノ材料の開発を展開する。
４．バイオエレクトロニクスに関する基礎的研究
　エレクトロニクスとバイオテクノロジーを融合させたバイオエレクトロニクスの創製を進めている。細胞応答
と電界効果トランジスタを組み合わせたバイオトランジスタによる、高次情報処理デバイスの研究と生命科学へ
の応用を進める。また、シリコンなどの半導体材料とイオン電導体材料を組み合わせ、イオンと電子の両方を情
報の担体とすることにより、新しい機能を有する情報処理デバイスに関する基礎研究を行っている。
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( 2 ) 研究活動

１．簡便 · 高スループットな次世代 DNAシーケンシング解析
DNAの塩基配列解析や PCR増幅過程を電気的にラベルフリーで高感度にモニタリングするため，半導体表面に
機能分子ナノインターフェースを創出する．従来の蛍光や生物発光を用いた光学的検出によるDNA塩基配列解析
手法に代わる，小型で安価な次世代 DNAシーケンサーとして期待される．
２．がん早期診断のための簡易検査デバイスの創製
血液に含まれる微量ながんマーカーを迅速かつ高感度に検出するデバイス技術の確立を目指す．精緻な固/液界面
設計により，電極表面における生体分子認識反応を効率的に行うための機能性ナノ有機界面を創製する．さらに，
生体試料に由来する複雑な電気的シグナルの中から目的の情報を高感度に得るための電極材料を検討する．
３．炎症反応における細胞内/外分子動態の解明
生体模倣表面を構築したバイオセンサーを用いて，バクテリア感染やアレルギーに誘導される分子動態を明らか
にする．局所環境における生体分子との動的な相互作用の解明および外部刺激に対する生体応答の低侵襲性モニ
タリングを実現し，医療や生物学に貢献する新規な材料やデバイスを開発する．
４．糖尿病治療のための“人工膵臓”の開発
血糖値変化に対応してインスリン放出制御を行う完全合成型の“人工膵臓”を開発する．これにより糖尿病治療
における患者負担を軽減し，安全性と生活の質を格段に向上させる．

( 3 ) 教育活動

１．担当：大学院教育として、修士課程のバイオメディカル理工学の講義の一部を担当するとともに、修士 · 博士
課程の研究指導を行っている。
２．学習目標：多くの血清生化学成分は生体の代謝サイクルの一部を担っており、その濃度の恒常性は生体の動
的平衡状態の結果として現れている。この代謝経路に変化が起こると、その影響は血液に反映されて血液中の生
化学成分は一定範囲の値からずれ、異常値となる。体液成分の検出方法、及びその濃度制御機構について先端材
料 · 工学技術との融合の観点から学習し、新しい研究動向についての理解を深める。
３．習得する知識 · 技術：DNA、蛋白質、細胞などを実際に用い、取り扱い方、目的に応じた処理方法などを習
得する。生体分子、細胞の機能を計測する手法を実際に体験し、演習で学んだ理論を確認するとともに周辺技術
を含めて習得する。
本研究室で行われている研究に参加し、実験の意義、研究計画の立て方、研究の進め方、結果の解析方法、報告書
のまとめ方などを学ぶ。

( 4 ) 研究業績

[原著]

1. Miyuki Tabata, Yurika Katayama, Fahmida Mannan, Ayaka Seichi, Koji Suzuki, Tatsuro Goda, Akira
Matsumoto, Yuji Miyahara. Label-free and electrochemial detection of nucleic acids based on isothermal
amplification in combination with solid-state pH sensor Procedia Engineering. 2017.01; 168; 419-422

2. Tatsuro Goda, Yuji Miyahara. Calcium-independent binding of human C-reactive protein to lysophos-
phatidylcholine in supported planar phospholipid monolayers Acta Biomaterialia. 2017.01; 48; 206-214

3. Yukichi Horiguchi, Tatsuro Goda, Akira Matsumoto, Hiroaki Takeuchi, Shoji Yamaoka, Yuji Miyahara.
Direct and label-free influenza virus detection based on multisite binding to sialic acid receptors. Biosen-
sors and Bioelectronics. 2017.02; 92; 234-240

4. Yuki Imaizumi, Tatsuro Goda, Daniel F. Schaffhauser, Jun-ichi Okada, Akira Matsumoto, Yuji Miyahara.
Proton-Sensing Transistor Systems for Detecting Ion Leakage from Plasma Membranes under Chemical
Stimuli Acta Biomater.. 2017.03; 50; 502-509

5. Wenfeng Hai, Tatsuro Goda, Hiroaki Takeuchi, Shoji Yamaoka, Yukichi Horiguchi, Akira Matsumoto, Yuji
Miyahara. Specific Recognition of Human Influenza Virus with PEDOT Bearing Sialic Acid-Terminated
Trisaccharides. ACS Appl Mater Interfaces. 2017.04; 9; 14162-14170

6. Wenfeng Hai, Tatsuro Goda, Hiroaki Takeuchi, Shoji Yamaoka, Yukichi Horiguchi, Akira Matsumoto, Yuji
Miyahara. Specific Recognition of Human Influenza Virus with PEDOT Bearing Sialic Acid-Terminated
Trisaccharides ACS Appl. Mater. Interfaces. 2017.04; 9; 14162-14170
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7. Akira Matsumoto, Shohei Sato, Tomoko Sakamaki, Mai Sanjo, Miyuki Tabata, Tatsuro Goda, Taka-aki
Asoh, Akihiko Kikuchi, Yuji Miyahara. Demonstration of Thermo-Sensitive Tetra-Gel with Implication
for Facile and Versatile Platform for a New Class of Smart Gels J. Biomater. Sci. Polym. Ed.. 2017.04;
28; 1000-1009

8. Yukichi Horiguchi, Tatsuro Goda, Akira Matsumoto, Hiroaki Takeuchi, Shoji Yamaoka, Yuji Miyahara.
Direct and Label-Free Influenza Virus Detection Based on Multisite Binding to Sialic Acid Receptors
Biosens. Bioelectron.. 2017.06; 92; 234-240

9. Babita Shashni, Yukichi Horiguchi, Kosuke Kurosu, Hitoshi Furusho, Yukio Nagasaki. Application of
surface enhanced Raman spectroscopy as a diagnostic system for hypersialylated metastatic cancers. Bio-
materials. 2017.07; 134; 143-153

10. A Matsumoto, A J Stephenson-Brown, T Khan, T Miyazawa, H Cabral, K Kataoka, Y Miyahara. Hete-
rocyclic boronic acids display sialic acid selective binding in a hypoxic tumor relevant acidic environment.
Chem Sci. 2017.09; 8(9); 6165-6170

11. Akira Matsumoto, Miyako Tanaka, Hiroko Matsumoto, Kozue Ochi, Yuki Moro-Oka, Hirohito Kuwata,
Hironori Yamada, Ibuki Shirakawa, Taiki Miyazawa, Hitoshi Ishii, Kazunori Kataoka, Yoshihiro Ogawa,
Yuji Miyahara, Takayoshi Suganami. Synthetic "smart gel" provides glucose-responsive insulin delivery in
diabetic mice. Sci Adv. 2017.11; 3(11); eaaq0723

12. T. Yoshizumi, T. Goda, A. Matsumoto, Y. Miyahara. Gas-Sensitive Field-Effect Transistor Incorporat-
ing Polymer Layer and Porous Metal Electrode in the Gate Structure Sensors and Materials. 2017.12;
Accepted;

[書籍等出版物]

1. T. Yoshizumi, Y. Miyahara. Different Types of Field-Effect Transistors - Theory and Applications. InTech,
2017.06 (ISBN : 978-953-51-3176-2)

[総説]

1. 合田達郎. 生体膜を真似る · 生体膜を越える 膜. 2017.03; 42(3); 90-96

[講演 · 口頭発表等]

1. 堀口諭吉. 生体相互作用を知る界面 · ナノ材料の開拓. 機能性有機 · 無機フォーラム 2017.03.04 九州大学伊
都キャンパス　総合学習プラザ大講義室

2. Yuji Miyahara. Exploring Fusion between Life Science and Electronics. 1st International Symposium on
Precision Medicine and Biomedical Technologies 2017.06.03 Carp City Hotel, Quanzhou, China

3. Yuji Miyahara. Functional gate-field effect transistors for electrically neutral molecules. Matrafured 2017
2017.06.13 Thermal Hotel Visegrad Superior, Budapest, Hungary

4. 高振宇, 堀口諭吉, 中井啓, 松村明, 鈴木実, 小野公二, 長崎幸夫. ホウ素含有レドックスナノ粒子:活性酸素
種除去することにより高質なホウ素 捕捉療法を目指す. 第 70回日本酸化ストレス学会学術集会 2017.06.28

5. Babita Shashni, Yukichi Horiguchi, Kosuke Kurosu, Hitoshi Furusho, Yukio Nagasaki. Diagnosis of Hy-
persialylated Metastatic Cancers by Phenylboronic Acid-installed PEGylated Gold Nanoparticle. 第 70
回日本酸化ストレス学会学術集会 2017.06.28 つくば国際会議場、茨城

6. Yuji Miyahara, Miyuki Tabata, Chindanai Ratanaporncharoen, Aoi Asano, Yuichi Kitasako, Masaomi
Ikeda, Tatsuro Goda, Akira Matsumoto, Junji Tagami. Fabrication of needle type pH sensor for quanti-
tative caries detection. European Advanced Materials Congress 2017 2017.08.22 Stockholm, Sweden

7. Babita Shashni, Yukichi Horiguchi, Kosuke Kurosu, Hitoshi Furusho, Yukio Nagasaki. Application of
Surface-Enhanced Raman Spectroscopy for Detection of Hypersialylated Metastatic Cancers. 第 76回 日
本癌学会学術総会 2017.09.28

8. 有馬 彰秀、堀口 諭吉、筒井 真楠、殿村 渉、横田 一道、谷口 正輝、宮原 裕二、川合 知二. 糖鎖修飾ナノポ
アによるウイルス検出と感染能評価. 第 36回化学とマイクロ · ナノシステム学会 2017.10.04



— 844 —

医療デバイス研究部門

9. T. Yoshizumi, T. Nakamoto, Y. Miyahara. A field-effect transistor-based gas sensor incorporating station-
ary phase materials in the gate structure. The 2nd International Symposium on Biomedical Engineering
2017.11.10

10. 合田 達郎、海 文峰、堀口 諭吉、松元 亮、宮原 裕二. シアル酸糖鎖修飾型導電性高分子の創製とインフル
エンザウイルスの電気的検出. 第３９回バイオマテリアル学会大会 2017.11.20

11. 堀口 諭吉、合田 達郎、松元 亮、武内 寛明、山岡 昇司、宮原 裕二. ウイルス認識ナノ粒子を用いた電気抵
抗ナノバルス法によるウイルス計測. 第３９回バイオマテリアル学会大会 2017.11.20 タワーホール船堀、
東京

12. Yukichi Horiguchi, Tatsuro Goda, Akira Matsumoto, Hiroaki Takeuchi, Shoji Yamaoka, Yuji Miyahara.
Investigation of the Influenza Virus Detection System Using Sialic Acid Receptor. The 19th Takayanagi
Kenjiro Memorial Symposium 2017.11.21 Shizuoka University, Shizuoka, Japan

13. Yukichi Horiguchi, Tatsuro Goda, Akira Matsumoto, Hiroaki Takeuchi, Shoji Yamaoka, Yuji Miyahara.
Human Influenza A Virus Detection Using Resistive Pulse Sensing with Nanoparticle-based Molecular
Recognition. 第 27回日本MRS年次大会 2017.12.05 横浜

14. 宮原　裕二. 機能性界面の創製とバイオセンサへの応用. 2017年度印刷 · 情報 · 電子用材料研究会講座　次
世代センシング材料 · 技術と高分子　-現状と課題- 2017.12.15 東京理科大学森戸記念館（東京都新宿区）

15. 宮原裕二. 害物質検出のための機能性バイオ/ナノ界面の設計と構築. 内閣府革新的研究開発推進プログラム
（ImPACTプログラム）進化を超える極微量物質の超迅速センシングシステム（宮田プログラム）シンポジ
ウム（nano tech2016国際ナノテクノロジー総合展 · 技術会議内） 東京ビッグサイト

[特許]

1. 生体物質検出用デバイス、生体物質検出用検出総理、イオン電流の測定方法、及び、生体物質の識別方法, 出
願番号：PCT/JP2017/016041

[その他業績]

1. 「インフルエンザウイルスを高感度かつ選択的に検出する導電性プラスチックの開発」―　ウイルス感染を
その場で診断するウエアラブルデバイスへの応用に期待　―, 2017年 04月
ACS Applied Materials Interfaces

2. 「インフルエンザウイルスを高感度かつ選択的に検出する導電性プラスチックの開発」―　ウイルス感染を
その場で診断するウエアラブルデバイスへの応用に期待　―, 2017年 04月
ACS Applied Materials Interfaces

3. 2017年 05月
ACS Applied Materials Interfaces

4. 2017年 05月
ACS Applied Materials Interfaces
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物質医工学
Material-Based Medical Engineering

教　　　授　　　岸田　晶夫
准　教　授　　　木村　剛
助　　　教　　　橋本　良秀
研　究　員　　　中村　奈緒子（～3月）

脱細胞化再生医療材料学研究部門（～10月）
准　教　授　　　舩本　誠一
講　　　師　　　山下　暁立
助　　　教　　　張　　永巍

秘　　　書　　　日渡　尚美

大学院生（博士）
　　　　　　　　渡邉　政樹

( 1 ) 分野概要

当分野は、素材であるバイオマテリアルの基礎研究から、広く医工学の知識を集約した治療機器の開発研究まで、
「医療への貢献」と「基礎科学の探究」をキーワードに活動している。

( 2 ) 研究活動

医療および歯科医療に貢献する技術を開発するためには、分子レベルでの設計概念の構築とそれを実現するため
のシステム化が必要である。高分子化学、有機化学、物理化学を基盤に、細胞工学、遺伝子工学の技術を用いて具
体的な臨床応用を目指した研究を展開している。具体的な対象領域は、新医用材料開発、再生医療、遺伝子治療
および治療工学である。

（１）脱細胞化生体組織を用いた再生医療
異種細胞の完全な除去、感染性細菌 · ウイルスの除去を目的として生体組織を高静水圧処理する新しい処理法を開
発し、再生医療のための新しいスキャフォールドとしての応用について研究を行っている。

（２）超高圧処理による分子集合体形成
6000 気圧以上の超高圧処理による水素結合性分子集合体形成について、基礎および応用研究を行っている。具体
的な応用例として DNA との複合化による遺伝子送達システムの研究を行っている。

（３）細胞外マトリクスリモデリング
人工的に再構築した細胞外マトリクス構造体を用いた組織再構築に関する研究を行っている。具体的には、精密
設計した人工細胞外マトリクス構造体の人工皮膚および人工角膜としての応用について研究を行っている。

（４）免疫制御を目指した特異的な細胞捕獲 · 放出技術の創出
がん免疫治療において、免疫反応を負に制御する制御性 T 細胞（Treg）を除去することで、抗腫瘍免疫応答を増
強できることが明らかとなっている。界面科学を基盤としてTreg を高効率かつ intact な状態で捕獲 · 回収する技
術開発を行っている。
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( 3 ) 教育活動

医療に貢献する技術について、分子レベルからデバイスまでを対象に、基礎知識から開発に必要な分子設計論ま
でを講義する。
大学院医歯学総合研究科では、生体機能材料学特論、応用生体材料学、医歯薬産業技術特論を担当している。

( 4 ) 研究業績

[原著]

1. Jun Negishi, Yoshihide Hashimoto, Akitatsu Yamashita, Tsuyoshi Kimura, Akio Kishida, Seiichi Fu-
namoto. Histological structure affects recellularization of decellularized arteries. Mater Sci Eng C Mater
Biol Appl. 2017.01; 70(Pt 1); 450-455

2. G.E. Cinay, P. Erkoc, M. Alipour, Y. Hashimoto, Y. Sasaki, K. Akiyoshi, S. Kizilel. Nanogel-integrated pH
responsive composite hydrogels for controlled drug delivery. ACS Biomaterials Science and Engineering.
2017.01; 3(3); 370-380

3. Ryo Harada, Seiichi Funamoto, Jun Negishi, Yusuke Kasahara, Tsuyoshi Kimura, Kwangwoo Nam, Toru
masuzawa, Akio Kishida, Tetsuya Higami. Novel Adhension device for living tissue The Sapporo Medhical
Journal. 2017.03; (85); 57-65

4. Hiroki Maeda, Hiroshi Kobayashi, Takayuki Miyahara, Yoshihide Hashimoto, Kazunari Akiyoshi, Shohei
Kasugai. Effects of a polysaccharide nanogel-crosslinked membrane on wound healing. J. Biomed. Mater.
Res. Part B Appl. Biomater.. 2017.04; 105(3); 544-550

5. Jun Negishi, Yoshihide Hashimoto, Akitatsu Yamashita, Yongwei Zhang, Tsuyoshi Kimura, Akio Kishida,
Seiichi Funamoto. Evaluation of small-diameter vascular grafts reconstructed from decellularized aorta
sheets. J Biomed Mater Res A. 2017.05; 105(5); 1293-1298

6. Tsuyoshi Kimura, Naoko Nakamura, Kanji Umeda, Yoshihide Hashimoto, Akio Kishida. Capture and
release of cells using a temperature-responsive surface that immobilizes an antibody through DNA duplex
formation. J Biomater Sci Polym Ed. 2017.07; 28(10-12); 1172-1182

[総説]

1. 橋本良秀, 舩本誠一, 根岸淳, 岸田晶夫. 人工角膜の最前線 材料の科学と工学. 2017.02; 54(1); 10-13

2. 根岸淳, 山下暁立, 舩本誠一. 生体組織 · 臓器 · 細胞外マトリックスを原料とする生体材料 材料の科学と工
学. 2017.02; 54(1); 6-9

3. Y. Sawa, G. Matsumiya, K. Matsuda, E. Tatsumi, T. Abe, K. Fukunaga, S. Ichiba, A. Kishida,他. Journal
of Artificial Organs 2016:the year in review J. Artif Organs. 2017.03; 20(1); 1-7

4. K. Akazawa, K. Iwasaki, M. Nagata, N. Yokoyama, H. Ayame, K. Yamaki, Y. Tanaka, I. Honda, C.
Morioka, T. Kimura, M. Komaki, A. Kishida, Y. Izumi, I. Morita. Cell transfer technology for tissue
engineering Inflammation and Regeneration. 2017.10; 37(21); 1-6

5. 岸田晶夫. 実用化のために必要と考えられる安全性評価について「脱細胞化組織」バイオマテリアル. 2017.10;
35(4); 242-247

[講演 · 口頭発表等]

1. 岸田晶夫. バイオマテリアルの「生体適合性」について. 生体医療 · 福祉材料分野 第 1回細胞 · 動物実験講
習会 2017.01.07 東京

2. 木村剛, 中村奈緒子, 巻口遥翔, 橋本良秀, 坂口志文, 木村俊作, 岸田晶夫. 制御性Ｔ細胞の選択的捕獲 · 回収
と機能評価. 第 26回インテリジェント材料 · システムシンポジウム 2017.01.11 東京都

3. 窪田宰明, 中村奈緒子, 橋本良秀, 木村剛, 岸田晶夫. がんワクチン治療への応用を目指した免疫原性細胞死
(ICD)の新規誘導法. 第 14回日本免疫治療学研究会学術集会 2017.02.11 東京
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4. 舩本誠一, 橋本良秀, 根岸淳, 佐々木秀次, 木村剛, 小林尚俊, 岸田晶夫. 脱細胞化角膜を用いた角膜再生への
アプローチ. 第 19回日本異種移植研究会 2017.02.25 京都

5. 中村奈緒子, 木村剛,橋本良秀, 藤里俊哉, 岸田晶夫. 人工歯周組織開発のための人工歯-歯根膜マトリクスの
結合に関する検討. 第 16回日本再生医療学会総会 2017.03.07 宮城

6. 木村剛, 猪狩優花, 中村奈緒子, 橋本良秀, 藤里俊哉, 小田原あおい, 鈴木郁郎, 岸田晶夫. 脱細胞化スライス
脳を用いた in vitro三次元脳組織の再構築. 第 16回日本再生医療学会総会 2017.03.07 宮城

7. 窪田宰明, 中村奈緒子, 橋本良秀, 木村剛, 岸田晶夫. がんワクチン治療への応用を目指した免疫原性細胞死
（ICD）の新規誘導に関する研究. 第 26回ライフサポート学会フロンティア講演会 2017.03.10 東京

8. T. Kimura, N. Nakamura, Y. Hashimoto, A. Odawara, I. Suzuki, A. Kishida. Neural network reconstruc-
tion on sliced acellular brains for brain organoids. SFB2017 Annual Meeting and Exposition 2017.04.05
Minneapolis,USA

9. T. Kimura, N. Nakamura, Y. Hashimoto, S. Sakaguchi, S. Kimura, A. Kishida. Selective capture of
regulatory T cells for cancer immunotherapy. SFB2017 Annual Meeting and Exposition 2017.04.05 Min-
neapolis,USA

10. T. Kimura, N. Nakamura, Y. Hashimoto, S. Sakaguchi, S. Kimura, A. Kishida. Label-free capture of
lymphocytes using a surface immobilizing antibody. 第 66回 高分子学会年次大会 2017.05.29 千葉県

11. 木村剛, 窪田宰明, 中村奈緒子, 橋本良秀, 岸田晶夫. がんワクチンへの応用を目指した免疫原性細胞死誘導
細胞の調製. 第 66回 高分子学会年次大会 2017.05.29 千葉

12. Tsuyoshi Kimura, Naoko Nakamura, Yoshihide Hashimoto, Shimon Sakaguchi, Shunsaku Kimura,Akio
Kishida. Label-free capture and collection of lymphocytes using a surface immobilizing antibody. 第 66
回高分子学会年次大会 2017.05.29 千葉県

13. 根岸淳, 橋本良秀, 山下暁立, 張永巍, 舩本誠一, 岸田晶夫. 脱細胞化動脈構造の再細胞化への影響解析. 平成
29年度繊維学会年次大会 2017.06.07

14. 岸田晶夫. 脱細胞化生体組織を用いた「再生工学」の現況と未来. 第 63回　知の拠点セミナー 2017.06.16
東京

15. Akio Kishida. Biomedical application of decellularized tissues. ASAIO 63rd Annual Conference 2017.06.21
Chicago,USA

16. Naruki Kimura, Yoshihide Hashimoto, Seiichi Funamoto, Akio Kishida, Yongwei Zhang, Akitatsu Ya-
mashita, Kei Oya, Takeo Nakano. Fabrication of visible marker on decellularized tissue for ultrasonogra-
phy via reactive sputtering. 2017 TERMIS-EU Conference 2017.06.26 Davos, Switzerland

17. 木村剛, 中村奈緒子, 橋本良秀, 坂口志文, 木村俊作, 岸田晶夫. 免疫系セルセパレーターの開発を目指した界
面設計. 第 46回 医用高分子シンポジウム 2017.07.25 東京

18. 岸田晶夫. 材料開発を専門としない研究者のための最新の生体材料事情. 第 55 回日本人工臓器学会大会
2017.09.01 東京都

19. 木村剛, 中村奈緒子, 寺村裕治, 岸田晶夫. 種々の脱細胞化法による脱細胞化腎臓の調整. 第 55回日本人工臓
器学会大会 2017.09.01 東京都

20. 中村奈緒子, 木村剛, 山田将博, 藤里俊哉, 辻孝, 岩田博夫, 岸田晶夫. 脱細胞化技術を用いた硬組織再生. 第
55回日本人工臓器学会大会 2017.09.01 東京都

21. 木村剛, 中村奈緒子, 橋本良秀, 小田原あおい, 鈴木郁郎, 岸田晶夫. 脱細胞化スライス脳上への神経細胞播種
による神経ネットワーク構築. 第 55回日本人工臓器学会大会 2017.09.01 東京都

22. 木村剛, 中村奈緒子, 橋本良秀, 山下暁立, 舩本誠一, 藤里俊哉, 岸田晶夫. ファイバー複合化血管内膜マトリ
クス上の in vitro 細胞挙動評価. 第 55回日本人工臓器学会大会 2017.09.01 東京都

23. 木村剛, 中村奈緒子, 橋本良秀, 小田原あおい, 鈴木郁郎, 岸田晶夫. 脱細胞化スライス脳への神経細胞播種法
の検討. LIFE2017 2017.09.15 東京都

24. 鈴木章悟, 篠原悟史, 鳥井昭吾, 神田英輝, 後藤元信, 中村奈緒子, 木村剛, 岸田晶夫. 液化ジメチルエーテル
を用いた生体材料創製. 化学工学会第 49回秋季大会 2017.09.20 名古屋
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25. 木村剛, 中村奈緒子, 橋本良秀, 坂口志文, 木村俊作, 岸田晶夫. 抗体固定化フィルターを用いた免疫細胞補集.
第 66回高分子討論会 2017.09.20 愛媛県

26. 中村奈緒子, 木村剛, 岡田正弘, 藤里俊哉, 岸田晶夫. 再生型人工歯周組織ユニットの創製に向けた人工歯根
表面改質. 第 66回高分子討論会 2017.09.20 愛媛県

27. 木村剛, 中村奈緒子, 橋本良秀, 藤里俊哉, 岸田晶夫. 血管スキャフォールドへのファイバー被覆化による力
学機能制御. 第 66回高分子討論会 2017.09.20 愛媛県

28. 岸田晶夫. 高静水圧処理による脱細胞化生体組織の開発とその医療応用. 化学工学会第 49 回秋季大会
2017.09.20 名古屋

29. Tsuyoshi Kimura,Takaaki Kubota,Naoko Nakamura,Yoshihide Hashimoto,Akio Kishida. Preparation of
ICD induced cancer cells and activation of immune system. iLIM-2 2017.09.29 Nagoya,Japan

30. 岸田晶夫. これならわかる「抗血栓性材料の基礎」. 第 7回 CSJ化学フェスタ 2017 2017.10.18 東京

31. Akio Kishida. Preparation, characterization and in vivo performance of decellularized cornea. The 6th
Asian Biomaterials Congress 2017.10.25 India

32. Masahiro Okada, Takuya Matsumoto, Akio kishida, Tsuyoshi Kimura. Brush-like hydroxyapatite coating
on biodegradable polymer substrate at low temperature. The 2nd International Symposium on Biomedical
Engineering 2017.11.09 Tokyo

33. Hironobu Takahashi, Tsuyoshi Kimura, Akio kishida, Tatsuya Shimizu. 3D construction of anisotropic
cell sheets combined with membranous structures. The 2nd International Symposium on Biomedical
Engineering 2017.11.09 Tokyo

34. Masaya Yamamoto, Tsuyoshi Kimura, Akio kishida. Raman spectroscopic imaging analysis of decellular-
ized joint tissue. The 2nd International Symposium on Biomedical Engineering 2017.11.09 Tokyo

35. Ikuro Suzuki, Aoi Odawara, Naoko Nakamura, Akio Kishida, Tsuyoshi Kimura. Reconstruction of brain
circuit on decellularized brain tissue. The 2nd International Symposium on Biomedical Engineering
2017.11.09 Tokyo

36. Naruki Kimura, Kei Oya, Yoshihide Hashimoto, Yuki Suzuki, Yuichiro Nawa, Seiichi Funamoto, Akio
Kishida, Takeo Nakano. Sputter-deposition of distinguishable marker on decellularized tissue for non-
invasive imaging techniques. The 2nd International Symposium on Biomedical Engineering 2017.11.09
Tokyo

37. Naoko Nakamura, Tsuyoshi Kimura, Masahiro Yamada, Toshiya Fujisato, Takashi Tsuji, Akio Kishida.
Periodontal tissue reconstruction ising artificial tooth and decellularized PDL matrix. The 2nd Interna-
tional Symposium on Biomedical Engineering 2017.11.09 Tokyo

38. Naoko Nakamura, Tsuyoshi Kimura, Yoshihide Hashimoto, Shimon Sakaguchi, Shunsaku Kimura, Akio
Kishida. Label-free capture and collection of target cells using a surface immobilizing antibody via
desthiobiotin-avidin interaction. The 2nd International Symposium on Biomedical Engineering 2017.11.09
Tokyo

39. Jun Negishi, Seiichi Funamoto, Yoshihide Hashimoto, Akitatsu Yamashita, Yongwei Zhang, Akio Kishida.
Evaluation of adult and fetal porcine decellularized tissues. The 2nd International Symposium on Biomed-
ical Engineering 2017.11.09 Tokyo

40. 橋本良秀. ソフトナノ粒子の集積化による再生医療用材料の開発. 日本真空学会 機能薄膜部会 ナノ構造機
能創成専門部会 第 8回研究会 2017.11.16 東京

41. 木村成輝，鈴木夕稀，名和裕一朗，橋本良秀，舩本誠一，張永巍，山下暁立，大家渓，岸田晶夫，中野武雄.
スパッタ法を用いた超音波造影下で視認可能な脱細胞化組織用薄膜マーカーの作製. 第 39回日本バイオマ
テリアル学会大会 2017.11.20 東京都

42. 木村 剛，近藤真由香，中村奈緒子，橋本良秀，藤里俊哉，岸田晶夫. 脱細胞化血管上での in vitro細胞挙動
における脱細胞化法の影響. 第 39回日本バイオマテリアル学会大会 2017.11.20 東京都

43. 橋本良秀, 山下暁立, 根岸淳，張永巍 木村剛, 舩本誠一 岸田晶夫. 多分岐 PEG修飾脱細胞化心膜の開発と癒
着防止材への応用. 第 39回日本バイオマテリアル学会大会 2017.11.20 東京都



— 849 —

生命理工学講座

44. 中村奈緒子，木村 剛，山田将博，藤里俊哉，辻 孝，岩田博夫，岸田晶夫. 三次元構造を有する脱細胞化組織
を用いた硬組織再構築. 第 39回日本バイオマテリアル学会大会 2017.11.20 東京都

45. 木村 剛，中村奈緒子，橋本良秀，坂口志文，木村俊作，岸田晶夫 . 抗体固定化フィルターによる免疫細胞の
捕集. 第 39回日本バイオマテリアル学会大会 2017.11.20 東京都

46. 岸田晶夫，由井伸彦. 日本学術会議提言～医療を支えるバイオマテリアル研究に関する提言～. 第 39回日本
バイオマテリアル学会大会 2017.11.20 東京都

47. Akio Kishida. Control of biological response of polymers by surface modification. APA2017 2017.11.23
India

48. T. Kimura, N. Nakamura, Y. Hashimoto, A. Kishida. Development of an antibody immobilizing device
for label-free selective capture and collection of stem cells. TERMIS-AM 2017 2017.12.03

49. 鈴木夕稀, 木村成輝, 橋本良秀, 舩本誠一, 大家渓, 岸田晶夫, 中野武雄. 超音波造影で視認可能な生体由来材
料用マーカーの作製. 第 30回 バイオエンジニアリング講演会 2017.12.14 京都

50. 木村成輝, 橋本良秀, 舩本誠一, 大家渓, 鈴木夕稀, 名和裕一朗, 岸田晶夫, 中野武雄. チタン薄膜をスパッ
タした脱細胞化組織の生物学的評価. 日本バイオマテリアル学会 北陸信越ブロック 第 6回若手研究発表会
2017.12.15 長野県

[受賞]

1. 第 15回 IBB BioFuture Research Encouragement Prize研究発表会 優秀賞 (窪田宰明), 2017年 01月

2. 第 19回日本異種移植研究会　優秀賞（舩本誠一）, 日本異種移植研究会, 2017年 02月

3. 第 26回ライフサポート学会 フロンティア講演会 奨励賞 (窪田宰明), 日本ライフサポート学会, 2017年 03月

4. SYIS Best Poster Award (木村成輝), Tissue Engineering and Regenerative Medicine International Society,
2017年 06月

[その他業績]

1. 実用化へと進む多彩な幹細胞　 iPS細胞以外にも有力な細胞や戦略あり, 2017年 10月
ニュートン　 2017年 10月号　 pp.54～ pp.67　
iPS細胞以外の臨床応用や、移植無しの再生医学についての特集
阿久津英憲、岸田晶夫、千葉親文、家田真樹、末盛博文、山中伸弥

2. 体内で本物におきかわるコラーゲン製の「バイオ組織」, 2017年 11月
ニュートン　 2017年 11月号　 pp.65
「臓器の骨組みで再生させるという考え方もある」
の部分を担当

3. ASAIO参加印象記, 2017年 12月
人工臓器 Vol.46　 No.3　掲載
第 63回 ASAIO参加印象記
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薬化学
Organic and Medicinal Chemistry

教　　　授　影近　弘之
助　　　教　森　　修一
助　　　教　湯浅　磨里
技術補佐員　河内　恵美子
事務補佐員　鹿摩　眞弓
大学院生
（博士課程）デリホマル · アニワル
　　　　　　岡崎　優祐
　　　　　　杖本　望
　　　　　　五領田　小百合
　　　　　　横尾　英知
（修士課程）飯沼　大翔
　　　　　　今井田　和紘
　　　　　　岩下　涼平
　　　　　　及川　剛志
　　　　　　野地　優希
　　　　　　平野　道丈
　　　　　　三浦　孝大
　　　　　　加藤　大輝
　　　　　　小松　千紘
　　　　　　塚本　理穂

( 1 ) 分野概要

薬化学分野では、有機化学を基盤とした生理活性物質や機能性分子の創製を主な研究目的としている。医薬化学
研究では、単に活性物質の構造修飾や計算化学的な活性構造の考察にとどまらず、実際に医薬品としての臨床応
用を志向した創薬研究に取り組んでいる。また、細胞内情報伝達系を構築する基本的な情報を網羅的に解析する
ための方法論の開発や、芳香族アミド類の立体特性を基盤として材料化学、物性科学への展開を志向した研究を
行っている。具体的には以下の研究課題を遂行している。
１）レチノイドの創薬研究
レチノイドは細胞の分化 · 増殖、形態形成などの基本的な生命現象を特異的に制御する。レチノイドの特異的機能
の解明と医薬への応用を目的に新規レチノイドの創製を行っている。一方、本分野で設計、合成した芳香族アミ
ド Am80は白血病（APL）の治療薬として認可されており、その適応拡大（自己免疫疾患，心血管系疾患，神経
変性疾患など）をはかる。
２）核内受容体を分子標的とした医薬化学研究
リガンド依存的転写因子である核内受容体は、癌、骨粗鬆症、糖尿病、動脈硬化など様々な疾患の発症と治療に関
わっている。本研究課題では、様々な核内受容体の内因性及び合成リガンドを探索、創製し、上記疾患の治療薬
開発の基盤をつくる。また、ヒストンメチル化酵素などの転写制御因子の機能制御剤の開発も行う。一方、ホウ
素クラスターであるカルボランなどの新規ファーマコフォアの探索とその応用を検討する。
３）細胞内情報伝達機構解析に有用な機能性蛍光物質の開発
細胞内情報伝達系を構築する基本的な情報を網羅的に解析するための方法論の開発を目指す。具体的には、様々
な反応性をもつ蛍光物質を設計、合成し、細胞系における蛍光特性の変化から基質の同定等を行う。
４）芳香族アミドの立体特性と機能性分子創製
芳香族アミドならびに関連する官能基（ウレア，グアニジンなど）が N-メチル化されるとシス型構造を優先する
ことを見いだしている。この立体特性を用いて、らせんや芳香環多層構造等のユニークな立体構造と動的挙動を
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有する芳香族分子を創製し、機能性分子の設計に応用する。

( 2 ) 教育方針

薬化学研究に必要な有機化学、医薬化学、ケミカルバイオロジー分野ならびにその周辺分野の教育を大学院生や
大学院研究生に対して行っている。

( 3 ) 研究業績

[原著]

1. Oya, Y.; Mondal, A.; Rawangkan, A.; Umsumarng, S.; Iida, K.; Watanabe, T.; Kanno, M.; Suzuki, K.; Li,
Z.; Kagechika, H.; Shudo, K.; Fujiki, H.; Suganuma, M.. Down-regulation of histone deacetylase 4, － 5
and － 6 as a mechanism of synergistic enhancement of apoptosis in human lung cancer cells treated with
the combination of a synthetic retinoid, Am80 and green tea catechin Journol of Nutritional Biochemistry.
2017.01; 42; 7-16

2. Tsuji, M.; Shudo, K.; Kagechika, H.. The receptor subtype selectivity of retinoid X and retinoic acid
re-ceptors via quantum mechanics FEBS Open Bio. 2017.03; 7; 391-396

3. Suzuki Yukina, Akima Ryunosuke, Murayama Takashi, Kurebayashi Nagomi, Ishigami-Yuasa Mari, Mori
Syuichi, Kagechika Hiroyuki, Suzuki Junji, Kanemaru Kazunori, Iino Masamitsu, Oyamada Hideto,
Oguchi Katsuji, Ogawa Haruo, Toyoshima Chikashi, Sakurai Takashi. A novel screening method for
drugs inhibiting type 1 ryanodine receptor (RyR1) by ER Ca2+ monitoring JOURNAL OF PHARMA-
COLOGICAL SCIENCES. 2017.03; 133(3); S195

4. 根岸 真生, 古賀 瞳, 森 修一, 影近 弘之, 棚谷 綾. PRアンタゴニスト活性を有するスルフォンアミド誘導体
の創製 日本薬学会年会要旨集. 2017.03; 137年会 (2); 229

5. 杖本 望, 森 修一, 河内 恵美子, 影近 弘之. ペンタフルオロスルファニル基を有するレチノイドの創製 日本
薬学会年会要旨集. 2017.03; 137年会 (2); 241

6. Perri, M.; Caroleo, Nannan M. C.; Gallelli, L. L.; De Sarro, G.; Kagechika, H.; Cione, E.. 9-cis Retinoic
acid modulates myotrophin expression and its miR in physiological and pathophysiological cell models
Experimental Cell Research. 2017.04; 354; 25-30

7. Hoang, H. N.; Nagashima, Y.; Mori, S.; Kagechika, H.; Matsuda, T.. CO2-expanded bio-based liquids as
novel solvents for enantioselective biocatalysis Tetrahedron . 2017.05; 73(20); 2984-2989

8. Nguyen, B. N.; Okuno, Y.; Ajiro, M.; Iida, K.; Denawa, M.; Yamamoto, M.; Sakamoto, N.; Kagechika,
H.; Hagiwara, M.. Retinoid derivative Tp80 exhibits anti-hepatitis C virus activity through restoration of
GI-GPx expression Journal of Medical Virology. 2017.05; 89(7); 1224-1234

9. Hai Nam Hoang, Nagashima Yoshihiro, Mori Shuichi, Kagechika Hiroyuki, Matsuda Tomoko. CO2-
expanded bio-based liquids as novel solvents for enantioselective biocatalysis TETRAHEDRON. 2017.05;
73(20); 2984-2989

10. Yuki Yoshizaki, Takayasu Mori, Mari Ishigami-Yuasa, Eriko Kikuchi, Daiei Takahashi, Moko Zeniya,
Naohiro Nomura, Yutaro Mori, Yuya Araki, Fumiaki Ando, Shintaro Mandai, Yuri Kasagi, Yohei Arai,
Emi Sasaki, Sayaka Yoshida, Hiroyuki Kagechika, Tatemitsu Rai, Shinichi Uchida, Eisei Sohara. Drug-
Repositioning Screening for Keap1-Nrf2 Binding Inhibitors using Fluorescence Correlation Spectroscopy.
Sci Rep. 2017.06; 7(1); 3945

11. Ishigami-Yuasa, M.; Watanabe, Y.; Mori, T.; Masuno, H.; Fujii, S.; Kikuchi, E.; Uchida, S.; Kagechika,
H.. Development of WNK signaling inhibitors as a new class of antihypertensive drugs Bioorganic and
Medicinal Chemistry. 2017.06; 25(14); 3845-3852

12. Mari Ishigami-Yuasa, Yuko Watanabe, Takayasu Mori, Hiroyuki Masuno, Shinya Fujii, Eriko Kikuchi,
Shinichi Uchida, Hiroyuki Kagechika. Development of WNK signaling inhibitors as a new class of antihy-
pertensive drugs. Bioorg. Med. Chem.. 2017.07; 25(14); 3845-3852
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13. Yoshioka, H.; Yamada, A.; Nishiyama, Y.; Kagechika, H.; Hashimoto, Y.; Fujii, S.. Development of non-
steroidal glucocorticoid receptor modulators based on N-benzyl-N-(4-phenoxyphenyl)benzenesulfonamide
scaffold Bioorganic and Medicinal Chemistry. 2017.07; 25(13); 3461-3470

14. Yoshizaki, Y.; Mori, T.; Ishigami-Yuasa, M.; Kikuchi, E.; Takahashi, D.; Zeniya, M.; Nomura, N.; Mori,
Y.; Araki, Y.; Ando, F.; Mandai, S.; Kasagi, Y.; Arai, Y.; Sasaki, E.; Yoshida, S.; Kagechika, H.;
Rai, T.; Uchida, S.; Sohara, E.. Drug-Repositioning Screening for Keap1-Nrf2 Binding Inhibitors using
Fluorescence Correlation Spectroscopy Science Reports. 2017.07; 7; 3945

15. Mori, S.; Hirano T.; Takaguchi, A.; Fujiwara, T.; Okazaki, Y.; Kagechika, H.. Selective Reagent for
Detection of N-ε-Monomethylation of a Peptide Lysine Residue through SNAr Reaction European Journal
of Organic Chemistry. 2017.07; 3606-3611

16. Shuichi Mori, Tomoya Hirano, Asuka Takaguchi, Takashi Fujiwara, Yusuke Okazaki, and Hiroyuki Kagechika.
Selective reagent for detection of N-epsilon-monomethylation of peptide lysine residue via SNAr reaction
Eur. J. Org. Chem.. 2017.07; 3603-3611

17. Hoang Hai N., Granero-Fernandez Emanuel, Yamada Shinjiro, Mori Shuichi, Kagechika Hiroyuki, Medina-
Gonzalez Yaocihuatl, Matsuda Tomoko. Modulating Biocatalytic Activity toward Sterically Bulky Sub-
strates in CO2-Expanded Biobased Liquids by Tuning the Physicochemical Properties ACS SUSTAIN-
ABLE CHEMISTRY & ENGINEERING. 2017.11; 5(11); 11051-11059

18. Mori Shuichi, Takagaki Ryohei, Fujii Shinya, Urushibara Ko, Tanatani Aya, Kagechika Hiroyuki. 二級ア
ルコール含有m-カルボラン基盤の新規非ステロイド性プロゲステロン受容体リガンド　リガンド活性に及ぼ
す対掌性の影響 (Novel Non-steroidal Progesterone Receptor Ligands Based on m-Carborane Containing a
Secondary Alcohol: Effect of Chirality on Ligand Activity) Chemical & Pharmaceutical Bulletin. 2017.11;
65(11); 1051-1057

19. Yuta Endo, Taku Kasahara, Kenicni Harada, Miwa Kubo, Tadahiro Etoh, Masami Ishibashi, Aki Ishiyama,
Masato Iwatsuki, Kazuhiko Otoguro, Satoshi O Mura, Gokithi Akisue, Tomoya Hirano, Hiroyuki Kagechika,
Yoshiyasu Fukuyama, Ayumi Ohsaki. Sucupiranins A-L, Furanocassane Diterpenoids from the Seeds of
Bowdichia virgilioides. J. Nat. Prod.. 2017.12; 80(12); 3120-3127

[書籍等出版物]

1. 竹本　佳弘. ラボで実践　コミュニケーション術２. 羊土社（実験医学）, 2017.01 (ISBN : 978-4-7581-0160-8)

2. 竹本　佳弘. ラボで実践　コミュニケーション術３. 羊土社（実験医学）, 2017.02 (ISBN : 978-4-7581-0161-5)

3. 竹本佳弘. ラボで実践　コミュニケーション術４. 羊土社（実験医学）, 2017.03 (ISBN : 978-7581-0162-2)

4. 竹本佳弘. ラボで実践　コミュニケーション術６. 羊土社（実験医学）, 2017.05 (ISBN : 978-4-7581-0164-6)

5. 西村　栄美. 概論ーライフステージに伴う組織幹細胞システムの変遷と老化. 羊土社, 2017.05 (ISBN :
978-4-7581-0163-9)

6. 竹本佳弘. ラボで実践　コミュニケーション術７. 羊土社（実験医学）, 2017.06 (ISBN : 978-4-7581-0165-3)

7. 竹本佳弘. ラボで実践　コミュニケーション術８. 羊土社（実験医学）, 2017.07 (ISBN : 978-4-7581-0166-0)

[総説]

1. 平野智也, 森修一, 影近弘之. ヒストンメチル化酵素を標的とする創薬およびケミカルバイオロジー研究
MedChem News. 2017.11; 27(4); 208-212

[講演 · 口頭発表等]

1. 鈴木 志奈，秋間 龍之介，村山 尚，呉林 なごみ，湯浅 磨里，森 修一，影近 弘之，鈴木 純二，金丸 和典，
飯野 正光，小山田 英人，木内 祐二，小川 治夫，豊島 近，櫻井 隆.. 小胞体 Ca2+モニタリングによる 1型
リアノジン受容体活性抑制薬の新規スクリーニング法. 第 90回 日本薬理学会 2017.03.15

2. 岩下 涼平，藤井 晋也，湯浅 磨里，河内 恵美子，影近 弘之. ベンズアニリドを骨格に持つ新規芳香族炭化
水素受 容体リガンドの創製. 日本薬学会 第 137年会 2017.03.24
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3. 湯浅 磨里, 影近 弘之. 急性骨髄性白血病細胞株Kasumi-1における Am80（タミバロテン）と各種エピジェ
ネティック阻害薬との併用効果. 第 21回日本がん分子標的治療学会学術集会 2017.06.14 福岡

4. 田村 真衣，呉林 なごみ，村山 尚，湯浅 磨里，森 修一，影近 弘之，鈴木 純二，金丸 和典，飯野 正光，櫻井
隆. 小胞体 Ca2+のモニタリングによる 2型リアノジン受容体抑制薬の探索. 第 136回 日本薬理学会関東部
会 2017.07.08

5. 湯浅 磨里、浴本 久雄、影近 弘之. 合成レチノイド Am80 とエピジェネティック阻害剤との併用効果と RAR
α 発現量の相関. 第 35回 メディシナルケミストリーシンポジウム 2017.10.25

6. 湯浅 磨里、浴本 久雄、影近 弘之. ヒト白血病細胞増殖抑制効果における合成レチノイド Am80とエピジェ
ネティック阻害剤との併用効果. 2017年度生命科学系学会合同年次大会 2017.12.06

7. Ishigami-Yuasa, M., Ekimoto, H., Kagechika, H.. Synergistic inhibition of several human cancer cell
proliferations by a synthetic retinoid tamibarotene (Am80) in combination with the epigenetic modulators.
FASEB meeting on retinoid Florida, USA

8. Tsuemoto, N., Mori, S., Kawachi, E., Kagechika, H.. Design and synthesis of novel RAR ligands containing
pentafluorosulfanyl group. FASEB meeting on retinoid Florida, USA

[特許]

1. Lck binding protein, 特許番号：United States Patent 5891673

2. IKK3 kinase, 特許番号：United States Patent 6576439

3. A protein kinase (IKK4) involved in the phosphorrylation of IKB, 特許番号：WO/2001/044444

[Works]

1. 発現ベクター　 http://dna.brc.riken.jp/search/dep3357.html, その他, 理化学研究所
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生命有機化学
Chemical Bioscience

教授　　　　細谷孝充
准教授　　　吉田　優
助教　　　　西山義剛
研究支援者　森田隆太
技術補佐員　三澤善大，陌間由貴，
　　　　　　栗原ともこ
大学院生　　金本和也，内田圭祐，
　　　　　　目黒友啓，中村　悠，
　　　　　　伊藤晴海，六浦弘太郎，
　　　　　　キム　ヨンチャン，
　　　　　　田村祐也，陳　勝男，
　　　　　　藤井　咲，松澤　翼，
　　　　　　安立啓介，小沢早紀，
　　　　　　鎌田修平，清水敬太，
　　　　　　寺嶌紀和，徳永直也，
　　　　　　宮田敬大

( 1 ) 分野概要

有機合成化学（ものつくり）を基盤として、生命科学現象の解明と制御に有用な分子プローブ（便利な道具）の開
発と方法論の開拓を目指している。

( 2 ) 研究活動

（１）ベンザインの新しい発生法と利用法の開発
ベンザインは、ベンゼン環の炭素–炭素結合の一つが三重結合となった高反応性化学種であり、種々の基質と反応
させることで、複素環を含む多様な多置換ベンゼン類を容易に構築することができる。我々は、医薬品候補化合物
になり得る多様な芳香族化合物の簡便合成を目指し、ベンザインの新しい発生法の開発に取り組むとともに、ベ
ンザインの新しい利用法を開拓している。
（２）歪みアルキンを用いる生体分子の化学修飾法の開発
生体分子を効率良く化学修飾するために、生体内に通常は存在しない（bioorthogonalな）官能基同士で速やかに
進行する反応が重要な役割を果たしている。これに対して我々は、高度に歪んだ環状アルキン化合物に着目し、こ
れを用いる生体分子の新たな化学修飾法について研究を行っている。これまでに、分子内に２つの歪みアルキン
部位を有する化合物とアジドとの２度の環化付加反応が速やかに進行することを見いだし、これを利用して生体
分子と機能性低分子とを効率良く連結できるダブルクリック反応の開発に成功した。現在、効率向上や新たな利
用法への展開を目指した研究を進めている。
（３）ジアジドプローブ法による薬剤標的タンパク質の解明研究
薬剤や天然有機化合物などの生物活性物質がどのようなメカニズムでその活性を示すのかはよく分かっていない
ことが多い。我々は、芳香族アジドと脂肪族アジドの光反応性の差を見いだし、それを応用してジアジドプロー
ブの利用に基づく光反応による標的タンパク質の捕獲 · 同定法（光親和性標識法）を開発した。現在、本手法の高
度化を目指し、ジアジドプローブの簡便合成法および光ラベル化タンパク質の効率的検出法の開発に取り組むと
ともに、共同研究により標的タンパク質同定研究を進めている。
（４）アジド基の特性を利用した多分子連結法の開発
アジド基（N3）は、多様な反応性を示すことから幅広い合成に利用されている官能基である。また、かさ高い芳
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香族アジドが、その立体障害にもかかわらず著しく高いクリック反応性を示すことも発見した。これらアジド基
の特性に基づき、新しい多分子連結法の開発を行っている。
（５）生体分子イメージングのための新しい生物発光 · 蛍光システムの開発
オワンクラゲは、発光タンパク質イクオリンを利用して発光する生物である。我々は、その発光基質である低分
子化合物セレンテラジンに着目し、生体分子イメージングに有用なアナログ体の開発を進めている。また、イク
オリン発光後に生成する青色蛍光タンパク質（BFP）中の発光クロモフォアであるセレンテラミドのアナログを
合成し、新しい性質を有する蛍光タンパク質の開発も行ってる。
（６）生体内分子イメージングのための PETプローブ候補化合物の創製
ヒトに適用可能な生体内分子イメージング法である陽電子放射断層撮影（PET）用プローブ候補化合物の創製を
行っている。薬剤そのものの体内動態とその薬剤が相互作用する標的タンパク質をイメージングすることで、各
種疾患の治療薬および診断薬開発の効率化に貢献できると考えている。

( 3 ) 研究業績

[原著]

1. Morita T, Nishiyama Y, Yoshida S, Hosoya T. Facile Synthesis of Multisubstituted Benzo[ b] furans via 2,3-
Disubstituted 6,7-Furanobenzynes Generated from ortho-Iodoaryl Triflate-type Precursors. Chem Lett.
2017.01; 46(1); 118-121

2. Morita T, Yoshida S, Kondo M, Matsushita T, Hosoya T. Facile Diversification of Simple Benzo[ b]
thiophenes via Thienobenzyne Intermediates. Chem Lett. 2017.01; 46(1); 81-84

3. Yoshida S, Nakajima H, Uchida K, Yano T, Kondo M, Matsushita T, Hosoya T. Reactions of Arynes with
Sulfoximines: Formal Sulfinylamination vs. N-Arylation. Chem Lett. 2017.01; 46(1); 77-80

4. Ochiai H, Uetake Y, Niwa T, Hosoya T. Rhodium-Catalyzed Decarbonylative Borylation of Aromatic
Thioesters for Facile Diversification of Aromatic Carboxylic Acids. Angew Chem Int Ed. 2017.02; 56(9);
2482-2486

5. Uchida K, Yoshida S, Hosoya T. Three-Component Coupling of Triflyloxy-Substituted Benzocyclobutenones,
Organolithium Reagents, and Arynophiles Promoted by Generation of Aryne via Carbon-Carbon Bond
Cleavage. Org Lett. 2017.03; 19(5); 1184-1187

6. Meguro T, Yoshida S, Hosoya T . Aromatic Azido-selective Reduction via the Staudinger Reaction Using
Tri-n-butylphosphonium Tetrafluoroborate with Triethylamine. Chem Lett. 2017.04; 46(4); 473-476

7. Yoshida S, Nagai A, Uchida K, Hosoya T. Enhancing the Synthetic Utility of 3-Haloaryne Intermediates
by their Efficient Generation from Readily Synthesizable ortho-Iodoaryl Triflate-type Precursors. Chem
Lett. 2017.05; 46(5); 733-736

8. Niwa T, Ochia H, Hosoya T. Copper-Catalyzed ipso-Borylation of Fluoroarenes. ACS Catal. 2017.05;
7(7); 4535-4541

9. Sako Y, Ninomiya K, Okuno Y, Toyomoto M, Nishida A, Koike Y, Ohe K, Kii I, Yoshida S, Hashimoto
N, Hosoya T, Matsuo M, Hagiwara M. Development of an orally available inhibitor of CLK1 for skipping
a mutated dystrophin exon in Duchenne muscular dystrophy. Sci Rep. 2017.05; 7; 46126

10. Sumida Y, Sumida T, Hosoya T. Nickel-Catalyzed Reductive Cross-Coupling of Aryl Triflates and Non-
aflates with Alkyl Iodides. Synthesis. 2017.06; 49(16); 3590-3601

11. Nakamura Y, Yoshida S, Hosoya T. Facile Synthesis of Phthalides from Methyl ortho-Iodobenzoates and
Ketones via an Iodine–Magnesium Exchange Reaction Using a Silylmethyl Grignard Reagent. Chem Lett.
2017.06; 46(6); 858-861

12. Furubayashi T, Motohashi K, Wakao K, Matsuda T, Kii I, Hosoya T, Hayashi N, Sadaie M, Ishikawa F,
Matsushita M, Fujiyoshi S. Three-Dimensional Localization of an Individual Fluorescent Molecule with
Angstrom Precision. J Am Chem Soc. 2017.07; 139(26); 8990-8994

13. Nishiyama Y, Hazama Y, Yoshida S, Hosoya T. Synthesis of Unsymmetrical Tertiary Phosphine Oxides via
Sequential Substitution Reaction of Phosphonic Acid Dithioesters with Grignard Reagents. Org. Lett..
2017.07; 19(14); 3899-3902
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14. Meguro T, Yoshida S, Hosoya T. Sequential Molecular Conjugation using Thiophene S,S-Dioxides Bearing
a Clickable Functional Group. Chem Lett. 2017.08; 46(8); 1137-1140

15. Niwa T, Ochiai H, Hosoya T. Facile Transformation of α,β-Unsaturated Carboxylic Acids to Alkenyl-
boronic Esters via Rhodium-Catalyzed Decarbonylative Borylation of α, β-Unsaturated Thioesters.
Chem Lett. 2017.09; 46(9); 1315-1318

16. Sakaguchi H, Uetake Y, Ohashi M, Niwa T, Ogoshi S, Hosoya T. Copper-Catalyzed Regioselective Mon-
odefluoroborylation of Polyfluoroalkenes en Route to Diverse Fluoroalkenes. J Am Chem Soc. 2017.09;
139(36); 12855-12862

17. Kanemoto K, Sugimura Y, Shimizu S, Yoshida S, Hosoya T. Rhodium-catalyzed odorless synthesis of
diaryl sulfides from borylarenes and S-aryl thiosulfonates. Chem Commun. 2017.09; 53(77); 10640-10643

18. Nakano-Kobayashi A, Awaya T, Kii I, Sumida Y, Okuno Y, Yoshida S, Sumida T, Inoue H, Hosoya T,
Hagiwara M. Prenatal neurogenesis induction therapy normalizes brain structure and function in Down
syndrome mice. Proc Natl Acad Sci USA. 2017.09; 114(38); 10268-10273

19. Matsuzawa T, Uchida K, Yoshida S, Hosoya T. Synthesis of Diverse o-Arylthio-Substituted Diaryl Ethers
by Direct Oxythiolation of Arynes with Diaryl Sulfoxides Involving Migratory O-Arylation. Org Lett.
2017.10; 19(20); 5521-5524

20. Hatakeyama M, Sakamoto Y, Ogata K, Sumida Y, Sumida T, Hosoya T, Nakamura S. A study on an
unusual SN 2 mechanism in the methylation of benzyne through nickel-complexation. Phys Chem Chem
Phys. 2017.10; 19(39); 26926-26933

21. Yoshida S, Shimizu K, Uchida K, Hazama Y, Igawa K, Tomooka K, Hosoya T. Construction of Condensed
Polycyclic Aromatic Frameworks through Intramolecular Cycloaddition Reactions Involving Arynes Bear-
ing an Internal Alkyne Moiety. Chem Eur J. 2017.11; 23(61); 15332-15335

22. Kusuhara H, Takashima T, Fujii H, Takashima T, Tanaka M, Ishii A, Tazawa S, Takahashi K, Takahashi
K, Tokai H, Yano T, Kataoka M, Inano A, Yoshida S, Hosoya T, Sugiyama Y, Yamashita S, Hojo T,
Watanabe Y. Comparison of pharmacokinetics of newly discovered aromatase inhibitors by a cassette
microdosing approach in healthy Japanese subjects. Drug Metab Pharmacokinet. 2017.12; 32(6); 293-
300

[総説]

1. 丹羽　節, 細谷孝充. 低分子 PETプローブの開発 日本レーザー医学会誌. 2017.01; 37(4); 465-472

[講演 · 口頭発表等]

1. 西山義剛，秋山　圭，陌間由貴，吉田　優，細谷孝充. 逐次カップリング反応を利用したピラジンおよび有
機リン化合物の多様性指向型合成. 新学術領域研究「反応集積化が導く中分子戦略：高次生物機能分子の創
製」第 3回成果報告会 2017.01.28 東京

2. 細谷孝充. アジド基の利用を鍵とする中分子の迅速機能化法の開発. 新学術領域研究「反応集積化が導く中
分子戦略：高次生物機能分子の創製」第 3回成果報告会 2017.01.28 東京

3. 細谷孝充. スクリーニングヒット化合物の標的分子同定による新規創薬シーズの発掘. 第５回医歯工連携ブ
レインストーミング 2017.01.31 東京

4. 細谷孝充. スクリーニングヒット化合物の標的分子同定による新規創薬シーズの発掘. 第５回医歯工連携ブ
レインストーミング 2017.02.02 東京

5. 吉田　優. 高活性化学種を用いる分子連結法の開発. 2nd Organic Chemistry Symposium Dedicated to Prof.
Koichiro Oshima on the occasion of his 70th birthday 2017.02.11 京都

6. 目黒友啓. アジド基を有するチオフェン-S,S-ジオキシドを用いた逐次分子連結法の開発. 第 3回新学術領域
研究「反応集積化が導く中分子戦略：高次生物機能分子の創製」若手シンポジウム 2017.03.08 京都

7. 永井　晶、内田圭祐、吉田　優、細谷孝充. スルホキシド部位を足がかりとする多置換ベンゼン類の簡便合
成. 日本化学会第 97春季年会 (2017) 2017.03.16 横浜
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8. 清水敬太、内田圭祐、陌間由貴、井川和宣、友岡克彦、吉田　優、細谷孝充. アリールプロパルギルオキシ
基を有する o-ヨードアリールトリフラートを用いたフェナントレン類の簡便合成. 日本化学会第 97春季年
会 (2017) 2017.03.16 横浜

9. 内田圭祐、吉田　優、細谷孝充. 炭素—炭素結合切断を経るアライン発生法を利用したアリール酢酸エステ
ル類の簡便合成. 日本化学会第 97春季年会 (2017) 2017.03.16 横浜

10. 松澤　翼、内田圭祐、吉田　優、細谷孝充. ジアリールスルホキシドを用いるアラインのオキシチオ化反応
の開発. 日本化学会第 97春季年会 (2017) 2017.03.16 横浜

11. 中島　華、内田圭祐、陌間由貴、吉田　優、細谷孝充. アリールメチルスルフィドとアラインとの反応を利
用した多彩なジアリールスルフィド合成法の開発. 日本化学会第 97春季年会 (2017) 2017.03.16 横浜

12. 陳　勝男、目黒友啓、吉田　優、細谷孝充. オキサジアジノンを利用した非対称アントラセン類のモジュラー
合成法の開発. 日本化学会第 97春季年会 (2017) 2017.03.16 横浜

13. 中村　悠、内田圭祐、陌間由貴、吉田　優、細谷孝充. アラインのアミノシリル化反応を経る多彩な多置換
アニリン類の合成. 日本化学会第 97春季年会 (2017) 2017.03.16 横浜

14. 吉田　優. 高活性化学種の反応性制御にもとづく分子連結法の開発. 日本化学会第 97 春季年会 (2017)
2017.03.16 横浜

15. 田村祐也、西山義剛、内田圭祐、唐木文霞、吉田　優、細谷孝充. シクロヘプチン類のカルボマグネシウム
化反応. 日本化学会第 97春季年会 (2017) 2017.03.16 横浜

16. 宮田敬大、中村　悠、内田圭祐、吉田　優、細谷孝充. 3-トリフリルオキシアラインを経る 3-チオアライン
前駆体の短工程合成. 日本化学会第 97春季年会 (2017) 2017.03.16 横浜

17. 鎌田修平、西山義剛、吉田　優、細谷孝充. 炭素－リン結合の選択的開裂によるアライン発生法の開発. 日
本化学会第 97春季年会 (2017) 2017.03.17 横浜

18. 西山義剛、陌間由貴、吉田　優、細谷孝充. ホスフィン酸チオエステルをアンビデント求電子剤として用い
るホスフィン類およびスルフィド類の合成. 日本化学会第 97春季年会 (2017) 2017.03.17 横浜

19. 秋山　圭、西山義剛、吉田　優、細谷孝充. 連続的なカップリング反応を利用した多置換ピラジン類の網羅
的合成法の開発. 日本化学会第 97春季年会 (2017) 2017.03.17 横浜

20. Kim Youngchan、下森　顕、細谷孝充、吉田　優. 平衡的に生じるトリチルカチオンを利用した C-F結合
の選択的変換. 日本化学会第 97春季年会 (2017) 2017.03.17 横浜

21. 藤井　咲、西山義剛、陌間由貴、田中淳子、吉田　優、細谷孝充. 逐次クリック反応による多分子集積を指
向したペプチド型マルチアジドプラットフォーム分子の開発. 日本化学会第 97春季年会 (2017) 2017.03.17
横浜

22. 寺嶌紀和、目黒友啓、吉田　優、細谷孝充. 安定なホスフィンイミドを利用した分子連結法の開発. 日本化
学会第 97春季年会 (2017) 2017.03.17 横浜

23. 目黒友啓、吉田　優、細谷孝充. チオフェン-S,S-ジオキシドとアジドとの直交反応を利用した逐次連結法の
開発. 日本化学会第 97春季年会 (2017) 2017.03.17 横浜

24. 隅田有人、原田　龍、細谷孝充. Ir触媒による 1-ヒドロシリルナフタレンのペリ位選択的 C–Hホウ素化. 日
本化学会第 97春季年会 (2017) 2017.03.18 横浜

25. 牧尾直明、吉田　優、井川和宣、友岡克彦、細谷孝充. 異種環状アルキンの銅との配位能の差を利用した逐
次連結法の開発. 日本化学会第 97春季年会 (2017) 2017.03.18 横浜

26. 吉田　優、栗原とも子、伊藤晴海、喜井　勲、畠山泰朋、唐木文霞、細谷孝充. 環状アルキン—銅錯体を利
用する生体分子の化学修飾法の開発. 日本化学会第 97春季年会 (2017) 2017.03.18 横浜

27. 六浦弘太郎、内田圭祐、松下武司、近藤正一、山梨裕介、高橋　彬、吉田　優、細谷孝充. 触媒的チオ化を鍵
とする多置換チオキサントン合成法の開発と新規有機半導体創製への応用. 日本化学会第 97春季年会 (2017)
2017.03.19 横浜

28. 金本和也、吉田　優、細谷孝充. 銅触媒とチオスルホナートを用いる末端アルキンの無臭チオ化反応の開発.
日本化学会第 97春季年会 (2017) 2017.03.19 横浜
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29. 吉田　優. ジアジドプローブ法のための分子連結法の開発. 日本薬学会第 137年会 2017.03.25 仙台

30. 西山義剛、陌間由貴、吉田　優、細谷孝充. ホスフィン酸チオエステルに対する求核剤依存的置換反応によ
るホスフィン類およびスルフィド類の選択的合成. 日本薬学会第 137年会 2017.03.25 仙台

31. 森田隆太、近藤正一、松下武司、西山義剛、吉田　優、細谷孝充. ヘテロアライン中間体を利用した縮環型
複素環化合物の合成. 日本薬学会第 137年会 2017.03.25 仙台

32. 吉田　優、中村　悠、内田圭祐、宮田敬大、陌間由貴、細谷孝充. 3-(トリフリルオキシ)アラインを利用す
る多置換ベンゼン類のモジュラー合成法の開発. 日本薬学会第 137年会 2017.03.25 仙台

33. 隅田有人、隅田ともえ、細谷孝充. アラインーニッケル錯体の簡便調製法の開発とそれを利用した多彩な芳
香族化合物の合成. 日本薬学会第 137年会 2017.03.26 仙台

34. 吉田　優. 高活性化学種の反応性に着目した生命科学研究に役立つ分子連結法の開発. 第 118回分子システ
ムデバイスセミナー 2017.04.21 福岡

35. 細谷孝充. 生命科学研究に用いるプローブ創製に役立つ有機反応化学. 第 73回有機合成化学協会関東支部シ
ンポジウム（目白シンポジウム） 2017.05.20 東京

36. 鎌田修平、西山義剛、吉田　優、細谷孝充. 炭素—リン結合の切断を利用した新たなアライン発生法の開発.
第 73回有機合成化学協会関東支部シンポジウム（目白シンポジウム） 2017.05.20 東京

37. 宮田敬大、中村　悠、内田圭祐、吉田　優、細谷孝充. 3-チオアラインを経る多彩な含硫黄芳香族化合物の
簡便合成法の開発. 第 73回有機合成化学協会関東支部シンポジウム（目白シンポジウム） 2017.05.20 東京

38. 藤井　咲、西山義剛、陌間由貴、田中淳子、吉田　優、細谷孝充. 異種アジド選択的クリック反応による多
成分集積を指向したペプチド型マルチアジドプラットフォーム分子の開発. 第 73回有機合成化学協会関東
支部シンポジウム（目白シンポジウム） 2017.05.20 東京

39. 寺嶌紀和、目黒友啓、吉田　優、細谷孝充. 分子連結のための安定なアザイリド形成法の開発. 第 73回有機
合成化学協会関東支部シンポジウム（目白シンポジウム） 2017.05.20 東京

40. 清水敬太、内田圭祐、陌間由貴、井川和宣、友岡克彦、吉田　優、細谷孝充. フェニルアセチレン部位を有
する o-ヨードアリールトリフラートを用いたフェナントレン類の簡便合成法の開発. 第 73回有機合成化学
協会関東支部シンポジウム（目白シンポジウム） 2017.05.20 東京

41. 松澤　翼、内田圭祐、吉田　優、細谷孝充. 酸素原子へのアリール基の転位を鍵とするアラインのオキシチ
オ化反応の開発. 第 111回有機合成シンポジウム 2017年【春】 2017.06.08 岡山

42. 陳　勝男、目黒友啓、吉田　優、細谷孝充. 高歪み分子の逐次集積による非対称アントラセン類のモジュラー
合成法の開発. 第 111回有機合成シンポジウム 2017年【春】 2017.06.08 岡山

43. 寺嶌紀和、目黒友啓、吉田　優、細谷孝充. 安定なアザイリドの形成を利用した分子連結法の開発. 日本ケ
ミカルバイオロジー学会第 12回年会 2017.06.09 札幌

44. 目黒友啓、吉田　優、細谷孝充. チオフェン-S,S-ジオキシドとアジドとの直交性を利用した逐次クリック反
応の開発. 日本ケミカルバイオロジー学会第 12回年会 2017.06.09 札幌

45. 吉田　優、栗原とも子、伊藤晴海、喜井　勲、畠山泰朋、唐木文霞、渡辺恭良、細谷孝充. 環状アルキンの銅
錯体形成を利用した生体分子の化学修飾法の開発. 日本ケミカルバイオロジー学会第 12回年会 2017.06.09
札幌

46. 内田圭祐、吉田　優、細谷孝充. 炭素—炭素結合切断を経るアライン発生法を利用するα-アリールカルボニ
ル化合物の合成. 第 111回有機合成シンポジウム 2017年【春】 2017.06.09 岡山

47. 吉田　優. ライフサイエンス研究のための高活性化学種を用いる分子連結法の開発. 第 52回天然物化学談話
会 2017.07.06 静岡

48. 松澤　翼、内田圭祐、吉田　優、細谷孝充. アラインのオキシチオ化を経る多置換ジアリールエーテル類の
簡便合成法の開発. 第 52回天然物化学談話会 2017.07.06 静岡

49. 細谷孝充. 中分子の迅速機能化のためのマルチクリックケミストリーの創成. 新学術領域研究「反応集積化
が導く中分子戦略：高次生物機能分子の創製」第 4回成果報告会 2017.07.29 京都

50. 細谷孝充. 生命科学研究のための分子連結 · 切断法. 分子イメージングサマースクール 2017 2017.08.03 神戸
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51. 中村　悠. 「アラインリレー」を経る 3-アミノアライン前駆体の簡便合成法の開発と多彩な含窒素化合物の
合成への展開. 第 50回有機金属若手の会夏の学校 2017.08.08 札幌

52. 細谷孝充. 錯形成による環状アルキン類の反応性制御. 第 50回有機金属若手の会夏の学校 2017.08.08 札幌

53. Kim Youngchan、下森　顕、細谷孝充、吉田　優. トリフルオロメチル基の C-F結合の選択的官能基化を
可能にする新反応剤の開発. 第 7回フッ素化学若手の会 2017.08.22 亀岡

54. Yoshida S, Nakamura Y, Yano T, Uchida K, Hazama Y, Misawa Y, Sugimura Y, Igawa K, Shimizu S, To-
mooka K, Hosoya T. Synthesis of Aniline Derivatives via Aryne Intermediates Enabling Facile Preparation
of Nitrogen-Containing Heterocyclic Compounds. 26th International Society of Heterocyclic Chemistry
(ISHC 2017) 2017.09.05 Regensburg, Germany

55. Uchida K, Yoshida S, Hosoya T. Generation of Arynes Triggered by Carbon-Carbon Bond Cleavage
Reaction. 26th International Society of Heterocyclic Chemistry (ISHC 2017) 2017.09.06 Regensburg,
Germany

56. 中村　悠、細谷孝充、吉田　優. 金触媒を用いた環化反応とアラインの発生を経る多置換ベンゾピラン類の
簡便合成法の開発. 第 64回有機金属化学討論会 2017.09.08 仙台

57. Kim Youngchan、下森　顕、細谷孝充、吉田　優. 平衡的なトリルカチオン発生によるヒドロシリル基の活
性化を鍵とした C-F結合の選択的変換反応の開発. 第 64回有機金属化学討論会 2017.09.08 仙台

58. 目黒友啓、吉田　優、細谷孝充. チオフェン-S,S-ジオキシドとアジド基との直交性に基づく多機能性分子合
成法の開発. 第 28回基礎有機化学討論会 2017.09.08 福岡

59. Nishiyama Y, Kamada S, Yoshida S, Hosoya T. Generation of Arynes Triggered by Cleavage of a Carbon-
Phosphorus Bond. Otsu Conference 2017 2017.09.11 Otsu

60. 寺嶌紀和、目黒友啓、吉田　優、細谷孝充. Staudinger反応による安定なアザイリド形成を利用した分子連
結法の開発. 第 34回有機合成化学セミナー 2017.09.13 金沢

61. 清水敬太、内田圭祐、陌間由貴、井川和宣、友岡克彦、吉田　優、細谷孝充. プロパルギルオキシ基を有す
る o-ヨードアリールトリフラートを用いた多環芳香族化合物の簡便合成法の開発. 第 34回有機合成化学セ
ミナー 2017.09.13 金沢

62. 鎌田修平、西山義剛、吉田　優、細谷孝充. 多置換芳香族化合物の簡便合成を指向した炭素ーリン結合の切
断を経るアライン発生法の開発. 第 34回有機合成化学セミナー 2017.09.13 金沢

63. 宮田敬大、中村　悠、内田圭祐、吉田　優、細谷孝充. 3-チオアラインを経る多彩な芳香族化合物の簡便合
成法の開発. 第 34回有機合成化学セミナー 2017.09.13 金沢

64. 細谷孝充. 創薬研究に役立つ分子プローブの簡便合成法の開発. 第 61回日本薬学会関東支部大会 2017.09.16
東京

65. 六浦弘太郎、内田圭祐、松下武司、近藤正一、山梨裕介、高橋　彬、吉田　優、細谷孝充. 触媒的チオ化反
応を利用した多環式チオキサントン類合成法の開発と新規半導体素子創製への応用. 第 7回 CSJ化学フェス
タ 2017 2017.10.18 東京

66. 小沢早紀、中村　悠、吉田　優、細谷孝充. アラインリレーを経る多彩な 5-アミノクマリン類の合成. 第 7
回 CSJ化学フェスタ 2017 2017.10.19 東京

67. 安立啓介、目黒友啓、吉田　優、細谷孝充. 様々な金属塩との錯形成による環状アルキンのクリック反応性
の抑制. 第 7回 CSJ化学フェスタ 2017 2017.10.19 東京

68. 西山義剛、陌間由貴、吉田　優、細谷孝充. ホスフィン類およびスルフィド類の合成を指向したホスフィン
酸チオエステルに対する求核置換反応. 第 35回メディシナルケミストリーシンポジウム 2017.10.25 名古屋

69. 丹羽　節、植竹裕太、阪口博信、大橋理人、生越專介、細谷孝充. フルオロアルケン型イソスターの簡便合
成のためのジフルオロアルケン類の脱フッ素ホウ素化反応の開発. 第 35回メディシナルケミストリーシン
ポジウム 2017.10.25 名古屋

70. 藤井　咲、西山義剛、陌間由貴、田中淳子、吉田　優、細谷孝充. 逐次クリック反応による分子集積のため
のペプチド型マルチアジドプラットフォーム分子の開発. 第 47回複素環化学討論会 2017.10.26 高知
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71. 金本和也、杉村康行、清水重臣、吉田　優、細谷孝充. 多彩な含硫黄複素環化合物の合成のためのチオスル
ホナートを用いる穏和な C-S結合形成反応の開発. 第 47回複素環化学討論会 2017.10.27 高知

72. 德永直也、西山義剛、吉田　優、細谷孝充. アライン中間体を利用した 9-ホスファチオキサントン類の簡便
合成法の開発. 第 47回複素環化学討論会 2017.10.27 高知

73. 細谷孝充. 生命科学研究に用いるプローブ創製に役立つ有機反応化学. 有機合成化学協会九州山口支部平成
29年度秋季講演会 2017.11.01 北九州

74. 吉田　優. 高活性化学種の発生を鍵とする多置換ベンゼン類の合成法の開発. 第 1回産総研化学研究シンポ
ジウム「夢見る 30代化学者たちの挑戦」 2017.11.02 つくば

75. 宮田敬大、中村　悠、内田圭祐、吉田　優、細谷孝充. 3-チオアラインを経る多彩な芳香族化合物の短工程
合成法の開発. 第 43回反応と合成の進歩シンポジウム 2017.11.06 富山

76. 中村　悠、吉田　優、細谷孝充. 金触媒を用いた分子内環化反応とアラインの発生を経る多彩な多置換ベン
ゾピラン類の合成. 第 43回反応と合成の進歩シンポジウム 2017.11.06 富山

77. 陳　勝男、目黒友啓、吉田　優、細谷孝充. 環状アルキンの逐次集積を利用した多環式化合物のモジュラー
合成法の開発. 第 43回反応と合成の進歩シンポジウム 2017.11.06 富山

78. 吉田　優、下森　顕、Kim Youngchan、細谷孝充. オルト位のシリル基を利用するベンゾトリフルオリド類
の C-F結合の選択的変換反応の開発. 第 43回反応と合成の進歩シンポジウム 2017.11.07 富山

79. Ito H, Yoshida S, Hosoya T, Kii I. Fluorescence pulse-chase trace analysis on assembly of extracellular
matrix. The 2nd International Symposium on Biomedical Engineering 2017.11.09 Tokyo

80. Yoshida S. Single C–F Bond Cleavage of Trifluoromethylarenes with an ortho-Silyl Group. Tateshina
Conference on Organic Chemistry 2017 2017.11.10

81. 細谷孝充. 化学と生命科学を革新する有機化学の開拓を目指して：岐阜大学ではじめた研究の現状. 第 48回
中部化学関係学協会支部連合秋季大会特別討論会「躍進する有機化学」 2017.11.12 岐阜

82. Nishiyama Y, Fujii S, Hazama Y, Yoshida S, Hosoya T. Multi-Click Chemistry for Rapid Functional-
ization of Middle Molecules. 11th International Symposium on Integrated Synthesis (ISONIS-11) & 3rd
International Symposium on Middle Molecular Strategy (ISMMS-3) 2017.11.16 Kobe

83. 内田圭祐、吉田　優、細谷孝充. 高度に官能基化されたベンゼン類の合成のための炭素—炭素結合切断を経
るアライン発生法の開発. 第 74回有機合成化学協会関東支部シンポジウム（新潟シンポジウム） 2017.11.19
新潟

84. Kim Youngchan、下森　顕、細谷孝充、吉田　優. 芳香族トリフルオロメチル基の C-F結合の選択的官能
基化反応の開発. 第 74回有機合成化学協会関東支部シンポジウム（新潟シンポジウム） 2017.11.19 新潟

85. 伊藤晴海、池悠華、三好洋美、吉田　優、渡辺恭良、細谷孝充、喜井　勲. マルチカラーパルスチェイス
による細胞外マトリックスの継時的変化の可視化. ConBio2017（2017年度生命科学系学会合同年次大会）
2017.12.06 神戸

86. 佐古有季哉、二宮賢介、奥野友紀子、豊本雅靖、西田篤史、小池悠華、大江賢治、喜井　勲、吉田　優、橋
本有弘、細谷孝充、松尾雅文、萩原正敏. Duchenne型筋ジストロフィーに対して変異ジストロフィンエキ
ソンのスキッピング誘導活性を有する経口投与可能な新規 CLK1阻害剤の開発. ConBio2017（2017年度生
命科学系学会合同年次大会） 2017.12.07 神戸

87. 小林亜希子、粟屋智就、喜井　勲、隅田有人、奥野友紀子、和根崎圭子、吉田　優、隅田ともえ、井上治久、
細谷孝充、萩原正敏. 神経新生促進によるダウン症モデルにおける脳発達障害の是正. ConBio2017（2017年
度生命科学系学会合同年次大会） 2017.12.07 神戸

88. 松澤　翼、内田圭祐、吉田　優、細谷孝充. アラインのオキシチオ化反応による多置換ジアリールエーテル
類の簡便合成法の開発. 第 44回有機典型元素化学討論会 2017.12.07 東京

89. 田村祐也、西山義剛、内田圭祐、唐木文霞、吉田　優、細谷孝充. 短寿命シクロアルキン類のカルボマグネ
シウム化反応の開発. 第 112回有機合成シンポジウム 2017.12.07 東京

90. 清水敬太、内田圭祐、陌間由貴、井川和宣、友岡克彦、吉田　優、細谷孝充. 内部アルキン部位を有するア
ラインの分子内環化付加反応による多環芳香族化合物の簡便合成法の開発. 第 112回有機合成シンポジウム
2017.12.07 東京
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91. 豊本雅靖、井上飛鳥、飯田　慶、出縄政嗣、喜井　勲、林　佳子、岸　貴之、小野木博、吉田　優、細谷孝充、
青木淳賢、萩原正敏. がん細胞の代謝がもたらす組織微小環境を標的にしたがん治療. ConBio2017（2017年
度生命科学系学会合同年次大会） 2017.12.08 神戸

92. 寺嶌紀和、目黒友啓、小池悠華、伊藤晴海、喜井　勲、吉田　優、細谷孝充. Staudinger反応を利用した安
定なアザイリドの形成に基づく分子連結法の開発. 第 44回有機典型元素化学討論会 2017.12.08 東京

93. 鎌田修平、西山義剛、吉田　優、細谷孝充. 炭素ーリン結合の切断を経るアライン発生法の開発と多置換芳
香族化合物の簡便合成への利用. 第 44回有機典型元素化学討論会 2017.12.08 東京

94. 吉田　優. 高活性分子の反応性制御を基盤とする分子連結法の開発. 明治薬科大学 平成 29年度若手研究者
講話（化学系第 1回） 2017.12.14 東京

[特許]

1. セレンテラジン類縁体及びセレンテラミド類縁体 , 特許番号：GB2479441

2. セレンテラジン類縁体及びセレンテラミド類縁体, 特許番号：GB2540896

3. セレンテラジン類縁体及びセレンテラミド類縁体, 特許番号：GB2540897

4. セレンテラジン類縁体及びセレンテラミド類縁体 , 特許番号：GB2543965

5. 精神神経疾患又は悪性腫瘍に関する化合物及び医薬組成物, 特許番号：ZL201380040385.8

6. 精神神経疾患又は悪性腫瘍に関する化合物及び医薬組成物, 特許番号：9745323

[受賞]

1. 15th IBB BioFuture Encouragement Prize　大学院博士課程の部　最優秀賞（金本和也）, 2017年 01月

2. 15th IBB BioFuture Encouragement Prize　学部学生の部　優秀賞（清水啓太）, 2017年 01月

3. 15th IBB BioFuture Encouragement Prize　学部学生の部　最優秀賞（宮田敬大）, 2017年 01月

4. 15th IBB BioFuture Encouragement Prize　大学院修士課程の部　優秀賞（松澤　翼）, 2017年 01月

5. 15th IBB BioFuture Encouragement Prize　大学院修士課程の部　最優秀賞（陳　勝男）, 2017年 01月

6. 日本化学会　第 66回　進歩賞（吉田　優）, 2017年 03月

7. 東京医科歯科大学　 The Biomedical Research Award（中島　華）, 2017年 03月

8. 第 73回有機合成化学協会関東支部シンポジウム（目白シンポジウム）若手講演賞（宮田敬大）, 2017年 05月

9. ISHC 2017 (26th International Society of Heterocyclic Chemistry) 　 Thieme Chemistry Poster Prize
（Keisuke Uchida）, 2017年 09月

10. 第 112回有機合成シンポジウム 2017【秋】　優秀ポスター賞（清水敬太）, 2017年 12月

[その他業績]

1. 強固な炭素ー炭素結合の開裂を経る合成中間体「アライン」発生法の開発 ― 医薬品開発などに役立つ 3成
分連結反応 ―, 2017年 02月
プレスリリース（2017.02.24）、Org Lett 2017, 19, 1184-1187.

2. 「 3つの異なる置換基を有するホスフィンオキシド類の合成法の開発 」― 医薬品開発などに役立つ逐次置
換反応 ―, 2017年 07月
プレスリリース（2017.07.14）、Org Lett 2017, 19, 2899-3902.

3. フルオロアルケンの簡便合成を実現 —創薬や機能性高分子開発への応用に期待—, 2017年 10月
プレスリリース（2017.10.12）、J Am Chem Soc 2017, 139, 12855-12862.

4. 「 複雑なジアリールエーテル類の新しい合成法の開発 」― 医薬品開発などに役立つ、3種の結合を一挙に
形成する反応 ―, 2017年 10月
プレスリリース（2017.10.11）、Org Lett 2017, 19, 5521-5524.
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バイオメカニクス
Biomechanics

川嶋健嗣
菅野貴皓
宮嵜哲郎
川瀬利弘

( 1 ) 分野概要

川嶋研究室では，制御工学，ロボット工学，流体工学を基盤とし，実機 (ハード)とシミュレーションや制御プロ
グラム (ソフト)，電動と空気圧駆動，人間と機械のインテグレーション (融合)をキーワードとして医療機器開発
を進めています．

( 2 ) 研究活動

1)手術支援用ロボットシステムに関する研究

2)空気圧駆動を用いたパワーアシスト装置

3)低侵襲手術用鉗子マニピュレータの開発

4)ソフトロボットの開発

5)生体情報と視覚を融合した力覚提示方法の提案

( 3 ) 教育活動

バイオメカニクスを基盤とした医療機器の設計、制御技術を学ぶ。研究者や技術開発者から設計や制御の実例を
聞き、質疑応答を通して医療機器設計開発の基礎を身につける。またコンピュータによるロボットの制御手法の
基礎を取得する。

( 4 ) 教育方針

生体の運動と構造を力学的視点に立って研究するバイオメカニクスを基盤として、機械力学、ロボット工学、制
御工学を学び、医療機器の研究開発を推進できる能力を養うことを目的とする。

( 5 ) 研究業績

[原著]

1. Sato Y, Kawase T, Takano K, Spence C, Kansaku K. Incorporation of prosthetic limbs into the body
representation of amputees: Evidence from the crossed hands temporal order illusion. Progress in brain
research. 2017; 236; 225-241
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2. Toshihiro Kawase, Natsue Yoshimura, Hiroyuki Kambara, Yasuharu Koike. Controlling an electromyography-
based power-assist device for the wrist using electroencephalography cortical currents Advanced Robotics.
2017.01; 31(1-2); 88-96

3. Toshihiro Kawase, Takeshi Sakurada, Yasuharu Koike, Kenji Kansaku. A hybrid BMI-based exoskeleton
for paresis: EMG control for assisting arm movements Journal of Neural Engineering. 2017.02; 14(1);
016015

4. 三好 孝典, 金森 広将, 田中 健太郎, 菅野 貴皓, 川嶋 健嗣. 東京-豊橋間における手術用ロボット IBISの力覚
提示遠隔操縦 生体医歯工学共同研究拠点成果報告書. 2017.04; 平成 28年度; 73

5. 宮嵜　哲郎，飯島　拓也，平原　雄一，眞田　一志. 作業者の身体負荷を軽減する荷重支持アームの開発と
装着時支持性能の評価 日本機械学会論文集. 2017.05; 83(849); 16-00544

6. Hitoshi Yoshiki, Kotaro Tadano, Kenji Kawashima. Surgical Aspirator with Steam-jet Coagulator for Hep-
atic Surgery 3rd World Congress on Electrical Engineering and Computer Systems and Science. 2017.06;

7. Hitoshi Yoshiki, Kotaro Tadano, Kenji Kawashima. Cauterization Device with Double-Layered Nozzle
using Steam and Suction 39th Annual International Conference of the IEEE Engineering in Medicine and
Biology Society. 2017.07;

8. Takahiro Kanno, Norihiki Ito, Kenji Kawashima. A cornea holding device for transplantation surgery
IEEE Conference on Control Technology and Applications. 2017.08; 720-725

9. Masahiki Minamoto, Yutaro Suzuki, Takahiro Kanno, Kenji Kawashima. Effect of Robot Operation by a
Camera with the Eye Tracking Control IEEE International Conference on Mechatronics and Automation.
2017.08; 1983-1988

10. Akinari Onishi, Kouji Takano, Toshihiro Kawase, Hiroki Ora, Kenji Kansaku. Affective stimuli for an
auditory P300 brain-computer interface Frontiers in Neuroscience. 2017.09; 11(522);

11. Natsue Yoshimura, Hayato Tsuda, Toshihiro Kawase, Hiroyuki Kambara, Yasuharu Koike. Decoding
finger movement in humans using synergy of EEG cortical current signals Scientific Reports. 2017.09; 7;
11382

12. Tetsuro MIYAZAKI, Takuya IIJIMA, Yuuichi HIRAHARA and Kazushi SANADA. Performance Eval-
uation of Supporting Arm for Reducing Body Load Using Surface Electromyography The 10th JFPS
International Symposium on Fluid Power FUKUOKA 2017. 2017.10; (2B12); 1-8

13. Tetsuro MIYAZAKI, Kazushi SANADA. Experimental Validation of an Optimum Design Method for a
Ball Throwing Robot Considering Degrees of Freedom, Link Parameters, and Motion Pattern Mechanical
Engineering Journal. 2017.10; 4(5); 17-00147

14. In Kim, Kotaro Tadano, Takahiro Kanno, Kenji Kawashima. Implementing Pseudo Haptic Feedback in a
Semi-Isometric Master Interface for Robotic Surgery International Journal of Advanced Robotic Systems.
2017.10; 14(5); 1-9

15. 宮嵜 哲郎, 菅野 貴皓, 川嶋 健嗣. 低侵襲手術器具のための相互誘導を用いたマイクロアクチュエータの開発
日本バイオマテリアル学会大会予稿集. 2017.11; 39回; 73

16. Daisuke Morisaki, Takahiro Kanno, Tetsuro Miyazaki, Kenji Kawashima. Development of a Pinch-type
Servo Valve Embedded in a Pneumatic Artificial Rubber Muscle Proceedings of the 2017 IEEE/SICE
International Symposium on System Integration. 2017.12; TuC4.4

17. Keisuke Naito, Takahiro Kanno, Tetsuro Miyazaki, Kenji Kawashima. Development of Minimally Inva-
sive Lifting Device Using Extension and Flexion of Pneumatic Soft Actuator for Laparoscopic Surgery
Proceedings of the 2017 IEEE/SICE International Symposium on System Integration. 2017.12; WeB4.4

18. Kengo Watanabe, Takahiro Kanno, Kazuhisa Ito, Kenji Kawashima. Single Master Dual Slave Surgical
Robot with Automated Relay of Suture Needle IEEE Transactions on Industrial Electronics. 2017.12;

19. Hongbing Li, Kenji Kawashima. Achieving Stable Tracking in Wave-Variable-Based Teleoperation. (AC-
CEPT) IEEE/ASME Transactions on Mechatronics (TMECH).
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[書籍等出版物]

1. 松野　文俊、大須賀　公一、松原　仁、野田　五十樹、稲見　昌彦　他. ロボット制御学ハンドブック. 2017.12

2. 空気圧システム入門. 日本フルードパワーシステム学会編,

3. ソフトアクチュエータ開発の最前線. エヌ · ティー · エス, (ISBN : 4860430638)

[総説]

1. 川瀬利弘, 小池康晴, 神作憲司. 上肢アシストスーツに対する脳波筋電ハイブリッド制御 LIFE2017講演要旨
集. 2017.09; 78-79

[講演 · 口頭発表等]

1. 川嶋　健嗣. 空気圧駆動を用いた低侵襲手術支援ロボットの実用化への取り組み. 手術ロボットガイドライ
ン解説セミナー 2017.02.13 大阪市

2. 川嶋　健嗣. 低侵襲外科手術用 · 空気圧駆動ロボット『EMARO』早期実用化への道のり. 第 13回生活を豊
かにするロボットビジネス研究会 2017.05.09 京都市

3. 宮嵜　哲郎，眞田　一志. 投球ロボットの遠投性能を最大化する関節変速比と運動の設計. 日本機械学会ロ
ボティクス · メカトロニクス講演会 2017.05.10

4. 瀧澤昂志, 阿佐美 理, 菅野貴皓, 川嶋健嗣. バルーン型空気圧ソフトアクチュエータを用いた鉗子用グリッパ
の開発. 日本機械学会ロボティクス · メカトロニクス講演会 2017 2017.05.11

5. 庄司将記, 宮崎良兼, 菅野貴皓, 川嶋 健嗣. 先端回転機構を有する空気圧駆動鉗子マニピュレータの開発 . 日
本機械学会ロボティクス · メカトロニクス講演会 2017 2017.05.11

6. 久富玲依, 宮﨑良兼, 田上俊宏, 菅野貴皓, 米田隆志, 川嶋健嗣. 操作部に弾性体を用いたマスタスレーブ一体
型手術支援システムの開発 . 日本機械学会ロボティクス · メカトロニクス講演会 2017 2017.05.11

7. 川嶋　健嗣. 低侵襲な外科手術を支援する空気圧駆動ロボットシステム. 化学とマイクロ · ナノシステム学
会　第 35回研究会 2017.05.22 東京工業大学　大岡山キャンパス

8. Masahiko Minamoto, Yutaro Suzuki, Takahiro Kanno, Kenji Kawashima. Effect of robot operation by a
camera with the eye tracking control. 2017 IEEE International Conference on Mechatronics and Automa-
tion 2017.08.08

9. Takahiro Kanno, Norihiko Ito, Kenji Kawashima. A Cornea Holding Device for Transplantation Surgery
Using Negative Pressure. 2017 IEEE Conference on Control Technology and Applications 2017.08.28

10. 平原　雄一，飯島　拓也，宮嵜　哲郎，眞田　一志. 空気圧支持アームによる負担軽減効果の統計学的検証.
「運動と振動の制御」シンポジウム (MoViC 2017) 2017.08.29

11. Takashi Hasegawa, Takahiro Kanno, Kenji Kawashima. Development of poppet-type servo valve. The
10th JFPS International Symposium on Fluid Power 2017.10.25

12. Ryoken Miyazaki, Takahiro Kanno, Kenji Kawashima. Master-slave integrated surgical robot for la-
paroscopic surgery with semi-automation control using hand rotation. The 10th JFPS International
Symposium on Fluid Power 2017.10.26

13. Takuya Iwai, Richi Fujita, Takahiro Kanno, Kenji Kawashima. Development of a master slave integrated
robotic forceps with pneumatic actuators. 2017.10.26

14. Takahiro Kanno, Kenji Kawashima. Pneumatically-driven 4-DOF surgical manipulator with a separation
mechanism using cranks. The 10th JFPS International Symposium on Fluid Power 2017.10.26

15. 宮嵜　哲郎，菅野　貴皓，川嶋　健嗣. 低侵襲手術器具のための相互誘導を用いたマイクロアクチュエータ
の開発. 日本バイオマテリアル学会大会 2017.11.20

16. 田上 俊宏, 宮嵜 哲郎, 菅野 貴皓, 山本 紳一郎, 川嶋 健嗣. マスタースレーブ型歩行動作教示システムの開発.
計測自動制御学会 2017年度産業応用部門大会 2017.11.20
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17. 佐藤 唯俊, 菅野 貴皓, 宮嵜 哲郎, 藤田 壽憲, 川嶋 健嗣. 柔軟アクチュエータを用いた遠隔回転中心機構を有
する鉗子ホルダの開発. 計測自動制御学会 2017年度産業応用部門大会 2017.11.20

18. 岩井 拓也, 菅野 貴皓, 川嶋 健嗣. 把持トルク提示機能を有する空気圧駆動型ロボット鉗子の開発. 計測自動
制御学会産業応用部門大会 2017年度大会 2017.11.20

19. 田上 俊宏, 宮嵜 哲郎, 菅野 貴皓, 山本 紳一郎, 川嶋 健嗣. マスタースレーブ型歩行動作教示システムの開発.
計測自動制御学会産業応用部門大会 2017年度大会 2017.11.20

20. 佐藤 唯俊, 菅野 貴皓, 宮嵜 哲郎, 藤田 壽憲, 川嶋 健嗣. 柔軟アクチュエータを用いた遠隔回転中心機構を有
する鉗子ホルダの開発. 計測自動制御学会産業応用部門大会 2017年度大会 2017.11.20

21. 川嶋　健嗣. わが国発の手術支援ロボットの開発. 第 67回日本泌尿器科学会中部総会 2017.11.25 大阪市

22. Daisuke Morisaki, Takahiro Kanno, Tetsuro Miyazaki, Kenji Kawashima. Development of a Pinch-Type
Servo Valve Embedded in a Pneumatic Artificial Rubber Muscle. 2017.12.12

23. Keisuke Naito, Takahiro Kanno, Tetsuro Miyazaki, Kenji Kawashima. Development of Minimally Invasive
Lifting Device Using Extension and Flexion of Pneumatic Soft Actuator for Laparoscopic Surgery. 2017
IEEE/SICE International Symposium on System Integration 2017.12.13

[特許]

1. HAp/Col複合体によって被膜された生体材料, 特許番号：特願 2012-096056

2. 神経再生チューブ及び神経再生チューブの製造方法, 特許番号：特願 2010-075955

3. 「管状組織吻合器具」（Ｃ字タイプ）, 特許番号：特願 2009-270154

4. 「管状組織吻合器具」（輪っかタイプ）, 特許番号：特願 2009-270150

5. 組織吻合用医療器具, 特許番号：特願 2007–293907

6. 軟組織再生のための吸収性多孔質材料, 特許番号：特願 2006–276391

7. 神経再生チューブ, 特許番号：特開 2006-326088 （P2006-326088A）

8. 膜固定システム, 特許番号：特開 2006-51150 （P2006-51150A）

9. 医療用材料, 特許番号：特願 2005–143295

10. 骨セメント組成物, 特許番号：特開 2004–236729

11. 人工硬膜, 特許番号：特開 2003-199817 （P2003-199817A）

12. 骨増生剤および骨粗鬆症治療薬, 特許番号：特開 2003-335686 （P2003-335686A）

[受賞]

1. 2016年度日本機械学会賞（論文）, 日本機械学会, 2017年 04月

2. 日本コンピュータ外科学会 学会賞（工学賞）, 日本コンピュータ外科学会, 2017年 10月

3. 2017年度計測自動制御学会産業応用部門 · 奨励賞, 計測自動制御学会, 2017年 11月

4. 2017 IEEE/SICE International Symposium on System Integration Award Finalists, 計測自動制御学会,
2017年 12月

[社会貢献活動]

1. #62「医療」の未来を変える　手術に悩む医師達を救う手術支援ロボット, TBS, ワザビト, 2017年 01月
15日

2. 大学発最先端!ロボットが大集合！ , 日本フルードパワー工業会, IFPEX2017, 東京ビッグサイト, 2017年 09
月 13日 - 2017年 09月 15日

3. 国産医療ロボット, BS-TBS, 夢の鍵, 2017年 11月 29日

4. 株式会社ブリヂストンと歩行トレーニング装置開発でプレス発表, Car watch, 日本経済新聞, 2017年 12月
14日
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分子細胞生物学
Molecular Cell Biology

教授　澁谷浩司
准教授　後藤利保
助教　佐藤淳

( 1 ) 研究活動

脊椎動物の形態形成、器官形成は、さまざまなシグナル分子が時間的空間的に細胞を誘導することにより成立す
る。また、これら多くのシグナル分子の破綻が疾患の発症にも結びついている。したがって発生 · 分化を制御する
シグナル分子によるシグナル伝達ネットワークの解明は形態形成、器官形成機構、さらには疾患の発症機構を明
らかにする上で重要課題となる。本研究分野では発生過程における形態形成、器官形成を制御する TGF-β及び
Wntシグナル伝達及び偽性低アルドステロン症Ⅱ型の原因遺伝子WNKプロテインキナーゼに着目し、解析を進
めている。

１.　 ツメガエルを用いた canonical Wntシグナル伝達経路の解析
　Wntシグナル伝達経路は種々の生物において高度に保存されたシグナル伝達経路であり、ガンや胚発生において
重要な役割を担っている。Wntシグナル伝達経路はその作用機序から３つに分類される。 (1)β-catenin/TCFを
介した転写活性化経路 (canonical)、(2)カルシウム流入を介したシグナル経路 (non-canonical)、(3)Rho、JNKを
介し、細胞極性に関わる PCP経路 (non-canonical)。canonical Wntシグナル伝達経路は、リガンドであるWntと
膜タンパク質である Frizzled及び LRPとの結合により誘起される。定常状態においてAPC/Axin/GSK-3β複合
体の存在下で、CK1、GSK-3βによりβ-cateninはリン酸化され、その後にユビキチン化され、プロテアソームに
おいて分解される。一方、Wnt刺激はDVLを介して、このβ-cateninを分解する働きを有するAPC/Axin/GSK-3
β複合体を不活化する。その結果、蓄積した細胞質中のβ-cateninは核内へ移行し、転写因子 Tcfや c-junと結合
し、Wntの下流（標的）遺伝子の転写を活性化する。
　ツメガエルの胚発生では、canonical Wntシグナル伝達は初期胚の背腹運命の決定など重要な役割を有しており、
原腸胚期の背側における canonical Wntシグナルの活性化が背側組織を誘導するWnt標的遺伝子（Xnr3, Siamois,
Xtwnなど）の転写を活性化する、また、発生後期の神経胚期では頭部での canonical Wntシグナル伝達の抑制が
頭部形成に必要となる。このようにツメガエル胚は canonical Wntシグナル伝達の解析に適したモデル動物であ
る。

IQGAP1の canonical Wntシグナル伝達経路での役割
　我々はWntシグナル伝達の解明を目的とし、DVLの結合因子の単離を試み、質量分析解析（LC-MS/MS）に
より、新規 DVL1結合候補として IQGAP1を同定した。IQGAP1は Rac1、Cdc42、Clip170、APCなどと結合
し、細胞運動や極性を制御することが報告されている。また、IQGAP1がWntシグナル伝達におけるβ-catenin
を介した転写活性化経路に関与していることも示唆されているが、その詳細なメカニズムは謎であった。我々は
これまでに DVLと IQGAPの関係、さらにそれらの分子の canonical Wntシグナル伝達での機能を解析し、①
xDVL2/xIQGAP1/β-cateninが複合体を形成し、核内移行すること、②ツメガエル胚における xIQGAP1の機
能消失により、Wnt標的遺伝子の発現が抑制されたことなど、xIQGAP1が canonical Wntシグナル伝達経路に
おいて DVLとβ-cateninの核移行に寄与する機構こと、③ xIQGAP1と直接結合する xImportin-β 5と xRan1
の機能消失実験等から、xImportin-β 5と xRan1が IQGAP1を介し、canonical Wntシグナル伝達経路における
DVLとβ-cateninの核内移行に寄与することを明らかにした。

　さらに、我々は IQGAP1を介した核内移行機構の解析を進め、下記のような新たな知見を得ることができた。
１、xIQGAP1は培養細胞において、xRanGEFと同様に活性化型 Ran（GTP-bound Ran）を増加させること。
２、xIQGAP1は活性化型 Ran（GTP-bound Ran）よりも非活性化型 Ran（GDP-bound Ran）に強く結合する
こと。
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３、xIQGAP1は in vitroの系で、xRanGAPによる活性化型 Ranの GTPの加水分解（GAP活性）を抑制する
こと。
４、xIQGAP1は活性化型 Ranと xRanGAPの結合を阻害することで、xRanGAPによる GTPの加水分解を抑
制していること。
５、in vitroの系で、xRanGEFのような Ranに GTPを付加させる（GEF活性）機能は有さなかったこと。
６、xIQGAP1により活性化型 Ranと xRanGEFの結合は阻害されなかったこと。
以上の結果より、IQGAP1と Ranの相互作用（活性化型 Ranの維持等）が canonical Wntシグナル伝達経路に
は必須であることが示された。

WDR26の canonical Wntシグナル伝達経路での役割
最近我々は canonical Wntシグナル伝達経路におけるβ-cateninの分解機構を解明することを目的とし、β-catenin
の分解複合体を形成するタンパク質の一つである Axin1 に結合するタンパク質の単離を試み、質量分析計解析
（LC-MS/MS）を行った。その結果、Axin1と結合するタンパク質としてWDR26を同定した（図 1A、培養細胞を
用いたWDR26による Axin1の免疫沈降）。WDR26はタンパク質間の相互作用に関する LisH-、CTLH-、WD40
Repeat-ドメインを有し、複数のタンパク質との結合が予測されるタンパク質である。さて、出芽酵母において、
9つの glucose-induced degradation-deficient (GID)が単離されており、GID6を除いたGID複合体を形成し、ポ
リユビキチン化酵素として機能している。脊椎動物における GID遺伝子のホモログ遺伝子は以下の通りである。
GID1/RanBP9; GID2/Rmnd5; GID3/UBE2H; GID4/C17ors39; GID5/ARMc8; GID7/WDR26; GID8/TWA1;
GID9/MAEA。したがって、WDR26がタンパク質の分解に関与していることが推測されるが、脊椎動物での分
解機能に関する知見はまだ報告されていない。

以上のような背景から、我々はWDR26を介したβ-cateninの分解機構の解析を進め、下記のような知見を得る
ことができた。

１、WDR26は LisH-ドメインを介して Axin1と結合していることが明らかとなった。また、Axin1は GSK-3β
結合ドメインを含むタンパク質の中央部分でWDR26と結合することが明らかとなった。
２、ツメガエルにおけるWDR26の発現は初期神経胚期以後に頭部に局在することが分かった。
３、ツメガエル胚において、WDR26のモルフォリノオリゴ (xWDR26-MO)のマイクロインジェクションによる
頭部領域でのノックダウンにより、頭部形成不全が確認できた。これはWDR26のノックダウンにより頭部領域
での canonical Wntシグナル伝達が抑制されていないことを示唆する。
４、ツメガエルの原腸胚期に背側で発現するWnt標的遺伝子は Xwnt-8の mRNAの腹側への発現によって誘導
される。Xwnt-8により腹側に誘導されたWnt標的遺伝子はWDR26の発現により減少し、WDR26のノックダ
ウン（xWDR26-MO）により増加することが分かった。これはWDR26が canonical Wntシグナル伝達を負に制
御することを示唆する。
５、培養細胞系の解析において、WDR26の発現によりβ-cateninのタンパク質は分解され、siRNAによるWDR26
のノックダウンによりβ-catenin のタンパク質は安定化することが分かった。
６、WDR26はβ-catenin とは直接結合しないことから、Axin1を介在してβ-catenin の分解に関わっているこ
とが示唆された。このことは Axin1との結合ドメインを欠損したWDR26-delta-LisHのコンストラクトではツ
メガエルのWnt標的遺伝子の発現抑制が確認できず、また、培養細胞系の解析により、WDR26-delta-LisHでは
β-cateninの分解が起こらなかったことからも示唆された。
７、培養細胞系の解析において、WDR26は Axin1との共作用によってβ-cateninのユビキチン化を促進してい
ることが明らかになった。

以上の結果より、WDR26と Axin1の相互作用によりβ-cateninが分解されることを明らかとし、canonical Wnt
シグナル伝達経路での新たな作用機序が示唆された。

２.　 偽性低アルドステロン症Ⅱ型の原因遺伝子、WNKプロテインキナーゼ
　セリン／スレオニンキナーゼWNK（with no lysine(K)）ファミリーは、線虫 · ショウジョウバエからほ乳類に
至るまで保存されており、ほ乳類には４つのWNKファミリー分子が存在する。その内、WNK1及びWNK4は
偽性低アルドステロン症 II型（PHAII）と呼ばれる常染色体優性遺伝性の高血圧症の原因遺伝子として同定され
ている。さらにWNK1は、ている。当研究室において、WNK→ SPAK/OSR1→ Na,K,Cl共輸送体というシグ
ナル伝達経路が存在することを示し、その制御異常が PHAIIで見られる高血圧症の発症原因の一つになっている
ことを示すことができた。しかしながら、このシグナル経路の制御異常が、PHAIIで見られる他の病態、歯や骨
の発育不全や精神発達遅延などの原因とは考えにくく、他のシグナル経路の存在が予想された。そこで我々は、新
たにWNKに関与する因子の探索を行い、解析を行っている。

WNKシグナル経路は、神経分化に関与する。
　ショウジョウバエのWNK（DWNK）の解析から、WNK シグナル経路の新たな下流因子として Arrowhead



— 869 —

先端分子医学研究部門

(Awh)を単離した。また、そのほ乳類の相同因子 Lhx8も、WNKシグナル伝達経路により、その発現が制御され
ており、進化的にも高度に保存されているWNK→ Lhx8/Awhという新規のシグナル伝達経路を見出した。さら
に、Lhx8は、アセチルコリン性神経の分化に関わっていることから、Neuro2A細胞を用いて、WNKシグナル伝
達経路との関連を解析した。WNK1及びWNK4の双方のノックダウンにより、分化に伴う神経突起の伸長が抑
えられるという表現型が見られ、さらにはアセチルコリン性神経の分化マーカーの発現も抑制されていた。この
ことは、WNKシグナル伝達経路が、神経分化にも関与しているという新たな発見であった。また、PHAIIの患
者において高血圧以外にも見られる精神発達遅延という症状を考慮すると、WNKシグナル伝達経路は、Lhx8を
介して、発症に関与する可能性を示唆する始めての結果である。

WNK4は、FGFシグナル伝達経路の正の制御因子として機能する。
　アフリカツメガエルのWNK4の発現を、アンチセンスMOにより抑制すると、頭部欠損という表現型を示し、
頭部や神経のマーカー遺伝子の発現も抑制していた。このことから、WNK4が頭部形成において、重要な機能を
持つことが推測される。頭部形成には、様々なシグナル伝達経路が関与するが、その内の一つである FGFシグナ
ル伝達経路の標的遺伝子、及び FGFシグナル伝達経路による頭部神経マーカーの発現誘導が、WNK4の発現抑制
により、抑制されることを明らかにした。また、FGFシグナル伝達経路により誘導された OSR1のリン酸化が、
WNK4の発現抑制により、抑制された。以上の結果から、FGF→WNK4→OSR1というシグナル伝達経路が示
され、頭部形成において、WNK4が FGFシグナル伝達経路の正の制御因子として、重要な機能を持つことを明
らかにした。

　このように、WNKシグナル伝達経路は、線虫からショウジョウバエ、アフリカツメガエル、ほ乳類に至るまで
広く保存されたシグナル伝達経路であり、発生及び分化の様々な過程において関与が明らかになってきた。しか
しながら、WNKシグナル伝達経路の詳細な機構や、PHAIIの発症機構などは、まだ未解明であり、今後も解析
を続けていく。

( 2 ) 教育活動

細胞内シグナル伝達の分子機構に立脚した先端的基礎医学研究を自立して行える研究者を養成するため、大学院
生は分野構成員との技術指導と討議を繰り返した後、独立した研究テーマに携わり、研究を推進していく。この
際、分野構成員及び分野外の研究者との討議を引き続き繰り返すことにより幅広い研究視野を養うように指導し
ている。この観点から大学院生を含め分野に所属する研究者は定期的に開催される論文抄読会や研究報告会にお
いて発表と討論に参加する機会が設けられている。

( 3 ) 研究業績

[原著]

1. Michiue T, Yamamoto T, Yasuoka Y, Goto T, Ikeda T, Nagura K, Nakayama T, Taira M, Kinoshita
T.. High variability of expression profiles of homeologous genes for Wnt, Hh, Notch, and Hippo signaling
pathways in Xenopus laevis. Dev Biol.. 2017.06; 426(2); 270-290

2. 佐藤 淳, 澁谷 浩司. GSK3βはWNKシグナル伝達経路の正の制御因子として機能する 生命科学系学会合
同年次大会. 2017.12; 2017年度; [ 2P-0441]

[講演 · 口頭発表等]

1. ○後藤利保、松澤純平、家村俊一郎、夏目徹、澁谷浩司. WDR26によるß-cateninの分解機構の解析. 第 11
回日本ツメガエル研究集会首都圏支部会 2017.03.04

2. 後藤利保、佐藤淳、足立俊吾、家村俊一郎、夏目徹、澁谷浩司. beta-cateninの分解におけるWDR26の機
能解析. 第 11回日本ツメガエル研究集会 2017.09.07 宮崎県えびの市

3. ◯後藤利保、佐藤淳、足立俊吾、家村俊一郎、夏目徹、澁谷浩司. beta-cateninの分解におけるWDR26の
機能解析. 第 11回日本ツメガエル研究集会 2017.09.07 えびの市

4. 佐藤淳、澁谷浩司. GSK3bはWNKシグナル伝達経路の正の制御因子として機能する. ConBio2017 2017.12.07
神戸

5. 佐藤　淳、澁谷　浩司. GSK3ßはWNKシグナル伝達経路の正の制御因子として機能する. 2017年度生命
科学系合同年次大会 2017.12.07
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発生再生生物学
Developmental and Regenerative Biology

教授（理学博士） 仁科 博史
准教授（人間 · 環境学博士） 平山　順
助教 (理学博士 / 薬剤師) 宮村 憲央
特任助教 (理学博士) 石原 えりか
特任助教 (理学博士) YU Ruoxing
秘書 田中和子

( 1 ) 分野概要

当研究室では、情報のやり取り（シグナル伝達）の観点から、発生工学 · 遺伝学 · 細胞生物学 · 生化学 · 分子生物
学などの幅広い実験手法を駆使して、「高次の細胞社会である組織や器官がどのような仕組みで形成され、そして
機能発現体として維持されるのか？」という課題に取り組んでいます。モデル生物として、哺乳動物のマウスと
小型魚類のメダカおよびゼブラフィッシュ、また、マウスとヒトの胚性幹（ES）細胞を用いており、それぞれの
長所を活かした実験を行っています。難治性疾患に対する再生療法の開発や創薬のためには、正確で詳細な知見
が必要です。

( 2 ) 研究活動

現在の主な研究テーマ
１. 初期胚発生と薬剤による発生毒性に関する研究
２. 器官形成に関する研究
３. 器官の恒常性維持に関する研究
４. 概日リズムや睡眠に関する研究

( 3 ) 教育活動

当分野では、肝臓を中心とする器官の発生と再生の分子機構を、発生工学、遺伝学、細胞生物学、分子生物学、生
化学などの幅広い手法を用いて解明し、肝不全や肝癌などの難治性疾患に対する再生医療の開発を目指した基盤
研究を展開することを理念としている。また、広範な細胞機能の発現に介在する細胞内シグナル伝達の観点から
研究を行うことにより、高次生命現象である器官の発生や再生の一般性と特殊性を明らかにするとともに、創薬
の可能性を追求している。これら目的の理解を目指した教育を行っている。

( 4 ) 研究業績

[原著]

1. Yoichi Asaoka, Hiroshi Nishina, Makoto Furutani-Seiki. YAP is essential for 3D organogenesis withstand-
ing gravity. Dev. Growth Differ.. 2017.01; 59(1); 52-58
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2. Seiichiro Mori, Takamasa Takeuchi, Yoshiyuki Ishii, Takashi Yugawa, Tohru Kiyono, Hiroshi Nishina,
Iwao Kukimoto. Human Papillomavirus 16 E6 Upregulates APOBEC3B via the TEAD Transcription
Factor. J. Virol.. 2017.03; 91(6);

3. K Otsubo, H Goto, M Nishio, K Kawamura, S Yanagi, W Nishie, T Sasaki, T Maehama, H Nishina, K
Mimori, T Nakano, H Shimizu, T W Mak, K Nakao, Y Nakanishi, A Suzuki. MOB1-YAP1/TAZ-NKX2.1
axis controls bronchioalveolar cell differentiation, adhesion and tumour formation. Oncogene. 2017.07;
36(29); 4201-4211

4. Norio Miyamura, Shoji Hata, Tohru Itoh, Minoru Tanaka, Miki Nishio, Michiko Itoh, Yoshihiro Ogawa,
Shuji Terai, Isao Sakaida, Akira Suzuki, Atsushi Miyajima, Hiroshi Nishina. YAP determines the cell fate
of injured mouse hepatocytes in vivo. Nat Commun. 2017.07; 8; 16017

5. Negishi J, Omori Y, Shindo M, Takanashi H, Musha S, Nagayama S, Hirayama J, Nishina H, Nakakura T,
Mogi C, Sato K, Okajima F, Mochimaru Y, Tomura H. Manganese and cobalt activate zebrafish ovarian
cancer G-protein　 coupled receptor 1 but not GPR4 J Recept Signal Transduct Res.. 2017.08; (137);
401-408

6. Yamasaki T, Deki-Arima N, Kaneko A, Miyamura N, Iwatsuki M, Matsuoka M, Fujimori-Tonou N,
Okamoto-Uchida Y, Hirayama J, Marth J, Yamanashi Y, Kawasaki H, Yamanaka K, Penninger J, Shi-
bata S, Nishina H. Age-dependent motor dysfunction due to neuron-specific disruption of stress-activated
protein kinase MKK7 Sci. Rep.. 2017.08; (7); 7348

7. Tokiwa Yamasaki, Norie Deki-Arima, Asahito Kaneko, Norio Miyamura, Mamiko Iwatsuki, Masato Mat-
suoka, Noriko Fujimori-Tonou, Yoshimi Okamoto-Uchida, Jun Hirayama, Jamey D Marth, Yuji Ya-
manashi, Hiroshi Kawasaki, Koji Yamanaka, Josef M Penninger, Shigenobu Shibata, Hiroshi Nishina.
Age-dependent motor dysfunction due to neuron-specific disruption of stress-activated protein kinase
MKK7. Sci Rep. 2017.08; 7(1); 7348

8. Jun Negishi, Yuka Omori, Mami Shindo, Hayate Takanashi, Shiori Musha, Suminori Nagayama, Jun
Hirayama, Hiroshi Nishina, Takashi Nakakura, Chihiro Mogi, Koichi Sato, Fumikazu Okajima, Yuta
Mochimaru, Hideaki Tomura. Manganese and cobalt activate zebrafish ovarian cancer G-protein-coupled
receptor 1 but not GPR4. J. Recept. Signal Transduct. Res.. 2017.08; 37(4); 401-408

9. Tatsuyuki Matsudaira, Kojiro Mukai, Taishin Noguchi, Junya Hasegawa, Tomohisa Hatta, Shun-Ichiro
Iemura, Tohru Natsume, Norio Miyamura, Hiroshi Nishina, Jun Nakayama, Kentaro Semba, Takuya
Tomita, Shigeo Murata, Hiroyuki Arai, Tomohiko Taguchi. Endosomal phosphatidylserine is critical for
the YAP signalling pathway in proliferating cells. Nat Commun. 2017.11; 8(1); 1246

[その他業績]

1. 「損傷した肝細胞を排除する仕組みを発見」―　肝臓を構成する細胞の品質管理による恒常性維持機構　―,
2017年 07月
Nature Communications

2. 「概日リズムや運動を制御する神経細胞内で働く遺伝子を同定」― 概日リズム障害と加齢依存的な運動異
常を示す変異マウスの作出 ―, 2017年 08月
Scientific Reports
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免疫学
Immunology

教　　　授　　鍔田　武志
准　教　授　　安達　貴弘
助　　　教　　松原　直子、赤津　ちづる　
特任講師　　　王　　継揚
特任研究員　　Mohammad Aslam、Medzhidov Nazim
技術補佐員　　中野成子、久留主幸江
　　　　　　　淀澤　天斗、堀田　淑坤
事務補佐員　　澤田　千賀子

大学院生
（博士課程）　 Yang-Yang Feng（秋期）　　　　　
　　　　　　　 Amin Alborzian Deh Sheikh（秋期）
　　　　　　　 Sundararaman Rengarajan（秋期）　　　　　
（修士課程）　米水　龍也
　　　　　　　遠藤　彩香
　　　　　　　西田　響子
　　　　　　　 Yang Hongrui（秋期）
　　　　　　　 Li Xuexin（秋期）
　　　　　　　遠藤　萌恵
　　　　　　　 Huang Yuming（秋期）
(大学院研究生)Long Wang（秋期）

研究従事者　　野本　真菜、鈴木　彩加、鈴木　雅人

( 1 ) 分野概要

研究の概要

「糖鎖や核酸などの非タンパク質抗原への獲得免疫応答とその関連領域」をメインテーマとして独創性の高い研
究をおこなっている。
糖鎖や核酸などの非タンパク質抗原への獲得免疫応答は感染免疫や自己免疫などで重要な役割を果たし、医学的に
重要である。しかし、そのメカニズムは不明であり、免疫学に残された大きなフロンティアの１つとなっている。
当研究室では、この未開拓の領域において、基礎的なメカニズムの解明、疾患における役割の解明を行なっている。
近年明らかになってきた、抑制性サイトカイン IL10などを産生して自己免疫や炎症性疾患を制御する制御性 B細
胞も糖鎖シグナルによる制御を受けるなどこの領域と深く関連する。当研究室では、制御性 B細胞の機能を増強
することで自己免疫疾患を制御する治療薬を開発している。また、近年開発された画期的な治療薬の多くは抗体
医薬だが、抗体医薬には高価という問題点がある。そこで、抗体医薬の効果を発揮する安価な代替法として治療
ワクチンの開発を行っている。
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( 2 ) 研究活動

免疫系が抗原に反応する際に、抗原がタンパク質であるのか、あるいは、それ以外の分子であるのかによって反
応の性状は異なる。これは、もっぱら Tリンパ球がタンパク質のみを認識するためである。正常な免疫系は、病
原微生物やがん細胞を排除するが、微生物以外の異物や自己成分には反応しない。微生物以外の異物や自己成分
への反応は、それぞれ、アレルギーおよび自己免疫疾患の原因となるとされる。タンパク抗原への免疫応答の際
の、病原微生物、微生物以外の異物、自己成分の識別のメカニズムはほぼ解明されているが、非タンパク抗原への
免疫応答については未解明の領域が多い。また、非タンパク抗原への免疫応答は、結核菌や髄膜炎菌などへの免
疫応答や、種々の自己免疫疾患の発症に重要である。したがって、非タンパク抗原への免疫応答の解明は、免疫
学の残されたフロンティアのなかでもとりわけ重要なものの１つである。本研究室では、糖鎖、糖脂質および核
酸関連抗原への抗体産生のメカニズムや、糖鎖シグナルによる抗体産生の制御についての研究を行い、SLEや免
疫性神経疾患の病態の解明や、糖鎖修飾化合物による免疫応答制御の研究をおこなっている。

( 3 ) 教育活動

大学院教育として、修士課程の免疫学特論の講義の一部を担当するとともに、修士 · 博士課程の免疫学についての
研究指導を行っている。

( 4 ) 研究業績

[原著]

1. Shigeru Hishinuma, Kiyoe Kosaka, Chizuru Akatsu, Yoshihiro Uesawa, Hiroyuki Fukui, and Masaru Shoji.
Asp73-dependent and –independent regulation of the affinity of ligands for human histamine H1 receptors
by Na+ Biochemical Pharmacology. 2017.03; 128; 46-54-54

2. Tsubata, T. B cell tolerance and autoimmunity F1000Research. 2017.03; 6; 391

3. Alborzian Deh Sheikh, A., Akatsu, C., Imamura, A., Abdu-Allah, H. H. M., Takematsu, H., Ando, H.,
Ishida, H. and Tsubata, T.. Proximity labeling of cis-ligands of CD22/Siglec-2 reveals stepwise α 2,6
sialic acid-dependent and -independent interactions. Biochem. Biophys. Res. Comm. (Epub). 2017.11;
495; 854-859

4. Liu, J., Xiong, E., Zhu, H., Mori, H., Yasuda, S., Kinoshita, K., Tsubata, T. and Wang, J.-Y. . Efficient
induction of Ig gene hypermutation in ex vivo-activated primary B cells J. Immunol. 2017.11; 199(9);
3023-3030

[書籍等出版物]

1. 鍔田　武志. CD72による自己核酸と微生物核酸の識別と SLEの制御. 臨床免疫 · アレルギー科. 2017.02

2. 鍔田　武志. 全身性エリテマトーデスの最新メカニズムと治療薬開発. 月刊 PHARM STAGE, 2017.04

[講演 · 口頭発表等]

1. 赤津ちづる、松原直子、Amin Alborzian、石田秀治、竹松弘、鍔田武志. シスリガンドによる CD22 の制御
. 糖鎖免疫研究会 2017 2017.01.25 東京

2. Mohammad Aslam, Martin Weigert and Takeshi Tsubata. Regulation of self-reactive B cells by CD72 and
Fas . 11th International Symposium of The Institute Network"Frontiers in Biomedical Sciences" 2017.01.26
Tokushima

3. 渡部太郎、永石宇司、Jose Nisha、東海有沙、細谷明徳、　小島裕大、安達貴弘、渡辺守. IgAの欠損は回腸
粘膜特異的な炎症を誘発する. 第 13回日本消化管学会総会学術集会 2017.02.17 愛知

4. 鍔田武志. 抗体産生型治療ワクチンの原理と能動免疫療法への応用. 能動免疫療法シンポジウム 2017.02.22
東京

5. 赤津ちづる、品川健朗、沼本修孝、劉志紅、Aslam Mohammad、伊藤暢聡、鍔田武志. CD72は SLE関連自
己抗原による B細胞活性化を特異的に抑制する. 免疫学 · 病態生化学領域合同シンポジウム 2017.03.08 東京
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6. 赤津ちづる. 自己の核酸抗原に対する B 細胞応答の新規抑制メカニズム. 第 26 回東京免疫フォーラム
2017.03.23 東京

7. 渡部太郎、永石宇司、Jose, Nisha、東海有沙、細谷明徳、小島裕大、安達貴弘、渡辺　守. IgA欠損による
回腸粘膜傷害の誘発. 第 103回日本消化器病学会総会 2017.04.22 東京

8. Taro Watabe, Takashi Nagaishi, Akinori Hosoya, Nisha Jose, Arisa Tokai, Yudai Kojima, Takahiro Adachi,
Mamoru Watanabe. The lack of secreted IgA spontaneously induces the mucosal inflammation specifically
in the ileum. DDW (AGA) 2017.05.09 Chicago

9. Takashi Nagaishi, Taro Watabe, Nisha Jose, Akinori Hosoya, Yudai Kojima, Naoya Tsugawa, Takahiro
Adachi, Mamoru Watanabe. IgA Deficiency Induces Spontaneous Inflammation in the Ileum. FOCIS
2017 2017.06.14 Chicago

10. Feng Yangyang, Rengarajan Sundararaman, Tang Miao, Tsubata Takeshi. Role of prolonged ROS in B
cell receptor signaling. The Regular Meeting of the Japanese Biochemical Society, Kanto Branch 2017
2017.06.17 Tokyo

11. Amin Alborzian-Deh-Sheikh, Chizuru Akatsu, Hideharu Ishida2, and Takeshi Tsubata. Cis-ligand de-
pendent and independent interaction of receptor type protein tyrosine phosphatase CD45 with B cell
inhibitory receptor CD22. The Regular Meeting of the Japanese Biochemical Society, Kanto Branch 2017
2017.06.17 Tokyo

12. MEDZHIDOV Nazim, TAKATA Toshitaro, SUZUKI Mitsuhiro, ICHINOSE Shizuko, TSUBATA Takeshi.
Distinct ubiquitination level and sorting of the B cell receptor. The Regular Meeting of the Japanese
Biochemical Society, Kanto Branch 2017 2017.06.17 Tokyo

13. Akinori Hosoya, Takashi Nagaishi, Taro Watabe, Naoya Tsugawa, Nisha Jose, Yudai Kojima, Takahiro
Adachi, Mamoru Watanabe. Verification of immunoglobulin A protection of intestinal mucosa from mi-
croflora. The 5th Annual Meeting of AOCC 2017.06.17 Seoul

14. 沼本修孝, 赤津ちづる, 品川健朗, 劉志紅, Aslam Mohanmmad, 鍔田武志, 伊藤暢聡. 結晶構造による B細胞
抑制性因子 CD72のリガンド結合部位の推測. 第 17回日本蛋白質科学会 2017.06.22 仙台

15. 安達貴弘. 腸管免疫細胞および食シグナルの可視化解析. 第 26回内毒素 · LPS研究会 2017.07.01 東京

16. 安達貴弘. 腸管免疫細胞および食シグナルの可視化解析. 第 7回オルソオルガノジェネシス検討会 2017.07.01
熊本

17. 赤津 ちづる、沼本 修孝、伊藤 暢聡、鍔田 武志. 抑制性受容体 CD72による RNA関連自己抗原への自己免
疫応答の制御. 第 32回自己免疫研究会 2017.07.15 東京

18. Takashi Nagaishi, Taro Watabe, Nisha Jose, Akinori Hosoya, Yudai Kojima, Naoya Tsugawa, Takahiro
Adachi, Mamoru Watanabe.. Deficiency of IgA Induces Microflora Alteration and Ileal Inflammation..
ICMI 2017 2017.07.21 Washington DC

19. Nobutaka Numoto,Chizuru Akatsu,Kenro Shinagawa,Takeshi Tsubata,Nobutoshi Ito. Charge distribution
regulates the ligand-binding affinity of B cell inhibitory receptor CD72. The 55th Annual Meeting of the
Biophysical Society of Japan 2017.09.20 Kumamoto

20. 渡部太郎、永石宇司、津川直也、Jose, Nisha、細谷明徳、小島裕大、安達貴弘、渡辺守. 回腸粘膜における
防御機構としての IgAの重要性. 第 45回日本臨床免疫学会総会 2017.09.28 東京

21. 津川直也、永石宇司、渡部太郎、Jose, Nisha、細谷明徳、小島裕大、安達貴弘、渡辺守. 免疫グロブリン A
による腸内細菌叢調節と腸管粘膜防御の再検証. 第 54回日本消化器免疫学会総会 2017.09.29 東京

22. 永石宇司、渡部太郎、細谷明徳、Jose, Nisha、津川直也、小島裕大、安達貴弘、渡辺守. 生体イメージング
を応用した IBDモデルにおける腸管粘膜免疫応答の解析. 第 45回日本臨床免疫学会総会 2017.09.29 東京

23. 安達貴弘. 生体イメージングによる超早期未病と食シグナルの検出. 帯広畜産大学 2017.10.11 帯広

24. Takeshi Tsubata. Inhibitory B cell co-receptor CD72 regulates self-tolerance through SHP-1 activation.
University of Freiburg 2017.10.11 Freiburg, Germany
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25. 渡部太郎、永石宇司、津川直也、Jose, Nisha、細谷明徳、小島裕大、安達貴弘、渡辺守. IgA欠損による腸
内細菌叢制御の破綻と回腸粘膜傷害の誘発. 第 55回日本小腸学会学術集会 2017.10.21 京都

26. Naoya Tsugawa, Takashi Nagaishi, Taro Watabe, Nisha Jose, Akinori Hosoya, Yudai Kojima, Takahiro
Adachi, Richard S. Blumberg, Mamoru Watanabe. Verification of Immunoglobulin A regulation of mi-
croflora and protection of intestinal mucosa.. UEGW 2017 2017.10.31 Barcelona

27. Takeshi Tsubata. Inhibitory B cell co-receptor and autoimmunity. Seoul National University School of
Dentistry 2017.11.08 Seoul

28. Chizuru Akatsu, Hongrui Yang and Takeshi Tsubata,. The Inhibitory B Cell Co-Receptor CD72 Reg-
ulates B Cell Response to Self Nucleic Acids Crucial for Development of SLE. Korean Association of
Immunologists (KAI) International Meeting 2017 2017.11.10 Seoul

29. Chizuru Akatsu, Amin Alborzian Deh Sheikh, Takeshi Tsubata. Role of CD45 (PTPRC) in the regulation
of SHP-1 (PTPN6)-activating receptor CD22. The 3rd Japan-Taiwan Bilateral Conference on Protein
Phosphatase 2017.11.19 Sendai

30. 赤津ちづる、Amin Alborzian-Deh-Sheikh、石田秀治、鍔田武志. CD45は糖鎖シスリガンドとしてCD22/Siglec-
2を抑制することで Bリンパ球分化を促進する. 第 90回日本生化学会大会 2017.12.06 神戸

31. Takeshi Tsubata, Hongrui Yang, Chizuru Akatsu. CD72 recognizes RNA-related self-antigens and prevents
autoimmunity. The 46th Annual Meeting of The Japanese Society for Immunology 2017.12.12 Sendai

32. Kyoko Nishida, Akihiro Kimura, Takeshi Tsubata, Harumi Suzuki. NQO1 play a pathogenic role in
autoimmune diseases through the suppression of IL-10 production in Th17 cells. The 46th Annual Meeting
of The Japanese Society for Immunology 2017.12.12 Sendai

33. Takahiro Adachi, Soichiro Yoshikawa, Hajime Karasuyama. Intravital imaging of Ca2+ signals in lym-
phocytes of the Ca2+ biosensor YC3.60 transgenic mice. The 46th Annual Meeting of The Japanese
Society for Immunology 2017.12.14 Sendai

34. Feng Yangyang, Rengarajan Sundararaman, Tang Miao, Tsubata Takeshi. Role of NADPH oxidases in
BCR ligation-induced ROS production and activation. The 46th Annual Meeting of The Japanese Society
for Immunology 2017.12.14 Sendai

35. MEDZHIDOV Nazim, TAKATA Toshitaro, SUZUKI Mitsuhiro, ICHINOSE Shizuko, YAMAGUCHI Hi-
rofumi, ARAKAWA Satoko, SHIMIZU Shigeomi, TSUBATA Takeshi.. Role of poor B cell receptor
ubiquitination in efficient antigen presentation. The 46th Annual Meeting of The Japanese Society for
Immunology 2017.12.14 Sendai

36. Naoya Tsugawa, Takashi Nagaishi, Taro Watabe, Akinori Hosoya, Nisha Jose, Yudai Kojima, Soichiro
Yoshikawa, Hajime Karasuyama, Takahiro Adachi, Mamoru Watanabe. Verification of immunoglobulin
A regulation of mucosal microflora and homeostasis. The 46th Annual Meeting of The Japanese Society
for Immunology 2017.12.14 Sendai

37. Taro Watabe, Takashi Nagaishi, Akinori Hosoya, Nisha Jose, Naoya Tsugawa, Yudai Kojima, Soichiro
Yoshikawa, Hajime Karasuyama, Takahiro Adachi, Mamoru Watanabe. Analysis of ileocecal immune
response in an experimental colitis model using intra-vital imaging. The 46th Annual Meeting of The
Japanese Society for Immunology 2017.12.14 Sendai

[特許]

1. 耐塩性乳酸菌、耐塩性乳酸菌の培養方法、及び免疫賦活剤（安達　貴弘）, 出願番号：特願 2016-178072

[受賞]

1. 東京医科歯科大学 免疫学 · 病態生化学領域合同シンポジウム若手奨励賞（赤津　ちづる）, 2017年 03月

2. 平成 28年度　難治疾患研究所 最優秀論文賞（赤津　ちづる）, 2017年 03月

3. 優秀ポスター賞（MEDZHIDOV Nazim）, 平成 29年度日本生化学会関東支部例会, 2017年 06月

4. 平成 29年度「学長裁量優秀若手研究者奨励賞」（赤津　ちづる）, 東京医科歯科大学, 2017年 08月

5. オイゲン · ウント · イルゼ · ザイボルト賞（鍔田　武志）, ドイツ研究振興協会, 2017年 10月
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エピジェネティクス
Epigenetics

教　　授 石野史敏
准 教 授 幸田 尚
助 教 志浦寛相
助　教　川崎佑季
特任講師 李知英
非常勤講師 小林 慎

( 1 ) 分野概要

エピジェネティクス分野では、遺伝 · 個体発生 · 進化等のさまざまな生命現象を、ゲノム機能という立場から総合
的に理解することを目指しています。現在の研究の主要テーマは、１）哺乳類特異的なゲノム機能であるゲノム
インプリンティングの分子機構 · 生物学的意義の解明、２）レトロトランスポゾンなど外来 DNAによるゲノム機
能進化と哺乳類の進化の関係の解明、３）体細胞クローン動物や生殖補助医療を含む発生工学的手法による個体
発生におけるエピジェネティック過程の解明です。ヒトを含む哺乳類を対象に据え、遺伝学とエピジェネティク
スを統合した研究により哺乳類に共通する特徴的なゲノム機能解明をめざしています。これにより、ヒトの生物
学（哺乳類の生物学）の再構築と、それに基づくエピジェネティック医療実現のための基盤づくりに貢献したい
と考えています。

( 2 ) 研究活動

１． 哺乳類のゲノムインプリンティングの解析
哺乳類の父親 · 母親由来のゲノムは片親性発現を示すインプリント遺伝子群 (PegとMeg)の存在により、個体発
生、成長において異なる機能を果たしています。ゲノムインプリンティングと哺乳類の胎生との関係を解明するた
め、胎盤形成に必須な Peg10、Peg11の機能解析をすすめています。ゲノムインプリンティング疾患である染色体
１４番父親性２倍体症候群（Kagami-Ogata syndrome）（難病指定）と染色体１４番母親性２倍体症候群（Temple
syndrome）の原因解明と治療法の開発を進めています。
２． LTR-レトロトランスポゾン由来の遺伝子群の哺乳類進化への寄与
哺乳類に存在する LTRレトロトランスポゾンに由来する遺伝子群は哺乳類の進化に大きな寄与したと考えていま
す。上記の Peg10、Peg11は sushi-　 ichiレトロトランスポゾン由来の SIRH遺伝子群の代表例ですが、これに
属する総ての遺伝子の機能解析を東海大学の金児-石野教授と進め、Peg10、Peg11/Rtl1, Sirh7/Ldoc1が胎盤形成
に、Sirh11/Zcchc16が脳機能へ重要な寄与を果たしたことを明らかにしています。
３． 受精直後の胚における父親 · 母親由来のゲノム機能の差異
受精直後から着床までの間の父親 · 母親由来のゲノム機能の差異はこれまで解析されてきませんでした。次世代
シーケンス技術により初期胚における雌雄ゲノムからの遺伝子発現の詳細を解析しています。さらに体細胞クロー
ン技術やヒトの生殖医療技術である顕微授精の遺伝子発現に与える影響も調べています。これらの研究から、年
齢と卵子の受精能の関係などが明らかになって来ています（投稿中）。
４． 哺乳類における半数体細胞株の樹立と特性解析
哺乳類半数体細胞株は変異体分離による遺伝学的解析を飛躍的に進めると期待されています。これらの細胞を安
定培養する技術開発や、哺乳類に特異的な X染色体不活性化機構やゲノムの倍数性と細胞分化の関係など生物学
的な重要な問題の解明に向けた研究を進めています。
５． ゲノムのメチル化状態を解析する新技術開発
遺伝子発現調節に重要な役割を果たすDNAメチル化ですが、ヒドロキシメルチル化状態に変換されるとその機能
が変ると考えられています。ゲノム中のメチル化関係の修飾を配列レベルで解析できる EnIGMA法を開発し報告
しました（トランスオミックス医学研究拠点ネットワーク形成事業の項 参照）。この手法を用いて個体発生やガン
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におけるエピジェネティック解析を進めています。

( 3 ) 教育活動

大学院医歯学総合研究科
　生命理工学系専攻（博士課程）
　　生命科学特論 I
医歯理工学専攻（修士課程）
　　遺伝医学特論
　　細胞生物学特論
　　発生 · 再生科学
　　生化学

医学部
　　分子遺伝学

( 4 ) 教育方針

挑戦的なテーマを通じて基礎力 · 応用力を養う

( 5 ) 臨床活動および学外活動

日本学術振興会学術システム研究センター　主任研究員
日本生物科学連合　運営委員
日本エピジェネティクス研究会　幹事

( 6 ) 研究業績

[原著]

1. Tamio Furuse, Kunio Miyake, Takashi Kohda, Hideki Kaneda, Takae Hirasawa, Ikuko Yamada, Tomoko
Kushida, Misho Kashimura, Kimio Kobayashi, Fumitoshi Ishino, Takeo Kubota, Shigeharu Wakana.
Protein-restricted diet during pregnancy after insemination alters behavioral phenotypes of the progeny.
Genes Nutr. 2017; 12; 1

2. Moe Kitazawa, Masaru Tamura, Tomoko Kaneko-Ishino, Fumitoshi Ishino. Severe damage to the placental
fetal capillary network causes mid- to late fetal lethality and reduction in placental size in Peg11/Rtl1 KO
mice. Genes Cells. 2017.02; 22(2); 174-188
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医科学数理
Medical Science Mathematics

教授：角田達彦　　講師：重水大智　　助教：宮　冬樹

( 1 ) 分野概要

革命的に進展中のゲノム · オミックス観測技術を医学応用すること、特にそれらを用いて個別化医療を推進するこ
とが、期待されています。従来の治療法では個々の患者を十分には見ることができませんでした。しかし、患者
の個人間の多様性を診断し、各患者に合わせた適切な種類と量の治療を施すことや、健康な状態からの発症の予
防を実現することが必要です。本研究分野では、そのような医科学の課題を、数学や計算科学を使って克服しま
す。現在、病院等の医療機関から、ゲノム · オミックスデータ、臨床情報など、医療 · 医学のビッグデータが蓄積
されつつありますが、それらからデータマイニングを行うことで、がんや生活習慣病、神経変性疾患をはじめとす
る難病の原因を発見します。次に、分子プロファイルに基づくクラスタリングにより病気を分類し、また疾患メ
カニズムを全体のシステムとして理解します。このような形で、ゲノム · オミックスデータや臨床情報に基づく、
発症や進行の知見が蓄積されます。そして、機械学習等の方法論を用いて、新しい患者の来院時に、患者ごとに、
適切な治療法や予防法の予測を行うことが、各医療機関で実現できるようになります。このような、パーソナル
ゲノムに基づく個別化医療や予防医療という先端医療への展開に資するため、最先端の数理科学と計算科学を駆
使した、生命医科学研究、および、予測によるゲノム医学の研究を行います。

( 2 ) 研究業績

[原著]

1. Yutaka Negishi, Fuyuki Miya, Ayako Hattori, Yoshikazu Johmura, Motoo Nakagawa, Naoki Ando, Ikumi
Hori, Takao Togawa, Kohei Aoyama, Kei Ohashi, Shinobu Fukumura, Seiji Mizuno, Ayako Umemura,
Yoko Kishimoto, Nobuhiko Okamoto, Mitsuhiro Kato, Tatsuhiko Tsunoda, Mami Yamasaki, Yonehiro
Kanemura, Kenjiro Kosaki, Makoto Nakanishi, Shinji Saitoh. A combination of genetic and biochemical
analyses for the diagnosis of PI3K-AKT-mTOR pathway-associated megalencephaly. BMC Med. Genet..
2017.01; 18(1); 4

2. Nanako Hamada, Yutaka Negishi, Makoto Mizuno, Fuyuki Miya, Ayako Hattori, Nobuhiko Okamoto,
Mitsuhiro Kato, Tatsuhiko Tsunoda, Mami Yamasaki, Yonehiro Kanemura, Kenjiro Kosaki, Hidenori
Tabata, Shinji Saitoh, Koh-Ichi Nagata. Role of a heterotrimeric G-protein, Gi2, in the corticogenesis:
possible involvement in periventricular nodular heterotopia and intellectual disability. J. Neurochem..
2017.01; 140(1); 82-95

3. Alok Sharma, Keith A Boroevich, Daichi Shigemizu, Yoichiro Kamatani, Michiaki Kubo, Tatsuhiko Tsun-
oda. Hierarchical Maximum Likelihood Clustering Approach. IEEE Trans Biomed Eng. 2017.01; 64(1);
112-122

4. Negishi Y, Miya F, Hattori A, Johmura Y, Nakagawa M, Ando N, Hori I, Togawa T, Aoyama K, Ohashi
K, Fukumura S, Mizuno S, Umemura A, Kishimoto Y, Okamoto N, Kato M, Tsunoda T, Yamasaki M,
Kanemura Y, Kosaki K, Nakanishi M, Saitoh S.. A combination of genetic and biochemical analyses for
the diagnosis of PI3K-AKT-mTOR pathway-associated megalencephaly. BMC Med. Genet.. 2017.01;
(18); 4
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5. Hamada N, Negishi Y, Mizuno M, Miya F, Hattori A, Okamoto N, Kato M, Tsunoda T, Yamasaki M,
Kanemura Y, Kosaki K, Tabata H, Saitoh S, Nagata K.. Role of a heterotrimeric G-protein, Gi2, in the
corticogenesis: Possible involvement in periventricular nodular heterotopia and intellectual disability. J.
Neurochem.. 2017.01; (140); 82-95

6. Mayuko Furuta, Masaki Ueno, Akihiro Fujimoto, Shinya Hayami, Satoru Yasukawa, Fumiyoshi Kojima,
Koji Arihiro, Yoshiiku Kawakami, Christopher P Wardell, Yuichi Shiraishi, Hiroko Tanaka, Kaoru Nakano,
Kazuhiro Maejima, Aya Sasaki-Oku, Naoki Tokunaga, Keith A Boroevich, Tetsuo Abe, Hiroshi Aikata,
Hideki Ohdan, Kunihito Gotoh, Michiaki Kubo, Tatsuhiko Tsunoda, Satoru Miyano, Kazuaki Chayama,
Hiroki Yamaue, Hidewaki Nakagawa. Whole genome sequencing discriminates hepatocellular carcinoma
with intrahepatic metastasis from multi-centric tumors. J. Hepatol.. 2017.02; 66(2); 363-373

7. Cassandra N Spracklen, Peng Chen, Young Jin Kim, Xu Wang, Hui Cai, Shengxu Li, Jirong Long, Ying
Wu, Ya Xing Wang, Fumihiko Takeuchi, Jer-Yuarn Wu, Keum-Ji Jung, Cheng Hu, Koichi Akiyama,
Yonghong Zhang, Sanghoon Moon, Todd A Johnson, Huaixing Li, Rajkumar Dorajoo, Meian He, Maren
E Cannon, Tamara S Roman, Elias Salfati, Keng-Hung Lin, Xiuqing Guo, Wayne H H Sheu, Devin Absher,
Linda S Adair, Themistocles L Assimes, Tin Aung, Qiuyin Cai, Li-Ching Chang, Chien-Hsiun Chen, Li-
Hsin Chien, Lee-Ming Chuang, Shu-Chun Chuang, Shufa Du, Qiao Fan, Cathy S J Fann, Alan B Feranil,
Yechiel Friedlander, Penny Gordon-Larsen, Dongfeng Gu, Lixuan Gui, Zhirong Guo, Chew-Kiat Heng,
James Hixson, Xuhong Hou, Chao Agnes Hsiung, Yao Hu, Mi Yeong Hwang, Chii-Min Hwu, Masato Isono,
Jyh-Ming Jimmy Juang, Chiea-Chuen Khor, Yun Kyoung Kim, Woon-Puay Koh, Michiaki Kubo, I-Te
Lee, Sun-Ju Lee, Wen-Jane Lee, Kae-Woei Liang, Blanche Lim, Sing-Hui Lim, Jianjun Liu, Toru Nabika,
Wen-Harn Pan, Hao Peng, Thomas Quertermous, Charumathi Sabanayagam, Kevin Sandow, Jinxiu Shi,
Liang Sun, Pok Chien Tan, Shu-Pei Tan, Kent D Taylor, Yik-Ying Teo, Sue-Anne Toh, Tatsuhiko Tsunoda,
Rob M van Dam, Aili Wang, Feijie Wang, Jie Wang, Wen Bin Wei, Yong-Bing Xiang, Jie Yao, Jian-Min
Yuan, Rong Zhang, Wanting Zhao, Yii-Der Ida Chen, Stephen S Rich, Jerome I Rotter, Tzung-Dau Wang,
Tangchun Wu, Xu Lin, Bok-Ghee Han, Toshihiro Tanaka, Yoon Shin Cho, Tomohiro Katsuya, Weiping
Jia, Sun-Ha Jee, Yuan-Tsong Chen, Norihiro Kato, Jost B Jonas, Ching-Yu Cheng, Xiao-Ou Shu, Jiang
He, Wei Zheng, Tien-Yin Wong, Wei Huang, Bong-Jo Kim, E-Shyong Tai, Karen L Mohlke, Xueling Sim.
Association analyses of East Asian individuals and trans-ancestry analyses with European individuals
reveal new loci associated with cholesterol and triglyceride levels. Hum. Mol. Genet.. 2017.05; 26(9);
1770-1784

8. Abdollah Dehzangi, Yosvany López, Sunil Pranit Lal, Ghazaleh Taherzadeh, Jacob Michaelson, Abdul
Sattar, Tatsuhiko Tsunoda, Alok Sharma. PSSM-Suc: Accurately predicting succinylation using position
specific scoring matrix into bigram for feature extraction. J. Theor. Biol.. 2017.05; 425; 97-102

9. Shunsuke Kawamura, Nobuyuki Onai, Fuyuki Miya, Taku Sato, Tatsuhiko Tsunoda, Kazutaka Kurabayashi,
Satoshi Yotsumoto, Shoko Kuroda, Katsuto Takenaka, Koichi Akashi, Toshiaki Ohteki. Identification of
a Human Clonogenic Progenitor with Strict Monocyte Differentiation Potential: A Counterpart of Mouse
cMoPs. Immunity. 2017.05; 46(5); 835-848.e4

10. Kato K, Miya F* (*equal contribution), Hori I, Ieda D, Ohashi K, Negishi Y, Hattori A, Okamoto N,
Kato M, Tsunoda T, Yamasaki M, Kanemura Y, Kosaki K, Saitoh S.. A novel missense mutation in the
HECT domain of NEDD4L identified in a girl with periventricular nodular heterotopia, polymicrogyria,
and cleft palate. J. Hum. Genet.. 2017.05; (in press);

11. Kawamura S, Onai N, Miya F, Sato T, Tsunoda T, Kurabayashi K, Yotsumoto S, Kuroda S, Takenaka
K, Akashi K, Ohteki T.. Identification of a Human Clonogenic Progenitor with Strict Monocyte Differ-
entiation Potential: A Counterpart of Mouse cMoPs. Immunity. 2017.05; (46); 835-848

12. Yosvany López, Abdollah Dehzangi, Sunil Pranit Lal, Ghazaleh Taherzadeh, Jacob Michaelson, Abdul
Sattar, Tatsuhiko Tsunoda, Alok Sharma. SucStruct: Prediction of succinylated lysine residues by using
structural properties of amino acids. Anal. Biochem.. 2017.06; 527; 24-32

13. Nobuhiko Okamoto, Fuyuki Miya, Tatsuhiko Tsunoda, Mitsuhiro Kato, Shinji Saitoh, Mami Yamasaki,
Yonehiro Kanemura, Kenjiro Kosaki. Novel MCA/ID syndrome with ASH1L mutation. Am. J. Med.
Genet. A. 2017.06; 173(6); 1644-1648

14. Ikumi Hori, Takanobu Otomo, Mitsuko Nakashima, Fuyuki Miya, Yutaka Negishi, Hideaki Shiraishi,
Yutaka Nonoda, Shinichi Magara, Jun Tohyama, Nobuhiko Okamoto, Takeshi Kumagai, Konomi Shimoda,
Yoshiya Yukitake, Daigo Kajikawa, Tomohiro Morio, Ayako Hattori, Motoo Nakagawa, Naoki Ando, Ichizo
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Nishino, Mitsuhiro Kato, Tatsuhiko Tsunoda, Hirotomo Saitsu, Yonehiro Kanemura, Mami Yamasaki,
Kenjiro Kosaki, Naomichi Matsumoto, Tamotsu Yoshimori, Shinji Saitoh. Defects in autophagosome-
lysosome fusion underlie Vici syndrome, a neurodevelopmental disorder with multisystem involvement.
Sci Rep. 2017.06; 7(1); 3552

15. Hori I, Otomo T, Nakashima M, Miya F, Negishi Y, Shiraishi H, Nonoda Y, Magara S, Tohyama J,
Okamoto N, Kumagai T, Shimoda K, Yukitake Y, Kajikawa D, Morio T, Hattori A, Nakagawa M, Ando N,
Nishino I, Kato M, Tsunoda T, Saitsu H, Kanemura Y, Yamasaki M, Kosaki K, Matsumoto N, Yoshimori
T, Saitoh S.. Defects in autophagosome-lysosome fusion underlie Vici syndrome, a neurodevelopmental
disorder with multisystem involvement. Sci. Rep.. 2017.06; (71); 3552

16. Okamoto N, Miya F, Tsunoda T, Kato M, Saitoh S, Yamasaki M, Kanemura Y, Kosaki K. . Novel
MCA/ID syndrome with ASH1L mutation. Am. J. Med. Genet. A. 2017.06; (in press);

17. Okamoto N, Miya F, Hatuskawa Y, Suzuki Y, Kawato K, Yamamoto Y, Tsunoda T, Kato M, Saitoh S,
Yamasaki M, Kanemura Y, Kosaki K.. Siblings with Optic Neuropathy and RTN4IP1 Mutation. J. Hum.
Genet.. 2017.06; (in press);

18. Kazuyoshi Ishigaki, Yuta Kochi, Akari Suzuki, Yumi Tsuchida, Haruka Tsuchiya, Shuji Sumitomo, Ken-
suke Yamaguchi, Yasuo Nagafuchi, Shinichiro Nakachi, Rika Kato, Keiichi Sakurai, Hirofumi Shoda, Kat-
sunori Ikari, Atsuo Taniguchi, Hisashi Yamanaka, Fuyuki Miya, Tatsuhiko Tsunoda, Yukinori Okada,
Yukihide Momozawa, Yoichiro Kamatani, Ryo Yamada, Michiaki Kubo, Keishi Fujio, Kazuhiko Ya-
mamoto. Polygenic burdens on cell-specific pathways underlie the risk of rheumatoid arthritis. Nat.
Genet.. 2017.07; 49(7); 1120-1125

19. Daichi Shigemizu, Takuji Iwase, Masataka Yoshimoto, Yasuyo Suzuki, Fuyuki Miya, Keith A Boroevich,
Toyomasa Katagiri, Hitoshi Zembutsu, Tatsuhiko Tsunoda. The prediction models for postoperative
overall survival and disease-free survival in patients with breast cancer. Cancer Med. 2017.07; 6(7);
1627-1638

20. Artem Lysenko, Keith Anthony Boroevich, Tatsuhiko Tsunoda. Arete - candidate gene prioritization
using biological network topology with additional evidence types. BioData Min. 2017.07; 10; 22

21. Ishigaki K, Kochi Y, Suzuki A, Tsuchida Y, Tsuchiya H, Sumitomo S, Yamaguchi K, Nagafuchi Y, Nakachi
S, Kato R, Sakurai K, Shoda H, Ikari K, Taniguchi A, Yamanaka H, Miya F, Tsunoda T, Okada Y,
Momozawa Y, Kamatani Y, Yamada R, Kubo M, Fujio K, Yamamoto K.. Polygenic burdens on cell-
specific pathways underlie the risk of rheumatoid arthritis. Nat. Genet.. 2017.07; (49); 1120-1125

22. Shigemizu D, Iwase T, Yoshimoto M, Suzuki Y, Miya F, Boroevich KA, Katagiri T, Zembutsu H, Tsunoda
T.. The prediction models for postoperative overall survival and disease-free survival in patients with
breast cancer. Cancer Med.. 2017.07; (6); 1627-1638

23. Hosoe J*, Kadowaki H*, Miya F*, Aizu K, Kawamura T, Miyata I, Satomura K, Ito T, Hara K, Tanaka
M, Ishiura H, Tsuji S, Suzuki K, Takakura M, Boroevich KA, Tsunoda T, Yamauchi T, Shojima N,
Kadowaki T.. Structural Basis and Genotype-phenotype Correlations of INSR Mutations Causing Severe
Insulin Resistance. Diabetes. 2017.08; (in press);

24. Okamoto N*, Tsuchiya Y*, Miya F*, Tsunoda T, Yamashita K, Boroevich KA, Kato M, Saitoh S, Ya-
masaki M, Kanemura Y, Kosaki K, Kitagawa D.. A Novel Genetic Syndrome with STARD9 Mutation
and Abnormal Spindle Morphology. Am. J. Med. Genet. A. 2017.08; (in press);

25. Koji Kato, Fuyuki Miya, Ikumi Hori, Daisuke Ieda, Kei Ohashi, Yutaka Negishi, Ayako Hattori, Nobuhiko
Okamoto, Mitsuhiro Kato, Tatsuhiko Tsunoda, Mami Yamasaki, Yonehiro Kanemura, Kenjiro Kosaki,
Shinji Saitoh. A novel missense mutation in the HECT domain of NEDD4L identified in a girl with
periventricular nodular heterotopia, polymicrogyria and cleft palate. J. Hum. Genet.. 2017.09; 62(9);
861-863

26. Jun Hosoe, Hiroko Kadowaki, Fuyuki Miya, Katsuya Aizu, Tomoyuki Kawamura, Ichiro Miyata, Kenichi
Satomura, Takeru Ito, Kazuo Hara, Masaki Tanaka, Hiroyuki Ishiura, Shoji Tsuji, Ken Suzuki, Minaka
Takakura, Keith A Boroevich, Tatsuhiko Tsunoda, Toshimasa Yamauchi, Nobuhiro Shojima, Takashi
Kadowaki. Structural Basis and Genotype-Phenotype Correlations of INSR Mutations Causing Severe
Insulin Resistance. Diabetes. 2017.10; 66(10); 2713-2723
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27. Nobuhiko Okamoto, Yuki Tsuchiya, Fuyuki Miya, Tatsuhiko Tsunoda, Kumiko Yamashita, Keith A Boroe-
vich, Mitsuhiro Kato, Shinji Saitoh, Mami Yamasaki, Yonehiro Kanemura, Kenjiro Kosaki, Daiju Kita-
gawa. A novel genetic syndrome with STARD9 mutation and abnormal spindle morphology. Am. J. Med.
Genet. A. 2017.10; 173(10); 2690-2696

28. Ronesh Sharma, Maitsetseg Bayarjargal, Tatsuhiko Tsunoda, Ashwini Patil, Alok Sharma. MoRFPred-
plus: Computational Identification of MoRFs in Protein Sequences using Physicochemical Properties and
HMM profiles. J. Theor. Biol.. 2017.10; 437; 9-16

29. Jae-Jung Kim, Sin Weon Yun, Jeong Jin Yu, Kyung Lim Yoon, Kyung-Yil Lee, Hong-Ryang Kil, Gi Beom
Kim, Myung-Ki Han, Min Seob Song, Hyoung Doo Lee, Kee Soo Ha, Sejung Sohn, Todd A Johnson,
Atsushi Takahashi, Michiaki Kubo, Tatsuhiko Tsunoda, Kaoru Ito, Yoshihiro Onouchi, Young Mi Hong,
Gi Young Jang, Jong-Keuk Lee, . A genome-wide association analysis identifies NMNAT2 and HCP5 as
susceptibility loci for Kawasaki disease. J. Hum. Genet.. 2017.12; 62(12); 1023-1029

30. Shiu Kumar, Alok Sharma, Tatsuhiko Tsunoda. An improved discriminative filter bank selection approach
for motor imagery EEG signal classification using mutual information. BMC Bioinformatics. 2017.12;
18(Suppl 16); 545

31. Alok Sharma, Yosvany López, Tatsuhiko Tsunoda. Divisive hierarchical maximum likelihood clustering.
BMC Bioinformatics. 2017.12; 18(Suppl 16); 546

32. Alok Sharma, Piotr J Kamola, Tatsuhiko Tsunoda. 2D-EM clustering approach for high-dimensional data
through folding feature vectors. BMC Bioinformatics. 2017.12; 18(Suppl 16); 547

33. Ueki M, Maeda M, Sugiyama T, Kohmoto R, Kojima S, Ikeda T, Harada A, Kanemura Y, Miya F, Tsun-
oda T, Yamasaki M. A Case of Dandy-Walker Malformation Complicated by Axenfeld-Rieger Syndrome
International Journal of Opthalmology & Eye Science. 2017.12; S1:02:001; 1-3

[講演 · 口頭発表等]

1. Tatsuhiko Tsunoda. Multiomics and clinical analysis of cancer. CREST International Symposium on Big
Data Application 2017.01.12 Tokyo, Japan

2. 角田 達彦. ゲノムビッグデータと人工知能による未来の医療. 市民公開講座 2017.02.17 Tokyo, Japan

3. 角田 達彦. オミックス解析によるゲノム医療の新たな展開. 第 8 回生物統計ネットワークシンポジウム
2017.03.27 Fukuoka, Japan

4. Shinji Saitoh, Ikumi Hori, Takanobu Otomo, Mitsuko Nakashima, Fuyuki Miya, Yutaka Negishi, Ayako
Hattori, Tatsuhiko Tsunoda, Naomichi Matsumoto, Tamotsu Yoshimori. Clinical heterogeneity of geneti-
cally confirmed nine patients with Vici syndrome. 14th Asian and Oceanian Congress of Child Neurology
(AOCCN) 2017.05.11

5. 宮 冬樹, 重水 大智, 齋藤 伸治, 須藤 章, 中川　英刀, 奥田 修二郎, 岡本 伸彦, 加藤 光広, 山崎 麻美, Keith A
Boroevich, 金村 米博, 小崎 健次郎, 角田 達彦. 既存の exome解析では疾患原因変異同定が困難な検体の原
因変異探索手法の開発. 次世代現場の会 第 5回研究会 2017.05.22

6. 横井摂理,堤真紀子,宮冬樹,宮田昌史,加藤光広,岡本伸彦,角田達彦,山崎麻美,金村米博,小崎健次郎,齋藤伸
治, 倉橋浩樹. Novel compound heterozygous variants in PLK4 cause microcephaly and chorioretinopathy.
第 59回小児神経学会 2017.06.15

7. Tatsuhiko Tsunoda. Omic analysis drives precision medicine. International Conference for Precision
Cancer Medicine 2017.06.30 Tokyo, Japan

8. 角田 達彦. 医学 · 医療ビッグデータによるマルチオミックス解析. 東京医科歯科大学‐早稲田大学連携ワー
クショップ 2017.07.12 東京

9. Tatsuhiko Tsunoda. Exploring etiologies, sub-classification, and risk prediction of diseases based on big-
data analysis of clinical and whole omics data in medicine. CREST Big Data Fields Joint Meeting
2017.09.16 Tokyo, Japan

10. Tatsuhiko Tsunoda. Multi-omic analysis for precision cancer medicine. DNA sequencing technologies and
their application in practice 2017.10.12 Yerevan, Armenia
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11. Tatsuhiko Tsunoda. Trans-omic analysis drives precision medicine. The 1st International Symposium for
Trans-Omics 2017.11.21 Tokyo

12. Tatsuhiko Tsunoda. Exploring etiologies, sub-classification, and risk prediction of diseases based on big-
data analysis of clinical and whole omics data in medicine. CREST Big Data Fields Joint Meeting
2017.12.18 Tokyo, Japan

[特許]

1. ヒト肝細胞を有するマウスの処置方法, 公開番号：2007-037542

2. iPS細胞クローンの選択方法、及びその選択方法に用いる遺伝子の選択方法, 公開番号：WO 2012/115270

[Works]

1. Arete - an analysis toolkit for network-based gene prioritisation, コンピュータソフト, 2017年 04月

2. 2D-EM: Matlab package of 2D-EM clustering approach, コンピュータソフト, 2017年 08月

3. DRAGON: Matlab package of DRAGON clustering approach, コンピュータソフト, 2017年 09月

[受賞]

1. 筑波大学 医学奨励賞, 2017年 01月

2. 東京医科歯科大学難治疾患研究所 若手研究者賞, 2017年 03月

[その他業績]

1. 喘息関連 新たな遺伝子領域発見, 2017年 12月
化学工業日報掲載
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分子構造情報学
Structural Biology

教　授　　　伊藤　暢聡
准教授　　　伊倉　貞吉
助　教　　　沼本　修孝

( 1 ) 分野概要

　ゲノム配列の決定やプロテオミクスの進歩により、多くのタンパク質の一次配列やその経時的な機能が解明さ
れてきているが、タンパク質はある特定の立体構造をとることにより初めてその機能を発揮する。いわゆるプリ
オン病が示すように、タンパク質の化学的組成が同じでも、その立体構造が正しくなければ活性を示さないだけ
でなく疾病と関連することもある。
　本分野では、タンパク質を中心に生体高分子の立体構造やそれに関連した物理化学的な性質を研究することを
目的としている。また、合理的薬物設計を目指し、タンパク質と低分子化合物の複合体の構造も数多く決定して
いる。X線結晶解析による立体構造の解析を中心に、分子生物学的手法やコンピュータシミュレーション等も利
用してタンパク質の機能発現機構の研究も行っている。一方、数々の生体高分子の立体構造情報（原子座標）が
蓄積されつつあり、これと情報科学を結ぶデータベースの構築にも寄与している。こうした研究がこれらのタン
パク質を標的とした創薬に結びつくことを目標としている。

( 2 ) 研究活動

当分野では、主に構造生物学の観点から、学内外の研究グループと共同で以下のような研究を展開している。

1. B細胞共受容体の構造生物学的基盤
2. T細胞の活性化におけるシグナル伝達機構
3. 核内受容体とリガンド分子間相互作用の分子機構
4. タンパク質のフォールディング異常に関わる疾病の研究
5. デングウイルス血清型特異的免疫応答の分子機構
6. 巨大ヘモグロビンの構造基盤
7. HIV-1複製抑制機構の分子基盤
8. リン酸化酵素を標的とした合理的薬物設計
9. 蛋白質立体構造データベースの改善

( 3 ) 教育活動

担当科目：
　分子構造学特論、分子構造情報学、プロジェクトセメスター

( 4 ) 教育方針

分子構造学特論
生体高分子の立体構造を探求する構造生物学は、近年めざましい発展を遂げ、膨大な構造情報が蓄積 · 公開されて
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おり、また新規の構造も次々と報告されている。本講義は、構造生物学を専門としない学生が、こうした貴重な
成果を理解し、利用できるようにするためのものである。

分子構造情報学
X線結晶解析を中心に生体高分子の立体構造解析の原理を学ぶ。構造生物学の最新の研究や立体構造情報の創薬
への応用などについて、文献研究を通して学ぶ。実際の蛋白質を対象に、試料の大量調製や結晶などを学び、構
造決定法やその精密化などの計算的手法も習得する。さらに、得られた構造データの応用方法などについても学
ぶ。プロジェクトセメスターについても、同様の方針のもと研究活動の指導を行う。

( 5 ) 研究業績

[原著]

1. Satomi Inaba, Nobutaka Numoto, Shuhei Ogawa, Hisayuki Morii, Teikichi Ikura, Ryo Abe, Nobutoshi Ito,
Masayuki Oda. Crystal Structures and Thermodynamic Analysis Reveal Distinct Mechanisms of CD28
Phosphopeptide Binding to the Src Homology 2 (SH2) Domains of Three Adaptor Proteins. J. Biol.
Chem.. 2017.01; 292(3); 1052-1060

2. Yurina Miyashita, Eiji Ohmae, Teikichi Ikura, Kaoru Nakasone, Katsuo Katayanagi. Halophilic mecha-
nism of the enzymatic function of a moderately halophilic dihydrofolate reductase from Haloarcula japonica
strain TR-1. Extremophiles. 2017.05; 21(3); 591-602

[講演 · 口頭発表等]

1. 沼本修孝. X線結晶構造解析でみるタンパク質の分子認識と機能制御機構. 京都府立大学生命物理化学研究
室セミナー 2017.01.16 京都

2. Nobutoshi Ito. Protein Data Bank and Structure Deposition at PDBj. CCP4 Crystallography School and
Workshop 2017.01.27 SPring8, Harima, Japan

3. 赤津ちづる、品川健朗、沼本修孝、劉志紅、Aslam Mohammad、伊藤暢聡、鍔田武志. CD72は SLE関連自
己抗原による B細胞活性化を特異的に抑制する. 免疫学 · 病態生化学領域合同シンポジウム 2017.03.08 東京

4. 伊倉貞吉. タンパク質ミスフォールディングが引き起こす神 経変性疾患～微小管結合タンパク質タウ研究の
最近の展開. 第 55回創薬科学セミナー 2017.04.27 名古屋

5. 伊倉貞吉, 伊藤暢聡. Pin1由来のタンパク質分解酵素の触媒機構. 第 17回日本蛋白質科学会年会 2017.06.21
仙台市

6. 沼本修孝, 赤津ちづる, 品川健朗, 鍔田武志, 伊藤暢聡. 結晶構造による B細胞抑制性因子 CD72のリガンド
結合部位の推測. 第 17回日本蛋白質科学会年会 2017.06.22 仙台

7. 赤津 ちづる、沼本 修孝、伊藤 暢聡、鍔田 武志. 抑制性受容体 CD72による RNA関連自己抗原への自己免
疫応答の制御. 第 32回自己免疫研究会 2017.07.15 東京

8. Teikichi Ikura, Nobutoshi Ito. Functional conversion from peptidyl-prolyl isomerase to protease by a single
amino acid substitution. the joint 19th International Union of Pure and Applied Biophysics 2017.07.17
Edinburgh, UK

9. Takeshi Kawabata, Masayuki Oda, Satomi Inaba, Nobutaka Numoto, Fusako Kawai. Structural and
mutational analysis of PET-hydolyzing enzyme, Cut190, based on the 3D docking structure with model
compounds of PET. 254th American Chemical Society National Meeting & Exposition 2017.08.20 Wash-
ington, DC, USA

10. 清水奏,宮下由里奈,山本雄大,中野祥吾,伊藤創平,沼本修孝,伊倉貞吉,伊藤暢聡,加来田博貴,島野仁,常盤
広明. レチノイド X受容体とパーシャルアゴニストに関する相互作用解析. 第 61回日本薬学会関東支部大
会 2017.09.16 東京

11. 沼本修孝, 赤津ちづる, 品川健朗, 鍔田武志, 伊藤暢聡. B細胞抑制性因子 CD72の分子表面電荷分布による
リガンド結合制御機構. 第 55回日本生物物理学会年会 2017.09.20 熊本

12. Teikichi Ikura, Nobutoshi Ito. Quantitative evaluation of activity of a protease derived from Pin1 for tau
protein. The 56th Annual Meeting of the Biophysical Society of Japan 2017.09.21 Kumamoto, Japan



— 887 —

生命理工学講座

13. 清水奏,宮下由里奈,山本雄大,中野祥吾,伊藤創平,沼本修孝,伊倉貞吉,伊藤暢聡,加来田博貴,島野仁,常盤広
明. hRXRα/パーシャルアゴニスト複合体に対する構造生物学および理論化学の融合解析. 第 35回メディ
シナルケミストリーシンポジウム 2017.10.26 愛知

14. 清水奏,宮下由里奈,山本雄大,中野祥吾,伊藤創平,沼本修孝,伊倉貞吉,伊藤暢聡,加来田博貴,常盤広明. パー
シャルアゴニストが結合した hRXRα受容体複合体に関する構造生物学および計算化学的解析. 第 28回日
本レチノイド研究会学術集会 2017.11.19 兵庫

15. 沼本修孝. 顕微分光と X 線回折を併用した構造解析. SPring-8 研修会　-タンパク質構造解析の新手法-
2017.11.29 兵庫

[受賞]

1. 平成 28年度難治疾患研究所最優秀論文賞, 2017年 03月

[社会貢献活動]

1. 高大連携プログラム, 2017年 07月 18日
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高次神経科学
Neuroscience

教　授　田中　光一
准教授　相田　知海
助　教　石田　紗恵子
助　教　平岡　優一

大学院生（博士）
　　　　　赵　卓扬
　　　　　杉山　香織
　　　　　半田　剛久

大学院生（修士）
　　　　　瀧川　遥
　　　　　小川　恕
　　　　　萩原くるみ
　　　　　 Bi Haining

技術補佐員
　　　　　石久保　春美

秘　　書　
　　　　　大野　里美

( 1 ) 分野概要

種々の分子や細胞の機能及びこれらの異常がどのように動物の個体レベルでの行動及び行動異常に関与するかに
ついて遺伝子改変動物を用いて研究する。これらの解析を通して、記憶 · 学習などの脳高次機能及び機能異常の機
構を、分子 · 細胞および個体レベルで理解する。

( 2 ) 研究活動

１．グルタミン酸トランスポーターの脳機能における役割
　中枢神経系の興奮性シナプス伝達は主にグルタミン酸により担われており、グルタミン酸シグナル伝達の解明
は脳機能解明の基礎となる。我々の分野では、神経回路網の形成 · 脳高次機能におけるグルタミン酸シグナリング
の機能的役割を分子、細胞、個体レベルで明らかにすることを目指す。また、過剰なグルタミン酸は神経毒性を
示し、様々な精神神経疾患の原因と考えられている。精神神経疾患におけるグルタミン酸シグナル伝達の病態生
理学的役割を解明し、それら疾患の新しい治療法の開発を目指す。グルタミン酸シグナル伝達に中心的な役割を
果たすグルタミン酸トランスポーターを中心に研究を行っている。
グルタミン酸トランスポーターは、神経終末から放出されたグルタミン酸を取り込み、神経伝達物質としての作
用を終わらせ、細胞外グルタミン酸濃度を低く保つ機能的分子である。現在まで脳のグルタミン酸トランスポー
ターには、グリア型２種類 (GLT1, GLAST)と神経型２種類 (EAAC1, EAAT4)の計４種類のサブタイプが知ら
れている。
　グリア型グルタミン酸輸送体の機能障害は、多くの精神神経疾患（筋萎縮性側索硬化症、アルツハイマー病、脳
梗塞 · 脳外傷、てんかん、統合失調症、うつ病、自閉症など）で報告されており、神経細胞の機能障害および変
性 · 脱落に関与する共通した機序だと考えられています。しかし、グリア型グルタミン酸輸送体の発現減少が神
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経細胞の変性 · 脱落の直接的な原因か、あるいは神経細胞の脱落に伴う二次的な現象なのかは不明でした。我々
は、グリア型グルタミン酸輸送体 (GLT1と GLAST)を脊髄から欠損させたマウス（脊髄 GLT1/GLAST欠損マ
ウス）を作成し、脊髄運動ニューロンに変性 · 脱落を引き起こし得るかを検討しました。脊髄 GLT1/GLAST欠
損マウスは、進行性の下肢麻痺および運動ニューロンの脱落といった筋萎縮性側索硬化症 (ALS)に似た症状を呈
することを見つけました。さらに、脊髄 GLT1/GLAST欠損マウスの運動ニューロンでは、タンパク分解酵素の
カルパインが過剰に活性化され、核ー細胞質間輸送に関わる核膜孔複合体 (Nuclear Pore Complex; NPC)の構成
成分 (Nucleoporin; NUP)が分解され、核に形態異常が起こることを見出しました。また、脊髄GLT1/GLAST欠
損マウスの ALSに似た症状や NUPの分解は、AMPA型グルタミン酸受容体阻害剤ペランパネルおよびカルパイ
ン阻害剤 SNJ-1945により長期的に改善されることを明らかにしました（Sugiyama et al., 2017）。
　また、小脳のバーグマングリアに豊富なグルタミン酸輸送体 GLAST に着目し,その遺伝子欠損マウスの表現
型解析を行いました。その結果,GLAST が,プルキンエ細胞における登上線維と平行線維の支配テリトリーの分離
化、優勢な 登上線維による単一支配の確立、グリア突起による樹状突起とシナプスの被覆化に必須であることを
突き止めました。同様の表現型は,成熟した野生型マウス小脳へのグルタミン酸輸送体阻害剤の投与 により再現さ
れたことから,機能的なシナプス回路の維持に不可欠であることもわかりました (Miyazaki et al., 2017)。

２．DEPDC5のてんかんおよび精神疾患発症における役割の解明
「てんかん」は、人口の約１％に生じる頻度の高い神経疾患であり、神経細胞の過度な放電に由来する反復性発作
を特徴とし、多種多様な臨床症状を示す。多くの場合は根本的な治療法がなく、抗てんかん薬を長期間服用する
対症療法に頼らざるを得ない。また、全体の約 30％は抗てんかん薬が効かない難治性である。
近年、腫瘍などの病変が認められない「特発性てんかん」の病因として特定の遺伝子の変異が報告されている。
これまでイオンチャネル関連遺伝子、もしくは伝達物質受容体のサブユニット遺伝子の変異が報告されてきたが、
多種多様である「てんかん」の症状は、現在報告されている遺伝子の機能解析だけでは十分に解明できていない。
DEP (Dishevelled, Egl-10 and Pleckstrin)　 domain　 containing protein 5 （DEPDC5）（Ishida et al., 2013）
遺伝子はこれまでに報告されてきたてんかん原因遺伝子とは相同性がなく、その発症機序は、既知のものとは異な
ることが推測されている。ゆえに、DEPDC5機能解析研究は、新たなてんかん予防法や治療法の開発につながる
ことが期待される。さらに、患者において自閉症スペクトラム（ASD）等の精神疾患の併発が多く認められ、精神
疾患のみを示す患者も認められたことから、DEPDC5はてんかんのみならず、精神疾患の病因でもあることが指
摘されている（Scheffer, Neuropediatrics, 2014）。しかしながら、DEPDC5の生体内における機能や、DEPDC5
機能障害による発症機序は未だ明らかになっていない。
これまでの研究から、Depdc5は成長因子や細胞ストレスなどの刺激に応答して細胞の成長 · 増殖等を制御する
mTORC1（mechanistic target of rapamycin complex1）の抑制因子であることを明らかにしたが（図４）、DEPDC5
のノックアウト個体は、胎生致死を示し、その後の詳細な解析はできなかった（Marsan and Ishida et al., 2016）。
そこで我々は、DEPDC5の機能異常と病態との関連を詳細に検討するには、Depdc5を脳部位特異的に欠失させた
conditional KO（cKO）個体を作製する必要があるという着想に至った。本年度は、Cre-loxPシステムを用いた
cKOマウス作製に必要なDepdc5flox/floxマウスをCRISPR-Cas9システムを用いて、独自に作製することに成功
した。引き続き、本マウスを用いて、てんかん発症におけるDEPDC5の役割の解明を強く推し進める。DEPDC5
の機能研究は、てんかんおよび精神疾患発症機序解明研究に新たな知見をもたらす。

( 3 ) 教育活動

研究実習
認知のメカニズムを分子から個体行動レベルまで統一的に解析するため、遺伝子改変動物、キメラ動物の作成を
行う。また、作成したモデル動物の認知異常の解析およびその異常が発生した分子メカニズムに関して解析して
もらう。

参加可能プログラム
研究グループへの参加　　随　時
細胞生物学実験　　　　　　年 5回　 13：00—16：00
実験内容
　 1．遺伝子の単離とターゲティングベクターなどの作成
　 2．遺伝子改変マウスの作成
　 3．動物の行動解析法
　 4．中枢神経系の形態学的解析法
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( 4 ) 教育方針

認知のメカニズムを分子から個体行動レベルまで統一的に解析するため、遺伝子改変動物、キメラ動物の作成を
行う。また、作成したモデル動物の認知異常の解析およびその異常が発生した分子メカニズムに関して解析して
もらう。

( 5 ) 研究業績

[原著]

1. Tomoharu Nakamori, Tomomi Kato, Hiroyuki Sakagami, Kohichi Tanaka, Hiroko Ohki-Hamazaki. Regu-
lation of visual Wulst cell responsiveness by imprinting causes stimulus-specific activation of rostral cells.
Sci Rep. 2017.02; 7; 42927

2. Ken-Ichiro Kubo, Kimiko Deguchi, Taku Nagai, Yukiko Ito, Keitaro Yoshida, Toshihiro Endo, Seico
Benner, Wei Shan, Ayako Kitazawa, Michihiko Aramaki, Kazuhiro Ishii, Minkyung Shin, Yuki Mat-
sunaga, Kanehiro Hayashi, Masaki Kakeyama, Chiharu Tohyama, Kenji F Tanaka, Kohichi Tanaka, Sachio
Takashima, Masahiro Nakayama, Masayuki Itoh, Yukio Hirata, Barbara Antalffy, Dawna D Armstrong,
Kiyofumi Yamada, Ken Inoue, Kazunori Nakajima. Association of impaired neuronal migration with
cognitive deficits in extremely preterm infants. JCI Insight. 2017.05; 2(10);

3. Taisuke Miyazaki, Miwako Yamasaki, Kouichi Hashimoto, Kazuhisa Kohda, Michisuke Yuzaki, Keiko
Shimamoto, Kohichi Tanaka, Masanobu Kano, Masahiko Watanabe. Glutamate transporter GLAST
controls synaptic wrapping by Bergmann glia and ensures proper wiring of Purkinje cells. Proc. Natl.
Acad. Sci. U.S.A.. 2017.07; 114(28); 7438-7443

4. Kaori Sugiyama, Tomomi Aida, Masatoshi Nomura, Ryoichi Takayanagi, Hanns U Zeilhofer, Kohichi
Tanaka. Calpain-Dependent Degradation of Nucleoporins Contributes to Motor Neuron Death in a Mouse
Model of Chronic Excitotoxicity. J. Neurosci.. 2017.09; 37(36); 8830-8844

[特許]

1. 簡便で高効率の遺伝子改変非ヒト哺乳動物の作製方法, 特許番号：6190995

2. グルタミン酸トランスポーター GLAST機能欠損マウス, 特許番号：U.S. Patent Application No. 10/533,
051

[その他業績]

1. 「筋萎縮性側索硬化症に似た症状をグリア細胞の異常が引き起こす機序を解明」―　筋萎縮性側索硬化症の
治療薬の開発に拍車　―, 2017年 08月
Journal of Neuroscience
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生体情報薬理学
Bio-informational Pharmacology

教授　　　　　　 　　　　　　　古川 哲史
准教授　　　　　 　　　　　　　黒川 洵子
助教　　　　　　　 　　　　　　江花 有亮
ポスドク（ＲＰＤ） 　　　　　　児玉 昌美
ポスドク　　　　　　　　　　　　井原 健介
大学院生（Ｄ４）　　　　　　　　軽部 裕也
大学院生（Ｄ４）　　　　　　　　小泉 章子
大学院生（Ｄ４循環制御内科学）　高橋 健太郎
大学院生（Ｄ４循環制御内科学）　杉山 浩二
大学院生（Ｄ２）　　　　　　　　張　鵬
大学院生（Ｄ２）　　　　　　　　劉　鏈
大学院生（Ｍ２）　　　　　　　　藤塚 美紀
大学院生（Ｍ１）　　　　　　　　伊藤 沙紀
大学院生（Ｍ１）　　　　　　　　佐藤 央望
大学院生（Ｍ１）　　　　　　　　林　英里奈
大学院生（Ｍ１）　　　　　　　　杨　筱茜
技術補佐員　　　　　　　　　　　安東　朋子
技術補佐員　　　　　　　　　　　坂田　歩美
技術補佐員　　　　　　　　　　　木村　麗子
事務補佐員　　　　　　　　　　　山口　邦子　

( 1 ) 分野概要

心血管系の難治疾患 · コモン疾患（特に不整脈 · 突然死）の病態解明研究を、多角的アプローチ（ゲノム研究、パッ
チクランプ実験、遺伝子組み換えマウス、計算科学的研究など）により行っている。得られた成果を元に、患者に
還元できるトランスレーショナル研究を目指している。

( 2 ) 研究活動

(1) 心房細動の研究
心房細動は最も頻度の高い持続性不整脈であり、日本における患者数は約 350万人に上る。心原性塞栓による脳
梗塞 (本邦で年間約 25万人)を高頻度に合併し、寝たきり老人の主要な原因の 1つである。心房細動は高齢者で罹
患頻度が飛躍的に上昇し、また心房細動患者は非患者に比べて認知症の頻度が約 2倍高い。したがって、超高齢
化社会を迎えたわが国では心房細動の予防 · 治療法の確立が急がれている。
(A) 心房細動関連遺伝子多型の研究
本研究室は、理化学研究所主導で行われているオーダーメイド医療実現化プロジェクト (第 1期 2006年∼2007年、
第 2期 2008年∼2012年、第 3期 2013年∼)に参加し、全ゲノムアプローチ法 (genome-wide association study [
GWAS] )により心房細動発症に関わる遺伝リスクを網羅的に解析している。昨年度は国際的メタ解析 (CHARGE
study)に参加し、心房細動の遺伝的リスクとして、合計 10のリスクの同定に成功した。
(理化学研究所ゲノム医科学研究所尾崎浩一博士、久保光明博士、本学バイオリソースセンター田中敏博教授、本
学保健衛生学科検査学専攻沢辺元治博士、本学循環器制御内科学および不整脈センターとの共同研究)
(B)心房細動関連遺伝子の生物学的機能解析
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GWASの強みの 1つと考えられているのは、網羅的解析であることから新規の疾患パスウェイが見つかり、新た
な治療標的が同定されることである。そこで、新たな疾患パスウェイの同定を目指して、(A) で抽出された心房
細動関連遺伝子の機能解析を行っている。有意水準がトップ 2の SNPsと (A)の 10リスク以外の日本人のみで心
房細動との関連が同定された 1つ、合計 3SNPsの解析を行っている。それぞれ、心房細動のトリガーと考えられ
る肺静脈心筋の異常興奮、心房細動の維持機構の主原因とされる心房リモデリングのうち、細胞増殖および筋変
性myolysisに関与することが示唆された。
(C) 心房細動関連 SNPsを用いたリスク層別化
GWASのもう 1つの強みは、得られた遺伝情報を元に疾患発症のリスク層別化が行えることである。これを元に、
将来的には個別化医療、先制医療の展開によるトランスレーショナル応用が期待される。そこで、(A)で得られた
遺伝情報を元に心房細動リスクをスコア化し、25%毎に 4つの集団に分類したところ、最もハイリスクの集団では
オッズ比は 5.5となった。これを元に個別化医療を行ったと仮定すると、感度 · 特異度どもに 65%となった。現状
ではまだ個別化医療への応用には不十分と考えられ、ポスト GWAS研究の必要性が示唆された。

(2) 心室頻拍 · 突然死の研究
突然死 sudden deathのほとんどが致死性不整脈の心室細動によるものである。若年者では、基礎心疾患なしに発
生する特発性心室細動、中年以降では心筋梗塞に伴い発生する真しｈつ細動が突然死の主な原因であることは分
かっているが、その発現機構の解明と予防法 · 治療法の確立はいまだに不整脈研究の最重要課題の 1つとなって
いる。本研究室では遺伝子改変マウスを用いたアプローチにより、突然死の病態解明を目指している。
(A) 心臓ヒス · プルキニエ系特異的転写因子の遺伝的異常と運動時突然死
運動中の突然死の頻度は 0.01%程度と言われており、これは競技スポーツとリクリエーションスポーツの両者で見
られる。我々は、ヒス · プルキニエ系特異的に発現する転写因子が運動中の致死性不整脈の発現に関与することを
マウスとヒトで見出した。マウスでヒス · プルキニエ系特異的に発現する転写因子をノックアウトすると、心室内
伝導が障害され、運動時に心臓ブロックや心室不整脈が出現する。ヒト特発性心室細動患者 130名でヒス · プル
キニエ系特異的に発現する転写因子のシークエンス解析を行ったところ、2つの新規変異、1つのコモン SNPが 3
人の患者で同定された。コモン SNPは疾患原因遺伝子のmodifierとして作用することが示唆された。以上から、
運動に関連した心臓突然死の遺伝的リスクの 1つを同定することに成功したものと考える。
（浜松医科大学医学部生化学講座三浦直行教授、日本医科大学清水渉博士、国立循環器病センター相庭武博士、横
浜労災病院野上昭彦博士、本研究所分子病態分野木村彰方教授との共同研究）
(B) 心筋虚血 · 再灌流傷害におけるパネキシン 1の役割
心臓の虚血 · 再灌流による心筋梗塞と不整脈発症は突然死の最も大きな原因である。これに先立って、短時間の虚
血が繰り返されている傷害が軽減され、pre-conditioningと呼ばれている。Pre-conditioningには、心筋細胞から
分泌されるATPが関与することが知られているが、ATPの放出機構は分かっていない。我々は、KOマウスを用
いることにより pannexin-1が虚血による心筋細胞からの ATP放出経路であること、これが pre-conditioningに
関することを明らかにした。

(3) iPS細胞を用いた不整脈研究
従来の不整脈研究は、ヒト以外の生物種（ラット、モルモットなど）の心筋細胞を用いた方法、あるいはヒト遺
伝子を培養細胞（HEK細胞など）に異所性に発現させてシステムを用いて行われてきたが、実際に不整脈の発生
の環境場、特に興奮—収縮連関 · 細胞内 Ca2+ハンドリングが欠如した環境場での検討である点が重大な問題点と
なっている。ヒト iPS細胞から分化誘導した心筋細胞を用いることにより、この問題点のない不整脈研究が可能
となることが期待される。
(A) ヒト iPS細胞由来心筋細胞を用いたQT延長薬評価系の確立
市販薬の最も頻度の高いリコールの原因として QT延長に伴う不整脈があり、新薬開発において厳密な QT延長
に伴う安全性評価が求められている。これらの薬物性 QT延長のほとんどが hERGチャネル抑制に基づくことか
ら、新薬開発においては、① in vitroの hERGアッセイ、② in vivoの QT延長アッセイ、③ヒトでの thorough
QT test(TQT)、の 3つが求められている。②、③でかかる労力 · コストが大きなことから、①の in vitroアッセ
イの精度の向上が強く求められている。特に、ヒト iPS細胞由来心筋細胞を用いることによる精度向上に大きな
期待が寄せられている。そこで、本学生体材料工学研究所安田教授、国立医薬品食品衛生研究所諫田博士と共同
で、ヒト iPS細胞由来心筋細胞を用いた QT延長薬評価システムの構築とその validationを行っている。このア
プローチの最大の問題点は、iPS細胞由来心筋細胞が比較的未熟であり、成熟心筋と性質が著しく異なることであ
る。本年度は、成熟心筋と iPS細胞由来心筋細胞の電気生理学的相違のキー分子を、パッチ · クランプ実験とコ
ンピューターモデルを用いて in silicoアプローチ (滋賀医大循環器内科芦原貴司博士との共同研究)で同定し、同
因子を操作することにより成熟心筋に近く、薬物評価システムとして精度の高い iPS細胞由来心筋細胞の確立に
成功した。
（本学生体材料工学研究所情報分野安田賢二教授、国立医薬品食品衛生研究所楝田泰成博士、滋賀医科大学循環
器内科芦原貴司博士との共同研究）

(5)先端テクノロジーを用いた心血管系研究
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(A) Motion vector法を用いた in vitro心筋収縮能解析系の研究
従来の心筋収縮能アッセイは、in vivoでの心エコー法、カテーテルによる心内圧、心容量測定など行っており、in
vitroで心筋収縮性の評価は極めて困難であった。このため、薬物の心毒性は in vivo試験になるまで評価するこ
とが不可能であった。ソニー株式会社が開発したmotion vector法は、in vitroで画像処理を行うだけで心筋収縮
速度、心筋拡張速度を測定することが可能である。2011年度からソニー株式会社と共同研究契約を結び、本シス
テムの臨床応用へ向けた検討、特にヒト iPS由来心筋細胞への応用を行っている。
本年度は、本システムの抗癌薬の心毒性の評価への応用を検討した。
(ソニー株式会社メディカル事業ユニット安田章夫博士、松居恵理子博士、早川智弘博士、烏野初萌博士、高橋和
也博士との共同研究)
(B) 心臓電気現象 3-Dシミュレーター構築
計算力が世界 1となった京コンピューターの医療分野応用の 1つとして、生命現象の 3-Dシミュレーターの構築
が期待されている。中でも、心臓電気現象は既に細胞レベルでのコンピューターシミュレーションモデルが構築
されていることから、最も実現化に近いと考えられており、また大きな問題となっている薬物誘発性不整脈の予
防への応用が強く期待されている。2011年度から、内閣府最先端研究開発支援プログラム『未解決のがんと心臓
病を撲滅する最低医療開発』（代表永井良三）のサブテーマ「ヒト心臓シミュレーターによる最適医療開発」（代表
久田俊明）の枠組みでヒト心臓シミュレーター (UT-heart)開発の基礎データ取得とシミュレーターの validation
を担当している。本年度は、標準的な 10薬物 (高リスク薬、低リスク薬、非リスク薬)の 5種類のイオン電流に対
する作用を解析した。今後は、このデータを UT-heartに反映させることで、心毒性を評価できるか検討を行う。
(東京大学新領域創成科学科久田俊明教授、杉浦清了教授、岡田純一博士、エーザイ株式会社澤田光平博士、吉永
貴志博士との共同研究)

( 3 ) 教育活動

医学部
　 2年生　神経生理学導入（2コマ）
　 2年生　生理学（6コマ）
　 3年生　循環器学（1コマ）
　 4年生　プロジェクトセメスター
保健衛生学科検査学専攻
　 3· 4年生　心臓生理学（科目責任者、8コマ）

( 4 ) 研究業績

[原著]

1. Kuroda Y, Yuasa S, Watanabe Y, Ito S, Egashira T, Seki T, Hattori T, Ohno S, Kodaira M, Suzuki
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W, Kodama I, Ogawa S, Kokubun N, Horigome H, Hoeir M, Kamiya K, Fukuda K. Flecainide amelio-
rates arrhythmogenicity through NCX flux in Andersen-Tawil syndrome-iPS cell derived cardiomyocytes
Biochemical Biophysical Reports. 2017.01; 9; 245-256

2. 古川 哲史. 【使い分けの根拠がわかる!循環器の薬】 (Part 1)心不全薬の使い分け ナース専科. 2017.01;
37(2); 12-21

3. 古川 哲史. 【使い分けの根拠がわかる!循環器の薬】 (Part 2)降圧薬の使い分け ナース専科. 2017.01; 37(2);
22-25
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2017.01; 37(2); 26-31

5. 古川 哲史. 【使い分けの根拠がわかる!循環器の薬】 (Part 4)抗不整脈薬の使い分け ナース専科. 2017.01;
37(2); 32-38

6. 古川 哲史. 【使い分けの根拠がわかる!循環器の薬】 (Part 5)抗血栓薬の使い分け ナース専科. 2017.01;
37(2); 39-44

7. Ihara Kensuke, Sasano Tetsuo, Sugiyama Koji, Takahashi Kentaro, Furukawa Tetsushi. CRISPR/Cas9
ベースの in vivoゲノム編集による生物学的ペースメーカーの作成 (Generating Biological Pacemaker by
CRISPR/Cas9 Based in Vivo Genome Editing) 日本循環器学会学術集会抄録集. 2017.03; 81回; PE-036
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学会年会要旨集. 2017.03; 137年会 (3); 92

12. Fukuda Shun, Kodama Masami, Nagamori Shushi, Isozumi Noriyoshi, Fujizuka Miki, Kita Satomi, Iwamoto
Takahiro, Kanai Yoshikatsu, Furukawa Tetsushi, Kurokawa Junko. 心臓 IKsチャネルのカルシウム感受
性における高分子複合体の役割 (Roles of macromolecular complexes in calcium-sensitivity of the cardiac
IKs channel) Journal of Pharmacological Sciences. 2017.03; 133(3Suppl.); S166

13. Kodama Masami, Fukuda Shun, Nagamori Shushi, Isozumi Noriyoshi, Fujizuka Miki, Kanai Yoshikatsu,
Furukawa Tetsushi, Kurokawa Junko. 遅延整流性カリウムチャネルのカルシウム感受性における分子複合体
形成の役割 (Roles of macromolecular complex formation in calcium-sensitivity of the cardiac IKs channel)
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14. Liu L, Ebana Y, Nitta J, Takahashi Y, Miyazaki S, Tanaka T, Komura M, Isobe M, Furukawa T. Genetic
variants associated with susceptibility to atrial fibrillation in Japanese population Canadian Journal of
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5. [ 編集 ] 磯部光章、平尾見三、足利貴志、合屋雅彦、山本貴信 [ 著者 ] 井原健介、他.. 循環器臨床のリアル
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[総説]

1. [ 編集 ] 青沼和隆 [ 著者 ] 古川哲史. 不整脈を科学する 別冊 · 医学のあゆみ. 2017.03; 103-107

2. 古川　哲史. 心臓の限局した部位から生じる不整脈 生体の科学. 2017.12; 68(6); 564-568

[講演 · 口頭発表等]

1. 古川　哲史. コモン不整脈の遺伝的リスク. 第 243回日本循環器学会関東甲信越地方会 2017.02.04 ステー
ションコンファレン東京

2. Ihara K, Sasano T, Sugiyama K, Takahashi K, Furukawa T. . Generating biological pacemaker by
CRISPR/Cas9 based in vivo genome editing.. The 81st Annual Scientific Meeting of the Japanese Circu-
lation Society. 2017.03.23 金沢.

3. Takahashi K, Sasano T, Ihara K, Isobe M, Furukawa T. . Pannexin-1 Contributes to the Maintenance of
Cardiac Function against Acute Pressure-overload as a ‘Mechanosensor’. . The 81st Annual Scientific
Meeting of the Japanese Circulation Society. 2017.03.23 金沢.

4. Sasano T, Takahashi K, Zhang P, Ihara K, Sugiyama K, Tamura N, Nishimura T, Shirai Y, Tao S, Sasaki
T, Kawabata M, Goya M, Hirao K, Isobe M, Furukawa T.. Comprehensive analysis linking microRNA and
atrial inflammation in mouse and human.. The 79th Annual Scientific Meeting of the Japanese Circulation
Society. 2017.03.23 大阪.

5. Jun Takeuchi. 2-defined factors are essential for the production of functional cardiomyocytes with the
selective innervation. 2017 Keystone Symposia Conference X7: Molecular Mechanisms of Heart Develop-
ment 2017.03.28
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6. Jun Takeuchi. Direct cardiomyocyte specification and differentiation by the defined factors. 2017 We-
instein Cardiovascular Development and Regeneration Meeting 2017.05.04 Hilton Columbus Downtown,
Columbus, Ohio

7. Lian Liu, Yusuke Ebana, Jun-ichi Nitta, Yoshihide Takahashi, Shinsuke Miyazaki, Toshihiro Tanaka,
Masatoshi Komura, Mitsuaki Isobe, Tetsushi Furukawa. Common genetic variants indicate the risk of
atrial fibrillation in Japanese population. 第 63回日本不整脈心電学会学術大会 2017.07.16 札幌 コンベン
ションセンター

8. Ihara K, Sasano T, Takahashi K, Furukawa T. . Pacemaker activity generated by in vivo genome editing..
The 10th Asia-pacific Heart Rhythm Society Scientific Session. 2017.09.14 Yokohama. Japan.

9. Yamazoe M, Sasano T, Nakamura W, Takahashi K, Ihara K, Furukawa T. . Cell-Free DNA Released
from Atrial Cardiomyocytes Promotes Pro-Inflammatory Cytokine IL-6 Expression in Macrophages. .
The 10th Asia-pacific Heart Rhythm Society Scientific Session. 2017.09.14 Yokohama. Japan.

10. Nagata T, Ohyagi M, Ihara K, Kaburagi H, Nishina K, Piao W, Yoshida-Tanaka K, Guo H, Kuwahara
H, Yoshioka K, Yokota T. . The effect of DNA/RNA heteroduplex oligonucleotides on muscle. . XXIII
World Congress of Neurology. 2017.09.16 Kyoto. Japan.

11. Jun Takechi. Heart cell specification and maturation by 2-defined factors. TAKAO International Sympo-
sium 2017.10.07 くにびきメッセ（島根県立産業交流会館）（島根 · 松江）

12. Kurokawa J, Fujizuka M, Hayashi E, Ashihara T, Kanda Y, Sekino Y, Furukawa T. Effects of hydro-
gel culture substrate on contractile properties and gene expression profiles of human iPS cell-derived
cardiomyocytes.. 日本薬学会 神戸

13. Furukawa T, Okata S, Yuasa S, Suzuki T, Makita N, Kurokawa J, Egashira T, Yamakawa H, Seki T,
Aizawa T, Hashimoto H, Kuroda Y, Tanaka A, Yae K, Murata M, Aiba T, Shimizu W, Horie M, Kodama
I, Ogawa S, Fukuda K. Disease modeling using iPS cells. The 78th Annual Scientific Meeting of the
Japanese Circulation Society Tokyo

14. Sato Y, Satoh A, Nitta J, Honda Y, Kuroda S, Sekigawa M, Kanoh M, Suzuki M, Inaba O, Muramatsu
K, Yamato T, Matsumura Y, Asakawa K, Ebana Y, Furukawa T, Hirao K, Isobe M. Impact of SNP on
IL6R (rs7514452) for age at onset of atrial fibrillation. The 78th Annual Scientific Meeting of the Japanese
Circulation Society Tokyo

15. Sekigawa M, Satoh A, Nitta J, Sato Y, Honda Y, Kuroda S, Kanoh M, Suzuki M, Inaba O, Muramatsu
K, Yamato T, Matsumura Y, Asakawa K, Ebana Y, Furukawa T, Hirao K, Isobe M. Effect of SNP on
9q22 (rs6479562) on the progression from paroxysmal atrial fibrillation to persistent atrial fibrillation.
The 78th Annual Scientific Meeting of the Japanese Circulation Society Tokyo

[社会貢献活動]

1. サイエンス教室：筑波大学附属高校, 東京医科歯科大学, 2017年 08月 18日

2. 心房細胞, NHK, ガッテン！ , 2017年 11月 17日
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環境エピゲノム
Epigenetic Epidemiology

教授　　 村松正明　
准教授　 佐藤憲子　
助教　　 今井千裕　

非常勤講師 新井富生

大学院生（博士） 藤谷啓雄、テイザチョウ、
勝田江朗、シルパパベッティーナット
メディナアブドサタル、エイココミン、縦媛
大学院生（修士） 坪田惟里、飛知和尚美、Jin Xin
大学院研究生　 トウダイケ
卒業研究生　　　　中田ありさ

( 1 ) 分野概要

本分野では、難治性病態に繋がる日常的慢性疾患（Common Chronic Diseases）の発症•進展と遺伝子および環境
因子の関連を明らかにする目的で、ゲノム情報を駆使し、疫学的手法を用いて解析をする。基本的には疫学フィー
ルドや臨床サンプルを持つ研究グループとの共同研究のもとで、疾患の発症に及ぼす遺伝子および環境因子およ
びそれらの交互作用の発見と検証、疾患の易罹患性や薬剤反応性に関与する遺伝子多型の解析を行う。対象疾患
はメタボリック症候群（糖尿病、高血圧、高脂血症、肥満）、動脈硬化、慢性閉塞性肺疾患（COPD）などである。
これらの日常的疾患は多因子疾患であり、遺伝子-環境因子、遺伝子-遺伝子の交互作用の影響を包括的に捉えるた
めバイオインフォマティックス研究も進めている。また日常的慢性疾患の素因の一部は胎児期に形成されるとい
う Developmental Origins of Health and Disease（DOHaD）仮説を検証すべく、子宮内環境により胎児期のエピ
ゲノム状態が変化して疾患の易罹患生に影響を及ぼすかどうかの検討を行っている。
　これらの取り組みによりゲノムと環境による疾患に対する相加的、相乗的なリスクを知ることで、先制医療や
新しい予防医学に有意義な指針を提唱することを目指している。またパーソナルゲノム時代の到来に備えて、ゲ
ノム解析結果を個人に返却した場合の心理的影響や行動変容に関する社会医学的な取り組みも開始する。大学院
生および大学院研究生には、ゲノム医学、遺伝統計学、疫学、そして分子生物学などの知識や実験手技を教育し、
学際的に広がりを持つ分野を理解してパーソナルゲノム時代に適応した研究を推進できる人材の育成を行う。

( 2 ) 研究活動

疫学フィールドを持つ研究グループとの共同研究のもとで、疾患の発症に及ぼす遺伝子および環境因子およびそ
れらの交互作用の発見と検証を行っている。また疾患の易罹患性や薬剤反応性に関与する遺伝子とその多型を臨
床グループとの共同研究で解析し、さらには得られた遺伝子の機能解析を進めるべく研究を行っている。対照疾
患は、生活習慣病の要である、高血圧、糖尿病、肥満、メタボリックシンドローム、動脈硬化、慢性閉塞性肺疾
患、癌などである。多くの疾患は多因子疾患であり、遺伝子間の相互作用の影響が大きいので、これを包括的に
解析するための手法の開発をバイオインフォマティックスの観点からも進めている。遺伝子多型及び環境因子の
疾患に対する相加的、相乗的なリスクを測ることで、将来的にはオーダーメイド医療時代の新しい診断 · 治療指針
の提唱を目指している。さらに、遺伝子多型とエピゲノムとの関係や、遺伝子多型では説明できない個体差とエ
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ピジェノタイプとの関連についての研究も開始している。特に、生活習慣病は、その一部の素因が胎児期に形成
されるという考え方が広く受け入れられるようになってきた。発生発達期の環境変化が疾患感受性や形質多様性
に及ぼす影響を解析することにより、将来の先制的な疾患予防に役立てようと考えている。またパーソナルゲノ
ム情報から、先制 · 予防医療に重要な情報を抽出する方法を開発するプロジェクトを立ち上げた。

( 3 ) 教育活動

村松正明：博士課程講義「疾患予防科学概論」
村松正明：修士課程講義「環境社会医歯学」
村松正明：修士課程講義「英語交渉•ディベート特論」
佐藤憲子：修士課程講義「生化学」
佐藤憲子：修士課程講義「遺伝医学」
佐藤憲子、村松正明：博士課程講義「生命科学特論 I」

( 4 ) 教育方針

本分野では、難治性病態に繋がる生活習慣病の発症に関わる遺伝子、環境因子およびその相互の関連を理解する
ための疫学手法、ゲノム解析手法、エピゲノム解析手法、遺伝統計学的手法、分子生物学的手法を大学院生および
研究生に教育している。これによって学際的に広がりを持つ分子疫学分野を理解し、研究を遂行できる人材の育
成を行っている。

( 5 ) 研究業績

[原著]

1. Sariya Dechamethakun, Noriko Sato, Shinobu Ikeda, Motoji Sawabe, Seijiro Mori, Yoshiji Yamada,
Masashi Tanaka Masaaki Muramatsu and Tomio Arai. Association of Macrophage Capping Protein
(CAPG) Arg335His Polymorphism and Cancer Susceptibility in the Elderly Japanese Journal of Geron-
tology and Geriatric Research. 2017.04; 6(2); 417

2. Noriko Sato, Katsuko Sudo, Masayo Mori, Chihiro Imai, Masaaki Muramatsu, Masahiro Sugimoto. Early
gestational maternal low-protein diet diminishes hepatic response to fasting in young adult male mice. Sci
Rep. 2017.08; 7(1); 9812

3. Kumpei Tanisawa, Nobuyoshi Hirose, Yasumichi Arai, Hiroshi Shimokata, Yoshiji Yamada, Hisashi Kawai,
Motonaga Kojima, Shuichi Obuchi, Hirohiko Hirano, Hiroyuki Suzuki, Yoshinori Fujiwara, Yu Taniguchi,
Shoji Shinkai, Kazushige Ihara, Maki Sugaya, Mitsuru Higuchi, Tomio Arai, Seijiro Mori, Motoji Sawabe,
Noriko Sato, Masaaki Muramatsu, Masashi Tanaka. Inverse association between height-increasing alleles
and extreme longevity in Japanese women. J. Gerontol. A Biol. Sci. Med. Sci.. 2017.08;

4. Rina Komazaki, Sayaka Katagiri, Hirokazu Takahashi, Shogo Maekawa, Takahiko Shiba, Yasuo Takeuchi,
Yoichiro Kitajima, Anri Ohtsu, Sayuri Udagawa, Naoki Sasaki, Kazuki Watanabe, Noriko Sato, Naoyuki
Miyasaka, Yuichiro Eguchi, Keizo Anzai, Yuichi Izumi. Periodontal pathogenic bacteria, Aggregatibacter
actinomycetemcomitans affect non-alcoholic fatty liver disease by altering gut microbiota and glucose
metabolism Scientific Reports. 2017.10;

[総説]

1. 佐藤　憲子. 3. DOHaDの基礎：DOHaDの分子機構 産婦人科の実際. 2017.08; 66(08); 959-966

2. Kazuki Mochizuki, Chihiro Imai, Noriko Sato, Takeo Kubota. The roles of epigenetics in developmental
programming/Developmental Origins of Health and Disease theory. OBM Genetics. 2017.10; 1(4);

3. 佐藤憲子. 疾患発症前段階の肝臓トランスクリプトーム · メタボローム解析　ー妊娠前期低タンパク質飼料
DOHaD動物実験- メディカル · サイエンス · ダイジェスト MSD . 2017.12; 43(12); 45-46



— 903 —

生命理工学講座

[講演 · 口頭発表等]

1. Takimoto H, Okamitsu M, Sato N, Kyaw TZ, Htun NC, Imai C, Tsubota Y, Tajirika-Shirai R, Yago S,
Aoyama T, Miyasaka N. Dietary intakes and depressive symptoms among pregnant participants in the
Birth Cohort- Gene and ENvironment Interaction Study of TMDU (BC-GENIST). 第２７回日本疫学会
学術総会 2017.01.27 山梨

2. 佐藤　憲子. DOHaDとエピジェネティクス. ゲノム創薬 · 医療フォーラム第 7回談話会 2017.05.17 東京

3. Hidemi Takimoto, Motoko Okamitsu, Noriko Sato, Tay Zar Kyaw, Nay Chi Htun, Chihiro Imai, Yuiri
Tsubota, Reiko Tajirika-Shirai, Satoshi Yago, Tomoko Aoyama, Naoyuki Miyasaka. Dietary intakes from
3-day weighed dietary records among pregnant participants in the Birth Cohort - Gene and ENvironment
Interaction Study of TMDU (BC-GENIST). the 21st World Congress of Epidemiology, International
Epidemiological Association 2017.08.21 Saitama, Japan

4. Noriko Sato, Hidemi Takimoto, Motoko Okamitsu, Tay Zar Kyaw, Chihiro Imai, Nay Chi Htun, Satoshi
Yago, Tomoko Aoyama, Seiji Yamaguchi and Naoyuki Miyasaka. Study design: the evaluation of in-
terindividual differences in neonatal epigenome - the BC-GENIST project. the 21st World Congress of
Epidemiology, International Epidemiological Association 2017.08.21 Saitama, Japan

5. 今井 千裕, Shilpa Pavethynath, 瀧本 秀美, 岡光 基子, Tay Zar Kyaw, Nay Chi Thun, 五十嵐 麻子, 青山 友
子, 矢郷 哲志, 不殿 絢子, 宮坂 尚幸, 佐藤 憲子. 妊娠中の環境要因が影響するエピゲノム変化と母児の健康
指標との関連‐ BC-GENIST‐. 第 6回日本 DOHaD学会学術集会 2017.08.27

6. 佐藤憲子. 出生前栄養環境がエピゲノムと健康に及ぼす影響. 日本食品免疫学会第 13回学術大会シンポジウ
ム 2017.11.10 東京

7. 佐藤憲子. 環境がライフコースエピゲノムに及ぼす影響について. 日本人類遺伝学会第 62回大会 2017.11.18
神戸

8. 佐藤憲子. 母児エピゲノムに影響する環境要因の探索ー出生前コホート研究 BC-GENIST. 第 40回日本分子
生物学会年会　 ConBio2017 2017.12.08 神戸

[その他業績]

1. 「 胎生期栄養環境が肝臓の絶食応答に影響を及ぼすことを発見 」 ― 生活習慣病発症予防法の開発につな
がる可能性 ―, 2017年 08月
Scientific Reports
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(5)  
[ ] 
1. Shrestha, R., Shrestha, R., Qin, X-Y., Kou, T.-F., Oshima, Y., Iwatani, S., Teraoka, 

R., Fujii, K., Hara, M., Li, M., Takahashi-Nakaguchi, A., Chibana, H., Lu, J., Cai, 
M., Kajiwara, S., and Kojima, S., Fungus-derived hydroxyl radicals kill hepatic 
cells by enhancing nuclear transglutaminase. Sci Rep. 7:4746 (2017) doi: 
10.1038/s41598-017-04630-8. 

2. Qin, X-Y., et al., Transcriptome analysis uncovers a cell growth-promoting activity 
of orosomucoid-1 on hepatocytes. EBioMedicine 24:257-266 (2017) doi: 
10.1016/j.ebiom.2017.09.008. 

3. Qin, X-Y., Suzuki, H., Honda, M., Okada, H., Kaneko, S., Inoue, I., Ebisui, E., 
Hashimoto, K., Carninci, P., Kanki, K., Tatsukawa, H., Ishibashi, N., Masaki, T., 
Matsuura, T., Kagechika, H., Toriguchi, K., Hatano, E., Shirakami, Y., Shiota, G., 
Shimizu, M., Moriwaki, H., and Kojima, S., Prevention of hepatocellular 
carcinoma by targeting MYCN-positive liver cancer stem cells with acyclic retinoid. 
Proc. Natl. Acad. Sci. USA (2018) in press doi/10.1073/pnas.1802279115 
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4. Dodo, K., Shimizu, T., Sasamori, J., Aihara, K., Terayama, N., Nakao, S., Iuchi, K., 
Takahashi, M., and Sodeoka, M., Indolylmaleimide Derivative IM-17 Shows 
Cardioprotective Effects in Ischemia-Reperfusion Injury. ACS Med. Chem. Lett. 9, 
182-187 (2018) doi: 10.1021/acsmedchemlett.7b00454.  

5. Suvarna, K., Honda, K., Kondoh, Y., Osada H., and Watanabe, N., Identification of 
a small molecule ligand of -arrestin1 as an inhibitor of stromal fibroblast cell 
migration accelerated by cancer cells. Cancer Med. 7, 883-893 (2018) doi: 
10.1002/cam4.1339.  

6. Seo W, Muroi S, Akiyama K and Taniuchi I., Distinct requirement of Runx 
complexes for TCR  enhancer activation at distinct developmental stages. Sci Rep 
7:41351 (2017) doi: 10.1038/srep41351.  

7. Kakugawa, K., Kojo, S., Tanaka, H., Seo, W., Endo, T., Kitagawa, Y., Muroi, S., 
Teno, M., Yasmin, N., Kohwi, Y., Sakaguchi, S., Kowhi-Shigematsu, T., and 
Taniuchi, I., Essential roles of SATB1 in specifying T lymphocyte subsets. Cell Rep. 
19:1176-1188, (2017) doi: 10.1016/j.celrep.2017.04.038. 

8. Tenno, M., Shiroguchi, K., Muroi, S., Kawakami, E., Koseki, K., Kryukov, K., 
Imanishi, T., Ginhoux, F., and Taniuchi, I., Cbfb2-deficiency preserves Langerhans 
cell precursors by lack of selective TGF  receptor signaling. J. Exp. Med. 
214:2933-2946, (2017) doi: 10.1084/jem.20170729. 

9. Nieke, S., Yasmin, N., Muroi, S., Yokomizo, T., Tenno, M., Kakugawa, K., and 
Taniuchi, I., Unique N-terminal sequences in two Runx1 isoforms are dispensable 
for Runx1 protein function. BMC Dev Biol. 17:14, (2017) doi: 
10.1186/s12861-017-0156-y. 

10. Kojo, S., Tanaka, H., Endo, T.A., Muroi, S., Liu, Y., Seo, W., Tenno, M., Kakugawa, 
K., Naoe, Y., Nair, K., Moro, K., Katsuragi, Y., Kanai, A., Inaba, T., Egawa, T., 
Venkatesh, B., Minoda, A., Kominami, R. and Taniuchi, I., Priming of 
lineage-specifying genes by Bcl11b is required for lineage choice in post-selection 
thymocytes. Nat.Commun. 8:702, (2017) doi: 10.1038/s41467-017-00768-1. 

11. Tanaka, M., Ishizuka, K., Nekooki-Machida, Y., Endo, R., Takashima, N., Sasaki, 
H., Komi, Y., Gathercole, A., Huston, E., Ishii, K., Hui, K.K., Kurosawa, M., Kim, 
S.H., Nukina, N.,Takimoto, E., Houslay, M.D., and Sawa, A., Aggregation of 
scaffolding protein DISC1 dysregulates phosphodiesterase 4 in Huntington's 
disease. J. Clin. Invest., 127, 1438-50 (2017). doi: 10.1172/JCI85594. 

12. Tenno, M., Kojo, S., Lawir, D.-F., Hess, I., Shiroguchi, K., Ebihara, T., Endo, T., 
Muroi, S., Satoh, R., Kawamoto, H., Boehm, T. and Taniuchi, I., Cbfb2 controls 
differentiation of and confers homing capacity to pre-thymic progenitors. J. Exp. 
Med. 215:595-610, (2018) doi: 10.1084/jem.20171221 
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13. Wada, H., Ohno-Oishi, M., Nike, S., Muroi, S. and Taniuchi, I., Requirement for 
intron structure in activating the Cd8a locus. Proc. Natl. Acad. Sci. USA. (2018) in 
press doi: 10.1073/pnas.1718837115. 

14. Ohhashi, Y., Yamaguchi, Y., Kurahashi, H., Kamatari, Y.O., Sugiyama, S., Uluca, 
B., Piechatzek, T., Komi, Y., Shida, T., Müller, H., Hanashima, S., Heise, H., 
Kuwata, K, and Tanaka, M., Molecular basis for diversification of yeast prion 
strain conformation, Proc. Natl. Acad. Sci. U. S. A., 115, 2389-2394 (2018). doi: 
10.1073/pnas.1715483115. 
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“The 46th Annual Meeting of the Japanese Society for Immunology, Sendai Japan, 
December 2017. 
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2. Kojima, S. “Genomic and Nongenomic Actions of Acyclic Retinoid on Deletion of 
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3. Sodeoka, M. “Turn-on Fluorescent Labeling Using O-NBD Unit.” 6th Official 
Conference of the International Chemical Biology Society, Shanghai, China, 2017. 

4. Taniuchi, I. “Unique roles of the C-terminal end sequences in Runx and Cbfb 
proteins” The 21st International RUNX Conference. Philadelphia, USA, November, 
2017. 

5. Taniuchi, I. “Regulation of T cell development in the thymus by transcription 
factors” Symposium in honor of Ellen Rothenberg: The Molecular Developmental 
Biology of Lymphocytes. Los Angeles, USA, April, 2017. 
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conformations” Asian Pacific Prion Symposium2017, Melbourne, Australia, 
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金属生体材料学
Metallic Biomaterials

教　授　塙　隆夫
准教授　堤　祐介
助　教　蘆田茉希
特任助教　陳　鵬
助　教　土居　壽（医歯工連携実用化施設,バイオデザイン分野所属）
助　教　海瀬　晃（東京工業大学クロスアポイントメント，4月～）
技術専門職員　岡野秀鑑（4月～）
技術専門職員　中石典子（4月～）
事務補佐員　瀬戸口智子
大学院生（博士）
　　　　大石　誠
　　　　島袋将弥（4月～）
大学院生（修士）
　　　　島袋将弥（～ 3月）
　　　　塚田惇一（～ 3月）
　　　　森田眞弘（～ 3月）
　　　　阿部太亮（4月～）
　　　　猪股泰将（4月～）
　　　　王　　恬（4月～）
　　　　大石達也（4月～）
　　　　小澤直樹（4月～）
　　　　北村勇太（4月～）
研究生
　　　　王　　恬（～ 3月）
　　　　王　力偉（～ 10月）
　　　　高　倩玉（～ 10月）

( 1 ) 分野概要

1. 電気化学的表面処理による金属の生体機能化
　金属表面への生体機能分子の固定化や陽極酸化などの電気化学的表面処理技術により，金属系バイオマテリア
ルの生体機能化を進めている．ポリエチレングリコールを利用したタンパク質吸着，血小板粘着，バイオフィル
ム形成の抑制や，耐摩耗性の向上，また陽極酸化による皮膜成長成を利用した組織適合性の向上を実現する表面
処理技術の開発を行っている．
2. 生体用新合金および多孔質金属の開発
　様々なインプラント材料に要求される力学的機能と生体適合性を兼ね備えた新規な生体用合金の開発を行って
いる．高強度 · 高延性を有する歯科用コバルトクロム合金の開発や，レーザー積層造形技術での成形により，骨と
同等の弾性率を保持する高機能多孔質金属を開発している．
3. MRIアーチファクトを抑制する Zr合金の開発
　脳動脈瘤クリップや人工関節，歯科インプラント等に使用可能なMRI診断時のアーチファクトを抑制する生体
用 Zr合金の開発を行っている．構成相と微細組織を制御することにより，低磁性を有し，高強度 · 高耐食性を兼
備する Zr合金の開発を進めている．
4. 金属アレルギーへの対応
　金属系バイオマテリアルにとって重要な課題である金属アレルギー問題に対し，原因となる金属イオンの溶出
を抑制するための合金組成や表面処理法の検討を行っている．また，アレルギーを判定するための新たなパッチ



— 912 —

医療基盤材料研究部門

テスト試薬の開発を進めている．

( 2 ) 教育方針

医療用部材 · 機器の材料として重要な位置を占める金属材料に関して，結晶構造，加工，熱処理と強度 · 靭性との
関係，金属材料ナノ表面の構造と性質，材料表面での生体組織の形成，特に生体分子，細胞との反応，生体環境で
の表面酸化物皮膜のナノメートルレベルの変化，電気化学的性質について，金属バイオマテリアルの全貌を把握
できることを目指す．診療時における材料の選択，研究上の必要に応じて金属材料が正しく扱えることを目標と
する．

( 3 ) 研究業績

[原著]

1. Liza S, Hieda J, Akasaka H, Ohtake N, Tsutsumi Y, Nagai A, Hanawa T. Deposition of boron doped DLC
films on TiNb and characterization of their mechanical properties and blood compatibility Sci. Technol.
Adv. Mater.. 2017.01; 18; 76-87

2. Takada R, Jinno T, Tsutsumi Y, Doi H, Hanawa T, Okawa A. Inhibitory effect of zirconium coating to
bone bonding of titanium implants in rat femur Mater. Trans.. 2017.01; 58(1); 113-117

3. Imai H, Tanaka Y, Nomura N, Doi H, Tsutsumi Y, Ono T, Hanawa T. Magnetic susceptibility, artifact
volume in MRI, and tensile properties of swaged Zr–Ag composites for biomedical applications J. Mech.
Behav. Biomed. Mater.. 2017.02; 66; 152-158

4. Chen P, Aso T, Sasaki R, Tsutsumi Y, Ashida M, Doi H, Hanawa T. Micron/submicron hybrid topography
of titanium surfaces influences adhesion and differentiation behaviors of the mesenchymal stem cells J.
Biomed. Nanotechnol.. 2017.03; 13(3); 324-336

5. Rajana ST, Nandakumar AK, Hanawa T, Subramanian B. Materials properties of ion beam sputtered
Ti-Cu-Pd-Zr thin film metallic glasses J. Non-Cryst. Solids. 2017.04; 461; 104-112

6. Iwata N, Nozaki K, Horiuchi N, Yamashita K, Tsutsumi Y, Miura H, Nagai A. Effects of controlled
micro-/nanosurfaces on osteoblast proliferation. J. Biomed. Mater. Res. A. 2017.09; 105(9); 2589-2596

7. Sun X, Zhou W, Kikuchi K, Nomura N, Kawasaki A, Doi H, Tsutsumi Y, Hanawa T. Fabrication and
characterization of a low magnetic Zr-1Mo alloy by powder bed fusion using a fiber laser Metals. 2017.11;
7; 501

8. Chen P, Miyake M, Tsukamoto M, Tsutsumi Y, Hanawa T. Response of preosteoblasts to titanium with
periodic micro/nanometer scale grooves produced by femtosecond laser irradiation J. Biomed. Mater.
Res. A. 2017.12; 105(12); 3456-3464

9. 前川　南, 小山晃裕, 尾崎周作, 島　芳夫, 管野瑞誠, 土居　壽, 塙　隆夫, 和田敬広, 宇尾基弘, 小野卓史. 断
面サイズの異なる矩形低応力ヒステリシス矯正用ニッケルチタンワイヤーの３点曲げ特性の比較 日本歯科
理工学会誌. 2017.12; 36(6); 470-477

[書籍等出版物]

1. 塙　隆夫. "2章　人工関節の製造 · 構造 · 特性、メタル摺動面"．人工関節のバイオマテリアル—材料選択か
らデザインまで—. メジカルビュー, 2017.05 (ISBN : 978-4-7583-1376-6)

[総説]

1. Hanawa T. Focus on endeavor for creation of materials-tissues intelligent interface Sci. Technol. Adv.
Mater.. 2017.03; 18(1); 549

2. 塙　隆夫. 生体環境における金属表面状態とその制御 材料と環境. 2017.12; 66(12); 381-387
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[講演 · 口頭発表等]

陳　鵬，朝生敏裕，笹木隆一郎，堤　祐介，蘆田茉希，土居　壽，塙　隆夫. フェムト秒レーザーで表面加
工したチタン上での間葉系幹細胞の形態制御と分化誘導. 第 26回インテリジェント材料/システムシンポジ
ウム 2017.01.11 東京

堤　祐介, 蘆田茉希, 陳　鵬, 土居　壽, 塙　隆夫. 加速腐食試験および in vitro試験によるチタンのアレル
ギー性評価. 第 26回インテリジェント材料/システムシンポジウム 2017.01.11 東京

Hanawa T. Surface modification of metals with biofunctional molecules to add biofunction. International
Workshop: From Amazon Biomolecules to Medical Devices 2017.02.16 Manaus, Brazil

塙　隆夫. 医療応用のための金属材料の生体機能化. 第 32回テクトニクス研究会 2017.02.23 東京

Hanawa T. New alloys, process and surface modification techniques for medical implants. EPFL-TMDU
Joint Symposium 2017.03.10 Lausanne, Swizerland

島袋将弥, 堤　祐介, 山田理沙, 野崎浩佑, 蘆田茉希, 土居　壽, 永井亜希子, 塙　隆夫. MAO処理による Ti
表面への Zn含有多孔質酸化物層の形成とその抗菌性の評価. 日本金属学会 2017年春期 (第 160回)講演大
会 2017.03.15 東京

堤　祐介, 塙　隆夫, 大石達也, 下条雅幸, 魏 代修, 小泉雄一郎, 千葉晶彦. 電子ビーム積層造形された生体用
Co-Cr-Mo合金の組織と耐食性への影響. 日本金属学会 2017年春期 (第 160回)講演大会 2017.03.15 東京

陳　鵬，三宅正誉志，塚本雅裕，堤　祐介，蘆田茉希，土居　壽，塙　隆夫. Calcification of preosteoblasts
cultured on titanium with periodic topography produced with femtosecond laser irradiation.日本金属学会 
2017年春期 (第 160回)講演大会 2017.03.15東京

孫 小淏,菊池圭子,野村直之,川崎　亮,土居　壽,堤　祐介,塙　隆夫. Effect of processing parameters on
mechanical properties of Zr-1Mo alloy fabricated by powder bed fusion process using fiber laser for
biomedical applications.日本金属学会 2017年春期 (第 160回)講演大会 2017.03.15東京

百瀬　樹,孫 小淏,菊池圭子,野村直之,川崎　亮,土居　壽,堤　祐介,塙　隆夫.レーザ三次元粉末積層造形
法を用いた生体用低磁性β型 Zr-Nb-Sn合金の組織と機械的性質.日本金属学会 2017年春期 (第 160回)講
演大会 2017.03.15東京

大石　誠, 堤　祐介， 陳　鵬, 蘆田茉希, 土居　壽, 塙　隆夫. イットリア安定化ジルコニア表面の水中およ
びハンクス液中での変化. 日本金属学会 2017年春期 (第 160回)講演大会 2017.03.15 東京

本間　航, 堤　祐介, 蘆田茉希, 陳　鵬, 土居　壽, 下條雅幸, 塙　隆夫. 多元系 Zr合金の設計とその性質. 平
成 28年度生体医歯工学共同研究拠点成果報告会 2017.03.24 東京

大賀隆寛, 三宅正誉志, 竹中啓輔, 塚本雅裕, 篠永東吾, 黒田健介, 陳　鵬, 永井亜希子, 塙　隆夫. 表面微細構
造形成による高度生体材料創製. 「学際 · 国際的高度人材育成ライフイノベーションマテリアル創製共同研
究プロジェクト」（６大学連携プロジェクト）第１回公開討論会 2017.03.30 名古屋

堤　祐介, 王　楽中, 蘆田茉希, 陳　鵬, 土居　壽, 塙　隆夫. 口腔内を模擬した環境によるチタンの腐食促進
現象の解明. 「学際 · 国際的高度人材育成ライフイノベーションマテリアル創製共同研究プロジェクト」
（６大学連携プロジェクト）第１回公開討論会 2017.03.30 名古屋

陳　鵬，三宅正誉志，篠永東吾，塚本雅裕，堤　祐介，塙　隆夫. フェムト秒レーザーを用いてナノ構造化
チタン金属表面の生体適合性評価. 「学際 · 国際的高度人材育成ライフイノベーションマテリアル創製共同
研究プロジェクト」（６大学連携プロジェクト）第１回公開討論会 2017.03.30 名古屋

劉 恢弘, 武岡正樹, 和田拓也, 藤井英俊, 新家光雄, 塙　隆夫. 高圧ねじり加工による Co-Cr-Mo合金の微細
組織制御と力学的特性の改善. 「学際 · 国際的高度人材育成ライフイノベーションマテリアル創製共同研究
プロジェクト」（６大学連携プロジェクト）第１回公開討論会 2017.03.30 名古屋

Chen P, Hanawa T, Aso T, Sasaki R, Tsutsumi Y, Ashida M, Doi H. Micron/nano hierarchical topography
of titanium surface influences adhesion and multi-differentiation behaviours of mesenchymal stem cells.
Society for Biomaterials 2017 Annual Meeting and Exposition (SFB2017) 2017.04.05 Minneapolis, USA

Chen P, Aso T, Sasaki R, Tsutsumi Y, Ashida M, Doi H, Hanawa T. Grid patterns on titanium surface
promote adhesion and differentiation of mesenchymal stem cells. Society for Biomaterials 2017 Annual
Meeting and Exposition (SFB2017) 2017.04.05 Minneapolis, USA
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19. 堤　祐介, 蘆田茉希, 土居　壽, 塙　隆夫. 口腔内を模擬した液薄膜乾燥過程におけるチタンの腐食促進効果
の解明. 第 69回日本歯科理工学会学術講演会 2017.04.15 東京

20. 平石典子, 田村幸彦, 堤 祐介, 塙 隆夫, 田上順次. MTAセメントのヒ素含有量、ラット歯髄細胞への毒性、
及び、グルタチオンによる解毒作用について. 第 69回日本歯科理工学会学術講演会 2017.04.15 東京

21. 島袋将弥, 堤　祐介, 山田理沙, 野崎浩佑, 陳　鵬, 蘆田茉希, 土居　壽, 永井亜希子, 塙　隆夫. 電気化学的処
理によって表面に銅を導入したチタンの抗菌性評価. 第 69回日本歯科理工学会学術講演会 2017.04.15 東京

22. 塙　隆夫. 生体環境における金属表面状態とその制御. 腐食防食学会　材料と環境 2017 2017.05.24 東京

23. Chen P. Nanotechnology in implant dentistry and bone regeneration. 1st International Symposium on
Precision Medicine and Biomedical Technologies 2017.06.04 Quanzhou, China

24. 塙　隆夫. 骨形成を促進する表面 · 抑制する表面. 第 37回日本骨形態計測学会 2017.06.22 大阪

25. 堤　祐介, 島袋将弥, 蘆田茉希, 陳　鵬, 土居　壽, 塙　隆夫. 骨形成促進と抗菌性とを両立する金属製インプ
ラントデバイス表面の創成に関する基礎的研究. 第 37回日本骨形態計測学会 2017.06.22 大阪

26. 堤　祐介. 医療用金属材料の腐食評価. 株式会社日立製作所　電気化学研究会 2017.07.21 日立研究所, 茨城
県日立市

27. 堤　祐介. からだの中でも大活躍の金属～合金化とチタンの不思議～. 東京医科歯科大学オープンキャンパ
ス　サイエンスカフェ ～研究者の話を聞こう～ 2017.07.27 東京医科歯科大学M&Dタワー, 湯島区, 東京

28. Hanawa T. Next generation implant surface. The 12th International Workshop on Biomaterials in Interface
Science 2017.08.04 Sendai, Miyagi, Japan

29. Tsutsumi Y, Koizumi Y, Oishi T, Wei DX, Chiba A, Hanawa T. Evaluation of corrosion resistance of Co-
Cr-Mo alloy prepared by electron beam melting process. The 12th International Workshop on Biomaterials
in Interface Science 2017.08.04 Sendai, Miyagi, Japan

30. Umise A, Goto K, Chang M, Tahara M, Inamua T, Sone M, Hanawa T, Hosoda H. Deformation of Au-
Cu-Al biomedical shape memory alloy micropillars. The 12th International Workshop on Biomaterials in
Interface Science 2017.08.04 Sendai, Miyagi, Japan

31. 島袋将弥. 電気化学的処理によるチタンへの抗菌性付与に関する研究. 歯科理工学会平成 29年度関東地方会
夏季セミナー 2017.08.09 葉山

32. Shimabukuro M，Tsutsumi Y，Yamada R，Nozaki K，Ashida M，Chen P，Doi H，Nagai A，Hanawa T.
Electrochemical treatment on titanium surface to realize antibacterial property. Biomaterials International
2017 2017.08.20 Fukuoka, Japan

33. Wang L，Tsutsumi Y，Chen P，Ashida M，Doi H，Ishihara T，Hanawa T. Corrosion evaluation of titanium
under thin electrolyte solution layer simulating oral cavity environment. Biomaterials International 2017
2017.08.20 Fukuoka, Japan

34. Honma K，Tsutsumi Y，Ashida M，Chen P，Doi H，Shimojo M，Hanawa T. Effect of manufacturing
process on microstructure and corrosion behavior of Zr-14Nb-5Ta-1Mo alloy. Biomaterials International
2017 2017.08.20 Fukuoka, Japan

35. Hanawa T. Next generation implant materials and surfaces. Biomaterials International 2017 2017.08.21
Fukuoka, Japan

36. 塙　隆夫. 脊椎外科医が知るべき金属材料の特性. 第 51 回日本側彎症学会学術集会イブニングセミナー
2017.08.24 札幌

37. Ashida M, Chen P, Doi H, Tsutsumi Y, Horita Z, Hanawa T. Strengthening of Ti-6Al-7Nb alloy with
bimodal microstructure by high-pressure torsion. International Workshop on Giant Straining Process for
Advanced Materials (GSAM2017) 2017.09.03 Fukuoka, Japan

38. Hanawa T. Reaction of yttria-stabilized zirconia surface with water and Hanks’ solution. 28th Annual
Conference of European Society for Biomaterials (ESB 2017) 2017.09.04 Athens, Greece

39. Hanawa T. Biofunctionalization of metals meeting clinical demand. 20th Roumanian International Con-
ference on Chemistry and Chemical Engineering (RICCCE 2017) 2017.09.06 Poiana Brasov, Roumania
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40. 猪股泰将，堤　祐介, 蘆田茉希, 陳　鵬，土居　壽, 塙　隆夫. 加速溶出試験によるMoの生体中へのイオン溶
出 · 蓄積挙動の評価とアレルギー性の検討. 日本金属学会 2017年秋期 (第 161回)講演大会 2017.09.06 札幌

41. 大石達也，堤　祐介，石本卓也，蘆田茉希，陳　鵬，土居　壽，中野貴由，塙　隆夫. 選択的レーザー溶融法
により作製した低弾性β型 Ti合金の耐食性評価. 日本金属学会 2017年秋期 (第 161回)講演大会 2017.09.06
札幌

42. 本間　航,堤　祐介,野村直之，土居　壽,蘆田茉希,陳　鵬,下條雅幸, 塙　隆夫. 熱間鍛造 Zr-14Nb-5Ta-1Mo
合金の熱処理による機械的性質の変化. 日本金属学会 2017年秋期 (第 161回)講演大会 2017.09.06 札幌

43. 海瀨　晃, 後藤研滋, 田原正樹, 稲邑朋也, 塙　隆夫, 細田秀樹. AuCuAl基生体用超弾性合金の組織と機械的
性質に及ぼす Fe添加の影響. 日本金属学会 2017年秋期 (第 161回)講演大会 2017.09.06 札幌

44. 孫 小淏, 菊池圭子, 野村直之, 川崎　亮, 土居　壽, 堤　祐介, 塙　隆夫. Effects of building height on
microstructure, crystallographic orientation and vickers hardness of Zr-1Mo alloy fabricated by powder
bed fusion process using fiber laser. 日本鉄鋼協会第 174回秋季講演大会 2017.09.06 札幌

45. 孫小淏,菊池圭子,野村直之,川崎　亮,土居　壽,堤　祐介,塙　隆夫. Effects of HIP on porosity,microstructure
and mechanical properties of Zr-1Mo alloy fabricated by powder bed fusion porcess using fiber laser. 日
本金属学会 2017年秋期 (第 161回)講演大会 2017.09.06 札幌

46. Zhou W，Kikuchi K，Nomura N，Kawasaki A，Doi H，Tsutsumi Y，Hanawa T. Effect of heat treatment
on the microstructure, mechanical properties and magnetic susceptibility of swaged Zr-1Mo alloy. 日本金
属学会 2017年秋期 (第 161回)講演大会 2017.09.06 札幌

47. 石本卓也，山田勝久，高橋広幸，高畑雅彦，伊東　学，塙　隆夫，中野貴由. 椎間ケージにおける椎体海綿
骨異方性構造形成. 日本金属学会 2017年秋期 (第 161回)講演大会 2017.09.06 札幌

48. Zhou W，Kikuchi K，Nomura N，Kawasaki A，Doi H，Tsutsumi Y，Hanawa T. Influence of heat treatment
on mechanical properties and magnetic susceptibility of swaged Zr-1Mo alloy. 東北大学金属材料研究所
ワークショップ, 日本バイオマテリアル学会東北ブロック講演会「バイオマテリアル研究　東北地区交流会」
2017.09.25 仙台

49. Sun X, Zhou W，Kikuchi K，Nomura N，Kawasaki A，Doi H，Tsutsumi Y，Hanawa T. Effect of post
treatment on the microstructure of Zr-1Mo alloy builds fabricated by powder bed fusion process using
fiber laser. 東北大学金属材料研究所ワークショップ, 日本バイオマテリアル学会東北ブロック講演会「バイ
オマテリアル研究　東北地区交流会」 2017.09.25 仙台

50. Chen P, Tsukamoto M, Shinonaga T, Tsutsumi Y, Ashida M, Doi H, Hanawa T. Calcification of pre-
osteoblasts cultured on titanium with periodic micron/nano-groove topography produced with femtosec-
ond laser irradiation. 2nd International Symposium on Creation of Life Innovation Materials for Interdis-
ciplinary and International Researcher Development (iLIM-2) 2017.09.29 Nagoya, Japan

51. Tsutsumi Y, Ashida M, Chen P, Doi H, Hanawa T. Corrosion behavior of titanium under drying thin
electrolyte layer simulating oral cavity environment. 2nd International Symposium on Creation of Life
Innovation Materials for Interdisciplinary and International Researcher Development (iLIM-2) 2017.09.29
Nagoya, Japan

52. Arisaka Y, Tamura A, Tsutsumi Y, Hanawa T, Yui N. Immobilization of polyrotaxanes onto Ti for
modulating cell function. 2nd International Symposium on Creation of Life Innovation Materials for
Interdisciplinary and International Researcher Development (iLIM-2) 2017.09.29 Nagoya, Japan

53. 高市敦士，加嶋祐佳，中本貴之，堤　祐介，野村直之，高橋英和，塙　隆夫，若林則幸. レーザー積層造形
法においてオーバーハング部へのサポート構造の付与が疲労強度に与える影響. 第 70回歯科理工学会学術
講演会 2017.10.14 新潟

54. 加嶋祐佳，高市敦士，中本貴之，ナタポン　キットクンダシャー，野村直之，高橋英和，塙　隆夫，若林則
幸，川崎　亮. レーザー積層造形法で製作したコバルトクロム合金の異方性制御に有効な熱処理条件の検討.
第 70回歯科理工学会学術講演会 2017.10.14 新潟

55. 島袋将弥, 堤　祐介, 山田理沙, 野崎浩佑, 陳　鵬, 蘆田茉希, 土居　壽, 永井亜希子, 塙　隆夫. 電気化学的処
理によって亜鉛またはガリウムを導入したチタン表面の抗菌性評価. 第 70回日本歯科理工学会学術講演会
2017.10.14 新潟
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56. Hanawa T. Surface oxide layer and topography for next generation implants. TACT2017 2017.10.15
Hualien, Taiwan

57. Hanawa T. Effect of topography of titanium surface on adhesion and differentiation of mesenchymal stem
cells. The 6th Asian Biomaterials Congress (ABMC6) 2017.10.25 Kerala, India

58. 蘆田茉希, 陳　鵬, 土居　壽, 堤　祐介, 堀田善治, 塙　隆夫. 高圧ねじり加工によるバイモーダル組織を有す
る Ti-6Al-7Nb合金の高強度化. 軽金属学会第 133回秋期大会 2017.11.05 宇都宮

59. 堤　祐介, 野村直之, 蘆田茉希, 陳　鵬, 土居　壽, 塙　隆夫. レーザー積層造形プロセスによる医療用低磁性
ジルコニウム合金の作製と耐食性評価. 第 64回材料と環境討論会 2017.11.08 那覇, 沖縄

60. Umise A, Goto K, Tahara M, Inamua T, Hanawa T, Hosoda H. Microstructure change of Au-27Cu-
18Al biomedical superelastic alloys by Fe addition. The 2nd International Symposium on Biomedical
Engineering 2017.11.09 Tokyo, Japan

61. Homma K, Tsutsumi Y, Nomura N, Doi H, Ashida M, Chen P, Shimojo M, Hanawa T. Effects of heat
treatment on mechanical properties and magnetic susceptibility of Zr-14Nb-5Ta-1Mo alloy. The 2nd
International Symposium on Biomedical Engineering 2017.11.09 Tokyo, Japan

62. 塙　隆夫. 次世代金属インプラント. 粉体粉末冶金協会 平成 29年度秋季大会 (第 120回講演大会) 2017.11.09
京都

63. 西条美紀, 海老原新, 時田大輔, 土居 壽, 塙 隆夫. NiTi形状記憶合金製グライドパス形成用ロータリーファ
イルにおける機械的性質. 第 82回口腔病学会学術大会 2017.11.20 東京

64. 島袋将弥, 堤　祐介, 山田理沙, 野崎浩佑, 蘆田茉希, 陳　鵬, 土居　壽, 永井亜希子, 塙　隆夫. マイクロアー
ク酸化によってチタン表面に導入した銀、銅、亜鉛、ガリウムの抗菌効果. 第 39回日本バイオマテリアル学
会大会 2017.11.20 東京

65. Chen P, Aso T, Sasaki R, Ashida M, Tsutsumi Y, Doi H, Hanawa T. Nanoarchitectures of Ti surface
promote adhesion and differentiation of mesenchymal stem cells. 第 39回日本バイオマテリアル学会大会
2017.11.20 東京

66. Zhou W，Kikuchi K，Nomura N，Kawasaki A，Doi H，Tsutsumi Y，Hanawa T. Mechanical properties
and magnetic susceptibility of swaged and heat-treated Zr-1Mo alloy. 第 39回日本バイオマテリアル学会
大会 2017.11.20 東京

[受賞]

1. 日本歯科理工学会論文賞（土居　壽, 蘆田茉希, 堤　祐介, 野村直之, 塙　隆夫）, 日本歯科理工学会, 2017年
04月

2. 腐食防食学会　材料と環境 2017　岡本剛記念講演賞（塙　隆夫）, 腐食防食学会, 2017年 05月

3. Encouragement Presentation Award (Chen P, Tsukamoto M, Shinonaga T, Tsutsumi Y, Ashida M, Doi H,
Hanawa T), 2nd International Symposium on Creation of Life Innovation Materials for Interdisciplinary
and International Researcher Development (iLIM-2), 2017年 09月

4. 日本バイオマテリアル学会　優秀研究ポスター賞，（島袋将弥, 堤　祐介, 山田理沙, 野崎浩佑, 蘆田茉希, 陳
　鵬, 土居　壽, 永井亜希子, 塙　隆夫）, 日本バイオマテリアル学会, 2017年 11月

[その他業績]

1. トクセン工業株式会社, 2017年 04月
医療機器用非磁性合金の開発, トクセン工業株式会社, 2017.4.1～ 2018.3.31, 1,000千円

2. テルモ株式会社, 2017年 04月
学術指導契約「医療製品への適用を目的としたポリマー電着方法及び EIS法による評価」, テルモ株式会社,
2017.4.1.～ 2019.3.31., 2,000千円
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[社会貢献活動]

1. 文部科学省科学技術政策研究所科学技術動向研究センター専門調査員, 2001年 04月 01日 - 2017年 03月
31日

2. 日本学術振興会産学協力委員会「加工プロセスによる材料新機能発現第 176委員会」委員、幹事, 2005年 01
月 01日 - 2019年 03月 31日

3. 独立行政法人医薬品医療機器総合機構専門委員, 2005年 02月 01日 - 2018年 03月 31日

4. 日本学術会議連携会員, 2011年 10月 01日 - 2017年 09月 30日

5. 日本学術振興会科学研究費委員会専門委員, 2016年 12月 01日 - 2017年 11月 30日

6. 国立研究開発法人科学技術振興機構、国際科学技術共同研究推進事業（戦略的国際共同研究プログラム）ア
ドバイザー, 2017年 05月 01日 - 2018年 03月 31日
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無機生体材料学
Inorganic Biomaterials

教　授　　　　　山下　仁大
准教授　　　　　中村　美穂
助　教　　　　　堀内　尚紘
研究支援推進員　田熊　孝子

( 1 ) 分野概要

(1) エレクトロベクトルセラミックスの創製
ハイドロキシアパタイトなどのある種のセラミックスは，電気的な操作によりセラミックス内部に分極を発生さ
せることができ，この分極によって大きな電荷を長期間にわたってセラミックス表面に誘起できる．この表面誘
起電荷の効果をエレクトロベクトル効果と名付けた．このエレクトロベクトル効果をもつセラミックスの創製を
行っている．

(2) エレクトロベクトルセラミックスによる電場空間の局所制御
エレクトロベクトルセラミックスが有する効果を材料化学的，電気化学的，結晶化学的側面から評価し，マテリ
アル内でイオン分布変動による欠陥形成や結晶歪導入状況などの分極発生機構の解明，局所分極制御技術の確立
を目指す．

(3) エレクトロベクトルセラミックスによる生体マニュピュレーション
上述のエレクトロベクトルセラミックスは，そのセラミックスのもつ表面特性と静電エネルギーによりターゲッ
ト領域の生体内反応をイオンレベルから組織レベルまでマニュピュレートすることができる．実際に分子生物学
的手法や免疫学的手法を用いた解析により，タンパク質吸着，細菌吸着，培養細胞の増殖 · 接着 · 分化や骨組織の
修復に効果があることが判明している．

(4) セラミックスによる医療用デバイスの開発
上述のエレクトロベクトルセラミックによる自家骨に近い骨形成能をもつ人工骨 · 人工関節 · 人工歯根などの硬組
織インプラントシステムの開発，ゾル · ゲル法によるハイドロキシアパタイトコーティング薄膜の開発を行ってい
る．更に，血管再生医工学材料の開発も行っている．

( 2 ) 研究業績

[原著]

1. Norio Wada, Naohiro Horiuchi, Makoto Nishio, Miho Nakamura, Kosuke Nozaki, Akiko Nagai, Kazuaki
Hashimoto, Kimihiro Yamashita. Crystallization of calcium phosphate in agar hydrogels in presence of
polyacrylic acid under double diffusion conditions Crystal Growth & Design. 2017.01; 17(2); 604-611

2. Jun Ito, Yuta Matsushima, Hidero Unuma, Naohiro Horiuchi, Kimihiro Yamashita, and Masahiko Tajika.
Preparation and properties of pressureless-sintered dense calcite ceramics Materials Chemistry and Physics.
2017.01; 192; 304-310

3. Donghe Shen, Naohiro Horiuchi, Kosuke Nozaki, Michiyo Miyashin, Kimihiro Yamashita, Akiko Nagai.
Synthesis and enhanced bone regeneration of carbonate substituted octacalcium phosphate Bio-Medical
Materials and Engineering. 2017.01; 28(1); 9-21
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4. Kazuhiro Kohata, Soichiro Itoh, Naohiro Horiuchi, Taro Yoshioka, Kimihiro Yamashita. Influences of
osteoarthritis and osteoporosis on the electrical properties of human bones as in vivo electrets produced
due to Wolff’s law Bio-Medical Materials and Engineering. 2017.01; 28(1); 65-74

5. Naohiro Horiuchi, Yuki Iwasaki, Kosuke Nozaki, Miho Nakamura, Kazuaki Hashimoto, Akiko Nagai,
Kimihiro Yamashita. A Critical Phenomenon of Phase Transition in Hydroxyapatite Investigated by
Thermally Stimulated Depolarization Currents Journal of the American Ceramic Society. 2017.02; 100(2);
501-505

6. K. Igeta, Y. Kuwamura, N. Horiuchi, K. Nozaki, D. Shiraishi, M. Aizawa, K. Hashimoto, K. Yamashita,
N. Nagai. Morphological and Functional Changes in RAW264 Macrophage-like Cells in Response to a
Hydrated Layer of Carbonate-substituted Hydroxyapatite Journal of Biomedical Materrials Research A.
2017.04; 105(4); 1063-1070

7. T. Ota, S. Itoh, K. Yamashita. Effectiveness of LIPUS Stimulation in the Treatment of Unstable both
Radius and Ulna Fractures in Children Bio-Medical Materials and Engneering. 2017.08; 28(5); 545-553

8. Risa Yamada, Kosuke Nozaki, Naohiro Horiuchi, Kimihiro Yamashita, Reina Nemoto, Hiroyuki Miura,
Akiko Nagai. Ag nanoparticle-coated zirconia for antibacterial prosthesis. Mater Sci Eng C Mater Biol
Appl. 2017.09; 78; 1054-1060

9. Natsuko Iwata, Kosuke Nozaki, Naohiro Horiuchi, Kimihiro Yamashita, Yusuke Tsutsumi, Hiroyuki Miura,
Akiko Nagai. Effects of controlled micro-/nanosurfaces on osteoblast proliferation. J Biomed Mater Res
A. 2017.09; 105(9); 2589-2596

10. Byung-Nam Kim, Naohiro Horiuchi, Apurv Dash, Young-Wook Kim, Koji Morita, Hidehiro Yoshida,
Ji-Guang Li, Yoshio Sakka. Spark Plasma Sintering of Highly Transparent Hydroxyapatite Ceramics.
Journal of the Japan Society of Powder and Powder Metallurgy. 2017.10; 64(10); 547-551

[書籍等出版物]

1. Akiko Nagai, Naohiro Horiuchi, Miho Nakamura, Norio Wada, Kimihiro Yamashita. Handbook of Solid
State Chemistry Volume 6: Functional Materials. 2017.07 (ISBN : 978-3-527-32587-0)

[総説]

1. 中村美穂、山下仁大. 無機エレクトレットによるバイオミネラリゼーションの制御 月刊地球. 2017.03; 39(1);
49-56

2. 中村美穂、山下仁大. ポーリングによるバイオセラミックスの高機能化 Fine Ceramics Report. 2017.06;
35(2); 52-57

3. 堀内　尚紘，山下　仁大，片山　恵一. 無機リンの電気的性質 Phosphorous Letter. 2017.07; 88; 222-229

4. 中村美穂、山下仁大. バイオセラミックスの高機能化 PHOUPHORUS LETTER. 2017.07; (88); 402-409

[講演 · 口頭発表等]

1. 山下仁大. 新規材料合成法から バイオ分野応用をターゲットにした セラミックエレクトレットの 表面静電
場による固体析出反応の 制御. 日本セラミックス協会 2017年年会 2017.03.17 東京

2. 堀内尚紘，野崎浩佑，中村美穂，永井亜希子，山下仁大. 赤外分光法による水酸アパタイトの相転移の観察.
日本セラミックス協会 2017 年年会 2017.03.17 日本大学 駿河台キャンパス

3. 桑村雄太，堀内尚紘，野崎浩佑，橋本和明，山下仁大，永井亜希子. 炭酸置換型アパタイト上におけるRAW264
細胞分化. 日本セラミックス協会 2017 年年会 2017.03.17 日本大学 駿河台キャンパス

4. 伊藤潤，鵜沼英郎，堀内尚紘，山下仁大，田近正彦. 緻密質および多孔質 CaCO3の大気中常圧焼結. 日本セ
ラミックス協会 2017 年年会 2017.03.19 日本大学 駿河台キャンパス

5. 堀内尚紘，Donghe Shen，野崎浩佑，中村美穂，永井亜希子，山下仁大. 炭酸イオンを含有するリン酸八カル
シウムの合成と評価. 「学際 · 国際的高度人材育成ライフイノベーションマテリアル創製共同研究プロジェ
クト」第１回公開討論会 2017.03.30 名古屋大学 ES館 ホール
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6. 野崎 浩佑，藤田和久，山下 仁大，三浦 宏之，永井 亜希子. III型コラーゲンコートアパタイトによる歯根
膜の石灰化制御. 第 69回日本歯科理工学会学術講演会 2017.04.15 日本歯科大学，東京

7. 土方亘，進士忠彦，三林浩二，永井亜希子，堀内尚紘. 電気刺激による筋収縮を駆動源とする体内エネルギー
ハーベスティング. 平成２８年度生体医歯工学共同研究拠点成果報告会 2017.04.24 東京医科歯科大学 Ｍ＆Ｄ
タワー２６階ファカルティラウンジ

8. 堀内 尚紘，野崎 浩佑，中村 美穂，永井 亜希子，山下 仁大，遠山 岳史. プロトン伝導を利用したセラミック
エレクトレット. 平成２８年度生体医歯工学共同研究拠点成果報告会 2017.04.24 東京医科歯科大学 Ｍ＆Ｄ
タワー２６階ファカルティラウンジ

9. 堀内尚紘，永井亜希子，山下仁大. 水酸アパタイトの相転移の赤外分光法による観察. 平成 29 年度日本分光
学会年次講演会 2017.05.24 早稲田大学

10. 堀内尚紘，野崎浩佑，中村美穂，永井亜希子，山下仁大. カルボン酸を用いた板状水酸アパタイトの合成. 無
機マテリアル学会第 134回学術講演会 2017.06.08 日本大学理工学部　船橋校舎

11. Naohiro Horiuchi, Kosuke Nozaki, Miho Nakamura, Akiko Nagai, Kimihiro Yamashita. Interfacial polar-
ization caused by proton conduction in hydroxyapatite and its application for electret formation. 20th
International Conference on Solid State Ionics (SSI-21) 2017.06.20 Padova, Italy

12. Kosuke Nozaki, Takayuki Endo, Naohiro Horiuchi, Kimihiro Yamashita, Kazuaki Hashimoto, Keiji Itaka,
Akiko Nagai. Electrical and structural evaluation of sodium ion doped beta-tricalcium phosphate. The
Tenth International Conference on the Science and Technology for Advanced Ceramics (STAC-10) 2017.08.02

13. 堀内尚紘. ハイドロキシアパタイトの格子水酸化物イオンに由来する誘電特性に関する研究. 第 26回無機リ
ン化学討論会 2017.08.25 千葉県習志野市

14. 野崎浩佑，遠藤敬幸，堀内尚紘，山下仁大，橋本和明，位高啓史，永井亜希子. ナトリウムイオン固溶β型
リン酸三カルシウムの電気特性と構造評価. 第 26回無機リン化学討論会 2017.08.25

15. 大塚 啓介, 堀内 尚紘, 野崎 浩佑, 中村 美穂, 永井 亜希子, 山下 仁大. 水酸アパタイトエレクトレットの特性
に与える焼結条件の影響. 日本セラミックス協会　第 30回秋季シンポジウム 2017.09.19 神戸大学六甲台地
区, 兵庫県神戸市

16. 堀内 尚紘, 野崎 浩佑, 中村 美穂, 永井 亜希子, 山下 仁大. 二価のカルボン酸を用いた板状水酸アパタイトの
水熱合成. 日本セラミックス協会　第 30回秋季シンポジウム 2017.09.20 神戸大学六甲台地区, 兵庫県神戸市

17. Naohiro Horiuchi, Kimihiro Yamashita. Dielectric and Ionic properties of hydroxyapatite for biomedical
applications. International Conference on Materials and Systems for Sustainability 2017 (ICMaSS2017)
2017.09.29 Nagoya University, Nagoya, Japan

18. K. Nozaki, K. Fujita, N. Horiuchi, K. Yamashita, H. Miura, A. Nagai, K. Itaka. Regulation of peri-
odontal ligament-derived cell morphology by type III collagen-coated hydroxyapatite. 2nd International
Symposium on Creation of Life Innovation Materials 2017.09.30

19. 堀内 尚紘, 大塚 啓介, 野崎 浩佑, 中村 美穂, 永井 亜希子, 山下 仁大. 界面分極を利用した水酸アパタイトエ
レクトレットの作製とその帯電特性. 第 37回エレクトロセラミックス研究討論会 2017.10.12 ユニオンビル,
神奈川県川崎市

20. 野崎浩佑，山下仁大 ，永井亜希子. 表面電荷を有するβ型リン酸三カルシウムエレクトレットの構造と特性.
日本歯科理工学会平成 29年度秋期第 70回学術講演会 2017.10.15

21. 堀内 尚紘, 大塚 啓介, 野崎 浩佑, 中村 美穂, 永井 亜希子, 山下 仁大. 熱刺激脱分極電流法を用いたハイドロ
キシアパタイトエレクトレットの特性評価. 第 39回 バイオマテリアル学会大会 2017.11.20 タワーホール船
堀, 東京都

22. 堀内 尚紘, 大塚 啓介, 山下 仁大. セラミック水酸アパタイトにおけるプロトン伝導とそのエレクトレット現
象への応用. 第 43回固体イオニクス討論会 2017.12.05 山形県天童市
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[特許]

1. セラミックスの分極処理方法及び分極処理したセラミックスを含む生体材料, 特許番号：特願 2008-135751

2. Material for controlling organisms and for selective adsorption of protein, cement and biomaterial, 特許
番号：EU 00104225.8-2107

3. METHOD FOR CONTROLLING ORGANISMS AND MATERIAL THEREFORE, METHOD FOR SE-
LECTIVE ADSORPTION OF PROTEINS AND MATERIAL THEREFORE, CEMENT MATERIAL
AND BIOMATERIAL, 特許番号：US6777214B1
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有機生体材料学
Organic Biomaterials

教授：由井　伸彦
助教：田村　篤志
助教：有坂　慶紀
研究支援員：寺内　正彦
事務補佐員：西　七絵

( 1 ) 研究活動

１．動的バイオマテリアル表面の設計
ネックレス構造を有する超分子ポリロタキサンを利用し、分子運動性が自由に調節できる新概念のバイオマテリ
アル表面を設計することで、有機生体材料表面の分子運動性が細胞応答に及ぼす影響を基礎科学的な観点から明
らかにしている。

２．動的リガンド表面による迅速な分子間相互作用誘導
　細胞膜タンパク質と特異的に相互作用するリガンドが導入された動的バイオマテリアル表面では、従来の有機
生体材料表面では実現できない迅速な細胞認識を誘導することができる。このような特性を活かすことで、幹細
胞の分化や細胞の接着特性を迅速に引き起こすことが可能であり、この原理を利用した新規バイオマテリアル表
面を開発している。

３．細胞内機能性超分子—生体分子複合体による細胞機能誘導
細胞内環境で特異的に分解して機能を発現するポリロタキサンを設計し、核酸やタンパク質などの生体高分子の細
胞内導入への応用を推進するとともに、分解応答機能の効果、ならびに生理活性との相関性を検討している。細
胞内でのポリロタキサンの分解は、核酸やタンパク質の生理活性を細胞内において効率的に誘導できることを明
らかにしている。

４．細胞内分解性ポリロタキサンによる先天性代謝異常症治療
細胞内分解性ポリロタキサンのシクロデキストリン放出機能を利用して、細胞内に脂質等の慢性的蓄積を生じるラ
イソゾーム病に対する治療法を検討する。細胞内でのシクロデキストリンの放出はニーマンピック病 C型におけ
るコレステロール代謝を顕著に亢進することをこれまでに明らかにしており、医薬品としての応用が期待される。

( 2 ) 教育活動

生体材料学
応用生体材料学
生体材料工学特論
有機材料学特論

( 3 ) 研究業績

[原著]

1. Di He, Yoshinori Arisaka, Kenichi Masuda, Mitsuya Yamamoto, Naoya Takeda. A photoresponsive soft
interface reversibly controls wettability and cell adhesion by conformational changes in a spiropyran-
conjugated amphiphilic block copolymer. Acta Biomaterialia. 2017.03; 51; 101-111
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2. Masahiko Terauchi, Takasuke Inada, Tomoki Kanemaru, Go Ikeda, Asato Tonegawa, Kei Nishida, Yoshi-
nori Arisaka, Atsushi Tamura, Satoshi Yamaguchi, Nobuhiko Yui. Potentiating bioactivity of BMP-2 by
polyelectrolyte complexation with sulfonated polyrotaxanes to induce rapid bone regeneration in a mouse
calvarial defect. Journal of Biomedical Materials Research Part A. 2017.03; 105(5); 1355-1363

3. Yoshinori Arisaka, Nobuhiko Yui. Tethered bone morphogenetic protein-2 onto sulfonated-polyrotaxane
based surfaces promotes osteogenic differentiation of MC3T3-E1 cells. Journal of Biomaterials Science,
Polymer Edition. 2017.04; 28(10-12); 974-985

4. Atsushi Tamura, Moe Ohashi, Nobuhiko Yui. Oligo(ethylene glycol)-modifiedβ-cyclodextrin-based poly-
rotaxanes for simultaneously modulating solubility and cellular internalization efficiency. Journal of Bio-
materials Science, Polymer Edition. 2017.07; 28(10-12); 1124-1139

5. Atsushi Tamura, Moe Ohashi, Kei Nishida, Nobuhiko Yui. Acid-induced intracellular dissociation of β-
cyclodextrin-threaded polyrotaxanes directed towards attenuating phototoxicity of bisretinoids through
promoting excretion. Molecular Pharmaceutics. 2017.12; 14(12); 4714-4724

[書籍等出版物]

1. Masahiko Terauchi, Atsushi Tamura, Nobuhiko Yui. "Advances in Dental Pharmacology" Regeneration of
dental tissue by supramolecular pharmacological agents. Avid Science, 2017.10

[総説]

1. 田村篤志, 由井伸彦. シクロデキストリンによるコレステロール動態制御と代謝疾患治療への展望. 細胞.
2017.01; 49(2); 85-90

2. Ji Hun Seo, Mitsuhi Hirata, Sachiro Kakinoki, Tetsuji Yamaoka, Nobuhiko Yui. Effect of dynamic polyro-
taxane coating on cytoskeletal signaling expression of adhering stem cells and downstream differentiations.
Advances in Science and Technology. 2017.01; 102; 37-42

3. 田村篤志, 由井伸彦. 超分子「ポリロタキサン」の医薬応用. ファルマシア. 2017.06; 53(6); 550-554

4. 田村篤志, 有坂慶紀, 由井伸彦. 超分子構造高分子によるインテリジェント機能の発現と生体材料応用. 高分
子論文集. 2017.07; 74(4); 239-249

5. Atsushi Tamura, Nobuhiko Yui. Rational design of stimuli-cleavable polyrotaxanes for therapeutic appli-
cations. Polymer Journal. 2017.07; 49(7); 527-534

6. Akihiko Kikuchi, Nobuhiko Yui, Stuart L Cooper, Kazunori Kataoka. In memory of Professor Teiji
Tsuruta; great mentor in polymeric biomaterials. J Biomater Sci Polym Ed. 2017.08; 28(10-12); 879-880

7. 西田慶, 田村篤志, 由井伸彦. 超分子ポリロタキサンによるオートファジーの誘導と疾患治療への応用. 細胞.
2017.09; 49(12); 606-610

8. 田村篤志, 西田慶, 由井伸彦. オートファジーにおける超分子ポリマーの新機能. アグリバイオ. 2017.12;
1(14); 1507-1513

[講演 · 口頭発表等]

1. 由井伸彦. 超分子骨格に基づいたバイオマテリアル機能の創発. 新化学技術推進協会 ライフサイエンス技術
部会 · 材料分科会講演会 2017.02.27 東京

2. Nobuhiko Yui. Directing Cell Fate via Supramolecular Characteristics of Polyrotaxanes. EPFL-TMDU
joint BiomaterialsI & Bioelectronics Symposium 2017.03.10 Lausanne, Switzerland

3. 田村篤志. 超分子ポリロタキサンを用いた代謝制御と疾患治療への応用. 第 8回東洋研究会 2017.03.21 東京
医科歯科大学, 東京都文京区

4. 田村篤志, 由井伸彦, 大工原伸之輔, 山田勇磨, 原島秀吉. Me-PRX搭載MITO-Porterの構築およびオート
ファジー誘導の検証. 生体医歯工学共同研究拠点成果報告会 2017.03.24 東京医科歯科大学, 東京都文京区

5. 有坂慶紀, 田村篤志, 堤祐介, 塙隆夫, 由井伸彦. チタンに固定したポリロタキサン表面による細胞機能制御.
学際 · 国際的高度人材育成ライフイノベーションマテリアル創製共同研究プロジェクト平成 28年度　第 1
回公開討論会 2017.03.30 愛知
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6. 田村篤志, 西田慶, 大橋萌, 由井伸彦. リソソーム pHに対し分解応答を示すポリロタキサンの設計と医薬応
用. 「学際 · 国際的高度人材育成ライフイノベーションマテリアル創製共同研究プロジェクト」（６大学連携
プロジェクト）第１回公開討論会 2017.03.30 名古屋大学, 愛知県名古屋市

7. 有坂慶紀, 田村篤志, 堤祐介, 塙隆夫, 由井伸彦. チタンに固定したポリロタキサン表面による細胞機能制御.
「学際 · 国際的高度人材育成ライフイノベーションマテリアル創製共同研究プロジェクト」（６大学連携プロ
ジェクト）第１回公開討論会 2017.03.30 名古屋大学, 愛知県名古屋市

8. 由井伸彦. 先端バイオマテリアルとしての動的超分子表面の創発. 6大連携プロジェクト 学際 · 国際的高
度人材育成ライフイノベーションマテリアル創製共同研究プロジェクト 平成 28 年度 第 1 回公開討論会
2017.03.30 名古屋, 愛知

9. Atsushi Tamura, Nobuhiko Yui. Acid-labile interlocked cyclodextrin polymers for therapeutic applications
to rare diseases. Society for Biomaterials 2017 Annual Meeting & Exposition (SFB2017) 2017.04.06
Minneapolis, Minnesota, USA

10. Kei Nishida, Atsushi Tamura, Nobuhiko Yui. Recruitment of the autophagic machinery by the acid-labile
polyrotaxanes exerting intracellular release of methylated β-cyclodextrins. Society for Biomaterials 2017
Annual Meeting & Exposition (SFB2017) 2017.04.07 Minneapolis, Minnesota, USA

11. 大橋萌, 田村篤志, 由井伸彦. オリゴエチレングリコール修飾ポリロタキサンの合成と修飾官能基の構造が細
胞導入効率に及ぼす影響. 第 66回高分子学会年次大会 2017.05.29 幕張メッセ, 千葉県千葉市

12. 西田慶, 田村篤志, 由井伸彦. ポリロタキサン骨格による温度応答性の発現とコアセルベート形成を利用した
超分子バイオマテリアル設計. 第 66回高分子学会年次大会 2017.05.29 幕張メッセ, 千葉県千葉市

13. 田村篤志, 大橋萌, 西田慶, 由井伸彦. 滲出性加齢黄斑変性症治療を目指した酸分解性ポリロタキサンによる
細胞内レチノイド動態の制御. 第 66回高分子学会年次大会 2017.05.29 幕張メッセ, 千葉県千葉市

14. 松井秀人, 有坂慶紀, 田村篤志, 松村光明, 三浦宏之, 由井伸彦. 短鎖脂肪酸導入ポリロタキサンの設計と分子
可動性を利用した抗炎症作用. 第 66回高分子学会年次大会 2017.05.29

15. 松永悟美, 高垣智博, 松井七生子, 有坂慶紀, 田村篤志, 池田正臣, 二階堂徹, 由井伸彦, 田上順次. 光分解性
PRXを用いた新規可逆接着性レジンセメントの開発. 日本歯科保存学会 2017年度春季学術大会 (第 146回)
2017.06.09 青森

16. 松永悟美, 高垣智博, 松井七生子, 有坂慶紀, 田村篤志, 池田正臣, 二階堂徹, 由井伸彦, 田上順次. 光分解性
PRXを用いた新規可逆接着性レジンセメントの開発. 日本歯科保存学会 2017年度春季学術大会 (第 146回)
2017.06.09 リンクステーションホール青森, 青森県青森市

17. 松井秀人, 柴口塊, 田村篤志, 松村光明, 三浦宏之, 由井伸彦. 超分子ポリロタキサンを用いた短鎖脂肪酸の多
点提示による慢性炎症治療薬の開発. 公益社団法人日本補綴歯科学会第 126回学術大会 2017.07.01

18. 大工原伸之輔, 山田勇磨, 田村篤志, 西田慶, 由井伸彦, 原島秀吉. オートファジー誘導能を有する超分子構造
ポリマー搭載ミトコンドリアDDSの構築. 第 33回日本DDS学会学術集会 2017.07.06 京都市勧業館みやこ
めっせ, 京都府京都市

19. 西田慶, 田村篤志, 由井伸彦. pH分解性メチル化ポリロタキサンによる小胞体ストレス応答を介したオート
ファジー細胞死の誘導. 第 33回日本 DDS学会学術集会 2017.07.06 京都市勧業館みやこめっせ, 京都府京
都市

20. 田村篤志, 由井伸彦. ポリロタキサンによるシクロデキストリンの体内動態改善とニーマンピック病 C型に
対する治療効果. 第 33回日本 DDS学会学術集会 2017.07.07 京都市勧業館みやこめっせ, 京都府京都市

21. Arun Kumar Rajendran, Yoshinori Arisaka, Nobuhiko Yui, Sachiko Iseki. Regulation of osteogenic differ-
entiation by utilizing supramolecular mobility of polyrotaxanes for the treatment of craniosynostosis. 第
13回 Craniosynostosis研究会 2017.07.08 金沢

22. N. Yui. Emerging polyrotaxane frameworks for modulating cellular functions.. FBPS’2017 2017.07.13
Seou, Korea

23. Atsushi Tamura, Nobuhiko Yui. Polyrotaxane-based intracellular delivery of β-cyclodextrins for modu-
lating cholesterol homeostasis in Niemann-Pick type C disease. Controlled Release Society 2017 Annual
Meeting & Exposition 2017.07.17 Sheraton Boston Hotel, Massachusetts, USA
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24. 田村篤志. Supramolecular biomaterials as a potential therapeutic approach for lysosomal storage disorders.
第 1回湯島若手塾 2017.07.21 東京医科歯科大学, 東京都文京区

25. 大橋萌, 田村篤志, 由井伸彦. 細胞導入効率向上を目指したオリゴエチレングリコール修飾ポリロタキサンの
設計と機能評価. 第 46回医用高分子シンポジウム 2017.07.24 産業技術総合研究所 臨海副都心センター, 東
京都江東区

26. 田村篤志, 由井伸彦. 酸分解性ポリロタキサンによる疾患特異的コレステロール代謝異常の改善. 第 46回医
用高分子シンポジウム 2017.07.24 産業技術総合研究所 臨海副都心センター, 東京都江東区

27. 西田慶, 田村篤志, 由井伸彦. 小胞体ストレス誘因性オートファジー細胞死を誘導するメチル化β-シクロデ
キストリン内包 pH分解性ポリロタキサンの設計. 第 34回シクロデキストリンシンポジウム 2017.08.31 愛
知学院大学, 愛知県日進市

28. 大橋萌, 田村篤志, 由井伸彦. β-シクロデキストリン含有超分子の細胞内導入におけるオリゴエチレングリ
コール鎖の修飾効果. 第 34回シクロデキストリンシンポジウム 2017.08.31 愛知学院大学, 愛知県日進市

29. 田村篤志. シクロデキストリン運搬体としてのポリロタキサンの機能. 第 34回シクロデキストリンシンポジ
ウム 2017.09.01 愛知学院大学, 愛知県日進市

30. 東大志, 森田健太郎, Xia Song, Jingling Zhu, Jun Li, 田村篤志, 由井伸彦, 本山敬一, 有馬秀俊. シクロデキ
ストリン含有ラジルポリカテナンの one-pot合成. 第 34回シクロデキストリンシンポジウム 2017.09.01

31. 山崎絢乃, 田村篤志, 由井伸彦. 超分子の医薬応用へ向けた標的指向化ポリロタキサンの設計. 第 11回超分
子若手懇談会 2017.09.03 箱根路開雲, 神奈川県足柄下郡

32. 利根川朝人, 田村篤志, 有坂慶紀, 由井伸彦. 末端架橋型ポリロタキサンヒドロゲルによる動的足場の作製.
第 11回超分子若手懇談会 2017.09.13 箱根路開雲, 神奈川県足柄下郡

33. 田村篤志. 環境応答性ポリロタキサンによる細胞代謝の調節と疾患治療への応用. 第 11回超分子若手懇談会
2017.09.14 箱根路開雲, 神奈川県足柄下郡

34. 大橋萌, 田村篤志, 由井伸彦. オリゴエチレングリコール修飾ポリロタキサンの温度応答特性と修飾官能基構
造の影響. 第 66回高分子討論会, 2017.09.20 愛媛大学城北キャンパス、愛媛県松山市

35. 田村篤志, 利根川朝人, 由井伸彦. 軸高分子末端嵩高さの調節による反応性ポリロタキサンの定量的合成. 第
66回高分子討論会 2017.09.20 愛媛大学城北キャンパス、愛媛県松山市

36. 西田慶, 田村篤志, 由井伸彦. 酸分解性メチル化ポリロタキサンによる小胞体ストレス誘導性オートファジー
とアポトーシス抵抗性細胞に対する殺細胞作用. 第 66回高分子討論会 2017.09.20 愛媛大学城北キャンパス,
愛媛県松山市

37. 有坂 慶紀, 由井 伸彦. 骨分化を促進するための骨形成因子固定化超分子表面の構築. 第 66回高分子討論会
2017.09.21 松山

38. 有坂慶紀, 由井伸彦. 骨分化を促進するための骨形成因子固定化超分子表面の構築. 第 66回高分子討論会
2017.09.21 松山

39. Yoshinori Arisaka, Atsushi Tamura, Yusuke Tsutsumi, Takao Hanawa, Nobuhiko Yui. Immobilization of
polyrotaxanes onto Ti for modulating cell function. 2nd International Symposium on Creation of Life
Innovation Materials for Interdisciplinary and International Researcher Development (iLIM-2) 2017.09.30
Nagoya, Japan

40. 有坂慶紀, 田村篤志, 高垣智博, 田上順次, 由井伸彦. スマート歯科材料を指向した光分解性超分子型架橋剤
の合成. 日本歯科理工学会平成 29年度秋期第 70回学術講演会 2017.10.14 朱鷺メッセ, 新潟県新潟市

41. Atsushi Tamura, Nobuhiko Yui. Design of acid-labile polyrotaxanes for the treatment of rare metabolic
diseases. 6th Asian Biomaterials Congress 2017 (ABMC2017) 2017.10.25 Apollo DIMORA, Thiruvanan-
thapurum, India

42. Yoshinori Arisaka, Nobuhiko Yui. Surface-tethering of bone morphogenetic proteins onto sulfonated poly-
rotaxane substrates. 6th Asian Biomaterials Congress (ABMC6) 2017.10.25 Thiruvananthapuram,India
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43. Yuma Yamada, Shinnosuke Daikuhara, Atsushi Tamura, Kei Nishida, Nobuhiko Yui, Hideyoshi Ha-
rashima. Validation of autophagy induction via the mitochondrial delivery of polyrotaxane by a MITO-
Porter. The 2nd International Symposium on Biomedical Engineering 2017.11.09 Tokyo Institute of
Technology, Meguro-ku, Tokyo, Japan

44. 森田健太郎, 東 大志, Xia Song, Jingling Zhu, Jun Li, 田村篤志, 由井伸彦, 本山敬一, 有馬英俊. 新規生体素
材の開発を指向したシクロデキストリンポリカテナンの one-pot 合成. 第 39回日本バイオマテリアル学会
大会 2017.11.20 タワーホール船堀, 東京

45. 西田 慶, 田村篤志, 由井伸彦. アポトーシス抵抗性細胞に殺作用を示すオートファジー誘導性ポリロタキサ
ンの機能評価. 第 39回日本バイオマテリアル学会大会 2017.11.20 タワーホール船堀, 東京

46. 寺内正彦, 稲田大佳輔, 田村篤志, 山口 聰, 由井伸彦. 硫酸化ポリロタキサン/骨形成因子複合体によるマウ
ス頭蓋骨欠損モデル骨形成促進効果. 第 39回日本バイオマテリアル学会大会 2017.11.20 タワーホール船堀,
東京

47. 田村篤志. ポリロタキサンによる細胞内脂質環境の調節と疾患治療への応用. 第 39回日本バイオマテリアル
学会大会 2017.11.20

48. 兵頭克弥, 有坂慶紀, 山口 聰, 由井伸彦. 血管内皮細胞を活性化するための硫酸化ポリロタキサン表面の設
計. 第 39回日本バイオマテリアル学会大会 2017.11.20 東京

49. Yoshinori Arisaka, Nobuhiko Yui. Surface design of polyrotaxane-based materials with growth factors for
enhancing cell differentiation. 第 39回日本バイオマテリアル学会大会 2017.11.20 東京

50. 岸田晶夫，由井伸彦. 日本学術会議提言—医療を支えるバイオマテリアル研究に関する提言—. 第 39回日本
バイオマテリアル学会大会 2017.11.21 東京

51. 田村篤志. 超分子構造高分子による細胞機能の調節と疾患治療への展開. 第 52回東京医科歯科大学大学院医
歯学総合研究科 大学院セミナ―「DDSのための生体材料工学とその応用」 2017.12.11 東京医科歯科大学,
東京都千代田区

52. Atsushi Tamura, Nobuhiko Yui. Design ofβ-cyclodextrin-threaded acid-labile polyrotaxanes for the treat-
ment of Niemann-Pick type C disease. 9th Asian Cyclodextrin Conference (9ACC) 2017.12.15 National
University of Singapore, Singapore

53. Kei Nishida, Atsushi Tamura, Nobuhiko Yui. ER stress-associated autophagy induction by methylated
β-cyclodextrin-threaded acid-labile polyrotaxane. 9th Asian Cyclodextrin Conference (9ACC) 2017.12.15
National University of Singapore, Singapore

54. Kentaro Morita, Taishi Higashi, Xia Song, Jing-ling Zhu, Jun Li, Atsushi Tamura, Nobuhiko Yui, Keiichi
Motoyama, Hidetoshi Arima. One-pot synthesis of polycatenanes containing cyclodextrins. 9th Asian
Cyclodextrin Conference (9ACC) 2017.12.15 National University of Singapore, Singapore

55. Nobuhiko Yui, Ji-Hun Seo, Atsushi Tamura, Yoshinori Arisaka. Modulating cellular functions via supramolec-
ular polyrotaxanes. 9th Asian Cyclodextrin Conference (9ACC) 2017.12.16 National University of Singa-
pore, Singapore

56. 田村篤志. 細胞内分解性ポリロタキサンを基盤とした細胞機能の制御. 第 1回薬学会北海道支部主催若手シ
ンポジウム 2017.12.20 北海道大学薬学部, 北海道札幌市

[受賞]

1. 平成 29年度学長裁量優秀若手研究者奨励賞, 東京医科歯科大学, 2017年 08月

2. 2017年バイオマテリアル科学奨励賞, 日本バイオマテリアル学会, 2017年 11月
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メディシナルケミストリー
Medicinal Chemistry

教授　玉村　啓和
准教授　野村　渉
助教　小早川　拓也
研究支援推進員　増田　亜美
技術補佐員　菊池　聡子
事務補佐員　金田　佳代,田辺　美保,亀井　朋恵
非常勤講師　野水　基義

大学院生
D3　武富昇平,紺野奇重,外山桂,本田柚子奈,Maxwell SAKYIAMAH
D2　松本大亮,宮木大輔
M2　海老原健人,橋本司
M1　岸知樹,澤村俊祐,高橋耕平

学外研究協力者
山田裕子,神村拓美,倉上真樹

( 1 ) 分野概要

有機化学や有機合成化学を基盤とする生命現象の解明や制御を目指したケミカルバイオロジー研究や、これらを
応用した創薬化学研究、ポストゲノム時代の先端的医薬品化学研究を講義している。本分野では、定期的に文献
紹介演習や研究検討会を行い、教育、指導している。

( 2 ) 研究活動

1.構造固定化テンプレートの創出とドラッグ · ディスカバリー
ペプチド等生理活性化合物中に含まれる官能基 (pharmacophore)を適切に空間配置することを可能にする構造固
定化用の創薬テンプレートを創出している。また、受容体、酵素等をターゲットとして、がん、エイズ、アルツハ
イマー、リウマチ、SARSの治療薬の創製研究を行っている。
2.　蛍光プローブの創製、バイオセンシング、創薬を目指したケミカルバイオロジー研究
酵素、受容体を特異的に認識するバイオ (蛍光)プローブを創出し、イメージング、センシングを含めたケミカル
バイオロジー研究を行っている。
3.受容体や酵素 · リガンド相互作用の解析
受容体や酵素リガンドの分子設計、合成を行い、共結晶化―X線結晶構造解析による相互作用の解析を行い、リ
ガンドがもたらす構造情報伝達メカニズムを解明する。
4. 亜鉛フィンガーツールによる遺伝子治療法の開発
ゲノム DNAに対して高い配列特異性で結合する亜鉛フィンガータンパク質の遺伝子ターゲティングを利用して、
疾病遺伝子の転写調節、酵素反応（切断、組換え、メチル化）などを用いたDNA修飾による遺伝子治療への展開
を行っている。



— 930 —

生命理工学講座

( 3 ) 教育活動

【演習】
【目的 · 概要】
ペプチド医薬品やバイオ医薬品の開発、およびそれらのシーズとなる基礎研究に関する最新の文献情報とその成
果の元となるバックグラウンドに関して報告を行い、研究スキームや実験手法、データ解釈と将来的な展開など
に関して討論を行う。
【参加可能プログラム】
大学院講義　随時
研究室文献紹介　日時　毎週木曜日　 15:00～ 16:30（詳細は後日通知）

【研究実習】
【目的 · 概要】
ペプチド化学、タンパク質工学、進化工学、合成生物学の分野における基礎的な実験技術、データ解析法を習得
し、研究テーマの設定から論文発表にいたるまでの各段階で教員との討論を行い、研究能力と科学に関する理論
的思考、解釈が行える技術を習得する。成果は博士論文として発表を行う。
【参加可能プログラム】
研究室セミナー　毎週 1時間程度（詳細は後日通知）
遺伝子機能を制御する人工酵素の開発に関する研究
ペプチド化学に基づく細胞機能制御、解明に関する研究

( 4 ) 教育方針

授業方法
少人数制として、討論を重視して行う。

講義室
メディシナルケミストリー分野　第３研究室　（生体材料工学研究所 6階）

評価方法
講義、演習、実験への参加（出席）状況及び研究内容に基づいて総合的に評価を行う。

( 5 ) 研究業績

[原著]

1. Mizuguchi T, Ohashi N, Matsumoto D, Hashimoto C, Nomura W, Yamamoto N, Murakami T, Tamamura.
Development of Anti-HIV Peptides Based on a Viral Capsid Protein. Biopolymers: Peptide Science.
2017.01; 108(1);

2. Tanaka T, Aoki T, Nomura W, Tamamura H . Bivalent 14-mer Peptide Ligands of CXCR4 with Polyproline
Linkers with Anti-Chemotactic Activity against Jurkat Cells. J. Pept. Sci. 2017.01;

3. Takano T, Narumi T, Nomura W, Tamamura H. Microwave-Assisted Synthesis of Azacoumarin Fluo-
rophores and the Fluorescence Characterization. J. Org. Chem. 2017.02; 82(5); 2739-2744

4. Kobayashi K, Mizuguchi T, Hattori Y, Ohara N, Ninomiya R, Iida M, Ooe H, Yamazaki Y, Takata M,
Tamamura H, Akaji K. Effects of Replacement and Addition of an Amino Acid Contained in a Cyclic
Peptide Corresponding to a β-Hairpin Loop Sequence of Human EGF Receptor. J. Pept. Sci. 2017.04;

5. Ohashi N, Kobayashi R, Nomura W, Kobayakawa T, Czikora A, Herold B K, Lewin N E, Blumberg P
M, Tamamura H. Synthesis and Evaluation of Dimeric Derivatives of Diacylglycerol-Lactones as Protein
Kinase C Ligands. Bioconjugate Chem. 2017.07;

6. Kobayakawa T, Tamamura H. Stereoselective Synthesis of Xaa-Yaa Type (Z)-Chloroalkene Dipeptide
Isosteres via Efficient Utilization of Organocopper Reagents Mediated Allylic Alkylation. Tetrahedron.
2017.07; 73(30); 4464-4471
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[書籍等出版物]

1. Ohashi N, Tamamura H.“Peptide-derived mid-sized anti-HIV agents” In“Amino Acids, Peptides and
Proteins,” ed. by Maxim Ryadnov and Ferenc Hudecz, The Royal Society of Chemistry, Cambridge CB4
0WF, UK, vol. 41. 2017.01

2. 玉村啓和, 大橋南美. 「第２章 ペプチドミメティックの開発と中分子創薬研究への応用　第１節「ペプチド
ミメティックを活用した中分子創薬研究」」 ペプチド医薬品のスクリーニング · 安定化 · 製剤化技術. 株式
会社　技術情報協会　東京, 2017.12

[総説]

1. 野村　渉、玉村啓和. 細胞内タンパク質を可視化するタグ—蛍光プローブシステム「生化学」みにれびゅう
（日本生化学会　東京）. 2017.01; 89(1); 1-6

2. 野村　渉. 生体分子間相互作用を基盤とする機能分子の創製とケ ミカルバイオロジーへの展開 Yakugaku
Zasshi. 2017.10; 137; 1223-1231

3. 野村　渉. DNAメチル化制御から精密エピゲノム編集へ MEDCHEM NEWS. 2017.10; 27; 200-207

[講演 · 口頭発表等]

1. HashimotoT, Nomura W, Ohura I, Tamamura H. Improved split DNA methylase activity by optimization
of assembly on target sites. Keystone Symposia Precision Genome Engineering 2017.01.08 Breckenridge,
USA

2. Nomura W, Sugii T, Tamamura H. Chemical-inducible artificial transcription factors based on sequence-
specificity of TALE and dCas9. Keystone Symposia Precision Genome Engineering 2017.01.08 Brecken-
ridge, USA

3. Matsumoto D, Nomura W, Tamamura H. Controllable genome editing by chemically inducible split site-
specific nucleases. Keystone Symposia Precision Genome Engineering 2017.01.08 Breckenridge, USA

4. 玉村啓和. ペプチドミメティックを活用した中分子創薬の研究. システム薬学研究機構「第 8回新たな創薬
パラダイムの創出」 2017.01.13 東京

5. 玉村啓和. ペプチドミメティックを活用した中分子創薬. 東京医科歯科大学　第 5回医歯工連携ブレインス
トーミング 2017.01.30 東京

6. 玉村啓和. ペプチドミメティックを活用した中分子創薬. 東京医科歯科大学　第 5回医歯工連携ブレインス
トーミング 2017.02.02 東京

7. 松本大亮, 野村 渉, 玉村啓和. 分割型部位特異的ヌクレアーゼを利用した化合物誘導型ゲノム編集技術の開
発. 日本化学会 第 97春季年会 2017.03.19 横浜

8. 玉村啓和. ペプチドミメティックを基盤とした創薬応用. 技術情報協会「ペプチド医薬品の透過性 · 吸収性 ·
安定性向上技術」 2017.04.13 東京

9. 髙濱正吉, 田中和樹, Alam Muntasir, 郭悠, Zahid Hasan, Alam Mamun, 桑田岳夫, 石田有佑, 大橋南美, 山
本拓也, 三浦智行, 玉村啓和, 松下修三. 新規CD4 mimic YIR-821によるHIV中和抗体活性の増強. 第 27回
抗ウイルス療法学会学術集会 · 総会 2017.05.18 熊本

10. 松田幸樹, 服部真一朗, 土屋亮人, 小早川拓也, 大橋南美, 野村　渉, 原田恵嘉, 佐藤賢文, 吉村和久, 玉村啓和,
満屋裕明, 前田賢次. HIV潜伏感染維持 · 再活性化の分子機構の解析と潜伏感染細胞除去に有効な新規治療
法の開発. 第 27回抗ウイルス療法学会学術集会 · 総会 2017.05.19 熊本

11. 海老原健人, 本田柚子奈, 水口貴章, 野村　渉, 藤野真之, 村上　努, 玉村啓和. HIV外皮タンパク質 gp41由来
ペプチドC34を基にした二価型膜融合阻害剤の創製. 第 27回抗ウイルス療法学会学術集会 · 総会 2017.05.19
熊本

12. 紺野奇重, 石田有佑, 原田恵嘉, 大橋南美, 小谷みさと, 苛原　優, 山田裕子, 水口貴章, 野村　渉, 松下修三,
吉村和久, 玉村啓和. HIV-1 gp120をターゲットとした CD4 mimicの構造活性相関研究. 27回抗ウイルス
療法学会学術集会 · 総会 2017.05.19 熊本
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13. 高野　皓, 野村　渉, 古田寿昭, 玉村啓和. 親水性光感受性保護基の開発とケージド PKCリガンドへの応用.
日本ケミカルバイオロジー学会第 12回年会 2017.06.09 札幌

14. 松本大亮, 野村　渉, 玉村啓和. FoklをDNA切断ドメインとして用いた化合物誘導型配列特異的ヌクセアー
ゼの開発. 日本ケミカルバイオロジー学会第 12回年会 2017.06.09 札幌

15. 玉村啓和. ペプチドミメティックを基盤とした中分子創薬とケミカルバイオロジー. 平成 29年度（春季）有
機合成化学講習会 2017.06.14 東京

16. Kobayakawa T, Tamamura H. Development of Synthetic Methods for Chloroalkene Dipeptide Isosteres
and Their Applications. The 25th American Peptide Symposium and the 9th International Peptide
Symposium 2017.06.19 Whistler, Canada

17. Nomura W, Tanaka T, Aoki T, Tamamura H. Bivalent Ligands of the Chemokine Receptor CXCR4 with
Polyproline Linkers and Their Anti-chemotactic Activity. The 25th American Peptide Symposium and
the 9th International Peptide Symposium 2017.06.21 Whistler, Canada

18. Ebihara K, Honda Y, Nomura W, Murakami T, Tamamura H. Development of HIV-1 fusion inhibitors
based on the C34 dimers derived from gp41. The 21st Korean Peptide Protein Society Symposium
2017.06.25 Jeju, Korea

19. Tamamura H. Rigid bivalent ligands of the chemokine receptor CXCR4 and their anti-cancer metastasis
activity. KCS Biochemistry Division Summer Workshop 2017.06.27 Jeju, Korea

20. 野村　渉, 松本大亮, 杉井太亮, 玉村啓和. 化合物による制御が可能な人口転写因子の構築とその機能. 日本
ゲノム編集学会第 2回大会 2017.06.29 千里

21. 松本大亮, 野村　渉, 玉村啓和. FoKⅠドメインによるDNA切断を基盤とした化合物誘導型ゲノム編集方の
開発. 日本ゲノム編集学会第 2回大会 2017.06.29 千里

22. Ohashi N, Harada S, Irahara Y, Ishida Y, Konno K, Kobayakawa T, Nomura W, Matsushita S, Yoshimura
K, Tamamura H. CD4 Mimics for Enhancement of Activity of HIV Neutralizing Antibodies. The 11th
AFMC International Medicinal Chemistry Symposium 2017.07.24 Melbourne, Australia

23. 玉村啓和. 中分子、macrocyclic peptide がはやり？！ ～「研究のすすめ」. 第 49回若手ペプチド夏の勉強
会 2017.08.05 長崎

24. 玉村啓和. アミドーアルケン等価性を基盤とした有機合成とその応用. 講演会 2017.08.05 長崎

25. 高橋耕平, 小早川拓也, 原田恵嘉, 吉村和久, 松下修三, 玉村啓和. HIV 侵入阻害剤を指向した新規 CD4 ミ
ミックの創製. 第 49回若手ペプチド夏の勉強会 2017.08.06 長崎

26. 澤村俊祐, 小早川拓也, 玉村啓和. ハロアルケン型ジペプチドイソスターの合成法の開発とその応用. 第 49
回若手ペプチド夏の勉強会 2017.08.06 長崎

27. Nomura W, Matsumoto D, Hashimoto T, Sugii T, Tamamura H. Development of chemical-inducible
artificial transcription factors based on sequence-specific DNA binders. the 254th ACS National Meeting
and Exposition 2017.08.20 Washington DC, USA

28. 野村　渉. 生体分子間相互作用を制御する機能性ペプチド／タンパク質の設計と応用. 熊本大学先端科学研
究部セミナー 2017.09.05 熊本

29. Nomura W. Development of genome editing and gene regulation systems utilizing specific DNA binding
domains. 熊本大学 HIGO program seminar 2017.09.06 熊本

30. 松本大亮, 野村　渉, 玉村啓和. 化合物による誘導が可能な分割型人工ヌクレアーゼの開発. 第 11回バイオ
関連化学シンポジウム 2017.09.08 東京

31. 海老原健人, 本田柚子奈, 野村　渉, 村上　努, 玉村啓和. HIV 外被タンパク質由来断片ペプチドを基にした
二価型膜融合阻害剤の創製. 第 61回日本薬学会 関東支部大会 2017.09.16 東京

32. 松本大亮, 野村　渉, 玉村啓和. DNA 切断活性制御が可能なゲノム編集系の構築. 第 61回日本薬学会 関東
支部大会 2017.09.16 東京

33. 外山　桂, 野村　渉, 玉村啓和. EGFR 二量体化アームの構造を基盤とした新規細胞内送達ペプチドに関す
る研究. 第 61回日本薬学会 関東支部大会 2017.09.16 東京
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34. 玉村啓和. ペプチド医薬品における細胞膜透過技術. 技術情報協会「ペプチドによる膜透過性向上技術」
2017.09.26 東京

35. Toyama K, Nomura W, Tamamura T. Functional evaluation of intracellular delivery peptides based on the
EGF receptor dimerization arm sequences. 12th Australian Peptide Conference 2017 2017.10.16 Noosa,
Australia

36. Tamamura H. Synthesis of chloroalkene dipeptide isosteres as peptidomimetics and their biological appli-
cation. 12th Australian Peptide Conference 2017 2017.10.17 Noosa, Australia

37. 松田幸樹, 服部真一朗, 土屋亮人, 小早川拓也, 大橋南美, 野村　渉, 原田恵嘉, 佐藤賢文, 吉村和久, 玉村啓和,
満屋裕明, 前田賢次. HIV潜伏感染維持 · 再活性化の分子機構の解析と潜伏感染細胞除去に有効な新規治療
法の開発. 第 65回日本ウイルス学会学術集会 2017.10.24 大阪

38. Matsuda K , Hattori S, Tsuchiya K, Saiful I M, Yang B T J, Miyazato P, Kobayakawa T, Ohashi N,
Nomura W, Harada S, Tamamura H, Satou Y, Yoshimura K, Mitsuya H, Maeda K. Development of a new
in vitro assay system to evaluate the elimination of HIV-1 latent infection. 第 65回日本ウイルス学会学術
集会 2017.10.24 大阪

39. 村上　努, 金子萌美, 藤野真之, 野村　渉, 玉村啓和. カプシド部分ペプチドの抗 HIV-1活性の検討. 第 65回
日本ウイルス学会学術集会 2017.10.24 大阪

40. 野村　渉, 田中智博, 青木　徹, 玉村啓和. ケモカイン受容体 CXCR4の 2価型リガンドの創製と生理活性評
価. 第 35回メディシナルケミストリーシンポジウム 2017.10.25 名古屋

41. Matsuda K, Hattori S, Tsuchiya K, Kobayakawa T, Ohashi N, Nomura W, Harada S, Satou Y, Yoshimura
K, Tamamura H, Mitsuya H, Maeda K. Development of novel therapeutics to eliminate latently infected
cells by LRAs toward HIV cure. 18th KUMAMOTO AIDS Seminar 2017.10.31 kumamoto

42. Takahama S, tanaka K, Zahid H, Muntasir A, Kaku Y, Mamun A, Kuwata T, Ishida Y, Hashimoto N,
Yamamoto T, Miura T, He L, Tamamura H, Matsushita S. Broad spectrum of neutralization-enhancement
by novel CD4mimic compound YIR-821. 18th KUMAMOTO AIDS Seminar 2017.10.31 kumamoto

43. Matsuda K , Hattori S, Tsuchiya K, Saiful I M, Yang B T J, Miyazato P, Kobayakawa T, Ohashi N,
Nomura W, Harada S, Tamamura H, Satou Y, Yoshimura K, Mitsuya H, Maeda K. Development of a
new in vitro assay system to evaluate the elimination of HIV-1 latent infection. 18th KUMAMOTO AIDS
Seminar 2017.10.31 kumamoto

44. Masuda A, Harada S, Takahama S, Takahashi K, Konno K, Kobayakawa T, Himeno A, Miura T, Kuwata
T, Matsushita S, Yoshimura K, Tamamura H. Development of CD4 mimics for enhancement of activity
of HIV neutralizing antibodies. 18th KUMAMOTO AIDS Seminar 2017.10.31 kumamoto

45. 小早川拓也, 松崎祐大, 野村　渉, 保住健太郎, 野水基義, 玉村啓和. ペプチドミメティックを指向したクロロ
アルケン型ジペプチドイソスターの創製と RGDペプチドへの応用. 第 43回反応と合成の進歩シンポジウム
2017.11.07 富山

46. Toyama K, Nomura W, Tamamura H. Application of cyclic peptides derived from the EGF receptor
dimerization arm sequences to intracellular delivery. 第 54回ペプチド討論会 2017.11.20 大阪

47. 松本大亮，野村 渉, 玉村啓和. 化合物誘導型ゲノム編集技術の開発. 第 39回日本バイオマテリアル学会大会
2017.11.20 東京

48. Kobayakawa T, Nomura W, Hozumi K, Nomizu M, Tamamura H. Development of chemical synthetic
strategies for peptidomimetic based on a chloroalkene dipeptide isostere and its application to a cyclic
RGD peptide. 第 54回ペプチド討論会 2017.11.21 大阪

49. 松田幸樹, 服部真一朗, 土屋亮人, 小早川拓也, 大橋南美, 野村　渉, 原田恵嘉, 佐藤賢文, 吉村和久, 玉村啓和,
満屋裕明, 前田賢次. HIV潜伏感染細胞を標的とした新規治療薬開発に有効な in vitro評価系の開発. 第 31
回日本エイズ学会学術集会 · 総会 2017.11.24 東京

50. 原田恵嘉, 野村　渉, 鳴海哲夫, 横山　勝, 前田賢次, 林　宏典, 紺野奇重, 引地優太, 佐藤裕徳, 玉村啓和, 俣
野哲朗, 吉村和久. 網羅的 Env標的阻害剤ライブラリーの構築-２. 第 31回日本エイズ学会学術集会 · 総会
2017.11.24 東京



— 934 —

生命理工学講座

51. 村上　努, 金子萌美, 藤野真之, 野村　渉, 玉村啓和. カプシド蛋白質由来ペプチドを基にした新規抗 HIV-1
剤の創製. 第 31回日本エイズ学会学術集会 · 総会 2017.11.24 東京

52. Nomura W, Matsumoto D, Sugii T, Kobayakawa T, Tamamura H. Differential regulation of endogenous
genes in an orthogonal manner by distinct chemically inducible systems. International Conference on
Epigenetics and Bioengineering 2017.12.13 Miami, USA

53. 玉村啓和. 「不思議な贈りもの”生きた化石”」—探検したものが発見できる‐. 徳島大学薬学部特別講演会
「薬学部を卒業して」 2017.12.21 徳島

[受賞]

1. 大学院博士課程の部　優秀賞. 15th IBB BioFuture Encouragement Prize（小早川拓也）, 2017年 01月

2. 大学院修士課程の部　優秀賞. 15th IBB BioFuture Encouragement Prize（金子萌美）, 2017年 01月

3. 大学院博士課程の部　優秀賞. 15th IBB BioFuture Encouragement Prize（松本大亮）, 2017年 01月

4. 2017 Young Scientist Award for the Distinguished Lecture in Young Scientist Symposium. The 21st
Korean Peptide Protein Society Symposium（海老原健人）, 2017年 06月

5. The 21st Korean Peptide Protein Society Symposiumへの若手研究者参加支援. The 21st Korean Peptide
Protein Society Symposium（海老原健人）, 2017年 06月

6. Travel Award. 12th Australian Peptide Conference（外山　桂）, 2017年 10月

[社会貢献活動]

1. 東京医科歯科大　遺伝子切断、薬剤で制御　「ゲノム編集」で新手法　基礎研究などに応用 , 日本経済新聞
社, 日経産業新聞, 2017年 12月 07日
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細胞分子医学
Cellular and Molecular Medicine

准教授　大石　由美子
助教　早川　清雄
助教　林　晋一郎（2017年 7月まで）

( 1 ) 分野概要

肥満を基盤とした糖尿病、高脂血症などの生活習慣病は、動脈硬化症を進める主要な要因となる。生活習慣病の
発症や進展には、マクロファージなどの免疫細胞が重要な役割を担う。また、加齢に伴う骨格筋の質的 · 量的減少
と定義される「サルコペニア」が、生活習慣病の背景として重要であることが最近注目されている。当分野では、
①マクロファージを中心とした慢性炎症の分子機構　②サルコペニアに関連した骨格筋の修復 · 再生のメカニズム
　を明らかにすることを主たる研究の目的としている。これらの研究を通じて、生活習慣病の発症や進展を防ぐ
予防 · 治療法の開発を目指す。

( 2 ) 研究活動

1. 慢性炎症におけるマクロファージの機能とその制御機構

　肥満や糖尿病、動脈硬化症や発癌の基盤となる病態として、慢性炎症が重要である。慢性炎症は、内外の刺激
によって惹起された炎症反応が適切に収束せず、軽度の炎症が遷延した状態である。肥満した個体の脂肪組織や、
動脈硬化の病巣では共通してマクロファージの浸潤を伴う慢性炎症の所見が観察され、慢性炎症の病態形成にマ
クロファージが重要な役割を果たすことが近年、明らかとなっている。マクロファージは多彩な機能をもち、外
的/内因性の刺激によって活性化されて炎症を促進するのみならず、積極的に炎症を収束する。私たちは、このよ
うなマクロファージの多彩な機能が、細胞代謝と密接に関連して制御されることを見出した。すなわち、マクロ
ファージが炎症刺激を受けると、炎症応答の初期には解糖系が優位となって炎症を進めるが、炎症応答の後期には
脂質代謝を亢進させて炎症収束形質を示す。細胞内脂質の定量解析（リピドミクス）ならびに遺伝子発現解析の結
果、マクロファージは炎症応答の後期に抗炎症性不飽和脂肪酸 (ω-3, ω-9)の合成を増加させ、自律的に炎症収束
形質へと変化した。さらに、その分子メカニズムをクロマチン免疫沈降-高速シークエンス法 (ChIP-seq)、Global
run-on (GRO)-seqならびに RNA-seqを組み合わせてグローバルに解析した。その結果、マクロファージの自律
的な形質の転換には、炎症刺激による NFkBの活性化と Liver X receptor (LXR)機能の一過性の抑制、ならびに
炎症後期における sterol regulatory element binding protein (SREBP)の活性化を含む転写因子ネットワークに
よる制御と同時に、エピゲノム変化が重要であることを見いだした。
　このように、マクロファージの主要な細胞機能としての免疫応答は、細胞内脂質代謝と密接に連携している。肥
満や生活習慣病の病態においては、個体レベルでの代謝変動に起因した免疫系の変動により、免疫系を構成するマ
クロファージの細胞内代謝が変動し、刺激に対する応答性が変化して炎症が慢性化するのではないかと想定され
る。現在は、細胞代謝を是正し、マクロファージ機能を正常化する抗生活習慣病治療 · 予防法の開発を目指して、
研究を行っている。

2. 骨格筋の修復 · 再生のメカニズムに関する研究

　サルコペニアは、加齢に伴う骨格筋の量的 · 質的低下と定義される。糖尿病をはじめとした生活習慣病が発症す
る背景には、サルコペニアが重要である。骨格筋は修復 · 再生能の高い臓器である。骨格筋の修復や再生を司るの
は、骨格筋幹細胞である筋衛星細胞である。通常、静止状態にある筋衛星細胞は筋損傷後に活性化されて筋線維
への分化をすすめる一方、一部の筋衛星細胞は多分化能を維持したまま静止状態に戻る。私たちは筋修復 · 再生に
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重要な新しい因子として、Klf5を同定した。Klf5は内外のストレスにより誘導され、ES細胞の未分化能の維持に
も重要な Znフィンガー型の転写因子である。筋修復の過程において、Klf5は分化途上の幼弱な筋線維に一過性に
高発現していた。また、筋衛星細胞特異的に Klf5をノックアウトしたマウス (Pax3-Cre:Klf5flox/flox)では筋損
傷後の修復が著明に遅延した。分子生物学的検討の結果、Klf5は骨格筋分化のマスター制御因子であるMyoDと
直接相互作用し、Myogeninに代表される成熟した骨格筋のマーカー遺伝子の多くの発現を誘導することを見いだ
した。すなわち、Klf5は筋衛星細胞の機能維持と筋線維への正常な分化に必須である。
　さらに、興味深いことに筋損傷後の修復には筋衛星細胞とマクロファージの相互作用が必須である。今後は、筋
衛星細胞-マクロファージの相互作用の観点から、サルコペニアの病態解明と治療 · 予防法の開発へと研究を展開
してゆきたい。

( 3 ) 教育活動

生命理工学　博士課程　疾患生命特論
医歯理工学　修士課程　細胞生物学特論

医学部　衛生学　講義
歯学部　生化学「生命の分子的基盤」講義、実習
歯学部　分子生物学　実習

( 4 ) 研究業績

[原著]

1. Yumiko Oishi, Nathanael J Spann, Verena M Link, Evan D Muse, Tobias Strid, Chantle Edillor, Matthew
J Kolar, Takashi Matsuzaka, Sumio Hayakawa, Jenhan Tao, Minna U Kaikkonen, Aaron F Carlin, Michael
T Lam, Ichiro Manabe, Hitoshi Shimano, Alan Saghatelian, Christopher K Glass. SREBP1 Contributes to
Resolution of Pro-inflammatory TLR4 Signaling by Reprogramming Fatty Acid Metabolism. Cell Metab..
2017.02; 25(2); 412-427

2. Yumiko Oishi, Shinichiro Hayashi, Takayuki Isagawa, Motohiko Oshima, Atsushi Iwama, Shigeki Shimba,
Hitoshi Okamura, Ichiro Manabe. Bmal1 regulates inflammatory responses in macrophages by modulating
enhancer RNA transcription. Sci Rep. 2017.08; 7(1); 7086

[書籍等出版物]

1. 大石由美子、真鍋一郎. 一歩進んだ糖尿病循環器学. 医療ジャーナル社, 2017.05 (ISBN : 978-4-7532-2873-9
)

2. Hayakawa S, Oishi Y, Tanabe H, Isemura M, Suzuki Y. . Bioactive Molecules in Food, Reference Series
in phytochemistry. Springer, 2017.11

[総説]

1. 大石由美子、真鍋一郎. 高脂肪食と慢性炎症 炎症と免疫. 2017.01; 25(1); 51-56

2. 大石由美子、真鍋一郎. 膵島炎症 実験医学増刊「糖尿病研究のいまとこれから」. 2017.02; 35(2); 175-179

3. 大石由美子、真鍋一郎. 脂肪幹細胞システム clinical calsium. 2017.06; 27(6); 795-801

4. 大石　由美子、真鍋　一郎. 脂肪組織炎症と臓器障害 尿酸と血糖. 2017.09; 3(3); 163-165

5. 大石　由美子. 炎症応答の収束にはマクロファージ脂肪酸代謝のリプログラミングが重要である 臨床免疫 ·
アレルギー科. 2017.10; 68(4); 430-433

6. 大石　由美子. 脂肪酸代謝リプログラミングによる炎症の収束 感染 · 炎症 · 免疫. 2017.10; 47; 48-49

7. 大石　由美子. 体内時計 · 加齢 · 摂取カロリーの深い関係 実験医学. 2017.11; 35; 3104-3105

8. 大石　由美子. 脂肪酸代謝制御による炎症反応の収束 生化学. 2017.12; 89(6); 907-910
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[講演 · 口頭発表等]

1. Yumiko Oishi. SREBP1 contributes to resolution of pro-inflammatory TLR4 signaling by reprogramming
fatty acid metabolism.. 第 11回研究所ネットワーク国際シンポジウム 2017.01.26 Tokushima, Japan

2. 大石由美子. 自然免疫応答の収束に重要な「細胞代謝ー機能連携」. 第 59回　日本脂質生化学会シンポジウ
ム 2017.06.15

3. Yumiko Oishi. Coordinated regulation of inflammatory response and fatty acid metabolism in macrophage.
筑波大学トランスボーダー医学研究センター　国際シンポジウム 2017.06.17 Tsukuba, Japan

4. 大石由美子. 加齢関連疾患に対する新たな治療標的としての「免疫-代謝」連関のメカニズム . CVMW 2017
2017.12.08 大阪

5. 大石　由美子. マクロファージにおける細胞代謝-機能連携のメカニズム. 生命科学系学会合同年次集会 2017
2017.12.09 神戸
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生涯口腔保健衛生学
Lifetime Oral Health Care Sciences

教　　授　　荒川 真一
講　　師　　近藤 圭子
助　　教　　安田 昌代
特任助教　　中村 奈都美
大学院生　　 Anongwee LEEWANANTHAWET、井上 裕子
医　　員　　小野 彌、遠井 政行　

( 1 ) 分野概要

　我が国は、2007年から超高齢社会となり、2060年には国民の 40%が高齢者にとなることが予想されている。ま
た、2013年度から第 2次健康日本 21が開始されたが、5つの基本方針の一つとして、健康寿命の延伸がある。口
腔疾患（特に歯周病）と糖尿病、心臓血管疾患などの全身疾患との関連性が明らかになっている。従って、歯科医
療従事者にとして、生涯にわたり国民の健康を維持 · 増進し、健康寿命を延伸させるためには、口腔内疾患の予防
と健診による早期発見を行う能力が重要となる。
そこで、口腔疾患予防学の深い学問的知識と高水準の技術の修得を教育の一つの目標とし、また口腔領域のヘル
スカウンセリングやヘルスプロモーションの能力を養い、積極的に口腔保健の推進に寄与できる人材の育成を目
標とし、教育 · 研究を行っている。
また、健康寿命延伸のためのツールの一つとして、オゾンウルトラファインバブル水、微酸性水といった機能水
の殺菌以外の基礎的機能（抗酸化能の亢進、創傷治癒の促進など）の解明、誤嚥性肺炎や菌血症の防止といった臨
床応用についての研究も行っている。

( 2 ) 研究活動

1）健康寿命延伸を見据えた機能水の基礎および臨床研究

　健康寿命延伸のため、オーラルヘルスプロモーションの効率的な実践が喫緊の課題となっている。歯周治療に
おいても、従来の機械的デブライドメントに加え、局所抗菌療法が行われている。新規の機能水：長期保存性を
持つオゾンウルトラファインバブル水（NBW3）の殺菌能について研究を行い、NBW3の各種細菌に対する殺菌
能と口腔組織に対する高い安全性を確認し、実際に歯周治療の補助的療法として NBW3を使用した際の臨床的 ·
細菌学的効果にを明らかにした。
現在、特に NBW3の殺菌以外の基礎的機能（抗酸化能の亢進、創傷治癒の促進など）の解明、誤嚥性肺炎や菌血
症の防止といった臨床応用についての研究を実施している。

2）歯周病原細菌の病原因子の基礎的解析 · 臨床的検討

　 Tannerella forsythia（T. forsythia）は、Porphyromonas gingivalis, Treponema dinticolaと並び歯周病原細菌
　“red complex”のメンバーである。しかし、他の 2菌種と比較して当該細菌の病原性因子の解明は進んでいな
い。当該細菌から細胞死誘導因子（Cytocidal toxin:CCT）と Forsythia detaching factor（FDF）を単離し、ヒト
線維芽細胞に対して IL-8産生を亢進することを明らかにした。従って当該因子は病原因子と考えられ、臨床的な
検討を行った。その結果、歯肉溝滲出液中の抗 FDF抗体価と歯周炎臨床パラメータとの間に正の相関関係が認め
られた。現在は、FDFの歯周組織細胞への作用の詳細な解析および、歯周炎の発症 · 進行への FDFの関与を解
析している。

3）口腔疾患予防のための患者教育、および歯科衛生士教育に関する教育システムの開発
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　本学では、特色ある大学教育支援プログラム（特色 GP)に採択された取組である「医歯学シミュレーション教
育システムの構築」を実施し、本学附属病院の豊富な臨床資料を活用して、臨床教育に関するコンピュータシミュ
レーション教材を独自に作成している。本研究では、同取組によって作成された、口腔疾患予防のための患者教
育、および歯科衛生士教育に関するコンピュータシミュレーション教材を学生等に活用し、その教育効果を評価 ·
解析するとともに、本教材によるシミュレーション実習（自己学習）が、口腔保健学臨床教育における従来の講義
· 実習形態に加えた新たな授業形態として応用可能か否かを明らかにする。

4）歯科衛生士の技術教育における新しい評価（自己評価 · 到達評価）プログラムの開発

　歯科衛生士教育の中で、専門的技術を修得するためには、基本的な技術を積み重ねていく課程が重要である。本
研究は、各段階（ステップ）における学生の自己評価と、指導者による評価及びフィードバックを組み合わせるこ
とにより、確実な技術を修得するプログラムを開発することを目的とする。各過程における課題の提示および学
生の自己評価ができる教材をとして、コンピュータシミュレーションを導入して開発する。

( 3 ) 教育活動

　我が国は、超高齢社会に突入しており、2025年には国民の約 1/3が高齢者になることが予想されている。また、
2013年度から第 2次健康日本 21が開始されたが、5つの基本方針の一つとして、健康寿命の延伸がある。口腔疾
患（特に歯周病）と糖尿病、心臓血管疾患などの全身疾患との関連性が明らかになっている。従って、歯科医療従
事者にとして、生涯にわたり国民の健康を維持 · 増進し、健康寿命を延伸させるためには、口腔内疾患の予防と健
診による早期発見を行う能力が重要となる。そこで、口腔疾患予防学の深い学問的知識と高水準の技術の修得を
教育の一つの目標とし、また口腔領域のヘルスカウンセリングやヘルスプロモーションの能力を養い、積極的に
口腔保健の推進に寄与できる人材の育成を目標とする。
担当科目：
口腔保健と専門職、臨床体験実習、保健医療サービス、口腔疾患予防学の基礎、健康教育の基礎 II、臨床口腔保
健衛生基礎学、臨床口腔保健衛生応用学 I、歯科衛生過程基礎演習、口腔疾患予防学実習、ヘルスカウンセリング
論、臨床口腔保健衛生基礎学実習（微生物学実習）、ヘルスカウンセリング特論、歯科口腔介護、口腔保健衛生臨
床実習（発達口腔保健衛生臨床実習、成人口腔保健衛生臨床実習Ⅰ、成人口腔保健衛生臨床実習 II、高齢者口腔
保健衛生臨床実習、障害者口腔保健衛生臨床実習）、地域口腔保健衛生臨地実習、特論（卒業研究）、科学英語 II、
歯科保存学（歯周病学）、臨床体験実習 1、臨床体験実習 2、包括臨床実習

( 4 ) 教育方針

　我が国は、超高齢社会に突入しており、2025年には国民の約 1/3が高齢者になることが予想されている。また、
2013年度から第 2次健康日本 21が開始されたが、5つの基本方針の一つとして、健康寿命の延伸がある。口腔疾
患（特に歯周病）と糖尿病、心臓血管疾患などの全身疾患との関連性が明らかになっている。従って、歯科医療従
事者にとして、生涯にわたり国民の健康を維持 · 増進し、健康寿命を延伸させるためには、口腔内疾患の予防と健
診による早期発見を行う能力が重要となる。そこで、口腔疾患予防学の深い学問的知識と高水準の技術の修得を
教育の一つの目標とし、また口腔領域のヘルスカウンセリングやヘルスプロモーションの能力を養い、積極的に
口腔保健の推進に寄与できる人材の育成を目標とする。

( 5 ) 臨床活動および学外活動

　当分野の診療部門では、歯科医師と歯科衛生士が連携をとりながら、口腔疾患の予防、歯周治療と並行したケ
アおよび治療後のメインテナンス、周術期の口腔ケアなどを行っている。生涯を通して口腔領域の健康、さらに
は全身の健康を保ち、健康寿命を延伸できるよう個々の患者の生活、身体および口腔内の状態を把握し、歯科衛
生士による歯科保健指導と専門的な処置を行っている。

( 6 ) 臨床上の特色

　当分野の診療部門では、歯科医師と歯科衛生士が連携をとりながら、口腔疾患の予防、歯周治療と並行したケ
アおよび治療後のメインテナンス、周術期の口腔ケアなどを行っている。生涯を通して口腔領域の健康、さらに
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は全身の健康を保ち、健康寿命を延伸できるよう個々の患者の生活、身体および口腔内の状態を把握し、歯科衛
生士による歯科保健指導と専門的な処置を行っている。

( 7 ) 研究業績

[原著]

1. M Doino, M Yokoyama, Y Sasaki, K Kondo, Y Yasuda, S Arakawa. Evaluation of the relationship between
salivary concentration of anti-heat shock protein immunoglobulin and clinical manifestations of Behçet’s
disease. SCANDINAVIAN JOURNAL OF RHEUMATOLOGY. 2017.09; 46(5); 381-387

2. 荒川真一. オゾンナノバブル水（NBW3: ONBW）2nd stage オゾン医療. 2017.10; 6(1); 40-54

3. Shinichi Arakawa, Mitsuru Sugisawa, Anongwee Leewanthawet. Application of ozone nanobubble water
(ONBW) to peri-implantistis treatment Dentistry. 2017.12; 7(12);

[総説]

1. 荒川真一. よみドクター　お口ケア　編集記事②訪問歯科　最期まで口から食べたい～訪問歯科医の挑戦～
読売新聞（Webにて公開）. 2017.06;

2. Shinichi Arakawa. Ozone antiseptic shows potential for treating severe gum infections Asia Research News
2015.

[講演 · 口頭発表等]

1. 荒川真一. オゾンナノバブル水の歯科治療への応用. 第 5回ファインバブル利活用研究会 2017.02.22 横浜企
業経営支援財団（IDEC）大会議室

2. 杉澤満、伊達一平、荒川真一. オゾンナノバブル水の骨芽細胞増殖 · 骨誘導能に関する検討. 第 18回日本口
腔機能水学会学術大会 2017.03.11

3. 荒川真一. 管路洗浄機能付きユニットの有用性を認識する. 第 18回日本口腔機能水学会学術大会 2017.03.11
日本大学歯学部 2号館

4. 杉澤満、伊達一平、荒川真一. オゾンナノバブル水の骨芽細胞増殖 · 骨誘導能に関する検討. バイオインテ
グレーション学会 2017.03.12 東北大学

5. 荒川真一. Clinical Application of Ozone Nano-Bubble Water (NBW3) to Peri-implantitis Treatment. The
24th International Conference and Exhibition on Dentistry & Oral Care 2017.04.17 Dubai, UAE

6. Shinichi Arakawa. Clinical application of Ozone nano-bubble water -periodontitis & peri-implantitis- .
2017.04.19 Dental College, Gulf Medical University (UAE)

7. 水谷幸嗣、則武加奈子、鶴田潤、關奈央子、近藤圭子、片桐さやか、竹内康雄、秋月達也、荒川真一、荒木
孝二、和泉雄一. 多職種が連携する診療参加型臨床実習の新規導入による臨床的効果および教育的効果. 第
60回春季日本歯周病学会学術大会 2017.05.12 福岡国際会議場

8. 水谷幸嗣，則武加奈子，鶴田潤，關奈央子，近藤圭子，片桐さやか，竹内康雄，秋月達也，塩山秀裕，荒川
真一，荒木孝二，和泉雄一. 多職種が連携する診療参加型臨床実習の新規導入による臨床的効果および教育
的効果. 第 60回春季日本歯周病学会学術大会 2017.05.13 福岡

9. 荒川真一. オゾンナノバブル水、オゾンジェルの歯周治療への応用. オゾン医療研究会　第 7回臨床セミナー
2017.06.18 文京学院大学

10. 則武加奈子, 鶴田潤, 水谷幸嗣, 近藤圭子, 關奈央子, 小原由紀, 安田昌代, 大塚紘未, 荒川真一, 荒木孝二. 歯
科学生と歯科衛生学生が診療参加型臨床実習で協働する新しい多職種連携実習の開発と教育効果. 第 36回
日本歯科医学教育学会 2017.07.28 松本

11. 則武加奈子、鶴田潤、水谷幸嗣、近藤圭子、關奈央子、小原由紀、安田昌代、大塚紘未、荒川真一、荒木孝
二. 歯科学生と歯科衛生学生が診療参加型臨床実習で協働する新しい多職種連携実習の開発と教育効果. 第
36回日本歯科医学教育学会学術大会 2017.07.28 松本市中央公民館

12. 荒川真一. 訪問口腔ケアに出かけよう. CDE 2017.07.30
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13. 荒川真一. 歯科医師擬似むし歯治療体験及び歯科衛生士治療補助と歯石除去体験. 中学生　医療体験教室
2017.08.10 東京医科歯科大学

14. 杉澤満、伊達一平、荒川真一. オゾンウルトラファインバブル水の骨芽細胞増殖 · 骨誘導能に関する検討 第
2報. 第 20回日本先進インプラント医療学会 学術大会 2017.09.02 一橋大学一橋講堂

15. 渡邊十奈、安田昌代、近藤圭子、荒川真一. 障害者通所施設における利用者の口腔衛生向上に関わる介入方
法の検討. 日本歯科衛生学会第 12回学術大会 2017.09.16 きゅりあん（品川区立総合区民会館）

16. 安田昌代、近藤圭子、小原由紀、大塚紘未、則武加奈子、水谷幸嗣、關奈央子、鶴田潤、荒川真一、荒木孝
二. 口腔保健学生と歯学生が協働する診療参加型臨床実習の学生評価. 日本歯科衛生学会第 12回学術大会
2017.09.16 きゅりあん（品川区立総合区民会館）

17. 中村奈都美、小原由紀、近藤圭子、安田昌代、大塚紘未、荒川真一、木下淳博、品田佳世子、鈴木哲也、興
地隆史. 課題解決型高度医療人材養成プログラム：「大学附属病院におけるチーム医療実践プログラム」の教
育効果に関する考察. 日本歯科衛生学会第 12回学術大会 2017.09.16 きゅりあん（品川区立総合区民会館）

18. 杉澤満、伊達一平、荒川真一. オゾンウルトラファインバブル水の骨芽細胞増殖 · 石灰化能に与える影響. 第
47回日本先進口腔インプラント学会 学術大会 2017.09.23 仙台国際センター

19. 石塚あかね、三浦雅明、加藤誠一、佐々木陽子、深山治久、山地知子、水田朋子、高橋絢子、荒川真一、近藤
圭子. 歯科診療時の体位の変化における吸引率に関する研究. 第 34回障害者歯科医学会学術大会 2017.10.27
福岡国際会議場

20. 荒川真一. オゾン · ウルトラファインバブル水の臨床応用とエビデンス. 第 9回 オゾン医療研究会学術大会
2017.10.29 東京　文京学院大学

21. 小原由紀、中村奈都美、遠藤圭子、安田昌代、近藤圭子、大塚紘未、荒川真一、興地隆文. 口腔ケア合同実
習に対する医学科 · 歯学科学生の学び ―テキストマイニングによる自由記述の分析―. 第 8回日本歯科衛生
教育学会学術大会 2017.11.25 関西女子短期大学

22. 荒川真一. 口腔領域におけるオゾンナノバブル水の応用. 第 6回マイクロ · ナノバブル学会 2017.12.09 東京
　明治大学

23. 荒川真一. オゾンウルトラファインバブル水の基礎的性質と臨床応用. 第３回ナノ理工学情報交流会 2017.12.21
大阪大学豊中キャンパス

[受賞]

1. 第 16回日本歯科医学教育学会教育システム開発賞 (則武加奈子), 日本歯科医学教育学会, 2017年 07月

2. 日本歯科医学教育学会教育システム開発賞, 日本歯科医学教育学会, 2017年 07月

[その他業績]

1. 訪問口腔ケアにでかけよう, 2017年 01月
歯科衛生士を対象とした卒後教育。

2. 訪問口腔ケアに出かけよう, 2017年 07月
歯科衛生士を対象とした、卒後教育。

3. 歯周病の正しい知識とケア
産経新聞朝刊に記事掲載

[社会貢献活動]

1. 中学生医療体験教室, 東京医科歯科大学, 2017年 08月 10日

2. 間違いだらけの歯磨き, 朝日新聞出版, 週刊朝日, 2017年 10月 03日 - 現在
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健康支援口腔保健衛生学
Oral Care for Systemic Health Support

教授 樺沢　勇司

( 1 ) 分野概要

（１）教育
　担当科目を通し、口腔保健活動に必要な知識と技術を教授する。オーラルメディシン、つまり、周術期口腔機
能管理や歯周病と糖尿病など、口腔と全身の関連について教育する。また、顎口腔領域の健康評価について教授
するとともに、全身の健康評価指標のひとつであるバイタルサイン測定実習、救急救命活動実習などを通し、基
本的な知識と技術を習得させる。
　さらに、顎口腔疾患に関する病理、病態、診断と治療について講義し、医科領域の基礎疾患を有する人々の口腔
健康教育、口腔疾患予防に関し必要な知識を教授する。
（２）研究
　口腔保健により健康の維持 · 増進を支援するための研究。特に周術期口腔機能管理についての研究や基礎疾患を
有する人の口腔ケアに関する研究や、FGF-2を用いた顎骨再生の基礎研究などを通し、人々の健康と幸福に貢献
する。
（３）臨床
　口腔の健康を通して全身の健康の維持 · 増進をはかるために、歯学部附属病院の各外来と連携しながら、口腔ケ
ア外来において、患者の歯科予防処置、口腔保健教育を行う。歯学部附属病院、医学部附属病院の入院患者に対
する口腔ケアを行うとともに、看護師や栄養士、薬剤師等多職種と連携を取りながら、チーム医療の一員として
患者の状態に合わせた口腔ケアを実践している。

( 2 ) 研究活動

（１）周術期口腔機能管理学の研究
周術期管理学における口腔機能管理の意義について臨床的研究を行っている。
特に口腔外科手術、口腔がん手術後の口腔機能管理、リハビリテーションについて研究を行なっている。

（２）新規口腔清掃、口内炎予防、治療薬の開発
従来の方法よりも効果的な、口腔清掃、口内炎予防および治療方法についての研究を行なっている。

（３）FGFやゼラチンを用いた組織再生研究
すでに臨床応用されている FGFを中心とした成長因子や、ゼラチンを中心とした材料を用いて組織再生の研究を
行なっている。

( 3 ) 教育活動

担当科目：口腔外科学 · 歯科麻酔学，臨床医学Ⅰ,Ⅱ、卒業研究、保健医療サービス他

( 4 ) 教育方針

口腔と全身の健康という立場から、オーラルメディシン教育を中心に、口腔保健活動に必要な知識と技術を教授
し、人々の健康と福祉に寄与できる歯科衛生士を養成する。
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( 5 ) 臨床活動および学外活動

口腔の健康を通して全身の健康の維持 · 増進をはかるために、歯学部附属病院の各外来と連携しながら、口腔ケア
外来において、患者の歯科予防処置、口腔保健教育を行なっている。医学部附属病院の入院患者に対するオーラ
ルマネージメントを行うとともに、看護師や多職種と連携して周術期管理を行なっている。
口腔外科外来 · 顎顔面外科外来において、さまざまな口腔疾患患者の診断、治療、口腔保健指導等に従事している。

( 6 ) 臨床上の特色

オーラルメディシンの知識に基づき、より高度な専門性をもった周術期口腔機能管理を行なっている。

( 7 ) 研究業績

[原著]

1. Ngansom S, Nakamura S, Kabasawa Y, Harada H, Tohyama R, Kurabayashi T. Imaging findings of
intraosseous traumatic neuroma of the mandible Oral Radiology. 2017.09;

2. Takahara N, Nakagawa S, Sumikura K, Kabasawa Y, Sakamoto I, Harada H. Association of TMJ pain
according to magnetic resonance imaging findings in TMD patients J Oral Maxillofac Surg. 2017.09;
75(9); 1848-1855

3. Takemoto T, Kabasawa Y, Higuchi Y, Tabata Y, Aoki K, Tamura Y, Harada H. Combination of the
RANKL-binding peptide W9 and bFGF induces ectopic bone regeneration in the rat calvarial defect
mode Dental, Oral and Craniofacial Research. 2017.12; 4(3); 2-7

4. Koki Hobo, Kanako Noritake, Masayo Sunaga, Tomoe Miyoshi, Ridan Cao, Hiroshi Nitta, Yuji Kabasawa,
Atsuhiro Kinoshita. Effects of an interactive simulation material for clinical dentistry on knowledge
acquisition and memory retention in dental residents. J. Med. Dent. Sci.. 2017.12; 64(4); 43-52

[講演 · 口頭発表等]

1. 鉄村明美, 中村伸, 樺沢勇司, 高原楠旻, 角倉可奈子, 吉野教夫, 坂本潤一郎, 藤倉満美子, 倉林亨. 3T MRI装
置を用いた 3Dとリアルタイムシネ画像による顎関節の評価. 2017.01.21 横須賀市

2. 樺沢勇司. 患者急変時初期対応の基本を再考する. 土浦石岡歯科医師会　学術講演会 2017.02.04

3. 武元 徹, 樺沢勇司, 樋口佑輔, 田畑泰彦, 田村幸彦, 青木和広, 原田浩之. ラット頭蓋骨欠損部に局所適用した
RANKL結合ペプチドW9と bFGFによる骨形成促進作用の評価. 第 16回日本再生医療学会総会 2017年 3
月 7-9日 2017.03.07 仙台市

4. 高原楠旻，樺沢勇司，木村 敦，上條真吾，土田優美，鈴木哲也，原田浩之. 顎変形症患者での光学印象の経験
—印象精度と今後の課題—. 第 27回日本顎変形症学会総会学術大会 2017年 6月 15-16日 2017.06.15 東京

5. 樺沢勇司、品田佳世子、古屋純一、塩山秀裕、近藤圭子、安田昌代、柿野聡子、和田奏絵、大石敦之、上原
智己、関矢多希、猪原千佳、茂木瑞穂、木村文香、難波佳子、大沼由季、足達淑子、宮新美智世、荒川真一.
歯科衛生士による口腔ケアおよび小児歯科外来における周術期口腔機能管理症例の検討. 第８２回口腔病学
会学術大会 2017.11.19
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口腔疾患予防学
Preventive Oral Health Care Sciences

教　授　品田　佳世子
助　教　大塚　紘未

大学院生（修士）
　　　　阿部　智美（～ 3月）
　　　　河野　誠人（～ 3月）
　　　　吉津　智慧（～ 3月）
　　　　 Shin Yujeong（4月～）, Liao Shin Ru（4月～）
　　　
非常勤講師
　　　　大山　篤
　　　　

( 1 ) 分野概要

　国民の健康の維持 · 増進のために重要な口腔疾患を予防するために、その原因と予防に関する研究および教育を
行う。特に、全てのライフステージに関して口腔保健の推進、口腔保健指導や健康教育の方法、効果、その評価を
行っている。
　また、専門的な口腔ケアを実践するための態度、知識、技術が習得できるように学部学生、大学院生の教育を行
うとともに、患者と望ましい信頼関係を築くためのアプローチやコミュニケーションスキルに関する研究、教育
を行っている。他職種連携の基盤となる、医学科、歯学科等との合同演習の企画、実施、評価を行っている。

( 2 ) 研究活動

１）口腔疾患予防に関する研究
　①う蝕の発生 · 進行させる要因とその予防方法
　②歯周病の発生 · 進行させる要因とその予防方法
　③口臭の発生の要因とその予防方法
　④その他の口腔疾患の発生の要因とその予防方法
２）口腔疾患予防のためのライフステージに応じた保健指導 · 健康教育
　①母子歯科保健
　②学校歯科保健
　③職域歯科保健
　④地域歯科保健
　⑤国際歯科保健　　
３）歯科衛生士の教育における新しい評価プログラムの開発
４）健康教育と保健行動の変容に関する研究
　①歯科衛生士養成教育、教材ならびに教育プログラム開発
　②歯科衛生活動の現状と将来像に関する研究
５）その他
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( 3 ) 教育活動

担当科目：
口腔保健衛生学専攻
　衛生 · 公衆衛生学、栄養と代謝、科学英語Ⅰ、口腔衛生学、食生活教育、
　口腔疾患予防学の基礎、口腔健康科学、医学一般Ⅰ、Ⅱ、
　臨床口腔保健衛生基礎学、臨床口腔保健衛生応用学、口腔保健臨床実習、
　社会調査の基礎、卒業研究
歯学科
　食生活と健康、老年医学ブロック（口腔ケア実習）
大学院修士課程
　口腔保健福祉学、口腔保健臨地実習、口腔保健演習、口腔保健実習

( 4 ) 教育方針

　国民の健康の維持 · 増進のために重要な口腔疾患を予防するために、その原因と予防に関する専門的な知識と予
防処置の技術を教授し、ならびに口腔保健指導や健康教育が行える能力を培う教育を行う。専門的な口腔ケアを
実践するための態度、知識、技術を習得すること、また患者と望ましい信頼関係を築くために、必要とされるアプ
ローチやコミュニケーションスキルを身につけることを目標とする。
　大学院生は、口腔疾患予防学の深い学問的知識と高水準の技術を修得させ、疫学研究とその分析 · 解析および国
民へヘルスプロモーションを推進させるための能力を養う。

( 5 ) 臨床活動および学外活動

　当分野の診療部門では、歯科医師と歯科衛生士が連携をとりながら、口腔疾患の予防、治療と並行したケアお
よび治療後のメインテナンスとしての口腔ケアを行っている。生涯を通して口腔領域の健康を保つために、個々
の患者の生活、身体および口腔内の状態を把握し、歯科衛生士による歯科保健指導と専門的な処置を行っている。
また、医学部附属病院の入院患者への口腔ケア、周術期口腔機能管理を行っている。
　地域の保健センター、企業等と連携をとり、共同研究を実施している。

( 6 ) 臨床上の特色

　特色は、口腔ケア外来で、歯科医師と歯科衛生士が連携をとりながら、口腔疾患の予防、治療と並行したケア
および治療後のメインテナンスとしての口腔ケアを行っている点である。生涯を通して口腔領域の健康を保つた
めに、個々の患者の生活、身体および口腔内の状態を把握し、歯科衛生士による歯科保健指導と専門的な処置を
行っている。

( 7 ) 研究業績

[原著]

1. 戸田花奈子,築山鉄平,築山雄次,大塚紘未,品田佳世子,荒木孝二. 歯科医院におけるリスクアセスメントを
利用したメインテナンスの 効果 日本歯科衛生学会. 2017.08; 12(1); 56-66

2. Chien PJ, Suzuki T, Tsujii M, Ye M, Minami I, Toda K, Otsuka H, Toma K, Arakawa T, Araki K, Iwasaki
Y, Shinada K, Ogawa Y, Mitsubayashi K. Biochemical Gas Sensors (Biosniffers) Using Forward and
Reverse Reactions of Secondary Alcohol Dehydrogenase for Breath Isopropanol and Acetone as Potential
Volatile Biomarkers of Diabetes Mellitus. Anal Chem. 2017.11; 89(22); 12261-12268

[書籍等出版物]

1. 當麻 浩司, 荒川 貴博, 三林 浩二. 呼気 · 皮膚ガスのための可視化計測システム（探嗅カメラ）. シーエムシー
出版, 2017.08 (ISBN : 978-4-7813-1250-7)

2. 朝波　惣一郎，北迫　勇一，品田　佳世子　他. 歯科医院で患者さんにしっかり説明できる本　患者教育に
重要なトピック 14. クインテッセンス出版株式会社, 2017.10 (ISBN : 978-4-7812-0581-6)
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[講演 · 口頭発表等]

1. 大山　篤，安藤雄一，澁谷智明，藤田雄三，須永昌代，木下淳博，品田佳世子. 退職者が在職中に経験した、
労働と口腔保健の相互の影響に関する研究. 第 90回日本産業衛生学会，第 59巻臨時増刊号，p335, 2017年
5月 11日 2017.05.11 東京ビッグサイト TFTビル（東京都江東区）

2. 江崎　禎英，荒木　葉子，児玉　浩子，品田　佳世子. 働く女性の健康～予防医学を展望する. 公募シンポ
ジウム 10 2017.05.12 東京ビッグサイト TFTビル（東京都江東区）

3. 品田　佳世子，内藤　美生　他. 医療費およびメタボリックシンドロームと歯周病バイオマーカーとの関連.
第 90回日本産業衛生学会 2017.05.12 東京ビッグサイト TFTビル（東京都江東区）

4. 内藤美生，品田佳世子，国柄后子，大西友子，山本良子，關奈央子，森尾郁子，谷山佳津子. 新聞印刷工場
における口腔保健介入調査. 第 90回日本産業衛生学会 2017.05.13 東京

5. 則武加奈子, 鶴田潤, 水谷幸嗣, 近藤圭子, 關奈央子, 小原由紀, 安田昌代, 大塚紘未, 荒川真一, 荒木孝二. 歯
科学生と歯科衛生学生が診療参加型臨床実習で協働する新しい多職種連携実習の開発と教育効果. 第 36回
日本歯科医学教育学会 2017.07.28 松本

6. 中村奈都美、小原由紀、近藤圭子、安田昌代、大塚紘未、荒川真一、木下淳博、品田佳世子、鈴木哲也、興
地隆史. 課題解決型高度医療人材養成プログラム：「大学附属病院におけるチーム医療実践プログラム」の教
育効果に関する考察. 日本歯科衛生学会第 12回学術大会 2017.09.16 きゅりあん（品川区立総合区民会館）

7. 中村奈都美，小原由紀，近藤圭子，安田昌代，大塚紘未，木下淳博，品田佳世子，鈴木哲也，荒川真一，興
地隆史. 歯科衛生教育におけるチーム医療実践プログラムに対する学生の評価. 日本歯科衛生学会　第 12 回
学術大会，日本歯科衛生学会雑誌 12（1），p108，2017 年 9 月 17-18日 2017.09.17 きゅりあん（品川区立総
合区民会館）（東京都品川区）

8. 樺沢勇司、品田佳世子、古屋純一、塩山秀裕、近藤圭子、安田昌代、柿野聡子、和田奏絵、大石敦之、上原
智己、関矢多希、猪原千佳、茂木瑞穂、木村文香、難波佳子、大沼由季、足達淑子、宮新美智世、荒川真一.
歯科衛生士による口腔ケアおよび小児歯科外来における周術期口腔機能管理症例の検討. 第８２回口腔病学
会学術大会 2017.11.19

9. 小原由紀、中村奈都美、遠藤圭子、安田昌代、近藤圭子、大塚紘未、品田佳世子、荒川真一、興地隆史. 口
腔ケア合同実習に対する医学科 · 歯学科学生の学び―テキストマイニングによる自由記述の分析―. 第 8回
日本歯科衛生教育学会学術大会 2017.11.25 大阪

10. 小関健由，木下淳博，品田佳世子，合場千佳子，高阪利美，眞木吉信. 仮想現実を用いた歯周診療技能修得
教育システムの構築―手指の動作を収録する力学的臨床技能修得装置による歯科臨床技能教育への試みにつ
いて―. 第 8 回日本歯科衛生教育学会，8（2），p101，2017 年 11 月 25-26日 2017.11.25 関西女子短期大学
（大阪府柏原市）

11. 戸田花奈子, 南 勲, 水谷幸嗣, 小川佳宏, 荒木孝二, 品田佳世子. 糖尿病患者を対象とした歯科保健指導の血
糖値コントロールおよび口腔保健状況への効果. 日本歯周病学会 60周年記念京都大会 2017.12.17 京都

[受賞]

1. 第 16回日本歯科医学教育学会教育システム開発賞 (則武加奈子), 日本歯科医学教育学会, 2017年 07月

[社会貢献活動]

1. 小田原福祉保健センター管轄市町村報告会, 小田原保健福祉センター, 神奈川県小田原福祉保健センター,
2017年 01月 26日

2. 関東産業歯科保健部会研修会, 日本産業衛生学会関東地方会関東産業歯科保健部会, 東京医科歯科大学, 2017
年 02月 04日

3. 東京医科歯科大学　産業医研修会 （講師　品田佳世子）, 東京医科歯科大学医学部同窓会, 東京医科歯科大
学鈴木章夫記念講堂, 2017年 08月 15日

4. 海外邦人の医療に関する報告会（講師　品田佳世子）, 海外邦人医療基金, 学士会館, 2017年 10月 20日

5. 産業保健 · 栄養指導専門研修会 （講師　品田佳世子）, 中央労働災害防止協会, 中央労働災害防止協会講義
室, 2017年 12月 08日
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地域 · 福祉口腔機能管理学分野
Oral Hearth Sciences for Community Welfare

教授　古屋純一
講師　遠藤慶子
大学院生　尾花三千代
大学院生　松原ちあき
大学院研究生　徳永淳二

( 1 ) 分野概要

　地域 · 福祉口腔機能管理学分野は、高齢者医療と福祉の中心で、「口腔機能と食の専門家」として活躍できる人
材を育成するために必要な教育、臨床、研究を行う。すべての研究と教育は、豊富な臨床を基盤に行われ、それぞ
れの地域の臨床現場で国際的な視点のもと活躍する人材を輩出している。
　当分野は、摂食嚥下リハビリテーション、食支援、多職種連携を通じて、咀嚼 · 嚥下や口腔衛生、義歯などの口
腔機能の管理を行い、誤嚥性肺炎の予防や改善、低栄養の予防 · 改善、食べる楽しみやQOLの維持 · 向上に寄与
することを目的としている。なかでも、脳卒中患者の口腔機能と地域連携、認知症 · MCI患者の口腔機能と歯科
的予防法、多職種連携における義歯と嚥下に焦点を当てている。
　教育や研究は、すべて臨床に基づいており、スキルと知識を得られる実践的な活動を行う。入院患者、在宅 · 施
設療養患者、外来患者の食事支援のために、口腔機能管理の一部として口腔ケアを行い、嚥下リハや食形態調整を
行う。また、医学部附属病院の NST（栄養サポートチーム）、緩和ケアチームや、歯学部附属病院の訪問嚥下チー
ム、周術期口腔管理チームに所属し、地域の歯科医院や病院とも連携しながら、急性期から維持期まで、地域や福
祉の現場で必要な口腔機能の管理を行う。

　

( 2 ) 研究活動

1. 咀嚼 · 嚥下機能と栄養 · おいしく食べる楽しみ、義歯と嚥下
2. 訪問診療による摂食嚥下リハビリテーションと口腔機能管理
3. 脳卒中 · 認知症患者の口腔機能と全身機能 · 専門的口腔ケア · 生活支援
4. 高齢者 · 障害者の摂食嚥下リハビリテーションと運動 · 介護予防 · 生活支援
5. フレイル、緩和ケア、NSTにおける口腔機能低下と周術期口腔機能管理

( 3 ) 教育活動

口腔保健衛生学専攻
　高齢者歯科学
　高齢者福祉
　介護福祉
　歯科補綴学
　在宅口腔保健医療
　地域口腔保健医療
　相談援助演習
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　相談援助実習
　ソーシャルワーク
　その他、高齢者系、社会福祉系科目

口腔保健工学専攻
　高齢者歯科工学
　歯科補綴学

大学院博士課程
　医歯学総合研究科コース特論

大学院修士課程
　口腔保健福祉学
　入院患者および在宅施設療養患者の摂食嚥下リハビリテーション　

( 4 ) 教育方針

ミクロ（目の前の患者さん）· メゾ（患者さんの家族や周囲のコミュニティ）· マクロ（地域全体）の観点から、口
腔機能と豊かな食生活を捉え、口腔保健を様々な地域や現場の現状に即して推進できるよう、教授する。また、超
高齢社会の医療や福祉において、多職種と協働し、医療と生活の観点から様々な支援を行える歯科専門職を教育
する。

( 5 ) 臨床活動および学外活動

医学部附属病院　 NST（栄養サポートチーム）
医学部附属病院　 PCT（緩和ケアチーム）
歯学部附属病院　摂食嚥下リハビリテーション外来
歯学部附属病院　義歯外来
歯学部附属病院　口腔ケア外来
日本老年歯科医学会　認定研修施設
日本歯科衛生士会　認定研修施設（高齢者歯科）
日本老年歯科医学会専門医、指導医、摂食機能療法専門歯科医師、評議員
日本補綴歯科学会専門医、評議員
日本摂食嚥下リハビリテーション学会認定士、評議員

( 6 ) 臨床上の特色

病院、施設、在宅、外来のすべての現場で、豊かな食生活のための口腔機能管理を行う。特に、高齢者に必要な、
口腔ケア、摂食嚥下リハビリテーション、有床義歯の管理、食事支援に注力し、歯科医師 · 歯科衛生士が緊密に連
携をとり、多職種と連携しながら、訪問診療と外来診療を行う。

( 7 ) 研究業績

[原著]

1. 遠藤慶子. 高齢期の食育 2017.01;

[書籍等出版物]

1. 遠藤慶子. 生活支援技術Ⅰ. 中央法規, 2017.01

2. 鈴木哲也, 古屋純一. コンプリートデンチャー―ランクアップのための知恵と技 (鈴木哲也のマスター 1). デ
ンタルダイヤモンド, 2017.04 (ISBN : 4885103754)
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[総説]

1. 古屋純一. "口腔機能低下症"って何?　診断基準の 7項目舌口唇運動機能低下 DENTAL DIAMOND. 2017.04;
42; 59-62

2. 古屋純一. 歯と口の基礎知識 臨床栄養. 2017.04; 130; 426-433

3. 玉田泰嗣, 古屋純一. 義歯と食事 臨床栄養. 2017.04; 130; 472-479

4. 古屋純一. 食べる楽しみを支援する 日本歯科衛生教育学会雑誌. 2017.05; 8; 5-9

[講演 · 口頭発表等]

1. 原淳, 遠藤龍人, 玉田泰嗣, 古屋純一, 俵万里子, 柿澤良江, 近藤尚知．. 大学附属病院における摂食嚥下障
害を有する患者の摂食嚥下機能評価と栄養摂取状況に関する検討. 第 32回日本静脈経腸栄養学会学術集会
2017.02.23 岡山

2. 清水行栄, 井津井康浩, 侭田悦子, 南勲, 了徳寺大郎, 中嶌雄高, 高橋大栄, 井本寛子, 射場朝子, 本庄智代, 四
元美和, 大庭優香, 須賀洋子, 古屋純一, 大石純子, 小野寺公枝, 斎藤恵子, 河野辰幸. 当院における NST介入
患者の傾向および介入状況と今後の活動における課題. 第 32回日本静脈経腸栄養学会学術集会 2017.02.23
岡山

3. Koichiro Matsuo, Hiroshige Taniguchi, Kazuharu Nakagawa, Junichi Furuya, Manabu Kanazawa, Shun-
suke Minakuchi . The changes in tongue pressure, grip strength and nutritional status during perioperative
period in cancer patients. . The 25th annual meeting of Dysphagia Research Society 2017.03.03

4. 稲次基希、戸原玄、古屋純一、若杉葉子、沼沢祥行、三木一徳、泉山肇、水口俊介、嶋田昌彦、前原健寿. 脳卒中
における急性期から維持期までの連続した歯科介入体制の構築. 第 42回日本脳卒中学会学術大会 2017.03.19

5. Onodera S, Furuya S, Yamamoto H, Hara A, Aki S, Tamada Y, Matsuki K, Itsukaichi A, Kondo H. .
Impacts of complete dentures on oropharyngeal movements during bolus processing.. 95th general session
of international association of dental research 2017.03.25 San Francisco

6. Masayo Sunaga, Hiromi Otsuka, Junichi Furuya, Yumi Hoshino, Atsuhiro Kinoshita. Development and
evaluation of computer-assisted learning material regarding oral health care methods for elderly persons
requiring long-term care as inter-professional education material for dental hygiene students. . 39th Asia
Pacific Dental Congress 2017.03.25 Macau, China

7. 松原ちあき, 古屋純一, 戸原玄, 若杉葉子, 吉住結, 稲次基紀, 前原健寿, 水口俊介. 入院患者の包括的な口腔
機能管理における多職種での情報共有の重要性. 第 14回日本口腔ケア学会学術大会 2017.04.22 沖縄

8. 尾花三千代, 古屋純一, 戸原玄, 佐藤茉莉恵, 中根綾子, 稲次基紀, 前原健寿, 水口俊介. 急性期からの口腔機
能管理を行ったくも膜下出血の 1症例. 第 14回日本口腔ケア学会学術大会 2017.04.22 沖縄

9. 稲次基希、古屋純一、戸原玄、若杉葉子、水口俊介、前原健寿. 脳卒中診療からみた連続的歯科介入の現状
と問題点. 第 14回日本口腔ケア学会学術大会 2017.04.22 沖縄

10. 尾花三千代、古屋純一、戸原玄、松原ちあき、若杉葉子、佐藤茉莉恵、吉住結、中根綾子、水口俊介. 急性
期脳卒中患者に対する OHATを用いた口腔機能管理. 日本老年歯科医学会第 28回学術大会 2017.06.15

11. 松木康一、原淳、古屋純一、玉田泰嗣、安藝紗織、山本尚徳、佐藤友秀、小野寺彰平、五日市純宏、城茂治、近
藤尚知. 軽度の摂食嚥下障害患者における口腔機能低下. 日本老年歯科医学会第 28回学術大会 2017.06.15

12. 11. 松原ちあき、白部麻樹、渡邊裕、尾花三千代、本川佳子、村上正治、枝広あや子、平野浩彦、新開省
二、古屋純一. 地域在住高齢者の唾液中潜血に関連する因子の検討. 日本老年歯科医学会第 28回学術大会
2017.06.15

13. 原淳、玉田泰嗣、古屋純一、松木康一、安藝紗織、山本尚徳、佐藤友秀、小野寺彰平、五日市純宏、城茂治、
近藤尚知. 急性期病院入院患者における義歯の使用と栄養摂取状況. 日本老年歯科医学会第 28回学術大会
2017.06.16

14. 吉田早織、戸原玄、若杉葉子、古屋純一、中根綾子、吉住結、佐藤茉莉恵、水口俊介. 大学附属病院の特性を活
かした医学部附属病院入院患者への歯科介入実績の報告. 日本老年歯科医学会第 28回学術大会 2017.06.16

15. 8. 遠藤慶子、尾花三千代、松原ちあき、遠藤慶一、郷田瑛、徳永淳二、古屋純一.. 医療福祉連携によるロー
ビジョン高齢者の口腔機能と生活実態調査.. 日本老年歯科医学会第 28回学術大会 2017.06.16
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16. 吉見佳那子，古屋純一，戸原玄，稲次基希，竹内周平，前原健寿，水口俊介. 多職種や他医療機関との情報共
有によりシームレスな摂食嚥下リハビリテーションを行えた 1症例. 第 19回日本在宅医学会大会 2017.06.17
名古屋

17. 古屋純一. 口腔機能低下症を知ろう！ . 第 28回日本老年歯科医学会 2017.06.17 名古屋市

18. 吉見 佳那子，古屋純一，戸原玄，水口俊介. Oral dyskinesiaを有する摂食嚥下障害患者の一症例. 日本補綴
歯科学会第 126回学術大会 2017.07.01 横浜

19. 原淳，古屋純一，玉田泰嗣，山本尚徳，小野寺彰平，松木康一，五日市純宏，近藤尚知. 高齢全部床義歯装
着者における食物搬送動態の検討. 第 126回日本補綴歯科学会学術大会 2017.07.02 横浜

20. Junichi Furuya. Dentures and Swallowing. The IFED 2017 World Congress in Toyama 2017.09.14

21. 尾花三千代, 松原ちあき, 徳永淳二, 安田昌代, 小原由紀, 古屋純一大野友久, 角保徳. 口腔の湿潤方法に着目
した口腔ケアシミュレーション研究. 第 23回日本摂食嚥下リハビリテーション学会 2017.09.16 幕張

22. 古屋純一. 多職種と地域で支える脳卒中患者の口腔機能管理　～歯科の立場から～. 第 23回日本摂食嚥下リ
ハビリテーション学会 2017.09.16 幕張

23. 郷田瑛, 徳永淳二, 松原ちあき, 古屋純一. 胃瘻造設後の Lewy小体型認知症患者に対して在宅にて食支援を
行った一例. 第 21回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会 2017.09.16

24. 吉住結, 古屋純一, 戸原玄, 若杉葉子, 佐藤茉莉恵, 中根綾子, 水口俊介. 脳出血を繰り返す患者に対し口腔ケ
アを徹底することで嚥下リハを継続できた 1症例. 第 21回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会
2017.09.16 幕張

25. 竹内純，古屋純一，戸原玄，吉見佳那子，中根綾子，稲次基希，前原健寿，水口俊介. 急性期病院との連携に
よりシームレスな回復期の口腔機能管理を行えた脳卒中の 1症例. 第 23回日本摂食嚥下リハビリテーショ
ン学会学術大会 2017.09.16 幕張

26. 松原ちあき, 古屋純一, 尾花三千代, 戸原玄, 中根綾子, 水口俊介. 急性期からの摂食嚥下リハビリテーション
を行った脳卒中患者の 1症例. 第 12回日本歯科衛生学会学術大会 2017.09.18 品川区

27. 6. N Kitoh, K Matsuo, H Taniguchi1, K Nakagawa, M Kanazawa, J Furuya, K Tsuga, K Ikebe, T Ueda, F
Tamura, H Nagao, K Yamamoto, K Sakurai, S Minakuchi.. Relationships between oral hypofunction and
malnutrition in hospitalized cancer patients in an acute hospital.. 7th European Society for Swallowing
Disorders Congress 2017.09.20 Barcelona, Spain

28. Michiyo Obana, Chiaki Matsubara, Keiko Endo, Junji Tokunaga, Junichi Furuya, Tomohisa Ohno, Ya-
sunori Sumi. Oral moisturizing method and oral hygiene care; a simulation study . The 82nd Annual
meeting of the Stomatological society 2017.11.19 文京区

[受賞]

1. 第 28回日本老年歯科医学会学術大会優秀ポスター賞, 日本老年歯科医学会, 2017年 06月

2. 第 28回日本老年歯科医学会学術大会優秀ポスター賞, 日本老年歯科医学会, 2017年 06月

[社会貢献活動]

1. 神奈川県認知症ケア専門士会, 日本認知症ケア学会, 認知症ケア学会誌, 2016年 06月 04日 - 現在

2. がんと口腔のケア, 東京医科歯科大学, 第 3回東京医科歯科大学「がんを考える」市民公開講座, 2017年 01
月 15日

3. 高齢者の食を支援する総義歯形態と咬合の与え方, 松風, 松風歯科クラブ臨床講座, 名古屋, 2017年 01月 22日

4. 高齢者の食を支援する総義歯形態と咬合の与え方, ヤハラデンタルフェアセミナー, さいたま市, 2017年 02
月 16日

5. がんと口腔のケア, ブルーリボンキャラバン, もっと知って欲しい大腸がんのこと, 2017年 03月 05日

6. ハートリング健康 Radio, 文化放送, 2017年 03月 05日 - 2017年 03月 26日

7. パーフェクトコンプリートデンチャーの系譜, 東京医科歯科大学歯科同窓会, 文京区, 2017年 05月 14日
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8. 食による健康長寿を支援する 高齢者の口腔ケア, 東京都歯科医師会, 平成２９年度（公社）東京都歯科医師
会　卒後研修, 文京区, 2017年 07月 20日

9. 脳卒中患者の口腔機能を地域につなげる, PDN, PDN通信, 2017年 07月 28日

10. 口から考える認知症　口から食べる楽しみいつまでも, 読売新聞社, ハートリングフォーラム, 千代田区, 2017
年 09月 18日

11. 大事です！ 化学療法中の口腔ケア, 東京医科歯科大学, 第 4回東京医科歯科大学「がんを考える」市民公開
講座, 文京区, 2017年 10月 01日

12. かかる病院が変わった際、患者さんがするべきこと, 株式会社メディウィル, いしゃまち, 2017年 10月 20日

13. 高齢者の食を支援する口腔機能管理, PDN, PDN通信, 2017年 10月 28日

14. 音楽健康指導士養成プログラムの構築, 日本音楽健康協会, 音楽健康指導士養成プログラム検討委員会, 品川
区, 2017年 11月 30日

15. 口から始める誤嚥性肺炎予防, 浦和医師会, 浦和医師会市民公開講座, さいたま市, 2017年 12月 02日

16. 疾患、状態別オーラルマネジメント, 株式会社メヂカルフレンド社, 看護技術, 2017年 12月 08日
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口腔健康教育学
Oral Health Care Education

教授　　吉田 直美
講師　　小原 由紀

( 1 ) 研究活動

1) 口腔保健行動に関する研究
　　 更年期女性や高齢者を対象とした口腔保健行動、行動変容に関する研究
2) 口腔健康管理に関する研究
　 大学生を対象とした歯科疾患予防、口腔健康教育の啓発に関する研究
　 　 要介護者を対象とした口腔衛生管理に関する研究
3) フレイルとオーラルフレイルに関する研究
　　 フレイルとオーラルフレイルのスクリーニングや対応策に関する研究
4) 歯科衛生士の教育における教育手法の研究 · 開発
　 　 歯科衛生士の卒前卒後教育の手法、成果等に関する研究

( 2 ) 教育方針

　人びとの健康づくりに資することを目的に、口腔保健のあり方を包括的に捉え、環境づくり、心身健康を維持 ·
増進するための理論と技術を教授し、健康教育の実践能力を培う教育を行う。人と関わる態度、知識、技術を習
得するとともに、患者、住民などとの信頼関係を築くためのコミュニケーション能力を身につけることを目的と
する。
　大学院では、健康教育に関する研究を行い、科学的根拠に基づいた実践を展開することによって、人びとの健
康づくりを推進する能力を養う。　
担当科目：
　歯科衛生学総論、口腔保健と専門職、口腔疾患予防学、健康教育の基礎、健康教育の企画と実践、臨床体験実
習、歯科衛生過程の基礎、歯科衛生過程専門演習、顎口腔機能の育成と回復、歯科衛生臨地実習、歯科衛生臨床 ·
臨地応用実習、口腔健康教育演習、包括的歯科医療の実際、卒業研究、歯科衛生研究、相談援助の基盤と専門職、
臨床口腔保健衛生応用学

( 3 ) 研究業績

[原著]

1. Yutaka Watanabe, Hirohiko Hirano, Hidenori Arai, Shiho Morishita, Yuki Ohara, Ayako Edahiro, Masa-
haru Murakami, Hiroyuki Shimada, Takeshi Kikutani, Takao Suzuki. Relationship Between Frailty and
Oral Function in Community-Dwelling Elderly Adults. J Am Geriatr Soc. 2017.01; 65(1); 66-76

2. 麻賀 多美代, 麻生 智子, 吉田 直美, 大川 由一. 健康成人女性における口腔内マッサージの生理的 · 主観的効
果の検証 千葉県立保健医療大学紀要. 2017.03; 8(1); 27-33

3. Naomi Yoshida, Kumiko Sugimoto, Satoe Suzuki, Hideki Kudo. Change in oral health status associated
with menopause in Japanese dental hygienists. International Journal of Dental Hygiene. 2017.05;
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4. Daisuke Takagi, Yutaka Watanabe, Ayako Edahiro, Yuki Ohara, Masaharu Murakami, Kohji Murakami,
Shouji Hironaka, Yu Taniguchi, Akihiko Kitamura, Shoji Shinkai, Hirohiko Hirano. Factors affecting
masticatory function of community-dwelling older people: Investigation of the differences in the relevant
factors for subjective and objective assessment. Gerodontology. 2017.05; 34(3); 357-364

5. 白部麻樹、中山玲奈、平野浩彦、小原由紀、遠藤圭子、渡邊裕、白田千代子. 顔面および口腔内の過敏症状を有
する要介護高齢者の口腔機能および栄養状態に関する実態調査 日本公衆衛生雑誌. 2017.07; 64(7); 351-357

6. 森下志穂、渡邊裕、平野浩彦、枝広あや子、小原由紀、白部麻樹、後藤百合、柴田雅子、長尾志保、三角洋美.
通所介護事業所利用者に対する口腔機能向上および栄養改善の複合サービスの長期介入効果 日本歯科衛生
学会雑誌. 2017.08; 12(1); 36-46

7. Yuki Ohara, Naomi Yoshida, Hisashi Kawai, Shuichi Obuchi, Hideyo Yoshida, Shiro Mataki, Hirohiko
Hirano, Yutaka Watanabe. Development of an oral health-related self-efficacy scale for use with older
adults. Geriatr Gerontol Int. 2017.10; 17(10); 1406-1411

8. Tomoki Tanaka, Kyo Takahashi, HIrohiko Hirano, Takeshi Kikutani, Yutaka Watanabe, Yuki Ohara,
Hiroyasu Furuya, Tetsuo Tsuji, Masahiro Akishita, Katsuya Iijima. Oral frailty as a risk factor for physical
frailty and mortality in community-dwelling elderly The Journals of Gerontology: Series A. 2017.11;

[書籍等出版物]

1. 鳥山 佳則， 石井 拓男，武井 典子，吉田 直美，金澤 紀子. 歯科衛生士のための歯科診療報酬入門 . 医歯薬
出版株式会社, 2017.05 (ISBN : 978-4263422267)

2. 芦田優子、有川量崇、石川志麻、小原由紀. 多職種で活用！ ポケット版歯科衛生士のための医療用語 · 福祉
用語. 2017.08

3. 吉田　直美　. 【とりあえず　なんとなく　じゃ進まない。臨床の見直し、できますか?】What’s歯科衛生
過程?歯科衛生士としての Think&Act. クインテッセンス出版株式会社, 2017.08

4. 尾﨑 哲則,  藤井 一維,  武井 典子, 吉田 直美 . 多職種連携で活用! ポケット版歯科衛生士のための医療用語 
· 福祉用語. 医歯薬出版株式会社, 2017.09 (ISBN : 978-4-2634-2232-8)

5. 深川優子、青木薫、小原由紀　他. ライフステージに沿ったこれからの予防実践 book. デンタルダイヤモン
ド社, 2017.10

6. 遠藤圭子，船奥律子，吉田直美，宮崎晶子，石井実和子，畑山千賀子，有井真弓，船奥律子，原久美子，山
田小枝子，畠中能子. よくわかる歯科衛生過程. 医歯薬出版, (ISBN : 978-4-263-42205-2)

[総説]

1. 小原由紀. 歯科との連携をどうする―高齢者の生活を支えるために―　歯科衛生士との連携―病院内連携―
PROGRESS IN MEDICINE. 2017.10; 37(10); 1191-1197

[講演 · 口頭発表等]

1. 小原由紀. 多職種連携における歯科衛生士の役割の現在と未来. 地域包括医療 · 介護における多職種連携に
ついて 2017.01.28 東京

2. 田中友規、髙橋競、平野浩彦、渡邊裕、菊谷武、古屋裕康、小原由紀、辻哲夫、秋下雅弘、飯島勝矢. 口腔機
能低下の重複『オーラルフレイル』は要介護認定 · 総死亡リスクを高める―柏スタディより―. 第 59回日本
老年医学会学術集会 2017.06.14 名古屋

3. 白部麻樹、平野浩彦、枝広あや子、小原由紀、森下志穂、本川佳子、村上正治、村上浩史、高城大輔、渡邊
裕. アルツハイマー型認知症高齢者の嚥下機能低下に関連する予知因子の検討. 日本老年歯科医学会第 28回
学術大会 2017.06.14 名古屋

4. 小原由紀. 口腔保健の増進と QOL―暮らしに寄り添うために歯科が予防で関われること―. 第 30回日本老
年学会総会 2017.06.15 名古屋

5. Ayako Edahiro, Hirohiko Hirano, Yutaka Watanabe, Yuki Ohara, Keiko Motokawa, Maki Shirobe, Jun
Yasuda, Shuichi Awata. Eating Dysfunction Accompanying Deterioration of AD on the Basis of Func-
tional Assessment Staging. The 21st IAGG World Congress of Gerontology & Geriatrics 2017.07.23 San
Francisco
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6. Yutaka Watanabe, Hidenori Arai, Hirohiko Hirano, Yuki Ohara, Ayako Edahiro, Hiroyuki Shimada,
Takeshi Kikutani, Takao Suzuki. Identifying Oral Function as an Indexing Parameter for Detection
of Mild Cognitive Impairment. The 21st IAGG World Congress of Gerontology & Geriatrics 2017.07.24
San Francisco

7. Maki Shirobe, Rena Nakayama, Yuki Ohara, Keiko Endo, Yutaka Watanabe, Hirohiko Hirano, Chiyoko
Hakuta. Effect of Oral Health Care on Hypersensitivity Syndrome Among the Elderly in Long-Term Care.
The 21st IAGG World Congress of Gerontology & Geriatrics 2017.07.24 San Francisco

8. 則武加奈子，鶴田潤，水谷幸嗣，近藤圭子、關奈央子，小原由紀，安田昌代，大塚紘未，荒川真一，荒木孝
二 . 歯科学生と歯科衛生学生が診療参加型臨床実習で協働する新しい多職種連携実習の開発と教育効果. 第
36回日本歯科医学教育学会 2017.07.28 長野

9. 枝広あや子、渡邊裕、平野浩彦、小原由紀、田中弥生、安藤雄一、荒井秀典. 介護保険施設の経口摂取支援
に関する研修効果. 第 23回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会 2017.09.15 千葉

10. 尾花三千代、松原ちあき、徳永淳二、安田昌代、小原由紀、古屋純一. 口腔の湿潤方法に着目した口腔ケア
シミュレーション研究. 第 23回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会 2017.09.15 千葉

11. 小原由紀、渡邊裕、平野浩彦、白部麻樹、枝広あや子、本川佳子、河合恒、藤原佳典、大渕修一、遠藤圭子.
地域在住高齢者における歯科保健指導経験の有無に関連する因子の検討. 日本歯科衛生学会第 12回学術大
会 2017.09.17

12. 中村奈都美、小原由紀、近藤圭子、安田昌代、大塚紘未、木下淳博、品田佳世子、鈴木哲也、荒川真一、興
地隆史. 歯科衛生教育におけるチーム医療実践プログラムに対する学生の評価. 日本歯科衛生学会第 12回学
術大会 2017.09.17 東京

13. 安田昌代、近藤圭子、小原由紀、大塚紘未、則武加奈子、水谷幸嗣、關奈央子、鶴田潤、荒川真一、荒木孝
二. 口腔保健学科学生と歯学科学生が協働する診療参加型臨床実習の学生評価. 日本歯科衛生学会第 12回学
術大会 2017.09.17

14. 白部麻樹、小原由紀、渡邊裕、平野浩彦、枝広あや子、村上正治、本川佳子、河合恒、大渕修一. 地域在住
高齢者における咀嚼能力指標に関する実態調査. 日本歯科衛生学会第 12回学術大会 2017.09.17 東京

15. 麻賀 多美代, 麻生 智子, 吉田 直美, 大川 由一. 高齢者における口腔マッサージの生理的 · 主観的効果に関す
る研究. 第 12回日本歯科衛生学会 2017.09.17 東京

16. 渡邉 旬華, 金子 潤, 荒川 真, 吉田 直美. 常温重合レジン硬化時の外的温度干渉が硬化に及ぼす影響. 第 12
回日本歯科衛生学会 2017.09.17 東京

17. 岡澤 絵里香, 麻賀 多美代, 日下 和代, 吉田 直美. 歯科診療補助業務における疲労回復のためのストレッチ体
操の有効性について. 第 12回日本歯科衛生学会 2017.09.17 東京

18. 伊藤 有花, 酒巻 裕之, 高杉 潤, 吉田 直美, 日下 和代. ガム咀嚼周期の違いが認知機能および前頭前野の神経
活動に及ぼす効果について. 第 12回日本歯科衛生学会 2017.09.17 東京

19. 宮内 春花, 吉田 直美, 麻賀 多美代, 島田 美恵子. 高校吹奏楽部生徒における口腔周囲筋と唾液分泌量に関す
る研究. 第 12回日本歯科衛生学会 2017.09.17 東京

20. 小原由紀. 『生きる』を支えるための口腔ケア-多職種で関わるために-. 全国国民健康保険診療施設協議会　
平成 29年度地域包括医療 · ケア研修会 2017.09.20 東京

21. Naomi Yoshida, Kumiko Sugimoto, Sato Yamanaka, Hiroyuki Sakamaki, Yoko Yamazaki, Yasunari Miyazaki,
Yoshimi Sakurai, Kaori Okayasu. Effectiveness of Oral Health Education Program for Women around
Menopause. . CED-IADR/NOF 2017.09.21 Vienna/Austria

22. 小原由紀. 『食べる』、『生きる』を支える口腔ケア～つながる力と観察する力～. タマヰデンタルフェア　
2017　講演会 2017.09.30 広島

23. 小原由紀. 高齢期における口腔機能低下に関連する要因と教育的介入による効果. 第 4回日本サルコペニア ·
フレイル学会大会 2017.10.14 京都

24. 小原由紀、中村奈都美、遠藤圭子、安田昌代、近藤圭子、大塚紘未、品田佳世子、荒川真一、興地隆史. 口
腔ケア合同実習に対する医学科 · 歯学科学生の学び―テキストマイニングによる自由記述の分析―. 第 8回
日本歯科衛生教育学会学術大会 2017.11.25 大阪
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25. 酒巻 裕之, 麻賀 多美代, 金子 潤, 麻生 智子, 山中 紗都, 今井 宏美, 鈴鹿 祐子, 吉田 直美. 歯科衛生教育にお
けるインタラクティブ映像インターフェース“CyberCoaster” 動画教材の有用性に関する研究〓─〓歯科
衛生教育における動画教材の有用性〓─ . 第 8回日本歯科衛生教育学会 2017.11.25 大阪

26. 竹之内茜、須永昌代、小原由紀、松久保隆、木下淳博. 歯科衛生教育におけるスマートフォンを用いた英語
学習の効果. 第 8回日本歯科衛生教育学会学術大会 2017.11.26 大阪

[受賞]

1. 小原由紀.　東京都歯科衛生士会　学術賞, 東京都歯科衛生士会, 2017年 02月

2. 第 16回日本歯科医学教育学会教育システム開発賞 (則武加奈子), 日本歯科医学教育学会, 2017年 07月

[その他業績]

1. 小原由紀.　科学研究費補助金　若手（B）, 2017年 04月
高齢者の口腔保健行動変容の促進に関する研究　 2015～ 2017年度

2. 小原由紀.平成 29年度厚生労働科学研究費（長寿科学政策）, 2017年 04月
「介護保険施設における利用者の口腔 · 栄養管理の充実に関する調査研究」（分担研究者）

3. 小原由紀.　平成 29年度厚生労働科学研究費（長寿科学政策）, 2017年 04月
「要介護高齢者の経口摂取支援のための歯科と栄養の連携を推進するための研究」（分担研究者）

[社会貢献活動]

1. 口腔機能の重要性について　口腔の健康の保ち方, 埼玉県和光市, 平成 28年度第 2回ヘルスサポーター養成
講座, 埼玉県和光市役所　, 2017年 01月 14日

2. オーラルフレイルの予防～歯科衛生士の役割～, 東京都歯科衛生士会　西北ブロック, 平成 28年度第 1回勉
強会, 板橋グリーンホール, 2017年 01月 19日

3. チャレンジしてみよう！ 学会発表～歯科衛生研究の進め方～, 公益財団法人日本歯科衛生士会　近畿ブロッ
ク連絡協議会, 京都テルサ, 2017年 08月 05日 - 2017年 08月 06日

4. オーラルフレイル　どう診る？ どう測る？ , 東京都健康長寿医療センター　口腔機能支援センター, 研修会
セミナー第 3回『徹底討論：オーラルフレイル！』, 東京都健康長寿医療センター, 2017年 09月 09日

5. 口腔機能の重要性, 和光市, 平成 29年度　ヘルスサポーター養成講座　第 1回, 和光市役所, 2017年 10月
21日

6. 「 健 康 を 考 え る 」～ 長 寿 · 健 康 人 生 の 推 進 ～ , 国立大学法人 東京医科歯科大学, 東京医科歯科
大学M&Dタワー４階 アクティブラーニング教室 , 2017年 11月 22日

第

中 紗都, 今井 宏美
CyberCoaster”ース“C 動画教材の有用性に関する研究〓─〓歯科

.衛生教育における動画教材の有用性〓─
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口腔保健衛生基礎学
Basic Sciences of Oral Health Care

講師　坂本裕次郎

( 1 ) 分野概要

口腔保健衛生基礎学分野は、平成 24年 4月の大学院 · 医歯学総合研究科の改組によって、修士課程 · 医歯理工学
専攻の中に新設された分野です。

( 2 ) 研究活動

1. 口腔保健に関わる基礎医学 · 歯学の研究
2. 口腔保健の臨床応用に関わる基礎医学 · 歯学の研究
3. 頭頚部の肉眼解剖学的研究

( 3 ) 教育活動

1.人体の構造と機能について解剖学、組織学、発生学、生理学、病理学、薬理学、微生物学、免疫学などの講義と
実習を担当し、人体の諸器官の形態と機能、病態と疾病の成り立ち、生体防御機構ならびに疾病からの回復につ
いて総合的知識を習得するための教育を行う。とくに顎口腔を中心とする頭頚部領域の正常構造と病的変化につ
いては、構造と機能の相互関係を理解して、顎口腔の正常発育と機能維持を目的とした歯科口腔保健医療を行う
ために必要となる基礎医学的知識を習得するための教育を行う。
担当科目名： 人体の構造と機能Ⅰ、栄養と代謝、人体の構造と機能Ⅱ、歯 · 口腔の構造と機能、歯の形態学実習、
病理学総論、口腔病理学、薬理学、病原性微生物と生体防御、歯科薬理 · 薬剤学、口腔保健衛生基礎科学実習。

2.大学で学んだことに基づいて行われる卒業研究における研究計画の立案、研究の実施、卒業論文の作成を通し
て、科学的思考力と論理的文章構成力を培うための教育を行う。
担当科目名： 卒業研究。

( 4 ) 研究業績

[原著]

1. Sakamoto Y. Configuration of the extrinsic muscles of the tongue and their spatial interrelationships.
Surgical and Radiologic Anatomy. 2017; 39(5); 497-506

2. Sakamoto Y. Morphological features of the branching pattern of the hypoglossal nerve. Anatomical
Record. 2017; In press;

3. Paglio AE, Bradley AP, Tubbs RS, Loukas M, Kozlowski PB, Dilandro AC, Sakamoto Y, Iwanaga J,
Schmidt C, D’Antoni AV. Morphometric analysis of temporomandibular joint elements. Journal of
Cranio-MaxilloFacial Surgery. 2017.07; In press;
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[講演 · 口頭発表等]

1. 坂本裕次郎. 外舌筋の立体構造に関する肉眼解剖学的検討. 第 122 回日本解剖学会総会 · 全国学術集会．
2017.03 長崎．

2. Sakamoto Y. Gross anatomical feature of the lingual branches of the hypoglossal nerve. Joint Summer
Meeting of the British & European Associations of Clinical Anatomists 2017.07.04 Coventry, UK

3. Sakamoto Y. Gross anatomical observation of the spatial relations between the branches of the hypoglossal
nerve. The 34th annual meeting American Association of Clinical Anatomists 2017.07.20 Minneapolis,
USA.
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口腔基礎工学
Basic Oral Health Engineering

教授　 青木 和広
准教授　大木 明子
助教　 上條 真吾

( 1 ) 分野概要

　口腔基礎工学分野は、口腔保健学科口腔保健工学専攻の口腔基礎科学分野を前身とし、平成 27年 4月の大学院
修士課程の設置に伴って統合再編された 3分野のうち基礎的領域を担う分野です。
　研究面では、工学と生物学の融合研究、基礎から臨床への橋渡し研究を通して、 口腔から全身の健康に寄与す
ることを目標にしています。教育面では、基礎分野から、専門分野、統合分野まで幅広く担当しており、人々の幸
福に貢献するという目的に徹した医療人を育成します。

( 2 ) 研究活動

研究目標
　当分野では、歯科医療技術の発達は歯科技工士の技術進歩や職位の向上にもつながるというコンセプトのもと
に、生物学と理工学との融合研究を通じて、非侵襲的な骨造成法の開発、プラーク忌避歯面コート剤の開発、さら
に口腔顎顔面補綴装置の装着および歯科技工士を含む歯科医療専門チームの介入等によって得られる心身への効
果について評価を行う研究を展開する。
これらの知見を基礎に、口腔細菌と生活習慣病との関連を明らかにする学際研究を発展させ、患者および人々の
Quality of Life向上のためにどのような寄与ができるかについて検討を進める。また、臨床分野との協働によって
基礎研究と臨床研究の融合を図り、口腔から全身の健康に寄与する研究を推進する。

研究テーマ
1．プラーク忌避表面コート剤の開発
2．口腔細菌と全身健康との関連研究
3．非侵襲的な骨量増量方法の開発
4．3次元造形法によるエピテーゼ製作法の開発
5．顎顔面欠損による機能障害に関する治療についての研究
6．エピテーゼ材料の開発
7．「生活を支える医療」と歯科技工士のかかわり
8．コンピュータ · シミュレーション実習を活用した歯科技工士教育

( 3 ) 教育活動

担当授業
【学部教育】
歯学科：
第 1学年　基礎情報医歯学
第 3学年　生体と薬物
第 6学年　包括臨床実習（CAD/CAM実習）　　
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口腔保健学科　口腔保健工学専攻：
第 1学年
口腔保健工学概論、早期臨床体験実習、人体の構造と機能Ⅰ、メディア情報学基礎
第 2学年
人体の構造と機能Ⅱ、科学英語Ⅰ、ヘルスプロモーション、グローバル口腔保健工学実習、プロセスデバイス工
学、歯冠修復工学基礎演習、歯冠修復工学基礎実習
第 3学年
科学英語Ⅱ、卒業研究Ⅰ、発育口腔工学、高齢者歯科工学、小児歯科工学実習、口腔外科工学実習、顎補綴工学、
顎補綴工学実習、歯冠修復工学応用演習、歯冠修復工学応用実習、審美修復工学実習、臨床咬合学、インプラント
工学実習、再建工学包括臨床実習Ⅰ
第 4学年
画像解析学概論実習、スポーツ歯科工学、再建工学包括臨床実習 B、特論Ⅰ（卒業研究）、特論Ⅱ（卒業作品）　
口腔保健学科　口腔保健衛生学専攻：　
第 1学年
口腔保健工学概論と合同ＰＢＬ、人体の構造と機能Ⅰユニット
第 2学年
歯 · 口腔の構造と機能ユニット、薬理学ユニット、薬理学、口腔保健衛生基礎科学実習
第 3学年
歯科薬理 · 薬剤学
【大学院教育】
大学院医歯学総合研究科修士課程：口腔保健工学特論、薬理学　

( 4 ) 教育方針

　口腔保健学の科学的基礎となる人体および顎口腔領域の機能全般ならびに薬理学を含めた疾患との関連につい
て教授し、各器官系の機能を中心に、それを支える構造的基盤および物質的基盤にも言及しながら、総合的な理
解を促すよう講義を行う。また、幅広く歯科補綴装置の製作方法および機能回復への役割を深く理解できるよう、
実習を通して体験する教育を実施する。さらに、専門での学びの集大成として、卒業研究では学生自らの関心を
基に、研究計画の立案から実施、データ分析を行い、論文を作成するまでの一連の過程を体験することにより研
究への意欲を培い、卒業作品では実習で修得した技術を総合して、より高度かつ独創的な補綴装置の製作を行い、
専門的技能を高める教育を実施する。

( 5 ) 臨床活動および学外活動

　歯学部附属病院顎義歯外来において、先天的あるいは後天的要因によって顎口腔領域に後遺した欠損を有する
患者に対し、機能的、形態的障害の再建および回復のため、顎顔面補綴的リハビリテーションを行っている。口
唇裂口蓋裂患者の補綴治療、上顎、下顎、顔面欠損に対する補綴治療、放射線治療後の患者の歯科的問題に対する
治療を行っている。歯学部附属病院技工部において、顎口腔領域の補綴装置の製作を行っている。

( 6 ) 臨床上の特色

　先天的あるいは後天的要因によって顎口腔領域に広範囲の欠損を有する患者に対し、補綴装置による形態的再
建を行って機能回復を図ることが臨床上の特色である。また、歯学部附属病院歯科技工部と連携して、難度の高
い顎口腔領域の補綴装置の製作を行っている。

( 7 ) 研究業績

[原著]

1. 大木明子. 大学口腔保健工学専攻におけるデジタル教育 日本歯科技工学会雑誌. 2017.01; 38(1); 26-31

2. Sasipin Lauvahutanon, Maho Shiozawa, Hidekazu Takahashi, Naohiko Iwasaki, Meiko Oki, Werner J.
Finger, Mansuang Arksornnukit. Discoloration of various CAD/CAM blocks after immersion in coffee
Restorative Dentistry and Endodontics. 2017.01; 42(1); 9-18
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3. 高橋英和、上條真吾. 加圧成形用セラミックスの最近の状況について 日本歯科技工学会雑誌. 2017.01; 38(1);
94-96

4. 上條真吾. 教育研究から見えるデジタル歯科技工の可能性 日本歯科技工学会誌. 2017.01; 38(1); 63-68

5. Naohiko Iwasaki, Chisato Yamaki, Hidekazu Takahashi, Meiko Oki, Tetsuya Suzuki. Effect of long-time
immersion of soft denture liners in water on viscoelastic properties. Dent Mater J. 2017.04;

6. 隅田由香，服部麻里子，大木明子，吉志元，高橋英和，岩崎直彦，谷口尚. 試作エピテーゼ用シリコーン材料
の粘弾性特性の検討ー第 2報：垂れ止め剤と重合条件の影響についてー 顎顔面補綴誌. 2017.06; 40(1); 1-6

7. Md Zahirul Haque Bhuyan, Yukihiko Tamura, Eri Sone, Yuki Yoshinari, Chizuko Maeda, Mariko Taka-
hashi, Yasuhiko Tabata, Ramachandran Murali, Yoshihiro Waki, Kazuhiro Aoki. The intra-articular
injection of RANKL-binding peptides inhibits cartilage degeneration in a murine model of osteoarthritis.
J. Pharmacol. Sci.. 2017.06; 134(2); 124-130

8. Ayako Kubota, Meiko Oki, Yasuko Kawakami, Kiyoko Kanamori, Hiroji Shimomura, Shiro Mataki, Ku-
miko Sugimoto. Effectiveness of Individual Oral Health Education for Japanese University Students
International Journal of Dentistry and Oral Health. 2017.10; 3(5);

9. Boosana KABOOSAYA, Lia Kartika WULANSARI, Trang Nguyen V.N., Kazuhiro AOKI, Shohei KA-
SUGAI. Ligation Period Required to Induce Periodontitis in Mice: Analysis with Micro-computed To-
mography Journal of Oral Tissue Engineering. 2017.10; 15(1); 25-34

10. Lin DING, Peng ZHANG, Xin WANG, Jia HAO, Kazuhiro AOKI, Shinji KURODA, Shohei KASUGAI.
Effect of doxycycline-treated hydroxyapatite surface on bone apposition: A histomophometric study in
murine maxillae Dental Materials Journal. 2017.11;

11. Mikami R, Mizutani K, Aoki A, Tamura Y, Aoki K, Izumi Y. Low-level ultrahigh-frequency and ultrashort-
pulse blue laser irradiation enhances osteoblast extracellular calcification by upregulating proliferation and
differentiation via transient receptor potential vanilloid 1. Lasers Surg Med. 2017.12; epub;

12. Toru Takemoto, Yuji Kabasawa, Yusuke Higuchi, Yasuhiko Tabata, Kazuhiro Aoki, Yukihiko Tamura,
Hiroyuki Harada. Combination of the RANKL-binding peptide W9 and bFGF induces bone regeneration
in the rat calvarial defect model. Dent Oral Craniofac Res. 2017.12; 4(3); 1-7

13. 鈴木章弘、乙丸貴史、谷口尚、星合泰治、中田秀美、大木明子、篠塚修、春日井昇平、黒田真司. 上顎無歯
顎に装着された 6本支台の固定性インプラント支持補綴装置のモード解析 日本顎顔面インプラント学会誌.
2017.12; 16(4); 275-283

14. Aierken MULATI, Songtao WU, Kazuhiro AOKI, Shohei KASUGAI. Effects of Osteotomy with Drilling
on Osteocytes Journal of Oral Tissue Engineering. 2017.12; 15(2); 95-101

[書籍等出版物]

1. 青木和広. 「ラットにおける複数の生殖サイクルに反応して順応する母体皮質骨および海綿骨の微細構造お
よび荷重分布」. JBMR日本語版 vol 4 No.3, 2017.12

2. 青木和広. 「骨芽細胞において骨吸収は概日時計により調整される」. JBMR日本語版 vol4 No.3, 2017.12

[講演 · 口頭発表等]

1. 武元徹、樺沢勇司、樋口佑輔、田畑泰彦、青木和広、田村幸彦、原田浩之. ラット頭蓋骨欠損部に局所適
用した RANKL結合ペプチドW9と bFGFによる骨形成促進作用の評価. 第 16回日本再生医療学会総会
2017.03.07 仙台国際センター（仙台）

2. Shingo Kamijo, Kumiko Sugimoto, Meiko Oki, Tetsuya Suzuki . Investigation of the needs for prostheses
and dental technicians in home-visit dental care in Japan. 6th International Congress of Dental Technology
2017.05.27 New Taipei City, Taiwan

3. 大木明子，上條真吾，鈴木哲也. 顔面印象法と光学印象法による三次元顔面形状データの比較検討. 日本顎
顔面補綴学会第 34回総会 · 学術大会 2017.06.02 東京
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4. 高原楠旻，樺沢勇司，木村 敦，上條真吾，土田優美，鈴木哲也，原田浩之. 顎変形症患者での光学印象の
経験—印象精度と今後の課題—. 第 27回特定非営利活動法人日本顎変形症学会総会 · 学術大会 2017.06.15
東京

5. 田村幸彦、カーン　マスード、青木和広. 歯髄細胞様細胞における炎症性サイトカインによるメタロチオネ
インの誘導. 第 37回日本歯科薬物療法学会学術大会 2017.06.17 愛知学院大学楠元キャンパス（名古屋）

6. 星合泰治, 乙丸貴史, 大木明子, 篠塚　修, 谷口　尚. 金属床上顎顎義歯を装着した上顎歯列のモード解析　
支台装置の検討. 第 126回日本補綴歯科学会 2017.07.01 横浜市

7. 増田夢子，鈴木哲也，大木明子，羽田多麻木，土田優美，安江透，上條真吾，池田正臣，高橋英和. 陶歯を用い
たリンガライズドオクルージョンの再現性とその作業効率. 第 126回日本補綴歯科学会学術大会 2017.07.02
横浜市

8. 武元徹、樺沢勇司、樋口佑輔、田畑泰彦、青木和広、田村幸彦、原田浩之. ラット頭蓋骨欠損部に局所適用
した RANKL結合ペプチドW9と bFGFによる骨形成促進作用の評価. 第 33回日本 DDS学会学術集会
2017.07.06 京都勧業会館 みやこめっせ (京都)

9. 田村 幸彦、上原 智己、宮新 美智世、新井 祐貴、若林 則幸、青木 和広. 歯髄内に誘導されたメタロチオネ
インについて. 第 44回日本毒性学会学術年会 2017.07.10 パシフィコ横浜　会議センター（横浜）

10. Kazuhiro AOKI. Roland gave me a seed of my research. The 59th Annual Meeting of Japanese Association
for Oral Biology 2017.09.16 Matsumoto Dental University

11. 本間雅、池淵祐樹、林円香、青木和広、刈谷嘉顕、鈴木洋史. カップリング機構における RANKLの役割.
歯科基礎医学会 2017.09.18

[その他業績]

1. 第 2 回 口腔保健工学セミナー「間葉系幹細胞の機能を制御する細胞内シグナル伝達機構の解明」, 2017年
08月
石崎 明先生 (岩手医科大学生化学講座細胞情報科学分野 教授）

2. 大学院特別講義「The Wnt agonist R-spondin 3: an unexpected negative regulator of bone formation」,
2017年 11月
永野健一先生
ハーバード大学、口腔医学、感染免疫学教室

[社会貢献活動]

1. 青木和広：注射で骨を作る理工学と生物学との融合研究, フロムページ, 夢ナビ TALK (3分で学問を伝えよ
う）, http://talk.yumenavi.info/archives/2123?site=p, 2017年 07月 22日

2. 青木和広：口の中から全身を健康に！「口腔基礎工学」の果たす役割とは, フロムページ, 夢ナビ, 2017年 07
月 22日 - 現在
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口腔機材開発工学
Oral Biomaterials Development Engineering

教　授 髙橋英和
講　師 安江　透
助　教 岩崎直彦

大学院生 (修士)　中嶌優子 (～ 3月)
大学院生 (修士)　山本宥佑 (4月～)
大学院生 (博士)　 Patcharanun CHAIAMORNSUP (先端材料評価)

( 1 ) 分野概要

教育においては口腔保健工学の教育に必要な歯科材料，器械の基礎知識を教授するとともに，実際に歯科材料の
特徴を理解するための実習指導と補綴技工の実習指導を行っている．
研究においては新たな歯科材料の開発と評価を行っている．

( 2 ) 研究活動

本分野は，ものつくりの技術を科学的な基盤をもとに進展させ，医療機器の開発と加工に活かすための技術の研
究と開発を行っている．以下のようなテーマを対象として研究を行っている．
1）象牙質の機械的性質に及ぼす各種因子の検討
2）象牙質と各種歯冠修復材料の疲労特性の評価
3）歯科用セラミックスの現状評価と新しい評価方法の確立
4）非接触測定法による微小変形挙動の観察
5）象牙質に類似する被削性を有するコンポジットレジンの開発
6）歯根破折挙動の解明
7）ガラス繊維の歯科応用
8）硬質レジンの物性評価と各種材料との接着性の改善
9）マウスガードとフェイスガード材料の衝撃吸収能の評価方法

( 3 ) 教育活動

歯科材料の基礎，その使用方法を中心に以下の講義等を行っている．
口腔保健学科口腔保健工学専攻 1年生の「口腔機材開発工学」の講義．
同 2年生の「口腔保健理工学」，「口腔保健理工学実習」，「精密鋳造学」，「精密鋳造学実習」，「プロセスデバイス」，
「部分床義歯工学実習Ⅰ」の講義および実習．
同 3年生の「口腔保健材料力学実習」，「部分床義歯工学実習 B」，「CAD/CAMシステム工学」，「CAD/CAMシ
ステム工学実習」，「先進修復工学実習」，「セラミック加工学実習」，「矯正歯科工学実習」，「再建工学包括臨床実習
A」の講義および実習．
同 4年生の「再建工学包括臨床実習 B」，「卒業研究」の指導．

口腔保健学科口腔保衛生学専攻２年生の「歯科生体材料学」の講義，ならびに「口腔保健基礎科学実習」，「歯の形
態学実習」，「臨床口腔保健衛生応用学Ⅰ」を担当した．また，歯学科 3年生の「歯科生体材料学」の講義と実習を
担当した．
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( 4 ) 教育方針

歯科材料器械にかかわる研究分野は基礎歯科医学の知識だけではなく，臨床歯科医学の理解も重要である．その
ため学生には臨床で使用されている歯科材料 · 器械の実用的知識を得るように教育している．教育目標は歯科材料
技術の基礎知識を習得することであり，できるだけ実際の材料に触れる実習を取り入れている．また，国内外の
学会で積極的に発表するようにしている，

( 5 ) 臨床活動および学外活動

積極的に各学会に参加するとともに，規格作成の協力をしている，特に分野長の高橋は ISO TC１０６ Dentistry/SC
９ Dental CAD/CAM systemsの議長を務め，歯科用 CAD/CAMの規格作成を推進している．

( 6 ) 研究業績

[原著]

1. Sasipin Lauvahutanon, Maho Shiozawa, Hidekazu Takahashi, Naohiko Iwasaki, Meiko Oki, Werner J.
Finger, Mansuang Arksornnukit. Discoloration of various CAD/CAM blocks after immersion in coffee
Restorative Dentistry and Endodontics. 2017.01; 42(1); 9-18

2. Ishihata H, Kanehira M, Finger WJ, Takahashi H, Tomita M, Sasaki K. Effect of two desensitizing agents
on dentin permeability in vitro. J Appl Oral Sci. 2017.01; 25(1); 34-41

3. Krid Kamonkhantikul, Mansuang Arksornnukit, Hidekazu Takahashi. Antifungal, optical, and mechanical
properties of polymethylmethacrylate material incorporated with silanized zinc oxide nanoparticles. Int
J Nanomedicine. 2017.03; 12; 2353-2360

4. Naohiko Iwasaki, Chisato Yamaki, Hidekazu Takahashi, Meiko Oki, Tetsuya Suzuki. Effect of long-time
immersion of soft denture liners in water on viscoelastic properties. Dent Mater J. 2017.04;

5. 隅田　由香，服部　麻里子，大木　明子，吉　志元，高橋　英和，岩崎　直彦，谷口　尚. 試作エピテーゼ
用シリコーン材料の粘弾性特性の検討　ー第 2報：垂れ止剤と重合条件の影響について 顎顔面補綴学会誌.
2017.06; 40(1); 1-6

6. Takahiro Shirako , Hiroshi Churei, Naohiko Iwasaki, Hidekazu Takahashi, Toshiaki Ueno. Evaluation of
the flexural properties of a new temporary splint material for use in dental trauma splints Journal of
Dental Sciences. 2017.09; 12(3); 308-310

7. Kazuyuki Handa, Natsuko Murakami, Toshiki Yamazaki, Hidekazu Takahashi, Noriyuki Wakabayashi.
The ball-on-disk cyclic wear of CAD/CAM machinable dental composite and ceramic materials Journal
of Oral Science. 2017.12; 59(4); 589-596

[書籍等出版物]

1. 末瀬一彦，高橋英和，船奥律子　他. 最新　歯科衛生士教本　歯科材料. 医歯薬出版, 2017.03 (ISBN :
978-4-263-42851-1)

[総説]

1. 高橋英和、上條真吾. 加圧成形用セラミックスの最近の状況について 日本歯科技工学会雑誌. 2017.01; 38(1);
94-96

[講演 · 口頭発表等]

1. 羽田多麻木，鈴木哲也，織田展輔，高橋英和. CAD/CAMシステムで製作したフレームワークによる上顎
全部床義歯の補強効果. 第 9回日本義歯ケア学会学術大会 2017.02.12

2. 安江 透，岩崎直彦，鈴木哲也，高橋英和. CAD/CAM用ガラス繊維強化型コンポジットレジンに対する接
着特性について　- 繊維の配置による影響 -. 第 69回日本歯科理工学会学術講演会 2017.04.16 東京

3. 高橋　英和. CAD/CAMレジン冠 · ジルコニアクラウンの特性と接着. 日本デジタル歯科学会，日本接着歯
科学会　共催シンポジウム 2017.06.11 東京医科歯科大学
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4. 加嶋祐佳，高市敦士，高橋英和，若林則幸. 積層造形体の疲労強度に与えるサポート構造の影響. 日本補綴
歯科学会　第１２６回学術大会 2017.07.02 横浜

5. 増田夢子，鈴木哲也，大木明子，羽田多麻木，土田優美，安江透，上條真吾，池田正臣，高橋英和. 陶歯を用い
たリンガライズドオクルージョンの再現性とその作業効率. 第 126回日本補綴歯科学会学術大会 2017.07.02
横浜市

6. 安江 透，岩崎直彦，鈴木哲也，高橋英和. 繊維強化型コンポジットレジンに対する前装材料の接着特性に及
ぼす繊維配置の影響. 日本補綴歯科学会第 126回学術大会 2017.07.02 横浜

7. Wada Takahiro, Churei Hiroshi, Yokose Mako, Takayanagi Haruka, Iwasaki Naohiko, Ueno Toshiaki,
Takahashi Hidekazu, Uo Motohiro. Evaluation of the Mechanical Properties of a Faceguard Made of Fiber-
Reinforced Thermoplastics. International Conference on Materials and Systems for Sustainability 2017 (
ICMaSS2017), 2nd International Symposium on Creation of Life Innovation Materials for Interdisciplinary
and International Researcher Development (iLIM-2) 2017.09.30 Nagoya, Japan

8. Naohiko Iwasaki, Maho Shiozawa, Yusuke Yamamoto, Tetsuya Suzuki and Hidekazu Takahashi. Rela-
tionship among Marginal Reproducibility, Machinability and Mechanical Property of Zirconia Blank for
CAD/CAM System. International Conference on Materials and Systems for Sustainability 2017 ( IC-
MaSS2017), 2nd International Symposium on Creation of Life Innovation Materials for Interdisciplinary
and International Researcher Development (iLIM-2) 2017.09.30 Nagoya University, Nagoya

9. Tanabe G, Hata T, Tun PS, Churei H, Wada T, Uo M, Takahashi H, Ueno T. Effect of Molding Tem-
perature on Peeling Energy of Laminated Mouthguards.. The 2017 ADM Annual Meeting 2017.10.07
Nuremberg

10. 高市敦士，加嶋祐佳，中本貴之，堤祐介，野村直之，高橋英和，塙隆夫，若林則幸. レーザー積層造形法に
おいてオーバーハング部へのサポート構造の付与が疲労強度に与える影響. 第 70回日本歯科理工学会学術
講演会 2017.10.14 新潟

11. 加嶋祐佳，高市敦士，中本貴之，ナタポン　キットクンダシャー ，野村直之，高橋英和，塙隆夫，若林則幸，
川崎亮. レーザー積層造形法で製作したコバルトクロム合金の異方性制御に有効な熱処理条件の検討. 第 70
回日本歯科理工学会学術講演会 2017.10.14 新潟

12. 中禮　宏，吉田結梨子，田邊　元，和田敬広，深沢慎太郎，白子高大，宇尾基弘，高橋英和，上野俊明. マ
ウスガードの高機能化におけるガラス繊維強化法と緩衝空間の効果. 日本歯科理工学会　平成 29年度秋期
第 70回学術講演会 2017.10.14 朱鷺メッセ，新潟市

13. 山本宥佑，岩崎直彦，チャイアモンサプパチャラナン，鈴木哲也，高橋英和. CAD/CAM 用レジンブロッ
クの被削性に及ぼす荷重の影響. 日本歯科理工学会　平成 29年度秋期第 70回学術講演会 2017.10.14 朱鷺
メッセ，新潟市

14. 岩崎直彦，安江　透，塩沢真穂，山本宥佑，田中慎二，鈴木哲也，高橋英和. 新しい CAD/CAM用コンポ
ジットレジンの機械的性質. 日本歯科理工学会　平成 29年度秋期第 70回学術講演会 2017.10.14 朱鷺メッ
セ，新潟市

15. Hidekazu TAKAHASHI, Naohiko IWASAKI, Tetsuya SUZUKI. FLEXURAL PROPERTIES OF RE-
CENT COMPOSITE RESIN BLOCKS FOR CAD/CAM. 3rd ANNUAL MEETING of the IADDM
2017.12.09 Berlin, Germany
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口腔機能再建工学
Oral Prosthetic Engineering

教授 鈴木 哲也
講師 池田 正臣
助教 塩沢 真穂

( 1 ) 分野概要

最新の情報工学を駆使した歯科技工物製作の理論と実際への理解を深め、新たな技術開発への基礎力を培う。ま
た、歯科技工士のものづくりにおける専門知識や技術を生かして、疾患により失われた機能回復を促し、患者の
QOLの維持 · 向上に寄与するとともに、EBMを考慮した質の高い医療技術を提供できる能力を育成する。また、
地域の歯科医療現場のみならず、歯科医療研究 · 教育機関においても国際的なレベルで貢献でき、新しい材料 · 技
術の臨床応用能力のある専門的歯科医療技術者を養成することを目的とする。現在、歯科医療は、材料の開発と
技術の向上に伴い、インプラントや CAD/CAMなどの新しい術式が広く普及している。したがって、これらの歯
科技工操作を適切に行うためには、新しい材料と技術に関する知識を十分理解し習得する必要がある。また、得
た知識を歯科医師、歯科衛生士に伝え、情報を共有するためには、コミュニケーション能力は必須である。これ
らを考慮し、技術者の枠にとらわれない向上心を持ったスペシャリストの育成を行う。

( 2 ) 研究活動

1.CAD/CAMシステムを活用した先端技術
2.コンピュータシミュレーションを活用した歯科技工士教育
3.「生活を支える医療」と歯科技工士の関わり
4.新しく開発された材料の評価

( 3 ) 教育活動

口腔保健工学概論、早期臨床体験実習、加工技術基礎、歯の形態実習、歯の形態修復演習、咬合学、臨床咬合学、コ
ミュニケーション論、歯科技工士と法律、ヘルスプロモーション、歯冠修復工学基礎、歯冠修復工学基礎演習、歯
冠修復工学基礎実習、歯冠修復工学応用、歯冠修復工学応用演習、歯冠修復工学応用実習　全部床義歯工学、全部
床義歯工学実習、部分床義歯工学、部分床義歯工学実習、欠損再建工学、CAD/CAMシステム工学、CAD/CAM
システム工学実習、口腔保健管理学、画像解析概論、画像解析概論実習、オーラルアプライアンス工学、再建工学
包括臨床実習Ⅰ、再建工学包括臨床実習Ⅱ、卒業研究Ⅰ、卒業研究Ⅱ、卒業製作

( 4 ) 研究業績

[原著]

1. Sato K, Hosaka K, Takahashi M, Ikeda M, Tian F, Komada W, Nakajima M, Foxton R, Nishitani Y,
Pashley DH, Tagami J.. Dentin Bonding Durability of Two-step Self-etch Adhesives with Improved of
Degree of Conversion of Adhesive Resins. J Adhes Dent.. 2017; 19(1); 31-３７

2. Sasipin Lauvahutanon, Maho Shiozawa, Hidekazu Takahashi, Naohiko Iwasaki, Meiko Oki, Werner J.
Finger, Mansuang Arksornnukit. Discoloration of various CAD/CAM blocks after immersion in coffee
Restorative Dentistry and Endodontics. 2017.01; 42(1); 9-18
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3. Kento Sato, Keiichi Hosaka, Masahiro Takahashi, Masaomi Ikeda, Fucong Tian, Wataru Komada, Masatoshi
Nakajima, Richard Foxton, Yoshihiro Nishitani, David H Pashley, Junji Tagami. Dentin Bonding Dura-
bility of Two-step Self-etch Adhesives with Improved of Degree of Conversion of Adhesive Resins. J Adhes
Dent. 2017.02; 19(1); 31-37

4. Naohiko Iwasaki, Chisato Yamaki, Hidekazu Takahashi, Meiko Oki, Tetsuya Suzuki. Effect of long-time
immersion of soft denture liners in water on viscoelastic properties. Dent Mater J. 2017.04;

5. Yukari Noda, Masatoshi Nakajima, Masahiro Takahashi, Teerapong Mamanee, Keiichi Hosaka, Tomohiro
Takagaki, Masaomi Ikeda, Richard M Foxton, Junji Tagami. The effect of five kinds of surface treatment
agents on the bond strength to various ceramics with thermocycle aging. Dent Mater J. 2017.07;

6. Saad A, Inoue G, Nikaido T, Ikeda M, MF Burrow, Tagami J. Microtensile Bond Strength of Resin-
Modified Glass Ionomer Cement to Sound and Artificial Caries–Affected Root Dentin With Different
Conditioning Operative Dentistry. 2017.11; 42(6); 626-635

[書籍等出版物]

1. 全国歯科技工士教育協議会編　. 最新歯科技工士教本 有床義歯技工学（共著）. 2017.02 (ISBN : 978-4-263-
43165-8)

2. 末瀬一彦、鈴木哲也、松村英雄　他. 最新歯科技工士教本　歯科技工管理学. 医歯薬出版, 2017.03 (ISBN :
978-4-263-43170-2)

3. 鈴木哲也、古屋純一. コンプリートデンチャー　鈴木哲也のマスター 1. デンタルダイヤモンド社, 2017.04
(ISBN : 978-4-88510-375-9)

[講演 · 口頭発表等]

1. 永野 みどり, 緒方 泰子, 池田 正臣, 塚田 邦夫, 徳永 惠子. 直腸癌によるストーマ造設術の局所合併症. 日本
ストーマ · 排泄リハビリテーション学会 2017.01.27

2. 羽田多麻木，鈴木哲也，織田展輔，高橋英和. CAD/CAMシステムで製作したフレームワークによる上顎
全部床義歯の補強効果. 第 9回日本義歯ケア学会学術大会 2017.02.12 鹿児島

3. Ogata Y, Katsuyama K, Tanaka S, Nagano M, Yumoto Y, Ikeda M.. Characteristics of the Nursing
practice environment related to cresting healthy work enviroments for nurses. Creating Healthy Work
Enviroments 2017 2017.03.17

4. 安江 透，岩崎直彦，鈴木哲也，高橋英和. CAD/CAM用ガラス繊維強化型コンポジットレジンに対する接
着特性について　- 繊維の配置による影響 -. 第 69回日本歯科理工学会学術講演会 2017.04.16 東京

5. 岩城麻衣子，金澤 学，荒木田俊夫，鈴木哲也，水口俊介. 全部床義歯製作におけるデジタル印象 · 咬合採得.
第 8回日本デジタル歯科学会学術大会 2017.04.22 横浜

6. Shingo Kamijo, Kumiko Sugimoto, Meiko Oki, Tetsuya Suzuki . Investigation of the needs for prostheses
and dental technicians in home-visit dental care in Japan. 6th International Congress of Dental Technology
2017.05.27 New Taipei City, Taiwan

7. Tetsuya Suzuki. Efficient and prospective teeth arrangement for complete dentures . The 6th International
Congress of Dental Technology 2017.05.27 Taiwan　 (New Taipei City)

8. Takahashi H, Sumida K, Iwasaki N, Suzuki T. Effects of porcelain thickness and type of alloys on color
appearance of porcelain-fused-to-metal restoration. The 6th International Congress of Dental Technology
2017.05.27 Taiwan (New Taipei City)

9. 大木明子，上條真吾，鈴木哲也. 顔面印象法と光学印象法による三次元顔面形状データの比較検討. 日本顎
顔面補綴学会第 34回総会 · 学術大会 2017.06.02 東京

10. 松永 悟美, 高垣 智博, 松井 七生子, 有坂 慶紀, 田村 篤志, 池田 正臣, 二階堂 徹, 由井 伸彦, 田上 順次. 光分
解性 PRXを用いた新規可逆接着性レジンセメントの開発. 日本歯科保存学会 2017.06.08

11. 林 明賢, 高垣 智博, 池田 正臣, 中嶋 省志, 二階堂 徹, 久保 至誠, 田上 順次. Non-carious cervical lesionsの
経年変化に関する共焦点レーザー顕微鏡観察. 日本歯科保存学会 2017.06.08
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12. 高原楠旻，樺沢勇司，木村 敦，上條真吾，土田優美，鈴木哲也，原田浩之. 顎変形症患者での光学印象の
経験—印象精度と今後の課題—. 第 27回特定非営利活動法人日本顎変形症学会総会 · 学術大会 2017.06.15
東京

13. 荒木田俊夫，金澤学，岩城麻衣子，鈴木哲也，安藤一夫，小林章二，水口俊介. 環境光が光学印象の真度と
精度に与える影響. 公益社団法人日本補綴歯科学会第 126回学術大会 2017.07.01 横浜

14. 増田夢子，鈴木哲也，大木明子，羽田多麻木，土田優美，安江透，上條真吾，池田正臣，高橋英和. 陶歯を用い
たリンガライズドオクルージョンの再現性とその作業効率. 第 126回日本補綴歯科学会学術大会 2017.07.02
横浜市

15. 安江 透，岩崎直彦，鈴木哲也，高橋英和. 繊維強化型コンポジットレジンに対する前装材料の接着特性に及
ぼす繊維配置の影響. 日本補綴歯科学会第 126回学術大会 2017.07.02 横浜

16. Dhaifallah Alqarni, Keiichi Hosaka, Teerapong Mamanee, Masatoshi Nakajima, Masaomi Ikeda, Junji
Tagami. Effect of different surface treatments on repair uTBS of composite bonded to resin matrix after
water exposure. The 10th World Congress of International Federation of Esthetic Dentistry 2017.09.14
Toyama

17. Naohiko Iwasaki, Maho Shiozawa, Yusuke Yamamoto, Tetsuya Suzuki and Hidekazu Takahashi. Rela-
tionship among Marginal Reproducibility, Machinability and Mechanical Property of Zirconia Blank for
CAD/CAM System. International Conference on Materials and Systems for Sustainability 2017 ( IC-
MaSS2017), 2nd International Symposium on Creation of Life Innovation Materials for Interdisciplinary
and International Researcher Development (iLIM-2) 2017.09.30 Nagoya University, Nagoya

18. G. Tanabe, T. Hada, PS. Tun, H. Churei, T. Wada, M. Uo, H. Takahashi, T. Ueno. Effect of Molding
Temperature on Peeling Energy of Laminated Mouthguards. The 2017 Academy of Dental Materials
Annual Meeting 2017.10.07 Nuremberg

19. 山本宥佑，岩崎直彦，チャイアモンサプパチャラナン，鈴木哲也，高橋英和. CAD/CAM 用レジンブロッ
クの被削性に及ぼす荷重の影響. 日本歯科理工学会　平成 29年度秋期第 70回学術講演会 2017.10.14 朱鷺
メッセ，新潟市

20. 岩崎直彦，安江　透，塩沢真穂，山本宥佑，田中慎二，鈴木哲也，高橋英和. 新しい CAD/CAM用コンポ
ジットレジンの機械的性質. 日本歯科理工学会　平成 29年度秋期第 70回学術講演会 2017.10.14 朱鷺メッ
セ，新潟市

21. Qutaiba AlSendi, 池田 正臣, 二階堂 徹, 土田 優美, 鈴木 哲也, 田上 順次. 歯科用 3Dプリンタへの応用可能
な新規エラストマーの物性評価. 日本歯科保存学会 2017.10.26

22. 北迫 勇一, 島田 康史, 池田 正臣, 田上 順次. 再石灰化可能な白斑病変の臨床評価. 日本歯科保存学会学術大
会 2017.10.26

23. スウィ · ジン · アウン, 高垣 智博, 池田 正臣, 野崎 浩佑, 二階堂 徹, 田上 順次. 光照射器の違いがフロアブ
ルレジンの重合性に及ぼす影響. 日本歯科保存学会 2017.10.26

24. サンサンメイ · ピョーアウン, 高垣 智博, サイカム · レオン , 池田 正臣, 二階堂 徹, 田上 順次. 高透光ジル
コニアセラミックスの接着前処理におけるサンドブラストの影響. 日本歯科保存学会 2017.10.26

25. 大和田学,水口俊介,佐藤佑介,鈴木哲也. 主観評価からみえた義歯安定剤の 解釈と誤用を防ぐ正しい使用.
平成 29年度日本義歯ケア学会シンポジウム 2017.11.18 東京

26. サイ · カム · レオン, 高垣 智博, 二階堂 徹, 宇尾 基弘, 池田 正臣, 田上 順次. ニケイ酸リチウムガラスセラ
ミックスに対する表面処理が引張り接着強さに及ぼす影響. 日本接着歯学会 2017.11.25

27. 米倉 和秀, 保坂 啓一, 田口 敬太, 畑山 貴志, 高橋 真広, 神原 啓介, 池田 正臣, 中島 正俊, 田上 順次. 根管象
牙質に対するレジンコアシステムの接着性能に及ぼすエアブロー法の検討. 日本接着歯学会 2017.11.25

28. Hidekazu TAKAHASHI, Naohiko IWASAKI, Tetsuya SUZUKI. FLEXURAL PROPERTIES OF RE-
CENT COMPOSITE RESIN BLOCKS FOR CAD/CAM. 3rd ANNUAL MEETING of the IADDM
2017.12.09 Berlin, Germany

29. 橋本 法子, 渡邊 竜登美, 鈴木 哲也, 高橋 英和, 池田 正臣, 松原 恒, 深山 治久. 気管挿管および内視鏡検査に
おける改良型歯列保護用スプリントの有用性. 口腔病学会 2017.12.13
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肝臓病態制御学講座
Department of Liver Disease Control

教授　　　朝比奈靖浩
准教授　　柿沼　晴

大学院生（消化器病態学分野所属の大学院生に指導協力）　　
　金子　俊（～2017年 3月）, 永田紘子（～2017年 3月）,
　浅野　侑, 井上恵美, 角田知之, 三好正人,佐藤綾子

( 1 ) 分野概要

本邦では、肝癌を含めた慢性肝疾患によって、年間約 40,000 人が死亡している。現在のところ、致死的肝不全に
対する根治的治療法は肝移植のみであるが、絶対的な肝移植ドナーの不足が社会問題となっており、肝癌 · 肝不全
への進展を阻止する治療の開発、及び肝移植以外の治療を確立することは、医学的 · 社会的に、本邦を含め世界的
にも大きな問題としてクローズアップされている。
　本大学院における臨床教室の意義は次世代の医学 · 医療のための基礎を確立することにあり、これら先進性の
確保のためには臨床に基づく研究の推進および基礎研究に基づく画期的な治療法の開発以外にないとの考えに立
つ、消化器病態学分野に関連する寄附講座として、前身の分子肝炎制御学講座を継承する形で本講座は設立され
た。本講座の研究 · 教育 · 臨床活動の多くの部分が消化器病態学分野と共同で運営されている。

( 2 ) 研究活動

研究面では、肝癌の発生 · 進展 · 治療抵抗性に関わる分子機構の解析、ヒト iPS細胞モデルを利用した疾患病態の
解析、肝臓の組織再生 · 線維化機構の解析、肝前駆細胞の分化調節機構の解析、ウイルス学 · 免疫学的アプローチ
による研究など、臨床の場から課題を抽出して研究を展開し、最終的には臨床の医療に還元することを目指す。

＜主要テーマ＞
•　ゲノム情報を基盤とした肝癌の発生 · 進展 · 治療抵抗性に関わる分子機構と疾患感受性遺伝子の解析
•　ヒト iPS細胞を利用した疾患モデルの開発と疾患病態解析
•　抗線維化療法の開発に向けた肝臓の組織再生 · 線維化機構の解明
•　肝幹 · 前駆細胞の分化 · 増殖を制御する分子機構の解析
•　肝炎ウイルスの自然免疫抵抗性 · 治療抵抗性の機序の解析

( 3 ) 教育活動

消化器病態学分野と共同で運営する形式で、消化器内科分野における医学部医学科学生の卒前教育、臨床研修医
の卒後教育に深く関与している。同様に、消化器病態学分野の大学院生を共同で指導している。
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( 4 ) 教育方針

本講座は肝疾患に関する優れた臨床医学研究者を育成することを大学院の教育目的とする。広い視野に立ち次世
代の肝臓学領域をリードする臨床研究者を育成することが本分野における大学院教育のゴールである。

( 5 ) 臨床活動および学外活動

消化器病態学分野と共同で運営する形式で、主に肝胆膵疾患の外来 · 入院診療を行っている。本学医学部附属病院
における治療の実践を目的とし、医用工学を駆使した種々の診断技術の開発 · 実施を行う。さらに、教育関連病院
と連携し、消化器病態学分野と共同で運営する形式で、多数の多施設共同研究を行っている。今年度は、AMED
（国立研究開発法人日本医療研究開発機構）に支援をうける班研究として、Ｂ型肝炎創薬実用化等研究事業、肝炎
等克服緊急対策研究事業を含む、5つの研究班に参画して研究を遂行した。学会発表、研究業績は下記に示す。

( 6 ) 臨床上の特色

消化器内科分野と共同して肝胆膵疾患の診療を行い、専門外来として「肝炎 · 肝癌撲滅外来」を開設し、慢性肝炎、
肝硬変、肝癌の診療を行っている。
ウイルス性肝炎の治療については特に豊富な治療経験をもち、「お茶の水 liver カンファレンス共同研究」では多く
の関連病院の協力も得て、2000例以上の症例経験を蓄積し、我が国有数の臨床研究となった。本研究により治療
効果の正確な予測が可能となることが明らかとなり、さらに、発癌メカニズムと発癌リスクの詳細を解明し、肝
硬度測定検査（Fibroscan）やバイオマーカーを組み合わせた抗ウイルス療法後の肝癌スクリーニングプログラム
の開発を行っている。
肝癌診療においては、造影超音波検査や Real-time virtual sonography(RVS: MRI/CTのボリュームデータから
施行中の超音波画像と同一断面を表示するシステム)を用いて多角的に肝細胞癌を評価し、安全で確実なラジオ波
焼灼療法を行っており、これらの有用性についても報告してきた。
放射線科や肝臓外科とも緊密な連携をもち、様々な選択肢の中から病態に応じた最適な集学的治療を提供してい
る。

＜主要テーマ＞
· ウイルス学的新知見を踏まえた慢性肝炎、肝癌の進展阻止
· 肝癌に対する新しい治療の試み
· 肝癌リスク評価及び肝癌診断に有用な診断 · 治療技術の開発

( 7 ) 研究業績

[原著]

1. Yoshimoto Nomura, Taro Yamashita, Naoki Oishi, Kouki Nio, Takehiro Hayashi, Mariko Yoshida, To-
moyuki Hayashi, Tomomi Hashiba, Yasuhiro Asahina, Hikari Okada, Hajime Sunagozaka, Hajime Taka-
tori, Masao Honda, Shuichi Kaneko. De Novo Emergence of Mesenchymal Stem-Like CD105(+) Cancer
Cells by Cytotoxic Agents in Human Hepatocellular Carcinoma. Transl Oncol. 2017.04; 10(2); 184-189

2. Kentaro Matsuura, Hiromi Sawai, Kazuho Ikeo, Shintaro Ogawa, Etsuko Iio, Masanori Isogawa, Norit-
omo Shimada, Atsumasa Komori, Hidenori Toyoda, Takashi Kumada, Tadashi Namisaki, Hitoshi Yoshiji,
Naoya Sakamoto, Mina Nakagawa, Yasuhiro Asahina, Masayuki Kurosaki, Namiki Izumi, Nobuyuki
Enomoto, Atsunori Kusakabe, Eiji Kajiwara, Yoshito Itoh, Tatsuya Ide, Akihiro Tamori, Misako Matsub-
ara, Norifumi Kawada, Ken Shirabe, Eiichi Tomita, Masao Honda, Shuichi Kaneko, Sohji Nishina, Atsushi
Suetsugu, Yoichi Hiasa, Hisayoshi Watanabe, Takuya Genda, Isao Sakaida, Shuhei Nishiguchi, Koichi Tak-
aguchi, Eiji Tanaka, Junichi Sugihara, Mitsuo Shimada, Yasuteru Kondo, Yosuke Kawai, Kaname Kojima,
Masao Nagasaki, Katsushi Tokunaga, Yasuhito Tanaka, . Genome-Wide Association Study Identifies
TLL1 Variant Associated With Development of Hepatocellular Carcinoma After Eradication of Hepatitis
C Virus Infection. Gastroenterology. 2017.05; 152(6); 1383-1394

3. Miyako Murakawa, Yasuhiro Asahina, Fukiko Kawai-Kitahata, Mina Nakagawa, Sayuri Nitta, Satoshi
Otani, Hiroko Nagata, Shun Kaneko, Yu Asano, Tomoyuki Tsunoda, Masato Miyoshi, Yasuhiro Itsui,
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Seishin Azuma, Sei Kakinuma, Yasuhito Tanaka, Sayuki Iijima, Kaoru Tsuchiya, Namiki Izumi, Shuji
Tohda, Mamoru Watanabe. Hepatic IFNL4 expression is associated with non-response to interferon-
based therapy through the regulation of basal interferon-stimulated gene expression in chronic hepatitis
C patients. J. Med. Virol. 2017.07; 89(7); 1241-1247

4. Miyako Murakawa, Yasuhiro Asahina, Hiroko Nagata, Mina Nakagawa, Sei Kakinuma, Sayuri Nitta,
Fukiko Kawai-Kitahata, Satoshi Otani, Shun Kaneko, Masato Miyoshi, Tomoyuki Tsunoda, Yu Asano,
Ayako Sato, Yasuhiro Itsui, Seishin Azuma, Toshihiko Nouchi, Yohei Furumoto, Tooru Asano, Yoshimichi
Chuganji, Shuji Tohda, Mamoru Watanabe. ITPA gene variation and ribavirin-induced anemia in patients
with genotype 2 chronic hepatitis C treated with sofosbuvir plus ribavirin. Hepatol. Res. 2017.07; 29(5);
584-593

5. Fumio Goto, Sei Kakinuma, Masato Miyoshi, Tomoyuki Tsunoda, Shun Kaneko, Ayako Sato, Yu Asano,
Satoshi Otani, Seishin Azuma, Hiroko Nagata, Fukiko Kawai-Kitahata, Miyako Murakawa, Sayuri Nitta,
Yasuhiro Itsui, Mina Nakagawa, Yasuhiro Asahina, Mamoru Watanabe. Bone morphogenetic protein-4
modulates proliferation and terminal differentiation of fetal hepatic stem/progenitor cells. Hepatol. Res.
2017.08; 47(9); 941-952

6. Hiroko Nagata, Mina Nakagawa, Yasuhiro Asahina, Ayako Sato, Yu Asano, Tomoyuki Tsunoda, Masato
Miyoshi, Shun Kaneko, Satoshi Otani, Fukiko Kawai-Kitahata, Miyako Murakawa, Sayuri Nitta, Yasuhiro
Itsui, Seishin Azuma, Sei Kakinuma, Toshihiko Nouchi, Hideki Sakai, Makoto Tomita, Mamoru Watanabe.
Effect of interferon-based and -free therapy on early occurrence and recurrence of hepatocellular carcinoma
in chronic hepatitis C. J. Hepatol. 2017.11; 67(5); 933-939

[書籍等出版物]

1. 朝比奈靖浩. 【内科学：11-2 急性ウイルス性肝炎】３）B型急性肝炎. 朝倉書店, 2017.03

2. 柿沼　晴. 【ハリソン内科学日本語版第５版】幹細胞生物学の臨床医学への応用. メディカル · サイエンス ·
インターナショナル, 2017.03

3. 村川美也子、中川美奈、朝比奈靖浩. 【B型 · C型肝炎の抗ウイルス療法　最前線の治療エッセンス】2. C
型肝炎　１）治療効果を規定する宿主要因. 医薬ジャーナル社, 2017.07 (ISBN : 978-4-7532-2843-0 C3047)

[総説]

1. 金子　俊、朝比奈靖浩. 【特集Ⅱ：C型肝炎治療の新時代】抗ウイルス療法後の発癌とその対策 消化器 · 肝
臓内科. 2017.01; 1(1); 95-101

2. 朝比奈靖浩. 【特集：臨床応用を見据えた肝線維化研究の新展開】海外における肝線維化治療薬の臨床開発
状況 肝胆膵. 2017.01; 74(1); 107-112

3. 朝比奈靖浩. 【こココが知りたい！ 治療の最前線】C型肝炎治療 調剤と情報. 2017.01; 23(1); 37-43

4. 朝比奈靖浩. 【ウイルス肝炎の院内感染防止のための個別予防策 · 治療 】ウイルス肝炎発症時のウイルス学
的 · 疫学的調査 解説：透析医療における感染症ガイドライン. 2017.03; 131-137

5. 金子　俊、柿沼　晴、朝比奈靖浩. 【特集 II：進化する B型肝炎治療】ヒト iPS細胞由来肝細胞系譜細胞を
用いた B型肝炎ウイルス感染培養系の構築 消化器 · 肝臓内科. 2017.04; 1(4); 441-448

6. 永田紘子、朝比奈靖浩. 【激変する肝疾患診療の現状】 肝疾患の診断の進め方 臨牀と研究. 2017.05; 94(5);
522-528

7. 朝比奈靖浩. 【ウイルス肝炎　実地診療に活用したいウイルス肝炎の最新情報】 セミナー　実地診療に活
用したいウイルス肝炎の最新情報　 C型肝炎ウイルス排除後の最適診療 Medical Practice. 2017.05; 34(5);
781-786

8. 朝比奈靖浩. 【特集：ガイドラインには書いていない「肝炎 · 肝がん診療の最近の問題点」】C 型肝炎イン
ターフェロン · フリー治療の残された課題 肝臓クリニカルアップデート. 2017.06; 3(1); 35-39

9. 井津井康浩、朝比奈靖浩. 【肝臓を診る-肝臓病のキモ】肝疾患診療総論 採血データの読み方　データを深
読みすると肝臓がまるみえに 内科. 2017.06; 119(6); 1083-1088
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10. 北畑富貴子、朝比奈靖浩. 【内科医が知っておくべき肝癌治療最前線】肝癌ゲノム解析の進歩　精密医療へ
の展開を目指して 消化器 · 肝臓内科. 2017.07; 2(1); 120-124

11. 中川美奈、朝比奈靖浩. 【ここまで変わった C型肝炎の治療】 DAA治療のアウトカム　肝予備能、肝外臓
器および QOLへの影響 最新医学. 2017.09; 72(9); 1291-1301

12. 永田紘子、朝比奈靖浩. 【肝線維化診断の進歩】 M2BPGiの臨床的意義と実地での活用法 消化器 · 肝臓内
科. 2017.10; 2(4); 464-468

13. 朝比奈靖浩. 【医学と治療の最前線】ここまで進んだ肝癌の集学的治療 日本内科学会学会誌. 2017.10; 106;
1481-1488

14. 朝比奈靖浩. 【特集：肝癌診療 A to Z】DAAs 治療後発癌 肝臓クリニカルアップデート. 2017.10; 3(2); -

15. 朝比奈靖浩. 【消化器の臨床 20年の歩み-消化器疾患治療はどう変わったか】 ウイルス性肝炎　特に B型 ·
C型肝炎を中心に 消化器の臨床. 2017.10; 20(5); 342-349

16. 朝比奈靖浩、北畑富貴子. 臨床家の立場から視た肝癌のゲノム解析と病態生理　肝癌の病態と関連する遺伝
子変異 The Liver Cancer Journal. 2017.12; 9(2); 110-115

[講演 · 口頭発表等]

1. 中川美奈、朝比奈靖浩、渡辺　守. 【パネルディスカッション 11：C 型肝炎インターフェロンフリー治療の
現況】C 型慢性肝疾患に対するインターフェロンフリー治療の有効性の検討. 第 103回日本消化器病学会総
会 2017.04.20 京王プラザホテル（東京都新宿区）

2. Kawai-Kitahata F, Asahina Y, Kakinuma S, Murakawa M, Niita S, Nagata H, Kaneko S, Otani S, Miyoshi
M, Tsunoda T, Sato A, Nakagawa M, Itsui Y, Azuma S, Tanaka S, Tanabe M, Maekawa S, Enomoto N,
Watanabe M. Genetic differences in hepatocellular carcinoma among chronic persistent hepatitis B virus
infection with or without viral suppression and prior hepatitis B virus infection. EASL The International
Liver Congress 2017 2017.04.20 Amsterdam （Netherlands）

3. 角田知之、柿沼　晴、渡辺　守. 【ワークショップ 8：肝線維化治療と肝再生医療の最新知見】ゲノム編集
ヒト iPS 細胞による疾患モデルを用いた先天性肝線維症の病態メカニズムの 解析. 第 103回日本消化器病
学会総会 2017.04.22 京王プラザホテル（東京都新宿区）

4. 保志ゆりか、矢内真人、松岡克善、日比谷秀爾、勝倉暢洋、竹中健人、鬼澤道夫、北畑富貴子、村川美也子、
新田沙由梨、藤井俊光、岡田英理子、井津井康浩、中川美奈、柿沼　晴、東　正新、長堀正和、大塚和朗、
朝比奈靖浩、渡辺　守新, 長堀正和, 大塚和朗, 朝比奈靖浩, 渡辺　守. 潰瘍性大腸炎に合併した急性膵炎の
２例. 日本消化器病学会 関東支部第 344回例会 2017.05.27 シェーンバッハ · サボー（東京都千代田区）

5. 金子　俊、柿沼　晴、朝比奈靖浩. 【シンポジウム 1：B型肝炎研究の新展開】ヒト iPS細胞由来肝細胞系
譜細胞を用いた B型肝炎ウイルス感染への宿主自然免疫応答の解析. 第 53回日本肝臓学会総会 2017.06.08
広島国際会議場（広島県広島市）

6. 井津井康浩、大谷賢志、北畑富貴子、新田沙由梨、村川美也子、中川美奈、柿沼　晴、東　正新、高橋和明、
朝比奈靖浩、渡辺　守. 免疫抑制状態での E型肝炎慢性化症例の解析. 第 53回日本肝臓学会総会 2017.06.08
広島国際会議場（広島県広島市）

7. 朝比奈靖浩. 【ワークショップ 7：ウイルス性肝炎の病態解析と新規治療】司会. 第 53回日本肝臓学会総会
2017.06.08 広島国際会議場（広島県広島市）

8. 柿沼　晴. 【分化 · 再生 · 幹細胞２】司会. 第 53回日本肝臓学会総会 2017.06.08 広島国際会議場（広島県広
島市）

9. 北畑富貴子、朝比奈靖浩、渡辺　守. 【ワークショップ 2：ウイルス性肝炎の病態解析と新規治療】B型肝
炎ウイルス制御下における肝細胞癌遺伝子変異の検討. 第 53回日本肝臓学会総会 2017.06.08 広島国際会議
場（広島県広島市）

10. 中川美奈、朝比奈靖浩、渡辺　守. インターフェロンフリー治療後のＣ型慢性肝疾患診療の最適化. 第 53回
日本肝臓学会総会 2017.06.08 広島国際会議場（広島県広島市）
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11. 新田沙由梨、村川美也子、永田紘子、佐藤綾子、三好正人、角田知之、浅野　侑、金子　俊、大谷賢志、北
畑富貴子、東　正新、柿沼　晴、中川美奈、加藤孝宣、朝比奈靖浩、渡辺　守. HCV-NS5A阻害薬使用に関
連する薬剤耐性変異ウイルスとその特徴. 第 53回日本肝臓学会総会 2017.06.08 広島国際会議場（広島県広
島市）

12. 永田紘子、中川美奈、朝比奈靖浩. 【ワークショップ 4：C型肝炎 SVR後の問題点】C型慢性肝炎に対する
IFN-based, IFN-free治療後発癌及び発癌予測因子についての検討. 第 53回日本肝臓学会総会 2017.06.09 広
島国際会議場（広島県広島市）

13. 東　正新、朝比奈靖浩、渡辺　守. NAFLD由来肝細胞癌の囲い込みにおける糖尿病性網膜症診断の有用性.
第 53回日本肝臓学会総会 2017.06.09 広島国際会議場（広島県広島市）

14. 朝比奈靖浩. 【モーニングセミナー】ポスト肝炎ウイルス時代の新たなる課題と対策. 第 53回日本肝臓学会
総会 2017.06.09 広島国際会議場（広島県広島市）

15. 朝比奈靖浩. 【特別企画２：日本肝臓学会ガイドライン up to date】HCV感染と肝発癌. 第 53回日本肝臓
学会総会 2017.06.09 広島国際会議場（広島県広島市）

16. 朝比奈靖浩、泉　並木. 【パネルディスカッション 3：ウイルス制御を目指した B型肝炎の治療戦略】B型
慢性肝炎 TDFまたは TAF投与例における骨密度の変化. 第 53回日本肝臓学会総会 2017.06.09 広島国際会
議場（広島県広島市）

17. 柿沼 　晴、浅野　侑、三好正人、佐藤綾子、角田知之、金子　俊、大谷賢志、永田紘子、北畑富貴子、村川
美也子、新田沙由梨、井津井康浩、中川美奈、東　正新、朝比奈靖浩、渡辺　守. 食餌誘導性 NASHモデル
マウスにおけるMatrix Metalloporoteinase-2の機能的解析. 第 53回日本肝臓学会総会 2017.06.09 広島国
際会議場（広島県広島市）

18. 角田知之、柿沼　晴、渡辺　守. 【ワークショップ 9：肝疾患における新規バイオマーカーの探索】ヒト iPS
細胞由来肝臓系譜細胞を利用した先天性肝線維症の病態解析. 第 53回日本肝臓学会総会 2017.06.09 リーガ
ロイヤルホテル広島（広島県広島市）

19. 鈴木美麗、桑原小の実、福田将義、和田祥城、岡田英理子、松岡克善、山内　慎一、安野正道、和田あかね、
倉田盛人、仁部洋一、北畑富貴子、根本泰宏、藤井俊光、大島　茂、中川美奈、永石宇司、柿沼　晴、岡本
隆一、大塚和朗、渡辺　守. 直腸絨毛腫瘍により電解質異常を認めた一例. 第 104回 日本消化器内視鏡学会
関東支部例会 2017.06.11 シェーンバッハ · サボー（東京都千代田区）

20. 永田紘子、中川美奈、朝比奈靖浩、柿沼　晴、東　正新、井津井康浩、新田沙由梨、村川美也子、北畑富貴
子、金子　俊、浅野　侑、井上恵美、角田知之、三好正人、佐藤綾子、渡辺　守. C型慢性肝炎に対する
IFN-based, IFN-free治療後発癌および発癌予測因子についての検討. 第 16回日本肝がん分子標的治療研究
会 2017.06.24 ルネッサンスリゾート鳴門（徳島県鳴門市）

21. 朝比奈靖浩. 【ランチョンセミナー】C型肝炎の最新治療と新たなる課題. 日本消化器病学会関東支部　第
30回教育講演会 2017.06.25 シェーンバッハ · サボー（東京都千代田区）

22. 柿沼　晴、角田知之、紙谷聡英、三好正人、金子　俊、佐藤綾子、井津井康浩、東　正新、朝比奈靖浩、渡
辺　守. ゲノム編集ヒト iPS細胞由来胆管様細胞を利用した先天性肝線維症の病態解明. 第 24回肝細胞研究
会 2017.06.30 旭川市民文化会館（北海道旭川市）

23. 金子　俊、柿沼　晴、朝比奈靖浩、紙谷聡英、三好正人、角田知之、四宮恵美、佐藤綾子、浅野　有、新田沙
由梨、村川美也子、井津井靖浩、東　正新、渡辺　守. ヒト iPS細胞培養系を利用した HBV-HCV共感染下
での HCV排除により惹起される HBVの再活性化メカニズムの解明. 第 24回肝細胞研究会 2017.07.01 旭
川市民文化会館（北海道旭川市）

24. 三好正人、柿沼　晴、紙谷聡英、金子　俊、角田知之、佐藤綾子、浅野　侑、井津井康浩、東　正新、朝比
奈靖浩、渡辺　守. LHX2発現によるヒト iPS由来間葉系細胞の機能調節. 第 24回肝細胞研究会 2017.07.01
旭川市民文化会館（北海道旭川市）

25. 北畑富貴子、朝比奈靖浩、田中信二、村川美也子、新田沙由梨、柿沼　晴、永田紘子、金子　俊、浅野　侑、
角田知之、三好正人、井上恵美、佐藤綾子、井津井康浩、中川美奈、東　正新、田邉　稔、前川伸哉、榎本
信幸、渡辺　守. 【シンポジウム 1　肝炎ウイルス制御後の肝癌の特性と治療：エビデンスとコンセンサス】
肝炎ウイルス制御下および B型肝炎ウイルス既往感染における肝細胞癌遺伝子変異の検討. 第 53回日本肝
癌研究会 2017.07.06 京王プラザホテル（東京都新宿区）
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26. 永田紘子、中川美奈、朝比奈靖浩. C型慢性肝炎に対する IFN-based、IFN-free治療後発癌および発癌予測
因子についての検討. 第 53回日本肝癌研究会 2017.07.07 京王プラザホテル（東京都新宿区）

27. 朝比奈靖浩. 【一般演題　化学療法 · 分子標的治療（2）】司会. 第 53回日本肝癌研究会 2017.07.07 京王プ
ラザホテル（東京都新宿区）

28. 松永史穂、藤井　崇、鈴木康平、松本有加、渡部太郎、金子　俊、本林麻衣子、仁部洋一、福田将義、根本泰
宏、齊藤詠子、大島　茂、岡本隆一、土屋輝一郎、東正新、永石宇司、大岡真也、中村哲也、荒木昭博、朝
比奈靖浩、渡辺　守. 【研修医Ⅲ (大腸 · その他)】ビスフォスフォネート投与後に腸間膜脂肪織炎を発症し
た１例. 日本消化器病学会 関東支部第 345回例会 2017.07.15 シェーンバッハ · サボー（東京都千代田区）

29. 渡辺　諭、大友有紀子、勝田景統、西成田悠、細川貴範、山地　統、小野圭一、小島　茂、野内俊彦,北田修
一、大野一将、鈴木祥子、浦牛原幸治 武田雄一、櫻井　幸、川口　淳、朝比奈靖浩、渡辺　守、清水誠一郎.
【専修医Ⅶ (肝２)】ステロイドパルス療法後に増悪を繰り返した自己免疫性肝炎の１例. 日本消化器病学会
関東支部第 345回例会 2017.07.15 シェーンバッハ · サボー（東京都千代田区）

30. 朝比奈靖浩. 【肝疾患診療を取り巻く新たな課題への挑戦】司会. 第 18 回 Tokyo Liver Meeting Junior
2017.07.20 中外製薬株式会社大崎オフィス（東京都品川区）

31. 朝比奈靖浩. 【研究報告】　座長. 第 17回　御茶ノ水リバーカンファレンス 2017.09.16 ホテル東京ガーデ
ンパレス（東京都文京区）

32. Azuma S, Asahina Y, Kakinuma S, Azuma K, Watanabe M. Diabetic retinopathy as a risk factor associated
with development of hepatocellular carcinoma in non-alcoholic fatty liver disease. APDW2017 2017.09.25
(Hong Kong)

33. 角田知之、柿沼　晴、三好正人、佐藤綾子、四宮恵美、金子　俊、浅野　侑、村川美也子、新田沙由梨、井
津井康浩、東　正新、中川美奈、朝比奈靖浩、渡辺　守. 【スポンサードワークショップ 1：慢性肝疾患の線
維化発がん阻止への展望】ヒト iPS細胞由来肝臓系譜細胞による病態モデルの作成と先天性肝線維症の病態
解析. 第 54回日本消化器免疫学会総会 2017.09.29 京王プラザホテル（東京都新宿区）

34. 近藤有紀、藤井　崇、日比谷秀爾、勝倉暢洋、竹中健人、鬼澤道夫、北畑富貴子、村川美也子、松岡克善、
新田沙由梨、藤井俊光、岡田英里子、井津井康浩、齋藤詠子、中川美奈、柿沼　晴、長堀正和、大塚和朗、
渡辺　守、高岡亜弓、山内慎一. ２年間持続する貧血があり、イレウス症状を契機に診断に至った原発性小
腸癌の１例. 日本消化器病学会 関東支部第 346回例会 2017.09.30 海運クラブ（東京都千代田区）

35. 金子　俊、柿沼　晴、朝比奈靖浩. 【シンポジウム 1　 HBV再活性化対策の Up-to-date】HBV-HCV共感
染時における抗 HCV-DAA治療に伴う HBV再活性化機構の解析. JDDW2017 2017.10.12 福岡国際会議場
（福岡県福岡市）

36. 三好正人、柿沼　晴、渡辺　守. 【ワークショップ 9：肝線維化研究の新たな展開】ヒト iPS細胞由来間葉
系譜細胞とヒト iPS細胞由来肝前駆様細胞との細胞間相互作用の解析. JDDW 2017 2017.10.12 福岡国際会
議場（福岡県福岡市）

37. 永田紘子、中川美奈、朝比奈靖浩. 【ワークショップ 18：C型肝炎 SVR例の予後改善】　 C型慢性肝炎に
対する IFN-based, IFN-free治療 SVR後発癌および発癌予測因子についての検討 . JDDW 2017 2017.10.13
福岡国際会議場（福岡県福岡市）

38. 朝比奈靖浩. 【ワークショップ 18：C型肝炎 SVR例の予後改善】　司会. JDDW 2017 2017.10.13 福岡国
際会議場（福岡県福岡市）

39. 村川美也子、朝比奈靖浩、中川美奈、東　正新、柿沼　晴、井津井康浩、新田沙由梨、北畑富貴子、金子　
俊、永田紘子、浅野　侑、三好正人、角田知之、井上恵美、佐藤綾子、渡辺　守. B型慢性肝疾患における
核酸アナログ治療成績と肝発癌予測因子の検討. JDDW2017 第 21回肝臓学会大会 2017.10.13

40. 角田知之、柿沼　晴、朝比奈靖浩. 【パネルディスカッション 4：肝再生研究の進歩】ヒト iPS細胞由来肝
臓系譜細胞を用いた先天性肝線維症の病態解析. JDDW 2017 2017.10.13 福岡国際会議場（福岡県福岡市）

41. 村川美也子、朝比奈靖浩、中川美奈、佐藤綾子、井上恵美、三好正人、角田知之、浅野　侑、金子　俊、
永田紘子、井津井康浩、東　正新、柿沼　晴、渡辺　守. 【デジタルポスターセッション 32：Ｂ型肝炎（治
療）1】B型慢性肝疾患における核酸アナログ治療成績と肝発癌予測因子の検討 . JDDW 2017 2017.10.13
マリンメッセ福岡（福岡県福岡市）
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42. 先田信哉、吉野耕平、朝比奈靖浩、渡辺　守. 【デジタルポスターセッション 88：肝臓（門脈圧亢進症）】
部分的脾動脈塞栓術（PSE）による長期的な肝機能変化の検討 . JDDW 2017 2017.10.13 マリンメッセ福岡
（福岡県福岡市）

43. 中川美奈、 朝比奈靖浩、 渡辺　守. 【パネルディスカッション 2：SVR100%を目指す DAAs治療】C型慢
性肝疾患に対するインターフェロンフリー治療不成功および治療後発癌例の検討 . JDDW 2017 2017.10.13
福岡国際センター（福岡県福岡市）

44. Murakawa M, Asahina Y, Nakagawa M, Nitta S, Kawai-Kitahata F, Nagata H, Kaneko S, Asano Y,
Miyoshi M, Tsunoda T, Inoue-Shinomiya E, Sato A, Itsui Y, Kakinuma S, Azuma S, Watanabe M.
On-treatment higher levels of alpha-fetoprotein and M2BPGi are associated with development of hepato-
cellular carcinoma during nucleos(t)ide analog therapy in patients with HBV chronic infection. AASLD,
The Liver Meeting 2017 2017.10.21 Washington DC (USA)

45. Nitta S, Murakawa M, Kato T, Sato A, Tsunoda T, Miyoshi M, Asano Y, Kaneko S, Nagata H, Kawai-
Kitahata F, Itsui Y, Nakagawa M, Azuma S, Kakinuma S, Asahina Y. The analysis of NS5A Resistance-
Associated Substitutions (RAS): In vitro study of NS5A recombinant hepatitis C in infectious cell culture
system for various RAS detected after treatment failure in chronic hepatitis C patients. AASLD The Liver
Meeting 2017 2017.10.21 Washington D.C (USA）

46. Kaneko S, Kakinuma S, Asahina Y, Kamiya A, Miyoshi M, Tsunoda T, Inoue-Shinomiya E, Nitta S, Sato
A, Asano Y, Nagata H, Kawai-Kitahata F, Murakawa M, Itsui Y, Nakagawa M, Azuma S, Watanabe M. A
novel culture model for coinfection of hepatitis B and hepatitis C viruses using human induced pluripotent
stem cell–derived hepatic cells for analyses of changes in host-innate immune responses . AASLD The
Liver Meeting 2017 2017.10.22 Washington D.C (USA）

47. Nakagawa M, Asahina Y, Nagata H, Kaneko S, Kawai-Kitahata F, Murakawa M, Nitta S, Itsui Y, Azuma
S, Kakinuma S, Tanaka Y, Watanabe M. Evaluation of an early occurrence and recurrence of hepatocellular
carcinoma in chronic hepatitis C patients treated with All-Oral DAAs - propensity score-matched analysis
of a prospective database -. AASLD, The Liver Meeting 2017 2017.10.22 Washington D.C (USA）

48. 朝比奈靖浩. 【ランチョンセミナー】ポスト肝炎ウイルス時代の新たなる課題と今後の展望. 日本消化器病
学会 関東支部第 347回例会 2017.12.02 海運クラブ（東京都千代田区）

49. 石橋直樹、藤井　崇、鈴木康平、金子　俊、齊藤詠子、根本康宏、福田将義、松岡克善、大島　茂、岡本隆
一、土屋輝一郎、東　正新、永石宇司、中村哲也、荒木昭博、朝比奈靖浩、渡辺　守、豊田智宏、秋田くら
ら、小林大輔. 【研修医Ⅴ (大腸１) 】ANCA 関連血管炎を合併した潰瘍性大腸炎 (UC)の１例. 日本消化器
病学会 関東支部第 347回例会 2017.12.02 海運クラブ（東京都千代田区）

[受賞]

1. 平成 29年度 文部科学省科学研究費補助金 基盤研究 (C) : 課題番号 15K08989「非古典的Wntシグナルを介
した肝幹 · 前駆細胞の分化調節機構の解明」研究代表者：東　正新 　研究分担者：朝比奈靖浩、柿沼　晴、
渡辺　守 , 2017年 04月

2. 平成 29年度 委託研究開発費　感染症実用化研究事業　肝炎等克服実用化研究事業 肝炎等克服緊急対策研究
事業「新規治療の治療効果に関わるウイルス · 宿主因子の解明と治療後の病態進展 · 軽快および発癌機構の
解明」研究分担者：朝比奈靖浩, 2017年 04月

3. 平成 29年度 委託研究開発費　感染症実用化研究事業　肝炎等克服実用化研究事業 肝炎等克服緊急対策研究
事業 17fk0210102h0001「慢性肝疾患の組織病態進展機構の解析及び血清組織糖鎖の網羅的探索による予後
予測マーカーの構築」研究分担者：朝比奈靖浩, 2017年 04月

4. 平成 29年度 委託研究開発費　感染症実用化研究事業　肝炎等克服実用化研究事業 B型肝炎創薬実用化等研
究事業 17fk0310102h0001「新規メカニズムに基づく B型肝炎治療薬の探索」研究分担者：朝比奈靖浩, 2017
年 04月

5. 平成 29年度 委託研究開発費　感染症実用化研究事業　肝炎等克服実用化研究事業 肝炎等克服緊急対策研究
事業 17fk0210202h0002「次世代シークエンス技術によるウイルス因子解析を基軸とした C型肝炎新規治療
の病態解明と臨床応用」研究分担者：朝比奈靖浩, 2017年 04月

6. 平成 29年度 文部科学省科学研究費補助金 基盤研究 (C) : 15K08988「新規細胞移植モデルの確立を目指し
た肝幹細胞の分化 · 増殖機構の解明」研究代表者：柿沼　晴 , 2017年 04月
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7. 平成 29年度 文部科学省科学研究費補助金 基盤研究 (B) 16H05285「発癌 · 進展に関わる背景肝ゲノム要因
の探索と iPS細胞を用いた肝発癌機構の統合解析」 研究代表者：朝比奈靖浩, 2017年 04月

8. 平成 29年度文部科学省科学研究費補助金基盤 (C) : 17K09406「人工多能性幹細胞由来幹細胞を用いたHBV
持続感染と HBV起因肝癌の分子機構の解明」研究代表者：新田沙由梨　 研究分担者：朝比奈靖浩、柿沼　
晴、渡辺　守, 2017年 04月

9. 平成 29年度 文部科学省科学研究費補助金 若手 (B) : 17K15932「ウイルス制御下における肝発癌 · 進展機
構の解明と新規治療標的の探索」研究代表者：北畑富貴子, 2017年 04月

10. 平成 29年度 文部科学省科学研究費補助金 基盤研究 (C) : 17K09407「慢性肝疾患の線維化進展におけるＭ
ＭＰ関連因子の機能解明と抗線維化療法の開発」研究代表者：井津井康浩 　研究分担者：朝比奈靖浩、柿沼
　晴、渡辺　守, 2017年 04月

11. 2017年度 GSKジャパン研究助成「肝炎ウイルス存在下および制御下における肝発癌 · 進展機構の解明と新
規治療標的の探索」受賞者：北畑富貴子, 2017年 04月

12. 宮川庚子記念研究財団平成 29年度研究助成「肝炎ウイルスによる宿主自然免疫応答抑制機構の解明」受賞
者：金子　俊, 2017年 05月

13. 第 24回肝細胞研究会優秀ポスター賞「ヒト iPS細胞培養系を利用した HBV-HCV共感染下 HCV排除によ
り惹起される HBV再活性化メカニズムの解明」受賞者：金子　俊, 2017年 07月

14. 第 14回大正富山 Award「Human induced pluripotent stem cell-derived hepatic cell lines as a new model
for host interaction with hepatitis B virus」受賞者：金子　俊, 2017年 07月

15. 平成 28年度東京医科歯科大学医師会賞「Human induced pluripotent stem cell-derived hepatic cell lines as
a new model for host interaction with hepatitis B virus」受賞者：金子　俊, 2017年 07月

16. 平成 29年度 文部科学省科学研究費補助金 挑戦的研究 (萌芽) 17K9647「ヒト iPS細胞を用いた画期的人工
発癌モデルの開発」 研究代表者：朝比奈靖浩, 2017年 07月

17. 平成 29年度 文部科学省科学研究費補助金 研究活動スタート支援「ヒト iPS細胞を利用した B型肝炎再活
性化時の宿主自然免疫応答機構の解明と治療開発」研究代表者：金子　俊, 2017年 08月

18. 日本肝臓学会国際学会参加助成（AASLD 2017口演）「A novel culture model for coinfection of hepatitis
B and hepatitis C viruses using human induced pluripotent stem cell–derived hepatic cells for analyses of
changes in host-innate immune responses 」受賞者：金子　俊, 2017年 09月

19. 平成 29年度 日本肝臓学会冠Award (第 2回Gilead Sciences Award)「ヒト iPS細胞由来肝細胞系譜細胞を
用いた B型肝炎ウイルス感染培養系の構築」受賞者：金子　俊, 2017年 10月
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消化管先端治療学講座
Department of Advanced Therapeutics for GI Diseases

教授　　　中村哲也
准教授　　松岡克善
准教授　　永石宇司
助教　　　鬼澤道夫
大学院生　松本有加（-3月）、秋山慎太郎（-3月）　

　　　　　

( 1 ) 分野概要

本講座は「海外に発信できる画期的な疾患制圧戦略」の構築を目指し、複数企業の支援に基づく先端技術と情報
の共有のもと、炎症性腸疾患研究に特化した研究 · 教育を推進する大学院設置講座として活動している。本講座で
はこれら研究 · 教育活動を通し、独自の視点に基づく難治性炎症性腸疾患の制圧戦略を確立するとともに、次世代
の基礎 · 臨床研究を推進する優れた研究者を育成することを目的とする。

( 2 ) 研究活動

本学消化器病態学講座と連携し、研究成果を最終的に臨床現場に還元する「クリニカル · サイエンス」を追求す
る。主要な研究テーマは以下の通りである。
· 消化管再生医学研究
· 炎症性腸疾患の免疫異常の解明と免疫制御療法開発

( 3 ) 教育活動

本学消化器病態学講座スタッフと連携し、同講座の大学院生教育を担う。医学部医学科学生の卒前教育、臨床研
修医の卒後教育にも大きく貢献している。

( 4 ) 教育方針

次世代の炎症性腸疾患研究をリードする臨床研究者を育成することが本分野における教育のゴールである。

( 5 ) 臨床活動および学外活動

医学部附属病院において炎症性腸疾患診療にあたる消化器病態学分野と連携し、研究成果にもとづく新しい診断
技術 · 治療技術の実地応用を図る。厚生労働科学研究費補助事業難治性疾患克服研究事業「難治性炎症性腸管障害
に関する調査研究」における全国規模の臨床研究を推進している。
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( 6 ) 臨床上の特色

炎症性腸疾患臨床においては、以下を推進した。
· 炎症性腸疾患に対する新しい再生医療 · 免疫調節治療技術の確立
· 炎症性腸疾患の新しい診断技術開発
· 炎症性腸疾患における小腸病変に対する内視鏡治療

( 7 ) 研究業績

[原著]

1. Makoto Naganuma, Shigeo Okuda, Tadakazu Hisamatsu, Katsuyoshi Matsuoka, Kiyoto Mori, Naoki
Hosoe, Yoshihiro Nakazato, Haruhiko Ogata, Takanori Kanai. Findings of ulceration and severe stricture
on MRE can predict prognosis of Crohn’s disease in patients treated with anti-TNF treatment. Abdom
Radiol (NY). 2017.01; 42(1); 141-151

2. Shinta Mizuno, Kosaku Nanki, Katsuyoshi Matsuoka, Keiichiro Saigusa, Keiko Ono, Mari Arai, Shinya
Sugimoto, Hiroki Kiyohara, Moeko Nakashima, Kozue Takeshita, Makoto Naganuma, Wataru Suda,
Masahira Hattori, Takanori Kanai. Single fecal microbiota transplantation failed to change intestinal mi-
crobiota and had limited effectiveness against ulcerative colitis in Japanese patients. Intest Res. 2017.01;
15(1); 68-74

3. Shinichiro Shinzaki, Katsuyoshi Matsuoka, Hideki Iijima, Shinta Mizuno, Satoshi Serada, Minoru Fu-
jimoto, Norimitsu Arai, Noriyuki Koyama, Eiichi Morii, Mamoru Watanabe, Toshifumi Hibi, Takanori
Kanai, Tetsuo Takehara, Tetsuji Naka. Leucine-rich Alpha-2 Glycoprotein is a Serum Biomarker of Mu-
cosal Healing in Ulcerative Colitis. J Crohns Colitis. 2017.01; 11(1); 84-91

4. Toru Nakata, Hiromichi Shimizu, Sayaka Nagata, Go Ito, Satoru Fujii, Kohei Suzuki, Ami Kawamoto,
Fumiaki Ishibashi, Reiko Kuno, Sho Anzai, Tatsuro Murano, Tomohiro Mizutani, Shigeru Oshima, Kiichiro
Tsuchiya, Tetsuya Nakamura, Katsuto Hozumi, Mamoru Watanabe, Ryuichi Okamoto. Indispensable role
of Notch ligand-dependent signaling in the proliferation and stem cell niche maintenance of APC-deficient
intestinal tumors. Biochem. Biophys. Res. Commun. 2017.01; 482(4); 1296-1303

5. Toru Nakata, Hiromichi Shimizu, Sayaka Nagata, Go Ito, Satoru Fujii, Kohei Suzuki, Ami Kawamoto,
Fumiaki Ishibashi, Reiko Kuno, Sho Anzai, Tatsuro Murano, Tomohiro Mizutani, Shigeru Oshima, Kiichiro
Tsuchiya, Tetsuya Nakamura, Katsuto Hozumi, Mamoru Watanabe, Ryuichi Okamoto. Data showing
proliferation and differentiation of intestinal epithelial cells under targeted depletion of Notch ligands in
mouse intestine. Data Brief. 2017.02; 10; 551-556

6. Shinya Sugimoto, Makoto Naganuma, Yasushi Iwao, Katsuyoshi Matsuoka, Masayuki Shimoda, Shuji
Mikami, Shinta Mizuno, Yoshihiro Nakazato, Kosaku Nanki, Nagamu Inoue, Haruhiko Ogata, Takanori
Kanai. Endoscopic morphologic features of ulcerative colitis-associated dysplasia classified according
to the SCENIC consensus statement. Gastrointest. Endosc. 2017.03; 85(3); 639-646.e2

7. Sayako Chiba, Tadakazu Hisamatsu, Hiroaki Suzuki, Kiyoto Mori, Mina T Kitazume, Katsuyoshi Shima-
mura, Shinta Mizuno, Nobuhiro Nakamoto, Katsuyoshi Matsuoka, Makoto Naganuma, Takanori Kanai.
Glycolysis regulates LPS-induced cytokine production in M2 polarized human macrophages. Immunol.
Lett. 2017.03; 183; 17-23

8. Chiaki Maeyashiki, Shigeru Oshima, Kana Otsubo, Masanori Kobayashi, Yoichi Nibe, Yu Matsuzawa, Mi-
chio Onizawa, Yasuhiro Nemoto, Takashi Nagaishi, Ryuichi Okamoto, Kiichiro Tsuchiya, Tetsuya Naka-
mura, Mamoru Watanabe. HADHA, the alpha subunit of the mitochondrial trifunctional protein, is
involved in long-chain fatty acid-induced autophagy in intestinal epithelial cells. Biochem. Biophys. Res.
Commun. 2017.03; 484(3); 636-641

9. Jorg Mahlich, Katsuyoshi Matsuoka, Rosarin Sruamsiri. Shared Decision Making and Treatment Satis-
faction in Japanese Patients with Inflammatory Bowel Disease. Dig Dis. 2017.04; 35(5); 454-462

10. Shuji Hibiya, Kiichiro Tsuchiya, Ryohei Hayashi, Keita Fukushima, Nobukatsu Horita, Sho Watanabe,
Tomoaki Shirasaki, Ryu Nishimura, Natsuko Kimura, Tatsunori Nishimura, Noriko Gotoh, Shigeru Os-
hima, Ryuichi Okamoto, Tetsuya Nakamura, Mamoru Watanabe. Long-term Inflammation Transforms
Intestinal Epithelial Cells of Colonic Organoids. J Crohns Colitis. 2017.05; 11(5); 621-630
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11. 松岡克善、酒匂美奈子、高添正和、市川仁志、竹内義明、小林　拓、渡辺　守、日比紀文、金井隆典. 日本
人患者における便中カルプロテクチン検査の臨床的有用性 医学と薬学. 2017.05; 74(6); 717-726

12. J Mahlich, K Matsuoka, Y Nakamura, R Sruamsiri. The relationship between socio-demographic factors,
health status, treatment type, and employment outcome in patients with inflammatory bowel disease in
Japan. BMC Public Health. 2017.07; 17(1); 623

13. Kento Takenaka, Kazuo Ohtsuka, Yoshio Kitazume, Katsuyoshi Matsuoka, Toshimitsu Fujii, Masakazu
Nagahori, Maiko Kimura, Tomoyuki Fujioka, Akihiro Araki, Mamoru Watanabe. Magnetic resonance
evaluation for small bowel strictures in Crohn’s disease: comparison with balloon enteroscopy. J. Gas-
troenterol. 2017.08; 52(8); 879-888

14. Yuka Matsumoto, Wakana Mochizuki, Shintaro Akiyama, Taichi Matsumoto, Kengo Nozaki, Mamoru
Watanabe, Tetsuya Nakamura. Distinct intestinal adaptation for vitamin B12 and bile acid absorption
revealed in a new mouse model of massive ileocecal resection. Biol Open. 2017.09; 6(9); 1364-1374

15. Nobuharu Suzuki, Kaori Sekimoto, Chikako Hayashi, Yo Mabuchi, Tetsuya Nakamura, Chihiro Akazawa.
Differentiation of Oligodendrocyte Precursor Cells from Sox10-Venus Mice to Oligodendrocytes and As-
trocytes. Sci Rep. 2017.10; 7(1); 14133

16. Jianbo An, Takashi Nagaishi, Taro Watabe, Taeko K Naruse, Mamoru Watanabe, Akinori Kimura. MKL1
expressed in macrophages contributes to the development of murine colitis. Sci Rep. 2017.10; 7(1); 13650

17. Yoichi Nibe, Shigeru Oshima, Masanori Kobayashi, Chiaki Maeyashiki, Yu Matsuzawa, Kana Otsubo,
Hiroki Matsuda, Emi Aonuma, Yasuhiro Nemoto, Takashi Nagaishi, Ryuichi Okamoto, Kiichiro Tsuchiya,
Tetsuya Nakamura, Shinichiro Nakada, Mamoru Watanabe. Novel polyubiquitin imaging system, PolyUb-
FC, reveals that K33-linked polyubiquitin is recruited by SQSTM1/p62. Autophagy. 2017.11; 1-43

18. Shintaro Akiyama, Wakana Mochizuki, Yoichi Nibe, Yuka Matsumoto, Kei Sakamoto, Shigeru Oshima,
Mamoru Watanabe, Tetsuya Nakamura. CCN3 Expression Marks a Sulfomucin-nonproducing Unique
Subset of Colonic Goblet Cells in Mice. Acta Histochem Cytochem. 2017.12; 50(6); 159-168

[書籍等出版物]

1. 松岡克善. 【内科学：10－ 5腸疾患】潰瘍性大腸炎. 朝倉書店, 2017.03

2. Nagaishi T, Watanabe M. Crohn’s Disease and Ulcerative Colitis: from Epidemiology and Immunobiology
to a Rational Diagnostic and Therapeutic Approach. 2017.03 (ISBN : 978-3-319-33701-2)

[総説]

1. 大塚和朗、竹中健人、福田将義、木村麻衣子、勝倉暢洋、荒木昭博、岡田英理子、永石宇司、渡辺　守. 【小
腸出血-診断 · 治療の最前線-】 シングルバルーン内視鏡を用いた小腸出血の診断と治療 消化器 · 肝臓内科.
2017.01; 1(1); 14-20

2. Tetsuya Nakamura, Mamoru Watanabe. Intestinal stem cell transplantation. J. Gastroenterol. 2017.02;
52(2); 151-157

3. 松岡克善、渡辺　守. 【炎症性腸疾患-最近の診断 · 治療-】炎症性腸疾患の新規治療薬の臨床開発 日本臨床.
2017.03; 75(3); 488-491

4. 中村哲也. 【生体バリアを標的とした疾患の制御】オルガノイド移植による腸上皮再生と臨床応用 実験医学
増刊. 2017.04; 35(7); 160-164

5. 中村哲也. 【小児外科領域の先端的医療の展開（Ⅰ）：再生医療の最前線】小腸 · 大腸再生 小児外科. 2017.05;
49(5); 470-473

6. 中村哲也. 【生体バリア_粘膜や皮膚を舞台とした健康と疾患のダイナミクス】 (第 3章)生体バリアを標的
とした疾患の制御　オルガノイド移植による腸上皮再生と臨床応用 実験医学. 2017.05; 35(7); 1202-1206

7. 永石宇司、渡辺 　守. 【IL-7 Biology】IL-7による腸管粘膜の免疫調節と大腸炎 医学のあゆみ. 2017.06;
261(11); 1083-1087

8. 永石宇司. 消化管病変の免疫応答制御に向けた新たな戦略. 消化器と免疫 News letter. . 2017.06; 18(2); 2-3



— 996 —

寄附講座

9. 松岡克善、渡辺　守. 【IBDの診療ガイドラインを実臨床にいかに活かすか?】わが国と ECCOのガイドラ
インの比較 IBD Research. 2017.06; 11(2); 91-94

10. 久松理一、松岡克善、溝口恵美子、飯田智哉. 消化器内科医は TNFαの分子メカニズムまで学ぶべきか 消
化器病学サイエンス. 2017.06; 1(1); 1-9

11. 松岡克善、渡辺　守. 【特集：激変する炎症性腸疾患に対する治療ストラテジー】炎症性腸疾患診療の進歩
overview Mebio. 2017.07; 34(7); 4-9

12. 中村哲也.【消化管の炎症】動物モデルを用いる腸上皮再生研究 別冊 BIO Clinica 慢性炎症と疾患. 2017.08;
6(3); 79-83

13. 鬼澤道夫、永石宇司、浅川剛人、南舘　愛、渡辺　守. 【解説】TNFAIP3と XIAP-クローン病感受性遺伝
子としての視点から 臨床免疫 · アレルギー科 . 2017.09; 68(3); 351-356

14. 松岡克善. 【患者さんからよく尋ねられる内科診療の FAQ】(第 2章)消化器 潰瘍性大腸炎と診断されまし
た.疲労やストレスを避けるようにいわれたのですが,どの程度運動してよいのでしょうか?　普通の仕事に
就けるのかも心配です……　 [ 16歳 男性,潰瘍性大腸炎 ] 内科. 2017.09; 120(3); 437-438

15. 松岡克善. 【患者さんからよく尋ねられる内科診療の FAQ】(第 2章)消化器 薬は一生続けないといけない
のでしょうか?　 [ 20歳 女性,潰瘍性大腸炎 ] 内科. 2017.09; 120(3); 439-440

16. 松岡克善. 【患者さんからよく尋ねられる内科診療の FAQ】(第 2章)消化器 妊娠を希望していてたばこを
やめようと思うのですが,禁煙によって潰瘍性大腸炎が悪化するという話を聞きました.どうしたらよいので
しょうか?　 [ 28歳 女性,潰瘍性大腸炎,喫煙者 ] 内科. 2017.09; 120(3); 443-444

17. Tetsuya Nakamura, Toshiro Sato. Advancing Intestinal Organoid Technology Toward Regenerative Medicine.
Cell Mol Gastroenterol Hepatol. 2017.11; 5(1); 51-60

18. 松岡克善. 【救急外来で役立つ!-意識障害の診かた-"あたま"と"からだ"で考える】意識障害　"からだ"が原因
の意識障害 肝性脳症 (肝不全) Medicina. 2017.11; 54(12); 2016-2018

19. 松岡克善. 【IBD治療薬のポジショニングを考える～現在と将来展望～】ウステキヌマブのポジショニング
を考える IBD Research. 2017.12; 11(4); 224-228

20. 松岡克善、渡辺　守. 【炎症性腸疾患の新しい治療戦略】総論　激変する炎症性腸疾患診療 Medical Science
Digest. 2017.12; 43(14); 711-713

[講演 · 口頭発表等]

1. 森崎晶子、松本太一、大岡真也、東　正新、仁部洋一、根本康宏、藤井俊光、大島　茂、岡田英里子、永石
宇司、岡本隆一、土屋輝一郎、長堀正和、中村哲也、渡辺　守、福田将義、大塚和朗、荒木昭博、冨井翔平、
明石　巧. 原発切除から 20 年以上経過して認めた血管外皮腫肝転移の１例. 日本消化器病学会関東支部第
343回例会 2017.02.04 シェーンバッハ · サボー（東京都千代田区）

2. 渡部太郎、永石宇司、Jose, Nisha、東海有沙、細谷明徳、小島裕大、安達貴弘、渡辺　守. IgAの欠損は回
腸粘膜特異的な炎症を誘発する. 第 13回日本消化管学会総会学術集会 2017.02.17 名古屋国際会議場（愛知
県名古屋市）

3. 渡部太郎、永石宇司、Jose, Nisha、東海有沙、細谷明徳、小島裕大、安達貴弘、渡辺　守. 生体イメージ
ングを用いた実験腸炎モデルにおける回盲部免疫応答の解析. 免疫学 · 病態生化学領域合同シンポジウム
2017.03.08 東京医科歯科大学（東京都文京区）

4. 岡本隆一、鈴木康平、永田紗矢香、河本亜美、石橋史明、安斎　翔、久野玲子、中田　徹、藤井　悟、村野
竜朗、平栗優衣、土屋輝一郎、中村哲也、渡辺　守. 炎症性腸疾患における小腸上皮幹細胞 · 体外培養の試
み. 第 16回日本再生医療学会総会 2017.03.08 仙台国際センター（宮城県仙台市）

5. 松岡克善. 【ランチョンセミナー：UC の抗体製剤治療における課題と新たなる解決策の可能性】UC におけ
るこれからの抗体製剤治療を整理する～免疫原性の観点から～. 第 103回日本消化器病学会総会 2017.04.20
京王プラザホテル（東京都新宿区）

6. 中村哲也. 【小腸 · 大腸 1】座長. 第 103回日本消化器病学会総会 2017.04.20 京王プラザホテル（東京都新
宿区）
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7. 松岡克善、藤井俊光、渡辺　守. 【シンポジウム 4：IBD 治療における生物学的製剤これからの課題と対策】
抗 TNFα 抗体製剤治療中のクローン病患者におけるMREC スコアによる予後予測. 第 103回日本消化器
病学会総会 2017.04.20 京王プラザホテル（東京都新宿区）

8. 亀井將人、千葉麻子、永石宇司、芳賀慶一 ,三宅幸子. 潰瘍性大腸炎モデルマウスにおけるMAIT細胞の関
与. 第 103回日本消化器病学会 2017.04.22

9. 渡部太郎、永石宇司、渡辺　守. 【シンポジウム 3：腸内細菌からみた消化器疾患の病態解析―基礎と臨床
―】IgA 欠損による回腸粘膜傷害の誘発. 第 103回日本消化器病学会総会 2017.04.22 京王プラザホテル（東
京都新宿区）

10. Watabe T, Nagaishi T, Hosoya A, Jose N, Tokai A, Kojima Y, Adachi T, Watanabe M. The lack of secreted
IgA spontaneously induces the mucosal inflammation specifically in the ileum. DDW 2017 2017.05.09
Chicago (USA)

11. Nibe Y, Oshima S, Aonuma E, Matsuda H, Otsubo K, Maeyashiki C, Kobayashia M, Matsuzawa Y ,
Nakada S, Watanabe M. Novel polyubiquitin imaging reveals that atypical polyubiquitin contribute to
autophagy. GI research Academy 2017 2017.06.09 Tokyo (JAPAN)

12. 松岡克善. 【症例検討セッション：大腸】炎症性腸疾患　コメンテーター. 第 104回 日本消化器内視鏡学会
関東支部例会 2017.06.11 シェーンバッハ · サボー（東京都千代田区）

13. 鈴木美麗、桑原小の実、福田将義、和田祥城、岡田英理子、松岡克善、山内　慎一、安野正道、和田あかね、
倉田盛人、仁部洋一、北畑富貴子、根本泰宏、藤井俊光、大島　茂、中川美奈、永石宇司、柿沼　晴、岡本
隆一、大塚和朗、渡辺　守. 直腸絨毛腫瘍により電解質異常を認めた一例. 第 104回 日本消化器内視鏡学会
関東支部例会 2017.06.11 シェーンバッハ · サボー（東京都千代田区）

14. Nagaishi T, Watabe T, Jose N, Hosoya A, Kojima Y, Tsugawa N, Adachi T, Watanabe M. IgA Deficiency
Induces Spontaneous Inflammation in the Ileum. FOCIS 2017 2017.06.14 Chicago (USA)

15. Takenaka K, Ohtsuka K, Kitazume Y, Matsuoka K, Fujii T, Nagahori M, Kimura M, Watanabe M.
Magnetic resonance evaluation for small bowel endoscopic remission in patients with crohn’s disease.
AOCC2017 2017.06.15 Seoul (Korea)

16. Fujii T, Kitazume Y, Takenaka K, Kimura M, Matsuoka K, Nagahori M, Ohtsuka K, Watanabe M.
The 5-point MR enterocolonography classification based on endoscopic findings for activity assessment of
Crohn’s disease. AOCC2017 2017.06.16 Seoul (Korea)

17. Matsuoka K, Watanabe M. Recent pivotal studies for IBD in Asians: current status and future directions.
AOCC2017 2017.06.16 Seoul (Korea)

18. Kawamoto A, Ito G, Nakata T, Fujii S, Suzuki K, Ishibashi F, Shimizu H, Tsuchiya K, Nakamura T,
Okamoto R, Watanabe M. Synergy of Notch signaling and pro-inflammatory cytokines leads to up-
regulation of UBD in the inflamed intestinal epithelia of IBD patients. The 5th Annual Meeting of
Asian Organization for Crohn’s and Colitis 2017.06.16 Seoul (Korea)

19. Hosoya A, Nagaishi T, Watabe T, Tsugawa N, Jose N, Kojima Y, Adachi T, Watanabe M. Verification of
immunoglobulin A protection of intestinal mucosa from microflora. AOCC2017 2017.06.16 Seoul (Korea)

20. Motobayashi M, Matsuoka K, Iwamoto F, Takenaka K, Fujii T, Nagahori M, Enomoto N, Ohtsuka K,
Watanabe M. Correlation of Fecal Calprotectin Levels with Endoscopic Severity Evaluated with Balloon-
assisted Endoscopy in Patients with Crohn’s Disease . AOCC2017 2017.06.17 Seoul (Korea)

21. 松永史穂、藤井　崇、鈴木康平、松本有加、渡部太郎、金子　俊、本林麻衣子、仁部洋一、福田将義、根本泰
宏、齊藤詠子、大島　茂、岡本隆一、土屋輝一郎、東正新、永石宇司、大岡真也、中村哲也、荒木昭博、朝
比奈靖浩、渡辺　守. 【研修医Ⅲ (大腸 · その他)】ビスフォスフォネート投与後に腸間膜脂肪織炎を発症し
た１例. 日本消化器病学会 関東支部第 345回例会 2017.07.15 シェーンバッハ · サボー（東京都千代田区）

22. 杉田　昭、二見喜太郎、舟山裕士、池内浩基、根津理一郎、板橋道朗、水島恒和、楠　正人、渡邉聡明、福島
浩平、小金井一隆、佐々木　巌、松岡克善、平井郁仁、中村志郎. 【合併症 · 副作用対策プロジェクト：誌上
発表】潰瘍性大腸炎治療例の予後―QOLの観点から―（prospective study）. 厚生労働科学研究費補助金難
治性疾患等政策研究事業「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究」班 平成 29年度第 1回総会 2017.07.19
TKP品川カンファレンスセンター（東京都港区）



— 998 —

寄附講座

23. 仲瀬裕志、松浦　稔、竹内　健、鈴木康夫、長沼　誠、松岡克善、藤井俊光、福井寿朗、高津典孝. 【合併症
· 副作用対策プロジェクト】CMV感染合併潰瘍性大腸炎を対象とした定量的 PCR法に基づく抗ウイルス療
法の適応選択と有効性に関する臨床試験. 厚生労働科学研究費補助金難治性疾患等政策研究事業「難治性炎
症性腸管障害に関する調査研究」班 平成 29年度第 1回総会 2017.07.19 TKP品川カンファレンスセンター
（東京都港区）

24. 渡邉聡明、畑　啓介、杉田　昭、池内浩基、福島浩平、二見喜太郎、楠　正人、小山文一、水島恒和、板橋
道朗、木村英明、安藤　朗、岡崎和一、緒方晴彦、金井隆典、猿田雅之、清水俊明、仲瀬裕志、中野　雅、
中村志郎、西脇祐司、久松理一、平井郁仁、穂刈量太、松岡克善、松本主之、鈴木康夫. 【治療指針 · ガイド
ラインの改訂：誌上発表】外科手術症例 · 内視鏡切除症例からみた潰瘍性大腸炎合併腫瘍の臨床病理学的検
討. 厚生労働科学研究費補助金難治性疾患等政策研究事業「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究」班 平
成 29年度第 1回総会 2017.07.19 TKP品川カンファレンスセンター（東京都港区）

25. 渡邉聡明、畑　啓介、杉田　昭、池内浩基、福島浩平、二見喜太郎、楠　正人、小山文一、水島恒和、板橋
道朗、木村英明、安藤　朗、岡崎和一、緒方晴彦、金井隆典、猿田雅之、清水俊明、仲瀬裕志、中野　雅、
中村志郎、西脇祐司、久松理一、平井郁仁、穂刈量太、松岡克善、松本主之、鈴木康夫. 【治療指針 · ガイド
ラインの改訂：誌上発表】クローン病再手術率の時代的変遷. 厚生労働科学研究費補助金難治性疾患等政策
研究事業「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究」班 平成 29年度第 1回総会 2017.07.19 TKP品川カン
ファレンスセンター（東京都港区）

26. 小山文一、植田　剛、藤井久男、杉田　昭、池内浩基、福島浩平、渡邉聡明、荒木俊光、板橋道朗、篠崎　大、
楠　正人、小金井一隆、内野　基、渡辺和宏、畑　啓介、高橋賢一、根津理一郎、橋本可成、舟山裕士、水島
恒和、飯島英樹、山本博徳、加藤　順、小林　拓、藤谷幹浩、佐々木誠人、松岡克善、竹中健人、田中信治、
上野義隆、東　大二郎、二見喜太郎. 【合併症 · 副作用対策プロジェクト：誌上発表】クローン病術後吻合
部潰瘍に関する調査研究. 厚生労働科学研究費補助金難治性疾患等政策研究事業「難治性炎症性腸管障害に
関する調査研究」班 平成 29年度第 1回総会 2017.07.19 TKP品川カンファレンスセンター（東京都港区）

27. 角田洋一、木内喜孝、中村志郎、高川哲也、花井洋行、池谷賢太郎,、櫻庭裕丈、西田淳史、佐々木誠人、岡
庭紀子、久松理一、小林　拓、小野寺　馨、石黒　陽、篠崎　大、長沼　誠、平岡佐規子、荒木寛司、佐々
木　悠、志賀永嗣、本谷　聡、小野寺基之、松岡克善、藤谷幹浩、佐藤雄一郎、桂田武彦、梁井俊一、穂苅
量太、石原俊治、新井勝大、野口光徳、中川倫夫、加藤　順、杉田　昭、松浦　稔、遠藤克哉、内藤健夫、
諸井林太郎、黒羽正剛、木村智哉、金澤義丈、安藤　朗、鈴木康夫、下瀬川　徹. 【IBDの遺伝子解析プロ
ジェクト】チオプリン不耐症を判別する NUDT15遺伝子検査の開発を軸とした炎症性腸疾患治療薬に関係
する遺伝子マーカーの探索と臨床応用研究（MENDEL Study）. 厚生労働科学研究費補助金難治性疾患等
政策研究事業「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究」班 平成 29年度第 1回総会 2017.07.19 TKP品川
カンファレンスセンター（東京都港区）

28. 仲瀬裕志、松浦稔、竹内　健、鈴木康夫、長沼　誠、松岡克善、藤井俊光、福井寿朗、高津典孝. 【合併症 ·
副作用対策プロジェクト：誌上発表】炎症性腸疾患におけるステロイド治療に伴う骨代謝障害に関する前向
き多施設共同研究. 厚生労働科学研究費補助金難治性疾患等政策研究事業「難治性炎症性腸管障害に関する
調査研究」班 平成 29年度第 1回総会 2017.07.19 TKP品川カンファレンスセンター（東京都港区）

29. 鈴木康夫、竹内　健、渡辺　守、長堀正和、松岡克善、高後　裕、蘆田知史、藤谷幹浩、上野伸展、安藤勝
祥、野村好紀、稲場勇平、中村志郎、福島浩平、松井敏幸、安藤　朗、穂刈量太、金井隆典、藤井久男. 【広
報活動/研究成果公表/専門医育成プロジェクト】IBDを専門とする消化器医育成プログラムの開発. 厚生労
働科学研究費補助金難治性疾患等政策研究事業「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究」班 平成 29年度
第 1回総会 2017.07.19 TKP品川カンファレンスセンター（東京都港区）

30. 穂苅量太、渡辺知佳子、高本俊介、三浦総一郎、本谷　聡、松本主之、梁井俊一、松岡克善、長堀正和、渡辺
　守、長沼　誠、金井隆典、小林　拓、日比紀文、吉村直樹、杉田　昭、小金井一隆、国崎玲子、小林清典、
横山　薫、中村志郎、安藤　朗、渡辺憲治、山上博一、北村和哉、加賀谷尚史、石原俊治、山岡莉乃、松井
敏幸. 【IBDの特殊系】妊娠出産の転帰と治療内容に関する多施設共同研究. 厚生労働科学研究費補助金難
治性疾患等政策研究事業「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究」班 平成 29年度第 1回総会 2017.07.19
TKP品川カンファレンスセンター（東京都港区）

31. 小林　拓 、細江直樹、松岡克善、竹内　健、中野 雅、遠藤 豊、吉田篤史、久松理一、上野文昭、金井隆典、
日比紀文、渡辺　守、鈴木康夫、緒方晴彦. 【新たな IBD診断の開発】潰瘍性大腸炎における抗 TNFα抗
体の治療効果判定 · 予後予測のための大腸カプセル内視鏡の有用性に関する前向き研究～便中カルプロテク
チンとの比較を含めて～. 厚生労働科学研究費補助金難治性疾患等政策研究事業「難治性炎症性腸管障害に
関する調査研究」班 平成 29年度第 1回総会 2017.07.19 TKP品川カンファレンスセンター（東京都港区）



— 999 —

寄附講座

32. 細江直樹、緒方晴彦、水野慎大、長沼　誠、金井隆典、松岡克善、渡辺　守、小林　拓、中野　雅、日比紀
文、吉田　篤、遠藤　豊、上野文昭、大森鉄平、林田真理、竹内　健、鈴木康夫. 【新たな IBD診断の開発】
潰瘍性大腸炎に対する大腸カプセル内視鏡アトラス作成、大腸カプセル内視鏡による炎症判定スコアの作成.
厚生労働科学研究費補助金難治性疾患等政策研究事業「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究」班 平成
29年度第 1回総会 2017.07.19 TKP品川カンファレンスセンター（東京都港区）

33. 渡邉聡明、畑　啓介、味岡洋一、安藤　朗、池内浩基、岡崎和一、緒方晴彦、金井隆典、猿田雅之、清水俊
明、杉田　昭、仲瀬裕志、中野　雅、中村志郎、西脇祐司、久松理一、平井郁仁、福島浩平、二見喜太郎、
穂刈量太、松岡克善、松本主之、日比紀文、渡辺　守、鈴木康夫. 【診断基準の改訂】潰瘍性大腸炎に対す
る癌サーベイランス法の確立—Target vs Random生検のランダム化比較試験のフォローアップスタディー.
厚生労働科学研究費補助金難治性疾患等政策研究事業「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究」班 平成
29年度第 1回総会 2017.07.19 TKP品川カンファレンスセンター（東京都港区）

34. 江﨑幹宏、松本主之、平井郁仁、二見喜太郎、中村志郎、池内浩基、渡辺憲治、大宮直木、中村正直、半田
修、内藤裕二、仲瀬裕志、松浦 稔、藤谷幹浩、遠藤克哉、大森鉄平、飯島英樹 、平岡佐規子、蔵原晃一、加
藤 順、金城 徹、芦塚伸也、山本章二朗、竹島史直、光山慶一、猿田雅之、石川 大、澁谷智義、久松理一、
細江直樹、緒方晴彦、長沼 誠、金井隆典、小林 拓、日比紀文、松岡克善、長堀正和、渡辺 守、竹内 健、鈴
木康夫. 【診断基準の改訂】クローン病術後再発に関するカプセル内視鏡評価の意義に関する検討. 厚生労
働科学研究費補助金難治性疾患等政策研究事業「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究」班 平成 29年度
第 1回総会 2017.07.19 TKP品川カンファレンスセンター（東京都港区）

35. 鈴木康夫、竹内　健、渡辺　守、長堀正和、松岡克善、藤谷幹浩、中村志郎、穂刈量太、藤井久男.【広報活動/
研究成果公表/専門医育成プロジェクト】広報活動 · 専門医育成プロジェクト. 厚生労働科学研究費補助金難
治性疾患等政策研究事業「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究」班 平成 29年度第 1回総会 2017.07.19
TKP品川カンファレンスセンター（東京都港区）

36. 渡辺　守、中村哲也、土屋輝一郎、鈴木康平、高橋純一、村野竜朗、岡本隆一、佐藤俊朗.【腸内細菌プロジェ
クト】培養腸上皮幹細胞を用いた炎症性腸疾患に対する粘膜再生治療の開発. 厚生労働科学研究費補助金難
治性疾患等政策研究事業「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究」班 平成 29年度第 1回総会 2017.07.20
TKP品川カンファレンスセンター（東京都港区）

37. 岡本隆一、鬼澤道夫、大島　茂、大塚和朗、日比紀文、小林　拓　. 【腸内細菌プロジェクト】炎症性腸疾患
における食関連リスク因子に関する研究. 厚生労働科学研究費補助金難治性疾患等政策研究事業「難治性炎
症性腸管障害に関する調査研究」班 平成 29年度第 1回総会 2017.07.20 TKP品川カンファレンスセンター
（東京都港区）

38. Nagaishi T, Watabe T, Jose N, Hosoya A, Kojima Y, Tsugawa N, Adachi T, Watanabe M. Deficiency of
IgA Induces Microflora Alteration and Ileal Inflammation. ICMI 2017 2017.07.21 Washington DC (USA)

39. Takenaka K, Ohtsuka K, Kitazume Y, Matsuoka K, Fujii T, Nagahori M, Kimura M, Watanabe M.
Magnetic resonance enterography for small bowel mucosal healing in patients with Crohn’s disease.
APDW2017 2017.09.23 (Hong Kong)

40. 渡部太郎、永石宇司、津川直也、Jose Nisha、細谷明徳、小島裕大、安達貴弘、渡辺　守. 回腸粘膜におけ
る防御機構としての IgA の重要性. 第 45回日本臨床免疫学会総会 2017.09.28 京王プラザホテル（東京都新
宿区）

41. 中村哲也. 【シンポジウム：Regenerative Medicine on Mucosal Immunology】Intestinal Stem Cell Trans-
plantation. 第 54回日本消化器免疫学会総会 2017.09.28 京王プラザホテル（東京都新宿区）

42. 永石宇司. 【ビギナーズセミナー 3：抗原提示細胞】　座長. 第 45回日本臨床免疫学会総会 2017.09.28 京
王プラザホテル（東京都新宿区）

43. 西村　龍、土屋輝一郎、白崎友彬、渡辺　翔、日比谷秀爾、岡本隆一、中村哲也、渡辺　守. 【消化管 1】ヒ
ト大腸オルガノイドを用いた炎症性腸疾患擬似モデルの構築による薬効評価システムへの応用. 第 54回日
本消化器免疫学会総会 2017.09.28 京王プラザホテル（東京都新宿区）

44. 藤井俊光、秋山慎太郎、松岡克善、江花有亮、根木真理子、竹中健人、齊藤詠子、長堀正和、大塚和朗、磯
部光章、渡辺　守. 【腸管免疫，常在細菌叢】高安動脈炎に合併した炎症性腸疾患の遺伝的背景と腸炎の表
現形. 第 45回日本臨床免疫学会 2017.09.29 京王プラザホテル（東京都新宿区）

45. 松岡克善.【スポンサー教育セミナー 2：潰瘍性大腸炎の診断と治療　 update】炎症性腸疾患治療について—
変遷と今後の展望—. 第 54回日本消化器免疫学会総会 2017.09.29 京王プラザホテル（東京都新宿区）
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46. 永石宇司、渡部太郎、細谷明徳、Jose Nisha、津川直也、小島裕大、安達貴弘、渡辺　守. 【ワークショップ
4：in vivo イメージングによる炎症解析】生体イメージングを応用した IBD モデルにおける腸管粘膜免疫
応答の解析. 第 45回日本臨床免疫学会総会 2017.09.29 京王プラザホテル（東京都新宿区）

47. 津川直也、永石宇司、渡部太郎、Nisha Jose、細谷明徳、小島裕大、安達貴弘、渡辺 守. 【スポンサードワー
クショップ 2：炎症性腸疾患のクリニカルサイエンス】免疫グロブリン Aによる腸内細菌叢調節と腸管粘膜
防御の再検証. 第 54回日本消化器免疫学会総会 2017.09.29 京王プラザホテル（東京都新宿区）

48. 松岡克善. 【分子標的薬のアニュアルエビデンスレビュー】炎症性腸疾患. 第 45回日本臨床免疫学会総会
2017.09.30 京王プラザホテル（東京都新宿区）

49. 松岡克善. 【ブレックファーストセミナー 6：IBD診断と個別化医療における便中カルプロテクチンの有用
性-今後の臨床応用について-】　臨床性能試験の結果から考える便中カルプロテクチンの有用性 . JDDW
2017 2017.10.12 福岡国際会議場（福岡県福岡市）

50. 松岡克善. 【サテライトシンポジウム 81：Shared Decision Making（SDM）がもたらす IBDの新たな治療
戦略】IBD治療新時代において Shared Decision Makingが果たす役割と患者ベネフィット . JDDW 2017
2017.10.12 福岡国際会議場（福岡県福岡市）

51. 北澤優美、 松岡克善、 藤井俊光、 木村麻衣子、 竹中健人、 長堀正和、 檀　直彰、 大塚和朗、 渡辺　守.
【デジタルポスターセッション 72：大腸（潰瘍性大腸炎）8】潰瘍性大腸炎における便中バイオマーカーによ
る組織学的治癒の評価 . JDDW 2017 2017.10.13 マリンメッセ福岡（福岡県福岡市）

52. 小林　拓、松岡克善、横山陽子. 【統合プログラム 5：内科と外科による炎症性腸疾患のトータルマネージ
メント】潰瘍性大腸炎に対する白血球除去療法（LCAP）の長期予後調査臨床研究：多施設共同後向き観察
研究. JDDW 2017 2017.10.14 福岡サンパレス（福岡県福岡市）

53. 渡部太郎、永石宇司、津川直也、Jose, Nisha、細谷明徳、小島裕大、安達貴弘、渡辺　守. IgA欠損による腸
内細菌叢制御の破綻と回腸粘膜傷害の誘発. 第 55回日本小腸学会学術集会 2017.10.21 メルパルク京都（京
都府京都市）

54. 竹中健人、大塚和朗、北詰良雄、鈴木康平、木村麻衣子、藤岡友之、福田将義、藤井俊光、齋藤詠子、松岡
克善、長堀正和、渡辺　守. 【小腸内視鏡の限界と可能性】クローン病評価における小腸内視鏡の有用性と
限界. 第 55回日本小腸学会学術集会 2017.10.21 メルパルク京都（京都府京都市）

55. 永石宇司. 腸管粘膜の新たな免疫調節機構—炎症性腸疾患から学ぶこと. 平成 29年度日本大学医学会秋季学
術大会 2017.10.21 日本大学医学部（東京都板橋区）

56. 中村哲也. 【シンポジウム４．消化管の再生医療の未来と展望】オルガノイド移植による腸再生医療. 第 33
回日本小児外科学会秋季シンポジウム 2017.10.28 川崎市産業振興会館第一会場（神奈川県川崎市）

57. 安　健博、永石宇司、渡部太郎、成瀬妙子、渡辺　守、木村彰方. 炎症性腸疾患の病態形成におけるMKL1
の役割. 第 26回日本組織適合性学会大会 2017.10.28 JMSアステールプラザ（広島県広島市）

58. Takenaka K, Ohtsuka K, Kitazume Y, Fujii T, Matsuoka K, Kimura M, Nagahori M, Watanabe M. Utility
of Magnetic Resonance Evaluation for Small Bowel Endoscopic Healing in Patients with Crohn’s Disease.
UEGW2017 2017.10.30 Barcelona(Spain)

59. Tsugawa N, Nagaishi T, Watabe T, Jose N, Hosoya A, Kojima Y, Adachi T, Blumberg R, Watanabe M.
Verification of immunoglobulin a regulation of microflora and protection of intestinal mucosa. UEGW2017
2017.10.31 Barcelona(Spain)

60. Fujii T, Kitazume Y, Takenaka K, Kimura M, Saito E, Matsuoka K, Nagahori M, Ohtsuka K, Watanabe M.
Simplified MR enterocolonography Classification Based on Endoscopic Findings for Activity Assessment
of Crohn’s Disease. UEGW2017 2017.11.01 Barcelona(Spain)

61. Ishibashi F, Shimizu H, Kawamoto A, Ito G, Nakata T, Fujii S, Suzuki K, Kuno R, Anzai S, Kuwabara
K, Kawai M, Takahashi J, Hama M, Nagata S, Tsuchiya K, Nakamura T, Okamoto R, Watanabe M.
Reprogrammed Atoh1+ intestinal epithelial cells contribute to regenerate damaged colonic mucosa in
DSS-induced colitis. UEGW2017 2017.11.01 Barcelona(Spain)

62. Watanabe S, Tsuchiya K, Shirasaki T, Hibiya S, Ooshima S, Nakamura T, Nishimura R, Okamoto R,
Watanabe M. TP53 mutation acquires higher malignant potential in human colon cancer cells. UEGW2017
2017.11.01 Barcelona(Spain)
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63. Kawamoto A, Ito G, Nakata T, Fujii S, Suzuki K, Ishibashi F, Shimizu H, Nagata S, Anzai S, Kuno R,
Kuwabara K, Kawai M, Takahashi J, Hama M, Tsuchiya K, Nakamura T, Okamoto R, Watanabe M. The
ubiquitin-like protein ubiquitin d is up-regulated by synergy of notch and pro-inflammatory cytokines in
the inflamed intestinal epithelia of ibd patients.. UEGW2017 2017.11.01 Barcelona(Spain)

64. 松岡克善. 【モーニングセミナー】潰瘍性大腸炎治療の最前線. 日本消化器病学会関東支部　第 31回教育講
演会 2017.11.03 シェーンバッハ · サボー（東京都千代田区）

65. Chiba A, Nagaishi T, Miyake S. MAIT cells exacerbate the disease course of oxazolone-induced colitis.
CD1-MR1 2017 2017.11.05 California (USA)

66. 石橋直樹、藤井　崇、鈴木康平、金子　俊、齊藤詠子、根本康宏、福田将義、松岡克善、大島　茂、岡本隆
一、土屋輝一郎、東　正新、永石宇司、中村哲也、荒木昭博、朝比奈靖浩、渡辺　守、豊田智宏、秋田くら
ら、小林大輔. 【研修医Ⅴ (大腸１) 】ANCA 関連血管炎を合併した潰瘍性大腸炎 (UC)の１例. 日本消化器
病学会 関東支部第 347回例会 2017.12.02 海運クラブ（東京都千代田区）

67. Watabe T, Nagaishi T, Hosoya A, Jose N, Tsugawa N, Kojima Y, Yoshikawa S, Karasuyama H, Adachi
T, Watanabe M . Analysis of ileocecal immune response in an experimental colitis model using intra-vital
imaging. The 46th Annual Meeting of The Japanese Society for Immunology 2017.12.14 Miyagi (Japan)

68. Chiba A, Kamei M, Nagaishi T, Haga K, Miyake S. MAIT cells exacerbate the disease course of oxazolone
colitis.. 第 46回日本免疫学会学術集会 2017.12.14 仙台国際センター（宮城県仙台市）

69. Tsugawa N, Nagaishi T, Watabe T, Hosoya A, Jose N, Kojima Y, Yoshikawa S, Karasuyama H, Adachi
T, Watanabe M. Verification of immunoglobulin A regulation of mucosal microflora and homeostasis. The
46th Annual Meeting of The Japanese Society for Immunology 2017.12.14 Miyagi (Japan)

[特許]

1. 大腸上皮幹細胞の単離 · 培養技術と、これを用いた大腸上皮移植技術, 特許番号：6238445

[受賞]

1. 平成 28年度 東京都医師会医学研究賞「A20によるネクロプトーシス制御機構の解明」受賞者：鬼澤道夫,
2017年 02月

2. 平成 29年度 文部科学省科学研究費補助金 基盤研究 (B) :16H05286「腸管上皮による抗原処理調節機構の解
析」研究代表者：永石宇司 , 2017年 04月

3. 平成 29年度 文部科学省科学研究費補助金 挑戦的研究（萌芽） : 17K19675「ユビキチン化蛋白の網羅的解
析による炎症性発癌メカニズムの解明」研究代表者：鬼澤道夫, 2017年 04月

4. 平成 29年度 文部科学省科学研究費補助金 基盤 (B) : 17K04024「ユビキチン修飾による腸管恒常性維持機
構の解明」研究代表者：鬼澤道夫, 2017年 04月

5. 平成 29年度 国立医療研究開発機構 再生医療実現拠点ネットワークプログラム　疾患 · 組織別実用化研究拠
点（拠点 B）「培養腸管上皮幹細胞を用いた炎症性腸疾患に対する粘膜再生治療の開発拠点」研究分担者：中
村哲也 , 2017年 04月

6. 2017年度 難治疾患共同研究拠点 共同研究助成金「炎症性腸疾患の病態形成におけるMKL1の役割　 Role
of MKL1 in the pathogenesis of inflammatory bowel disease」受賞者：永石宇司, 2017年 04月

7. 平成 29年度 文部科学省科学研究費補助金 挑戦的研究（萌芽）: 17K19674「上皮置換による大腸機能改変
とその応用」研究代表者：中村哲也 , 2017年 07月

8. 日本大学医学部同窓会学術奨励賞「腸管粘膜の新たな免疫調節機構—炎症性腸疾患から学ぶこと」受賞者：
永石宇司, 2017年 07月

9. 平成 29年度 学長裁量若手研究者奨励賞「３次元腸管ユビキティノーム (Ubiquitinome)作成と腸管恒常性
維持機構の解明」受賞者：鬼澤道夫, 2017年 08月
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睡眠制御学講座
Department of Sleep Modulatory Medicine

教　授　稲瀬直彦（兼任：統合呼吸器病学教授）
寄附講座准教授　玉岡明洋
講師　　　　　　藤江俊秀（兼任：呼吸器内科）
非常勤検査技師　三好崇夫、舟木大登

( 1 ) 分野概要

　睡眠障害のなかでも睡眠時無呼吸症候群は潜在的症例を除いても成人の２～４％を占める疾病で、現在本邦で
１０万人以上の患者が鼻ＣＰＡＰあるいは口腔内装置（スリープスプリント）などで治療を受けている。日中の
激しい眠気のため社会生活に大きな影響を及ぼすとともに、無呼吸とそれに伴う低酸素血症および睡眠の断片化
が原因となり、高血圧、メタボリックシンドローム、心血管障害や脳血管障害を合併する。そこで、呼吸器内科医
と精神科医が協力し睡眠障害を診断し、スリープスプリントを含めた治療を当大学歯学部附属病院と共同で行い、
さらにこの疾患に合併する心疾患や内分泌疾患に関しては、循環器内科医や内分泌代謝内科医と共同で対応する
必要があるため、多くの診療科との連携が不可欠となる。このような経緯で、本講座の診療部門として医学部附
属病院に快眠センターが設置された。現在、快眠センターにおいては、睡眠時無呼吸および不眠 · 睡眠障害外来を
行っており、広く睡眠に関わる疾患を治療している。

( 2 ) 研究活動

本講座では、COPDや間質性肺炎など呼吸不全の患者の増加とともに増えている在宅酸素療法に関して治療中の
睡眠生理や生化学的研究に取り組んでいる。さらに睡眠時無呼吸症候群 (sleep apnea syndrome: SAS)について
は、本症に伴う高血圧、不整脈や糖尿病の病態解明、特に自律神経やアディポネクチンと内臓脂肪などについて
の研究を行っている。また SASに合併するアレルギー性鼻炎や顎関節症の治療戦略に関する研究が進んでいる。
最後に睡眠障害に関しては、内科疾患とうつ病や睡眠障害の関連についての研究や、様々な精神疾患における睡
眠変化に関する研究が行われている。

1.「高気圧酸素治療が睡眠に与える効果に関するオープン研究」
2.「OSASに対する口腔内装置 (OA)の効果予測システムの開発」
3.「PSGに替わり非接触型睡眠検査システムの開発」
4.「睡眠時無呼吸と短期血圧変動の関連に関する研究」
5.「間質性肺炎と睡眠時無呼吸の関連に関する研究」
6.「慢性呼吸器疾患患者の日常生活における 24時間 SpO2モニタリング」

( 3 ) 教育活動

　玉岡および藤江は、それぞれ呼吸器内科を兼務しているため、それぞれの科において講義や実習などの教育を
担当しており、そこにおいて睡眠呼吸障害等についての教育も行っている。また医学部附属病院においては臨床
研修医や技師に対する終夜睡眠ポリグラフ検査の指導なども行っている。
　講座主催で、年に 1回の快眠セミナーを開催しており、2017年度は、RESM新横浜 睡眠 · 呼吸メディカルケア
クリニック　白濱龍太郎院長による「これからの睡眠医療～遠隔医療の展望、職域における SAS対策を含めて～」
のテーマで講演が行われた。
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( 4 ) 臨床活動および学外活動

2009年に本講座の診療部門として医学部附属病院に快眠センターが設置された。快眠センター開設から 7年が経
過し、外来の受診者数、簡易 SAS施行件数、入院での終夜睡眠ポリグラフ (PSG)施行件数は着実に増加している。
PSG検査は週 3件実施しており、精神科との連携で、過眠症に対するMSLT検査も行えるようになった。2012年
10月には本学歯学部附属病院に快眠歯科外来が開設され、特に軽症～中等症 OSAの口腔内装具治療においてよ
りスムーズに医学部附属病院、歯学部附属病院の診療連携が取れるようになった。
○ 2016年度の快眠センター診療実績
· 初診患者数：323名
· 受診患者延べ数：5,712名
· 入院終夜 PSG施行件数：129名

( 5 ) 臨床上の特色

医学部附属病院快眠センターと歯学部附属病院快眠歯科の連携のもと、睡眠時無呼吸症のテーラーメイド治療を
追求しています。

( 6 ) 研究業績

[原著]

1. Chiba S, Okayasu K, Tsuchiya K, Tamaoka M, Miyazaki Y, Inase N, Sumi Y. The C-jun N-terminal kinase
signaling pathway regulates cyclin D1 and cell cycle profressin in airway sooth muscle cell proliferation.
Int J Clin Exp Med . 2017; 10(2); 2252-2262

2. Akihito Uezato, Mitsuhiro Enomoto, Meiyo Tamaoka, Mizue Hobo, Shusuke Inukai, Masayuki Hideshima,
Yasunari Miyazaki, Toru Nishikawa and Kazuyoshi Yagishit. Shorter sleep onset latency in patients
undergoing hyperbaric oxygen treatment Psychiatry and Clinical Neurosciences. 2017.01; 71(1); 73-74

3. Hiroyuki Ishiyama, Shusuke Inukai, Akira Nishiyama, Masayuki Hideshima, Shuhei Nakamura, Meiyo
Tamaoka, Yasunari Miyazaki, Kenji Fueki, Noriyuki Wakabayashi. Effect of jaw-opening exercise on
prevention of temporomandibular disorders pain associated with oral appliance therapy in obstructive
sleep apnea patients: A randomized, double-blind, placebo-controlled trial J Prosthodont Res.. 2017.07;
61(3); 259-267

[総説]

1. 玉岡　明洋. 【認知症と睡眠】 睡眠と全身疾患の関連 (生活習慣病)　良い睡眠をとれば病気は予防できる
のか Progress in Medicine. 2017.08; 37(8); 931-934

2. 仁多　寅彦, 玉岡　明洋, 高谷　久史, 白濱　龍太郎. 【内科医と睡眠障害-睡眠障害の診断と治療をプライマ
リ · ケアに】 睡眠時無呼吸症候群の診療の実態と今後の展望 内科. 2017.11; 120(5); 1151-1159

[講演 · 口頭発表等]

1. 貫井　義久,須原　宏造,古澤　春彦,立石　知也,土屋　公威,藤江　俊秀,玉岡　明洋,坂下　博之,宮崎　
泰成,稲瀬　直彦. 慢性過敏性肺炎における high density lipoprotein-cholesterol（HDL-C）値の検討. 第 57
回日本呼吸器学会学術講演会 2017.04.22 東京

2. 井上　幸久,古澤　春彦,白井　剛,増尾　昌宏,須原　宏造,立石　知也,土屋　公威,藤江　俊秀,玉岡　明
洋,坂下　博之,宮崎　泰成,稲瀬　直彦. 当院における急性鳥関連過敏性肺炎の臨床的検討. 第 57回日本呼
吸器学会学術講演会 2017.04.22 東京

3. 古澤　春彦,須原　宏造,立石　知也,土屋　公威,藤江　俊秀,玉岡　明洋,坂下　博之,宮崎　泰成,稲瀬　直
彦. メトトレキセート関連リンパ増殖性疾患の肺病変. 第 57回日本呼吸器学会学術講演会 2017.04.22 東京

4. 鈴木　崇文,立石　知也,島田　翔,河原　達雄,山名　高志,西山　直樹,八木　太門,瀬間　学,白井　剛,増
尾　昌宏,古澤　春彦,土屋　公威,藤江　俊秀,玉岡　明洋,坂下　博之,宮崎　泰成,稲瀬　直彦. 急性増悪
時に鳥抗原量の上昇を伴った慢性鳥関連過敏性肺炎の 1例. 第 224回日本呼吸器学会関東地方会 2017.05.27
東京
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5. 大山　咲希,大谷　義夫,古家　若葉,赤座　実穂,笹野　哲郎,土屋　公威,玉岡　明洋,宮崎　泰成,稲瀬　
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8. 山名　高志,白井　剛,増尾　昌宏,立石　知也,古澤　春彦,土屋　公威,藤江　俊秀,玉岡　明洋,坂下　博
之,宮崎　泰成,稲瀬　直彦. 喀血で発見された肋間動脈-肺動脈瘻の 1例. 第 225回日本呼吸器学会関東地方
会 2017.07.08 東京

9. 片柳　真司,増尾　昌弘,藤井　伸哉,田坂　有理,馬嶋　秀考,鈴木　崇文,渡邉　雄大,惠島　将,貫井　義
久,白井　剛,立石　知也,古澤　春彦,藤江　俊秀,玉岡　明洋,坂下　博之,宮崎　泰成,稲瀬　直彦. 食道癌
術後再発に対する化学放射線療法後に発症したMycobacterium fortuitum肺感染症の 1例. 第 226回日本呼
吸器学会関東地方会 2017.09.02 茨城

10. 藤井　伸哉,白井　剛,立石　知也,増尾　昌弘,古澤　春彦,藤江　俊秀,玉岡　明洋,坂下　博之,宮崎　泰
成,稲瀬　直彦. 食道癌術後、肺MAC症治療中に Aspergillus感染を合併した 1例. 第 162回日本呼吸器内
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行例の検討. 第 16 回日本睡眠歯科学会総会 · 学術集会 2017.11.04 山口

[社会貢献活動]

1. 特別座談会　咳嗽の鑑別と治療, ダン社, 雑誌　 Vita, 34巻３号, 2017年 03月 11日

2. 睡眠時無呼吸症候群と認知症との関係性について, テレビ朝日, たけしの家庭の医学, 2017年 10月 26日

3. 感染症対策, 毎日新聞出版, サンデー毎日, 2017年 12月 26日
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茨城県小児 · 周産期地域医療学講座
Department of Pediatrics, Perinatal and Maternal Medicine

特任教授　（小児科）土井庄三郎　　　　　特任講師（周産期）石川　智則
特任准教授（小児科）今井　耕輔　　　　　特任講師（周産期）江川真希子　　　
特任准教授（小児科）高木　正稔　　　　　特任助教（周産期）不殿　絢子

( 1 ) 分野概要

本講座は 2010 年 4 月に設立された官学連携（現在は産学連携）寄附講座であり、小児科と周産女性診療科それぞ
れ 3 名ずつからなる。
　本学附属病院における小児 · 周産期医療の充実と、土浦協同病院との連携を基軸とした茨城県内小児 · 周産期医
療の再生が目標である。本講座が中心となり学内周産期診療が充実したことで、2015 年 4 月 1 日に地域周産期母
子医療センターに認定された。学生や研修医教育 · 養成と確保の充実により、小児科、周産女性診療科ともに医局
内医師数は増加し、茨城県内医師不足地域へも派遣を行っている。
　また双方向ビデオカンファレンスシステムを導入し、大学と土浦協同病院間の診療 · 研究 · 教育面での連携が充
実し、文部科学省課題解決型人材養成事業にも採択され、筑波大学と共同で「ＩＴを活用した小児周産期の高度
医療人養成」事業を推進中である。

( 2 ) 研究活動

小児科
１、右室負荷モデルの確立と、膜蛋白質の関与に関する基礎研究
２、肺血管圧―流量関係による肺血管抵抗の評価（臨床研究）
３、スペックルトラッキング法による胎児 · 新生児の心室機能解析（臨床研究）
４、原発性免疫不全症の原因遺伝子の探索と候補遺伝子の機能解析（臨床研究）
５、原発性免疫不全症の病態と遺伝子異常の全国調査（臨床研究）
６、DNA損傷応答を標的とした小児がん治療法の開発
７、小児がん発症の遺伝的背景の解析

周産女性診療科
１、妊娠中の自律神経機能と血管特性の変化（臨床研究）
２、妊娠中の母体脳循環動態の解明（臨床研究）
３、難治疾患合併妊娠の周産期管理に関する臨床的解析（臨床研究）
４、精神疾患合併妊娠における薬物動態に関する研究（臨床研究）
５、母児エピゲノムの体系的解析（臨床研究）

( 3 ) 教育活動

小児科
１、医学科 3· 4年生のブロック講義、PCC講義
２、医学科 5· 6年生の臨床実習ディレクター担当
３、双方向ビデオカンファレンスシステムによる学内外講師の講演
４、医学科学生少人数グループに対する先天性心疾患 · 原発性免疫不全症レクチャー
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周産女性診療科
１、医学部系統講義における産科学、クリニカルクラークシップでは周産期医学に関するミニレクチャーを行う
と同時に、分娩立会い、処置 · 手術への積極的な参加を促した。
２、初期研修医 · 後期研修医には周産期グループの一員として分娩、処置、手術に参加してもらった。また外部講
師にレクチャーを依頼し、update な知識の習得に努めた。
３、土浦協同病院との合同カンファレンス、シミュレータを活用した実践教育を行った。

( 4 ) 教育方針

5年前から小児 · 周産期医療を専門とする本講座が中心となり、本学附属病院における小児 · 周産期医療の充実を
達成してきた。学内周産期診療の充実により、学生および初期研修医の周産期医療の教育は充実し、その結果小
児科、周産女性診療科ともに医局内医師数は増加してきた。そのことで、茨城県内医師不足地域への医師派遣も
可能となっている。
　また土浦協同病院との連携を基軸とした茨城県内小児 · 周産期医療の再生を達成するために、双方向ビデオカン
ファレンスシステムを導入し、大学から遠方の土浦協同病院においても教育面の充実を図っている。
これまでの成果が評価された結果、文部科学省課題解決型人材養成事業にも採択され、筑波大学と共同で「ＩＴ
を活用した小児周産期の高度医療人養成」事業を推進中である。

( 5 ) 臨床活動および学外活動

小児科ならびに周産女性診療科
1）2014年 1月から再開した小児の先天性心疾患手術は 4年を経過し、疾患のリスクカテゴリーも上がり、順調に
症例数も増えてきた。
　また近年では肺高血圧症の臨床ならびに研究の専門施設として活動し、重症患児の早期診断に基づいた標的治
療薬による初期併用治療を行うことで、良好な治療成績を示してきた。学外活動としては、日本小児肺循環研究
会の代表幹事、日本肺高血圧 · 肺循環学会理事、日本小児循環器学会理事、日本心臓病学会 FJCC、日本循環器学
会 FJCSとして専門的な活動を継続している。また、日本小児科学会、日本小児循環器学会、日本循環器学会の 3
学会を通して、専門医制度委員会委員として新専門医制度の構築に携わっている。
２）日本における原発性免疫不全症診療のセンターとして、外来でのセカンドオピニオンを含めた診療も行い、さ
らに重症複合免疫不全症、CD40L 欠損高 IgM 症候群、STAT1 異常症、DiGeorge 症候群、再生不良性貧血、急
性リンパ性白血病患者に対しては造血幹細胞移植を行い良好な結果を得てきた。
３）日本小児がん研究グループ JCCGのメーンバーとして臨床試験を行っている。また難治性小児悪性固形腫瘍
に対して、オラパリブを用いた医師主導治験を開始した。
４）2015 年 4 月 1 日に地域周産期母子医療センターに認定され、ハイリスク妊娠の母体搬送を積極的に受け入れ
た結果、母体搬送の依頼件数、受入れ件数とも倍増した。

( 6 ) 臨床上の特色

１、重症肺高血圧患児に対しては、基礎研究に基づいた早期診断と、標的治療薬の早期併用療法、ならびに積極的
エポプロステノールの導入と増量を実践する治療戦略を基本として、臨床症例を積み重ねている。
２、重症免疫不全患児に対しては、積極的な造血幹細胞移植を行うことで良好な治療成績をあげ、またより早期
の診断を目的として、ろ紙血を利用した新生児スクリーニングを臨床試験として実施中である。
３、小児がんに対して、臨床試験や難治例に対して造血細胞移植などを用い、医療を行っている。
４、重症基礎疾患を合併したハイリスク妊婦の妊娠管理により、胎児と母体の相互関与を鑑みた適切な分娩にもっ
ていくことで、良好な分娩成績を上げている。

( 7 ) 研究業績

[原著]

1. Saito K, Miyado K, Yamatoya K, Kuwahara A, Inoue E, Miyado M, Fukami M, Ishikawa T, Saito T,
Kubota T, Saito H.. Increased incidence of post-term delivery and Cesarean section after frozen-thawed
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2017.01; 34; 465-470
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4. Jinhua Piao, Shiori Takai, Takahiro Kamiya, Takeshi Inukai, Kanji Sugita, Kazuma Ohyashiki, Domenico
Delia, Mitsuko Masutani, Shuki Mizutani, Masatoshi Takagi. Poly (ADP-ribose) polymerase inhibitors
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Ogawa S, Aburatani H, Mizutani S, Takita J, Takagi M. Epigenetic and Transcriptomic Profiling of MLL
Rearranged Infant Acute Lymphoblastic Leukemia. . 59th Annual Meeting and Exposition 2017.12.11
Atlanta, USA

96. Moriyama T, Nishii R, Janke L, Li L, Ru C, Brown CA, Lin TN, Suiter C, Kihira K, Toyoda H, Kato M,
Manabe A, Koh K, Takagi M, Hori H, Yang JJ. . Evaluation of Nudt15-Guided Thiopurine Dose Indi-
vidualization In Vivo Using CRISPR/Cas9-Edited Mouse Model. . 59th Annual Meeting and Exposition
2017.12.11 Atlanta, USA

[その他業績]

1. ドクターサロン, 2017年 05月
小児の QT延長症候群（土井庄三郎）

2. 難治性小児悪性固形腫瘍患者を対象に PARP阻害剤オラパリブ錠の安全性を確認する医師主導治験（第Ⅰ
相試験）を開始します。（髙木正稔）, 2017年 07月
治験開始
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メタボ先制医療講座
Department of Preemptive Medicine and Metabolism

准教授 橋本　貢士

( 1 ) 分野概要

超高齢化社会であるわが国では、肥満症や２型糖尿病などの生活習慣病の罹患率が年々増加しており、国民健康
の大きな脅威となっています。これらの生活習慣病の発症には遺伝素因とともに環境因子が大きく影響している
ことが知られており、この分子機構として塩基配列に変化を伴わないエピジェネティクスの関与が注目されてい
ます。エピジェネティクスによる遺伝子の発現制御にはDNAのメチル化やヒストンの修飾などが知られています
が、本寄附講座では、環境因子の影響を長期に記憶しうる DNAのメチル化による糖脂質代謝関連遺伝子の発現制
御機構の解明に取り組んでいます。その知見を踏まえて、生活習慣病の発症を未然に防ぐ「先制医療（Preemptive
Medicine）」の開発を目指しています。

( 2 ) 教育活動

医学部医学科 4年　プロジェクトセメスター
医学部医学科 3年　内分泌 · 代謝ブロック講義
大学院修士課程　医歯学総合概論　
大学院修士課程　人体機能学　
大学院修士課程　遺伝医学特論

( 3 ) 臨床活動および学外活動

糖尿病 · 内分泌 · 代謝内科　外来診療（月、木の午前）

( 4 ) 研究業績

[総説]

1. 橋本 貢士, 小川 佳宏. エピゲノムと肥満症 カレントテラピー. 34; 39-44





ジョイントリサーチ講座・ジョイントリサーチ部門
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応用腫瘍学講座
Department of Translational Oncology

准教授　石黒 めぐみ（専任）
准教授　石川 敏昭　（兼任）

( 1 ) 分野概要

【研究題目】
大腸癌における個別化治療の探索

【研究目的】
抗がん剤感受性を予測するバイオマーカーを同定し、個々の患者に最適な治療法を提供するオーダーメイド治療
（個別化治療）の確立を目指す。

【研究内容】
大腸癌化学療法の治療効果予測因子を同定する。
既知の治療効果予測因子、予後予測因子の候補となる因子　を多数例により再評価することに加え、遺伝子発現
マイクロアレイ、DNAコピー数解析等の網羅的解析にて新たな治療効果予測因子 · 予後予測因子を検索する。

( 2 ) 研究業績

[原著]

1. Tomii C, Inokuchi M, Takagi Y, Ishikawa T, Otsuki S, Uetake H, Kojima K, Kawano T. TPX2 expression
is associated with poor survival in gastric cancer World J Surg Oncol. 2017.01; 15(1);

2. Iwata N, Ishikawa T, Okazaki S, Mogushi K, Baba H, Ishiguro M, Kobayashi H, Tanaka H, Kawano T,
Sugihara K, Uetake H. Clinical Significance of Methylation and Reduced Expression of the Quaking Gene
in Colorectal Cancer. Anticancer Res.. 2017.02; 37(2); 489-498

3. Suto T, Ishiguro M, Hamada C, Kunieda K, Masuko H, Kondo K, Ishida H, Nishimura G, Sasaki K,
Morita T, Hazama S, Maeda K, Mishima H, Ike H, Sadahiro S, Sugihara K, Okajima M, Saji S, Sakamoto
J, Tomita N. Preplanned safety analysis of the JFMC37-0801 trial: a randomized phase III study of six
months versus twelve months of capecitabine as adjuvant chemotherapy for stage III colon cancer. Int. J.
Clin. Oncol.. 2017.06; 22(3); 494-504

4. Hanaoka M, Yasuno M, Ishiguro M, Yamauchi S, Kikuchi A, Tokura M, Ishikawa T, Nakatani E, Uetake H.
Morphologic change of the psoas muscle as a surrogate marker of sarcopenia and predictor of complications
after colorectal cancer surgery. Int J Colorectal Dis. 2017.06; 32(6); 847-856

5. 石原聡一郎、石黒めぐみ、山﨑健太郎、山田岳史、吉田俊太郎. 【座談会】Stage IV 大腸がん治療の現状と
展望． 日本消化器病学会雑誌. 2017.07; 114(7); 1224-1246

6. Ozawa T, Matsuyama T, Toiyama Y, Takahashi N, Ishikawa T, Uetake H, Yamada Y, Kusunoki M, Calin
G, Goel A.. CCAT1 and CCAT2 long noncoding RNAs, located within the 8q.24.21 ’gene desert’, serve
as important prognostic biomarkers in colorectal cancer. Ann Oncol.. 2017.08; 28(8); 1882-1888

ジョイントリサーチ講座
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7. Hanaoka M, Ishikawa T, Ishiguro M, Tokura M, Yamauchi S, Kikuchi A, Uetake H, Yasuno M, Kawano T.
Expression of ATF6 as a marker of pre-cancerous atypical change in ulcerative colitis-associated colorectal
cancer: a potential role in the management of dysplasia. J. Gastroenterol.. 2017.09; [ Epub ahead of
print]

8. Kusumoto T, Sunami E, Ota M, Yoshida K, Sakamoto Y, Tomita N, Maeda A, Mochizuki I, Okabe
M, Kunieda K, Yamauchi J, Itabashi M, Kotake K, Takahashi K, Baba H, Boku N, Aiba K, Ishiguro
M, Morita S, Sugihara K. Planned Safety Analysis of the ACTS-CC 02 Trial: A Randomized Phase III
Trial of S-1 With Oxaliplatin Versus Tegafur and Uracil With Leucovorin as Adjuvant Chemotherapy for
High-Risk Stage III Colon Cancer. Clin Colorectal Cancer. 2017.11; [ Epub ahead of print]

9. Ueno H, Kanemitsu Y, Sekine S, Ishiguro M, Ito E, Hashiguchi Y, Kondo F, Shimazaki H, Mochizuki S,
Kajiwara Y, Shinto E, Yamamoto J. Desmoplastic Pattern at the Tumor Front Defines Poor-prognosis
Subtypes of Colorectal Cancer. Am. J. Surg. Pathol.. 2017.11; 41(11); 1506-1512

10. 佐々木恵、石川敏昭、山内慎一、織田福一郎、三浦富之、十倉三千代、花岡まりえ、菊池章史、石黒めぐみ、
安野正道、植竹宏之．. 放射線療法により症状緩和の得られた直腸癌術後頭蓋底転移の１症例． 癌と化学療
法. 2017.11; 44(12); 1335-1337

11. 織田福一郎、石川敏昭、佐々木恵、三浦富之、十倉三千代、花岡まりえ、山内慎一、菊池章史、石黒めぐみ、
安野正道、植竹宏之．. 大腸癌多発転移による重症肝不全に対する肝動注化学療法+Cetuximabが奏効し全
身化学療法に移行できた２症例． 癌と化学療法. 2017.11; 44(12); 1245-1247

12. 三浦富之、石川敏昭、織田福一郎、佐々木恵、十倉三千代、菊池章史、山内慎一、松山貴俊、石黒めぐみ、
植竹宏之、安野正道．. 脳転移に対するガンマナイフ治療により長期生存が得られた直腸癌術後脳転移 · 肺
転移の 1例． 癌と化学療法. 2017.11; 44(12); 1179-1181

[書籍等出版物]

1. 石黒めぐみ、石川敏昭、植竹宏之. 大腸癌化学療法において「費用対効果」を考える意義．大腸疾患NOW2017-
2018. 日本メディカルセンター, 2017.01

2. 吉田元樹、石黒めぐみ、杉原健一.〔ACTS-CC試験〕UFT／LV療法 vs. S-1療法．大腸疾患NOW2017-2018.
日本メディカルセンター, 2017.01

3. 杉原健一、石黒めぐみ. 大腸がんを生きるガイド. 日経 BP社, 2017.09

4. 植竹宏之、石川敏昭、石黒めぐみ. RAS野生型症例への一次治療に用いる分子標的薬はこう選ぶー血管新生
阻害薬か？ 抗 EGFR抗体薬か？ 　　進行 · 再発大腸癌の分子標的治療. ヴァン · メディカル, 2017.09

[総説]

1. 安野正道、山内慎一、菊池章史、石黒めぐみ、石川敏昭、植竹宏之．. 直腸癌側方転移の頻度と手術適応．
外科. 2017.06; 79(6); 507-511

2. 石黒めぐみ．. 大腸がんの基礎知識． Suzuken Medical. 2017.07; 20(4); 15

3. 石川敏昭．. 大腸がん術後補助化学療法における経口フッ化ピリミジン薬の位置付けと使い方． Suzuken
Medical. 2017.07; 20(4); 7-10

4. 石川敏昭．. 手足症候群をコントロールして完遂したステージ IIIa 盲腸がんの 1 例． Suzuken Medical.
2017.07; 20(4); 1-3

5. 石黒めぐみ．. 大腸がんのくすり． Suzuken Pharma. 2017.07; 20(4); 7

6. 石川敏昭．. 手足症候群をコントロールして完遂したステージ IIIa 盲腸がんの 1 例． Suzuken Pharma.
2017.07; 20(4); １

7. 石川敏昭、石黒めぐみ、植竹宏之、杉原健一. 「大腸癌治療ガイドライン 2016年版」の概要． 臨牀消化器
内科. 2017.07; 32(7); 872-879

8. 石川敏昭、安野正道、植竹宏之. 切除不能な遠隔転移を有する Stage IV大腸癌に対する原発巣切除の意義．
日本消化器病学会雑誌. 2017.07; 114; 1201-1208

9. 石黒めぐみ．. 病後生活ナビ　大腸がん～食事編～． 笑顔. 2017.11; 2017年 11月号; 21

10. 石黒めぐみ．. 病後生活ナビ　大腸がん～手術後の排便の悩み編～． 笑顔. 2017.12; 2017年 12月号; 21

ジョイントリサーチ講座
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[講演 · 口頭発表等]

1. 石黒めぐみ. がん治療を「選ぶ」ためのヒント．. 第３回東京医科歯科大学「がんを考える」市民公開講座
2017.01.15 東京

2. 石川敏昭. 【総合司会】. 第３回東京医科歯科大学「がんを考える」市民公開講座 2017.01.15 東京

3. 山内慎一、安野正道、十倉三千代、花岡まりえ、菊池章史、岡崎聡、石黒めぐみ、石川敏昭、植竹宏之、杉
原健一．. 多施設症例集積データを用いた大腸癌における浸潤増殖様式の臨床的意義に関する検討．. 第 86
回大腸癌研究会 2017.01.20 盛岡

4. 菊池章史、花岡まりえ、山内慎一、岡崎聡、石黒めぐみ、石川敏昭、植竹宏之、安野正道．. 直腸前方切除
における吻合法の選択肢としての側端吻合．. 第 86回大腸癌研究会 2017.01.20 盛岡

5. Shinozaki E, Ishiguro M, Nakatani E, Yamaguchi T, Nakamura M, Miyamoto Y, Ojima H, Honma Y, Go-
toh M, Ishikawa T, Takahashi K, Shimada Y, Yoshida K, Mizunuma N, Muro K, Komatsu Y, Yamaguchi
K, Nakano H, Koike J, Sugihara K.. A phase II study of panitumumab with FOLFOX or FOLFIRI as 1st
line chemotherapy for KRAS-wild type metastatic colorectal cancer;the PaFF-J study.. American Soci-
ety of Clinical Oncology 2018 Gastrointestinal Cancers Symposium (ASCO-GI) 2017.01.21 San Francisco
(USA)

6. 石川敏昭. RAS野生型大腸癌に対する全身化学療法～抗 EGFR抗体を使いたい症例とそのタイミング～．.
1st V-TEC on Colorectal Cancer～ Tumor locatiom and Biology～ 2017.01.30 東京

7. 石黒めぐみ. 大腸癌術後補助化学療法の現状と展望～ガイドライン改訂をふまえて～．. Taiho WEB Lecture
for Colorectal Cancer 2017.01.31 東京（Webセミナー）

8. 石川敏昭. 新たな時代を迎えたがん免疫療法　 Cancer Immunotherapy Comes of Age．. 2016年度クリニ
カルサミット 第 2回研究会 2017.02.02 東京

9. 織田福一郎、山内慎一、佐々木恵、三浦富之、十倉三千代、花岡まりえ、菊池章史、岡崎聡、石黒めぐみ、石
川敏昭、植竹宏之、安野正道. StageⅢ若年発症大腸癌の特徴について．. 第 22回大腸癌術後フォローアッ
プ研究会 2017.02.04 東京

10. 石川敏昭. RAS遺伝子検査とは？．. ブルーリボンキャラバン もっと知ってほしい大腸がんのこと 2017 in
東京 2017.03.05 東京

11. 石黒めぐみ. 大腸がんってどんな病気？ ～大腸がんの基礎知識～．. ブルーリボンキャラバン もっと知っ
てほしい大腸がんのこと 2017 in 東京 2017.03.05 東京

12. 石黒めぐみ. ほんとに知っていますか？身近ながんのこと．. 21世紀会　平成 29年度 3月度例会 2017.03.09
東京

13. Yamauchi S, Okazaki S, Kikuchi A, Ishiguro M, Ishikawa T, Uetake H, Yasuno M, Sugihara K.. Prognostic
factor of lower rectal cancer with lateral pelvic lymph node metastasis treated with lateral lymph node
dissection.. Sosiety of Surgical Oncology (SSO) 2017 Annual Meeting 2017.03.16 Seattle（USA)

14. Hanaoka M, Ishikawa T, Ishiguro M, Tokura M, Yamauchi S, Kikuchi A, Yasuno M, Uetake H, Kawano T.
ATF6, a UPR related gene, expression in malignant conversion and progression of Ulcerative colitis (UC)-
associated and non-UC-associated colorectal cancer. Sosiety of Surgical Oncology (SSO) 2017 Annual
Meeting 2017.03.16 Seattle（USA)

15. 石川敏昭. 【座長】大腸癌における Precision Cancer Medicine（演者：池田貞勝）. 御茶ノ水大腸癌治療カ
ンファレンス 2017 2017.03.30 東京

16. 花岡まりえ、石川敏昭、石黒めぐみ、十倉三千代、山内慎一、菊池章史、岡崎聡、植竹宏之、安野正道、河
野辰幸．. 大腸癌および UC関連大腸癌における小胞体ストレスセンサー ATF6の遺伝子発現の解析．. 第
117回日本外科学会定期学術集会 2017.04.27 横浜

17. 山内慎一、安野正道、岡崎聡、十倉三千代、花岡まりえ、菊池章史、石黒めぐみ、石川敏昭、植竹宏之、小
嶋一幸、河野辰幸、杉原健一．. 側方リンパ節転移を有する下部直腸癌根治手術症例の予後に関する検討．.
第 117回日本外科学会定期学術集会 2017.04.28 横浜

ジョイントリサーチ講座
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18. 高橋慶一、石黒めぐみ、中谷英仁、山口達郎、篠崎英司、中村将人、坂本快郎、尾嶋仁、本間義崇、杉原健
一．. 切除不能 · 進行再発大腸癌に対する治療戦略：Conversionを判断するのに適したタイミングは？ ～一
次治療としての FOLFOXまたは FOLFIRI＋ Panitumumab（Pmab）の有用性（PaFF-J試験）．. 第 117
回日本外科学会定期学術集会 2017.04.28 横浜

19. 石川敏昭、山内慎一、石黒めぐみ、織田福一郎、佐々木恵、三浦富之、十倉三千代、花岡まりえ、菊池章史、
岡崎聡、松山貴俊、田邉稔、安野正道、植竹宏之．. 大腸癌 H2/3肝転移症例に対する化学療法後肝切除の
治療成績．. 第 117回日本外科学会定期学術集会 2017.04.28 横浜

20. 石黒めぐみ、手良向聡、中川陽子、石川敏昭、植竹宏之、杉原健一．. Stage II結腸癌における再発リスク
因子の同定と因子個数による予後の層別～治療戦略の立案に向けて～ SACURA trialサブ解析．. 第 117回
日本外科学会定期学術集会 2017.04.29 横浜

21. 岡崎聡、山内慎一、菊池章史、石黒めぐみ、石川敏昭、植竹宏之、安野正道、河野辰幸．. 結腸癌の漿膜露出
（SE）症例に対する腹腔鏡手術後 vs開腹手術後の播種再発．. 第 117回日本外科学会定期学術集会 2017.04.29
横浜

22. 近藤建、國枝克行、佐藤敏彦、益子博幸、小島宏、前田清、小高雅人、中村将人、土屋誉、大辻英吾、馬場秀
夫、室圭、石黒めぐみ、三嶋秀行、貞廣荘太郎、浜田知久馬、坂本純一、佐治重豊、冨田尚裕．. カペシタビ
ンを用いた StageIII結腸癌術後補助化学療法における至適投与期間（24週対 48週）の検討—JFMC37-0801
試験の最終報告—．. 第 117回日本外科学会定期学術集会 2017.04.29 横浜

23. Ishikawa T, Ishiguro M, Nakatani E, Uetake H, Ueno H, Murotani K, Matsui S, Tomita N, Shimada Y,
Takahashi K, Kotake K, Watanabe M, Mochizuki H, Teramukai S, Sugihara K.. Prognostic impact of
MSI in stage II colon cancers: An additional translational study of the SACURA trial.. American Society
of Clinical Oncology (ASCO) 2017 Annual Meeting 2017.06.02 Chicago (USA)

24. Ishiguro M, Nakatani E, Ueno H, Ishikawa T, Uetake H, Shimada Y, Takahashi K, Kotake K, Watanabe
M, Tomita N, Mochizuki H, Teramukai S, Sugihara K.. Recurrence risk factors and outcome stratification
stage II colon cancer patients: A subanalysis of the SACURA trial.. American Society of Clinical Oncology
(ASCO) 2017 Annual Meeting 2017.06.02 Chicago (USA)

25. Ueno H, Ishiguro M, Nakatani E, Ishikawa T, Uetake H, Murotani K, Matsui S, Tomita N, Shimada
Y, Takahashi K, Kotake K, Watanabe M, Mochizuki H, Tramukai S, Sugihara K.. Prognostic impact
of tumor budding in Stage II colon cancer: A Prospective study(SACURA trial).. American Society of
Clinical Oncology (ASCO) 2017 Annual Meeting 2017.06.02 Chicago (USA)

26. 石黒めぐみ. 大腸癌術後補助化学療法の現状と展望～ガイドライン改訂を踏まえて～．. 3rd Yamanashi
Colorectal Cancer Conference 2017.06.16 山梨

27. 織田 福一郎、石川敏昭、佐々木恵、三浦 富之、十倉三千代、花岡まりえ、菊池章史、山内慎一、石黒めぐ
み、安野正道、植竹宏之. 切除不能大腸癌肝転移に対する HAI ＋ Cmab が奏功し全身化学療法に移行でき
た 2 症例. 第 39回日本癌局所療法研究会 2017.06.23 京都

28. 佐々木恵、石川敏昭、山内慎一、織田福一郎、三浦富之、十倉三千代、花岡まりえ、菊池章史、石黒めぐみ、
安野正道、植竹宏之. 放射線療法により症状緩和の得られた直腸癌術後頭蓋底転移の 1 症例. 第 39回日本癌
局所療法研究会 2017.06.23 京都

29. 三浦富之、石川敏昭、織田福一郎、佐々木恵、十倉三千代、花岡まりえ、菊池章史、山内慎一、石黒めぐみ、
安野正道、植竹宏之．. 脳転移に対するガンマナイフ治療により長期生存が得られた直腸癌術後脳 · 肺転移
の 1例. 第 39回日本癌局所療法研究会 2017.06.23 京都

30. 菊池章史、安野正道、織田福一郎、三浦富之、佐々木恵、山内慎一、松山貴俊、石黒めぐみ、石川敏昭、植
竹宏之．. 当科における下部直腸癌に対する開腹手術と腹腔鏡下手術の distal marginの検討．. 第 87回大
腸癌研究会 2017.07.07 三重

31. 花岡まりえ、石川敏昭、石黒めぐみ、山内慎一、菊池章史、植竹宏之、安野正道．. 潰瘍性大腸炎における小胞
体ストレス応答関連蛋白ATF6の発現：Dysplasia識別における有用性．. 第 87回大腸癌研究会 2017.07.07
三重

32. 石川敏昭. 【座長】示説 II-2　実用化を目指した大腸癌の biomarker. 第 87回大腸癌研究会 2017.07.07 三重

33. 山内慎一,安野正道,菊池章史,岡崎聡,石黒めぐみ,石川敏昭,植竹宏之,小嶋一幸,田邉稔,河野辰幸. 人工肛
門閉鎖術の皮膚閉鎖創に対する局所陰圧閉鎖療法. 第 72回日本消化器外科学会総会 2017.07.21
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34. 花岡まりえ、石川敏昭、石黒めぐみ、十倉三千代、山内慎一、菊池章史、岡崎聡、植竹宏之、安野正道、河
野辰幸．. 小胞体ストレス反応関連遺伝子 ATF6の大腸癌/UC関連癌における発現とDysplasia識別診断補
助としての有用性．. 第 72回日本消化器外科学会総会 2017.07.21 金沢

35. 上野秀樹、石黒めぐみ、石川敏昭、中谷英仁、室谷健太、松井茂之、手良向聡、植竹宏之、冨田尚裕、杉原
健一．. Stage II結腸癌における desmoplastic reaction分類の臨床的意義—SACURA trialにおける前向き
付随研究．. 第 72回日本消化器外科学会総会 2017.07.21 金沢

36. 石川敏昭、植竹宏之、石黒めぐみ、室谷健太、上野秀樹、松井茂之、中谷英仁、手良向聡、冨田尚裕、杉原
健一．. Stage II結腸癌に対する術後補助化学療法の第 III相試験（SACURA trial）におけるMSIと予後
の検討．. 第 72回日本消化器外科学会総会 2017.07.21 金沢

37. 植竹宏之、石川敏昭、石黒めぐみ、上野秀樹、松井茂之、室谷健太、中谷英仁、手良向聡、冨田尚裕、杉原健
一．. わが国における StageII,III結腸癌に対する術後補助化学療法のバイオマーカー探索：SACURA trial
と ACTS-CC trialより．. 第 72回日本消化器外科学会総会 2017.07.21 金沢

38. 石黒めぐみ、白岩健、柴原秀俊、岡志郎、田中信治．. 大腸がん検診（便潜血）陽性者に対する精密検査と
しての CTコロノグラフィーの費用対効果．. 第 72回日本消化器外科学会総会 2017.07.22 金沢

39. 石黒 めぐみ. これから「がん」を学ぶあなたへ～「がん」の基礎知識 · 超入門編～．. Japan Cancer Forum
2017 2017.08.19 東京

40. 石黒 めぐみ. 【司会】大腸がん　大腸がんは増えています！ 今、「何ができるのか？」、「何をすべきか？」
（演者：朴正和）. Japan Cancer Forum 2017 2017.08.19 東京

41. 石川敏昭．. 経口抗癌剤を活用した切除不能進行 · 再発大腸癌の化学療法．. Colorectal Cancer Meeting in
Kawasaki 2 2017.09.08 川崎

42. 石黒 めぐみ. 大腸癌術後補助化学療法の”明日はどっちだ！”．. 第 21回青森県消化器癌化学療法セミナー
2017.09.16 青森

43. 濱島明美、石黒めぐみ、杉原健一、板橋道朗、室圭、佐藤太郎、小西敏郎．. 大腸がん患者 · 市民のがん情
報へのアクセスの現状．. 第 55回日本癌治療学会学術集会 2017.10.20 横浜

44. 植竹宏之、石川敏昭、石黒めぐみ．. 大腸癌に対する化学療法．. 第 55回日本癌治療学会学術集会 2017.10.20
横浜

45. 濱島明美、石黒めぐみ、杉原健一、板橋道朗、室圭、佐藤太郎、金哲彦、小西敏郎、中井美穂．. 大腸がん疾
患啓発活動「ブルーリボンキャンペーン」の現状と展望．. 第 55回日本癌治療学会学術集会 2017.10.21 横浜

46. 植竹宏之、石川敏昭、石黒めぐみ、杉原健一．. 大腸癌補助化学療法ー腫瘍外科医の視点から．. 第 55回日
本癌治療学会学術集会 2017.10.21 横浜

47. 中村将人、石黒めぐみ、中谷英仁、篠崎英司、山口達郎、宮本裕士、尾嶋仁、本間義崇、後藤昌弘、石川敏
昭、杉原健一．. Panitumumab併用一次治療による大腸癌肝単独転移症例の治療成績：PaFF-J試験．. 第
55回日本癌治療学会学術集会 2017.10.22 横浜

48. 石黒めぐみ、中谷英仁、山口研成、高橋慶一、島田安博、吉田和弘、水沼信之、室圭、小松嘉人、杉原健一．.
切除不能大腸癌に対する Panitumumab併用一次治療における ETS/DoR：PaFF-J試験．. 第 55回日本癌
治療学会学術集会 2017.10.22 横浜

49. 石川敏昭、山内慎一、石黒めぐみ、織田福一郎、佐々木恵、三浦富之、菊池章史、松山貴俊、安野正道、植
竹宏之．. 当科におけるレゴラフェニブと TAS102の使い分けと治療成績の検討．. 第 55回日本癌治療学会
学術集会 2017.10.22 横浜

50. 菊池章史、安野正道、織田福一郎、三浦富之、佐々木恵、山内慎一、松山貴俊、石黒めぐみ、石川敏昭、植
竹宏之．. 回腸双孔式人工肛門造設後の outlet obstruction の危険因子の検討．. 第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 2017.11.10 福岡

51. 石黒めぐみ、白岩健、柴原秀俊、岡志郎、田中信治．. 大腸がん検診（便潜血）陽性者に対する精密検査と
しての大腸カプセル内視鏡の費用対効果．. 第 72回日本大腸肛門病学会学術集会 2017.11.10 福岡

52. 山内慎一、安野正道、髙岡亜弓、松宮由利子、関亮太、織田福一郎、佐々木恵、三浦富之、菊池章史、松山
貴俊、石黒めぐみ、石川敏昭、植竹宏之、杉原健一．. 下部直腸癌根治手術における側方郭清の意義．. 第
72回日本大腸肛門病学会学術集会 2017.11.11 福岡
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53. 松山貴俊、石川敏昭、石黒めぐみ、菊池章史、山内慎一、植竹宏之、安野正道．. 大腸癌における新規上皮
間葉転換関連遺伝子 ITGBL の臨床的意義．. 第 72回日本大腸肛門病学会学術集会 2017.11.11 福岡

54. 石川敏昭、山内慎一、石黒めぐみ、織田福一郎、佐々木恵、菊池章史、松山貴俊、安野正道、植竹宏之．. 切
除不能大腸癌に対する当科の方針と治療成績の検討 1次治療における FP+OX+Bmab療法の有用性．. 第
72回日本大腸肛門病学会学術集会 2017.11.11 福岡

55. 織田福一郎、菊池章史、佐々木恵、三浦富之、十倉三千代、山内慎一、松山貴俊、石黒めぐみ、石川敏昭、
安野正道、植竹宏之．. コック式回腸瘻の reservoir 内に多発早期癌を発症した１例．. 第 72回日本大腸肛
門病学会学術集会 2017.11.11 福岡

56. 三浦富之、山内慎一、菊池章史、髙岡亜弓、関亮太、松宮由利子、織田福一郎、佐々木恵、十倉三千代、松
山貴俊、石黒めぐみ、石川敏昭、植竹宏之、安野正道．. 腹腔鏡補助下超低位前方切除術後に下腿コンパー
トメント症候群を発症した２例．. 第 72回日本大腸肛門病学会学術集会 2017.11.11 福岡

57. 佐々木恵、菊池章史、髙岡亜弓、関亮太、松宮由利子、織田福一郎、三浦富之、十倉三千代、山内慎一、松
山貴俊、石黒めぐみ、石川敏昭、安野正道、植竹宏之．. X連鎖無ガンマグロブリン血症に合併した S状結
腸癌の一例．. 第 72回日本大腸肛門病学会学術集会 2017.11.11 福岡

58. Yamauchi S, Yasuno M, Takaoka A, Matsumiya Y, Seki R, Orita F, Sasaki M, Miura T, Kikuchi A,
Matsuyama T, Ishiguro M, Ishikawa T, Uetake H, Sugihara K.. Clinical significance of extended lateral
lymph node dissection for lower rectal cancer.. Asian Surgical Association 21st Asian Congress of Surgery
2017.11.12 Tokyo

59. 山内慎一、髙岡亜弓、松宮由利子、関亮太、織田福一郎、佐々木恵、三浦富之、菊池章史、松山貴俊、石黒
めぐみ、石川敏昭、植竹宏之、安野正道．. Colitic cancer を合併した潰瘍性大腸炎患者に対する腹腔鏡下
大腸全摘術．. 第 79日本臨床外科学会総会 2017.11.23 東京

60. 石黒めぐみ、上野秀樹、石川敏昭、中谷英仁、手良向聡、松井茂之、室谷健太、望月英隆、固武健二郎、高
橋慶一、渡邊昌彦、島田安博、冨田尚裕、植竹宏之、杉原健一．. Stage II 結腸癌における再発リスクの層
別と治療戦略の展望～ SACURA trial の結果から．. 第 79日本臨床外科学会総会 2017.11.24 東京

61. 石川敏昭．. 【司会】大腸癌のバイオマーカーから考える治療戦略（演者：山口達郎）／大腸癌に対する腹
腔鏡手術の最前線（演者：松本寛）. 第 79回日本臨床外科学会総会　学術セミナー 17 2017.11.24 東京

62. 石川敏昭、山内慎一、石黒めぐみ、織田福一郎、佐々木恵、三浦富之、菊池章史、松山貴俊、安野正道、植
竹宏之．. 大腸癌 H2/3肝転移症例に対する集学的治療の有用性 化学療法後肝切除の治療成績．. 第 79日
本臨床外科学会総会 2017.11.25 東京

63. Miura T, Yamauchi S, Takaoka A, Seki R, Matsumiya Y, Orita F, Sasaki M, Tokura M, Kikuchi A,
Matsuyama T, Ishiguro M, Ishikawa T, Uetake H, Yasuno M.. Negative pressure wound therapy for
closure of ileostomy and colostomy.. The 1st International Conference of Surgical Infection Society Asia-
Pacific 2017.11.29 Tokyo

64. 山内慎一、松山貴俊、髙岡亜弓、松宮由利子、織田福一郎、佐々木恵、三浦富之。菊池章史、石川敏昭、安
野正道．. 当科における潰瘍性大腸炎に対する腹腔鏡下手術の治療成績に関する検討．. 第 30回日本内視鏡
外科学会総会 2017.12.07 京都

65. 菊池章史、安野正道、高岡亜弓、松宮由利子、織田福一郎、三浦富之、佐々木恵、山内慎一、松山貴俊、石
川敏昭. 腹腔鏡下直腸手術後の下腿コンパートメント症候群３例の経験と当科における対策. 第 30回日本内
視鏡外科学会総会 2017.12.09 京都

66. 松山貴俊、安野正道、山内慎一、菊池章史、石川敏昭、石黒めぐみ、植竹宏之、絹笠祐介. 当科における潰
瘍性大腸炎に対する腹腔鏡下三期分割手術の手技と成績. 第 30回日本内視鏡外科学会総会 2017.12.09 京都

[社会貢献活動]

1. 第３回東京医科歯科大学「がんを考える」市民公開講座, 【共催】東京医科歯科大学医学部附属病院 腫瘍セ
ンター／腫瘍化学療法外科／大学院がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン, 東京医科歯科大学M&D
タワー　鈴木章夫記念講堂, 2017年 01月 15日

2. ブルーリボンキャラバン 2017 in 東京～もっと知ってほしい「大腸がん」のこと～（市民公開講座）, 【共
催】東京医科歯科大学医学部附属病院 腫瘍センター／腫瘍化学療法外科／大腸 · 肛門外科／ NPO法人キャ
ンサーネットジャパン, 東京医科歯科大学M&Dタワー　鈴木章夫記念講堂, 2017年 03月 03日
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3. 第４回東京医科歯科大学「がんを考える」市民公開講座, 【共催】東京医科歯科大学医学部附属病院 腫瘍セ
ンター／消化器化学療法外科／大学院応用腫瘍学講座／大学院未来がん医療プロフェッショナル養成プラン,
東京医科歯科大学M&Dタワー　鈴木章夫記念講堂, 2017年 10月 15日
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臓器代謝ネットワーク講座

ジョイントリサーチ講座准教授　白壁恭子
ジョイントリサーチ講座助教　白川伊吹
ジョイントリサーチ講座助教　伊藤美智子

( 1 ) 分野概要

ライフスタイルの欧米化に伴って肥満症、糖尿病、高血圧症、高脂血症、動脈硬化性疾患などの生活習慣病の罹
患率は増加の一途を辿り、これらの疾患の克服は国民医療の観点からも極めて重要な課題です。近年、生体の代
謝シグナルの恒常性維持における液性因子や神経ネットワークを介する臓器間相互作用（臓器代謝ネットワーク）
の重要性が注目され、この破綻が肥満やメタボリックシンドロームの発症 · 進展に関与することが明らかになりつ
つあります（図）。本寄附講座では、分子内分泌代謝学分野と緊密に連携して、脂肪組織、骨格筋、肝臓、腎臓、
脳などの組織間を行き交う臓器連関 · クロストークによるエネルギー代謝 · 慢性炎症制御の実態を統合的に理解す
ることにより、メタボリックシンドロームあるいは生活習慣病に対する新しい予防法、診断法、治療法の開発の
基盤獲得を目指しています。

( 2 ) 研究業績

[原著]

1. Kazuya Tsumagari, Kyoko Shirakabe, Mayu Ogura, Fuminori Sato, Yasushi Ishihama, Atsuko Sehara-
Fujisawa. Secretome analysis to elucidate metalloprotease-dependent ectodomain shedding of glycopro-
teins during neuronal differentiation. Genes Cells. 2017.02; 22(2); 237-244

2. Kyoko Shirakabe, Takuya Omura, Yoshio Shibagaki, Emiko Mihara, Keiichi Homma, Yukinari Kato, Ak-
ihiko Yoshimura, Yoshinori Murakami, Junichi Takagi, Seisuke Hattori, Yoshihiro Ogawa. Mechanistic
insights into ectodomain shedding: susceptibility of CADM1 adhesion molecule is determined by alterna-
tive splicing and O-glycosylation. Sci Rep. 2017.04; 7; 46174

3. N. Miyamura, S. Hata, T. Itoh, M. Nishio, M. Itoh, Y. Ogawa, S. Terai, I. Sakaida, A. Suzuki, A. Miyajima,
H. Nishina.. YAP determines the cell fate of injured mouse hepatocytes in vivo. Nat. Commun.. 2017.07;
8; 16017

4. M. Itoh, T. Suganami, H. Kato, S. Kanai, I. Shirakawa, T. Sakai, T. Goto, M. Asakawa, I. Hidaka,
H. Sakugawa, K. Ohnishi, Y. Komohara, K. Asano, I. Sakaida, M. Tanaka, Y. Ogawa.. CD11c-positive
resident macrophages drive hepatocyte death-triggered liver fibrosis in a murine model of non-alcoholic
steatohepatitis. JCI Insight. 2017.11; 2; e92902

[講演 · 口頭発表等]

1. 伊藤美智子、菅波孝祥、金井紗綾香、白川伊吹、小川佳宏. 細胞死を起点とするマクロファージの形質変化
と非アルコール性脂肪性肝炎. 第 54回日本臨床分子医学会 2017.04.15

2. 伊藤美智子、菅波孝祥、金井紗綾香、白川伊吹、小川佳宏. 非アルコール性脂肪性肝炎の病態形成における
hepatic crown-like structureの病態生理的意義. 第 90回日本内分泌学会学術集会 2017.04.22

3. 白壁恭子、大村卓也、本橋翔平、柴垣芳夫、服部成介、小川佳宏. 膜タンパク質シェディングの選択的スプ
ライシングを介した制御. 第 22回日本病態プロテアーゼ学会学術集会 2017.08.11 大阪

Organ Network and Metabolism
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4. 白壁恭子、大村卓也、本橋翔平、柴垣芳夫、服部成介、小川佳宏. 膜タンパク質シェディングの選択的スプ
ライシングを介した制御. 第 22回日本病態プロテアーゼ学会学術集会 2017.08.11 大阪

5. 伊藤美智子、菅波孝祥、金井紗綾香、白川伊吹、酒井健、後藤俊宏、浅川雅博、日高勲、坂井田功、小川佳
宏. NASH発症過程におけるマクロファージの形質変化-hepatic crown-like structureに注目して-. 第 38回
日本肥満学会 2017.10.07

6. Michiko Itoh, Takayoshi Suganami, Sayaka Kanai, Ibuki Shirakawa, Takeru Sakai, Toshihiro Goto,
Masahiro Asakawa, Isao Hidaka, Isao Sakaida, Yoshihiro Ogawa. . Hepatocyte death-triggered CD11c-
positive macrophage accumulation induces liver fibrosis in a murine model of non-alcoholic steatohepatitis.
. AASLD The Liver Meeting 2017 2017.10.23

7. 白壁恭子、大村卓也、本橋翔平、柴垣芳夫、三原恵美子、本間桂一、加藤幸成、吉村昭彦、村上善則、高木
淳一、服部成介、小川佳宏. 膜接着分子 CADM1のシェディング感受性は選択的スプライシングと糖鎖修飾
により規定される. 生命科学系学会合同年次大会 2017.12.09 神戸ポートアイランド
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検査部
Clinical Laboratory

部　長　東田　修二
副部長　叶内　　匡
助　教　村川美也子　　　　
　　　　野上　彩子
　　　　有馬　秀紀
医　員　飯田真太朗

( 1 ) 分野概要

検査部は、病気の診断、治療、予防に関する情報を得るために、血液などの臨床検体を使って検査を行う中央診療
部門である。心電図、超音波検査、呼吸機能検査、脳波検査などの生理検査も行っている。

( 2 ) 研究活動

　主たる研究テーマとしては「血液疾患の新たな遺伝子検査法」、「造血器腫瘍の分子病態や薬剤感受性の検査法
の開発」、「細菌の院内伝播監視のための遺伝子型解析」、「筋萎縮性側索硬化症の臨床 · 神経生理学的研究」、「末梢
神経障害の新しい電気生理学的診断 · 評価法」、「神経伝導検査の精度管理」、「C型ウイルス性肝炎の治療の分子メ
カニズム」、「心エコーによる新たな心機能の解析法」などがある。

( 3 ) 教育活動

　医学部医学科の学生に対し、各領域での講義とプレ · クリニカルクラークシップでの実習を行い、検査の臨床的
意義と技術の指導をした。保健衛生学科検査技術学専攻の学生に対しては、各領域での講義と検査部各部門での
臨地実習を行い、臨床検査技師としての基本技術の指導を行った。また外部の検査技師専門学校生の病院実習を
受け入れ、技術指導を行った。医歯学総合研究科修士課程の学生に対しての、病院実習も担当した。
　 2017年は初期臨床研修医 9 名（各 2ヶ月）を受け入れ、検体検査、細菌検査、エコーを中心とした生理機能検
査の指導を行った。研修医 · レジデントを対象としたセミナーと実技指導（グラム染色、尿沈渣、心エコー、腹部
エコー）も行った。

( 4 ) 臨床活動および学外活動

　高度で良質な医療を遂行していく上で臨床検査部門は重要な責務を担っている。正確で迅速な検査を提供し、先
進的な検査法を取り入れることにより、最高水準の検査業務も行っている。先進医療として、PCR法による各種
ウイルス DNAの定性、定量検査を行なっている。夜間 · 休日には輸血部との協力により、緊急検査を行うとと
もに、迅速な輸血製剤の供給を行っている。細菌検査ではMRSA等の遺伝子型解析を行い、感染制御部とともに
院内伝播の監視を行っている。また、オンラインによる最新の病棟別の薬剤感受性情報を提供している。検査部 ·
輸血部は 2014年 6月に臨床検査室の国際規格である ISO15189の認定を取得し、2016年 12月に最新版の規格で
更新した。これにより当検査部の質が世界水準にあることが認定され、国際的な治験の導入も可能となっている。
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また、検査関連学会などを通じて、臨床検査に関する研修会やセミナーで講演を行っている。

( 5 ) 臨床上の特色

臨床各科との協力のもとに、臨床検査の解釈、精度管理、新しい検査法の開発などを行っている。また、臨床検査
に関わる各診療科からの問い合わせや相談に応じ、診療支援を行っている。

( 6 ) 研究業績

[原著]

1. 山本雄彬, 堂前祐一, 佐藤明日香, 小山祥美, 萩原三千男, 東田修二. 自動血球分析装置 XN-9000を用いた髄
液 · 体液の細胞数と分画測定の性能評価 日本臨床検査自動化学会会誌. 2017.01; 42; 45-51

2. 本多弘子, 赤羽あゆみ, 萩原三千男, 東田修二. 全自動化学発光酵素免疫測定システム「ルミパルス L2400」
プロトタイプ機の性能評価 日本臨床検査自動化学会会誌. 2017.03; 42; 76-82

3. S Nogami, N Kawaguchi-Ihara, E Shiratori, M Ohtaka, M Itoh, S Tohda. Detection of the MYD88
mutation by the combination of the allele-specific PCR and quenching probe methods. Int J Lab Hematol.
2017.04; 39(2); 163-168

4. Yuki Okuhashi, Mai Itoh, Shuji Tohda. Hedgehog Stimulation Suppresses Clonogenicity and Activates
NOTCH Signalling in T-lymphoblastic Leukaemia Jurkat Cells. Anticancer Res.. 2017.05; 37(9); 5005-
5009

5. Miyako Murakawa, Yasuhiro Asahina, Fukiko Kawai-Kitahata, Mina Nakagawa, Sayuri Nitta, Satoshi
Otani, Hiroko Nagata, Shun Kaneko, Yu Asano, Tomoyuki Tsunoda, Masato Miyoshi, Yasuhiro Itsui,
Seishin Azuma, Sei Kakinuma, Yasuhito Tanaka, Sayuki Iijima, Kaoru Tsuchiya, Namiki Izumi, Shuji
Tohda, Mamoru Watanabe. Hepatic IFNL4 expression is associated with non-response to interferon-
based therapy through the regulation of basal interferon-stimulated gene expression in chronic hepatitis
C patients. J. Med. Virol. 2017.07; 89(7); 1241-1247

6. Miyako Murakawa, Yasuhiro Asahina, Hiroko Nagata, Mina Nakagawa, Sei Kakinuma, Sayuri Nitta,
Fukiko Kawai-Kitahata, Satoshi Otani, Shun Kaneko, Masato Miyoshi, Tomoyuki Tsunoda, Yu Asano,
Ayako Sato, Yasuhiro Itsui, Seishin Azuma, Toshihiko Nouchi, Yohei Furumoto, Tooru Asano, Yoshimichi
Chuganji, Shuji Tohda, Mamoru Watanabe. ITPA gene variation and ribavirin-induced anemia in patients
with genotype 2 chronic hepatitis C treated with sofosbuvir plus ribavirin. Hepatol. Res. 2017.07; 29(5);
584-593

7. Fumio Goto, Sei Kakinuma, Masato Miyoshi, Tomoyuki Tsunoda, Shun Kaneko, Ayako Sato, Yu Asano,
Satoshi Otani, Seishin Azuma, Hiroko Nagata, Fukiko Kawai-Kitahata, Miyako Murakawa, Sayuri Nitta,
Yasuhiro Itsui, Mina Nakagawa, Yasuhiro Asahina, Mamoru Watanabe. Bone morphogenetic protein-4
modulates proliferation and terminal differentiation of fetal hepatic stem/progenitor cells. Hepatol. Res.
2017.08; 47(9); 941-952

8. Hiroko Nagata, Mina Nakagawa, Yasuhiro Asahina, Ayako Sato, Yu Asano, Tomoyuki Tsunoda, Masato
Miyoshi, Shun Kaneko, Satoshi Otani, Fukiko Kawai-Kitahata, Miyako Murakawa, Sayuri Nitta, Yasuhiro
Itsui, Seishin Azuma, Sei Kakinuma, Toshihiko Nouchi, Hideki Sakai, Makoto Tomita, Mamoru Watanabe.
Effect of interferon-based and -free therapy on early occurrence and recurrence of hepatocellular carcinoma
in chronic hepatitis C. J. Hepatol. 2017.11; 67(5); 933-939

9. Erika Shiratori, Mai Itoh, Shuji Tohda. MYD88 Inhibitor ST2825 Suppresses the Growth of Lymphoma
and Leukaemia Cells. Anticancer Res.. 2017.11; 37(11); 6203-6209

10. Mika Ohtaka, Mai Itoh, Shuji Tohda. BMI1 Inhibitors Down-regulate NOTCH Signaling and Suppress
Proliferation of Acute Leukemia Cells. Anticancer Res.. 2017.11; 37(11); 6047-6053

11. Yoshihiro Umezawa, Hiroki Akiyama, Keigo Okada, Shinya Ishida, Ayako Nogami, Gaku Oshikawa, Tet-
suya Kurosu, Osamu Miura. Molecular mechanisms for enhancement of stromal cell-derived factor 1-
induced chemotaxis by platelet endothelial cell adhesion molecule 1 (PECAM-1). Journal of Biological
Chemistry. 2017.12; 292(48); 19639-19655
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12. Keigo Okada, Ayako Nogami, Shinya Ishida, Hiroki Akiyama, Cheng Chen, Yoshihiro Umezawa and
Osamu Miura. FLT3-ITD induces expression of Pim kinases through STAT5 to confer resistance to the
PI3K/Akt pathway inhibitors on leukemic cells by enhancing the mTORC1/Mcl-1 pathway Oncotarget.
2017.12; 9; 8870-8886

[書籍等出版物]

1. 叶内　匡 （分担執筆）. 最新臨床検査学講座　生理機能検査学. 医歯薬出版株式会社, 2017.01 (ISBN :
978-4-263-22368-0)

2. 村川美也子、中川美奈、朝比奈靖浩. 【B型 · C型肝炎の抗ウイルス療法　最前線の治療エッセンス】2. C
型肝炎　１）治療効果を規定する宿主要因. 医薬ジャーナル社, 2017.07 (ISBN : 978-4-7532-2843-0 C3047)

[総説]

1. 東田修二. 胚細胞変異を伴う（生殖細胞素因を有する）骨髄系腫瘍 臨床検査. 2017.07; 61; 814-815

2. 東田修二. 腫瘍マーカーとコンパニオン診断の適切利用による個別化医療の推進 臨床病理. 2017.08; 65;
314-316

3. 東田修二. 造血器腫瘍WHO分類 2016を支える遺伝子検査 医学のあゆみ. 2017.12; 263; 1153-1157

[講演 · 口頭発表等]

1. 飯田 真太朗, 叶内 匡, 赤座 実穂, 沼波 仁, 能勢裕里江, 西田陽一郎, 横田隆徳. 2時間の臥床後に両下肢麻痺
をきたした 41歳女性. 第 11回首都圏神経筋電気診断フォーラム 2017.01.14 東京

2. 金平紗季、園部一成、中島淳、久保田栞、萩原友希、武部功、北村優佳、東田修二. Clostridium difficile検
出の弁検体の空気暴露における生育菌数に関する検討. 第 28回日本臨床微生物学会総会 2017.01.22 長崎

3. 山下　知子,水地　大輔,吉藤　康太,田中　圭祐,野上　彩子,渡邊　健,坂下　千瑞子,福田　哲也,新井 文
子,川又　紀彦,三浦　修,山本　正英. 中枢神経リンパ腫に対する busulfanを含む前処置を用いた自家末梢
血幹細胞移植の検討. 第 39回日本造血幹細胞移植学会総会 2017.03.03 松江

4. Chihiro Tani. Gene transfer by natural genetic transformation in Moraxella catarrhalis. 第 90回日本細菌
学会総会 2017.03.18

5. 井津井康浩、大谷賢志、北畑富貴子、新田沙由梨、村川美也子、中川美奈、柿沼　晴、東　正新、高橋和明、
朝比奈靖浩、渡辺　守. 免疫抑制状態での E型肝炎慢性化症例の解析. 第 53回日本肝臓学会総会 2017.06.08
広島国際会議場（広島県広島市）

6. 新田沙由梨、村川美也子、永田紘子、佐藤綾子、三好正人、角田知之、浅野　侑、金子　俊、大谷賢志、北
畑富貴子、東　正新、柿沼　晴、中川美奈、加藤孝宣、朝比奈靖浩、渡辺　守. HCV-NS5A阻害薬使用に関
連する薬剤耐性変異ウイルスとその特徴. 第 53回日本肝臓学会総会 2017.06.08 広島国際会議場（広島県広
島市）

7. 柿沼 　晴、浅野　侑、三好正人、佐藤綾子、角田知之、金子　俊、大谷賢志、永田紘子、北畑富貴子、村川
美也子、新田沙由梨、井津井康浩、中川美奈、東　正新、朝比奈靖浩、渡辺　守. 食餌誘導性 NASHモデル
マウスにおけるMatrix Metalloporoteinase-2の機能的解析. 第 53回日本肝臓学会総会 2017.06.09 広島国
際会議場（広島県広島市）

8. 北畑富貴子、朝比奈靖浩、田中信二、村川美也子、新田沙由梨、柿沼　晴、永田紘子、金子　俊、浅野　侑、
角田知之、三好正人、井上恵美、佐藤綾子、井津井康浩、中川美奈、東　正新、田邉　稔、前川伸哉、榎本
信幸、渡辺　守. 【シンポジウム 1　肝炎ウイルス制御後の肝癌の特性と治療：エビデンスとコンセンサス】
肝炎ウイルス制御下および B型肝炎ウイルス既往感染における肝細胞癌遺伝子変異の検討. 第 53回日本肝
癌研究会 2017.07.06 京王プラザホテル（東京都新宿区）

9. 西家里奈、大久保有希、永野勝稔、金盛英里子、甲田祐樹、糸井彩子、萩原三千男、東田修二. 基礎疾患を
認めない成人発症の血球貪食症候群の一例. 第 18回日本検査血液学会学術集会 2017.07.23 札幌

10. 大久保有希、甲田祐樹、糸井彩子、金盛英里子、永野勝稔、西家里奈、萩原三千男、長濱裕、東田修二. LPIA
ジェネシス Dダイマー試薬の基礎的検討. 第 18回日本検査血液学会学術集会 2017.07.23 札幌
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11. 甲田祐樹、糸井彩子、大久保有希、金盛英里子、永野勝稔、西家里奈、萩原三千男、長濱裕、東田修二. LPIA
ジェネシス Dダイマー試薬の試験管内凝固による Dダイマー測定値への影響に関する検討. 第 18回日本検
査血液学会学術集会 2017.07.23 札幌

12. Mika Ohtaka, Mai Itoh, and Shuji Tohda. BMI1 inhibitors suppress cell growth and NOTCH signalling
of acute leukemia cells. 46th Annual Scientific Meeting of the International Society for Experimental
Hematology 2017.08.26 Frankfurt, Germany

13. 山本雄彬、萩原三千男、東田修二. Microsoft Excel Visual Basic for Aplications及び VLOOKUP関数を利
用した機材管理方法. 日本臨床検査自動化学会第 49回大会 2017.09.21 横浜

14. 垂門碧、島野志都子、大川龍之介、戸塚実、萩原三千男、東田修二. Dimension EXL200によるタクロリム
ス測定の基礎的検討と Turn Around Timeの評価. 日本臨床検査自動化学会第 49回大会 2017.09.22 横浜

15. 角田知之、柿沼　晴、三好正人、佐藤綾子、四宮恵美、金子　俊、浅野　侑、村川美也子、新田沙由梨、井
津井康浩、東　正新、中川美奈、朝比奈靖浩、渡辺　守. 【スポンサードワークショップ 1：慢性肝疾患の線
維化発がん阻止への展望】ヒト iPS細胞由来肝臓系譜細胞による病態モデルの作成と先天性肝線維症の病態
解析. 第 54回日本消化器免疫学会総会 2017.09.29 京王プラザホテル（東京都新宿区）

16. 村川美也子、朝比奈靖浩、中川美奈、佐藤綾子、井上恵美、三好正人、角田知之、浅野　侑、金子　俊、
永田紘子、井津井康浩、東　正新、柿沼　晴、渡辺　守. 【デジタルポスターセッション 32：Ｂ型肝炎（治
療）1】B型慢性肝疾患における核酸アナログ治療成績と肝発癌予測因子の検討 . JDDW 2017 2017.10.13
マリンメッセ福岡（福岡県福岡市）

17. 村川美也子、朝比奈靖浩、中川美奈、東　正新、柿沼　晴、井津井康浩、新田沙由梨、北畑富貴子、金子　
俊、永田紘子、浅野　侑、三好正人、角田知之、井上恵美、佐藤綾子、渡辺　守. B型慢性肝疾患における
核酸アナログ治療成績と肝発癌予測因子の検討. JDDW2017 第 21回肝臓学会大会 2017.10.13

18. Ayako Nogami, Keigo Okada, Cheng Chen, Maho Kawakami, Hiroki Akiyama, Yoshihiro Umezawa, Gaku
Oshikawa, Shinya Ishida, Tetsuya Kurosu, Osamu Miura. Modulation of the mTORC1 pathway by
ubiquitin-proteasome system via REDD1 in AML with FLT3-ITD. The 79th Annual Meeting of the
Japanese Society of Hematology 2017.10.20 Tokyo

19. Shinya Ishida, Gaku Oshikawa, Toshikage Nagao, Keigo Okada, Hiroki Akiyama, Yoshihiro Umezawa,
Ayako Nogami, and Osamu Miura. Autophagy and Bcl-2 family members protect JAK2-V617F-expressing
leukemic cells from ruxolitinib. The 79th Annual Meeting of the Japanene Society of Hematology
2017.10.20 Tokyo

20. Keigo Okada, Ayako Nogami, Cheng Chen, Maho kawakami, Hiroki Akiyama, Shinya Ishida, Yoshihiro
Umezawa, Osamu Miura. FLT3-ITD confers resistance to PI3K/Akt inhibitors by enhancing mTORC1/Mcl-
1 pathway via Pim kinase. The 79th Annual Meeting of the Japanese Society of Hematology 2017.10.20
Tokyo

21. Murakawa M, Asahina Y, Nakagawa M, Nitta S, Kawai-Kitahata F, Nagata H, Kaneko S, Asano Y,
Miyoshi M, Tsunoda T, Inoue-Shinomiya E, Sato A, Itsui Y, Kakinuma S, Azuma S, Watanabe M.
On-treatment higher levels of alpha-fetoprotein and M2BPGi are associated with development of hepato-
cellular carcinoma during nucleos(t)ide analog therapy in patients with HBV chronic infection. AASLD,
The Liver Meeting 2017 2017.10.21 Washington DC (USA)

22. Nitta S, Murakawa M, Kato T, Sato A, Tsunoda T, Miyoshi M, Asano Y, Kaneko S, Nagata H, Kawai-
Kitahata F, Itsui Y, Nakagawa M, Azuma S, Kakinuma S, Asahina Y. The analysis of NS5A Resistance-
Associated Substitutions (RAS): In vitro study of NS5A recombinant hepatitis C in infectious cell culture
system for various RAS detected after treatment failure in chronic hepatitis C patients. AASLD The Liver
Meeting 2017 2017.10.21 Washington D.C (USA）

23. Hiroki Akiyama, Yoshihiro Umezawa, Keigo Okada, Shinya Ishida, Ayako Nogami, Toshikage Nagao,
Osamu Miura. Deubiquitinase inhibitor WP1130 blocks JAK2-V617F to induce apoptosis in leukemic
cells. The 79th Annual Meeting of the Japanese Society of Hematology 2017.10.21 Tokyo

24. Kaneko S, Kakinuma S, Asahina Y, Kamiya A, Miyoshi M, Tsunoda T, Inoue-Shinomiya E, Nitta S, Sato
A, Asano Y, Nagata H, Kawai-Kitahata F, Murakawa M, Itsui Y, Nakagawa M, Azuma S, Watanabe M. A
novel culture model for coinfection of hepatitis B and hepatitis C viruses using human induced pluripotent
stem cell–derived hepatic cells for analyses of changes in host-innate immune responses . AASLD The
Liver Meeting 2017 2017.10.22 Washington D.C (USA）
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25. Nakagawa M, Asahina Y, Nagata H, Kaneko S, Kawai-Kitahata F, Murakawa M, Nitta S, Itsui Y, Azuma
S, Kakinuma S, Tanaka Y, Watanabe M. Evaluation of an early occurrence and recurrence of hepatocellular
carcinoma in chronic hepatitis C patients treated with All-Oral DAAs - propensity score-matched analysis
of a prospective database -. AASLD, The Liver Meeting 2017 2017.10.22 Washington D.C (USA）

26. Tomoko Yamashita, Hiroki Tsutsumi, Kota Yoshifuji, Tatsuya Saito, Yoshihiro Umezawa, Ayako Nogami,
Ken Watanabe, Toshikage Nagao, Chizduko Sakashita, Masahide Yamamoto, Ayako Arai, Norihiko Kawa-
mata, Osamu Miura, Tetsuya Fukuda. Chronic Lymphocytic Leukemia/Small Lymphocytic Lymphoma
with 11q Deletion. The 79th Annual Meeting of the Japanese Society of Hematology 2017.10.22 Tokyo

27. 大高美香、白鳥恵理香、伊藤真以、東田修二. siRNAを用いた白血病細胞における BMI1の機能解析. 第 64
回日本臨床検査医学会学術集会 2017.11.17 京都

28. 奥橋佑基、細萓茂実、東田修二. siRNAと CRISPER/Cas9システムを用いたゲノム編集による白血病細胞
の増殖への効果. 第 64回日本臨床検査医学会学術集会 2017.11.17 京都

29. 本橋智子、島野志都子、大川龍之介、戸塚実、萩原三千男、東田修二. LABOSPECT008を用いた「ナノピ
ア IL-2R」試薬の性能評価. 第 64回日本臨床検査医学会学術集会 2017.11.17 京都

30. 山本雄彬、岩崎由美、萩原三千男、東田修二. 先進医療として実施している多項目迅速ウイルス PCR法に
よるウイルス感染症の早期診断. 第 64回日本臨床検査医学会学術集会 2017.11.17 京都

31. 甲田祐樹、大高美香、白鳥恵理香、伊藤真以、東田修二. MERチロシンキナーゼ阻害による白血病細胞の
増殖抑制. 第 64回日本臨床検査医学会学術集会 2017.11.17 京都

32. 市村直也、小山祥美、佐藤明日香、町田友美、萩原三千男、東田修二. 尿沈渣検鏡法における分類精度定量
化の試み. 第 64回日本臨床検査医学会学術集会 2017.11.18

33. 永野勝稔、小山祥美、山本雄彬、佐藤明日香、町田友美、萩原三千男、東田修二、山本貴信. Fabry病を疑
う契機となった尿沈渣のmulberry cellの意義. 第 64回日本臨床検査医学会学術集会 2017.11.18 京都

34. 白鳥恵理香、大高美香、伊藤真以、東田修二. リンパ系腫瘍細胞に対するMYD88阻害薬の細胞分子 生物学
的作用. 第 64回日本臨床検査医学会学術集会 2017.11.19 京都

35. 東田修二. リンパ節の検査. 第 15回日本検査血液学会指定研修会 2017.11.25 東京

36. Hiroki Akiyama, Yoshihiro Umezawa, Keigo Okada, Shinya Ishida, Ayako Nogami, and Osamu Miura.
Deubiquitinase Inhibitor WP1130 Blocks FLT3-ITD to Induce Apoptosis in Leukemic Cells. The 59th
American Society of Hematology Annual Meeting & Exposition 2017.12.10 Atlanta

[受賞]

1. 平成 29年度 文部科学省科学研究費補助金 若手 (B) : 17K15931「ヒト iPS細胞由来 HBV感染培養系を用
いた宿主 IFNλ応答と HBV逃避機構の解明」研究代表者：村川美也子, 2017年 04月

2. Gilead Sciences第 3回研究助成プログラム「ヒト iPS細胞由来 HBV感染培養系を用いた宿主 IFNλ応答
と HBV自然免疫逃避機構の解明」受賞者：村川美也子, 2017年 09月

[その他業績]

1. 2017年 04月
東田修二.急性白血病の幹細胞を根絶する分子標的薬の効果を予測するコンパニオン検査法の開発文部科学
省科学研究費補助金　基盤研究 (C)（研究代表者）新規

[社会貢献活動]

1. 加藤優子，体験型市民講座「健康寿命を延ばす健康チェック」, 東京医科歯科大学, 2012年 11月 01日 - 現在

2. 谷千尋、微生物学検査基本技術講習会　実務委員, 日本臨床検査同学院

3. 谷千尋、二級臨床検査士資格認定試験　試験委員, 日本臨床検査同学院

4. 谷千尋、寄生虫学検査法技術講習会　実務委員, 日本臨床検査同学院

5. 谷千尋、認定臨床微生物検査技師制度指定講習会　実行委員会副委員長, 認定臨床微生物検査技師制度審議会
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輸血部
Transfusion Medicine

部長 · 講師　梶原道子
副部長 · 臨床検査技師　大友直樹
主任 · 臨床検査技師　馬場佳子
主任補佐 · 臨床検査技師　大石裕紀子
医員　諏訪志穂子
臨床検査技師　臼井友香里
臨床検査技師　奥山馨
臨床検査技師　小林志帆 (～2017年 5月）
臨床検査技師　外山千裕
臨床検査技師　古谷江梨子
臨床検査技師　山崎美保（2017年 8月～）

( 1 ) 分野概要

安全な輸血と造血幹細胞移植を中心とする細胞治療に必要な検査 · 技術を提供している。
①輸血検査、自己血採血、血液製剤の保管管理を行い、必要に応じ適切な製剤を迅速に供給する。
②造血幹細胞の採取 · 評価 · 処理保存を行う。
③安全な輸血療法のためのシステムや情報を提供する。

( 2 ) 研究活動

1)安全で適正な輸血の実施と輸血事故防止対策の検討
2)造血細胞移植を中心とした細胞治療の基礎研究と臨床応用

( 3 ) 教育活動

1)医学部　医学科　 臨床医学導入 輸血総論
　プレクリニカルクラークシップ 輸血検査実習
2)医学部　保健衛生学科　 免疫検査学講義 輸血検査学
　 検査技術学専攻 臨地実習 輸血検査学
3)医学部　保健衛生学科　看護学専攻　 看護の統合と実践実習
4)大学院医歯学総合研究科　 医歯科学専攻修士　 病院実習
5)昭和医療技術専門学校 臨地実習 輸血検査学
6)日本輸血 · 細胞治療学会 認定輸血検査技師 病院研修
7)日本輸血 · 細胞治療学会 学会認定 · 臨床輸血看護師 病院研修
8)医師およびコメディカルを対象とした輸血および造血細胞移植に関する卒後教育
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( 4 ) 教育方針

輸血療法は不足する血液成分を補充する補助療法であるが、最も歴史の長い細胞治療あるいは移植としての側面
をもっており、安全で適正な輸血療法の実践が求められている。血液型をはじめとする輸血検査は、最も基本的
な免疫血清学的検査手法であり、これを正しく理解し実行することは、医療安全上もきわめて重要である。この
ような観点にたちながら、輸血部では下記の教育活動を行っている。

( 5 ) 臨床活動および学外活動

テーマ
　 1)安全で質の高い血液製剤の提供：自己血輸血および同種血輸血の適正な実施の推進
2)安全で質の高い細胞治療の提供：末梢血幹細胞 · 骨髄細胞の安全な採取 · 評価 ·
処理 · 保管
3)輸血療法および細胞治療についての情報提供

2017年実績
　 1)血液製剤使用量
赤血球製剤 13,035 単位 (6,596バッグ)
血小板製剤 28,396 単位 (2,538バッグ)
新鮮凍結血漿 9,349 単位 (4,275バッグ)
　 2)自己血採血と自己血輸血
自己血採血 292 症例 (390回，766単位)
自己血輸血 265 症例 (665単位)
　 3)輸血関連検査
血液型検査 10,810 件
赤血球抗体検査 5,393 件
交差適合試験 10,258件
　 4)時間外輸血への対応
検査部と合同で臨床検査技師による 24時間対応体制
　 5)造血幹細胞採取
自己末梢血幹細胞採取 13例 13回
同種末梢血幹細胞採取 2例 3回
同種骨髄採取 14例 14回 （骨髄移植推進財団ドナーを含む）
　 6)造血幹細胞移植（移植細胞の評価 · 保存を実施）
自己末梢血幹細胞移植 8例 8回
同種末梢血幹細胞移植 2例 2回
同種骨髄移植 18例 18回
同種臍帯血移植 2例 2回

( 6 ) 臨床上の特色

①輸血について：救命救急センターの緊急性の高い輸血や、NICUなど特殊性の高い輸血に対応
②細胞治療について：非血縁者間を含む造血幹細胞移植（血液内科 · 小児科）や血管再生療法（老年病内科）では、
診療科と密接に連携。細胞の採取 · 評価 · 処理 · 保存を輸血部が主体となって実施。

( 7 ) 研究業績

[原著]

1. 高橋　典子，田野崎　隆二，酒井　紫緒，岸野　光司，梶原　道子，伊藤　経夫，池田　和彦，原口　京子，
渡邊　直英，上田　恭典，松本　真弓，高梨　美乃子. 骨髄移植片に含まれる有核細胞数測定法の施設間差
の検討 日本輸血細胞治療学会雑誌. 2017.04; 63(2); 120-125

2. Masatoshi Takagi, Yasuyoshi Ishiwata, Yuki Aoki, Satoshi Miyamoto, Akihiro Hoshino, Kazuaki Mat-
sumoto, Akira Nishimura, Mari Tanaka, Masakatsu Yanagimachi, Noriko Mitsuiki, Kohsuke Imai, Hi-
rokazu Kanegane, Michiko Kajiwara, Kanako Takikawa, Tsukasa Mae, Osamu Tomita, Junya Fujimura,
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Masato Yasuhara, Daisuke Tomizawa, Shuki Mizutani, Tomohiro Morio. HLA haploidentical hematopoi-
etic cell transplantation using clofarabine and busulfan for refractory pediatric hematological malignancy.
Int J Hematol. 2017.05; 105(5); 686-691

3. Masatoshi Takagi, Shohei Ogata, Hiroo Ueno, Kenichi Yoshida, Tzuwen Yeh, Akihiro Hoshino, Jinhua
Piao, Motoy Yamashita, Mai Nanya, Tsubasa Okano, Michiko Kajiwara, Hirokazu Kanegane, Hideki
Muramatsu, Yusuke Okuno, Yuichi Shiraishi, Kenichi Chiba, Hiroko Tanaka, Yuki Bando, Motohiro
Kato, Yasuhide Hayashi, Satoru Miyano, Kohsuke Imai, Seishi Ogawa, Seiji Kojima, Tomohiro Morio.
Haploinsufficiency of TNFAIP3 (A20) by germline mutation is involved in autoimmune lymphoproliferative
syndrome. J. Allergy Clin. Immunol.. 2017.06; 139(6); 1914-1922

4. Marie Scully, Paul Knöbl, Karim Kentouche, Lawrence Rice, Jerzy Windyga, Reinhard Schneppenheim,
Johanna A Kremer Hovinga, Michiko Kajiwara, Yoshihiro Fujimura, Caterina Maggiore, Jennifer Doralt,
Christopher Hibbard, Leah Martell, Bruce Ewenstein. Recombinant ADAMTS-13: first-in-human phar-
macokinetics and safety in congenital thrombotic thrombocytopenic purpura. Blood. 2017.11; 130(19);
2055-2063

5. Masayuki Nagasawa, Noriko Mitsuiki, Yuki Aoki, Toshiaki Ono, Takeshi Isoda, Kohsuke Imai, Masatoshi
Takagi, Michiko Kajiwara, Hirokazu Kanegane, Tomohiro Morio. Effect of reduced-intensity conditioning
and the risk of late-onset non-infectious pulmonary complications in pediatric patients Eur. J. Haematol.
2017.12; 99(6); 525-531

[書籍等出版物]

1. 窪田哲朗，藤田清貴，細井英司，梶原道子，他編. 最新臨床検査学講座　免疫検査学. 医歯薬出版, 2017.02
(ISBN : 978-4-263-22369-7)

[総説]

1. 梶原　道子. 検査説明 Q&A 輸血：血小板輸血を実施しても血小板数が増加しない患者がいますが、どうす
ればよいですか 臨床検査. 2017.12; 61(12); 1532-1535

[講演 · 口頭発表等]

1. 高木　正稔，松本　和明，西村　聡，田中　真理，宮本　智史，星野　顯宏，柳町　昌克，満生　紀子，今
井　耕輔，金兼　弘和，森尾　友宏，梶原　道子，石渡　泰芳，瀧川　加奈子，前　つかさ，安原　眞人，
青木　由貴，富澤　大輔. 小児難治性血液腫瘍に対するクロファラビンおよびブスルファンを用いた前処置
による血縁 HLA半合致移植. 第 39回日本造血細胞移植学会総会 2017.03.02 島根県松江市

2. 西村　聡，星野　顯宏，松本　和明，小野　真太郎，田中　真理，足洗　美穂，満生　紀子，宮村　能子，
橋井　佳子，磯田　健志，柳町　昌克，梶原　道子，高木　正稔，今井　耕輔，金兼　弘和，森尾　友宏.
X連鎖性高 IgM症候群に対する強度減弱前処置による造血細胞移植. 第 39回日本造血細胞移植学会総会
2017.03.03 島根県松江市

3. 北澤　淳一，小原　明，小山　典久，細野　茂春，東　寛，小川　千登世，梶原　道子，堀越　泰雄. 日本
輸血 · 細胞治療学会ガイドライン委員会策定「小児輸血のガイドライン」（案）. 第 27回日本産婦人科 · 新
生児血液学会学術集会 2017.06.02 福島県福島市　コラッセふくしま

4. 小澤　克典，村田　将春，室月　淳，村越　毅，与田　仁志，梶原　道子，北澤　淳一，左合　治彦. 胎児
輸血の適応と進歩　胎児輸血実施マニュアル. 第 27回日本産婦人科 · 新生児血液学会学術集会 2017.06.02
福島県福島市　コラッセふくしま

5. 大友直樹，外山千裕，臼井友香里，奥山馨，相川佳子，小林志帆，古谷江梨子，大石裕紀子，諏訪志穂子，
梶原道子. ERセンターにおける緊急大量輸血について（O型 RBC緊急輸血症例を対象とした後方視的検
討：MTP運用前後の比較）. 第 65回日本輸血 · 細胞治療学会総会 2017.06.23 千葉市幕張メッセ

6. 相川　佳子，小林　志帆，奥山　馨，外山　千裕，臼井　友香里，古谷　江梨子，大石　裕紀子，大友　直
樹，諏訪　志穂子，梶原　道子. 全自動輸血検査装置「ORTHO VISION Max」の性能評価. 第 65回日本輸
血 · 細胞治療学会総会 2017.06.23 千葉市幕張メッセ

7. 田崎　哲典，牧野　茂義，水田　秀一，梶原　道子，松本　雅則，大久保　光夫，大戸　斉. 学会認定 · 臨
床輸血看護師アンケート調査（2016年 8月実施）. 第 65回日本輸血 · 細胞治療学会総会 2017.06.24 千葉市
幕張メッセ
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8. 松本　和明，高木　正稔，石渡　泰芳，青木　由貴，宮本　智史，星野　顯宏，西村　聡，田中　真理，柳町
　昌克，満生　紀子，今井　耕輔，金兼　弘和，梶原　道子，瀧川　加奈子，前　つかさ，富田　理，藤村　
純也，安原　眞人，富澤　大輔，水谷　修紀，森尾　友宏，. 小児難治性血液腫瘍に対するクロファラビン
およびブスルファンを用いた前処置による血縁HLA半合致移植. 第 79回日本血液学会学術集会 2017.10.20
東京都千代田区　東京国際フォーラム

9. Ryoto Yoshimoto, Ken Watanabe, Emi Uchida, Shihoko Suwa, Shuji Tohda, Masahiko Hatano, Miura Os-
amu, Tetsuya Fukuda. IVNSIABP/Nd1 is highly expressed in refractory lymphoma as a novel therapeutic
target molecule. The 79th Annual Meeting of the Japanese Society of Hematology 2017.10.20 Tokyo

10. 高橋　浩之，梶原　涼介，加藤　元博，長谷川　大輔，富澤　大輔，野口　靖，小池　和俊，外山　大輔，
矢部　晋正，梶原　道子，藤村　純也，外松　学，太田　節雄，前田　美穂，後藤　裕明，加藤　陽子，森
　鉄也，犬飼　岳史，嶋田　博之，福島　啓太郎，小川　千登世，福島　敬，大木　健太郎，清河　信敬，
康　勝好，真部　淳，小原　明. 小児急性リンパ性白血病の治療成績：TCCSG L04-16研究. 第 79回日本
血液学会学術集会 2017.10.21 東京都千代田区　東京国際フォーラム

11. 廣木　遥，今井　耕輔，宮本　智史，井上　真依子，田中　まり，星野　顕宏，柳町　昌克，高木　正稔，
梶原　道子，金兼　弘和，森尾　友宏. 移植後中心静脈栄養依存となったのち，右心房内 fibrin血栓症を発
症した NEMO異常症の 1例. 第 59回日本小児血液 · がん学会学術集会 2017.11.09 愛媛県松山市　ひめぎ
んホール

12. Satoshi Miyamoto, Masatoshi Takagi, Akira Nishimura, Mari Tanaka, Shintaro Ono, Miho Ashiarai,
Noriko MItsuiki, Akihito Hoshino, Masakatsu Yanagimachi, Yuki Aoki, Daisuke Tomizawa, Kohsuke Imai,
Michiko Kajiwara, Hirokazu Kanegane, Tomohiro Morio . 頻回再発に対する複数回造血細胞移植により寛
解を維持している乳児白血病の 7歳女児例. 第 59回日本小児血液 · がん学会学術集会 2017.11.11 愛媛県松
山市　ひめぎんホール

[その他業績]

1. 林修の今でしょ！ 講座　血液型のウソ？ ホント？ 国民の疑問を解消 SP, 2017年 05月
テレビ出演 (VTR)
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細胞治療センター
Center for Cell Therapy

センター長（併）　 森尾 友宏（医歯学総合研究科 · 発生発達病態学分野 · 教授）
副センター長（併） 関矢 一郎（再生医療研究センター · 教授）
管理スタッフ（併）品質管理責任者　清水 則夫（再生医療研究センター · 准教授）
製造管理責任者　梶原 道子（医学部附属病院 · 輸血部 · 部長）
技術補佐員　　　辻彩子、孫敏華 (2017年 1月まで)、河野ゆり
共同研究員　　　加藤節史、村岡恵、森裕章、寺川紘史
事務補佐員　　　星川 あき子、草野 純

( 1 ) 研究活動

１）細胞医療製剤、再生医療製剤の品質管理に関する研究
2）の研究と連動して、（1）高感度迅速網羅的微生物検査法、（2）培養 · 分化過程における DNA損傷及び細胞毒
性のモニタリング、（3）遺伝的安定性検証系（高感度遺伝子変異同定）、（4）変異蓄積検証系の開発に当たってい
る。これらの研究は、厚生労働科学研究（再生医療実用化）研究事業：幹細胞による次世代の低侵襲軟骨再生治療
の開発と臨床応用（研究代表者：関矢一郎）、再生医療の実現化ハイウェイ：滑膜幹細胞による膝半月板再生（研
究代表者：関矢一郎）、再生医療実現拠点ネットワークプロジェクト技術開発個別課題：iPS細胞 · 体性幹細胞由
来再生医療製剤の新規品質評価技術法の開発（研究代表者：森尾友宏）の中で実施された。これらは難治疾患研
究所 · 分子細胞遺伝学分野稲澤譲治先生、ゲノム解析室谷本幸介先生、再生医療研究センター清水則夫先生、かず
さ DNA研究所小原収先生、国立医薬品食品研究所佐藤陽治先生らとの共同研究のもとで実施された。

２）高感度迅速網羅的ウイルス検査法の開発
再生医療研究センターが開発した real time PCRと固相化試薬を用いた手法を用いて、HSV1, HSV2, VZV, EBV,
CMV, HHV6, HHV7, HHV8, BK virus, JC virus, Parvovirus B19,ADVを迅速に高感度にかつ安価に検査するシ
ステムを構築し医学部附属病院に公開した。本検査系が「先進医療」として承認されたことを受け、医学部附属
病院検査部に技術移転を行い、2015年 9月より検査部で研究的検査を受託している。一方、上記固相化試薬製造
に関する技術を島津製作所に移転し、同社から 2015年 10月から研究用試薬として販売されている。また、病原
微生物の定性検査に加えて、検出された微生物を固相化した定量検査試薬（定量ストリップ）により迅速に定量
することも可能である。現在、検出対象病原体の種類を増やす取り組みを継続的に実施しており、各種ウイルス
に加え、細菌 · 真菌 · 原虫の迅速検査への応用を進めてる。
また、マルチプレックス PCR法を応用したMycoplasmaの測定系（特許出願済み）が第 17改正日本薬局方参考
情報（2016年 4月施行）記載のバリデーション基準を満たすことを実証し、日水製薬にライセンスアウトし 2015
年 4月に発売されている（Myco Finder）。本特許はタカラバイオへもライセンスアウトされており、2017年 12
月に同社から発売された (Takara Mycoplasma detection Kit)。本検査法については、再生医療実現化拠点ネット
ワークプログラムの中で、国内標準検査法として検証が進められている。現在、ネットワークプログラムの各拠
点での調製細胞及び再生医療に関与する代表的培養加工企業に導入されつつある。

３）複数ウイルス特異的 T細胞治療の開発
　Baylor大学および東京大学医科学研究所との共同研究により、5ウイルス 11抗原からの overlapping peptidesと
至適サイトカインを用いて、5ウイルス特異的細胞傷害性T細胞を樹立する研究を進めている。本研究は、AMED
免疫アレルギー疾患等実用化研究事業（移植医療技術開発研究分野）「移植後日和見感染症に対する特異的Ｔ細胞
療法の開発と臨床応用に関する研究」（研究代表者：森尾友宏）の中で行われている。本臨床研究については、特
定認定再生医療等委員会での承認の後、2016年 11月に厚生科学審議会 · 再生医療等評価部会において、第一種再
生医療等技術として承認を受けた。

４）自家滑膜由来間葉系幹細胞による関節軟骨 · 半月板再生医療の開発
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　変形性膝関節症に対する新規治療法の確立を目的として、軟骨 · 半月板への分化能が高く、自然治癒過程を促進
することを明らかにするとともに、低侵襲な鏡視下手術で細胞移植を実施する手法を開発してきた。これらの基
礎研究の成果をもとに、2つの臨床研究「半月板縫合後の滑膜幹細胞による治癒促進」（2013年 12月～ 2015年 4
月）、「逸脱を伴う膝半月板損傷の滑膜幹細胞による治癒促進」（2015年 7月～ 2016年 5月）を実施した。AMED
再生医療実現化拠点ネットワークプログラム、再生医療研究事業（ともに研究代表者：関矢一郎）の支援を受けて
行った、これらの臨床研究において一定の安全性と有効性を確認したことから、再生医療等製品の製造販売承認
を目指して、2017年 8月から「自家滑膜幹細胞の半月板損傷を対象とする医師主導治験」を開始した。また、滑
膜幹細胞の新たな投与経路による治療法の開発するため、AMED再生医療研究事業（研究代表者：関矢一郎）の
支援のもとで、2017年 12月から臨床研究「変形性関節症に対する滑膜幹細胞の関節内注射」を行っている。

５）成人 T細胞白血病の治癒を目指した病因ウイルス特異抗原を標的とする新規複合的ワクチン療法：抗 CCR4
抗体を併用した樹状細胞療法　第 Ia/ Ib相試験
　成人 T細胞白血病（ATL）に対して、原因ウイルス HTLV-1の Tax抗原を特異的に認識する CTLを活性化さ
せるワクチン療法を開発（開発者：免疫治療学分野 神奈木真理）し、2015年 3月より抗 CCR4抗体を併用した
Taxペプチド添加樹状細胞療法の第 I相医師主導治験（研究代表者：九州がんセンター 末廣陽子）を、九州がん
センター、九州大学、東京医科歯科大学の 3施設で実施している。本治験では、九州大学を治験製剤製造施設と
し、本学は治験実施施設（責任者：血液内科 福田哲也）として実際に 1症例に対して治験製剤の接種（2016年 3
～4月）を行った。まもなく全症例のワクチン接種後 2年間の観察期間を終え本治験を終了する予定である。

( 2 ) 教育活動

当センターは、2015年 3月に改修工事が完了し、細胞調製室 5室/6無菌操作等区域の施設、および別棟に教育用
施設が設置された。教育用施設には開放系細胞調製室と閉鎖系細胞調製室がそれぞれ 1室あり、後者にはセルプ
ロセッシングアイソレータが設置されている。本施設は、コールドランに用いると共に、トレーニングにも使用
され、実際にクリーンルームに入室する際の手順や、無菌無塵衣の着脱、環境モニタリングなどの教育を行って
いる。施設内には監視カメラも設置されており、動線解析なども行えるようになっている。
また、当センターにおける細胞加工工程は基準書及び標準操作手順書 (Standard Operation Procedure: SOP)に
より定められ、記録 · 管理されている。施設内で作業を実施するものには教育訓練を行うとともに、新しくセン
ターにおいて細胞調製作業が必要な分野には SOP構築方法などについて指導を行っている。

( 3 ) 臨床活動および学外活動

1）造血幹細胞移植（骨髄、末梢血、臍帯血）、末梢血幹細胞による血管再生治療（老年病内科）
末梢血幹細胞採取： 16件　 (2016年： 13件)
血管再生医療： 0件　 (2016年： 0件)
対象疾患：慢性閉塞性動脈硬化症又はバージャー病（投与数： 0件）
厚生労働省先進医療（http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/isei/sensiniryo/kikan03.html）
45．末梢血単核球移植による血管再生治療

2）軟骨 · 半月板再生医療（再生医療研究センター、運動器外科学、軟骨再生学、整形外科）
対象疾患：半月板損傷、変形性膝関節症
　自家滑膜由来間葉幹細胞を自己血清で増殖させ、低侵襲で半月板 · 軟骨損傷部に移植する臨床研究を 2008年よ
り開始し、現在は、有効性を主要評価項目とする探索試験として医師主導治験の実施に加え、滑膜幹細胞を用い
た新たな治療法の確立を目的とした臨床研究の開始等、幅広い展開を予定している。

( 4 ) 臨床上の特色

細胞治療センターは、2015年 3月に施設がリニューアルし、ヒト細胞を安全に処理するための開放系細胞調製室
5室/6無菌操作等区域へと拡大した。施設全体を外の環境より陽圧としその状態を維持することにより、外気を
完全に遮断できる構造となっており、内部の空気は HEPAフィルターを通過させて感染性因子を含め微粒子を除
去している。細胞処理を行う開放系細胞調製室は高度な清浄度が要求されるため、クラス 10,000、＋ 5Pa (Grade
B)の環境となっており、実際の細胞処理はクラス 100以下の安全キャビネット (Grade A)の中で行われる。開放
系細胞調製室への入室に際しては全身を覆う無菌無塵衣、マスク、手袋の着用が義務付けられている。汚染しに
くく、清掃しやすい構造と機器配置により、構造設備面での基準をクリアしている。当施設は、2015年 4月 8日
付けで関東信越厚生局より特定細胞加工物製造届書の承認を受けた（施設番号 FC3150001）。
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細胞調製はすべて標準作業手順書 (SOP)に沿って行われ、各工程で品質検査を行い、基準を満たし、微生物の混
在のない製品であることを確認している。また各工程では検体をサンプリング保存し、トラックバックできるよ
うになっている。細胞加工については、厚生労働省より「ヒト幹細胞を用いる臨床研究に関する指針」など各種
指針が提出されているが、当施設はハード面、ソフト面ともに合致したシステムを構築しており、今後幹細胞医
療、再生医療の臨床応用を目指す多科の参入に対応可能である。
なお、再生医療研究センター/運動器外科学が、一般的には切除術の適用となる損傷半月板を縫合し滑膜幹細胞移
植を行う臨床研究「半月板縫合後の滑膜幹細胞による治癒促進」（2013年 12月～ 2015年 4月）を実施した。これ
は半月板縫合術の成績を向上させるだけではなく、変性が強い半月板を足場として半月板を再生させることを目
的とし、目標症例数 5例の細胞移植を完了した。次いで、損傷した半月板が本来の位置から逸脱している症例を
対象とした臨床研究「逸脱を伴う膝半月板損傷の滑膜幹細胞による治癒促進」（2015年 6月～ 2016年 5月）を実
施し、目標症例数 10例の細胞移植を完了した。2017年 8月には、これらの臨床研究の成果に基づいて、企業の協
力を得ながらプロトコールを組んだ「自家滑膜幹細胞の半月板損傷を対象とする医師主導治験」を開始し、2018
年 3月の段階で、目標症例数 10例の細胞移植を完了の予定である。
また血液内科/免疫治療学分野では、ATLに対する樹状細胞ワクチン療法の第 I相治験を実施中であり、複数ウイ
ルス特異的 T細胞治療についても、次年度の実施に向けての体制が整っている。

( 5 ) 研究業績

[原著]

1. Atsumi Tsuji-Hosokawa, Nozomi Matsuda, Kenji Kurosawa, Kenichi Kashimada, Tomohiro Morio. A
Case of MECP2 Duplication Syndrome with Gonadotropin-Dependent Precocious Puberty. Horm Res
Paediatr. 2017.01; 87(4); 217-216

2. Shintaro Ono, Tsubasa Okano, Akihiro Hoshino, Masakatsu Yanagimachi, Kazuko Hamamoto, Yozo
Nakazawa, Toshihiko Imamura, Masaei Onuma, Hidetaka Niizuma, Yoji Sasahara, Hiroshi Tsujimoto,
Taizo Wada, Reiko Kunisaki, Masatoshi Takagi, Kohsuke Imai, Tomohiro Morio, Hirokazu Kanegane.
Hematopoietic Stem Cell Transplantation for XIAP Deficiency in Japan. J. Clin. Immunol. 2017.01;
37(1); 85-91

3. Chikako Morioka, Motohiro Komaki, Atsuko Taki, Izumi Honda, Naoki Yokoyama, Kengo Iwasaki, Sachiko
Iseki, Tomohiro Morio, Ikuo Morita. Neuroprotective effects of human umbilical cord-derived mesenchymal
stem cells on periventricular leukomalacia-like brain injury in neonatal rats. Inflamm Regen. 2017.01; 37;
1

4. Saito R, Muneta T, Ozeki N, Nakagawa Y, Udo M, Yanagisawa K, Tsuji K, Tomita M, Koga H, Sekiya
I.. Strenuous running exacerbates knee cartilage erosion induced by low amount of mono-iodoacetate in
rats. BMC Musculoskelet Disord. 2017.01; 18(1); 36

5. Akihisa Hatakeyama, Soshi Uchida, Hajime Utsunomiya, Manabu Tsukamoto, Hirotaka Nakashima, Ei-
ichiro Nakamura, Cecilia Pascual-Garrido, Ichiro Sekiya, Akinori Sakai. Isolation and Characterization
of Synovial Mesenchymal Stem Cell Derived from Hip Joints: A Comparative Analysis with a Matched
Control Knee Group. Stem Cells Int. 2017.01;

6. Atsumi Tsuji-Hosokawa, Kei Takasawa, Risa Nomura, Yuichi Miyakawa, Chikahiko Numakura, Atsushi
Hijikata, Tsuyoshi Shirai, Yoshihiro Ogawa, Kenichi Kashimada, Tomohiro Morio. Molecular mechanisms
of insulin resistance in 2 cases of primary insulin receptor defect-associated diseases. Pediatr Diabetes.
2017.02;

7. Natsuko Inazawa, Tsukasa Hori, Masanori Nojima, Makoto Saito, Keita Igarashi, Masaki Yamamoto,
Norio Shimizu, Yuko Yoto, Hiroyuki Tsutsumi. Virus reactivations after autologous hematopoietic stem
cell transplantation detected by multiplex PCR assay. J. Med. Virol.. 2017.02; 89(2); 358-362

8. Matsumura E, Tsuji K, Komori K, Koga H, Sekiya I, Muneta T.. Pretreatment of IL-1β enhances prolif-
eration and chondrogenic potential of synovium-derived mesenchymal stem cells. Cytotherapy. 2017.02;
19(2); 181-193

9. Honami Takada, Ken-Ichi Imadome, Haruna Shibayama, Mayumi Yoshimori, Ludan Wang, Yasunori
Saitoh, Shin Uota, Shoji Yamaoka, Takatoshi Koyama, Norio Shimizu, Kouhei Yamamoto, Shigeyoshi
Fujiwara, Osamu Miura, Ayako Arai. EBV induces persistent NF-κ B activation and contributes to
survival of EBV-positive neoplastic T- or NK-cells. PLoS ONE. 2017.03; 12(3); e0174136
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10. Satoko Nakano, Sunao Sugita, Yasuhiro Tomaru, Ayumi Hono, Takako Nakamuro, Toshiaki Kubota,
Hiroshi Takase, Manabu Mochizuki, Masayo Takahashi, Norio Shimizu. Establishment of Multiplex Solid-
Phase Strip PCR Test for Detection of 24 Ocular Infectious Disease Pathogens. Invest. Ophthalmol. Vis.
Sci.. 2017.03; 58(3); 1553-1559

11. 猪野又 慶、古賀 英之、中川 裕介、日山 鐘浩、片倉 麻衣、荻内 隆司、吉村 英哉、林 将也、星野 傑、
関矢 一郎、 宗田 大. 1重束前十字靱帯再建術における半月板損傷の有無 · 処置法の違いが術後 1年成績に
与える影響　 TMDU MAKS study JOSKAS. 2017.03; 42(1); 120-121

12. Yuuki A, Muneta T, Ohara T, Sekiya I, Koga H.. Associated lateral/medial knee instability and its
relevant factors in anterior cruciate ligament-injured knees. J Orthop Sci. 2017.03; 22(2); 300-305

13. 高橋　典子，田野崎　隆二，酒井　紫緒，岸野　光司，梶原　道子，伊藤　経夫，池田　和彦，原口　京子，
渡邊　直英，上田　恭典，松本　真弓，高梨　美乃子. 骨髄移植片に含まれる有核細胞数測定法の施設間差
の検討 日本輸血細胞治療学会雑誌. 2017.04; 63(2); 120-125

14. Shimpei Baba, Yuji Sugawara, Kengo Moriyama, Motoki Inaji, Taketoshi Maehara, Toshiyuki Yamamoto,
Tomohiro Morio. Amelioration of intractable epilepsy by adjunct vagus nerve stimulation therapy in a
girl with a CDKL5 mutation. Brain Dev. 2017.04; 39(4); 341-344

15. 山口 (藤巻)明日香, 大坂渓, 田中 (久保田)真理, 宮本智史, 満生紀子, 高木正稔, 今井耕輔, 窪田満, 金兼弘和,
森尾友宏. 無形成発作を契機に診断されたグルコース-6—リン酸脱水素酵素欠損症の日本男児 日本小児科学
会雑誌. 2017.04; 121(4); 724-728

16. 廣木遥, 岡野翼, 山下基, 足洗美穂, 宮本智史, 小林千佳, 青木由貴, 高木正稔, 今井耕輔, 金兼弘和, 森尾友宏.
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井　耕輔，金兼　弘和，森尾　友宏，梶原　道子，石渡　泰芳，瀧川　加奈子，前　つかさ，安原　眞人，
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Anchor and Promotes Meniscus Regeneration for Extruded Meniscus After Partial Meniscectomy in Mi-
crominipigs. Orthopaedic Research Society 2017 Annual Meeting 2017.03.22 SanDiego, USA
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解を維持している乳児白血病の 7歳女児例. 第 59回日本小児血液 · がん学会学術集会 2017.11.11 愛媛県松
山市　ひめぎんホール

106. 宮本智史, 高木正稔, 西村聡, 田中真理, 小野真太郎, 足洗美穂, 満生紀子, 星野顕宏, 柳町昌克, 青木由貴, 富
澤大輔, 今井耕輔, 梶原道子, 金兼弘和, 森尾友宏. 頻回再発に対する複数回造血細胞移植により寛解を維持
している乳児白血病の 7歳女児例. 第 59回日本小児血液 · がん学会学術集会 2017.11.11 愛媛

107. 関矢 一郎. 膝痛を再生医療で治す！ アカデミアの挑戦. 第 14回 DIA日本年会 2017.11.13 東京

108. 関矢 一郎. 滑膜幹細胞による半月板再生と定量的評価法. 産業医科大学大学院講義 2017.11.22 北九州

109. 河野 佑二, 古賀 英之, 大関 信武, 松田 純平, 水野 満, 小田邉 浩二, 片野 尚子, 関矢 一郎. 半月板部分切除
· 逸脱に対する Centralization法における荷重分散機能の生体力学的解析. 第 44回日本臨床バイオメカニク
ス学会 2017.11.24 松山

110. 渡部 直人, 水野 満, 中村 奈緒子, 松田 純平, 片野 尚子, 大関 信武, 木村 剛, 岸田 晶夫, 辻 邦和, 宗田 大, 関
矢 一郎. Ultra-High Hydrostatic Pressureを用いた脱細胞化半月板の作製および力学的強度の評価. 第 44
回日本臨床バイオメカニクス学会 2017.11.24 松山

111. 関矢 一郎. 変形性膝関節症の定量評価と再生医療. 第 27回日本リウマチ学会北海道 · 東北支部学術集会
2017.11.24 山形

112. 関矢 一郎. 半月板の解剖. 第 34回膝関節フォーラム 2017.12.02 東京

113. 森尾友宏. アカデミアにおける細胞調製施設運営の実例と課題（２）‐新しい品質検査系の必要性：迅速微
生物検査システム及び定量的造腫瘍性関連遺伝子解析手法の開発‐. 大阪大学国際医工情報センター「再生
医療：細胞製造設計エキスパート養成講座」 2017.12.09 大阪

114. 森尾友宏. アカデミアにおける細胞調製施設運営の実例と課題（１）‐細胞培養加工施設の運用の現状 · 問
題点と、細胞培養加工の将来展望‐. 大阪大学国際医工情報センター「再生医療：細胞製造設計エキスパー
ト養成講座」 2017.12.09 大阪

115. 佐々木 亜加梨, 水野 満, 大関 信武, 片野 尚子, 小田邉 浩二, 辻 邦和, 望月 学, 関矢 一郎. イヌの滑膜、膝蓋
下脂肪体、皮下脂肪、骨髄液由来間葉系幹細胞の特性比較. 第 95回日本獣医麻酔外科学会 · 2017年秋季合
同学会 2017.12.09 名古屋

116. Tomohiro Morio. Molecular and cellular basis of systemic immune disease.. The 46th Annual Meeting of
The Japanese Society for Immunology 2017.12.13 Miyagi

117. 関矢 一郎. 変形性膝関節症（軟骨 · 半月板）の再生医療. 川崎市整形外科医会学術講演会 2017.12.15 神奈川

118. 森尾友宏. 日和見感染症の診断と治療：現況と展望. 第 70回 ICP研究会 2017.12.18 東京
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[特許]

1. マイコプラズマを検出する方法, 公開番号：3192878

[受賞]

1. 中川 裕介, Best Poster Presentation Award, 米国日本人医師会、独立行政法人日本学術振興会, 2017年 04月

2. 大関 信武, 平成 28年度研究助成事業, 日本関節鏡 · 膝 · スポーツ整形外科学会, 2017年 05月

[その他業績]

1. 林修の今でしょ！ 講座　血液型のウソ？ ホント？ 国民の疑問を解消 SP, 2017年 05月
テレビ出演 (VTR)

2. 「自家滑膜幹細胞の半月板損傷を対象とする医師主導治験」開始のお知らせ― 国内で初めての半月板損傷
患者を対象とした再生医療等製品の治験開始―, 2017年 07月
治験開始

[社会貢献活動]

1. ひざ痛を解消してイキイキ健康的な毎日を, 全薬工業株式会社, 月刊みすみ, 2017年 10月 23日

2. 軟骨再生, 読売新聞社, 読売新聞, 2017年 12月 05日
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クリーンルーム歯科外来
Cleanroom

砂川光宏
松本宏之

( 1 ) 研究活動

本分野では以下のようなテーマを対象に研究している
１．歯科治療用消耗品類のディスポーザブル化の可能性
２．HIV陽性感染者およびエイズ患者の口腔内疾患の実態調査
３．歯科医師及び歯学部学生の院内感染予防対策に関する意識調査と歯学部附属病院内での職業上の暴露事故と
の関係

( 2 ) 教育活動

歯学部附属病院外来部門及び入院部門における医療従事者ならびに学生への院内感染予防対策の啓発とその実際
の教育と普及

( 3 ) 臨床活動および学外活動

感染症患者及び易感染者を対象としたクリーンルーム歯科外来の管理運営ならびに同外来における患者の一般歯
科治療

( 4 ) 研究業績

[書籍等出版物]

1. 宮川義隆, 天野景裕, 松本宏之, 他. 血友病の診療マニュアル. 株式会社医薬ジャーナル社, 2017.10 (ISBN :
987-4-7532-2854-6)

[講演 · 口頭発表等]

1. 興地隆史，渡辺聡，砂川光宏，池田英治，海老原新，川島伸之，和達礼子，金子友厚，河村隼，小松恵.「TMDU
歯髄生物学分野」興地教室のフィロソフィー—変わらないものと変えていくもの—. 平成 28年度東京医科
歯科大学同窓会 C.D.E. 2017.02.05 東京

2. 小林美生, 松本宏之, 他. 患者の心理的要望を受けてラッピングに よるバリアーを解除した経緯. 日本エイ
ズ学会学術集会総会（第 31回） 2017.11.24 東京

3. 砂川光宏. 歯科医療で注意すべき感染症と感染予防対策の理論と実際. 日本歯内療法学会平成 29年度臨床研
修会 2017.12.10 大阪
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[受賞]

1. 砂川光宏，厚生労働大臣表彰, 厚生労働省, 2017年 10月

[社会貢献活動]

1. 砂川光宏．日本大学歯内療法学特別講義「歯の痛みの基礎と臨床」．日本大学歯学部４年生対象, 日本大学歯
学部, 2011年 04月 01日 - 現在

2. 砂川光宏　平成 29年度　日本大学歯学部歯内療法学特別講義「歯の痛みの基礎と臨床』　, 日本大学歯学部,
2017年 04月 17日

3. 砂川光宏　国公私立大学附属病院医療安全 · 感染対策に関する祖語チェックワーキンググループ座長, 国立
大学歯学部長 · 附属病院長会議, 2017年 07月 01日 - 2018年 03月 31日

4. 荒木孝二，砂川光宏，松本宏之　平成 29年度第 1回エイズ歯科診療従事者臨床研修, 東京, 2017年 10月 11
日 - 2017年 10月 12日

5. 松本宏之. HIV陽性者を巡る歯科医療, 毎日新聞社, 毎日新聞, 2017年 11月 10日

6. 荒木孝二，砂川光宏，松本宏之　平成 29年度第 2回エイズ歯科診療従事者臨床研修, 東京, 2017年 12月 06
日 - 2017年 12月 07日

7. 砂川光宏ら　平成 29年度国公私立大学歯学部附属病院医療安全 · 感染対策相互チェック, 大阪, 2017年 12
月 18日

8. 砂川光宏ら　平成 29年度国公私立大学歯学部附属病院医療安全 · 感染対策相互チェック, 鹿児島, 2017年 12
月 26日
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歯科器材 · 薬品開発センター
Center for Development of Devices and Drugs in Dentistry

センター長　　田上　順次
副センター長　高橋　英和
　　　　　　　原澤　秀樹
　　　　　　　原田　直子
センター員　　和賀井　美和子（CRC）
　　　　　　　小島　和子（CRC）

( 1 ) 分野概要

本センターは平成 16年 4月に設置され、おもに歯科医療機器に関する薬事相談業務、および歯学部附属病院で行
われている治験、および治験以外の臨床試験（以下治験等）の管理と支援を行っている．

( 2 ) 教育活動

本センターでは歯学部歯学科第 3学年、第 5学年、および口腔保健学科口腔保健工学専攻第 2学年、口腔保健衛
生学科第 3学年のモジュールにおいて、歯科医療機器の薬事法に関する基礎知識を教育している．また、生体材
料工学研究所と連携を図り、大学院医歯学総合研究科修士課程医歯理工学専攻第 1学年の「医歯薬産業技術特論」
において、大学発シーズの早期実用化に向けて、研究成果の製品化を目指す際の課題や許認可制度に関する講義
を行っている．

1. 原田直子．歯学部歯学科第 3学年講義．（歯科材料の成型技術と臨床）「歯科医療機器のクラス分類と承認 · 認
証」, 2017年 5月 18日．

2. 原澤秀樹．歯学部歯学科第 3学年講義．（薬理Ⅰ）「薬事関連法規（薬事、その他関連法規）」, 2017年 5月 25日．

3. 原澤秀樹．歯学部歯学科第 3学年講義．（薬理Ⅰ）「新薬の開発と臨床応用（薬事、治験、臨床研究など）」, 2017
年 5月 25日．

4. 原澤秀樹．歯学部口腔保健衛生学専攻第 3学年講義.（歯科薬理 · 薬剤学）
「医薬品の分類、薬事関連法規（薬事法、その他関連法規）」, 2017年 6月 20日．

5. 原田直子．歯学部口腔保健学科口腔保健工学専攻第 2学年講義．（口腔保健理工学）生体材料の安全性「薬事法
と歯科材料」, 2017年 7月 10日.

6. 原澤秀樹．口腔保健学科第 3学年講義．（歯科薬理 · 薬剤学）「臨床試験と薬害（臨床研究、治験、薬害など）」,
2017年 7月 11日．

7. 原田直子．大学院医歯学総合研究科修士課程医歯理工学専攻第 1学年講義．（医歯薬産業技術特論）「医薬品、
医療機器等が世にでるまで」, 2017年 10月 17日．

( 3 ) 臨床活動および学外活動

· 治験等の支援業務
本センターは治験等事務局として、治験等にかかわる管理および各種事務的業務を行うとともに、それらの試験
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が円滑に実施されるように臨床試験コーディネーターを配置し、各種支援業務を行っている．

· 相談業務
相談業務として、学内関係者および歯科、医科関連企業からの、歯科、医科医療機器の承認、認証申請など薬事全
般に関する相談への対応を行っている．
また、治験等を行おうとする企業との相談で、プロトコール作成等各種のサポートを行うことで、企業が適切な
治験計画を早期に立てることが可能となり、治験申請を早く行うことができる．なお、治験デザインについては
（独）医薬品医療機器総合機構が有料相談業務を行っており、本センターの相談業務は実際の診療現場での運用の
観点を中心にサポートを行っているため、これとは競合関係になるのではなく、補完の関係である．

( 4 ) 臨床上の特色

· 治験等支援業務実績および相談業務実績
　平成 29年は、1件の医療機器治験のサポートを行い、12月に当該製品が承認取得に至った．
　また歯科医療機器の薬事全般に関する相談業務および産官学連携関連の打ち合わせを　 37件実施した．

· 企画調整会議
　平成 29年は 11回の企画調整会議を開催した．

( 5 ) 研究業績

[原著]

1. 原澤秀樹. くすりの副作用 2017①解熱鎮痛消炎薬 DENTAL DIAMOND. 2017.01; 42(1); 80-84

2. Sasipin Lauvahutanon, Maho Shiozawa, Hidekazu Takahashi, Naohiko Iwasaki, Meiko Oki, Werner J.
Finger, Mansuang Arksornnukit. Discoloration of various CAD/CAM blocks after immersion in coffee
Restorative Dentistry and Endodontics. 2017.01; 42(1); 9-18

3. Ishihata H, Kanehira M, Finger WJ, Takahashi H, Tomita M, Sasaki K. Effect of two desensitizing agents
on dentin permeability in vitro. J Appl Oral Sci. 2017.01; 25(1); 34-41

4. Kento Sato, Keiichi Hosaka, Masahiro Takahashi, Masaomi Ikeda, Fucong Tian, Wataru Komada, Masatoshi
Nakajima, Richard Foxton, Yoshihiro Nishitani, David H Pashley, Junji Tagami. Dentin Bonding Dura-
bility of Two-step Self-etch Adhesives with Improved of Degree of Conversion of Adhesive Resins. J Adhes
Dent. 2017.02; 19(1); 31-37

5. Krid Kamonkhantikul, Mansuang Arksornnukit, Hidekazu Takahashi. Antifungal, optical, and mechanical
properties of polymethylmethacrylate material incorporated with silanized zinc oxide nanoparticles. Int
J Nanomedicine. 2017.03; 12; 2353-2360

6. Naohiko Iwasaki, Chisato Yamaki, Hidekazu Takahashi, Meiko Oki, Tetsuya Suzuki. Effect of long-time
immersion of soft denture liners in water on viscoelastic properties. Dent Mater J. 2017.04;

7. 原澤秀樹. くすりの副作用 2017⑥降圧薬 DENTAL DIAMOND. 2017.06; 42(6); 70-75

8. 隅田　由香，服部　麻里子，大木　明子，吉　志元，高橋　英和，岩崎　直彦，谷口　尚. 試作エピテーゼ
用シリコーン材料の粘弾性特性の検討　ー第 2報：垂れ止剤と重合条件の影響について 顎顔面補綴学会誌.
2017.06; 40(1); 1-6

9. Yuichi Kitasako, Yoshiyuk Sasaki, Tomohiro Takagaki, Alireza Sadr, Junji Tagami. Erosive Tooth Wear
Among Different Tooth Types and Surfaces in Japanese Adults 15 to 89 Years Old. Oral Health and
Preventive Dentistry. 2017.07; 15(4); 357-364

10. Yukari Noda, Masatoshi Nakajima, Masahiro Takahashi, Teerapong Mamanee, Keiichi Hosaka, Tomohiro
Takagaki, Masaomi Ikeda, Richard M Foxton, Junji Tagami. The effect of five kinds of surface treatment
agents on the bond strength to various ceramics with thermocycle aging. Dent Mater J. 2017.07;

11. Mashiko R, Inoue G, Nikaido T, Tagami J. Morphological evaluation of artificial caries-affected dentin
after applying FCP-COMPLEX Journal of Oral Science. 2017.09; 59(3); 343-350
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12. Araoka D, Hosaka K, Nakajima M, Foxton R, Thanatvarakorn O, Prasansuttiporn T, Yoshimine A, Sato
K, Takahashi M, Otsuki M, Tagami J.. The strategies used for curing universal adhesives affect the micro-
bond strength of resin cement used to lute indirect resin composites to human dentin Dental Materials
Journal. 2017.09;

13. Takahiro Shirako , Hiroshi Churei, Naohiko Iwasaki, Hidekazu Takahashi, Toshiaki Ueno. Evaluation of
the flexural properties of a new temporary splint material for use in dental trauma splints Journal of
Dental Sciences. 2017.09; 12(3); 308-310

14. Saad A, Inoue G, Nikaido T, Ikeda M, MF Burrow, Tagami J. Microtensile Bond Strength of Resin-
Modified Glass Ionomer Cement to Sound and Artificial Caries–Affected Root Dentin With Different
Conditioning Operative Dentistry. 2017.11; 42(6); 626-635

15. 沖畠　里恵、原澤　秀樹. 当院における経口抗菌薬の使用実態調査；抜歯手術および抜歯手術以外での比較
歯科薬物療法. 2017.12; 36(3); 95-100

16. Kazuyuki Handa, Natsuko Murakami, Toshiki Yamazaki, Hidekazu Takahashi, Noriyuki Wakabayashi.
The ball-on-disk cyclic wear of CAD/CAM machinable dental composite and ceramic materials Journal
of Oral Science. 2017.12; 59(4); 589-596

[書籍等出版物]

1. 田上順次, 奈良陽一郎, 山本一世, 齋藤隆史. 第５版　保存修復学 21. 2017.03 (ISBN : 978-4-8160-1321-8)

2. Junji Tagami. TMDUReserch Activities. TOKYO MEDICAL AND DENTAL UNIVERSITY, 2017.03

3. 末瀬一彦，高橋英和，船奥律子　他. 最新　歯科衛生士教本　歯科材料. 医歯薬出版, 2017.03 (ISBN :
978-4-263-42851-1)

[総説]

1. 高橋英和、上條真吾. 加圧成形用セラミックスの最近の状況について 日本歯科技工学会雑誌. 2017.01; 38(1);
94-96

[講演 · 口頭発表等]

1. 田上　順次. 東南アジア医療 · 歯科治療ネットワークの構築を目指した大学間交流プログラム. 大学の世界
展開力強化事業（ASEAN対象プログラム）平成 28年度採択大学連絡会 2017.01.24 京都大学百周年時計台
記念会館国際交流ホールⅠ · Ⅱ

2. 羽田多麻木，鈴木哲也，織田展輔，高橋英和. CAD/CAMシステムで製作したフレームワークによる上顎
全部床義歯の補強効果. 第 9回日本義歯ケア学会学術大会 2017.02.12 鹿児島

3. 田上　順次　他. これからの歯科医療機器開発、実用化における法規制への対応について. 第 13回　歯科器
材 · 薬品開発センター　シンポジウム 2017.02.23 東京医科歯科大学　歯学部附属病院 4階　特別講堂

4. 原田直子. これからの歯科医療機器開発、実用化における法規制への対応について　事前アンケートから .
第 13回　東京医科歯科大学　歯科器材 · 薬品開発センター　シンポジウム 2017.02.23 東京医科歯科大学

5. 田上　順次. 身体の健康は口元から. 例会卓話 2017.03.06 帝国ホテル　 3階舞の間

6. Ken-ichi Tonami, Shizuko Ichinose, Kazunobu Sano, Naohiko Iwasaki, Hidekazu Takahashi, Shiro Mataki,
Kouji Araki. Analysis of the dentin surface after Xe excimer lamp irradiation. The 95th General Session
& Exhibition of the IADR 2017.03.22 San Francisco

7. Alireza Sadr, Juri Hayashi, Yasushi Shimada, Junji Tagami. Effects of Fiber Reinforcement on Composite
Adaptation in Deep Cavities. 95th General Session & Exhibition of the IADR 2017.03.22

8. Juri Hayashi, Alireza Sadr, Tomohiro Takagaki, Tomoko Numata, Yasushi Shimada, Junji Tagami, Ya-
sunori Sumi. 3D assessment of Bulk-fill Composites Gap Formation and Polymerization Shrinkage. 95th
General Session & Exhibition of the IADR 2017.03.22

9. Amr SAAD, Go Inoue, Junji Atomura, Toru Nikaido, Junji Tagami. µ TBS of RM-GIC on demineralized
root dentin with several conditioners. 95th General session & exhibition of the IADR 2017.03.22
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10. 細沼萌美，藤原里紗，合田ひとみ，沖畠里恵，原澤秀樹，渋谷文則，工藤敏之，伊藤清美. 院内製剤口腔用軟
膏におけるグアイアズレンおよびトリアムシノロンアセトニドの安定性. 日本薬学会第 137年会 2017.03.26
仙台

11. 安江 透，岩崎直彦，鈴木哲也，高橋英和. CAD/CAM用ガラス繊維強化型コンポジットレジンに対する接
着特性について　- 繊維の配置による影響 -. 第 69回日本歯科理工学会学術講演会 2017.04.16 東京

12. 清水穂香，野澤（石井）玲子，植沢芳広，牧田久美子，原澤秀樹，加賀谷肇. 口腔がんの疼痛と緩和ケアの
現状. 第 11回日本緩和医療薬学会 2017.06.04

13. 野田園子，川島伸之，橋本健太郎，山本弥生子，荒牧音，田上順次，興地隆史. 培養密度が歯髄幹細胞の幹
細胞特性に与える影響. 日本歯科保存学会 2017年春季学術大会（第 146回） 2017.06.08 青森

14. 高橋　英和. CAD/CAMレジン冠 · ジルコニアクラウンの特性と接着. 日本デジタル歯科学会，日本接着歯
科学会　共催シンポジウム 2017.06.11 東京医科歯科大学

15. Junji Tagami. Keys for the Best Bonding Performance in Various Clinical Situations. IAAD 2017 Meeting,
International Academy for Adhesive Dentistry 2017.06.16 The University of Pennsylvania School of Dental
Medicine

16. 田上　順次. コンポジットレジン修復について. 2017.06.21 昭和大学

17. 加嶋祐佳，高市敦士，高橋英和，若林則幸. 積層造形体の疲労強度に与えるサポート構造の影響. 日本補綴
歯科学会　第１２６回学術大会 2017.07.02 横浜

18. 増田夢子，鈴木哲也，大木明子，羽田多麻木，土田優美，安江透，上條真吾，池田正臣，高橋英和. 陶歯を用い
たリンガライズドオクルージョンの再現性とその作業効率. 第 126回日本補綴歯科学会学術大会 2017.07.02
横浜市

19. 安江 透，岩崎直彦，鈴木哲也，高橋英和. 繊維強化型コンポジットレジンに対する前装材料の接着特性に及
ぼす繊維配置の影響. 日本補綴歯科学会第 126回学術大会 2017.07.02 横浜

20. 田上順次. Tooth Wearの病態と治療指針. 平成２９年度生涯研修セミナー 2017.08.20

21. Junji Tagami. Direct bonding strategies in various clinical situations. IFEMA, Feria de Madrid、FDI
Annual World Dental Congress 2017.08.30

22. Meet-the-Expert(Dental materials):Dental materials. IFEMA, Feria de Madrid, FDI Annual World Dental
Congress 2017.08.31

23. Junji Tagami. Is bulkfill composite reliable?. IFEMA, Feria de Madrid, FDI Annual World Dental
Congress 2017.08.31

24. Dhaifallah Alqarni, Keiichi Hosaka, Teerapong Mamanee, Masatoshi Nakajima, Masaomi Ikeda, Junji
Tagami. Effect of different surface treatments on repair uTBS of composite bonded to resin matrix after
water exposure. The 10th World Congress of International Federation of Esthetic Dentistry 2017.09.14
Toyama

25. Kazuo Hirota, Rena Takahashi, Go Inoue, Junji Tagami. No Marginal Gap Around Composite Resin
Restoration with Pre-Polimerized HEMA Filler. CED-IADR/NOF Oral Health Research Congress 2017.09.23
Vienna, Austria

26. Wada Takahiro, Churei Hiroshi, Yokose Mako, Takayanagi Haruka, Iwasaki Naohiko, Ueno Toshiaki,
Takahashi Hidekazu, Uo Motohiro. Evaluation of the Mechanical Properties of a Faceguard Made of Fiber-
Reinforced Thermoplastics. International Conference on Materials and Systems for Sustainability 2017 (
ICMaSS2017), 2nd International Symposium on Creation of Life Innovation Materials for Interdisciplinary
and International Researcher Development (iLIM-2) 2017.09.30 Nagoya, Japan

27. Naohiko Iwasaki, Maho Shiozawa, Yusuke Yamamoto, Tetsuya Suzuki and Hidekazu Takahashi. Rela-
tionship among Marginal Reproducibility, Machinability and Mechanical Property of Zirconia Blank for
CAD/CAM System. International Conference on Materials and Systems for Sustainability 2017 ( IC-
MaSS2017), 2nd International Symposium on Creation of Life Innovation Materials for Interdisciplinary
and International Researcher Development (iLIM-2) 2017.09.30 Nagoya University, Nagoya
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28. Tanabe G, Hata T, Tun PS, Churei H, Wada T, Uo M, Takahashi H, Ueno T. Effect of Molding Tem-
perature on Peeling Energy of Laminated Mouthguards.. The 2017 ADM Annual Meeting 2017.10.07
Nuremberg

29. 高市敦士，加嶋祐佳，中本貴之，堤祐介，野村直之，高橋英和，塙隆夫，若林則幸. レーザー積層造形法に
おいてオーバーハング部へのサポート構造の付与が疲労強度に与える影響. 第 70回日本歯科理工学会学術
講演会 2017.10.14 新潟

30. 加嶋祐佳，高市敦士，中本貴之，ナタポン　キットクンダシャー ，野村直之，高橋英和，塙隆夫，若林則幸，
川崎亮. レーザー積層造形法で製作したコバルトクロム合金の異方性制御に有効な熱処理条件の検討. 第 70
回日本歯科理工学会学術講演会 2017.10.14 新潟

31. 中禮　宏，吉田結梨子，田邊　元，和田敬広，深沢慎太郎，白子高大，宇尾基弘，高橋英和，上野俊明. マ
ウスガードの高機能化におけるガラス繊維強化法と緩衝空間の効果. 日本歯科理工学会　平成 29年度秋期
第 70回学術講演会 2017.10.14 朱鷺メッセ，新潟市

32. 山本宥佑，岩崎直彦，チャイアモンサプパチャラナン，鈴木哲也，高橋英和. CAD/CAM 用レジンブロッ
クの被削性に及ぼす荷重の影響. 日本歯科理工学会　平成 29年度秋期第 70回学術講演会 2017.10.14 朱鷺
メッセ，新潟市

33. 岩崎直彦，安江　透，塩沢真穂，山本宥佑，田中慎二，鈴木哲也，高橋英和. 新しい CAD/CAM用コンポ
ジットレジンの機械的性質. 日本歯科理工学会　平成 29年度秋期第 70回学術講演会 2017.10.14 朱鷺メッ
セ，新潟市

34. 盧山 晨, 高橋 礼奈, 二階堂 徹, 田上 順次. レジンコーティング法が CAD/CAMインレーに対する象牙質接
着強さと窩壁適合性に及ぼす影響について. 日本歯科保存学会 2017年度秋季学術大会 (第 147回) 2017.10.27
岩手県盛岡市

35. アルカタニ アリ,井上剛,二階堂徹,田上順次. フッ化カリウム及びフッ化ナトリウムの濃度が微小剪断接着
強さ及び脱灰抑制効果に及ぼす影響. 第 147回日本歯科保存学会秋季学術大会 2017.10.27 盛岡

36. マハムド サイド,松井七生子,平石典子,井上剛,二階堂徹,田上順次. フッ化ジアミン銀による脱灰象牙質の
変色の評価. 第 147回日本歯科保存学会秋季学術大会 2017.10.27 盛岡

37. Rena Takahashi, Atsuko Tagami, Toru Nikaido, Junji Tagami. The dentin bond strength of dual-cure
resin cements. Brazil-Japan Joint Research Workshop on Adhesive Dentistry 2017.11.01 Campinas, Brazil

38. Takaaki Sato, Tomohiro Takagaki, Rui Guan, Nikaido Toru, Junji Tagami. Evaluation of the enamel/bond
interfaces of Multimode One-bottle Self-etching Adhesives. Brazil-Japan Joint Research Workshop on
ADHESIVE DENTISTRY 2017.11.01 Brazil, Piracicaba

39. Hidekazu TAKAHASHI, Naohiko IWASAKI, Tetsuya SUZUKI. FLEXURAL PROPERTIES OF RE-
CENT COMPOSITE RESIN BLOCKS FOR CAD/CAM. 3rd ANNUAL MEETING of the IADDM
2017.12.09 Berlin, Germany

40. 人工脱灰象牙質に対するカルシウム含有接着システムの接着強さの評価.

41. 酸性飲料浸漬後の歯磨き開始時間が歯ブラシ摩耗に及ぼす影響.

42. OCTを用いた POs-Caおよびフッ化物配合ガムによる口腔内 white spotの再石灰化臨床評価.

43. コンポジットレジンの耐摩耗性ならびに対合歯摩耗量の新規評価法の検討.

44. Toothbrushing timing after acidic drinks affects enamel loss in-situ. Boston, USA

45. 内沼　茂樹他. LED紫外線照射による光波長がう蝕原性細菌の殺菌効果に及ぼす影響.

[受賞]

1. Wilmer Souder Award授賞, 2017年 03月

2. 日本歯科審美学会功労賞, 日本歯科審美学会第 28回学術大会, 2017年 09月
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[その他業績]

1. Special Lecture on Adhesive Dentistry, 2017年 07月
Dr.Oswaldo Scopin de Andradeによる「My experience with adhesion in dentistry for more than 20 years」
Dr.Sidney Kina　による「Clinical and laboratory considerations for optimizing the dental preparation in
Adhesive Dentistry」
の主催（田上順次）

2. Special Lecture on Adhesive Dentistry, 2017年 07月
Dr.Sema Belli(Professor at Selcuk University)による「Fiber reinforced direct composite restorations:Do’s
and Don’ts.」の主催（田上順次）

3. 平成 29年度日歯生涯研修セミナー（東海信越地区 · 長野県歯科医師会）, 2017年 08月
開催日時：平成 29年 8月 20日 (日)
開催場所：松本歯科大学
講演「Tooth Wearの病態と治療方針」田上順次

4. 2017年 08月
DMTT Meeting,FDI Dental Material Task Team Meeting(アマルガム代替材料に関する委員会) に出席
した。

5. 平成 29年度生涯研修セミナー（日本歯科医師会）, 2017年 09月
開催日時：平成 29年 9月 10日 (日)
開催場所：徳島県歯科医師会館
「Tooth Wearの病態と治療方針」田上順次

6. 平成 29年度　生涯研修セミナー（日本歯科医師会）, 2017年 10月
開催日時：平成 29年 10月 8日 (日)
開催場所：大阪府歯科医師会館
講演「Tooth Wearの病態と治療方針」田上順次

7. JSPS若手研究者ワークショップ（ブラジル）「接着歯学に関する日伯合同ワークショップ」, 2017年 10月
JSPS若手研究者ワークショップ（ブラジル）「接着歯学に関する日伯合同ワークショップ」で、講演「Current
status and future of adhesive dentistry」を行った。（10月 31日カンピナス大学歯学部ピラシカバ校講堂）

8. 東京医科歯科大学歯科埼玉同窓会総会学術講演, 2017年 10月
開催日時：平成 29年 10月 22日 (日)
開催場所：浦和ロイヤルパインズホテル
コンポジットレジン修復領域の近年の技術革新

9. OCT国際シンポジウム岡山, 2017年 11月
岡山大学 Jホール、OCT国際シンポジウム岡山

Special Lecture「Application of SS-OCT to the research and clinic in cariology and operative dentistry」
を行った（11月 30日）

10. 第 39回日本バイオマテリアル学会大会, 2017年 11月
開催場所：タワーホール船堀
特別講演「生体の機能を超える歯科材料による新しい歯科治療」
田上順次

11. 平成 29年度　生涯研修セミナー（日本歯科医師会）, 2017年 11月
開催日時：平成 29年 11月 12日 (日)
開催場所：ユニコムプラザさがみはら
講演「Tooth Wearの病態と治療方針」田上順次

12. 平成 29年度　生涯研修セミナー（日本歯科医師会）, 2017年 12月
開催日時：平成 29年 12月 3日 (日)
開催場所：福岡県歯科医師会館
講演「Tooth Wearの病態と治療方針」田上順次

13. The News Letter 2017 winter vol.36, 2017年 12月
学会功労賞受賞者のご紹介
「学会功労賞を受賞して」
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[社会貢献活動]

1. 第 13回　東京医科歯科大学　歯科器材 · 薬品開発センター　シンポジウム, 東京医科歯科大学　歯科器材 ·
薬品開発センター, 東京医科歯科大学歯科棟南 4階　歯学部特別講堂, 2017年 02月 23日
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歯科衛生保健部
Department of Dental Hygiene

歯科衛生保健部長　　：　足達　淑子
副歯科衛生保健部長　：　三浦　佳子
主任歯科衛生士　　　：　大沼　由季
　　　　　　　　　　　　難波　佳子
　　　　　　　　　　　　釼持　郁
　　　　　　　　　　　　葛西　美樹

歯科衛生士　　　　　　　相川　江利奈
　　　　　　　　　　　　青木　浩実
　　　　　　　　　　　　秋山　喜久江
　　　　　　　　　　　　阿部　友理子
　　　　　　　　　　　　池田　実樹子
　　　　　　　　　　　　上原　沙友里
　　　　　　　　　　　　小川　侑希子
　　　　　　　　　　　　木村　文香
　　　　　　　　　　　　小西　富代
　　　　　　　　　　　　齋藤　成未
　　　　　　　　　　　　佐川　かおり
　　　　　　　　　　　　十川　裕子
　　　　　　　　　　　　竹廻　祐希
　　　　　　　　　　　　都築　夏子
　　　　　　　　　　　　永田　幸子
　　　　　　　　　　　　中西　桃子
　　　　　　　　　　　　中林　美恵
　　　　　　　　　　　　日笠　加衣
　　　　　　　　　　　　東山　香織
　　　　　　　　　　　　深谷　あゆ香
　　　　　　　　　　　　福田　理恵子
　　　　　　　　　　　　不動　奈緒子
　　　　　　　　　　　　古澤　実夏
　　　　　　　　　　　　松本　良恵
　　　　　　　　　　　　宮　　わかな
　　　　　　　　　　　　宮本　洋子
　　　　　　　　　　　　森下　琴以

( 1 ) 分野概要

平成 21年 4月、それまでの歯科衛生士室から、「歯科衛生保健部」として新たにスタートしました。現在、部長
以下 33名の歯科衛生士で構成され、15の診療科 · 専門外来を担当し、歯科医師をはじめ他職種と連携し、歯科診
療がスムーズに行われるようにサポートしています。
歯科衛生保健部では、一人ひとりの歯科衛生士が、社会における歯科衛生士の役割を考え、深い学問的な知識と
技術の向上を追及し、豊かな人間性をもって人に関われる歯科衛生士を目指し、専門職として歯科衛生士の仕事
に誇りが持てるよう、環境を整えるべく努力をしています。



— 1072 —

歯学部附属病院

( 2 ) 臨床活動および学外活動

都内特別支援学校歯科保健指導
平成 10年度から実施している活動です。特別支援学校の児童 · 生徒や保護者 · 教諭に対して、養護教諭、学校歯
科医と連携を取り、歯科検診、保健指導のみならず、咀嚼などの機能にも目を向けた摂食嚥下指導の健康教育活
動を行っています。

( 3 ) 臨床上の特色

口腔疾患の予防と、口腔機能と健康の維持増進をはかる「口腔の健康管理の専門家」として、患者さんの口腔への
関心を高め、生涯健口かつ健康に生活できるように支援しています。

( 4 ) 研究業績

[書籍等出版物]

1. 長田　豊、和泉雄一 他. Periodontics for Special needs Patients 「障害者 · 有病者の歯周治療」. デンタル
ダイヤモンド社, 2017.01

[講演 · 口頭発表等]

1. 小西　富代,中西　桃子. 歯科保健指導　小学部 · 中学部. 2017.07.07 東京学芸大学附属特別支援学校,東京

2. 三浦　佳子,月川　和香奈,小西　富代,佐藤　裕介,原田　安子,深山　智子,本山　靖治,俣木　志朗,嶋田
　昌彦. 東京医科歯科大学歯学部附属病院における 5S活動の 6年間の取り組みについて. 第 58回日本歯科
医療管理学会総会 · 学術大会 2017.07.16 北九州市

3. 小西　富代,中西　桃子. 歯科保健指導　幼稚部 · 高等部. 2017.12.15 東京学芸大学附属特別支援学校,東京

[その他業績]

1. 歯科衛生士 · 歯科技工士になるには, 2017年
あらゆる病気の原因になるともいわれる、口の中の健康状態を守る歯科医師を中心とした歯科医療チームの
一員として、多種多様なかたちで活躍する、歯科衛生士 · 歯科技工士の世界を紹介。

2. 第 63回医学教育セミナーWS-5　行動変容を促す「動機づけ面接」を紐解こう, 2017年 01月
薬学 · 看護 · 医学 · 歯学の医療系の教員に対して、行動科学を基に、行動変容を引き出す対話法についてワー
クショップが行われ、その企画 · 実施に携わった。ワークショップを通して、行動変容の理論を実践的に考
える場となった。
新しい医学教育の流れ 2017Vol.17 No.1P27-30

3. 第 64回医学教育セミナー　WS-5　患者をその気にさせる「動機づけ面接」って何？ , 2017年 04月
「基本コミュニケーション」「MIスキルを学び、行動変容を起こすコミュニケーション理論を実践的に学ぶ
場となった。
新しい医学教育の流れ　 2017　 Vol.17　 No.2　 P137-140

[社会貢献活動]

1. 東京医科歯科大学歯科衛生士総合研修センターホームページ, 2017年 10月 27日

2. ZOOM UP for Dental Hyjiest vol.1 2017, 長田電機工業株式会社, Zoom up for Dental Hygienist, 創刊特別
企画　デンタルハイジニストの Pride, 2017年 11月 01日

3. 歯科衛生士総合研修センター, 産業経済新聞社, 産経新聞, 2017年 11月 16日
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